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東京都立高等学校入学者選抜実施要綱

令和８年度の東京都立高等学校（以下「都立高校」という。）の入学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法

に関する規則（平成５年東京都教育委員会規則第１号）及び令和８年度東京都立高等学校入学者選抜における推薦に基

づく選抜の実施方針に基づき、この東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下「実施要綱」という。）の定めるところに

より実施する。ただし、国際バカロレアコース（国際高校）、海外帰国生徒等、チャレンジスクール（八王子拓真高校（チ

ャレンジ枠）を含む。）、定時制課程単位制及び通信制課程の入学者選抜のうち、必要な事項については、別に定める。

第 １ 推薦に基づく選抜

○ 推薦に基づく選抜として、一般推薦、文化・スポーツ等特別推薦（以下「特別推薦」という。）及び理数等特別推

薦（以下「特別推薦（理数）」という。）を設ける。

○  推薦に基づく選抜の目的

１ 一般推薦 
基礎的な学力を前提に、思考力、判断力、表現力等の課題を解決するための力や、自分の考えを相手に的確に伝

えるとともに、相手の考えを的確に捉え人間関係を構築するためのコミュニケーション能力など、これからの社会

にあって生徒たちに必要となる力を評価し、選抜する。

    ２ 特別推薦

      各都立高校の個性化・特色化を推進するため、卓越した能力をもつ生徒の力を評価し、選抜する。 
３ 特別推薦（理数） 

科学技術の根底にある理数系分野の素養を前提に、探究の過程を通して、課題を解決する力や、他者の考えから

自分の考えを深めるとともに、新しい価値を生み出す創造性など、変化し続ける社会にあって生徒たちに必要とな

る力を評価し、選抜する。 

第１－１ 推薦に基づく選抜日程（一般推薦、特別推薦及び特別推薦（理数））

第１－２ 対象学科及び募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、

かつその他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で、各都立高校に簡易書留

郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により郵送したものを受け付ける。

〔 入 力 期 間 〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年１月１６日（金）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間のこと

である。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年１月９日（金）から１月１６日（金）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先の都立

高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

検 査
令和８年１月２６日（月）

１月２７日（火）

合 格 者 の 発 表

令和８年２月 ２日（月） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会サイト

（以下「合否照会サイト」という。）で

発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午

選抜用評定等確認表

の 送 付 期 限

令和８年３月３日（火）から３月９日（月）までに、別表 の中学校の校長へ

各都立高校の校長が発送する。
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東京都立高等学校入学者選抜実施要綱

令和８年度の東京都立高等学校（以下「都立高校」という。）の入学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法

に関する規則（平成５年東京都教育委員会規則第１号）及び令和８年度東京都立高等学校入学者選抜における推薦に基

づく選抜の実施方針に基づき、この東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下「実施要綱」という。）の定めるところに

より実施する。ただし、国際バカロレアコース（国際高校）、海外帰国生徒等、チャレンジスクール（八王子拓真高校（チ

ャレンジ枠）を含む。）、定時制課程単位制及び通信制課程の入学者選抜のうち、必要な事項については、別に定める。

第 １ 推薦に基づく選抜

○ 推薦に基づく選抜として、一般推薦、文化・スポーツ等特別推薦（以下「特別推薦」という。）及び理数等特別推

薦（以下「特別推薦（理数）」という。）を設ける。

○  推薦に基づく選抜の目的

１ 一般推薦 
基礎的な学力を前提に、思考力、判断力、表現力等の課題を解決するための力や、自分の考えを相手に的確に伝

えるとともに、相手の考えを的確に捉え人間関係を構築するためのコミュニケーション能力など、これからの社会

にあって生徒たちに必要となる力を評価し、選抜する。

    ２ 特別推薦

      各都立高校の個性化・特色化を推進するため、卓越した能力をもつ生徒の力を評価し、選抜する。 
３ 特別推薦（理数） 

科学技術の根底にある理数系分野の素養を前提に、探究の過程を通して、課題を解決する力や、他者の考えから

自分の考えを深めるとともに、新しい価値を生み出す創造性など、変化し続ける社会にあって生徒たちに必要とな

る力を評価し、選抜する。 

第１－１ 推薦に基づく選抜日程（一般推薦、特別推薦及び特別推薦（理数））

第１－２ 対象学科及び募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、

かつその他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で、各都立高校に簡易書留

郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により郵送したものを受け付ける。

〔 入 力 期 間 〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年１月１６日（金）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間のこと

である。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年１月９日（金）から１月１６日（金）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先の都立

高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

検 査
令和８年１月２６日（月）

１月２７日（火）

合 格 者 の 発 表

令和８年２月 ２日（月） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会サイト

（以下「合否照会サイト」という。）で

発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午

選抜用評定等確認表

の 送 付 期 限

令和８年３月３日（火）から３月９日（月）までに、別表 の中学校の校長へ

各都立高校の校長が発送する。
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し、志願者本人が大島に所在する寄宿舎に入舎する場合には、当該都立高校の校長が必要とする転居等に関わる書類

の提出が必要となる。

第１－４ 出願方法

 一般推薦

志願者は、１校１コース又は１科（１分野）に限り出願する。志願変更はできない。

志望する同一の都立高校内にある同一の学科内に２科（２分野）以上ある場合（芸術に関する学科を除く。）は、

第２志望として他の１科（１分野）に限り指定することができる。ただし、同一の都立高校内に普通科とコース、農

業科と家庭科等、複数の学科がある場合は、それぞれ別の学科として扱うため、一方を第１志望とした場合、他方を

第２志望に指定することはできない。

特別推薦

志願者は、特別推薦を実施する都立高校の種目等のうちから１種目を指定し、１コース又は１科（１分野）に限り

出願する。志願変更はできない。また、当該都立高校の一般推薦にも出願することができる。この場合の出願方法は、

前項第１－４ の一般推薦における出願方法による。

特別推薦（理数）

志願者は、１校１科に限り出願する。志願変更はできない。また、他の推薦に基づく選抜に出願することはできな

い。

第１－５ 出願手続

第１－５－１ 中学校長の手続

中学校長は、次の から までにより、出願に必要な書類の作成等を行い、実施要綱第１－５－２－１に定める出

願に要する書類及び志願者一覧を同封し、都立高校の校長（以下「都立高校長」という。）宛てに簡易書留郵便等の追

跡可能かつ対面で受け渡される方法により書類提出期間中に必着するように提出する。

一般推薦、特別推薦及び特別推薦（理数）にあっては、中学校長は校内の推薦委員会等の厳正な審査を参考にして

被推薦者を決定し、一般推薦書（様式１）、文化・スポーツ等特別推薦書（様式２）及び理数等特別推薦書（学校所

定の様式）をそれぞれ作成する。

なお、推薦書を提出する際は、都立高校長宛ての親展扱いとする。

入学願書（様式３）

中学校長は、志願者が出願サイト上に入力した事項及び添付された写真が本人のものであること並びに志願しよ

うとする都立高校への応募資格があることを確認し、中学校用の出願管理サイトを通じ、承認の登録を行う。

成績一覧表（様式 ）

ア 作成方法

実施要綱第４－３－１及び第４－３－２に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先

成績一覧表調査委員会の調査を経たものを、都立高校長宛ての親展扱いとし、令和８年１月１６日（金）までに、

生徒が出願を予定している都立高校長に中学校長が提出する。郵送する場合は、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対

面で受け渡される方法とし、上記の期日までに当該都立高校に到着するように、送付すること。

調査書（様式 ）

ア 作成方法

実施要綱第４－６－１、第４－６－２及び第４－６－３に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先

都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法で、書類提出期間に必着するように提

（例１） 第１志望を八王子桑志高校の産業科のデザイン分野とした場合、同じ学科のクラフト分野を第２志望に

指定することができる。

（例２） 第１志望を松が谷高校の外国語コースとした場合、普通科を第２志望に指定することはできない。

（例３） 第１志望を瑞穂農芸高校の農業に関する学科の園芸科学科とした場合、同じ学科の畜産科学科を第２志

望に指定することはできるが、家庭に関する学科の生活デザイン科を第２志望に指定することはできな

い。

（例４） 第１志望を工芸高校の工業に関する学科のマシンクラフト科とした場合、同じ学科のアートクラフト科

を第２志望に指定することができる。

 
第１－３ 応募資格

第１－３－１ 応募資格

次の から までの全てに該当し、志願する都立高校を第１志望とする者。ただし、連携型中高一貫教育に関わる

選抜、在京外国人生徒等対象の選抜（竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並

総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校）及び国際バカロレアコースの選抜に出願する者、都立特別支

援学校の高等部の入学許可予定者となり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中学校を卒業

する見込みの者並びに都立中等教育学校の前期課程を修了する見込みの者の応募は認めない。

令和７年１２月３１日現在、都内（ただし、本項 オに該当する者については、都外でも可とする。）に所在

する学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別支援学校の中学

部又は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）に在籍し、令和８年３月に都内の中学校を卒業又は

修了（以下「卒業」という。）する見込みの者

以下による者

ア 一般推薦

一般推薦に志願する意思があり、在学している中学校の校長（以下「中学校長」という。）の推薦を受けた者

イ 特別推薦

特別推薦に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた者

ウ 特別推薦（理数）

特別推薦（理数）に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた者

保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又は母のどちらか

一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下、実施要綱において同じ｡）と同居している者で、令

和７年１２月３１日現在、都内に住所を有し、それ以降も都内に住所を有し、かつ、入学後も引き続き都内から通学す

ることが確実な者、又は令和７年１２月３１日現在、都内に住所を有し、それ以降も都内に住所を有し、かつ、入学

後も引き続き都内から通学することが確実で次のアからエまでのいずれかに該当する者、あるいは、オに該当する者。

ただし、次のアからエまでのうち、父母のどちらか一方とも同居していない場合は、具申書（様式 ）の提出が必要

（東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の細目（以下「細目」という。）第１－４「具申書の提出」を参照）。エに該

当する者のうち都内に所在する児童福祉施設、又はオに該当する者のうち都外に所在する児童福祉施設に入所してい

る東京都の措置児童の場合は、具申書の提出は不要だが、当該児童福祉施設の長からの「意見書」の提出が必要。

ア  父母のどちらか一方又は父と母が行方不明で、父母のどちらか一方又はおじ、おば、祖父母、兄姉等（以下「お

じ等」という。）と同居している者 
イ  父母のどちらか一方又は父と母が療養・転勤のため、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者 
ウ  父と母が離婚したため又は離婚するため別居している場合で、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者 
エ その他、志願者と保護者がやむを得ず別居中であると認められる者

オ  都外に所在する都立特別支援学校の中学部を卒業する見込みの者又は都外に所在する児童福祉施設に入所して

いる東京都の措置児童で、中学校を卒業する見込みであり、令和７年１２月３１日に都内に住所を有していなくて

も、入学日までに保護者と同居し、都内へ転居することが確実な者

なお、東日本大震災（平成２３年３月１１日発生）、平成２８年熊本地震（平成２８年４月１４日発生）、平成

３０年７月豪雨、平成３０年北海道胆振東部地震（平成３０年９月６日発生）、令和元年台風第１９号、令和２年７月

豪雨又は令和６年能登半島地震（令和６年１月１日発生）において、当該災害の発生日現在、当該災害による災害救助

法適用地域に住所を有し、被災したことにより、引き続き当該地域に在住することが困難になった者で、既に都内に避

難し都内中学校に在学する者については、事情により都内に住民票を異動することができていない場合であっても志願

することができる。その際、志願者が父母のどちらか一方とも同居していない場合は、志願者と保護者がやむを得ず別

居中であると認められる者とし、具申書（様式 ）を提出すること。

第１－３－２ 応募資格審査に準ずる手続が必要な場合

都内の島しょ（以下「島しょ」という。）の中学校を卒業する見込みの者のうち、入学日までに島しょ以外の都内

又は他の島しょに保護者の１人以上とともに転居すること又は都内在住の身元引受人と同居することが確実な者は、

島しょからの転居に関する申立書（様式 ）の提出が必要となる。

大島海洋国際高校に出願する者のうち、保護者が志願先の高校が所在する島しょを除く都内（出願する高校が所在

する島しょを除く島しょも含む。）に住所を有し、志願者本人が当該島しょに在住する身元引受人になり得る親族と

同居する場合及び志願者と保護者の１人以上が当該島しょに転居する場合には、島しょへの転居及び身元引受人に関

する申立書（様式 ）の提出が必要となる。

また、大島海洋国際高校へ出願する者のうち、保護者が大島を除く都内（大島を除く島しょも含む。）に住所を有
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し、志願者本人が大島に所在する寄宿舎に入舎する場合には、当該都立高校の校長が必要とする転居等に関わる書類

の提出が必要となる。

第１－４ 出願方法

 一般推薦

志願者は、１校１コース又は１科（１分野）に限り出願する。志願変更はできない。

志望する同一の都立高校内にある同一の学科内に２科（２分野）以上ある場合（芸術に関する学科を除く。）は、

第２志望として他の１科（１分野）に限り指定することができる。ただし、同一の都立高校内に普通科とコース、農

業科と家庭科等、複数の学科がある場合は、それぞれ別の学科として扱うため、一方を第１志望とした場合、他方を

第２志望に指定することはできない。

特別推薦

志願者は、特別推薦を実施する都立高校の種目等のうちから１種目を指定し、１コース又は１科（１分野）に限り

出願する。志願変更はできない。また、当該都立高校の一般推薦にも出願することができる。この場合の出願方法は、

前項第１－４ の一般推薦における出願方法による。

特別推薦（理数）

志願者は、１校１科に限り出願する。志願変更はできない。また、他の推薦に基づく選抜に出願することはできな

い。

第１－５ 出願手続

第１－５－１ 中学校長の手続

中学校長は、次の から までにより、出願に必要な書類の作成等を行い、実施要綱第１－５－２－１に定める出

願に要する書類及び志願者一覧を同封し、都立高校の校長（以下「都立高校長」という。）宛てに簡易書留郵便等の追

跡可能かつ対面で受け渡される方法により書類提出期間中に必着するように提出する。

一般推薦、特別推薦及び特別推薦（理数）にあっては、中学校長は校内の推薦委員会等の厳正な審査を参考にして

被推薦者を決定し、一般推薦書（様式１）、文化・スポーツ等特別推薦書（様式２）及び理数等特別推薦書（学校所

定の様式）をそれぞれ作成する。

なお、推薦書を提出する際は、都立高校長宛ての親展扱いとする。

入学願書（様式３）

中学校長は、志願者が出願サイト上に入力した事項及び添付された写真が本人のものであること並びに志願しよ

うとする都立高校への応募資格があることを確認し、中学校用の出願管理サイトを通じ、承認の登録を行う。

成績一覧表（様式 ）

ア 作成方法

実施要綱第４－３－１及び第４－３－２に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先

成績一覧表調査委員会の調査を経たものを、都立高校長宛ての親展扱いとし、令和８年１月１６日（金）までに、

生徒が出願を予定している都立高校長に中学校長が提出する。郵送する場合は、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対

面で受け渡される方法とし、上記の期日までに当該都立高校に到着するように、送付すること。

調査書（様式 ）

ア 作成方法

実施要綱第４－６－１、第４－６－２及び第４－６－３に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先

都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法で、書類提出期間に必着するように提

（例１） 第１志望を八王子桑志高校の産業科のデザイン分野とした場合、同じ学科のクラフト分野を第２志望に

指定することができる。

（例２） 第１志望を松が谷高校の外国語コースとした場合、普通科を第２志望に指定することはできない。

（例３） 第１志望を瑞穂農芸高校の農業に関する学科の園芸科学科とした場合、同じ学科の畜産科学科を第２志

望に指定することはできるが、家庭に関する学科の生活デザイン科を第２志望に指定することはできな

い。

（例４） 第１志望を工芸高校の工業に関する学科のマシンクラフト科とした場合、同じ学科のアートクラフト科

を第２志望に指定することができる。

 
第１－３ 応募資格

第１－３－１ 応募資格

次の から までの全てに該当し、志願する都立高校を第１志望とする者。ただし、連携型中高一貫教育に関わる

選抜、在京外国人生徒等対象の選抜（竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並

総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校）及び国際バカロレアコースの選抜に出願する者、都立特別支

援学校の高等部の入学許可予定者となり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中学校を卒業

する見込みの者並びに都立中等教育学校の前期課程を修了する見込みの者の応募は認めない。

令和７年１２月３１日現在、都内（ただし、本項 オに該当する者については、都外でも可とする。）に所在

する学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別支援学校の中学

部又は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）に在籍し、令和８年３月に都内の中学校を卒業又は

修了（以下「卒業」という。）する見込みの者

以下による者

ア 一般推薦

一般推薦に志願する意思があり、在学している中学校の校長（以下「中学校長」という。）の推薦を受けた者

イ 特別推薦

特別推薦に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた者

ウ 特別推薦（理数）

特別推薦（理数）に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた者

保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又は母のどちらか

一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下、実施要綱において同じ｡）と同居している者で、令

和７年１２月３１日現在、都内に住所を有し、それ以降も都内に住所を有し、かつ、入学後も引き続き都内から通学す

ることが確実な者、又は令和７年１２月３１日現在、都内に住所を有し、それ以降も都内に住所を有し、かつ、入学

後も引き続き都内から通学することが確実で次のアからエまでのいずれかに該当する者、あるいは、オに該当する者。

ただし、次のアからエまでのうち、父母のどちらか一方とも同居していない場合は、具申書（様式 ）の提出が必要

（東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の細目（以下「細目」という。）第１－４「具申書の提出」を参照）。エに該

当する者のうち都内に所在する児童福祉施設、又はオに該当する者のうち都外に所在する児童福祉施設に入所してい

る東京都の措置児童の場合は、具申書の提出は不要だが、当該児童福祉施設の長からの「意見書」の提出が必要。

ア  父母のどちらか一方又は父と母が行方不明で、父母のどちらか一方又はおじ、おば、祖父母、兄姉等（以下「お

じ等」という。）と同居している者 
イ  父母のどちらか一方又は父と母が療養・転勤のため、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者 
ウ  父と母が離婚したため又は離婚するため別居している場合で、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者 
エ その他、志願者と保護者がやむを得ず別居中であると認められる者

オ  都外に所在する都立特別支援学校の中学部を卒業する見込みの者又は都外に所在する児童福祉施設に入所して

いる東京都の措置児童で、中学校を卒業する見込みであり、令和７年１２月３１日に都内に住所を有していなくて

も、入学日までに保護者と同居し、都内へ転居することが確実な者

なお、東日本大震災（平成２３年３月１１日発生）、平成２８年熊本地震（平成２８年４月１４日発生）、平成

３０年７月豪雨、平成３０年北海道胆振東部地震（平成３０年９月６日発生）、令和元年台風第１９号、令和２年７月

豪雨又は令和６年能登半島地震（令和６年１月１日発生）において、当該災害の発生日現在、当該災害による災害救助

法適用地域に住所を有し、被災したことにより、引き続き当該地域に在住することが困難になった者で、既に都内に避

難し都内中学校に在学する者については、事情により都内に住民票を異動することができていない場合であっても志願

することができる。その際、志願者が父母のどちらか一方とも同居していない場合は、志願者と保護者がやむを得ず別

居中であると認められる者とし、具申書（様式 ）を提出すること。

第１－３－２ 応募資格審査に準ずる手続が必要な場合

都内の島しょ（以下「島しょ」という。）の中学校を卒業する見込みの者のうち、入学日までに島しょ以外の都内

又は他の島しょに保護者の１人以上とともに転居すること又は都内在住の身元引受人と同居することが確実な者は、

島しょからの転居に関する申立書（様式 ）の提出が必要となる。

大島海洋国際高校に出願する者のうち、保護者が志願先の高校が所在する島しょを除く都内（出願する高校が所在

する島しょを除く島しょも含む。）に住所を有し、志願者本人が当該島しょに在住する身元引受人になり得る親族と

同居する場合及び志願者と保護者の１人以上が当該島しょに転居する場合には、島しょへの転居及び身元引受人に関

する申立書（様式 ）の提出が必要となる。

また、大島海洋国際高校へ出願する者のうち、保護者が大島を除く都内（大島を除く島しょも含む。）に住所を有
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第１－５－２－２ 提出方法

（ ）志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、中学校長の承認を経た上で、入学願書の提出を行う。また、

出願に要する書類（入学願書を除く。）を、中学校を通じて、書類提出期間内に必着するよう、都立高校長宛てに簡易

書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。インターネット出願に係る入力方法の詳細は別に

定める。

なお、上記の手段による提出ができないやむを得ない事情がある場合には、志願者は、中学校を通じて志願先の都立

高校に連絡の上、出願に要する書類（入学願書を含む。）を、中学校を通じて、書類提出期間内に必着するよう、都立

高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。この場合、入学考査料は所定の

納付書による納付とし、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付けた上で提出す

ること。

（ ）入学願書提出後は、出願サイトへの入力内容及びその他出願に要する書類に係る記載事項の変更を認めない。

第１－５－３ 受検票の交付

出願を受け付けた都立高校長は、出願サイト上で受検票を交付する。ただし、やむを得ない事情によりインターネッ

ト出願を行わなかった者に対しては、出願を受け付けた都立高校長が中学校を通じて交付する。

第１－６ 検査等の実施及び採点

検査内容

ア 一般推薦及び特別推薦

（ｱ） 一般推薦の志願者全員に個人面接を実施する。集団討論については、必要と判断した都立高校において実施す

ることができる。また、小論文又は作文、実技検査、その他学校が設定する検査（以下「小論文又は作文等の検

査」という。）のうちから、当該都立高校長が定めたいずれか一つ以上の検査を実施する（別表４を参照）。

特別推薦の志願者全員に個人面接又は集団面接及び実技検査を実施し、その他の検査の内容については当該

都立高校長が定める（別表５－１を参照）。

（ｲ） 一般推薦における小論文又は作文等の検査の実施については、別表４のとおりとする。

（ｳ） 一般推薦において、第１志望及び第２志望とする科（分野）で実施する小論文又は作文等の検査の課題が異な

る場合は、それぞれの課題を課すものとする。

（ｴ） 特別推薦と同時に一般推薦を志願する者については、一般推薦において実施する個人面接及び小論文又は作文

等の検査についても課すものとする。

イ 特別推薦（理数）

科学分野等の研究に関するレポートについての口頭試問、個人面接及び小論文の検査を実施する。

日時等

ア 実 施 日 実施要綱第１－１のとおり

イ 実施時間 受検票により指定する。

ウ 検査会場 受検票により指定する。

なお、大島海洋国際高校を志願する者のうち、島しょ以外に住所を有する者の検査会場は、東京都

教職員研修センターとする。また、大島に住所を有する者の検査会場は同校とし、大島以外の島しょ

に住所を有する者は、同校又は東京都教職員研修センターのどちらかを検査会場として希望すること

ができる。

採点

推薦に基づく選抜を実施する各都立高校に、採点委員会を置く。

ア 採点委員会に委員長を置く。委員長は、当該都立高校長とする。

イ 採点委員会は、当該都立高校長、当該都立高校長が指定する副校長、主幹教諭、指導教諭、主任教諭、教諭及び

日勤講師（非常勤教員）並びにその他当該都立高校長が指定する者をもって組織する。

ウ 採点委員会は、当該都立高校で実施した検査の答案等の採点を行う。

エ 委員長は、委員を指揮監督し、採点についての責任を負う。

オ 委員長は、採点責任者を命ずる。

第１－７ 選考

第１－７－１ 一般推薦の選考

選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法（別表４を参照）に基づき、調査書、個人面接（集団討論を実施

する学校は集団討論を含む。）、小論文又は作文等の検査を総合した成績（以下「総合成績」という。）、入学願書

 
出する。

ウ 提出部数 １部

志願者一覧（様式 ）

ア 作成方法

志願者一覧は、所定の様式（様式 ）により課程及び学科等別に作成する。

イ 記載事項

志願者一覧には、次の事項を記載する。

（ｱ 中学校名及び学校番号（別表 参照）

（ｲ 志願者一覧の枚数

（ｳ 成績一覧表同封の有無

（ｴ 志願者数

（ｵ 氏名、性別、調査書の有無

ウ 提出方法及び提出先

都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法で、書類提出期間に必着するように提

出する。

第１－５－２ 志願者の手続

第１－５－２－１ 出願に要する書類等

一般推薦

ア 一般推薦書（様式１）

イ 入学願書（様式３）

インターネット出願では、出願サイトへ志願者情報等を入力する。

ウ 調査書（様式 ）

エ 自己ＰＲカード（様式 ）

オ 入学考査料 全日制２，２００円

（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、納付書裏面に記載の納付場

所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。）

特別推薦

ア 文化・スポーツ等特別推薦書（様式２）

イ 入学願書（様式３）

インターネット出願では、出願サイトへ志願者情報等を入力する。

なお、一般推薦を同時に志願する者は、特別推薦の内容と併せ、出願サイトに必要事項を入力する。

ウ 調査書（様式 ）

一般推薦を同時に志願する者は１部のみの提出でよい。

エ 自己ＰＲカード（様式 ）

一般推薦を同時に志願する者は１部のみの提出でよい。

オ 入学考査料 全日制２，２００円

（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、納付書裏面に記載の納付場

所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。ただし、一般推薦を同時に志願する場合は、一般

推薦の出願にも入学考査料が必要となる。その際は、一般推薦・特別推薦双方について入学考査料の支払が必要と

なる。）

特別推薦（理数）

ア 理数等特別推薦書（学校所定の様式）

イ 入学願書（学校所定の様式）

インターネット出願では、出願サイトへ志願者情報等を入力する。

ウ 調査書（様式 ）

エ 自己ＰＲカード（様式 ）

オ 科学分野等の研究に関するレポート（Ａ４判２枚以内、様式任意）

カ 入学考査料 全日制２，２００円

（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、納付書裏面に記載の納付場

所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。）
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第１－５－２－２ 提出方法

（ ）志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、中学校長の承認を経た上で、入学願書の提出を行う。また、

出願に要する書類（入学願書を除く。）を、中学校を通じて、書類提出期間内に必着するよう、都立高校長宛てに簡易

書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。インターネット出願に係る入力方法の詳細は別に

定める。

なお、上記の手段による提出ができないやむを得ない事情がある場合には、志願者は、中学校を通じて志願先の都立

高校に連絡の上、出願に要する書類（入学願書を含む。）を、中学校を通じて、書類提出期間内に必着するよう、都立

高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。この場合、入学考査料は所定の

納付書による納付とし、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付けた上で提出す

ること。

（ ）入学願書提出後は、出願サイトへの入力内容及びその他出願に要する書類に係る記載事項の変更を認めない。

第１－５－３ 受検票の交付

出願を受け付けた都立高校長は、出願サイト上で受検票を交付する。ただし、やむを得ない事情によりインターネッ

ト出願を行わなかった者に対しては、出願を受け付けた都立高校長が中学校を通じて交付する。

第１－６ 検査等の実施及び採点

検査内容

ア 一般推薦及び特別推薦

（ｱ） 一般推薦の志願者全員に個人面接を実施する。集団討論については、必要と判断した都立高校において実施す

ることができる。また、小論文又は作文、実技検査、その他学校が設定する検査（以下「小論文又は作文等の検

査」という。）のうちから、当該都立高校長が定めたいずれか一つ以上の検査を実施する（別表４を参照）。

特別推薦の志願者全員に個人面接又は集団面接及び実技検査を実施し、その他の検査の内容については当該

都立高校長が定める（別表５－１を参照）。

（ｲ） 一般推薦における小論文又は作文等の検査の実施については、別表４のとおりとする。

（ｳ） 一般推薦において、第１志望及び第２志望とする科（分野）で実施する小論文又は作文等の検査の課題が異な

る場合は、それぞれの課題を課すものとする。

（ｴ） 特別推薦と同時に一般推薦を志願する者については、一般推薦において実施する個人面接及び小論文又は作文

等の検査についても課すものとする。

イ 特別推薦（理数）

科学分野等の研究に関するレポートについての口頭試問、個人面接及び小論文の検査を実施する。

日時等

ア 実 施 日 実施要綱第１－１のとおり

イ 実施時間 受検票により指定する。

ウ 検査会場 受検票により指定する。

なお、大島海洋国際高校を志願する者のうち、島しょ以外に住所を有する者の検査会場は、東京都

教職員研修センターとする。また、大島に住所を有する者の検査会場は同校とし、大島以外の島しょ

に住所を有する者は、同校又は東京都教職員研修センターのどちらかを検査会場として希望すること

ができる。

採点

推薦に基づく選抜を実施する各都立高校に、採点委員会を置く。

ア 採点委員会に委員長を置く。委員長は、当該都立高校長とする。

イ 採点委員会は、当該都立高校長、当該都立高校長が指定する副校長、主幹教諭、指導教諭、主任教諭、教諭及び

日勤講師（非常勤教員）並びにその他当該都立高校長が指定する者をもって組織する。

ウ 採点委員会は、当該都立高校で実施した検査の答案等の採点を行う。

エ 委員長は、委員を指揮監督し、採点についての責任を負う。

オ 委員長は、採点責任者を命ずる。

第１－７ 選考

第１－７－１ 一般推薦の選考

選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法（別表４を参照）に基づき、調査書、個人面接（集団討論を実施

する学校は集団討論を含む。）、小論文又は作文等の検査を総合した成績（以下「総合成績」という。）、入学願書

 
出する。

ウ 提出部数 １部

志願者一覧（様式 ）

ア 作成方法

志願者一覧は、所定の様式（様式 ）により課程及び学科等別に作成する。

イ 記載事項

志願者一覧には、次の事項を記載する。

（ｱ 中学校名及び学校番号（別表 参照）

（ｲ 志願者一覧の枚数

（ｳ 成績一覧表同封の有無

（ｴ 志願者数

（ｵ 氏名、性別、調査書の有無

ウ 提出方法及び提出先

都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法で、書類提出期間に必着するように提

出する。

第１－５－２ 志願者の手続

第１－５－２－１ 出願に要する書類等

一般推薦

ア 一般推薦書（様式１）

イ 入学願書（様式３）

インターネット出願では、出願サイトへ志願者情報等を入力する。

ウ 調査書（様式 ）

エ 自己ＰＲカード（様式 ）

オ 入学考査料 全日制２，２００円

（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、納付書裏面に記載の納付場

所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。）

特別推薦

ア 文化・スポーツ等特別推薦書（様式２）

イ 入学願書（様式３）

インターネット出願では、出願サイトへ志願者情報等を入力する。

なお、一般推薦を同時に志願する者は、特別推薦の内容と併せ、出願サイトに必要事項を入力する。

ウ 調査書（様式 ）

一般推薦を同時に志願する者は１部のみの提出でよい。

エ 自己ＰＲカード（様式 ）

一般推薦を同時に志願する者は１部のみの提出でよい。

オ 入学考査料 全日制２，２００円

（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、納付書裏面に記載の納付場

所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。ただし、一般推薦を同時に志願する場合は、一般

推薦の出願にも入学考査料が必要となる。その際は、一般推薦・特別推薦双方について入学考査料の支払が必要と

なる。）

特別推薦（理数）

ア 理数等特別推薦書（学校所定の様式）

イ 入学願書（学校所定の様式）

インターネット出願では、出願サイトへ志願者情報等を入力する。

ウ 調査書（様式 ）

エ 自己ＰＲカード（様式 ）

オ 科学分野等の研究に関するレポート（Ａ４判２枚以内、様式任意）

カ 入学考査料 全日制２，２００円

（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、納付書裏面に記載の納付場

所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。）
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特別推薦合格候補者の人員は、当該都立高校があらかじめ定めた当該種目等の男女別の募集人員を超えてはなら

ない。

ｲ 全ての種目等の特別推薦合格候補者を、当該都立高校の特別推薦合格候補者とする。

ｳ 当該都立高校の推薦に基づく選抜の募集人員（コース及び科（分野）ごとに定めている場合はその募集人員。

以下同じ。）に相当する人員から、当該都立高校の特別推薦合格候補者となった人員を減じた人員を一般推薦の

募集人員とし、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総合成績の順に決定し、これを当該都立高校の

一般推薦合格候補者とする。

イ 全ての種目等の募集人員を男女合同に定めて特別推薦を実施する場合

ｱ 種目等ごとに、当該種目等の募集人員に相当する人員を、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総

合成績の順に決定し、これを当該種目等の特別推薦合格候補者とする。ただし、当該種目等の特別推薦合格候補

者の人員は、当該都立高校があらかじめ定めた当該種目等の募集人員を超えてはならない。

ｲ 全ての種目等の特別推薦合格候補者を、当該都立高校の特別推薦合格候補者とする。

ｳ 当該都立高校の推薦に基づく選抜の募集人員に相当する人員から、当該都立高校の特別推薦合格候補者となっ

た人員を減じた人員を一般推薦の募集人員とし、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総合成績の順

に決定し、これを当該都立高校の一般推薦合格候補者とする。

ウ 種目等ごとに募集人員を男女別又は男女合同に定めて特別推薦を実施する場合

ｱ 募集人員を男女別に定めた種目等ごとに、当該種目等の男女別の募集人員に相当する人員を、当該都立高校が

あらかじめ定めた選考方法により男女別の総合成績の順に決定し、これを当該種目等の特別推薦合格候補者とす

る。ただし、当該種目等の特別推薦合格候補者の人員は、当該都立高校があらかじめ定めた当該種目等の男女別

の募集人員を超えてはならない。

ｲ 募集人員を男女合同に定めた種目等ごとに、当該種目等の男女合同の募集人員に相当する人員を、当該都立高

校があらかじめ定めた選考方法により総合成績の順に決定し、これを当該種目等の特別推薦合格候補者とする。

ただし、当該種目等の特別推薦合格候補者の人員は、当該都立高校があらかじめ定めた当該種目等の男女合同の

募集人員を超えてはならない。

ｳ 全ての種目等の特別推薦合格候補者を、当該都立高校の特別推薦合格候補者とする。

ｴ 当該都立高校の推薦に基づく選抜の募集人員に相当する人員から、当該都立高校の特別推薦合格候補者となっ

た人員を減じた人員を一般推薦の募集人員とし、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総合成績の順

に決定し、これを当該都立高校の一般推薦合格候補者とする。

一般推薦のみを実施する都立高校

当該都立高校の推薦に基づく選抜の募集人員に相当する人員を、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総

合成績の順に決定し、これを当該都立高校の一般推薦合格候補者とする。

特別推薦（理数）のみを実施する都立高校

当該都立高校の特別推薦（理数）の募集人員に相当する人員を、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総

合成績の順に決定し、これを当該都立高校の特別推薦（理数）合格候補者とする。

第１－７－６ 合格者の決定

当該都立高校長は、選考委員会で決定した合格候補者を合格者として決定する。

合格者として決定した後にコース及び科（分野）を変更することはできない。

第１－８ 合格者の発表

 発表方法

合格者の発表は、入学願書提出校における校内の掲示及び合否照会サイト上で行う。

なお、大島海洋国際高校の合格者の発表は、東京都教職員研修センターにおいても行う。

合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（推薦）（様式７）を交付する。

合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

第１－９ 入学手続（入学確約書の提出）

合格者は、入学手続期間内に入学確約書（推薦）（様式８）を提出し、所定の納付書により、納付期間内（合格発

表日の翌日から起算して５日以内。ただし、５日目が土・日・祝日に当たる場合は金融機関等の翌営業日）に入学料

（全日制 ５，６５０円）を納付書裏面に記載の納付場所で納付しなければならない。

 
による志望及び都立高校長が必要とする資料（自己ＰＲカードを含む。）により行う。

全ての都立高校で、調査書における各教科の観点別学習状況の評価（全２７観点）又は評定（９教科）のどちらか

一方を調査書点として点数化する。ただし、エンカレッジスクールとして指定された都立高校は、観点別学習状況の

評価を用いる。

ア 観点別学習状況の評価を用いる場合は、各都立高校の特色に応じて、特定の観点の配点を高くするなどして活用

する。

イ 評定を用いる場合、特定の教科の評定に比重をかけることは行わない。

ウ 観点別学習状況の評価や評定に斜線 （スラッシュ）のある調査書の各教科の学習の記録の処理方法については、

各都立高校が適切に定める。

エ 「Ａ」と朱書された調査書（実施要綱第４－６－３ アを参照）により調査書点を算出する際には、受検者に不

利にならないように扱う。

個人面接（集団討論を実施する学校は集団討論を含む。）、小論文又は作文等の検査の結果については、各都立高

校が適切に基準を定めてそれぞれ点数化する。

自己ＰＲカードは、点数化しない。

なお、個人面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

選考に当たっては、、一般推薦書（様式１）の〔推薦理由〕欄にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たり、総合成績が同点である場合は、都立高校長が必要とする資料（自己ＰＲカー

ドを含む。）を用いて、同順位が出ないように配慮する。

第１－７－２ 特別推薦の選考

 選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法（別表５－１を参照）に基づき、総合成績により行う。

 選考に当たっては、各都立高校が自校の教育活動の実績や特色などに基づいて適切な基準を定める。個人面接又は

集団面接及び実技検査のほか、小論文又は作文等の検査を適宜組み合わせ、選考資料として用いる。

なお、個人面接や集団面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

調査書における各教科の観点別学習状況の評価又は評定の扱いは、一般推薦の扱いと同様に各都立高校が適切に定

める。

受検者のうち、各都立高校が定めた基準に達していると認められた者の中から入学許可予定者（以下「合格者」と

いう。）の候補者（以下「合格候補者」という。）を決定する。

選考に当たっては、文化・スポーツ等特別推薦書（様式２）の〔推薦理由〕欄にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないように配慮する。

第１－７－３ 特別推薦（理数）の選考

 選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法（別表５－２を参照）に基づき、総合成績により行う。

 選考に当たっては、各都立高校が自校の教育活動の実績や特色などに基づいて適切な基準を定める。個人面接、科学

分野等の研究に関するレポートについての口頭試問及び小論文の検査を組み合わせ、選考資料として用いる。

なお、個人面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

 調査書における各教科の観点別学習状況の評価又は評定の扱いは、一般推薦の扱いと同様に各都立高校が適切に定め

る。

受検者のうち、各都立高校で定めた基準に達していると認められた者の中から合格候補者を決定する。

選考に当たっては、理数等特別推薦書（学校所定の様式）の〔推薦理由欄〕にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないように配慮する。

第１－７－４ 選考委員会

推薦に基づく選抜を実施する各都立高校に、選考委員会を置く。

選考委員会に委員長を置く。委員長は、当該都立高校長とする。

選考委員会は、当該都立高校長、副校長、経営企画課（室）長及び当該都立高校長が指定する教職員をもって組織

する。

選考委員会は、面接（個人面接（集団討論を実施する場合は集団討論を含む。）又は集団面接）及び小論文又は作

文等の検査の実施に関する事務を行うほか、合格候補者の決定その他選抜に関する事務を行う。

第１－７－５ 合格候補者の決定

一般推薦及び特別推薦を実施する都立高校

ア 全ての種目等の募集人員を男女別に定めて特別推薦を実施する場合

ｱ 種目等ごとに、当該種目等の男女別の募集人員に相当する人員を、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法

により男女別の総合成績の順に決定し、これを当該種目等の特別推薦合格候補者とする。ただし、当該種目等の
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特別推薦合格候補者の人員は、当該都立高校があらかじめ定めた当該種目等の男女別の募集人員を超えてはなら

ない。

ｲ 全ての種目等の特別推薦合格候補者を、当該都立高校の特別推薦合格候補者とする。

ｳ 当該都立高校の推薦に基づく選抜の募集人員（コース及び科（分野）ごとに定めている場合はその募集人員。

以下同じ。）に相当する人員から、当該都立高校の特別推薦合格候補者となった人員を減じた人員を一般推薦の

募集人員とし、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総合成績の順に決定し、これを当該都立高校の

一般推薦合格候補者とする。

イ 全ての種目等の募集人員を男女合同に定めて特別推薦を実施する場合

ｱ 種目等ごとに、当該種目等の募集人員に相当する人員を、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総

合成績の順に決定し、これを当該種目等の特別推薦合格候補者とする。ただし、当該種目等の特別推薦合格候補

者の人員は、当該都立高校があらかじめ定めた当該種目等の募集人員を超えてはならない。

ｲ 全ての種目等の特別推薦合格候補者を、当該都立高校の特別推薦合格候補者とする。

ｳ 当該都立高校の推薦に基づく選抜の募集人員に相当する人員から、当該都立高校の特別推薦合格候補者となっ

た人員を減じた人員を一般推薦の募集人員とし、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総合成績の順

に決定し、これを当該都立高校の一般推薦合格候補者とする。

ウ 種目等ごとに募集人員を男女別又は男女合同に定めて特別推薦を実施する場合

ｱ 募集人員を男女別に定めた種目等ごとに、当該種目等の男女別の募集人員に相当する人員を、当該都立高校が

あらかじめ定めた選考方法により男女別の総合成績の順に決定し、これを当該種目等の特別推薦合格候補者とす

る。ただし、当該種目等の特別推薦合格候補者の人員は、当該都立高校があらかじめ定めた当該種目等の男女別

の募集人員を超えてはならない。

ｲ 募集人員を男女合同に定めた種目等ごとに、当該種目等の男女合同の募集人員に相当する人員を、当該都立高

校があらかじめ定めた選考方法により総合成績の順に決定し、これを当該種目等の特別推薦合格候補者とする。

ただし、当該種目等の特別推薦合格候補者の人員は、当該都立高校があらかじめ定めた当該種目等の男女合同の

募集人員を超えてはならない。

ｳ 全ての種目等の特別推薦合格候補者を、当該都立高校の特別推薦合格候補者とする。

ｴ 当該都立高校の推薦に基づく選抜の募集人員に相当する人員から、当該都立高校の特別推薦合格候補者となっ

た人員を減じた人員を一般推薦の募集人員とし、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総合成績の順

に決定し、これを当該都立高校の一般推薦合格候補者とする。

一般推薦のみを実施する都立高校

当該都立高校の推薦に基づく選抜の募集人員に相当する人員を、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総

合成績の順に決定し、これを当該都立高校の一般推薦合格候補者とする。

特別推薦（理数）のみを実施する都立高校

当該都立高校の特別推薦（理数）の募集人員に相当する人員を、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法により総

合成績の順に決定し、これを当該都立高校の特別推薦（理数）合格候補者とする。

第１－７－６ 合格者の決定

当該都立高校長は、選考委員会で決定した合格候補者を合格者として決定する。

合格者として決定した後にコース及び科（分野）を変更することはできない。

第１－８ 合格者の発表

 発表方法

合格者の発表は、入学願書提出校における校内の掲示及び合否照会サイト上で行う。

なお、大島海洋国際高校の合格者の発表は、東京都教職員研修センターにおいても行う。

合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（推薦）（様式７）を交付する。

合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

第１－９ 入学手続（入学確約書の提出）

合格者は、入学手続期間内に入学確約書（推薦）（様式８）を提出し、所定の納付書により、納付期間内（合格発

表日の翌日から起算して５日以内。ただし、５日目が土・日・祝日に当たる場合は金融機関等の翌営業日）に入学料

（全日制 ５，６５０円）を納付書裏面に記載の納付場所で納付しなければならない。

 
による志望及び都立高校長が必要とする資料（自己ＰＲカードを含む。）により行う。

全ての都立高校で、調査書における各教科の観点別学習状況の評価（全２７観点）又は評定（９教科）のどちらか

一方を調査書点として点数化する。ただし、エンカレッジスクールとして指定された都立高校は、観点別学習状況の

評価を用いる。

ア 観点別学習状況の評価を用いる場合は、各都立高校の特色に応じて、特定の観点の配点を高くするなどして活用

する。

イ 評定を用いる場合、特定の教科の評定に比重をかけることは行わない。

ウ 観点別学習状況の評価や評定に斜線 （スラッシュ）のある調査書の各教科の学習の記録の処理方法については、

各都立高校が適切に定める。

エ 「Ａ」と朱書された調査書（実施要綱第４－６－３ アを参照）により調査書点を算出する際には、受検者に不

利にならないように扱う。

個人面接（集団討論を実施する学校は集団討論を含む。）、小論文又は作文等の検査の結果については、各都立高

校が適切に基準を定めてそれぞれ点数化する。

自己ＰＲカードは、点数化しない。

なお、個人面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

選考に当たっては、、一般推薦書（様式１）の〔推薦理由〕欄にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たり、総合成績が同点である場合は、都立高校長が必要とする資料（自己ＰＲカー

ドを含む。）を用いて、同順位が出ないように配慮する。

第１－７－２ 特別推薦の選考

 選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法（別表５－１を参照）に基づき、総合成績により行う。

 選考に当たっては、各都立高校が自校の教育活動の実績や特色などに基づいて適切な基準を定める。個人面接又は

集団面接及び実技検査のほか、小論文又は作文等の検査を適宜組み合わせ、選考資料として用いる。

なお、個人面接や集団面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

調査書における各教科の観点別学習状況の評価又は評定の扱いは、一般推薦の扱いと同様に各都立高校が適切に定

める。

受検者のうち、各都立高校が定めた基準に達していると認められた者の中から入学許可予定者（以下「合格者」と

いう。）の候補者（以下「合格候補者」という。）を決定する。

選考に当たっては、文化・スポーツ等特別推薦書（様式２）の〔推薦理由〕欄にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないように配慮する。

第１－７－３ 特別推薦（理数）の選考

 選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法（別表５－２を参照）に基づき、総合成績により行う。

 選考に当たっては、各都立高校が自校の教育活動の実績や特色などに基づいて適切な基準を定める。個人面接、科学

分野等の研究に関するレポートについての口頭試問及び小論文の検査を組み合わせ、選考資料として用いる。

なお、個人面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

 調査書における各教科の観点別学習状況の評価又は評定の扱いは、一般推薦の扱いと同様に各都立高校が適切に定め

る。

受検者のうち、各都立高校で定めた基準に達していると認められた者の中から合格候補者を決定する。

選考に当たっては、理数等特別推薦書（学校所定の様式）の〔推薦理由欄〕にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないように配慮する。

第１－７－４ 選考委員会

推薦に基づく選抜を実施する各都立高校に、選考委員会を置く。

選考委員会に委員長を置く。委員長は、当該都立高校長とする。

選考委員会は、当該都立高校長、副校長、経営企画課（室）長及び当該都立高校長が指定する教職員をもって組織

する。

選考委員会は、面接（個人面接（集団討論を実施する場合は集団討論を含む。）又は集団面接）及び小論文又は作

文等の検査の実施に関する事務を行うほか、合格候補者の決定その他選抜に関する事務を行う。

第１－７－５ 合格候補者の決定

一般推薦及び特別推薦を実施する都立高校

ア 全ての種目等の募集人員を男女別に定めて特別推薦を実施する場合

ｱ 種目等ごとに、当該種目等の男女別の募集人員に相当する人員を、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法

により男女別の総合成績の順に決定し、これを当該種目等の特別推薦合格候補者とする。ただし、当該種目等の
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第 ２ 学力検査に基づく選抜（第一次募集）

第２－１ 第一次募集日程

（注） 志願変更ができるのは、全日制に出願した者のみであり、実施要綱における定時制（夜間学年制）に出願し

た者は、志願変更はできない。

第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第２－３ 応募資格

第２－３－１ 応募資格

都立高校に入学を志願することのできる者は、平成２３年４月１日以前に出生した者のうち、次の表①欄の から

までのいずれかに該当し、高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍し

ていない者で、かつ、②欄中のいずれかに該当する者とする。ただし、第一次募集入学願書受付までに終了する都立高

校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わる選抜、在京外国人生徒等対象の選抜（竹台高校、田柄高校、南葛

飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校）及び国

際バカロレアコースの選抜における合格者、通信制課程の前期選抜に出願する者、都立特別支援学校の高等部の入学許

可予定者となり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）並びに都立中高一貫教育校の高校・後期課程

に進学・進級を予定している者の応募は認めない。また、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人

生徒等対象の選抜（国際高校）又は東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学者選抜の合格者は、第一

次募集に出願していても、受検を認めない。

なお、既に高等学校を卒業している者が、卒業した学科と同一の学科に再入学することはできない。

① 

令和８年３月に中学校を卒業する見込みの者

中学校を卒業した者

学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号。以下「施行規則」という。）第９５条に規定する次のアから

オまでのいずれかに該当する者

ア 外国において、学校教育における９年の課程を修了した者

イ 文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者

ウ 文部科学大臣の指定した者

事 項 日 時

出 願

インターネット出願を行い、かつその他出願に要する書類については、下記書類

提出期間必着で、各都立高校に簡易書留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

〔書類提出期間〕令和８年 １月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

志願変更

（注１）

入学願書取下げ 令和８年２月１２日（木） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年２月１３日（金） 午前９時 ～ 正午

学力検査及び面談
令和８年２月２１日（土） 集合 午前８時３０分

（定時制成人受検者特別措置者も同じ。）

面接及び実技検査等 令和８年２月２１日（土）以後、各都立高校が定める日時

合 格 者 の 発 表

令和８年３月 ２日（月） （全日制）午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

（定時制）午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午後４時（校内掲示）

合格者の入学手続

令和８年３月 ２日（月） （全日制）午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

（定時制）午後４時 ～ 午後８時

３月 ３日（火） （全日制）午前９時 ～ 正午

（定時制）午後４時 ～ 午後８時

選抜用評定等確認表

の 送 付 期 限

令和８年３月３日（火）から３月９日（月）までに、別表 の中学校長へ各都立高

校長が発送する。

 
入学手続期間内に入学確約書を提出しない者は、合格を放棄したものとみなす。

また、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効とする。

都立高校が必要とするその他の書類は、入学確約書を提出したときに各都立高校が交付する。都立高校が必要とす

るその他の書類は、当該都立高校長が定める期間内に提出する。

なお、大島海洋国際高校の入学手続は、東京都教職員研修センターにおいても行う。

第１－１０ 辞退防止への指導

推薦に基づく選抜の志願者については、出願後の辞退等が起こらないよう、中学校長が十分に指導する。

中学校長は、志願者が病気等のやむを得ない理由のため受検できなかった場合（受検を辞退した場合を含む。）及

び合格発表後に辞退した場合は、その事情を明らかにした理由書（様式任意）を当該都立高校長に郵送等により速や

かに提出する。ただし、インフルエンザ等の感染症に罹
り

患したことにより受検できなかった場合については、罹患証

明書等の写しにより理由書に代えることができる。
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第 ２ 学力検査に基づく選抜（第一次募集）

第２－１ 第一次募集日程

（注） 志願変更ができるのは、全日制に出願した者のみであり、実施要綱における定時制（夜間学年制）に出願し

た者は、志願変更はできない。

第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第２－３ 応募資格

第２－３－１ 応募資格

都立高校に入学を志願することのできる者は、平成２３年４月１日以前に出生した者のうち、次の表①欄の から

までのいずれかに該当し、高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍し

ていない者で、かつ、②欄中のいずれかに該当する者とする。ただし、第一次募集入学願書受付までに終了する都立高

校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わる選抜、在京外国人生徒等対象の選抜（竹台高校、田柄高校、南葛

飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校）及び国

際バカロレアコースの選抜における合格者、通信制課程の前期選抜に出願する者、都立特別支援学校の高等部の入学許

可予定者となり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）並びに都立中高一貫教育校の高校・後期課程

に進学・進級を予定している者の応募は認めない。また、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人

生徒等対象の選抜（国際高校）又は東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学者選抜の合格者は、第一

次募集に出願していても、受検を認めない。

なお、既に高等学校を卒業している者が、卒業した学科と同一の学科に再入学することはできない。

① 

令和８年３月に中学校を卒業する見込みの者

中学校を卒業した者

学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号。以下「施行規則」という。）第９５条に規定する次のアから

オまでのいずれかに該当する者

ア 外国において、学校教育における９年の課程を修了した者

イ 文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者

ウ 文部科学大臣の指定した者

事 項 日 時

出 願

インターネット出願を行い、かつその他出願に要する書類については、下記書類

提出期間必着で、各都立高校に簡易書留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

〔書類提出期間〕令和８年 １月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

志願変更

（注１）

入学願書取下げ 令和８年２月１２日（木） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年２月１３日（金） 午前９時 ～ 正午

学力検査及び面談
令和８年２月２１日（土） 集合 午前８時３０分

（定時制成人受検者特別措置者も同じ。）

面接及び実技検査等 令和８年２月２１日（土）以後、各都立高校が定める日時

合 格 者 の 発 表

令和８年３月 ２日（月） （全日制）午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

（定時制）午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午後４時（校内掲示）

合格者の入学手続

令和８年３月 ２日（月） （全日制）午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

（定時制）午後４時 ～ 午後８時

３月 ３日（火） （全日制）午前９時 ～ 正午

（定時制）午後４時 ～ 午後８時

選抜用評定等確認表

の 送 付 期 限

令和８年３月３日（火）から３月９日（月）までに、別表 の中学校長へ各都立高

校長が発送する。

 
入学手続期間内に入学確約書を提出しない者は、合格を放棄したものとみなす。

また、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効とする。

都立高校が必要とするその他の書類は、入学確約書を提出したときに各都立高校が交付する。都立高校が必要とす

るその他の書類は、当該都立高校長が定める期間内に提出する。

なお、大島海洋国際高校の入学手続は、東京都教職員研修センターにおいても行う。

第１－１０ 辞退防止への指導

推薦に基づく選抜の志願者については、出願後の辞退等が起こらないよう、中学校長が十分に指導する。

中学校長は、志願者が病気等のやむを得ない理由のため受検できなかった場合（受検を辞退した場合を含む。）及

び合格発表後に辞退した場合は、その事情を明らかにした理由書（様式任意）を当該都立高校長に郵送等により速や

かに提出する。ただし、インフルエンザ等の感染症に罹
り

患したことにより受検できなかった場合については、罹患証

明書等の写しにより理由書に代えることができる。
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前記第２－３－１②欄の規定にかかわらず、都外在住者で、保護者とともに入学日までに都内に転入することが確

実な者

前記第２－３－１①欄 若しくは に該当する者又は現地校若しくは日本人学校を卒業した者で、海外に在住し

ている者のうち、保護者とともに入学日までに都内に転入することが確実な者。ただし、日本国籍を有する者で、特

別の事情により保護者が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる都内在住の身元引受人がいて、か

つ、保護者（保護者が父母である場合は、父又は母のどちらか一方でよい。）が志願者の入学後１年以内に帰国し、都

内に志願者と同居することが確実であることが必要である。

前記第２－３－１①欄 に該当する者

島しょ以外の都内に住所を有し、島しょの都立高校（大島海洋国際高校を除く。）への受検を希望する者で、都内

の中学校を卒業する見込みの者のうち、入学日までに当該島しょに保護者の１人以上とともに転居すること若しくは

当該島しょに在住する身元引受人になり得る親族と同居することが確実な者、又は島しょの町村が別途独自に実施す

る島外生徒受入選考の合格者は、島しょへの転居及び身元引受人に関する申立書（様式 ）を提出することにより、

応募資格の審査に代える。

島しょの中学校を卒業する見込みの者のうち、入学日までに島しょ以外の都内又は他の島しょに保護者の１人以上

とともに転居すること若しくは都内在住の身元引受人と同居することが確実な者、又は島しょの町村が別途独自に実

施する島外生徒受入選考の合格者は、島しょからの転居に関する申立書（様式 ）を提出することにより、応募資格

の審査に代える。

大島海洋国際高校へ出願する者のうち、保護者が大島を除く都内（大島を除く島しょも含む。）に住所を有し、同校

に入学後は志願者本人が大島に所在する寄宿舎に入舎する場合又は保護者が大島を除く都内（大島を除く島しょも含

む。）に住所を有し、入学日までに志願者本人が大島に在住する身元引受人になり得る親族と同居する場合には、当該

都立高校長が必要とする転居等に関わる書類を提出することにより、応募資格の審査に代える。

都外在住者で、入学日までにＪＯＣエリートアカデミー事業の対象者として当該事業に係る都内の寮に入居すること

が確実である者は、都内への転居及び身元引受人に関する申立書（様式任意）、不受検証明書（様式応２）及び当該事

業の対象者に内定したことが分かる書類を提出することにより、応募資格の審査に代える。

前記第２－３－１② 欄なお書に該当する者は、転居に関する申立書（様式応４）及び転居を証明する書類（身

元引受人と同居する場合は身元引受人承諾書（様式任意）及び身元引受人の住民票記載事項証明書（様式応３））並

びに罹
り

災証明書又は被災証明書等、当該災害の発生日現在、当該災害による災害救助法適用地域に住所を有していた

ことを証明する書類を提出することにより、応募資格の審査に代える。

第２－４ 出願方法

志願者は、１校１コース又は１科（１分野）に限り出願する。

志望する同一の都立高校内にある同一の学科内に２科（２分野）以上ある場合（芸術に関する学科を除く。）は、他

の全ての科（分野）に志望の順位を付けて出願することができる。

同一の都立高校内に普通科とコース、農業科と家庭科等、複数の学科がある場合は、それぞれ別の学科として扱うため、

一方を第１志望とした場合、他方を第２志望に指定することはできない。ただし、立川高校の理数科を第１志望とする者

は同校の普通科を、科学技術高校の理数科を第１志望とする者は同校の科学技術科を、それぞれ第２志望に指定すること

ができる。

第２－５ 出願手続

第２－５－１ 中学校長の手続

都内の中学校長は、次の から までにより、出願に必要な書類の作成等を行い、実施要綱第２－５－２－１に定

める出願に要する書類及び志願者一覧を同封し、都立高校長宛てに、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡され

る方法により、書類提出期間に必着するように提出する。

都外の中学校又は日本人学校の校長の手続は、次の 及び によるものとする。

入学願書（様式４）

都内の中学校長は、志願者が出願サイト上に入力した事項及び添付された写真が本人のものであること並びに志願

しようとする都立高校への応募資格があることを確認し、中学校用の出願管理サイトを通じ、承認の登録を行う。

成績一覧表（様式 ）

ア 作成方法

令和７年１２月３１日現在都内の中学校に在学する者については、実施要綱第４－３－１及び第４－３－２、そ

れ以外の者については、実施要綱第４－４－１及び第４－４－２に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先

令和７年１２月３１日現在都内の中学校に在学する者については実施要綱第４－３－５、それ以外の者について

エ 就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定規則（昭和４１年文部省令第３６号）により、中学校を卒業した

者と同等以上の学力があると認定された者

オ その他高等学校において、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

日本国内において、外国人学校の教育により、日本の９年の義務教育相当の教育を受けた外国籍を有する者又

は令和８年３月３１日までに修了する見込みの外国籍を有する者

令和８年３月３１日までに、施行規則第９５条第１号に規定する外国において学校教育における９年の課程（以

下「現地校」という。）を修了する見込みの者又は同条第２号に規定する文部科学大臣が中学校の課程と同等の

課程を有するものとして認定した在外教育施設（以下「日本人学校」という。）の当該課程を修了する見込みの

者

②

＜全日制を志願する者＞

都内の中学校に在学している者のうち、保護者と同居している者で、都内に住所を有し、入学後も引き続き都

内から通学することが確実な者、又は都内の中学校に在学している者のうち、都内に住所を有し、入学後も引き続

き都内から通学することが確実で、次のアからエまでのいずれかに該当する者、あるいは、オに該当する者。ただ

し、アからエまでのうち、父母のどちらか一方とも同居していない場合は、具申書（様式 ）の提出が必要（細目

第１－４「具申書の提出」を参照）。エに該当する者のうち都内に所在する児童福祉施設、又はオに該当する者の

うち都外に所在する児童福祉施設に入所している東京都の措置児童の場合は、具申書の提出は不要だが、当該児童

福祉施設の長からの「意見書」の提出が必要。

ア 父母のどちらか一方又は父と母が行方不明で、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者

イ 父母のどちらか一方又は父と母が療養・転勤のため、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者

ウ 父と母が離婚したため又は離婚するため別居している場合で、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者

エ その他、志願者と保護者がやむを得ず別居中であると認められる者

オ 都外に所在する都立特別支援学校の中学部を卒業する見込みの者又は都外に所在する児童福祉施設に入所し

ている東京都の措置児童で、中学校を卒業する見込みの者のうち、入学日までに保護者と同居し、都内へ転居す

ることが確実な者

なお、東日本大震災（平成２３年３月１１日発生）、平成２８年熊本地震（平成２８年４月１４日発生）、平成

３０年７月豪雨、平成３０年北海道胆振東部地震（平成３０年９月６日発生）、令和元年台風第１９号、令和２年７

月豪雨又は令和６年能登半島地震（令和６年１月１日発生）において、当該災害の発生日現在、当該災害による災害

救助法適用地域に住所を有し、被災したことにより、引き続き当該地域に在住することが困難になった者（以下「災

害に伴う被災者」という。）で、父母のどちらか一方と入学日までに都内に住所を有することが確実な者又は都内に

身元引受人がおり、身元引受人の元に転居し、身元引受人と同居する者についても、志願することができる。

また、災害に伴う被災者で、既に都内に避難し都内中学校に在学する者については、事情により都内に住民票を異

動することができていない場合であっても志願することができる。その際、志願者が父母のどちらか一方とも同居し

ていない場合は、志願者と保護者がやむを得ず別居中であると認められる者とし、具申書（様式 ）を提出すること。

第２－３－２に定める応募資格の審査を受け、承認を得た者

＜定時制を志願する者＞

都内に住所又は勤務先を有し、入学後も引き続き都内に住所又は勤務先を有することが確実な者

 入学日までに都内に住所又は勤務先を有することが確実で、入学後も引き続き都内に住所又は勤務先を有する

ことが確実な者

第２－３－２ 全日制で応募資格審査等が必要な場合

次の から までのいずれかに該当する者は、東京都立高等学校応募資格審査取扱要項（３３２ページ）に定め

る手続等により応募資格の審査を受け、承認を得た後に出願することができる。応募資格の審査及び出願についての承

認は、都立高校長に委任する。

なお、次の から までにおいて、保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願

者と同居できないときは、父又は母のどちらか一方と同居すればよい（ 及び ・ ・ において身元引受人がい

る場合を除く。）。その際、理由書（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明す

る書類の提出が必要である（ 、 及び に該当する者を除く。）。

都内在住者で都外の中学校に在学している者又は都内在住者で中学校等を既に卒業した者 都内在住者で外国にお

いて学校教育における９年の課程を修了した者を含む。

入学日までに保護者の１人以上とともに島しょへ転居することが確実な者（下記 に該当する者を除く。）
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前記第２－３－１②欄の規定にかかわらず、都外在住者で、保護者とともに入学日までに都内に転入することが確

実な者

前記第２－３－１①欄 若しくは に該当する者又は現地校若しくは日本人学校を卒業した者で、海外に在住し

ている者のうち、保護者とともに入学日までに都内に転入することが確実な者。ただし、日本国籍を有する者で、特

別の事情により保護者が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる都内在住の身元引受人がいて、か

つ、保護者（保護者が父母である場合は、父又は母のどちらか一方でよい。）が志願者の入学後１年以内に帰国し、都

内に志願者と同居することが確実であることが必要である。

前記第２－３－１①欄 に該当する者

島しょ以外の都内に住所を有し、島しょの都立高校（大島海洋国際高校を除く。）への受検を希望する者で、都内

の中学校を卒業する見込みの者のうち、入学日までに当該島しょに保護者の１人以上とともに転居すること若しくは

当該島しょに在住する身元引受人になり得る親族と同居することが確実な者、又は島しょの町村が別途独自に実施す

る島外生徒受入選考の合格者は、島しょへの転居及び身元引受人に関する申立書（様式 ）を提出することにより、

応募資格の審査に代える。

島しょの中学校を卒業する見込みの者のうち、入学日までに島しょ以外の都内又は他の島しょに保護者の１人以上

とともに転居すること若しくは都内在住の身元引受人と同居することが確実な者、又は島しょの町村が別途独自に実

施する島外生徒受入選考の合格者は、島しょからの転居に関する申立書（様式 ）を提出することにより、応募資格

の審査に代える。

大島海洋国際高校へ出願する者のうち、保護者が大島を除く都内（大島を除く島しょも含む。）に住所を有し、同校

に入学後は志願者本人が大島に所在する寄宿舎に入舎する場合又は保護者が大島を除く都内（大島を除く島しょも含

む。）に住所を有し、入学日までに志願者本人が大島に在住する身元引受人になり得る親族と同居する場合には、当該

都立高校長が必要とする転居等に関わる書類を提出することにより、応募資格の審査に代える。

都外在住者で、入学日までにＪＯＣエリートアカデミー事業の対象者として当該事業に係る都内の寮に入居すること

が確実である者は、都内への転居及び身元引受人に関する申立書（様式任意）、不受検証明書（様式応２）及び当該事

業の対象者に内定したことが分かる書類を提出することにより、応募資格の審査に代える。

前記第２－３－１② 欄なお書に該当する者は、転居に関する申立書（様式応４）及び転居を証明する書類（身

元引受人と同居する場合は身元引受人承諾書（様式任意）及び身元引受人の住民票記載事項証明書（様式応３））並

びに罹
り

災証明書又は被災証明書等、当該災害の発生日現在、当該災害による災害救助法適用地域に住所を有していた

ことを証明する書類を提出することにより、応募資格の審査に代える。

第２－４ 出願方法

志願者は、１校１コース又は１科（１分野）に限り出願する。

志望する同一の都立高校内にある同一の学科内に２科（２分野）以上ある場合（芸術に関する学科を除く。）は、他

の全ての科（分野）に志望の順位を付けて出願することができる。

同一の都立高校内に普通科とコース、農業科と家庭科等、複数の学科がある場合は、それぞれ別の学科として扱うため、

一方を第１志望とした場合、他方を第２志望に指定することはできない。ただし、立川高校の理数科を第１志望とする者

は同校の普通科を、科学技術高校の理数科を第１志望とする者は同校の科学技術科を、それぞれ第２志望に指定すること

ができる。

第２－５ 出願手続

第２－５－１ 中学校長の手続

都内の中学校長は、次の から までにより、出願に必要な書類の作成等を行い、実施要綱第２－５－２－１に定

める出願に要する書類及び志願者一覧を同封し、都立高校長宛てに、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡され

る方法により、書類提出期間に必着するように提出する。

都外の中学校又は日本人学校の校長の手続は、次の 及び によるものとする。

入学願書（様式４）

都内の中学校長は、志願者が出願サイト上に入力した事項及び添付された写真が本人のものであること並びに志願

しようとする都立高校への応募資格があることを確認し、中学校用の出願管理サイトを通じ、承認の登録を行う。

成績一覧表（様式 ）

ア 作成方法

令和７年１２月３１日現在都内の中学校に在学する者については、実施要綱第４－３－１及び第４－３－２、そ

れ以外の者については、実施要綱第４－４－１及び第４－４－２に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先

令和７年１２月３１日現在都内の中学校に在学する者については実施要綱第４－３－５、それ以外の者について

エ 就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定規則（昭和４１年文部省令第３６号）により、中学校を卒業した

者と同等以上の学力があると認定された者

オ その他高等学校において、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

日本国内において、外国人学校の教育により、日本の９年の義務教育相当の教育を受けた外国籍を有する者又

は令和８年３月３１日までに修了する見込みの外国籍を有する者

令和８年３月３１日までに、施行規則第９５条第１号に規定する外国において学校教育における９年の課程（以

下「現地校」という。）を修了する見込みの者又は同条第２号に規定する文部科学大臣が中学校の課程と同等の

課程を有するものとして認定した在外教育施設（以下「日本人学校」という。）の当該課程を修了する見込みの

者

②

＜全日制を志願する者＞

都内の中学校に在学している者のうち、保護者と同居している者で、都内に住所を有し、入学後も引き続き都

内から通学することが確実な者、又は都内の中学校に在学している者のうち、都内に住所を有し、入学後も引き続

き都内から通学することが確実で、次のアからエまでのいずれかに該当する者、あるいは、オに該当する者。ただ

し、アからエまでのうち、父母のどちらか一方とも同居していない場合は、具申書（様式 ）の提出が必要（細目

第１－４「具申書の提出」を参照）。エに該当する者のうち都内に所在する児童福祉施設、又はオに該当する者の

うち都外に所在する児童福祉施設に入所している東京都の措置児童の場合は、具申書の提出は不要だが、当該児童

福祉施設の長からの「意見書」の提出が必要。

ア 父母のどちらか一方又は父と母が行方不明で、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者

イ 父母のどちらか一方又は父と母が療養・転勤のため、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者

ウ 父と母が離婚したため又は離婚するため別居している場合で、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者

エ その他、志願者と保護者がやむを得ず別居中であると認められる者

オ 都外に所在する都立特別支援学校の中学部を卒業する見込みの者又は都外に所在する児童福祉施設に入所し

ている東京都の措置児童で、中学校を卒業する見込みの者のうち、入学日までに保護者と同居し、都内へ転居す

ることが確実な者

なお、東日本大震災（平成２３年３月１１日発生）、平成２８年熊本地震（平成２８年４月１４日発生）、平成

３０年７月豪雨、平成３０年北海道胆振東部地震（平成３０年９月６日発生）、令和元年台風第１９号、令和２年７

月豪雨又は令和６年能登半島地震（令和６年１月１日発生）において、当該災害の発生日現在、当該災害による災害

救助法適用地域に住所を有し、被災したことにより、引き続き当該地域に在住することが困難になった者（以下「災

害に伴う被災者」という。）で、父母のどちらか一方と入学日までに都内に住所を有することが確実な者又は都内に

身元引受人がおり、身元引受人の元に転居し、身元引受人と同居する者についても、志願することができる。

また、災害に伴う被災者で、既に都内に避難し都内中学校に在学する者については、事情により都内に住民票を異

動することができていない場合であっても志願することができる。その際、志願者が父母のどちらか一方とも同居し

ていない場合は、志願者と保護者がやむを得ず別居中であると認められる者とし、具申書（様式 ）を提出すること。

第２－３－２に定める応募資格の審査を受け、承認を得た者

＜定時制を志願する者＞

都内に住所又は勤務先を有し、入学後も引き続き都内に住所又は勤務先を有することが確実な者

 入学日までに都内に住所又は勤務先を有することが確実で、入学後も引き続き都内に住所又は勤務先を有する

ことが確実な者

第２－３－２ 全日制で応募資格審査等が必要な場合

次の から までのいずれかに該当する者は、東京都立高等学校応募資格審査取扱要項（３３２ページ）に定め

る手続等により応募資格の審査を受け、承認を得た後に出願することができる。応募資格の審査及び出願についての承

認は、都立高校長に委任する。

なお、次の から までにおいて、保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願

者と同居できないときは、父又は母のどちらか一方と同居すればよい（ 及び ・ ・ において身元引受人がい

る場合を除く。）。その際、理由書（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明す

る書類の提出が必要である（ 、 及び に該当する者を除く。）。

都内在住者で都外の中学校に在学している者又は都内在住者で中学校等を既に卒業した者 都内在住者で外国にお

いて学校教育における９年の課程を修了した者を含む。

入学日までに保護者の１人以上とともに島しょへ転居することが確実な者（下記 に該当する者を除く。）
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第２－５－２ 志願者の手続

第２－５－２－１ 出願に要する書類等

全日制

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧（学力検査に基づく選抜・全日制）別表２－１（９７ページ）のとおり

（例１） 都内中学校卒業見込み者（保護者とともに都内に在住し、入学日までに転居の予定がない者）

① 入学願書（様式４）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

② 入学考査料 ２，２００円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、

納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得

ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

③ 調査書（様式 ）

④ 自己ＰＲカード（様式 ）

面接を実施する都立高校（以下「面接実施校」という。）の志願者のみ提出する。）

⑤ スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用）

（都内公立中学校在籍者及び都内公立中学校以外の中学校在籍者のうち、スピーキングテストを受

験した者のみ、都立高校提出用の原本を提出する。やむを得ない理由によりスピーキングテストを受

験できない又は受験できなかったことについて東京都教育委員会の承認を受けた志願者は、個人レポ

ートに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承

認書を提出する。

なお、英語学力検査を実施しない学校には提出する必要はない。）

（例２） 中学校卒業者（保護者とともに都内に在住し、入学日までに転居の予定がない者）

① 入学願書（様式４）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

② 入学考査料 ２，２００円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、

納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得

ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

③ 調査書（様式 ）

（令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日以前に出生した者）は、調査書の

代わりに卒業証明書を提出する。）

④ 自己ＰＲカード（様式 ）

（面接実施校の志願者のみ提出する。）

⑤ スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用）

（スピーキングテストを受験した者のみ、都立高校提出用の原本を提出する。やむを得ない理由に

よりスピーキングテストを受験できない又は受験できなかったことについて東京都教育委員会の承認

を受けた志願者は、個人レポートに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの

結果活用に関する措置申請承認書を提出する。

なお、英語学力検査を実施しない学校には提出する必要はない。）

⑥ 東京都立高等学校出願承認申請書（様式応１）

⑦ 志願者と保護者の住民票記載事項証明書（様式応３）

（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの。志願者が成人の場合、保護者について

記載する必要はない。）

は実施要綱第４－４－３に定める方法により提出する。

ウ 提出部数

成績一覧表は、志願者の数にかかわらず、志願する都立高校の全日制、定時制、通信制の課程別に各１部提出す

る。ただし、一度提出した都立高校（課程別）に再度提出する必要はない。

なお、一度提出した成績一覧表は返却しない。

調査書（様式 ）

ア 作成方法 実施要綱第４－６－１、第４－６－２及び第４－６－３に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先

書類提出期間に必着するよう都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法で提出す

る。

ウ 提出部数 １部

エ 中学校長は、やむを得ない理由のため調査書の一部が記入できない場合は、「学籍の記録」等記入できる欄につ

いて記入し、実施要綱第４－６－１ ア、イ又はウに定めるところにより作成した「理由書」（様式任意）等を

提出する。

オ 中学校長は、やむを得ない理由のため調査書が提出できない場合は、その事情を明らかにした「理由書」（様式

任意）とともに、参考となる資料を添付する。

カ 令和３年度から令和６年度までに中学校を卒業した者については、調査書（様式 ）を用いる。

志願者一覧（様式 ）

実施要綱第１－５－１（ ）に定める方法により作成する。

なお、入学願書、調査書、中学校英語スピーキングテスト（ ）（以下「スピーキングテスト」とい

う。）の個人レポート等の出願書類における氏名の表記（漢字等）を統一することができない場合、中学校長はその

旨を志願者一覧の備考欄に記載する。

（例）入学願書と調査書との漢字表記が異なる（高と髙）。

※ 志願者は、インターネット出願の志願者情報入力において入力できない文字がある場合、入力の際に「本サイ

トに入力できない文字の有無」の項目で「あり」を選択する。
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第２－５－２ 志願者の手続

第２－５－２－１ 出願に要する書類等

全日制

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧（学力検査に基づく選抜・全日制）別表２－１（９７ページ）のとおり

（例１） 都内中学校卒業見込み者（保護者とともに都内に在住し、入学日までに転居の予定がない者）

① 入学願書（様式４）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

② 入学考査料 ２，２００円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、

納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得

ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

③ 調査書（様式 ）

④ 自己ＰＲカード（様式 ）

面接を実施する都立高校（以下「面接実施校」という。）の志願者のみ提出する。）

⑤ スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用）

（都内公立中学校在籍者及び都内公立中学校以外の中学校在籍者のうち、スピーキングテストを受

験した者のみ、都立高校提出用の原本を提出する。やむを得ない理由によりスピーキングテストを受

験できない又は受験できなかったことについて東京都教育委員会の承認を受けた志願者は、個人レポ

ートに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承

認書を提出する。

なお、英語学力検査を実施しない学校には提出する必要はない。）

（例２） 中学校卒業者（保護者とともに都内に在住し、入学日までに転居の予定がない者）

① 入学願書（様式４）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

② 入学考査料 ２，２００円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、

納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得

ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

③ 調査書（様式 ）

（令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日以前に出生した者）は、調査書の

代わりに卒業証明書を提出する。）

④ 自己ＰＲカード（様式 ）

（面接実施校の志願者のみ提出する。）

⑤ スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用）

（スピーキングテストを受験した者のみ、都立高校提出用の原本を提出する。やむを得ない理由に

よりスピーキングテストを受験できない又は受験できなかったことについて東京都教育委員会の承認

を受けた志願者は、個人レポートに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの

結果活用に関する措置申請承認書を提出する。

なお、英語学力検査を実施しない学校には提出する必要はない。）

⑥ 東京都立高等学校出願承認申請書（様式応１）

⑦ 志願者と保護者の住民票記載事項証明書（様式応３）

（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの。志願者が成人の場合、保護者について

記載する必要はない。）

は実施要綱第４－４－３に定める方法により提出する。

ウ 提出部数

成績一覧表は、志願者の数にかかわらず、志願する都立高校の全日制、定時制、通信制の課程別に各１部提出す

る。ただし、一度提出した都立高校（課程別）に再度提出する必要はない。

なお、一度提出した成績一覧表は返却しない。

調査書（様式 ）

ア 作成方法 実施要綱第４－６－１、第４－６－２及び第４－６－３に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先

書類提出期間に必着するよう都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法で提出す

る。

ウ 提出部数 １部

エ 中学校長は、やむを得ない理由のため調査書の一部が記入できない場合は、「学籍の記録」等記入できる欄につ

いて記入し、実施要綱第４－６－１ ア、イ又はウに定めるところにより作成した「理由書」（様式任意）等を

提出する。

オ 中学校長は、やむを得ない理由のため調査書が提出できない場合は、その事情を明らかにした「理由書」（様式

任意）とともに、参考となる資料を添付する。

カ 令和３年度から令和６年度までに中学校を卒業した者については、調査書（様式 ）を用いる。

志願者一覧（様式 ）

実施要綱第１－５－１（ ）に定める方法により作成する。

なお、入学願書、調査書、中学校英語スピーキングテスト（ ）（以下「スピーキングテスト」とい

う。）の個人レポート等の出願書類における氏名の表記（漢字等）を統一することができない場合、中学校長はその

旨を志願者一覧の備考欄に記載する。

（例）入学願書と調査書との漢字表記が異なる（高と髙）。

※ 志願者は、インターネット出願の志願者情報入力において入力できない文字がある場合、入力の際に「本サイ

トに入力できない文字の有無」の項目で「あり」を選択する。
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第２－５－３ 受検票の交付

出願を受け付けた都立高校長は、出願サイトを通じて受検票を交付する。ただし、やむを得ない事情によりインター

ネット出願を行わなかった者に対しては、次の 又は により交付する。

 都内の中学校に在学している者

出願を受け付けた都立高校長が中学校を通じて交付する。

 都内の中学校に在学していない者

入学願書とともに提出される受検票返送用封筒を使用し、出願を受け付けた都立高校長が交付する。

第２－６ 志願の変更

第２－６－１ 志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－１（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができ

る。

なお、同一の都立高校内に普通科とコース、農業科と家庭科等、複数の学科がある場合は、それぞれ別の学科とし

て扱うため、一方に出願後、他方へ志願変更をすることができる。ただし、入学願書の返却を受けた都立高校の同一

のコース及び科（分野）に再提出することはできない。また、同一の都立高校内にある同一学科内の科（分野）相互

間の志望順位の変更もできない。

＜志願変更ができる例＞

（例１） 八潮高校の普通科に出願後、異なる学科である芝商業高校のビジネス科へ志願変更をすることができ

る（その逆も可能）。

（例２） 富士森高校の普通科に出願後、コースを置く片倉高校の造形美術コースへ志願変更をすることができ

る（その逆も可能）。

（例３） 国際高校の国際学科に出願後、コースを置く小平高校の外国語コースへ志願変更をすることができる

（その逆も可能）。

（例４） コースを置く深川高校の外国語コースに出願後、同じ深川高校の普通科へ志願変更をすることができ

る（その逆も可能）。

（例５） 農業高校の農業に関する学科の食品科学科に出願後、同じ農業高校の家庭に関する学科の食物科へ志

願変更をすることができる（その逆も可能）。

＜志願変更ができない例＞

（例１） 園芸高校の農業に関する学科の動物科を第１志望として出願後取り下げ、同じ園芸高校の農業に関す

る学科の食品科を第１志望として再提出することはできない（同一校同一学科への再提出はできない。

志望順位の変更もできない。）。

（例２） 工芸高校の工業に関する学科のアートクラフト科を第１志望として出願後取り下げ、同じ工芸高校の

工業に関する学科のマシンクラフト科を第１志望として再提出することはできない（同一校同一学科へ

の再提出はできない。志望順位の変更もできない。）。

（例３） エンカレッジスクールの蒲田高校に出願後取り下げ、チャレンジスクールの六本木高校に再提出する

ことはできない（全日制からチャレンジスクールへの志願変更はできない。その逆は可能）。

第２－６－２ 志願変更の手続

志願変更をする者は、志願変更願（様式 ）を、在学している中学校長の確認を経て、出願した都立高校長に提出

し、出願に要した書類及び調査書等の返却を受ける。ただし、都内の中学校に在学していない者については、中学校

長の確認は必要ない。

なお、志願変更願を提出する際には、生徒手帳や身分証明書など、本人確認できるものを提示すること。ただし、

保護者が志願変更願を提出する場合は、保護者の本人確認ができるもの及び志願者と保護者との関係を証明するもの

（住民票の写しなど）を提示すること。

志願変更願を受理した都立高校長は、その志願者の提出した出願に要する書類（都立高校が都立高校用の出願管理

サイトから印刷した入学願書を含む。）及び中学校長から提出されたその志願者の調査書等を返却し、都立高校用の

出願管理サイトでその志願者の出願情報を取り下げる。

なお、調査書は折らずに封入し、厳封すること。都立高校が都立高校用の出願管理サイトから印刷した入学願書は

調査書と同封しないようにすること。また、スピーキングテスト不受験者が志願変更する際の都立高校の手続につい

定時制

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧（学力検査に基づく選抜・定時制）別表２－２－１（９８ページ）のとおり

（例１） 都内中学校卒業見込み者（都内に在住する者）

① 入学願書（様式４）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

② 入学考査料 ９５０円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、

納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得

ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

③ 調査書（様式 ）

④ 自己ＰＲカード（様式 ）

⑤ スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用）

（都内公立中学校在籍者及び都内公立中学校以外の中学校在籍者のうちスピーキングテストを受験

した者のみ、都立高校提出用の原本を提出する。やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験

できない又は受験できなかったことについて東京都教育委員会の承認を受けた志願者は、個人レポー

トに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認

書を提出する。

なお、英語学力検査を実施しない学校及びリスニングテストを実施しない学校には提出する必要は

ない。）

定時制において、中学校を既に卒業（令和７年度卒業者を除く。）し、令和８年３月３１日現在満１８歳以上の者

（平成２０年４月１日以前に出生した者）で希望する者については、学力検査に代えて面接及び作文により選考する。

これを、定時制成人受検者特別措置という。ただし、定時制課程単位制の都立高校では、この措置を適用しない。

（例２） 成人受検者特別措置を希望する者

① 入学願書（様式４）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

② 入学考査料 ９５０円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、

納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得

ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

③ 成人受検者特別措置申請書（様式９）

④ 卒業証明書

⑤ 自己ＰＲカード（様式 ）

⑥ 住民票記載事項証明書（様式応３）

（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの。都外に住所を有し、勤務先が都内にあ

る場合は、住民票記載事項証明書に代えて、勤務先を証明する書類を提出する。）

第２－５－２－２ 提出方法

（ ）都内の中学校に在学している志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、中学校長の承認を経て、入学

願書の提出を行う。また、出願に要する書類（入学願書を除く。）を、中学校を通じて、書類提出期間内に必着する

よう、都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。ただし、インター

ネット出願に係る入力方法の詳細は別に定める。

（ ）前記（ ）以外の志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、入学願書の提出を行う。また、出願に要す

る書類（入学願書を除く。）を、書類提出期間内に必着するよう、都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ

対面で受け渡される方法により提出する。ただし、インターネット出願に係る入力方法の詳細は別に定める。

前記 及び の方法により出願することができないやむを得ない事情がある場合には、志願者は、志願する都立

高校に連絡の上、出願に要する書類（入学願書を含む。）を、書類提出期間内に必着するよう、都立高校長宛てに簡

易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。この場合、入学考査料は所定の納付書による

納付とし、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付けた上で提出すること。

出願受付期間内に到着するように郵送することができない等やむを得ない事情がある場合には、志願する都立高

校に連絡の上で、持参により提出することを認めるものとする。

（ ）入学願書提出後は、出願サイトへの入力内容及びその他出願に要する書類に係る記載事項の変更を認めない。
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第２－５－３ 受検票の交付

出願を受け付けた都立高校長は、出願サイトを通じて受検票を交付する。ただし、やむを得ない事情によりインター

ネット出願を行わなかった者に対しては、次の 又は により交付する。

 都内の中学校に在学している者

出願を受け付けた都立高校長が中学校を通じて交付する。

 都内の中学校に在学していない者

入学願書とともに提出される受検票返送用封筒を使用し、出願を受け付けた都立高校長が交付する。

第２－６ 志願の変更

第２－６－１ 志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－１（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができ

る。

なお、同一の都立高校内に普通科とコース、農業科と家庭科等、複数の学科がある場合は、それぞれ別の学科とし

て扱うため、一方に出願後、他方へ志願変更をすることができる。ただし、入学願書の返却を受けた都立高校の同一

のコース及び科（分野）に再提出することはできない。また、同一の都立高校内にある同一学科内の科（分野）相互

間の志望順位の変更もできない。

＜志願変更ができる例＞

（例１） 八潮高校の普通科に出願後、異なる学科である芝商業高校のビジネス科へ志願変更をすることができ

る（その逆も可能）。

（例２） 富士森高校の普通科に出願後、コースを置く片倉高校の造形美術コースへ志願変更をすることができ

る（その逆も可能）。

（例３） 国際高校の国際学科に出願後、コースを置く小平高校の外国語コースへ志願変更をすることができる

（その逆も可能）。

（例４） コースを置く深川高校の外国語コースに出願後、同じ深川高校の普通科へ志願変更をすることができ

る（その逆も可能）。

（例５） 農業高校の農業に関する学科の食品科学科に出願後、同じ農業高校の家庭に関する学科の食物科へ志

願変更をすることができる（その逆も可能）。

＜志願変更ができない例＞

（例１） 園芸高校の農業に関する学科の動物科を第１志望として出願後取り下げ、同じ園芸高校の農業に関す

る学科の食品科を第１志望として再提出することはできない（同一校同一学科への再提出はできない。

志望順位の変更もできない。）。

（例２） 工芸高校の工業に関する学科のアートクラフト科を第１志望として出願後取り下げ、同じ工芸高校の

工業に関する学科のマシンクラフト科を第１志望として再提出することはできない（同一校同一学科へ

の再提出はできない。志望順位の変更もできない。）。

（例３） エンカレッジスクールの蒲田高校に出願後取り下げ、チャレンジスクールの六本木高校に再提出する

ことはできない（全日制からチャレンジスクールへの志願変更はできない。その逆は可能）。

第２－６－２ 志願変更の手続

志願変更をする者は、志願変更願（様式 ）を、在学している中学校長の確認を経て、出願した都立高校長に提出

し、出願に要した書類及び調査書等の返却を受ける。ただし、都内の中学校に在学していない者については、中学校

長の確認は必要ない。

なお、志願変更願を提出する際には、生徒手帳や身分証明書など、本人確認できるものを提示すること。ただし、

保護者が志願変更願を提出する場合は、保護者の本人確認ができるもの及び志願者と保護者との関係を証明するもの

（住民票の写しなど）を提示すること。

志願変更願を受理した都立高校長は、その志願者の提出した出願に要する書類（都立高校が都立高校用の出願管理

サイトから印刷した入学願書を含む。）及び中学校長から提出されたその志願者の調査書等を返却し、都立高校用の

出願管理サイトでその志願者の出願情報を取り下げる。

なお、調査書は折らずに封入し、厳封すること。都立高校が都立高校用の出願管理サイトから印刷した入学願書は

調査書と同封しないようにすること。また、スピーキングテスト不受験者が志願変更する際の都立高校の手続につい

定時制

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧（学力検査に基づく選抜・定時制）別表２－２－１（９８ページ）のとおり

（例１） 都内中学校卒業見込み者（都内に在住する者）

① 入学願書（様式４）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

② 入学考査料 ９５０円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、

納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得

ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

③ 調査書（様式 ）

④ 自己ＰＲカード（様式 ）

⑤ スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用）

（都内公立中学校在籍者及び都内公立中学校以外の中学校在籍者のうちスピーキングテストを受験

した者のみ、都立高校提出用の原本を提出する。やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験

できない又は受験できなかったことについて東京都教育委員会の承認を受けた志願者は、個人レポー

トに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認

書を提出する。

なお、英語学力検査を実施しない学校及びリスニングテストを実施しない学校には提出する必要は

ない。）

定時制において、中学校を既に卒業（令和７年度卒業者を除く。）し、令和８年３月３１日現在満１８歳以上の者

（平成２０年４月１日以前に出生した者）で希望する者については、学力検査に代えて面接及び作文により選考する。

これを、定時制成人受検者特別措置という。ただし、定時制課程単位制の都立高校では、この措置を適用しない。

（例２） 成人受検者特別措置を希望する者

① 入学願書（様式４）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

② 入学考査料 ９５０円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、

納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得

ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

③ 成人受検者特別措置申請書（様式９）

④ 卒業証明書

⑤ 自己ＰＲカード（様式 ）

⑥ 住民票記載事項証明書（様式応３）

（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの。都外に住所を有し、勤務先が都内にあ

る場合は、住民票記載事項証明書に代えて、勤務先を証明する書類を提出する。）

第２－５－２－２ 提出方法

（ ）都内の中学校に在学している志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、中学校長の承認を経て、入学

願書の提出を行う。また、出願に要する書類（入学願書を除く。）を、中学校を通じて、書類提出期間内に必着する

よう、都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。ただし、インター

ネット出願に係る入力方法の詳細は別に定める。

（ ）前記（ ）以外の志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、入学願書の提出を行う。また、出願に要す

る書類（入学願書を除く。）を、書類提出期間内に必着するよう、都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ

対面で受け渡される方法により提出する。ただし、インターネット出願に係る入力方法の詳細は別に定める。

前記 及び の方法により出願することができないやむを得ない事情がある場合には、志願者は、志願する都立

高校に連絡の上、出願に要する書類（入学願書を含む。）を、書類提出期間内に必着するよう、都立高校長宛てに簡

易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。この場合、入学考査料は所定の納付書による

納付とし、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付けた上で提出すること。

出願受付期間内に到着するように郵送することができない等やむを得ない事情がある場合には、志願する都立高

校に連絡の上で、持参により提出することを認めるものとする。

（ ）入学願書提出後は、出願サイトへの入力内容及びその他出願に要する書類に係る記載事項の変更を認めない。
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定時制成人受検者特別措置（次の の都立高校を除く。）

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査内容

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文

第２時限 出願時に指定する日時 面 接

学力検査問題を自校で作成する定時制の検査開始・終了時刻及びそれらの都立高校の定時制成人受検者特別措置の

検査開始・終了時刻は、 及び にかかわらず当該都立高校で定めることができる。ただし、検査は午前１１時ま

でに開始する。

第２－７－３ 面談の実施

都立高校長は、別に定めるところ（別表８を参照）により、令和６年度以前の中学校卒業者である受検者を対象とし

て、入学後の学校生活に対する意欲等を確認するための面接（以下「面談」という。）を行うことができる。ただし、

別表４（１０５ページ）において、面接を検査教科等の実施内容として定めている都立高校を除く。

面談を実施する場合、都立高校長は、対象とする受検者に面談を実施することを個別に通知しなければならない。

なお、面談の対象となる受検者は、出願時に自己ＰＲカードを提出する。

第２－７－４ 検査会場

検査会場は、志願先の都立高校長が受検票により指定する。

大島海洋国際高校を志願する者のうち、島しょ以外に住所を有する者の検査会場は、東京都教職員研修センターと

する。また、大島に住所を有する者の検査会場は同校とし、大島以外の島しょに住所を有する者は、同校又は東京都

教職員研修センターのどちらかを検査会場として希望することができる。

大島海洋国際高校以外の島しょの都立高校を志願し、当該都立高校の所在する島しょ以外に住所を有する者は、当

該都立高校又は東京都教職員研修センターのどちらかを検査会場として希望することができる。東京都教職員研修セ

ンターを検査会場として希望する者の受検については、別に定める（島外受検）。

都立高校が設置されていない島しょの中学校及び小笠原村立小笠原中学校を卒業する見込みの者の受検について

は、別に定める（現地受検）。

第２－７－５ 検査会場等の管理

検査会場の管理責任者は、当該都立高校長とする。

検査会場の監督者等は、当該都立高校の教職員のうちから当該都立高校長が命ずる。

当該都立高校長は、検査終了後直ちに答案等を包装し、封印して、採点時まで保管する。

前記第２－７－４ 及び でいう島外受検及び現地受検における検査会場等の管理については、別に定める。

第２－８ 問題作成

出題の基本方針

ア 中学校の教育課程に基づく学習の成果としての学力を検査することを基本とし、出題の範囲は、中学校学習指導

要領に示されている内容によるものとする。

イ 出題の内容は、各教科とも、中学校学習指導要領に示されている教科の目標及び内容に照らして基本的な事項を

選ぶとともに、一部の領域に偏ることのないようにする。

ウ 出題に当たっては、基礎的・基本的な知識及び技能の定着や、思考力、判断力、表現力などをみるとともに、体

験的な学習や問題解決的な学習などの成果もみることができるようにする。

検査問題は、検査問題作成委員会が作成する。

検査問題作成委員会の委員は、東京都教育委員会教育長が命ずる。

別に定める都立高校 別表４及び別表７を参照 は、検査教科の全部又は一部について、各都立高校で検査問題を

作成することができる。

第２－９ 採点

学力検査に基づく選抜を実施する各都立高校の全日制及び定時制の課程別に、採点委員会を置く。

採点委員会に委員長を置く。委員長は、当該都立高校長とする。

採点委員会は、当該都立高校長、当該都立高校長が指定する副校長、主幹教諭、指導教諭、主任教諭、教諭及び日

勤講師（非常勤教員）並びにその他当該都立高校長が指定する者をもって組織する。

採点委員会は、当該都立高校で実施した検査の答案等の採点を行う。

委員長は、委員を指揮監督し、採点についての責任を負う。

委員長は、採点責任者を命ずる。

ては、別に定める。

志願変更をする者で、面接実施校を志願変更先とする場合は、志願変更先の都立高校が示した「本校の期待する生

徒の姿」を参考にして、新たに自己ＰＲカードを作成する。

志願変更をする者は、志願変更願を受理した都立高校長が、都立高校用の出願管理サイトで出願情報を取り下げた

後、指定された期間内に出願サイト上で必要事項を入力し、返却された出願に要する書類に志願変更先の高等学校名

等の必要な事項を記入し、厳封した調査書（志願変更願を受理した都立高校長から返却を受けたもの）及び新たに作

成した自己ＰＲカード（面接実施校の志願者のみ）等を指定された日時に志願変更先の都立高校長に提出し、出願サ

イト上で受検票の交付を受ける。

なお、志願変更の際、中学校長は、志願変更先の高等学校に志願者一覧（様式 ）を改めて提出する必要はない。

やむを得ない事情により、インターネット出願を行うことができない者は、志願変更においてもインターネット出

願は行わない。

該当する志願者は、志願変更願（様式 ）を提出する際に、出願に要した書類として入学願書及び受検票も返却

される。志願者は、返却された入学願書等に志願変更先の高等学校名等の必要な事項を記入し、受検票、厳封した調

査書（志願変更願を受理した都立高校長から返却を受けたもの）及び新たに作成した自己ＰＲカード（面接実施校の

志願者のみ）等を指定された日時に志願変更先の都立高校長に提出し、受検票の交付を受ける。

大島海洋国際高校に出願した者のうち、島しょ以外に住所を有する者又は大島以外の島しょに住所を有し検査会場

を東京都教職員研修センターと希望した者の志願変更の手続は、東京都教職員研修センターで行い、それ以外の者の

手続は同校で行う。

チャレンジスクール又は八王子拓真高校（チャレンジ枠）に出願後、全日制へ志願変更をする者は、新たに調査書

及び自己ＰＲカード（面接実施校の志願者のみ）を提出する。

チャレンジスクール、八王子拓真高校（チャレンジ枠）、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一

般枠）及び砂川高校に出願後、全日制へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都

立高校の窓口において、現金で納付する。

第２－７ 学力検査等の実施

第２－７－１ 検査教科等

学力検査の教科について、全日制は、国語、数学、外国語（英語）、社会及び理科の５教科とする。ただし、芸術及

び体育に関する学科については、国語、数学及び外国語（英語）の３教科とする。

なお、エンカレッジスクールとして指定された都立高校においては、学力検査を実施しない。

定時制は、国語、数学、外国語（英語）、社会及び理科の５教科のうち、３教科を下らない範囲で各都立高校が定め

る（別表４を参照）。また、面接を実施する。

その他の検査の実施内容は、各都立高校が定める（別表４を参照）。

各教科の満点は１００点とし、特定の教科の配点に比重をかける（以下「傾斜配点」という。）都立高校は、別表４

（１０５ページ）による。

検査教科等のうち、１教科（面接及び実技検査等を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。

ただし、正当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

面接及び実技検査等を行う科（分野）を第２志望以下の志望順位とした者については、当該の科（分野）において実

施する面接及び実技検査等の検査を課すものとする。

第２－７－２ 集合時刻及び時間割

全日制及び定時制（次の 及び を除く。）

学力検査の教科の時間割は、次の表による。ただし、国際高校及びエンカレッジスクールとして指定された都立高

校の時間割は、各都立高校が定める。

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第２時限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第３時限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第４時限 午後 １時１０分 ～ 午後 ２時００分 ５０分 社 会

第５時限 午後 ２時２０分 ～ 午後 ３時１０分 ５０分 理 科

（注）英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。
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定時制成人受検者特別措置（次の の都立高校を除く。）

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査内容

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文

第２時限 出願時に指定する日時 面 接

学力検査問題を自校で作成する定時制の検査開始・終了時刻及びそれらの都立高校の定時制成人受検者特別措置の

検査開始・終了時刻は、 及び にかかわらず当該都立高校で定めることができる。ただし、検査は午前１１時ま

でに開始する。

第２－７－３ 面談の実施

都立高校長は、別に定めるところ（別表８を参照）により、令和６年度以前の中学校卒業者である受検者を対象とし

て、入学後の学校生活に対する意欲等を確認するための面接（以下「面談」という。）を行うことができる。ただし、

別表４（１０５ページ）において、面接を検査教科等の実施内容として定めている都立高校を除く。

面談を実施する場合、都立高校長は、対象とする受検者に面談を実施することを個別に通知しなければならない。

なお、面談の対象となる受検者は、出願時に自己ＰＲカードを提出する。

第２－７－４ 検査会場

検査会場は、志願先の都立高校長が受検票により指定する。

大島海洋国際高校を志願する者のうち、島しょ以外に住所を有する者の検査会場は、東京都教職員研修センターと

する。また、大島に住所を有する者の検査会場は同校とし、大島以外の島しょに住所を有する者は、同校又は東京都

教職員研修センターのどちらかを検査会場として希望することができる。

大島海洋国際高校以外の島しょの都立高校を志願し、当該都立高校の所在する島しょ以外に住所を有する者は、当

該都立高校又は東京都教職員研修センターのどちらかを検査会場として希望することができる。東京都教職員研修セ

ンターを検査会場として希望する者の受検については、別に定める（島外受検）。

都立高校が設置されていない島しょの中学校及び小笠原村立小笠原中学校を卒業する見込みの者の受検について

は、別に定める（現地受検）。

第２－７－５ 検査会場等の管理

検査会場の管理責任者は、当該都立高校長とする。

検査会場の監督者等は、当該都立高校の教職員のうちから当該都立高校長が命ずる。

当該都立高校長は、検査終了後直ちに答案等を包装し、封印して、採点時まで保管する。

前記第２－７－４ 及び でいう島外受検及び現地受検における検査会場等の管理については、別に定める。

第２－８ 問題作成

出題の基本方針

ア 中学校の教育課程に基づく学習の成果としての学力を検査することを基本とし、出題の範囲は、中学校学習指導

要領に示されている内容によるものとする。

イ 出題の内容は、各教科とも、中学校学習指導要領に示されている教科の目標及び内容に照らして基本的な事項を

選ぶとともに、一部の領域に偏ることのないようにする。

ウ 出題に当たっては、基礎的・基本的な知識及び技能の定着や、思考力、判断力、表現力などをみるとともに、体

験的な学習や問題解決的な学習などの成果もみることができるようにする。

検査問題は、検査問題作成委員会が作成する。

検査問題作成委員会の委員は、東京都教育委員会教育長が命ずる。

別に定める都立高校 別表４及び別表７を参照 は、検査教科の全部又は一部について、各都立高校で検査問題を

作成することができる。

第２－９ 採点

学力検査に基づく選抜を実施する各都立高校の全日制及び定時制の課程別に、採点委員会を置く。

採点委員会に委員長を置く。委員長は、当該都立高校長とする。

採点委員会は、当該都立高校長、当該都立高校長が指定する副校長、主幹教諭、指導教諭、主任教諭、教諭及び日

勤講師（非常勤教員）並びにその他当該都立高校長が指定する者をもって組織する。

採点委員会は、当該都立高校で実施した検査の答案等の採点を行う。

委員長は、委員を指揮監督し、採点についての責任を負う。

委員長は、採点責任者を命ずる。

ては、別に定める。

志願変更をする者で、面接実施校を志願変更先とする場合は、志願変更先の都立高校が示した「本校の期待する生

徒の姿」を参考にして、新たに自己ＰＲカードを作成する。

志願変更をする者は、志願変更願を受理した都立高校長が、都立高校用の出願管理サイトで出願情報を取り下げた

後、指定された期間内に出願サイト上で必要事項を入力し、返却された出願に要する書類に志願変更先の高等学校名

等の必要な事項を記入し、厳封した調査書（志願変更願を受理した都立高校長から返却を受けたもの）及び新たに作

成した自己ＰＲカード（面接実施校の志願者のみ）等を指定された日時に志願変更先の都立高校長に提出し、出願サ

イト上で受検票の交付を受ける。

なお、志願変更の際、中学校長は、志願変更先の高等学校に志願者一覧（様式 ）を改めて提出する必要はない。

やむを得ない事情により、インターネット出願を行うことができない者は、志願変更においてもインターネット出

願は行わない。

該当する志願者は、志願変更願（様式 ）を提出する際に、出願に要した書類として入学願書及び受検票も返却

される。志願者は、返却された入学願書等に志願変更先の高等学校名等の必要な事項を記入し、受検票、厳封した調

査書（志願変更願を受理した都立高校長から返却を受けたもの）及び新たに作成した自己ＰＲカード（面接実施校の

志願者のみ）等を指定された日時に志願変更先の都立高校長に提出し、受検票の交付を受ける。

大島海洋国際高校に出願した者のうち、島しょ以外に住所を有する者又は大島以外の島しょに住所を有し検査会場

を東京都教職員研修センターと希望した者の志願変更の手続は、東京都教職員研修センターで行い、それ以外の者の

手続は同校で行う。

チャレンジスクール又は八王子拓真高校（チャレンジ枠）に出願後、全日制へ志願変更をする者は、新たに調査書

及び自己ＰＲカード（面接実施校の志願者のみ）を提出する。

チャレンジスクール、八王子拓真高校（チャレンジ枠）、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一

般枠）及び砂川高校に出願後、全日制へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都

立高校の窓口において、現金で納付する。

第２－７ 学力検査等の実施

第２－７－１ 検査教科等

学力検査の教科について、全日制は、国語、数学、外国語（英語）、社会及び理科の５教科とする。ただし、芸術及

び体育に関する学科については、国語、数学及び外国語（英語）の３教科とする。

なお、エンカレッジスクールとして指定された都立高校においては、学力検査を実施しない。

定時制は、国語、数学、外国語（英語）、社会及び理科の５教科のうち、３教科を下らない範囲で各都立高校が定め

る（別表４を参照）。また、面接を実施する。

その他の検査の実施内容は、各都立高校が定める（別表４を参照）。

各教科の満点は１００点とし、特定の教科の配点に比重をかける（以下「傾斜配点」という。）都立高校は、別表４

（１０５ページ）による。

検査教科等のうち、１教科（面接及び実技検査等を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。

ただし、正当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

面接及び実技検査等を行う科（分野）を第２志望以下の志望順位とした者については、当該の科（分野）において実

施する面接及び実技検査等の検査を課すものとする。

第２－７－２ 集合時刻及び時間割

全日制及び定時制（次の 及び を除く。）

学力検査の教科の時間割は、次の表による。ただし、国際高校及びエンカレッジスクールとして指定された都立高

校の時間割は、各都立高校が定める。

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第２時限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第３時限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第４時限 午後 １時１０分 ～ 午後 ２時００分 ５０分 社 会

第５時限 午後 ２時２０分 ～ 午後 ３時１０分 ５０分 理 科

（注）英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。
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長に問い合わせ、内容を確認する。

なお、エンカレッジスクールとして指定された都立高校においては、各教科の観点別学習状況の評価を用いて調査

書点を算出する。

第２－１０－２ エンカレッジスクールとして指定された都立高校の選考

選考は、別表４（１０５ページ）に基づき、調査書、面接、小論文又は作文（実技検査を実施する都立高校にあって

はこれらに加え、実技検査）の結果を総合した成績（総合成績）、入学願書による志望及び都立高校長が必要とする資

料により行う。

なお、面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

調査書、面接、小論文又は作文（実技検査を実施する都立高校にあってはこれらに加え、実技検査）の結果は点数化

する。それぞれの満点については、各都立高校が適切に定める。

第２－１０－３ 定時制成人受検者特別措置の選考

選考は、面接及び作文の結果を総合した成績（総合成績）、入学願書による志望並びに都立高校長が必要とする

資料により行う。

なお、面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

面接及び作文の結果は点数化する。

定時制成人受検者特別措置による面接及び作文の点数の満点の合計は、当該都立高校の総合成績の満点と同一と

なるようにする。

第２－１０－４ 選考委員会

学力検査に基づく選抜を実施する各都立高校の全日制及び定時制の課程別に、選考委員会を置く。

選考委員会に委員長を置く。委員長は当該都立高校長とする。

選考委員会は、当該都立高校長、副校長、経営企画課（室）長及び当該都立高校長が指定する教職員をもって組

織する。

選考委員会は、学力検査等の実施に関する事務を行うほか、合格候補者の決定その他選抜に関する事務を行う。

第２－１０－５ 合格候補者の決定

合格候補者数については、入学手続者数が募集人員に対して過不足のないよう、適切に決定する。

第２－１０－５－１ 普通科（コースを置く都立高校のコースを除く。）及び総合学科の都立高校

当該都立高校の募集人員（推薦に基づく選抜の入学手続者数を除く。以下同じ。）に相当する人員を総合成績の順に

より決定し、これをその都立高校の合格候補者とする。

第２－１０－５－２ 普通科（コースを置く都立高校のコース）の都立高校

当該都立高校の募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定し、これをそのコースの合格候補者とする。

第２－１０－５－３ 専門学科（芸術に関する学科を除く。）及び定時制の都立高校

 当該都立高校の募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定する。

 学科内に２科（２分野）以上ある場合には、次の方法により合格候補者を決定する。

ア 科（分野）ごとに、前項 の人員のうち、その科（分野）を第１志望とした者の中から、総合成績の順に合格

候補者を決定する。

イ 第１志望で募集人員に達しない科（分野）は、その不足人員を前項 の人員のうちから志望の順位に基づき、

総合成績の順に充足する。

ウ イの方法により充足しない科（分野）がある場合、当該の科（分野）について、合格候補者となっていない受検

者の中から、総合成績の順に、当該の科（分野）の志望の有無に基づき充足する。その際、充足しない科（分野）

（例） ５教科、傾斜配点を行わず、学力検査の得点と調査書点の比率が７：３、面接点の満点が２００点、作文点の

満点が１００点及び実技検査点の満点が２００点の学校の場合

５００点（１００点×５教科）

７００点（換算後） ＋ ３００点（換算後）＋ ２０点（換算後）

１０２０点（総合得点） ＋ ２００点 ＋ １００点 ＋ ２００点

１５２０点（総合成績）

学力検査の得点 ７：３ 調査書点 面接点

作文点

作文点

作文点

実技検査点点数化したスピー

キングテスト結果

採点及び点検方法等については、東京都教育委員会及び各都立高校が別に定める。

第２－１０ 選考

第２－１０－１ 選考

選考は、別表４（１０５ページ）に基づき、調査書、学力検査（面接、小論文又は作文及び実技検査を実施する都

立高校にあってはそれらを含む。）及び点数化したスピーキングテスト結果を総合した成績（総合成績）、入学願書

による志望及び都立高校長が必要とする資料により行う。ただし、点数化したスピーキングテスト結果は、原則、英

語の学力検査を実施する都立高校においてのみ、選考に用いる。

なお、面接実施校においては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。ただし、自己ＰＲカードは点数化しな

い。また、第２－７－３に定める面談を実施する都立高校にあっては、面談は点数化しないが、選考に当たっては、

面談の結果にも十分配慮する。

学力検査の得点（学力検査を実施した教科の得点の合計。ただし、傾斜配点を行う教科については、傾斜配点を行

った得点とする。）と調査書の各教科の学習の記録を点数化したもの（以下「調査書点」という。）の合計は、１０００

点を満点とする。また、スピーキングテストの結果を点数化したものは、２０点を満点とする。

学力検査の得点と調査書点に、点数化したスピーキングテスト結果を加えた合計を「総合得点」といい、１０２０

点を満点とする。

学力検査の得点と調査書点の比率については、次のとおりとする。

ア 全日制は、原則として７：３とする。ただし、芸術及び体育に関する学科は６：４とする。また、深沢高校は、

受検者ごとに７：３と１０：０それぞれの比率に基づき学力検査の得点と調査書点の合計を算出した上で、いずれ

か高い方を当該受検者の選考に用いる。

イ 定時制は、７：３又は６：４のどちらかとする。

スピーキングテストの結果の点数化については、以下のとおりとする。

ア スピーキングテスト結果について、Ａは２０点、Ｂは１６点、Ｃは１２点、Ｄは８点、Ｅは４点、Ｆは０点とす

る。

イ スピーキングテスト不受験者については「仮のスピーキングテスト結果」を算出し、点数化の上、加点すること

で不利にならないよう取り扱うものとする。ただし、以下の ｱ に該当しない者がスピーキングテストを受験しな

かった場合、「仮のスピーキングテスト結果」は算出せず、加点しない。

ｱ 不受験者とは、次の 又は に該当する者とする。

都内公立中学校に在籍する者のうち、スピーキングテストを受験していない者で、実施要綱第６－８に定め

る措置により都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書を都

立高校に提出した者

スピーキングテスト実施日時点で、都内公立中学校に在籍していないため、スピーキングテストを受験して

いない者等（スピーキングテスト申込期間終了後に転入した者は、都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担

当に問い合わせること。）

ｲ 不受験者については、英語学力検査の得点により順位を決め、当該不受験者の上下５名ずつ（合計１０名）以

上の受検者を集計する範囲として定めることを基本とする。集計する範囲に含まれる受検者それぞれのスピーキ

ングテスト結果を点数化し、その平均値により、当該不受験者の「仮のスピーキングテスト結果」を求める。そ

の際、平均値が１８点以上はＡ、１４点以上１８点未満はＢ、１０点以上１４点未満はＣ、６点以上１０点未満

はＤ、２点以上６点未満はＥ、２点未満はＦとする。

ウ 都内特別支援学校及び中学校の特別支援学級に在籍している者のうち、本人の希望によりスピーキングテストを

受験した者は、スピーキングテスト結果をアに従って点数化する。

エ 都内公立中学校に在籍していない者のうち、本人の希望によりスピーキングテストを受験した者は、スピーキン

グテスト結果をアに従って点数化する。

面接、小論文又は作文及び実技検査の結果については、各都立高校が適切に基準を定めて、それぞれ点数化する。

所定の書類が一部整わない者については、参考にできる資料を活用して、選考を行う。

調査書中の各教科の学習の記録を点数化する際は、受検者から提出された調査書の各教科の評定数値を当該受検者

の在学する中学校から提出された成績一覧表において確認した後、学力検査を実施する教科は評定数値を１倍、学力

検査を実施しない教科は評定数値を２倍して調査書点を算出する。ただし、在学する中学校から成績一覧表が提出さ

れていない受検者、成績一覧表の除外人員となっている受検者及び評定を行うことができずに評定が斜線 （スラッ

シュ）となっている教科のある受検者については、学力検査の得点等の参考にできる資料を活用して当該都立高校が

調査書点を求める。また、「Ａ」と朱書された調査書（実施要綱第４－６－３ アを参照）により調査書点を算出

する際には、受検者に不利にならないように扱う。調査書の記載内容に疑義がある場合は、都立高校長は当該中学校
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長に問い合わせ、内容を確認する。

なお、エンカレッジスクールとして指定された都立高校においては、各教科の観点別学習状況の評価を用いて調査

書点を算出する。

第２－１０－２ エンカレッジスクールとして指定された都立高校の選考

選考は、別表４（１０５ページ）に基づき、調査書、面接、小論文又は作文（実技検査を実施する都立高校にあって

はこれらに加え、実技検査）の結果を総合した成績（総合成績）、入学願書による志望及び都立高校長が必要とする資

料により行う。

なお、面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

調査書、面接、小論文又は作文（実技検査を実施する都立高校にあってはこれらに加え、実技検査）の結果は点数化

する。それぞれの満点については、各都立高校が適切に定める。

第２－１０－３ 定時制成人受検者特別措置の選考

選考は、面接及び作文の結果を総合した成績（総合成績）、入学願書による志望並びに都立高校長が必要とする

資料により行う。

なお、面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

面接及び作文の結果は点数化する。

定時制成人受検者特別措置による面接及び作文の点数の満点の合計は、当該都立高校の総合成績の満点と同一と

なるようにする。

第２－１０－４ 選考委員会

学力検査に基づく選抜を実施する各都立高校の全日制及び定時制の課程別に、選考委員会を置く。

選考委員会に委員長を置く。委員長は当該都立高校長とする。

選考委員会は、当該都立高校長、副校長、経営企画課（室）長及び当該都立高校長が指定する教職員をもって組

織する。

選考委員会は、学力検査等の実施に関する事務を行うほか、合格候補者の決定その他選抜に関する事務を行う。

第２－１０－５ 合格候補者の決定

合格候補者数については、入学手続者数が募集人員に対して過不足のないよう、適切に決定する。

第２－１０－５－１ 普通科（コースを置く都立高校のコースを除く。）及び総合学科の都立高校

当該都立高校の募集人員（推薦に基づく選抜の入学手続者数を除く。以下同じ。）に相当する人員を総合成績の順に

より決定し、これをその都立高校の合格候補者とする。

第２－１０－５－２ 普通科（コースを置く都立高校のコース）の都立高校

当該都立高校の募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定し、これをそのコースの合格候補者とする。

第２－１０－５－３ 専門学科（芸術に関する学科を除く。）及び定時制の都立高校

 当該都立高校の募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定する。

 学科内に２科（２分野）以上ある場合には、次の方法により合格候補者を決定する。

ア 科（分野）ごとに、前項 の人員のうち、その科（分野）を第１志望とした者の中から、総合成績の順に合格

候補者を決定する。

イ 第１志望で募集人員に達しない科（分野）は、その不足人員を前項 の人員のうちから志望の順位に基づき、

総合成績の順に充足する。

ウ イの方法により充足しない科（分野）がある場合、当該の科（分野）について、合格候補者となっていない受検

者の中から、総合成績の順に、当該の科（分野）の志望の有無に基づき充足する。その際、充足しない科（分野）

（例） ５教科、傾斜配点を行わず、学力検査の得点と調査書点の比率が７：３、面接点の満点が２００点、作文点の

満点が１００点及び実技検査点の満点が２００点の学校の場合

５００点（１００点×５教科）

７００点（換算後） ＋ ３００点（換算後）＋ ２０点（換算後）

１０２０点（総合得点） ＋ ２００点 ＋ １００点 ＋ ２００点

１５２０点（総合成績）

学力検査の得点 ７：３ 調査書点 面接点

作文点

作文点

作文点

実技検査点点数化したスピー

キングテスト結果

採点及び点検方法等については、東京都教育委員会及び各都立高校が別に定める。

第２－１０ 選考

第２－１０－１ 選考

選考は、別表４（１０５ページ）に基づき、調査書、学力検査（面接、小論文又は作文及び実技検査を実施する都

立高校にあってはそれらを含む。）及び点数化したスピーキングテスト結果を総合した成績（総合成績）、入学願書

による志望及び都立高校長が必要とする資料により行う。ただし、点数化したスピーキングテスト結果は、原則、英

語の学力検査を実施する都立高校においてのみ、選考に用いる。

なお、面接実施校においては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。ただし、自己ＰＲカードは点数化しな

い。また、第２－７－３に定める面談を実施する都立高校にあっては、面談は点数化しないが、選考に当たっては、

面談の結果にも十分配慮する。

学力検査の得点（学力検査を実施した教科の得点の合計。ただし、傾斜配点を行う教科については、傾斜配点を行

った得点とする。）と調査書の各教科の学習の記録を点数化したもの（以下「調査書点」という。）の合計は、１０００

点を満点とする。また、スピーキングテストの結果を点数化したものは、２０点を満点とする。

学力検査の得点と調査書点に、点数化したスピーキングテスト結果を加えた合計を「総合得点」といい、１０２０

点を満点とする。

学力検査の得点と調査書点の比率については、次のとおりとする。

ア 全日制は、原則として７：３とする。ただし、芸術及び体育に関する学科は６：４とする。また、深沢高校は、

受検者ごとに７：３と１０：０それぞれの比率に基づき学力検査の得点と調査書点の合計を算出した上で、いずれ

か高い方を当該受検者の選考に用いる。

イ 定時制は、７：３又は６：４のどちらかとする。

スピーキングテストの結果の点数化については、以下のとおりとする。

ア スピーキングテスト結果について、Ａは２０点、Ｂは１６点、Ｃは１２点、Ｄは８点、Ｅは４点、Ｆは０点とす

る。

イ スピーキングテスト不受験者については「仮のスピーキングテスト結果」を算出し、点数化の上、加点すること

で不利にならないよう取り扱うものとする。ただし、以下の ｱ に該当しない者がスピーキングテストを受験しな

かった場合、「仮のスピーキングテスト結果」は算出せず、加点しない。

ｱ 不受験者とは、次の 又は に該当する者とする。

都内公立中学校に在籍する者のうち、スピーキングテストを受験していない者で、実施要綱第６－８に定め

る措置により都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書を都

立高校に提出した者

スピーキングテスト実施日時点で、都内公立中学校に在籍していないため、スピーキングテストを受験して

いない者等（スピーキングテスト申込期間終了後に転入した者は、都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担

当に問い合わせること。）

ｲ 不受験者については、英語学力検査の得点により順位を決め、当該不受験者の上下５名ずつ（合計１０名）以

上の受検者を集計する範囲として定めることを基本とする。集計する範囲に含まれる受検者それぞれのスピーキ

ングテスト結果を点数化し、その平均値により、当該不受験者の「仮のスピーキングテスト結果」を求める。そ

の際、平均値が１８点以上はＡ、１４点以上１８点未満はＢ、１０点以上１４点未満はＣ、６点以上１０点未満

はＤ、２点以上６点未満はＥ、２点未満はＦとする。

ウ 都内特別支援学校及び中学校の特別支援学級に在籍している者のうち、本人の希望によりスピーキングテストを

受験した者は、スピーキングテスト結果をアに従って点数化する。

エ 都内公立中学校に在籍していない者のうち、本人の希望によりスピーキングテストを受験した者は、スピーキン

グテスト結果をアに従って点数化する。

面接、小論文又は作文及び実技検査の結果については、各都立高校が適切に基準を定めて、それぞれ点数化する。

所定の書類が一部整わない者については、参考にできる資料を活用して、選考を行う。

調査書中の各教科の学習の記録を点数化する際は、受検者から提出された調査書の各教科の評定数値を当該受検者

の在学する中学校から提出された成績一覧表において確認した後、学力検査を実施する教科は評定数値を１倍、学力

検査を実施しない教科は評定数値を２倍して調査書点を算出する。ただし、在学する中学校から成績一覧表が提出さ

れていない受検者、成績一覧表の除外人員となっている受検者及び評定を行うことができずに評定が斜線 （スラッ

シュ）となっている教科のある受検者については、学力検査の得点等の参考にできる資料を活用して当該都立高校が

調査書点を求める。また、「Ａ」と朱書された調査書（実施要綱第４－６－３ アを参照）により調査書点を算出

する際には、受検者に不利にならないように扱う。調査書の記載内容に疑義がある場合は、都立高校長は当該中学校
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第 ３ 学力検査に基づく選抜（第二次募集）

第３－１ 全日制第二次募集日程

定時制第二次募集日程

第３－２ 募集人員

第一次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない都立高校は、その相当人員について第二次募集を行う。

第３－３ 応募資格

実施要綱第２－３を準用する。

全日制第二次募集においては、入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関

わる選抜、第一次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象

の選抜、国際バカロレアコースの選抜及び通信制課程の前期選抜における合格者、都立特別支援学校の高等部の入学許

可予定者となり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中高一貫教育校の高校・後期課程に進

学・進級を予定している者並びに東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学許可予定者の応募は認め

ない。

定時制第二次募集においては、上記に加え、分割後期募集・全日制第二次募集の選抜における合格者も出願できない。

また、一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障する趣旨から、既に国私立高校に入学手続を終えている生徒に

ついては、以後の募集への出願を遠慮すること。

事 項 日 時

出 願 令和８年３月 ５日（木） 午前９時 ～ 午後３時

志願

変更

入学願書取下げ 令和８年３月 ６日（金） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年３月 ９日（月） 午前９時 ～ 正午

学力検査及び面談 令和８年３月１０日（火） 集合 午前８時３０分

面接及び実技検査等 令和８年３月１０日（火）以後、各都立高校が定める日時

合 格 者 の 発 表
令和８年３月１３日（金） 午前８時３０分 （合否照会サイト上で発表）

正午 （校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月１３日（金） 正午 ～ 午後３時

３月１６日（月） 午前９時 ～ 正午

選抜用評定等確認表

の 送 付 期 限

令和８年３月１６日（月）から３月２３日（月）までに、別表 の中学校長へ各都

立高校長が発送する。

事 項 日 時

出 願 令和８年３月２３日（月） 午後３時 ～ 午後７時

学 力 検 査 等 令和８年３月２６日（木） 集合 各都立高校が定める時刻

合 格 者 の 発 表
令和８年３月２７日（金） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午後３時 （校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月２７日（金） 午後３時 ～ 午後７時

３月３０日（月） 午後３時 ～ 午後７時

が複数ある場合は、総合成績の順に、当該の科（分野）の志望の有無に基づき、志望の順位により充足する。

第２－１０－５－４ 専門学科（芸術に関する学科）の都立高校

当該都立高校の各科の募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定し、これをその科の合格候補者とする。

第２－１０－５－５ 定時制成人受検者特別措置による選考

当該措置適用者からの合格候補者の決定については、学力検査に基づく選抜の受検者の選考結果と総合して検討し、

決定する。

その際、中学校を卒業する見込みの者及び卒業した者（ただし、定時制成人受検者特別措置適用者を除く。）からの

合格者を決定することに努めた後、定時制成人受検者特別措置適用者からの合格者を決定するものとする。

第２－１０－５－６ 理数科及び理数科以外の学科を設置する都立高校

当該都立高校の理数科の募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定し、これをその科の合格候補者とする。

なお、理数科の合格候補者となっていない者のうち、理数科以外の学科を第２志望とした者を理数科以外の学科の志

望者と合わせ、当該都立高校の募集人員に相当する人員を総合成績の順により理数科以外の学科の合格候補者を決定す

る。

第２－１０－６ 合格者の決定

当該都立高校長は、選考委員会で決定した合格候補者を合格者として決定する。

合格者として決定した後にコース及び科（分野）を変更することはできない。

第２－１１ 合格者の発表

 発表方法

合格者の発表は、入学願書提出校における校内の掲示及び合否照会サイト上で行う。

なお、大島海洋国際高校の発表は東京都教職員研修センターにおいても行う。

合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

第２－１２ 入学手続（入学確約書の提出）

合格者は、入学手続期間内に入学確約書（様式 ）を提出し、所定の納付書により、納付期間内（合格発表日の翌日

から起算して５日以内。ただし、５日目が土・日・祝日に当たる場合は金融機関等の翌営業日）に入学料（全日制

５，６５０円、定時制 ２，１００円）を納付書裏面に記載の納付場所で納付しなければならない。入学手続期間内に入

学確約書を提出しない者は、合格を放棄したものとみなす。

また、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効とする。

都立高校が必要とするその他の書類は、入学確約書を提出したときに各都立高校が交付する。都立高校が必要とするそ

の他の書類は、当該都立高校長が定める期間内に提出する。

なお、大島海洋国際高校の入学手続は、同校又は東京都教職員研修センターにおいて行う。また、島外受検の合格者の

入学手続は、各都立高校又は東京都教職員研修センターのいずれかのうち、各都立高校が指定した場所で行う。
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第 ３ 学力検査に基づく選抜（第二次募集）

第３－１ 全日制第二次募集日程

定時制第二次募集日程

第３－２ 募集人員

第一次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない都立高校は、その相当人員について第二次募集を行う。

第３－３ 応募資格

実施要綱第２－３を準用する。

全日制第二次募集においては、入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関

わる選抜、第一次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象

の選抜、国際バカロレアコースの選抜及び通信制課程の前期選抜における合格者、都立特別支援学校の高等部の入学許

可予定者となり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中高一貫教育校の高校・後期課程に進

学・進級を予定している者並びに東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学許可予定者の応募は認め

ない。

定時制第二次募集においては、上記に加え、分割後期募集・全日制第二次募集の選抜における合格者も出願できない。

また、一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障する趣旨から、既に国私立高校に入学手続を終えている生徒に

ついては、以後の募集への出願を遠慮すること。

事 項 日 時

出 願 令和８年３月 ５日（木） 午前９時 ～ 午後３時

志願

変更

入学願書取下げ 令和８年３月 ６日（金） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年３月 ９日（月） 午前９時 ～ 正午

学力検査及び面談 令和８年３月１０日（火） 集合 午前８時３０分

面接及び実技検査等 令和８年３月１０日（火）以後、各都立高校が定める日時

合 格 者 の 発 表
令和８年３月１３日（金） 午前８時３０分 （合否照会サイト上で発表）

正午 （校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月１３日（金） 正午 ～ 午後３時

３月１６日（月） 午前９時 ～ 正午

選抜用評定等確認表

の 送 付 期 限

令和８年３月１６日（月）から３月２３日（月）までに、別表 の中学校長へ各都

立高校長が発送する。

事 項 日 時

出 願 令和８年３月２３日（月） 午後３時 ～ 午後７時

学 力 検 査 等 令和８年３月２６日（木） 集合 各都立高校が定める時刻

合 格 者 の 発 表
令和８年３月２７日（金） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午後３時 （校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月２７日（金） 午後３時 ～ 午後７時

３月３０日（月） 午後３時 ～ 午後７時

が複数ある場合は、総合成績の順に、当該の科（分野）の志望の有無に基づき、志望の順位により充足する。

第２－１０－５－４ 専門学科（芸術に関する学科）の都立高校

当該都立高校の各科の募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定し、これをその科の合格候補者とする。

第２－１０－５－５ 定時制成人受検者特別措置による選考

当該措置適用者からの合格候補者の決定については、学力検査に基づく選抜の受検者の選考結果と総合して検討し、

決定する。

その際、中学校を卒業する見込みの者及び卒業した者（ただし、定時制成人受検者特別措置適用者を除く。）からの

合格者を決定することに努めた後、定時制成人受検者特別措置適用者からの合格者を決定するものとする。

第２－１０－５－６ 理数科及び理数科以外の学科を設置する都立高校

当該都立高校の理数科の募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定し、これをその科の合格候補者とする。

なお、理数科の合格候補者となっていない者のうち、理数科以外の学科を第２志望とした者を理数科以外の学科の志

望者と合わせ、当該都立高校の募集人員に相当する人員を総合成績の順により理数科以外の学科の合格候補者を決定す

る。

第２－１０－６ 合格者の決定

当該都立高校長は、選考委員会で決定した合格候補者を合格者として決定する。

合格者として決定した後にコース及び科（分野）を変更することはできない。

第２－１１ 合格者の発表

 発表方法

合格者の発表は、入学願書提出校における校内の掲示及び合否照会サイト上で行う。

なお、大島海洋国際高校の発表は東京都教職員研修センターにおいても行う。

合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

第２－１２ 入学手続（入学確約書の提出）

合格者は、入学手続期間内に入学確約書（様式 ）を提出し、所定の納付書により、納付期間内（合格発表日の翌日

から起算して５日以内。ただし、５日目が土・日・祝日に当たる場合は金融機関等の翌営業日）に入学料（全日制

５，６５０円、定時制 ２，１００円）を納付書裏面に記載の納付場所で納付しなければならない。入学手続期間内に入

学確約書を提出しない者は、合格を放棄したものとみなす。

また、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効とする。

都立高校が必要とするその他の書類は、入学確約書を提出したときに各都立高校が交付する。都立高校が必要とするそ

の他の書類は、当該都立高校長が定める期間内に提出する。

なお、大島海洋国際高校の入学手続は、同校又は東京都教職員研修センターにおいて行う。また、島外受検の合格者の

入学手続は、各都立高校又は東京都教職員研修センターのいずれかのうち、各都立高校が指定した場所で行う。
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第３－５－２－２ 提出方法

都内の中学校に在学している志願者は、中学校長の承認を経て、出願期間中に志願する都立高校長に出願に必要な

書類を全て紙で提出する。

インターネット出願及び郵送による出願は受け付けない。ただし、次のアからウまでのいずれかに該当する場合は、

提出期限までに簡易書留郵便で到着したものに限り受け付ける。

なお、郵送により出願する場合は、提出書類に、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返信時の宛先として、

志願者の住所・氏名等を明記の上、簡易書留郵便による郵送料相当分の郵券を貼り付けたもの）を同封すること。

ア 定時制へ出願する場合

イ 島しょの中学校を卒業する見込みの者が出願する場合

ウ 大島海洋国際高校を除く島しょの都立高校を志願する者のうち、当該都立高校の所在する島しょ以外に住所を有

する者が出願する場合

（ ）大島海洋国際高校への出願は、当該都立高校への出願（持参又は郵送）に限る。

入学願書提出後は、記載事項の変更を認めない。

第３－５－３ 受検票の交付

入学願書等を受け付けた都立高校長は、受検票を交付する。

第３－６ 志願の変更

第３－６－１ 全日制第二次募集における志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－２（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができる。

＜志願変更ができる例＞

（例１） 深川高校の普通科を第１志望、外国語コースを第２志望として出願後取り下げ、松が谷高校の外国語

コースを第１志望、普通科を第２志望として志願変更をすることができる。

（例２） 農業高校の服飾科を第１志望、都市園芸科を第２志望、食物科を第３志望として出願後取り下げ、多摩

工科高校の機械科を第１志望、環境化学科を第２志望として志願変更をすることができる。

ただし、次の都立高校へは入学願書の再提出ができない。

・ 入学願書の返却を受けた都立高校

・ 大島海洋国際高校を除く島しょの都立高校（ただし、大島高校と大島海洋国際高校間の志願変更はできる。）

第３－６－２ 志願変更の手続

 志願変更をする者は、志願変更願（様式 ）及び受検票を、在学している中学校長の確認を経て、出願した都立高

校長に提出し、入学願書等の出願に要した書類及び調査書等の返却を受ける。ただし、都内の中学校に在学していな

い者については、中学校長の確認は必要ない。

なお、志願変更願を提出する際には、生徒手帳や身分証明書など、本人確認できるものを提示すること。ただし、

保護者が志願変更願を提出する場合は、保護者の本人確認ができるもの及び志願者と保護者との関係を証明するもの

（住民票の写しなど）を提示すること。

志願変更願を受理した都立高校長は、その志願者の提出した入学願書等の出願に要した書類、受検票及び中学校長

から提出されたその志願者の調査書を返却する。

なお、調査書は折らずに封入し、厳封すること。

志願変更をする者で、面接実施校を志願変更先とする場合は、志願変更先の都立高校が示した「本校の期待する生

徒の姿」を参考にして、新たに自己ＰＲカードを作成する。

志願変更をする者は、返却された入学願書等に志願変更先の高等学校名等の必要な事項を記入し、受検票、厳封し

た調査書（志願変更願を受理した都立高校長から返却を受けたもの）及び新たに作成した自己ＰＲカード（面接実施

校の志願者のみ）を指定された日時に志願変更先の都立高校長に提出し、受検票の交付を受ける。

チャレンジスクール又は八王子拓真高校（チャレンジ枠）に出願後、全日制へ志願変更をする者は、新たに調査書

及び自己ＰＲカード（面接実施校の志願者のみ）を提出する。

チャレンジスクール、八王子拓真高校（チャレンジ枠）、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般

枠）及び砂川高校に出願後、全日制へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高

校の窓口において、現金で納付する。

第３－４ 出願方法

志願者は、１校に限り出願する。

なお、志望校に複数の学科、コース、科（分野）があり、募集がある場合は、第一次募集と異なり、志望の順位を付

けることができる（芸術に関する学科を除く。）。

＜全日制の出願例＞

（例１） （例２）

松が谷高校

第１志望 外 国 語 コ ー ス

第２志望 普 通 科

第３志望 ―

農業高校

第１志望 服 飾 科 （ 家 庭 ）

第２志望 都市園芸科（農業）

第３志望 食 物 科 （ 家 庭 ）

第３－５ 出願手続

第３－５－１ 中学校長の手続

都内の中学校長は、次の から までにより、出願に必要な書類の作成等を行う。

都外の中学校又は日本人学校の校長の手続は、次の 及び によるものとする。

入学願書（様式５）

都内の中学校長は、在学している生徒について、入学願書に記載されている事項及び貼り付けてある写真が本人の

ものであること並びに志願しようとする都立高校への応募資格があることを確認し、所定の位置に中学校長の公印を

押す。

成績一覧表（様式 ）

ア 作成方法

令和７年１２月３１日現在都内の中学校に在学する者については、実施要綱第４－３－１及び第４－３－２、そ

れ以外の者については、実施要綱第４－４－１及び第４－４－２に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先

令和７年１２月３１日現在都内の中学校に在学する者については実施要綱第４－３－５、それ以外の者について

は実施要綱第４－４－３に定める方法により提出する。

ウ 提出部数

成績一覧表は、志願者の数にかかわらず、志願する都立高校の全日制、定時制の課程別に各１部提出する。ただ

し、一度提出した都立高校（課程別）に再度提出する必要はない。

なお、一度提出した成績一覧表は返却しない。

調査書（様式 ）

ア 作成方法 実施要綱第４－６－１、第４－６－２及び第４－６－３に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先 志願者が持参により志願先の都立高校長へ提出する。

ウ 提出部数 １部

エ 中学校長は、やむを得ない理由のため調査書の一部が記入できない場合は、「学籍の記録」等記入できる欄につ

いて記入し、実施要綱第４－６－１ ア、イ又はウに定めるところにより作成した「理由書」（様式任意）等を

提出する。

オ 中学校長は、やむを得ない理由のため調査書が提出できない場合は、その事情を明らかにした「理由書」（様式

任意）とともに、参考となる資料を添付する。

カ 令和３年度から令和６年度までに中学校を卒業した者については調査書（様式 ）を用いる。

第３－５－２ 志願者の手続

第３－５－２－１ 出願に要する書類等

実施要綱第２－５－２－１を準用する。インターネット出願は行わないため、出願に要する書類等の提出は全て紙

で行い、入学考査料は所定の納付書により納付書裏面に記載の納付場所で納付し、入学願書の裏面に貼り付けること。

ただし、全日制の入学願書は、分割後期募集・全日制第二次募集用（様式５）を用い、定時制の入学願書は、定時制第

二次募集用（様式６）を用いる。

なお、成績一覧表の提出については、出願期間中（志願変更期間を含む。）とする。ただし、既に推薦に基づく選抜

又は学力検査に基づく選抜の第一次募集で提出した都立高校（課程別）には、再度提出する必要はない。
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第３－５－２－２ 提出方法

都内の中学校に在学している志願者は、中学校長の承認を経て、出願期間中に志願する都立高校長に出願に必要な

書類を全て紙で提出する。

インターネット出願及び郵送による出願は受け付けない。ただし、次のアからウまでのいずれかに該当する場合は、

提出期限までに簡易書留郵便で到着したものに限り受け付ける。

なお、郵送により出願する場合は、提出書類に、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返信時の宛先として、

志願者の住所・氏名等を明記の上、簡易書留郵便による郵送料相当分の郵券を貼り付けたもの）を同封すること。

ア 定時制へ出願する場合

イ 島しょの中学校を卒業する見込みの者が出願する場合

ウ 大島海洋国際高校を除く島しょの都立高校を志願する者のうち、当該都立高校の所在する島しょ以外に住所を有

する者が出願する場合

（ ）大島海洋国際高校への出願は、当該都立高校への出願（持参又は郵送）に限る。

入学願書提出後は、記載事項の変更を認めない。

第３－５－３ 受検票の交付

入学願書等を受け付けた都立高校長は、受検票を交付する。

第３－６ 志願の変更

第３－６－１ 全日制第二次募集における志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－２（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができる。

＜志願変更ができる例＞

（例１） 深川高校の普通科を第１志望、外国語コースを第２志望として出願後取り下げ、松が谷高校の外国語

コースを第１志望、普通科を第２志望として志願変更をすることができる。

（例２） 農業高校の服飾科を第１志望、都市園芸科を第２志望、食物科を第３志望として出願後取り下げ、多摩

工科高校の機械科を第１志望、環境化学科を第２志望として志願変更をすることができる。

ただし、次の都立高校へは入学願書の再提出ができない。

・ 入学願書の返却を受けた都立高校

・ 大島海洋国際高校を除く島しょの都立高校（ただし、大島高校と大島海洋国際高校間の志願変更はできる。）

第３－６－２ 志願変更の手続

 志願変更をする者は、志願変更願（様式 ）及び受検票を、在学している中学校長の確認を経て、出願した都立高

校長に提出し、入学願書等の出願に要した書類及び調査書等の返却を受ける。ただし、都内の中学校に在学していな

い者については、中学校長の確認は必要ない。

なお、志願変更願を提出する際には、生徒手帳や身分証明書など、本人確認できるものを提示すること。ただし、

保護者が志願変更願を提出する場合は、保護者の本人確認ができるもの及び志願者と保護者との関係を証明するもの

（住民票の写しなど）を提示すること。

志願変更願を受理した都立高校長は、その志願者の提出した入学願書等の出願に要した書類、受検票及び中学校長

から提出されたその志願者の調査書を返却する。

なお、調査書は折らずに封入し、厳封すること。

志願変更をする者で、面接実施校を志願変更先とする場合は、志願変更先の都立高校が示した「本校の期待する生

徒の姿」を参考にして、新たに自己ＰＲカードを作成する。

志願変更をする者は、返却された入学願書等に志願変更先の高等学校名等の必要な事項を記入し、受検票、厳封し

た調査書（志願変更願を受理した都立高校長から返却を受けたもの）及び新たに作成した自己ＰＲカード（面接実施

校の志願者のみ）を指定された日時に志願変更先の都立高校長に提出し、受検票の交付を受ける。

チャレンジスクール又は八王子拓真高校（チャレンジ枠）に出願後、全日制へ志願変更をする者は、新たに調査書

及び自己ＰＲカード（面接実施校の志願者のみ）を提出する。

チャレンジスクール、八王子拓真高校（チャレンジ枠）、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般

枠）及び砂川高校に出願後、全日制へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高

校の窓口において、現金で納付する。

第３－４ 出願方法

志願者は、１校に限り出願する。

なお、志望校に複数の学科、コース、科（分野）があり、募集がある場合は、第一次募集と異なり、志望の順位を付

けることができる（芸術に関する学科を除く。）。

＜全日制の出願例＞

（例１） （例２）

松が谷高校

第１志望 外 国 語 コ ー ス

第２志望 普 通 科

第３志望 ―

農業高校

第１志望 服 飾 科 （ 家 庭 ）

第２志望 都市園芸科（農業）

第３志望 食 物 科 （ 家 庭 ）

第３－５ 出願手続

第３－５－１ 中学校長の手続

都内の中学校長は、次の から までにより、出願に必要な書類の作成等を行う。

都外の中学校又は日本人学校の校長の手続は、次の 及び によるものとする。

入学願書（様式５）

都内の中学校長は、在学している生徒について、入学願書に記載されている事項及び貼り付けてある写真が本人の

ものであること並びに志願しようとする都立高校への応募資格があることを確認し、所定の位置に中学校長の公印を

押す。

成績一覧表（様式 ）

ア 作成方法

令和７年１２月３１日現在都内の中学校に在学する者については、実施要綱第４－３－１及び第４－３－２、そ

れ以外の者については、実施要綱第４－４－１及び第４－４－２に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先

令和７年１２月３１日現在都内の中学校に在学する者については実施要綱第４－３－５、それ以外の者について

は実施要綱第４－４－３に定める方法により提出する。

ウ 提出部数

成績一覧表は、志願者の数にかかわらず、志願する都立高校の全日制、定時制の課程別に各１部提出する。ただ

し、一度提出した都立高校（課程別）に再度提出する必要はない。

なお、一度提出した成績一覧表は返却しない。

調査書（様式 ）

ア 作成方法 実施要綱第４－６－１、第４－６－２及び第４－６－３に定める方法により作成する。

イ 提出方法及び提出先 志願者が持参により志願先の都立高校長へ提出する。

ウ 提出部数 １部

エ 中学校長は、やむを得ない理由のため調査書の一部が記入できない場合は、「学籍の記録」等記入できる欄につ

いて記入し、実施要綱第４－６－１ ア、イ又はウに定めるところにより作成した「理由書」（様式任意）等を

提出する。

オ 中学校長は、やむを得ない理由のため調査書が提出できない場合は、その事情を明らかにした「理由書」（様式

任意）とともに、参考となる資料を添付する。

カ 令和３年度から令和６年度までに中学校を卒業した者については調査書（様式 ）を用いる。

第３－５－２ 志願者の手続

第３－５－２－１ 出願に要する書類等

実施要綱第２－５－２－１を準用する。インターネット出願は行わないため、出願に要する書類等の提出は全て紙

で行い、入学考査料は所定の納付書により納付書裏面に記載の納付場所で納付し、入学願書の裏面に貼り付けること。

ただし、全日制の入学願書は、分割後期募集・全日制第二次募集用（様式５）を用い、定時制の入学願書は、定時制第

二次募集用（様式６）を用いる。

なお、成績一覧表の提出については、出願期間中（志願変更期間を含む。）とする。ただし、既に推薦に基づく選抜

又は学力検査に基づく選抜の第一次募集で提出した都立高校（課程別）には、再度提出する必要はない。
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 合格者の決定

実施要綱第２－１０－６を準用する。

第３－１１ 合格者の発表

 発表方法

合格者の発表は、入学願書提出校における校内の掲示及び合否照会サイト上で行う。

 合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

 合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

第３－１２ 入学手続（入学確約書の提出）

合格者は、入学手続期間内に入学確約書（様式 ）を提出し、所定の納付書により、納付期間内（合格発表日の翌日

から起算して５日以内。ただし、５日目が土・ 日・祝日に当たる場合は金融機関等の翌営業日） に入学料（ 全日制

５，６５０円、定時制 ２，１００円）を納付書裏面に記載の納付場所で納付しなければならない。入学手続期間内に

入学確約書を提出しない者は、合格を放棄したものとみなす。

また、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効とする。

都立高校が必要とするその他の書類は、入学確約書を提出したときに各都立高校が交付する。都立高校が必要とする

その他の書類は、当該都立高校長が定める期間内に提出する。

第３－１３ 第三次募集、第四次募集の実施について

全日制第二次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない都立高校（島しょの都立高校を除く。）は、第三次

募集を行う。

定時制第二次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない定時制の都立高校（島しょの都立高校を除く。）は、

第三次募集を行う。

第三次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない定時制の都立高校（島しょの都立高校を除く。）は、第四

次募集を行う。

第三次募集、第四次募集の実施について必要な事項は別に定める。

第３－７ 学力検査等の実施

第３－７－１ 検査教科等

学力検査の教科について、全日制第二次募集は、国語、数学及び外国語（英語）の３教科とする。

なお、エンカレッジスクールとして指定された都立高校においては、学力検査を実施しない。

定時制第二次募集は、国語、数学、外国語（英語）、社会及び理科の５教科のうち、３教科を下らない範囲で各都立

高校が定める（別表４を参照）。また、面接を実施する。

その他の検査の実施内容は、各都立高校が定める（別表４を参照）。

各教科の満点は１００点とし、傾斜配点を行う都立高校は、別表４（１０５ページ）による。

検査教科等のうち、１教科（面接及び実技検査等を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。

ただし、正当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

面接及び実技検査等を行うコース及び科（分野）を第２志望以下の志望順位とした者については、当該のコース及び

科（分野）において実施する面接及び実技検査等の検査を課すものとする。

第３－７－２ 集合時刻及び時間割

 全日制

学力検査の教科の時間割は、次の表による。ただし、エンカレッジスクールとして指定された都立高校の時間割は、

各都立高校が定める。

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 教 科

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

 定時制

集合時刻及び時間割は、各都立高校が定める。

第３－７－３ 面談の実施、検査会場及び検査会場等の管理

実施要綱第２－７－３、第２－７－４及び第２－７－５を準用する。ただし、大島海洋国際高校を志願する者の検査会

場は同校に限る。

なお、実施要綱第２－７－４ 及び でいう島外受検及び現地受検は実施しない。

第３－８ 問題作成

第３－８－１ 全日制

実施要綱第２－８を準用する。

第３－８－２ 定時制

出題の基本方針は、実施要綱第２－８ を準用する。

検査問題は、各都立高校が作成する。

第３－９ 採点

実施要綱第２－９を準用する。

第３－１０ 選考

 選考

実施要綱第２－１０－１を準用する。ただし、学力検査の得点と調査書点の比率は、次のとおりとする。

ア 全日制は、原則として６：４とする。ただし、深沢高校は、受検者ごとに６：４と１０：０それぞれの比率に基

づき学力検査の得点と調査書点の合計を算出した上で、いずれか高い方を当該受検者の選考に用いる。

イ 定時制は、６：４又は５：５のどちらかとする。

エンカレッジスクールとして指定された都立高校の選考は、実施要綱第２－１０－２を準用する。

定時制成人受検者特別措置の選考は、実施要綱第２－１０－３を準用する。

なお、スピーキングテストの結果は選考に活用しない。

 選考委員会

実施要綱第２－１０－４を準用する。
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 合格者の決定

実施要綱第２－１０－６を準用する。

第３－１１ 合格者の発表

 発表方法

合格者の発表は、入学願書提出校における校内の掲示及び合否照会サイト上で行う。

 合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

 合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

第３－１２ 入学手続（入学確約書の提出）

合格者は、入学手続期間内に入学確約書（様式 ）を提出し、所定の納付書により、納付期間内（合格発表日の翌日

から起算して５日以内。ただし、５日目が土・ 日・祝日に当たる場合は金融機関等の翌営業日） に入学料（ 全日制

５，６５０円、定時制 ２，１００円）を納付書裏面に記載の納付場所で納付しなければならない。入学手続期間内に

入学確約書を提出しない者は、合格を放棄したものとみなす。

また、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効とする。

都立高校が必要とするその他の書類は、入学確約書を提出したときに各都立高校が交付する。都立高校が必要とする

その他の書類は、当該都立高校長が定める期間内に提出する。

第３－１３ 第三次募集、第四次募集の実施について

全日制第二次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない都立高校（島しょの都立高校を除く。）は、第三次

募集を行う。

定時制第二次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない定時制の都立高校（島しょの都立高校を除く。）は、

第三次募集を行う。

第三次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない定時制の都立高校（島しょの都立高校を除く。）は、第四

次募集を行う。

第三次募集、第四次募集の実施について必要な事項は別に定める。

第３－７ 学力検査等の実施

第３－７－１ 検査教科等

学力検査の教科について、全日制第二次募集は、国語、数学及び外国語（英語）の３教科とする。

なお、エンカレッジスクールとして指定された都立高校においては、学力検査を実施しない。

定時制第二次募集は、国語、数学、外国語（英語）、社会及び理科の５教科のうち、３教科を下らない範囲で各都立

高校が定める（別表４を参照）。また、面接を実施する。

その他の検査の実施内容は、各都立高校が定める（別表４を参照）。

各教科の満点は１００点とし、傾斜配点を行う都立高校は、別表４（１０５ページ）による。

検査教科等のうち、１教科（面接及び実技検査等を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。

ただし、正当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

面接及び実技検査等を行うコース及び科（分野）を第２志望以下の志望順位とした者については、当該のコース及び

科（分野）において実施する面接及び実技検査等の検査を課すものとする。

第３－７－２ 集合時刻及び時間割

 全日制

学力検査の教科の時間割は、次の表による。ただし、エンカレッジスクールとして指定された都立高校の時間割は、

各都立高校が定める。

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 教 科

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

 定時制

集合時刻及び時間割は、各都立高校が定める。

第３－７－３ 面談の実施、検査会場及び検査会場等の管理

実施要綱第２－７－３、第２－７－４及び第２－７－５を準用する。ただし、大島海洋国際高校を志願する者の検査会

場は同校に限る。

なお、実施要綱第２－７－４ 及び でいう島外受検及び現地受検は実施しない。

第３－８ 問題作成

第３－８－１ 全日制

実施要綱第２－８を準用する。

第３－８－２ 定時制

出題の基本方針は、実施要綱第２－８ を準用する。

検査問題は、各都立高校が作成する。

第３－９ 採点

実施要綱第２－９を準用する。

第３－１０ 選考

 選考

実施要綱第２－１０－１を準用する。ただし、学力検査の得点と調査書点の比率は、次のとおりとする。

ア 全日制は、原則として６：４とする。ただし、深沢高校は、受検者ごとに６：４と１０：０それぞれの比率に基

づき学力検査の得点と調査書点の合計を算出した上で、いずれか高い方を当該受検者の選考に用いる。

イ 定時制は、６：４又は５：５のどちらかとする。

エンカレッジスクールとして指定された都立高校の選考は、実施要綱第２－１０－２を準用する。

定時制成人受検者特別措置の選考は、実施要綱第２－１０－３を準用する。

なお、スピーキングテストの結果は選考に活用しない。

 選考委員会

実施要綱第２－１０－４を準用する。
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足できる」状況と判断されるものをＢ、「努力を要する」状況と判断されるものをＣとする。

ウ 各教科の評定は、中学校学習指導要領に示す各教科の目標に照らして、その実現状況を総括的に評価して５段階

で表す。表示は、５、４、３、２、１とする。この場合、「十分満足できるもののうち、特に程度が高い」状況と

判断されるものを５、「十分満足できる」状況と判断されるものを４、「おおむね満足できる」状況と判断される

ものを３、「努力を要する」状況と判断されるものを２、「一層努力を要する」状況と判断されるものを１とする。

中学校長は、前記 に基づき観点別学習状況の評価及び評定を記載できる場合には必ず記載すること。ただし、

出席日数が少ないため、参考にできる資料等を活用しても観点別学習状況の評価を行うことができないと中学校長

が判断する場合、記入できる教科の評価のみ記入し、記入できない教科の評価は斜線 （スラッシュ）とする。ま

た、評定を行うことができない教科がある場合、その教科の評定は斜線 （スラッシュ）とする。この際、評定を

斜線 （スラッシュ）とした教科のある者は、表紙の記載人員に含めるが、教科別の小計・合計には含めない。

中学校長が作成する成績一覧表及び部数は、それぞれ次のとおりとする。

ア 氏名記載のある成績一覧表（以下「原簿」という。） １部

なお、原簿には、表紙の左上に、「原簿」と朱書すること。

イ 氏名記載のない成績一覧表 都立高校長に提出を予定している部数に１部を加えた部数

第４－３－２ 作成方法

成績一覧表は、所定の様式（様式 ）により次の から までの方法で作成する。

１ページに４０人ずつ記入し、ページごとに小計欄を設ける。

最終ページは、合計欄及び総計欄のみとする。

「割合％」は総計に対する各評定を与えた数の割合で、小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位まで

を求める。四捨五入の組合せにより、割合の合計が１００％にならない場合も可とする。

成績一覧表の訂正については、訂正箇所に当該中学校長の私印を押し、欄外に当該中学校長の公印を押す。

なお、成績一覧表調査委員会の委員長は、訂正箇所及び訂正内容についての確認を行うこと。

裏表紙（白紙）を１枚付ける。また、上部２箇所をステープラで留め、製本テープ等を貼る。

氏名記載のない成績一覧表の内容が原簿と一致していることを確認した上で、表紙に当該中学校長の公印を押す。

第４－３－３ 成績一覧表調査委員会への提出

中学校長は、実施要綱第４－３－１ で作成した、次のア及びイを成績一覧表調査委員会に提出する。

ア 原簿 １部

イ 氏名記載のない成績一覧表 都立高校長に提出を予定している部数に１部を加えた部数

提出は、成績一覧表調査委員会の委員長の指定する日とする。

都内公立中学校長は、当該中学校所在の区市等に設置された公立中学校対象成績一覧表調査委員会に提出する。た

だし、都立中学校・中等教育学校の校長は、東京都教育委員会が設置した都立中学校・中等教育学校対象成績一覧表

調査委員会に提出すること。また、私立中学校等の校長は、東京都教育委員会が設置した私立中学校等対象成績一覧

表調査委員会に提出すること。

第４－３－４ 成績一覧表調査委員会の調査等

成績一覧表調査委員会の調査は、次のとおりとする。

ア 成績一覧表の各項目の記載状況を確認する。

イ 都立高校提出用の氏名記載のない成績一覧表の内容が原簿と一致していることを確認する。

ウ 各教科の評定の教科別度数分布を調査する。

エ 成績一覧表の作成及び調査に関わる課題を整理する。

オ その他、成績一覧表調査委員会を設置する区市教育委員会等が必要とする調査を行う。

成績一覧表調査委員会は、令和８年１月５日（月）から１月９日（金）までに成績一覧表の調査を完了する。調査

後、原簿を含めて提出された成績一覧表表紙に成績一覧表調査委員会の委員長名を記載し、委員長の確認印（私印）

を押す。

成績一覧表調査委員会の委員長による成績一覧表の保管等は、次のとおりとする。

ア 氏名記載のない成績一覧表１部を保管する。

イ 原簿と都立高校提出用の氏名記載のない成績一覧表を中学校長に返却する。

第４－３－５ 都立高校長への提出

中学校長は、成績一覧表調査委員会の調査を経た成績一覧表を親展扱いで、令和８年１月１６日（金）までに、生徒

が出願を予定している都立高校長に全日制課程・定時制課程・通信制課程別に各１部を提出する。その際、出願を予定

していない課程には提出する必要はない。

成績一覧表を提出していない都立高校（課程別）に生徒が出願した場合は、中学校長は出願期間（志願変更期間を含

む。）中に当該都立高校長に成績一覧表を提出する。ただし、成績一覧表は、一度提出した都立高校（課程別）に再度

第 ４ 成績一覧表及び調査書

第４－１ 成績一覧表及び調査書の作成基準日等

成 績 一 覧 表
作 成 基 準 日 令和７年１２月３１日

調 査 委 員 会 令和８年１月５日（月）から１月９日（金）まで

調 査 書
成績一覧表調査委員会の調査の後、応募ごと（推薦、第一次募集・分割前期募集、分割

後期募集・第二次募集、定時制第二次募集及び通信制前期選抜）に作成し、提出する。

第４－２ 成績一覧表調査委員会の設置

成績一覧表の客観性・信頼性を確保するため、成績一覧表調査委員会を設置する。

各区市町村が設置する中学校及び義務教育学校（以下「都内公立中学校」という。）を対象とする成績一覧表調査

委員会並びに東京都が設置する中学校及び中等教育学校（以下「都立中学校・中等教育学校」という。）を対象とす

る成績一覧表調査委員会の設置等については、次のとおりとする。

ア 都内公立中学校を対象とする成績一覧表調査委員会（以下「公立中学校対象成績一覧表調査委員会」という。）

の設置

ｱ 各区市が設置する中学校及び義務教育学校を対象とする成績一覧表調査委員会は、各区市教育委員会が設置する。

ｲ 瑞穂町、日の出町、檜原村及び奥多摩町が設置する中学校を対象とする成績一覧表調査委員会については、多

摩教育事務所が各町村教育委員会と協議し、三町一村合同による成績一覧表調査委員会を設置する。

ｳ 島しょの各町村が設置する中学校を対象とする成績一覧表調査委員会については、教育庁各出張所が各町村教

育委員会と協議し、大島町、利島村及び新島村、神津島村、三宅村及び御蔵島村、八丈町、青ヶ島村及び小笠原

村による成績一覧表調査委員会を設置する。

イ 都立中学校・中等教育学校を対象とする成績一覧表調査委員会（以下「都立中学校・中等教育学校対象成績一覧

表調査委員会」という。）は、東京都教育委員会が設置する。

ウ 公立中学校対象成績一覧表調査委員会は都内公立中学校の校長（以下「都内公立中学校長」という。）を、都立

中学校・中等教育学校対象成績一覧表調査委員会は都立中学校・中等教育学校の校長をもって組織する。

学校法人及び国立大学法人が設置する都内所在の中学校、中等教育学校及び特別支援学校並びに東京都が設置する

特別支援学校（以下「私立中学校等」という。）を対象とする成績一覧表調査委員会（以下「私立中学校等対象成績

一覧表調査委員会」という。）は、東京都教育委員会が設置する。

成績一覧表調査委員会に委員長を置く。委員長は同委員会を招集し、主宰する。

第４－３ 成績一覧表（令和７年１２月３１日現在、都内の中学校に在学する者）

第４－３－１ 作成

中学校長は、中学校学習指導要領に示す各教科（国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及

び外国語（英語））について記載する成績一覧表を作成する。

中学校長は、作成に当たり、校内に成績一覧表作成委員会を設けるなどして正確を期すとともに、成績一覧表調査

委員会に提出する前に必ず点検を行うこと。

中学校長は、令和７年１２月３１日現在、在学している中学校第３学年（義務教育学校においては第９学年。以下、

実施要綱において同じ。）の生徒全員について、各生徒の教科ごとの観点別学習状況の評価及び評定を成績一覧表に

記載する。ただし、全ての教科を特別の教育課程により実施している特別支援学級（固定）在籍者は記載人員に含め

ない。

なお、令和６年度以前の卒業者については、成績一覧表の作成を要しない。

中学校夜間学級・病院内学級等の生徒及び少年院等に入所している生徒については、在学している中学校の成績一

覧表に記載する。

観点別学習状況の評価及び評定の記載については、次のとおりとする。

ア 令和７年１２月３１日現在で、中学校第３学年における中学校学習指導要領に示された目標に照らして、その実

現状況をみる観点別学習状況の評価及び観点別学習状況の評価を総括した評定を記載する。評価・評定に当たって

は、第３学年の第一学期及び第二学期の成績を十分参考とする。また、二学期制の学校にあっては、前期の成績及

び後期の１２月３１日までの学習状況を十分参考とする。

イ 観点別学習状況の評価は、中学校学習指導要領に示す各教科の目標に照らして、その実現状況を観点ごとに評価

し、Ａ、Ｂ、Ｃの記号により記入する。この場合、「十分満足できる」状況と判断されるものをＡ、「おおむね満
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足できる」状況と判断されるものをＢ、「努力を要する」状況と判断されるものをＣとする。

ウ 各教科の評定は、中学校学習指導要領に示す各教科の目標に照らして、その実現状況を総括的に評価して５段階

で表す。表示は、５、４、３、２、１とする。この場合、「十分満足できるもののうち、特に程度が高い」状況と

判断されるものを５、「十分満足できる」状況と判断されるものを４、「おおむね満足できる」状況と判断される

ものを３、「努力を要する」状況と判断されるものを２、「一層努力を要する」状況と判断されるものを１とする。

中学校長は、前記 に基づき観点別学習状況の評価及び評定を記載できる場合には必ず記載すること。ただし、

出席日数が少ないため、参考にできる資料等を活用しても観点別学習状況の評価を行うことができないと中学校長

が判断する場合、記入できる教科の評価のみ記入し、記入できない教科の評価は斜線 （スラッシュ）とする。ま

た、評定を行うことができない教科がある場合、その教科の評定は斜線 （スラッシュ）とする。この際、評定を

斜線 （スラッシュ）とした教科のある者は、表紙の記載人員に含めるが、教科別の小計・合計には含めない。

中学校長が作成する成績一覧表及び部数は、それぞれ次のとおりとする。

ア 氏名記載のある成績一覧表（以下「原簿」という。） １部

なお、原簿には、表紙の左上に、「原簿」と朱書すること。

イ 氏名記載のない成績一覧表 都立高校長に提出を予定している部数に１部を加えた部数

第４－３－２ 作成方法

成績一覧表は、所定の様式（様式 ）により次の から までの方法で作成する。

１ページに４０人ずつ記入し、ページごとに小計欄を設ける。

最終ページは、合計欄及び総計欄のみとする。

「割合％」は総計に対する各評定を与えた数の割合で、小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位まで

を求める。四捨五入の組合せにより、割合の合計が１００％にならない場合も可とする。

成績一覧表の訂正については、訂正箇所に当該中学校長の私印を押し、欄外に当該中学校長の公印を押す。

なお、成績一覧表調査委員会の委員長は、訂正箇所及び訂正内容についての確認を行うこと。

裏表紙（白紙）を１枚付ける。また、上部２箇所をステープラで留め、製本テープ等を貼る。

氏名記載のない成績一覧表の内容が原簿と一致していることを確認した上で、表紙に当該中学校長の公印を押す。

第４－３－３ 成績一覧表調査委員会への提出

中学校長は、実施要綱第４－３－１ で作成した、次のア及びイを成績一覧表調査委員会に提出する。

ア 原簿 １部

イ 氏名記載のない成績一覧表 都立高校長に提出を予定している部数に１部を加えた部数

提出は、成績一覧表調査委員会の委員長の指定する日とする。

都内公立中学校長は、当該中学校所在の区市等に設置された公立中学校対象成績一覧表調査委員会に提出する。た

だし、都立中学校・中等教育学校の校長は、東京都教育委員会が設置した都立中学校・中等教育学校対象成績一覧表

調査委員会に提出すること。また、私立中学校等の校長は、東京都教育委員会が設置した私立中学校等対象成績一覧

表調査委員会に提出すること。

第４－３－４ 成績一覧表調査委員会の調査等

成績一覧表調査委員会の調査は、次のとおりとする。

ア 成績一覧表の各項目の記載状況を確認する。

イ 都立高校提出用の氏名記載のない成績一覧表の内容が原簿と一致していることを確認する。

ウ 各教科の評定の教科別度数分布を調査する。

エ 成績一覧表の作成及び調査に関わる課題を整理する。

オ その他、成績一覧表調査委員会を設置する区市教育委員会等が必要とする調査を行う。

成績一覧表調査委員会は、令和８年１月５日（月）から１月９日（金）までに成績一覧表の調査を完了する。調査

後、原簿を含めて提出された成績一覧表表紙に成績一覧表調査委員会の委員長名を記載し、委員長の確認印（私印）

を押す。

成績一覧表調査委員会の委員長による成績一覧表の保管等は、次のとおりとする。

ア 氏名記載のない成績一覧表１部を保管する。

イ 原簿と都立高校提出用の氏名記載のない成績一覧表を中学校長に返却する。

第４－３－５ 都立高校長への提出

中学校長は、成績一覧表調査委員会の調査を経た成績一覧表を親展扱いで、令和８年１月１６日（金）までに、生徒

が出願を予定している都立高校長に全日制課程・定時制課程・通信制課程別に各１部を提出する。その際、出願を予定

していない課程には提出する必要はない。

成績一覧表を提出していない都立高校（課程別）に生徒が出願した場合は、中学校長は出願期間（志願変更期間を含

む。）中に当該都立高校長に成績一覧表を提出する。ただし、成績一覧表は、一度提出した都立高校（課程別）に再度

第 ４ 成績一覧表及び調査書

第４－１ 成績一覧表及び調査書の作成基準日等

成 績 一 覧 表
作 成 基 準 日 令和７年１２月３１日

調 査 委 員 会 令和８年１月５日（月）から１月９日（金）まで

調 査 書
成績一覧表調査委員会の調査の後、応募ごと（推薦、第一次募集・分割前期募集、分割

後期募集・第二次募集、定時制第二次募集及び通信制前期選抜）に作成し、提出する。

第４－２ 成績一覧表調査委員会の設置

成績一覧表の客観性・信頼性を確保するため、成績一覧表調査委員会を設置する。

各区市町村が設置する中学校及び義務教育学校（以下「都内公立中学校」という。）を対象とする成績一覧表調査

委員会並びに東京都が設置する中学校及び中等教育学校（以下「都立中学校・中等教育学校」という。）を対象とす

る成績一覧表調査委員会の設置等については、次のとおりとする。

ア 都内公立中学校を対象とする成績一覧表調査委員会（以下「公立中学校対象成績一覧表調査委員会」という。）

の設置

ｱ 各区市が設置する中学校及び義務教育学校を対象とする成績一覧表調査委員会は、各区市教育委員会が設置する。

ｲ 瑞穂町、日の出町、檜原村及び奥多摩町が設置する中学校を対象とする成績一覧表調査委員会については、多

摩教育事務所が各町村教育委員会と協議し、三町一村合同による成績一覧表調査委員会を設置する。

ｳ 島しょの各町村が設置する中学校を対象とする成績一覧表調査委員会については、教育庁各出張所が各町村教

育委員会と協議し、大島町、利島村及び新島村、神津島村、三宅村及び御蔵島村、八丈町、青ヶ島村及び小笠原

村による成績一覧表調査委員会を設置する。

イ 都立中学校・中等教育学校を対象とする成績一覧表調査委員会（以下「都立中学校・中等教育学校対象成績一覧

表調査委員会」という。）は、東京都教育委員会が設置する。

ウ 公立中学校対象成績一覧表調査委員会は都内公立中学校の校長（以下「都内公立中学校長」という。）を、都立

中学校・中等教育学校対象成績一覧表調査委員会は都立中学校・中等教育学校の校長をもって組織する。

学校法人及び国立大学法人が設置する都内所在の中学校、中等教育学校及び特別支援学校並びに東京都が設置する

特別支援学校（以下「私立中学校等」という。）を対象とする成績一覧表調査委員会（以下「私立中学校等対象成績

一覧表調査委員会」という。）は、東京都教育委員会が設置する。

成績一覧表調査委員会に委員長を置く。委員長は同委員会を招集し、主宰する。

第４－３ 成績一覧表（令和７年１２月３１日現在、都内の中学校に在学する者）

第４－３－１ 作成

中学校長は、中学校学習指導要領に示す各教科（国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及

び外国語（英語））について記載する成績一覧表を作成する。

中学校長は、作成に当たり、校内に成績一覧表作成委員会を設けるなどして正確を期すとともに、成績一覧表調査

委員会に提出する前に必ず点検を行うこと。

中学校長は、令和７年１２月３１日現在、在学している中学校第３学年（義務教育学校においては第９学年。以下、

実施要綱において同じ。）の生徒全員について、各生徒の教科ごとの観点別学習状況の評価及び評定を成績一覧表に

記載する。ただし、全ての教科を特別の教育課程により実施している特別支援学級（固定）在籍者は記載人員に含め

ない。

なお、令和６年度以前の卒業者については、成績一覧表の作成を要しない。

中学校夜間学級・病院内学級等の生徒及び少年院等に入所している生徒については、在学している中学校の成績一

覧表に記載する。

観点別学習状況の評価及び評定の記載については、次のとおりとする。

ア 令和７年１２月３１日現在で、中学校第３学年における中学校学習指導要領に示された目標に照らして、その実

現状況をみる観点別学習状況の評価及び観点別学習状況の評価を総括した評定を記載する。評価・評定に当たって

は、第３学年の第一学期及び第二学期の成績を十分参考とする。また、二学期制の学校にあっては、前期の成績及

び後期の１２月３１日までの学習状況を十分参考とする。

イ 観点別学習状況の評価は、中学校学習指導要領に示す各教科の目標に照らして、その実現状況を観点ごとに評価

し、Ａ、Ｂ、Ｃの記号により記入する。この場合、「十分満足できる」状況と判断されるものをＡ、「おおむね満

－27－



と中学校長が判断する場合、記入できる教科の評価のみ記入し、記入できない教科の評価は斜線 （スラッシュ）

とする。また、評定を行うことができない教科がある場合、その教科の評定は斜線 （スラッシュ）とする。こ

の場合、中学校長はその旨を明らかにした「理由書」（様式任意）を添付する。

中学校長は、当該中学校の卒業者から調査書の発行を請求された際、スピーキングテスト個人レポートも提出さ

れた場合は、当該個人レポートが令和７年度実施のスピーキングテスト結果が記載されたものであることを確認し

た上で、当該個人レポートに記載されたＡからＦまでのいずれかの記号を調査書に記入する。

なお、提出された個人レポートは、調査書を交付する際に併せて返却すること。

当該中学校長は上記 から までを確認の後、公印を押し、内容を証明する。

中学校長は、卒業者で令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日以前に出生した者）につい

ては、調査書を作成する必要はない。

第４－６－２ 記載事項

調査書には、次の事項を記載する。

 成績一覧表の番号

 学籍の記録

 各教科の学習の記録

 総合的な学習の時間の内容及び評価

 諸活動の記録（スピーキングテスト結果を含む。）

 海外帰国生徒対象等との併願

 学校番号

 その他必要な事項

第４－６－３ 作成方法

調査書は、所定の用紙（様式 ）により作成する（コピー等鮮明な表記のものは認める。）。ただし、令和３年度か

ら令和６年度までの卒業者については調査書（様式 ）により作成する。

調査書の作成に当たっては、原則として生徒指導要録の記入方法に従うものとする。

調査書には、次により所定の欄にそれぞれ必要事項を記入して、当該中学校長の公印を押す。

 成績一覧表の番号

ア 志願者の成績一覧表の番号（３桁）を記入する。

イ 成績一覧表に記載されない志願者及び成績一覧表の作成を要しない志願者については、成績一覧表の番号欄に斜

線を引く。

 学籍の記録

ア 氏名、性別、生年月日、転入学等の年月及び卒業・卒業見込年月を記入する。

イ 中学校に転入学又は編入学した志願者については、転入学等の欄に転入学等の年月及び前在籍校名を記入する。

転入学又は編入学がない場合は、転入学等の欄に斜線を引く。

なお、令和７年４月１日以降帰国し、現地校から編入学した者については、転入学等の欄に国名・都市名を記入

する。

ウ 生徒指導要録の記載事項のうち、生徒の氏名で特に確認を要する事項が生じた場合は、区市町村長から住民票記

載事項証明書（様式応３）の交付を受けるよう保護者（既卒者で成人の場合は志願者）に求める。

志願者が外国籍である場合は、「公立学校に在学する在日外国人幼児・児童・生徒に関わる教育指導について（通

知）」（令和７年１月１５日付６教指企第９６５号）を踏まえ、本名と通称名を明確にするとともに、通称名を使

用するのかどうか、志願者と保護者の意思を十分確かめておく。通称名を併記する場合の記入については、入学願

書の記入方法と同様とする。

 各教科の学習の記録

ア 実施要綱第４－３－１ に基づいて記載された成績一覧表の観点別学習状況の評価及び評定を記入する。

イ 志願者の調査書の評価及び評定と成績一覧表中の評価及び評定は必ず一致しなければならない。

ウ 卒業者については生徒指導要録に記載されている中学校第３学年の観点別学習状況の評価及び評定を記入する。

 総合的な学習の時間の内容及び評価

ア 中学校第３学年における総合的な学習の時間で設定した課題及び内容を記入する。

イ 学習状況及び成果を評価し文章で記入する。

提出する必要はない。

なお、志願変更により当該中学校からの志願者がいなくなった場合でも返却しない。

郵送により提出する場合は、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法とし、上記期間中に当該都立高

校に到着するよう送付すること。

中学校が持参し、受領書を必要とする場合には、中学校で受領書（様式任意）を作成し、成績一覧表とともに上記期

間内に当該都立高校長に提出する。

第４－４ 成績一覧表（令和７年１２月３１日現在、都内の中学校に在学する者以外の者）

第４－４－１ 作成

実施要綱第４－３－１を準用する。

道府県等で成績一覧表の作成に関する規定が定められている場合は、当該道府県等の規定に従うことができる。

なお、当該道府県等において成績一覧表を作成していない場合又は東京都の成績一覧表の提出期間内に当該道府県等

において作成が不可能な場合は、提出を要しない。また、令和６年度以前の中学校卒業者及び令和７年１２月３１日現

在現地校に在学する者については、成績一覧表の作成を要しない。

第４－４－２ 作成方法

実施要綱第４－３－２を準用する。ただし、道府県等で成績一覧表の様式が定められている場合は、当該道府県等の

所定の様式に代えることができる。

第４－４－３ 都立高校長への提出

中学校長は、親展扱いで令和８年２月５日（木）までに、生徒が出願を予定している都立高校長に全日制課程・定時

制課程・通信制課程別に各１部を提出する。その際、出願を予定していない課程には提出する必要はない。

なお、中学校長は、都内に設置された成績一覧表調査委員会の調査を経ずに、直接都立高校長に提出するものとする。

また、生徒が志願変更した場合は、中学校長は志願変更期間中に当該都立高校長に成績一覧表を提出する。ただし、

一度提出した成績一覧表は、志願変更により当該中学校の志願者がいなくなった場合でも返却しない。

郵送により提出する場合は、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法とし、上記期間中に当該都立高

校に到着するよう送付すること。提出する都立高校に全日制課程・定時制課程又は定時制課程・通信制課程が併置され

ている場合は、封筒等に課程名を明記するなどして、課程の別が分かるようにすること。

第４－５ 成績一覧表作成基準日以降に転入学した者の取扱い

 令和８年１月１日以降に都内の中学校から転入学してきた者

志願者の在学する中学校の校長が、前在籍中学校の校長から調査済みの成績一覧表を受領し、受領した成績一覧表

の表紙の右上に転入学者氏名、転入学年月日及び当該生徒の成績一覧表の番号を朱書し、記名して公印を押し、出願

を予定している都立高校長に提出する。

令和８年１月１日以降に都外の中学校から転入学してきた者

前在籍中学校において成績一覧表を作成している場合は、志願者の在学する中学校の校長が、前在籍中学校の校長

から成績一覧表を受領し、受領した成績一覧表の表紙の右上に転入学者氏名、転入学年月日及び当該生徒の成績一覧

表の番号を朱書し、記名して公印を押し、出願を予定している都立高校長に提出する。

前在籍中学校において成績一覧表を作成していない場合は、出願を予定している都立高校長に提出する必要はない。

第４－６ 調査書

第４－６－１ 作成

 中学校卒業見込者及び卒業者について、志願者が在学している又は卒業した中学校の教職員が作成する。

 記載者以外の複数の教職員が成績一覧表（卒業者については生徒指導要録）と照合し、確認する。

 少年院等に入所している生徒の調査書は、少年院等に対して必要な資料の報告を求め、中学校の教職員が作成する。

 中学校長は、次のア、イ、ウの場合、調査書の一部を作成しないことができる。

ア 令和７年４月１日以降帰国し、現地校から編入学した者については調査書の所定欄のうち記入できる事項につい

てのみ記入する。各教科の学習の記録欄に一部でも記入できない場合、現地校の成績資料の写しを添付する。その

際、現地校の成績資料の写しの添付が不可能な場合は、その旨を明らかにした「理由書」（様式任意）を添付する。

イ 中学校の、全ての教科を特別の教育課程により実施している特別支援学級（固定）在籍者（卒業者を含む。）に

ついては、調査書の所定の欄のうち記入できる事項のみ記入し、記入できない欄については斜線を引く。この場合、

不足する記録に関わる資料の写しを添付する。

ウ 中学校長は、第４－３－１ に基づき観点別学習状況の評価及び評定を記載できる場合には必ず記載すること。

ただし、出席日数が少ないため、参考にできる資料等を活用しても観点別学習状況の評価を行うことができない

－28－



と中学校長が判断する場合、記入できる教科の評価のみ記入し、記入できない教科の評価は斜線 （スラッシュ）

とする。また、評定を行うことができない教科がある場合、その教科の評定は斜線 （スラッシュ）とする。こ

の場合、中学校長はその旨を明らかにした「理由書」（様式任意）を添付する。

中学校長は、当該中学校の卒業者から調査書の発行を請求された際、スピーキングテスト個人レポートも提出さ

れた場合は、当該個人レポートが令和７年度実施のスピーキングテスト結果が記載されたものであることを確認し

た上で、当該個人レポートに記載されたＡからＦまでのいずれかの記号を調査書に記入する。

なお、提出された個人レポートは、調査書を交付する際に併せて返却すること。

当該中学校長は上記 から までを確認の後、公印を押し、内容を証明する。

中学校長は、卒業者で令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日以前に出生した者）につい

ては、調査書を作成する必要はない。

第４－６－２ 記載事項

調査書には、次の事項を記載する。

 成績一覧表の番号

 学籍の記録

 各教科の学習の記録

 総合的な学習の時間の内容及び評価

 諸活動の記録（スピーキングテスト結果を含む。）

 海外帰国生徒対象等との併願

 学校番号

 その他必要な事項

第４－６－３ 作成方法

調査書は、所定の用紙（様式 ）により作成する（コピー等鮮明な表記のものは認める。）。ただし、令和３年度か

ら令和６年度までの卒業者については調査書（様式 ）により作成する。

調査書の作成に当たっては、原則として生徒指導要録の記入方法に従うものとする。

調査書には、次により所定の欄にそれぞれ必要事項を記入して、当該中学校長の公印を押す。

 成績一覧表の番号

ア 志願者の成績一覧表の番号（３桁）を記入する。

イ 成績一覧表に記載されない志願者及び成績一覧表の作成を要しない志願者については、成績一覧表の番号欄に斜

線を引く。

 学籍の記録

ア 氏名、性別、生年月日、転入学等の年月及び卒業・卒業見込年月を記入する。

イ 中学校に転入学又は編入学した志願者については、転入学等の欄に転入学等の年月及び前在籍校名を記入する。

転入学又は編入学がない場合は、転入学等の欄に斜線を引く。

なお、令和７年４月１日以降帰国し、現地校から編入学した者については、転入学等の欄に国名・都市名を記入

する。

ウ 生徒指導要録の記載事項のうち、生徒の氏名で特に確認を要する事項が生じた場合は、区市町村長から住民票記

載事項証明書（様式応３）の交付を受けるよう保護者（既卒者で成人の場合は志願者）に求める。

志願者が外国籍である場合は、「公立学校に在学する在日外国人幼児・児童・生徒に関わる教育指導について（通

知）」（令和７年１月１５日付６教指企第９６５号）を踏まえ、本名と通称名を明確にするとともに、通称名を使

用するのかどうか、志願者と保護者の意思を十分確かめておく。通称名を併記する場合の記入については、入学願

書の記入方法と同様とする。

 各教科の学習の記録

ア 実施要綱第４－３－１ に基づいて記載された成績一覧表の観点別学習状況の評価及び評定を記入する。

イ 志願者の調査書の評価及び評定と成績一覧表中の評価及び評定は必ず一致しなければならない。

ウ 卒業者については生徒指導要録に記載されている中学校第３学年の観点別学習状況の評価及び評定を記入する。

 総合的な学習の時間の内容及び評価

ア 中学校第３学年における総合的な学習の時間で設定した課題及び内容を記入する。

イ 学習状況及び成果を評価し文章で記入する。

提出する必要はない。

なお、志願変更により当該中学校からの志願者がいなくなった場合でも返却しない。

郵送により提出する場合は、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法とし、上記期間中に当該都立高

校に到着するよう送付すること。

中学校が持参し、受領書を必要とする場合には、中学校で受領書（様式任意）を作成し、成績一覧表とともに上記期

間内に当該都立高校長に提出する。

第４－４ 成績一覧表（令和７年１２月３１日現在、都内の中学校に在学する者以外の者）

第４－４－１ 作成

実施要綱第４－３－１を準用する。

道府県等で成績一覧表の作成に関する規定が定められている場合は、当該道府県等の規定に従うことができる。

なお、当該道府県等において成績一覧表を作成していない場合又は東京都の成績一覧表の提出期間内に当該道府県等

において作成が不可能な場合は、提出を要しない。また、令和６年度以前の中学校卒業者及び令和７年１２月３１日現

在現地校に在学する者については、成績一覧表の作成を要しない。

第４－４－２ 作成方法

実施要綱第４－３－２を準用する。ただし、道府県等で成績一覧表の様式が定められている場合は、当該道府県等の

所定の様式に代えることができる。

第４－４－３ 都立高校長への提出

中学校長は、親展扱いで令和８年２月５日（木）までに、生徒が出願を予定している都立高校長に全日制課程・定時

制課程・通信制課程別に各１部を提出する。その際、出願を予定していない課程には提出する必要はない。

なお、中学校長は、都内に設置された成績一覧表調査委員会の調査を経ずに、直接都立高校長に提出するものとする。

また、生徒が志願変更した場合は、中学校長は志願変更期間中に当該都立高校長に成績一覧表を提出する。ただし、

一度提出した成績一覧表は、志願変更により当該中学校の志願者がいなくなった場合でも返却しない。

郵送により提出する場合は、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法とし、上記期間中に当該都立高

校に到着するよう送付すること。提出する都立高校に全日制課程・定時制課程又は定時制課程・通信制課程が併置され

ている場合は、封筒等に課程名を明記するなどして、課程の別が分かるようにすること。

第４－５ 成績一覧表作成基準日以降に転入学した者の取扱い

 令和８年１月１日以降に都内の中学校から転入学してきた者

志願者の在学する中学校の校長が、前在籍中学校の校長から調査済みの成績一覧表を受領し、受領した成績一覧表

の表紙の右上に転入学者氏名、転入学年月日及び当該生徒の成績一覧表の番号を朱書し、記名して公印を押し、出願

を予定している都立高校長に提出する。

令和８年１月１日以降に都外の中学校から転入学してきた者

前在籍中学校において成績一覧表を作成している場合は、志願者の在学する中学校の校長が、前在籍中学校の校長

から成績一覧表を受領し、受領した成績一覧表の表紙の右上に転入学者氏名、転入学年月日及び当該生徒の成績一覧

表の番号を朱書し、記名して公印を押し、出願を予定している都立高校長に提出する。

前在籍中学校において成績一覧表を作成していない場合は、出願を予定している都立高校長に提出する必要はない。

第４－６ 調査書

第４－６－１ 作成

 中学校卒業見込者及び卒業者について、志願者が在学している又は卒業した中学校の教職員が作成する。

 記載者以外の複数の教職員が成績一覧表（卒業者については生徒指導要録）と照合し、確認する。

 少年院等に入所している生徒の調査書は、少年院等に対して必要な資料の報告を求め、中学校の教職員が作成する。

 中学校長は、次のア、イ、ウの場合、調査書の一部を作成しないことができる。

ア 令和７年４月１日以降帰国し、現地校から編入学した者については調査書の所定欄のうち記入できる事項につい

てのみ記入する。各教科の学習の記録欄に一部でも記入できない場合、現地校の成績資料の写しを添付する。その

際、現地校の成績資料の写しの添付が不可能な場合は、その旨を明らかにした「理由書」（様式任意）を添付する。

イ 中学校の、全ての教科を特別の教育課程により実施している特別支援学級（固定）在籍者（卒業者を含む。）に

ついては、調査書の所定の欄のうち記入できる事項のみ記入し、記入できない欄については斜線を引く。この場合、

不足する記録に関わる資料の写しを添付する。

ウ 中学校長は、第４－３－１ に基づき観点別学習状況の評価及び評定を記載できる場合には必ず記載すること。

ただし、出席日数が少ないため、参考にできる資料等を活用しても観点別学習状況の評価を行うことができない
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第４－７ 調査書記載事項の通知

成績一覧表を作成した中学校長は、成績一覧表に記載した各教科の観点別学習状況の評価及び評定に加え、総合的

な学習の時間の内容及び評価、諸活動の記録等が記載された調査書の内容について、令和８年１月１５日（木）まで

にそれぞれの生徒の保護者に調査書記載事項通知書（様式 ）により必ず通知すること。ただし、スピーキングテス

ト結果の欄への記号の記入が間に合わない場合は、欄に斜線を引く。また、都立高校を受検する予定のない者につい

ては、調査書記載事項通知書における総合的な学習の時間の内容及び評価、諸活動の記録の欄は斜線を引いてもよい。

前記 において、スピーキングテストの結果欄に斜線を引いて通知した生徒の保護者に対しては、改めて、スピ

ーキングテスト結果を記入した調査書記載事項通知書（様式 ）を、令和８年１月２９日（木）までに通知すること。

成績一覧表に記載しなかった者についても、前記 及び に準じて、調査書に記載する内容について、それぞれ

の生徒の保護者に必ず通知する。

中学校長は、当該中学校の卒業者から調査書の発行を請求された場合、令和８年４月以降に実施する定時制課程の

第三次募集及び通信制課程の後期選抜以降に志願する令和８年３月の卒業者、令和３年度から令和６年度までの卒業

者には調査書記載成績通知書（様式 ）を併せて発行し、交付する。

（例） 課題を「地域の未来を考える」と設定し、住みよい地域社会づくりの視点から資料収集・調査活動

等を行い、地域の方々に成果を発表する動画を作成した。課題を発見する能力、分かりやすくまとめ

る力、発表での表現力が向上した。

 諸活動の記録

ア 特別活動等及びその他の学校内外の活動のうちから、当該志願者において特筆すべき活動を取り上げ、その活動

の事実や実績を、所見を除いた客観的な記録として記入する。ただし、成績一覧表に記載されない志願者及び成績

一覧表の作成を要しない志願者については、生徒指導要録の記載内容等を基にできる限り記入する。

なお、「諸活動の記録」の記入に当たっては、学級担任、教科担任の意見のみでなく、関係教職員の意見等を総合し

て記入し、中学校長が確認する。また、顕著な成果のある活動だけでなく、次のような活動についても記入することができ

る。

ｱ 当該志願者が積極的な態度や意欲をもって取り組んでいる活動

ｲ 当該志願者の人間形成上好ましい影響のある活動や他の生徒に好ましい影響を与えている活動

ｳ 当該志願者の中学校３年間における継続的な活動又は各学年における特筆すべき活動

（例）・図書委員として「図書だより」の作成を担当（第３学年）

・○○検定○級を取得（第３学年）

イ スピーキングテスト結果

スピーキングテストを受験した結果は第一次募集・分割前期募集において活用することとし、第一次募集・分割

前期募集の出願時に提出する調査書については、諸活動の記録の欄にある中学校英語スピーキングテスト（

）結果の欄に、ＡからＦまでの記号により、結果を記入する。

ただし、スピーキングテストを受験していない者のうち、スピーキングテストの受験対象者ではない者はＮ、都

立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書の交付を受けた者はＨ、そ

れ以外の者はＷの記号を、それぞれ記入する。

なお、スピーキングテストの受験対象者ではない者が本人の希望により受験した場合は、スピーキングテスト結

果の欄に、スピーキングテスト結果を、ＡからＦまでの記号により記入する。

また、第一次募集・分割前期募集以外の選抜の出願時に提出する調査書については、スピーキングテスト結果の

欄に記号を記入する必要はなく、欄に斜線を引いて提出する。ただし、記号を記入した調査書を提出しても差し支

えない（選考には使用しない。）。

 海外帰国生徒対象等との併願

海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象の選抜又は東京都公立大学法人東京都立産

業技術高等専門学校の入学者選抜と併願し応募する場合は、海外帰国生徒対象等との併願の欄にある該当の番号を○

で囲む。

 学校番号

学校番号の欄は、別表 を参照し、都内公立の中学校のみ記入する。

 その他

ア 障害等のある志願者で、学力検査を行わない教科のうち障害等の特性上著しく学習が困難な教科のある場合につ

いては、その教科の名称を○で囲み、調査書の標題の右横に「Ａ」と朱書する。

イ 令和８年１月１日以降に転入学した志願者（都内の中学校及び都外の中学校からの転入学者）については、調査

書の標題の右横に「Ｂ」と朱書する。

ウ 実施要綱第４－６－１ アに規定する「所定の欄のうち記入できる事項のみ記入した調査書」については、調

査書の標題の右横に「Ｃ」と朱書する。

エ 引揚生徒対象の選抜の志願者及び一般の学力検査における引揚生徒の受検についての配慮の申請をした志願者

については、調査書の標題の右横に「Ｄ」と朱書する。

第４－６－４ 令和８年４月以降に実施する定時制課程の第三次募集以降及び通信制課程の後期選抜以降における令和

８年３月卒業者の調査書の記載について

 学籍の記録、各教科の学習の記録は、生徒指導要録に記載された第３学年のものとする。

 諸活動の記録については、生徒指導要録を基に記入する。

 成績一覧表は必要としないため、成績一覧表の番号欄には斜線を引く。
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第４－７ 調査書記載事項の通知

成績一覧表を作成した中学校長は、成績一覧表に記載した各教科の観点別学習状況の評価及び評定に加え、総合的

な学習の時間の内容及び評価、諸活動の記録等が記載された調査書の内容について、令和８年１月１５日（木）まで

にそれぞれの生徒の保護者に調査書記載事項通知書（様式 ）により必ず通知すること。ただし、スピーキングテス

ト結果の欄への記号の記入が間に合わない場合は、欄に斜線を引く。また、都立高校を受検する予定のない者につい

ては、調査書記載事項通知書における総合的な学習の時間の内容及び評価、諸活動の記録の欄は斜線を引いてもよい。

前記 において、スピーキングテストの結果欄に斜線を引いて通知した生徒の保護者に対しては、改めて、スピ

ーキングテスト結果を記入した調査書記載事項通知書（様式 ）を、令和８年１月２９日（木）までに通知すること。

成績一覧表に記載しなかった者についても、前記 及び に準じて、調査書に記載する内容について、それぞれ

の生徒の保護者に必ず通知する。

中学校長は、当該中学校の卒業者から調査書の発行を請求された場合、令和８年４月以降に実施する定時制課程の

第三次募集及び通信制課程の後期選抜以降に志願する令和８年３月の卒業者、令和３年度から令和６年度までの卒業

者には調査書記載成績通知書（様式 ）を併せて発行し、交付する。

（例） 課題を「地域の未来を考える」と設定し、住みよい地域社会づくりの視点から資料収集・調査活動

等を行い、地域の方々に成果を発表する動画を作成した。課題を発見する能力、分かりやすくまとめ

る力、発表での表現力が向上した。

 諸活動の記録

ア 特別活動等及びその他の学校内外の活動のうちから、当該志願者において特筆すべき活動を取り上げ、その活動

の事実や実績を、所見を除いた客観的な記録として記入する。ただし、成績一覧表に記載されない志願者及び成績

一覧表の作成を要しない志願者については、生徒指導要録の記載内容等を基にできる限り記入する。

なお、「諸活動の記録」の記入に当たっては、学級担任、教科担任の意見のみでなく、関係教職員の意見等を総合し

て記入し、中学校長が確認する。また、顕著な成果のある活動だけでなく、次のような活動についても記入することができ

る。

ｱ 当該志願者が積極的な態度や意欲をもって取り組んでいる活動

ｲ 当該志願者の人間形成上好ましい影響のある活動や他の生徒に好ましい影響を与えている活動

ｳ 当該志願者の中学校３年間における継続的な活動又は各学年における特筆すべき活動

（例）・図書委員として「図書だより」の作成を担当（第３学年）

・○○検定○級を取得（第３学年）

イ スピーキングテスト結果

スピーキングテストを受験した結果は第一次募集・分割前期募集において活用することとし、第一次募集・分割

前期募集の出願時に提出する調査書については、諸活動の記録の欄にある中学校英語スピーキングテスト（

）結果の欄に、ＡからＦまでの記号により、結果を記入する。

ただし、スピーキングテストを受験していない者のうち、スピーキングテストの受験対象者ではない者はＮ、都

立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書の交付を受けた者はＨ、そ

れ以外の者はＷの記号を、それぞれ記入する。

なお、スピーキングテストの受験対象者ではない者が本人の希望により受験した場合は、スピーキングテスト結

果の欄に、スピーキングテスト結果を、ＡからＦまでの記号により記入する。

また、第一次募集・分割前期募集以外の選抜の出願時に提出する調査書については、スピーキングテスト結果の

欄に記号を記入する必要はなく、欄に斜線を引いて提出する。ただし、記号を記入した調査書を提出しても差し支

えない（選考には使用しない。）。

 海外帰国生徒対象等との併願

海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象の選抜又は東京都公立大学法人東京都立産

業技術高等専門学校の入学者選抜と併願し応募する場合は、海外帰国生徒対象等との併願の欄にある該当の番号を○

で囲む。

 学校番号

学校番号の欄は、別表 を参照し、都内公立の中学校のみ記入する。

 その他

ア 障害等のある志願者で、学力検査を行わない教科のうち障害等の特性上著しく学習が困難な教科のある場合につ

いては、その教科の名称を○で囲み、調査書の標題の右横に「Ａ」と朱書する。

イ 令和８年１月１日以降に転入学した志願者（都内の中学校及び都外の中学校からの転入学者）については、調査

書の標題の右横に「Ｂ」と朱書する。

ウ 実施要綱第４－６－１ アに規定する「所定の欄のうち記入できる事項のみ記入した調査書」については、調

査書の標題の右横に「Ｃ」と朱書する。

エ 引揚生徒対象の選抜の志願者及び一般の学力検査における引揚生徒の受検についての配慮の申請をした志願者

については、調査書の標題の右横に「Ｄ」と朱書する。

第４－６－４ 令和８年４月以降に実施する定時制課程の第三次募集以降及び通信制課程の後期選抜以降における令和

８年３月卒業者の調査書の記載について

 学籍の記録、各教科の学習の記録は、生徒指導要録に記載された第３学年のものとする。

 諸活動の記録については、生徒指導要録を基に記入する。

 成績一覧表は必要としないため、成績一覧表の番号欄には斜線を引く。
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両方を提示すること。また、受検者等は、請求時に受付票を受領する。

なお、上記の手続によらず、電子申請により開示を請求することができる。

受検者等は、請求時に受領した受付票に記載された交付日以後に、受付票を提示して、受検票や身分証明書などに

より本人確認を受けた後、受付票と引き換えに答案の写しを受領する。電子申請を利用した場合は、電子メールで通

知された交付日以降に、都立高等学校の窓口で通知内容を提示し、受検票や身分証明書などにより本人確認を受けた後、

答案の写しを受領する。ただし、保護者が受領する場合は、受検票、保護者の本人確認ができるもの及び受検者と保

護者との関係を証明するもの（住民票の写しなど）を提示すること。

第５－２－２ 都立高校長の手続

受検者等から都立高校長に学力検査における答案の開示請求があった場合、当該都立高校長は受検者等であること

を受検票や身分証明書などで確実に確認の上、開示請求書により請求を受け付ける。ただし、保護者から開示請求が

あった場合は、受検票と保護者の本人確認ができるものの両方を確認の上、請求を受け付けること。また、当該都立

高校長は、受付時に交付日等を記載した受付票を交付する。電子申請により学力検査における答案の開示請求があっ

た場合、当該都立高校長は請求内容を審査し、請求を受け付ける。

なお、受付開始日は、学力検査を実施する全ての都立高校において、第一次募集については令和８年３月４日（水）、

全日制第二次募集については令和８年３月１７日（火）、定時制第二次募集以降の募集については当該募集における合

格発表日とする。ただし、合格者からの実施要綱に基づく開示請求については、令和８年５月１日（金）を受付開始日

とする。

学力検査における答案の開示に当たり、当該都立高校長は、受検者等に受付票等を提示させるとともに、受検者等

であることを受検票や身分証明書などで確認の上、受付時に受検者等に交付した受付票に記載した交付日以後に、受

付票と引き換えに、当該受検者の答案の写しを個別に交付する。ただし、交付の対象が保護者である場合は、保護者

であることを、受検票、保護者の本人確認ができるもの及び受検者と保護者との関係を証明するもの（住民票の写し

など）で確認の上、交付すること。

なお、交付日は、学力検査を実施する全ての都立高校において、第一次募集については令和８年３月１６日（月）

以後、全日制第二次募集については令和８年３月２４日（火）以後、定時制第二次募集以降の募集については当該募

集における合格発表日から８日目以後とする。ただし、都立高校長は、特に不合格者からの請求に対しては、可能な

限り速やかに交付するよう配慮するものとする。

交付期限は、受付票に記載された交付日から３か月とし、交付期限までに受検者等が受領に来なかった場合は、当

該請求を無効とする。

実施要綱に基づく開示請求は、令和８年８月３１日（月）を受付終了日とする。

なお、実施要綱に定める受付開始日から受付終了日までの期間以外における開示請求については、個人情報の保護

に関する法律（平成１５年法律第５７号）に基づき行うものとする。

第５－２－３ 答案の保存期間

都立高校における答案の保存期間は、「都立高等学校の入学者選抜に係る文書保存期間について（通知）」（平成２６

年１１月４日付２６教学高第１３０８号）の定めるところにより、全日制課程は３年、定時制課程及び通信制課程は４

年とする。文書の取扱いについては、東京都公文書等の管理に関する条例（平成２９年東京都条例第３９号）及び東京

都教育委員会文書管理規則（平成１１年東京都教育委員会規則第６４号）に基づき処理する。

第５－３ 選抜用評定等確認表の送付及び受領

第５－３－１ 都立高校長の手続

各都立高校の採点委員会の委員長（当該都立高校長）は、中学校長が作成した成績一覧表及び調査書の内容が、

当該都立高校の入学者選抜において確実に使用されたかどうかを、中学校長が確認できるようにするため、採点終

了後速やかに、選抜に用いた受検者の各教科の評定又は各教科の観点別学習状況の評価等を記載した、選抜用評定

等確認表（様式 ）を受検区分ごとに作成する。

都内の中学校に在学している受検者が、中学校における進路指導や学習指導に活用するために、都立高校から中

学校へ検査結果を提供することに同意し、出願サイト上で入学願書における個人情報の提供に関する同意署名欄に

受検者氏名が表示されるように登録した上で出願した場合又は入学願書における個人情報の提供に関する同意署名

欄に自署した上で出願した場合は、各都立高校の採点委員会の委員長は選抜用評定等確認表に、当該受検者の各教

科の評定又は各教科の観点別学習状況の評価に加えて、当該受検者が受検した各検査における得点を記載する。

各都立高校の採点委員会の委員長は、都内公立中学校及び都立中学校・中等教育学校在学者の選抜用評定等確認

表をそれぞれの学校別に分類し「選抜表評定等確認表在中」と朱書された指定の封筒（長形３号）に入れ、封をした上

で、「選抜用評定等確認表在中」と朱書された指定の封筒（角形２号）を用いて、推薦に基づく選抜及び第一次募集

については令和８年３月３日（火）から３月９日（月）までに、全日制第二次募集については令和８年３月１６日（月）

から３月２３日（月）までに、別表 （２４１ページ）により区市町村別送付先の都内公立中学校長及び都立中学

第 ５ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示等

第５－１ 本人得点の開示

第５－１－１ 受検者又は保護者の手続

受検者又は保護者（以下「受検者等」という。）は、実施要綱に基づき、学力検査等得点表・学力検査における答案

の開示請求書（様式 ）（以下「開示請求書」という。）により、受検した都立高校長に対して、定められた受付開始

日から受付終了日までに、学力検査等得点表（様式 ）の開示を請求することができる。その際、受検票や身分証明書

など、本人確認できるものを提示すること。ただし、保護者が開示を請求する場合は、受検票と保護者の本人確認がで

きるものの両方を提示すること。また、受検者等は、請求時に学力検査等得点表・学力検査における答案の開示請求受

付票（以下「受付票」という。）を受領する。

なお、上記の手続によらず、 型共同電子申請サービス（以下「電子申請」という。）により開示を請求すること

ができる。

受検者等は、請求時に受領した受付票に記載された交付日以後に、受付票を提示して、受検票や身分証明書などによ

り本人確認を受けた後、受付票と引き換えに学力検査等得点表を受領する。電子申請を利用した場合は、電子メールで

通知された交付日以降に、都立高等学校の窓口で通知内容を提示し、受検票や身分証明書などにより本人確認を受けた

後、学力検査等得点表を受領する。ただし、保護者が受領する場合は、受検票、保護者の本人確認ができるもの及び受

検者と保護者との関係を証明するもの（住民票の写しなど）を提示すること。

第５－１－２ 都立高校長の手続

受検者等から都立高校長に学力検査等得点表の開示請求があった場合、当該都立高校長は受検者等であることを受検

票や身分証明書などで確実に確認の上、開示請求書により請求を受け付ける。ただし、保護者から開示請求があった場

合は、受検票と保護者の本人確認ができるものの両方を確認の上、請求を受け付けること。また、当該都立高校長は、

受付時に交付日等を記載した受付票を交付する。電子申請による学力検査等得点表の開示請求があった場合、当該都立

高校長は請求内容を審査し、請求を受け付ける。

なお、受付開始日は、推薦に基づく選抜及び第一次募集については令和８年３月４日（水）、全日制第二次募集に

ついては令和８年３月１７日（火）、定時制第二次募集以降の募集については当該募集における合格発表日とする。た

だし、合格者（推薦に基づく選抜を不合格となり、同一校を他の選抜で合格した者も含む。）からの実施要綱に基づく

開示請求については、令和８年５月１日（金）を受付開始日とする。

学力検査等得点表の開示に当たり、当該都立高校長は、受検者等に受付票等を提示させるとともに、受検者等であ

ることを受検票や身分証明書などで確認の上、受付時に受検者等に交付した受付票に記載した交付日以後に、受付票

と引き換えに、受検区分を明示した当該受検者の学力検査等得点表を個別に交付する。ただし、交付の対象が保護者

である場合は、保護者であることを、受検票、保護者の本人確認ができるもの及び受検者と保護者との関係を証明す

るもの（住民票の写しなど）で確認の上、交付すること。

なお、交付日は、推薦に基づく選抜及び第一次募集については令和８年３月１６日（月）以後、全日制第二次募集

については令和８年３月２４日（火）以後、定時制第二次募集以降の募集については当該募集における合格発表日か

ら８日目以後とする。ただし、都立高校長は、特に不合格者からの請求に対しては、可能な限り速やかに交付するよ

う配慮するものとする。

交付期限は、受付票に記載された交付日から３か月とし、交付期限までに受検者等が受領に来なかった場合は、当

該請求を無効とする。

実施要綱に基づく開示請求は、令和８年８月３１日（月）を受付終了日とする。

なお、実施要綱に定める受付開始日から受付終了日までの期間以外における開示請求については、個人情報の保護

に関する法律（平成１５年法律第５７号）に基づき行うものとする。

第５－１－３ 学力検査等得点表の保存期間

都立高校における学力検査等得点表の保存期間は、「都立高等学校の入学者選抜に係る文書保存期間について（通知）」

（平成２６年１１月４日付２６教学高第１３０８号）の定めるところにより、１年とする。文書の取扱いについては、

東京都公文書等の管理に関する条例（平成２９年東京都条例第３９号）及び東京都教育委員会文書管理規則（平成１１

年東京都教育委員会規則第６４号）に基づき処理する。

第５－２ 学力検査における答案の開示

第５－２－１ 受検者等の手続

受検者等は、実施要綱に基づき、開示請求書により、受検した都立高校長に対して、定められた受付開始日から受

付終了日までに、学力検査における答案の開示を請求することができる。その際、受検票や身分証明書など、本人確

認できるものを提示すること。ただし、保護者が開示を請求する場合は、受検票と保護者の本人確認ができるものの
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両方を提示すること。また、受検者等は、請求時に受付票を受領する。

なお、上記の手続によらず、電子申請により開示を請求することができる。

受検者等は、請求時に受領した受付票に記載された交付日以後に、受付票を提示して、受検票や身分証明書などに

より本人確認を受けた後、受付票と引き換えに答案の写しを受領する。電子申請を利用した場合は、電子メールで通

知された交付日以降に、都立高等学校の窓口で通知内容を提示し、受検票や身分証明書などにより本人確認を受けた後、

答案の写しを受領する。ただし、保護者が受領する場合は、受検票、保護者の本人確認ができるもの及び受検者と保

護者との関係を証明するもの（住民票の写しなど）を提示すること。

第５－２－２ 都立高校長の手続

受検者等から都立高校長に学力検査における答案の開示請求があった場合、当該都立高校長は受検者等であること

を受検票や身分証明書などで確実に確認の上、開示請求書により請求を受け付ける。ただし、保護者から開示請求が

あった場合は、受検票と保護者の本人確認ができるものの両方を確認の上、請求を受け付けること。また、当該都立

高校長は、受付時に交付日等を記載した受付票を交付する。電子申請により学力検査における答案の開示請求があっ

た場合、当該都立高校長は請求内容を審査し、請求を受け付ける。

なお、受付開始日は、学力検査を実施する全ての都立高校において、第一次募集については令和８年３月４日（水）、

全日制第二次募集については令和８年３月１７日（火）、定時制第二次募集以降の募集については当該募集における合

格発表日とする。ただし、合格者からの実施要綱に基づく開示請求については、令和８年５月１日（金）を受付開始日

とする。

学力検査における答案の開示に当たり、当該都立高校長は、受検者等に受付票等を提示させるとともに、受検者等

であることを受検票や身分証明書などで確認の上、受付時に受検者等に交付した受付票に記載した交付日以後に、受

付票と引き換えに、当該受検者の答案の写しを個別に交付する。ただし、交付の対象が保護者である場合は、保護者

であることを、受検票、保護者の本人確認ができるもの及び受検者と保護者との関係を証明するもの（住民票の写し

など）で確認の上、交付すること。

なお、交付日は、学力検査を実施する全ての都立高校において、第一次募集については令和８年３月１６日（月）

以後、全日制第二次募集については令和８年３月２４日（火）以後、定時制第二次募集以降の募集については当該募

集における合格発表日から８日目以後とする。ただし、都立高校長は、特に不合格者からの請求に対しては、可能な

限り速やかに交付するよう配慮するものとする。

交付期限は、受付票に記載された交付日から３か月とし、交付期限までに受検者等が受領に来なかった場合は、当

該請求を無効とする。

実施要綱に基づく開示請求は、令和８年８月３１日（月）を受付終了日とする。

なお、実施要綱に定める受付開始日から受付終了日までの期間以外における開示請求については、個人情報の保護

に関する法律（平成１５年法律第５７号）に基づき行うものとする。

第５－２－３ 答案の保存期間

都立高校における答案の保存期間は、「都立高等学校の入学者選抜に係る文書保存期間について（通知）」（平成２６

年１１月４日付２６教学高第１３０８号）の定めるところにより、全日制課程は３年、定時制課程及び通信制課程は４

年とする。文書の取扱いについては、東京都公文書等の管理に関する条例（平成２９年東京都条例第３９号）及び東京

都教育委員会文書管理規則（平成１１年東京都教育委員会規則第６４号）に基づき処理する。

第５－３ 選抜用評定等確認表の送付及び受領

第５－３－１ 都立高校長の手続

各都立高校の採点委員会の委員長（当該都立高校長）は、中学校長が作成した成績一覧表及び調査書の内容が、

当該都立高校の入学者選抜において確実に使用されたかどうかを、中学校長が確認できるようにするため、採点終

了後速やかに、選抜に用いた受検者の各教科の評定又は各教科の観点別学習状況の評価等を記載した、選抜用評定

等確認表（様式 ）を受検区分ごとに作成する。

都内の中学校に在学している受検者が、中学校における進路指導や学習指導に活用するために、都立高校から中

学校へ検査結果を提供することに同意し、出願サイト上で入学願書における個人情報の提供に関する同意署名欄に

受検者氏名が表示されるように登録した上で出願した場合又は入学願書における個人情報の提供に関する同意署名

欄に自署した上で出願した場合は、各都立高校の採点委員会の委員長は選抜用評定等確認表に、当該受検者の各教

科の評定又は各教科の観点別学習状況の評価に加えて、当該受検者が受検した各検査における得点を記載する。

各都立高校の採点委員会の委員長は、都内公立中学校及び都立中学校・中等教育学校在学者の選抜用評定等確認

表をそれぞれの学校別に分類し「選抜表評定等確認表在中」と朱書された指定の封筒（長形３号）に入れ、封をした上

で、「選抜用評定等確認表在中」と朱書された指定の封筒（角形２号）を用いて、推薦に基づく選抜及び第一次募集

については令和８年３月３日（火）から３月９日（月）までに、全日制第二次募集については令和８年３月１６日（月）

から３月２３日（月）までに、別表 （２４１ページ）により区市町村別送付先の都内公立中学校長及び都立中学

第 ５ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示等

第５－１ 本人得点の開示

第５－１－１ 受検者又は保護者の手続

受検者又は保護者（以下「受検者等」という。）は、実施要綱に基づき、学力検査等得点表・学力検査における答案

の開示請求書（様式 ）（以下「開示請求書」という。）により、受検した都立高校長に対して、定められた受付開始

日から受付終了日までに、学力検査等得点表（様式 ）の開示を請求することができる。その際、受検票や身分証明書

など、本人確認できるものを提示すること。ただし、保護者が開示を請求する場合は、受検票と保護者の本人確認がで

きるものの両方を提示すること。また、受検者等は、請求時に学力検査等得点表・学力検査における答案の開示請求受

付票（以下「受付票」という。）を受領する。

なお、上記の手続によらず、 型共同電子申請サービス（以下「電子申請」という。）により開示を請求すること

ができる。

受検者等は、請求時に受領した受付票に記載された交付日以後に、受付票を提示して、受検票や身分証明書などによ

り本人確認を受けた後、受付票と引き換えに学力検査等得点表を受領する。電子申請を利用した場合は、電子メールで

通知された交付日以降に、都立高等学校の窓口で通知内容を提示し、受検票や身分証明書などにより本人確認を受けた

後、学力検査等得点表を受領する。ただし、保護者が受領する場合は、受検票、保護者の本人確認ができるもの及び受

検者と保護者との関係を証明するもの（住民票の写しなど）を提示すること。

第５－１－２ 都立高校長の手続

受検者等から都立高校長に学力検査等得点表の開示請求があった場合、当該都立高校長は受検者等であることを受検

票や身分証明書などで確実に確認の上、開示請求書により請求を受け付ける。ただし、保護者から開示請求があった場

合は、受検票と保護者の本人確認ができるものの両方を確認の上、請求を受け付けること。また、当該都立高校長は、

受付時に交付日等を記載した受付票を交付する。電子申請による学力検査等得点表の開示請求があった場合、当該都立

高校長は請求内容を審査し、請求を受け付ける。

なお、受付開始日は、推薦に基づく選抜及び第一次募集については令和８年３月４日（水）、全日制第二次募集に

ついては令和８年３月１７日（火）、定時制第二次募集以降の募集については当該募集における合格発表日とする。た

だし、合格者（推薦に基づく選抜を不合格となり、同一校を他の選抜で合格した者も含む。）からの実施要綱に基づく

開示請求については、令和８年５月１日（金）を受付開始日とする。

学力検査等得点表の開示に当たり、当該都立高校長は、受検者等に受付票等を提示させるとともに、受検者等であ

ることを受検票や身分証明書などで確認の上、受付時に受検者等に交付した受付票に記載した交付日以後に、受付票

と引き換えに、受検区分を明示した当該受検者の学力検査等得点表を個別に交付する。ただし、交付の対象が保護者

である場合は、保護者であることを、受検票、保護者の本人確認ができるもの及び受検者と保護者との関係を証明す

るもの（住民票の写しなど）で確認の上、交付すること。

なお、交付日は、推薦に基づく選抜及び第一次募集については令和８年３月１６日（月）以後、全日制第二次募集

については令和８年３月２４日（火）以後、定時制第二次募集以降の募集については当該募集における合格発表日か

ら８日目以後とする。ただし、都立高校長は、特に不合格者からの請求に対しては、可能な限り速やかに交付するよ

う配慮するものとする。

交付期限は、受付票に記載された交付日から３か月とし、交付期限までに受検者等が受領に来なかった場合は、当

該請求を無効とする。

実施要綱に基づく開示請求は、令和８年８月３１日（月）を受付終了日とする。

なお、実施要綱に定める受付開始日から受付終了日までの期間以外における開示請求については、個人情報の保護

に関する法律（平成１５年法律第５７号）に基づき行うものとする。

第５－１－３ 学力検査等得点表の保存期間

都立高校における学力検査等得点表の保存期間は、「都立高等学校の入学者選抜に係る文書保存期間について（通知）」

（平成２６年１１月４日付２６教学高第１３０８号）の定めるところにより、１年とする。文書の取扱いについては、

東京都公文書等の管理に関する条例（平成２９年東京都条例第３９号）及び東京都教育委員会文書管理規則（平成１１

年東京都教育委員会規則第６４号）に基づき処理する。

第５－２ 学力検査における答案の開示

第５－２－１ 受検者等の手続

受検者等は、実施要綱に基づき、開示請求書により、受検した都立高校長に対して、定められた受付開始日から受

付終了日までに、学力検査における答案の開示を請求することができる。その際、受検票や身分証明書など、本人確

認できるものを提示すること。ただし、保護者が開示を請求する場合は、受検票と保護者の本人確認ができるものの
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第 ６ 受検上の配慮

第６－１ 障害のある受検者に対する配慮

障害のある受検者のうち以下の配慮を希望する者は、中学校長を経由して、令和７年１２月１９日（金）までに以下

のように申請する。

なお、都立高校の学力検査日以前に他校へ入学手続を終えた者は、中学校長を経由して、本配慮を辞退する旨の連絡

を申請先の都立高校に速やかに行うこと（以下 の申請者から本配慮を辞退する旨の連絡があった場合、都立高校長

は直ちに都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に連絡すること。）。中学校に在学していない者は、中学校長を

経由する必要はない。

 障害による学力検査等実施上の配慮

障害による学力検査等実施上の配慮（英語学力検査リスニングテスト、面接及び小論文・作文における配慮を含む。）

を希望する者は、学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）により、志願する都立高校長に申請する。

学力検査等の実施は通常の受検者と同一とする。ただし、通常の検査方法では受検が困難と認められる者について

は、検査問題の程度を変えない範囲で、検査方法（問題・解答用紙の拡大、記号選択式での受検、ＩＣＴ機器の使用、

介助者（代筆者、音読者等を含む。）の同行等）、検査時間及び検査会場について適切な配慮を行う。

本配慮申請を受け付けた都立高校長は、申請の内容にかかわらず、速やかに都立学校教育部高等学校教育課入学選

抜担当と協議すること。

なお、本配慮申請後、志願の取りやめ又は変更をするときは、申請者は速やかに中学校長を経由して、申請先の都

立高校長に志願の取りやめ又は変更をする旨を報告する。変更をする場合は、中学校長を経由して、申請変更先の都

立高校長に学力検査等実施上の配慮申請書を直ちに提出する。中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必

要はない。

推薦に基づく選抜においても、本配慮申請を行うことができる。その場合は、学力検査等実施上の配慮申請書（様

式 ）の標題の「学力検査等」に二重線を引き、「推薦選抜」と書き換える。

 選考の特例

第一次募集又は分割前期募集において、選考の特例を希望する者は、選考の特例申請書（様式 ）により、東京都

教育委員会に申請する。前記 による配慮を申請した者は、学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）の写しも併

せて提出する。

学力検査等の実施は、通常の受検者と同一とする。ただし、現住所から通学至便な全日制又は定時制の都立高校を

希望し、その他の都立高校に通学することが困難と認められる者については、志願した都立高校において個別面談を

実施し、選考の際、個別面談点を付加する。

なお、第一次募集又は分割前期募集で選考の特例を申請した者が、分割後期募集又は第二次募集を受検する場合、

再度選考の特例を申請することができる。

第６－２ 事故や病気等による学力検査等実施上の配慮

事故や病気等により、通常の学力検査の方法で受検することが困難な受検者（「軽度の障害」を含む。）で、学力

検査等実施上の配慮を希望する者は、中学校長を経由して、令和７年１２月１９日（金）までに、事故や病気等によ

る学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）により、志願する都立高校長に申請する。令和７年１２月２０日（土）

以降に、事故や病気等が発生した場合は、状況発生後直ちに中学校長を経由して、志願する都立高校長に申請する。

・ 学力検査等実施上の配慮

学力検査等の実施は通常の受検者と同一とする。ただし、通常の検査方法では受検が困難と認められる者について

は、検査時間及び検査会場について適切な配慮を行う。

中学校長は、状況を把握した後直ちに申請先の都立高校長に電話連絡すること。中学校に在学していない者は、中

学校長を経由する必要はない。

都立高校長は、検査方法の配慮を必要と認めた場合には、直ちに都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当と協

議すること。

なお、推薦に基づく選抜においても、本配慮申請を行うことができる。その場合は、事故や病気等による学力検査

等実施上の配慮申請書（様式 ）の標題の「学力検査等」に二重線を引き、「推薦選抜」と書き換える。

学校保健安全法（昭和３３年法律第５６号）第１９条により中学校長が出席停止にすることができるインフルエン

ザ等の学校感染症（以下「インフルエンザ等」という。）に罹患した者は、受検することはできない。ただし、中学

校長が出席停止を解除している場合又は症状により学校医その他医師において感染のおそれがないと認められた場

合は、受検を認める。その際、事故や病気等による学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）により別室による受検

校・中等教育学校の校長宛てに親展扱いの簡易書留郵便等追跡可能かつ対面で受け渡される方法で発送する。

令和６年度以前の中学校卒業者、都内私立中学校等在学者、都外中学校在学者及び定時制第二次募集以降を受検し

た者の選抜用評定等確認表は、各都立高校長が保管し、当該中学校長から請求があった場合、これを送付する。その

際、当該都立高校の採点委員会の委員長が選抜用評定等確認表に記載する内容については、実施要綱第５－３－１

及び を準用する。

第５－３－２ 中学校長の手続

別表 （２４１ページ）の送付先の都内公立中学校長及び都立中学校・中等教育学校長は、選抜用評定等確認表

（様式 ）を受領した後、個人情報の取扱いに十分配慮し、関係の中学校長に遅滞なく送付する。

送付を受けた中学校長は、選抜用評定等確認表に記載された各教科の評定又は各教科の観点別学習状況の評価に

ついて確認し、各区市町村又は東京都における文書管理の取決めに基づき保管する。また、受検者が出願時に同意

したことにより、都立高校長から提供された各検査における得点（以下「提供された検査結果」という。）につい

ては、個人情報として取扱いに十分配慮した上で、当該中学校における進路指導及び学習指導に活用することがで

きる。

なお、都内公立中学校においては、提供された検査結果を、当該中学校所在の区市町村内で活用する場合、当該

区市町村教育委員会の管理の下、個人を特定できないようにするなど十分注意し、適切に取り扱うこと。

令和６年度以前の中学校卒業者、都内私立中学校等在学者、都外中学校在学者及び定時制第二次募集以降を受検

した者の選抜用評定等確認表を請求する中学校長は請求の際、簡易書留郵便による返送料相当分の郵券を貼った返

信用封筒等を送付する。

第５－３－３ 選抜用評定等確認表の保存期間

選抜用評定等確認表は、「都立高等学校の入学者選抜に係る文書保存期間について（通知）」（平成２６年１１月４

日付２６教学高第１３０８号）の定めるところによる「 その他の書類」に該当する文書とし、都立高校における保

存期間は１年とする。文書の取扱いについては、東京都公文書等の管理に関する条例（平成２９年東京都条例第３９号）

及び東京都教育委員会文書管理規則（平成１１年東京都教育委員会規則第６４号）に基づき処理する。

なお、中学校における選抜用評定等確認表の保存については、各区市町村又は東京都における文書管理の取決めによ

る。
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第 ６ 受検上の配慮

第６－１ 障害のある受検者に対する配慮

障害のある受検者のうち以下の配慮を希望する者は、中学校長を経由して、令和７年１２月１９日（金）までに以下

のように申請する。

なお、都立高校の学力検査日以前に他校へ入学手続を終えた者は、中学校長を経由して、本配慮を辞退する旨の連絡

を申請先の都立高校に速やかに行うこと（以下 の申請者から本配慮を辞退する旨の連絡があった場合、都立高校長

は直ちに都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に連絡すること。）。中学校に在学していない者は、中学校長を

経由する必要はない。

 障害による学力検査等実施上の配慮

障害による学力検査等実施上の配慮（英語学力検査リスニングテスト、面接及び小論文・作文における配慮を含む。）

を希望する者は、学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）により、志願する都立高校長に申請する。

学力検査等の実施は通常の受検者と同一とする。ただし、通常の検査方法では受検が困難と認められる者について

は、検査問題の程度を変えない範囲で、検査方法（問題・解答用紙の拡大、記号選択式での受検、ＩＣＴ機器の使用、

介助者（代筆者、音読者等を含む。）の同行等）、検査時間及び検査会場について適切な配慮を行う。

本配慮申請を受け付けた都立高校長は、申請の内容にかかわらず、速やかに都立学校教育部高等学校教育課入学選

抜担当と協議すること。

なお、本配慮申請後、志願の取りやめ又は変更をするときは、申請者は速やかに中学校長を経由して、申請先の都

立高校長に志願の取りやめ又は変更をする旨を報告する。変更をする場合は、中学校長を経由して、申請変更先の都

立高校長に学力検査等実施上の配慮申請書を直ちに提出する。中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必

要はない。

推薦に基づく選抜においても、本配慮申請を行うことができる。その場合は、学力検査等実施上の配慮申請書（様

式 ）の標題の「学力検査等」に二重線を引き、「推薦選抜」と書き換える。

 選考の特例

第一次募集又は分割前期募集において、選考の特例を希望する者は、選考の特例申請書（様式 ）により、東京都

教育委員会に申請する。前記 による配慮を申請した者は、学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）の写しも併

せて提出する。

学力検査等の実施は、通常の受検者と同一とする。ただし、現住所から通学至便な全日制又は定時制の都立高校を

希望し、その他の都立高校に通学することが困難と認められる者については、志願した都立高校において個別面談を

実施し、選考の際、個別面談点を付加する。

なお、第一次募集又は分割前期募集で選考の特例を申請した者が、分割後期募集又は第二次募集を受検する場合、

再度選考の特例を申請することができる。

第６－２ 事故や病気等による学力検査等実施上の配慮

事故や病気等により、通常の学力検査の方法で受検することが困難な受検者（「軽度の障害」を含む。）で、学力

検査等実施上の配慮を希望する者は、中学校長を経由して、令和７年１２月１９日（金）までに、事故や病気等によ

る学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）により、志願する都立高校長に申請する。令和７年１２月２０日（土）

以降に、事故や病気等が発生した場合は、状況発生後直ちに中学校長を経由して、志願する都立高校長に申請する。

・ 学力検査等実施上の配慮

学力検査等の実施は通常の受検者と同一とする。ただし、通常の検査方法では受検が困難と認められる者について

は、検査時間及び検査会場について適切な配慮を行う。

中学校長は、状況を把握した後直ちに申請先の都立高校長に電話連絡すること。中学校に在学していない者は、中

学校長を経由する必要はない。

都立高校長は、検査方法の配慮を必要と認めた場合には、直ちに都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当と協

議すること。

なお、推薦に基づく選抜においても、本配慮申請を行うことができる。その場合は、事故や病気等による学力検査

等実施上の配慮申請書（様式 ）の標題の「学力検査等」に二重線を引き、「推薦選抜」と書き換える。

学校保健安全法（昭和３３年法律第５６号）第１９条により中学校長が出席停止にすることができるインフルエン

ザ等の学校感染症（以下「インフルエンザ等」という。）に罹患した者は、受検することはできない。ただし、中学

校長が出席停止を解除している場合又は症状により学校医その他医師において感染のおそれがないと認められた場

合は、受検を認める。その際、事故や病気等による学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）により別室による受検

校・中等教育学校の校長宛てに親展扱いの簡易書留郵便等追跡可能かつ対面で受け渡される方法で発送する。

令和６年度以前の中学校卒業者、都内私立中学校等在学者、都外中学校在学者及び定時制第二次募集以降を受検し

た者の選抜用評定等確認表は、各都立高校長が保管し、当該中学校長から請求があった場合、これを送付する。その

際、当該都立高校の採点委員会の委員長が選抜用評定等確認表に記載する内容については、実施要綱第５－３－１

及び を準用する。

第５－３－２ 中学校長の手続

別表 （２４１ページ）の送付先の都内公立中学校長及び都立中学校・中等教育学校長は、選抜用評定等確認表

（様式 ）を受領した後、個人情報の取扱いに十分配慮し、関係の中学校長に遅滞なく送付する。

送付を受けた中学校長は、選抜用評定等確認表に記載された各教科の評定又は各教科の観点別学習状況の評価に

ついて確認し、各区市町村又は東京都における文書管理の取決めに基づき保管する。また、受検者が出願時に同意

したことにより、都立高校長から提供された各検査における得点（以下「提供された検査結果」という。）につい

ては、個人情報として取扱いに十分配慮した上で、当該中学校における進路指導及び学習指導に活用することがで

きる。

なお、都内公立中学校においては、提供された検査結果を、当該中学校所在の区市町村内で活用する場合、当該

区市町村教育委員会の管理の下、個人を特定できないようにするなど十分注意し、適切に取り扱うこと。

令和６年度以前の中学校卒業者、都内私立中学校等在学者、都外中学校在学者及び定時制第二次募集以降を受検

した者の選抜用評定等確認表を請求する中学校長は請求の際、簡易書留郵便による返送料相当分の郵券を貼った返

信用封筒等を送付する。

第５－３－３ 選抜用評定等確認表の保存期間

選抜用評定等確認表は、「都立高等学校の入学者選抜に係る文書保存期間について（通知）」（平成２６年１１月４

日付２６教学高第１３０８号）の定めるところによる「 その他の書類」に該当する文書とし、都立高校における保

存期間は１年とする。文書の取扱いについては、東京都公文書等の管理に関する条例（平成２９年東京都条例第３９号）

及び東京都教育委員会文書管理規則（平成１１年東京都教育委員会規則第６４号）に基づき処理する。

なお、中学校における選抜用評定等確認表の保存については、各区市町村又は東京都における文書管理の取決めによ

る。
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また、申請に要する書類は、以下のとおりとする。

日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する学力検査等実施上の配慮申請書（ルビ付問題）（様式 ）

入国後の在日期間が入学日現在６年以内であることを証明する公的機関発行の書類（中学校に在学していない者

のみ）

なお、在京外国人生徒等対象の選抜における検査問題については、ひらがなのルビを振った問題で実施するため、日

本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する学力検査等実施上の配慮申請書（ルビ付問題）（様式 ）を提出す

る必要はない。

第６－６ 一般の学力検査における日本語指導を必要とする生徒等に対する配慮（ルビ付問題・辞書持込み）

国籍を問わず、入国後の在日期間が入学日現在原則として３年以内の者で、日本語指導を必要とする生徒等に対する

配慮を希望する者は、中学校長を経由して、日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する学力検査実施上の

配慮申請書（ルビ付問題・辞書持込み）（様式 ）により、出願時に志願する都立高校長へ申請する。ただし、入学日

現在入国後３年を超える者のうち、入国日が令和５年１月１日以降の者については、入国後の在日期間が入学日現在３

年以内とみなす。

なお、都立高校の学力検査日以前に他校に入学手続を終えた者は、中学校長を経由して、本配慮を辞退する旨の連絡

を申請先の都立高校長に速やかに行うこと。中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

・ 日本語指導を必要とする生徒等に対する配慮

第一次募集・分割前期募集及び分割後期募集・第二次募集における学力検査問題の共通問題について、ひらがな

のルビを振った学力検査問題での検査の実施に加え、辞書の持込み（電子辞書を除く。）を一部認めるとともに、検

査時間及び検査会場について適切な配慮を行う。持ち込める辞書は、希望する外国語について、日本語に対する当該

外国語の訳が記載されている辞書１冊と、当該外国語に対する日本語の訳が記載されている辞書１冊の合計２冊を原

則とし、辞書に書き込みはできない。辞書の持込みを希望する者は持ち込む辞書を、第一次募集・分割前期募集にあ

っては、令和８年２月９日（月）から２月１３日（金）正午までに、分割後期募集・第二次募集にあっては、令和８

年３月５日（木）から３月９日（月）正午までに、受検する都立高校長に提出する。

なお、本配慮申請後、志願の取りやめ又は変更をするときは、申請者は速やかに中学校長を経由して、申請先の都

立高校長に志願の取りやめ又は変更をする旨を報告する。変更をする場合は、中学校長を経由して申請変更先の都立

高校長に出願時に本配慮申請書を提出する。中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

また、申請に要する書類は、以下のとおりとする。

日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する学力検査実施上の配慮申請書（ルビ付問題・辞書持込み）

（様式 ）

入国後の在日期間が入学日現在３年以内であることを証明する公的機関発行の書類（中学校に在学していない者

のみ）

第６－７ 性同一性障害等の受検者の取扱い

性同一性障害等の理由により、戸籍上の性とは別の性で受検を希望する者があった場合の取扱いは、当該生徒が在学す

る中学校を所管する区市町村教育委員会等と東京都教育委員会が協議し、個別に決定する。

第６－８ 都内公立中学校在籍のスピーキングテスト不受験者に対する措置

都内公立中学校に在籍する者のうち、やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験することができない又は受験

できなかった者は、東京都教育委員会の承認を得ることで、実施要綱第２－１０－１ のとおり取り扱う。本措置を希

望する者は、グローバル人材育成部国際教育企画課国際教育推進担当が発出した「令和７年度中学校英語スピーキング

テスト 実施要項」における『第２－５ 受験上の配慮（２）』に基づいて申請し、交付を受けた都立

高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書を出願書類に添付する。

なお、都内公立中学校に在籍していない者で、スピーキングテストの受験申込を行わなかった場合は、本措置を申請す

る必要はない。スピーキングテストの受験申込を行い、やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験できなかった

場合は、都内公立中学校に在籍する者と同様に、本措置の申請が必要となる。

等を申請する場合は、医療機関からの証明書や中学校長がインフルエンザ等による出席停止を解除していることにつ

いて証明する書類を添付すること。

第６－３ インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する措置

第一次募集の検査日当日に、インフルエンザ等に罹患した者又は学校保健安全法第１９条により中学校長が出席停止

の措置を行った者及び月経随伴症状、痴漢被害等受検者本人の責めによらず、やむを得ない入院等で受検できなかった

者で、第一次募集で出願した都立高校を受検することができなかった者（１教科（面接及び実技検査等を含む。）でも

受検した者は除く。）のうち、希望する者に対して追検査の措置を行う。追検査の措置を希望する者は、中学校長を経

由して、令和８年２月２５日（水）午後５時までに、インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する措置申請書（様式

）により第一次募集において出願した都立高校長に申請する。

中学校長は、状況を把握した後直ちに申請先の都立高校長に電話連絡すること。都内の中学校に在学していない者は、

中学校長を経由する必要はない。

当該都立高校長は、第一次募集の検査日当日に、当該受検者が検査の全て又は一部を受検していないことを確認し、

追検査に応募する資格があると認めた場合には、直ちに都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に電話連絡する。

なお、当該中学校長は、当該生徒が追検査の措置の申請をした後、分割後期募集実施校、全日制第二次募集実施校へ

の受検又は国私立高校への進学等により、追検査に出願しないことが確実になった場合、その旨を速やかに当該都立高

校長へ電話等により連絡し、事情を記載した理由書を提出する。都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由

する必要はない。

当該都立高校長は、当該中学校長から追検査の措置の申請をした生徒が追検査に出願しない旨の連絡を受けた場合に

は、直ちに都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に電話連絡する。

学校において予防すべき感染症の種類と出席停止期間の基準については、別表 を参照する。

第６－４ 一般の学力検査における引揚生徒の受検についての配慮

海外帰国生徒等入学者選抜実施要綱Ⅱ－３（５８ページ）に該当する者で、一般の学力検査を受検する者のうち、学

力検査実施上の配慮を希望する者は、中学校長を経由して、第一次募集・分割前期募集の場合は令和８年１月６日（火）、

分割後期募集・全日制第二次募集の場合は令和８年３月５日（木）、定時制第二次募集の場合は令和８年３月１６日（月）

までに、引揚生徒の都立高等学校受検に対する配慮申請書（様式 ）により、東京都教育委員会に申請する。

また、都立高校の学力検査日以前に他校に入学手続を終えた者は、中学校長を経由して、本配慮を辞退する旨の連絡

を都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に速やかに行うこと。中学校に在学していない者は、中学校長を経由す

る必要はない。

本配慮を希望する者は、出願時に自己ＰＲカード（様式 ）を提出する。

・ 学力検査実施上の配慮

検査問題の程度を変えない範囲で、検査方法及び検査時間について適切な配慮を行うとともに面接を行う。

なお、配慮申請後、志願の取りやめ又は変更をするときは、申請者は速やかに中学校長を経由して、都立学校教育

部高等学校教育課入学選抜担当に志願の取りやめ又は変更をする旨を報告する。変更をする場合は、中学校長を経由

して都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に配慮申請書を直ちに提出する。中学校に在学していない者は、中

学校長を経由する必要はない。

第６－５ 一般の学力検査における日本語指導を必要とする生徒等に対する配慮（ルビ付問題）

国籍を問わず、入国後の在日期間が入学日現在原則として６年以内の者で、日本語指導を必要とする生徒等に対する

配慮を希望する者は、中学校長を経由して、日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する学力検査等実施上

の配慮申請書（ルビ付問題）（様式 ）により、出願時に志願する都立高校長へ申請する。

なお、都立高校の学力検査日以前に他校に入学手続を終えた者は、中学校長を経由して、本配慮を辞退する旨の連絡

を申請先の都立高校長に速やかに行うこと。中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

・ 日本語指導を必要とする生徒等に対する配慮

第一次募集・分割前期募集及び分割後期募集・第二次募集における学力検査問題の共通問題について、ひらがな

のルビを振った学力検査問題等での検査を実施する。

なお、本配慮申請後、志願の取りやめ又は変更をするときは、申請者は速やかに中学校長を経由して、申請先の都

立高校長に志願の取りやめ又は変更をする旨を報告する。変更をする場合は、中学校長を経由して申請変更先の都立

高校長に入学願書再提出時に本配慮申請書を提出する。中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はな

い。
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また、申請に要する書類は、以下のとおりとする。

日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する学力検査等実施上の配慮申請書（ルビ付問題）（様式 ）

入国後の在日期間が入学日現在６年以内であることを証明する公的機関発行の書類（中学校に在学していない者

のみ）

なお、在京外国人生徒等対象の選抜における検査問題については、ひらがなのルビを振った問題で実施するため、日

本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する学力検査等実施上の配慮申請書（ルビ付問題）（様式 ）を提出す

る必要はない。

第６－６ 一般の学力検査における日本語指導を必要とする生徒等に対する配慮（ルビ付問題・辞書持込み）

国籍を問わず、入国後の在日期間が入学日現在原則として３年以内の者で、日本語指導を必要とする生徒等に対する

配慮を希望する者は、中学校長を経由して、日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する学力検査実施上の

配慮申請書（ルビ付問題・辞書持込み）（様式 ）により、出願時に志願する都立高校長へ申請する。ただし、入学日

現在入国後３年を超える者のうち、入国日が令和５年１月１日以降の者については、入国後の在日期間が入学日現在３

年以内とみなす。

なお、都立高校の学力検査日以前に他校に入学手続を終えた者は、中学校長を経由して、本配慮を辞退する旨の連絡

を申請先の都立高校長に速やかに行うこと。中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

・ 日本語指導を必要とする生徒等に対する配慮

第一次募集・分割前期募集及び分割後期募集・第二次募集における学力検査問題の共通問題について、ひらがな

のルビを振った学力検査問題での検査の実施に加え、辞書の持込み（電子辞書を除く。）を一部認めるとともに、検

査時間及び検査会場について適切な配慮を行う。持ち込める辞書は、希望する外国語について、日本語に対する当該

外国語の訳が記載されている辞書１冊と、当該外国語に対する日本語の訳が記載されている辞書１冊の合計２冊を原

則とし、辞書に書き込みはできない。辞書の持込みを希望する者は持ち込む辞書を、第一次募集・分割前期募集にあ

っては、令和８年２月９日（月）から２月１３日（金）正午までに、分割後期募集・第二次募集にあっては、令和８

年３月５日（木）から３月９日（月）正午までに、受検する都立高校長に提出する。

なお、本配慮申請後、志願の取りやめ又は変更をするときは、申請者は速やかに中学校長を経由して、申請先の都

立高校長に志願の取りやめ又は変更をする旨を報告する。変更をする場合は、中学校長を経由して申請変更先の都立

高校長に出願時に本配慮申請書を提出する。中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

また、申請に要する書類は、以下のとおりとする。

日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する学力検査実施上の配慮申請書（ルビ付問題・辞書持込み）

（様式 ）

入国後の在日期間が入学日現在３年以内であることを証明する公的機関発行の書類（中学校に在学していない者

のみ）

第６－７ 性同一性障害等の受検者の取扱い

性同一性障害等の理由により、戸籍上の性とは別の性で受検を希望する者があった場合の取扱いは、当該生徒が在学す

る中学校を所管する区市町村教育委員会等と東京都教育委員会が協議し、個別に決定する。

第６－８ 都内公立中学校在籍のスピーキングテスト不受験者に対する措置

都内公立中学校に在籍する者のうち、やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験することができない又は受験

できなかった者は、東京都教育委員会の承認を得ることで、実施要綱第２－１０－１ のとおり取り扱う。本措置を希

望する者は、グローバル人材育成部国際教育企画課国際教育推進担当が発出した「令和７年度中学校英語スピーキング

テスト 実施要項」における『第２－５ 受験上の配慮（２）』に基づいて申請し、交付を受けた都立

高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書を出願書類に添付する。

なお、都内公立中学校に在籍していない者で、スピーキングテストの受験申込を行わなかった場合は、本措置を申請す

る必要はない。スピーキングテストの受験申込を行い、やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験できなかった

場合は、都内公立中学校に在籍する者と同様に、本措置の申請が必要となる。

等を申請する場合は、医療機関からの証明書や中学校長がインフルエンザ等による出席停止を解除していることにつ

いて証明する書類を添付すること。

第６－３ インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する措置

第一次募集の検査日当日に、インフルエンザ等に罹患した者又は学校保健安全法第１９条により中学校長が出席停止

の措置を行った者及び月経随伴症状、痴漢被害等受検者本人の責めによらず、やむを得ない入院等で受検できなかった

者で、第一次募集で出願した都立高校を受検することができなかった者（１教科（面接及び実技検査等を含む。）でも

受検した者は除く。）のうち、希望する者に対して追検査の措置を行う。追検査の措置を希望する者は、中学校長を経

由して、令和８年２月２５日（水）午後５時までに、インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する措置申請書（様式

）により第一次募集において出願した都立高校長に申請する。

中学校長は、状況を把握した後直ちに申請先の都立高校長に電話連絡すること。都内の中学校に在学していない者は、

中学校長を経由する必要はない。

当該都立高校長は、第一次募集の検査日当日に、当該受検者が検査の全て又は一部を受検していないことを確認し、

追検査に応募する資格があると認めた場合には、直ちに都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に電話連絡する。

なお、当該中学校長は、当該生徒が追検査の措置の申請をした後、分割後期募集実施校、全日制第二次募集実施校へ

の受検又は国私立高校への進学等により、追検査に出願しないことが確実になった場合、その旨を速やかに当該都立高

校長へ電話等により連絡し、事情を記載した理由書を提出する。都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由

する必要はない。

当該都立高校長は、当該中学校長から追検査の措置の申請をした生徒が追検査に出願しない旨の連絡を受けた場合に

は、直ちに都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に電話連絡する。

学校において予防すべき感染症の種類と出席停止期間の基準については、別表 を参照する。

第６－４ 一般の学力検査における引揚生徒の受検についての配慮

海外帰国生徒等入学者選抜実施要綱Ⅱ－３（５８ページ）に該当する者で、一般の学力検査を受検する者のうち、学

力検査実施上の配慮を希望する者は、中学校長を経由して、第一次募集・分割前期募集の場合は令和８年１月６日（火）、

分割後期募集・全日制第二次募集の場合は令和８年３月５日（木）、定時制第二次募集の場合は令和８年３月１６日（月）

までに、引揚生徒の都立高等学校受検に対する配慮申請書（様式 ）により、東京都教育委員会に申請する。

また、都立高校の学力検査日以前に他校に入学手続を終えた者は、中学校長を経由して、本配慮を辞退する旨の連絡

を都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に速やかに行うこと。中学校に在学していない者は、中学校長を経由す

る必要はない。

本配慮を希望する者は、出願時に自己ＰＲカード（様式 ）を提出する。

・ 学力検査実施上の配慮

検査問題の程度を変えない範囲で、検査方法及び検査時間について適切な配慮を行うとともに面接を行う。

なお、配慮申請後、志願の取りやめ又は変更をするときは、申請者は速やかに中学校長を経由して、都立学校教育

部高等学校教育課入学選抜担当に志願の取りやめ又は変更をする旨を報告する。変更をする場合は、中学校長を経由

して都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に配慮申請書を直ちに提出する。中学校に在学していない者は、中

学校長を経由する必要はない。

第６－５ 一般の学力検査における日本語指導を必要とする生徒等に対する配慮（ルビ付問題）

国籍を問わず、入国後の在日期間が入学日現在原則として６年以内の者で、日本語指導を必要とする生徒等に対する

配慮を希望する者は、中学校長を経由して、日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する学力検査等実施上

の配慮申請書（ルビ付問題）（様式 ）により、出願時に志願する都立高校長へ申請する。

なお、都立高校の学力検査日以前に他校に入学手続を終えた者は、中学校長を経由して、本配慮を辞退する旨の連絡

を申請先の都立高校長に速やかに行うこと。中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

・ 日本語指導を必要とする生徒等に対する配慮

第一次募集・分割前期募集及び分割後期募集・第二次募集における学力検査問題の共通問題について、ひらがな

のルビを振った学力検査問題等での検査を実施する。

なお、本配慮申請後、志願の取りやめ又は変更をするときは、申請者は速やかに中学校長を経由して、申請先の都

立高校長に志願の取りやめ又は変更をする旨を報告する。変更をする場合は、中学校長を経由して申請変更先の都立

高校長に入学願書再提出時に本配慮申請書を提出する。中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はな

い。
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郵送による出願は受け付けない。ただし、次のアからウまでのいずれかに該当する場合は、入学願書提出期限まで

に簡易書留郵便で到着したものに限り受け付ける。

なお、郵送により出願する場合は、入学願書等提出書類に、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返信時の宛

先として、志願者の住所・氏名等を明記の上、簡易書留郵便による郵送料相当分の切手を貼り付けたもの）を同封す

ること。

ア 定時制へ出願する場合（定時制のうち、新宿山吹高校並びにチャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレン

ジ枠）を除く。）

イ 島しょの中学校を卒業する見込みの者が出願する場合

ウ 島しょの都立高校を志願する者のうち、当該都立高校の所在する島しょ以外に住所を有する者が出願する場合

追検査における入学願書について、都内の中学校長は、在学している生徒が、第一次募集の検査日当日に、インフ

ルエンザ等に罹患したこと又は中学校長が出席停止の措置を行ったこと等及び第一次募集で出願した都立高校を受

検することができなかったことを確認した上で、所定の位置に公印を押す（都内の中学校に在学していない者は、中

学校長の公印の押印は必要ない。）。また、出願の際には、医療機関の証明書、中学校長が出席停止の措置を行った

ことについて証明する書類又は発熱があったことについて中学校長が証明する書類（いずれか１通。様式は任意）を

添付し、入学願書と併せて当該都立高校に提出すること。

＜出願に要する書類等＞

・入学願書（様式 ）（チャレンジスクールについては、別に定める。）

・医療機関の証明書、中学校長が出席停止の措置を行ったことについて証明する書類又は発熱があったことについ

て中学校長が証明する書類（いずれか１通。様式は任意）

※ 第一次募集の出願時に提出した、調査書（様式 又は ）、自己ＰＲカード（様式 ）（面接を実施する学

校）、志願申告書（チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠））等については提出する必要はな

い。

第７－６ 学力検査等の実施

第７－６－１ 検査教科等

学力検査（共通問題）の教科については、国語、数学及び外国語 英語 の３教科とし、各教科の満点は１００点とす

る。また、追検査で使用する検査問題（共通問題）は、分割後期募集・全日制第二次募集で使用する検査問題（共通問

題）と同一のものとする。

なお、チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠）においては、学力検査を実施しない。学力検査以外

の検査の実施内容は、面接、小論文又は作文、実技検査、学校設定検査（各都立高校が実施する、社会・理科の内容を

含む検査）の中から、各都立高校が別に定めた方法により実施する（別表 及び別表 を参照）。

検査教科等のうち、１教科（学力検査以外の検査を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。

ただし、正当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

第７－６－２ 集合時刻及び時間割

学力検査の教科の時間割は、次の表による。

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第２時限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第３時限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

学力検査以外の検査については、各都立高校が適切に定め実施する。

第７－６－３ 検査会場及び検査会場の管理

検査会場

検査会場は、志願先の都立高校長が受検票により指定する。

なお、第二次募集を併せて実施する場合は、第二次募集とは別に追検査の会場を校内に設置して実施する。

検査会場の管理

ア 検査会場の管理責任者は、当該都立高校長とする。

イ 検査会場の監督者等は、当該都立高校の教職員のうちから当該都立高校長が命ずる。

第 ７ インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する追検査

第一次募集において、インフルエンザ等に罹患した者、学校保健安全法第１９条により中学校長が出席停止の措置を

行った者及び月経随伴症状、痴漢被害等受検者本人の責めによらず、やむを得ない入院等で、第一次募集で出願した都

立高校を受検することができなかった者に対して、追検査を実施する。

なお、追検査は、第一次募集を実施する都立高校（全日制課程及び定時制課程（島しょの都立高校を含む。））にお

いて実施する。分割募集を実施する都立高校においては、追検査を実施しない。

第７－１ 日程

第７－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

なお、実施要綱第６－３に定める追検査の措置の申請がなかった都立高校は追検査を実施しない。

第７－３ 応募資格等

実施要綱第３－３を準用する。

なお、追検査においては、第一次募集の検査日当日に罹患者等となった者で、第一次募集で出願した都立高校を受検

することができなかった者のうち、実施要綱第６－３に定める手続により追検査の措置を申請し、当該都立高校長から

承認を得た者とする。

また、第一次募集の検査日当日に受検者本人の責めによらず、やむを得ない入院等により受検することができなかっ

た者で、第三者機関により証明ができる場合は、当該中学校長が都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に協議の

上、当該都立高校長から承認を得ること。

第７－４ 出願方法

志願者は、追検査の措置の申請をした都立高校のうち、第一次募集において第１志望とした科（分野）又は部に限り

出願することができる。追検査に出願した者は、分割後期募集・全日制第二次募集に出願することはできない。また、

追検査に出願した者は、志願変更をすることはできない。

志願者は、追検査の出願期間中に、出願に要する書類等を追検査の措置の申請をした都立高校長に提出し、受検票の交

付を受ける。

なお、同一の都立高校内に普通科とコース、農業科と家庭科、１部から３部までの各部等、複数の学科等がある場合で

あっても、それぞれ別の学科として扱うため、志望の順位を付けることはできない。また、実施要綱第６－３に定める

手続により追検査の措置を申請した者が、分割後期募集・全日制第二次募集を実施する都立高校に出願することも可能で

あるが、分割後期募集・全日制第二次募集に出願した場合、追検査に出願することはできない。

第７－５ 出願手続

中学校長、志願者及び都立高校長が行う手続は、実施要綱第３－５を準用する。ただし、入学願書は、入学願書（様

式 ）を用いる。追検査に出願する際には、入学考査料（全日制２，２００円、定時制９５０円）を所定の納付書に

より、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付ける。

なお、チャレンジスクールの入学願書については、別に定める。

事 項 日 時

出 願 令和８年３月 ５日（木） 午前９時 ～ 午後３時

学 力 検 査 令和８年３月１０日（火） 集合 午前８時３０分

面接及び実技検査等 各都立高校が定める時間

合 格 者 の 発 表
令和８年３月１３日（金） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

正午 （校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月１３日（金） 正午 ～ 午後３時

３月１６日（月） 午前９時 ～ 正午
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郵送による出願は受け付けない。ただし、次のアからウまでのいずれかに該当する場合は、入学願書提出期限まで

に簡易書留郵便で到着したものに限り受け付ける。

なお、郵送により出願する場合は、入学願書等提出書類に、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返信時の宛

先として、志願者の住所・氏名等を明記の上、簡易書留郵便による郵送料相当分の切手を貼り付けたもの）を同封す

ること。

ア 定時制へ出願する場合（定時制のうち、新宿山吹高校並びにチャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレン

ジ枠）を除く。）

イ 島しょの中学校を卒業する見込みの者が出願する場合

ウ 島しょの都立高校を志願する者のうち、当該都立高校の所在する島しょ以外に住所を有する者が出願する場合

追検査における入学願書について、都内の中学校長は、在学している生徒が、第一次募集の検査日当日に、インフ

ルエンザ等に罹患したこと又は中学校長が出席停止の措置を行ったこと等及び第一次募集で出願した都立高校を受

検することができなかったことを確認した上で、所定の位置に公印を押す（都内の中学校に在学していない者は、中

学校長の公印の押印は必要ない。）。また、出願の際には、医療機関の証明書、中学校長が出席停止の措置を行った

ことについて証明する書類又は発熱があったことについて中学校長が証明する書類（いずれか１通。様式は任意）を

添付し、入学願書と併せて当該都立高校に提出すること。

＜出願に要する書類等＞

・入学願書（様式 ）（チャレンジスクールについては、別に定める。）

・医療機関の証明書、中学校長が出席停止の措置を行ったことについて証明する書類又は発熱があったことについ

て中学校長が証明する書類（いずれか１通。様式は任意）

※ 第一次募集の出願時に提出した、調査書（様式 又は ）、自己ＰＲカード（様式 ）（面接を実施する学

校）、志願申告書（チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠））等については提出する必要はな

い。

第７－６ 学力検査等の実施

第７－６－１ 検査教科等

学力検査（共通問題）の教科については、国語、数学及び外国語 英語 の３教科とし、各教科の満点は１００点とす

る。また、追検査で使用する検査問題（共通問題）は、分割後期募集・全日制第二次募集で使用する検査問題（共通問

題）と同一のものとする。

なお、チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠）においては、学力検査を実施しない。学力検査以外

の検査の実施内容は、面接、小論文又は作文、実技検査、学校設定検査（各都立高校が実施する、社会・理科の内容を

含む検査）の中から、各都立高校が別に定めた方法により実施する（別表 及び別表 を参照）。

検査教科等のうち、１教科（学力検査以外の検査を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。

ただし、正当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

第７－６－２ 集合時刻及び時間割

学力検査の教科の時間割は、次の表による。

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第２時限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第３時限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

学力検査以外の検査については、各都立高校が適切に定め実施する。

第７－６－３ 検査会場及び検査会場の管理

検査会場

検査会場は、志願先の都立高校長が受検票により指定する。

なお、第二次募集を併せて実施する場合は、第二次募集とは別に追検査の会場を校内に設置して実施する。

検査会場の管理

ア 検査会場の管理責任者は、当該都立高校長とする。

イ 検査会場の監督者等は、当該都立高校の教職員のうちから当該都立高校長が命ずる。

第 ７ インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する追検査

第一次募集において、インフルエンザ等に罹患した者、学校保健安全法第１９条により中学校長が出席停止の措置を

行った者及び月経随伴症状、痴漢被害等受検者本人の責めによらず、やむを得ない入院等で、第一次募集で出願した都

立高校を受検することができなかった者に対して、追検査を実施する。

なお、追検査は、第一次募集を実施する都立高校（全日制課程及び定時制課程（島しょの都立高校を含む。））にお

いて実施する。分割募集を実施する都立高校においては、追検査を実施しない。

第７－１ 日程

第７－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

なお、実施要綱第６－３に定める追検査の措置の申請がなかった都立高校は追検査を実施しない。

第７－３ 応募資格等

実施要綱第３－３を準用する。

なお、追検査においては、第一次募集の検査日当日に罹患者等となった者で、第一次募集で出願した都立高校を受検

することができなかった者のうち、実施要綱第６－３に定める手続により追検査の措置を申請し、当該都立高校長から

承認を得た者とする。

また、第一次募集の検査日当日に受検者本人の責めによらず、やむを得ない入院等により受検することができなかっ

た者で、第三者機関により証明ができる場合は、当該中学校長が都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に協議の

上、当該都立高校長から承認を得ること。

第７－４ 出願方法

志願者は、追検査の措置の申請をした都立高校のうち、第一次募集において第１志望とした科（分野）又は部に限り

出願することができる。追検査に出願した者は、分割後期募集・全日制第二次募集に出願することはできない。また、

追検査に出願した者は、志願変更をすることはできない。

志願者は、追検査の出願期間中に、出願に要する書類等を追検査の措置の申請をした都立高校長に提出し、受検票の交

付を受ける。

なお、同一の都立高校内に普通科とコース、農業科と家庭科、１部から３部までの各部等、複数の学科等がある場合で

あっても、それぞれ別の学科として扱うため、志望の順位を付けることはできない。また、実施要綱第６－３に定める

手続により追検査の措置を申請した者が、分割後期募集・全日制第二次募集を実施する都立高校に出願することも可能で

あるが、分割後期募集・全日制第二次募集に出願した場合、追検査に出願することはできない。

第７－５ 出願手続

中学校長、志願者及び都立高校長が行う手続は、実施要綱第３－５を準用する。ただし、入学願書は、入学願書（様

式 ）を用いる。追検査に出願する際には、入学考査料（全日制２，２００円、定時制９５０円）を所定の納付書に

より、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付ける。

なお、チャレンジスクールの入学願書については、別に定める。

事 項 日 時

出 願 令和８年３月 ５日（木） 午前９時 ～ 午後３時

学 力 検 査 令和８年３月１０日（火） 集合 午前８時３０分

面接及び実技検査等 各都立高校が定める時間

合 格 者 の 発 表
令和８年３月１３日（金） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

正午 （校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月１３日（金） 正午 ～ 午後３時

３月１６日（月） 午前９時 ～ 正午
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第７－８－３ 合格候補者数の決定

当該都立高校は、実施要綱第７－２で定めた募集人員のとおり各課程及び学科（分野）ごとに合格候補者数を決定す

る。

なお、当該都立高校のうち、第一次募集における受検人員が募集人員に満たない都立高校については、これによらず、

追検査の措置を行うことになった人員と第一次募集における未充足人員のうち人数の少ない方の人員を合格候補者と

する。

第７－８－４ 合格候補者の決定

追検査を受検した者のうち、各都立高校が定めた基準に達していると認められた者の中から、実施要綱第７－８－３

で定めた合格候補者数に相当する人員を、その都立高校の合格候補者とする。

第７－８－５ 合格者の決定

実施要綱第２－１０－６を準用する。

第７－９ 合格者の発表及び入学手続

実施要綱第３－１１及び第３－１２を準用する。

第７－１０ 本人得点の開示及び答案の開示

実施要綱第５－１から第５－３までを準用する。

第７－１１ その他

応募資格に違反し、又は調査書及び必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認

められる者は、入学を取り消すものとする。

追検査においては、実施要綱第２－５－２に定める定時制成人受検者特別措置を適用しない。

追検査においては、実施要綱第２－７－４に定める現地受検及び島外受検を実施しない。

第 ８ その他

１ 施行規則第９５条第５号に規定する学力認定は、実施要綱に定める学力検査の成績により行う。 
２ 応募資格に違反し、又は調査書及び必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認め

られる者は、入学を取り消すものとする。 
３ 入学手続者の選択科目申請等に係る「入学関係書類提出日」については、都立高校における新入生受入準備や中学校

の教育課程に支障のないように、東京都公立高等学校長協会が東京都中学校長会及び東京都立学校経営企画室長会と協

議の上、定めた期日以降とする。 
４４ 入入学学手手続続者者をを招招集集すするる必必要要ががああるる都都立立高高校校はは、、令令和和８８年年３３月月２２３３日日（（月月））以以降降にに招招集集をを行行うう。。

５ 検査時間中に監督の指示に従わないことや情報通信機器を検査時間中に使用することなどの行為が確認された場合、

不正行為とみなし、厳正に対応する。

６ その他、都立高校の入学者選抜において新たな対応を行うこととなった場合、このことに関し必要な事項は、別に定

める。

ウ 当該都立高校長は、検査終了後直ちに答案等を包装し、封印して、採点時まで保管する。

第７－７ 採点

実施要綱第２－９を準用する。

第７－８ 選考

第７－８－１ 選考

選考は、別表 （２４３ページ）に基づき、調査書、学力検査（面接、小論文又は作文、実技検査及び学校設定検

査を実施する都立高校にあってはそれらを含む。）を総合した成績（総合成績）により行う。なお、スピーキングテ

ストの結果は活用しない。

各都立高校は、選考に当たり次の項目を適切に定める。内容については、別表 （２４３ページから２５９ページま

で）のとおりとする。

ア 面接点の満点

イ 小論文点又は作文点の満点

ウ 実技検査点の満点

エ 学校設定検査点の満点

学力検査の得点（学力検査を実施した教科の得点の合計。ただし、傾斜配点を行う教科については、傾斜配点を行

った得点とする。）及び学校設定検査点と調査書点の比率については、次のとおりとし、当該都立高校が第一次募集

で実施した比率とする。

ア 全日制は、原則として７：３とする。ただし、芸術及び体育に関する学科は６：４とする。また、深沢高校は、

受検者ごとに７：３と１０：０それぞれの比率に基づき学力検査の得点と調査書点の合計を算出した上で、いずれ

か高い方を当該受検者の選考に用いる。

イ 定時制は、７：３又は６：４のどちらかとする。

なお、学力検査の得点及び学校設定検査点と、調査書点の合計は、１０００点を満点とする。

面接、小論文又は作文、実技検査及び学校設定検査の結果については、各都立高校が適切に基準を定め、それぞれ

点数化する。

調査書中の各教科の学習の記録を点数化する際は、受検者から提出された調査書の各教科の評定数値を当該受検者

の在学する中学校から提出された成績一覧表において確認した後、別表 においてあらかじめ各都立高校が定めた方

法により調査書点を算出する。ただし、在学する中学校から成績一覧表が提出されていない受検者、成績一覧表の除

外人員となっている受検者及び評定を行うことができずに評定が斜線 （スラッシュ）となっている教科のある受

検者については、学力検査の得点等の参考にできる資料を活用して当該都立高校が調査書点を求める。

チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠）については、志願申告書、面接及び作文を総合した審査

結果、入学願書による志望及び都立高校長が必要とする資料により行う。

第７－８－２ 選考委員会

実施要綱第２－１０－４を準用する。

（例） ３教科、傾斜配点を行わず、学力検査の得点及び学校設定検査点と調査書点の比率が７：３、学校設定検査

点の満点が１００点、面接点の満点が２００点、作文点の満点が１００点及び実技検査点の満点が２００点

の学校の場合

３００点（１００点×３教科） １００点

４００点

７００点（換算後） ＋ ３００点（換算後）

１０００点（総合得点） ＋ ２００点 ＋ １００点 ＋ ２００点

１５００点（総合成績）

学力検査の得点 ７：３ 調査書点 面接点

作文点

作文点

作文点

実技検査点学校設定検査点
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第７－８－３ 合格候補者数の決定

当該都立高校は、実施要綱第７－２で定めた募集人員のとおり各課程及び学科（分野）ごとに合格候補者数を決定す

る。

なお、当該都立高校のうち、第一次募集における受検人員が募集人員に満たない都立高校については、これによらず、

追検査の措置を行うことになった人員と第一次募集における未充足人員のうち人数の少ない方の人員を合格候補者と

する。

第７－８－４ 合格候補者の決定

追検査を受検した者のうち、各都立高校が定めた基準に達していると認められた者の中から、実施要綱第７－８－３

で定めた合格候補者数に相当する人員を、その都立高校の合格候補者とする。

第７－８－５ 合格者の決定

実施要綱第２－１０－６を準用する。

第７－９ 合格者の発表及び入学手続

実施要綱第３－１１及び第３－１２を準用する。

第７－１０ 本人得点の開示及び答案の開示

実施要綱第５－１から第５－３までを準用する。

第７－１１ その他

応募資格に違反し、又は調査書及び必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認

められる者は、入学を取り消すものとする。

追検査においては、実施要綱第２－５－２に定める定時制成人受検者特別措置を適用しない。

追検査においては、実施要綱第２－７－４に定める現地受検及び島外受検を実施しない。

第 ８ その他

１ 施行規則第９５条第５号に規定する学力認定は、実施要綱に定める学力検査の成績により行う。 
２ 応募資格に違反し、又は調査書及び必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認め

られる者は、入学を取り消すものとする。 
３ 入学手続者の選択科目申請等に係る「入学関係書類提出日」については、都立高校における新入生受入準備や中学校

の教育課程に支障のないように、東京都公立高等学校長協会が東京都中学校長会及び東京都立学校経営企画室長会と協

議の上、定めた期日以降とする。 
４４ 入入学学手手続続者者をを招招集集すするる必必要要ががああるる都都立立高高校校はは、、令令和和８８年年３３月月２２３３日日（（月月））以以降降にに招招集集をを行行うう。。

５ 検査時間中に監督の指示に従わないことや情報通信機器を検査時間中に使用することなどの行為が確認された場合、

不正行為とみなし、厳正に対応する。

６ その他、都立高校の入学者選抜において新たな対応を行うこととなった場合、このことに関し必要な事項は、別に定

める。

ウ 当該都立高校長は、検査終了後直ちに答案等を包装し、封印して、採点時まで保管する。

第７－７ 採点

実施要綱第２－９を準用する。

第７－８ 選考

第７－８－１ 選考

選考は、別表 （２４３ページ）に基づき、調査書、学力検査（面接、小論文又は作文、実技検査及び学校設定検

査を実施する都立高校にあってはそれらを含む。）を総合した成績（総合成績）により行う。なお、スピーキングテ

ストの結果は活用しない。

各都立高校は、選考に当たり次の項目を適切に定める。内容については、別表 （２４３ページから２５９ページま

で）のとおりとする。

ア 面接点の満点

イ 小論文点又は作文点の満点

ウ 実技検査点の満点

エ 学校設定検査点の満点

学力検査の得点（学力検査を実施した教科の得点の合計。ただし、傾斜配点を行う教科については、傾斜配点を行

った得点とする。）及び学校設定検査点と調査書点の比率については、次のとおりとし、当該都立高校が第一次募集

で実施した比率とする。

ア 全日制は、原則として７：３とする。ただし、芸術及び体育に関する学科は６：４とする。また、深沢高校は、

受検者ごとに７：３と１０：０それぞれの比率に基づき学力検査の得点と調査書点の合計を算出した上で、いずれ

か高い方を当該受検者の選考に用いる。

イ 定時制は、７：３又は６：４のどちらかとする。

なお、学力検査の得点及び学校設定検査点と、調査書点の合計は、１０００点を満点とする。

面接、小論文又は作文、実技検査及び学校設定検査の結果については、各都立高校が適切に基準を定め、それぞれ

点数化する。

調査書中の各教科の学習の記録を点数化する際は、受検者から提出された調査書の各教科の評定数値を当該受検者

の在学する中学校から提出された成績一覧表において確認した後、別表 においてあらかじめ各都立高校が定めた方

法により調査書点を算出する。ただし、在学する中学校から成績一覧表が提出されていない受検者、成績一覧表の除

外人員となっている受検者及び評定を行うことができずに評定が斜線 （スラッシュ）となっている教科のある受

検者については、学力検査の得点等の参考にできる資料を活用して当該都立高校が調査書点を求める。

チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠）については、志願申告書、面接及び作文を総合した審査

結果、入学願書による志望及び都立高校長が必要とする資料により行う。

第７－８－２ 選考委員会

実施要綱第２－１０－４を準用する。

（例） ３教科、傾斜配点を行わず、学力検査の得点及び学校設定検査点と調査書点の比率が７：３、学校設定検査

点の満点が１００点、面接点の満点が２００点、作文点の満点が１００点及び実技検査点の満点が２００点

の学校の場合

３００点（１００点×３教科） １００点

４００点

７００点（換算後） ＋ ３００点（換算後）

１０００点（総合得点） ＋ ２００点 ＋ １００点 ＋ ２００点

１５００点（総合成績）

学力検査の得点 ７：３ 調査書点 面接点

作文点

作文点

作文点

実技検査点学校設定検査点
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なお、入学日に、入学を予定している都立高校の校長に住民票記載事項証明書（様式応３（申請した都内の住所に

本人及び保護者が転居したことを確認できるもの））を提出すること。

第９－６ 学力検査等の実施

第９－６－１ 検査教科等

学力検査の教科については、国語、数学及び外国語（英語）の３教科とする。また、面接を実施する。

なお、エンカレッジスクールとして指定された都立高校においては、学力検査を実施しないこととし、実施する検査

の内容は、各都立高校が定める。

検査教科等のうち、１教科（面接等を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正

当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

第９－６－２ 集合時刻及び時間割

原則として、以下のとおりとする。ただし、エンカレッジスクールとして指定された都立高校の時間割は、各都立高

校が定める。

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第２時限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第３時限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第４時限 午後 １時００分 ～ 面 接

第９－６－３ 検査会場

志願先の都立高校長が受検票により指定する。

第９－６－４ 問題作成

実施要綱第２－８ アからウまでに基づき、各都立高校が作成する。

第９－７ 選考

入学願書等の提出書類、学力検査等の結果を総合した成績（総合成績）により、当該都立高校長が合格者を決定する。

第９－８ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

 発表場所

入学願書提出校

 発表方法

受検番号順に、受検番号により掲示する。

 合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

 入学手続（入学確約書の提出）

合格者は、入学手続期間内に入学確約書（様式 ）を提出し、所定の納付書により納付期間内（合格発表日の翌日

から起算して５日以内。ただし、５日目が土・日・祝日に当たる場合は金融機関等の翌営業日）に入学料５，６５０

円を納付書裏面に記載の納付場所で納付しなければならない。

入学手続期間内に入学確約書を提出しない者は、合格を放棄したものとみなす。

なお、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効とする。

都立高校が必要とするその他の書類は、入学確約書を提出したときに各都立高校が交付する。その他の書類は、当

該都立高校長が定める期間内に提出する。

第９－９ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示

実施要綱第５－１及び第５－２を準用する。ただし、第５－１－２ 及び第５－２－２ でいう交付の開始時期は、

合格者の入学手続締切日の翌日とする。

第９－１０ その他

応募資格に違反し、又は入学願書等の必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認

められる者は、入学を取り消すものとする。

第 ９ 保護者の転勤等に伴う４月入学者募集

保護者の転勤等に伴い都内に転入する生徒（新１年生）を対象に、都立高校全日制課程における入学者選抜を実施する。

第９－１ ４月募集日程

出 願 学力検査等 合格者の発表 入学手続

前期

日程

令和８年４月１日（水）

午前９時～午後３時
令和８年４月２日（木）

令和８年４月２日（木）

各高校で定める時刻

合格発表後から

令和８年４月３日（金）

正午まで

後期

日程

令和８年４月３日（金）

午前９時～午後３時
令和８年４月６日（月）

令和８年４月６日（月）

各高校で定める時刻

合格発表後から

令和８年４月７日（火）

正午まで

（注）４月募集を行う都立高校の募集人員は、令和７年１０月頃に発表する予定である。

第９－２ 対象校及び募集人員

募集を行う都立高校は、第９－１の前期日程対象校（４４ページ）及び後期日程対象校（４５ページ）のとおりと

し、「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第９－３ 応募資格

保護者の転勤等に伴い、保護者とともに入学日までに都内に転入することが確実な者で、令和８年度の道府県等の国

公私立高等学校全日制課程の入学者選抜に合格している者及び中等教育学校後期課程に進級見込みの者とする。ただし、

保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、父又は母のど

ちらか一方（転勤等に伴い都内に転入する保護者）と同居すればよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

なお、既に実施された令和８年度東京都立高等学校入学者選抜に応募した者の出願は認めない。

第９－４ 出願方法

志願者は、原則として道府県等の高校の合格した学科及び進級見込みの中等教育学校後期課程の学科と同一の学科

に出願する。

１校１コース又は１科（１分野）を指定して出願するが、志望する同一の都立高校内にある同一学科に２科（２分野）

以上あり、募集がある場合は、他の全ての科（分野）に志望の順位を付けて出願することができる。

なお、前期日程の都立高校における合格者は、後期日程の都立高校に出願することはできない。

第９－５ 出願手続

 提出先

志願する都立高校

出願に要する書類等

ア 入学願書（所定の様式（４月募集用））

イ 入学考査料 全日制２，２００円

志願する都立高校の窓口において、現金で納付する。

ウ 転居に関する申立書（様式応４）

エ 前記第９－３ただし書に該当する場合は、理由書（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居で

きない理由を証明する書類

オ 転居を証明する書類

ｱ 新たに都内に住居を持つ場合

契約書の写し 売買、賃貸 、転居証明書 社宅等 、当選通知書の写し 公共住宅 、確認済証 建築物 の写し

なお、写しを提出する場合は原本を持参し、確認後返却を受けること。

ｲ 既に都内に在住している親族等と同居する場合

親族等の住民票記載事項証明書（様式応３（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの））及び

同居同意書（様式任意）

カ 調査書（道府県等の入学者選抜に用いたもの）

キ 道府県等の国公私立高等学校全日制課程の合格通知書 中等教育学校の場合は「後期課程進級見込み証明書」等 の写し

なお、原本を持参し、確認後に返却を受けること。

ク 保護者の転勤等を証明する書類
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なお、入学日に、入学を予定している都立高校の校長に住民票記載事項証明書（様式応３（申請した都内の住所に

本人及び保護者が転居したことを確認できるもの））を提出すること。

第９－６ 学力検査等の実施

第９－６－１ 検査教科等

学力検査の教科については、国語、数学及び外国語（英語）の３教科とする。また、面接を実施する。

なお、エンカレッジスクールとして指定された都立高校においては、学力検査を実施しないこととし、実施する検査

の内容は、各都立高校が定める。

検査教科等のうち、１教科（面接等を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正

当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

第９－６－２ 集合時刻及び時間割

原則として、以下のとおりとする。ただし、エンカレッジスクールとして指定された都立高校の時間割は、各都立高

校が定める。

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第２時限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第３時限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第４時限 午後 １時００分 ～ 面 接

第９－６－３ 検査会場

志願先の都立高校長が受検票により指定する。

第９－６－４ 問題作成

実施要綱第２－８ アからウまでに基づき、各都立高校が作成する。

第９－７ 選考

入学願書等の提出書類、学力検査等の結果を総合した成績（総合成績）により、当該都立高校長が合格者を決定する。

第９－８ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

 発表場所

入学願書提出校

 発表方法

受検番号順に、受検番号により掲示する。

 合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

 入学手続（入学確約書の提出）

合格者は、入学手続期間内に入学確約書（様式 ）を提出し、所定の納付書により納付期間内（合格発表日の翌日

から起算して５日以内。ただし、５日目が土・日・祝日に当たる場合は金融機関等の翌営業日）に入学料５，６５０

円を納付書裏面に記載の納付場所で納付しなければならない。

入学手続期間内に入学確約書を提出しない者は、合格を放棄したものとみなす。

なお、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効とする。

都立高校が必要とするその他の書類は、入学確約書を提出したときに各都立高校が交付する。その他の書類は、当

該都立高校長が定める期間内に提出する。

第９－９ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示

実施要綱第５－１及び第５－２を準用する。ただし、第５－１－２ 及び第５－２－２ でいう交付の開始時期は、

合格者の入学手続締切日の翌日とする。

第９－１０ その他

応募資格に違反し、又は入学願書等の必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認

められる者は、入学を取り消すものとする。

第 ９ 保護者の転勤等に伴う４月入学者募集

保護者の転勤等に伴い都内に転入する生徒（新１年生）を対象に、都立高校全日制課程における入学者選抜を実施する。

第９－１ ４月募集日程

出 願 学力検査等 合格者の発表 入学手続

前期

日程

令和８年４月１日（水）

午前９時～午後３時
令和８年４月２日（木）

令和８年４月２日（木）

各高校で定める時刻

合格発表後から

令和８年４月３日（金）

正午まで

後期

日程

令和８年４月３日（金）

午前９時～午後３時
令和８年４月６日（月）

令和８年４月６日（月）

各高校で定める時刻

合格発表後から

令和８年４月７日（火）

正午まで

（注）４月募集を行う都立高校の募集人員は、令和７年１０月頃に発表する予定である。

第９－２ 対象校及び募集人員

募集を行う都立高校は、第９－１の前期日程対象校（４４ページ）及び後期日程対象校（４５ページ）のとおりと

し、「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第９－３ 応募資格

保護者の転勤等に伴い、保護者とともに入学日までに都内に転入することが確実な者で、令和８年度の道府県等の国

公私立高等学校全日制課程の入学者選抜に合格している者及び中等教育学校後期課程に進級見込みの者とする。ただし、

保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、父又は母のど

ちらか一方（転勤等に伴い都内に転入する保護者）と同居すればよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

なお、既に実施された令和８年度東京都立高等学校入学者選抜に応募した者の出願は認めない。

第９－４ 出願方法

志願者は、原則として道府県等の高校の合格した学科及び進級見込みの中等教育学校後期課程の学科と同一の学科

に出願する。

１校１コース又は１科（１分野）を指定して出願するが、志望する同一の都立高校内にある同一学科に２科（２分野）

以上あり、募集がある場合は、他の全ての科（分野）に志望の順位を付けて出願することができる。

なお、前期日程の都立高校における合格者は、後期日程の都立高校に出願することはできない。

第９－５ 出願手続

 提出先

志願する都立高校

出願に要する書類等

ア 入学願書（所定の様式（４月募集用））

イ 入学考査料 全日制２，２００円

志願する都立高校の窓口において、現金で納付する。

ウ 転居に関する申立書（様式応４）

エ 前記第９－３ただし書に該当する場合は、理由書（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居で

きない理由を証明する書類

オ 転居を証明する書類

ｱ 新たに都内に住居を持つ場合

契約書の写し 売買、賃貸 、転居証明書 社宅等 、当選通知書の写し 公共住宅 、確認済証 建築物 の写し

なお、写しを提出する場合は原本を持参し、確認後返却を受けること。

ｲ 既に都内に在住している親族等と同居する場合

親族等の住民票記載事項証明書（様式応３（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの））及び

同居同意書（様式任意）

カ 調査書（道府県等の入学者選抜に用いたもの）

キ 道府県等の国公私立高等学校全日制課程の合格通知書 中等教育学校の場合は「後期課程進級見込み証明書」等 の写し

なお、原本を持参し、確認後に返却を受けること。

ク 保護者の転勤等を証明する書類
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１　普通科の高校 【単位制】

学　　校　　名 学　　校　　名

日比谷高校 新宿高校

三田高校 忍岡高校

向丘高校 深沢高校、芦花高校

本所高校 飛鳥高校

城東高校、東高校 上水高校

八潮高校

駒場高校 ２　専門学科の高校

田園調布高校、雪谷高校 学科 所 在 地 学　　校　　名

千歳丘高校、松原高校 世 田 谷 区 園芸高校

青山高校 杉 並 区 農芸高校

武蔵丘高校 府 中 市 農業高校

豊多摩高校 台 東 区 蔵前工科高校

豊島高校 江 東 区 墨田工科高校

竹台高校 世 田 谷 区 総合工科高校

板橋高校、高島高校 中 野 区 中野工科高校

井草高校、練馬高校 板 橋 区 北豊島工科高校

青井高校、足立西高校、江北高校 練 馬 区 練馬工科高校

葛飾野高校 福 生 市 多摩工科高校

小岩高校、小松川高校 西 東 京 市 田無工科高校

片倉高校、松が谷高校
科学
技術 江 東 区 科学技術高校

立川高校 港 区 芝商業高校

府中高校、府中西高校 江 東 区 第三商業高校

拝島高校 練 馬 区 第四商業高校

神代高校、調布南高校 国 立 市 第五商業高校

成瀬高校、山崎高校 ※ 大 田 区 大田桜台高校

小金井北高校 台 東 区 忍岡高校(単位制)

小平南高校 府 中 市 農業高校

日野台高校 福祉 町 田 市 野津田高校

東村山高校 産業 八 王 子 市 八王子桑志高校

東大和南高校 ※　ビジネスコミュニケーション科

久留米西高校

保谷高校 ３　総合学科の高校

学　　校　　名

晴海総合高校

世田谷総合高校

杉並総合高校

町田総合高校

東久留米総合高校

千 代 田 区

港 区

文 京 区

中 野 区

墨 田 区

大 田 区

※　前期日程及び後期日程の学校は、令和８年度の募集人員が発表される令和７年１０月頃に、変更となる場合がある。

所 在 地

世 田 谷 区

西 東 京 市

杉 並 区

品 川 区

立 川 市

渋 谷 区

小 金 井 市

目 黒 区

所 在 地

町 田 市

江 東 区

八 王 子 市

江 戸 川 区

世 田 谷 区

新 宿 区

昭 島 市

府 中 市

調 布 市

中 央 区

武 蔵 村 山 市

小 平 市

日 野 市

東 村 山 市

東 大 和 市

練 馬 区

板 橋 区

豊 島 区

台 東 区

工

業

農

業

商

業

家

庭

荒 川 区

町 田 市

葛 飾 区

足 立 区

所 在 地

東 久 留 米 市

世 田 谷 区

北 区

杉 並 区

東 久 留 米 市

前期日程
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１　普通科の高校 【単位制】

学　　校　　名 学　　校　　名

戸山高校 墨田川高校

竹早高校 美原高校

上野高校 板橋有徳高校

日本橋高校 大泉桜高校

深川高校 翔陽高校

大崎高校、小山台高校 国分寺高校

目黒高校

大森高校、蒲田高校 ２　専門学科の高校

桜町高校 学科 所 在 地 学　　校　　名

広尾高校 葛 飾 区 農産高校

鷺宮高校 西多摩郡 瑞穂農芸高校

杉並高校、西高校 文 京 区 工芸高校

文京高校 大 田 区 六郷工科高校(単位制)

大山高校、北園高校 杉 並 区 杉並工科高校

石神井高校、光丘高校 荒 川 区 荒川工科高校

足立高校、淵江高校 足 立 区 足立工科高校

南葛飾高校 江戸川区 葛西工科高校

江戸川高校、紅葉川高校 府 中 市 府中工科高校

八王子東高校、富士森高校 町 田 市 町田工科高校

武蔵野北高校
科学
技術 小金井市 多摩科学技術高校

多摩高校 江 東 区 江東商業高校

府中東高校 渋 谷 区 第一商業高校

昭和高校 葛 飾 区 葛飾商業高校

調布北高校 ※ 豊 島 区 千早高校

小川高校、町田高校 北 区 赤羽北桜高校

小平高校 西多摩郡 瑞穂農芸高校

日野高校、南平高校 福祉 北 区 赤羽北桜高校

東村山西高校 産業 墨 田 区 橘高校

国立高校 ※　ビジネスコミュニケーション科

福生高校

狛江高校 ３　総合学科の高校

東大和高校 学　　校　　名

清瀬高校 つばさ総合高校

武蔵村山高校 王子総合高校

羽村高校 葛飾総合高校

田無高校 青梅総合高校

若葉総合高校稲 城 市

農
業

葛 飾 区

八 王 子 市

小 平 市

中 野 区

杉 並 区

大 田 区

青 梅 市

江 東 区

家庭

墨 田 区

東 大 和 市

清 瀬 市

昭 島 市

調 布 市

国 立 市

福 生 市

八 王 子 市

武 蔵 野 市

板 橋 区

大 田 区

所 在 地

羽 村 市

足 立 区

工

業

練 馬 区

商

業

江 戸 川 区

豊 島 区

西 東 京 市

府 中 市

町 田 市

狛 江 市

日 野 市

東 村 山 市

武 蔵 村 山 市

青 梅 市

葛 飾 区

北 区

世 田 谷 区

所 在 地

渋 谷 区

品 川 区

目 黒 区

練 馬 区

新 宿 区

国 分 寺 市

所 在 地

板 橋 区

墨 田 区

大 田 区文 京 区

台 東 区

後期日程

１　普通科の高校 【単位制】

学　　校　　名 学　　校　　名

日比谷高校 新宿高校

三田高校 忍岡高校

向丘高校 深沢高校、芦花高校

本所高校 飛鳥高校

城東高校、東高校 上水高校

八潮高校

駒場高校 ２　専門学科の高校

田園調布高校、雪谷高校 学科 所 在 地 学　　校　　名

千歳丘高校、松原高校 世 田 谷 区 園芸高校

青山高校 杉 並 区 農芸高校

武蔵丘高校 府 中 市 農業高校

豊多摩高校 台 東 区 蔵前工科高校

豊島高校 江 東 区 墨田工科高校

竹台高校 世 田 谷 区 総合工科高校

板橋高校、高島高校 中 野 区 中野工科高校

井草高校、練馬高校 板 橋 区 北豊島工科高校

青井高校、足立西高校、江北高校 練 馬 区 練馬工科高校

葛飾野高校 福 生 市 多摩工科高校

小岩高校、小松川高校 西 東 京 市 田無工科高校

片倉高校、松が谷高校
科学
技術 江 東 区 科学技術高校

立川高校 港 区 芝商業高校

府中高校、府中西高校 江 東 区 第三商業高校

拝島高校 練 馬 区 第四商業高校

神代高校、調布南高校 国 立 市 第五商業高校

成瀬高校、山崎高校 ※ 大 田 区 大田桜台高校

小金井北高校 台 東 区 忍岡高校(単位制)

小平南高校 府 中 市 農業高校

日野台高校 福祉 町 田 市 野津田高校

東村山高校 産業 八 王 子 市 八王子桑志高校

東大和南高校 ※　ビジネスコミュニケーション科

久留米西高校

保谷高校 ３　総合学科の高校

学　　校　　名

晴海総合高校

世田谷総合高校

杉並総合高校

町田総合高校

東久留米総合高校

千 代 田 区

港 区

文 京 区

中 野 区

墨 田 区

大 田 区

※　前期日程及び後期日程の学校は、令和８年度の募集人員が発表される令和７年１０月頃に、変更となる場合がある。

所 在 地

世 田 谷 区

西 東 京 市

杉 並 区

品 川 区

立 川 市

渋 谷 区

小 金 井 市

目 黒 区

所 在 地

町 田 市

江 東 区

八 王 子 市

江 戸 川 区

世 田 谷 区

新 宿 区

昭 島 市

府 中 市

調 布 市

中 央 区

武 蔵 村 山 市

小 平 市

日 野 市

東 村 山 市

東 大 和 市

練 馬 区

板 橋 区

豊 島 区

台 東 区

工

業

農

業

商

業

家

庭

荒 川 区

町 田 市

葛 飾 区

足 立 区

所 在 地

東 久 留 米 市

世 田 谷 区

北 区

杉 並 区

東 久 留 米 市

前期日程
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ｳ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号。以下「施行規則」という。）第９５条各号のい

ずれかに該当する者

ｴ 令和８年３月３１日までに、施行規則第９５条第１号に規定する外国において学校教育における９年

の課程（以下「現地校」という。）を修了する見込みの者

ｵ 令和８年３月３１日までに、施行規則第９５条第２号に規定する文部科学大臣が中学校の課程と同等

の課程を有するものとして認定した在外教育施設（以下「日本人学校」という。）の当該課程を修了す

る見込みの者

イ 東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下「都立高校の実施要綱」という。）第２－３－１の②欄中

のいずれかに該当する者

また、前記ア ｴ 若しくは ｵ に該当する者又は現地校若しくは日本人学校を卒業した者で海外に在住し

ている者について、特別の事情により保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母

のどちらかがいない場合は父又は母のどちらか一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。

以下、本実施要綱において同じ。）が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる都内在

住の身元引受人がいて、かつ、保護者 保護者が父母である場合は、父又は母のどちらか一方でよい。）が

志願者の入学後１年以内に帰国し、都内に志願者と同居することが確実であること。

外国人生徒募集

外国籍を有し、次のア及びイに該当する者

ア 高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、

次の ｱ から ｳ までのいずれかに該当する者

ｱ 令和８年３月３１日までに、現地校を修了する見込みの者又は修了した者

ｲ 令和８年３月３１日までに、日本国内において外国人学校の教育により日本の９年の義務教育相当の

課程を修了する見込みの者又は修了した者

ｳ 令和８年３月３１日までに、中学校を卒業する見込みの者又は卒業した者

イ 都立高校の実施要綱第２－３－１の②欄中のいずれかに該当する者

第１－４ 出願手続

第１－４－１ 中学校の校長及び日本人学校の校長の手続

都立高校の実施要綱第２－５－１を準用する。

第１－４－２ 志願者の手続

出願に要する書類等

ア 日本人生徒募集

ｱ  入学願書（学校所定の様式）

（インターネット出願では、志願者情報等をインターネット上の出願サイト（以下「出願サイト」と

いう。）に入力する。）

ｲ 調査書（様式 ）

令和３年度から令和６年度までに中学校を卒業した者については、調査書（様式 ）を用いる。

なお、現地校を修了する見込みの者及び修了した者は、最終学校の成績証明書又はこれに代わるもの

（現地校を修了したことが分かる卒業証明書等）を提出する。

ｳ 入学考査料 全日制２，２００円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、納

付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所

定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

ｴ その他当該都立高校の校長（以下「都立高校長」という。）が必要とする書類

イ 外国人生徒募集

ｱ  入学願書（学校所定の様式）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

ｲ 最終学校の成績証明書又はこれに代わるもの（外国において学校教育における９年の課程を修了した

ことが分かる卒業証明書等）

なお、中学校に在学している者又は卒業した者は、調査書を提出する。

東京都立国際高等学校国際バカロレアコース
入学者選抜実施要綱

令和８年度の東京都立国際高等学校国際学科のうち、国際バカロレアコース（以下「ＩＢコース」という。）

の入学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則（平成５年東京都教育委員会規則第１号）

に基づき、この東京都立国際高等学校国際バカロレアコース入学者選抜実施要綱（以下「本実施要綱」という。）

の定めるところにより実施する。

第 １ ４月入学生徒の選抜

第１－１ ４月入学生徒の選抜日程

第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第１－３ 応募資格

ＩＢコースの４月入学生徒の選抜に志願することのできる者は、平成２３年４月１日以前に出生した者で、

次の 又は に該当し、ＩＢコースを第１志望とする者とする。ただし、都立高等学校（以下「都立高校」

という。）の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わる選抜及び在京外国人生徒等対象の選抜（竹台高

校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻

窪高校及び砂川高校）に出願する者、都立特別支援学校の高等部の入学許可予定者となり入学確約書を提出した

者（入学手続を終えた者も含む。）並びに都立中高一貫教育校の高校・後期課程に進学・進級を予定している

者の応募は認めない。

日本人生徒募集

日本国籍を有し、次のア及びイに該当する者

ア 高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、

次の ｱ から ｵ までのいずれかに該当する者

ｱ 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別支援学校

の中学部又は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を令和８年３月に卒業又は修了（以

下「卒業」という。）する見込みの者

ｲ 中学校を卒業した者

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、か

つその他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で当該都立高校に簡易書

留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年１月１６日（金）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間のこ

とである。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年 １月 ９日（金）から１月１６日（金）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先の都

立高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

検 査
令和８年１月２６日（月） 集合 午前８時３０分

１月２７日（火） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表

令和８年２月 ２日（月） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会

サイト（以下「合否照会サイト」

という。）で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午
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ｳ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号。以下「施行規則」という。）第９５条各号のい

ずれかに該当する者

ｴ 令和８年３月３１日までに、施行規則第９５条第１号に規定する外国において学校教育における９年

の課程（以下「現地校」という。）を修了する見込みの者

ｵ 令和８年３月３１日までに、施行規則第９５条第２号に規定する文部科学大臣が中学校の課程と同等

の課程を有するものとして認定した在外教育施設（以下「日本人学校」という。）の当該課程を修了す

る見込みの者

イ 東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下「都立高校の実施要綱」という。）第２－３－１の②欄中

のいずれかに該当する者

また、前記ア ｴ 若しくは ｵ に該当する者又は現地校若しくは日本人学校を卒業した者で海外に在住し

ている者について、特別の事情により保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母

のどちらかがいない場合は父又は母のどちらか一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。

以下、本実施要綱において同じ。）が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる都内在

住の身元引受人がいて、かつ、保護者 保護者が父母である場合は、父又は母のどちらか一方でよい。）が

志願者の入学後１年以内に帰国し、都内に志願者と同居することが確実であること。

外国人生徒募集

外国籍を有し、次のア及びイに該当する者

ア 高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、

次の ｱ から ｳ までのいずれかに該当する者

ｱ 令和８年３月３１日までに、現地校を修了する見込みの者又は修了した者

ｲ 令和８年３月３１日までに、日本国内において外国人学校の教育により日本の９年の義務教育相当の

課程を修了する見込みの者又は修了した者

ｳ 令和８年３月３１日までに、中学校を卒業する見込みの者又は卒業した者

イ 都立高校の実施要綱第２－３－１の②欄中のいずれかに該当する者

第１－４ 出願手続

第１－４－１ 中学校の校長及び日本人学校の校長の手続

都立高校の実施要綱第２－５－１を準用する。

第１－４－２ 志願者の手続

出願に要する書類等

ア 日本人生徒募集

ｱ  入学願書（学校所定の様式）

（インターネット出願では、志願者情報等をインターネット上の出願サイト（以下「出願サイト」と

いう。）に入力する。）

ｲ 調査書（様式 ）

令和３年度から令和６年度までに中学校を卒業した者については、調査書（様式 ）を用いる。

なお、現地校を修了する見込みの者及び修了した者は、最終学校の成績証明書又はこれに代わるもの

（現地校を修了したことが分かる卒業証明書等）を提出する。

ｳ 入学考査料 全日制２，２００円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、納

付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所

定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

ｴ その他当該都立高校の校長（以下「都立高校長」という。）が必要とする書類

イ 外国人生徒募集

ｱ  入学願書（学校所定の様式）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

ｲ 最終学校の成績証明書又はこれに代わるもの（外国において学校教育における９年の課程を修了した

ことが分かる卒業証明書等）

なお、中学校に在学している者又は卒業した者は、調査書を提出する。

東京都立国際高等学校国際バカロレアコース
入学者選抜実施要綱

令和８年度の東京都立国際高等学校国際学科のうち、国際バカロレアコース（以下「ＩＢコース」という。）

の入学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則（平成５年東京都教育委員会規則第１号）

に基づき、この東京都立国際高等学校国際バカロレアコース入学者選抜実施要綱（以下「本実施要綱」という。）

の定めるところにより実施する。

第 １ ４月入学生徒の選抜

第１－１ ４月入学生徒の選抜日程

第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第１－３ 応募資格

ＩＢコースの４月入学生徒の選抜に志願することのできる者は、平成２３年４月１日以前に出生した者で、

次の 又は に該当し、ＩＢコースを第１志望とする者とする。ただし、都立高等学校（以下「都立高校」

という。）の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わる選抜及び在京外国人生徒等対象の選抜（竹台高

校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻

窪高校及び砂川高校）に出願する者、都立特別支援学校の高等部の入学許可予定者となり入学確約書を提出した

者（入学手続を終えた者も含む。）並びに都立中高一貫教育校の高校・後期課程に進学・進級を予定している

者の応募は認めない。

日本人生徒募集

日本国籍を有し、次のア及びイに該当する者

ア 高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、

次の ｱ から ｵ までのいずれかに該当する者

ｱ 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別支援学校

の中学部又は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を令和８年３月に卒業又は修了（以

下「卒業」という。）する見込みの者

ｲ 中学校を卒業した者

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、か

つその他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で当該都立高校に簡易書

留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年１月１６日（金）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間のこ

とである。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年 １月 ９日（金）から１月１６日（金）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先の都

立高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

検 査
令和８年１月２６日（月） 集合 午前８時３０分

１月２７日（火） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表

令和８年２月 ２日（月） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会

サイト（以下「合否照会サイト」

という。）で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午
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採点委員会は、当該都立高校で実施した検査の答案等の採点を行う。

委員長は、委員を指揮監督し、採点についての責任を負う。

委員長は、採点責任者を命ずる。

採点及び点検方法等については、別に定める。

第１－８ 選考

第１－８－１ 選考

選考は、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法に基づき、調査書、小論文及び個人面接を総合した成

績（以下「総合成績」という。）により行う。

なお、英語運用能力検査及び数学活用能力検査は、ＩＢコースで行われる授業に必要な力の有無（適・不

適）の判定のみに使用し、英語運用能力検査及び数学活用能力検査の得点は総合成績には含めない。

選考に当たっては、当該都立高校が全ての検査について、自校の教育活動の特色やＤＰ（ディプロマ・プ

ログラム）の履修に必要な能力などに基づいて適切な基準を定める。

受検者のうち、当該都立高校が定めた基準に達していると認められた者の中から入学許可予定者（以下

「合格者」という。）の候補者（以下「合格候補者」という。）を決定する。

なお、全ての検査のうち、一つでも基準に達しない検査があった場合は選考の対象としない。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないように配慮する。

第１－８－２ 選考委員会

都立高校の実施要綱第２－１０－４を準用する。

第１－８－３ 合格候補者の決定

日本人生徒募集及び外国人生徒募集それぞれの募集人員に相当する人員を、当該都立高校が定めた基準に達

していると認められた者について、日本人生徒募集及び外国人生徒募集それぞれの総合成績の順により決定し、

合格候補者とする。

なお、外国人生徒募集の募集人員が充足しない場合、当該都立高校が定めた基準に達していると認められた

者のうち、合格候補者となっていない日本人生徒募集の受検者の中から充足する。

第１－８－４ 合格者の決定

当該都立高校長は、選考委員会で決定した合格候補者を合格者として決定する。

第１－９ 合格者の発表

発表方法

合格者の発表は、入学願書提出校における校内の掲示及び合否照会サイト上で行う。

合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

第１－１０ 入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第２－１２を準用する。

第１－１１ 本人得点の開示

第１－１１－１ 本人得点の開示等

都立高校の実施要綱第５－１を準用する。ただし、学力検査等得点表については、学校所定の様式とする。

なお、令和８年３月４日（水）を請求の受付開始日とし、令和８年３月１６日（月）以後を交付日とする。

第１－１１－２ 選抜用評定等確認表の送付及び受領

都立高校の実施要綱第５－３を準用する。ただし、選抜用評定等確認表については、学校所定の様式とする。

なお、当該都立高校長は、「選抜用評定等確認表在中」と朱書された指定の封筒等を用いて、令和８年３月

３日（火）から３月９日（月）までに、別表 （２４１ページ）により区市町村別送付先の中学校の校長宛て

に親展扱いの簡易書留郵便で送付する。

ｳ 外国籍を有していることを証明する住民票記載事項証明書（様式応３）又は公的機関発行の書類

ｴ 入学考査料 全日制２，２００円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、納

付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所

定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

ｵ その他当該都立高校長が必要とする書類

提出方法

ア 都内の中学校に在学している志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、中学校長の承認を

経て、入学願書の提出を行う。また、出願に必要な書類（入学願書を除く。）を、中学校長を通じて、書

類提出期間内に必着するよう、都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法

により提出する。ただし、インターネット出願に係る入力方法の詳細は別に定める。

イ 前記ア以外の志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、入学願書の提出を行う。また、出

願に要する書類（入学願書を除く。）を、書類提出期間内に必着するよう、当該都立高校長宛てに簡易書

留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。ただし、インターネット出願に係る入

力方法の詳細は別に定める。

ウ 前記ア及びイの方法により出願することができないやむを得ない事情がある場合には、志願者は、志願す

る都立高校に連絡の上、出願に要する書類（入学願書を含む。）を、書類提出期間内に必着するよう、当該

都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。この場合、入学

考査料は所定の納付書による納付とし、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏

面に貼り付けた上で提出すること。

エ 出願受付期間内に到着するように郵送することができない等やむを得ない事情がある場合には、当該都

立高校に連絡の上で、持参により提出することを認めるものとする。

オ 入学願書提出後は、出願サイトへの入力内容及びその他出願に要する書類に係る記載事項の変更を認め

ない。

第１－４－３ 受検票の交付

出願を受け付けた都立高校長は、出願サイトを通じて受検票を交付する。ただし、やむを得ない事情により

インターネット出願を行わなかった者に対しては、出願を受け付けた都立高校長が別途交付する。

第１－５ 検査の実施

検査内容

ア 英語運用能力検査

イ 数学活用能力検査

ウ 小論文

エ 個人面接

なお、イからエまでは日本語又は英語による。また、検査のうち、一つでも受検しなかった者は、受検を

放棄したものとみなす。ただし、正当な事由により、一部を受検できなかった者は、受検したものとみなす。

日時等

ア 実 施 日 本実施要綱第１―１のとおり

イ 実施時間 受検票により指定する。

ウ 検査会場 受検票により指定する。

第１－６ 問題作成

問題作成に関する事項は、別に定める。

なお、数学活用能力検査における出題の基本方針については、都立高校の実施要綱第２－８ を準用する。

検査問題は、当該都立高校が作成する。

第１－７ 採点

採点委員会に委員長を置く。委員長は、当該都立高校長とする。

採点委員会は、当該都立高校長、当該都立高校長が指定する副校長、主幹教諭、指導教諭、主任教諭、教

諭、日勤講師（非常勤教員）及び特別専門講師並びにその他当該都立高校長が指定する者をもって組織する。
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採点委員会は、当該都立高校で実施した検査の答案等の採点を行う。

委員長は、委員を指揮監督し、採点についての責任を負う。

委員長は、採点責任者を命ずる。

採点及び点検方法等については、別に定める。

第１－８ 選考

第１－８－１ 選考

選考は、当該都立高校があらかじめ定めた選考方法に基づき、調査書、小論文及び個人面接を総合した成

績（以下「総合成績」という。）により行う。

なお、英語運用能力検査及び数学活用能力検査は、ＩＢコースで行われる授業に必要な力の有無（適・不

適）の判定のみに使用し、英語運用能力検査及び数学活用能力検査の得点は総合成績には含めない。

選考に当たっては、当該都立高校が全ての検査について、自校の教育活動の特色やＤＰ（ディプロマ・プ

ログラム）の履修に必要な能力などに基づいて適切な基準を定める。

受検者のうち、当該都立高校が定めた基準に達していると認められた者の中から入学許可予定者（以下

「合格者」という。）の候補者（以下「合格候補者」という。）を決定する。

なお、全ての検査のうち、一つでも基準に達しない検査があった場合は選考の対象としない。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないように配慮する。

第１－８－２ 選考委員会

都立高校の実施要綱第２－１０－４を準用する。

第１－８－３ 合格候補者の決定

日本人生徒募集及び外国人生徒募集それぞれの募集人員に相当する人員を、当該都立高校が定めた基準に達

していると認められた者について、日本人生徒募集及び外国人生徒募集それぞれの総合成績の順により決定し、

合格候補者とする。

なお、外国人生徒募集の募集人員が充足しない場合、当該都立高校が定めた基準に達していると認められた

者のうち、合格候補者となっていない日本人生徒募集の受検者の中から充足する。

第１－８－４ 合格者の決定

当該都立高校長は、選考委員会で決定した合格候補者を合格者として決定する。

第１－９ 合格者の発表

発表方法

合格者の発表は、入学願書提出校における校内の掲示及び合否照会サイト上で行う。

合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

第１－１０ 入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第２－１２を準用する。

第１－１１ 本人得点の開示

第１－１１－１ 本人得点の開示等

都立高校の実施要綱第５－１を準用する。ただし、学力検査等得点表については、学校所定の様式とする。

なお、令和８年３月４日（水）を請求の受付開始日とし、令和８年３月１６日（月）以後を交付日とする。

第１－１１－２ 選抜用評定等確認表の送付及び受領

都立高校の実施要綱第５－３を準用する。ただし、選抜用評定等確認表については、学校所定の様式とする。

なお、当該都立高校長は、「選抜用評定等確認表在中」と朱書された指定の封筒等を用いて、令和８年３月

３日（火）から３月９日（月）までに、別表 （２４１ページ）により区市町村別送付先の中学校の校長宛て

に親展扱いの簡易書留郵便で送付する。

ｳ 外国籍を有していることを証明する住民票記載事項証明書（様式応３）又は公的機関発行の書類

ｴ 入学考査料 全日制２，２００円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、納

付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所

定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

ｵ その他当該都立高校長が必要とする書類

提出方法

ア 都内の中学校に在学している志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、中学校長の承認を

経て、入学願書の提出を行う。また、出願に必要な書類（入学願書を除く。）を、中学校長を通じて、書

類提出期間内に必着するよう、都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法

により提出する。ただし、インターネット出願に係る入力方法の詳細は別に定める。

イ 前記ア以外の志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、入学願書の提出を行う。また、出

願に要する書類（入学願書を除く。）を、書類提出期間内に必着するよう、当該都立高校長宛てに簡易書

留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。ただし、インターネット出願に係る入

力方法の詳細は別に定める。

ウ 前記ア及びイの方法により出願することができないやむを得ない事情がある場合には、志願者は、志願す

る都立高校に連絡の上、出願に要する書類（入学願書を含む。）を、書類提出期間内に必着するよう、当該

都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。この場合、入学

考査料は所定の納付書による納付とし、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏

面に貼り付けた上で提出すること。

エ 出願受付期間内に到着するように郵送することができない等やむを得ない事情がある場合には、当該都

立高校に連絡の上で、持参により提出することを認めるものとする。

オ 入学願書提出後は、出願サイトへの入力内容及びその他出願に要する書類に係る記載事項の変更を認め

ない。

第１－４－３ 受検票の交付

出願を受け付けた都立高校長は、出願サイトを通じて受検票を交付する。ただし、やむを得ない事情により

インターネット出願を行わなかった者に対しては、出願を受け付けた都立高校長が別途交付する。

第１－５ 検査の実施

検査内容

ア 英語運用能力検査

イ 数学活用能力検査

ウ 小論文

エ 個人面接

なお、イからエまでは日本語又は英語による。また、検査のうち、一つでも受検しなかった者は、受検を

放棄したものとみなす。ただし、正当な事由により、一部を受検できなかった者は、受検したものとみなす。

日時等

ア 実 施 日 本実施要綱第１―１のとおり

イ 実施時間 受検票により指定する。

ウ 検査会場 受検票により指定する。

第１－６ 問題作成

問題作成に関する事項は、別に定める。

なお、数学活用能力検査における出題の基本方針については、都立高校の実施要綱第２－８ を準用する。

検査問題は、当該都立高校が作成する。

第１－７ 採点

採点委員会に委員長を置く。委員長は、当該都立高校長とする。

採点委員会は、当該都立高校長、当該都立高校長が指定する副校長、主幹教諭、指導教諭、主任教諭、教

諭、日勤講師（非常勤教員）及び特別専門講師並びにその他当該都立高校長が指定する者をもって組織する。
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第２－４ 出願手続、検査の実施、問題作成及び採点

本実施要綱第１－４－２、第１－４－３、第１－５、第１－６及び第１－７を準用する。

ただし、インターネット出願は行わないため、出願に要する書類等の提出は全て紙で行い、入学考査料は当

該都立高校の窓口において、現金で納付する。

第２－５ 選考

第２－５－１ 選考

本実施要綱第１－８－１を準用する。

第２－５－２ 選考委員会

都立高校の実施要綱第２－１０－４を準用する。

第２－５－３ 合格候補者の決定

日本人生徒募集及び外国人生徒募集それぞれの募集人員に相当する人員を、当該都立高校が定めた基準に達

していると認められた者について、日本人生徒募集及び外国人生徒募集それぞれの総合成績の順により決定し、

合格候補者とする。

なお、日本人（外国人）生徒募集の募集人員が充足しない場合、当該都立高校が定めた基準に達していると

認められた者のうち、合格候補者となっていない外国人（日本人）生徒募集の受検者の中から充足する。

第２－５－４ 合格者の決定

本実施要綱第１－８－４を準用する。

第２－６ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

本実施要綱第１－９及び第１－１０を準用する。ただし、合格者の発表において合否照会サイトは使用しな

い。

第２－７ 本人得点の開示

本実施要綱第１－１１－１を準用する。ただし、交付の開始時期は、合格者の入学手続締切日の翌日とする。

第 ３ その他

１ 施行規則第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める検査の成績により行う。

２ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認めら

れる者は、入学を取り消すものとする。

３ ＩＢコースの４月入学生徒の選抜の合格者は、入学手続日以降に実施する都立高校の募集に出願することは

できない。

４ ＩＢコースの９月入学生徒の選抜に出願する者は、海外帰国生徒対象の９月入学生徒の選抜及び在京外国人

生徒等対象の９月入学生徒の選抜に併せて出願及び受検することができる。ただし、ＩＢコースの選抜の合格

者は、海外帰国生徒対象の選抜及び在京外国人生徒等対象の選抜における選考の対象としない。

５ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

第１－１２ 辞退防止への指導

ＩＢコースの入学者選抜の志願者については、合格発表後の辞退等が起こらないよう中学校長等が十分指導

する。

第 ２ ９月入学生徒の選抜

第２－１ ９月入学生徒の選抜日程

（注）海外帰国生徒対象の９月入学生徒の選抜及び在京外国人生徒等対象の９月入学生徒の選抜にも出願する

ことができる。

第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第２－３ 応募資格

ＩＢコースの９月入学生徒の選抜に志願することのできる者は、平成２３年４月１日以前に出生した者で、

次の 又は に該当し、ＩＢコースを第１志望とする者とする。

なお、既に実施された令和８年度東京都立高等学校入学者選抜に応募した者の出願は認めない。

日本人生徒募集

日本国籍を有し、次のア及びイに該当する者

ア 高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、

令和８年４月１日から同年８月３１日までの間に、現地校を修了する見込みの者又は修了した者

イ 保護者とともに都内に住所を有する者又は入学日までに住所を有することが確実な者のうち、入学後も

引き続き都内から通学する者。ただし、保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情によ

り都内に志願者と同居できないときは、父又は母のどちらか一方と同居すればよい（応募資格の審査を受

け、承認を得た場合に限る。）。

また、特別の事情により保護者が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる都内在住

の身元引受人がいて、かつ、保護者（保護者が父母である場合は、父又は母のどちらか一方でよい。）が

志願者の入学後１年以内に帰国し、都内に志願者と同居することが確実であることが必要である。

外国人生徒募集

外国籍を有し、次のア及びイに該当する者

ア 高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、

次の ｱ 又は ｲ のどちらかに該当する者

ｱ 令和８年４月１日から同年８月３１日までの間に、現地校を修了する見込みの者又は修了した者

ｲ 令和８年４月１日から同年８月３１日までの間に、日本国内において外国人学校の教育により日本の

９年の義務教育相当の課程を修了する見込みの者又は修了した者

イ 保護者とともに都内に住所を有する者又は入学日までに住所を有することが確実な者で、かつ、入学後

も引き続き都内から通学することが確実な者。ただし、保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が

特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、父又は母のどちらか一方と同居すればよい（応募

資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

事 項 日 時

出 願
令和８年７月 １日（水） 午前９時 ～ 午後３時

７月 ２日（木） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年７月 ７日（火） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表 令和８年７月１３日（月） 午前９時

合格者の入学手続
令和８年７月１３日（月） 午前９時 ～ 午後３時

７月１４日（火） 午前９時 ～ 正午
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第２－４ 出願手続、検査の実施、問題作成及び採点

本実施要綱第１－４－２、第１－４－３、第１－５、第１－６及び第１－７を準用する。

ただし、インターネット出願は行わないため、出願に要する書類等の提出は全て紙で行い、入学考査料は当

該都立高校の窓口において、現金で納付する。

第２－５ 選考

第２－５－１ 選考

本実施要綱第１－８－１を準用する。

第２－５－２ 選考委員会

都立高校の実施要綱第２－１０－４を準用する。

第２－５－３ 合格候補者の決定

日本人生徒募集及び外国人生徒募集それぞれの募集人員に相当する人員を、当該都立高校が定めた基準に達

していると認められた者について、日本人生徒募集及び外国人生徒募集それぞれの総合成績の順により決定し、

合格候補者とする。

なお、日本人（外国人）生徒募集の募集人員が充足しない場合、当該都立高校が定めた基準に達していると

認められた者のうち、合格候補者となっていない外国人（日本人）生徒募集の受検者の中から充足する。

第２－５－４ 合格者の決定

本実施要綱第１－８－４を準用する。

第２－６ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

本実施要綱第１－９及び第１－１０を準用する。ただし、合格者の発表において合否照会サイトは使用しな

い。

第２－７ 本人得点の開示

本実施要綱第１－１１－１を準用する。ただし、交付の開始時期は、合格者の入学手続締切日の翌日とする。

第 ３ その他

１ 施行規則第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める検査の成績により行う。

２ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認めら

れる者は、入学を取り消すものとする。

３ ＩＢコースの４月入学生徒の選抜の合格者は、入学手続日以降に実施する都立高校の募集に出願することは

できない。

４ ＩＢコースの９月入学生徒の選抜に出願する者は、海外帰国生徒対象の９月入学生徒の選抜及び在京外国人

生徒等対象の９月入学生徒の選抜に併せて出願及び受検することができる。ただし、ＩＢコースの選抜の合格

者は、海外帰国生徒対象の選抜及び在京外国人生徒等対象の選抜における選考の対象としない。

５ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

第１－１２ 辞退防止への指導

ＩＢコースの入学者選抜の志願者については、合格発表後の辞退等が起こらないよう中学校長等が十分指導

する。

第 ２ ９月入学生徒の選抜

第２－１ ９月入学生徒の選抜日程

（注）海外帰国生徒対象の９月入学生徒の選抜及び在京外国人生徒等対象の９月入学生徒の選抜にも出願する

ことができる。

第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第２－３ 応募資格

ＩＢコースの９月入学生徒の選抜に志願することのできる者は、平成２３年４月１日以前に出生した者で、

次の 又は に該当し、ＩＢコースを第１志望とする者とする。

なお、既に実施された令和８年度東京都立高等学校入学者選抜に応募した者の出願は認めない。

日本人生徒募集

日本国籍を有し、次のア及びイに該当する者

ア 高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、

令和８年４月１日から同年８月３１日までの間に、現地校を修了する見込みの者又は修了した者

イ 保護者とともに都内に住所を有する者又は入学日までに住所を有することが確実な者のうち、入学後も

引き続き都内から通学する者。ただし、保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情によ

り都内に志願者と同居できないときは、父又は母のどちらか一方と同居すればよい（応募資格の審査を受

け、承認を得た場合に限る。）。

また、特別の事情により保護者が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる都内在住

の身元引受人がいて、かつ、保護者（保護者が父母である場合は、父又は母のどちらか一方でよい。）が

志願者の入学後１年以内に帰国し、都内に志願者と同居することが確実であることが必要である。

外国人生徒募集

外国籍を有し、次のア及びイに該当する者

ア 高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、

次の ｱ 又は ｲ のどちらかに該当する者

ｱ 令和８年４月１日から同年８月３１日までの間に、現地校を修了する見込みの者又は修了した者

ｲ 令和８年４月１日から同年８月３１日までの間に、日本国内において外国人学校の教育により日本の

９年の義務教育相当の課程を修了する見込みの者又は修了した者

イ 保護者とともに都内に住所を有する者又は入学日までに住所を有することが確実な者で、かつ、入学後

も引き続き都内から通学することが確実な者。ただし、保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が

特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、父又は母のどちらか一方と同居すればよい（応募

資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

事 項 日 時

出 願
令和８年７月 １日（水） 午前９時 ～ 午後３時

７月 ２日（木） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年７月 ７日（火） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表 令和８年７月１３日（月） 午前９時

合格者の入学手続
令和８年７月１３日（月） 午前９時 ～ 午後３時

７月１４日（火） 午前９時 ～ 正午
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イ 中学校を卒業した者

ウ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）（以下「施行規則」という。）第９５条各号のいずれかに

該当する者

エ 令和８年３月３１日までに、施行規則第９５条第１号に規定する外国において学校教育における９年の課程（以

下「現地校」という。）を修了する見込みの者

オ 令和８年３月３１日までに、施行規則第９５条第２号に規定する文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有

するものとして認定した在外教育施設（以下「日本人学校」という。）の当該課程を修了する見込みの者

東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下「都立高校の実施要綱」という。）第２－３－１の②欄中のいずれか

に該当する者

なお、都内に志願者と同居する保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがい

ない場合は父又は母のどちらか一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下、本実施要綱におい

て同じ。）については、以下の場合も含む。

ｱ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により帰国できないときは、父又は母のどちらか

一方が帰国し、都内に志願者と同居すればよい。

ｲ 特別の事情により保護者が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる都内在住の身元引受人

がいて、かつ、保護者（保護者が父母である場合は、父又は母のどちらか一方でよい。）が志願者の入学後１年

以内に帰国し、都内に志願者と同居することが確実であること。

保護者に伴って海外に在住している者又は在住していた者（保護者が父母である場合は、父母のどちらか一方に伴

って海外に在住している者又は在住していた者でもよい。ただし、本人と同居していない父又は母は海外又は都内に

在住している場合に限る。）

次のアからウまでのいずれかに該当する者

ア 保護者（保護者が父母の場合は、父母のどちらか一方でよい。ただし、本人と同居していない父又は母は海外又

は都内に在住している場合に限る。以下、イ及びウにおいて同じ。）に伴った外国における連続した在住期間が２

年以上３年未満の者（連続した２箇学年の課程を修了する見込みの者又は既に修了した者を含む。）で、入学日現

在当該海外在住期間終了後１年以内の者。ただし、入学日現在当該海外在住期間終了後１年を超える者のうち、帰

国日が令和７年３月１日以降の者については、入学日現在当該海外在住期間終了後１年以内とみなす。

イ 保護者に伴った外国における連続した在住期間が３年以上４年未満の者（連続した３箇学年の課程を修了する見

込みの者又は既に修了した者を含む。）で、入学日現在当該海外在住期間終了後２年以内の者。ただし、入学日現

在当該海外在住期間終了後２年を超える者のうち、帰国日が令和６年３月１日以降の者については、入学日現在当

該海外在住期間終了後２年以内とみなす。

ウ 保護者に伴った外国における連続した在住期間が４年以上の者（連続した４箇学年の課程を修了する見込みの者

又は既に修了した者を含む。）で、入学日現在当該海外在住期間終了後３年以内の者。ただし、入学日現在当該海

外在住期間終了後３年を超える者のうち、帰国日が令和５年３月１日以降の者については、入学日現在当該海外在

住期間終了後３年以内とみなす。

Ⅰ－第１－４ 出願手続

中学校の校長（以下「中学校長」という。）及び日本人学校の校長の手続

都立高校の実施要綱第２－５－１を準用する。

志願者の手続

ア 出願に要する書類等

ｱ 入学願書（学校所定の様式）

（インターネット出願では、志願者情報等をインターネット上の出願サイト（以下「出願サイト」という。）

に入力する。）

ｲ 自己ＰＲカード（様式 ）

ｳ 志願者及び保護者が海外に在住したまま出願する場合は、帰国等に関する申立書（様式応５）

ｴ 海外における最終学校の成績証明書又はこれに代わるもの（現地校を修了したことが分かる卒業証明書等）

なお、中学校に在学している者又は既に卒業した者及び日本人学校卒業（見込み）者は調査書（様式 又は

）を提出する。

ｵ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により帰国できないときは、理由書（様式応７）

及び父母のどちらか一方が帰国できない理由を証明する書類（海外における勤務証明書等）

ただし、都内の中学校を卒業する見込みの者は、理由書（様式応７）を提出する必要はない。

海外帰国生徒等入学者選抜実施要綱

令和８年度の海外帰国生徒等の入学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則（平成５年東京都教

育委員会規則第１号）に基づき、この海外帰国生徒等入学者選抜実施要綱（以下「本実施要綱」という。）の定めるとこ

ろにより実施する。

なお、本実施要綱の対象となる海外帰国生徒対象の選抜を実施する都立高等学校（以下「都立高校」という。）は、三

田高校、竹早高校、日野台高校及び国際高校であり、引揚生徒対象の選抜を実施する都立高校は、深川高校、光丘高校及

び富士森高校である。また、在京外国人生徒等対象の選抜を実施する都立高校は、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府

中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合高校、国際高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校である。

Ⅰ 海外帰国生徒対象

第 １ ４月入学生徒の選抜

Ⅰ－第１－１ 海外帰国生徒対象・４月入学生徒の選抜日程

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、か

つその他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で、各都立高校に簡易書

留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間の

ことである。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年 １月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先の

都立高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

志願

変更

入学願書取下げ 令和８年２月１２日（木） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年２月１３日（金） 午前９時 ～ 正午

学 力 検 査 等 令和８年２月１６日（月） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表

令和８年２月１８日（水） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会

サイト（以下「合否照会サイト」

という。）で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月１８日（水） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月１９日（木） 午前９時 ～ 正午

実 施 高 校 名 三田高校、竹早高校、日野台高校、国際高校

（注）都立高校の第一次募集・分割前期募集にも出願することができる。

Ⅰ－第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

Ⅰ－第１－３ 応募資格

海外帰国生徒対象の４月入学生徒の選抜に志願することのできる者は、日本国籍を有し、次の から までの全て

に該当する者で、平成２３年４月１日以前に出生した者とする。

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次のアか

らオまでのいずれかに該当する者

ア 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別支援学校の中学部又

は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を令和８年３月に卒業又は修了（以下「卒業」という。）

する見込みの者
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イ 中学校を卒業した者

ウ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）（以下「施行規則」という。）第９５条各号のいずれかに

該当する者

エ 令和８年３月３１日までに、施行規則第９５条第１号に規定する外国において学校教育における９年の課程（以

下「現地校」という。）を修了する見込みの者

オ 令和８年３月３１日までに、施行規則第９５条第２号に規定する文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有

するものとして認定した在外教育施設（以下「日本人学校」という。）の当該課程を修了する見込みの者

東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下「都立高校の実施要綱」という。）第２－３－１の②欄中のいずれか

に該当する者

なお、都内に志願者と同居する保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがい

ない場合は父又は母のどちらか一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下、本実施要綱におい

て同じ。）については、以下の場合も含む。

ｱ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により帰国できないときは、父又は母のどちらか

一方が帰国し、都内に志願者と同居すればよい。

ｲ 特別の事情により保護者が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる都内在住の身元引受人

がいて、かつ、保護者（保護者が父母である場合は、父又は母のどちらか一方でよい。）が志願者の入学後１年

以内に帰国し、都内に志願者と同居することが確実であること。

保護者に伴って海外に在住している者又は在住していた者（保護者が父母である場合は、父母のどちらか一方に伴

って海外に在住している者又は在住していた者でもよい。ただし、本人と同居していない父又は母は海外又は都内に

在住している場合に限る。）

次のアからウまでのいずれかに該当する者

ア 保護者（保護者が父母の場合は、父母のどちらか一方でよい。ただし、本人と同居していない父又は母は海外又

は都内に在住している場合に限る。以下、イ及びウにおいて同じ。）に伴った外国における連続した在住期間が２

年以上３年未満の者（連続した２箇学年の課程を修了する見込みの者又は既に修了した者を含む。）で、入学日現

在当該海外在住期間終了後１年以内の者。ただし、入学日現在当該海外在住期間終了後１年を超える者のうち、帰

国日が令和７年３月１日以降の者については、入学日現在当該海外在住期間終了後１年以内とみなす。

イ 保護者に伴った外国における連続した在住期間が３年以上４年未満の者（連続した３箇学年の課程を修了する見

込みの者又は既に修了した者を含む。）で、入学日現在当該海外在住期間終了後２年以内の者。ただし、入学日現

在当該海外在住期間終了後２年を超える者のうち、帰国日が令和６年３月１日以降の者については、入学日現在当

該海外在住期間終了後２年以内とみなす。

ウ 保護者に伴った外国における連続した在住期間が４年以上の者（連続した４箇学年の課程を修了する見込みの者

又は既に修了した者を含む。）で、入学日現在当該海外在住期間終了後３年以内の者。ただし、入学日現在当該海

外在住期間終了後３年を超える者のうち、帰国日が令和５年３月１日以降の者については、入学日現在当該海外在

住期間終了後３年以内とみなす。

Ⅰ－第１－４ 出願手続

中学校の校長（以下「中学校長」という。）及び日本人学校の校長の手続

都立高校の実施要綱第２－５－１を準用する。

志願者の手続

ア 出願に要する書類等

ｱ 入学願書（学校所定の様式）

（インターネット出願では、志願者情報等をインターネット上の出願サイト（以下「出願サイト」という。）

に入力する。）

ｲ 自己ＰＲカード（様式 ）

ｳ 志願者及び保護者が海外に在住したまま出願する場合は、帰国等に関する申立書（様式応５）

ｴ 海外における最終学校の成績証明書又はこれに代わるもの（現地校を修了したことが分かる卒業証明書等）

なお、中学校に在学している者又は既に卒業した者及び日本人学校卒業（見込み）者は調査書（様式 又は

）を提出する。

ｵ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により帰国できないときは、理由書（様式応７）

及び父母のどちらか一方が帰国できない理由を証明する書類（海外における勤務証明書等）

ただし、都内の中学校を卒業する見込みの者は、理由書（様式応７）を提出する必要はない。

海外帰国生徒等入学者選抜実施要綱

令和８年度の海外帰国生徒等の入学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則（平成５年東京都教

育委員会規則第１号）に基づき、この海外帰国生徒等入学者選抜実施要綱（以下「本実施要綱」という。）の定めるとこ

ろにより実施する。

なお、本実施要綱の対象となる海外帰国生徒対象の選抜を実施する都立高等学校（以下「都立高校」という。）は、三

田高校、竹早高校、日野台高校及び国際高校であり、引揚生徒対象の選抜を実施する都立高校は、深川高校、光丘高校及

び富士森高校である。また、在京外国人生徒等対象の選抜を実施する都立高校は、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府

中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合高校、国際高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校である。

Ⅰ 海外帰国生徒対象

第 １ ４月入学生徒の選抜

Ⅰ－第１－１ 海外帰国生徒対象・４月入学生徒の選抜日程

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、か

つその他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で、各都立高校に簡易書

留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間の

ことである。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年 １月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先の

都立高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

志願

変更

入学願書取下げ 令和８年２月１２日（木） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年２月１３日（金） 午前９時 ～ 正午

学 力 検 査 等 令和８年２月１６日（月） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表

令和８年２月１８日（水） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会

サイト（以下「合否照会サイト」

という。）で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月１８日（水） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月１９日（木） 午前９時 ～ 正午

実 施 高 校 名 三田高校、竹早高校、日野台高校、国際高校

（注）都立高校の第一次募集・分割前期募集にも出願することができる。

Ⅰ－第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

Ⅰ－第１－３ 応募資格

海外帰国生徒対象の４月入学生徒の選抜に志願することのできる者は、日本国籍を有し、次の から までの全て

に該当する者で、平成２３年４月１日以前に出生した者とする。

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次のアか

らオまでのいずれかに該当する者

ア 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別支援学校の中学部又

は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を令和８年３月に卒業又は修了（以下「卒業」という。）

する見込みの者

－53－



Ⅰ－第１－７ 問題作成

都立高校の実施要綱第２－８ 及び を準用する。ただし、作文については別に定める。

Ⅰ－第１－８ 選考

都立高校の実施要綱第２－１０に準じて、当該都立高校長が定める。ただし、面接点の取扱いについては、別に定め

る。

Ⅰ－第１－９ 採点

都立高校の実施要綱第２－９を準用する。

Ⅰ－第１－１０ 合格者の発表

 発表方法

合格者の発表は、入学願書提出校における校内の掲示及び合否照会サイト上で行う。

 合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

 合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

Ⅰ－第１－１１ 入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第２－１２を準用する。

Ⅰ－第１－１２ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示等

都立高校の実施要綱第５を準用する。

ｶ 特別の事情により保護者が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる身元引受人の身元引

受人承諾書（様式応６）及び保護者が帰国できない理由を証明する書類（海外における勤務証明書等）

ｷ 入学考査料 ２，２００円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、納付書

裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所定の入学願

書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

ｸ 応募資格の審査に要する書類（該当する者のみ）

ｹ その他海外生活を証明する書類等で当該都立高校の校長（以下「都立高校長」という。）が必要とするもの

イ 提出方法

ｱ 都内の中学校に在学している志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、中学校長の承認を経て、

入学願書の提出を行う。また、志願先の都立高校長宛てに、出願に必要な書類（入学願書を除く。）を、中学

校長を通じて、書類提出期間内に必着するよう、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により

提出する。ただし、インターネット出願に係る入力方法の詳細は別に定める。

ｲ 前記（ｱ）以外の志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、入学願書の提出を行う。また、出願に

要する書類（入学願書を除く。）を、書類提出期間内に必着するよう、都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡

可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。ただし、インターネット出願に係る入力方法の詳細は別に定

める。

ｳ 前記 ｱ 及び ｲ の方法により出願することができないやむを得ない事情がある場合には、志願者は、志願する

都立高校に連絡の上、出願に要する書類（入学願書を含む。）を、書類提出期間内に必着するよう、都立高校長

宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。この場合、入学考査料は所定の

納付書による納付とし、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付けた上で

提出すること。

ｴ 出願受付期間内に到着するように郵送することができない等やむを得ない事情がある場合には、志願する都

立高校に連絡の上で、持参により提出することを認めるものとする。

ｵ 入学願書提出後は、出願サイトへの入力内容及びその他出願に要する書類に係る記載事項の変更を認めない。

受検票の交付

出願を受け付けた都立高校長は、出願サイトを通じて受検票を交付する。ただし、やむを得ない事情によりインタ

ーネット出願を行わなかった者に対しては、出願を受け付けた都立高校長が別途交付する。

Ⅰ－第１－５ 志願の変更

海外帰国生徒対象の４月入学生徒の選抜の志願者は、入学願書提出後、１回に限り海外帰国生徒対象の都立高校に志

願変更をすることができる。ただし、入学願書の返却を受けた都立高校に再提出することはできない。

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第２－６－２を準用する。

Ⅰ－第１－６ 学力検査等の実施

検査教科等

国語（作文を含む。）、数学及び外国語（英語）の３教科並びに面接とし、各教科の満点は１００点とする。

検査教科のうち、１教科（面接を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正当

な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

集合時刻及び時間割

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 午後 １時１０分 ～ 面 接

（注） 志願者が多い場合には、面接が２日間にわたる場合がある。

検査会場

受検票により指定する。
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Ⅰ－第１－７ 問題作成

都立高校の実施要綱第２－８ 及び を準用する。ただし、作文については別に定める。

Ⅰ－第１－８ 選考

都立高校の実施要綱第２－１０に準じて、当該都立高校長が定める。ただし、面接点の取扱いについては、別に定め

る。

Ⅰ－第１－９ 採点

都立高校の実施要綱第２－９を準用する。

Ⅰ－第１－１０ 合格者の発表

 発表方法

合格者の発表は、入学願書提出校における校内の掲示及び合否照会サイト上で行う。

 合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

 合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

Ⅰ－第１－１１ 入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第２－１２を準用する。

Ⅰ－第１－１２ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示等

都立高校の実施要綱第５を準用する。

ｶ 特別の事情により保護者が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる身元引受人の身元引

受人承諾書（様式応６）及び保護者が帰国できない理由を証明する書類（海外における勤務証明書等）

ｷ 入学考査料 ２，２００円

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、納付書

裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所定の入学願

書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）

ｸ 応募資格の審査に要する書類（該当する者のみ）

ｹ その他海外生活を証明する書類等で当該都立高校の校長（以下「都立高校長」という。）が必要とするもの

イ 提出方法

ｱ 都内の中学校に在学している志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、中学校長の承認を経て、

入学願書の提出を行う。また、志願先の都立高校長宛てに、出願に必要な書類（入学願書を除く。）を、中学

校長を通じて、書類提出期間内に必着するよう、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により

提出する。ただし、インターネット出願に係る入力方法の詳細は別に定める。

ｲ 前記（ｱ）以外の志願者は、出願サイト上で志願者情報等の入力を行い、入学願書の提出を行う。また、出願に

要する書類（入学願書を除く。）を、書類提出期間内に必着するよう、都立高校長宛てに簡易書留郵便等の追跡

可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。ただし、インターネット出願に係る入力方法の詳細は別に定

める。

ｳ 前記 ｱ 及び ｲ の方法により出願することができないやむを得ない事情がある場合には、志願者は、志願する

都立高校に連絡の上、出願に要する書類（入学願書を含む。）を、書類提出期間内に必着するよう、都立高校長

宛てに簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法により提出する。この場合、入学考査料は所定の

納付書による納付とし、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付けた上で

提出すること。

ｴ 出願受付期間内に到着するように郵送することができない等やむを得ない事情がある場合には、志願する都

立高校に連絡の上で、持参により提出することを認めるものとする。

ｵ 入学願書提出後は、出願サイトへの入力内容及びその他出願に要する書類に係る記載事項の変更を認めない。

受検票の交付

出願を受け付けた都立高校長は、出願サイトを通じて受検票を交付する。ただし、やむを得ない事情によりインタ

ーネット出願を行わなかった者に対しては、出願を受け付けた都立高校長が別途交付する。

Ⅰ－第１－５ 志願の変更

海外帰国生徒対象の４月入学生徒の選抜の志願者は、入学願書提出後、１回に限り海外帰国生徒対象の都立高校に志

願変更をすることができる。ただし、入学願書の返却を受けた都立高校に再提出することはできない。

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第２－６－２を準用する。

Ⅰ－第１－６ 学力検査等の実施

検査教科等

国語（作文を含む。）、数学及び外国語（英語）の３教科並びに面接とし、各教科の満点は１００点とする。

検査教科のうち、１教科（面接を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正当

な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

集合時刻及び時間割

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 午後 １時１０分 ～ 面 接

（注） 志願者が多い場合には、面接が２日間にわたる場合がある。

検査会場

受検票により指定する。
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集合時刻及び時間割

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査内容

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文

第２時限 午前１０時１０分 ～ 面 接

検査会場

受検票により指定する。

Ⅰ－第２－６ 問題作成

問題作成に関する事項は、別に定める。

Ⅰ－第２－７ 選考

選考の方法等については、別に定める。

Ⅰ－第２－８ 採点

都立高校の実施要綱第２－９ から までを準用する。

Ⅰ－第２－９ 合格者の発表

 発表方法

入学願書提出校において校内に掲示する。

なお、都立高校長は、本実施要綱Ⅰ－第２－１に定める合格者の発表日時以降、合格者の受検番号の一覧を当該都

立高校のホームページへ掲載する。

 合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

 合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

Ⅰ－第２－１０ 入学手続（入学確約書の提出）及び本人得点の開示

都立高校の実施要綱第３－１２及び第５－１を準用する。ただし、第５－１－２ でいう交付の開始時期は、合格者

の入学手続締切日の翌日とする。

第 ３ その他

１ 施行規則第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める検査の成績により行う。

２ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認められる者は、

入学を取り消すものとする。

３ ４月入学生徒の選抜に出願する者は、都立高校の第一次募集・分割前期募集に併せて出願することができる。ただし、

海外帰国生徒対象の選抜の合格者は、第一次募集・分割前期募集に出願していても、受検を認めない。

４ ４月入学生徒の選抜に出願する者は、都立高校通信制課程の前期選抜に出願することができない。

５ ９月入学生徒の選抜に出願する者は、国際バカロレアコースの９月入学生徒の選抜に併せて出願及び受検することが

できる。ただし、国際バカロレアコースの選抜の合格者は、海外帰国生徒対象の選抜における選考の対象としない。

６ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

第 ２ ９月入学生徒の選抜

Ⅰ－第２－１ 海外帰国生徒対象・９月入学生徒の選抜日程

事 項 日 時

出 願
令和８年７月 １日（水） 午前９時 ～ 午後３時

７月 ７月 ２日（木） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年７月 ８日（水） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表 令和８年７月１３日（月） 午前９時

合格者の入学手続
令和８年７月１３日（月） 午前９時 ～ 午後３時

７月１４日（火） 午前９時 ～ 正午

実 施 高 校 名 三田高校、竹早高校、日野台高校、国際高校

（注）国際バカロレアコースの９月入学生徒の選抜にも出願することができる。ただし、令和８年４月１日から同年

８月３１日までの間に、外国において学校教育における９年の課程を修了する見込みの者又は修了した者に限る。

Ⅰ－第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

Ⅰ－第２－３ 応募資格

海外帰国生徒対象の９月入学生徒の選抜に志願することができる者は、日本国籍を有し、次の から までの全て

に該当する者で、平成２３年４月１日以前に出生した者とする。

なお、既に実施された令和８年度東京都立高等学校入学者選抜に応募した者の出願は認めない。

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、令和８年

４月１日から同年８月３１日までの間に、現地校（１０年の課程を含む。）を修了する見込みの者又は修了した者

保護者に伴って海外に在住している者又は在住していた者（保護者が父母である場合は、父母のどちらか一方に伴

って海外に在住している者又は在住していた者でもよい。ただし、本人と同居していない父又は母は海外又は都内に

在住している場合に限る。）

保護者（保護者が父母の場合は、父母のどちらか一方でよい。ただし、本人と同居していない父又は母は海外又は

都内に在住している場合に限る。）に伴った外国における連続した在住期間が２年以上の者（連続した２箇学年の課

程を修了する見込みの者を含む。）で、保護者とともに都内に住所を有する者又は入学日までに住所を有することが

確実な者のうち、入学後も引き続き都内から通学する者。ただし、都内に志願者と同居する保護者については以下の

場合も含む。

ア 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により帰国できないときは、父又は母のどちらか一方

が帰国し、都内に志願者と同居すればよい。

イ 特別の事情により保護者が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる都内在住の身元引受人がい

て、かつ、保護者（保護者が父母である場合は、父又は母のどちらか一方でよい。）が志願者の入学後１年以内に帰

国し、都内に志願者と同居することが確実であること。

Ⅰ－第２－４ 出願手続

本実施要綱Ⅰ－第１－４ 及び を準用する。ただし、インターネット出願は行わないため、出願に要する書類等

の提出は全て紙で行い、入学考査料は志願する都立高校の窓口において、現金で納付する。

Ⅰ－第２－５ 検査の実施

検査内容

作文及び面接とする。

なお、言語については、それぞれの検査において日本語又は英語のどちらかを選択することができる。

作文又は面接を受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正当な事由により、一部受検できな

かった者は、受検したものとみなす。
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集合時刻及び時間割

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査内容

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文

第２時限 午前１０時１０分 ～ 面 接

検査会場

受検票により指定する。

Ⅰ－第２－６ 問題作成

問題作成に関する事項は、別に定める。

Ⅰ－第２－７ 選考

選考の方法等については、別に定める。

Ⅰ－第２－８ 採点

都立高校の実施要綱第２－９ から までを準用する。

Ⅰ－第２－９ 合格者の発表

 発表方法

入学願書提出校において校内に掲示する。

なお、都立高校長は、本実施要綱Ⅰ－第２－１に定める合格者の発表日時以降、合格者の受検番号の一覧を当該都

立高校のホームページへ掲載する。

 合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

 合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

Ⅰ－第２－１０ 入学手続（入学確約書の提出）及び本人得点の開示

都立高校の実施要綱第３－１２及び第５－１を準用する。ただし、第５－１－２ でいう交付の開始時期は、合格者

の入学手続締切日の翌日とする。

第 ３ その他

１ 施行規則第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める検査の成績により行う。

２ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認められる者は、

入学を取り消すものとする。

３ ４月入学生徒の選抜に出願する者は、都立高校の第一次募集・分割前期募集に併せて出願することができる。ただし、

海外帰国生徒対象の選抜の合格者は、第一次募集・分割前期募集に出願していても、受検を認めない。

４ ４月入学生徒の選抜に出願する者は、都立高校通信制課程の前期選抜に出願することができない。

５ ９月入学生徒の選抜に出願する者は、国際バカロレアコースの９月入学生徒の選抜に併せて出願及び受検することが

できる。ただし、国際バカロレアコースの選抜の合格者は、海外帰国生徒対象の選抜における選考の対象としない。

６ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

第 ２ ９月入学生徒の選抜

Ⅰ－第２－１ 海外帰国生徒対象・９月入学生徒の選抜日程

事 項 日 時

出 願
令和８年７月 １日（水） 午前９時 ～ 午後３時

７月 ７月 ２日（木） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年７月 ８日（水） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表 令和８年７月１３日（月） 午前９時

合格者の入学手続
令和８年７月１３日（月） 午前９時 ～ 午後３時

７月１４日（火） 午前９時 ～ 正午

実 施 高 校 名 三田高校、竹早高校、日野台高校、国際高校

（注）国際バカロレアコースの９月入学生徒の選抜にも出願することができる。ただし、令和８年４月１日から同年

８月３１日までの間に、外国において学校教育における９年の課程を修了する見込みの者又は修了した者に限る。

Ⅰ－第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

Ⅰ－第２－３ 応募資格

海外帰国生徒対象の９月入学生徒の選抜に志願することができる者は、日本国籍を有し、次の から までの全て

に該当する者で、平成２３年４月１日以前に出生した者とする。

なお、既に実施された令和８年度東京都立高等学校入学者選抜に応募した者の出願は認めない。

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、令和８年

４月１日から同年８月３１日までの間に、現地校（１０年の課程を含む。）を修了する見込みの者又は修了した者

保護者に伴って海外に在住している者又は在住していた者（保護者が父母である場合は、父母のどちらか一方に伴

って海外に在住している者又は在住していた者でもよい。ただし、本人と同居していない父又は母は海外又は都内に

在住している場合に限る。）

保護者（保護者が父母の場合は、父母のどちらか一方でよい。ただし、本人と同居していない父又は母は海外又は

都内に在住している場合に限る。）に伴った外国における連続した在住期間が２年以上の者（連続した２箇学年の課

程を修了する見込みの者を含む。）で、保護者とともに都内に住所を有する者又は入学日までに住所を有することが

確実な者のうち、入学後も引き続き都内から通学する者。ただし、都内に志願者と同居する保護者については以下の

場合も含む。

ア 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により帰国できないときは、父又は母のどちらか一方

が帰国し、都内に志願者と同居すればよい。

イ 特別の事情により保護者が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に代わる都内在住の身元引受人がい

て、かつ、保護者（保護者が父母である場合は、父又は母のどちらか一方でよい。）が志願者の入学後１年以内に帰

国し、都内に志願者と同居することが確実であること。

Ⅰ－第２－４ 出願手続

本実施要綱Ⅰ－第１－４ 及び を準用する。ただし、インターネット出願は行わないため、出願に要する書類等

の提出は全て紙で行い、入学考査料は志願する都立高校の窓口において、現金で納付する。

Ⅰ－第２－５ 検査の実施

検査内容

作文及び面接とする。

なお、言語については、それぞれの検査において日本語又は英語のどちらかを選択することができる。

作文又は面接を受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正当な事由により、一部受検できな

かった者は、受検したものとみなす。
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なお、志願者の出願に要する書類等は、次のとおりとする。

ア 入学願書（学校所定の様式）

イ 次の ｱ から ｴ までのいずれかの書類

ｱ 引揚証明書

ｲ 自立支度金支給決定通知書

ｳ 永住帰国者証明書

ｴ 引揚生徒対象志願者の状況申立書（様式 ）

なお、上記 ｴ については、事前に、在学中学校長を経由して、令和８年１月６日 火 までに都立学校教育部高

等学校教育課入学選抜担当に報告し、都立学校教育部高等学校教育課の受付印が押印してあるものであること。た

だし、中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

ウ 調査書（都立高校の実施要綱第４－６により作成したもの。様式 又は ）

エ 自己ＰＲカード（様式 ）

オ 入学考査料 ２，２００円

（所定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付ける。）

カ 中学校を既に卒業した者は、志願者及び保護者の住民票記載事項証明書（様式応３）

キ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、理由書

（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類

ただし、都内の中学校を卒業する見込みの者は提出する必要はない。

ク その他当該都立高校長が必要とする書類

受検票の交付

都立高校の実施要綱第３－５－３を準用する。

Ⅱ－５ 志願の変更

引揚生徒対象の志願者は、入学願書提出後、１回に限り、引揚生徒対象の都立高校に志願変更をすることができる。

ただし、入学願書の返却を受けた都立高校に再提出することはできない。

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第３－６－２を準用する。

Ⅱ－６ 検査の実施

検査内容

作文及び面接とする。

作文又は面接を受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正当な事由により、一部受検できな

かった者は、受検したものとみなす。

集合時刻、時間割及び検査会場

受検票により指定する。

Ⅱ－７ 問題作成

問題作成に関する事項は、別に定める。

Ⅱ－８ 選考

選考の方法等については、別に定める。

Ⅱ－９ 採点、合格者の発表、入学手続（入学確約書の提出）及び本人得点の開示等

都立高校の実施要綱第２－９ から まで、第３－１１、第３－１２、第５－１及び第５－３を準用する。

Ⅱ－１０ その他

施行規則第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める検査の成績により行う。

応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認められる者

は、入学を取り消すものとする。

引揚生徒対象の選抜に出願する者は、都立高校の第一次募集・分割前期募集に併せて出願することができる。ただ

し、引揚生徒対象の選抜の合格者は、第一次募集・分割前期募集に出願していても、受検を認めない。

引揚生徒対象の選抜に出願する者は、都立高校通信制課程の前期選抜に出願することができない。

本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

Ⅱ 引揚生徒対象

Ⅱ－１ 引揚生徒対象の選抜日程

事 項 日 時

出 願
令和８年２月 ５日（木） 午前９時 ～ 午後３時

２月 ６日（金） 午前９時 ～ 正午

志願

変更

入学願書取下げ 令和８年２月１２日（木） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年２月１３日（金） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年２月１６日（月） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表
令和８年２月１８日（水） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月１８日（水） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月１９日（木） 午前９時 ～ 正午

実 施 高 校 名 深川高校、光丘高校、富士森高校

（注）都立高校の第一次募集・分割前期募集にも出願することができる。

Ⅱ－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

Ⅱ－３ 応募資格

引揚生徒対象の選抜に志願することができる者は、高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高

等専門学校に在籍していない平成２３年４月１日以前に出生した者で、次の表①欄 から までのいずれかに該当し、

かつ、②欄及び③欄に該当する者とする。

① 

令和８年３月に中学校を卒業する見込みの者

中学校を卒業した者

施行規則第９５条の各号のいずれかに該当する者

令和８年３月３１日までに、外国において学校教育における９年の課程を修了する見込みの者又は日本人学校

の当該課程を修了する見込みの者

② 

保護者が引揚者である者（保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が引揚者である場合を含む。）のうち、

保護者とともに都内に住所を有する者又は入学日までに都内に住所を有することが確実で、入学後も引き続き都内か

ら通学する者。ただし、保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居でき

ないときは、父又は母のどちらか一方と同居すればよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

さらに、①欄の 又は に該当する場合、引揚げ後に原則として小学校第４学年以上の学年に入学した者とする。

なお、引揚者とは、終戦前（昭和２０年９月２日以前をいう。）から引き続き外国に居住していた者（これらの者

を両親として終戦後外国において出生した者を含む。）で、終戦後初めて永住の目的をもって帰国した者をいう。

③ 

以前に、引揚生徒を対象とする本選抜により入学したことがない者

Ⅱ－４ 出願手続

中学校長の手続

都立高校の実施要綱第３－５－１を準用する。

志願者の手続

本実施要綱第Ⅰ－第１－４ を準用する。ただし、インターネット出願は行わないため、出願に要する書類等の提

出は全て紙で行う。
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なお、志願者の出願に要する書類等は、次のとおりとする。

ア 入学願書（学校所定の様式）

イ 次の ｱ から ｴ までのいずれかの書類

ｱ 引揚証明書

ｲ 自立支度金支給決定通知書

ｳ 永住帰国者証明書

ｴ 引揚生徒対象志願者の状況申立書（様式 ）

なお、上記 ｴ については、事前に、在学中学校長を経由して、令和８年１月６日 火 までに都立学校教育部高

等学校教育課入学選抜担当に報告し、都立学校教育部高等学校教育課の受付印が押印してあるものであること。た

だし、中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

ウ 調査書（都立高校の実施要綱第４－６により作成したもの。様式 又は ）

エ 自己ＰＲカード（様式 ）

オ 入学考査料 ２，２００円

（所定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付ける。）

カ 中学校を既に卒業した者は、志願者及び保護者の住民票記載事項証明書（様式応３）

キ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、理由書

（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類

ただし、都内の中学校を卒業する見込みの者は提出する必要はない。

ク その他当該都立高校長が必要とする書類

受検票の交付

都立高校の実施要綱第３－５－３を準用する。

Ⅱ－５ 志願の変更

引揚生徒対象の志願者は、入学願書提出後、１回に限り、引揚生徒対象の都立高校に志願変更をすることができる。

ただし、入学願書の返却を受けた都立高校に再提出することはできない。

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第３－６－２を準用する。

Ⅱ－６ 検査の実施

検査内容

作文及び面接とする。

作文又は面接を受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正当な事由により、一部受検できな

かった者は、受検したものとみなす。

集合時刻、時間割及び検査会場

受検票により指定する。

Ⅱ－７ 問題作成

問題作成に関する事項は、別に定める。

Ⅱ－８ 選考

選考の方法等については、別に定める。

Ⅱ－９ 採点、合格者の発表、入学手続（入学確約書の提出）及び本人得点の開示等

都立高校の実施要綱第２－９ から まで、第３－１１、第３－１２、第５－１及び第５－３を準用する。

Ⅱ－１０ その他

施行規則第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める検査の成績により行う。

応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認められる者

は、入学を取り消すものとする。

引揚生徒対象の選抜に出願する者は、都立高校の第一次募集・分割前期募集に併せて出願することができる。ただ

し、引揚生徒対象の選抜の合格者は、第一次募集・分割前期募集に出願していても、受検を認めない。

引揚生徒対象の選抜に出願する者は、都立高校通信制課程の前期選抜に出願することができない。

本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

Ⅱ 引揚生徒対象

Ⅱ－１ 引揚生徒対象の選抜日程

事 項 日 時

出 願
令和８年２月 ５日（木） 午前９時 ～ 午後３時

２月 ６日（金） 午前９時 ～ 正午

志願

変更

入学願書取下げ 令和８年２月１２日（木） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年２月１３日（金） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年２月１６日（月） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表
令和８年２月１８日（水） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月１８日（水） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月１９日（木） 午前９時 ～ 正午

実 施 高 校 名 深川高校、光丘高校、富士森高校

（注）都立高校の第一次募集・分割前期募集にも出願することができる。

Ⅱ－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

Ⅱ－３ 応募資格

引揚生徒対象の選抜に志願することができる者は、高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高

等専門学校に在籍していない平成２３年４月１日以前に出生した者で、次の表①欄 から までのいずれかに該当し、

かつ、②欄及び③欄に該当する者とする。

① 

令和８年３月に中学校を卒業する見込みの者

中学校を卒業した者

施行規則第９５条の各号のいずれかに該当する者

令和８年３月３１日までに、外国において学校教育における９年の課程を修了する見込みの者又は日本人学校

の当該課程を修了する見込みの者

② 

保護者が引揚者である者（保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が引揚者である場合を含む。）のうち、

保護者とともに都内に住所を有する者又は入学日までに都内に住所を有することが確実で、入学後も引き続き都内か

ら通学する者。ただし、保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居でき

ないときは、父又は母のどちらか一方と同居すればよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

さらに、①欄の 又は に該当する場合、引揚げ後に原則として小学校第４学年以上の学年に入学した者とする。

なお、引揚者とは、終戦前（昭和２０年９月２日以前をいう。）から引き続き外国に居住していた者（これらの者

を両親として終戦後外国において出生した者を含む。）で、終戦後初めて永住の目的をもって帰国した者をいう。

③ 

以前に、引揚生徒を対象とする本選抜により入学したことがない者

Ⅱ－４ 出願手続

中学校長の手続

都立高校の実施要綱第３－５－１を準用する。

志願者の手続

本実施要綱第Ⅰ－第１－４ を準用する。ただし、インターネット出願は行わないため、出願に要する書類等の提

出は全て紙で行う。
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Ⅲ－第１－４ 出願方法

志願者は、検査日の異なるそれぞれの都立高校に出願することができる。

Ⅲ－第１－５ 出願手続

中学校長の手続

都立高校の実施要綱第２－５－１を準用する。ただし、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、

六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校においては、都立高校の実施要綱第３－

５－１を準用する。

志願者の手続

本実施要綱Ⅰ－第１－４ を準用する。ただし、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六

郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校においては、インターネット出願は行わな

いため、出願に要する書類等の提出は全て紙で行う。

なお、志願者が出願に要する書類等は、次のとおりとする。

ア 入学願書（学校所定の様式）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

イ 最終学校の成績証明書又はこれに代わるもの（外国において学校教育における９年の課程が修了したことが分か

る卒業証明書等）

なお、中学校に在学している者又は既に卒業した者は調査書（様式 又は ）を提出する。

ウ 外国籍を有している者の場合、外国籍を有していることを証明する住民票記載事項証明書（様式応３）又は公的

機関発行の書類

エ 前記Ⅲ－第１－３ イに該当する場合は、入国後の在日期間が入学日現在３年以内であることを証明する公的機

関発行の書類

オ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、理由書

（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類

ただし、都内の中学校を卒業する見込みの者及び定時制課程の高校を志願する者は提出する必要はない。

カ 入学考査料 （全日制 ２，２００円、定時制 ９５０円）

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、納付書裏面に

記載の納付場所で納付した領収証の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所定の入学願書を用いる場

合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。ただし、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、

六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校においては、インターネット出願は行

わないため、所定の納付書により、納付書裏面に記載した納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付

ける。）

キ パーソナル・ヒストリー（学校所定の様式）

ク 応募資格の審査に要する書類（該当する者のみ）

ケ その他当該都立高校長が必要とする書類

受検票の交付

本実施要綱Ⅰ－第１－４ を準用する。ただし、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷

工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校においては、インターネット出願は行わない

ため、入学願書等を受け付けた都立高校長が受検票を交付する。

Ⅲ－第１－６ 検査の実施

検査内容

作文及び面接とする。

なお、言語については、それぞれの検査において日本語又は英語のどちらかを選択することができる。また、当該

都立高校長が必要と判断した場合は、学力検査を実施することができる。日本語により作文及び学力検査を実施する

場合は、ひらがなのルビを振った検査問題とする。

作文又は面接を受検しなかった者（学力検査を実施する場合は、検査教科のうち、１教科でも受検しなかった者を

含む。）は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したもの

とみなす。

集合時刻及び時間割

受検票により指定する。

検査会場

受検票により指定する。

Ⅲ 在京外国人生徒等対象

第 １ ４月入学生徒の選抜

Ⅲ－第１－１ 在京外国人生徒等対象・４月入学生徒の選抜日程

＜竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高

校、砂川高校＞

事 項 日 時

出 願
令和８年１月２０日（火） 午前９時 ～ 午後３時

１月２１日（水） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年１月２６日（月）

合 格 者 の 発 表
令和８年２月 ２日（月） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午

４日（月） 午前９時 ～ 正午＜国際高校＞

事 項 日 時

出 願

インターネット出願を行い、かつその他出願に要する書類については、下記書類提出期

間必着で、当該都立高校に簡易書留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

〔書類提出期間〕令和８年 １月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

検 査 令和８年２月１６日（月）

合 格 者 の 発 表
令和８年２月１８日（水） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月１８日（水） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月１９日（木） 午前９時 ～ 正午

（注）都立高校の第一次募集・分割前期募集にも出願することができる。

Ⅲ－第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

Ⅲ－第１－３ 応募資格

在京外国人生徒等対象の４月入学生徒の選抜に志願することのできる者は、次の 及び に該当する日本語指導が

必要な者で、平成２３年４月１日以前に出生した者とする。ただし、国際高校の在京外国人生徒等対象の選抜において

は、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、

荻窪高校及び砂川高校の在京外国人生徒等対象の選抜における合格者の応募は認めない。

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次のアから

ウまでのいずれかに該当する者

ア 国籍を問わず、令和８年３月３１日までに、外国において学校教育における９年の課程を修了する見込みの者又

は修了した者

イ 国籍を問わず、令和８年３月３１日までに、中学校を卒業する見込みの者又は既に卒業した者で、入国後の在日

期間が入学日現在原則として３年以内の者。ただし、入学日現在入国後３年を超える者のうち、入国日が令和５年

１月１日以降の者については、入国後の在日期間が入学日現在３年以内とみなす。

ウ 外国籍を有している者で、令和８年３月３１日までに、日本国内において外国人学校の教育により日本の９年の

義務教育相当の課程を修了する見込みの者又は修了した者

都立高校の実施要綱第２－３－１の②欄中のいずれかに該当する者
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Ⅲ－第１－４ 出願方法

志願者は、検査日の異なるそれぞれの都立高校に出願することができる。

Ⅲ－第１－５ 出願手続

中学校長の手続

都立高校の実施要綱第２－５－１を準用する。ただし、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、

六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校においては、都立高校の実施要綱第３－

５－１を準用する。

志願者の手続

本実施要綱Ⅰ－第１－４ を準用する。ただし、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六

郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校においては、インターネット出願は行わな

いため、出願に要する書類等の提出は全て紙で行う。

なお、志願者が出願に要する書類等は、次のとおりとする。

ア 入学願書（学校所定の様式）

（インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。）

イ 最終学校の成績証明書又はこれに代わるもの（外国において学校教育における９年の課程が修了したことが分か

る卒業証明書等）

なお、中学校に在学している者又は既に卒業した者は調査書（様式 又は ）を提出する。

ウ 外国籍を有している者の場合、外国籍を有していることを証明する住民票記載事項証明書（様式応３）又は公的

機関発行の書類

エ 前記Ⅲ－第１－３ イに該当する場合は、入国後の在日期間が入学日現在３年以内であることを証明する公的機

関発行の書類

オ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、理由書

（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類

ただし、都内の中学校を卒業する見込みの者及び定時制課程の高校を志願する者は提出する必要はない。

カ 入学考査料 （全日制 ２，２００円、定時制 ９５０円）

（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書により、納付書裏面に

記載の納付場所で納付した領収証の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所定の入学願書を用いる場

合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。ただし、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、

六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校においては、インターネット出願は行

わないため、所定の納付書により、納付書裏面に記載した納付場所で納付した領収証書を入学願書の裏面に貼り付

ける。）

キ パーソナル・ヒストリー（学校所定の様式）

ク 応募資格の審査に要する書類（該当する者のみ）

ケ その他当該都立高校長が必要とする書類

受検票の交付

本実施要綱Ⅰ－第１－４ を準用する。ただし、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷

工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校においては、インターネット出願は行わない

ため、入学願書等を受け付けた都立高校長が受検票を交付する。

Ⅲ－第１－６ 検査の実施

検査内容

作文及び面接とする。

なお、言語については、それぞれの検査において日本語又は英語のどちらかを選択することができる。また、当該

都立高校長が必要と判断した場合は、学力検査を実施することができる。日本語により作文及び学力検査を実施する

場合は、ひらがなのルビを振った検査問題とする。

作文又は面接を受検しなかった者（学力検査を実施する場合は、検査教科のうち、１教科でも受検しなかった者を

含む。）は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したもの

とみなす。

集合時刻及び時間割

受検票により指定する。

検査会場

受検票により指定する。

Ⅲ 在京外国人生徒等対象

第 １ ４月入学生徒の選抜

Ⅲ－第１－１ 在京外国人生徒等対象・４月入学生徒の選抜日程

＜竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高

校、砂川高校＞

事 項 日 時

出 願
令和８年１月２０日（火） 午前９時 ～ 午後３時

１月２１日（水） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年１月２６日（月）

合 格 者 の 発 表
令和８年２月 ２日（月） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午

４日（月） 午前９時 ～ 正午＜国際高校＞

事 項 日 時

出 願

インターネット出願を行い、かつその他出願に要する書類については、下記書類提出期

間必着で、当該都立高校に簡易書留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

〔書類提出期間〕令和８年 １月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

検 査 令和８年２月１６日（月）

合 格 者 の 発 表
令和８年２月１８日（水） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月１８日（水） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月１９日（木） 午前９時 ～ 正午

（注）都立高校の第一次募集・分割前期募集にも出願することができる。

Ⅲ－第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

Ⅲ－第１－３ 応募資格

在京外国人生徒等対象の４月入学生徒の選抜に志願することのできる者は、次の 及び に該当する日本語指導が

必要な者で、平成２３年４月１日以前に出生した者とする。ただし、国際高校の在京外国人生徒等対象の選抜において

は、竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、

荻窪高校及び砂川高校の在京外国人生徒等対象の選抜における合格者の応募は認めない。

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次のアから

ウまでのいずれかに該当する者

ア 国籍を問わず、令和８年３月３１日までに、外国において学校教育における９年の課程を修了する見込みの者又

は修了した者

イ 国籍を問わず、令和８年３月３１日までに、中学校を卒業する見込みの者又は既に卒業した者で、入国後の在日

期間が入学日現在原則として３年以内の者。ただし、入学日現在入国後３年を超える者のうち、入国日が令和５年

１月１日以降の者については、入国後の在日期間が入学日現在３年以内とみなす。

ウ 外国籍を有している者で、令和８年３月３１日までに、日本国内において外国人学校の教育により日本の９年の

義務教育相当の課程を修了する見込みの者又は修了した者

都立高校の実施要綱第２－３－１の②欄中のいずれかに該当する者
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１を準用する。ただし、第５－１－２ でいう交付の開始時期は、合格者の入学手続締切日の翌日とする。

Ⅲ－第２－６ 学力検査における答案の開示

都立高校の実施要綱第５－２を準用する。

第 ３ その他

１ 施行規則第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める検査の成績により行う。

２ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認められる者は、

入学を取り消すものとする。

３ 在京外国人生徒等対象の選抜（竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合

高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校）の合格者は、入学手続日以降に実施する都立高校の募集に出願

することができない。

４ ４月入学生徒の選抜（国際高校）に出願する者は、都立高校通信制課程の前期選抜に出願することができない。

５ ９月入学生徒の選抜に出願する者は、国際バカロレアコースの９月入学生徒の選抜に併せて出願することができる。

ただし、国際バカロレアコースの選抜の合格者は、在京外国人生徒等対象の選抜における選考の対象としない。

６ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

Ⅲ－第１－７ 問題作成

問題作成に関する事項は、別に定める。

Ⅲ－第１－８ 選考

選考の方法等については、別に定める。

Ⅲ－第１－９ 採点、合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第２－９ から まで、第３－１１及び第３－１２を準用する。

Ⅲ－第１－１０ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示

都立高校の実施要綱第５を準用する。

第 ２ ９月入学生徒の選抜

Ⅲ－第２－１ 在京外国人生徒等対象・９月入学生徒の選抜日程

事 項 日 時

出 願
令和８年７月 １日（水） 午前９時 ～ 午後３時

７月 ７月 ２日（木） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年７月 ８日（水）

合 格 者 の 発 表 令和８年７月１３日（月） 午前９時

合格者の入学手続
令和８年７月１３日（月） 午前９時 ～ 午後３時

７月１４日（火） 午前９時 ～ 正午

実 施 高 校 名 竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、国際高校

（注）国際バカロレアコースの９月入学生徒の選抜にも出願することができる。

Ⅲ－第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

Ⅲ－第２－３ 応募資格

在京外国人生徒等対象の９月入学生徒の選抜に志願することのできる者は、次の 及び に該当する日本語指導が

必要な者で、平成２３年４月１日以前に出生した者とする。

なお、既に実施された令和８年度東京都立高等学校入学者選抜に応募した者の出願は認めない。

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次のア又は

イのどちらかに該当する者

ア 国籍を問わず、令和８年４月１日から同年８月３１日までの間に、外国において学校教育における９年の課程を

修了する見込みの者又は修了した者

イ 外国籍を有している者で、令和８年４月１日から同年８月３１日までの間に、日本国内において外国人学校の教

育により日本の９年の義務教育相当の課程を修了する見込みの者又は修了した者

保護者とともに都内に住所を有する者又は入学日までに住所を有することが確実な者で、かつ、入学後も引き続き

都内から通学することが確実な者。ただし、保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内

に志願者と同居できないときは、父又は母のどちらか一方と同居すればよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場

合に限る。）。

Ⅲ－第２－４ 出願手続、検査の実施、問題作成及び選考

本実施要綱Ⅰ－第２－４及びⅢ－第１－６からⅢ－第１－８までを準用する。

Ⅲ－第２－５ 採点、合格者の発表、入学手続（入学確約書の提出）及び本人得点の開示

都立高校の実施要綱第２－９ から まで、本実施要綱Ⅰ－第２－９、都立高校の実施要綱第３－１２及び第５－
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１を準用する。ただし、第５－１－２ でいう交付の開始時期は、合格者の入学手続締切日の翌日とする。

Ⅲ－第２－６ 学力検査における答案の開示

都立高校の実施要綱第５－２を準用する。

第 ３ その他

１ 施行規則第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める検査の成績により行う。

２ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認められる者は、

入学を取り消すものとする。

３ 在京外国人生徒等対象の選抜（竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合

高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校）の合格者は、入学手続日以降に実施する都立高校の募集に出願

することができない。

４ ４月入学生徒の選抜（国際高校）に出願する者は、都立高校通信制課程の前期選抜に出願することができない。

５ ９月入学生徒の選抜に出願する者は、国際バカロレアコースの９月入学生徒の選抜に併せて出願することができる。

ただし、国際バカロレアコースの選抜の合格者は、在京外国人生徒等対象の選抜における選考の対象としない。

６ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

Ⅲ－第１－７ 問題作成

問題作成に関する事項は、別に定める。

Ⅲ－第１－８ 選考

選考の方法等については、別に定める。

Ⅲ－第１－９ 採点、合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第２－９ から まで、第３－１１及び第３－１２を準用する。

Ⅲ－第１－１０ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示

都立高校の実施要綱第５を準用する。

第 ２ ９月入学生徒の選抜

Ⅲ－第２－１ 在京外国人生徒等対象・９月入学生徒の選抜日程

事 項 日 時

出 願
令和８年７月 １日（水） 午前９時 ～ 午後３時

７月 ７月 ２日（木） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年７月 ８日（水）

合 格 者 の 発 表 令和８年７月１３日（月） 午前９時

合格者の入学手続
令和８年７月１３日（月） 午前９時 ～ 午後３時

７月１４日（火） 午前９時 ～ 正午

実 施 高 校 名 竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、国際高校

（注）国際バカロレアコースの９月入学生徒の選抜にも出願することができる。

Ⅲ－第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

Ⅲ－第２－３ 応募資格

在京外国人生徒等対象の９月入学生徒の選抜に志願することのできる者は、次の 及び に該当する日本語指導が

必要な者で、平成２３年４月１日以前に出生した者とする。

なお、既に実施された令和８年度東京都立高等学校入学者選抜に応募した者の出願は認めない。

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次のア又は

イのどちらかに該当する者

ア 国籍を問わず、令和８年４月１日から同年８月３１日までの間に、外国において学校教育における９年の課程を

修了する見込みの者又は修了した者

イ 外国籍を有している者で、令和８年４月１日から同年８月３１日までの間に、日本国内において外国人学校の教

育により日本の９年の義務教育相当の課程を修了する見込みの者又は修了した者

保護者とともに都内に住所を有する者又は入学日までに住所を有することが確実な者で、かつ、入学後も引き続き

都内から通学することが確実な者。ただし、保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内

に志願者と同居できないときは、父又は母のどちらか一方と同居すればよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場

合に限る。）。

Ⅲ－第２－４ 出願手続、検査の実施、問題作成及び選考

本実施要綱Ⅰ－第２－４及びⅢ－第１－６からⅢ－第１－８までを準用する。

Ⅲ－第２－５ 採点、合格者の発表、入学手続（入学確約書の提出）及び本人得点の開示

都立高校の実施要綱第２－９ から まで、本実施要綱Ⅰ－第２－９、都立高校の実施要綱第３－１２及び第５－
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第２学年相当以上

都立高校の実施要綱第２－３－１に定める定時制の応募資格を有する高等学校等中途退学者で、在学していた期間

が１年以上、かつ、令和７年１２月までの高等学校における修得単位数が１９単位以上の者

第１－４ 出願方法

志願者は、１校に限り出願する。

チャレンジスクールの志願者は１部から３部までの各部に、八王子拓真高校（チャレンジ枠）の志願者は１部又は

２部の各部に、それぞれ志望の順位を付けて出願することができる。

第１－５ 出願手続

第１－５－１ 中学校、義務教育学校、特別支援学校及び中等教育学校（以下「中学校」という。）の校長の手続

次の 及び により、出願に必要な書類の作成等を行い、都立高校長宛てに、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面

で受け渡される方法により、書類提出期間に必着するように提出する。

入学願書（様式４）

都内の中学校長は、志願者が出願サイト上に入力した事項及び添付された写真が本人のものであること及び志願し

ようとする都立高校への応募資格があることを確認し、中学校用の出願管理サイトを通じ、承認の登録を行う。

なお、都外の中学校又は日本人学校の校長は、中学校用の出願管理サイトでの承認登録の必要はない。

志願者一覧（様式 ）

都内の中学校長は、都立高校の実施要綱第１－５－１（ ）に定める方法により作成する。

なお、都外の中学校又は日本人学校の校長は、作成する必要はない。

第１－５－２ 志願者の手続

第１－５－２－１ 出願に要する書類等

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧（チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠））別表２－２

－２（９９ページ）のとおり。

なお、高等学校等中途退学者で高等学校における修得単位がある者は、上記の書類の他に、高等学校の単位修得証

明書・成績証明書（学校所定の様式）を提出する。

インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。ただし、やむを得ない事情によりインターネ

ット出願を行うことができない場合は、所定の入学願書により出願することとする。その際、チャレンジスクールの

入学願書は八王子拓真高校（チャレンジ枠）のみ都立高等学校（以下「都立高校」という。）共通の様式（様式４）

を用い、その他の学校については各学校所定の様式を用いる。

調査書の提出は必要としない。また、自己ＰＲカードに代えて学校所定の志願申告書を提出する。

入入学学考考査査料料はは９９５５００円円とする（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、

所定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。や

むを得ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）。

第１－５－２－２ 提出方法

都立高校の実施要綱第２－５－２－２を準用する。

第１－５－３ 受検票の交付

都立高校の実施要綱第２－５－３を準用する。

第１－６ 志願の変更

第１－６－１ 志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－１（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができ

る。ただし、入学願書の返却を受けたチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を含む。以下この項におい

て同じ。）に再提出することはできない。

第１－６－２ 志願変更の手続

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第２－６－２を準用する。ただし、他のチャレンジスクールに入学願書

を再提出する場合は、新たに志願申告書を作成し提出する。

面接を実施する全日制の都立高校へ志願変更をする場合、又は一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校

（一般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカードを作成し、調査書とともに提出する。

全日制の都立高校へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高校の窓口に

おいて、現金で納付する。

東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜実施要綱

令和８年度の東京都立高等学校定時制課程単位制高等学校のうち、総合学科の六本木高校、大江戸高校、世田谷泉高校、

稔ヶ丘高校、桐ヶ丘高校、小台橋高校及び立川緑高校（以下「チャレンジスクール」という。）並びに普通科の八王子拓

真高校（チャレンジ枠）の入学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則（平成５年東京都教育委員

会規則第１号）に基づき、この東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜実施要綱（以下「本実施要綱」という。）

の定めるところにより実施する。

第 １ 学力検査等に基づく選抜（第一次募集）

第１－１ 第一次募集日程

（注１） 志願変更ができるのは、第１学年相当に出願した者のみであり、第２学年相当以上に出願した者は志願

変更はできない。

（注２） チャレンジスクール又は八王子拓真高校（チャレンジ枠）の志願者は、全日制の都立高等学校（ただし、

全日制の応募資格を有する者に限る。）、他のチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を

含む。）、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校への志願変更ができ

る。

第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

なお、高等学校等中途退学者を対象とした特別枠を設ける（八王子拓真高校を除く。）。

第１－３ 応募資格等

第１学年相当

東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下「都立高校の実施要綱」という。）第２－３－１に定める定時制の応

募資格を有する者又は同資格を有する高等学校等中途退学者で、令和７年１２月までの高等学校における修得単位数

が１８単位以下の者

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、

かつその他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で、各都立高校に簡易

書留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間の

ことである。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年１月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先

の都立高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

志願変更

注 、

入学願書取下げ 令和８年２月１２日（木） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年２月１３日（金） 午前９時 ～ 正午

検 査

令和８年２月２１日（土） （第１学年相当）集合 各都立高校が定める時刻

面接については、令和８年２月２１日（土）以後、各都立高校が定める日時

令和８年２月２０日（金） （第２学年相当以上）集合 各都立高校が定める時刻

合 格 者 の 発 表

令和８年３月 ２日（月） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会

サイト（以下「合否照会サイト」

という。）上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

３月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午
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第２学年相当以上

都立高校の実施要綱第２－３－１に定める定時制の応募資格を有する高等学校等中途退学者で、在学していた期間

が１年以上、かつ、令和７年１２月までの高等学校における修得単位数が１９単位以上の者

第１－４ 出願方法

志願者は、１校に限り出願する。

チャレンジスクールの志願者は１部から３部までの各部に、八王子拓真高校（チャレンジ枠）の志願者は１部又は

２部の各部に、それぞれ志望の順位を付けて出願することができる。

第１－５ 出願手続

第１－５－１ 中学校、義務教育学校、特別支援学校及び中等教育学校（以下「中学校」という。）の校長の手続

次の 及び により、出願に必要な書類の作成等を行い、都立高校長宛てに、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面

で受け渡される方法により、書類提出期間に必着するように提出する。

入学願書（様式４）

都内の中学校長は、志願者が出願サイト上に入力した事項及び添付された写真が本人のものであること及び志願し

ようとする都立高校への応募資格があることを確認し、中学校用の出願管理サイトを通じ、承認の登録を行う。

なお、都外の中学校又は日本人学校の校長は、中学校用の出願管理サイトでの承認登録の必要はない。

志願者一覧（様式 ）

都内の中学校長は、都立高校の実施要綱第１－５－１（ ）に定める方法により作成する。

なお、都外の中学校又は日本人学校の校長は、作成する必要はない。

第１－５－２ 志願者の手続

第１－５－２－１ 出願に要する書類等

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧（チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠））別表２－２

－２（９９ページ）のとおり。

なお、高等学校等中途退学者で高等学校における修得単位がある者は、上記の書類の他に、高等学校の単位修得証

明書・成績証明書（学校所定の様式）を提出する。

インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。ただし、やむを得ない事情によりインターネ

ット出願を行うことができない場合は、所定の入学願書により出願することとする。その際、チャレンジスクールの

入学願書は八王子拓真高校（チャレンジ枠）のみ都立高等学校（以下「都立高校」という。）共通の様式（様式４）

を用い、その他の学校については各学校所定の様式を用いる。

調査書の提出は必要としない。また、自己ＰＲカードに代えて学校所定の志願申告書を提出する。

入入学学考考査査料料はは９９５５００円円とする（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、

所定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。や

むを得ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）。

第１－５－２－２ 提出方法

都立高校の実施要綱第２－５－２－２を準用する。

第１－５－３ 受検票の交付

都立高校の実施要綱第２－５－３を準用する。

第１－６ 志願の変更

第１－６－１ 志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－１（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができ

る。ただし、入学願書の返却を受けたチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を含む。以下この項におい

て同じ。）に再提出することはできない。

第１－６－２ 志願変更の手続

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第２－６－２を準用する。ただし、他のチャレンジスクールに入学願書

を再提出する場合は、新たに志願申告書を作成し提出する。

面接を実施する全日制の都立高校へ志願変更をする場合、又は一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校

（一般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカードを作成し、調査書とともに提出する。

全日制の都立高校へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高校の窓口に

おいて、現金で納付する。

東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜実施要綱

令和８年度の東京都立高等学校定時制課程単位制高等学校のうち、総合学科の六本木高校、大江戸高校、世田谷泉高校、

稔ヶ丘高校、桐ヶ丘高校、小台橋高校及び立川緑高校（以下「チャレンジスクール」という。）並びに普通科の八王子拓

真高校（チャレンジ枠）の入学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則（平成５年東京都教育委員

会規則第１号）に基づき、この東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜実施要綱（以下「本実施要綱」という。）

の定めるところにより実施する。

第 １ 学力検査等に基づく選抜（第一次募集）

第１－１ 第一次募集日程

（注１） 志願変更ができるのは、第１学年相当に出願した者のみであり、第２学年相当以上に出願した者は志願

変更はできない。

（注２） チャレンジスクール又は八王子拓真高校（チャレンジ枠）の志願者は、全日制の都立高等学校（ただし、

全日制の応募資格を有する者に限る。）、他のチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を

含む。）、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校への志願変更ができ

る。

第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

なお、高等学校等中途退学者を対象とした特別枠を設ける（八王子拓真高校を除く。）。

第１－３ 応募資格等

第１学年相当

東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下「都立高校の実施要綱」という。）第２－３－１に定める定時制の応

募資格を有する者又は同資格を有する高等学校等中途退学者で、令和７年１２月までの高等学校における修得単位数

が１８単位以下の者

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、

かつその他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で、各都立高校に簡易

書留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間の

ことである。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年１月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先

の都立高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

志願変更

注 、

入学願書取下げ 令和８年２月１２日（木） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年２月１３日（金） 午前９時 ～ 正午

検 査

令和８年２月２１日（土） （第１学年相当）集合 各都立高校が定める時刻

面接については、令和８年２月２１日（土）以後、各都立高校が定める日時

令和８年２月２０日（金） （第２学年相当以上）集合 各都立高校が定める時刻

合 格 者 の 発 表

令和８年３月 ２日（月） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会

サイト（以下「合否照会サイト」

という。）上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

３月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午
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ら、審査結果の順に、当該の部の志望の有無に基づき充足する。その際、充足しない部が複数ある場合は、審査結

果の順に、当該の部の志望の有無に基づき、志望の順位により充足する。

第１－９－４ 合格者の決定

都立高校長は、選考委員会で決定した合格候補者を入学許可予定者（以下「合格者」という。）として決定する。

第１－１０ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第２－１１及び第２－１２を準用する。

第 ２ 学力検査等に基づく選抜（第二次募集）

第２－１ 第二次募集日程

（注１） チャレンジスクール又は八王子拓真高校（チャレンジ枠）の志願者は、全日制の都立高校（ただし、全

日制の応募資格を有する者に限る。）、他のチャレンジスクール、八王子拓真高校（チャレンジ枠）、一

橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校への志願変更ができる。

（注２） 第二次募集は、第１学年相当のみとする。

第２－２ 募集人員

第一次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない都立高校は、その相当人員について第二次募集を行う。

第２－３ 応募資格

本実施要綱第１－３ を準用する。

なお、第二次募集入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わる選抜、

第一次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象の選抜、国

際バカロレアコースの選抜及び通信制課程の前期選抜における合格者、都立特別支援学校の高等部の入学許可予定者と

なり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中高一貫教育校の高校・後期課程に進学・進級を

予定している者並びに東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学許可予定者の応募は認めない。

また、一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障する趣旨から、既に国私立高校に入学手続を終えている生徒に

ついては、以後の募集への出願を遠慮すること。

第２－４ 出願方法

志願者は、１校に限り出願する。また、募集のある全ての部に志望の順位を付けることができる。

第２－５ 出願手続

第２－５－１ 中学校の校長の手続

都内の中学校長は、在学している生徒について、入学願書（様式５）に記載されている事項及び貼り付けてある写真

が本人のものであること並びに志願しようとする都立高校への応募資格があることを確認し、所定の位置に中学校長の

公印を押す。

事 項 日 時

出 願 令和８年３月 ５日（木） 午前９時 ～ 午後３時

志願変更

（注１）

入学願書取下げ 令和８年３月 ６日（金） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年３月 ９日（月） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年３月１０日（火） 集合 各都立高校が定める時刻

合 格 者 の 発 表
令和８年３月１３日（金） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

正午 （校内掲示）

合 格 者 の 入 学 手 続
令和８年３月１３日（金） 正午 ～ 午後３時

３月１６日（月） 午前９時 ～ 正午

第１－７ 検査の実施

検査内容

面接及び作文を実施する。

面接又は作文を受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正当な事由により、一部受検できな

かった者は、受検したものとみなす。

 集合時刻及び時間割

＜世田谷泉高校、桐ヶ丘高校、小台橋高校及び立川緑高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 内 容

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文

第 ２ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

（注） 志願者が多い場合には、面接が２日間にわたる場合がある。

＜六本木高校、大江戸高校及び稔ヶ丘高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 内 容

集 合 午前 ９時３０分

第 １ 時 限 午前１０時００分 ～ 午前１０時５０分 ５０分 作 文

第 ２ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

（注） 志願者が多い場合には、面接が２日間にわたる場合がある。

＜八王子拓真高校（チャレンジ枠）＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 内 容

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文

（注） 面接については、２月２２日（日）に実施する。集合時刻については、受検票により指定する。

検査会場

受検票により指定する。

第１－８ 採点

都立高校の実施要綱第２－９ から までを準用する。

第１－９ 選考

第１－９－１ 選考

 第１学年相当

志願申告書、面接及び作文を総合した審査結果（以下「審査結果」という。）、入学願書による志望並びに都立高

校の校長（以下「都立高校長」という。）が必要とする資料により行う。

 第２学年相当以上

高等学校の単位修得証明書・成績証明書、審査結果、入学願書による志望及び都立高校長が必要とする資料により

行う。

第１－９－２ 選考委員会

都立高校の実施要綱第２－１０－４を準用する。

第１－９－３ 合格候補者の決定

各部の募集人員を合計した人員を、審査結果の順により決定する。

部ごとに、前項 の人員のうち、その部を第１志望とした者の中から合格候補者を決定する。

第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を の人員のうちから志望の順位に基づき、審査結果の順に

充足する。

特別枠の合格候補者が募集人員に満たない場合は、中学校を卒業する見込みの者又は既に卒業した者で充足する

ことができる。

及び の方法により充足しない部がある場合、当該の部について、合格候補者となっていない受検者の中か
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ら、審査結果の順に、当該の部の志望の有無に基づき充足する。その際、充足しない部が複数ある場合は、審査結

果の順に、当該の部の志望の有無に基づき、志望の順位により充足する。

第１－９－４ 合格者の決定

都立高校長は、選考委員会で決定した合格候補者を入学許可予定者（以下「合格者」という。）として決定する。

第１－１０ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第２－１１及び第２－１２を準用する。

第 ２ 学力検査等に基づく選抜（第二次募集）

第２－１ 第二次募集日程

（注１） チャレンジスクール又は八王子拓真高校（チャレンジ枠）の志願者は、全日制の都立高校（ただし、全

日制の応募資格を有する者に限る。）、他のチャレンジスクール、八王子拓真高校（チャレンジ枠）、一

橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校への志願変更ができる。

（注２） 第二次募集は、第１学年相当のみとする。

第２－２ 募集人員

第一次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない都立高校は、その相当人員について第二次募集を行う。

第２－３ 応募資格

本実施要綱第１－３ を準用する。

なお、第二次募集入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わる選抜、

第一次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象の選抜、国

際バカロレアコースの選抜及び通信制課程の前期選抜における合格者、都立特別支援学校の高等部の入学許可予定者と

なり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中高一貫教育校の高校・後期課程に進学・進級を

予定している者並びに東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学許可予定者の応募は認めない。

また、一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障する趣旨から、既に国私立高校に入学手続を終えている生徒に

ついては、以後の募集への出願を遠慮すること。

第２－４ 出願方法

志願者は、１校に限り出願する。また、募集のある全ての部に志望の順位を付けることができる。

第２－５ 出願手続

第２－５－１ 中学校の校長の手続

都内の中学校長は、在学している生徒について、入学願書（様式５）に記載されている事項及び貼り付けてある写真

が本人のものであること並びに志願しようとする都立高校への応募資格があることを確認し、所定の位置に中学校長の

公印を押す。

事 項 日 時

出 願 令和８年３月 ５日（木） 午前９時 ～ 午後３時

志願変更

（注１）

入学願書取下げ 令和８年３月 ６日（金） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年３月 ９日（月） 午前９時 ～ 正午

検 査 令和８年３月１０日（火） 集合 各都立高校が定める時刻

合 格 者 の 発 表
令和８年３月１３日（金） 午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

正午 （校内掲示）

合 格 者 の 入 学 手 続
令和８年３月１３日（金） 正午 ～ 午後３時

３月１６日（月） 午前９時 ～ 正午

第１－７ 検査の実施

検査内容

面接及び作文を実施する。

面接又は作文を受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正当な事由により、一部受検できな

かった者は、受検したものとみなす。

 集合時刻及び時間割

＜世田谷泉高校、桐ヶ丘高校、小台橋高校及び立川緑高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 内 容

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文

第 ２ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

（注） 志願者が多い場合には、面接が２日間にわたる場合がある。

＜六本木高校、大江戸高校及び稔ヶ丘高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 内 容

集 合 午前 ９時３０分

第 １ 時 限 午前１０時００分 ～ 午前１０時５０分 ５０分 作 文

第 ２ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

（注） 志願者が多い場合には、面接が２日間にわたる場合がある。

＜八王子拓真高校（チャレンジ枠）＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 内 容

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文

（注） 面接については、２月２２日（日）に実施する。集合時刻については、受検票により指定する。

検査会場

受検票により指定する。

第１－８ 採点

都立高校の実施要綱第２－９ から までを準用する。

第１－９ 選考

第１－９－１ 選考

 第１学年相当

志願申告書、面接及び作文を総合した審査結果（以下「審査結果」という。）、入学願書による志望並びに都立高

校の校長（以下「都立高校長」という。）が必要とする資料により行う。

 第２学年相当以上

高等学校の単位修得証明書・成績証明書、審査結果、入学願書による志望及び都立高校長が必要とする資料により

行う。

第１－９－２ 選考委員会

都立高校の実施要綱第２－１０－４を準用する。

第１－９－３ 合格候補者の決定

各部の募集人員を合計した人員を、審査結果の順により決定する。

部ごとに、前項 の人員のうち、その部を第１志望とした者の中から合格候補者を決定する。

第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を の人員のうちから志望の順位に基づき、審査結果の順に

充足する。

特別枠の合格候補者が募集人員に満たない場合は、中学校を卒業する見込みの者又は既に卒業した者で充足する

ことができる。

及び の方法により充足しない部がある場合、当該の部について、合格候補者となっていない受検者の中か
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なお、第三次募集の結果にかかわらず、第四次募集は実施しない。

第三次募集の実施について必要な事項は別に定める。

第 ３ 本人得点の開示等

都立高校の実施要綱第５－１及び第５－３を準用する。ただし、第５－３－１において、当該都立高校長は、都内の

中学校に在学している受検者が、中学校における進路指導や学習指導に活用するために、都立高校から中学校へ検査結

果を提供することについて同意した場合のみ、当該受検者の選抜用評定等確認表（様式 ）を作成する。その際、当該

受検者の選抜用評定等確認表については、面接の得点、作文の得点及び志願申告書の得点のみを記載する。

第 ４ その他

１ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める検

査の成績により行う。

２ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認められる者は、

入学を取り消すものとする。

３ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

第２－５－２ 志願者の手続

第２－５－２－１ 出願に要する書類等

本実施要綱第１－５－２－１を準用する。ただし、入学考査料は所定の納付書により納付書裏面に記載の納付場所

で納付し、領収証書を入学願書の裏面に貼り付けること。

第２－５－２－２ 提出方法

都立高校の実施要綱第３－５－２－２を準用する。ただし、インターネット出願は行わないため、所定の用紙を持参

により提出する。

第２－５－２－３ 受検票の交付

都立高校の実施要綱第３－５－３を準用する。

第２－６ 志願の変更

第２－６－１ 志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－２（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができる。

ただし、入学願書の返却を受けたチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を含む。以下この項において

同じ。）に再提出することはできない。

第２－６－２ 志願変更の手続

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第３－６－２を準用する。ただし、他のチャレンジスクールに入学願書

を再提出する場合は、新たに志願申告書を作成し提出する。

面接を実施する全日制の都立高校へ志願変更をする場合、又は一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校

（一般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカードを作成し、調査書とともに提出する。

全日制の都立高校へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高校の窓口にお

いて、現金で納付する。

第２－７ 検査の実施

 検査内容

面接及び作文を実施する（本実施要綱第１－７ を準用する。）。

 集合時刻及び時間割

＜世田谷泉高校、桐ヶ丘高校、小台橋高校、立川緑高校及び八王子拓真高校（チャレンジ枠）＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 内 容

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文

第 ２ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

＜六本木高校、大江戸高校及び稔ヶ丘高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 内 容

集 合 午前 ９時３０分

第 １ 時 限 午前１０時００分 ～ 午前１０時５０分 ５０分 作 文

第 ２ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

 検査会場

受検票により指定する。

第２－８ 採点、選考

本実施要綱第１－８、第１－９を準用する。

第２－９ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第３－１１、第３－１２を準用する。

第２－１０ 第三次募集の実施について

第二次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない場合は、都立高校の実施要綱第３－１で定めた定時制第

二次募集日程で、第三次募集を行う。
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なお、第三次募集の結果にかかわらず、第四次募集は実施しない。

第三次募集の実施について必要な事項は別に定める。

第 ３ 本人得点の開示等

都立高校の実施要綱第５－１及び第５－３を準用する。ただし、第５－３－１において、当該都立高校長は、都内の

中学校に在学している受検者が、中学校における進路指導や学習指導に活用するために、都立高校から中学校へ検査結

果を提供することについて同意した場合のみ、当該受検者の選抜用評定等確認表（様式 ）を作成する。その際、当該

受検者の選抜用評定等確認表については、面接の得点、作文の得点及び志願申告書の得点のみを記載する。

第 ４ その他

１ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める検

査の成績により行う。

２ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認められる者は、

入学を取り消すものとする。

３ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

第２－５－２ 志願者の手続

第２－５－２－１ 出願に要する書類等

本実施要綱第１－５－２－１を準用する。ただし、入学考査料は所定の納付書により納付書裏面に記載の納付場所

で納付し、領収証書を入学願書の裏面に貼り付けること。

第２－５－２－２ 提出方法

都立高校の実施要綱第３－５－２－２を準用する。ただし、インターネット出願は行わないため、所定の用紙を持参

により提出する。

第２－５－２－３ 受検票の交付

都立高校の実施要綱第３－５－３を準用する。

第２－６ 志願の変更

第２－６－１ 志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－２（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができる。

ただし、入学願書の返却を受けたチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を含む。以下この項において

同じ。）に再提出することはできない。

第２－６－２ 志願変更の手続

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第３－６－２を準用する。ただし、他のチャレンジスクールに入学願書

を再提出する場合は、新たに志願申告書を作成し提出する。

面接を実施する全日制の都立高校へ志願変更をする場合、又は一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校

（一般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカードを作成し、調査書とともに提出する。

全日制の都立高校へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高校の窓口にお

いて、現金で納付する。

第２－７ 検査の実施

 検査内容

面接及び作文を実施する（本実施要綱第１－７ を準用する。）。

 集合時刻及び時間割

＜世田谷泉高校、桐ヶ丘高校、小台橋高校、立川緑高校及び八王子拓真高校（チャレンジ枠）＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 内 容

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文

第 ２ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

＜六本木高校、大江戸高校及び稔ヶ丘高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 内 容

集 合 午前 ９時３０分

第 １ 時 限 午前１０時００分 ～ 午前１０時５０分 ５０分 作 文

第 ２ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

 検査会場

受検票により指定する。

第２－８ 採点、選考

本実施要綱第１－８、第１－９を準用する。

第２－９ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第３－１１、第３－１２を準用する。

第２－１０ 第三次募集の実施について

第二次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない場合は、都立高校の実施要綱第３－１で定めた定時制第

二次募集日程で、第三次募集を行う。
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（ チ ャ レ ン ジ ス ク ー ル 及 び 八 王 子 拓 真 高 校 チ ャ レ ン ジ 枠 を 除 く 。 ）

チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠）を除く令和８年度の東京都立高等学校定時制課程単位制の入

学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則（平成５年東京都教育委員会規則第１号）及び令和８

年度東京都立高等学校入学者選抜における推薦に基づく選抜の実施方針に基づき、この東京都立高等学校定時制課程単位

制入学者選抜実施要綱（以下「本実施要綱」という。）の定めるところにより実施する。

なお、本実施要綱の対象となる定時制課程単位制の都立高等学校（以下「都立高校」という。）とは、一橋高校、新宿

山吹高校、浅草高校、六郷工科高校、荻窪高校、飛鳥高校、板橋有徳高校、八王子拓真高校（一般枠）、砂川高校、青梅

総合高校及び東久留米総合高校である。

第 １ 推薦に基づく選抜

第１－１ 新宿山吹高校定時制課程・情報科・推薦に基づく選抜日程

第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第１－３ 応募資格

東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下「都立高校の実施要綱」という。）第１－３を準用する。

第１－４ 出願方法

志願者は、情報科２部又は情報科４部のどちらか一つの部を指定して出願する。志願変更はできない。

第１－５ 出願手続

都立高校の実施要綱第１－５を準用する。

入入学学考考査査料料はは９９５５００円円とする（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、

納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。）。

第１－６ 検査の実施及び採点

検査内容

志願者全員に個人面接及び作文を実施する。

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、かつそ

の他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で、各都立高校に簡易書留郵便等

により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年１月１６日（金）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間の

ことである。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年１月９日（金）から１月１６日（金）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先

の都立高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

検 査 令和８年１月２６日（月） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表

令和８年２月 ２日（月） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会サイト（以

下「合否照会サイト」という。）上で

発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午

＜参考＞東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜実施要綱（第一次募集）主な相違点

六本木 大江戸 世田谷泉 稔ヶ丘 桐ヶ丘 小台橋 立川緑

１部、２部の各部
に志望の順位を付
けて出願

第１学年相当

第２学年
相当以上

第２学年相当以上
の募集を行わな
い。

第１学年相当

第２学年
相当以上

第２学年相当以上
の募集を行わな
い。

八王子拓真
（チャレンジ枠）

　① 入学願書（学校所定の様式。ただし、八王子拓真高校（チャレンジ枠）のみ都立高校共通の様式（様式４））
　　 インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。
　② 入学考査料（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書によ
   り、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所
　 定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する）
　③ 志願申告書（学校所定の用紙）
　④ 卒業見込証明書（都外の中学校を卒業見込みの者）又は卒業証明書（既卒者）
　⑤ 住民票記載事項証明書（様式応３）（都内に住所を有する既卒者）（注１、２）

項　　目

出願手続
（出願に要
する書類）

　① 入学願書（学校所定の様式。ただし、八王子拓真高校（チャレンジ枠）のみ都立高校共通の様式（様式４））
　　 インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。
　② 入学考査料（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書によ
   り、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所
   定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する）
  ③ 志願申告書（学校所定の用紙）
　④ 高等学校の単位修得証明書・成績証明書（学校所定の様式）
　⑤ 住民票記載事項証明書（様式応３)(都内に住所を有する者)(注１、２）

（注１）都内の中学校を卒業見込みの者を除き、都外に住所を有し、入学日までに都内に転入することが確実な者は、転居を証明する書類を提出する。
（注２）都内の中学校を卒業見込みの者を除き、都外に住所を有し、勤務先が都内にある場合は、住民票記載事項証明書に代えて、勤務先を証明する
　　　書類を提出する。

志願の変更

面接及び作文

 中学校卒業見込みの者
 又は既卒者

高等学校等
中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者

志願変更をすることはできない。

 (1) １～３部（八王子拓真高校(チャレンジ枠)においては、１部、２部）の募集人員を合計した人員を、審査
   結果の順により決定する。
 (2) 部ごとに、前項(1)の人員のうち、その部を第１志望とした者の中から合格候補者を決定する。
　　 第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を(1)の人員のうちから志望の順位に基づき、審査結
   果の順に充足する。
 (3) 特別枠の合格候補者が募集人員に満たない場合は、中学校を卒業する見込みの者又は既に卒業した者で充
   足することができる。
 (4) (2)及び(3)の方法により充足しない部がある場合、当該の部について、合格候補者となっていない受検者
   の中から、審査結果の順に、当該の部の志望の有無に基づき充足する。その際、充足しない部が複数ある場
   合は、審査結果の順に、当該の部の志望の有無に基づき、志望の順位により充足する。

出 願 方 法

検 査 等 の 実 施

チャレンジスクール

１～３部の各部に志望の順位を付けて出願

 中学校卒業見込みの者
 又は既卒者

選 考 合 格 候 補 者 の 決 定 ）

高等学校等
中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者

  入学願書提出後、１回に限り他のチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を含む。以下この項において同
じ。）、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）、砂川高校及び全日制高校（ただし、全日制の応募資格を
有する者に限る。）に、志願変更をすることができる。
（他のチャレンジスクールに入学願書を再提出する場合は、新たに志願申告書を作成して提出する。面接を実施する全日制高
校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカード
を作成し、調査書とともに提出する。また、全日制高校に志願変更をする者は、入学考査料の差額（1,250円）を再提出先の全日
制高校の窓口において、現金で納付する。）
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（ チ ャ レ ン ジ ス ク ー ル 及 び 八 王 子 拓 真 高 校 チ ャ レ ン ジ 枠 を 除 く 。 ）

チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠）を除く令和８年度の東京都立高等学校定時制課程単位制の入

学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則（平成５年東京都教育委員会規則第１号）及び令和８

年度東京都立高等学校入学者選抜における推薦に基づく選抜の実施方針に基づき、この東京都立高等学校定時制課程単位

制入学者選抜実施要綱（以下「本実施要綱」という。）の定めるところにより実施する。

なお、本実施要綱の対象となる定時制課程単位制の都立高等学校（以下「都立高校」という。）とは、一橋高校、新宿

山吹高校、浅草高校、六郷工科高校、荻窪高校、飛鳥高校、板橋有徳高校、八王子拓真高校（一般枠）、砂川高校、青梅

総合高校及び東久留米総合高校である。

第 １ 推薦に基づく選抜

第１－１ 新宿山吹高校定時制課程・情報科・推薦に基づく選抜日程

第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第１－３ 応募資格

東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下「都立高校の実施要綱」という。）第１－３を準用する。

第１－４ 出願方法

志願者は、情報科２部又は情報科４部のどちらか一つの部を指定して出願する。志願変更はできない。

第１－５ 出願手続

都立高校の実施要綱第１－５を準用する。

入入学学考考査査料料はは９９５５００円円とする（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、

納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。）。

第１－６ 検査の実施及び採点

検査内容

志願者全員に個人面接及び作文を実施する。

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、かつそ

の他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で、各都立高校に簡易書留郵便等

により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年１月１６日（金）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間の

ことである。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年１月９日（金）から１月１６日（金）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先

の都立高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

検 査 令和８年１月２６日（月） 集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表

令和８年２月 ２日（月） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会サイト（以

下「合否照会サイト」という。）上で

発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年２月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

２月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午

＜参考＞東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜実施要綱（第一次募集）主な相違点

六本木 大江戸 世田谷泉 稔ヶ丘 桐ヶ丘 小台橋 立川緑

１部、２部の各部
に志望の順位を付
けて出願

第１学年相当

第２学年
相当以上

第２学年相当以上
の募集を行わな
い。

第１学年相当

第２学年
相当以上

第２学年相当以上
の募集を行わな
い。

八王子拓真
（チャレンジ枠）

　① 入学願書（学校所定の様式。ただし、八王子拓真高校（チャレンジ枠）のみ都立高校共通の様式（様式４））
　　 インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。
　② 入学考査料（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書によ
   り、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所
　 定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する）
　③ 志願申告書（学校所定の用紙）
　④ 卒業見込証明書（都外の中学校を卒業見込みの者）又は卒業証明書（既卒者）
　⑤ 住民票記載事項証明書（様式応３）（都内に住所を有する既卒者）（注１、２）

項　　目

出願手続
（出願に要
する書類）

　① 入学願書（学校所定の様式。ただし、八王子拓真高校（チャレンジ枠）のみ都立高校共通の様式（様式４））
　　 インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。
　② 入学考査料（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付書によ
   り、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所
   定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する）
  ③ 志願申告書（学校所定の用紙）
　④ 高等学校の単位修得証明書・成績証明書（学校所定の様式）
　⑤ 住民票記載事項証明書（様式応３)(都内に住所を有する者)(注１、２）

（注１）都内の中学校を卒業見込みの者を除き、都外に住所を有し、入学日までに都内に転入することが確実な者は、転居を証明する書類を提出する。
（注２）都内の中学校を卒業見込みの者を除き、都外に住所を有し、勤務先が都内にある場合は、住民票記載事項証明書に代えて、勤務先を証明する
　　　書類を提出する。

志願の変更

面接及び作文

 中学校卒業見込みの者
 又は既卒者

高等学校等
中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者

志願変更をすることはできない。

 (1) １～３部（八王子拓真高校(チャレンジ枠)においては、１部、２部）の募集人員を合計した人員を、審査
   結果の順により決定する。
 (2) 部ごとに、前項(1)の人員のうち、その部を第１志望とした者の中から合格候補者を決定する。
　　 第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を(1)の人員のうちから志望の順位に基づき、審査結
   果の順に充足する。
 (3) 特別枠の合格候補者が募集人員に満たない場合は、中学校を卒業する見込みの者又は既に卒業した者で充
   足することができる。
 (4) (2)及び(3)の方法により充足しない部がある場合、当該の部について、合格候補者となっていない受検者
   の中から、審査結果の順に、当該の部の志望の有無に基づき充足する。その際、充足しない部が複数ある場
   合は、審査結果の順に、当該の部の志望の有無に基づき、志望の順位により充足する。

出 願 方 法

検 査 等 の 実 施

チャレンジスクール

１～３部の各部に志望の順位を付けて出願

 中学校卒業見込みの者
 又は既卒者

選 考 合 格 候 補 者 の 決 定 ）

高等学校等
中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者

  入学願書提出後、１回に限り他のチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を含む。以下この項において同
じ。）、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）、砂川高校及び全日制高校（ただし、全日制の応募資格を
有する者に限る。）に、志願変更をすることができる。
（他のチャレンジスクールに入学願書を再提出する場合は、新たに志願申告書を作成して提出する。面接を実施する全日制高
校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカード
を作成し、調査書とともに提出する。また、全日制高校に志願変更をする者は、入学考査料の差額（1,250円）を再提出先の全日
制高校の窓口において、現金で納付する。）
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等学校等中途退学者で、令和７年１２月までの高等学校における修得単位数が１８単位以下の者

第２学年相当以上

都立高校の実施要綱第２－３－１に定める定時制の応募資格を有する高等学校等中途退学者で、在学していた期間

が１年以上、かつ、令和７年１２月までの高等学校における修得単位数が１９単位以上の者

第２－４ 出願方法

志願者は、１校１科に限り出願する。ただし、新宿山吹高校の志願者は、各科各部に志望の順位を付けて出願す

ることができる。

一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校の志願者は、１部から３部までの各部

に志望の順位を付けて出願することができる。

六郷工科高校の志願者は、普通科と生産工学科に志望の順位を付けることはできない。

第２－５ 出願手続

第２－５－１ 中学校、義務教育学校、特別支援学校及び中等教育学校（以下「中学校」という。）の校長の手続

都立高校の実施要綱第２－５－１を準用する。

第２－５－２ 志願者の手続

第２－５－２－１ 出願に要する書類等

都立高校の実施要綱第２－５－２－１ を準用する。ただし、八王子拓真高校はスピーキングテスト個人レポー

トの提出は不要。なお、高等学校等中途退学者で高等学校における修得単位がある者は、上記の書類のほかに以下の

書類を提出する。

ア 第１学年相当に出願する者

ｱ 中学校の調査書（様式 又は 。ただし、令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日

以前に出生した者）は、調査書の代わりに卒業証明書を提出する。）

ｲ 高等学校の単位修得証明書・成績証明書（学校所定の用紙）

イ 第２学年相当以上に出願する者

高等学校の単位修得証明書・成績証明書（学校所定の用紙）

入入学学考考査査料料はは９９５５００円円とする（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の

納付書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。）。

第２－５－２－２ 提出方法

都立高校の実施要綱第２－５－２－２を準用する。ただし、同項 を準用する場合において、一橋高校、新宿山吹

高校及び荻窪高校の入学願書は学校所定の様式とする。

第２－５－３ 受検票の交付

都立高校の実施要綱第２－５－３を準用する。

第２－６ 志願の変更

第２－６－１ 志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－１（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができる。

ただし、入学願書の返却を受けた都立高校に再提出することはできない。

第２－６－２ 志願変更の手続

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第２－６－２を準用する。ただし、チャレンジスクール及び八王子拓真

高校（チャレンジ枠）に入学願書を再提出する場合は、調査書の提出は必要なく、学校所定の志願申告書を提出する。

面接を実施する全日制の都立高校へ志願変更をする場合、又は一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一

般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカードを作成し、調査書とともに提出する。

全日制の都立高校へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高校の窓口にお

いて、現金で納付する。

第２－７ 学力検査等の実施

検査教科等

ア 学力検査の教科は、国語、数学、外国語（英語）、社会及び理科の５教科のうち、３教科を下らない範囲で各都

立高校が定める（別表４を参照）。各教科の満点は１００点とする。また、面接を実施する。

その他の検査の実施内容については、各都立高校が定める（別表４を参照）。

イ 検査教科等のうち、１教科（面接及び実技検査等を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみ

なす。ただし、正当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

集合時刻、時間割及び検査会場

ア 集合時刻及び時間割

受検票により指定する。

イ 検査会場

受検票により指定する。

第１－７ 選考、合格者の発表、入学手続（入学確約書の提出）及び辞退防止への指導

都立高校の実施要綱第１－７、第１－８、第１－９及び第１－１０を準用する。ただし、入学料は２，１００円とする。

第 ２ 学力検査等に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）

第２－１ 定時制課程単位制・第一次募集・分割前期募集日程

（注１） 八王子拓真高校（チャレンジ枠）については、本実施要綱によらず、別要綱による。

（注２） 志願変更ができるのは、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校の第１学年

相当に出願した者のみであり、第２学年相当以上に出願した者は、志願変更はできない。

（注３） 募集人員を分割し、第一次募集期間における選抜（分割前期募集）と第二次募集期間における選抜（分割後

期募集）の２回に分けて募集（分割募集）を行う学校は、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一

般枠）及び砂川高校である。詳細は別表４（１３２ページ）のとおりとする。

第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第２－３ 応募資格等

第１学年相当

都立高校の実施要綱第２－３－１に定める定時制の応募資格を有する者（都立高校の実施要綱２－３－１において「

第一次募集」とあるのは「第一次募集・分割前期募集」と読み替えるものとする。以下同じ。）又は同資格を有する高

事 項 日 時

出 願

インターネット出願を行い、かつその他出願に要する書類については、下記書類提出

期間必着で、各都立高校に簡易書留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

〔書類提出期間〕令和８年１月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

志願

変更

注 、

入学願書取下げ 令和８年２月１２日（木） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年２月１３日（金） 午前９時 ～ 正午

検 査

令和８年２月２１日（土） （第１学年相当）集合 午前８時３０分

面接については、令和８年２月２１日（土）以後、各都立高校が定める日時

令和８年２月２０日（金） （第２学年相当以上）集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表

令和８年３月 ２日（月） （一橋・新宿山吹・浅草・荻窪・八王子拓真・砂川）

午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

（六郷工科・飛鳥・板橋有徳・青梅総合・東久留米総合）

午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午後４時（校内掲示）

合格者の入学手続

令和８年３月 ２日（月） （一橋・浅草・荻窪・八王子拓真・砂川）

午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

（新宿山吹）午前９時３０分 ～ 午後８時

（六郷工科・飛鳥・板橋有徳・青梅総合・東久留米総合）

午後４時 ～ 午後８時

３月 ３日（火） （一橋・浅草・荻窪・八王子拓真・砂川）

午前９時 ～ 正午

（新宿山吹）午前９時 ～ 午後５時

（六郷工科・飛鳥・板橋有徳・青梅総合・東久留米総合）

午後４時 ～ 午後８時
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等学校等中途退学者で、令和７年１２月までの高等学校における修得単位数が１８単位以下の者

第２学年相当以上

都立高校の実施要綱第２－３－１に定める定時制の応募資格を有する高等学校等中途退学者で、在学していた期間

が１年以上、かつ、令和７年１２月までの高等学校における修得単位数が１９単位以上の者

第２－４ 出願方法

志願者は、１校１科に限り出願する。ただし、新宿山吹高校の志願者は、各科各部に志望の順位を付けて出願す

ることができる。

一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校の志願者は、１部から３部までの各部

に志望の順位を付けて出願することができる。

六郷工科高校の志願者は、普通科と生産工学科に志望の順位を付けることはできない。

第２－５ 出願手続

第２－５－１ 中学校、義務教育学校、特別支援学校及び中等教育学校（以下「中学校」という。）の校長の手続

都立高校の実施要綱第２－５－１を準用する。

第２－５－２ 志願者の手続

第２－５－２－１ 出願に要する書類等

都立高校の実施要綱第２－５－２－１ を準用する。ただし、八王子拓真高校はスピーキングテスト個人レポー

トの提出は不要。なお、高等学校等中途退学者で高等学校における修得単位がある者は、上記の書類のほかに以下の

書類を提出する。

ア 第１学年相当に出願する者

ｱ 中学校の調査書（様式 又は 。ただし、令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日

以前に出生した者）は、調査書の代わりに卒業証明書を提出する。）

ｲ 高等学校の単位修得証明書・成績証明書（学校所定の用紙）

イ 第２学年相当以上に出願する者

高等学校の単位修得証明書・成績証明書（学校所定の用紙）

入入学学考考査査料料はは９９５５００円円とする（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の

納付書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。）。

第２－５－２－２ 提出方法

都立高校の実施要綱第２－５－２－２を準用する。ただし、同項 を準用する場合において、一橋高校、新宿山吹

高校及び荻窪高校の入学願書は学校所定の様式とする。

第２－５－３ 受検票の交付

都立高校の実施要綱第２－５－３を準用する。

第２－６ 志願の変更

第２－６－１ 志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－１（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができる。

ただし、入学願書の返却を受けた都立高校に再提出することはできない。

第２－６－２ 志願変更の手続

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第２－６－２を準用する。ただし、チャレンジスクール及び八王子拓真

高校（チャレンジ枠）に入学願書を再提出する場合は、調査書の提出は必要なく、学校所定の志願申告書を提出する。

面接を実施する全日制の都立高校へ志願変更をする場合、又は一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一

般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカードを作成し、調査書とともに提出する。

全日制の都立高校へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高校の窓口にお

いて、現金で納付する。

第２－７ 学力検査等の実施

検査教科等

ア 学力検査の教科は、国語、数学、外国語（英語）、社会及び理科の５教科のうち、３教科を下らない範囲で各都

立高校が定める（別表４を参照）。各教科の満点は１００点とする。また、面接を実施する。

その他の検査の実施内容については、各都立高校が定める（別表４を参照）。

イ 検査教科等のうち、１教科（面接及び実技検査等を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみ

なす。ただし、正当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

集合時刻、時間割及び検査会場

ア 集合時刻及び時間割

受検票により指定する。

イ 検査会場

受検票により指定する。

第１－７ 選考、合格者の発表、入学手続（入学確約書の提出）及び辞退防止への指導

都立高校の実施要綱第１－７、第１－８、第１－９及び第１－１０を準用する。ただし、入学料は２，１００円とする。

第 ２ 学力検査等に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）

第２－１ 定時制課程単位制・第一次募集・分割前期募集日程

（注１） 八王子拓真高校（チャレンジ枠）については、本実施要綱によらず、別要綱による。

（注２） 志願変更ができるのは、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校の第１学年

相当に出願した者のみであり、第２学年相当以上に出願した者は、志願変更はできない。

（注３） 募集人員を分割し、第一次募集期間における選抜（分割前期募集）と第二次募集期間における選抜（分割後

期募集）の２回に分けて募集（分割募集）を行う学校は、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一

般枠）及び砂川高校である。詳細は別表４（１３２ページ）のとおりとする。

第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第２－３ 応募資格等

第１学年相当

都立高校の実施要綱第２－３－１に定める定時制の応募資格を有する者（都立高校の実施要綱２－３－１において「

第一次募集」とあるのは「第一次募集・分割前期募集」と読み替えるものとする。以下同じ。）又は同資格を有する高

事 項 日 時

出 願

インターネット出願を行い、かつその他出願に要する書類については、下記書類提出

期間必着で、各都立高校に簡易書留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

〔書類提出期間〕令和８年１月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

志願

変更

注 、

入学願書取下げ 令和８年２月１２日（木） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年２月１３日（金） 午前９時 ～ 正午

検 査

令和８年２月２１日（土） （第１学年相当）集合 午前８時３０分

面接については、令和８年２月２１日（土）以後、各都立高校が定める日時

令和８年２月２０日（金） （第２学年相当以上）集合 午前８時３０分

合 格 者 の 発 表

令和８年３月 ２日（月） （一橋・新宿山吹・浅草・荻窪・八王子拓真・砂川）

午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

（六郷工科・飛鳥・板橋有徳・青梅総合・東久留米総合）

午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）

午後４時（校内掲示）

合格者の入学手続

令和８年３月 ２日（月） （一橋・浅草・荻窪・八王子拓真・砂川）

午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

（新宿山吹）午前９時３０分 ～ 午後８時

（六郷工科・飛鳥・板橋有徳・青梅総合・東久留米総合）

午後４時 ～ 午後８時

３月 ３日（火） （一橋・浅草・荻窪・八王子拓真・砂川）

午前９時 ～ 正午

（新宿山吹）午前９時 ～ 午後５時

（六郷工科・飛鳥・板橋有徳・青梅総合・東久留米総合）

午後４時 ～ 午後８時
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イ 第２学年相当以上

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時４５分 ４５分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時００分 ～ 午前１０時４５分 ４５分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時００分 ～ 午前１１時４５分 ４５分 英 語

第 ４ 時 限 正午 ～ 面 接

＜八王子拓真高校（一般枠） 第１学年相当・第２学年相当以上＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国語、数学、英語を総合したもの

第２時限 都立高校が定める時刻 面 接

（注） 志願者が多い場合には、面接が２日間にわたる場合がある。

＜砂川高校 第１学年相当＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 午後 １時１０分 ～ 午後 ２時００分 ５０分 社 会

第 ５ 時 限 午後 ２時２０分 ～ 午後 ３時１０分 ５０分 理 科

（注１） 英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。

（注２） 面接については、２月２２日（日）に実施する。集合時刻については、受検票により指定する。

＜一橋高校（第２学年相当以上）、浅草高校（第２学年相当以上）、砂川高校（第２学年相当以上）、六郷工科高校、

飛鳥高校、板橋有徳高校、青梅総合高校、東久留米総合高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

（注） 第１学年相当については、英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。

検査会場

受検票により指定する。

第２－８ 問題作成

第２－８－１ 第１学年相当の学力検査の問題作成

都立高校の実施要綱第２－８を準用する。

第２－８－２ 第２学年相当以上の学力検査の問題作成

 出題の基本方針

ア 高等学校の教育課程に基づく学習の成果としての学力を検査することを基本とし、出題の範囲は高等学校学習指

導要領により、標準授業時数で学習する範囲とする。

集合時刻及び時間割

＜一橋高校 第１学年相当＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

（注１） 英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。

（注２） 面接については、２月２４日（火）に実施する。集合時刻については、受検票により指定する。

＜新宿山吹高校＞

ア 第１学年相当

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 午後 ０時３０分 ～ 面 接

（注） 英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。

イ 第２学年相当以上

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時４０分 ４０分 国 語

第 ２ 時 限 午前 ９時５５分 ～ 午前１０時３５分 ４０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１０時５０分 ～ 午前１１時３０分 ４０分 英 語

第 ４ 時 限 午前１１時５０分 ～ 面 接

＜浅草高校 第１学年相当＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

（注１） 英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。

（注２） 面接については、２月２２日（日）に実施する。集合時刻については、受検票により指定する。

＜荻窪高校＞

ア 第１学年相当

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 午後 １時００分 ～ 面 接

（注） 英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。
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イ 第２学年相当以上

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時４５分 ４５分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時００分 ～ 午前１０時４５分 ４５分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時００分 ～ 午前１１時４５分 ４５分 英 語

第 ４ 時 限 正午 ～ 面 接

＜八王子拓真高校（一般枠） 第１学年相当・第２学年相当以上＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国語、数学、英語を総合したもの

第２時限 都立高校が定める時刻 面 接

（注） 志願者が多い場合には、面接が２日間にわたる場合がある。

＜砂川高校 第１学年相当＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 午後 １時１０分 ～ 午後 ２時００分 ５０分 社 会

第 ５ 時 限 午後 ２時２０分 ～ 午後 ３時１０分 ５０分 理 科

（注１） 英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。

（注２） 面接については、２月２２日（日）に実施する。集合時刻については、受検票により指定する。

＜一橋高校（第２学年相当以上）、浅草高校（第２学年相当以上）、砂川高校（第２学年相当以上）、六郷工科高校、

飛鳥高校、板橋有徳高校、青梅総合高校、東久留米総合高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

（注） 第１学年相当については、英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。

検査会場

受検票により指定する。

第２－８ 問題作成

第２－８－１ 第１学年相当の学力検査の問題作成

都立高校の実施要綱第２－８を準用する。

第２－８－２ 第２学年相当以上の学力検査の問題作成

 出題の基本方針

ア 高等学校の教育課程に基づく学習の成果としての学力を検査することを基本とし、出題の範囲は高等学校学習指

導要領により、標準授業時数で学習する範囲とする。

集合時刻及び時間割

＜一橋高校 第１学年相当＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

（注１） 英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。

（注２） 面接については、２月２４日（火）に実施する。集合時刻については、受検票により指定する。

＜新宿山吹高校＞

ア 第１学年相当

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 午後 ０時３０分 ～ 面 接

（注） 英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。

イ 第２学年相当以上

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時４０分 ４０分 国 語

第 ２ 時 限 午前 ９時５５分 ～ 午前１０時３５分 ４０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１０時５０分 ～ 午前１１時３０分 ４０分 英 語

第 ４ 時 限 午前１１時５０分 ～ 面 接

＜浅草高校 第１学年相当＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

（注１） 英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。

（注２） 面接については、２月２２日（日）に実施する。集合時刻については、受検票により指定する。

＜荻窪高校＞

ア 第１学年相当

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 午後 １時００分 ～ 面 接

（注） 英語学力検査時間の最初の約１０分間に、リスニングテストを実施する。
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第 ３ 学力検査等に基づく選抜（分割後期募集）

第３－１ 分割後期募集日程

（注１） 分割後期募集は、第１学年相当のみとする。

（注２） 分割後期募集を実施する学校は、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校

である。詳細は別表４（１３２ページ）のとおりとする。

第３－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第３－３ 応募資格

本実施要綱第２－３ を準用する。

なお、分割後期募集入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わる選抜、

第一次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象の選抜、国

際バカロレアコースの選抜及び通信制課程の前期選抜における合格者、都立特別支援学校の高等部の入学許可予定者と

なり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中高一貫教育校の高校・後期課程に進学・進級を

予定している者並びに東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学許可予定者の応募は認めない。

また、一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障する趣旨から、既に国私立高校に入学手続を終えている生徒に

ついては、以後の募集への出願を遠慮すること。

第３－４ 出願方法

志願者は、１校に限り、１部から３部までの各部に志望の順位を付けて出願することができる。

第３－５ 出願手続

第３－５－１ 中学校の校長の手続

都立高校の実施要綱第３－５－１を準用する。

第３－５－２ 志願者の手続

第３－５－２－１ 出願に要する書類等

本実施要綱第２－５－２－１を準用する。ただし、入学考査料は所定の納付書により納付書裏面に記載の納付場所

で納付し、領収証書を入学願書の裏面に貼り付けること。

なお、浅草高校、八王子拓真高校及び砂川高校への出願においては、分割後期募集・全日制第二次募集用（様式５）

の入学願書を使用する。

第３－５－２－２ 提出方法

都立高校の実施要綱第３－５－２－２を準用する。ただし、インターネット出願は行わないため、出願に要する書

類は全て紙で持参により提出する。

第３－５－３ 受検票の交付

都立高校の実施要綱第３－５－３を準用する。

第３－６ 志願の変更

第３－６－１ 志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－２（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができる。

なお、入学願書の返却を受けた都立高校及び大島海洋国際高校を除く島しょの都立高校への再提出はできない。

事 項 日 時

出 願 令和８年３月 ５日（木） 午前９時 ～ 午後３時

志願

変更

入学願書取下げ 令和８年３月 ６日（金） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年３月 ９日（月） 午前９時 ～ 正午

検 査
令和８年３月１０日（火） 集合 午前８時３０分

面接については、令和８年３月１０日（火）以後、各都立高校が定める日時

合 格 者 の 発 表
令和８年３月１３日（金） 午前８時３０分 （合否照会サイト上で発表）

正午 （校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月１３日（金） 正午 ～ 午後３時

３月１６日（月） 午前９時 ～ 正午

イ 出題の内容は、各教科とも高等学校学習指導要領に示されている教科の目標に照らして基本的な事項を選ぶとと

もに、一部の領域に偏ることのないようにする。

ウ 単なる知識だけの検査に偏らないようにし、思考力、判断力、表現力などもみることができるようにする。

 検査問題は、各都立高校が作成する。

第２－９ 採点

都立高校の実施要綱第２－９を準用する。

第２－１０ 選考

第２－１０－１ 選考

 第１学年相当

都立高校の実施要綱第２－１０－１を準用する。

 第２学年相当以上

＜一橋高校、新宿山吹高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校＞

高等学校の単位修得証明書・成績証明書、学力検査の成績及び面接の結果により行う。

第２－１０－２ 選考委員会

都立高校の実施要綱第２－１０－４を準用する。

第２－１０－３ 合格候補者の決定

＜新宿山吹高校及び砂川高校＞

各部（新宿山吹高校は科を含む。以下同じ。）の募集人員を合計した人員を、総合成績の順により決定する。

部ごとに、前項 の人員のうち、その部を第１志望とした者の中から合格候補者を決定する。

第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を の人員のうちから志望の順位に基づき、総合成績の順

に充足する。

の方法により充足しない部がある場合、当該の部について、合格候補者となっていない受検者の中から、総

合成績の順に、当該の部の志望の有無に基づき充足する。その際、充足しない部が複数ある場合は、総合成績の順

に、当該の部の志望の有無に基づき、志望の順位により充足する。

＜一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び八王子拓真高校（一般枠）＞

各部の募集人員に相当する人員を、部ごとにその部を第１志望とした者のうちから総合成績の順により決定する。

第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を他の部の合格候補者になっていない受検者のうちから志

望の順位に基づき、総合成績の順に充足する。

＜六郷工科高校、飛鳥高校、板橋有徳高校、青梅総合高校及び東久留米総合高校＞

都立高校の実施要綱第２－１０－５－３を準用する。

第２－１０－４ 合格者の決定

当該都立高校長は、選考委員会で決定した入学許可予定者（以下「合格者」という。）の候補者を合格者として決定

する。

第２－１１ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第２－１１及び第２－１２を準用する。
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第 ３ 学力検査等に基づく選抜（分割後期募集）

第３－１ 分割後期募集日程

（注１） 分割後期募集は、第１学年相当のみとする。

（注２） 分割後期募集を実施する学校は、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校

である。詳細は別表４（１３２ページ）のとおりとする。

第３－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第３－３ 応募資格

本実施要綱第２－３ を準用する。

なお、分割後期募集入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わる選抜、

第一次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象の選抜、国

際バカロレアコースの選抜及び通信制課程の前期選抜における合格者、都立特別支援学校の高等部の入学許可予定者と

なり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中高一貫教育校の高校・後期課程に進学・進級を

予定している者並びに東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学許可予定者の応募は認めない。

また、一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障する趣旨から、既に国私立高校に入学手続を終えている生徒に

ついては、以後の募集への出願を遠慮すること。

第３－４ 出願方法

志願者は、１校に限り、１部から３部までの各部に志望の順位を付けて出願することができる。

第３－５ 出願手続

第３－５－１ 中学校の校長の手続

都立高校の実施要綱第３－５－１を準用する。

第３－５－２ 志願者の手続

第３－５－２－１ 出願に要する書類等

本実施要綱第２－５－２－１を準用する。ただし、入学考査料は所定の納付書により納付書裏面に記載の納付場所

で納付し、領収証書を入学願書の裏面に貼り付けること。

なお、浅草高校、八王子拓真高校及び砂川高校への出願においては、分割後期募集・全日制第二次募集用（様式５）

の入学願書を使用する。

第３－５－２－２ 提出方法

都立高校の実施要綱第３－５－２－２を準用する。ただし、インターネット出願は行わないため、出願に要する書

類は全て紙で持参により提出する。

第３－５－３ 受検票の交付

都立高校の実施要綱第３－５－３を準用する。

第３－６ 志願の変更

第３－６－１ 志願変更

志願者は、入学願書提出後、別表３－２（１０１ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができる。

なお、入学願書の返却を受けた都立高校及び大島海洋国際高校を除く島しょの都立高校への再提出はできない。

事 項 日 時

出 願 令和８年３月 ５日（木） 午前９時 ～ 午後３時

志願

変更

入学願書取下げ 令和８年３月 ６日（金） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年３月 ９日（月） 午前９時 ～ 正午

検 査
令和８年３月１０日（火） 集合 午前８時３０分

面接については、令和８年３月１０日（火）以後、各都立高校が定める日時

合 格 者 の 発 表
令和８年３月１３日（金） 午前８時３０分 （合否照会サイト上で発表）

正午 （校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月１３日（金） 正午 ～ 午後３時

３月１６日（月） 午前９時 ～ 正午

イ 出題の内容は、各教科とも高等学校学習指導要領に示されている教科の目標に照らして基本的な事項を選ぶとと

もに、一部の領域に偏ることのないようにする。

ウ 単なる知識だけの検査に偏らないようにし、思考力、判断力、表現力などもみることができるようにする。

 検査問題は、各都立高校が作成する。

第２－９ 採点

都立高校の実施要綱第２－９を準用する。

第２－１０ 選考

第２－１０－１ 選考

 第１学年相当

都立高校の実施要綱第２－１０－１を準用する。

 第２学年相当以上

＜一橋高校、新宿山吹高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校＞

高等学校の単位修得証明書・成績証明書、学力検査の成績及び面接の結果により行う。

第２－１０－２ 選考委員会

都立高校の実施要綱第２－１０－４を準用する。

第２－１０－３ 合格候補者の決定

＜新宿山吹高校及び砂川高校＞

各部（新宿山吹高校は科を含む。以下同じ。）の募集人員を合計した人員を、総合成績の順により決定する。

部ごとに、前項 の人員のうち、その部を第１志望とした者の中から合格候補者を決定する。

第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を の人員のうちから志望の順位に基づき、総合成績の順

に充足する。

の方法により充足しない部がある場合、当該の部について、合格候補者となっていない受検者の中から、総

合成績の順に、当該の部の志望の有無に基づき充足する。その際、充足しない部が複数ある場合は、総合成績の順

に、当該の部の志望の有無に基づき、志望の順位により充足する。

＜一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び八王子拓真高校（一般枠）＞

各部の募集人員に相当する人員を、部ごとにその部を第１志望とした者のうちから総合成績の順により決定する。

第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を他の部の合格候補者になっていない受検者のうちから志

望の順位に基づき、総合成績の順に充足する。

＜六郷工科高校、飛鳥高校、板橋有徳高校、青梅総合高校及び東久留米総合高校＞

都立高校の実施要綱第２－１０－５－３を準用する。

第２－１０－４ 合格者の決定

当該都立高校長は、選考委員会で決定した入学許可予定者（以下「合格者」という。）の候補者を合格者として決定

する。

第２－１１ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第２－１１及び第２－１２を準用する。
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第 ４ 学力検査等に基づく選抜（第二次募集）

＜新宿山吹高校、六郷工科高校、飛鳥高校、板橋有徳高校、青梅総合高校及び東久留米総合高校＞

第４－１ 第二次募集日程

都立高校の実施要綱第３－１ 定時制第二次募集日程で実施する。

なお、第二次募集は第１学年相当のみ行う。

第４－２ 募集人員

第一次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない都立高校は、その相当人員について第二次募集を行う。

第４－３ 応募資格

本実施要綱第２－３ を準用する。

なお、第二次募集入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わる選抜、第

一次募集・分割前期募集の選抜、分割後期募集・全日制第二次募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の

選抜、在京外国人生徒等対象の選抜、国際バカロレアコースの選抜及び通信制課程の前期選抜における合格者、都立特

別支援学校の高等部の入学許可予定者となり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中高一貫教

育校の高校・後期課程に進学・進級を予定している者並びに東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学

許可予定者の応募は認めない。

また、一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障する趣旨から、既に国私立高校に入学手続を終えている生徒に

ついては、以後の募集への出願を遠慮すること。

第４－４ 出願方法、出願手続及び志願の変更

都立高校の実施要綱第３－４、第３－５及び第３－６を準用する。

なお、新宿山吹高校の入学願書は学校所定の様式とする。

第４－５ 学力検査等の実施

検査教科等

本実施要綱第２－７ を準用する。

集合時刻及び時間割

集合時刻及び時間割は、各都立高校が定める。

検査会場

受検票により指定する。

第４－６ 問題作成、採点

本実施要綱第２－８及び第２－９に準じて、当該都立高校長が別に定める。

第４－７ 選考

本実施要綱第２－１０を準用する。ただし、学力検査の得点と調査書点の比率は、６：４又は５：５のどちらかとする。

第４－８ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

本実施要綱第３－１１を準用する。

第４－９ 第三次募集、第四次募集の実施について

都立高校の実施要綱第３－１３を準用する。

第 ５ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示等

都立高校の実施要綱第５を準用する。この場合において、「第一次募集」とあるのは「第一次募集・分割前期募集」

と、「全日制第二次募集」とあるのは「分割後期募集」と読み替えるものとする。

第 ６ その他

１ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める学

力検査の成績により行う。

２ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したものと認められる

者は、入学を取り消すものとする。

３ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

第３－６－２ 志願変更の手続

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第３－６－２を準用する。

面接を実施する全日制の都立高校へ志願変更をする場合、又は一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一

般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカードを作成し、調査書とともに提出する。

全日制の都立高校へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高校の窓口におい

て、現金で納付する。

第３－７ 学力検査等の実施

検査教科等

学力検査の教科は、国語、数学及び外国語（英語）の３教科とし、各教科の満点は１００点とする。また、面接を

実施する。

検査教科のうち、１教科（面接又を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正

当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

集合時刻及び時間割

＜一橋高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 教 科

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

（注） 面接については、３月１１日（水）に実施する。集合時刻については、受検票により指定する。

＜浅草高校、荻窪高校及び砂川高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

＜八王子拓真高校（一般枠）＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国語、数学、英語を総合したもの

第２時限 都立高校が定める時刻 面 接

検査会場

受検票により指定する。

第３－８ 問題作成

＜八王子拓真高校（一般枠）＞

都立高校の実施要綱第２－８に基づき作成する。

＜一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校＞

都立高校の実施要綱第２－８を準用する。

第３－９ 採点

本実施要綱第２－９を準用する。

第３－１０ 選考

本実施要綱第２－１０を準用する。ただし、第１学年相当の選考における学力検査の得点と調査書点の比率は、６：４

又は５：５のどちらかとする。

第３－１１ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第３－１１及び第３－１２を準用する。

第３－１２ 第三次募集の実施について

東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜実施要綱第２－１０を準用する。
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第 ４ 学力検査等に基づく選抜（第二次募集）

＜新宿山吹高校、六郷工科高校、飛鳥高校、板橋有徳高校、青梅総合高校及び東久留米総合高校＞

第４－１ 第二次募集日程

都立高校の実施要綱第３－１ 定時制第二次募集日程で実施する。

なお、第二次募集は第１学年相当のみ行う。

第４－２ 募集人員

第一次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない都立高校は、その相当人員について第二次募集を行う。

第４－３ 応募資格

本実施要綱第２－３ を準用する。

なお、第二次募集入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わる選抜、第

一次募集・分割前期募集の選抜、分割後期募集・全日制第二次募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の

選抜、在京外国人生徒等対象の選抜、国際バカロレアコースの選抜及び通信制課程の前期選抜における合格者、都立特

別支援学校の高等部の入学許可予定者となり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中高一貫教

育校の高校・後期課程に進学・進級を予定している者並びに東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学

許可予定者の応募は認めない。

また、一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障する趣旨から、既に国私立高校に入学手続を終えている生徒に

ついては、以後の募集への出願を遠慮すること。

第４－４ 出願方法、出願手続及び志願の変更

都立高校の実施要綱第３－４、第３－５及び第３－６を準用する。

なお、新宿山吹高校の入学願書は学校所定の様式とする。

第４－５ 学力検査等の実施

検査教科等

本実施要綱第２－７ を準用する。

集合時刻及び時間割

集合時刻及び時間割は、各都立高校が定める。

検査会場

受検票により指定する。

第４－６ 問題作成、採点

本実施要綱第２－８及び第２－９に準じて、当該都立高校長が別に定める。

第４－７ 選考

本実施要綱第２－１０を準用する。ただし、学力検査の得点と調査書点の比率は、６：４又は５：５のどちらかとする。

第４－８ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

本実施要綱第３－１１を準用する。

第４－９ 第三次募集、第四次募集の実施について

都立高校の実施要綱第３－１３を準用する。

第 ５ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示等

都立高校の実施要綱第５を準用する。この場合において、「第一次募集」とあるのは「第一次募集・分割前期募集」

と、「全日制第二次募集」とあるのは「分割後期募集」と読み替えるものとする。

第 ６ その他

１ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める学

力検査の成績により行う。

２ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したものと認められる

者は、入学を取り消すものとする。

３ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。

第３－６－２ 志願変更の手続

志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第３－６－２を準用する。

面接を実施する全日制の都立高校へ志願変更をする場合、又は一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一

般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカードを作成し、調査書とともに提出する。

全日制の都立高校へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高校の窓口におい

て、現金で納付する。

第３－７ 学力検査等の実施

検査教科等

学力検査の教科は、国語、数学及び外国語（英語）の３教科とし、各教科の満点は１００点とする。また、面接を

実施する。

検査教科のうち、１教科（面接又を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正

当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。

集合時刻及び時間割

＜一橋高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検 査 教 科

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

（注） 面接については、３月１１日（水）に実施する。集合時刻については、受検票により指定する。

＜浅草高校、荻窪高校及び砂川高校＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国 語

第 ２ 時 限 午前１０時１０分 ～ 午前１１時００分 ５０分 数 学

第 ３ 時 限 午前１１時２０分 ～ 午後 ０時１０分 ５０分 英 語

第 ４ 時 限 各都立高校が定める時刻 面 接

＜八王子拓真高校（一般枠）＞

開始時刻 ～ 終了時刻 時 間 検査教科等

集 合 午前 ８時３０分

第１時限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 国語、数学、英語を総合したもの

第２時限 都立高校が定める時刻 面 接

検査会場

受検票により指定する。

第３－８ 問題作成

＜八王子拓真高校（一般枠）＞

都立高校の実施要綱第２－８に基づき作成する。

＜一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校＞

都立高校の実施要綱第２－８を準用する。

第３－９ 採点

本実施要綱第２－９を準用する。

第３－１０ 選考

本実施要綱第２－１０を準用する。ただし、第１学年相当の選考における学力検査の得点と調査書点の比率は、６：４

又は５：５のどちらかとする。

第３－１１ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱第３－１１及び第３－１２を準用する。

第３－１２ 第三次募集の実施について

東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜実施要綱第２－１０を準用する。
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書により、納付書裏面
書を用いる場合は、領

１志望とした者のう

の部の合格候補者と
成績の順に充足する。

第２学年相当以上の募集を行わない。

書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所定の入学願書を用いる場

東 久 留 米 総 合

１科に限る。

書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所定の入学願書を用いる場

荻 窪 六 郷 工 科 飛 鳥 板 橋 有 徳 青 梅 総 合

  当該都立高校の募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定する。

志願変更をすることはできない。

　　　　　　　　　　国語、数学、外国語（英語）及び面接

校（一般枠）、砂川
日制高校（ただし、

荻窪高校、八王子拓
ドを作成し、調査書
差額（1,250円）を

第２学年相当以上の募集を行わない。

第２学年相当以上の募集を行わない。

＜参考＞東京都立高等学校定時制課程単位制入学者選抜実施要綱（第一次募集・分割前期募集）主な相違点

　１～４部の各科、
　各部に志望の順位
　を付けて出願

第１学年相当

第２学年
相当以上

第１学年相当

第２学年
相当以上

第１学年相当

第２学年
相当以上

（注１）　令和８年３月３１日現在、満２０歳以上の者については、調査書に代えて卒業証明書を提出する。

（注２）　都内の中学校を卒業見込みの者を除き、都外に住所を有し、入学日までに都内に転入することが確実な者は、転居を証明する書類を提出

　　　　する。

（注３）　都内の中学校を卒業見込みの者を除き、都外に住所を有し、勤務先が都内にある場合は、住民票記載事項証明書に代えて、勤務先を証明

　　　　する書類を提出する。

選 考 合 格 候 補 者 の 決 定 ）

 (1) 各部（新宿山吹高校は科を含む。以下
   同じ。）の募集人員を合計した人員を、
   総合成績の順により決定する。
 (2) 部ごとに、前項(1)の人員のうち、そ
   の部を第１志望とした者の中から合格候
   補者を決定する。
     第１志望で募集人員に達しない部は、
　 その不足人員を(1)の人員のうちから志
   望の順位に基づき、総合成績の順に充足
   する。
 (3) (2)の方法により充足しない部がある
   場合、当該の部について、合格候補者と
   なっていない受検者の中から、総合成績
   の順に、当該の部の志望の有無に基づき
   充足する。その際、充足しない部が複数
   ある場合は、総合成績の順に、当該の部
   の志望の有無に基づき、志望の順位によ
   り充足する。

 (1) 各部の募集人員に相当する人員を、部ごとにその部を第
   ちから総合成績の順により決定する。
 (2) 第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を他
   なっていない受検者のうちから志望の順位に基づき、総合

高等学校等
中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志願変更をすることはできない。　

学力検査等
の実施

 中学校卒業見込みの者
 又は既卒者

 国語、数学、
 外国語(英語）
 及び面接

国語、数学、
外国語(英語）、
社会、理科
及び面接高等学校等

中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者

志願の変更

　中学校卒業見込みの者
　又は既卒者

　志願変更をするこ
とはできない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国語、数学、外国語（英語）及び面接

　   入学願書提出後、１回に限り一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高
　 高校の相互間、チャレンジスクール、八王子拓真高校（チャレンジ枠）及び全
   全日制の応募資格を有する者に限る。）に、志願変更をすることができる。
　   面接を実施する全日制高校へ志願変更する場合、また、一橋高校、浅草高校、
   真高校（一般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカー
　 とともに提出する。また、全日制高校に志願変更をする場合は、入学考査料の
　 再提出先の全日制高校の窓口において、現金で納付する。

国語、数学、外国語(英語）及び面接

出 願 方 法 　　　　　　　　　　　　　　　　１～３部の各部に志望の順位を付けて出願

出願手続
（出願に要
する書類）

 中学校卒業見込みの者
 又は既卒者

　① 入学願書（様式４）（新宿山吹高校、一橋高校及び荻窪高校は学校所定の様式）
    ※インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。
　② 入学考査料（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付
   合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）
　③ 調査書（注１）
　④ 自己ＰＲカード
　⑤ 成績一覧表（卒業見込みの者のみ）
　⑥ 住民票記載事項証明書（様式応３）（都内に住所を有する既卒者）（注２、３）

高等学校等
中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者

　① 入学願書（様式４）（新宿山吹高校、一橋高校及び荻窪高校は学校所定の様式）
　  ※インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。
　② 入学考査料（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付
　 合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）
　③ 調査書（注１）
　④ 自己ＰＲカード
　⑤ 高等学校の単位修得証明書・成績証明書（学校所定の用紙）
　⑥ 住民票記載事項証明書（様式応３）（都内に住所を有する者）（注２、３）

　① 入学願書（学校所定の様式）
　  ※インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。
　② 入学考査料（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付
   に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず紙の入学願
   収証書を裏面に貼り付けて提出する。）
　③ 自己ＰＲカード
　④ 高等学校の単位修得証明書・成績証明書（学校所定の用紙）
　⑤ 住民票記載事項証明書（様式応３）（都内に住所を有する者）（注２、３）

浅 草
八 王 子 拓 真
（ 一 般 枠 ）

項　　目 新 宿 山 吹 砂 川 一 橋

－80－



書により、納付書裏面
書を用いる場合は、領

１志望とした者のう

の部の合格候補者と
成績の順に充足する。

第２学年相当以上の募集を行わない。

書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所定の入学願書を用いる場

東 久 留 米 総 合

１科に限る。

書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず所定の入学願書を用いる場

荻 窪 六 郷 工 科 飛 鳥 板 橋 有 徳 青 梅 総 合

  当該都立高校の募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定する。

志願変更をすることはできない。

　　　　　　　　　　国語、数学、外国語（英語）及び面接

校（一般枠）、砂川
日制高校（ただし、

荻窪高校、八王子拓
ドを作成し、調査書
差額（1,250円）を

第２学年相当以上の募集を行わない。

第２学年相当以上の募集を行わない。

＜参考＞東京都立高等学校定時制課程単位制入学者選抜実施要綱（第一次募集・分割前期募集）主な相違点

　１～４部の各科、
　各部に志望の順位
　を付けて出願

第１学年相当

第２学年
相当以上

第１学年相当

第２学年
相当以上

第１学年相当

第２学年
相当以上

（注１）　令和８年３月３１日現在、満２０歳以上の者については、調査書に代えて卒業証明書を提出する。

（注２）　都内の中学校を卒業見込みの者を除き、都外に住所を有し、入学日までに都内に転入することが確実な者は、転居を証明する書類を提出

　　　　する。

（注３）　都内の中学校を卒業見込みの者を除き、都外に住所を有し、勤務先が都内にある場合は、住民票記載事項証明書に代えて、勤務先を証明

　　　　する書類を提出する。

選 考 合 格 候 補 者 の 決 定 ）

 (1) 各部（新宿山吹高校は科を含む。以下
   同じ。）の募集人員を合計した人員を、
   総合成績の順により決定する。
 (2) 部ごとに、前項(1)の人員のうち、そ
   の部を第１志望とした者の中から合格候
   補者を決定する。
     第１志望で募集人員に達しない部は、
　 その不足人員を(1)の人員のうちから志
   望の順位に基づき、総合成績の順に充足
   する。
 (3) (2)の方法により充足しない部がある
   場合、当該の部について、合格候補者と
   なっていない受検者の中から、総合成績
   の順に、当該の部の志望の有無に基づき
   充足する。その際、充足しない部が複数
   ある場合は、総合成績の順に、当該の部
   の志望の有無に基づき、志望の順位によ
   り充足する。

 (1) 各部の募集人員に相当する人員を、部ごとにその部を第
   ちから総合成績の順により決定する。
 (2) 第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を他
   なっていない受検者のうちから志望の順位に基づき、総合

高等学校等
中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志願変更をすることはできない。　

学力検査等
の実施

 中学校卒業見込みの者
 又は既卒者

 国語、数学、
 外国語(英語）
 及び面接

国語、数学、
外国語(英語）、
社会、理科
及び面接高等学校等

中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者

志願の変更

　中学校卒業見込みの者
　又は既卒者

　志願変更をするこ
とはできない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国語、数学、外国語（英語）及び面接

　   入学願書提出後、１回に限り一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高
　 高校の相互間、チャレンジスクール、八王子拓真高校（チャレンジ枠）及び全
   全日制の応募資格を有する者に限る。）に、志願変更をすることができる。
　   面接を実施する全日制高校へ志願変更する場合、また、一橋高校、浅草高校、
   真高校（一般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカー
　 とともに提出する。また、全日制高校に志願変更をする場合は、入学考査料の
　 再提出先の全日制高校の窓口において、現金で納付する。

国語、数学、外国語(英語）及び面接

出 願 方 法 　　　　　　　　　　　　　　　　１～３部の各部に志望の順位を付けて出願

出願手続
（出願に要
する書類）

 中学校卒業見込みの者
 又は既卒者

　① 入学願書（様式４）（新宿山吹高校、一橋高校及び荻窪高校は学校所定の様式）
    ※インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。
　② 入学考査料（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付
   合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）
　③ 調査書（注１）
　④ 自己ＰＲカード
　⑤ 成績一覧表（卒業見込みの者のみ）
　⑥ 住民票記載事項証明書（様式応３）（都内に住所を有する既卒者）（注２、３）

高等学校等
中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者

　① 入学願書（様式４）（新宿山吹高校、一橋高校及び荻窪高校は学校所定の様式）
　  ※インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。
　② 入学考査料（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付
　 合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）
　③ 調査書（注１）
　④ 自己ＰＲカード
　⑤ 高等学校の単位修得証明書・成績証明書（学校所定の用紙）
　⑥ 住民票記載事項証明書（様式応３）（都内に住所を有する者）（注２、３）

　① 入学願書（学校所定の様式）
　  ※インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。
　② 入学考査料（出願サイト上での決済又は納付書による納付とする。納付書による場合は、所定の納付
   に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。やむを得ず紙の入学願
   収証書を裏面に貼り付けて提出する。）
　③ 自己ＰＲカード
　④ 高等学校の単位修得証明書・成績証明書（学校所定の用紙）
　⑤ 住民票記載事項証明書（様式応３）（都内に住所を有する者）（注２、３）

浅 草
八 王 子 拓 真
（ 一 般 枠 ）

項　　目 新 宿 山 吹 砂 川 一 橋
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を予定している者の応募は認めない。

第１－４ 出願手続

第１－４－１ 中学校、義務教育学校、特別支援学校及び中等教育学校（以下「中学校」という。）の校長の手続

都立高校の実施要綱第２－５－１を準用する。ただし、同項 ウを準用する場合において、成績一覧表は、志願者の

数にかかわらず志願する都立高校の通信制課程に 部提出する。

なお、一度提出した成績一覧表は返却しない。

第１－４－２ 志願者の手続

第１－４－２－１ 出願に要する書類等

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧（学力検査に基づく選抜・通信制）別表２－３（１００ページ）のとおり。

インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。ただし、やむを得ない事情によりインターネッ

ト出願を行うことができない場合は、各学校所定の入学願書により出願することとする。

入入学学考考査査料料はは９９５５００円円とする（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、

所定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。や

むを得ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）。

第１－４－２－２ 提出方法

都立高校の実施要綱第２－５－２－２を準用する。

第１－４－３ 受検票の交付

都立高校の実施要綱第２－５－３を準用する。

第１－５ 学力検査等の実施

検査教科等

＜新宿山吹高校＞

国語、数学及び外国語（英語）を総合して７０分間で行う。

＜一橋高校及び砂川高校＞

国語、数学及び外国語（英語）を総合して６０分間で行う。

集合時刻及び時間割

集合時刻及び時間割は、各都立高校が定める。

検査会場

受検票により指定する。

第１－６ 問題作成

都立高校の実施要綱第２－８ アからウ及び に基づき、各都立高校が作成する。

第１－７ 採点

都立高校の実施要綱第２－９を準用する。

第１－８ 選考

選考の方法等については、別に定める。

第１－９ 合格者の発表

都立高校の実施要綱第２－１１を準用する。

第１－１０ 入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱２－１２を準用する。ただし、入学料は５００円とする。

東京都立高等学校通信制課程入学者選抜実施要綱

令和８年度の東京都立高等学校通信制課程の入学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則（平成

５年東京都教育委員会規則第１号）に基づき、この東京都立高等学校通信制課程入学者選抜実施要綱（以下「本実施要綱」

という。）の定めるところにより実施する。

なお、本実施要綱の対象となる通信制課程を設置する都立高等学校 以下「都立高校」という。 は、一橋高校、新宿山

吹高校及び砂川高校である。

第 １ 通信制課程における選抜（前期選抜）

第１－１ 前期選抜日程

（注１）１校に限り出願することができる。

（注２）前期選抜は、第１学年相当のみとする。

第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第１－３ 応募資格

東京都立高等学校通信制課程の前期選抜に志願することのできる者は、東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下

「都立高校の実施要綱」という。）第２－３－１に定める定時制課程の応募資格を有する者で、かつ、当該都立高校が

実施する面接指導（スクーリング）に対応（出席）可能な者とする。ただし、高等学校等中途退学者については、高等

学校等における単位を取得していない者、又は高等学校等における修得単位数が当該都立高校で定める修得単位数以下

で、かつ、修得単位を引き継がない者に限る。

通信制課程の前期選抜においては、入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に

関わる選抜、在京外国人生徒等対象の選抜（竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、

杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校）及び国際バカロレアコースの選抜における合格者、第一

次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象の選抜（国際高校）、

東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の選抜に出願する者、都立特別支援学校の高等部の入学許可予定者と

なり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）並びに都立中高一貫教育校の高校・後期課程に進学・進級

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、

かつその他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で、各都立高校に簡易

書留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間の

ことである。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年１月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先

の都立高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

検 査

令和８年２月２２日（日） （新宿山吹・砂川）

集合 午前８時３０分

（一橋）

集合 午前９時

合 格 者 の 発 表

令和８年３月 ２日（月） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会

サイト（以下「合否照会サイト」

という。）上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

３月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午
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を予定している者の応募は認めない。

第１－４ 出願手続

第１－４－１ 中学校、義務教育学校、特別支援学校及び中等教育学校（以下「中学校」という。）の校長の手続

都立高校の実施要綱第２－５－１を準用する。ただし、同項 ウを準用する場合において、成績一覧表は、志願者の

数にかかわらず志願する都立高校の通信制課程に 部提出する。

なお、一度提出した成績一覧表は返却しない。

第１－４－２ 志願者の手続

第１－４－２－１ 出願に要する書類等

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧（学力検査に基づく選抜・通信制）別表２－３（１００ページ）のとおり。

インターネット出願では、志願者情報等を出願サイトに入力する。ただし、やむを得ない事情によりインターネッ

ト出願を行うことができない場合は、各学校所定の入学願書により出願することとする。

入入学学考考査査料料はは９９５５００円円とする（出願サイト上での決済又は所定の納付書による納付とする。納付書による場合は、

所定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。や

むを得ず所定の入学願書を用いる場合は、領収証書を裏面に貼り付けて提出する。）。

第１－４－２－２ 提出方法

都立高校の実施要綱第２－５－２－２を準用する。

第１－４－３ 受検票の交付

都立高校の実施要綱第２－５－３を準用する。

第１－５ 学力検査等の実施

検査教科等

＜新宿山吹高校＞

国語、数学及び外国語（英語）を総合して７０分間で行う。

＜一橋高校及び砂川高校＞

国語、数学及び外国語（英語）を総合して６０分間で行う。

集合時刻及び時間割

集合時刻及び時間割は、各都立高校が定める。

検査会場

受検票により指定する。

第１－６ 問題作成

都立高校の実施要綱第２－８ アからウ及び に基づき、各都立高校が作成する。

第１－７ 採点

都立高校の実施要綱第２－９を準用する。

第１－８ 選考

選考の方法等については、別に定める。

第１－９ 合格者の発表

都立高校の実施要綱第２－１１を準用する。

第１－１０ 入学手続（入学確約書の提出）

都立高校の実施要綱２－１２を準用する。ただし、入学料は５００円とする。

東京都立高等学校通信制課程入学者選抜実施要綱

令和８年度の東京都立高等学校通信制課程の入学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則（平成

５年東京都教育委員会規則第１号）に基づき、この東京都立高等学校通信制課程入学者選抜実施要綱（以下「本実施要綱」

という。）の定めるところにより実施する。

なお、本実施要綱の対象となる通信制課程を設置する都立高等学校 以下「都立高校」という。 は、一橋高校、新宿山

吹高校及び砂川高校である。

第 １ 通信制課程における選抜（前期選抜）

第１－１ 前期選抜日程

（注１）１校に限り出願することができる。

（注２）前期選抜は、第１学年相当のみとする。

第１－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第１－３ 応募資格

東京都立高等学校通信制課程の前期選抜に志願することのできる者は、東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下

「都立高校の実施要綱」という。）第２－３－１に定める定時制課程の応募資格を有する者で、かつ、当該都立高校が

実施する面接指導（スクーリング）に対応（出席）可能な者とする。ただし、高等学校等中途退学者については、高等

学校等における単位を取得していない者、又は高等学校等における修得単位数が当該都立高校で定める修得単位数以下

で、かつ、修得単位を引き継がない者に限る。

通信制課程の前期選抜においては、入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に

関わる選抜、在京外国人生徒等対象の選抜（竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、

杉並総合高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校及び砂川高校）及び国際バカロレアコースの選抜における合格者、第一

次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象の選抜（国際高校）、

東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の選抜に出願する者、都立特別支援学校の高等部の入学許可予定者と

なり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）並びに都立中高一貫教育校の高校・後期課程に進学・進級

事 項 日 時

出 願

インターネットを活用した出願（以下「インターネット出願」という。）を行い、

かつその他出願に要する書類については、下記書類提出期間必着で、各都立高校に簡易

書留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和７年１２月１９日（金）から令和８年２月 ５日（木）午後５時まで

※ 入力期間とは、インターネット出願において、インターネット上の出願サイト

（以下「出願サイト」という。）に志願者情報等を入力することができる期間の

ことである。以下、本実施要綱において同じ。

〔書類提出期間〕令和８年１月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

※ 書類提出期間とは、出願サイトへの入力に加え、出願に要する書類を志願先

の都立高校へ提出する期間のことである。以下、本実施要綱において同じ。

検 査

令和８年２月２２日（日） （新宿山吹・砂川）

集合 午前８時３０分

（一橋）

集合 午前９時

合 格 者 の 発 表

令和８年３月 ２日（月） 午前８時３０分（インターネット上の合否照会

サイト（以下「合否照会サイト」

という。）上で発表）

午前９時３０分（校内掲示）

合格者の入学手続
令和８年３月 ２日（月） 午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

３月 ３日（火） 午前９時 ～ 正午
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第２－４ 出願手続

 志願者は、出願期間中に当該都立高校の校長（以下「都立高校長」という。）が別に定める書類（入学願書等）を

提出する（都立高等学校入学者選抜出願書類一覧（学力検査に基づく選抜・通信制）（別表２－３を参照））。

なお、調査書は、生徒指導要録に記載された中学校第３学年の成績等に基づき作成する。

入入学学考考査査料料９９５５００円円は、所定の納付書により、納付書に記載の納付場所で納付する。ただし、営業時間終了等で

金融機関等に納付できない場合は、入学願書提出の際に志願する都立高校の窓口において、現金で納付する。

なお、第三次募集以降については、出願時に志願する都立高校の窓口において、現金で納付する。

郵送による出願は受け付けない。ただし、島しょに在住する者が出願する場合は、入学願書提出期限までに簡易

書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法で到着したものに限り受け付ける。

なお、郵送により出願する場合は、入学願書等提出書類に、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返送時の宛

先として、志願者の住所・氏名等を明記の上、簡易書留郵便による郵送料相当分の郵券を貼り付けたもの）を同封す

ること。

第２－５ 学力検査等の実施

検査教科等

＜新宿山吹高校＞

ア 第１学年相当

国語、数学及び外国語（英語）を総合して７０分間で行う。

イ 第２学年相当以上

現代の国語及び言語文化、数学Ⅰ及び外国語（英語コミュニケーションⅠ）程度の内容とし、総合して７０分間

で行う。

＜一橋高校及び砂川高校＞

ア 第１学年相当

国語、数学及び外国語（英語）を総合して６０分間で行う。

イ 第２学年相当以上

現代の国語及び言語文化、数学Ⅰ及び外国語（英語コミュニケーションⅠ）程度の内容とし、総合して６０分間

で行う。

集合時刻及び時間割

集合時刻及び時間割は、各都立高校が定める。

検査会場

受検票により指定する。

第２－６ 問題作成

 第１学年相当の学力検査の問題作成

本実施要綱第１－６を準用する。

 第２学年相当以上の学力検査の問題作成

ア 出題の基本方針

ｱ 高等学校の教育課程に基づく学習の成果としての学力を検査することを基本とし、出題の範囲は高等学校学習

指導要領により、標準授業時数で学習する範囲とする。

ｲ 出題の内容は、各教科とも高等学校学習指導要領に示されている教科の目標に照らして基本的な事項を選ぶと

ともに、一部の領域に偏ることのないようにする。

ｳ 単なる知識だけの検査に偏らないようにし、思考力、判断力、表現力などもみることができるようにする。

イ 検査問題は、各都立高校が作成する。

第２－７ 採点

本実施要綱第１－７を準用する。

第２－８ 選考

選考の方法等については、別に定める。

第 ２ 通信制課程における選抜（後期選抜）

第２－１ 後期選抜日程

出 願 学 力 検 査 合 格 者 の 発 表 入 学 手 続

一

橋

令和８年４月１日（水）

４月２日（木）

午前１０時～午後３時

令和８年４月５日（日）

・第１学年相当

集合 午前９時

・第２学年相当以上

集合 午前１１時３０分

令和８年４月１０日（金）

・第１学年相当

午前９時

・第２学年相当以上

午後１時

令和８年４月１０日（金）

・第１学年相当

午前９時～正午

・第２学年相当以上

午後１時～午後３時

令和８年４月１１日（土）

午前９時～正午

新

宿

山

吹

令和８年４月１日（水）

４月２日（木）

午前９時～午後３時

令和８年４月６日（月）

・第１学年相当

集合 午前８時４０分

・第２学年相当以上

集合 午前１０時４０分

令和８年４月１０日（金）

午前９時

令和８年４月１０日（金）

・第１学年相当

午前９時～正午

・第２学年相当以上

午後１時～午後３時

令和８年４月１１日（土）

午前９時～正午

砂

川

令和８年４月１日（水）

４月２日（木）

午前９時～午後３時

令和８年４月４日（土）

・第１学年相当

集合 午前８時４０分

・第２学年相当以上

集合 午前１０時４０分

令和８年４月１０日（金）

・第１学年相当

午前９時

・第２学年相当以上

午後１時

令和８年４月１０日（金）

・第１学年相当

午前９時～正午

・第２学年相当以上

午後１時～午後３時

令和８年４月１１日（土）

午前９時～正午

（注１）検査日の異なるそれぞれの都立高校に出願することができる。また、都立高校の定時制課程にも出願すること

ができる。

（注２）第２学年相当以上の募集は、転学・編入学募集として実施する。

第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第２－３ 応募資格

東京都立高等学校通信制課程の後期選抜に志願することのできる者は、以下に該当し、かつ、当該都立高校が実施す

る面接指導（スクーリング）に対応（出席）可能な者とする。

第１学年相当

都立高校の実施要綱第２－３－１に定める定時制課程の応募資格を有する者、同資格を有する高等学校等中途退学

者又は高等学校在籍中の者で、高等学校における修得単位数が当該都立高校で定める修得単位数以下の者

第２学年相当以上

都立高校の実施要綱第２－３－１に定める定時制課程の応募資格を有する高等学校等中途退学者又は高等学校在

籍中の者で、在籍していた期間が１年以上、かつ、高等学校における修得単位数が当該都立高校で定める修得単位数

以上の者

通信制課程の後期選抜においては、入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に

関わる選抜、第一次募集・分割前期募集の選抜、分割後期募集・第二次募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒

対象の選抜、在京外国人生徒等対象の選抜及び国際バカロレアコースの選抜における合格者、都立特別支援学校の高等部

の入学許可予定者となり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中高一貫教育校の高校・後期課

程に進学・進級を予定している者並びに東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学許可予定者の応募は認

めない。

また、一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障する趣旨から、既に国私立高校に入学手続を終えている生徒につ

いては、以後の募集への出願を遠慮すること。
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第２－４ 出願手続

 志願者は、出願期間中に当該都立高校の校長（以下「都立高校長」という。）が別に定める書類（入学願書等）を

提出する（都立高等学校入学者選抜出願書類一覧（学力検査に基づく選抜・通信制）（別表２－３を参照））。

なお、調査書は、生徒指導要録に記載された中学校第３学年の成績等に基づき作成する。

入入学学考考査査料料９９５５００円円は、所定の納付書により、納付書に記載の納付場所で納付する。ただし、営業時間終了等で

金融機関等に納付できない場合は、入学願書提出の際に志願する都立高校の窓口において、現金で納付する。

なお、第三次募集以降については、出願時に志願する都立高校の窓口において、現金で納付する。

郵送による出願は受け付けない。ただし、島しょに在住する者が出願する場合は、入学願書提出期限までに簡易

書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法で到着したものに限り受け付ける。

なお、郵送により出願する場合は、入学願書等提出書類に、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返送時の宛

先として、志願者の住所・氏名等を明記の上、簡易書留郵便による郵送料相当分の郵券を貼り付けたもの）を同封す

ること。

第２－５ 学力検査等の実施

検査教科等

＜新宿山吹高校＞

ア 第１学年相当

国語、数学及び外国語（英語）を総合して７０分間で行う。

イ 第２学年相当以上

現代の国語及び言語文化、数学Ⅰ及び外国語（英語コミュニケーションⅠ）程度の内容とし、総合して７０分間

で行う。

＜一橋高校及び砂川高校＞

ア 第１学年相当

国語、数学及び外国語（英語）を総合して６０分間で行う。

イ 第２学年相当以上

現代の国語及び言語文化、数学Ⅰ及び外国語（英語コミュニケーションⅠ）程度の内容とし、総合して６０分間

で行う。

集合時刻及び時間割

集合時刻及び時間割は、各都立高校が定める。

検査会場

受検票により指定する。

第２－６ 問題作成

 第１学年相当の学力検査の問題作成

本実施要綱第１－６を準用する。

 第２学年相当以上の学力検査の問題作成

ア 出題の基本方針

ｱ 高等学校の教育課程に基づく学習の成果としての学力を検査することを基本とし、出題の範囲は高等学校学習

指導要領により、標準授業時数で学習する範囲とする。

ｲ 出題の内容は、各教科とも高等学校学習指導要領に示されている教科の目標に照らして基本的な事項を選ぶと

ともに、一部の領域に偏ることのないようにする。

ｳ 単なる知識だけの検査に偏らないようにし、思考力、判断力、表現力などもみることができるようにする。

イ 検査問題は、各都立高校が作成する。

第２－７ 採点

本実施要綱第１－７を準用する。

第２－８ 選考

選考の方法等については、別に定める。

第 ２ 通信制課程における選抜（後期選抜）

第２－１ 後期選抜日程

出 願 学 力 検 査 合 格 者 の 発 表 入 学 手 続

一

橋

令和８年４月１日（水）

４月２日（木）

午前１０時～午後３時

令和８年４月５日（日）

・第１学年相当

集合 午前９時

・第２学年相当以上

集合 午前１１時３０分

令和８年４月１０日（金）

・第１学年相当

午前９時

・第２学年相当以上

午後１時

令和８年４月１０日（金）

・第１学年相当

午前９時～正午

・第２学年相当以上

午後１時～午後３時

令和８年４月１１日（土）

午前９時～正午

新

宿

山

吹

令和８年４月１日（水）

４月２日（木）

午前９時～午後３時

令和８年４月６日（月）

・第１学年相当

集合 午前８時４０分

・第２学年相当以上

集合 午前１０時４０分

令和８年４月１０日（金）

午前９時

令和８年４月１０日（金）

・第１学年相当

午前９時～正午

・第２学年相当以上

午後１時～午後３時

令和８年４月１１日（土）

午前９時～正午

砂

川

令和８年４月１日（水）

４月２日（木）

午前９時～午後３時

令和８年４月４日（土）

・第１学年相当

集合 午前８時４０分

・第２学年相当以上

集合 午前１０時４０分

令和８年４月１０日（金）

・第１学年相当

午前９時

・第２学年相当以上

午後１時

令和８年４月１０日（金）

・第１学年相当

午前９時～正午

・第２学年相当以上

午後１時～午後３時

令和８年４月１１日（土）

午前９時～正午

（注１）検査日の異なるそれぞれの都立高校に出願することができる。また、都立高校の定時制課程にも出願すること

ができる。

（注２）第２学年相当以上の募集は、転学・編入学募集として実施する。

第２－２ 募集人員

「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。

第２－３ 応募資格

東京都立高等学校通信制課程の後期選抜に志願することのできる者は、以下に該当し、かつ、当該都立高校が実施す

る面接指導（スクーリング）に対応（出席）可能な者とする。

第１学年相当

都立高校の実施要綱第２－３－１に定める定時制課程の応募資格を有する者、同資格を有する高等学校等中途退学

者又は高等学校在籍中の者で、高等学校における修得単位数が当該都立高校で定める修得単位数以下の者

第２学年相当以上

都立高校の実施要綱第２－３－１に定める定時制課程の応募資格を有する高等学校等中途退学者又は高等学校在

籍中の者で、在籍していた期間が１年以上、かつ、高等学校における修得単位数が当該都立高校で定める修得単位数

以上の者

通信制課程の後期選抜においては、入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に

関わる選抜、第一次募集・分割前期募集の選抜、分割後期募集・第二次募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒

対象の選抜、在京外国人生徒等対象の選抜及び国際バカロレアコースの選抜における合格者、都立特別支援学校の高等部

の入学許可予定者となり入学確約書を提出した者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中高一貫教育校の高校・後期課

程に進学・進級を予定している者並びに東京都公立大学法人東京都立産業技術高等専門学校の入学許可予定者の応募は認

めない。

また、一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障する趣旨から、既に国私立高校に入学手続を終えている生徒につ

いては、以後の募集への出願を遠慮すること。
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＜参考１＞

令和８年度東京都立高等学校入学者選抜における推薦に基づく選抜の実施方針

東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則第１３条の規定に基づき、令和８年度の東京都立高等学

校（以下「都立高校」という。）の推薦に基づく選抜の実施方針を定める。

都立高校における推薦に基づく選抜は、以下の実施方針に基づき行うものとする。

第１ 推薦に基づく選抜の種類

推薦に基づく選抜として、一般推薦、文化・スポーツ等特別推薦及び理数等特別推薦を設ける。

第２ 推薦に基づく選抜の目的

１ 一般推薦

基礎的な学力を前提に、思考力、判断力、表現力等の課題を解決するための力や、自分の考えを相手に的

確に伝えるとともに、相手の考えを的確に捉え人間関係を構築するためのコミュニケーション能力など、こ

れからの社会にあって生徒たちに必要となる力を評価し、選抜する。

２ 文化・スポーツ等特別推薦

各都立高校の個性化・特色化を推進するため、卓越した能力をもつ生徒の力を評価し、選抜する。

３ 理数等特別推薦

科学技術の根底にある理数系分野の素養を前提に、探究の過程を通して、課題を解決する力や、他者の考

えから自分の考えを深めるとともに、新しい価値を生み出す創造性など、変化し続ける社会にあって生徒た

ちに必要となる力を評価し、選抜する。

第３ 対象

令和８年３月に都内の中学校及び義務教育学校を卒業する見込みで、かつ、志願する都立高校を第一志望と

する生徒

なお、令和８年３月に都立中学校を卒業する見込みの生徒及び都立中等教育学校前期課程を修了する見込み

の生徒については対象としない。

第４ 実施の決定

各都立高校長は、推薦に基づく選抜（一般推薦と文化・スポーツ等特別推薦及び理数等特別推薦）の実施の

有無を決定する。

なお、文化・スポーツ等特別推薦及び理数等特別推薦については、学校経営計画にその実施を明確に位置付

けていることを前提とする。

第５ 募集人員の決定

各都立高校長は、第６に定める各学科の対象人員の枠内で、推薦に基づく選抜の募集人員を決定する。

第６ 推薦に基づく選抜の対象人員枠等

１ 全日制普通科（以下の各項に示した都立高校を除く。）においては、募集人員の２０％以内とする。

コースを置く都立高校のコースにおいては、募集人員の３０％以内とする。

エンカレッジスクールに指定された都立高校においては、募集人員の３０％以内とする。

２ 全日制専門学科（以下に示した学科を除く。）においては、募集人員の３０％以内とする。

農業に関する学科においては、募集人員の４０％以内とする。

工業に関する学科においては、募集人員の４０％以内とする。

商業に関する学科においては、募集人員の４０％以内とする。

水産に関する学科においては、募集人員の４０％以内とする。

理数に関する学科においては、募集人員の２０％以内とする。

産業科においては、募集人員の４０％以内とする。

３ 全日制総合学科においては、募集人員の３０％以内とする。

４ 定時制及び通信制においては、原則として推薦に基づく選抜を実施しない。ただし、昼夜間定時制単位制

高校（専門学科）においては、募集人員の３０％以内とする。

第７ 文化・スポーツ等特別推薦の対象人員枠

推薦に基づく選抜の対象人員枠の中に内数として「文化・スポーツ等特別推薦」の特別枠を設ける。特別枠

の人数は、各都立高校長が適切に定める。

第８ 第６で示した推薦に基づく選抜の対象人員枠にかかわらず、東京都教育委員会が適当と認めた都立高校にお

いては、一定の範囲内で、別途対象人員枠の拡大を行うことができる。

第２－９ 合格者の発表

 発表方法

入学願書提出校において校内に掲示する。

なお、都立高校長は、本実施要綱第２－１に定める合格者の発表日時以降、合格者の受検番号の一覧を当該都立高

校のホームページへ掲載する。

 合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

 合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

第２－１０ 入学手続（入学確約書の提出）

本実施要綱第１―１０を準用する。

第２－１１ 第二次募集

当該都立高校長が別に定める。

第 ３ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示等

都立高校の実施要綱第５を準用する。この場合において、「第一次募集」とあるのは「通信制課程の前期選抜」と読

み替えるものとする。

第 ４ その他

１ 通信制課程の後期選抜において、複数の都立高校に合格した者は、合格した通信制課程の都立高校のうち１校に限り、

入学手続をすることができる。

２ 通信制課程に合格し、入学手続をした者は、他の都立高校の入学手続をすることができない。

３ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める学

力検査の成績により行う。

４ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認められる者は、

入学を取り消すものとする。

５ 通信制課程の選抜（前期選抜及び後期選抜）については、追検査を実施しない。

６ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。
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＜参考１＞

令和８年度東京都立高等学校入学者選抜における推薦に基づく選抜の実施方針

東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則第１３条の規定に基づき、令和８年度の東京都立高等学

校（以下「都立高校」という。）の推薦に基づく選抜の実施方針を定める。

都立高校における推薦に基づく選抜は、以下の実施方針に基づき行うものとする。

第１ 推薦に基づく選抜の種類

推薦に基づく選抜として、一般推薦、文化・スポーツ等特別推薦及び理数等特別推薦を設ける。

第２ 推薦に基づく選抜の目的

１ 一般推薦

基礎的な学力を前提に、思考力、判断力、表現力等の課題を解決するための力や、自分の考えを相手に的

確に伝えるとともに、相手の考えを的確に捉え人間関係を構築するためのコミュニケーション能力など、こ

れからの社会にあって生徒たちに必要となる力を評価し、選抜する。

２ 文化・スポーツ等特別推薦

各都立高校の個性化・特色化を推進するため、卓越した能力をもつ生徒の力を評価し、選抜する。

３ 理数等特別推薦

科学技術の根底にある理数系分野の素養を前提に、探究の過程を通して、課題を解決する力や、他者の考

えから自分の考えを深めるとともに、新しい価値を生み出す創造性など、変化し続ける社会にあって生徒た

ちに必要となる力を評価し、選抜する。

第３ 対象

令和８年３月に都内の中学校及び義務教育学校を卒業する見込みで、かつ、志願する都立高校を第一志望と

する生徒

なお、令和８年３月に都立中学校を卒業する見込みの生徒及び都立中等教育学校前期課程を修了する見込み

の生徒については対象としない。

第４ 実施の決定

各都立高校長は、推薦に基づく選抜（一般推薦と文化・スポーツ等特別推薦及び理数等特別推薦）の実施の

有無を決定する。

なお、文化・スポーツ等特別推薦及び理数等特別推薦については、学校経営計画にその実施を明確に位置付

けていることを前提とする。

第５ 募集人員の決定

各都立高校長は、第６に定める各学科の対象人員の枠内で、推薦に基づく選抜の募集人員を決定する。

第６ 推薦に基づく選抜の対象人員枠等

１ 全日制普通科（以下の各項に示した都立高校を除く。）においては、募集人員の２０％以内とする。

コースを置く都立高校のコースにおいては、募集人員の３０％以内とする。

エンカレッジスクールに指定された都立高校においては、募集人員の３０％以内とする。

２ 全日制専門学科（以下に示した学科を除く。）においては、募集人員の３０％以内とする。

農業に関する学科においては、募集人員の４０％以内とする。

工業に関する学科においては、募集人員の４０％以内とする。

商業に関する学科においては、募集人員の４０％以内とする。

水産に関する学科においては、募集人員の４０％以内とする。

理数に関する学科においては、募集人員の２０％以内とする。

産業科においては、募集人員の４０％以内とする。

３ 全日制総合学科においては、募集人員の３０％以内とする。

４ 定時制及び通信制においては、原則として推薦に基づく選抜を実施しない。ただし、昼夜間定時制単位制

高校（専門学科）においては、募集人員の３０％以内とする。

第７ 文化・スポーツ等特別推薦の対象人員枠

推薦に基づく選抜の対象人員枠の中に内数として「文化・スポーツ等特別推薦」の特別枠を設ける。特別枠

の人数は、各都立高校長が適切に定める。

第８ 第６で示した推薦に基づく選抜の対象人員枠にかかわらず、東京都教育委員会が適当と認めた都立高校にお

いては、一定の範囲内で、別途対象人員枠の拡大を行うことができる。

第２－９ 合格者の発表

 発表方法

入学願書提出校において校内に掲示する。

なお、都立高校長は、本実施要綱第２－１に定める合格者の発表日時以降、合格者の受検番号の一覧を当該都立高

校のホームページへ掲載する。

 合格通知書の交付

合格者には、合格通知書（様式 ）を交付する。

 合格通知書の交付期間

入学手続期間中とする。

第２－１０ 入学手続（入学確約書の提出）

本実施要綱第１―１０を準用する。

第２－１１ 第二次募集

当該都立高校長が別に定める。

第 ３ 本人得点の開示及び学力検査における答案の開示等

都立高校の実施要綱第５を準用する。この場合において、「第一次募集」とあるのは「通信制課程の前期選抜」と読

み替えるものとする。

第 ４ その他

１ 通信制課程の後期選抜において、複数の都立高校に合格した者は、合格した通信制課程の都立高校のうち１校に限り、

入学手続をすることができる。

２ 通信制課程に合格し、入学手続をした者は、他の都立高校の入学手続をすることができない。

３ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める学

力検査の成績により行う。

４ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認められる者は、

入学を取り消すものとする。

５ 通信制課程の選抜（前期選抜及び後期選抜）については、追検査を実施しない。

６ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。
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立高校が適切に定める。

受検者のうち、各都立高校で定めた基準に達していると認められた者の中から入学許可予定者の候補

者を決定する。

選考に当たっては、理数等特別推薦書（学校所定の様式）の〔推薦理由欄〕にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないよう配慮する。

総合成績の順に決定し、一定の水準に達していると認められた者の中から入学許可予定者の候補者を

決定する。

第１１ 推薦に基づく選抜実施上の留意点

推薦に基づく選抜の実施に当たり、各都立高校は以下の１及び２に留意すること。

１ 求める生徒像の明確化について

推薦に基づく選抜の趣旨を踏まえ、自校が求める生徒像について十分に検討を行った上で明確化し、受

検者及びその保護者に示す。

２ 入学した生徒の学習状況等の検証・検討及び自校の推薦選抜方法の改善について

今後の入学者選抜方法等の改善に向けて、各校が推薦選抜の目的に合致した生徒を選抜することができ

たかについては、入学後の学習状況、特別活動、課外活動等の活動状況など、様々な側面から生徒を評価

し、検証を行う。また、その結果を基に、自校の選抜方法（検査内容及び検査方法等）や推薦枠について

検証・検討を行い、選抜方法の改善を図る。

第９ 検査の内容

１ 一般推薦

個人面接を全ての都立高校で実施する。集団討論については、必要と判断した都立高校において実施す

ることができる。

小論文又は作文、実技検査、その他学校が設定する検査の中からいずれか一つ以上を全ての都立高校

で実施する。

の実技検査は、普通科（コースを置く都立高校のコースに限る。）、専門学科及び総合学科におい

て実施することができる。

２ 文化・スポーツ等特別推薦

個人面接又は集団面接及び実技検査を実施する。

に加えて、小論文又は作文、その他学校が設定する検査を行うことができる。

３ 理数等特別推薦

調査書、科学分野等の研究に関するレポートについての口頭試問、小論文、個人面接を実施する。

第１０ 選考の基本方針

１ 一般推薦の選考の基本方針

選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法に基づき、調査書、個人面接（集団討論を実施する

学校は集団討論を含む。）の結果、小論文又は作文の結果（小論文又は作文以外に、実技検査、その他

学校が設定する検査を実施する場合はその結果を含む。）、入学願書による志望及び都立高校長が必要

とする資料（自己ＰＲカードを含む。）により行う。

全ての都立高校で、調査書における各教科の観点別学習状況の評価（全２７観点）又は評定（９教科）

のどちらか一つを調査書点として点数化する。ただし、総合成績に占める調査書点の割合の上限は５０％

とする。

個人面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

個人面接（集団討論を実施する学校は集団討論を含む。）の結果、小論文又は作文の結果（小論文又

は作文以外に、実技検査、その他学校が設定する検査を実施する場合はその結果を含む。）については、

各都立高校が適切に基準を定めて点数化する。

各検査の評価の観点については、１０月１日以降の最初の学校説明会までに各都立高校のホームペー

ジで公表する。

選考に当たっては、一般推薦書の〔推薦理由欄〕にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たっては、総合成績に基づき、同順位が出ないように優先順位を設け

る。ただし、総合成績が同点である場合は、都立高校長が必要とする資料（自己ＰＲカードを含む。）

を用いて同順位が出ないよう配慮する。

各都立高校における、個人面接（集団討論を実施する学校は集団討論を含む。）の結果、小論文又は

作文の結果（小論文又は作文以外に、実技検査、その他学校が設定する検査を実施する場合はその結果

を含む。）のそれぞれの得点分布を、推薦に基づく選抜の学力検査等得点表の交付開始日に合わせて、

各都立高校のホームページで公表する。

２ 文化・スポーツ等特別推薦の選考の基本方針

選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法に基づいて行う。

選考に当たっては、各都立高校が自校の教育活動の実績や特色などに基づいて適切な基準を定める。

個人面接又は集団面接の他、実技検査等を適宜組み合わせて選考資料として用いる。

調査書における各教科の観点別学習状況の評価又は評定の扱いは、各都立高校が適切に定める。

個人面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

受検者のうち、各都立高校で定めた基準に達していると認められた者の中から合格候補者を決定する。

選考に当たっては、文化・スポーツ等特別推薦書の〔推薦理由欄〕にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないよう配慮する。

志願者は、本人の希望に応じて、同一日に実施している当該校の一般推薦にも出願することができる

ものとする。

３ 理数等特別推薦の選考の基本方針

 選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法に基づき、総合成績により行う。

選考に当たっては、各都立高校が自校の教育活動の実績や特色などに基づいて適切な基準を定める。

個人面接、科学分野等の研究に関するレポートについての口頭試問及び小論文等の検査を適宜組み合わ

せ、選考資料として用いる。

調査書における各教科の観点別学習状況の評価又は評定の扱いは、一般推薦や特別推薦と同様に各都
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立高校が適切に定める。

受検者のうち、各都立高校で定めた基準に達していると認められた者の中から入学許可予定者の候補

者を決定する。

選考に当たっては、理数等特別推薦書（学校所定の様式）の〔推薦理由欄〕にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないよう配慮する。

総合成績の順に決定し、一定の水準に達していると認められた者の中から入学許可予定者の候補者を

決定する。

第１１ 推薦に基づく選抜実施上の留意点

推薦に基づく選抜の実施に当たり、各都立高校は以下の１及び２に留意すること。

１ 求める生徒像の明確化について

推薦に基づく選抜の趣旨を踏まえ、自校が求める生徒像について十分に検討を行った上で明確化し、受

検者及びその保護者に示す。

２ 入学した生徒の学習状況等の検証・検討及び自校の推薦選抜方法の改善について

今後の入学者選抜方法等の改善に向けて、各校が推薦選抜の目的に合致した生徒を選抜することができ

たかについては、入学後の学習状況、特別活動、課外活動等の活動状況など、様々な側面から生徒を評価

し、検証を行う。また、その結果を基に、自校の選抜方法（検査内容及び検査方法等）や推薦枠について

検証・検討を行い、選抜方法の改善を図る。

第９ 検査の内容

１ 一般推薦

個人面接を全ての都立高校で実施する。集団討論については、必要と判断した都立高校において実施す

ることができる。

小論文又は作文、実技検査、その他学校が設定する検査の中からいずれか一つ以上を全ての都立高校

で実施する。

の実技検査は、普通科（コースを置く都立高校のコースに限る。）、専門学科及び総合学科におい

て実施することができる。

２ 文化・スポーツ等特別推薦

個人面接又は集団面接及び実技検査を実施する。

に加えて、小論文又は作文、その他学校が設定する検査を行うことができる。

３ 理数等特別推薦

調査書、科学分野等の研究に関するレポートについての口頭試問、小論文、個人面接を実施する。

第１０ 選考の基本方針

１ 一般推薦の選考の基本方針

選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法に基づき、調査書、個人面接（集団討論を実施する

学校は集団討論を含む。）の結果、小論文又は作文の結果（小論文又は作文以外に、実技検査、その他

学校が設定する検査を実施する場合はその結果を含む。）、入学願書による志望及び都立高校長が必要

とする資料（自己ＰＲカードを含む。）により行う。

全ての都立高校で、調査書における各教科の観点別学習状況の評価（全２７観点）又は評定（９教科）

のどちらか一つを調査書点として点数化する。ただし、総合成績に占める調査書点の割合の上限は５０％

とする。

個人面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

個人面接（集団討論を実施する学校は集団討論を含む。）の結果、小論文又は作文の結果（小論文又

は作文以外に、実技検査、その他学校が設定する検査を実施する場合はその結果を含む。）については、

各都立高校が適切に基準を定めて点数化する。

各検査の評価の観点については、１０月１日以降の最初の学校説明会までに各都立高校のホームペー

ジで公表する。

選考に当たっては、一般推薦書の〔推薦理由欄〕にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たっては、総合成績に基づき、同順位が出ないように優先順位を設け

る。ただし、総合成績が同点である場合は、都立高校長が必要とする資料（自己ＰＲカードを含む。）

を用いて同順位が出ないよう配慮する。

各都立高校における、個人面接（集団討論を実施する学校は集団討論を含む。）の結果、小論文又は

作文の結果（小論文又は作文以外に、実技検査、その他学校が設定する検査を実施する場合はその結果

を含む。）のそれぞれの得点分布を、推薦に基づく選抜の学力検査等得点表の交付開始日に合わせて、

各都立高校のホームページで公表する。

２ 文化・スポーツ等特別推薦の選考の基本方針

選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法に基づいて行う。

選考に当たっては、各都立高校が自校の教育活動の実績や特色などに基づいて適切な基準を定める。

個人面接又は集団面接の他、実技検査等を適宜組み合わせて選考資料として用いる。

調査書における各教科の観点別学習状況の評価又は評定の扱いは、各都立高校が適切に定める。

個人面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

受検者のうち、各都立高校で定めた基準に達していると認められた者の中から合格候補者を決定する。

選考に当たっては、文化・スポーツ等特別推薦書の〔推薦理由欄〕にも十分配慮する。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないよう配慮する。

志願者は、本人の希望に応じて、同一日に実施している当該校の一般推薦にも出願することができる

ものとする。

３ 理数等特別推薦の選考の基本方針

 選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法に基づき、総合成績により行う。

選考に当たっては、各都立高校が自校の教育活動の実績や特色などに基づいて適切な基準を定める。

個人面接、科学分野等の研究に関するレポートについての口頭試問及び小論文等の検査を適宜組み合わ

せ、選考資料として用いる。

調査書における各教科の観点別学習状況の評価又は評定の扱いは、一般推薦や特別推薦と同様に各都
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第９－２ 合格者決定における留意事項

連携型入学者選抜の合格者の人員は、当該連携型高校があらかじめ定めた連携型入学者選抜の募

集人員を超えてはならない。

合格者の人員が募集人員に満たない場合、その残りの人員は学力検査に基づく選抜の募集人員に

加える。

第１０ その他

連携型高校は、本実施方針に基づき連携型入学者選抜に係る実施要項を定める。

令和８年度 連携型中高一貫教育に関わる選抜を実施する高等学校と中学校

高等学校 中学校

広尾高等学校 渋谷区立広尾中学校

永山高等学校

多摩市立諏訪中学校

多摩市立青陵中学校

多摩市立多摩永山中学校

芝商業高等学校
北区立飛鳥中学校

北区立十条富士見中学校

蔵前工科高等学校 台東区立浅草中学校

＜参考２＞

令和８年度東京都立高等学校入学者選抜における連携型中高一貫教育に関わる選抜の実施方針

学校教育法施行規則第９０条第４項及び東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則第１３条

に基づき、連携型中高一貫教育を実施している連携型都立高等学校（以下「連携型高校」という。）におけ

る入学者選抜の実施方針を定める。

連携型高校における連携型中高一貫教育に関わる選抜（以下「連携型入学者選抜」という。）は、以下

の実施方針に基づき行うものとする。

第１ 連携型高校と連携型区市町村立中学校（以下「連携型中学校」という。）を対象に入学者選抜の方法

として、連携型入学者選抜を設ける。

第２ 連携型入学者選抜の趣旨

１ 東京都における連携型中高一貫教育の充実を図るために、連携型中学校から連携型高校への進学

について選抜を実施する。

２ 目的意識や意欲をもった生徒の入学により、連携型高校の個性化・特色化の一層の推進を図る。

第３ 連携型入学者選抜の実施の決定

連携型高校の校長は、連携型入学者選抜の実施の有無を決定する。

第４ 日程

推薦に基づく選抜と同日程で実施する。

第５ 対象

令和５年４月１日に連携型中学校に入学し、令和８年３月３１日に当該連携型中学校を卒業する見

込みの者で、連携する連携型高校に進学を希望し、当該連携型中学校の校長が出願を承認した者とす

る。ただし、令和５年４月２日以降に連携型中学校に転入した生徒については、当該連携型中学校の

校長と当該連携型高校の校長が出願の資格について協議するものとする。

第６ 募集人員の決定

１ 連携型高校の校長は、連携型入学者選抜の募集人員を決定する。

２ 連携型入学者選抜の募集人員は、当該連携型高校の募集人員の１０％以内とし、連携型中学校が

複数ある場合については、連携型中学校ごとに募集人員を決定する。

第７ 連携委員会

１ 連携型高校は、連携型中学校と共同で連携委員会を設置する。委員長は当該連携型高校の校長と

する。

２ 連携委員会は、連携型中学校の校長による出願者の決定に先立ち、連携した教育活動を基に、出

願の基準を定める。

第８ 出願者の決定

１ 出願者の決定に当たっては、これまでの連携した教育活動に対する活動実績や、連携型高校の特

色を十分理解しているかなどを連携委員会で十分協議した上で連携型中学校の校長が決定する。

２ 出願者となった者は、推薦に基づく選抜には出願できない。

第９ 選考

第９－１ 選考

連携型入学者選抜における選考は、連携型中高一貫教育校における教育の趣旨を十分に理解して

いる生徒で、当該連携型高校で学習の継続を希望する生徒に対して、連携した教育活動への取組状

況を基に、連携型高校における学習の継続についての適性等をみる。

選考は、各連携型高校があらかじめ定めた選考方法に基づき、出願承認書、志願申告書、面接（小

論文又は作文、実技検査を実施する連携型高校にあってはそれらを含む。）の結果、志望及び連携

型高校の校長が必要とする資料により行う。

面接（小論文又は作文、実技検査を実施する連携型高校にあってはそれらを含む。）の結果につ

いては、各連携型高校が適切に基準を定めて、点数化する。
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第９－２ 合格者決定における留意事項

連携型入学者選抜の合格者の人員は、当該連携型高校があらかじめ定めた連携型入学者選抜の募

集人員を超えてはならない。

合格者の人員が募集人員に満たない場合、その残りの人員は学力検査に基づく選抜の募集人員に

加える。

第１０ その他

連携型高校は、本実施方針に基づき連携型入学者選抜に係る実施要項を定める。

令和８年度 連携型中高一貫教育に関わる選抜を実施する高等学校と中学校

高等学校 中学校

広尾高等学校 渋谷区立広尾中学校

永山高等学校

多摩市立諏訪中学校

多摩市立青陵中学校

多摩市立多摩永山中学校

芝商業高等学校
北区立飛鳥中学校

北区立十条富士見中学校

蔵前工科高等学校 台東区立浅草中学校

＜参考２＞

令和８年度東京都立高等学校入学者選抜における連携型中高一貫教育に関わる選抜の実施方針

学校教育法施行規則第９０条第４項及び東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則第１３条

に基づき、連携型中高一貫教育を実施している連携型都立高等学校（以下「連携型高校」という。）におけ

る入学者選抜の実施方針を定める。

連携型高校における連携型中高一貫教育に関わる選抜（以下「連携型入学者選抜」という。）は、以下

の実施方針に基づき行うものとする。

第１ 連携型高校と連携型区市町村立中学校（以下「連携型中学校」という。）を対象に入学者選抜の方法

として、連携型入学者選抜を設ける。

第２ 連携型入学者選抜の趣旨

１ 東京都における連携型中高一貫教育の充実を図るために、連携型中学校から連携型高校への進学

について選抜を実施する。

２ 目的意識や意欲をもった生徒の入学により、連携型高校の個性化・特色化の一層の推進を図る。

第３ 連携型入学者選抜の実施の決定

連携型高校の校長は、連携型入学者選抜の実施の有無を決定する。

第４ 日程

推薦に基づく選抜と同日程で実施する。

第５ 対象

令和５年４月１日に連携型中学校に入学し、令和８年３月３１日に当該連携型中学校を卒業する見

込みの者で、連携する連携型高校に進学を希望し、当該連携型中学校の校長が出願を承認した者とす

る。ただし、令和５年４月２日以降に連携型中学校に転入した生徒については、当該連携型中学校の

校長と当該連携型高校の校長が出願の資格について協議するものとする。

第６ 募集人員の決定

１ 連携型高校の校長は、連携型入学者選抜の募集人員を決定する。

２ 連携型入学者選抜の募集人員は、当該連携型高校の募集人員の１０％以内とし、連携型中学校が

複数ある場合については、連携型中学校ごとに募集人員を決定する。

第７ 連携委員会

１ 連携型高校は、連携型中学校と共同で連携委員会を設置する。委員長は当該連携型高校の校長と

する。

２ 連携委員会は、連携型中学校の校長による出願者の決定に先立ち、連携した教育活動を基に、出

願の基準を定める。

第８ 出願者の決定

１ 出願者の決定に当たっては、これまでの連携した教育活動に対する活動実績や、連携型高校の特

色を十分理解しているかなどを連携委員会で十分協議した上で連携型中学校の校長が決定する。

２ 出願者となった者は、推薦に基づく選抜には出願できない。

第９ 選考

第９－１ 選考

連携型入学者選抜における選考は、連携型中高一貫教育校における教育の趣旨を十分に理解して

いる生徒で、当該連携型高校で学習の継続を希望する生徒に対して、連携した教育活動への取組状

況を基に、連携型高校における学習の継続についての適性等をみる。

選考は、各連携型高校があらかじめ定めた選考方法に基づき、出願承認書、志願申告書、面接（小

論文又は作文、実技検査を実施する連携型高校にあってはそれらを含む。）の結果、志望及び連携

型高校の校長が必要とする資料により行う。

面接（小論文又は作文、実技検査を実施する連携型高校にあってはそれらを含む。）の結果につ

いては、各連携型高校が適切に基準を定めて、点数化する。
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 別表１

　　この表は、令和８年度入学者選抜の募集予定校を所在地別で記載している。募集校等については、令和７年１０月頃に

　最終的な発表をする予定である。

【全日制課程・定時制課程】

学科等 科 名

一 橋 普 通 (単位制1～3部) 千代田区東神田1-12-13

日 比 谷 普 通 千代田区永田町2-16-1

晴 海 総 合 総 合 (単位制） 中央区晴海1-2-1

三 田 普 通 港区三田1-4-46

芝 商 業 商 業 ビジネス 港区海岸1-8-25

六 本 木 総 合 (単位制1～3部) 港区六本木6-16-36

新 宿 普 通 (単位制） 新宿区内藤町11-4

新 宿 山 吹 普 通 (単位制1～4部) 新宿区山吹町81

情 報 (単位制2部・4部)

戸 山 普 通 新宿区戸山3-19-1

総 合 芸 術 芸 術 音楽　美術 新宿区富久町22-1

舞台表現　（単位制）

竹 早 普 通 文京区小石川4-2-1

向 丘 普 通 文京区向丘1-11-18

工 芸 工 業 マシンクラフト　 工 業 マシンクラフト　 文京区本郷1-3-9

アートクラフト アートクラフト

インテリア　デザイン インテリア

グラフィックアーツ グラフィックアーツ

浅 草 普 通 (単位制1～3部) 台東区今戸1-8-13

上 野 普 通 台東区上野公園10-14

忍 岡 普 通 (単位制) 台東区浅草橋5-1-24

家 庭 生活科学(単位制)

蔵 前 工 科 工 業 機械　電気　建築　 台東区蔵前1-3-57

設備工業

墨 田 川 普 通 (単位制) 墨田区東向島3-34-14

日 本 橋 普 通 墨田区八広1-28-21

本 所 普 通 墨田区向島3-37-25

橘 産 業 産業 産 業 産業 墨田区立花4-29-7

城 東 普 通 江東区大島3-22-1

東 普 通 江東区東砂7-19-24

深 川 普 通 江東区東陽5-32-19

コ ー ス 外国語

科 学 技 術 工 業 科学技術 江東区大島1-2-31

理 数 創造理数

墨 田 工 科 工 業 機械　自動車　電気　建築 工 業 総合技術 江東区森下5-1-7

江 東 商 業 商 業 ビジネス 江東区亀戸4-50-1

第 三 商 業 商 業 ビジネス 商 業 商業 江東区越中島3-3-1

大 江 戸 総 合 (単位制1～3部) 江東区千石3-2-11

大 崎 普 通 普 通 品川区豊町2-1-7

小 山 台 普 通 品川区小山3-3-32

八 潮 普 通 品川区東品川3-27-22

駒 場 普 通 目黒区大橋2-18-1

体 育 保健体育

目 黒 普 通 目黒区祐天寺2-7-15

国 際 国 際 国際 目黒区駒場2-19-59

大 森 普 通 普 通 大田区西蒲田2-2-1

蒲 田 普 通 大田区蒲田本町1-1-30

田 園 調 布 普 通 大田区田園調布南27-1

美 原 普 通 (単位制) 大田区大森東1-33-1

雪 谷 普 通 大田区久が原1-14-1

◎

◎

◎

◎

◎

都 立 高 等 学 校 一 覧

　　◎印の高校は、昼夜間定時制で、昼間からも学べる高校である。

高 校 名
全 日 制 定 時 制

所 在 地 電 話
コ ー ス 名 又 は 科 名 学 科

＜参考３＞

令和８年度東京都立総合芸術高等学校舞台表現科の入学者選抜における選抜の実施方針

東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則に基づき、東京都立総合芸術高等学校舞台表現科の

入学者選抜は、以下の実施方針に基づき行うものとする。

第１ 目的

東京都立総合芸術高等学校舞台表現科に設置している演劇専攻及び舞踊専攻の入学者選抜におい

て、希望する受検者の表現力や適性をより一層的確に評価するとともに、入学後に安定した教育活動

を行えるようにする。

第２ 募集人員の決定

東京都立総合芸術高等学校長は、東京都教育委員会に協議の上、舞台表現科における募集人員のう

ち、各専攻の内訳について決定する。

第３ 選考

選考は、当該校があらかじめ定めた選考方法に基づいて行う。

選考に当たっては、実技検査を組み合わせて選考資料として用いる。

選考に当たっては、教育活動の特色などに基づいて適切な基準を定める。

個人面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないよう配慮する。

第４ 合格候補者決定における留意事項

合格候補者数については、入学手続者数が第２に定めた募集人員に対して過不足のないよう、適

切に決定する。

第２に定めた募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定し、これを合格候補者とする。

第５ その他

推薦に基づく選抜を実施する場合は、「令和８年度東京都立高等学校入学者選抜における推薦に

基づく選抜の実施方針」による。

当該校は、本実施方針に基づき入学者選抜に係る実施要項を定める。
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 別表１

　　この表は、令和８年度入学者選抜の募集予定校を所在地別で記載している。募集校等については、令和７年１０月頃に

　最終的な発表をする予定である。

【全日制課程・定時制課程】

学科等 科 名

一 橋 普 通 (単位制1～3部) 千代田区東神田1-12-13

日 比 谷 普 通 千代田区永田町2-16-1

晴 海 総 合 総 合 (単位制） 中央区晴海1-2-1

三 田 普 通 港区三田1-4-46

芝 商 業 商 業 ビジネス 港区海岸1-8-25

六 本 木 総 合 (単位制1～3部) 港区六本木6-16-36

新 宿 普 通 (単位制） 新宿区内藤町11-4

新 宿 山 吹 普 通 (単位制1～4部) 新宿区山吹町81

情 報 (単位制2部・4部)

戸 山 普 通 新宿区戸山3-19-1

総 合 芸 術 芸 術 音楽　美術 新宿区富久町22-1

舞台表現　（単位制）

竹 早 普 通 文京区小石川4-2-1

向 丘 普 通 文京区向丘1-11-18

工 芸 工 業 マシンクラフト　 工 業 マシンクラフト　 文京区本郷1-3-9

アートクラフト アートクラフト

インテリア　デザイン インテリア

グラフィックアーツ グラフィックアーツ

浅 草 普 通 (単位制1～3部) 台東区今戸1-8-13

上 野 普 通 台東区上野公園10-14

忍 岡 普 通 (単位制) 台東区浅草橋5-1-24

家 庭 生活科学(単位制)

蔵 前 工 科 工 業 機械　電気　建築　 台東区蔵前1-3-57

設備工業

墨 田 川 普 通 (単位制) 墨田区東向島3-34-14

日 本 橋 普 通 墨田区八広1-28-21

本 所 普 通 墨田区向島3-37-25

橘 産 業 産業 産 業 産業 墨田区立花4-29-7

城 東 普 通 江東区大島3-22-1

東 普 通 江東区東砂7-19-24

深 川 普 通 江東区東陽5-32-19

コ ー ス 外国語

科 学 技 術 工 業 科学技術 江東区大島1-2-31

理 数 創造理数

墨 田 工 科 工 業 機械　自動車　電気　建築 工 業 総合技術 江東区森下5-1-7

江 東 商 業 商 業 ビジネス 江東区亀戸4-50-1

第 三 商 業 商 業 ビジネス 商 業 商業 江東区越中島3-3-1

大 江 戸 総 合 (単位制1～3部) 江東区千石3-2-11

大 崎 普 通 普 通 品川区豊町2-1-7

小 山 台 普 通 品川区小山3-3-32

八 潮 普 通 品川区東品川3-27-22

駒 場 普 通 目黒区大橋2-18-1

体 育 保健体育

目 黒 普 通 目黒区祐天寺2-7-15

国 際 国 際 国際 目黒区駒場2-19-59

大 森 普 通 普 通 大田区西蒲田2-2-1

蒲 田 普 通 大田区蒲田本町1-1-30

田 園 調 布 普 通 大田区田園調布南27-1

美 原 普 通 (単位制) 大田区大森東1-33-1

雪 谷 普 通 大田区久が原1-14-1

◎

◎

◎

◎

◎

都 立 高 等 学 校 一 覧

　　◎印の高校は、昼夜間定時制で、昼間からも学べる高校である。

高 校 名
全 日 制 定 時 制

所 在 地 電 話
コ ー ス 名 又 は 科 名 学 科

＜参考３＞

令和８年度東京都立総合芸術高等学校舞台表現科の入学者選抜における選抜の実施方針

東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則に基づき、東京都立総合芸術高等学校舞台表現科の

入学者選抜は、以下の実施方針に基づき行うものとする。

第１ 目的

東京都立総合芸術高等学校舞台表現科に設置している演劇専攻及び舞踊専攻の入学者選抜におい

て、希望する受検者の表現力や適性をより一層的確に評価するとともに、入学後に安定した教育活動

を行えるようにする。

第２ 募集人員の決定

東京都立総合芸術高等学校長は、東京都教育委員会に協議の上、舞台表現科における募集人員のう

ち、各専攻の内訳について決定する。

第３ 選考

選考は、当該校があらかじめ定めた選考方法に基づいて行う。

選考に当たっては、実技検査を組み合わせて選考資料として用いる。

選考に当たっては、教育活動の特色などに基づいて適切な基準を定める。

個人面接に当たっては、自己ＰＲカードを面接資料として活用する。

選考のための順位を定めるに当たっては、同順位が出ないよう配慮する。

第４ 合格候補者決定における留意事項

合格候補者数については、入学手続者数が第２に定めた募集人員に対して過不足のないよう、適

切に決定する。

第２に定めた募集人員に相当する人員を総合成績の順により決定し、これを合格候補者とする。

第５ その他

推薦に基づく選抜を実施する場合は、「令和８年度東京都立高等学校入学者選抜における推薦に

基づく選抜の実施方針」による。

当該校は、本実施方針に基づき入学者選抜に係る実施要項を定める。
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学科等 科 名
高 校 名

全 日 制 定 時 制
所 在 地 電 話

コ ー ス 名 又 は 科 名 学 科

足 立 普 通 普 通 足立区中央本町1-3-9

商 業 商業

足 立 新 田 普 通 足立区新田2-10-16

足 立 西 普 通 足立区江北5-7-1

足 立 東 普 通 足立区大谷田2-3-5

江 北 普 通 足立区西綾瀬4-14-30

淵 江 普 通 足立区東保木間2-10-1

足 立 工 科 工 業 総合技術 足立区西新井4-30-1

小 台 橋 総 合 (単位制1～3部) 足立区小台2-1-31

葛 飾 野 普 通 葛飾区亀有1-7-1

南 葛 飾 普 通 普 通 葛飾区立石6-4-1

農 産 農 業 園芸デザイン　食品 農 業 農産 葛飾区西亀有1-28-1

本 所 工 科 工 業 総合技術 葛飾区南水元4-21-1

葛 飾 商 業 商 業 ビジネス 葛飾区新宿3-14-1

葛 飾 総 合 総 合 (単位制) 葛飾区南水元4-21-1

江 戸 川 普 通 普 通 江戸川区松島2-38-1

葛 西 南 普 通 普 通 江戸川区南葛西1-11-1

小 岩 普 通 江戸川区本一色3-10-1

小 松 川 普 通 江戸川区平井1-27-10

篠 崎 普 通 江戸川区東篠崎1-10-1

紅 葉 川 普 通 江戸川区臨海町2-1-1

葛 西 工 科 工 業 機械　電子　建築 江戸川区一之江7-68-1

デュアルシステム

片 倉 普 通 八王子市片倉町1643

コ ー ス 造形美術

翔 陽 普 通 (単位制) 八王子市館町1097-136

八 王 子 北 普 通 八王子市楢原町601

八 王 子 拓 真 普 通 一般枠(単位制1～3部) 八王子市台町3-25-1

チャレンジ枠(単位制1･2部)

八 王 子 東 普 通 八王子市高倉町68-1

富 士 森 普 通 八王子市長房町420-2

松 が 谷 普 通 八王子市松が谷1772

コ ー ス 外国語

八 王 子 桑 志 産 業 デザイン分野　クラフト分野 八王子市千人町4-8-1

システム情報分野　

ビジネス情報分野

砂 川 普 通 (単位制1～3部) 立川市泉町935-4

立 川 普 通 立川市錦町2-13-5

理 数 創造理数

立 川 緑 総 合 (単位制1～3部) 立川市錦町6-3-1

武 蔵 野 北 普 通 武蔵野市八幡町2-3-10

多 摩 普 通 青梅市裏宿町580

青 梅 総 合 総 合 (単位制) 総 合 (単位制) 青梅市勝沼1-60-1

府 中 普 通 府中市栄町3-3-1

府 中 西 普 通 府中市日新町4-6-7

府 中 東 普 通 府中市押立町4-21

農 業 農 業 都市園芸　食品科学　 普 通 府中市寿町1-10-2

緑地計画 農 業 食品化学

家 庭 服飾　食物

府 中 工 科 工 業 機械　工業技術　情報技術 府中市若松町2-19-1

電気　

昭 和 普 通 昭島市東町2-3-21

拝 島 普 通 昭島市拝島町4-13-1

神 代 普 通 普 通 調布市若葉町1-46-1

調 布 北 普 通 調布市深大寺北町5-39-1

調 布 南 普 通 調布市多摩川6-2-1

小 川 普 通 町田市小川2-1002-1

成 瀬 普 通 町田市成瀬7-4-1

野 津 田 普 通 町田市野津田町2001

福 祉 福祉

体 育 体育

町 田 普 通 普 通 町田市中町4-25-3

山 崎 普 通 町田市山崎町1453-1

◎

◎

◎

◎

学科等 科 名
高 校 名

全 日 制 定 時 制
所 在 地 電 話

コ ー ス 名 又 は 科 名 学 科

六 郷 工 科 工 業 ものづくり工学 普 通 (単位制) 大田区東六郷2-18-2

工 業 生産工学(単位制)

大 田 桜 台 商 業 ビジネスコミュニケーション 大田区中馬込3-11-10

つ ば さ 総 合 総 合 (単位制) 大田区本羽田3-11-5

桜 町 普 通 世田谷区用賀2-4-1

千 歳 丘 普 通 世田谷区船橋3-18-1

深 沢 普 通 (単位制) 世田谷区深沢7-3-14

松 原 普 通 普 通 世田谷区桜上水4-3-5

芦 花 普 通 (単位制) 世田谷区粕谷3-8-1

園 芸 農 業 園芸　食品　動物 農 業 園芸 世田谷区深沢5-38-1

総 合 工 科 工 業 機械･自動車　 工 業 総合技術 世田谷区成城9-25-1

電気・情報デザイン

建築・都市工学

世 田 谷 泉 総 合 (単位制1～3部) 世田谷区北烏山9-22-1

世 田 谷 総 合 総 合 (単位制) 世田谷区岡本2-9-1

青 山 普 通 渋谷区神宮前2-1-8

広 尾 普 通 渋谷区東4-14-14

第 一 商 業 商 業 ビジネス 渋谷区鉢山町8-1

鷺 宮 普 通 中野区若宮3-46-8

武 蔵 丘 普 通 中野区上鷺宮2-14-1

中 野 工 科 工 業 食品サイエンス 工 業 総合技術 中野区野方3-5-5

稔 ヶ 丘 総 合 (単位制1～3部) 中野区上鷺宮5-11-1

荻 窪 普 通 (単位制1～3部) 杉並区荻窪5-7-20

杉 並 普 通 杉並区成田西4-15-15

豊 多 摩 普 通 杉並区成田西2-6-18

西 普 通 杉並区宮前4-21-32

農 芸 農 業 園芸科学　食品科学　 農 業 農芸 杉並区今川3-25-1

緑地環境

杉 並 工 科 工 業 ＩＴ・環境 杉並区上井草4-13-31

杉 並 総 合 総 合 (単位制) 杉並区下高井戸5-17-1

豊 島 普 通 普 通 豊島区千早4-9-21

文 京 普 通 豊島区西巣鴨1-1-5

千 早 商 業 ビジネスコミュニケーション 豊島区千早3-46-21

飛 鳥 普 通 (単位制) 普 通 (単位制) 北区王子6-8-8

赤 羽 北 桜 家 庭 保育・栄養　調理 北区西が丘3-14-20

福 祉 介護福祉

王 子 総 合 総 合 (単位制) 北区滝野川3-54-7

桐 ヶ 丘 総 合 (単位制1～3部) 北区赤羽北3-5-22

竹 台 普 通 荒川区東日暮里5-14-1

荒 川 工 科 工 業 電気　電子　情報技術 工 業 電気・電子 荒川区南千住6-42-1

板 橋 普 通 板橋区大谷口1-54-1

板 橋 有 徳 普 通 (単位制) 普 通 (単位制) 板橋区徳丸2-17-1

大 山 普 通 板橋区小茂根5-18-1

北 園 普 通 板橋区板橋4-14-1

高 島 普 通 板橋区高島平3-7-1

北 豊 島 工 科 工 業 都市防災技術 板橋区富士見町28-1

井 草 普 通 練馬区上石神井2-2-43

大 泉 桜 普 通 (単位制) 練馬区大泉町3-5-7

石 神 井 普 通 練馬区関町北4-32-48

田 柄 普 通 練馬区光が丘2-3-1

練 馬 普 通 練馬区春日町4-28-25

光 丘 普 通 練馬区旭町2-1-35

練 馬 工 科 工 業 キャリア技術 練馬区早宮2-9-18

第 四 商 業 商 業 ビジネス 練馬区貫井3-45-19

青 井 普 通 足立区青井1-7-35

◎

◎

◎

◎
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学科等 科 名
高 校 名

全 日 制 定 時 制
所 在 地 電 話

コ ー ス 名 又 は 科 名 学 科

足 立 普 通 普 通 足立区中央本町1-3-9

商 業 商業

足 立 新 田 普 通 足立区新田2-10-16

足 立 西 普 通 足立区江北5-7-1

足 立 東 普 通 足立区大谷田2-3-5

江 北 普 通 足立区西綾瀬4-14-30

淵 江 普 通 足立区東保木間2-10-1

足 立 工 科 工 業 総合技術 足立区西新井4-30-1

小 台 橋 総 合 (単位制1～3部) 足立区小台2-1-31

葛 飾 野 普 通 葛飾区亀有1-7-1

南 葛 飾 普 通 普 通 葛飾区立石6-4-1

農 産 農 業 園芸デザイン　食品 農 業 農産 葛飾区西亀有1-28-1

本 所 工 科 工 業 総合技術 葛飾区南水元4-21-1

葛 飾 商 業 商 業 ビジネス 葛飾区新宿3-14-1

葛 飾 総 合 総 合 (単位制) 葛飾区南水元4-21-1

江 戸 川 普 通 普 通 江戸川区松島2-38-1

葛 西 南 普 通 普 通 江戸川区南葛西1-11-1

小 岩 普 通 江戸川区本一色3-10-1

小 松 川 普 通 江戸川区平井1-27-10

篠 崎 普 通 江戸川区東篠崎1-10-1

紅 葉 川 普 通 江戸川区臨海町2-1-1

葛 西 工 科 工 業 機械　電子　建築 江戸川区一之江7-68-1

デュアルシステム

片 倉 普 通 八王子市片倉町1643

コ ー ス 造形美術

翔 陽 普 通 (単位制) 八王子市館町1097-136

八 王 子 北 普 通 八王子市楢原町601

八 王 子 拓 真 普 通 一般枠(単位制1～3部) 八王子市台町3-25-1

チャレンジ枠(単位制1･2部)

八 王 子 東 普 通 八王子市高倉町68-1

富 士 森 普 通 八王子市長房町420-2

松 が 谷 普 通 八王子市松が谷1772

コ ー ス 外国語

八 王 子 桑 志 産 業 デザイン分野　クラフト分野 八王子市千人町4-8-1

システム情報分野　

ビジネス情報分野

砂 川 普 通 (単位制1～3部) 立川市泉町935-4

立 川 普 通 立川市錦町2-13-5

理 数 創造理数

立 川 緑 総 合 (単位制1～3部) 立川市錦町6-3-1

武 蔵 野 北 普 通 武蔵野市八幡町2-3-10

多 摩 普 通 青梅市裏宿町580

青 梅 総 合 総 合 (単位制) 総 合 (単位制) 青梅市勝沼1-60-1

府 中 普 通 府中市栄町3-3-1

府 中 西 普 通 府中市日新町4-6-7

府 中 東 普 通 府中市押立町4-21

農 業 農 業 都市園芸　食品科学　 普 通 府中市寿町1-10-2

緑地計画 農 業 食品化学

家 庭 服飾　食物

府 中 工 科 工 業 機械　工業技術　情報技術 府中市若松町2-19-1

電気　

昭 和 普 通 昭島市東町2-3-21

拝 島 普 通 昭島市拝島町4-13-1

神 代 普 通 普 通 調布市若葉町1-46-1

調 布 北 普 通 調布市深大寺北町5-39-1

調 布 南 普 通 調布市多摩川6-2-1

小 川 普 通 町田市小川2-1002-1

成 瀬 普 通 町田市成瀬7-4-1

野 津 田 普 通 町田市野津田町2001

福 祉 福祉

体 育 体育

町 田 普 通 普 通 町田市中町4-25-3

山 崎 普 通 町田市山崎町1453-1

◎

◎

◎

◎

学科等 科 名
高 校 名

全 日 制 定 時 制
所 在 地 電 話

コ ー ス 名 又 は 科 名 学 科

六 郷 工 科 工 業 ものづくり工学 普 通 (単位制) 大田区東六郷2-18-2

工 業 生産工学(単位制)

大 田 桜 台 商 業 ビジネスコミュニケーション 大田区中馬込3-11-10

つ ば さ 総 合 総 合 (単位制) 大田区本羽田3-11-5

桜 町 普 通 世田谷区用賀2-4-1

千 歳 丘 普 通 世田谷区船橋3-18-1

深 沢 普 通 (単位制) 世田谷区深沢7-3-14

松 原 普 通 普 通 世田谷区桜上水4-3-5

芦 花 普 通 (単位制) 世田谷区粕谷3-8-1

園 芸 農 業 園芸　食品　動物 農 業 園芸 世田谷区深沢5-38-1

総 合 工 科 工 業 機械･自動車　 工 業 総合技術 世田谷区成城9-25-1

電気・情報デザイン

建築・都市工学

世 田 谷 泉 総 合 (単位制1～3部) 世田谷区北烏山9-22-1

世 田 谷 総 合 総 合 (単位制) 世田谷区岡本2-9-1

青 山 普 通 渋谷区神宮前2-1-8

広 尾 普 通 渋谷区東4-14-14

第 一 商 業 商 業 ビジネス 渋谷区鉢山町8-1

鷺 宮 普 通 中野区若宮3-46-8

武 蔵 丘 普 通 中野区上鷺宮2-14-1

中 野 工 科 工 業 食品サイエンス 工 業 総合技術 中野区野方3-5-5

稔 ヶ 丘 総 合 (単位制1～3部) 中野区上鷺宮5-11-1

荻 窪 普 通 (単位制1～3部) 杉並区荻窪5-7-20

杉 並 普 通 杉並区成田西4-15-15

豊 多 摩 普 通 杉並区成田西2-6-18

西 普 通 杉並区宮前4-21-32

農 芸 農 業 園芸科学　食品科学　 農 業 農芸 杉並区今川3-25-1

緑地環境

杉 並 工 科 工 業 ＩＴ・環境 杉並区上井草4-13-31

杉 並 総 合 総 合 (単位制) 杉並区下高井戸5-17-1

豊 島 普 通 普 通 豊島区千早4-9-21

文 京 普 通 豊島区西巣鴨1-1-5

千 早 商 業 ビジネスコミュニケーション 豊島区千早3-46-21

飛 鳥 普 通 (単位制) 普 通 (単位制) 北区王子6-8-8

赤 羽 北 桜 家 庭 保育・栄養　調理 北区西が丘3-14-20

福 祉 介護福祉

王 子 総 合 総 合 (単位制) 北区滝野川3-54-7

桐 ヶ 丘 総 合 (単位制1～3部) 北区赤羽北3-5-22

竹 台 普 通 荒川区東日暮里5-14-1

荒 川 工 科 工 業 電気　電子　情報技術 工 業 電気・電子 荒川区南千住6-42-1

板 橋 普 通 板橋区大谷口1-54-1

板 橋 有 徳 普 通 (単位制) 普 通 (単位制) 板橋区徳丸2-17-1

大 山 普 通 板橋区小茂根5-18-1

北 園 普 通 板橋区板橋4-14-1

高 島 普 通 板橋区高島平3-7-1

北 豊 島 工 科 工 業 都市防災技術 板橋区富士見町28-1

井 草 普 通 練馬区上石神井2-2-43

大 泉 桜 普 通 (単位制) 練馬区大泉町3-5-7

石 神 井 普 通 練馬区関町北4-32-48

田 柄 普 通 練馬区光が丘2-3-1

練 馬 普 通 練馬区春日町4-28-25

光 丘 普 通 練馬区旭町2-1-35

練 馬 工 科 工 業 キャリア技術 練馬区早宮2-9-18

第 四 商 業 商 業 ビジネス 練馬区貫井3-45-19

青 井 普 通 足立区青井1-7-35

◎

◎

◎

◎
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その他必要な書類

卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ △ △ ◎

卒業者 ◎ ◎
◎
＊5

◆ ▲ ◎ ● △
応募資格審査取扱要項１に
定める書類

中学校卒業認定者 ◎ ◎ ◆ ▲ ◎ ● △ 中学校卒業程度認定証書

◎ ◎ ◆ ▲ ◎ ● △ 出身小学校の修了証書

修了見込みの者 ◎ ◎ ◎ ◆ ▲
◎
＊6

● △

修了者 ◎ ◎
◎
＊5

◆ ▲
◎
＊6

● △

卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ○ ◎ △ △

卒業者 ◎ ◎
◎
＊5

◆ ▲ ◇ ◎ ● △

◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ △
島しょからの転居に関する
申立書(様式15)

島しょへ転居予定の者 ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ △
島しょへの転居及び身元引
受人に関する申立書
(様式15-2)

都立特別支援学校に在籍している者 ◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ◎ ● △

◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ◎ ● △

上記以外の者 ◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ○ ● △
応募資格審査取扱要項３に
定める書類

日本人学校卒業（見込み）者 ◎ ◎
◎
＊5

▲ ○ ● △

現地校卒業（見込み）者 ◎ ◎ ▲
◎
＊5

● △

（注１）　上記の「転居」には、島しょ以外の都内での転居は含まない。

（注２）　◎は、必ず全員提出する。ただし、成績一覧表及びスピーキングテスト個人レポート（原本）は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が出願

　　　　を予定している都立高校長に提出する。

　　　　　なお、やむを得ない理由により中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J YEAR 3）を受験できない又は受験できなかったことについて東京都教育委員会の

　　　　承認を受けた志願者は、個人レポートに替えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書を提出する。

　　　　  ○は、卒業見込みの者のみ提出する。ただし、中学校において成績一覧表が作成できない場合、提出する必要はない。また、卒業者については提出する

 　 　　必要はない。　

          ＊1 は、第一次募集においては、出願サイト上に志願者情報等を入力する。

          ＊2 は、第一次募集においては、出願サイト上での決済又は所定の納付書による。

          ＊3 は、第一次募集においてのみ提出する（エンカレッジスクールに指定された都立高校においては、提出する必要はない。）。

          ＊4 は、第一次募集においてのみ提出する。

          ＊5 は、令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日以前に出生した者）は、調査書の代わりに卒業証明書を提出する。

　　　　　なお、令和３年度から令和６年度までの卒業者については（様式10-2）により作成する。

          ＊6 は、住民票記載事項証明書（様式応３）に外国籍を有していることの証明が必要。住民票記載事項証明書に証明がない場合、外国籍を有しているこ

　　　　とを証明する公的機関発行の書類を併せて提出すること。

　　 　   ▲は、面接・面談実施校の志願者のみ提出する。

 　　   　△は、該当する者のみ提出する。

 　　   　◇は、外国において学校教育における９年の課程を修了した者のみ提出する。この場合、調査書を提出する必要はない。

 　　   　●は、保護者が父母であり、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できない場合のみ提出する。

　　　　　◆は、中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J YEAR 3)を本人の希望により受験した者のみ提出する。

（注３）　都内の中学校を卒業見込みの者で、入学者選抜における検査結果を都立高校から中学校へ提供することに同意する場合、出願サイト上で入学願書におけ

　　　　る個人情報の提供に関する同意署名欄に受検者氏名が表示されるように登録するか、入学願書の所定の欄に志願者本人が自署する。

（注４）　児童福祉施設に入所している東京都の措置児童については、当該児童福祉施設の長からの「意見書」、都内の里親又は小規模住居型児童養育事業（ファ

     　 ミリーホーム事業）委託生徒については、「措置通知書」の写しの提出をもって、具申書とみなす。

（注５）　住民票記載事項証明書（様式応３）については、次のことに留意する。

    　 (1) 志願者及び保護者について、令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したものであること。

   　  (2) 志願者が成人の場合は、保護者について記載する必要はない。

入
学
日
ま
で
に
転
居
予
定
の
あ
る
者

都外在住者で都内
に転入することが
確実な者

海外で学校教育に
おける９年の課程
を修了後、入学日
までに都内に転入
することが確実な
者

応募資格審査取扱要項１に
定める書類

都外に所在する児童福祉施設に入所してい
る東京都の措置児童

特別支援学校長又は児童福
祉施設の長の「意見書」
（志願者の入学後の居住予
定等について記載のあるも
の）

都内在住者で都内
の中学校を卒業見
込みの者

島しょの中学校卒業見込みの者

応募資格審査取扱要項４に
定める書類

（学力検査に基づく選抜・全日制）

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧

都内の中学校を卒業見込みの者
又は既に卒業した者

国内の外国人学校において日本の９年の義務
教育相当の教育を修了見込み又は既に修了し
た外国籍を有する者

都内在住者で都外の中学校を卒業見込みの者
又は都内在住者で中学校を既に卒業した者
（都内在住者で外国において学校教育におけ
る９年の課程を修了した者を含む。）

高等学校において、中学校を卒業した者と同等以上の学力があ
ると認めた者（義務教育年限が満12歳までであった当時に義務
教育を終え、その後相当年齢に達した者)

調査書が発行できない場合
は、外国人学校の修了（見
込み）証明書

入
学
日
ま
で
に
転
居
予
定
の
な
い
者

提出を要する書類等

応 募 資 格

10 14

13 32

12

11

学 科 等 科 名
高 校 名

全 日 制 定 時 制
所 在 地 電 話

コ ー ス 名 又 は 科 名 学 科

町 田 工 科 工 業 総合情報 町田市忠生1-20-2

町 田 総 合 総 合 （単位制） 町田市木曽西3-5-1

小 金 井 北 普 通 小金井市緑町4-1-1

小 金 井 工 科 工 業 機械　電気・電子 小金井市本町6-8-9

多摩科学技術 工 業 科学技術 小金井市本町6-8-9

小 平 普 通 小平市仲町112

コ ー ス 外国語

小 平 西 普 通 小平市小川町1-502-95

小 平 南 普 通 小平市上水本町6-21-1

日 野 普 通 日野市石田1-190-1

日 野 台 普 通 日野市大坂上4-16-1

南 平 普 通 日野市南平8-2-3

東 村 山 普 通 東村山市恩多町4-26-1

東 村 山 西 普 通 東村山市富士見町5-4-41

国 分 寺 普 通 (単位制) 国分寺市新町3-2-5

国 立 普 通 国立市東4-25-1

第 五 商 業 商 業 ビジネス 商 業 商業 国立市中3-4-1

福 生 普 通 普 通 福生市北田園2-11-3

多 摩 工 科 工 業 機械　電気　環境化学 福生市熊川215

デュアルシステム

狛 江 普 通 狛江市元和泉3-9-1

東 大 和 普 通 東大和市中央3-945

東 大 和 南 普 通 東大和市桜が丘3-44-8

清 瀬 普 通 清瀬市松山3-1-56

久 留 米 西 普 通 東久留米市野火止2-1-44

東久留米総合 総 合 (単位制) 総 合 (単位制) 東久留米市幸町5-8-46

上 水 普 通 (単位制) 武蔵村山市大南4-62-1

武 蔵 村 山 普 通 武蔵村山市中原1-7-1

永 山 普 通 多摩市永山5-22

若 葉 総 合 総 合 (単位制) 稲城市坂浜1434-3

羽 村 普 通 羽村市羽4152-1

秋 留 台 普 通 あきる野市平沢153-4

五 日 市 普 通 普 通 あきる野市五日市894

田 無 普 通 西東京市向台町5-4-34

保 谷 普 通 西東京市住吉町5-8-23

田 無 工 科 工 業 機械　建築　都市工学 西東京市向台町1-9-1

瑞 穂 農 芸 農 業 園芸科学　畜産科学　食品 併 合 普通・農業 西多摩郡瑞穂町石畑2027

家 庭 生活デザイン

大 島 普 通 普 通 大島町元町字八重の水127

併 合 農林・家政

大島海洋国際 水 産 海洋国際 大島町差木地字下原996-1

新 島 普 通 新島村本村4-10-1

神 津 普 通 神津島村1620

三 宅 普 通 三宅村坪田4586

併 合 農業・家政

八 丈 普 通 普 通 八丈町大賀郷3020

併 合 園芸・家政

小 笠 原 普 通 小笠原村父島字清瀬

【通信制課程】
学　 科 電 話

一 橋 普 通 101-0031 千代田区東神田1-12-13

新 宿 山 吹 普 通 162-8612 新宿区山吹町81

砂 川 普 通 190-8583 立川市泉町935-4

学 校 名 所 在 地
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別表２－１

 
入
学
願
書
（

所
定
の
用
紙
）

＊
1

 
入
学
考
査
料
（

所
定
の
納
付
書
）

＊
2

 
調
査
書
（

様
式
 
）

　
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
テ
ス
ト
個
人
レ
ポ
ー

ト

　
　
　
　
　
 
（

都
立
高
校
提
出
用
）

＊
3

 
自
己
Ｐ
Ｒ
カ
ー

ド
（

様
式
 
）

 
成
績
証
明
書
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
も
の

 
成
績
一
覧
表
〔

別
送
〕
（

様
式
 
）

 
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（

様
式
応
３
）

 
理
由
書
（

様
式
応
７
）

 
具
申
書
（

様
式
　
）

 
自
己
申
告
書
（

様
式
 
）

 
志
願
者
一
覧
（

様
式
 
）

＊
4

その他必要な書類

卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ △ △ ◎

卒業者 ◎ ◎
◎
＊5

◆ ▲ ◎ ● △
応募資格審査取扱要項１に
定める書類

中学校卒業認定者 ◎ ◎ ◆ ▲ ◎ ● △ 中学校卒業程度認定証書

◎ ◎ ◆ ▲ ◎ ● △ 出身小学校の修了証書

修了見込みの者 ◎ ◎ ◎ ◆ ▲
◎
＊6

● △

修了者 ◎ ◎
◎
＊5

◆ ▲
◎
＊6

● △

卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ○ ◎ △ △

卒業者 ◎ ◎
◎
＊5

◆ ▲ ◇ ◎ ● △

◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ △
島しょからの転居に関する
申立書(様式15)

島しょへ転居予定の者 ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ △
島しょへの転居及び身元引
受人に関する申立書
(様式15-2)

都立特別支援学校に在籍している者 ◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ◎ ● △

◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ◎ ● △

上記以外の者 ◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ○ ● △
応募資格審査取扱要項３に
定める書類

日本人学校卒業（見込み）者 ◎ ◎
◎
＊5

▲ ○ ● △

現地校卒業（見込み）者 ◎ ◎ ▲
◎
＊5

● △

（注１）　上記の「転居」には、島しょ以外の都内での転居は含まない。

（注２）　◎は、必ず全員提出する。ただし、成績一覧表及びスピーキングテスト個人レポート（原本）は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が出願

　　　　を予定している都立高校長に提出する。

　　　　　なお、やむを得ない理由により中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J YEAR 3）を受験できない又は受験できなかったことについて東京都教育委員会の

　　　　承認を受けた志願者は、個人レポートに替えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書を提出する。

　　　　  ○は、卒業見込みの者のみ提出する。ただし、中学校において成績一覧表が作成できない場合、提出する必要はない。また、卒業者については提出する

 　 　　必要はない。　

          ＊1 は、第一次募集においては、出願サイト上に志願者情報等を入力する。

          ＊2 は、第一次募集においては、出願サイト上での決済又は所定の納付書による。

          ＊3 は、第一次募集においてのみ提出する（エンカレッジスクールに指定された都立高校においては、提出する必要はない。）。

          ＊4 は、第一次募集においてのみ提出する。

          ＊5 は、令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日以前に出生した者）は、調査書の代わりに卒業証明書を提出する。

　　　　　なお、令和３年度から令和６年度までの卒業者については（様式10-2）により作成する。

          ＊6 は、住民票記載事項証明書（様式応３）に外国籍を有していることの証明が必要。住民票記載事項証明書に証明がない場合、外国籍を有しているこ

　　　　とを証明する公的機関発行の書類を併せて提出すること。

　　 　   ▲は、面接・面談実施校の志願者のみ提出する。

 　　   　△は、該当する者のみ提出する。

 　　   　◇は、外国において学校教育における９年の課程を修了した者のみ提出する。この場合、調査書を提出する必要はない。

 　　   　●は、保護者が父母であり、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できない場合のみ提出する。

　　　　　◆は、中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J YEAR 3)を本人の希望により受験した者のみ提出する。

（注３）　都内の中学校を卒業見込みの者で、入学者選抜における検査結果を都立高校から中学校へ提供することに同意する場合、出願サイト上で入学願書におけ

　　　　る個人情報の提供に関する同意署名欄に受検者氏名が表示されるように登録するか、入学願書の所定の欄に志願者本人が自署する。

（注４）　児童福祉施設に入所している東京都の措置児童については、当該児童福祉施設の長からの「意見書」、都内の里親又は小規模住居型児童養育事業（ファ

     　 ミリーホーム事業）委託生徒については、「措置通知書」の写しの提出をもって、具申書とみなす。

（注５）　住民票記載事項証明書（様式応３）については、次のことに留意する。

    　 (1) 志願者及び保護者について、令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したものであること。

   　  (2) 志願者が成人の場合は、保護者について記載する必要はない。

入
学
日
ま
で
に
転
居
予
定
の
あ
る
者

都外在住者で都内
に転入することが
確実な者

海外で学校教育に
おける９年の課程
を修了後、入学日
までに都内に転入
することが確実な
者

応募資格審査取扱要項１に
定める書類

都外に所在する児童福祉施設に入所してい
る東京都の措置児童

特別支援学校長又は児童福
祉施設の長の「意見書」
（志願者の入学後の居住予
定等について記載のあるも
の）

都内在住者で都内
の中学校を卒業見
込みの者

島しょの中学校卒業見込みの者

応募資格審査取扱要項４に
定める書類

（学力検査に基づく選抜・全日制）

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧

都内の中学校を卒業見込みの者
又は既に卒業した者

国内の外国人学校において日本の９年の義務
教育相当の教育を修了見込み又は既に修了し
た外国籍を有する者

都内在住者で都外の中学校を卒業見込みの者
又は都内在住者で中学校を既に卒業した者
（都内在住者で外国において学校教育におけ
る９年の課程を修了した者を含む。）

高等学校において、中学校を卒業した者と同等以上の学力があ
ると認めた者（義務教育年限が満12歳までであった当時に義務
教育を終え、その後相当年齢に達した者)

調査書が発行できない場合
は、外国人学校の修了（見
込み）証明書

入
学
日
ま
で
に
転
居
予
定
の
な
い
者

提出を要する書類等

応 募 資 格

10 14

13 32

12

11

学 科 等 科 名
高 校 名

全 日 制 定 時 制
所 在 地 電 話

コ ー ス 名 又 は 科 名 学 科

町 田 工 科 工 業 総合情報 町田市忠生1-20-2

町 田 総 合 総 合 （単位制） 町田市木曽西3-5-1

小 金 井 北 普 通 小金井市緑町4-1-1

小 金 井 工 科 工 業 機械　電気・電子 小金井市本町6-8-9

多摩科学技術 工 業 科学技術 小金井市本町6-8-9

小 平 普 通 小平市仲町112

コ ー ス 外国語

小 平 西 普 通 小平市小川町1-502-95

小 平 南 普 通 小平市上水本町6-21-1

日 野 普 通 日野市石田1-190-1

日 野 台 普 通 日野市大坂上4-16-1

南 平 普 通 日野市南平8-2-3

東 村 山 普 通 東村山市恩多町4-26-1

東 村 山 西 普 通 東村山市富士見町5-4-41

国 分 寺 普 通 (単位制) 国分寺市新町3-2-5

国 立 普 通 国立市東4-25-1

第 五 商 業 商 業 ビジネス 商 業 商業 国立市中3-4-1

福 生 普 通 普 通 福生市北田園2-11-3

多 摩 工 科 工 業 機械　電気　環境化学 福生市熊川215

デュアルシステム

狛 江 普 通 狛江市元和泉3-9-1

東 大 和 普 通 東大和市中央3-945

東 大 和 南 普 通 東大和市桜が丘3-44-8

清 瀬 普 通 清瀬市松山3-1-56

久 留 米 西 普 通 東久留米市野火止2-1-44

東久留米総合 総 合 (単位制) 総 合 (単位制) 東久留米市幸町5-8-46

上 水 普 通 (単位制) 武蔵村山市大南4-62-1

武 蔵 村 山 普 通 武蔵村山市中原1-7-1

永 山 普 通 多摩市永山5-22

若 葉 総 合 総 合 (単位制) 稲城市坂浜1434-3

羽 村 普 通 羽村市羽4152-1

秋 留 台 普 通 あきる野市平沢153-4

五 日 市 普 通 普 通 あきる野市五日市894

田 無 普 通 西東京市向台町5-4-34

保 谷 普 通 西東京市住吉町5-8-23

田 無 工 科 工 業 機械　建築　都市工学 西東京市向台町1-9-1

瑞 穂 農 芸 農 業 園芸科学　畜産科学　食品 併 合 普通・農業 西多摩郡瑞穂町石畑2027

家 庭 生活デザイン

大 島 普 通 普 通 大島町元町字八重の水127

併 合 農林・家政

大島海洋国際 水 産 海洋国際 大島町差木地字下原996-1

新 島 普 通 新島村本村4-10-1

神 津 普 通 神津島村1620

三 宅 普 通 三宅村坪田4586

併 合 農業・家政

八 丈 普 通 普 通 八丈町大賀郷3020

併 合 園芸・家政

小 笠 原 普 通 小笠原村父島字清瀬

【通信制課程】
学　 科 電 話

一 橋 普 通 101-0031 千代田区東神田1-12-13

新 宿 山 吹 普 通 162-8612 新宿区山吹町81

砂 川 普 通 190-8583 立川市泉町935-4

学 校 名 所 在 地
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別表２－２－２

 
入
学
願
書
（

所
定
の
用
紙
）

＊
1

 
入
学
考
査
料
（

所
定
の
納
付
書
に
よ
る
）

＊
2

　
志
願
申
告
書
（

所
定
の
用
紙
）

 
卒
業
見
込
証
明
書
（

様
式
任
意
）

　
卒
業
証
明
書

　
単
位
修
得
証
明
書
等

　
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（

様
式
応
３
）

　
自
己
申
告
書
（

様
式
 
）

 
志
願
者
一
覧
（

様
式
　
）

＊
3

その他必要な書類

中学校卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ▲ ▲ △ ◎

中学校卒業者 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △

高等学校等中途退学者 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

中学校卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ▲ △

中学校卒業者 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ 転居先を証明する書類

高等学校等中途退学者 ◎ ◎ ◎ ◎ △

中学校卒業者 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △

高等学校等中途退学者 ◎ ◎ ◎ ◎ △

◎ ◎ ◎ ▲ △

中学校卒業者 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △
勤務先を有することが確実であるこ
とを証明する書類

高等学校等中途退学者 ◎ ◎ ◎ ◎ △

（注１）　◎は、必ず全員提出する。

     　   ▲は、都外の中学校を卒業見込みの者が提出する。

  　　　　△は、該当する者のみ提出する。

          ＊1 は、第一次募集においては、出願サイト上に志願者情報等を入力する。

          ＊2 は、第一次募集においては、出願サイト上での決済又は所定の納付書による。

  　　    ＊3 は、第一次募集においてのみ提出する。

（注２）　都内の中学校を卒業見込みの者で、入学者選抜における検査結果を都立高校から中学校へ提供することに同意する場合、出願サイト上で入学

　　　　願書における個人情報の提供に関する同意署名欄に受検者氏名が表示されるように登録するか、入学願書の所定の欄に志願者本人が自署する。

（注３）　八王子拓真高校（チャレンジ枠）の入学願書は、都立高校共通願書を使用すること。

（注４）　調査書及び成績一覧表を提出する必要はない。

（注５）　高等学校等中途退学者で修得単位数がゼロの場合は、単位修得証明書の代わりに高等学校等に在学していたことを証明する書類を提出する。

（注６）　住民票記載事項証明書（様式応３）については、次のことに留意する。

    　 (1) 志願者及び保護者について、令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したものであること。

   　  (2) 志願者が成人の場合は、保護者について記載する必要はない。

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧
（チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠））

中学校卒業見込みの者

勤務先を証明する書類

都内に住所を有する者

都内に転入することが
確実な者

現に都内に勤務先を有
する者

都内に勤務先を有する
ことが確実な者

都
内
に
住
所
を
有
さ
な
い
者

提出を要する書類等

応 募 資 格

13 32

別表２－２－１

 
入
学
願
書
（

所
定
の
用
紙
）

＊
1

 
入
学
考
査
料
（

所
定
の
納
付
書
）

＊
2

 
調
査
書
（

様
式
 
）

　
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
テ
ス
ト
個
人
レ
ポ
ー

ト

　
　
　
　
　
　
（

都
立
高
校
提
出
用
）

＊
3

　
卒
業
証
明
書

　
自
己
Ｐ
Ｒ
カ
ー

ド
（

様
式
 
）

　
成
績
一
覧
表
〔

別
送
〕
（

様
式
 
）

　
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（

様
式
応
３
）

　
成
人
受
検
者
特
別
措
置
申
請
書
（

様
式
９
）

　
自
己
申
告
書
（

様
式
 
）

 
志
願
者
一
覧
（

様
式
　
）

＊
3

その他必要な書類

中学校卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ △ △ ◎
都外の中学校を卒業見込みの者
は住民票記載事項証明書（様式
応３）が必要

◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ ◎ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ ◎ ◎ △

◎ ◎ ◆ ◎ ▲ ◎ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◆ ◎ ▲ ◎ ◎ △

中学校卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ○ △

◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ ◎ ◎ △

◎ ◎ ◆ ◎ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◆ ◎ ▲ ◎ △

◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ ◎ ◎ △

◎ ◎ ◆ ◎ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◆ ◎ ▲ ◎ △

◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ○ △

◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ ◎ ◎ △

◎ ◎ ◆ ◎ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◆ ◎ ▲ ◎ △

（注１）　◎は、必ず全員提出する。ただし、成績一覧表及び及びスピーキングテスト個人レポート（原本）は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が

　　　　出願を予定している都立高校長に提出する。

　　　　　なお、やむを得ない理由により中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J YEAR 3）を受験できない又は受験できなかったことについて東京都教育委員会

　　　　の承認を受けた志願者は、個人レポートに替えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書を提出する。

          また、★を付してある者のうち、令和３年度から令和６年度までに中学校を卒業した者については調査書（様式10-2）を用いる。

      ＊1 は、第一次募集・分割前期募集においては、出願サイト上に志願者情報等を入力する。

      ＊2 は、第一次募集・分割前期募集においては、出願サイト上での決済又は所定の納付書による。

      ＊3 は、第一次募集・分割前期募集においてのみ提出する。

  　　　　○は、中学校において成績一覧表が作成できない場合、提出する必要はない。　

　　 　   ▲は、面接実施校の志願者のみ提出する。

  　　　　△は、該当する者のみ提出する。

　　　　　◆は、中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J YEAR 3)を本人の希望により受験した者のみ提出する。

（注２）　都内の中学校を卒業見込みの者で、入学者選抜における検査結果を都立高校から中学校へ提供することに同意する場合、出願サイト上で入

　　　　学願書における個人情報の提供に関する同意署名欄に受検者氏名が表示されるように登録するか、入学願書の所定の欄に志願者本人が自署する。

（注３）　令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日以前に出生した者）は、調査書の代わりに卒業証明書を提出する。

　　　　　なお、令和３年度から令和６年度までの卒業者については（様式10-2）により作成する。

（注４）　住民票記載事項証明書（様式応３）については、次のことに留意する。

    　 (1) 志願者及び保護者について、令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したものであること。

   　  (2) 志願者が成人の場合は、保護者について記載する必要はない。

（注５）　第２学年相当以上に出願する者については、調査書を提出する必要はない。

（注６）　成人受検者特別措置は、定時制課程単位制高校を除く。

勤務先を有することが確実であ
ることを証明する書類

勤務先を証明する書類

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧
（学力検査に基づく選抜・定時制）

中学校卒業見込みの者

都内に住所を有する者

転居先を証明する書類

都内に勤務先を有す
ることが確実な者

都
内
に
住
所
を
有
さ
な
い
者

中

学

校

卒

業

者

20歳未満

20歳以上

20歳未満

20歳以上

都内に転入すること
が確実な者

現に都内に勤務先を
有する者

20歳未満

20歳以上

20歳未満

20歳以上

中

学

校

卒

業

者

中

学

校

卒

業

者

中

学

校

卒

業

者

提出を要する書類等
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別表２－２－２

 
入
学
願
書
（

所
定
の
用
紙
）

＊
1

 
入
学
考
査
料
（

所
定
の
納
付
書
に
よ
る
）

＊
2

　
志
願
申
告
書
（

所
定
の
用
紙
）

 
卒
業
見
込
証
明
書
（

様
式
任
意
）

　
卒
業
証
明
書

　
単
位
修
得
証
明
書
等

　
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（

様
式
応
３
）

　
自
己
申
告
書
（

様
式
 
）

 
志
願
者
一
覧
（

様
式
　
）

＊
3

その他必要な書類

中学校卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ▲ ▲ △ ◎

中学校卒業者 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △

高等学校等中途退学者 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

中学校卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ▲ △

中学校卒業者 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ 転居先を証明する書類

高等学校等中途退学者 ◎ ◎ ◎ ◎ △

中学校卒業者 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △

高等学校等中途退学者 ◎ ◎ ◎ ◎ △

◎ ◎ ◎ ▲ △

中学校卒業者 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △
勤務先を有することが確実であるこ
とを証明する書類

高等学校等中途退学者 ◎ ◎ ◎ ◎ △

（注１）　◎は、必ず全員提出する。

     　   ▲は、都外の中学校を卒業見込みの者が提出する。

  　　　　△は、該当する者のみ提出する。

          ＊1 は、第一次募集においては、出願サイト上に志願者情報等を入力する。

          ＊2 は、第一次募集においては、出願サイト上での決済又は所定の納付書による。

  　　    ＊3 は、第一次募集においてのみ提出する。

（注２）　都内の中学校を卒業見込みの者で、入学者選抜における検査結果を都立高校から中学校へ提供することに同意する場合、出願サイト上で入学

　　　　願書における個人情報の提供に関する同意署名欄に受検者氏名が表示されるように登録するか、入学願書の所定の欄に志願者本人が自署する。

（注３）　八王子拓真高校（チャレンジ枠）の入学願書は、都立高校共通願書を使用すること。

（注４）　調査書及び成績一覧表を提出する必要はない。

（注５）　高等学校等中途退学者で修得単位数がゼロの場合は、単位修得証明書の代わりに高等学校等に在学していたことを証明する書類を提出する。

（注６）　住民票記載事項証明書（様式応３）については、次のことに留意する。

    　 (1) 志願者及び保護者について、令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したものであること。

   　  (2) 志願者が成人の場合は、保護者について記載する必要はない。

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧
（チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠））

中学校卒業見込みの者

勤務先を証明する書類

都内に住所を有する者

都内に転入することが
確実な者

現に都内に勤務先を有
する者

都内に勤務先を有する
ことが確実な者

都
内
に
住
所
を
有
さ
な
い
者

提出を要する書類等

応 募 資 格

13 32

別表２－２－１

 
入
学
願
書
（

所
定
の
用
紙
）

＊
1

 
入
学
考
査
料
（

所
定
の
納
付
書
）

＊
2

 
調
査
書
（

様
式
 
）

　
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
テ
ス
ト
個
人
レ
ポ
ー

ト

　
　
　
　
　
　
（

都
立
高
校
提
出
用
）

＊
3

　
卒
業
証
明
書

　
自
己
Ｐ
Ｒ
カ
ー

ド
（

様
式
 
）

　
成
績
一
覧
表
〔

別
送
〕
（

様
式
 
）

　
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（

様
式
応
３
）

　
成
人
受
検
者
特
別
措
置
申
請
書
（

様
式
９
）

　
自
己
申
告
書
（

様
式
 
）

 
志
願
者
一
覧
（

様
式
　
）

＊
3

その他必要な書類

中学校卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ △ △ ◎
都外の中学校を卒業見込みの者
は住民票記載事項証明書（様式
応３）が必要

◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ ◎ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ ◎ ◎ △

◎ ◎ ◆ ◎ ▲ ◎ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◆ ◎ ▲ ◎ ◎ △

中学校卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ○ △

◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ ◎ ◎ △

◎ ◎ ◆ ◎ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◆ ◎ ▲ ◎ △

◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ ◎ ◎ △

◎ ◎ ◆ ◎ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◆ ◎ ▲ ◎ △

◎ ◎ ◎ ◆ ▲ ○ △

◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◎
★

◆ ▲ ◎ ◎ △

◎ ◎ ◆ ◎ ▲ △

成人受検者特別措置希望者 ◎ ◎ ◆ ◎ ▲ ◎ △

（注１）　◎は、必ず全員提出する。ただし、成績一覧表及び及びスピーキングテスト個人レポート（原本）は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が

　　　　出願を予定している都立高校長に提出する。

　　　　　なお、やむを得ない理由により中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J YEAR 3）を受験できない又は受験できなかったことについて東京都教育委員会

　　　　の承認を受けた志願者は、個人レポートに替えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書を提出する。

          また、★を付してある者のうち、令和３年度から令和６年度までに中学校を卒業した者については調査書（様式10-2）を用いる。

      ＊1 は、第一次募集・分割前期募集においては、出願サイト上に志願者情報等を入力する。

      ＊2 は、第一次募集・分割前期募集においては、出願サイト上での決済又は所定の納付書による。

      ＊3 は、第一次募集・分割前期募集においてのみ提出する。

  　　　　○は、中学校において成績一覧表が作成できない場合、提出する必要はない。　

　　 　   ▲は、面接実施校の志願者のみ提出する。

  　　　　△は、該当する者のみ提出する。

　　　　　◆は、中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J YEAR 3)を本人の希望により受験した者のみ提出する。

（注２）　都内の中学校を卒業見込みの者で、入学者選抜における検査結果を都立高校から中学校へ提供することに同意する場合、出願サイト上で入

　　　　学願書における個人情報の提供に関する同意署名欄に受検者氏名が表示されるように登録するか、入学願書の所定の欄に志願者本人が自署する。

（注３）　令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日以前に出生した者）は、調査書の代わりに卒業証明書を提出する。

　　　　　なお、令和３年度から令和６年度までの卒業者については（様式10-2）により作成する。

（注４）　住民票記載事項証明書（様式応３）については、次のことに留意する。

    　 (1) 志願者及び保護者について、令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したものであること。

   　  (2) 志願者が成人の場合は、保護者について記載する必要はない。

（注５）　第２学年相当以上に出願する者については、調査書を提出する必要はない。

（注６）　成人受検者特別措置は、定時制課程単位制高校を除く。

勤務先を有することが確実であ
ることを証明する書類

勤務先を証明する書類

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧
（学力検査に基づく選抜・定時制）

中学校卒業見込みの者

都内に住所を有する者

転居先を証明する書類

都内に勤務先を有す
ることが確実な者

都
内
に
住
所
を
有
さ
な
い
者

中

学

校

卒

業

者

20歳未満

20歳以上

20歳未満

20歳以上

都内に転入すること
が確実な者

現に都内に勤務先を
有する者

20歳未満

20歳以上

20歳未満

20歳以上

中

学

校

卒

業

者

中

学

校

卒

業

者

中

学

校

卒

業

者
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別表２－３

 
都
内
に
勤
務
地
を
有
す
る
者

 
都
内
に
転
居
又
は
勤
務
予
定
の
者

　
（

資
格
審
査
を
要
す
る
者
）

 
任
意
提
出

 
入
学
願
書

(

各
学
校
所
定
の
用
紙

)

 
入
学
考
査
料
（

所
定
の
納
付
書
）

 
調
査
書
（

様
式
 
）

 
成
績
証
明
書

(

各
学
校
所
定
の
用
紙

)

 
成
績
一
覧
表
〔

別
送
〕
（

様
式
 
）

 
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（

様
式
応
３
）

 
志
願
者
一
覧
（

様
式
 
）

 
勤
務
証
明
書

 
都
内
に
転
居
又
は
勤
務
予
定
で
あ
る

　
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

 
自
己
申
告
書
（

様
式
 
）

　中学校卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

　中学校卒業者 ◎ ◎
◎
★

◎ ◎ ◎

　中学校卒業予定者、中学校既卒者又は
　高等学校等１年未満中途退学者

◎ ◎
◎
★

◎ ◎ ◎

　高等学校等中途退学者又は高等学校在
　籍中の者で、高等学校の修得単位数が
　新宿山吹高校は、0～18単位の者
　一橋高校は、0～13単位の者
　砂川高校は、0～13単位の者

◎ ◎
◎
★

◎ ◎ ◎ ◎

第
２
学
年
相
当
以
上

　高等学校等中途退学者又は高等学校在
　籍中の者で、高等学校の修得単位数が
　新宿山吹高校は、19単位以上の者
　一橋高校は、14単位以上の者
　砂川高校は、14単位以上の者

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（注１）　◎は、必ず全員提出する。ただし、★を付してある者のうち、令和３年度から令和６年度までに中学校を卒業した者については

　　　　調査書（様式10-2）を用いる。

　　　　　○は、都内に住所を有する者は必ず提出する。ただし、成績一覧表は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が出願を
　　　　予定している都立高校長に提出する。また、都外在住者で、都内に転入することが確実な者又は都内に勤務先を有することが確実な
　　  　者で、中学校において成績一覧表を作成できない場合、提出する必要はない。

　　　　　学校によっては、この様式以外にも提出が必要となる書類があるので、出願する高校の募集案内を参照すること。
（注２）　入学願書（学校所定の用紙）は、前期選抜においては、出願サイト上に志願者情報等を入力する。
（注３）　入学考査料は、前期選抜においては、出願サイト上での決済又は所定の納付書による。
（注４）　令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日以前に出生した者）は、調査書の代わりに卒業証明書を提出する。

（注５）　住民票記載事項証明書（様式応３）については、次のことに留意する。

    　 (1) 志願者及び保護者について、令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したものであること。

   　  (2) 志願者が成人の場合は、保護者について記載する必要はない。

 
都
内
に
住
所
を
有
す
る
者

共　　通

前

期

第
１
学
年
相
当

後

期

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧
（学力検査に基づく選抜・通信制）

該
当
者
の
み
任
意
提
出

提 出 書 類
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別表３

 チャレンジスクール
　　　　 　（注１）、
 八王子拓真高校
　 （チャレンジ枠）
 及びグループＡ（注２）

グ ル ー プ Ｂ
（ 注 ３ ）

○ × × ×

 チャレンジスクール（注１）、
 八王子拓真高校（チャレンジ枠）
 及びグループＡ（注２）

○ ○ × ×

グ ル ー プ Ｂ
（ 注 ３ ） × × × ×

× × × ×

 チャレンジスクール
　　　　　 （注１）、
 八王子拓真高校
 　（チャレンジ枠）
 及びグループＡ（注２）

○ ×

定

時

制

単

位

制
○ ○

別別表表３３－－１１（（第第一一次次募募集集・・分分割割前前期期募募集集））

再提出

全 日 制

 チャレンジスクール（注１）、
 八王子拓真高校（チャレンジ枠）
 及びグループＡ（注２）

全 日 制

定 時 制 単 位 制 以 外

取下げ

再提出

定 時 制 単 位 制 以 外

定

時

制

（注４）　別表３－２　大島海洋国際高校を除く島しょの都立高校への再提出はできない（ただし、大島高校と大島海洋国際高校
        間の志願変更はできる。）。

（注３）　グループＢとは、新宿山吹高校、六郷工科高校、飛鳥高校、板橋有徳高校、青梅総合高校及び東久留米総合高校をいう。

（注１）　チャレンジスクールとは、六本木高校、大江戸高校、世田谷泉高校、稔ヶ丘高校、桐ヶ丘高校、小台橋高校及び立川緑
　　　　高校をいう。

（注２）　グループＡとは、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校(一般枠)及び砂川高校をいう。

定 時 制

定 時 制 単 位 制

全 日 制

取下げ

都立高等学校入学願書再提出先一覧

全 日 制

別別表表３３－－２２（（分分割割後後期期募募集集・・全全日日制制第第二二次次募募集集・・チチャャレレンンジジススククーールル及及びび八八王王子子拓拓真真高高校校（（チチャャレレンンジジ枠枠））第第二二次次募募集集））

定

時

制

単

位

制

定 時 制 単 位 制

別表２－３

 
都
内
に
勤
務
地
を
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す
る
者

 
都
内
に
転
居
又
は
勤
務
予
定
の
者

　
（

資
格
審
査
を
要
す
る
者
）

 
任
意
提
出

 
入
学
願
書

(

各
学
校
所
定
の
用
紙

)

 
入
学
考
査
料
（

所
定
の
納
付
書
）

 
調
査
書
（

様
式
 
）

 
成
績
証
明
書

(

各
学
校
所
定
の
用
紙

)

 
成
績
一
覧
表
〔

別
送
〕
（

様
式
 
）

 
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（

様
式
応
３
）

 
志
願
者
一
覧
（

様
式
 
）

 
勤
務
証
明
書

 
都
内
に
転
居
又
は
勤
務
予
定
で
あ
る

　
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

 
自
己
申
告
書
（

様
式
 
）

　中学校卒業見込みの者 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

　中学校卒業者 ◎ ◎
◎
★

◎ ◎ ◎

　中学校卒業予定者、中学校既卒者又は
　高等学校等１年未満中途退学者

◎ ◎
◎
★

◎ ◎ ◎

　高等学校等中途退学者又は高等学校在
　籍中の者で、高等学校の修得単位数が
　新宿山吹高校は、0～18単位の者
　一橋高校は、0～13単位の者
　砂川高校は、0～13単位の者

◎ ◎
◎
★

◎ ◎ ◎ ◎

第
２
学
年
相
当
以
上

　高等学校等中途退学者又は高等学校在
　籍中の者で、高等学校の修得単位数が
　新宿山吹高校は、19単位以上の者
　一橋高校は、14単位以上の者
　砂川高校は、14単位以上の者

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（注１）　◎は、必ず全員提出する。ただし、★を付してある者のうち、令和３年度から令和６年度までに中学校を卒業した者については

　　　　調査書（様式10-2）を用いる。

　　　　　○は、都内に住所を有する者は必ず提出する。ただし、成績一覧表は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が出願を
　　　　予定している都立高校長に提出する。また、都外在住者で、都内に転入することが確実な者又は都内に勤務先を有することが確実な
　　  　者で、中学校において成績一覧表を作成できない場合、提出する必要はない。

　　　　　学校によっては、この様式以外にも提出が必要となる書類があるので、出願する高校の募集案内を参照すること。
（注２）　入学願書（学校所定の用紙）は、前期選抜においては、出願サイト上に志願者情報等を入力する。
（注３）　入学考査料は、前期選抜においては、出願サイト上での決済又は所定の納付書による。
（注４）　令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４月１日以前に出生した者）は、調査書の代わりに卒業証明書を提出する。

（注５）　住民票記載事項証明書（様式応３）については、次のことに留意する。

    　 (1) 志願者及び保護者について、令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したものであること。

   　  (2) 志願者が成人の場合は、保護者について記載する必要はない。

 
都
内
に
住
所
を
有
す
る
者

共　　通

前

期

第
１
学
年
相
当

後

期

都立高等学校入学者選抜出願書類一覧
（学力検査に基づく選抜・通信制）

該
当
者
の
み
任
意
提
出

提 出 書 類

11
応 募 資 格

10

32 13

－101－



別表４ 別表５
別表５
付表２

別表４ 別表５
別表５
付表２

し 上 水 全 普通 114 167 204 ち 調 布 南 全 普通 110 － －

城 東 全 普通 106 138 178 つ つ ば さ 総 合 全 総合 124 172 209

翔 陽 全 普通 114 － － て 田 園 調 布 全 普通 107 － －

昭 和 全 普通 110 － － と 豊 島 全 普通 108 142 183

新 宿 全 普通 114 － － 定 普通 127 － －

新 宿 山 吹 定 普通 132 － － 戸 山 全 普通 106 － －

情報 133 － － 豊 多 摩 全 普通 108 142 182

通 普通 135 － － な 中 野 工 科 全 工業 118 － －

神 代 全 普通 110 － － 定 工業 130 － －

定 普通 128 － － 永 山 全 普通 112 162 201

す 杉 並 全 普通 108 141 182 成 瀬 全 普通 111 － －

杉 並 工 科 全 工業 116 168 205 に 新 島 全 普通 112 － －

杉 並 総 合 全 総合 124 173 209 西 全 普通 108 － －

（在京） 126 － － 日 本 橋 全 普通 106 － －

砂 川 定 普通 132 － － ね 練 馬 全 普通 108 146 186

（在京） 134 － － 練 馬 工 科 全 工業 118 － －

通 普通 135 － － の 農 業 全 農業 115 － －

墨 田 川 全 普通 114 165 203 家庭 120 － －

墨 田 工 科 全 工業 116 167 205 定 普通 128 － －

定 工業 129 － － 農業 129 － －

せ 世 田 谷 泉 定 総合 133 － － 農 芸 全 農業 115 － －

世田谷総合 全 総合 124 172 209 定 農業 129 － －

そ 総 合 芸 術 全 芸術 121 － － 農 産 全 農業 115 － －

総 合 工 科 全 工業 116 168 205 定 農業 129 － －

定 工業 129 － － 野 津 田 全 普通 111 － －

た 第 一 商 業 全 商業 119 － － 福祉 120 － －

第 五 商 業 全 商業 119 － － 体育 121 － －

定 商業 130 － － は 拝 島 全 普通 110 156 196

第 三 商 業 全 商業 119 － － 八 王 子 北 全 普通 110 152 193

定 商業 130 － － 八王子桑志 全 産業 123 170 207

第 四 商 業 全 商業 119 170 207 八 王子拓真 定 普通 *132 － －

高 島 全 普通 108 144 185 八 王 子 東 全 普通 110 － －

田 柄 全 普通 108 － － 八 丈 全 普通 112 － －

（在京） 126 － － 併合 122 － －

竹 台 全 普通 108 － － 定 普通 128 － －

（在京） 126 － － 羽 村 全 普通 112 162 202

竹 早 全 普通 106 － － 晴 海 総 合 全 総合 124 171 208

（帰国） 125 － － ひ 東 全 普通 106 138 179

立 川 全 普通 110 － － 東久留米総合 全 総合 124 175 210

全 理数 121 176 － 定 総合 134 － －

立 川 緑 定 総合 133 － － 東 村 山 全 普通 113 165 203

橘 全 産業 123 － － 東 村 山 西 全 普通 111 158 198

定 産業 131 － － 東 大 和 全 普通 112 160 199

田 無 全 普通 112 163 202 東 大 和 南 全 普通 112 161 200

田 無 工 科 全 工業 117 170 207 光 丘 全 普通 109 146 187

多 摩 全 普通 110 － － （引揚） 125 － －

多摩科学技術 全 工業 123 － － 一 橋 定 普通 132 － －

多 摩 工 科 全 工業 117 169 206 （在京） 134 － －

ち 千 歳 丘 全 普通 107 140 181 通 普通 135 － －

千 早 全 商業 124 171 208 日 野 全 普通 111 158 197

調 布 北 全 普通 110 － － 日 野 台 全 普通 111 － －

＊チャレンジ枠についてはP133に掲載しています。

課程高校名 課程

掲載ページ

学科

掲載ページ

高校名 学科

別表４ 別表５
別表５
付表２

別表４ 別表５
別表５
付表２

あ 青 井 全 普通 109 － － お 荻 窪 定 （在京） 134 － －

青 山 全 普通 107 － － 小 台 橋 定 総合 133 － －

赤 羽 北 桜 全 家庭 120 － － か 科 学 技 術 全 理数 121 176 －

福祉 120 － － 全 工業 123 － －

秋 留 台 全 普通 113 － － 葛 西 工 科 全 工業 117 － －

浅 草 定 普通 132 － － 葛 西 南 全 普通 109 150 190

（在京） 134 － － 定 普通 127 － －

飛 鳥 全 普通 114 166 204 片 倉 全 普通 109 152 192

（在京） 126 － － コース 113 － －

定 普通 132 － － 葛 飾 商 業 全 商業 119 － －

足 立 全 普通 109 147 187 葛 飾 総 合 全 総合 124 173 210

定 普通 127 － － 葛 飾 野 全 普通 109 149 189

商業 130 － － 蒲 田 全 普通 113 － －

足 立 工 科 全 工業 117 － － き 北 園 全 普通 108 － －

足 立 新 田 全 普通 109 147 188 北 豊 島 工 科 全 工業 117 － －

足 立 西 全 普通 109 148 188 清 瀬 全 普通 112 161 200

足 立 東 全 普通 113 － － 桐 ヶ 丘 定 総合 133 － －

荒 川 工 科 全 工業 117 169 206 く 国 立 全 普通 111 － －

定 工業 130 － － 蔵 前 工 科 全 工業 116 － －

い 井 草 全 普通 108 － － 久 留 米 西 全 普通 112 162 201

板 橋 全 普通 108 143 184 こ 小 岩 全 普通 109 150 191

板 橋 有 徳 全 普通 114 166 204 工 芸 全 工業 116 － －

定 普通 132 － － 定 工業 129 － －

五 日 市 全 普通 112 － － 神 津 全 普通 112 － －

定 普通 128 － － 江 東 商 業 全 商業 119 － －

う 上 野 全 普通 106 137 178 江 北 全 普通 109 － －

え 江 戸 川 全 普通 109 149 190 小 金 井 北 全 普通 111 － －

定 普通 127 － － 小 金 井 工 科 定 工業 130 － －

園 芸 全 農業 115 － － 国 際 全 国際 *2 122 － －

定 農業 129 － － （帰国） 125 － －

お 王 子 総 合 全 総合 124 173 209 （在京） 126 － －

青 梅 総 合 全 総合 124 174 210 国 分 寺 全 普通 114 － －

定 総合 134 － － 小 平 全 普通 111 － －

大 泉 桜 全 普通 114 166 *1 204 コース 113 － －

大 江 戸 定 総合 133 － － 小 平 西 全 普通 111 156 196

大 崎 全 普通 106 139 179 小 平 南 全 普通 111 157 197

定 普通 127 － － 狛 江 全 普通 111 159 198

大 島 全 普通 112 － － 小 松 川 全 普通 109 － －

併合 122 － － 駒 場 全 普通 107 － －

定 普通 128 － － 体育 121 － －

大島海洋国際 全 水産 119 － － 小 山 台 全 普通 106 － －

大 田 桜 台 全 商業 124 － － さ 鷺 宮 全 普通 107 141 181

大 森 全 普通 107 140 180 桜 町 全 普通 107 140 180

定 普通 127 － － し 篠 崎 全 普通 109 151 191

大 山 全 普通 108 144 184 忍 岡 全 普通 114 － －

小 笠 原 全 普通 112 － － 家庭 120 － －

小 川 全 普通 111 156 196 芝 商 業 全 商業 119 170 207

荻 窪 定 普通 132 － － 石 神 井 全 普通 108 145 186

＊1パーソナル・プレゼンテーションについてはP212に掲載しています。 ＊2国際バカロレアコースについてはP122に掲載しています。

＜各高校における別表４及び別表５の掲載ページ一覧＞

課程 学科

掲載ページ

高校名高校名 課程 学科

掲載ページ
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別表４ 別表５
別表５
付表２

別表４ 別表５
別表５
付表２

し 上 水 全 普通 114 167 204 ち 調 布 南 全 普通 110 － －

城 東 全 普通 106 138 178 つ つ ば さ 総 合 全 総合 124 172 209

翔 陽 全 普通 114 － － て 田 園 調 布 全 普通 107 － －

昭 和 全 普通 110 － － と 豊 島 全 普通 108 142 183

新 宿 全 普通 114 － － 定 普通 127 － －

新 宿 山 吹 定 普通 132 － － 戸 山 全 普通 106 － －

情報 133 － － 豊 多 摩 全 普通 108 142 182

通 普通 135 － － な 中 野 工 科 全 工業 118 － －

神 代 全 普通 110 － － 定 工業 130 － －

定 普通 128 － － 永 山 全 普通 112 162 201

す 杉 並 全 普通 108 141 182 成 瀬 全 普通 111 － －

杉 並 工 科 全 工業 116 168 205 に 新 島 全 普通 112 － －

杉 並 総 合 全 総合 124 173 209 西 全 普通 108 － －

（在京） 126 － － 日 本 橋 全 普通 106 － －

砂 川 定 普通 132 － － ね 練 馬 全 普通 108 146 186

（在京） 134 － － 練 馬 工 科 全 工業 118 － －

通 普通 135 － － の 農 業 全 農業 115 － －

墨 田 川 全 普通 114 165 203 家庭 120 － －

墨 田 工 科 全 工業 116 167 205 定 普通 128 － －

定 工業 129 － － 農業 129 － －

せ 世 田 谷 泉 定 総合 133 － － 農 芸 全 農業 115 － －

世田谷総合 全 総合 124 172 209 定 農業 129 － －

そ 総 合 芸 術 全 芸術 121 － － 農 産 全 農業 115 － －

総 合 工 科 全 工業 116 168 205 定 農業 129 － －

定 工業 129 － － 野 津 田 全 普通 111 － －

た 第 一 商 業 全 商業 119 － － 福祉 120 － －

第 五 商 業 全 商業 119 － － 体育 121 － －

定 商業 130 － － は 拝 島 全 普通 110 156 196

第 三 商 業 全 商業 119 － － 八 王 子 北 全 普通 110 152 193

定 商業 130 － － 八王子桑志 全 産業 123 170 207

第 四 商 業 全 商業 119 170 207 八 王子拓真 定 普通 *132 － －

高 島 全 普通 108 144 185 八 王 子 東 全 普通 110 － －

田 柄 全 普通 108 － － 八 丈 全 普通 112 － －

（在京） 126 － － 併合 122 － －

竹 台 全 普通 108 － － 定 普通 128 － －

（在京） 126 － － 羽 村 全 普通 112 162 202

竹 早 全 普通 106 － － 晴 海 総 合 全 総合 124 171 208

（帰国） 125 － － ひ 東 全 普通 106 138 179

立 川 全 普通 110 － － 東久留米総合 全 総合 124 175 210

全 理数 121 176 － 定 総合 134 － －

立 川 緑 定 総合 133 － － 東 村 山 全 普通 113 165 203

橘 全 産業 123 － － 東 村 山 西 全 普通 111 158 198

定 産業 131 － － 東 大 和 全 普通 112 160 199

田 無 全 普通 112 163 202 東 大 和 南 全 普通 112 161 200

田 無 工 科 全 工業 117 170 207 光 丘 全 普通 109 146 187

多 摩 全 普通 110 － － （引揚） 125 － －

多摩科学技術 全 工業 123 － － 一 橋 定 普通 132 － －

多 摩 工 科 全 工業 117 169 206 （在京） 134 － －

ち 千 歳 丘 全 普通 107 140 181 通 普通 135 － －

千 早 全 商業 124 171 208 日 野 全 普通 111 158 197

調 布 北 全 普通 110 － － 日 野 台 全 普通 111 － －

＊チャレンジ枠についてはP133に掲載しています。

課程高校名 課程

掲載ページ

学科

掲載ページ

高校名 学科

別表４ 別表５
別表５
付表２

別表４ 別表５
別表５
付表２

あ 青 井 全 普通 109 － － お 荻 窪 定 （在京） 134 － －

青 山 全 普通 107 － － 小 台 橋 定 総合 133 － －

赤 羽 北 桜 全 家庭 120 － － か 科 学 技 術 全 理数 121 176 －

福祉 120 － － 全 工業 123 － －

秋 留 台 全 普通 113 － － 葛 西 工 科 全 工業 117 － －

浅 草 定 普通 132 － － 葛 西 南 全 普通 109 150 190

（在京） 134 － － 定 普通 127 － －

飛 鳥 全 普通 114 166 204 片 倉 全 普通 109 152 192

（在京） 126 － － コース 113 － －

定 普通 132 － － 葛 飾 商 業 全 商業 119 － －

足 立 全 普通 109 147 187 葛 飾 総 合 全 総合 124 173 210

定 普通 127 － － 葛 飾 野 全 普通 109 149 189

商業 130 － － 蒲 田 全 普通 113 － －

足 立 工 科 全 工業 117 － － き 北 園 全 普通 108 － －

足 立 新 田 全 普通 109 147 188 北 豊 島 工 科 全 工業 117 － －

足 立 西 全 普通 109 148 188 清 瀬 全 普通 112 161 200

足 立 東 全 普通 113 － － 桐 ヶ 丘 定 総合 133 － －

荒 川 工 科 全 工業 117 169 206 く 国 立 全 普通 111 － －

定 工業 130 － － 蔵 前 工 科 全 工業 116 － －

い 井 草 全 普通 108 － － 久 留 米 西 全 普通 112 162 201

板 橋 全 普通 108 143 184 こ 小 岩 全 普通 109 150 191

板 橋 有 徳 全 普通 114 166 204 工 芸 全 工業 116 － －

定 普通 132 － － 定 工業 129 － －

五 日 市 全 普通 112 － － 神 津 全 普通 112 － －

定 普通 128 － － 江 東 商 業 全 商業 119 － －

う 上 野 全 普通 106 137 178 江 北 全 普通 109 － －

え 江 戸 川 全 普通 109 149 190 小 金 井 北 全 普通 111 － －

定 普通 127 － － 小 金 井 工 科 定 工業 130 － －

園 芸 全 農業 115 － － 国 際 全 国際 *2 122 － －

定 農業 129 － － （帰国） 125 － －

お 王 子 総 合 全 総合 124 173 209 （在京） 126 － －

青 梅 総 合 全 総合 124 174 210 国 分 寺 全 普通 114 － －

定 総合 134 － － 小 平 全 普通 111 － －

大 泉 桜 全 普通 114 166 *1 204 コース 113 － －

大 江 戸 定 総合 133 － － 小 平 西 全 普通 111 156 196

大 崎 全 普通 106 139 179 小 平 南 全 普通 111 157 197

定 普通 127 － － 狛 江 全 普通 111 159 198

大 島 全 普通 112 － － 小 松 川 全 普通 109 － －

併合 122 － － 駒 場 全 普通 107 － －

定 普通 128 － － 体育 121 － －

大島海洋国際 全 水産 119 － － 小 山 台 全 普通 106 － －

大 田 桜 台 全 商業 124 － － さ 鷺 宮 全 普通 107 141 181

大 森 全 普通 107 140 180 桜 町 全 普通 107 140 180

定 普通 127 － － し 篠 崎 全 普通 109 151 191

大 山 全 普通 108 144 184 忍 岡 全 普通 114 － －

小 笠 原 全 普通 112 － － 家庭 120 － －

小 川 全 普通 111 156 196 芝 商 業 全 商業 119 170 207

荻 窪 定 普通 132 － － 石 神 井 全 普通 108 145 186

＊1パーソナル・プレゼンテーションについてはP212に掲載しています。 ＊2国際バカロレアコースについてはP122に掲載しています。

＜各高校における別表４及び別表５の掲載ページ一覧＞
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別
表
４
　
　
　
令
和
８
年
度
入
学
者
選
抜
実
施
方
法
一
覧

＜＜
推推

薦薦
にに

基基
づづ
くく

選選
抜抜

＞＞
　
　

１
　

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

を
活

用
す

る
学

校
の

得
点

化
の

方
法

は
、

付
表

（
P
1
3
6
及

び
P
1
7
7
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

２
　

調
査

書
点

の
満

点
は

、
各

教
科

の
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
を

点
数

化
し

た
数

値
又

は
評

定
の

満
点

（
4
5
点

）
を

換
算

し
た

も
の

で
す

。
　

　
　

　
　

 
（

1
）

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

を
用

い
る

場
合

　
　

各
受

検
者

の
観

点
別

学
習

　
　

　
　

　
　

　
　

調
査

書
点

の
満

点
　

　
状

況
の

評
価

の
得

点
　

　
　

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

の
得

点
の

満
点

　
　

 
（

2
）

評
定

を
用

い
る

場
合

　
　

　
　

　
　

　
　

調
査

書
点

の
満

点

３
　

個
人

面
接

(
集

団
討

論
を

実
施

す
る

学
校

は
集

団
討

論
を

含
む

。
)
、

小
論

文
又

は
作

文
、

実
技

検
査

、
そ

の
他

学
校

が
設

定
す

る
検

査
の

そ
れ

ぞ
れ

の
結

果
を

点
数

化
し

た
も

の

　
(
個

人
面

接
等

点
、

小
論

文
・

作
文

点
、

実
技

検
査

点
、

学
校

設
定

検
査

点
）

の
満

点
は

、
各

学
校

が
適

切
に

定
め

ま
す

。

４
　

そ
の

他

 
　

(
1
)
 
文

化
・

ス
ポ

ー
ツ

等
特

別
推

薦
、

理
数

等
特

別
推

薦
を

実
施

す
る

学
校

の
選

抜
方

法
や

実
技

検
査

内
容

に
つ

い
て

は
、

別
表

５
（

P
1
3
7
～

2
1
2
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

　
 
(
2
)
 
各

学
校

の
実

技
検

査
等

の
内

容
に

つ
い

て
は

、
別

表
６

（
P
2
1
3
～

2
2
2
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

＜＜
学学

力力
検検

査査
にに
基基

づづ
くく

選選
抜抜

＞＞
 

　
　

１
　

調
査

書
点

の
満

点
は

、
評

定
の

満
点

を
換

算
し

た
も

の
で

す
。

　
　

な
お

、
評

定
の

満
点

は
、

学
力

検
査

の
教

科
が

５
教

科
の

場
合

は
6
5
点

、
３

教
科

の
場

合
は

7
5
点

と
な

り
ま

す
。

　
　

調
査

書
点

の
満

点
　

　
　

評
定

の
満

点

　
　

　
　

※
　

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科
の

評
定

を
１

倍
、

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

の
評

定
を

２
倍

と
し

て
算

出
し

た
も

の
で

す
。

２
　

面
接

、
小

論
文

又
は

作
文

、
実

技
検

査
を

行
う

学
校

に
お

い
て

は
、

面
接

、
小

論
文

又
は

作
文

、
実

技
検

査
の

そ
れ

ぞ
れ

の
結

果
を

点
数

化
し

た
も

の
（

面
接

点
、

小
論

文
・

作
文

点
、

実
技

検
査

点
）

の

　
満

点
を

適
切

に
定

め
ま

す
。

面
接

点
、

小
論

文
・

作
文

点
、

実
技

検
査

点
を

総
合

得
点

に
加

算
し

、
総

合
成

績
と

し
ま

す
。

 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
 

３
　

面
接

の
欄

に
記

し
て

あ
る

「
個

人
」

は
個

人
面

接
、

「
集

団
」

は
集

団
面

接
で

実
施

す
る

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。

 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
 

４
　

分
割

後
期

募
集

・
第

二
次

募
集

の
欄

に
お

け
る

網
掛

け
は

、
分

割
後

期
募

集
を

実
施

す
る

学
校

で
す

。
　

　
　

 

５
　

分
割

後
期

募
集

を
実

施
す

る
学

校
で

は
、

分
割

前
期

募
集

に
お

い
て

欠
員

が
生

じ
た

場
合

、
そ

の
欠

員
分

も
含

め
て

分
割

後
期

募
集

と
し

て
実

施
し

ま
す

。
 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
 

６
　

そ
の

他

　
　

各
学

校
の

実
技

検
査

等
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

別
表

６
（

P
2
1
3
～

2
2
2
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

＊
　
各
学
校
の
募
集
人
員
は
、
１
０
月
頃
に
発
表
す
る
予
定
で
す
。

各
受

検
者

の
調

査
書

点
　

　
各

受
検

者
の

評
定

の
得

点
（

※
）

各
受

検
者

の
調

査
書

点
　

　
各

受
検

者
の

評
定

の
得

点
　

　
　

　
　

　
　

 
評

定
の

満
点

（
4
5
点

）

各
受

検
者

の
調

査
書

点

　
　

調
査

書
点

の
満

点
に

つ
い

て
は

、
総

合
成

績
に

占
め

る
調

査
書

点
の

割
合

の
上

限
を

5
0
％

と
し

、
各

学
校

が
適

切
に

定
め

ま
す

。

×

調
査
書
点
の
算
出
方
法

×

＝ ＝

調
査
書
点
の
算
出
方
法

×
＝

別表４ 別表５
別表５
付表２

別表４ 別表５
別表５
付表２

ひ 日 野 台 全 （帰国） 125 － － も 紅 葉 川 全 普通 109 151 192

日 比 谷 全 普通 106 － － や 八 潮 全 普通 107 139 179

広 尾 全 普通 107 140 181 山 崎 全 普通 111 156 196

ふ 深 川 全 普通 106 138 179 ゆ 雪 谷 全 普通 107 140 180

コース 113 164 203 ろ 芦 花 全 普通 114 － －

（引揚） 125 － － 六 郷 工 科 全 工業 118 － －

深 沢 全 普通 114 165 204 （在京） 126 － －

富 士 森 全 普通 110 153 193 定 普通 132 － －

（引揚） 125 － － 工業 133 － －

淵 江 全 普通 109 148 189 六 本 木 定 総合 133 － －

府 中 全 普通 110 154 194 わ 若 葉 総 合 全 総合 124 175 *211

府 中 工 科 全 工業 117 169 206

府 中 西 全 普通 110 155 195

（在京） 126 － －

府 中 東 全 普通 110 155 195

福 生 全 普通 111 159 198

定 普通 128 － －

文 京 全 普通 108 143 183

ほ 保 谷 全 普通 112 164 202

本 所 全 普通 106 137 178

本 所 工 科 定 工業 130 － －

ま 町 田 全 普通 111 － －

定 普通 128 － －

町 田 工 科 全 工業 117 － －

町 田 総 合 全 総合 124 174 210

松 が 谷 全 普通 110 154 194

コース 113 － －

松 原 全 普通 107 － －

定 普通 127 － －

み 瑞 穂 農 芸 全 農業 115 － －

家庭 120 － －

定 併合 131 － －

三 田 全 普通 106 － －

（帰国） 125 － －

南 葛 飾 全 普通 109 149 189

（在京） 126 － －

定 普通 127 － －

南 平 全 普通 111 － －

稔 ヶ 丘 定 総合 133 － －

美 原 全 普通 114 165 203

三 宅 全 普通 112 － －

併合 122 － －

む 向 丘 全 普通 106 137 178

武 蔵 丘 全 普通 107 141 181

武 蔵 野 北 全 普通 110 － －

武 蔵 村 山 全 普通 112 162 201

め 目 黒 全 普通 107 139 180

＊パーソナル・プレゼンテーションについてはP212に掲載しています。

掲載ページ掲載ページ
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別
表
４
　
　
　
令
和
８
年
度
入
学
者
選
抜
実
施
方
法
一
覧

＜＜
推推

薦薦
にに

基基
づづ
くく

選選
抜抜

＞＞
　
　

１
　

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

を
活

用
す

る
学

校
の

得
点

化
の

方
法

は
、

付
表

（
P
1
3
6
及

び
P
1
7
7
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

２
　

調
査

書
点

の
満

点
は

、
各

教
科

の
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
を

点
数

化
し

た
数

値
又

は
評

定
の

満
点

（
4
5
点

）
を

換
算

し
た

も
の

で
す

。
　

　
　

　
　

 
（

1
）

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

を
用

い
る

場
合

　
　

各
受

検
者

の
観

点
別

学
習

　
　

　
　

　
　

　
　

調
査

書
点

の
満

点
　

　
状

況
の

評
価

の
得

点
　

　
　

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

の
得

点
の

満
点

　
　

 
（

2
）

評
定

を
用

い
る

場
合

　
　

　
　

　
　

　
　

調
査

書
点

の
満

点

３
　

個
人

面
接

(
集

団
討

論
を

実
施

す
る

学
校

は
集

団
討

論
を

含
む

。
)
、

小
論

文
又

は
作

文
、

実
技

検
査

、
そ

の
他

学
校

が
設

定
す

る
検

査
の

そ
れ

ぞ
れ

の
結

果
を

点
数

化
し

た
も

の

　
(
個

人
面

接
等

点
、

小
論

文
・

作
文

点
、

実
技

検
査

点
、

学
校

設
定

検
査

点
）

の
満

点
は

、
各

学
校

が
適

切
に

定
め

ま
す

。

４
　

そ
の

他

 
　

(
1
)
 
文

化
・

ス
ポ

ー
ツ

等
特

別
推

薦
、

理
数

等
特

別
推

薦
を

実
施

す
る

学
校

の
選

抜
方

法
や

実
技

検
査

内
容

に
つ

い
て

は
、

別
表

５
（

P
1
3
7
～

2
1
2
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

　
 
(
2
)
 
各

学
校

の
実

技
検

査
等

の
内

容
に

つ
い

て
は

、
別

表
６

（
P
2
1
3
～

2
2
2
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

＜＜
学学

力力
検検

査査
にに
基基

づづ
くく

選選
抜抜

＞＞
 

　
　

１
　

調
査

書
点

の
満

点
は

、
評

定
の

満
点

を
換

算
し

た
も

の
で

す
。

　
　

な
お

、
評

定
の

満
点

は
、

学
力

検
査

の
教

科
が

５
教

科
の

場
合

は
6
5
点

、
３

教
科

の
場

合
は

7
5
点

と
な

り
ま

す
。

　
　

調
査

書
点

の
満

点
　

　
　

評
定

の
満

点

　
　

　
　

※
　

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科
の

評
定

を
１

倍
、

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

の
評

定
を

２
倍

と
し

て
算

出
し

た
も

の
で

す
。

２
　

面
接

、
小

論
文

又
は

作
文

、
実

技
検

査
を

行
う

学
校

に
お

い
て

は
、

面
接

、
小

論
文

又
は

作
文

、
実

技
検

査
の

そ
れ

ぞ
れ

の
結

果
を

点
数

化
し

た
も

の
（

面
接

点
、

小
論

文
・

作
文

点
、

実
技

検
査

点
）

の

　
満

点
を

適
切

に
定

め
ま

す
。

面
接

点
、

小
論

文
・

作
文

点
、

実
技

検
査

点
を

総
合

得
点

に
加

算
し

、
総

合
成

績
と

し
ま

す
。

 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
 

３
　

面
接

の
欄

に
記

し
て

あ
る

「
個

人
」

は
個

人
面

接
、

「
集

団
」

は
集

団
面

接
で

実
施

す
る

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。

 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
 

４
　

分
割

後
期

募
集

・
第

二
次

募
集

の
欄

に
お

け
る

網
掛

け
は

、
分

割
後

期
募

集
を

実
施

す
る

学
校

で
す

。
　

　
　

 

５
　

分
割

後
期

募
集

を
実

施
す

る
学

校
で

は
、

分
割

前
期

募
集

に
お

い
て

欠
員

が
生

じ
た

場
合

、
そ

の
欠

員
分

も
含

め
て

分
割

後
期

募
集

と
し

て
実

施
し

ま
す

。
 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
 

６
　

そ
の

他

　
　

各
学

校
の

実
技

検
査

等
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

別
表

６
（

P
2
1
3
～

2
2
2
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

＊
　
各
学
校
の
募
集
人
員
は
、
１
０
月
頃
に
発
表
す
る
予
定
で
す
。

各
受

検
者

の
調

査
書

点
　

　
各

受
検

者
の

評
定

の
得

点
（

※
）

各
受

検
者

の
調

査
書

点
　

　
各

受
検

者
の

評
定

の
得

点
　

　
　

　
　

　
　

 
評

定
の

満
点

（
4
5
点

）

各
受

検
者

の
調

査
書

点

　
　

調
査

書
点

の
満

点
に

つ
い

て
は

、
総

合
成

績
に

占
め

る
調

査
書

点
の

割
合

の
上

限
を

5
0
％

と
し

、
各

学
校

が
適

切
に

定
め

ま
す

。

×

調
査
書
点
の
算
出
方
法

×

＝ ＝

調
査
書
点
の
算
出
方
法

×
＝

別表４ 別表５
別表５
付表２

別表４ 別表５
別表５
付表２

ひ 日 野 台 全 （帰国） 125 － － も 紅 葉 川 全 普通 109 151 192

日 比 谷 全 普通 106 － － や 八 潮 全 普通 107 139 179

広 尾 全 普通 107 140 181 山 崎 全 普通 111 156 196

ふ 深 川 全 普通 106 138 179 ゆ 雪 谷 全 普通 107 140 180

コース 113 164 203 ろ 芦 花 全 普通 114 － －

（引揚） 125 － － 六 郷 工 科 全 工業 118 － －

深 沢 全 普通 114 165 204 （在京） 126 － －

富 士 森 全 普通 110 153 193 定 普通 132 － －

（引揚） 125 － － 工業 133 － －

淵 江 全 普通 109 148 189 六 本 木 定 総合 133 － －

府 中 全 普通 110 154 194 わ 若 葉 総 合 全 総合 124 175 *211

府 中 工 科 全 工業 117 169 206

府 中 西 全 普通 110 155 195

（在京） 126 － －

府 中 東 全 普通 110 155 195

福 生 全 普通 111 159 198

定 普通 128 － －

文 京 全 普通 108 143 183

ほ 保 谷 全 普通 112 164 202

本 所 全 普通 106 137 178

本 所 工 科 定 工業 130 － －

ま 町 田 全 普通 111 － －

定 普通 128 － －

町 田 工 科 全 工業 117 － －

町 田 総 合 全 総合 124 174 210

松 が 谷 全 普通 110 154 194

コース 113 － －

松 原 全 普通 107 － －

定 普通 127 － －

み 瑞 穂 農 芸 全 農業 115 － －

家庭 120 － －

定 併合 131 － －

三 田 全 普通 106 － －

（帰国） 125 － －

南 葛 飾 全 普通 109 149 189

（在京） 126 － －

定 普通 127 － －

南 平 全 普通 111 － －

稔 ヶ 丘 定 総合 133 － －

美 原 全 普通 114 165 203

三 宅 全 普通 112 － －

併合 122 － －

む 向 丘 全 普通 106 137 178

武 蔵 丘 全 普通 107 141 181

武 蔵 野 北 全 普通 110 － －

武 蔵 村 山 全 普通 112 162 201

め 目 黒 全 普通 107 139 180

＊パーソナル・プレゼンテーションについてはP212に掲載しています。

掲載ページ掲載ページ

学科 高校名 課程高校名 課程 学科
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八
潮

2
0

○
－

○
5
0
0

2
5
0

－
作
文

2
5
0

－
－

駒
場

2
0

－
－

○
3
6
0

1
8
0

－
小
論
文

3
6
0

－
－

目
黒

2
0

○
－

○
4
5
0

1
5
0

－
作
文

3
0
0

－
－

大
森

2
0

○
－

○
3
6
0

2
4
0

－
作
文

1
2
0

－
－

田
園

調
布

2
0

－
－

○
3
7
5

1
2
5

－
小
論
文

2
5
0

－
－

雪
谷

2
0

○
－

○
3
0
0

1
0
0

－
小
論
文

2
0
0

－
－

桜
町

2
0

○
－

○
6
0
0

4
0
0

－
小
論
文

2
0
0

－
－

千
歳

丘
2
0

○
－

○
6
0
0

3
0
0

－
作
文

3
0
0

－
－

松
原

2
0

－
－

○
4
5
0

2
0
0

－
作
文

2
5
0

－
－

青
山

2
0

－
－

○
4
5
0

1
0
0

－
小
論
文

5
0
0

－
－

広
尾

2
0

○
－

○
5
0
0

3
0
0

－
作
文

2
0
0

－
－

鷺
宮

2
0

○
－

○
5
0
0

作
文

2
0
0

－
－

武
蔵

丘
2
0

○
－

○
5
0
0

2
0
0

－
作
文

3
0
0

－
－

3
0
0集 団 討 論

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

6
0
0

7
0
0

－
６
：
４

－
－

3
0
0

－
－

－
国
数
英

１
倍

２
倍

4
0
0

4
0
0

－
－

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

６
：
４

2
0

－
－

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

6
0
0

－
国
数
英

１
倍

２
倍

6
0
0

4
0
0

－
－

－
－

－
－

国
数
英

１
倍

６
：
４

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－
－

3
0
0

－
－

－
国
数
英

１
倍

－
－

国
数
英
社
理

（
国
数
英
は

自
校
作
成
）

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

１
倍

２
倍

4
0
0

－
7
0
0

3
0
0

－
－

－
国
数
英

６
：
４

6
0
0

2
0

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－
－

－
－

－
－

国
数
英

１
倍

２
倍

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－
－

3
0
0

－
－

－
国
数
英

１
倍

－
－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

１
倍

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

個
人

1
0
0

7
0
0

3
0
0

－
－

－
国
数
英

2
0

－
－

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

国
数
英

6
0
0

4
0
0

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
－

2
0

－

－
国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

１
倍

２
倍

６
：
４

６
：
４

6
0
0

4
0
0

個
人

3
0
0

－

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－
－

－
－

－
国
数
英

１
倍

２
倍

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

7
0
0

3
0
0

－
－

－
２

倍
国
数
英

－

１
倍

１
倍

２
倍

６
：
４

－
－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
6
0
0

4
0
0

－
－

国
数
英

個
人

3
0
0

－
－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

１
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
国
数
英

－

実 技 検 査

学
力
検
査

を
実
施
す

る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

：

調 査 書

－
２

倍
６
：
４

6
0
0

4
0
0

備
　
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る

留
意
点
）

学 力 検 査

調 査 書

学
力
検
査

を
実
施
す

る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

満
　
　
　
　
　
　
　
　
点

面 接

：

調 査 書
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推
薦
枠

調
査

書
の

活
用

満
 
 
 
 
 
 
点

学 校 設 定 検 査

個 人 面 接

小 論 文 ・ 作 文

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

教
　
　
科

教
科
の
評
定
の
扱
い

学 力 検 査

調 査 書

面 接

小 論 文 ・ 作 文

割 合 (
%
)

文
化
・

ス
ポ
ー

ツ
等
特

別
推
薦

の
有
無

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

評 定

調 査 書

実 技 検 査

第
二

次
募

集

学
力
検
査

調
　
査
　
書

学 力 検 査

教
　
科

満
　
　
　
　
　
　
　
　
点

学
校

名

推
　
　
薦
　
　
に
　
　
基
　
　
づ
　
　
く
　
　
選
　
　
抜

第
一

次
募

集

学
力
検
査

調
　
査
　
書

学 力 検 査

教
科
の
評
定
の
扱
い

（
１
）
　
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
　
　

日
比

谷
2
0

－
－

○
4
5
0

小
論
文

2
5
0

－
－

三
田

2
0

－
－

○
1
0
0

2
5
0

－
小
論
文

2
5
0

－
－

戸
山

2
0

－
－

○
4
5
0

1
5
0

－
小
論
文

*
１
3
0
0

－
－

*
1
　
異
な
る
分
野
の

課
題
を
２
題
出
題
す

る
。

竹
早

2
0

－
－

○
5
0
0

小
論
文

2
5
0

－
－

向
丘

2
0

○
－

○
5
0
0

3
0
0

－
作
文

2
0
0

－
－

上
野

2
0

○
－

○
5
0
0

1
5
0

－
小
論
文

3
5
0

－
－

日
本

橋
2
0

－
－

○
4
5
0

3
0
0

－
作
文

1
5
0

－
－

本
所

2
0

○
－

○
5
0
0

3
0
0

－
作
文

2
0
0

－
－

城
東

2
0

○
－

○
4
0
0

2
0
0

－
作
文

2
0
0

－
－

東
2
0

○
－

○
3
6
0

1
6
0

－
小
論
文

2
0
0

－
－

深
川

2
0

○
－

○
4
5
0

2
7
0

－
作
文

1
8
0

－
－

大
崎

2
0

○
－

○
4
5
0

2
5
0

－
作
文

2
0
0

－
－

小
山

台
2
0

－
－

○
3
0
0

2
0
0

－
小
論
文

4
0
0

－
－

2
5
0

2
0
0集 団 討 論

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0E S A T │ J

Y E A R 3 結 果

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

－
国
数
英

１
倍

２
倍

－
－

3
0
0

－
－

－
６
：
４

2
0

6
0
0

4
0
0

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

－

６
：
４

6
0
0

６
：
４

6
0
0

－
２
倍

3
0
0

－
－

－
－

１
倍

国
数
英

－

4
0
0

－
国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

－

7
0
0

4
0
0

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

－

６
：
４

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
－

国
数
英

１
倍

２
倍

6
0
0

4
0
0

－
－

－
－

－
－

国
数
英

１
倍

７
：
３

7
0
0

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
6
0
0

4
0
0

3
0
0

－
－

－
国
数
英

２
倍

－

２
倍

６
：
４

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－－
－

－
－

国
数
英

１
倍

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

１
倍

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

６
：
４

6
0
0

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－

－
－

－
－

－
－

国
数
英

１
倍

２
倍

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

１
倍

4
0
0

7
0
0

3
0
0

－
－

－
－

国
数
英

2
0

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－
－

－

－
－

国
数
英

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

6
0
0

4
0
0

６
：
４

6
0
0

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
１
倍

２
倍

６
：
４

4
0
0

－
－

－
－

－
－

国
数
英

１
倍

２
倍

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－
－

3
0
0

－
－

－
国
数
英

１
倍

－
－

国
数
英
社
理

（
国
数
英
は

自
校
作
成
）

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

１
倍

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－
7
0
0

3
0
0

－
－

－
国
数
英

－
－

－

国
数
英
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を
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詳
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は
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(
P
2
2
1
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
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6
　

秋
留

台
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、
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募
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二

次
募
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い
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面
接
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程
度
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自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ
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を
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す
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細
は

別
表

６
(
P
2
1
9
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
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募
　

 
集

調 査 書

作
文

30
0

学
力

検
査

教
　

　
科

面 接

２
倍

学 力 検 査

調 査 書

調
　

査
　

書

２
倍

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

実 技 検 査

調 査 書

実 技 検 査

*5 20
0

*
1
　

詳
細

は
別

表
６

(
P
2
1
8
、

2
1
9
、

2
2
1
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

－

面 接

実
施

し
な

い
個

人
*3 40
0

－
２

倍

１
倍

２
倍

－

国
英

２
倍

７
：

３

60
0

７
：

３
70
0

面 接

－

１
倍

６
：

４

－

40
0

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－
－

*2

*
3
　

蒲
田

高
校

は
、

第
一

次
募

集
及

び
第

二
次

募
集

に
お

い
て

、
面

接
の

一
部

で
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

に
則

し
て

２
分

程
度

の
「

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

」
を

行
い

ま
す

。
詳

細
は

別
表

６
(
P
2
1
8
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

*2 30
0

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

推
薦

枠

*
1
　

詳
細

は
別

表
６

(
P
2
1
8
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

調
査
書
の
活
用

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

満
 
 
 
 
 
 
点

第
　

 
一

 
　

次
 
　

募
　

 
集

：

調 査 書

調
査
書
の
活
用

*
2
　

詳
細

は
別

表
６

(
P
2
1
3
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

学 力 検 査

１
倍

国
数

英
社

理

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

学 校 設 定 検 査

学
校

名
科

名

個 人 面 接

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

英
２

倍
１

倍

科
名

評 定

国
数

英
社

理

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

個 人 面 接

30
0

*
4
　

足
立

東
高

校
は

、
第

一
次

募
集

及
び

第
二

次
募

集
に

お
い

て
、

面
接

の
一

部
で

１
分

以
上

１
分

３
０

秒
以

内
の

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

い
ま

す
。

詳
細

は
別

表
６

(
P
2
1
9
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

小 論 文 ・ 作 文

*
2
　

調
査

書
点

は
、

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

を
用

い
て

得
点

化
し

ま
す

。
詳

細
は

別
表

４
付

表
(
P
1
3
6
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

（
第

一
次

募
集

及
び

第
二

次
募

集
に

お
い

て
も

、
推

薦
に

基
づ

く
選

抜
と

同
様

に
得

点
化

し
ま

す
。

）
。

－

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

－

実 技 検 査

個
人

*5 40
0

小
論

文 20
0

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

－
実

施
し

な
い

*2 40
0

作
文

30
0

個
人

*4 40
0

作
文

40
0

－

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

実
施

し
な

い

－

学 力 検 査

国
数

英
国

英
２

倍
１

倍
２

倍

調
　

査
　

書

教
　

科

*2 *2

*2 30
0

個
人

*3 40
0

－

*2 40
0

－
個

人
*4 40
0

－

－
*2 40
0

作
文

40
0

*2
－

実
施

し
な

い
*2

－
－

*5 20
0

個
人

*5 40
0

小
論

文 20
0

*2 40
0

－

個
人

*6 50
0

個
人

*6 50
0

小
論

文 30
0

－
実

施
し

な
い

実
施

し
な

い

－
実

施
し

な
い

*2
－

－
－

－
*2 40
0

*2
－

小
論

文 30
0

－
－

６
：

４
－ －

60
0

40
0

－
国

数
英

社
理

英
２

倍
１

倍
２

倍
７

：
３

国
数

英
英

２
倍

１
倍

２
倍

東
大

和
2
0

○
－

○
4
5
0

2
4
0

－
作
文

2
1
0

－
－

東
大

和
南

2
0

○
－

○
4
5
0

2
5
0

－
作
文

2
0
0

－
－

清
瀬

2
0

○
－

○
4
5
0

2
2
0

－
小
論
文

2
3
0

－
－

久
留

米
西

2
0

○
－

○
5
0
0

3
0
0

－
作
文

2
0
0

－
－

武
蔵

村
山

2
0

○
－

○
3
0
0

1
5
0

－
作
文

1
5
0

－
－

永
山

2
0

〇
－

○
4
5
0

2
2
5

－
作
文

2
2
5

－
－

羽
村

2
0

○
－

○
5
0
0

*
1

2
5
0

－
作
文

2
5
0

－
－

*
１
　
個
人
面
接
の
中

で
「
ﾊ
ﾟ
ｰ
ｿ
ﾅ
ﾙ
･
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｾ
ﾞ
ﾝ

ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
」
を
行
う
。

五
日

市
2
0

－
－

○
5
0
0

3
0
0

－
作
文

2
0
0

－
－

田
無

2
0

○
－

○
5
0
0

3
0
0

－
作
文

2
0
0

－
－

保
谷

2
0

○
－

○
5
0
0

2
0
0

－
小
論
文

3
0
0

－
－

大
島

新
島

神
津

三
宅

八
丈

小
笠

原

集 団 討 論

実
施
し
な
い

実
施
し
な
い

国
数
英
社
理

－
－

－

*
1
　
詳
細
は
別
表
6
(
P
2
1
8
)
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

国
数
英

１
倍

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
－

－

－
－

－

実
施
し
な
い

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

国
数
英

１
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
－

－

－
－

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

国
数
英

１
倍

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
－

－

－
－

実
施
し
な
い

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

国
数
英

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
－

－

－
6
0
0

4
0
0

－

－
－

実
施
し
な
い

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

１
倍

２
倍

２
倍

６
：
４

６
：
４

6
0
0

4
0
0

3
0
0

－
－

－
国
数
英

１
倍

実
施
し
な
い

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

国
数
英

７
：
３

7
0
0

７
：
３

１
倍

－

－
6
0
0

4
0
0

－
－

－
6
0
0

4
0
0

－
６
：
４

６
：
４

－
7
0
0

3
0
0

－－
－

国
数
英

１
倍

－
２
倍

１
倍

２
倍

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

６
：
４

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
２
倍

6
0
0

4
0
0

－
－

－
－

－
－

国
数
英

１
倍

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－
－

3
0
0

－
－

－
国
数
英

１
倍

－
－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

１
倍

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

個
人

3
0
0

7
0
0

3
0
0

－
－

－
国
数
英

個
人

2
0
0

－
－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

国
数
英

１
倍

4
0
0

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
－

－
国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

６
：
４

6
0
0

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－
－

－
－

－
－

国
数
英

１
倍

２
倍

－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－
－

3
0
0

－
－

－
国
数
英

１
倍

－
－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

１
倍

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－
7
0
0

3
0
0

－
－

－
国
数
英

個
人

3
0
0

－
－

国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

国
数
英

１
倍

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
－

－
国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

面 接

小 論 文 ・ 作 文

教
科
の
評
定
の
扱
い

面 接

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

実 技 検 査

学
力
検
査

を
実
施
す

る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

：

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

：

調 査 書

実 技 検 査

教
　
　
科

調
査

書
の

活
用

満
 
 
 
 
 
 
点

学 校 設 定 検 査

個 人 面 接

備
　
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る

留
意
点
）

学 力 検 査

学
力
検
査

を
実
施
す

る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

満
　
　
　
　
　
　
　
　
点

教
科
の
評
定
の
扱
い

学 力 検 査

調 査 書

割 合 (
%
)

文
化
・

ス
ポ
ー

ツ
等
特

別
推
薦

の
有
無

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

評 定

調 査 書

推
薦
枠

学
校

名

推
　
　
薦
　
　
に
　
　
基
　
　
づ
　
　
く
　
　
選
　
　
抜

第
一

次
募

集
第

二
次

募
集

満
　
　
　
　
　
　
　
　
点

学
力
検
査

調
　
査
　
書

学 力 検 査

学
力
検
査

調
　
査
　
書

学 力 検 査

教
　
科

調 査 書
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国
数
英
社
理

１
倍

２
倍

７
：
３

7
0
0

3
0
0

－
－

－
国
数
英

－
－

１
倍

２
倍

６
：
４

6
0
0

4
0
0

－

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

－112－



（
２
）
　
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
コ
ー
ス
）
　
　

深
川

外
国

語
30

○
－

○
45
0

*1 27
0

－
作

文
18
0

－
－

*
1
　

個
人

面
接

の
一

部
で

、
「

英
語

に
よ

る
問

答
」

を
行

う
。

片
倉

造
形

美
術

30
－

－
○

36
0

14
0

－
－

*2 50
0

－
*
2
　

「
鉛

筆
に

よ
る

素
描

」
を

行
う

。

松
が

谷
外

国
語

30
－

－
○

50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

小
平

外
国

語
30

－
－

○
50
0

20
0

－
小

論
文

30
0

－
－

（
３
）
　
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
）
　
　

蒲
田

普
通

科
30

－
○

－
30
0

*
１

40
0

－
作

文
30
0

－
－

*
1
　
面
接
の
一
部
で
「
自
己

Ｐ
Ｒ
ス
ピ
ー
チ
」
を
行
う
。

足
立

東
普

通
科

30
－

○
－

40
0

*1 40
0

－
作

文
20
0

－
－

*
1
　
面
接
の
一
部
で
「
自
己

Ｐ
Ｒ
ス
ピ
ー
チ
」
を
行
う
。

東
村

山
普

通
科

30
○

○
－

60
0

*1 40
0

－
作

文
40
0

－
－

*
1
　
面
接
の
一
部
で
「
自
己

Ｐ
Ｒ
ス
ピ
ー
チ
」
を
行
う
。

秋
留

台
普

通
科

30
－

○
－

30
0

*1 60
0

－
小

論
文

20
0

－
－

*
1
　
面
接
の
一
部
で
「
自
己

Ｐ
Ｒ
ス
ピ
ー
チ
」
を
行
う
。

*
5
　

東
村

山
高

校
は

、
第

一
次

募
集

及
び

第
二

次
募

集
に

お
い

て
、

面
接

の
一

部
で

自
己

Ｐ
Ｒ

カ
ー

ド
に

則
し

て
１

分
程

度
の

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

い
ま

す
。

詳
細

は
別

表
６

(
P
2
2
1
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

*
6
　

秋
留

台
高

校
は

、
第

一
次

募
集

及
び

第
二

次
募

集
に

お
い

て
、

面
接

の
一

部
で

２
分

程
度

の
「

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

」
を

行
い

ま
す

。
詳

細
は

別
表

６
(
P
2
1
9
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

集 団 討 論 集 団 討 論
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学 力 検 査

20 20 20
英

１
．

６
倍

－

国
数

英 学
力

検
査

２
倍

－

40
0

個
人

10
0

調 査 書

学 力 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

*2 40
0

－

－
*2

10
00

：

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

－

第
　

 
二

 
　

次
 
　

募
　

 
集

国
数

英

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書

６
：

４
60
0

国
数

英
社

理

－

学
力

検
査

７
：

３
70
0

30
0

：

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学 力 検 査

*2
10
00

70
0

60
0

－
40
0

－
６

：
４

１
倍

－
30
0

－
－

小 論 文 ・ 作 文

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

70
0

30
0

－
20

－

教
　

科

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

学 力 検 査

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

－

第
　

 
二

 
　

次
 
　

募
　

 
集

調
　

査
　

書
学 力 検 査

：

調 査 書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

面 接

学
力

検
査

実 技 検 査

－

満
 
 
 
 
 
 
点

実
施

し
な

い
*2

－

－

教
　

　
科

学 校 設 定 検 査

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

調
　

査
　

書
推

薦
枠

割 合 (%
)

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
校

名

評 定

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

第
　

 
一

 
　

次
 
　

募
　

 
集

調 査 書

作
文

30
0

学
力

検
査

教
　

　
科

面 接

２
倍

学 力 検 査

調 査 書

調
　

査
　

書

２
倍

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

実 技 検 査

調 査 書

実 技 検 査

*5 20
0

*
1
　

詳
細

は
別

表
６

(
P
2
1
8
、

2
1
9
、

2
2
1
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

－

面 接

実
施

し
な

い
個

人
*3 40
0

－
２

倍

１
倍

２
倍

－

国
英

２
倍

７
：

３

60
0

７
：

３
70
0

面 接

－

１
倍

６
：

４

－

40
0

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－
－

*2

*
3
　

蒲
田

高
校

は
、

第
一

次
募

集
及

び
第

二
次

募
集

に
お

い
て

、
面

接
の

一
部

で
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

に
則

し
て

２
分

程
度

の
「

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

」
を

行
い

ま
す

。
詳

細
は

別
表

６
(
P
2
1
8
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

*2 30
0

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

推
薦

枠

*
1
　

詳
細

は
別

表
６

(
P
2
1
8
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

調
査
書
の
活
用

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

満
 
 
 
 
 
 
点

第
　

 
一

 
　

次
 
　

募
　

 
集

：

調 査 書

調
査
書
の
活
用

*
2
　

詳
細

は
別

表
６

(
P
2
1
3
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

学 力 検 査

１
倍

国
数

英
社

理

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

学 校 設 定 検 査

学
校

名
科

名

個 人 面 接

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

英
２

倍
１

倍

科
名

評 定

国
数

英
社

理

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

個 人 面 接

30
0

*
4
　

足
立

東
高

校
は

、
第

一
次

募
集

及
び

第
二

次
募

集
に

お
い

て
、

面
接

の
一

部
で

１
分

以
上

１
分

３
０

秒
以

内
の

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

い
ま

す
。

詳
細

は
別

表
６

(
P
2
1
9
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

小 論 文 ・ 作 文

*
2
　

調
査

書
点

は
、

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

を
用

い
て

得
点

化
し

ま
す

。
詳

細
は

別
表

４
付

表
(
P
1
3
6
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

（
第

一
次

募
集

及
び

第
二

次
募

集
に

お
い

て
も

、
推

薦
に

基
づ

く
選

抜
と

同
様

に
得

点
化

し
ま

す
。

）
。

－

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

－

実 技 検 査

個
人

*5 40
0

小
論

文 20
0

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

－
実

施
し

な
い

*2 40
0

作
文

30
0

個
人

*4 40
0

作
文

40
0

－

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

実
施

し
な

い

－

学 力 検 査

国
数

英
国

英
２

倍
１

倍
２

倍

調
　

査
　

書

教
　

科

*2 *2

*2 30
0

個
人

*3 40
0

－

*2 40
0

－
個

人
*4 40
0

－

－
*2 40
0

作
文

40
0

*2
－

実
施

し
な

い
*2

－
－

*5 20
0

個
人

*5 40
0

小
論

文 20
0

*2 40
0

－

個
人

*6 50
0

個
人

*6 50
0

小
論

文 30
0

－
実

施
し

な
い

実
施

し
な

い

－
実

施
し

な
い

*2
－

－
－

－
*2 40
0

*2
－

小
論

文 30
0

－
－

６
：

４
－ －

60
0

40
0

－
国

数
英

社
理

英
２

倍
１

倍
２

倍
７

：
３

国
数

英
英

２
倍

１
倍

２
倍

－113－



（
６
）
　
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科
　
　

　
（
6
－
1
）
　
農
業
に
関
す
る
学
科
　
　

園
芸

30
－

－
○

50
0

*
１

30
0

－
作

文
20
0

－
－

食
品

30
－

－
○

50
0

*
１

30
0

－
作

文
20
0

－
－

動
物

30
－

－
○

50
0

*
１

30
0

－
作

文
20
0

－
－

園
芸

科
学

35
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
10
0

－
－

食
品

科
学

35
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
10
0

－
－

緑
地

環
境

35
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
10
0

－
－

園
芸

ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ

40
－

－
○

45
0

25
0

－
作

文
20
0

－
－

食
品

40
－

－
○

45
0

25
0

－
作

文
20
0

－
－

都
市

園
芸

40
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
15
0

－
－

食
品

科
学

40
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
15
0

－
－

緑
地

計
画

40
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
15
0

－
－

園
芸

科
学

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
25
0

－
－

畜
産

科
学

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
25
0

－
－

食
品

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
25
0

－
－
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６
：

４
40
0

個
人

30
0

１
倍

－

－ －

－

－

１
倍

40
0

－

６
：

４

－小 論 文 ・ 作 文

個
人

20
0

調 査 書

－

６
：

４

40
0

学 力 検 査

実 技 検 査

－

－－

40
0

学 力 検 査

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
0
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

70
0

実 技 検 査

：

学
力

検
査

調
　

査
　

書
調 査 書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

面 接

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

調 査 書

：

学
力

検
査

調
　

査
　

書
学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
科

の
評

定
の

扱
い

20 20

－ －

30
0

第
二

次
募

集

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－

第
一

次
募

集

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

７
：

３
１

倍
２

倍

１
倍

２
倍

70
0

70
0

７
：

３
国

数
英

社
理

国
数

英
社

理
７

：
３

70
0

30
0

30
0

－

１
倍

２
倍

瑞
穂

農
芸

－

小 論 文 ・ 作 文

集 団 討 論

調 査 書

割 合 (%
)

個 人 面 接

園
芸

*
1
　
個
人
面
接
の
時
間
内

に
「
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」
を
設

け
る
。

農
芸

農
産

農
業

学
校

名
科

名

満
 
 
 
 
 
 
点

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

実 技 検 査

推
薦

枠

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

調
査

書
の

活
用

評 定

学 校 設 定 検 査

国
数

英
社

理
－

７
：

３

１
倍

１
倍

２
倍

－

60
0

２
倍

国
数

英

２
倍

個
人

10
0

１
倍

２
倍

６
：

４
60
0

個
人

10
0

40
0

60
0

７
：

３

国
数

英

60
0

60
0

－
６

：
４

２
倍

国
数

英

面 接

－

国
数

英

－ －

30
0

－ －
20

－

20
－

教
　

科

国
数

英

教
　

　
科

国
数

英
社

理

国
数

英
社

理
１

倍
２

倍

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書 30
0

１
倍

２
倍

70
0

20

（
４
）
　
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
進
学
重
視
型
単
位
制
）
　
　

新
宿

普
通

科
単

位
制

10
－

－
○

45
0

18
0

－
小

論
文

27
0

－
－

墨
田

川
普

通
科

単
位

制
20

○
－

○
20
0

10
0

－
小

論
文

10
0

－
－

国
分

寺
普

通
科

単
位

制
20

－
－

○
40
0

15
0

－
小

論
文

25
0

－
－

（
５
）
　
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
単
位
制
）
　
　

忍
岡

普
通

科
単

位
制

20
－

－
○

60
0

*1 30
0

－
作

文
30
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
最
初
に

「
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」
を
設

け
る
。

美
原

普
通

科
単

位
制

20
○

－
○

50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

深
沢

普
通

科
単

位
制

20
○

－
○

50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

芦
花

普
通

科
単

位
制

20
－

－
○

40
0

20
0

－
作

文
20
0

－
－

飛
鳥

普
通

科
単

位
制

20
○

－
○

50
0

25
0

－
作

文
25
0

－
－

板
橋

有
徳

普
通

科
単

位
制

20
○

－
○

45
0

20
0

－
作

文
25
0

－
－

大
泉

桜
普

通
科

単
位

制
20

○
－

○
40
0

*1 30
0

－
作

文
20
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
一
部
で

「
自
己
Ｐ
Ｒ
」
を
行
う
。

翔
陽

普
通

科
単

位
制

20
－

－
○

50
0

20
0

－
作

文
30
0

－
－

上
水

普
通

科
単

位
制

20
○

－
○

36
0

*1 16
0

－
作

文
20
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
最
初
に

「
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」
を
設

け
る
。

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
1
9
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

*
2
　

深
沢

高
校

の
第

一
次

募
集

は
、

受
検

者
ご

と
に

７
：

３
と

１
０

：
０

そ
れ

ぞ
れ

の
比

率
に

基
づ

き
学

力
検

査
の

得
点

と
調

査
書

点
の

合
計

を
算

出
し

た
上

で
、

い
ず

れ
か

高
い

方
を

当
該

受
検

者
の

選
考

に
用

い
ま

す
。

*
3
　

深
沢

高
校

の
第

二
次

募
集

は
、

受
検

者
ご

と
に

６
：

４
と

１
０

：
０

そ
れ

ぞ
れ

の
比

率
に

基
づ

き
学

力
検

査
の

得
点

と
調

査
書

点
の

合
計

を
算

出
し

た
上

で
、

い
ず

れ
か

高
い

方
を

当
該

受
検

者
の

選
考

に
用

い
ま

す
。

１
倍

２
倍

*3
－

－
国

数
英

*3
*3

個
人

30
0

１
倍

２
倍

*2
*2

20
－

－
－

国
数

英
社

理
*2

学
力

検
査

集 団 討 論 集 団 討 論

20

E S A T │ J

Y E A R 3 結 果

E S A T │ J

Y E A R 3 結 果

調 査 書

学
力

検
査

20

実 技 検 査

教
科

の
評

定
の

扱
い

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

20

国
数

英

国
数

英
60
0

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科調
　

査
　

書

学 力 検 査

調 査 書満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

20 20

－

20 20 20

国
数

英

60
0

７
：

３
70
0

国
数

英
社

理

国
数

英
社

理

１
倍

２
倍

７
：

３

40
0

70
0

－
60
0

40
0

個
人

20
0

30
0

－

６
：

４

２
倍

６
：

４

20
－

－
－

１
倍

２
倍

－－

国
数

英

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

調
査
書
の
活
用

：
学

校
名

科
名

第
　

 
一

 
　

次
 
　

募
　

 
集

実 技 検 査

面 接

学 力 検 査

学
力

検
査

国
数

英
社

理
(
国

数
英

は
自

校
作

成
)

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

科
名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

調
　

査
　

書
推

薦
枠

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

調 査 書

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

国
数

英
社

理
(
国

数
英

は
自

校
作

成
)

学
校

名

面 接

２
倍

第
　

 
一

 
　

次
 
　

募
　

 
集

評 定

調
　

査
　

書

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

学
力

検
査

：

学 力 検 査

調 査 書

調 査 書

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

実 技 検 査

調 査 書

学 校 設 定 検 査

小 論 文 ・ 作 文

教
　

　
科

教
　

　
科

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学 力 検 査

評 定

満
 
 
 
 
 
 
点

40
0

第
　

 
二

 
　

次
 
　

募
　

 
集

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学 校 設 定 検 査

－

60
0

小 論 文 ・ 作 文

学 力 検 査 ６
：

４
60
0

調 査 書

－
－

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

：

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

６
：

４

小 論 文 ・ 作 文

：

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

面 接

１
倍

学 力 検 査

調
　

査
　

書

実 技 検 査

２
倍

－
－－

第
　

 
二

 
　

次
 
　

募
　

 
集

学 力 検 査

教
科

の
評

定
の

扱
い

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書

面 接

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

小 論 文 ・ 作 文

個 人 面 接

満
 
 
 
 
 
 
点

個 人 面 接

割 合 (%
)推
薦

枠

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

調
査
書
の
活
用

１
倍

２
倍

７
：

３

－
－

70
0

２
倍

７
：

３
40
0

１
倍

教
　

科
学

力
検

査
を

実
施

し
な

い
教

科

学 力 検 査

割 合 (%
)

実 技 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
科

の
評

定
の

扱
い

調 査 書

－

70
0

－
－

20
70
0

30
0

30
0

国
数

英
１

倍
２

倍
７

：
３

－
国

数
英

社
理

(
国

数
英

は
自

校
作

成
)

－
－

－
30
0

－
１

倍

－

２
倍

７
：

３
70
0

30
0

２
倍

６
：

４

教
　

科

－
40
0

－
－ －

40
0

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－ 実 技 検 査

40
0

60
0

－
30
0

－

個
人

20
0

－

１
倍

２
倍

６
：

４

国
数

英
社

理

２
倍

１
倍

国
数

英
６

：
４

国
数

英
－

１
倍

１
倍

70
0

２
倍

７
：

３

１
倍

２
倍

７
：

３
国

数
英

70
0

30
0

－
20

個
人

20
0

－

70
0

60
0

個
人

20
0

－

国
数

英

40
0

６
：

４
２

倍

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理

国
数

英
社

理

２
倍

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理

１
倍

２
倍

60
0

－

40
0

６
：

４

２
倍

６
：

４
－

１
倍

１
倍

40
0

２
倍

６
：

４
60
0

40
0

60
0

－
－

－

－
－

－－

小 論 文 ・ 作 文

個
人

20
0

60
0

－ －－

－－ －

30
0

－
－

－
国

数
英

１
倍

国
数

英

70
0

70
0

７
：

３

－
－

30
0

－
30
0

７
：

３

国
数

英
社

理
－

２
倍

国
数

英
社

理

１
倍

７
：

３
－－

30
0

１
倍

－114－



（
６
）
　
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科
　
　

　
（
6
－
1
）
　
農
業
に
関
す
る
学
科
　
　

園
芸

30
－

－
○

50
0

*
１

30
0

－
作

文
20
0

－
－

食
品

30
－

－
○

50
0

*
１

30
0

－
作

文
20
0

－
－

動
物

30
－

－
○

50
0

*
１

30
0

－
作

文
20
0

－
－

園
芸

科
学

35
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
10
0

－
－

食
品

科
学

35
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
10
0

－
－

緑
地

環
境

35
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
10
0

－
－

園
芸

ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ

40
－

－
○

45
0

25
0

－
作

文
20
0

－
－

食
品

40
－

－
○

45
0

25
0

－
作

文
20
0

－
－

都
市

園
芸

40
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
15
0

－
－

食
品

科
学

40
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
15
0

－
－

緑
地

計
画

40
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
15
0

－
－

園
芸

科
学

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
25
0

－
－

畜
産

科
学

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
25
0

－
－

食
品

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
25
0

－
－
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６
：

４
40
0

個
人

30
0

１
倍

－

－ －

－

－

１
倍

40
0

－

６
：

４

－小 論 文 ・ 作 文

個
人

20
0

調 査 書

－

６
：

４

40
0

学 力 検 査

実 技 検 査

－

－－

40
0

学 力 検 査

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
0
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

70
0

実 技 検 査

：

学
力

検
査

調
　

査
　

書
調 査 書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

面 接

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

調 査 書

：

学
力

検
査

調
　

査
　

書
学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
科

の
評

定
の

扱
い

20 20

－ －

30
0

第
二

次
募

集

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－

第
一

次
募

集

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

７
：

３
１

倍
２

倍

１
倍

２
倍

70
0

70
0

７
：

３
国

数
英

社
理

国
数

英
社

理
７

：
３

70
0

30
0

30
0

－

１
倍

２
倍

瑞
穂

農
芸

－

小 論 文 ・ 作 文

集 団 討 論

調 査 書

割 合 (%
)

個 人 面 接

園
芸

*
1
　
個
人
面
接
の
時
間
内

に
「
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」
を
設

け
る
。

農
芸

農
産

農
業

学
校

名
科

名

満
 
 
 
 
 
 
点

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

実 技 検 査

推
薦

枠

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

調
査

書
の

活
用

評 定

学 校 設 定 検 査

国
数

英
社

理
－

７
：

３

１
倍

１
倍

２
倍

－

60
0

２
倍

国
数

英

２
倍

個
人

10
0

１
倍

２
倍

６
：

４
60
0

個
人

10
0

40
0

60
0

７
：

３

国
数

英

60
0

60
0

－
６

：
４

２
倍

国
数

英

面 接

－

国
数

英

－ －

30
0

－ －
20

－

20
－

教
　

科

国
数

英

教
　

　
科

国
数

英
社

理

国
数

英
社

理
１

倍
２

倍

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書 30
0

１
倍

２
倍

70
0

20

（
４
）
　
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
進
学
重
視
型
単
位
制
）
　
　

新
宿

普
通

科
単

位
制

10
－

－
○

45
0

18
0

－
小

論
文

27
0

－
－

墨
田

川
普

通
科

単
位

制
20

○
－

○
20
0

10
0

－
小

論
文

10
0

－
－

国
分

寺
普

通
科

単
位

制
20

－
－

○
40
0

15
0

－
小

論
文

25
0

－
－

（
５
）
　
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
単
位
制
）
　
　

忍
岡

普
通

科
単

位
制

20
－

－
○

60
0

*1 30
0

－
作

文
30
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
最
初
に

「
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」
を
設

け
る
。

美
原

普
通

科
単

位
制

20
○

－
○

50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

深
沢

普
通

科
単

位
制

20
○

－
○

50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

芦
花

普
通

科
単

位
制

20
－

－
○

40
0

20
0

－
作

文
20
0

－
－

飛
鳥

普
通

科
単

位
制

20
○

－
○

50
0

25
0

－
作

文
25
0

－
－

板
橋

有
徳

普
通

科
単

位
制

20
○

－
○

45
0

20
0

－
作

文
25
0

－
－

大
泉

桜
普

通
科

単
位

制
20

○
－

○
40
0

*1 30
0

－
作

文
20
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
一
部
で

「
自
己
Ｐ
Ｒ
」
を
行
う
。

翔
陽

普
通

科
単

位
制

20
－

－
○

50
0

20
0

－
作

文
30
0

－
－

上
水

普
通

科
単

位
制

20
○

－
○

36
0

*1 16
0

－
作

文
20
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
最
初
に

「
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」
を
設

け
る
。

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
1
9
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

*
2
　

深
沢

高
校

の
第

一
次

募
集

は
、

受
検

者
ご

と
に

７
：

３
と

１
０

：
０

そ
れ

ぞ
れ

の
比

率
に

基
づ

き
学

力
検

査
の

得
点

と
調

査
書

点
の

合
計

を
算

出
し

た
上

で
、

い
ず

れ
か

高
い

方
を

当
該

受
検

者
の

選
考

に
用

い
ま

す
。

*
3
　

深
沢

高
校

の
第

二
次

募
集

は
、

受
検

者
ご

と
に

６
：

４
と

１
０

：
０

そ
れ

ぞ
れ

の
比

率
に

基
づ

き
学

力
検

査
の

得
点

と
調

査
書

点
の

合
計

を
算

出
し

た
上

で
、

い
ず

れ
か

高
い

方
を

当
該

受
検

者
の

選
考

に
用

い
ま

す
。

１
倍

２
倍

*3
－

－
国

数
英

*3
*3

個
人

30
0

１
倍

２
倍

*2
*2

20
－

－
－

国
数

英
社

理
*2

学
力

検
査

集 団 討 論 集 団 討 論

20
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調 査 書

学
力

検
査

20

実 技 検 査

教
科

の
評

定
の

扱
い

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

20

国
数

英

国
数

英
60
0

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科調
　

査
　

書

学 力 検 査

調 査 書満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

20 20

－

20 20 20

国
数

英

60
0

７
：

３
70
0

国
数

英
社

理

国
数

英
社

理

１
倍

２
倍

７
：

３

40
0

70
0

－
60
0

40
0

個
人

20
0

30
0

－

６
：

４

２
倍

６
：

４

20
－

－
－

１
倍

２
倍

－－

国
数

英

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

調
査
書
の
活
用

：
学

校
名

科
名

第
　

 
一

 
　

次
 
　

募
　

 
集

実 技 検 査

面 接

学 力 検 査

学
力

検
査

国
数

英
社

理
(
国

数
英

は
自

校
作

成
)

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

科
名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

調
　

査
　

書
推

薦
枠

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

調 査 書

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

国
数

英
社

理
(
国

数
英

は
自

校
作

成
)

学
校

名

面 接

２
倍

第
　

 
一

 
　

次
 
　

募
　

 
集

評 定

調
　

査
　

書

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

学
力

検
査

：

学 力 検 査

調 査 書

調 査 書

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

実 技 検 査

調 査 書

学 校 設 定 検 査

小 論 文 ・ 作 文

教
　

　
科

教
　

　
科

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学 力 検 査

評 定

満
 
 
 
 
 
 
点

40
0

第
　

 
二

 
　

次
 
　

募
　

 
集

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学 校 設 定 検 査

－

60
0

小 論 文 ・ 作 文

学 力 検 査 ６
：

４
60
0

調 査 書

－
－

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

：

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

６
：

４

小 論 文 ・ 作 文

：

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

面 接

１
倍

学 力 検 査

調
　

査
　

書

実 技 検 査

２
倍

－
－－

第
　

 
二

 
　

次
 
　

募
　

 
集

学 力 検 査

教
科

の
評

定
の

扱
い

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書

面 接

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

小 論 文 ・ 作 文

個 人 面 接

満
 
 
 
 
 
 
点

個 人 面 接

割 合 (%
)推
薦

枠

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

調
査
書
の
活
用

１
倍

２
倍

７
：

３

－
－

70
0

２
倍

７
：

３
40
0

１
倍

教
　

科
学

力
検

査
を

実
施

し
な

い
教

科

学 力 検 査

割 合 (%
)

実 技 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
科

の
評

定
の

扱
い

調 査 書

－

70
0

－
－

20
70
0

30
0

30
0

国
数

英
１

倍
２

倍
７

：
３

－
国

数
英

社
理

(
国

数
英

は
自

校
作

成
)

－
－

－
30
0

－
１

倍

－

２
倍

７
：

３
70
0

30
0

２
倍

６
：

４

教
　

科

－
40
0

－
－ －

40
0

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－ 実 技 検 査

40
0

60
0

－
30
0

－

個
人

20
0

－

１
倍

２
倍

６
：

４

国
数

英
社

理

２
倍

１
倍

国
数

英
６

：
４

国
数

英
－

１
倍

１
倍

70
0

２
倍

７
：

３

１
倍

２
倍

７
：

３
国

数
英

70
0

30
0

－
20

個
人

20
0

－

70
0

60
0

個
人

20
0

－

国
数

英

40
0

６
：

４
２

倍

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理

国
数

英
社

理

２
倍

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理

１
倍

２
倍

60
0

－

40
0

６
：

４

２
倍

６
：

４
－

１
倍

１
倍

40
0

２
倍

６
：

４
60
0

40
0

60
0

－
－

－

－
－

－－

小 論 文 ・ 作 文

個
人

20
0

60
0

－ －－

－－ －

30
0

－
－

－
国

数
英

１
倍

国
数

英

70
0

70
0

７
：

３

－
－

30
0

－
30
0

７
：

３

国
数

英
社

理
－

２
倍

国
数

英
社

理

１
倍

７
：

３
－－

30
0

１
倍

－115－



電
気

40
○

－
○

45
0

40
0

－
－

*1 15
0

－

電
子

40
○

－
○

45
0

40
0

－
－

*1 15
0

－

情
報

技
術

40
○

－
○

45
0

40
0

－
－

*1 15
0

－

北
豊

島
工

科
都
市
防
災
技
術

40
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

足
立

工
科

総
合

技
術

40
－

－
○

45
0

40
0

－
－

*1 35
0

－

機
械

40
－

－
○

50
0

20
0

－
－

*2 30
0

－

電
子

40
－

－
○

50
0

20
0

－
－

*2 30
0

－

建
築

40
－

－
○

50
0

20
0

－
－

*2 30
0

－

デ
ュ

ア
ル

シ
ス

テ
ム

40
－

－
○

50
0

20
0

－
－

*2 30
0

－

機
械

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

電
気

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

情
報

技
術

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

工
業

技
術

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

町
田

工
科

総
合

情
報

40
－

－
○

50
0

30
0

－
－

*2 20
0

－

機
械

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

電
気

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

環
境

化
学

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

デ
ュ

ア
ル

シ
ス

テ
ム

40
－

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

機
械

40
○

－
○

40
0

30
0

－
作

文
10
0

－
－

建
築

40
○

－
○

40
0

30
0

－
作

文
10
0

－
－

都
市

工
学

40
○

－
○

40
0

30
0

－
作

文
10
0

－
－

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
1
3
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

*
2
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
1
4
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
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７
：

３

６
：

４
７

：
３

－
－－

30
0

７
：

３

国
数

英
社

理

教
　

　
科

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理

１
倍

２
倍

個
人

30
0

－

40
0

個
人

20
0

40
0

60
0

40
0

－

学 力 検 査

40
0

60
0

60
0

40
0

60
0

60
0

40
0

－ －

－
－

－

実 技 検 査

40
0

－

60
0

個
人

10
0

－ －－

－ －

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

６
：

４

調 査 書

面 接

60
0

調 査 書

６
：

４

小 論 文 ・ 作 文

－

２
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

１
倍

６
：

４

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理

２
倍

－

国
数

英
社

理

２
倍

１
倍

１
倍

国
数

英
社

理

２
倍

７
：

３

７
：

３
30
0

－

国
数

英

実 技 検 査

国
数

英

２
倍

６
：

４

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

：

１
倍

２
倍

学 力 検 査

１
倍

１
倍

２
倍

６
：

４

２
倍

－

国
数

英

２
倍

６
：

４

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

教
　

科

国
数

英

第
二

次
募

集

－
個

人
30
0

－

府
中

工
科

葛
西

工
科

科
名

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

調 査 書

個 人 面 接

調
査

書
の

活
用

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学
力

検
査

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学 校 設 定 検 査

２
倍

集 団 討 論満
 
 
 
 
 
 
点

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

評 定

田
無

工
科

多
摩

工
科

学
校

名

荒
川

工
科

推
薦

枠

１
倍

国
数

英
社

理

２
倍

国
数

英
社

理
１

倍
30
0

30
0

１
倍

調
　

査
　

書

70
0

７
：

３

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

70
0

教
科

の
評

定
の

扱
い

調 査 書

２
倍

－

学
力

検
査

国
数

英

第
一

次
募

集

国
数

英
社

理

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

70
0

学 力 検 査

20

調 査 書

：

－
－

－
20

－

30
0

７
：

３

小 論 文 ・ 作 文

面 接 －

20

－－
－

－－
－

－
－

20 20 20

30
0

20

30
0

70
0

70
0

国
数

英

１
倍

－

－
－

－
70
0

20

１
倍

国
数

英

－
１

倍

70
0

－

70
0

30
0

－

１
倍

２
倍

40
0

－
国

数
英

６
：

４
60
0

７
：

３

　
（
6
－
2
）
　
工
業
に
関
す
る
学
科
　
　

マ
シ

ン
ク
ラ
フ

ト
30

－
－

○
45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

ア
ー

ト
ク
ラ
フ

ト
30

－
－

○
45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

イ
ン
テ
リ
ア

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

デ
ザ
イ
ン

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ア
ー

ツ
30

－
－

○
45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

機
械

40
－

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 20
0

－

電
気

40
－

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 20
0

－

建
築

40
－

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 20
0

－

設
備
工
業

40
－

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 20
0

－

機
械

40
○

－
○

50
0

35
0

－
－

*1 15
0

－

自
動
車

40
○

－
○

50
0

35
0

－
－

*1 15
0

－

電
気

40
○

－
○

50
0

35
0

－
－

*1 15
0

－

建
築

40
○

－
○

50
0

35
0

－
－

*1 15
0

－

機
械

・
自

動
車

40
○

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 30
0

－

電
気

・
情
報
デ
ザ
イ
ン

40
○

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 30
0

－

建
築

・
都

市
工

学
40

○
－

○
50
0

30
0

－
－

*1 30
0

－

杉
並

工
科

Ｉ
Ｔ
・
環
境

40
○

－
○

50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
1
3
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
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第
一

次
募

集

－
－

６
：

４
個

人
30
0

学 力 検 査

１
倍

－

国
数

英
１

倍
６

：
４

60
0

－

40
0

－

調 査 書

面 接

：

調 査 書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

第
二

次
募

集

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

実 技 検 査

調
　

査
　

書

小 論 文 ・ 作 文

60
0

個
人

20
0

60
0

－

－
－－

２
倍

１
倍

国
数

英

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

国
数

英

２
倍

－

－ －
２

倍

－

国
数

英

国
数

英
個

人
30
0

40
0

個
人

30
0

60
0

学
校

名

工
芸

墨
田

工
科

総
合

工
科

学 校 設 定 検 査

科
名

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用

個 人 面 接

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

割 合 (%
)

２
倍

１
倍

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

小 論 文 ・ 作 文

－

30
0

国
数

英
社

理
２

倍
20

調 査 書

国
数

英
社

理

国
数

英
社

理
１

倍
２

倍

７
：

３

１
倍

２
倍

１
倍

－
－

30
0

70
0

集 団 討 論

評 定

調
　

査
　

書
学

力
検

査

学 力 検 査

実 技 検 査

６
：

４
２

倍

２
倍

60
0

教
科

の
評

定
の

扱
い

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

７
：

３

６
：

４

40
0

－

40
0

６
：

４

40
0

集
団

30
0

教
　

　
科

－

調 査 書

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

満
 
 
 
 
 
 
点

蔵
前

工
科

国
数

英
社

理

１
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

７
：

３

１
倍

教
　

科

学
力

検
査

－
２

倍

20

70
0

－ －実 技 検 査 －

－小 論 文 ・ 作 文

７
：

３
20

－

70
0

30
0

30
0

20

学 力 検 査

面 接

：

70
0

70
0

30
0

７
：

３

国
数

英
社

理
20

－

学 力 検 査

－116－



電
気

40
○

－
○

45
0

40
0

－
－

*1 15
0

－

電
子

40
○

－
○

45
0

40
0

－
－

*1 15
0

－

情
報

技
術

40
○

－
○

45
0

40
0

－
－

*1 15
0

－

北
豊

島
工

科
都
市
防
災
技
術

40
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

足
立

工
科

総
合

技
術

40
－

－
○

45
0

40
0

－
－

*1 35
0

－

機
械

40
－

－
○

50
0

20
0

－
－

*2 30
0

－

電
子

40
－

－
○

50
0

20
0

－
－

*2 30
0

－

建
築

40
－

－
○

50
0

20
0

－
－

*2 30
0

－

デ
ュ

ア
ル

シ
ス

テ
ム

40
－

－
○

50
0

20
0

－
－

*2 30
0

－

機
械

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

電
気

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

情
報

技
術

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

工
業

技
術

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

町
田

工
科

総
合

情
報

40
－

－
○

50
0

30
0

－
－

*2 20
0

－

機
械

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

電
気

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

環
境

化
学

40
○

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

デ
ュ

ア
ル

シ
ス

テ
ム

40
－

－
○

50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－

機
械

40
○

－
○

40
0

30
0

－
作

文
10
0

－
－

建
築

40
○

－
○

40
0

30
0

－
作

文
10
0

－
－

都
市

工
学

40
○

－
○

40
0

30
0

－
作

文
10
0

－
－

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
1
3
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

*
2
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
1
4
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
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７
：

３

６
：

４
７

：
３

－
－－

30
0

７
：

３

国
数

英
社

理

教
　

　
科

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理

１
倍

２
倍

個
人

30
0

－

40
0

個
人

20
0

40
0

60
0

40
0

－

学 力 検 査

40
0

60
0

60
0

40
0

60
0

60
0

40
0

－ －

－
－

－

実 技 検 査

40
0

－

60
0

個
人

10
0

－ －－

－ －

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

６
：

４

調 査 書

面 接

60
0

調 査 書

６
：

４

小 論 文 ・ 作 文

－

２
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

１
倍

６
：

４

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理

２
倍

－

国
数

英
社

理

２
倍

１
倍

１
倍

国
数

英
社

理

２
倍

７
：

３

７
：

３
30
0

－

国
数

英

実 技 検 査

国
数

英

２
倍

６
：

４

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

：

１
倍

２
倍

学 力 検 査

１
倍

１
倍

２
倍

６
：

４

２
倍

－

国
数

英

２
倍

６
：

４

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

教
　

科

国
数

英

第
二

次
募

集

－
個

人
30
0

－

府
中

工
科

葛
西

工
科

科
名

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

調 査 書

個 人 面 接

調
査

書
の

活
用

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学
力

検
査

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学 校 設 定 検 査

２
倍

集 団 討 論満
 
 
 
 
 
 
点

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

評 定

田
無

工
科

多
摩

工
科

学
校

名

荒
川

工
科

推
薦

枠

１
倍

国
数

英
社

理

２
倍

国
数

英
社

理
１

倍
30
0

30
0

１
倍

調
　

査
　

書

70
0

７
：

３

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

70
0

教
科

の
評

定
の

扱
い

調 査 書

２
倍

－

学
力

検
査

国
数

英

第
一

次
募

集

国
数

英
社

理

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

70
0

学 力 検 査

20

調 査 書

：

－
－

－
20

－

30
0

７
：

３

小 論 文 ・ 作 文

面 接 －

20

－－
－

－－
－

－
－

20 20 20

30
0

20

30
0

70
0

70
0

国
数

英

１
倍

－

－
－

－
70
0

20

１
倍

国
数

英

－
１

倍

70
0

－

70
0

30
0

－

１
倍

２
倍

40
0

－
国

数
英

６
：

４
60
0

７
：

３

　
（
6
－
2
）
　
工
業
に
関
す
る
学
科
　
　

マ
シ

ン
ク
ラ
フ

ト
30

－
－

○
45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

ア
ー

ト
ク
ラ
フ

ト
30

－
－

○
45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

イ
ン
テ
リ
ア

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

デ
ザ
イ
ン

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ア
ー

ツ
30

－
－

○
45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

機
械

40
－

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 20
0

－

電
気

40
－

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 20
0

－

建
築

40
－

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 20
0

－

設
備
工
業

40
－

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 20
0

－

機
械

40
○

－
○

50
0

35
0

－
－

*1 15
0

－

自
動
車

40
○

－
○

50
0

35
0

－
－

*1 15
0

－

電
気

40
○

－
○

50
0

35
0

－
－

*1 15
0

－

建
築

40
○

－
○

50
0

35
0

－
－

*1 15
0

－

機
械

・
自

動
車

40
○

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 30
0

－

電
気

・
情
報
デ
ザ
イ
ン

40
○

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 30
0

－

建
築

・
都

市
工

学
40

○
－

○
50
0

30
0

－
－

*1 30
0

－

杉
並

工
科

Ｉ
Ｔ
・
環
境

40
○

－
○

50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
1
3
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
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第
一

次
募

集

－
－

６
：

４
個

人
30
0

学 力 検 査

１
倍

－

国
数

英
１

倍
６

：
４

60
0

－

40
0

－

調 査 書

面 接

：

調 査 書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

第
二

次
募

集

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

実 技 検 査

調
　

査
　

書

小 論 文 ・ 作 文

60
0

個
人

20
0

60
0

－

－
－－

２
倍

１
倍

国
数

英

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

国
数

英

２
倍

－

－ －
２

倍

－

国
数

英

国
数

英
個

人
30
0

40
0

個
人

30
0

60
0

学
校

名

工
芸

墨
田

工
科

総
合

工
科

学 校 設 定 検 査

科
名

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用

個 人 面 接

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

割 合 (%
)

２
倍

１
倍

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

小 論 文 ・ 作 文

－

30
0

国
数

英
社

理
２

倍
20

調 査 書

国
数

英
社

理

国
数

英
社

理
１

倍
２

倍

７
：

３

１
倍

２
倍

１
倍

－
－

30
0

70
0

集 団 討 論

評 定

調
　

査
　

書
学

力
検

査

学 力 検 査

実 技 検 査

６
：

４
２

倍

２
倍

60
0

教
科

の
評

定
の

扱
い

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

７
：

３

６
：

４

40
0

－

40
0

６
：

４

40
0

集
団

30
0

教
　

　
科

－

調 査 書

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

満
 
 
 
 
 
 
点

蔵
前

工
科

国
数

英
社

理

１
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

７
：

３

１
倍

教
　

科

学
力

検
査

－
２

倍

20

70
0

－ －実 技 検 査 －

－小 論 文 ・ 作 文

７
：

３
20

－

70
0

30
0

30
0

20

学 力 検 査

面 接

：

70
0

70
0

30
0

７
：

３

国
数

英
社

理
20

－

学 力 検 査

－117－



　
（
6
－
5
）
　
商
業
に
関
す
る
学
科
　

芝
商

業
ビ

ジ
ネ

ス
40

○
－

○
30
0

20
0

－
作

文
10
0

－
－

江
東

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
－

－
○

60
0

30
0

－
作

文
30
0

－
－

第
三

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
－

－
○

50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

第
一

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
－

－
○

18
0

90
－

作
文

90
－

－

第
四

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
○

－
○

50
0

25
0

－
作

文
25
0

－
－

葛
飾

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
－

－
○

45
0

20
0

－
作

文
25
0

－
－

第
五

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
－

－
○

50
0

20
0

－
作

文
30
0

－
－

　
（
6
－
6
）
　
水
産
に
関
す
る
学
科
　

大
島

海
洋

国
際

海
洋

国
際

40
－

－
○

50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

－
－

70
0

国
数

英
社

理
70
0

70
0

70
0

国
数

英
社

理

７
：

３

30
0

20

30
0

調 査 書 30
0

１
倍

国
数

英
20
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70
0

*1
個

人
30
0

－ －
－

40
0

－

６
：

４

学
力

検
査

個
人

25
0

40
0

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

－

30
0

－

－

30
0

－

20
－

20
30
0

70
0

学
力

検
査

教
科

の
評

定
の

扱
い

１
倍

２
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

国
数

英

国
数

英
社

理
１

倍

２
倍

７
：

３

－

70
0

20
－－

－

教
科

の
評

定
の

扱
い

－

－

面 接

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

調
　

査
　

書

２
倍

１
倍

個
人

30
0

：

２
倍

40
0

60
0

学 力 検 査

面 接

調
　

査
　

書

小 論 文 ・ 作 文

第
二

次
募

集

調 査 書

学 力 検 査

教
　

科

－－

60
0

60
0

個
人

20
0

60
0

－

30
0

－実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

－

学
力

検
査

調 査 書
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６
：

４

割 合 (%
)

１
倍

国
数

英
社

理

２
倍

２
倍

第
一

次
募

集

学 力 検 査

学
校

名

評 定

調
査

書
の

活
用

満
 
 
 
 
 
 
点

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）
学

力
検

査
を

実
施

し
な

い
教

科

集 団 討 論

１
倍

国
数

英
社

理
－

満
 
 
 
 
 
 
点

実 技 検 査

*
1
　

大
島

海
洋

国
際

高
校

の
第

一
次

募
集

に
お

け
る

面
接

は
、

2
月

2
2
日

（
日

）
に

行
い

ま
す

。

評 定

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

小 論 文 ・ 作 文

国
数

英
社

理

教
　

　
科

１
倍

第
一

次
募

集

実 技 検 査

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学 校 設 定 検 査学 校 設 定 検 査

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

調 査 書

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

個 人 面 接

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用

個 人 面 接

推
薦

枠

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

学
校

名
科

名

科
名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

集 団 討 論

教
　

　
科

面 接

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

２
倍

２
倍

１
倍

７
：

３

７
：

３ 調 査 書

１
倍

７
：

３

７
：

３

２
倍

２
倍

30
0

実 技 検 査

調 査 書

－
－実 技 検 査

個
人

20
0

調 査 書

６
：

４

６
：

４
60
0

60
0

40
0

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－

－
20 20

－

－
40
0

－

１
倍

国
数

英
２

倍

６
：

４

国
数

英

国
数

英
２

倍

１
倍

国
数

英

１
倍

１
倍

国
数

英
１

倍

２
倍

－

６
：

４

－

－
個

人
20
0

２
倍

－
60
0

－
40
0

６
：

４

－

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－

小 論 文 ・ 作 文－
－

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

個
人

30
0

40
0

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

：

第
二

次
募

集

１
倍

面 接

調 査 書

調
　

査
　

書

２
倍

学 力 検 査

調 査 書

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

個
人

30
0

60
0

国
数

英
社

理

学 力 検 査学 力 検 査

：

－

１
倍

70
0

国
数

英
社

理

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

：

学
力

検
査 学

校
指

定
に

よ
る

傾
斜

配
点

７
：

３

調
　

査
　

書

７
：

３

教
科

の
評

定
の

扱
い

40
0

－
２

倍
６

：
４

－

学 力 検 査

国
数

英
20

教
　

科

　
（
6
－
3
）
　
工
業
に
関
す
る
学
科
（
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
）
　
　

中
野

工
科

食
品

サ
イ

エ
ン

ス
40

－
○

－
40
0

*1 30
0

－
－

*2 30
0

－
*
1
　
面
接
の
一
部
で
「
パ
ー

ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
行
う
。

練
馬

工
科

キ
ャ

リ
ア

技
術

40
－

○
－

40
0

*1 35
0

－
－

*2 25
0

－
*
1
　
面
接
の
一
部
で
「
パ
ー

ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
行
う
。

*
2
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
2
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

*
4
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
2
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

　
（
6
－
4
）
　
工
業
に
関
す
る
学
科
（
単
位
制
）
　

六
郷

工
科

も
の

づ
く

り
工

学
40

－
－

○
50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－
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－
１

倍
－

20

：

60
0

学 力 検 査

個
人

30
0

面 接

小 論 文 ・ 作 文

教
科

の
評

定
の

扱
い

個
人

*1 35
0

実
施

し
な

い

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

小 論 文 ・ 作 文

教
科

の
評

定
の

扱
い

*3 30
0

－

－
*3 30
0

－

実 技 検 査

第
一

次
募

集

調 査 書

*3

学
力

検
査

：

第
一

次
募

集

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

実 技 検 査*2 35
0

実
施

し
な

い
*3

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

個
人

*1 35
0

*3 30
0

－

実 技 検 査

学 力 検 査

－

：

面 接

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

実 技 検 査

教
科

の
評

定
の

扱
い

－

調 査 書

*3

小 論 文 ・ 作 文

－

第
二

次
募

集

教
　

　
科

70
0

－

集 団 討 論満
 
 
 
 
 
 
点

小 論 文 ・ 作 文

個 人 面 接

調 査 書

個 人 面 接

集 団 討 論

実 技 検 査

学 校 設 定 検 査

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

推
薦

枠

学
校

名

割 合 (%
)

科
名

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

調
査

書
の

活
用

実 技 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

満
 
 
 
 
 
 
点

割 合 (%
)

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

評 定

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

科
名

学
校

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
2
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

学 力 検 査

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

推
薦

枠

評 定

２
倍

国
数

英
社

理

教
　

　
科

実
施

し
な

い

１
倍

－
７

：
３

30
0

－

調 査 書

学 力 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

個
人

*4 35
0

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

－

教
　

科

*2 35
0

面 接

調 査 書

面 接

調
　

査
　

書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

35
0

調
査

書
の

活
用

学
力

検
査

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

小 論 文 ・ 作 文

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学 校 設 定 検 査

調 査 書

調
　

査
　

書

教
　

科

個
人

*4 35
0

－
実

施
し

な
い

－
－

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
力

検
査

調 査 書調 査 書

学
力

検
査

学 力 検 査

調 査 書

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

*3 30
0

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科調
　

査
　

書

*3

調 査 書

第
二

次
募

集

教
科

の
評

定
の

扱
い

*
3
　

調
査

書
点

は
、

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

を
用

い
て

得
点

化
し

ま
す

。
詳

細
は

別
表

4
付

表
(
P
1
3
6
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

（
第

一
次

募
集

及
び

第
二

次
募

集
に

お
い

て
も

、
推

薦
に

基
づ

く
選

抜
と

同
様

に
得

点
化

し
ま

す
。

）
。

　

－

：

－

学 力 検 査

国
数

英
40
0

２
倍

６
：

４

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

35
0

－

－118－



　
（
6
－
5
）
　
商
業
に
関
す
る
学
科
　

芝
商

業
ビ

ジ
ネ

ス
40

○
－

○
30
0

20
0

－
作

文
10
0

－
－

江
東

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
－

－
○

60
0

30
0

－
作

文
30
0

－
－

第
三

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
－

－
○

50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

第
一

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
－

－
○

18
0

90
－

作
文

90
－

－

第
四

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
○

－
○

50
0

25
0

－
作

文
25
0

－
－

葛
飾

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
－

－
○

45
0

20
0

－
作

文
25
0

－
－

第
五

商
業

ビ
ジ

ネ
ス

40
－

－
○

50
0

20
0

－
作

文
30
0

－
－

　
（
6
－
6
）
　
水
産
に
関
す
る
学
科
　

大
島

海
洋

国
際

海
洋

国
際

40
－

－
○

50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

－
－

70
0

国
数

英
社

理
70
0

70
0

70
0

国
数

英
社

理

７
：

３

30
0

20

30
0

調 査 書 30
0

１
倍

国
数

英
20
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70
0

*1
個

人
30
0

－ －
－

40
0

－

６
：

４

学
力

検
査

個
人

25
0

40
0

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

－

30
0

－

－

30
0

－

20
－

20
30
0

70
0

学
力

検
査

教
科

の
評

定
の

扱
い

１
倍

２
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

国
数

英

国
数

英
社

理
１

倍

２
倍

７
：

３

－

70
0

20
－－

－

教
科

の
評

定
の

扱
い

－

－

面 接

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

調
　

査
　

書

２
倍

１
倍

個
人

30
0

：

２
倍

40
0

60
0

学 力 検 査

面 接

調
　

査
　

書

小 論 文 ・ 作 文

第
二

次
募

集

調 査 書

学 力 検 査

教
　

科

－－

60
0

60
0

個
人

20
0

60
0

－

30
0

－実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

－

学
力

検
査

調 査 書
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６
：

４

割 合 (%
)

１
倍

国
数

英
社

理

２
倍

２
倍

第
一

次
募

集

学 力 検 査

学
校

名

評 定

調
査

書
の

活
用

満
 
 
 
 
 
 
点

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）
学

力
検

査
を

実
施

し
な

い
教

科

集 団 討 論

１
倍

国
数

英
社

理
－

満
 
 
 
 
 
 
点

実 技 検 査

*
1
　

大
島

海
洋

国
際

高
校

の
第

一
次

募
集

に
お

け
る

面
接

は
、

2
月

2
2
日

（
日

）
に

行
い

ま
す

。

評 定

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

小 論 文 ・ 作 文

国
数

英
社

理

教
　

　
科

１
倍

第
一

次
募

集

実 技 検 査

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学 校 設 定 検 査学 校 設 定 検 査

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

調 査 書

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

個 人 面 接

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用

個 人 面 接

推
薦

枠

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

学
校

名
科

名

科
名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

集 団 討 論

教
　

　
科

面 接

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

２
倍

２
倍

１
倍

７
：

３

７
：

３ 調 査 書

１
倍

７
：

３

７
：

３

２
倍

２
倍

30
0

実 技 検 査

調 査 書

－
－実 技 検 査

個
人

20
0

調 査 書

６
：

４

６
：

４
60
0

60
0

40
0

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－

－
20 20

－

－
40
0

－

１
倍

国
数

英
２

倍

６
：

４

国
数

英

国
数

英
２

倍

１
倍

国
数

英

１
倍

１
倍

国
数

英
１

倍

２
倍

－

６
：

４

－

－
個

人
20
0

２
倍

－
60
0

－
40
0

６
：

４

－

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－

小 論 文 ・ 作 文－
－

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

個
人

30
0

40
0

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

：

第
二

次
募

集

１
倍

面 接

調 査 書

調
　

査
　

書

２
倍

学 力 検 査

調 査 書

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

個
人

30
0

60
0

国
数

英
社

理

学 力 検 査学 力 検 査

：

－

１
倍

70
0

国
数

英
社

理

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

：

学
力

検
査 学

校
指

定
に

よ
る

傾
斜

配
点

７
：

３

調
　

査
　

書

７
：

３

教
科

の
評

定
の

扱
い

40
0

－
２

倍
６

：
４

－

学 力 検 査

国
数

英
20

教
　

科

　
（
6
－
3
）
　
工
業
に
関
す
る
学
科
（
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
）
　
　

中
野

工
科

食
品

サ
イ

エ
ン

ス
40

－
○

－
40
0

*1 30
0

－
－

*2 30
0

－
*
1
　
面
接
の
一
部
で
「
パ
ー

ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
行
う
。

練
馬

工
科

キ
ャ

リ
ア

技
術

40
－

○
－

40
0

*1 35
0

－
－

*2 25
0

－
*
1
　
面
接
の
一
部
で
「
パ
ー

ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
行
う
。

*
2
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
2
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

*
4
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
2
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

　
（
6
－
4
）
　
工
業
に
関
す
る
学
科
（
単
位
制
）
　

六
郷

工
科

も
の

づ
く

り
工

学
40

－
－

○
50
0

40
0

－
作

文
10
0

－
－
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－
１

倍
－

20

：

60
0

学 力 検 査

個
人

30
0

面 接

小 論 文 ・ 作 文

教
科

の
評

定
の

扱
い

個
人

*1 35
0

実
施

し
な

い

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

小 論 文 ・ 作 文

教
科

の
評

定
の

扱
い

*3 30
0

－

－
*3 30
0

－

実 技 検 査

第
一

次
募

集

調 査 書

*3

学
力

検
査

：

第
一

次
募

集

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

実 技 検 査*2 35
0

実
施

し
な

い
*3

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

個
人

*1 35
0

*3 30
0

－

実 技 検 査

学 力 検 査

－

：

面 接

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

実 技 検 査

教
科

の
評

定
の

扱
い

－

調 査 書

*3

小 論 文 ・ 作 文

－

第
二

次
募

集

教
　

　
科

70
0

－

集 団 討 論満
 
 
 
 
 
 
点

小 論 文 ・ 作 文

個 人 面 接

調 査 書

個 人 面 接

集 団 討 論

実 技 検 査

学 校 設 定 検 査

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

推
薦

枠

学
校

名

割 合 (%
)

科
名

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

調
査

書
の

活
用

実 技 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

満
 
 
 
 
 
 
点

割 合 (%
)

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

評 定

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

科
名

学
校

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
2
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

学 力 検 査

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

推
薦

枠

評 定

２
倍

国
数

英
社

理

教
　

　
科

実
施

し
な

い

１
倍

－
７

：
３

30
0

－

調 査 書

学 力 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

個
人

*4 35
0

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

－

教
　

科

*2 35
0

面 接

調 査 書

面 接

調
　

査
　

書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

35
0

調
査

書
の

活
用

学
力

検
査

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

小 論 文 ・ 作 文

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学 校 設 定 検 査

調 査 書

調
　

査
　

書

教
　

科

個
人

*4 35
0

－
実

施
し

な
い

－
－

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
力

検
査

調 査 書調 査 書

学
力

検
査

学 力 検 査

調 査 書

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

*3 30
0

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科調
　

査
　

書

*3

調 査 書

第
二

次
募

集

教
科

の
評

定
の

扱
い

*
3
　

調
査

書
点

は
、

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

を
用

い
て

得
点

化
し

ま
す

。
詳

細
は

別
表

4
付

表
(
P
1
3
6
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

（
第

一
次

募
集

及
び

第
二

次
募

集
に

お
い

て
も

、
推

薦
に

基
づ

く
選

抜
と

同
様

に
得

点
化

し
ま

す
。

）
。

　

－

：

－

学 力 検 査

国
数

英
40
0

２
倍

６
：

４

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

35
0

－

－119－



　
（
6
－
1
0
）
　
理
数
に
関
す
る
学
科
　

立
川

創
造

理
数

15
－

－
○

50
0

50
－

小
論

文
20
0

－

口
頭

試
問

*
1

2
5
0

科
学

技
術

創
造

理
数

20
－

－
○

50
0

10
0

－
小

論
文

20
0

－

口
頭

試
問

*
1

2
0
0

☆
　

理
数

に
関

す
る

学
科

の
推

薦
に

基
づ

く
選

抜
は

、
理

数
等

特
別

推
薦

の
み

実
施

し
ま

す
。

*
1
　

口
頭

試
問

の
詳

細
は

別
表

６
（

P
2
1
7
）

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

　
（
6
－
1
1
）
　
芸
術
に
関
す
る
学
科
　

美
術

30
－

－
○

50
0

10
0

－
－

70
0

－

舞
台

表
現

30
－

－
○

50
0

10
0

－
－

60
0

－

音
楽

30
－

－
○

50
0

10
0

－
－

1
0
0
0

－

　
（
6
－
1
2
）
　
体
育
に
関
す
る
学
科
　

駒
場

保
健

体
育

30
－

－
○

27
0

90
－

作
文

90
*1 60
0

－
*
1
　

運
動

能
力

テ
ス

ト

野
津

田
体

育
30

－
－

○
30
0

30
0

－
－

*2 50
0

－
*
2
　

運
動

技
能

等
検

査

２
倍

７
：

３
70
0

－
－

－

国
数

英
２

倍
６

：
４

60
0

６
：

４

－
１

倍

－
国

数
英 国
数

英

－

２
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

－
*1
,2

60
0

２
倍

－

*1
,2

70
0

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

教
科

の
評

定
の

扱
い

教
　

科

－

*
2
　

実
技

検
査

の
詳

細
は

別
表

６
(
P
2
1
6
）

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

 

運
動

技
能

等
検

査
*
2

5
0
0

個
人

20
0

－
40
0

30
0

20

60
0

－

60
0

20
－

40
0

20 20

－

40
0

20

30
0

－
－

学 力 検 査 70
0

７
：

３

調 査 書

学
校

名
科

名

調 査 書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

実 技 検 査

：
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面 接

満
 
 
 
 
 
 
点

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

推
薦

枠

調 査 書

個 人 面 接

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
　

　
科

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

調
　

査
　

書

学 力 検 査

－

第
二

次
募

集

２
倍

１
倍

１
倍

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

40
0

２
倍

40
0

２
倍

個
人

10
0

－

調 査 書

*2 60
0

個
人

10
0

－

40
0

－

40
0

－

第
二

次
募

集

－

：

面 接

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

40
0

教
　

科

学 力 検 査

学
力

検
査

－
40
0

40
0

２
倍

学 力 検 査

学 力 検 査

60
0満

　
　

　
　

　
　

　
　

点

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

６
：

４

*
1
　

実
技

検
査

の
詳

細
は

別
表

６
(
P
2
1
5
）

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

 

６
：

４

６
：

４

運
動

能
力

テ
ス

ト
等

*
1

3
0
0

調 査 書

面 接 －

60
0

－

実 技 検 査*2 70
0

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

－
－

２
倍

*2
10
00

60
0

１
倍

第
二

次
募

集

国
数

英
６

：
４

*1
,2

10
00

個
人

10
0

60
0

*
1
 
 
総

合
芸

術
高

校
の

第
一

次
募

集
に

お
け

る
実

技
検

査
は

、
美

術
科

・
舞

台
表

現
科

に
つ

い
て

は
2
月

2
2
日

(
日

)
、

音
楽

科
に

つ
い

て
は

2
月

2
1
日

(
土

)
及

び
2
2
日

(
日

)
に

行
い

ま
す

。

６
：

４

教
科

の
評

定
の

扱
い

60
0

調 査 書

－

学
力

検
査

国
数

英

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
力

検
査

調
　

査
　

書
学 力 検 査

：
教

　
科

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

面 接

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文 －
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20

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

国
数

英
１

倍
６

：
４

：

－

実 技 検 査

学
力

検
査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

調 査 書

60
0

運
動

能
力

テ
ス

ト
等

*
1

3
0
0

１
倍

運
動

技
能

等
検

査
*
2

5
0
0

国
数

英

調 査 書

学 力 検 査 ６
：

４

：
学

力
検

査
を

実
施

し
な

い
教

科

１
倍

60
0

60
0

教
科

の
評

定
の

扱
い

２
倍

学 力 検 査

１
倍

学 力 検 査

：

６
：

４
２

倍

面 接

実 技 検 査

調
査

書
の

活
用

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

国
数

英
社

理
（

国
数

英
は

自
校

作
成

）

調 査 書

学 力 検 査

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

１
倍

２
倍

１
倍

国
数

英
社

理

集 団 討 論

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

１
倍

調
　

査
　

書

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

割 合 (%
)

教
科

の
評

定
の

扱
い

数
理

1
.
5
倍

国
数

英
－

－

実 技 検 査

学 校 設 定 検 査学 校 設 定 検 査

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

小 論 文 ・ 作 文

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

評 定

調 査 書

調
査

書
の

活
用

教
　

　
科

集 団 討 論

推
薦

枠

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学
校

名

満
 
 
 
 
 
 
点

科
名

個 人 面 接

評 定

－

国
数

英
－

－
６

：
４

第
一

次
募

集

国
数

英
－

－
１

倍

学
力

検
査

40
0

－

国
数

英
－

－
60
0

１
倍

国
数

英
－

－

学 力 検 査

６
：

４

２
倍

推
薦

枠
調

　
査

　
書

割 合 (%
)

調 査 書

集 団 討 論

評 定

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

第
一

次
募

集

小 論 文 ・ 作 文

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
　

　
科

学
力

検
査

実 技 検 査

２
倍

総
合

芸
術

学
校

名

満
 
 
 
 
 
 
点

調
査

書
の

活
用

学 校 設 定 検 査

面 接

40
0

20
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文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

科
名

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

*
2
 
 
実

技
検

査
の

詳
細

は
別

表
６

(
P
2
1
4
～

2
1
5
）

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

 

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

小 論 文 ・ 作 文

個 人 面 接

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

第
一

次
募

集

小 論 文 ・ 作 文

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

　
（
6
－
7
）
　
家
庭
に
関
す
る
学
科
　

服
飾

30
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
15
0

－
－

食
物

30
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
15
0

－
－

瑞
穂

農
芸

生
活

デ
ザ

イ
ン

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
25
0

－
－

保
育
・
栄
養

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

調
理

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

　
（
6
－
8
）
　
家
庭
に
関
す
る
学
科
（
単
位
制
）

忍
岡

生
活

科
学

30
－

－
○

60
0

*1 30
0

－
作

文
30
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
最
初
に

「
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」
を
設

け
る
。

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
0
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

　
（
6
－
9
）
　
福
祉
に
関
す
る
学
科
　

野
津

田
福

祉
30

－
－

○
30
0

20
0

－
作

文
10
0

－
－

赤
羽

北
桜

介
護

福
祉

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

－
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７
：

３
－ －

30
0

第
一

次
募

集

－

実 技 検 査

１
倍

２
倍

－
30
0

学 力 検 査

学 力 検 査70
0

国
数

英

－

学
力

検
査

－－

教
　

科

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

30
0

－－

学
力

検
査

教
　

科

面 接

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

教
科

の
評

定
の

扱
い

教
科

の
評

定
の

扱
い

学 力 検 査

面 接

第
二

次
募

集

－
60
0

40
0

実 技 検 査

学 力 検 査

面 接

個
人

20
0

－小 論 文 ・ 作 文

40
0

調 査 書

60
0

－

60
0

－ －

１
倍

60
0

第
二

次
募

集

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

１
倍

国
数

英

－

２
倍

教
　

科

国
数

英

実 技 検 査 －

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学 力 検 査

－

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

個
人

30
0

60
0

学 力 検 査

調
　

査
　

書

－
40
0

１
倍

調
　

査
　

書

面 接

調 査 書

60
0満

　
　

　
　

　
　

　
　

点
満

　
　

　
　

　
　

　
　

点

６
：

４

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

２
倍

６
：

４
２

倍

２
倍

第
二

次
募

集

：

２
倍

学 力 検 査

教
科

の
評

定
の

扱
い

40
0

１
倍

個
人

30
0

２
倍

－

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

40
0

－

－

６
：

４

６
：

４

国
数

英

調 査 書

学 力 検 査

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

20
７

：
３

２
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

調 査 書

70
0

７
：

３

－
30
0
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2020
７

：
３

学
力

検
査

20

70
0

２
倍

調 査 書

７
：

３

学
校

名

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

集 団 討 論

赤
羽

北
桜

学
校

名
科

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

調 査 書

集 団 討 論満
 
 
 
 
 
 
点

推
薦

枠
文

化
・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）
学

力
検

査
を

実
施

し
な

い
教

科

教
　

　
科

：

調
　

査
　

書

国
数

英

30
0

－

国
数

英
社

理

１
倍

２
倍

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

満
 
 
 
 
 
 
点

調 査 書

評 定

個 人 面 接

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

農
業

科
名

割 合 (%
)

個 人 面 接

学 校 設 定 検 査

実 技 検 査

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

満
 
 
 
 
 
 
点

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

割 合 (%
)

学 校 設 定 検 査

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

個 人 面 接

調
査

書
の

活
用

評 定

推
薦

枠

調
査

書
の

活
用

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

学 校 設 定 検 査

国
数

英
社

理

科
名

調
　

査
　

書

評 定

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用

集 団 討 論

学
校

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

学
力

検
査

－

面 接

小 論 文 ・ 作 文

国
数

英
社

理
１

倍
２

倍

教
　

　
科

教
　

　
科

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

国
数

英
社

理

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

調 査 書

国
数

英
社

理

１
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書

面 接

20
－

－

第
一

次
募

集

70
0

－
７

：
３

小 論 文 ・ 作 文

：

学 力 検 査 70
0

調 査 書
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１
倍

30
0

国
数

英

－

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

40
0

－

個
人

30
0

－

個
人

30
0

調 査 書

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学 力 検 査

１
倍

２
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

教
科

の
評

定
の

扱
い

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

調
　

査
　

書

学
力

検
査

第
一

次
募

集

：

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

１
倍

国
数

英
社

理

：

６
：

４

６
：

４

学
力

検
査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

20

実 技 検 査

70
0

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学 力 検 査

調 査 書

１
倍

：

－120－



　
（
6
－
1
0
）
　
理
数
に
関
す
る
学
科
　

立
川

創
造

理
数

15
－

－
○

50
0

50
－

小
論

文
20
0

－

口
頭

試
問

*
1

2
5
0

科
学

技
術

創
造

理
数

20
－

－
○

50
0

10
0

－
小

論
文

20
0

－

口
頭

試
問

*
1

2
0
0

☆
　

理
数

に
関

す
る

学
科

の
推

薦
に

基
づ

く
選

抜
は

、
理

数
等

特
別

推
薦

の
み

実
施

し
ま

す
。

*
1
　

口
頭

試
問

の
詳

細
は

別
表

６
（

P
2
1
7
）

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

　
（
6
－
1
1
）
　
芸
術
に
関
す
る
学
科
　

美
術

30
－

－
○

50
0

10
0

－
－

70
0

－

舞
台

表
現

30
－

－
○

50
0

10
0

－
－

60
0

－

音
楽

30
－

－
○

50
0

10
0

－
－

1
0
0
0

－

　
（
6
－
1
2
）
　
体
育
に
関
す
る
学
科
　

駒
場

保
健

体
育

30
－

－
○

27
0

90
－

作
文

90
*1 60
0

－
*
1
　

運
動

能
力

テ
ス

ト

野
津

田
体

育
30

－
－

○
30
0

30
0

－
－

*2 50
0

－
*
2
　

運
動

技
能

等
検

査

２
倍

７
：

３
70
0

－
－

－

国
数

英
２

倍
６

：
４

60
0

６
：

４

－
１

倍

－
国

数
英 国
数

英

－

２
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

－
*1
,2

60
0

２
倍

－

*1
,2

70
0

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

教
科

の
評

定
の

扱
い

教
　

科

－

*
2
　

実
技

検
査

の
詳

細
は

別
表

６
(
P
2
1
6
）

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

 

運
動

技
能

等
検

査
*
2

5
0
0

個
人

20
0

－
40
0

30
0

20

60
0

－

60
0

20
－

40
0

20 20

－

40
0

20

30
0

－
－

学 力 検 査 70
0

７
：

３

調 査 書

学
校

名
科

名

調 査 書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

実 技 検 査

：
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面 接

満
 
 
 
 
 
 
点

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

推
薦

枠

調 査 書

個 人 面 接

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
　

　
科

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

調
　

査
　

書

学 力 検 査

－

第
二

次
募

集

２
倍

１
倍

１
倍

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

40
0

２
倍

40
0

２
倍

個
人

10
0

－

調 査 書

*2 60
0

個
人

10
0

－

40
0

－

40
0

－

第
二

次
募

集

－

：

面 接

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

40
0

教
　

科

学 力 検 査

学
力

検
査

－
40
0

40
0

２
倍

学 力 検 査

学 力 検 査

60
0満

　
　

　
　

　
　

　
　

点

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

６
：

４

*
1
　

実
技

検
査

の
詳

細
は

別
表

６
(
P
2
1
5
）

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

 

６
：

４

６
：

４

運
動

能
力

テ
ス

ト
等

*
1

3
0
0

調 査 書

面 接 －

60
0

－

実 技 検 査*2 70
0

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

－
－

２
倍

*2
10
00

60
0

１
倍

第
二

次
募

集

国
数

英
６

：
４

*1
,2

10
00

個
人

10
0

60
0

*
1
 
 
総

合
芸

術
高

校
の

第
一

次
募

集
に

お
け

る
実

技
検

査
は

、
美

術
科

・
舞

台
表

現
科

に
つ

い
て

は
2
月

2
2
日

(
日

)
、

音
楽

科
に

つ
い

て
は

2
月

2
1
日

(
土

)
及

び
2
2
日

(
日

)
に

行
い

ま
す

。

６
：

４

教
科

の
評

定
の

扱
い

60
0

調 査 書

－

学
力

検
査

国
数

英

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
力

検
査

調
　

査
　

書
学 力 検 査

：
教

　
科

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

面 接

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文 －
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20

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

国
数

英
１

倍
６

：
４

：

－

実 技 検 査

学
力

検
査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

調 査 書

60
0

運
動

能
力

テ
ス

ト
等

*
1

3
0
0

１
倍

運
動

技
能

等
検

査
*
2

5
0
0

国
数

英

調 査 書

学 力 検 査 ６
：

４

：
学

力
検

査
を

実
施

し
な

い
教

科

１
倍

60
0

60
0

教
科

の
評

定
の

扱
い

２
倍

学 力 検 査

１
倍

学 力 検 査

：

６
：

４
２

倍

面 接

実 技 検 査

調
査

書
の

活
用

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

国
数

英
社

理
（

国
数

英
は

自
校

作
成

）

調 査 書

学 力 検 査

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

１
倍

２
倍

１
倍

国
数

英
社

理

集 団 討 論

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

１
倍

調
　

査
　

書

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

割 合 (%
)

教
科

の
評

定
の

扱
い

数
理

1
.
5
倍

国
数

英
－

－

実 技 検 査

学 校 設 定 検 査学 校 設 定 検 査

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

小 論 文 ・ 作 文

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

評 定

調 査 書

調
査

書
の

活
用

教
　

　
科

集 団 討 論

推
薦

枠

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学
校

名

満
 
 
 
 
 
 
点

科
名

個 人 面 接

評 定

－

国
数

英
－

－
６

：
４

第
一

次
募

集

国
数

英
－

－
１

倍

学
力

検
査

40
0

－

国
数

英
－

－
60
0

１
倍

国
数

英
－

－

学 力 検 査

６
：

４

２
倍

推
薦

枠
調

　
査

　
書

割 合 (%
)

調 査 書

集 団 討 論

評 定

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

第
一

次
募

集

小 論 文 ・ 作 文

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
　

　
科

学
力

検
査

実 技 検 査

２
倍

総
合

芸
術

学
校

名

満
 
 
 
 
 
 
点

調
査

書
の

活
用

学 校 設 定 検 査

面 接

40
0

20
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文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

科
名

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

*
2
 
 
実

技
検

査
の

詳
細

は
別

表
６

(
P
2
1
4
～

2
1
5
）

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

 

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

小 論 文 ・ 作 文

個 人 面 接

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

第
一

次
募

集

小 論 文 ・ 作 文

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

　
（
6
－
7
）
　
家
庭
に
関
す
る
学
科
　

服
飾

30
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
15
0

－
－

食
物

30
－

－
○

45
0

36
0

－
作

文
15
0

－
－

瑞
穂

農
芸

生
活

デ
ザ

イ
ン

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
25
0

－
－

保
育
・
栄
養

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

調
理

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

　
（
6
－
8
）
　
家
庭
に
関
す
る
学
科
（
単
位
制
）

忍
岡

生
活

科
学

30
－

－
○

60
0

*1 30
0

－
作

文
30
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
最
初
に

「
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」
を
設

け
る
。

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
0
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

　
（
6
－
9
）
　
福
祉
に
関
す
る
学
科
　

野
津

田
福

祉
30

－
－

○
30
0

20
0

－
作

文
10
0

－
－

赤
羽

北
桜

介
護

福
祉

30
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

－
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７
：

３
－ －

30
0

第
一

次
募

集

－

実 技 検 査

１
倍

２
倍

－
30
0

学 力 検 査

学 力 検 査70
0

国
数

英

－

学
力

検
査

－－

教
　

科

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

30
0

－－

学
力

検
査

教
　

科

面 接

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

教
科

の
評

定
の

扱
い

教
科

の
評

定
の

扱
い

学 力 検 査

面 接

第
二

次
募

集

－
60
0

40
0

実 技 検 査

学 力 検 査

面 接

個
人

20
0

－小 論 文 ・ 作 文

40
0

調 査 書

60
0

－

60
0

－ －

１
倍

60
0

第
二

次
募

集

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

１
倍

国
数

英

－

２
倍

教
　

科

国
数

英

実 技 検 査 －

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学 力 検 査

－

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

個
人

30
0

60
0

学 力 検 査

調
　

査
　

書

－
40
0

１
倍

調
　

査
　

書

面 接

調 査 書

60
0満

　
　

　
　

　
　

　
　

点
満

　
　

　
　

　
　

　
　

点

６
：

４

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

２
倍

６
：

４
２

倍

２
倍

第
二

次
募

集

：

２
倍

学 力 検 査

教
科

の
評

定
の

扱
い

40
0

１
倍

個
人

30
0

２
倍

－

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

40
0

－

－

６
：

４

６
：

４

国
数

英

調 査 書

学 力 検 査

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

20
７

：
３

２
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

調 査 書

70
0

７
：

３

－
30
0
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2020
７

：
３

学
力

検
査

20

70
0

２
倍

調 査 書

７
：

３

学
校

名

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

集 団 討 論

赤
羽

北
桜

学
校

名
科

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

調 査 書

集 団 討 論満
 
 
 
 
 
 
点

推
薦

枠
文

化
・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）
学

力
検

査
を

実
施

し
な

い
教

科

教
　

　
科

：

調
　

査
　

書

国
数

英

30
0

－

国
数

英
社

理

１
倍

２
倍

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

満
 
 
 
 
 
 
点

調 査 書

評 定

個 人 面 接

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

農
業

科
名

割 合 (%
)

個 人 面 接

学 校 設 定 検 査

実 技 検 査

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

満
 
 
 
 
 
 
点

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

割 合 (%
)

学 校 設 定 検 査

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

個 人 面 接

調
査

書
の

活
用

評 定

推
薦

枠

調
査

書
の

活
用

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

学 校 設 定 検 査

国
数

英
社

理

科
名

調
　

査
　

書

評 定

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用

集 団 討 論

学
校

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

学
力

検
査

－

面 接

小 論 文 ・ 作 文

国
数

英
社

理
１

倍
２

倍

教
　

　
科

教
　

　
科

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

国
数

英
社

理

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

調 査 書

国
数

英
社

理

１
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書

面 接

20
－

－

第
一

次
募

集

70
0

－
７

：
３

小 論 文 ・ 作 文

：

学 力 検 査 70
0

調 査 書
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１
倍

30
0

国
数

英

－

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

40
0

－

個
人

30
0

－

個
人

30
0

調 査 書

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学 力 検 査

１
倍

２
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

教
科

の
評

定
の

扱
い

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

調
　

査
　

書

学
力

検
査

第
一

次
募

集

：

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

１
倍

国
数

英
社

理

：

６
：

４

６
：

４

学
力

検
査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

20

実 技 検 査

70
0

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学 力 検 査

調 査 書

１
倍

：

－121－



　
（
6
－
1
5
）
　
産
業
科
　
　

橘
産

業
40

－
－

○
45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

産
業

(
デ

ザ
イ

ン
分

野
)

40
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

産
業

(
ク

ラ
フ

ト
分

野
)

40
○

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

産
業

(
シ

ス
テ

ム
情

報
分

野
)

40
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

産
業

(
ビ

ジ
ネ

ス
情

報
分

野
)

40
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

（
７
）
　
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
進
学
重
視
型
）

　
（
7
－
1
）
　
科
学
技
術
科
　
　

科
学

技
術

科
学

技
術

40
－

－
○

50
0

20
0

－
－

*1 30
0

－

多
摩

科
学

技
術

科
学

技
術

30
ー

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 20
0

－

学 力 検 査

－

７
：

３

20

調
　

査
　

書

－
国

数
英

20

１
倍
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30
0

30
0

40
0

第
二

次
募

集

調 査 書

：

－

－
20

国
数

英
－

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

小 論 文 ・ 作 文

調
　

査
　

書

面 接

学 力 検 査

－－

－

60
0

１
倍

２
倍

面 接

実 技 検 査

２
倍

：

６
：

４

調
　

査
　

書

40
0

－

調 査 書

学
力

検
査

調 査 書

７
：

３

70
0

70
0

７
：

３

第
一

次
募

集

－

－
１

倍
国

数
英

社
理

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

２
倍

70
0

２
倍

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

２
倍

－

調 査 書

60
0

60
0

－

学 力 検 査

－
40
0

－

－ 実 技 検 査

－

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

６
：

４

１
倍

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

調 査 書

満
 
 
 
 
 
 
点

学
校

名
学

校
指

定
に

よ
る

傾
斜

配
点

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

評 定

集 団 討 論

学 校 設 定 検 査

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用

科
名

国
数

英
社

理

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

教
　

　
科

割 合 (%
)

小 論 文 ・ 作 文

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学 校 設 定 検 査

評 定

八
王

子
桑

志

学
校

名
科

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

教
　

　
科

１
倍

学
力

検
査

集 団 討 論

調
　

査
　

書
調

査
書

の
活

用
推

薦
枠

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

教
科

の
評

定
の

扱
い

第
一

次
募

集

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

個 人 面 接

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

調 査 書

実 技 検 査

：

個
人

30
0

教
科

の
評

定
の

扱
い

30
0

調 査 書

６
：

４

小 論 文 ・ 作 文

２
倍

70
0

60
0

E S A T │ J

Y E A R 3 結 果

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
　

科

実 技 検 査

面 接

調 査 書

－

－
40
0

６
：

４
－

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

１
倍

－

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

国
数

英
社

理

学 力 検 査

学 力 検 査

－

小 論 文 ・ 作 文

小 論 文 ・ 作 文

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

面 接

教
　

科

数
理

１
.
５

倍

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

－
数

理
１

.
５

倍
２

倍

７
：

３

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

１
倍

：

20
－

学 力 検 査

調 査 書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

*
1
　

実
技

検
査

の
詳

細
は

別
表

６
(
P
2
1
6
）

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

国
数

英

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

第
二

次
募

集

個 人 面 接

満
 
 
 
 
 
 
点

実 技 検 査

国
数

英
社

理

－

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力

検
査

２
倍

30
0

国
数

英

　
（
6
－
1
3
）
　
国
際
関
係
に
関
す
る
学
科
　

国
際

国
際

30
－

－
○

50
0

*1 20
0

－
小

論
文

30
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
で
１
分
程
度

の
「
自
己
Ｐ
Ｒ
」
を
行
う
。

個 人 面 接 20
0

20
0

☆
　

推
薦

に
基

づ
く

選
抜

は
実

施
し

ま
せ

ん
。

☆
　

4
月

入
学

生
徒

の
選

抜
の

応
募

資
格

は
P
4
6
～

5
0
を

、
9
月

入
学

生
徒

の
選

抜
の

応
募

資
格

は
P
5
0
～

5
1
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

☆
　

英
語

運
用

能
力

検
査

は
自

校
作

成
で

、
リ

ス
ニ

ン
グ

問
題

を
含

め
た

筆
記

問
題

を
6
0
分

で
実

施
し

、
別

途
、

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

テ
ス

ト
を

1
0
分

で
実

施
し

ま
す

。

☆
　

数
学

活
用

能
力

検
査

は
自

校
作

成
で

、
検

査
時

間
を

6
0
分

で
実

施
し

ま
す

。

*
3
　

現
地

校
出

身
者

及
び

外
国

籍
を

有
す

る
者

の
う

ち
外

国
人

学
校

等
の

出
身

者
に

つ
い

て
は

、
成

績
証

明
書

等
を

も
っ

て
調

査
書

に
代

え
ま

す
。

　
　

成
績

証
明

書
等

を
記

載
す

る
際

の
注

意
事

項
に

つ
い

て
は

、
令

和
７

年
1
2
月

1
日

以
降

、
学

校
が

配
布

す
る

実
施

要
項

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

中
学

校
に

在
学

し
て

い
る

者
又

は
既

に
卒

業
し

た
者

に
つ

い
て

は
調

査
書

を
活

用
し

ま
す

。

　
　

　
（
6
－
1
4
）
　
併
合
科

大
島

併
合

(
農

林
・

家
政

)

三
宅

併
合

(
農

業
・

家
政

)

八
丈

併
合

(
園

芸
・

家
政

)

７
：

３

実 技 検 査

－

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－
－

－
７

：
３

－

調
　

査
　

書

２
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

70
0

30
0

学
力

検
査

小 論 文 ・ 作 文

国
数

英

実 技 検 査

－

第
一

次
募

集

*
2

国
数

英
社

理
（
英
は
自
校
作
成
）

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

調 査 書

20

70
0

面 接
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－
20

小 論 文 ・ 作 文

面 接

１
倍

調
　

査
　

書

１
倍

小 論 文 ・ 作 文

60
0

－
－

40
0

－

60
0

６
：

４

面 接

－
－

－
－

40
0

６
：

４
40
0

60
0

70
0

国
数

英

－

20

－
国

数
英

：

学 力 検 査

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

２
倍

学 力 検 査

調 査 書

教
　

科

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

第
二

次
募

集

実 技 検 査

調 査 書

学
校

名

30
0

：

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

調
　

査
　

書
学

力
検

査

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

２
倍

国
数

英

１
倍

実
施

し
な

い

７
：

３

調 査 書

第
一

次
募

集

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

英
２

倍

－

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

科
名

学 校 設 定 検 査

小 論 文 ・ 作 文

調
査

書
の

活
用

個 人 面 接

満
 
 
 
 
 
 
点

評 定

実 技 検 査

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

教
　

　
科

集 団 討 論

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

割 合 (%
)

学
力

検
査

推
薦

枠

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

調 査 書

調 査 書

備
　
　
　
　
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る
留
意
点
） 学

力
検

査
を

実
施

す
る

教
科

２
倍

－
７

：
３

国
数

英
社

理

実
施

し
な

い
－

30
0

検
　
　
査
　
　
等
　
　
及
　
　
び
　
　
満
　
　
点

*3 30

*2 10
0

個 人 面 接

－－

20

*3 30

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
　

科

調 査 書

学 力 検 査

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

：
：

教
科

の
評

定
の

扱
い

小 論 文

学 力 検 査

数 学 活 用

能 力 検 査

調
　

査
　

書

*1 10
0

20
0

全
て

の
検

査
の

得
点

に
基

準
を

設
け

、
一

つ
で

も
基

準
に

達
し

な
い

場
合

は
選

考
の

対
象

と
し

な
い

。
*
1
　

英
語

運
用

能
力

検
査

は
、

英
語

に
よ

る
授

業
に

必
要

な
力

の
有

無
（

適
・

不
適

）
の

判
定

の
み

に
使

用
し

、
得

点
は

総
合

成
績

に
含

め
な

い
。

*
2
　

数
学

活
用

能
力

検
査

は
、

数
学

や
科

学
の

授
業

に
必

要
な

力
の

有
無

（
適

・
不

適
）

の
判

定
の

み
に

使
用

し
、

得
点

は
総

合
成

績
に

含
め

な
い

。

20
0

調 査 書

*1 10
0

科
名

英 語 運 用

能 力 検 査

第
二

次
募

集

４
月

入
学

*2 10
0

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

教
　

　
科

国
　

　
　

　
　

　
　

際
（

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
コ

ー
ス

）
９

月
入

学

国
数

英
社

理

実 技 検 査

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
力

検
査

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

調 査 書

推
薦

枠
満

 
 
 
 
 
 
点

実 技 検 査

評 定

面 接

調 査 書

学 力 検 査
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１
倍

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

小 論 文 ・ 作 文

調
査

書
の

活
用

１
倍

*
2
　

国
際

高
校

の
第

一
次

募
集

に
お

け
る

英
語

は
、

リ
ス

ニ
ン

グ
問

題
を

含
め

て
自

校
作

成
問

題
で

実
施

し
ま

す
。

検
査

時
間

は
5
0
分

で
す

。
1
0
0
点

満
点

で
採

点
し

た
後

に
、

２
倍

し
ま

す
。

個
人

10
0

学
　
　
　
　
校
　
　
　
　
名

学
校

名

２
倍

－
70
0

２
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

－

国
数

英
社

理
１

倍

30
0

１
倍

40
0

６
：

４

60
0

２
倍

６
：

４

－

学 力 検 査

調 査 書

２
倍

集 団 討 論

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

実
施

し
な

い

－122－



　
（
6
－
1
5
）
　
産
業
科
　
　

橘
産

業
40

－
－

○
45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

産
業

(
デ

ザ
イ

ン
分

野
)

40
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

産
業

(
ク

ラ
フ

ト
分

野
)

40
○

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

産
業

(
シ

ス
テ

ム
情

報
分

野
)

40
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

産
業

(
ビ

ジ
ネ

ス
情

報
分

野
)

40
－

－
○

45
0

30
0

－
作

文
15
0

－
－

（
７
）
　
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
進
学
重
視
型
）

　
（
7
－
1
）
　
科
学
技
術
科
　
　

科
学

技
術

科
学

技
術

40
－

－
○

50
0

20
0

－
－

*1 30
0

－

多
摩

科
学

技
術

科
学

技
術

30
ー

－
○

50
0

30
0

－
－

*1 20
0

－

学 力 検 査

－

７
：

３

20

調
　

査
　

書

－
国

数
英

20

１
倍
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30
0

30
0

40
0

第
二

次
募

集

調 査 書

：

－

－
20

国
数

英
－

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

小 論 文 ・ 作 文

調
　

査
　

書

面 接

学 力 検 査

－－

－

60
0

１
倍

２
倍

面 接

実 技 検 査

２
倍

：

６
：

４

調
　

査
　

書

40
0

－

調 査 書

学
力

検
査

調 査 書

７
：

３

70
0

70
0

７
：

３

第
一

次
募

集

－

－
１

倍
国

数
英

社
理

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

２
倍

70
0

２
倍

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

２
倍

－

調 査 書

60
0

60
0

－

学 力 検 査

－
40
0

－

－ 実 技 検 査

－

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

６
：

４

１
倍

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

調 査 書

満
 
 
 
 
 
 
点

学
校

名
学

校
指

定
に

よ
る

傾
斜

配
点

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

評 定

集 団 討 論

学 校 設 定 検 査

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用

科
名

国
数

英
社

理

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

教
　

　
科

割 合 (%
)

小 論 文 ・ 作 文

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

学 校 設 定 検 査

評 定

八
王

子
桑

志

学
校

名
科

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

教
　

　
科

１
倍

学
力

検
査

集 団 討 論

調
　

査
　

書
調

査
書

の
活

用
推

薦
枠

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

教
科

の
評

定
の

扱
い

第
一

次
募

集

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

個 人 面 接

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

調 査 書

実 技 検 査

：

個
人

30
0

教
科

の
評

定
の

扱
い

30
0

調 査 書

６
：

４

小 論 文 ・ 作 文

２
倍

70
0

60
0
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調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
　

科

実 技 検 査

面 接

調 査 書

－

－
40
0

６
：

４
－

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

１
倍

－

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

国
数

英
社

理

学 力 検 査

学 力 検 査

－

小 論 文 ・ 作 文

小 論 文 ・ 作 文

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

面 接

教
　

科

数
理

１
.
５

倍

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

－
数

理
１

.
５

倍
２

倍

７
：

３

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

１
倍

：

20
－

学 力 検 査

調 査 書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

*
1
　

実
技

検
査

の
詳

細
は

別
表

６
(
P
2
1
6
）

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

国
数

英

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

第
二

次
募

集

個 人 面 接

満
 
 
 
 
 
 
点

実 技 検 査

国
数

英
社

理

－

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力

検
査

２
倍

30
0

国
数

英

　
（
6
－
1
3
）
　
国
際
関
係
に
関
す
る
学
科
　

国
際

国
際

30
－

－
○

50
0

*1 20
0

－
小

論
文

30
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
で
１
分
程
度

の
「
自
己
Ｐ
Ｒ
」
を
行
う
。

個 人 面 接 20
0

20
0

☆
　

推
薦

に
基

づ
く

選
抜

は
実

施
し

ま
せ

ん
。

☆
　

4
月

入
学

生
徒

の
選

抜
の

応
募

資
格

は
P
4
6
～

5
0
を

、
9
月

入
学

生
徒

の
選

抜
の

応
募

資
格

は
P
5
0
～

5
1
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

☆
　

英
語

運
用

能
力

検
査

は
自

校
作

成
で

、
リ

ス
ニ

ン
グ

問
題

を
含

め
た

筆
記

問
題

を
6
0
分

で
実

施
し

、
別

途
、

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

テ
ス

ト
を

1
0
分

で
実

施
し

ま
す

。

☆
　

数
学

活
用

能
力

検
査

は
自

校
作

成
で

、
検

査
時

間
を

6
0
分

で
実

施
し

ま
す

。

*
3
　

現
地

校
出

身
者

及
び

外
国

籍
を

有
す

る
者

の
う

ち
外

国
人

学
校

等
の

出
身

者
に

つ
い

て
は

、
成

績
証

明
書

等
を

も
っ

て
調

査
書

に
代

え
ま

す
。

　
　

成
績

証
明

書
等

を
記

載
す

る
際

の
注

意
事

項
に

つ
い

て
は

、
令

和
７

年
1
2
月

1
日

以
降

、
学

校
が

配
布

す
る

実
施

要
項

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

中
学

校
に

在
学

し
て

い
る

者
又

は
既

に
卒

業
し

た
者

に
つ

い
て

は
調

査
書

を
活

用
し

ま
す

。

　
　

　
（
6
－
1
4
）
　
併
合
科

大
島

併
合

(
農

林
・

家
政

)

三
宅

併
合

(
農

業
・

家
政

)

八
丈

併
合

(
園

芸
・

家
政

)

７
：

３

実 技 検 査

－

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

－
－

－
７

：
３

－

調
　

査
　

書

２
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

70
0

30
0

学
力

検
査

小 論 文 ・ 作 文

国
数

英

実 技 検 査

－

第
一

次
募

集

*
2

国
数

英
社

理
（
英
は
自
校
作
成
）

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

調 査 書

20

70
0

面 接
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－
20

小 論 文 ・ 作 文

面 接

１
倍

調
　

査
　

書

１
倍

小 論 文 ・ 作 文

60
0

－
－

40
0

－

60
0

６
：

４

面 接

－
－

－
－

40
0

６
：

４
40
0

60
0

70
0

国
数

英

－

20

－
国

数
英

：

学 力 検 査

学 力 検 査

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

２
倍

学 力 検 査

調 査 書

教
　

科

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

第
二

次
募

集

実 技 検 査

調 査 書

学
校

名

30
0

：

１
倍

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

調
　

査
　

書
学

力
検

査

教
科

の
評

定
の

扱
い

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

２
倍

国
数

英

１
倍

実
施

し
な

い

７
：

３

調 査 書

第
一

次
募

集

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

英
２

倍

－

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

科
名

学 校 設 定 検 査

小 論 文 ・ 作 文

調
査

書
の

活
用

個 人 面 接

満
 
 
 
 
 
 
点

評 定

実 技 検 査

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

教
　

　
科

集 団 討 論

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

割 合 (%
)

学
力

検
査

推
薦

枠

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

調 査 書

調 査 書

備
　
　
　
　
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る
留
意
点
） 学

力
検

査
を

実
施

す
る

教
科

２
倍

－
７

：
３

国
数

英
社

理

実
施

し
な

い
－

30
0

検
　
　
査
　
　
等
　
　
及
　
　
び
　
　
満
　
　
点

*3 30

*2 10
0

個 人 面 接

－－

20

*3 30

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

教
　

科

調 査 書

学 力 検 査

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

：
：

教
科

の
評

定
の

扱
い

小 論 文

学 力 検 査

数 学 活 用

能 力 検 査

調
　

査
　

書

*1 10
0

20
0

全
て

の
検

査
の

得
点

に
基

準
を

設
け

、
一

つ
で

も
基

準
に

達
し

な
い

場
合

は
選

考
の

対
象

と
し

な
い

。
*
1
　

英
語

運
用

能
力

検
査

は
、

英
語

に
よ

る
授

業
に

必
要

な
力

の
有

無
（

適
・

不
適

）
の

判
定

の
み

に
使

用
し

、
得

点
は

総
合

成
績

に
含

め
な

い
。

*
2
　

数
学

活
用

能
力

検
査

は
、

数
学

や
科

学
の

授
業

に
必

要
な

力
の

有
無

（
適

・
不

適
）

の
判

定
の

み
に

使
用

し
、

得
点

は
総

合
成

績
に

含
め

な
い

。

20
0

調 査 書

*1 10
0

科
名

英 語 運 用

能 力 検 査

第
二

次
募

集

４
月

入
学

*2 10
0

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

教
　

　
科

国
　

　
　

　
　

　
　

際
（

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
コ

ー
ス

）
９

月
入

学

国
数

英
社

理

実 技 検 査

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
力

検
査

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

調 査 書

推
薦

枠
満

 
 
 
 
 
 
点

実 技 検 査

評 定

面 接

調 査 書

学 力 検 査
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１
倍

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

小 論 文 ・ 作 文

調
査

書
の

活
用

１
倍

*
2
　

国
際

高
校

の
第

一
次

募
集

に
お

け
る

英
語

は
、

リ
ス

ニ
ン

グ
問

題
を

含
め

て
自

校
作

成
問

題
で

実
施

し
ま

す
。

検
査

時
間

は
5
0
分

で
す

。
1
0
0
点

満
点

で
採

点
し

た
後

に
、

２
倍

し
ま

す
。

個
人

10
0

学
　
　
　
　
校
　
　
　
　
名

学
校

名

２
倍

－
70
0

２
倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

－

国
数

英
社

理
１

倍

30
0

１
倍

40
0

６
：

４

60
0

２
倍

６
：

４

－

学 力 検 査

調 査 書

２
倍

集 団 討 論

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

実
施

し
な

い

－123－



（
９
）
　
海
外
帰
国
生
徒
等
対
象

　
（
9
－
1
）
　
帰
国
生
徒
対
象

面 接

作 文

実 技 検 査

個
人

10
0

－
－

個
人

10
0

*2 10
0

－

個
人

10
0

－
－

個
人

10
0

*2 10
0

－

個
人

10
0

－
－

個
人

10
0

*2 10
0

－

日
本

人
学

校
出

身
者

個
人

10
0

－
－

現
地

校
出

身
者

個
人

10
0

－
－

個
人

20
0

*2 40
0

－

☆
　

4
月

入
学

生
徒

の
選

抜
は

、
日

本
人

学
校

出
身

者
及

び
現

地
校

出
身

者
が

対
象

で
す

。
9
月

入
学

生
徒

の
選

抜
は

、
現

地
校

出
身

者
が

対
象

で
す

。

*
1
　

現
地

校
出

身
者

に
つ

い
て

は
、

現
地

校
の

成
績

証
明

書
等

を
も

っ
て

調
査

書
に

代
え

ま
す

。

 
 
 
 
な

お
、

中
学

校
に

在
学

し
て

い
る

者
又

は
既

に
卒

業
し

た
者

に
つ

い
て

は
調

査
書

を
活

用
し

ま
す

。

　
（
9
－
2
）
　
引
揚
生
徒
対
象

面 接

作 文

実 技 検 査

個
人

18
0

90
－

個
人

10
0

1
0
0

－

個
人

10
0

1
0
0

－

調 査 書*1 10
0

満
　
　
点

*1 10
0

90 20
0

30
0

光
丘

－
作

文
は

３
０

分

*
2
　

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

国
数

英
（

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

）

－

－学 力 検 査－

深
川

学
校

名
教
　
　
　
　
科

*1 10
0

*1 10
0

*
2
　

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

*1 10
0

－ －
９

月
入

学

30
0

*1 10
0

*
2
　

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

*1 10
0

*1 10
0

*1 10
0

*
2
　

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

備
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る
留
意
点
）

学 力 検 査

調 査 書

満
　
　
点

30
0

30
0

30
0

－ －
20
0

作
文

は
４

０
分

国
数

英
（

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

）

学
力

検
査

に
代

え
て

面
接

・
作

文
を

実
施

学
　
力
　
検
　
査

作
文

は
３

０
分

備
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る
留
意
点
）

学
力

検
査

に
代

え
て

面
接

・
作

文
を

実
施

富
士

森
学

力
検

査
に

代
え

て
面

接
・

作
文

を
実

施

三
田

竹
早

日
野

台

国
際

４
月

入
学

９
月

入
学

４
月

入
学

９
月

入
学

４
月

入
学

４
月

入
学

学
　
力
　
検
　
査

教
　
　
　
科
　

学
校

名

９
月

入
学

国
数

英
（

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

）

－

国
数

英
（

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

）

－

国
数

英
（

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

）

－

　
（
7
－
2
）
　
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
　
　

大
田

桜
台

ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾈ
ｽ

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

40
－

○
－

65
0

50
0

－
作

文
15
0

－
－

千
早

ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾈ
ｽ

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

40
○

－
○

40
0

30
0

－
小

論
文

1
0
0

－
－

（
８
）
　
総
合
学
科

晴
海

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

72
0

*1 48
0

－
作

文
24
0

－
－

＊
1
　
個
人
面
接
の
一
部
で

３
分
程
度
の
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
行
う
。

つ
ば

さ
総

合
総

合
学

科
30

○
－

○
40
0

20
0

－
－

*2 20
0

－

世
田

谷
総

合
総

合
学

科
30

○
－

○
50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

杉
並

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

22
5

15
0

－
作

文
10
0

－
－

王
子

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

50
0

25
0

－
作

文
25
0

－
－

葛
飾

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

72
0

*1 54
0

－
作

文
20
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
一
部
で

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
う
。

青
梅

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

40
0

20
0

－
作

文
20
0

－
－

町
田

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

50
0

*1 30
0

－
作

文
20
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
一
部
で

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
う
。

東
久

留
米

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

90
0

40
0

－
作

文
50
0

－
－

若
葉

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

60
0

*1 30
0

－
作

文
30
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
一
部
で

「
自
己
Ｐ
Ｒ
」
を
行
う
。

20

１
倍

学 力 検 査

：
学

力
検

査
を

実
施

す
る

教
科

20

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

調 査 書
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E S A T │ J

Y E A R 3 結 果

20

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

20

面 接 －

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学 力 検 査

学 力 検 査

60
0

学 力 検 査

－

調 査 書

調 査 書 40
0

調 査 書 40
0

面 接 －
－実 技 検 査

－

－－

－ －－小 論 文 ・ 作 文 －

個
人

20
0

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

60
0

個
人

20
0

40
0

面 接

－

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

*
2
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
1
6
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
0
～

2
2
1
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

－

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

第
二

次
募

集

学
校

名
科

名

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

個 人 面 接

集 団 討 論

推
薦

枠

教
科

の
評

定
の

扱
い

国
英

１
.
５

倍

学 校 設 定 検 査

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

調
査

書
の

活
用

評 定

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

学 力 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

１
倍

実 技 検 査

30
0

２
倍

小 論 文 ・ 作 文

２
倍

学 力 検 査

調
　

査
　

書

７
：

３ 調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学
力

検
査

学
力

検
査

国
数

英
社

理

第
一

次
募

集

70
0

：

面 接

満
 
 
 
 
 
 
点

教
　

　
科

国
数

英
社

理

実 技 検 査

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

満
 
 
 
 
 
 
点

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

調 査 書

教
　

　
科

小 論 文 ・ 作 文

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

個 人 面 接

集 団 討 論

学 校 設 定 検 査

個
人

20
0

学
力

検
査

国
英

社
１

.
５

倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

学 力 検 査

調 査 書

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用

調 査 書

実 技 検 査

第
一

次
募

集

割 合 (%
)

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

調
　

査
　

書

学
校

名
科

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

評 定

６
：

４
－

６
：

４

教
科

の
評

定
の

扱
い

－

小 論 文 ・ 作 文 －

：

１
倍

－

－
国

数
英

学
力

検
査

国
数

英

教
　

科

：

学 力 検 査 ６
：

４
－

教
　

科

－

－

国
数

英
－

－

－

20
70
0

－

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

２
倍

６
：

４

１
倍

調
　

査
　

書

１
倍

２
倍

７
：

３
国

数
英

社
理

30
0

７
：

３

70
0

30
0

１
倍

２
倍

７
：

３

国
数

英
社

理
７

：
３

20
70
0

６
：

４
60
0

２
倍

１
倍

２
倍

－
１

倍
－

国
数

英

国
数

英
社

理
70
0

20

６
：

４
１

倍

国
数

英

－

30
0

－
１

倍

－
70
0

30
0

－
－

国
数

英
20

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理
７

：
３

国
数

英
社

理
２

倍
７

：
３

１
倍

７
：

３
70
0

30
0

－

１
倍

２
倍

７
：

３
70
0

30
0

30
0

20 20

－ －
６

：
４

国
数

英

１
倍

２
倍

－
１

倍

国
数

英
70
0

－
60
0

２
倍

70
0

７
：

３

１
倍

６
：

４

国
数

英
社

理
20

６
：

４
国

数
英

－
１

倍
１

倍
30
0

－
－

２
倍

国
数

英
－

－

60
0

２
倍

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理

－－
国

数
英

社
理

国
数

英
社

理

７
：

３
１

倍
２

倍

１
倍

２
倍

70
0

７
：

３

30
0

国
数

英
社

理

70
0

40
0

－
国

数
英

２
倍

個
人

20
0

２
倍

－
20

１
倍

－

30
0

－
－

－
国

数
英

40
0

１
倍

40
0

個
人

10
0

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

30
0

実 技 検 査

60
0

60
0

１
倍

２
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

２
倍

－－

個
人

20
0

－

第
二

次
募

集

40
0

教
科

の
評

定
の

扱
い

２
倍

個
人

10
0

40
0

60
0

－
６

：
４

60
0

40
0

－－

60
0

－

６
：

４
－

個
人

20
0

２
倍

個
人

20
0

40
0

60
0

40
0

２
倍

－
－－

－
－

－
６

：
４

60
0

40
0

－

－124－



（
９
）
　
海
外
帰
国
生
徒
等
対
象

　
（
9
－
1
）
　
帰
国
生
徒
対
象

面 接

作 文

実 技 検 査

個
人

10
0

－
－

個
人

10
0

*2 10
0

－

個
人

10
0

－
－

個
人

10
0

*2 10
0

－

個
人

10
0

－
－

個
人

10
0

*2 10
0

－

日
本

人
学

校
出

身
者

個
人

10
0

－
－

現
地

校
出

身
者

個
人

10
0

－
－

個
人

20
0

*2 40
0

－

☆
　

4
月

入
学

生
徒

の
選

抜
は

、
日

本
人

学
校

出
身

者
及

び
現

地
校

出
身

者
が

対
象

で
す

。
9
月

入
学

生
徒

の
選

抜
は

、
現

地
校

出
身

者
が

対
象

で
す

。

*
1
　

現
地

校
出

身
者

に
つ

い
て

は
、

現
地

校
の

成
績

証
明

書
等

を
も

っ
て

調
査

書
に

代
え

ま
す

。

 
 
 
 
な

お
、

中
学

校
に

在
学

し
て

い
る

者
又

は
既

に
卒

業
し

た
者

に
つ

い
て

は
調

査
書

を
活

用
し

ま
す

。

　
（
9
－
2
）
　
引
揚
生
徒
対
象

面 接

作 文

実 技 検 査

個
人

18
0

90
－

個
人

10
0

1
0
0

－

個
人

10
0

1
0
0

－

調 査 書*1 10
0

満
　
　
点

*1 10
0

90 20
0

30
0

光
丘

－
作

文
は

３
０

分

*
2
　

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

国
数

英
（

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

）

－

－学 力 検 査－

深
川

学
校

名
教
　
　
　
　
科

*1 10
0

*1 10
0

*
2
　

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

*1 10
0

－ －
９

月
入

学

30
0

*1 10
0

*
2
　

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

*1 10
0

*1 10
0

*1 10
0

*
2
　

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

備
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る
留
意
点
）

学 力 検 査

調 査 書

満
　
　
点

30
0

30
0

30
0

－ －
20
0

作
文

は
４

０
分

国
数

英
（

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

）

学
力

検
査

に
代

え
て

面
接

・
作

文
を

実
施

学
　
力
　
検
　
査

作
文

は
３

０
分

備
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る
留
意
点
）

学
力

検
査

に
代

え
て

面
接

・
作

文
を

実
施

富
士

森
学

力
検

査
に

代
え

て
面

接
・

作
文

を
実

施

三
田

竹
早

日
野

台

国
際

４
月

入
学

９
月

入
学

４
月

入
学

９
月

入
学

４
月

入
学

４
月

入
学

学
　
力
　
検
　
査

教
　
　
　
科
　

学
校

名

９
月

入
学

国
数

英
（

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

）

－

国
数

英
（

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

）

－

国
数

英
（

帰
国

生
徒

対
象

共
通

問
題

）

－

　
（
7
－
2
）
　
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
　
　

大
田

桜
台

ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾈ
ｽ

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

40
－

○
－

65
0

50
0

－
作

文
15
0

－
－

千
早

ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾈ
ｽ

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

40
○

－
○

40
0

30
0

－
小

論
文

1
0
0

－
－

（
８
）
　
総
合
学
科

晴
海

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

72
0

*1 48
0

－
作

文
24
0

－
－

＊
1
　
個
人
面
接
の
一
部
で

３
分
程
度
の
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
行
う
。

つ
ば

さ
総

合
総

合
学

科
30

○
－

○
40
0

20
0

－
－

*2 20
0

－

世
田

谷
総

合
総

合
学

科
30

○
－

○
50
0

30
0

－
作

文
20
0

－
－

杉
並

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

22
5

15
0

－
作

文
10
0

－
－

王
子

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

50
0

25
0

－
作

文
25
0

－
－

葛
飾

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

72
0

*1 54
0

－
作

文
20
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
一
部
で

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
う
。

青
梅

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

40
0

20
0

－
作

文
20
0

－
－

町
田

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

50
0

*1 30
0

－
作

文
20
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
一
部
で

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
う
。

東
久

留
米

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

90
0

40
0

－
作

文
50
0

－
－

若
葉

総
合

総
合

学
科

30
○

－
○

60
0

*1 30
0

－
作

文
30
0

－
－

*
1
　
個
人
面
接
の
一
部
で

「
自
己
Ｐ
Ｒ
」
を
行
う
。

20

１
倍

学 力 検 査

：
学

力
検

査
を

実
施

す
る

教
科

20

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

調 査 書

E S A T │ J

Y E A R 3 結 果

E S A T │ J

Y E A R 3 結 果

20

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

20

面 接 －

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学 力 検 査

学 力 検 査

60
0

学 力 検 査

－

調 査 書

調 査 書 40
0

調 査 書 40
0

面 接 －
－実 技 検 査

－

－－

－ －－小 論 文 ・ 作 文 －

個
人

20
0

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

60
0

個
人

20
0

40
0

面 接

－

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

*
2
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
1
6
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

*
1
　

詳
細

は
別

表
6
(
P
2
2
0
～

2
2
1
)
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

－

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

第
二

次
募

集

学
校

名
科

名

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

個 人 面 接

集 団 討 論

推
薦

枠

教
科

の
評

定
の

扱
い

国
英

１
.
５

倍

学 校 設 定 検 査

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

調
査

書
の

活
用

評 定

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

学 力 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

１
倍

実 技 検 査

30
0

２
倍

小 論 文 ・ 作 文

２
倍

学 力 検 査

調
　

査
　

書

７
：

３ 調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

学
力

検
査

学
力

検
査

国
数

英
社

理

第
一

次
募

集

70
0

：

面 接

満
 
 
 
 
 
 
点

教
　

　
科

国
数

英
社

理

実 技 検 査

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

満
 
 
 
 
 
 
点

学
校

指
定

に
よ

る
傾

斜
配

点

調 査 書

教
　

　
科

小 論 文 ・ 作 文

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

個 人 面 接

集 団 討 論

学 校 設 定 検 査

個
人

20
0

学
力

検
査

国
英

社
１

.
５

倍

教
科

の
評

定
の

扱
い

学 力 検 査

調 査 書

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用

調 査 書

実 技 検 査

第
一

次
募

集

割 合 (%
)

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

調
　

査
　

書

学
校

名
科

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く

　
　

選
　

　
抜

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

評 定

６
：

４
－

６
：

４

教
科

の
評

定
の

扱
い

－

小 論 文 ・ 作 文 －

：

１
倍

－

－
国

数
英

学
力

検
査

国
数

英

教
　

科

：

学 力 検 査 ６
：

４
－

教
　

科

－

－

国
数

英
－

－

－

20
70
0

－

調 査 書

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

２
倍

６
：

４

１
倍

調
　

査
　

書

１
倍

２
倍

７
：

３
国

数
英

社
理

30
0

７
：

３

70
0

30
0

１
倍

２
倍

７
：

３

国
数

英
社

理
７

：
３

20
70
0

６
：

４
60
0

２
倍

１
倍

２
倍

－
１

倍
－

国
数

英

国
数

英
社

理
70
0

20

６
：

４
１

倍

国
数

英

－

30
0

－
１

倍

－
70
0

30
0

－
－

国
数

英
20

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理
７

：
３

国
数

英
社

理
２

倍
７

：
３

１
倍

７
：

３
70
0

30
0

－

１
倍

２
倍

７
：

３
70
0

30
0

30
0

20 20

－ －
６

：
４

国
数

英

１
倍

２
倍

－
１

倍

国
数

英
70
0

－
60
0

２
倍

70
0

７
：

３

１
倍

６
：

４

国
数

英
社

理
20

６
：

４
国

数
英

－
１

倍
１

倍
30
0

－
－

２
倍

国
数

英
－

－

60
0

２
倍

１
倍

２
倍

国
数

英
社

理

－－
国

数
英

社
理

国
数

英
社

理

７
：

３
１

倍
２

倍

１
倍

２
倍

70
0

７
：

３

30
0

国
数

英
社

理

70
0

40
0

－
国

数
英

２
倍

個
人

20
0

２
倍

－
20

１
倍

－

30
0

－
－

－
国

数
英

40
0

１
倍

40
0

個
人

10
0

調
　

査
　

書

学
力

検
査

を
実

施
し

な
い

教
科

30
0

実 技 検 査

60
0

60
0

１
倍

２
倍

学
力

検
査

を
実

施
す

る
教

科

２
倍

－－

個
人

20
0

－

第
二

次
募

集

40
0

教
科

の
評

定
の

扱
い

２
倍

個
人

10
0

40
0

60
0

－
６

：
４

60
0

40
0

－－

60
0

－

６
：

４
－

個
人

20
0

２
倍

個
人

20
0

40
0

60
0

40
0

２
倍

－
－－

－
－

－
６

：
４

60
0

40
0

－
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（
１
）
　
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科

学
力
検
査

大
崎

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

大
森

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

松
原

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

豊
島

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

足
立

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－

南
葛

飾
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

１
倍

２
倍

個
人

－
－

江
戸

川
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

１
倍

２
倍

個
人

－
－

葛
西

南
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

１
倍

２
倍

個
人

－
－

６
：

４

６
：

４

教
科
の
評
定
の
扱
い

６
：

４

６
：

４

学 力 検 査 ６
：

４

６
：

４

調
　
　
査
　
　
書

６
：

４

６
：

４

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

６
：

４

６
：

４

６
：

４

６
：

４

６
：

４

６
：

４

６
：

４

２
　
都
立
高
等
学
校
・
定
時
制
課
程

調 査 書

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

教
　
科

調 査 書

学
校

名

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

教
科
の
評
定
の
扱
い

学
力
検
査

第
一

次
募

集

│
結 果

調
　
　
査
　
　
書

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

満
　
　
　
点

第
二

次
募

集

面 接

調 査 書

面 接

満
　
　
　
点

小 論 文 ・ 作 文

学 力 検 査

：

調 査 書

実 技 検 査

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学 力 検 査

：
教
　
科

学 力 検 査 ６
：

４

　
（
9
－
1
）
　
帰
国
生
徒
対
象

面 接

作 文

実 技 検 査

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

4
0
0

20
0

－

個
人

4
0
0

20
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

*
1
　

在
京

外
国

人
生

徒
等

に
つ

い
て

は
、

出
身

校
の

成
績
証
明
書

等
を
も
っ
て
調
査
書
に
代
え
ま
す
。

 
 
 
 
な

お
、

中
学

校
に

在
学

し
て

い
る

者
又

は
既

に
卒
業
し
た
者

に
つ
い
て
は
調
査
書
を
活
用
し
ま
す
。

（
9
－
3
）
　
在
京
外
国
人
生
徒
等
対
象

40
0

－
杉

並
総

合
４

月
入

学
－

－
*
1

1
0
0

個
人

2
0
0

府
中

西

４
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

９
月

入
学

－
*
1

1
0
0

学
校

名

学
　
力
　
検
　
査

満
　
　
点

備
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る
留
意
点
）

教
　
　
　
科
　

学 力 検 査

調 査 書 *
1

1
0
0

竹
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
台

４
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

９
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

田
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柄

４
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

９
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

９
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

９
月

入
学

－
－

南
葛

飾

４
月

入
学

－
－ －

９
月

入
学

－

飛
鳥

４
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

*
1

1
0
0

国
際

４
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

－
*
1

1
0
0

40
0

－
六

郷
工

科
４

月
入

学
－

－
*
1

1
0
0

個
人

2
0
0
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（
１
）
　
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科

学
力
検
査

大
崎

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

大
森

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

松
原

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

豊
島

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

足
立

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－

南
葛

飾
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

１
倍

２
倍

個
人

－
－

江
戸

川
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

１
倍

２
倍

個
人

－
－

葛
西

南
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

１
倍

２
倍

個
人

－
－

６
：

４

６
：

４

教
科
の
評
定
の
扱
い

６
：

４

６
：

４

学 力 検 査 ６
：

４

６
：

４

調
　
　
査
　
　
書

６
：

４

６
：

４

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

６
：

４

６
：

４

６
：

４

６
：

４

６
：

４

６
：

４

６
：

４

２
　
都
立
高
等
学
校
・
定
時
制
課
程

調 査 書

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

教
　
科

調 査 書

学
校

名

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

教
科
の
評
定
の
扱
い

学
力
検
査

第
一

次
募

集

│
結 果

調
　
　
査
　
　
書

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

満
　
　
　
点

第
二

次
募

集

面 接

調 査 書

面 接

満
　
　
　
点

小 論 文 ・ 作 文

学 力 検 査

：

調 査 書

実 技 検 査

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学 力 検 査

：
教
　
科

学 力 検 査 ６
：

４

　
（
9
－
1
）
　
帰
国
生
徒
対
象

面 接

作 文

実 技 検 査

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

4
0
0

20
0

－

個
人

4
0
0

20
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

個
人

2
0
0

40
0

－

*
1
　

在
京

外
国

人
生

徒
等

に
つ

い
て

は
、

出
身

校
の

成
績
証
明
書

等
を
も
っ
て
調
査
書
に
代
え
ま
す
。

 
 
 
 
な

お
、

中
学

校
に

在
学

し
て

い
る

者
又

は
既

に
卒
業
し
た
者

に
つ
い
て
は
調
査
書
を
活
用
し
ま
す
。

（
9
－
3
）
　
在
京
外
国
人
生
徒
等
対
象

40
0

－
杉

並
総

合
４

月
入

学
－

－
*
1

1
0
0

個
人

2
0
0

府
中

西

４
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

９
月

入
学

－
*
1

1
0
0

学
校

名

学
　
力
　
検
　
査

満
　
　
点

備
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る
留
意
点
）

教
　
　
　
科
　

学 力 検 査

調 査 書 *
1

1
0
0

竹
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
台

４
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

９
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

田
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柄

４
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

９
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

９
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

９
月

入
学

－
－

南
葛

飾

４
月

入
学

－
－ －

９
月

入
学

－

飛
鳥

４
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

*
1

1
0
0

国
際

４
月

入
学

－
－

*
1

1
0
0

－
*
1

1
0
0

40
0

－
六

郷
工

科
４

月
入

学
－

－
*
1

1
0
0

個
人

2
0
0
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（
２
）
　
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科
　
　

　
（
2
－
1
）
　
農
業
に
関
す
る
学
科
　
　

学
力
検
査

園
芸
園

芸
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

１
倍

２
倍

個
人

－
－

農
芸
農

芸
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

１
倍

２
倍

個
人

－
－

農
産
農

産
国

数
英

－
－

各
教

科
2
5
分

で
実

施
１

倍
２

倍
－

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

農
業
食
品
化
学

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－

　
（
2
－
2
）
　
工
業
に
関
す
る
学
科
　
　

学
力
検
査

マ
シ

ン
ク
ラ
フ

ト

ア
ー

ト
ク
ラ
フ

ト

イ
ン
テ
リ
ア

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ア
ー

ツ

墨
田
工
科
総
合
技
術

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

総
合
工
科
総
合
技
術

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

│
結 果

│
結 果

７
：

３
６

：
４

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書

学 力 検 査

満
　
　
　
点

面 接

学 力 検 査

個
人

科
名

：

実 技 検 査

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

面 接

：

６
：

４

学
力
検
査

６
：

４

工
芸

学 力 検 査

満
　
　
　
点

調 査 書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

科
名

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

学 力 検 査

学 力 検 査

教
科
の
評
定
の
扱
い

調 査 書

調 査 書

実 技 検 査

調 査 書

：

小 論 文 ・ 作 文

教
　
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

学
校

名

第
一

次
募

集

実 技 検 査

教
科
の
評
定
の
扱
い

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

調
　
　
査
　
　
書

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

教
　
科

学
校

名

教
　
科

学 力 検 査

学
力
検
査

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

第
一

次
募

集

学 力 検 査

：

学 力 検 査

満
　
　
　
点

調 査 書

面 接

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

第
二

次
募

集

教
科
の
評
定
の
扱
い

調
　
　
査
　
　
書

面 接

調
　
　
査
　
　
書

実 技 検 査

教
　
科

調 査 書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

教
科
の
評
定
の
扱
い

６
：

４

６
：

４

小 論 文 ・ 作 文

６
：

４

第
二

次
募

集

６
：

４
６

：
４

満
　
　
　
点

６
：

４
６

：
４

６
：

４

－
個

人
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
６

：
４

－
－

－
国

数
英

１
倍

２
倍

６
：

４

（
（（

（

学
力
検
査

農
業

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－

神
代

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

町
田

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

福
生

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

五
日

市
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

5
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

大
島

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－

八
丈

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

調
　
　
査
　
　
書

６
：

４

７
：

３

小 論 文 ・ 作 文

：

６
：

４

教
科
の
評
定
の
扱
い

６
：

４

６
：

４
６

：
４

６
：

４

６
：

４

６
：

４

６
：

４

６
：

４
６

：
４

学
校

名

教
科
の
評
定
の
扱
い

調
　
　
査
　
　
書

調 査 書

教
　
科

学
力
検
査

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

満
　
　
　
点

：

学 力 検 査

面 接

│
結 果

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

第
二

次
募

集

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

学 力 検 査

学 力 検 査

調 査 書

満
　
　
　
点

面 接

調 査 書

調 査 書

実 技 検 査

学 力 検 査

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

教
　
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

第
一

次
募

集

６
：

４

７
：

３

（
（
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（
２
）
　
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科
　
　

　
（
2
－
1
）
　
農
業
に
関
す
る
学
科
　
　

学
力
検
査

園
芸
園

芸
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

１
倍

２
倍

個
人

－
－

農
芸
農

芸
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

１
倍

２
倍

個
人

－
－

農
産
農

産
国

数
英

－
－

各
教

科
2
5
分

で
実

施
１

倍
２

倍
－

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

農
業
食
品
化
学

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－

　
（
2
－
2
）
　
工
業
に
関
す
る
学
科
　
　

学
力
検
査

マ
シ

ン
ク
ラ
フ

ト

ア
ー

ト
ク
ラ
フ

ト

イ
ン
テ
リ
ア

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ア
ー

ツ

墨
田
工
科
総
合
技
術

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

総
合
工
科
総
合
技
術

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

│
結 果

│
結 果

７
：

３
６

：
４

学
力
検
査
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実
施

す
る
教
科

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書

学 力 検 査

満
　
　
　
点

面 接

学 力 検 査
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人

科
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：

実 技 検 査

学
力
検
査
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し
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い
教
科

面 接
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４

学
力
検
査
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４

工
芸
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満
　
　
　
点

調 査 書

学
力
検
査
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す
る
教
科

科
名

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査
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実
施
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教
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教
科
の
評
定
の
扱
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調 査 書

調 査 書
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調 査 書

：
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教
　
科

学
力
検
査
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実
施
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学
校

名
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集
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教
科
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評
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の
扱
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自
校
作
成
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考

学
力
検
査
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な
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教
科

調
　
　
査
　
　
書

自
校
作
成
問
題
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る
選
考

教
　
科

学
校

名

教
　
科

学 力 検 査

学
力
検
査

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

第
一

次
募

集

学 力 検 査

：

学 力 検 査

満
　
　
　
点

調 査 書

面 接

学
力
検
査

を
実
施

す
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書
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４
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４
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４
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４
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４
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点
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４

－
個

人
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
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－
－

－
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数
英

１
倍
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倍

６
：

４

（
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学
力
検
査

農
業

国
数

英
－
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１
倍

２
倍

個
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－

国
数

英
１

倍
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倍
個

人
－

－

神
代

国
数

英
－
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１
倍

２
倍

個
人

－
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国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
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分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

町
田

国
数
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１
倍
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倍

個
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－
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国
数

英
３
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個
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－
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日
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数
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倍
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倍
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倍
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－
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島

国
数

英
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１
倍

２
倍
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－
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数
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倍
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倍
個

人
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数
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倍
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査
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す
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教
科
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点

：

学 力 検 査
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３
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2
－
4
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合
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数
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2
－
5
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業
科
　
　

学
力
検
査

橘
産

業
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
国

数
英

３
教

科
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総
合

し
て

6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－
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面 接

学
校

名

学
力
検
査
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実
施
し

な
い
教
科

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

：

調 査 書
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一

次
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集

学
力
検
査

調
　
　
査
　
　
書

学 力 検 査

満
　
　
　
点

科
名

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

教
　
科

教
科
の
評
定
の
扱
い

学 力 検 査

：

満
　
　
　
点

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

学 力 検 査

実 技 検 査

調 査 書

面 接

学
校

名
科

名

第
一

次
募

集

学
力
検
査

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

面 接

小 論 文 ・ 作 文

教
　
科

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

教
科
の
評
定
の
扱
い

学 力 検 査

調 査 書

満
　
　
　
点

調 査 書

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

調 査 書

６
：

４

学 力 検 査

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

第
二

次
募

集

実 技 検 査

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

教
科
の
評
定
の
扱
い

小 論 文 ・ 作 文

６
：

４

面 接

調 査 書

：

調 査 書

学 力 検 査

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学 力 検 査

第
二

次
募

集

調
　
　
査
　
　
書

満
　
　
　
点

学 力 検 査

：

実 技 検 査

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

６
：

４

教
　
科

６
：

４

教
　
科

教
科
の
評
定
の
扱
い

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学
力
検
査

中
野
工
科

総
合

技
術

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

荒
川
工
科
電
気
・
電
子

国
数

－
社

－
－

１
倍

２
倍

－
集

団
－

－
国

数
社

１
倍

２
倍

集
団

－
－

本
所
工
科

総
合

技
術

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－

機
械

電
気
・
電
子

　
（
2
－
3
）
　
商
業
に
関
す
る
学
科
　
　

学
力
検
査

第
三
商
業

商
業

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
5
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

足
立

商
業

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－

第
五
商
業

商
業

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－
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│
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点

第
一

次
募

集

実 技 検 査

学
力
検
査

教
科
の
評
定
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扱
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学 力 検 査

調 査 書
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－
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二

次
募

集

実 技 検 査

面 接

自
校
作
成
問
題
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よ
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考

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

個
人

－

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学 力 検 査

学
校

名

小 論 文 ・ 作 文

科
名

６
：

４

６
：

４

調
　
　
査
　
　
書

教
科
の
評
定
の
扱
い

教
　
科

満
　
　
　
点

小
金

井
工

科

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

：

１
倍

２
倍

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

６
：

４

：

国
数

英
－

－

学 力 検 査

面 接

満
　
　
　
点

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書

調 査 書

教
　
科

学
校

名
科

名

第
一

次
募

集
第

二
次

募
集

学
力
検
査

学 力 検 査

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

教
　
科

面 接

教
科
の
評
定
の
扱
い

教
　
科

６
：

４

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

１
倍

６
：

４

小 論 文 ・ 作 文

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学 力 検 査

調 査 書

学 力 検 査

調 査 書

満
　
　
　
点

調
　
　
査
　
　
書

実 技 検 査

個
人

学 力 検 査 ６
：

４

６
：

４

２
倍

６
：

４

６
：

４

：

－

６
：

４

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

面 接

学 力 検 査

調 査 書

調 査 書

－

６
：

４

－

６
：

４

６
：

４
国

数
英

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

６
：

４

教
科
の
評
定
の
扱
い
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2
－
4
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合
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瑞
穂
農
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合
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・
農
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－
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個
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学
力
検
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橘
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国

数
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－
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倍
２

倍
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－
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面 接

学
校

名

学
力
検
査
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実
施
し

な
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教
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実 技 検 査
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：

調 査 書
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一
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査
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査
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教
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学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
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：
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書

学
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４
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４
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教
科

学
力
検
査

中
野
工
科

総
合

技
術

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

荒
川
工
科
電
気
・
電
子

国
数

－
社

－
－

１
倍

２
倍

－
集

団
－

－
国

数
社

１
倍

２
倍

集
団

－
－

本
所
工
科

総
合

技
術

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－

機
械

電
気
・
電
子

　
（
2
－
3
）
　
商
業
に
関
す
る
学
科
　
　

学
力
検
査

第
三
商
業

商
業

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
３

教
科

を
総

合
し

て
5
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
個

人
－

－

足
立

商
業

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－

第
五
商
業

商
業

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

国
数

英
１

倍
２

倍
個

人
－

－

│
結 果

│
結 果

満
　
　
　
点

第
一

次
募

集

実 技 検 査

学
力
検
査

教
科
の
評
定
の
扱
い

学 力 検 査

調 査 書

：

－

第
二

次
募

集

実 技 検 査

面 接

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

個
人

－

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学 力 検 査

学
校

名

小 論 文 ・ 作 文

科
名

６
：

４

６
：

４

調
　
　
査
　
　
書

教
科
の
評
定
の
扱
い

教
　
科

満
　
　
　
点

小
金

井
工

科

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

：

１
倍

２
倍

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

６
：

４

：

国
数

英
－

－

学 力 検 査

面 接

満
　
　
　
点

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書

調 査 書

教
　
科

学
校

名
科

名

第
一

次
募

集
第

二
次

募
集

学
力
検
査

学 力 検 査

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

教
　
科

面 接

教
科
の
評
定
の
扱
い

教
　
科

６
：

４

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

１
倍

６
：

４

小 論 文 ・ 作 文

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学 力 検 査

調 査 書

学 力 検 査

調 査 書

満
　
　
　
点

調
　
　
査
　
　
書

実 技 検 査

個
人

学 力 検 査 ６
：

４

６
：

４

２
倍

６
：

４

６
：

４

：

－

６
：

４

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

面 接

学 力 検 査

調 査 書

調 査 書

－

６
：

４

－

６
：

４

６
：

４
国

数
英

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

６
：

４

教
科
の
評
定
の
扱
い

－131－



（
3
－

2
）
　

専
門

教
育

を
主

と
す

る
学

科
　

　

新
宿

山
吹

情
報

科
２

・
４

部
－

－
○

－
作

文
－

－
１

倍
２

倍
集

団
－

－
１

倍
２

倍
集

団
－

－

六
郷

工
科

生
産

工
学

科
１

倍
２

倍
個

人
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－

（
3
－

3
）
　

チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ク
ー

ル
及

び
チ

ャ
レ

ン
ジ

枠
が

あ
る

学
校

小 論 文 ・ 作 文

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

実
施

し
な

い

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

調 査 書

割 合

第
　

　
一

　
　

次
　

　
募

　
　

集

面 接

調 査 書

学
力
検
査
を

実
施
し
な
い

教
科

実 技 検 査

面 接

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

学
力
検
査
を

実
施
す
る

教
科

学
力
検
査
を

実
施
す
る

教
科

第
　

　
二

　
　

次
　

　
募

　
　

集

：

学 力 検 査

実 技 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力

検
査

調
　

査
　

書

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

満
  
  

  
点

学
力

検
査

７
：

３

６
：

４
国

数
英

６
：

４

：

調 査 書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力
検
査
を

実
施
し
な
い

教
科

学
校

名
科

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く
　

　
選

　
　

抜

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用
学 力 検 査

個 人 面 接

調
　

査
　

書

学 校 設 定 検 査

評 定

調 査 書

６
：

４

学 力 検 査

国
数

英

教
科

の
評

定
の

扱
い

学 力 検 査

│
結 果

集 団 討 論

教
　

　
科

国
数

英
－

－

国
数

英
－

－

教
　

　
科

教
科

の
評

定
の

扱
い

　
（
3
－

3
）
　

チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ク
ー

ル
及

び
チ

ャ
レ

ン
ジ

枠
が

あ
る

学
校

六
本

木
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

大
江

戸
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

世
田

谷
泉

総
合

学
科

チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ク
ー

ル
）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

稔
ヶ

丘
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

桐
ヶ

丘
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

小
台

橋
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

立
川

緑
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

八
王

子
拓

真

普
通

科
（

チ
ャ

レ
ン

ジ
枠

）

１
部

・
２

部

個
人

－
個
人

－

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

☆
　

調
査

書
・

自
己

Ｐ
Ｒ

カ
ー

ド
の

提
出

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

が
、

志
願

申
告

書
は

必
ず

提
出

し
ま

す
。

☆
　

E
S
A
T
-
J
 
Y
E
A
R
 
3
 
結

果
は

、
選

考
に

は
用

い
ま

せ
ん

。
☆

　
八

王
子

拓
真

高
校

(
一

般
枠

）
に

つ
い

て
は

、
P
1
3
0
に

掲
載

し
て

い
ま

す
。

提
出
し
な
い

提
出
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

提
出
し
な
い

志 願 申 告 書

学
力

検
査

調
　

　
査

　
　

書

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

面 接

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

作 文

志 願 申 告 書

満
　

　
　

　
点

実 技 検 査

実
施
し
な
い

実
施
し
な
い

作 文

面 接

調
　

　
査

　
　

書
学

力
検

査

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

満
　

　
　

　
点

学
校

名
科

名
実 技 検 査

第
　

　
二

　
　

次
　

　
募

　
　

集
第

　
　

一
　

　
次

　
　

募
　

　
集

☆
調
査
書
・
自
己
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
志
願
申
告
書
は
必
ず
提
出
し
ま
す
。

☆
結
果
は
、
選
考
に
は
用
い
ま
せ
ん
。

☆
八
王
子
拓
真
高
校

一
般
枠

に
つ
い
て
は
、

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
　
単
位
制

　
（
3
－
1
）
　
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科

一
橋

普
通

科
１

部
～

３
部

○
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－

浅
草

普
通

科
１

部
～

３
部

○
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－

荻
窪

普
通

科
１

部
～

３
部

○
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－

八
王

子
拓

真

普
通

科
一

般
枠

１
部

～
３

部
○

国
数

英
－

－
３

教
科

を
総

合
し

て
5
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
－

集
団

－
－

１
倍

２
倍

集
団

－
－

砂
川

普
通

科
１

部
～

３
部

○
国

数
英

社
理

－
１

倍
２

倍
集

団
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－

☆
　

第
２

学
年

相
当

以
上

の
選

抜
に

つ
い

て
は

、
個

人
面

接
を

実
施

し
ま

す
。

満
点

は
、

一
橋

高
校

が
3
0
0
点

、
浅

草
高

校
が

2
0
0
点

、
八

王
子

拓
真

高
校

が
5
0
0
点

、
砂

川
高

校
が

2
0
0
点

で
す

。

新
宿

山
吹

普
通

科
１

部
～

４
部

－
１

倍
２

倍
集

団
－

－
１

倍
２

倍
集

団
－

－

六
郷

工
科

普
通

科
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

飛
鳥

普
通

科
－

１
倍

２
倍

集
団

－
－

１
倍

２
倍

集
団

－
－

板
橋

有
徳

普
通

科
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

☆
　

一
橋

高
校

の
分

割
前

期
募

集
に

お
け

る
面

接
は

2
月

2
4
日

（
火

）
に

、
分

割
後

期
募

集
に

お
け

る
面

接
は

3
月

1
1
日

（
水

）
に

行
い

ま
す

。

７
：

３

国
数

英

│
結 果

│
結 果

第
二

次
募

集

教
科
の
評
定
の
扱
い

６
：

４

学 力 検 査

調 査 書

６
：

４

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

国
数

英

調
　
　
査
　
　
書

調 査 書

：

学 力 検 査 ６
：

４

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

実 技 検 査

満
　
　
　
点

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書

６
：

４

面 接

国
数

英
－

－

教
　
科

教
科
の
評
定
の
扱
い

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学
力
検
査

国
数

英
－

－
６

：
４

国
数

英

国
数

英
－

－

国
数

英
－

－
６

：
４

６
：

４

国
数

英

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

：

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学 力 検 査

満
　
　
　
点

学
力
検
査

☆
　

砂
川

高
校

の
分

割
前

期
募

集
に

お
け

る
面

接
は

2
月

2
2
日

（
日

）
に

行
い

ま
す

。

面 接

調
　
　
査
　
　
書

学 力 検 査

学
校

名
科

名

第
一

次
募

集

教
　
科

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

調 査 書

７
：

３

６
：

４
国

数
英

(
自

校
作

成
)

３
教
科
を
総
合
し
て
5
0
分
で
実
施

６
：

４

６
：

４

国
数

英
(
共

通
問

題
)

７
：

３
６

：
４

国
数

英
(
共

通
問

題
)

☆
　

八
王

子
拓

真
高

校
（

チ
ャ

レ
ン

ジ
枠

）
に

つ
い

て
は

、
P
1
3
3
に

掲
載

し
て

い
ま

す
。

国
数

英
(
共

通
問

題
)

学
力
検
査

教
科
の
評
定
の
扱
い

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

調 査 書

国
数

英
(
共

通
問

題
)

６
：

４

☆
　

入
学

者
選

抜
日

程
は

、
全

日
制

の
第

一
次

募
集

・
第

二
次

募
集

の
日

程
と

同
じ

で
す

。

６
：

４

実 技 検 査

学 力 検 査

調 査 書

６
：

４

６
：

４調 査 書

：
学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

面 接

調 査 書

学 力 検 査

教
科
の
評
定
の
扱
い

学 力 検 査

分
割

後
期

募
集

面 接

：
学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

満
　
　
　
点

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

満
　
　
　
点

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

☆
　

浅
草

高
校

の
分

割
前

期
募

集
に

お
け

る
面

接
は

2
月

2
2
日

（
日

）
に

行
い

ま
す

。

学
校

名

調
　
　
査
　
　
書

教
　
科

調
　
　
査
　
　
書

分 割 募 集

教
　
科

科
名

分
割

前
期

募
集

学
力
検
査

－132－



（
3
－

2
）
　

専
門

教
育

を
主

と
す

る
学

科
　

　

新
宿

山
吹

情
報

科
２

・
４

部
－

－
○

－
作

文
－

－
１

倍
２

倍
集

団
－

－
１

倍
２

倍
集

団
－

－

六
郷

工
科

生
産

工
学

科
１

倍
２

倍
個

人
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－

（
3
－

3
）
　

チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ク
ー

ル
及

び
チ

ャ
レ

ン
ジ

枠
が

あ
る

学
校

小 論 文 ・ 作 文

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

実
施

し
な

い

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

調 査 書

割 合

第
　

　
一

　
　

次
　

　
募

　
　

集

面 接

調 査 書

学
力
検
査
を

実
施
し
な
い

教
科

実 技 検 査

面 接

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

学
力
検
査
を

実
施
す
る

教
科

学
力
検
査
を

実
施
す
る

教
科

第
　

　
二

　
　

次
　

　
募

　
　

集

：

学 力 検 査

実 技 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力

検
査

調
　

査
　

書

調 査 書

小 論 文 ・ 作 文

満
  
  

  
点

学
力

検
査

７
：

３

６
：

４
国

数
英

６
：

４

：

調 査 書

満
　

　
　

　
　

　
　

　
点

学
力
検
査
を

実
施
し
な
い

教
科

学
校

名
科

名

推
　

　
薦

　
　

に
　

　
基

　
　

づ
　

　
く
　

　
選

　
　

抜

推
薦

枠
調

査
書

の
活

用
学 力 検 査

個 人 面 接

調
　

査
　

書

学 校 設 定 検 査

評 定

調 査 書

６
：

４

学 力 検 査

国
数

英

教
科

の
評

定
の

扱
い

学 力 検 査

│
結 果

集 団 討 論

教
　

　
科

国
数

英
－

－

国
数

英
－

－

教
　

　
科

教
科

の
評

定
の

扱
い

　
（
3
－

3
）
　

チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ク
ー

ル
及

び
チ

ャ
レ

ン
ジ

枠
が

あ
る

学
校

六
本

木
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

大
江

戸
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

世
田

谷
泉

総
合

学
科

チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ク
ー

ル
）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

稔
ヶ

丘
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

桐
ヶ

丘
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

小
台

橋
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

立
川

緑
総

合
学

科
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

）

１
部

～
３

部

個
人

－
個
人

－

八
王

子
拓

真

普
通

科
（

チ
ャ

レ
ン

ジ
枠

）

１
部

・
２

部

個
人

－
個
人

－

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

☆
　

調
査

書
・

自
己

Ｐ
Ｒ

カ
ー

ド
の

提
出

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

が
、

志
願

申
告

書
は

必
ず

提
出

し
ま

す
。

☆
　

E
S
A
T
-
J
 
Y
E
A
R
 
3
 
結

果
は

、
選

考
に

は
用

い
ま

せ
ん

。
☆

　
八

王
子

拓
真

高
校

(
一

般
枠

）
に

つ
い

て
は

、
P
1
3
0
に

掲
載

し
て

い
ま

す
。

提
出
し
な
い

提
出
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

提
出
し
な
い

志 願 申 告 書

学
力

検
査

調
　

　
査

　
　

書

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

面 接

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

作 文

志 願 申 告 書

満
　

　
　

　
点

実 技 検 査

実
施
し
な
い

実
施
し
な
い

作 文

面 接

調
　

　
査

　
　

書
学

力
検

査

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

実
施
し
な
い

提
出
し
な
い

満
　

　
　

　
点

学
校

名
科

名
実 技 検 査

第
　

　
二

　
　

次
　

　
募

　
　

集
第

　
　

一
　

　
次

　
　

募
　

　
集

☆
調
査
書
・
自
己
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
志
願
申
告
書
は
必
ず
提
出
し
ま
す
。

☆
結
果
は
、
選
考
に
は
用
い
ま
せ
ん
。

☆
八
王
子
拓
真
高
校

一
般
枠

に
つ
い
て
は
、

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
　
単
位
制

　
（
3
－
1
）
　
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科

一
橋

普
通

科
１

部
～

３
部

○
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－

浅
草

普
通

科
１

部
～

３
部

○
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－

荻
窪

普
通

科
１

部
～

３
部

○
国

数
英

－
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－

八
王

子
拓

真

普
通

科
一

般
枠

１
部

～
３

部
○

国
数

英
－

－
３

教
科

を
総

合
し

て
5
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
－

集
団

－
－

１
倍

２
倍

集
団

－
－

砂
川

普
通

科
１

部
～

３
部

○
国

数
英

社
理

－
１

倍
２

倍
集

団
－

－
１

倍
２

倍
個

人
－

－

☆
　

第
２

学
年

相
当

以
上

の
選

抜
に

つ
い

て
は

、
個

人
面

接
を

実
施

し
ま

す
。

満
点

は
、

一
橋

高
校

が
3
0
0
点

、
浅

草
高

校
が

2
0
0
点

、
八

王
子

拓
真

高
校

が
5
0
0
点

、
砂

川
高

校
が

2
0
0
点

で
す

。

新
宿

山
吹

普
通

科
１

部
～

４
部

－
１

倍
２

倍
集

団
－

－
１

倍
２

倍
集

団
－

－

六
郷

工
科

普
通

科
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

飛
鳥

普
通

科
－

１
倍

２
倍

集
団

－
－

１
倍

２
倍

集
団

－
－

板
橋

有
徳

普
通

科
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

☆
　

一
橋

高
校

の
分

割
前

期
募

集
に

お
け

る
面

接
は

2
月

2
4
日

（
火

）
に

、
分

割
後

期
募

集
に

お
け

る
面

接
は

3
月

1
1
日

（
水

）
に

行
い

ま
す

。

７
：

３

国
数

英

│
結 果

│
結 果

第
二

次
募

集

教
科
の
評
定
の
扱
い

６
：

４

学 力 検 査

調 査 書

６
：

４

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

国
数

英

調
　
　
査
　
　
書

調 査 書

：

学 力 検 査 ６
：

４

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

実 技 検 査

満
　
　
　
点

小 論 文 ・ 作 文

調 査 書

６
：

４

面 接

国
数

英
－

－

教
　
科

教
科
の
評
定
の
扱
い

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学
力
検
査

国
数

英
－

－
６

：
４

国
数

英

国
数

英
－

－

国
数

英
－

－
６

：
４

６
：

４

国
数

英

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

：

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学 力 検 査

満
　
　
　
点

学
力
検
査

☆
　

砂
川

高
校

の
分

割
前

期
募

集
に

お
け

る
面

接
は

2
月

2
2
日

（
日

）
に

行
い

ま
す

。

面 接

調
　
　
査
　
　
書

学 力 検 査

学
校

名
科

名

第
一

次
募

集

教
　
科

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

調 査 書

７
：

３

６
：

４
国

数
英

(
自

校
作

成
)

３
教
科
を
総
合
し
て
5
0
分
で
実
施

６
：

４

６
：

４

国
数

英
(
共

通
問

題
)

７
：

３
６

：
４

国
数

英
(
共

通
問

題
)

☆
　

八
王

子
拓

真
高

校
（

チ
ャ

レ
ン

ジ
枠

）
に

つ
い

て
は

、
P
1
3
3
に

掲
載

し
て

い
ま

す
。

国
数

英
(
共

通
問

題
)

学
力
検
査

教
科
の
評
定
の
扱
い

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

調 査 書

国
数

英
(
共

通
問

題
)

６
：

４

☆
　

入
学

者
選

抜
日

程
は

、
全

日
制

の
第

一
次

募
集

・
第

二
次

募
集

の
日

程
と

同
じ

で
す

。

６
：

４

実 技 検 査

学 力 検 査

調 査 書

６
：

４

６
：

４調 査 書

：
学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学 力 検 査

小 論 文 ・ 作 文

面 接

調 査 書

学 力 検 査

教
科
の
評
定
の
扱
い

学 力 検 査

分
割

後
期

募
集

面 接

：
学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

満
　
　
　
点

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

満
　
　
　
点

実 技 検 査

小 論 文 ・ 作 文

☆
　

浅
草

高
校

の
分

割
前

期
募

集
に

お
け

る
面

接
は

2
月

2
2
日

（
日

）
に

行
い

ま
す

。

学
校

名

調
　
　
査
　
　
書

教
　
科

調
　
　
査
　
　
書

分 割 募 集

教
　
科

科
名

分
割

前
期

募
集

学
力
検
査

－133－



　
　
　
　
（
第
１
学
年
相
当
）

一
橋

国
数

英
－

－
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

4
5
分

で
実

施
１

倍
２

倍

新
宿

山
吹

国
数

英
－

－
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

7
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

7
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍

砂
川

国
数

英
－

－
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍

８
：

１

2
0
：

３

2
0
：

３

学 力 検 査

調 査 書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

後
期

選
抜

学
力
検
査

調
　
　
査
　
　
書

学 力 検 査

：

調 査 書

満
　
　
　
点

教
　
科

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

教
科
の
評
定
の
扱
い

３
　
都
立
高
等
学
校
・
通
信
制
課
程

学
校

名

前
期

選
抜

第
二

次
募

集

学
力
検
査

調
　
　
査
　
　
書

学 力 検 査

：

調 査 書

満
　
　
　
点

学
力
検
査

調
　
　
査
　
　
書

学 力 検 査

：

調 査 書

満
　
　
　
点

学 力 検 査

調 査 書

教
　
科

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

教
科
の
評
定
の
扱
い

教
　
科

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

教
科
の
評
定
の
扱
い

学 力 検 査

調 査 書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

３
教

科
を

総
合

し
て

6
0
分

で
実

施
８

：
１

８
：

１

３
教

科
を

総
合

し
て

7
0
分

で
実

施
2
0
：

３
2
0
：

３

３
教

科
を

総
合

し
て

6
0
分

で
実

施
2
0
：

３
2
0
：

３

（
3
－
4
）
　
総
合
学
科

青
梅

総
合

総
合

学
科

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

東
久

留
米

総
合

総
合

学
科

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

（
４
）
　
在
京
外
国
人
生
徒
等
対
象

学
校

名

教
　
科

６
：
４

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

学 力 検 査

面 接

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査

学 力 検 査 ６
：
４

科
名

第
一

次
募

集
調 査 書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

満
　
　
　
点

調 査 書

６
：
４

国
数
英

３
教
科
を
総
合
し
て
60
分
で
実
施

教
科
の
評
定
の
扱
い

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

国
数
英

３
教
科
を
総
合
し
て
60
分
で
実
施

６
：
４

実 技 検 査

│
結 果

：

小 論 文 作 文

面 接

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

調 査 書

学 力 検 査

：

教
科
の
評
定
の
扱
い

第
二

次
募

集

実 技 検 査

学 力 検 査

調 査 書

教
　
科

満
　
　
　
点

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

小 論 文 作 文

学
力
検
査

　
（
9
－
1
）
　
帰
国
生
徒
対
象

面 接

作 文

実 技 検 査

一
橋

個
人

－

浅
草

個
人

－

荻
窪

個
人

－

砂
川

個
人

－

*
1
　
在
京
外
国
人
生
徒
等
に
つ
い
て
は
、
出
身
校
の
成
績
証
明
書
等
を
も
っ
て
調
査
書
に
代
え
ま
す
。

 
 
 
 
な
お
、
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る
者
又
は
既
に
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
は
調
査
書
を
活
用
し
ま
す
。

－
－

教
　
　
　
科
　

学 力 検 査

調 査 書

４
月
入
学

－
－

学
校

名

学
　
力
　
検
　
査

満
　
　
点

備
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る
留
意
点
）

４
月
入
学

４
月
入
学

－
－

４
月
入
学

－
－
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（
第
１
学
年
相
当
）

一
橋

国
数

英
－

－
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

4
5
分

で
実

施
１

倍
２

倍

新
宿

山
吹

国
数

英
－

－
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

7
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

7
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍

砂
川

国
数

英
－

－
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍
国

数
英

３
教

科
を

総
合

し
て

6
0
分

で
実

施
１

倍
２

倍

８
：

１

2
0
：

３

2
0
：

３

学 力 検 査

調 査 書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

後
期

選
抜

学
力
検
査

調
　
　
査
　
　
書

学 力 検 査

：

調 査 書

満
　
　
　
点

教
　
科

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

教
科
の
評
定
の
扱
い

３
　
都
立
高
等
学
校
・
通
信
制
課
程

学
校

名

前
期

選
抜

第
二

次
募

集

学
力
検
査

調
　
　
査
　
　
書

学 力 検 査

：

調 査 書

満
　
　
　
点

学
力
検
査

調
　
　
査
　
　
書

学 力 検 査

：

調 査 書

満
　
　
　
点

学 力 検 査

調 査 書

教
　
科

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

教
科
の
評
定
の
扱
い

教
　
科

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

教
科
の
評
定
の
扱
い

学 力 検 査

調 査 書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

３
教

科
を

総
合

し
て

6
0
分

で
実

施
８

：
１

８
：

１

３
教

科
を

総
合

し
て

7
0
分

で
実

施
2
0
：

３
2
0
：

３

３
教

科
を

総
合

し
て

6
0
分

で
実

施
2
0
：

３
2
0
：

３

（
3
－
4
）
　
総
合
学
科

青
梅

総
合

総
合

学
科

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

東
久

留
米

総
合

総
合

学
科

国
数

英
－

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

１
倍

２
倍

個
人

－
－

（
４
）
　
在
京
外
国
人
生
徒
等
対
象

学
校

名

教
　
科

６
：
４

自
校
作
成
問
題
に
よ
る
選
考

学 力 検 査

面 接

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査

学 力 検 査 ６
：
４

科
名

第
一

次
募

集
調 査 書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

満
　
　
　
点

調 査 書

６
：
４

国
数
英

３
教
科
を
総
合
し
て
60
分
で
実
施

教
科
の
評
定
の
扱
い

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

国
数
英

３
教
科
を
総
合
し
て
60
分
で
実
施

６
：
４

実 技 検 査

│
結 果

：

小 論 文 作 文

面 接

学
力
検
査

を
実
施
し

な
い
教
科

調 査 書

学 力 検 査

：

教
科
の
評
定
の
扱
い

第
二

次
募

集

実 技 検 査

学 力 検 査

調 査 書

教
　
科

満
　
　
　
点

調
　
　
査
　
　
書

学
力
検
査

を
実
施

す
る
教
科

小 論 文 作 文

学
力
検
査

　
（
9
－
1
）
　
帰
国
生
徒
対
象

面 接

作 文

実 技 検 査

一
橋

個
人

－

浅
草

個
人

－

荻
窪

個
人

－

砂
川

個
人

－

*
1
　
在
京
外
国
人
生
徒
等
に
つ
い
て
は
、
出
身
校
の
成
績
証
明
書
等
を
も
っ
て
調
査
書
に
代
え
ま
す
。

 
 
 
 
な
お
、
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る
者
又
は
既
に
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
は
調
査
書
を
活
用
し
ま
す
。

－
－

教
　
　
　
科
　

学 力 検 査

調 査 書

４
月
入
学

－
－

学
校

名

学
　
力
　
検
　
査

満
　
　
点

備
　
　
　
考

（
選
考
に
お
け
る
留
意
点
）

４
月
入
学

４
月
入
学

－
－

４
月
入
学

－
－
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別
表

５
-
１

令
和

８
年

度
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

実
施

校
の

選
抜

方
法

等
一

覧

○
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
活
用
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
付
表
１
（
P1
7
7）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
実
技
検
査
を
実
施
す
る
学
校
の
実
技
検
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
付
表
２
（
P1
7
8～

21
2）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

－

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

男
・
３

男
女
・
２

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

向
丘

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

上
野

ロ
ー

イ
ン

グ

本
所

女
・
４

人
　

数

剣
道

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男
女
・
４

女
・
２

集
団

○

個
人

○

個
人

○

○
シ
ー
ド
権
の
獲
得

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

－ －

○
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
シ
ー
ド
権
の
獲
得

○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

－

－
－

備
  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

－

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

○
関
東
大
会
連
続
出
場

－

○
全
国
大
会
入
賞

○
関
東
大
会
優
勝

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

個
人

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
等
に
３
年
間
継
続
し
て
所
属
し
、
高
い
技
術
・

　
能
力
を
有
す
る
者

○
入
学
後
も
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
強
い
意
志
が
あ
る
者

○
礼
儀
・
規
律
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
3年

間
所
属
し
、
都
大
会
や
ヤ
ン
グ

　
ク
ラ
ブ
選
手
権
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
、
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
競
技
力
が

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

〇
本
校
に
入
学
後
、
3年

間
部
員
と
し
て
努
力
を
続
け
ら
れ
る
者

〇
礼
儀
、
規
律
を
守
り
、
HR
活
動
、
学
校
行
事
等
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

　
志
の
あ
る
者

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価

－

調
査

書
の

活
用

評 定 ○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
剣
道
二
段
と
同
等
の
優
秀
な
技
能
を
も
つ
者

○
入
学
後
も
本
校
剣
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
礼
儀
規
律
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
入
学
後
も
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に

　
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

男
・
３

男
女
・
４

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
又
は
他
競
技
で
活
躍
し
た
経
験
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
ロ
ー
イ
ン
グ
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

－

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
、
各
地
区
選
抜
選
手
に

　
準
ず
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と

　
と
も
に
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

－

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

別
表

４
　

付
表

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
令

和
８

年
度

推
薦

実
施

校
に

お
け

る
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
の

活
用

方
法

一
覧

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

調 査 書

個 人 面 接

集 団 討 論

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学 校 設 定 検 査

観 　 点
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ａ
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

Ｂ
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

Ｃ
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

Ａ
1
3

1
3

1
8

1
3

1
3

1
8

1
3

1
3

1
8

1
3

1
3

1
8

1
3

1
3

1
9

1
3

1
3

1
9

1
3

1
3

1
9

1
3

1
3

1
9

1
3

1
3

1
8

Ｂ
1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

Ａ
1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

Ｂ
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

Ａ
5

5
1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

Ｂ
3

3
5

3
3

5
3

3
5

3
3

5
3

3
5

3
3

5
3

3
5

3
3

5
3

3
5

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

Ａ
9

9
1
2

9
9

1
2

9
9

1
2

1
2

1
2

1
2

9
9

1
2

9
9

1
2

9
9

1
2

1
2

1
2

1
2

9
9

1
2

Ｂ
5

5
7

5
5

7
5

5
7

7
7

7
5

5
7

5
5

7
5

5
7

7
7

7
5

5
7

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

Ａ
7

7
1
0

7
7

1
0

7
7

1
0

7
7

1
0

7
7

1
0

1
0

1
0

1
0

7
7

1
0

1
0

1
0

1
0

7
7

1
0

Ｂ
5

5
7

5
5

7
5

5
7

5
5

7
5

5
7

7
7

7
5

5
7

7
7

7
5

5
7

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

Ａ
1
5

1
5

2
5

1
2

1
2

2
1

6
6

1
3

6
6

1
3

6
6

1
3

6
6

1
3

6
6

1
3

6
6

1
3

2
0

2
0

3
5

Ｂ
1
0

1
0

1
2

8
8

1
0

4
4

7
4

4
7

4
4

7
4

4
7

4
4

7
4

4
7

1
0

1
0

1
4

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

推
　

薦
　

枠

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

保
健

体
育

2
4
3

学
校

名

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

う
。

－
作

文
3
0
0

教
科

名
推

　
　

薦
　

　
に

　
　

基
　

　
づ

　
　

く
　

　
選

　
　

抜

普
通

科
(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

蒲
田

全
教

科
・

全
観

点

普
通

科
(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

－

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

う
。

－
作

文
2
0
0

－

観
点

Ⅲ
(
全

教
科

)

教
科

（
国

・
社

・
英

）
全

教
科

の
観

点
Ⅲ

（
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

）

4
0
0

2
7
0

3
2
5

－

2
2
8

教
科

（
美

、
技

家
）

観
点

Ⅲ
（

国
、

社
、

数
、

理
、

音
、

保
体

、
外

国
語

（
英

語
）

）

観
点

Ⅲ
(
全

教
科

)

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

う
。

大
田

桜
台

ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾈ
ｽ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科

4
0

－

秋
留

台
普

通
科

(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

練
馬

工
科

キ
ャ

リ
ア

技
術

(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

4
0

中
野

工
科

6
0
0

－
全

教
科

・
全

観
点

－

1
8
0

*
1

4
0
0

4
0
0

普
通

科
(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

3
0

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

う
。

3
0
0

*
1

6
0
0

小
論

文
2
0
0

*
1

4
0
0

－

作
文

4
0
0

－

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

東
村

山
○

3
0

3
0

3
0

－
足

立
東

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

科
名

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

社
　

　
会

数
　

　
学

満
  

　
　

　
　

  
  

点

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

 重
視

し
て

い
る

 教
科

や
観

点

国
　

　
語

社
　

　
会

数
　

　
学

理
　

　
科

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

国
　

　
語

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価 の

得 点 の 満 点

外
国

語
（
英

語
）

音
　

　
楽

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

外
国

語
（
英

語
）

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

保
健

体
育

技
術

・
家

庭

技
術

・
家

庭

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

－

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

知 識 ・ 技 能

3
0
0

*
1

4
0
0

美
　

　
術

音
　

　
楽

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

理
　

　
科

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

美
　

　
術

知 識 ・ 技 能

4
0
0

－
－

2
5
0

*
1

3
5
0

－
6
5
0

5
0
0

－
作

文
1
5
0

食
品

サ
イ

エ
ン

ス
(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

4
0

－
4
0
0

*
1

3
0
0

－

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

行
う

。

2
8
2

教
科

（
理

、
技

家
）

観
点

Ⅲ
（

国
、

社
、

数
、

音
、

美
、

保
体

、
外

国
語

（
英

語
）

）

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

行
う

。

－－
3
0
0

－ －－ － － － －

－136－



別
表

５
-
１

令
和

８
年

度
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

実
施

校
の

選
抜

方
法

等
一

覧

○
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
活
用
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
付
表
１
（
P1
7
7）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
実
技
検
査
を
実
施
す
る
学
校
の
実
技
検
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
付
表
２
（
P1
7
8～

21
2）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

－

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

男
・
３

男
女
・
２

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

向
丘

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

上
野

ロ
ー

イ
ン

グ

本
所

女
・
４

人
　

数

剣
道

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男
女
・
４

女
・
２

集
団

○

個
人

○

個
人

○

○
シ
ー
ド
権
の
獲
得

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

－ －

○
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
シ
ー
ド
権
の
獲
得

○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

－

－
－

備
  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

－

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

○
関
東
大
会
連
続
出
場

－

○
全
国
大
会
入
賞

○
関
東
大
会
優
勝

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

個
人

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
等
に
３
年
間
継
続
し
て
所
属
し
、
高
い
技
術
・

　
能
力
を
有
す
る
者

○
入
学
後
も
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
強
い
意
志
が
あ
る
者

○
礼
儀
・
規
律
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
3年

間
所
属
し
、
都
大
会
や
ヤ
ン
グ

　
ク
ラ
ブ
選
手
権
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
、
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
競
技
力
が

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

〇
本
校
に
入
学
後
、
3年

間
部
員
と
し
て
努
力
を
続
け
ら
れ
る
者

〇
礼
儀
、
規
律
を
守
り
、
HR
活
動
、
学
校
行
事
等
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

　
志
の
あ
る
者

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価

－

調
査

書
の

活
用

評 定 ○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
剣
道
二
段
と
同
等
の
優
秀
な
技
能
を
も
つ
者

○
入
学
後
も
本
校
剣
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
礼
儀
規
律
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
入
学
後
も
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に

　
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

男
・
３

男
女
・
４

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
又
は
他
競
技
で
活
躍
し
た
経
験
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
ロ
ー
イ
ン
グ
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

－

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
、
各
地
区
選
抜
選
手
に

　
準
ず
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と

　
と
も
に
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

－

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

別
表

４
　

付
表

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
令

和
８

年
度

推
薦

実
施

校
に

お
け

る
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
の

活
用

方
法

一
覧

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

割 合 (%
)

文
化

・

ス
ポ

ー

ツ
等

特

別
推

薦

の
有

無

調 査 書

個 人 面 接

集 団 討 論

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

学 校 設 定 検 査

観 　 点
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ａ
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

Ｂ
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

Ｃ
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

Ａ
1
3

1
3

1
8

1
3

1
3

1
8

1
3

1
3

1
8

1
3

1
3

1
8

1
3

1
3

1
9

1
3

1
3

1
9

1
3

1
3

1
9

1
3

1
3

1
9

1
3

1
3

1
8

Ｂ
1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

Ａ
1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

Ｂ
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

Ａ
5

5
1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

5
5

1
0

Ｂ
3

3
5

3
3

5
3

3
5

3
3

5
3

3
5

3
3

5
3

3
5

3
3

5
3

3
5

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

Ａ
9

9
1
2

9
9

1
2

9
9

1
2

1
2

1
2

1
2

9
9

1
2

9
9

1
2

9
9

1
2

1
2

1
2

1
2

9
9

1
2

Ｂ
5

5
7

5
5

7
5

5
7

7
7

7
5

5
7

5
5

7
5

5
7

7
7

7
5

5
7

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

Ａ
7

7
1
0

7
7

1
0

7
7

1
0

7
7

1
0

7
7

1
0

1
0

1
0

1
0

7
7

1
0

1
0

1
0

1
0

7
7

1
0

Ｂ
5

5
7

5
5

7
5

5
7

5
5

7
5

5
7

7
7

7
5

5
7

7
7

7
5

5
7

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

Ａ
1
5

1
5

2
5

1
2

1
2

2
1

6
6

1
3

6
6

1
3

6
6

1
3

6
6

1
3

6
6

1
3

6
6

1
3

2
0

2
0

3
5

Ｂ
1
0

1
0

1
2

8
8

1
0

4
4

7
4

4
7

4
4

7
4

4
7

4
4

7
4

4
7

1
0

1
0

1
4

Ｃ
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

推
　

薦
　

枠

備
　

　
　

　
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

保
健

体
育

2
4
3

学
校

名

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

う
。

－
作

文
3
0
0

教
科

名
推

　
　

薦
　

　
に

　
　

基
　

　
づ

　
　

く
　

　
選

　
　

抜

普
通

科
(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

蒲
田

全
教

科
・

全
観

点

普
通

科
(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

－

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

う
。

－
作

文
2
0
0

－

観
点

Ⅲ
(
全

教
科

)

教
科

（
国

・
社

・
英

）
全

教
科

の
観

点
Ⅲ

（
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

）

4
0
0

2
7
0

3
2
5

－

2
2
8

教
科

（
美

、
技

家
）

観
点

Ⅲ
（

国
、

社
、

数
、

理
、

音
、

保
体

、
外

国
語

（
英

語
）

）

観
点

Ⅲ
(
全

教
科

)

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

う
。

大
田

桜
台

ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾈ
ｽ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
科

4
0

－

秋
留

台
普

通
科

(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

練
馬

工
科

キ
ャ

リ
ア

技
術

(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

4
0

中
野

工
科

6
0
0

－
全

教
科

・
全

観
点

－

1
8
0

*
1

4
0
0

4
0
0

普
通

科
(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

3
0

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

う
。

3
0
0

*
1

6
0
0

小
論

文
2
0
0

*
1

4
0
0

－

作
文

4
0
0

－

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

東
村

山
○

3
0

3
0

3
0

－
足

立
東

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

科
名

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

社
　

　
会

数
　

　
学

満
  

　
　

　
　

  
  

点

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

 重
視

し
て

い
る

 教
科

や
観

点

国
　

　
語

社
　

　
会

数
　

　
学

理
　

　
科

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

国
　

　
語

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価 の

得 点 の 満 点

外
国

語
（
英

語
）

音
　

　
楽

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

外
国

語
（
英

語
）

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

保
健

体
育

技
術

・
家

庭

技
術

・
家

庭

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

－

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

知 識 ・ 技 能

3
0
0

*
1

4
0
0

美
　

　
術

音
　

　
楽

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

理
　

　
科

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

美
　

　
術

知 識 ・ 技 能

4
0
0

－
－

2
5
0

*
1

3
5
0

－
6
5
0

5
0
0

－
作

文
1
5
0

食
品

サ
イ

エ
ン

ス
(
ｴ
ﾝ
ｶ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾞ
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
)

4
0

－
4
0
0

*
1

3
0
0

－

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

行
う

。

2
8
2

教
科

（
理

、
技

家
）

観
点

Ⅲ
（

国
、

社
、

数
、

音
、

美
、

保
体

、
外

国
語

（
英

語
）

）

*
1
　

面
接

の
一

部
で

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

行
う

。

－－
3
0
0

－ －－ － － － －

－137－



学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－

○
個
人

－

個
人

合
唱

男
・
３

男
女
・
３

目
黒

○
中
学
校
３
年
間
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
た
者

○
本
校
へ
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
学
校

　
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立

　
で
き
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

大
　
　
　
　
　
崎

硬
式

野
球

八
潮

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
３

－
－ －

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
４

○
関
東
大
会
・
全
国
大
会
出
場

○
ジ
ュ
ニ
ア
・
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

　
（
３
位
以
内
）

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ン
ク
ー
ル
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
及
び
入
賞

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
高
体
連
主
催
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
春
季
大
会
ベ
ス
ト
３
２

○
東
京
都
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
３
２

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
和
太
鼓
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
も
ち
、
実
際
に
部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
そ
の

　
理
念
や
作
法
・
実
技
を
身
に
付
け
た
い
と
考
え
て
い
る
者

○
学
校
生
活
全
般
に
お
い
て
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

　
で
き
る
者

○
入
学
後
和
太
鼓
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
た
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
意
思
を
も
ち
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

○
野
球
の
能
力
に
優
れ
、
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
し
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
合
唱
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
も
ち
、
実
際
に
部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
そ
の
理
念

　
や
技
術
の
向
上
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
る
者

○
学
校
生
活
全
般
に
お
い
て
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

　
で
き
る
者

○
入
学
後
合
唱
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
へ
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る

　
と
と
も
に
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
試
合
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
し
て
い
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
将
来
性
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を
発
揮

　
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
該
当
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
者

男
・
５

　
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
出
場
し
た
か
、
他
の
大
会
に
お
い
て
同
等
の
実
力

　
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
各
地
区
選
抜
選
手
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
者

○
入
学
後
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

女
・
３

男
女
・
３

○
－

個
人

○

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
３

－ －

和
太

鼓

男
・
４

軟
式

野
球

○
全
国
総
合
体
育
大
会
東
京
予
選

　
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
高
等
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
新
人
戦
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
総
合
体
育
大
会
東
京
予
選

　
ベ
ス
ト
８

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
新
人
戦
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６
以
上

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定 ○

－
個
人

東

剣
道

サ
ッ

カ
ー

サ
ッ

カ
ー

深
　
 
　
 
　
川

〔
外
国
語
コ
ー
ス

は
後
掲
〕

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

城
東

男
女
・
４

女
・
２

男
女
・
３

男
・
４

男
・
３

女
・
３

女
・
１

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
・
３

男
・
３

な
ぎ

な
た

陸
上

競
技

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
春
季
関
東
地
区
高
校
野
球
大
会
出
場

○
全
国
選
抜
野
球
大
会
出
場

－

－
集
団

集
団

○
各
種
大
会
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
各
種
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

－

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
都
大
会
優
勝

○
都
大
会
入
賞

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
大
会
出
場

○
各
種
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

－

○
関
東
大
会
出
場

○
各
種
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
各
種
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
都
ベ
ス
ト
８

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
３

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
陸
上
競
技
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
が
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

○
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
全
般
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
り
、
ま
た
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
者

○
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
技
能
を
有
し
、
入
学
後
も
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
て
３
年
間

　
活
動
を
継
続
で
き
る
者

－
○

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
全
般
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
り
、
ま
た
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
者

○
入
学
後
も
剣
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
又
は
、
そ
れ
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

－
○

－138－
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点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査
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化
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状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－

○
個
人

－

個
人

合
唱

男
・
３

男
女
・
３

目
黒

○
中
学
校
３
年
間
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
た
者

○
本
校
へ
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
学
校

　
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立

　
で
き
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

大
　
　
　
　
　
崎

硬
式

野
球

八
潮

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
３

－
－ －

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
４

○
関
東
大
会
・
全
国
大
会
出
場

○
ジ
ュ
ニ
ア
・
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

　
（
３
位
以
内
）

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ン
ク
ー
ル
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
及
び
入
賞

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
高
体
連
主
催
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
春
季
大
会
ベ
ス
ト
３
２

○
東
京
都
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
３
２

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
和
太
鼓
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
も
ち
、
実
際
に
部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
そ
の

　
理
念
や
作
法
・
実
技
を
身
に
付
け
た
い
と
考
え
て
い
る
者

○
学
校
生
活
全
般
に
お
い
て
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

　
で
き
る
者

○
入
学
後
和
太
鼓
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
た
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
意
思
を
も
ち
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

○
野
球
の
能
力
に
優
れ
、
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
し
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
合
唱
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
も
ち
、
実
際
に
部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
そ
の
理
念

　
や
技
術
の
向
上
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
る
者

○
学
校
生
活
全
般
に
お
い
て
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

　
で
き
る
者

○
入
学
後
合
唱
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
へ
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る

　
と
と
も
に
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
試
合
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
し
て
い
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
将
来
性
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を
発
揮

　
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
該
当
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
者

男
・
５

　
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
出
場
し
た
か
、
他
の
大
会
に
お
い
て
同
等
の
実
力

　
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
各
地
区
選
抜
選
手
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
者

○
入
学
後
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

女
・
３

男
女
・
３

○
－

個
人

○

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
３

－ －

和
太

鼓

男
・
４

軟
式

野
球

○
全
国
総
合
体
育
大
会
東
京
予
選

　
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
高
等
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
新
人
戦
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
総
合
体
育
大
会
東
京
予
選

　
ベ
ス
ト
８

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
新
人
戦
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６
以
上
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考
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選
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に
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け

る
留

意
点
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後
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年

間
の

数
値
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標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別
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の
基

準
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査

書
の

活
用

評 定 ○

－
個
人

東

剣
道

サ
ッ

カ
ー

サ
ッ

カ
ー

深
　
 
　
 
　
川

〔
外
国
語
コ
ー
ス

は
後
掲
〕

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

城
東

男
女
・
４

女
・
２

男
女
・
３

男
・
４

男
・
３

女
・
３

女
・
１

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
・
３

男
・
３

な
ぎ

な
た

陸
上

競
技

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
春
季
関
東
地
区
高
校
野
球
大
会
出
場

○
全
国
選
抜
野
球
大
会
出
場

－

－
集
団

集
団

○
各
種
大
会
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
各
種
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

－

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
都
大
会
優
勝

○
都
大
会
入
賞

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
大
会
出
場

○
各
種
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

－

○
関
東
大
会
出
場

○
各
種
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
各
種
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
都
ベ
ス
ト
８

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
３

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
陸
上
競
技
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
が
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

○
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
全
般
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
り
、
ま
た
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
者

○
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
技
能
を
有
し
、
入
学
後
も
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
て
３
年
間

　
活
動
を
継
続
で
き
る
者

－
○

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
全
般
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
り
、
ま
た
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
者

○
入
学
後
も
剣
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
又
は
、
そ
れ
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

－
○

－139－



学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－
－

杉
並

－

男
・
３

○

男
女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
水
泳
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
水
泳
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
水
泳
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

○
本
校
の
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－ －

－

集
団

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
を
強
く
志
望
す
る
者
で
、
運
動
能
力
に
優
れ
、
入
学
後
も
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
に
て

　
３
年
間
部
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
意
欲
・
向
上
心
を
有
す
る
者

個
人

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
す
る
と
と
も
に
、
競
技
を
通
し
て
人
格

　
を
磨
き
、
学
力
の
向
上
に
も
努
力
で
き
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
当
該
種
目
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
３

○
都
大
会
ベ
ス
ト
８
（
団
体
・
個
人
）

○
夏
季
大
会
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
秋
季
大
会
本
大
会
出
場

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
人
格
を

　
磨
く
。

○
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
都
ベ
ス
ト
８

○
全
国
総
合
体
育
大
会
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
予
選
都
ベ
ス
ト
８

－

男
・
３

硬
式

野
球

男
・
４

水
泳

男
・
４

硬
式

野
球

○
全
国
選
手
権
予
選
東
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
都
大
会
進
出

○
春
季
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
進
出

○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
各
種
大
会
で
の
都
大
会
出
場

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
人
格
を

　
磨
く
。

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
日
本
高
等
学
校
選
手
権
に
個
人
及
び

　
リ
レ
ー
種
目
に
出
場

○
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
東
京
都
代
表
選
手

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
硬
式
野
球
部
に
所
属
す
る
と
と
も
に
、
競
技
を
通
し
て
人
格

　
を
磨
き
、
学
力
の
向
上
に
も
努
力
で
き
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
中
学
校
の
野
球
部
又
は
当
該
種
目
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

武
蔵

丘

剣
道

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
野
球
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
を
強
く
志
望
す
る
者
で
、
入
学
後
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間

　
部
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
野
球
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

○
本
校
の
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
文
武
両
道
に
努
め
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
学
校
生
活
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

　
３
年
間
部
活
動
を
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
を
強
く
志
望
す
る
者
で
、
入
学
後
は
剣
道
部
に
所
属
し
３
年
間
部
活
動
を
継
続

　
で
き
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○
有
段
者
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
者

男
女
・
４

女
・
２

鷺
宮

硬
式

野
球

－
○

個
人

－

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定
○
東
京
都
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
春
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

大
森

－
○

個
人

－

男
女
・
２

硬
式

野
球

－

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
者

○
入
学
後
、
野
球
部
に
３
年
間
所
属
し
３
年
間
熱
心
に
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
硬
式
野
球
部
に
所
属
す
る
と
と
も
に
、
競
技
や
学
業
を
と
お
し
て

　
人
格
を
磨
き
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
中
学
校
の
野
球
部
ま
た
は
当
該
種
目
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
ダ
ン
ス
の
経
験
が
あ
り
、
自
分
で
振
り
付
け
を
考
え
ら
れ
る
者
。

〇
入
学
後
、
ダ
ン
ス
部
に
３
年
間
所
属
し
、
他
の
部
員
を
牽
引
す
る
熱
意
の
あ
る
者

〇
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の

　
両
立
が
で
き
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
、
以
下
の
①
又
は
②
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
者

　
①
運
動
能
力
に
優
れ
、
都
大
会
出
場
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

　
②
各
地
区
選
抜
選
手
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
者
又
は
同
様
の
実
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
、
以
下
の
①
又
は
②
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
者

　
①
運
動
能
力
に
優
れ
、
都
大
会
出
場
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

　
②
各
地
区
選
抜
選
手
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
者
又
は
同
様
の
実
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
た
者

○
入
学
後
、
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
思
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の

　
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
で
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
と
れ
る
者

○
本
校
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

男
・
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動

　
し
て
い
た
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に

　
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

女
・
３

○

－ －

集
団

個
人

－
－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

集
団

－ － －

○○

－－ －

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
、

　
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
野
球
部
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
に
お
け
る
学
業

　
と
両
立
で
き
る
者

硬
式

野
球

硬
式

野
球

男
・
３

男
・
３

男
・
３

－

個
人

－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
秋
季
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　
Ａ
代
表

○
東
京
都
春
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
日
本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権

　
東
京
都
大
会
ス
モ
ー
ル
ク
ラ
ス
優
勝

○
日
本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権

　
全
国
大
会
８
位
入
賞
以
上

○
全
日
本
高
等
学
校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

　
選
手
権
大
会
上
位
入
賞

○
関
東
選
手
権
大
会
優
勝

○
各
種
大
会
・
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
秋
季
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○

千
歳

丘

ダ
ン

ス

チ
ア

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

硬
式

野
球

桜
町

女
・
３

雪
谷

硬
式

野
球

男
・
２

広
  
 
  
 
  
 
尾

男
・
３

－

－140－



学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－
－

杉
並

－

男
・
３

○

男
女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
水
泳
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
水
泳
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
水
泳
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

○
本
校
の
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－ －

－

集
団

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
を
強
く
志
望
す
る
者
で
、
運
動
能
力
に
優
れ
、
入
学
後
も
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
に
て

　
３
年
間
部
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
意
欲
・
向
上
心
を
有
す
る
者

個
人

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
す
る
と
と
も
に
、
競
技
を
通
し
て
人
格

　
を
磨
き
、
学
力
の
向
上
に
も
努
力
で
き
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
当
該
種
目
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
３

○
都
大
会
ベ
ス
ト
８
（
団
体
・
個
人
）

○
夏
季
大
会
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
秋
季
大
会
本
大
会
出
場

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
人
格
を

　
磨
く
。

○
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
都
ベ
ス
ト
８

○
全
国
総
合
体
育
大
会
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
予
選
都
ベ
ス
ト
８

－

男
・
３

硬
式

野
球

男
・
４

水
泳

男
・
４

硬
式

野
球

○
全
国
選
手
権
予
選
東
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
都
大
会
進
出

○
春
季
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
進
出

○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
各
種
大
会
で
の
都
大
会
出
場

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
人
格
を

　
磨
く
。

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
日
本
高
等
学
校
選
手
権
に
個
人
及
び

　
リ
レ
ー
種
目
に
出
場

○
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
東
京
都
代
表
選
手

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
硬
式
野
球
部
に
所
属
す
る
と
と
も
に
、
競
技
を
通
し
て
人
格

　
を
磨
き
、
学
力
の
向
上
に
も
努
力
で
き
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
中
学
校
の
野
球
部
又
は
当
該
種
目
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

武
蔵

丘

剣
道

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
野
球
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
を
強
く
志
望
す
る
者
で
、
入
学
後
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間

　
部
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
野
球
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

○
本
校
の
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
文
武
両
道
に
努
め
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
学
校
生
活
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

　
３
年
間
部
活
動
を
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
を
強
く
志
望
す
る
者
で
、
入
学
後
は
剣
道
部
に
所
属
し
３
年
間
部
活
動
を
継
続

　
で
き
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○
有
段
者
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
者

男
女
・
４

女
・
２

鷺
宮

硬
式

野
球

－
○

個
人

－

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定
○
東
京
都
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
春
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

大
森

－
○

個
人

－

男
女
・
２

硬
式

野
球

－

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
者

○
入
学
後
、
野
球
部
に
３
年
間
所
属
し
３
年
間
熱
心
に
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
硬
式
野
球
部
に
所
属
す
る
と
と
も
に
、
競
技
や
学
業
を
と
お
し
て

　
人
格
を
磨
き
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
中
学
校
の
野
球
部
ま
た
は
当
該
種
目
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
ダ
ン
ス
の
経
験
が
あ
り
、
自
分
で
振
り
付
け
を
考
え
ら
れ
る
者
。

〇
入
学
後
、
ダ
ン
ス
部
に
３
年
間
所
属
し
、
他
の
部
員
を
牽
引
す
る
熱
意
の
あ
る
者

〇
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の

　
両
立
が
で
き
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
、
以
下
の
①
又
は
②
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
者

　
①
運
動
能
力
に
優
れ
、
都
大
会
出
場
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

　
②
各
地
区
選
抜
選
手
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
者
又
は
同
様
の
実
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
、
以
下
の
①
又
は
②
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
者

　
①
運
動
能
力
に
優
れ
、
都
大
会
出
場
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

　
②
各
地
区
選
抜
選
手
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
者
又
は
同
様
の
実
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
た
者

○
入
学
後
、
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
思
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の

　
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
で
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
と
れ
る
者

○
本
校
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

男
・
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動

　
し
て
い
た
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に

　
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

女
・
３

○

－ －

集
団

個
人

－
－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

集
団

－ －－

○○

－－ －

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
、

　
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
野
球
部
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
に
お
け
る
学
業

　
と
両
立
で
き
る
者

硬
式

野
球

硬
式

野
球

男
・
３

男
・
３

男
・
３

－

個
人

－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
秋
季
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　
Ａ
代
表

○
東
京
都
春
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
日
本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権

　
東
京
都
大
会
ス
モ
ー
ル
ク
ラ
ス
優
勝

○
日
本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権

　
全
国
大
会
８
位
入
賞
以
上

○
全
日
本
高
等
学
校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

　
選
手
権
大
会
上
位
入
賞

○
関
東
選
手
権
大
会
優
勝

○
各
種
大
会
・
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
秋
季
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○

千
歳

丘

ダ
ン

ス

チ
ア

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

硬
式

野
球

桜
町

女
・
３

雪
谷

硬
式

野
球

男
・
２

広
  
 
  
 
  
 
尾

男
・
３

－

－141－



学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－
－

陸
上

競
技

－
個
人

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
等
で

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
者

○
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
野
球
部
に
入
部
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
者

○
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
陸
上
競
技
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
陸
上
競
技
部
等
で
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
陸
上
競
技
部
に
入
部
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
者

○
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
将
来
陸
上
競
技
に
お
い
て
活
躍
が
期
待
で
き
る
潜
在
能
力
を

　
有
す
る
者
（
競
技
歴
不
問
）

○
本
校
の
陸
上
競
技
部
に
入
部
し
、
３
年
間
向
上
心
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

集
団

個
人

男
・
４

男
・
３

男
女
・
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
等
で

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
者

○
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

女
・
３

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
等
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
、
３
年
間
向
上
心
を
も
っ
て
活
動
で
き
る

　
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

硬
式

野
球

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
等
で
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
者

○
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

文
京

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
入
部
し
、
３
年
間
向
上
心
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

男
・
３

女
・
３

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト

　
１
６
以
上

○
関
東
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

　
大
会
出
場

○
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

○
東
京
都
高
体
連
主
催
公
式
戦
ベ
ス
ト

　
１
６
以
上

○
全
て
の
都
大
会
で
ベ
ス
ト
８
以
上

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
高
校
陸
上
競
技
大
会
出
場

○
全
国
高
校
総
体
出
場

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

女
・
５

男
女
・
３

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

陸
上

競
技

○
関
東
大
会
、
全
国
高
校
総
体
、
新
人

　
大
会
、
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
関
東
高
等
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
（
関
東
大
会
出
場
）

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト

　
１
６
以
上

○
支
部
を
代
表
す
る
選
手
に
な
る
こ
と

板
橋

－

○
－

○
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集
団

－

○
高
体
連
主
催
公
式
戦
に
て
東
京
都

　
ベ
ス
ト
３
２

－

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動

　
で
き
る
者

男
・
２

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
学
業
と

　
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

男
女
・
２

女
・
２

－－－

集
団

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
に
お
い
て
３
年
間
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
３
年
間
吹
奏
楽
部
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
活
躍
を
期
待
で
き
、
自
ら

　
の
進
路
希
望
実
現
へ
向
け
て
、
文
武
両
道
で
努
力
で
き
る
者

○
杉
並
高
校
の
特
色
を
理
解
し
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
れ
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動

　
で
き
る
者

男
・
２

硬
式

野
球

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
硬
式
・
軟
式
問
わ

　
ず
）
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

〇
本
校
入
学
後
、
硬
式
野
球
部
を
３
年
間
継
続
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

　
学
業
と
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

サ
ッ

カ
ー

　
以
降
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
を
理
解
し
賛
同
で
き
る
者

○
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
者

○
部
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
主
体
性
を
発
揮
し
て
リ
ー
ダ
ー
と

　
し
て
活
躍
で
き
る
者

○
部
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
学
習
面
も
真
剣
に
取
り
組
み
一
段
高
い
進
路
実
現
を
目
指
す
者

○
基
本
的
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る
者

男
・
３

○
初
段
又
は
同
程
度
の
技
量
を
も
つ
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を
も
ち
、
生
徒
の
模
範
と
な
る

　
生
活
を
送
り
、
学
習
と
の
両
立
が
で
き
る
者

豊
島

男
女
・
２

男
女
・
６

○
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
部
員
全
員
の
一
段
高
い
進
路
実
現

○
地
域
か
ら
応
援
さ
れ
る
部
活
動
に

　
な
る
た
め
の
活
動
（
月
１
回
）

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
（
団
体
・
個
人
）

○
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

　
大
会
東
京
都
ベ
ス
ト
８

　
東
京
都
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦

　
Ｔ
５
リ
ー
グ
昇
格

柔
道

○
関
東
大
会
出
場
（
東
京
都
ベ
ス
ト
８
）

○
新
人
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
支
部
大
会
優
勝

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
公
式
戦
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
連
盟
主
催
コ
ン

　
ク
ー
ル
及
び
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　
で
の
金
賞
受
賞

○
東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
全
日
本

　
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
上
位
大
会
の
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
音
楽
部
門
へ

　
の
積
極
的
な
参
加
と
東
京
都
教
育
委
員
会

　
行
事
へ
の
貢
献

○
地
域
社
会
行
事
へ
の
参
加
や
高
齢
者
福
祉

　
施
設
、
近
隣
小
中
学
校
等
と
の
交
流

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

吹
奏

楽
杉

並
（

続
き

）

サ
ッ

カ
ー

豊
多

摩

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
学
業
と

　
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

男
・
２

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
学
業
と

　
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○
－－

○
－

－
集
団

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
ハ
ン
ド
ボ
ー

　
ル
部
等
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

〇
本
校
入
学
後
、
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

－142－
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－
－

陸
上

競
技

－
個
人

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
等
で

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
者

○
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
野
球
部
に
入
部
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
者

○
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
陸
上
競
技
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
陸
上
競
技
部
等
で
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
陸
上
競
技
部
に
入
部
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
者

○
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
将
来
陸
上
競
技
に
お
い
て
活
躍
が
期
待
で
き
る
潜
在
能
力
を

　
有
す
る
者
（
競
技
歴
不
問
）

○
本
校
の
陸
上
競
技
部
に
入
部
し
、
３
年
間
向
上
心
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

集
団

個
人

男
・
４

男
・
３

男
女
・
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
等
で

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
者

○
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

女
・
３

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
等
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
、
３
年
間
向
上
心
を
も
っ
て
活
動
で
き
る

　
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

硬
式

野
球

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
等
で
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
者

○
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

文
京

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
入
部
し
、
３
年
間
向
上
心
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

男
・
３

女
・
３

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト

　
１
６
以
上

○
関
東
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

　
大
会
出
場

○
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

○
東
京
都
高
体
連
主
催
公
式
戦
ベ
ス
ト

　
１
６
以
上

○
全
て
の
都
大
会
で
ベ
ス
ト
８
以
上

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
高
校
陸
上
競
技
大
会
出
場

○
全
国
高
校
総
体
出
場

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

女
・
５

男
女
・
３

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

陸
上

競
技

○
関
東
大
会
、
全
国
高
校
総
体
、
新
人

　
大
会
、
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
関
東
高
等
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
（
関
東
大
会
出
場
）

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト

　
１
６
以
上

○
支
部
を
代
表
す
る
選
手
に
な
る
こ
と

板
橋

－

○
－

○
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集
団

－

○
高
体
連
主
催
公
式
戦
に
て
東
京
都

　
ベ
ス
ト
３
２

－

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動

　
で
き
る
者

男
・
２

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
学
業
と

　
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

男
女
・
２

女
・
２

－－－

集
団

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
に
お
い
て
３
年
間
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
３
年
間
吹
奏
楽
部
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
活
躍
を
期
待
で
き
、
自
ら

　
の
進
路
希
望
実
現
へ
向
け
て
、
文
武
両
道
で
努
力
で
き
る
者

○
杉
並
高
校
の
特
色
を
理
解
し
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
れ
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動

　
で
き
る
者

男
・
２

硬
式

野
球

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
硬
式
・
軟
式
問
わ

　
ず
）
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

〇
本
校
入
学
後
、
硬
式
野
球
部
を
３
年
間
継
続
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

　
学
業
と
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

サ
ッ

カ
ー

　
以
降
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
を
理
解
し
賛
同
で
き
る
者

○
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
者

○
部
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
主
体
性
を
発
揮
し
て
リ
ー
ダ
ー
と

　
し
て
活
躍
で
き
る
者

○
部
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
学
習
面
も
真
剣
に
取
り
組
み
一
段
高
い
進
路
実
現
を
目
指
す
者

○
基
本
的
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る
者

男
・
３

○
初
段
又
は
同
程
度
の
技
量
を
も
つ
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を
も
ち
、
生
徒
の
模
範
と
な
る

　
生
活
を
送
り
、
学
習
と
の
両
立
が
で
き
る
者

豊
島

男
女
・
２

男
女
・
６

○
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
部
員
全
員
の
一
段
高
い
進
路
実
現

○
地
域
か
ら
応
援
さ
れ
る
部
活
動
に

　
な
る
た
め
の
活
動
（
月
１
回
）

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
（
団
体
・
個
人
）

○
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

　
大
会
東
京
都
ベ
ス
ト
８

　
東
京
都
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦

　
Ｔ
５
リ
ー
グ
昇
格

柔
道

○
関
東
大
会
出
場
（
東
京
都
ベ
ス
ト
８
）

○
新
人
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
支
部
大
会
優
勝

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
公
式
戦
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
連
盟
主
催
コ
ン

　
ク
ー
ル
及
び
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　
で
の
金
賞
受
賞

○
東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
全
日
本

　
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
上
位
大
会
の
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
音
楽
部
門
へ

　
の
積
極
的
な
参
加
と
東
京
都
教
育
委
員
会

　
行
事
へ
の
貢
献

○
地
域
社
会
行
事
へ
の
参
加
や
高
齢
者
福
祉

　
施
設
、
近
隣
小
中
学
校
等
と
の
交
流

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

吹
奏

楽
杉

並
（

続
き

）

サ
ッ

カ
ー

豊
多

摩

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
学
業
と

　
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

男
・
２

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
学
業
と

　
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○
－－

○
－

－
集
団

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
ハ
ン
ド
ボ
ー

　
ル
部
等
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

〇
本
校
入
学
後
、
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

－143－
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－
－

男
女
・
２

石
神

井

ラ
グ

ビ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
時
代
の
所
属
す
る
チ
ー
ム

　
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
出
場
又
は
そ
れ
と
同
等
の
能
力
の
あ
る
者

　
な
ど
、
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー

　
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

女
・
２

女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
時
代
の
所
属
す
る
チ
ー
ム

　
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
出
場
又
は
そ
れ
と
同
等
の
実
績
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー

　
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

－
集
団

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
柔
道
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
時
代
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、
都
大
会
出
場

　
又
は
そ
れ
と
同
等
の
実
績
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
柔
道
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

　
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
時
代
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
で

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
出
場
又
は
そ
れ
と
同
等
の
能
力
の
あ
る

　
者
な
ど
、
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
サ
ッ
カ
ー
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
ラ
グ
ビ
ー
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
運
動
能
力
・
体
力
に
優
れ
、
ラ
グ
ビ
ー
を

　
問
わ
ず
、
中
学
時
に
運
動
部
活
動
又
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
３
年
間
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
ラ
グ
ビ
ー
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

　
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
時
代
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
で

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
出
場
又
は
そ
れ
と
同
等
の
実
績
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー

　
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
関
東
大
会
出
場

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選
ベ
ス
１
６
以
上

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

◯
新
人
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
６
４

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選
ベ
ス
１
６
以
上

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

◯
新
人
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選

　
ベ
ス
ト
８
以
上

○
選
手
権
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８
以
上

バ
ス

ケ
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ト
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ー
ル
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サ
ッ

カ
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３
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－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
６
４

○
秋
季
大
会
３
回
戦

集
団

個
人

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
、
３
年
間
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
意
志
の
強
い
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
常
時
、
試
合
に

　
出
場
し
て
い
た
者
か
、
同
等
の
実
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
高
校
野
球
で
甲
子
園
を
目
指
し
、
努
力
で
き
る
者

○
都
大
会
進
出
と
同
等
以
上
の
技
術
を
も
つ
者

－
○ ○

男
女
・
３

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
へ
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て
３
年
間
活
動

　
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
意
志
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
中
心
選
手
と
同
等

　
の
実
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

○
入
学
後
も
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
真
面
目
に
部
活
動
の

　
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
っ
て
活
動
す
る
意
思
の
あ
る
者

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
中
心
選
手
と
同
等

　
の
実
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

○
入
学
後
も
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
真
面
目
に
活
動
す
る
意
思

　
の
あ
る
者

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
出
場
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

○
入
学
後
も
本
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
真
面
目
に
活
動
す
る
意
思
の

　
あ
る
者

○
全
国
大
会
出
場
を
目
指
す
意
思
の
あ
る
者

男
女
・
２

女
・
３

○
３
年
間
情
熱
を
も
っ
た
学
校
生
活
と
部
活
動
の
両
立
に
努
力
で
き
る
者
で
、
以
下
の

　
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

①
東
京
都
中
学
校
地
域
別
陸
上
競
技
大
会
出
場
と
同
等
の
能
力
を
有
す
る
者

②
通
信
陸
上
東
京
都
大
会
出
場
と
同
等
の
能
力
を
有
す
る
者

③
東
京
都
中
学
総
体
兼
中
学
校
選
手
権
大
会
出
場
と
同
等
の
能
力
を
有
す
る
者

大
山

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
東
京
都
中
学
校
剣
道
大
会
（
総
体
、
春
季
、
新
人
）
出
場
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

○
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
各
区
・
市
中
学
校
大
会
上
位
入
賞
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

○
区
民
（
市
民
）
大
会
上
位
入
賞
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

男
・
３

高
　
　
　
　
　
島

女
・
３

○
各
種
東
京
都
大
会
出
場

○
各
種
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会
出
場

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

剣
道

硬
式

野
球

陸
上

競
技

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

○
東
京
都
高
体
連
主
催
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
出
場

○
関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
新
人
大
会
入
賞

○
東
京
都
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
入
賞

○
各
種
東
京
都
大
会
出
場

○
各
種
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
新
人
大
会
入
賞

○
東
京
都
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
入
賞

○
東
京
都
大
会
東
東
京
大
会
優
勝

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

－144－
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男
女
・
２

石
神

井

ラ
グ

ビ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
時
代
の
所
属
す
る
チ
ー
ム

　
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
出
場
又
は
そ
れ
と
同
等
の
能
力
の
あ
る
者

　
な
ど
、
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー

　
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

女
・
２

女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
時
代
の
所
属
す
る
チ
ー
ム

　
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
出
場
又
は
そ
れ
と
同
等
の
実
績
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー

　
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

－
集
団

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
柔
道
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
時
代
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、
都
大
会
出
場

　
又
は
そ
れ
と
同
等
の
実
績
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
柔
道
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

　
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
時
代
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
で

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
出
場
又
は
そ
れ
と
同
等
の
能
力
の
あ
る

　
者
な
ど
、
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
サ
ッ
カ
ー
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
ラ
グ
ビ
ー
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
運
動
能
力
・
体
力
に
優
れ
、
ラ
グ
ビ
ー
を

　
問
わ
ず
、
中
学
時
に
運
動
部
活
動
又
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
３
年
間
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
ラ
グ
ビ
ー
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

　
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
時
代
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
で

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
出
場
又
は
そ
れ
と
同
等
の
実
績
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
リ
ー
ダ
ー

　
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
あ
る
者

○
文
武
二
道
の
両
立
を
実
践
す
る
た
め
、
学
業
に
お
い
て
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

　
学
校
行
事
等
に
も
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
関
東
大
会
出
場

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選
ベ
ス
１
６
以
上

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

◯
新
人
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
６
４

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選
ベ
ス
１
６
以
上

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

◯
新
人
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
予
選

　
ベ
ス
ト
８
以
上

○
選
手
権
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８
以
上

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

柔
道

サ
ッ

カ
ー

男
・
３
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－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
ベ
ス
ト
６
４

○
秋
季
大
会
３
回
戦

集
団

個
人

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
、
３
年
間
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
意
志
の
強
い
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
常
時
、
試
合
に

　
出
場
し
て
い
た
者
か
、
同
等
の
実
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
高
校
野
球
で
甲
子
園
を
目
指
し
、
努
力
で
き
る
者

○
都
大
会
進
出
と
同
等
以
上
の
技
術
を
も
つ
者

－
○ ○

男
女
・
３

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
へ
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て
３
年
間
活
動

　
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
意
志
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
中
心
選
手
と
同
等

　
の
実
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

○
入
学
後
も
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
真
面
目
に
部
活
動
の

　
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
っ
て
活
動
す
る
意
思
の
あ
る
者

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
中
心
選
手
と
同
等

　
の
実
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

○
入
学
後
も
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
真
面
目
に
活
動
す
る
意
思

　
の
あ
る
者

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
出
場
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

○
入
学
後
も
本
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
真
面
目
に
活
動
す
る
意
思
の

　
あ
る
者

○
全
国
大
会
出
場
を
目
指
す
意
思
の
あ
る
者

男
女
・
２

女
・
３

○
３
年
間
情
熱
を
も
っ
た
学
校
生
活
と
部
活
動
の
両
立
に
努
力
で
き
る
者
で
、
以
下
の

　
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

①
東
京
都
中
学
校
地
域
別
陸
上
競
技
大
会
出
場
と
同
等
の
能
力
を
有
す
る
者

②
通
信
陸
上
東
京
都
大
会
出
場
と
同
等
の
能
力
を
有
す
る
者

③
東
京
都
中
学
総
体
兼
中
学
校
選
手
権
大
会
出
場
と
同
等
の
能
力
を
有
す
る
者

大
山

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
東
京
都
中
学
校
剣
道
大
会
（
総
体
、
春
季
、
新
人
）
出
場
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

○
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
各
区
・
市
中
学
校
大
会
上
位
入
賞
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

○
区
民
（
市
民
）
大
会
上
位
入
賞
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

男
・
３

高
　
　
　
　
　
島

女
・
３

○
各
種
東
京
都
大
会
出
場

○
各
種
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会
出
場

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

剣
道

硬
式

野
球

陸
上

競
技

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

○
東
京
都
高
体
連
主
催
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
出
場

○
関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
新
人
大
会
入
賞

○
東
京
都
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
入
賞

○
各
種
東
京
都
大
会
出
場

○
各
種
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
新
人
大
会
入
賞

○
東
京
都
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
入
賞

○
東
京
都
大
会
東
東
京
大
会
優
勝

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

－145－
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○
全
国
大
会
出
場
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
出
場

○
支
部
大
会
男
女
総
合
３
位
以
内

○
都
大
会
出
場
人
数
を
増
や
し
、
南
関
東
大
会

　
出
場

○
南
関
東
大
会
入
賞

○
関
東
新
人
大
会
入
賞

○
全
国
大
会
出
場

○
選
手
権
大
会
都
大
会
３
回
戦
進
出

○
新
人
戦
都
大
会
３
回
戦
進
出

○
総
合
体
育
大
会
都
大
会
３
回
戦
進
出

－

集
団

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
で
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
に
出
場
し
た
者
又
は
そ
れ
に

　
相
当
す
る
成
績
を
収
め
た
と
認
め
ら
れ
る
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
部
の
中
心

　
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
３

個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
で
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
等
に
出
場

　
し
た
者
又
は
そ
れ
に
相
当
す
る
成
績
を
収
め
た
と
認
め
ら
れ
る
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
部
の
中
心

　
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

個
人

足
　
立
　
新
　
田

相
撲

男
・
４

硬
式

野
球

女
・
３

足
立

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
自
信
を
も
ち
、
東
京
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
出
場

　
し
た
レ
ベ
ル
以
上
の
実
績
の
あ
る
者
又
は
、
こ
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、

　
そ
れ
に
相
当
す
る
成
績
、
技
術
に
自
信
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、
指
導
方
針
に
従
い
、
積
極
的
に
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る

　
と
と
も
に
、
常
に
向
上
心
を
も
っ
て
、
部
活
動
や
学
業
に
専
念
で
き
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

サ
ッ

カ
ー

男
女
・
３

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
連
続
出
場

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
自
信
を
も
ち
、
東
京
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
出
場

　
し
た
レ
ベ
ル
以
上
の
実
績
の
あ
る
者
又
は
、
こ
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、

　
そ
れ
に
相
当
す
る
成
績
、
技
術
に
自
信
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
に
お
け
る

　
努
力
を
怠
ら
な
い
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

陸
上

競
技

男
女
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上
の
者
又
は
そ
れ
に
相
当
す
る
成
績
を
収
め
た
と
認
め
ら
れ
る
者

○
入
学
後
は
、
本
校
の
相
撲
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
部
の
中
心
と
し
て
活
動

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
東
京
都

　
大
会
出
場
に
相
当
す
る
実
力
を
も
つ
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
部
の
中
心
と
し
て

　
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
８

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
自
信
を
も
ち
、
東
京
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
出
場

　
し
た
レ
ベ
ル
以
上
の
能
力
の
あ
る
者
又
は
こ
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、

　
そ
れ
に
相
当
す
る
能
力
、
技
術
に
自
信
の
あ
る
者

○
各
地
区
選
抜
選
手
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
者
又
は
そ
れ
に
相
当
す
る
技
術
を
有
す
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
に
お
け
る

　
努
力
を
怠
ら
な
い
者

○
－ －

－
－

－
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満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文
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○
関
東
高
等
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
出
場
（
東
京
都
ベ
ス
ト
８
）

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
選
手
権
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
新
人
大
会
ベ
ス
ト
３
２
（
本
大
会

　
出
場
）

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
西
東
京

　
大
会
ベ
ス
ト
３
２

○
秋
季
大
会
２
回
戦

－ －

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
出
場
（
東
京
都
ベ
ス
ト
５
６
）

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
選
手
権
大
会

　
ベ
ス
ト
５
６

○
東
京
都
新
人
大
会
ベ
ス
ト
５
６

集
団

女
・
２

男
・
３

硬
式

野
球

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
の

　
両
立
が
果
た
せ
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
し
、
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
意
欲
と
向
上
心
が
高
い
者

硬
式

野
球

男
・
３

光
丘

男
・
３

－ －

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
本
校
剣
道
部
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
の

　
両
立
が
果
た
せ
る
者

○
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
者

○
継
続
的
に
剣
道
を
実
践
し
て
い
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

　
学
業
と
の
両
立
が
果
た
せ
る
者

○
中
学
時
代
当
該
部
活
動
に
継
続
し
て
所
属
し
、
チ
ー
ム
の
中
心
と
な
っ
て
役
割
を

　
果
た
す
と
と
も
に
、
部
活
動
の
活
性
化
に
深
く
貢
献
し
た
者

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
本
校
硬
式
野
球
部
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
の

　
両
立
が
果
た
せ
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
、
部
活
動
の
中
心
と
し
て
活
動
し
た
者

女
・
３

女
・
２

－

個
人

○

剣
道

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
３

練
馬

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
た
者

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
当
該
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
本
校
剣
道
部
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
の

　
両
立
が
果
た
せ
る
者

○
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
者

○
継
続
的
に
剣
道
を
実
践
し
て
い
る
者

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
春
季
リ
ー
グ
戦
優
勝

○
関
東
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
総
体
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
新
人
リ
ー
グ
戦
優
勝

○
新
人
選
手
権
ベ
ス
ト
３
２

○
公
立
学
校
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
ス
ト
８

○
都
大
会
ベ
ス
ト
４

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
地
区
選
抜
選
手
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

○

－

－146－
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満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文
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薦
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観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

○
全
国
大
会
出
場
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
出
場

○
支
部
大
会
男
女
総
合
３
位
以
内

○
都
大
会
出
場
人
数
を
増
や
し
、
南
関
東
大
会

　
出
場

○
南
関
東
大
会
入
賞

○
関
東
新
人
大
会
入
賞

○
全
国
大
会
出
場

○
選
手
権
大
会
都
大
会
３
回
戦
進
出

○
新
人
戦
都
大
会
３
回
戦
進
出

○
総
合
体
育
大
会
都
大
会
３
回
戦
進
出

－

集
団

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
で
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
に
出
場
し
た
者
又
は
そ
れ
に

　
相
当
す
る
成
績
を
収
め
た
と
認
め
ら
れ
る
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
部
の
中
心

　
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
３

個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
で
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
都
大
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
等
に
出
場

　
し
た
者
又
は
そ
れ
に
相
当
す
る
成
績
を
収
め
た
と
認
め
ら
れ
る
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
部
の
中
心

　
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

個
人

足
　
立
　
新
　
田

相
撲

男
・
４

硬
式

野
球

女
・
３

足
立

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
自
信
を
も
ち
、
東
京
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
出
場

　
し
た
レ
ベ
ル
以
上
の
実
績
の
あ
る
者
又
は
、
こ
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、

　
そ
れ
に
相
当
す
る
成
績
、
技
術
に
自
信
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、
指
導
方
針
に
従
い
、
積
極
的
に
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る

　
と
と
も
に
、
常
に
向
上
心
を
も
っ
て
、
部
活
動
や
学
業
に
専
念
で
き
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

サ
ッ

カ
ー

男
女
・
３

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
連
続
出
場

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
自
信
を
も
ち
、
東
京
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
出
場

　
し
た
レ
ベ
ル
以
上
の
実
績
の
あ
る
者
又
は
、
こ
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、

　
そ
れ
に
相
当
す
る
成
績
、
技
術
に
自
信
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
に
お
け
る

　
努
力
を
怠
ら
な
い
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

陸
上

競
技

男
女
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上
の
者
又
は
そ
れ
に
相
当
す
る
成
績
を
収
め
た
と
認
め
ら
れ
る
者

○
入
学
後
は
、
本
校
の
相
撲
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
部
の
中
心
と
し
て
活
動

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
東
京
都

　
大
会
出
場
に
相
当
す
る
実
力
を
も
つ
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
部
の
中
心
と
し
て

　
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
８

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
自
信
を
も
ち
、
東
京
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
出
場

　
し
た
レ
ベ
ル
以
上
の
能
力
の
あ
る
者
又
は
こ
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、

　
そ
れ
に
相
当
す
る
能
力
、
技
術
に
自
信
の
あ
る
者

○
各
地
区
選
抜
選
手
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
者
又
は
そ
れ
に
相
当
す
る
技
術
を
有
す
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
に
お
け
る

　
努
力
を
怠
ら
な
い
者

○
－ －

－
－

－

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査
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点
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査

書
の

活
用

評 定

○
関
東
高
等
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
出
場
（
東
京
都
ベ
ス
ト
８
）

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
選
手
権
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
新
人
大
会
ベ
ス
ト
３
２
（
本
大
会

　
出
場
）

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
西
東
京

　
大
会
ベ
ス
ト
３
２

○
秋
季
大
会
２
回
戦

－ －

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
出
場
（
東
京
都
ベ
ス
ト
５
６
）

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
選
手
権
大
会

　
ベ
ス
ト
５
６

○
東
京
都
新
人
大
会
ベ
ス
ト
５
６

集
団

女
・
２

男
・
３

硬
式

野
球

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
の

　
両
立
が
果
た
せ
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
し
、
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
意
欲
と
向
上
心
が
高
い
者

硬
式

野
球

男
・
３

光
丘

男
・
３

－ －

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
本
校
剣
道
部
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
の

　
両
立
が
果
た
せ
る
者

○
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
者

○
継
続
的
に
剣
道
を
実
践
し
て
い
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

　
学
業
と
の
両
立
が
果
た
せ
る
者

○
中
学
時
代
当
該
部
活
動
に
継
続
し
て
所
属
し
、
チ
ー
ム
の
中
心
と
な
っ
て
役
割
を

　
果
た
す
と
と
も
に
、
部
活
動
の
活
性
化
に
深
く
貢
献
し
た
者

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
本
校
硬
式
野
球
部
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
の

　
両
立
が
果
た
せ
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
、
部
活
動
の
中
心
と
し
て
活
動
し
た
者

女
・
３

女
・
２

－

個
人

○

剣
道

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
３

練
馬

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
た
者

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
当
該
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
に
入
学
後
３
年
間
、
本
校
剣
道
部
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
の

　
両
立
が
果
た
せ
る
者

○
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
者

○
継
続
的
に
剣
道
を
実
践
し
て
い
る
者

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
春
季
リ
ー
グ
戦
優
勝

○
関
東
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
総
体
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
新
人
リ
ー
グ
戦
優
勝

○
新
人
選
手
権
ベ
ス
ト
３
２

○
公
立
学
校
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
ス
ト
８

○
都
大
会
ベ
ス
ト
４

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
地
区
選
抜
選
手
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

○

－

－147－
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－

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
（
団
体
・
個
人
）

○
関
東
高
等
学
校
柔
道
大
会
団
体
出
場

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
出
場

－
○

個
人

集
団

○

－
－

－

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

女
・
３

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と

　
と
も
に
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

男
・
５

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
硬
式
野
球
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
中
学
時
代
の
所
属
チ
ー
ム
で
３
年
間
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を
持
ち
、
学
業
と
の
両
立
が
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
能
に
優
れ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

－

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

江
戸

川
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

○
全
国
総
合
体
育
大
会
東
京
都
予
選

　
ベ
ス
ト
８

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
新
人
戦
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
優
勝

○
高
体
連
各
大
会
ベ
ス
ト
４

○
都
公
立
高
校
各
大
会
優
勝

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
４

－

－
個
人

女
・
３

男
・
３

男
女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
中
学
時
代
の
所
属
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を
も
ち
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
初
段
又
は
同
等
の
程
度
の
技
量
を
持
つ
者

○
中
学
時
代
に
部
活
動
、
道
場
地
域
、
地
域
ク
ラ
ブ
な
ど
で
活
躍
し
て
き
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を
も
ち
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
・
４

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
・
５

柔
道

女
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

南
葛

飾

葛
飾

野

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
た
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を
も
ち
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

－

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
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名
（
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科
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等

）
内
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個
人

－
－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
総
体
地
区
予
選
決
勝
進
出

〇
総
体
地
区
予
選
優
勝

〇
選
手
権
大
会
１
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝
進
出

－－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
時
代
に
部
活
動
や
外
部
団
体
等
で
継
続
的
に
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
教
育
方
針
に
従
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
吹
奏
楽
部
に
参
加
し
、
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
の
学
業
と
両
立

　
で
き
る
者

－
○

－

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
個
人
種
目
で
都
大
会
に
出
場
し
た
者
又
は
そ
れ
と
同
等
の
能
力
を
も
っ
て
い
る
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
部
の
中
心
と
し
て

　
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

集
団

女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
に
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
的
に
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
の
教
育
方
針
に
従
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
参
加
し
、
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
の

　
学
業
と
両
立
で
き
る
者

－

足
立

新
田

（
続

き
）

足
立

西

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男
女
・
５

陸
上

競
技

吹
奏

楽
男
女
・
２

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
Ａ
組

　
金
賞

○
都
大
会
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

　
大
会
）
入
賞

○
関
東
大
会
入
賞

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
東
東
京

　
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
に
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
的
に
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
の
教
育
方
針
に
従
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
参
加
し
、
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
の
学
業
と
両
立

　
で
き
る
者

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
、

　
都
大
会
に
出
場
で
き
る
又
は
各
地
区
選
抜
選
手
に
相
当
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
者

〇
本
校
に
入
学
後
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
チ
ー
ム
の
た
め
に

　
一
生
懸
命
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

〇
本
校
に
入
学
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
、
学
業
と
部
活
動
を
中
心
に
し
た
高
校
生
活

　
を
過
ご
し
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
取
り
組
め
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
を
通
し
て
野
球
部
又
は
野
球
の
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
に
所
属
し
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
入
部
し
、
３
年
間
向
上
心
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
自
信
を
持
ち
東
京
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
出
場
し
た

　
レ
ベ
ル
以
上
の
実
績
の
あ
る
者
。
も
し
く
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
成
績
、
技
術
に

　
自
信
の
あ
る
者

〇
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
に
お
け
る

　
努
力
を
怠
ら
な
い
者

〇
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
５

サ
ッ

カ
ー

男
・
２

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女
・
５

硬
式

野
球

淵
江

硬
式

野
球

－
○－

－

個
人

－148－
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等
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考
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選
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る
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意
点
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後
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小 論 文 ・ 作 文
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文
化

・
ス

ポ
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特
別
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基
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観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
（
団
体
・
個
人
）

○
関
東
高
等
学
校
柔
道
大
会
団
体
出
場

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
出
場

－
○

個
人

集
団

○

－
－

－

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

女
・
３

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と

　
と
も
に
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

男
・
５

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
硬
式
野
球
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
中
学
時
代
の
所
属
チ
ー
ム
で
３
年
間
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を
持
ち
、
学
業
と
の
両
立
が
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
能
に
優
れ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

－

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

江
戸

川
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

○
全
国
総
合
体
育
大
会
東
京
都
予
選

　
ベ
ス
ト
８

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
新
人
戦
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会
優
勝

○
高
体
連
各
大
会
ベ
ス
ト
４

○
都
公
立
高
校
各
大
会
優
勝

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
４

－

－
個
人

女
・
３

男
・
３

男
女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
中
学
時
代
の
所
属
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を
も
ち
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
初
段
又
は
同
等
の
程
度
の
技
量
を
持
つ
者

○
中
学
時
代
に
部
活
動
、
道
場
地
域
、
地
域
ク
ラ
ブ
な
ど
で
活
躍
し
て
き
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を
も
ち
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
・
４

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
・
５

柔
道

女
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

南
葛

飾

葛
飾

野

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
た
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を
も
ち
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

－

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
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書
の

活
用

評 定

個
人

－
－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
総
体
地
区
予
選
決
勝
進
出

〇
総
体
地
区
予
選
優
勝

〇
選
手
権
大
会
１
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝
進
出

－－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
時
代
に
部
活
動
や
外
部
団
体
等
で
継
続
的
に
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
教
育
方
針
に
従
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
吹
奏
楽
部
に
参
加
し
、
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
の
学
業
と
両
立

　
で
き
る
者

－
○

－

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
個
人
種
目
で
都
大
会
に
出
場
し
た
者
又
は
そ
れ
と
同
等
の
能
力
を
も
っ
て
い
る
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
部
の
中
心
と
し
て

　
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
・
部
活
動
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

集
団

女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
に
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
的
に
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
の
教
育
方
針
に
従
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
参
加
し
、
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
の

　
学
業
と
両
立
で
き
る
者

－

足
立

新
田

（
続

き
）

足
立

西

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男
女
・
５

陸
上

競
技

吹
奏

楽
男
女
・
２

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
Ａ
組

　
金
賞

○
都
大
会
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

　
大
会
）
入
賞

○
関
東
大
会
入
賞

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
東
東
京

　
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
に
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
的
に
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
の
教
育
方
針
に
従
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
参
加
し
、
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
の
学
業
と
両
立

　
で
き
る
者

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
、

　
都
大
会
に
出
場
で
き
る
又
は
各
地
区
選
抜
選
手
に
相
当
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
者

〇
本
校
に
入
学
後
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
チ
ー
ム
の
た
め
に

　
一
生
懸
命
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

〇
本
校
に
入
学
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
、
学
業
と
部
活
動
を
中
心
に
し
た
高
校
生
活

　
を
過
ご
し
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
取
り
組
め
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
を
通
し
て
野
球
部
又
は
野
球
の
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
に
所
属
し
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
入
部
し
、
３
年
間
向
上
心
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
自
信
を
持
ち
東
京
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
出
場
し
た

　
レ
ベ
ル
以
上
の
実
績
の
あ
る
者
。
も
し
く
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
成
績
、
技
術
に

　
自
信
の
あ
る
者

〇
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
に
お
け
る

　
努
力
を
怠
ら
な
い
者

〇
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

男
・
５

サ
ッ

カ
ー

男
・
２

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女
・
５

硬
式

野
球

淵
江

硬
式

野
球

－
○－

－

個
人

－149－
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○○

個
人

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
、
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

○
中
学
校
の
野
球
部
顧
問
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
指
導
者
か
ら
の
推
薦
を
受
け
ら
れ
る

　
人
間
性
を
有
し
た
者

○
入
学
後
も
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
志
を
も
つ
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
の

　
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
陸
上
競
技
の
技
術
、
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
志
を
も
つ
者

男
女
・
６

　
入
学
後
も
剣
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
志
を
も
つ
者
で
、
以
下
の

　
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

①
都
大
会
個
人
戦
・
団
体
戦
に
出
場
し
、
上
位
１
６
位
程
度
の
実
績
を
残
し
た
者
、
又
は

　
そ
れ
と
同
等
の
優
秀
な
技
能
を
有
す
る
者

②
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
個
人
戦
・
団
体
戦
で
上
位
８
位
程
度
の
実
績
を
残
し
た
者
、
又
は
そ
れ

　
と
同
等
の
優
秀
な
技
能
を
有
す
る
者

－
個
人

篠
崎

硬
式

野
球

男
・
５

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
女
・
２

男
女
・
２

陸
上

競
技

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
全
国
選
抜
野
球
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
総
合
体
育
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
入
賞

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
入
賞

○
東
京
都
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
一
回
戦
突
破

○
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
１
部
１
位

　
に
よ
る
地
区
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
へ
の
昇
格

○
東
京
都
春
季
・
秋
季
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

○
東
京
都
夏
季
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

－

○
伝
統
曲
、
創
作
曲
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

　
堅
持
、
拡
大

○
高
文
連
大
会
等
へ
の
参
加
・
入
賞

○
地
域
で
の
演
奏
活
動

○
東
京
都
大
会
シ
ー
ド
権
獲
得
（
男
女
）

○
第
１
支
部
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上
（
男
女
）

○
墨
東
杯
（
第
５
・
６
地
区
都
立
高
戦
）
優
勝

（
男
女
）

－
紅

葉
川

和
太

鼓

剣
道

陸
上

競
技

男
・
２

男
女
・
２

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
の
指
導

　
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
陸
上
競
技
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
の

　
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
和
太
鼓
演
奏
の
経
験
を
有
し
、
合
奏
演
奏
の
経
験
が
あ
る
者
、
又
は
そ
れ
と
同
等
の

　
技
能
を
有
す
る
者

○
入
学
後
も
和
太
鼓
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
志
を
も
つ
者

－
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○ ○

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ベ
ス
ト
４
程
度
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
強
い

　
意
志
を
も
つ
者

○
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

－ －

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
野
球
部
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
硬
式
・
軟
式
）
に

　
３
年
間
所
属
し
た
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を

　
も
つ
者

○
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
出
場
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る

　
強
い
意
志
を
も
つ
者

○
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
出
場
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る

　
強
い
意
志
を
も
つ
者

○
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

女
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ベ
ス
ト
４
程
度
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
強
い

　
意
志
を
も
つ
者

○
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

男
・
３

剣
道

硬
式

野
球

葛
西

南

小
岩

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
新
人
大
会
、
関
東
大
会
予
選

　
全
国
高
校
総
体
予
選
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
出
場

○
新
人
戦
支
部
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
都
予
選
・
全
国
高
校
総
体
予
選

　
ベ
ス
ト
３
２

－

－ －

男
・
２

男
女
・
５

女
・
２

男
・
４

個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
剣
道
部
又
は
地
域
剣
友
会
に
所
属
し
た
者

○
有
段
者
（
初
段
）
と
同
等
の
技
能
を
も
つ
者

○
入
学
後
、
剣
道
部
に
所
属
し
３
年
間
活
動
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立

　
で
き
る
者
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学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－

○○

個
人

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
、
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

○
中
学
校
の
野
球
部
顧
問
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
指
導
者
か
ら
の
推
薦
を
受
け
ら
れ
る

　
人
間
性
を
有
し
た
者

○
入
学
後
も
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
志
を
も
つ
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
の

　
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
陸
上
競
技
の
技
術
、
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
志
を
も
つ
者

男
女
・
６

　
入
学
後
も
剣
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
志
を
も
つ
者
で
、
以
下
の

　
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

①
都
大
会
個
人
戦
・
団
体
戦
に
出
場
し
、
上
位
１
６
位
程
度
の
実
績
を
残
し
た
者
、
又
は

　
そ
れ
と
同
等
の
優
秀
な
技
能
を
有
す
る
者

②
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
個
人
戦
・
団
体
戦
で
上
位
８
位
程
度
の
実
績
を
残
し
た
者
、
又
は
そ
れ

　
と
同
等
の
優
秀
な
技
能
を
有
す
る
者

－
個
人

篠
崎

硬
式

野
球

男
・
５

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
女
・
２

男
女
・
２

陸
上

競
技

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
全
国
選
抜
野
球
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
総
合
体
育
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
入
賞

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
入
賞

○
東
京
都
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
一
回
戦
突
破

○
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
１
部
１
位

　
に
よ
る
地
区
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
へ
の
昇
格

○
東
京
都
春
季
・
秋
季
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

○
東
京
都
夏
季
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

－

○
伝
統
曲
、
創
作
曲
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

　
堅
持
、
拡
大

○
高
文
連
大
会
等
へ
の
参
加
・
入
賞

○
地
域
で
の
演
奏
活
動

○
東
京
都
大
会
シ
ー
ド
権
獲
得
（
男
女
）

○
第
１
支
部
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上
（
男
女
）

○
墨
東
杯
（
第
５
・
６
地
区
都
立
高
戦
）
優
勝

（
男
女
）

－
紅

葉
川

和
太

鼓

剣
道

陸
上

競
技

男
・
２

男
女
・
２

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
本
校
の
指
導

　
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
陸
上
競
技
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
の

　
指
導
方
針
に
従
い
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
和
太
鼓
演
奏
の
経
験
を
有
し
、
合
奏
演
奏
の
経
験
が
あ
る
者
、
又
は
そ
れ
と
同
等
の

　
技
能
を
有
す
る
者

○
入
学
後
も
和
太
鼓
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
志
を
も
つ
者

－

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

個
人

○ ○

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ベ
ス
ト
４
程
度
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
強
い

　
意
志
を
も
つ
者

○
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

－ －

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
野
球
部
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
硬
式
・
軟
式
）
に

　
３
年
間
所
属
し
た
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
を

　
も
つ
者

○
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
出
場
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る

　
強
い
意
志
を
も
つ
者

○
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
出
場
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る

　
強
い
意
志
を
も
つ
者

○
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

女
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ベ
ス
ト
４
程
度
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
強
い

　
意
志
を
も
つ
者

○
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に

　
活
動
す
る
者

男
・
３

剣
道

硬
式

野
球

葛
西

南

小
岩

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
新
人
大
会
、
関
東
大
会
予
選

　
全
国
高
校
総
体
予
選
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
出
場

○
新
人
戦
支
部
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
都
予
選
・
全
国
高
校
総
体
予
選

　
ベ
ス
ト
３
２

－

－ －

男
・
２

男
女
・
５

女
・
２

男
・
４

個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
剣
道
部
又
は
地
域
剣
友
会
に
所
属
し
た
者

○
有
段
者
（
初
段
）
と
同
等
の
技
能
を
も
つ
者

○
入
学
後
、
剣
道
部
に
所
属
し
３
年
間
活
動
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立

　
で
き
る
者
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学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－
－

○

集
団

個
人

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
他
の
模
範
と
な
る
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
指
導
力
を

　
発
揮
で
き
る
者

○
入
学
後
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動

　
で
き
る
者

〇
高
体
連
主
催
大
会
に
お
い
て
、
東
京
都

　
ベ
ス
ト
３
２
以
上

〇
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
に
お
い
て
、
７
地
区
１
部
に

　
昇
格

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
優
勝

○
甲
子
園
出
場

－
〇
東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
・

　
都
大
会
出
場
・
全
国
大
会
出
場

〇
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

〇
関
東
大
会
出
場

富
士

森

吹
奏

楽

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

男
・
４

男
・
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
他
の
模
範
と
な
る
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も

　
指
導
力
を
発
揮
で
き
る
者

○
入
学
後
、
３
年
間
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
意
志
の
強
い
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
楽
器
演
奏
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
本
校
吹
奏
楽
部
の
活
動
方
針
を
深
く
学
習
・
理
解
し
、
率
先
し
て
実
践
し
よ
う
と
す
る

　
意
欲
を
も
つ
者

○
入
学
後
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
続
け
る
者

○
吹
奏
楽
部
に
お
い
て
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
行
動
や
指
導
力
を
発
揮
で
き
る
者

○
学
習
へ
の
意
欲
が
旺
盛
で
あ
る
者

○
部
活
の
み
な
ら
ず
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
指
導
力
を
発
揮
で
き
る
者

男
女
・
５

女
・
３

個
人

集
団

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

　
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
他
の
模
範
と
な
る
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
指
導
力
を

　
発
揮
で
き
る
者

○
入
学
後
、
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
意
志
の
強
い
者
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点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－

○
八
王
子
市
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
ベ
ス
ト
４

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
支
部
予
選
優
勝

　
都
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
、

　
東
京
都
地
区
予
選
優
勝
　
都
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
常
時
ベ
ス
ト
８
以
上

○
高
体
連
主
催
大
会
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○

－
○

－

－

個
人

個
人

個
人

－

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

片
倉

サ
ッ

カ
ー

男
・
４

男
・
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
吹
奏
楽
を
愛
好
し
、
集
団
演
奏
に
お
け
る
協
調
性
を
有
す
る
者

○
中
学
校
で
吹
奏
楽
部
等
を
３
年
間
継
続
し
た
者
で
、
か
つ
精
力
的
に
活
躍
し
た
者

○
基
礎
的
な
演
奏
技
能
、
読
譜
力
を
有
し
、
入
学
後
も
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、

　
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
が
あ
る
者

男
女
・
２

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
連
盟
が
主
催

　
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
お
い
て
常
に
銀
賞

　
以
上
の
成
績

○
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
へ
の
継
続
的
出
場

○
小
学
校
や
中
学
校
、
地
域
社
会
と
の
連
携

○
東
京
都
の
各
種
事
業
へ
の
貢
献

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
等
の
各
種
大
会
で

　
ベ
ス
ト
４
以
上

○
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

　
大
会
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
高
校
総
体
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
新
人
戦
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
地
区
Ｔ
４
昇
格

集
団

八
王

子
北

吹
奏

楽
男
女
・
６

硬
式

野
球

卓
球

吹
奏

楽
男
女
・
２

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
精
力
的
に
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
本
校
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
本
校
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動

　
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
と
と
も
に
、
学
校
生
活
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
か
つ

　
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
卓
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
卓
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

〇
入
学
後
卓
球
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
と

　
共
に
、
本
校
に
お
け
る
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

〇
礼
儀
規
律
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
精
力
的
に
活
躍

　
し
た
者

○
入
学
後
も
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
者

○
吹
奏
楽
部
の
活
動
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
中
学
時
代
、
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
者

○
野
球
部
の
活
動
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－152－
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○

集
団

個
人

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
他
の
模
範
と
な
る
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
指
導
力
を

　
発
揮
で
き
る
者

○
入
学
後
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動

　
で
き
る
者

〇
高
体
連
主
催
大
会
に
お
い
て
、
東
京
都

　
ベ
ス
ト
３
２
以
上

〇
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
に
お
い
て
、
７
地
区
１
部
に

　
昇
格

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
優
勝

○
甲
子
園
出
場

－
〇
東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
・

　
都
大
会
出
場
・
全
国
大
会
出
場

〇
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

〇
関
東
大
会
出
場

富
士

森

吹
奏

楽

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

男
・
４

男
・
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
他
の
模
範
と
な
る
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も

　
指
導
力
を
発
揮
で
き
る
者

○
入
学
後
、
３
年
間
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
意
志
の
強
い
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
楽
器
演
奏
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
本
校
吹
奏
楽
部
の
活
動
方
針
を
深
く
学
習
・
理
解
し
、
率
先
し
て
実
践
し
よ
う
と
す
る

　
意
欲
を
も
つ
者

○
入
学
後
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
続
け
る
者

○
吹
奏
楽
部
に
お
い
て
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
行
動
や
指
導
力
を
発
揮
で
き
る
者

○
学
習
へ
の
意
欲
が
旺
盛
で
あ
る
者

○
部
活
の
み
な
ら
ず
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
指
導
力
を
発
揮
で
き
る
者

男
女
・
５

女
・
３

個
人

集
団

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

　
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
指
導
に
従
い
、
他
の
模
範
と
な
る
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
指
導
力
を

　
発
揮
で
き
る
者

○
入
学
後
、
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
活
動
を
継
続
す
る
意
志
の
強
い
者
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○
八
王
子
市
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
ベ
ス
ト
４

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
支
部
予
選
優
勝

　
都
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
、

　
東
京
都
地
区
予
選
優
勝
　
都
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
常
時
ベ
ス
ト
８
以
上

○
高
体
連
主
催
大
会
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○

－
○

－

－

個
人

個
人

個
人

－

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

片
倉

サ
ッ

カ
ー

男
・
４

男
・
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
吹
奏
楽
を
愛
好
し
、
集
団
演
奏
に
お
け
る
協
調
性
を
有
す
る
者

○
中
学
校
で
吹
奏
楽
部
等
を
３
年
間
継
続
し
た
者
で
、
か
つ
精
力
的
に
活
躍
し
た
者

○
基
礎
的
な
演
奏
技
能
、
読
譜
力
を
有
し
、
入
学
後
も
本
校
の
部
活
動
に
所
属
し
、

　
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
が
あ
る
者

男
女
・
２

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
連
盟
が
主
催

　
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
お
い
て
常
に
銀
賞

　
以
上
の
成
績

○
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
へ
の
継
続
的
出
場

○
小
学
校
や
中
学
校
、
地
域
社
会
と
の
連
携

○
東
京
都
の
各
種
事
業
へ
の
貢
献

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
等
の
各
種
大
会
で

　
ベ
ス
ト
４
以
上

○
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

　
大
会
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
高
校
総
体
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
新
人
戦
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
地
区
Ｔ
４
昇
格

集
団

八
王

子
北

吹
奏

楽
男
女
・
６

硬
式

野
球

卓
球

吹
奏

楽
男
女
・
２

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
精
力
的
に
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
本
校
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
本
校
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動

　
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
と
と
も
に
、
学
校
生
活
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
か
つ

　
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
卓
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
卓
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

〇
入
学
後
卓
球
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
と

　
共
に
、
本
校
に
お
け
る
学
習
活
動
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

〇
礼
儀
規
律
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
精
力
的
に
活
躍

　
し
た
者

○
入
学
後
も
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
者

○
吹
奏
楽
部
の
活
動
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
中
学
時
代
、
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
者

○
野
球
部
の
活
動
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－153－
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点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

個
人

○○

－
集
団

○
総
体
予
選
都
１
次
予
選
進
出

　
(ベ

ス
ト
５
６
)

○
選
手
権
都
２
次
大
会
進
出

　
(ベ

ス
ト
６
３
)

○
関
東
大
会
都
予
選
本
大
会
進
出

　
(ベ

ス
ト
３
０
)

○
地
区
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
２
部
昇
格

○
東
京
都
ベ
ス
ト
8

○
高
体
連
７
地
区
選
抜
チ
ー
ム
へ
の
選
出

○
各
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
優
勝

○
Ｔ
リ
ー
グ
昇
格

○
関
東
大
会
・
関
東
新
人
大
会
出
場

○
全
国
高
校
総
体
出
場

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
、
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
３
年
間
継
続
し
て
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
強
い

　
意
志
を
も
つ
者

○
ラ
グ
ビ
ー
の
技
能
・
能
力
、
ま
た
は
運
動
の
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

○
部
活
動
だ
け
で
な
く
、
学
年
・
ク
ラ
ス
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
、
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
中
学
校
で
３
年
間
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
高
校
で
３
年
間
野
球
部
で
の
活
動
を
継
続
し
、
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
秋
季
・
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
４

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
・
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

府
中

西

府
中

東
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル

男
・
２

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
・
５

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

男
・
４

サ
ッ

カ
ー

 
 
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
野
球
部
に
３
年
間
所
属
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
高
校
で
も
野
球
部
に
入
り
頑
張
り
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
、

　
高
い
志
を
も
つ
者

－

男
女
・
５

男
女
・
２

女
・
４

硬
式

野
球

男
・
４

男
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

ラ
グ

ビ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
又
は
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
意
欲
的
に

　
活
動
し
た
者

○
入
学
後
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
、
３
年
間
活
動
し
、
学
業
と
の
両
立
が
で
き
る
者

女
・
４

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
３
年
間
所
属
す
る
と

　
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
学
校
の
部
活
動
や
地
区
の
活
動
で
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
、
陸
上
競
技
部
に
お
い
て
指
導
方
針
を
理
解
し
、
３
年
間
継
続
し
て
努
力
が

　
で
き
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
れ
る
者

陸
上

競
技

－－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
所
属
す
る
部
活
動
顧
問
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
監
督
が
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
は
な
く
人
物

　
と
し
て
推
薦
で
き
る
者

○
入
学
後
、
３
年
間
部
活
動
を
継
続
す
る
意
志
を
も
ち
、
学
業
と
の
両
立
が
で
き
る
者

○
入
学
後
、
ク
ラ
ス
や
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
サ
ッ
カ
ー
部
に
３
年
間
所
属
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
運
動
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
優
れ
、
学
校
の
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍

　
し
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
入
学
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
欲
が
あ
り
、

　
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
、
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

学
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名
（

学
科
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等
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内
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（
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人
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備

  
  
  
  
考
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選

考
に
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る
留

意
点
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今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定 ○

－

個
人

－

個
人

府
中

○
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
都
予
選
　
ベ
ス
ト
１
６

〇
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
東
京
都
予
選
　
ベ
ス
ト
２
０

〇
高
円
宮
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ
 Ｕ

-１
８
サ
ッ
カ
ー

　
リ
ー
グ
東
京
　
Ｔ
５
参
入

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
男
女
都
大
会
入
賞

〇
関
東
大
海
出
場

 
（
個
人
種
目
、
リ
レ
ー
種
目
）

〇
全
国
大
会
出
場

〇
都
大
会
男
女
総
合
５
位
入
賞

○
男
女
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
春
季
大
会
ベ
ス
ト
８

○
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
８

剣
道

松
が

谷

男
女
・
２

陸
上

競
技

女
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
の
陸
上
競
技
大
会
で
活
躍
し
た
者
（
種
目
は
問
わ
な
い
。
）

○
陸
上
競
技
者
と
し
て
の
素
質
を
有
す
る
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
、
活
動
を
継
続
す
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
学
校
生
活
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、

　
行
事
等
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

男
女
・
３

男
・
２

○
－

男
・
２

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
小
学
校
又
は
中
学
校
の
部
活
動
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に

　
取
り
組
ん
だ
者

○
本
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と

　
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

硬
式

野
球

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
顕
著
に
活
躍
し
た
者
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
で
顕
著
に
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
３
年
間
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
学
業
と
両
立
し
な
が
ら

　
活
動
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動

　
し
た
者

〇
サ
ッ
カ
ー
の
能
力
に
特
に
優
れ
た
者
、
又
は
キ
ャ
プ
テ
ン
（
部
長
）
・
副
キ
ャ
プ

　
テ
ン
（
副
部
長
）
等
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
活
動
を
継
続
す
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
学
校
生
活
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、

　
行
事
等
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

男
女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
剣
道
部
又
は
剣
道
の
道
場
等
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
特
に
剣
道
の
能
力
・
資
質
に
優
れ
た
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
剣
道
部
に
所
属
し
、
活
動
を
継
続
す
る

　
意
志
の
強
い
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
学
校
生
活
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、

　
行
事
等
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

－ －

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
野
球
部
又
は
野
球
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
意
欲
的
に

　
活
動
し
た
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
活
動
を
継
続
す
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
学
校
生
活
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、

　
行
事
等
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者
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状 況 の 評 価調
査
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の

活
用

評 定

個
人

○○

－
集
団

○
総
体
予
選
都
１
次
予
選
進
出

　
(ベ

ス
ト
５
６
)

○
選
手
権
都
２
次
大
会
進
出

　
(ベ

ス
ト
６
３
)

○
関
東
大
会
都
予
選
本
大
会
進
出

　
(ベ

ス
ト
３
０
)

○
地
区
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
２
部
昇
格

○
東
京
都
ベ
ス
ト
8

○
高
体
連
７
地
区
選
抜
チ
ー
ム
へ
の
選
出

○
各
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
優
勝

○
Ｔ
リ
ー
グ
昇
格

○
関
東
大
会
・
関
東
新
人
大
会
出
場

○
全
国
高
校
総
体
出
場

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
、
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
３
年
間
継
続
し
て
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
強
い

　
意
志
を
も
つ
者

○
ラ
グ
ビ
ー
の
技
能
・
能
力
、
ま
た
は
運
動
の
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立
で
き
る
者

○
部
活
動
だ
け
で
な
く
、
学
年
・
ク
ラ
ス
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
、
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
中
学
校
で
３
年
間
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
高
校
で
３
年
間
野
球
部
で
の
活
動
を
継
続
し
、
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
秋
季
・
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
４

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
・
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

府
中

西

府
中

東
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル

男
・
２

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
・
５

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

男
・
４

サ
ッ

カ
ー

 
 
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
野
球
部
に
３
年
間
所
属
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
高
校
で
も
野
球
部
に
入
り
頑
張
り
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
、

　
高
い
志
を
も
つ
者

－

男
女
・
５

男
女
・
２

女
・
４

硬
式

野
球

男
・
４

男
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

ラ
グ

ビ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
又
は
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
意
欲
的
に

　
活
動
し
た
者

○
入
学
後
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
、
３
年
間
活
動
し
、
学
業
と
の
両
立
が
で
き
る
者

女
・
４

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
３
年
間
所
属
す
る
と

　
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
学
校
の
部
活
動
や
地
区
の
活
動
で
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
、
陸
上
競
技
部
に
お
い
て
指
導
方
針
を
理
解
し
、
３
年
間
継
続
し
て
努
力
が

　
で
き
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
れ
る
者

陸
上

競
技

－－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
所
属
す
る
部
活
動
顧
問
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
監
督
が
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
は
な
く
人
物

　
と
し
て
推
薦
で
き
る
者

○
入
学
後
、
３
年
間
部
活
動
を
継
続
す
る
意
志
を
も
ち
、
学
業
と
の
両
立
が
で
き
る
者

○
入
学
後
、
ク
ラ
ス
や
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
サ
ッ
カ
ー
部
に
３
年
間
所
属
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
で
き
る
者

○
運
動
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
優
れ
、
学
校
の
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍

　
し
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
入
学
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
欲
が
あ
り
、

　
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
、
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定 ○

－

個
人

－

個
人

府
中

○
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
都
予
選
　
ベ
ス
ト
１
６

〇
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
東
京
都
予
選
　
ベ
ス
ト
２
０

〇
高
円
宮
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ
 Ｕ

-１
８
サ
ッ
カ
ー

　
リ
ー
グ
東
京
　
Ｔ
５
参
入

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
男
女
都
大
会
入
賞

〇
関
東
大
海
出
場

 
（
個
人
種
目
、
リ
レ
ー
種
目
）

〇
全
国
大
会
出
場

〇
都
大
会
男
女
総
合
５
位
入
賞

○
男
女
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
春
季
大
会
ベ
ス
ト
８

○
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
８

剣
道

松
が

谷

男
女
・
２

陸
上

競
技

女
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
の
陸
上
競
技
大
会
で
活
躍
し
た
者
（
種
目
は
問
わ
な
い
。
）

○
陸
上
競
技
者
と
し
て
の
素
質
を
有
す
る
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
、
活
動
を
継
続
す
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
学
校
生
活
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、

　
行
事
等
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

男
女
・
３

男
・
２

○
－

男
・
２

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
小
学
校
又
は
中
学
校
の
部
活
動
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に

　
取
り
組
ん
だ
者

○
本
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と

　
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

硬
式

野
球

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
顕
著
に
活
躍
し
た
者
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
で
顕
著
に
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
３
年
間
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
学
業
と
両
立
し
な
が
ら

　
活
動
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動

　
し
た
者

〇
サ
ッ
カ
ー
の
能
力
に
特
に
優
れ
た
者
、
又
は
キ
ャ
プ
テ
ン
（
部
長
）
・
副
キ
ャ
プ

　
テ
ン
（
副
部
長
）
等
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
活
動
を
継
続
す
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
学
校
生
活
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、

　
行
事
等
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

男
女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
剣
道
部
又
は
剣
道
の
道
場
等
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
特
に
剣
道
の
能
力
・
資
質
に
優
れ
た
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
剣
道
部
に
所
属
し
、
活
動
を
継
続
す
る

　
意
志
の
強
い
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
学
校
生
活
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、

　
行
事
等
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

－ －

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
野
球
部
又
は
野
球
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
意
欲
的
に

　
活
動
し
た
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
活
動
を
継
続
す
る
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
、
学
校
生
活
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
り
、

　
行
事
等
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

－155－



学
校

名
（
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科
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等
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内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に
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け

る
留

意
点
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面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
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の
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準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

○
全
国
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
４

○
関
東
大
会
出
場

個
人

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
ラ
グ
ビ
ー
に
興
味
が
あ
り
、
高
校
で
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
り
頑
張
り
た
い
と
い
う
強
い

　
意
欲
を
も
つ
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
本
校
入
学
後
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
よ
う

　
と
す
る
決
意
の
強
い
者

○
東
京
都
で
優
勝

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
新
人
戦
本
大
会
出
場

－

小
平

南

男
・
２

硬
式

野
球

男
・
２

男
・
３

○
高
校
総
体
都
大
会
出
場

○
高
校
選
手
権
都
大
会
出
場

○
関
東
大
会
予
選
出
場
（
新
人
戦
地
区
大
会

　
ベ
ス
ト
２
）

○
Ｔ
リ
ー
グ
昇
格

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
西
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
で
き
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
、
学
業
・
学
校
行
事
・
部
活
動
に
お
い
て
、
積
極
的
に

　
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
関
東
大
会
出
場

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
出
場

〇
全
国
高
校
総
体
東
京
都
予
選
出
場

〇
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
都
二
次
予
選
出
場

〇
Ｔ
リ
ー
グ
昇
格

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

小
平

西
（

続
き

）

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

ラ
グ

ビ
ー

男
・
２

女
・
５

サ
ッ

カ
ー

男
・
２

男
・
３

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
原
則
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
又
は
野
球
経
験
者
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
野
球
技
術

　
及
び
運
動
能
力
に
優
れ
た
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
時
代
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
運
動
能
力
に

　
優
れ
、
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
３
年
間
所
属
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

－
－

集
団

－

 
 
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
入
学
後
サ
ッ
カ
ー
部
を
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

〇
サ
ッ
カ
ー
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

〇
本
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
、
学
業
・
学
校
行
事
・
部
活
動
に
お
い
て
、

　
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

個
人

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
時
代
、
野
球
部
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
（
硬
式
・
軟
式
）
に
所
属
し
、

　
各
大
会
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
硬
式
野
球
部
に
３
年
間
所
属
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
部
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
者

　
又
は
ト
レ
セ
ン
選
抜
や
大
会
優
秀
選
手

○
上
記
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
相
応
の
技
能
や
運
動
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
本
校
入
学
後
サ
ッ
カ
ー
部
に
３
年
間
所
属
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

個
人

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
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人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定 ○○ ○
－－－

個
人

個
人

－

個
人

個
人

－

男
・
３

男
女
・
２

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

硬
式

野
球

男
・
４

男
女
・
２

○
地
域
や
校
内
で
の
演
奏
活
動
を
通
し
て
、

　
協
力
し
て
音
楽
を
作
り
上
げ
る
楽
し
さ

　
を
伝
え
る
。

○
春
季
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
入
学
後
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
着
実
に

　
活
動
を
続
け
ら
れ
る
者

－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６

　
春
季
・
秋
季
本
大
会
出
場

○
夏
季
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
東
京
都
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

○
秋
季
東
京
都
大
会
本
大
会
出
場

〇
関
東
大
会
出
場

〇
関
東
大
会
出
場

吹
奏

楽

小
川

拝
島

山
崎

小
平

西

硬
式

野
球

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

男
・
３

女
・
３

男
・
４

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
硬
式
野
球
又
は
軟
式
野
球
の
経
験
者

○
野
球
技
術
及
び
運
動
能
力
に
優
れ
、
本
校
入
学
後
野
球
部
に
３
年
間
所
属
す
る
意
志
の

　
あ
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
の
強
い
者

－
－－ －

－

－ －

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
た
者
、
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

　
で
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
３
年
間
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
学
業
と
両
立
し
な
が

　
ら
、
学
校
行
事
等
に
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

－
集
団

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活

　
に
お
い
て
ル
ー
ル
を
守
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
た
者
、
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
３
年
間
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
学
業
と
両
立
し
な
が

　
ら
、
学
校
行
事
等
に
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
３
年
間
、
吹
奏
楽
部
（
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
）
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動

　
し
た
者

○
本
校
吹
奏
楽
部
の
活
動
方
針
を
理
解
し
た
上
で
、
吹
奏
楽
部
に
入
部
し
て
活
動
を

　
３
年
間
継
続
し
、
部
活
動
の
運
営
面
に
も
意
欲
の
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

〇

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
活
動
を
継
続
す
る

　
意
志
の
強
い
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
し
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
指
導
力
を
発
揮
で
き
る
者

○
中
学
校
で
野
球
部
又
は
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
関
東
大
会
以
上
の
大
会
の
出
場
を
目
指
す
。

〇

－156－
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点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査
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・
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用
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○
全
国
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
４

○
関
東
大
会
出
場

個
人

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
ラ
グ
ビ
ー
に
興
味
が
あ
り
、
高
校
で
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
り
頑
張
り
た
い
と
い
う
強
い

　
意
欲
を
も
つ
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
本
校
入
学
後
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
よ
う

　
と
す
る
決
意
の
強
い
者

○
東
京
都
で
優
勝

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
新
人
戦
本
大
会
出
場

－

小
平

南

男
・
２

硬
式

野
球

男
・
２

男
・
３

○
高
校
総
体
都
大
会
出
場

○
高
校
選
手
権
都
大
会
出
場

○
関
東
大
会
予
選
出
場
（
新
人
戦
地
区
大
会

　
ベ
ス
ト
２
）

○
Ｔ
リ
ー
グ
昇
格

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
西
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
で
き
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
、
学
業
・
学
校
行
事
・
部
活
動
に
お
い
て
、
積
極
的
に

　
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
関
東
大
会
出
場

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
出
場

〇
全
国
高
校
総
体
東
京
都
予
選
出
場

〇
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
都
二
次
予
選
出
場

〇
Ｔ
リ
ー
グ
昇
格

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

小
平

西
（

続
き

）

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

ラ
グ

ビ
ー

男
・
２

女
・
５

サ
ッ

カ
ー

男
・
２

男
・
３

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
を
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
原
則
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
又
は
野
球
経
験
者
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
野
球
技
術

　
及
び
運
動
能
力
に
優
れ
た
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
時
代
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
運
動
能
力
に

　
優
れ
、
都
大
会
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
３
年
間
所
属
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

－
－

集
団

－

 
 
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
入
学
後
サ
ッ
カ
ー
部
を
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

〇
サ
ッ
カ
ー
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

〇
本
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
、
学
業
・
学
校
行
事
・
部
活
動
に
お
い
て
、

　
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

個
人

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
時
代
、
野
球
部
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
（
硬
式
・
軟
式
）
に
所
属
し
、

　
各
大
会
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
硬
式
野
球
部
に
３
年
間
所
属
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
部
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
者

　
又
は
ト
レ
セ
ン
選
抜
や
大
会
優
秀
選
手

○
上
記
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
相
応
の
技
能
や
運
動
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
本
校
入
学
後
サ
ッ
カ
ー
部
に
３
年
間
所
属
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者
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個
人

個
人

－

個
人

個
人

－

男
・
３

男
女
・
２

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

硬
式

野
球

男
・
４

男
女
・
２

○
地
域
や
校
内
で
の
演
奏
活
動
を
通
し
て
、

　
協
力
し
て
音
楽
を
作
り
上
げ
る
楽
し
さ

　
を
伝
え
る
。

○
春
季
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
入
学
後
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
着
実
に

　
活
動
を
続
け
ら
れ
る
者

－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６

　
春
季
・
秋
季
本
大
会
出
場

○
夏
季
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
東
京
都
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

○
秋
季
東
京
都
大
会
本
大
会
出
場

〇
関
東
大
会
出
場

〇
関
東
大
会
出
場

吹
奏

楽

小
川

拝
島

山
崎

小
平

西

硬
式

野
球

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

男
・
３

女
・
３

男
・
４

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
硬
式
野
球
又
は
軟
式
野
球
の
経
験
者

○
野
球
技
術
及
び
運
動
能
力
に
優
れ
、
本
校
入
学
後
野
球
部
に
３
年
間
所
属
す
る
意
志
の

　
あ
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
の
強
い
者

－
－－ －

－

－ －

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
た
者
、
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

　
で
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
３
年
間
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
学
業
と
両
立
し
な
が

　
ら
、
学
校
行
事
等
に
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

－
集
団

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活

　
に
お
い
て
ル
ー
ル
を
守
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
た
者
、
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
３
年
間
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
学
業
と
両
立
し
な
が

　
ら
、
学
校
行
事
等
に
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
３
年
間
、
吹
奏
楽
部
（
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
）
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動

　
し
た
者

○
本
校
吹
奏
楽
部
の
活
動
方
針
を
理
解
し
た
上
で
、
吹
奏
楽
部
に
入
部
し
て
活
動
を

　
３
年
間
継
続
し
、
部
活
動
の
運
営
面
に
も
意
欲
の
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

〇

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
活
動
を
継
続
す
る

　
意
志
の
強
い
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
し
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
指
導
力
を
発
揮
で
き
る
者

○
中
学
校
で
野
球
部
又
は
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

○
関
東
大
会
以
上
の
大
会
の
出
場
を
目
指
す
。

〇
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書
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－
○
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
サ
ッ
カ
ー
協
会
Ｕ
－
１
８

　
Ｔ
リ
ー
グ
参
入

○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
東
京
都
高
校
総
体
関
東
大
会
出
場

○
関
東
高
校
新
人
陸
上
選
手
権
大
会
出
場

○
東
京
都
高
校
駅
伝
競
走
大
会

　
（
男
女
共
に
３
位
以
内
入
賞
）
メ
ダ
ル
獲
得

－

　
面
接
の
一
部
で
「
自
己
Ｐ

Ｒ
」
を
行
う
。

集
団

個
人

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

硬
式

野
球

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
又
は
春
季
・
秋
季
東
京
都

　
高
等
学
校
野
球
大
会
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
　
西
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
秋
季
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
春
季
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
（
シ
ー
ド
校
）

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
美
術
系
上
級
学
校
（
大
学
・
短
大
・

　
専
門
学
校
）
進
学
希
望
者
の
現
役
合
格

○
校
外
展
（
東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟

　
美
術
・
工
芸
部
門
中
央
展
や
福
生
市
プ
チ

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
）
へ
の
出
展

○
共
同
制
作
（
巨
大
貼
り
絵
）
を
通
し
て
地
域

　
交
流
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２
以
上

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
活
動
を
中
学
校
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
お
い
て
３
年
間
継
続
し
て

　
積
極
的
に
行
っ
た
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
野
球
部
に
所
属
し
、
中
心
選
手
と
し
て
活
動

　
を
継
続
す
る
意
思
の
強
い
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も

　
学
年
・
ク
ラ
ス
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
者

福
生

美
術

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

狛
江

陸
上

競
技

（
中

長
距

離
）

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男
女
・
３

男
・
２

男
・
４

男
・
４

女
・
３

男
女
・
１

男
・
３

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
サ
ッ
カ
ー
部
で
３
年
間
継
続
し
て
活
動
し
、
中
心
選
手
と
し
て
活
躍

　
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
並
び
に
学
校
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

　
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
活
動
を
中
学
校
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
お
い
て
３
年
間
継
続
し
て

　
積
極
的
に
行
っ
た
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
中
心
選
手
と
し
て

　
活
動
を
継
続
す
る
意
思
の
強
い
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も

　
学
年
・
ク
ラ
ス
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
本
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
並
び
に
学
校
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

　
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
中
・
長
距
離
種
目
で
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
陸
上
競
技
部
の
活
動
方
針
を
十
分
に
理
解
し
た
上
、
入
学
後
は
陸
上
競
技
部
に

　
所
属
し
３
年
間
活
動
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
並
び
に
学
校
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

　
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
方
針
を
十
分
理
解
し
た
上
、
入
学
後
は

　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
思
が
あ
る
者

－

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
美
術
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
中
学
校
に
お
い
て
部
活
動
（
美
術
部
以
外
も
可
）
や

　
生
徒
会
活
動
な
ど
で
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
美
術
部
に
所
属
し
、
積
極
的
に
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
の
「
巨
大
貼
り
絵
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
な
っ
て
行
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
並
び
に
学
校
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

　
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

－

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
硬
式
・
軟
式
）
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
本
校
の
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
並
び
に
学
校
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

　
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者
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○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
春
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
(シ

ー
ド
権
獲
得
)

○
東
京
都
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
都
立
大
会
優
勝

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
出
場

－

男
・
６

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
３
年
間
継
続
し
て
所
属
し
、
積
極
的
に

　
活
動
し
た
者

○
入
学
後
、
野
球
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る

　
意
志
が
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
・
規
律
を
守
り
、
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
卒
業
ま
で
空
手
を
継
続
す
る
意
思
が
明
確
で
あ
る
者

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
も
ち
、
積
極
的
に
社
会
に
役
立
と
う
と
す
る
者

〇
組
手
・
形
と
も
に
積
極
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
者

－

硬
式

野
球

日
野

東
村

山
西

空
手

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
３

女
・
３

男
・
３

女
・
３

男
女
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
技
術
及
び
基
礎
的
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
し
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
強
い
意
志
と

　
リ
ー
ダ
ー
性
の
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
技
術
及
び
基
礎
的
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
し
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
強
い
意
志
と

　
リ
ー
ダ
ー
性
の
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
技
術
及
び
基
礎
的
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
し
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
強
い
意
志
と

　
リ
ー
ダ
ー
性
の
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

○

－
集
団

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
技
術
及
び
基
礎
的
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
し
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
強
い
意
志
と

　
リ
ー
ダ
ー
性
の
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○

集
団
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協
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－
１
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リ
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グ
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○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
東
京
都
高
校
総
体
関
東
大
会
出
場

○
関
東
高
校
新
人
陸
上
選
手
権
大
会
出
場

○
東
京
都
高
校
駅
伝
競
走
大
会

　
（
男
女
共
に
３
位
以
内
入
賞
）
メ
ダ
ル
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得
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面
接
の
一
部
で
「
自
己
Ｐ

Ｒ
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を
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う
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集
団

個
人

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

硬
式

野
球

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
又
は
春
季
・
秋
季
東
京
都

　
高
等
学
校
野
球
大
会
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
　
西
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
秋
季
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
春
季
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
（
シ
ー
ド
校
）

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
美
術
系
上
級
学
校
（
大
学
・
短
大
・

　
専
門
学
校
）
進
学
希
望
者
の
現
役
合
格

○
校
外
展
（
東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟

　
美
術
・
工
芸
部
門
中
央
展
や
福
生
市
プ
チ

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
）
へ
の
出
展

○
共
同
制
作
（
巨
大
貼
り
絵
）
を
通
し
て
地
域

　
交
流
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２
以
上

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
活
動
を
中
学
校
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
お
い
て
３
年
間
継
続
し
て

　
積
極
的
に
行
っ
た
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
野
球
部
に
所
属
し
、
中
心
選
手
と
し
て
活
動

　
を
継
続
す
る
意
思
の
強
い
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も

　
学
年
・
ク
ラ
ス
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
者

福
生

美
術

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

狛
江

陸
上

競
技

（
中

長
距

離
）

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男
女
・
３

男
・
２

男
・
４

男
・
４

女
・
３

男
女
・
１

男
・
３

男
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
入
学
後
、
サ
ッ
カ
ー
部
で
３
年
間
継
続
し
て
活
動
し
、
中
心
選
手
と
し
て
活
躍

　
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
並
び
に
学
校
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

　
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
活
動
を
中
学
校
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
お
い
て
３
年
間
継
続
し
て

　
積
極
的
に
行
っ
た
者

○
入
学
後
、
本
校
の
指
導
に
従
い
、
３
年
間
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
中
心
選
手
と
し
て

　
活
動
を
継
続
す
る
意
思
の
強
い
者

○
入
学
後
、
学
習
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も

　
学
年
・
ク
ラ
ス
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
本
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
並
び
に
学
校
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

　
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
中
・
長
距
離
種
目
で
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
陸
上
競
技
部
の
活
動
方
針
を
十
分
に
理
解
し
た
上
、
入
学
後
は
陸
上
競
技
部
に

　
所
属
し
３
年
間
活
動
す
る
意
志
が
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
並
び
に
学
校
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

　
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
方
針
を
十
分
理
解
し
た
上
、
入
学
後
は

　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
思
が
あ
る
者

－

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
美
術
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
中
学
校
に
お
い
て
部
活
動
（
美
術
部
以
外
も
可
）
や

　
生
徒
会
活
動
な
ど
で
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
美
術
部
に
所
属
し
、
積
極
的
に
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
の
「
巨
大
貼
り
絵
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
な
っ
て
行
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
並
び
に
学
校
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

　
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

－

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
硬
式
・
軟
式
）
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
本
校
の
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
入
学
後
、
部
活
動
並
び
に
学
校
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

　
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者
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点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化
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ス

ポ
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別

推
薦
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観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
春
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

　
(シ

ー
ド
権
獲
得
)

○
東
京
都
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
都
立
大
会
優
勝

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
出
場

－

男
・
６

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
３
年
間
継
続
し
て
所
属
し
、
積
極
的
に

　
活
動
し
た
者

○
入
学
後
、
野
球
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る

　
意
志
が
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
・
規
律
を
守
り
、
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
卒
業
ま
で
空
手
を
継
続
す
る
意
思
が
明
確
で
あ
る
者

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
も
ち
、
積
極
的
に
社
会
に
役
立
と
う
と
す
る
者

〇
組
手
・
形
と
も
に
積
極
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
者

－

硬
式

野
球

日
野

東
村

山
西

空
手

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
３

女
・
３

男
・
３

女
・
３

男
女
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
技
術
及
び
基
礎
的
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
し
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
強
い
意
志
と

　
リ
ー
ダ
ー
性
の
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
技
術
及
び
基
礎
的
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
し
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
強
い
意
志
と

　
リ
ー
ダ
ー
性
の
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
技
術
及
び
基
礎
的
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
し
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
強
い
意
志
と

　
リ
ー
ダ
ー
性
の
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

○

－
集
団

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
当
該
種
目
の
技
術
及
び
基
礎
的
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
し
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
強
い
意
志
と

　
リ
ー
ダ
ー
性
の
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○

集
団

－159－
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校

名
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等
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種
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等
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備

  
  
  
  
考

（
選

考
に
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け

る
留

意
点
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面 接

今
後
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年

間
の
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値
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標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

女
・
２

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
継
続
的
に
活
動
し
た
者

○
都
大
会
レ
ベ
ル
以
上
の
優
れ
た
運
動
技
能
を
有
す
る
者

○
入
学
後
は
、
本
校
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
る
者

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○

集
団

－

集
団

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
・
３

サ
ッ

カ
ー

水
泳

○
広
域
大
会
入
賞

○
東
京
都
大
会
優
勝

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
広
域
大
会
入
賞

○
東
京
都
大
会
優
勝

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
高
体
連
公
式
戦
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
東
京
都

　
大
会
優
勝

○
高
円
宮
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｕ
－
１
８

　
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
東
京
３
部
昇
格

○
都
総
体
、
都
新
人
入
賞

○
関
東
大
会
出
場
及
び
入
賞

○
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

　
出
場
及
び
入
賞

○
東
京
都
高
等
学
校
水
泳
競
技
選
手
権
大
会

　
上
位
８
位

○
関
東
大
会
出
場

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

○
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
４

○
都
大
会
ベ
ス
ト
４

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
大
会
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６

硬
式

野
球

清
瀬

東
大

和
南

陸
上

競
技

硬
式

野
球

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
に
出
場
と
同
等
の
実
力
を
有
す
る
者

○
入
学
後
も
本
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
し
て
学
業
と
両
立

　
す
る
意
志
の
あ
る
者

男
・
２

男
女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
、
本
校
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
に
出
場
と
同
等
の
実
力
を
有
す
る
者

○
入
学
後
も
本
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
し
て
学
業
と
両
立

　
す
る
意
志
の
あ
る
者

女
・
２

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

男
女
・
２

男
・
３

男
・
２

○
－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
水
泳
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
都
大
会
及
び
同
等
の
大
会
に
出
場
し
活
躍
す
る
泳
力
を
も
ち
、
運
動
能
力
の
優
れ
た
者

○
入
学
後
は
、
本
校
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
る
者

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
、
本
校
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
る
者

－

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
３
年
間
所
属
し
て
熱
心
に
活
動
し
、
学
業
と
の

　
両
立
、
本
校
生
徒
の
模
範
と
な
る
学
校
生
活
を
送
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
に
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
的
に
活
動
し
、

　
大
会
な
ど
で
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
本
校
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
し
て
学
業
と
両
立
す
る

　
意
志
の
あ
る
者

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
的
に
活
動
し
た
者

○
チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者
又
は
運
動
能
力
の
優
れ
た
者

○
実
績
と
し
て
都
大
会
レ
ベ
ル
以
上
の
出
場
が
あ
る
者

○
入
学
後
は
、
本
校
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
る
者

－

－
－
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準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定 ○

集
団

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男
・
２

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
都
立
大
会
優
勝

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
都
立
高
校
大
会
優
勝

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
西
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
都
立
高
校
大
会
優
勝

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

陸
上

競
技

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

東
大

和

硬
式

テ
ニ

ス

男
・
２

女
・
２

女
・
１

男
女
・
３

男
女
・
３

女
・
１

女
・
１

男
・
２

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
ま
た
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し

　
活
躍
し
、
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
、
学
業
と

　
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と

　
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
テ
ニ
ス
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

－
－

個
人

個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
者

集
団

－160－
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活
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評 定

女
・
２

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
継
続
的
に
活
動
し
た
者

○
都
大
会
レ
ベ
ル
以
上
の
優
れ
た
運
動
技
能
を
有
す
る
者

○
入
学
後
は
、
本
校
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
る
者

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○

集
団

－

集
団

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
・
３

サ
ッ

カ
ー

水
泳

○
広
域
大
会
入
賞

○
東
京
都
大
会
優
勝

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
広
域
大
会
入
賞

○
東
京
都
大
会
優
勝

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
高
体
連
公
式
戦
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
東
京
都

　
大
会
優
勝

○
高
円
宮
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｕ
－
１
８

　
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
東
京
３
部
昇
格

○
都
総
体
、
都
新
人
入
賞

○
関
東
大
会
出
場
及
び
入
賞

○
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

　
出
場
及
び
入
賞

○
東
京
都
高
等
学
校
水
泳
競
技
選
手
権
大
会

　
上
位
８
位

○
関
東
大
会
出
場

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

○
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
４

○
都
大
会
ベ
ス
ト
４

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
大
会
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６

硬
式

野
球

清
瀬

東
大

和
南

陸
上

競
技

硬
式

野
球

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
に
出
場
と
同
等
の
実
力
を
有
す
る
者

○
入
学
後
も
本
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
し
て
学
業
と
両
立

　
す
る
意
志
の
あ
る
者

男
・
２

男
女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
、
本
校
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
に
出
場
と
同
等
の
実
力
を
有
す
る
者

○
入
学
後
も
本
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
し
て
学
業
と
両
立

　
す
る
意
志
の
あ
る
者

女
・
２

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

男
女
・
２

男
・
３

男
・
２

○
－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
水
泳
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
都
大
会
及
び
同
等
の
大
会
に
出
場
し
活
躍
す
る
泳
力
を
も
ち
、
運
動
能
力
の
優
れ
た
者

○
入
学
後
は
、
本
校
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
る
者

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
、
本
校
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
る
者

－

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
３
年
間
所
属
し
て
熱
心
に
活
動
し
、
学
業
と
の

　
両
立
、
本
校
生
徒
の
模
範
と
な
る
学
校
生
活
を
送
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
時
代
に
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
的
に
活
動
し
、

　
大
会
な
ど
で
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
本
校
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
し
て
学
業
と
両
立
す
る

　
意
志
の
あ
る
者

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
的
に
活
動
し
た
者

○
チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者
又
は
運
動
能
力
の
優
れ
た
者

○
実
績
と
し
て
都
大
会
レ
ベ
ル
以
上
の
出
場
が
あ
る
者

○
入
学
後
は
、
本
校
部
活
動
を
３
年
間
継
続
し
、
学
業
と
両
立
さ
せ
る
者

－

－
－
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推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定 ○

集
団

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男
・
２

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
都
立
大
会
優
勝

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
都
立
高
校
大
会
優
勝

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
西
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
関
東
大
会
出
場

○
都
立
高
校
大
会
優
勝

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

陸
上

競
技

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

東
大

和

硬
式

テ
ニ

ス

男
・
２

女
・
２

女
・
１

男
女
・
３

男
女
・
３

女
・
１

女
・
１

男
・
２

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
ま
た
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し

　
活
躍
し
、
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
、
学
業
と

　
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と

　
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
テ
ニ
ス
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
者

－
－

個
人

個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍

　
し
た
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
者

集
団
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数
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け

る
留
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点
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面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
に
お
け
る
実
技
能
力
に
優
れ
、
か
つ
活
動
意
欲
・
向
上
心
の
あ
る
者

○
本
校
で
の
部
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
者

○
都
大
会
複
数
入
賞

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
大
会
出
場

○
個
人
戦
　
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
団
体
戦
　
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　
本
大
会
ベ
ス
ト
８

○
春
季
大
会
本
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
個
人
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
都
立
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上

－
－

男
女
・
３

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

硬
式

テ
ニ

ス

田
無

－

男
・
３

男
・
２

柔
道

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
陸
上
競
技
部
で
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
が
あ
り
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

○
陸
上
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、

　
運
動
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
テ
ニ
ス
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
テ
ニ
ス
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、

　
運
動
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
の
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
お
け
る
実
技
能
力
に
優
れ
、
か
つ
活
動
意
欲
・
向
上
心
の
あ
る
者

○
入
学
後
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
の
両
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

陸
上

競
技

男
女
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

女
・
３

○
個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
柔
道
に
つ
い
て
顕
著
に
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
柔
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

永
山

硬
式

野
球

男
・
２

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

　
（
軟
式
、
硬
式
を
問
わ
ず
）
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
硬
式
野
球
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動

 
 
で
き
る
者

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

女
・
２

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て

　
活
動
で
き
る
者

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て

　
活
動
で
き
る
者

－

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て

　
活
動
で
き
る
者

○
野
球
で
、
中
学
校
で
の
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
て
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
者

○
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
の
基
本
的
な
知
識
・
態
度
が
身
に
付
い
て
お
り
、
運
動
能
力
に

　
優
れ
て
い
る
者

○
入
学
後
は
、
本
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
て
守
り
、
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て

　
３
年
間
活
動
し
、
学
習
及
び
学
校
行
事
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
者

－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２

○
新
人
戦
本
大
会
出
場

○
各
学
年
部
員
数
１
０
名
以
上

－－ －

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６

－－
硬

式
野

球

○
東
京
都
高
等
学
校
野
球
秋
季
大
会

　
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
、
本
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
野
球
春
季
大
会
本
大
会

　
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
高
体
連
剣
道
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
秋
季
大
会
　
本
大
会
出
場

○
東
京
都
春
季
大
会
　
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
大
会

　
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
大
会
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
第
８
地
区
新
人
選
手
権
大
会
優
勝

○
関
東
大
会
、
全
国
高
校
総
体
、

　
新
人
大
会
、
東
京
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

－
集
団

個
人

羽
村

久
留

米
西

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
技
能
に
優
れ
た
者

○
中
学
校
で
３
年
間
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
積
極
的
に
活
動
し
た
者

○
入
学
後
も
３
年
間
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
を
行
う

　
と
と
も
に
、
学
業
面
に
お
い
て
も
十
分
に
成
業
が
見
込
ま
れ
る
者

男
・
４

剣
道

男
・
２

男
・
２

－

硬
式

野
球

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
剣
道
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
剣
道
部
又
は
道
場
に
所
属
し
て
活
躍
し
、

　
剣
道
の
段
位
を
取
得
し
て
い
る
者

○
入
学
後
、
剣
道
部
に
所
属
し
て
、
３
年
間
継
続
し
て
意
欲
的
に
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の

　
両
立
が
で
き
る
者

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
継
続
し
て
活
動
し
、
優
秀
な
技
能
を
も
つ
者

○
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
し
、
学
業
に
お
い
て
も
成
業
が

　
見
込
ま
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
、
３
年
間
継
続
し
て
意
欲
的
に
活
動

　
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
軟
式
、
硬
式
を
問
わ
ず
）
に
３
年
間
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
３
年
間
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
学
業
面
で
も
十
分
に
成
業
が
見
込
ま
れ
る
者

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

武
蔵

村
山

硬
式

野
球

女
・
２

男
・
３

女
・
２

男
・
４

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女
・
２

○○○○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
野
球
部
ま
た
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
積
極
的

　
に
活
動
し
た
者

○
入
学
後
硬
式
野
球
部
の
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
で
き
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

－

個
人

個
人
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以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
に
お
け
る
実
技
能
力
に
優
れ
、
か
つ
活
動
意
欲
・
向
上
心
の
あ
る
者

○
本
校
で
の
部
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
者

○
都
大
会
複
数
入
賞

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
大
会
出
場

○
個
人
戦
　
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
団
体
戦
　
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　
本
大
会
ベ
ス
ト
８

○
春
季
大
会
本
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
個
人
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
都
立
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上

－
－

男
女
・
３

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

硬
式

テ
ニ

ス

田
無

－

男
・
３

男
・
２

柔
道

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
陸
上
競
技
部
で
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
が
あ
り
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が

　
で
き
る
者

○
陸
上
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、

　
運
動
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
テ
ニ
ス
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
テ
ニ
ス
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、

　
運
動
能
力
に
優
れ
て
い
る
者

○
本
校
の
部
活
動
で
も
３
年
間
継
続
し
、
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
学
業
と
両
立
す
る
こ
と

　
の
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
お
け
る
実
技
能
力
に
優
れ
、
か
つ
活
動
意
欲
・
向
上
心
の
あ
る
者

○
入
学
後
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
の
両
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

陸
上

競
技

男
女
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

女
・
３

○
個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
柔
道
に
つ
い
て
顕
著
に
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
柔
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
で
き
る
者

○
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年
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標

等
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満
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化
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ポ
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特
別
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基

準

観 点 別 学 習
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査

書
の

活
用

評 定

－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６

永
山

硬
式

野
球

男
・
２

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

　
（
軟
式
、
硬
式
を
問
わ
ず
）
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
硬
式
野
球
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動

 
 
で
き
る
者

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

女
・
２

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て

　
活
動
で
き
る
者

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て

　
活
動
で
き
る
者

－

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て

　
活
動
で
き
る
者

○
野
球
で
、
中
学
校
で
の
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
て
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
者

○
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
の
基
本
的
な
知
識
・
態
度
が
身
に
付
い
て
お
り
、
運
動
能
力
に

　
優
れ
て
い
る
者

○
入
学
後
は
、
本
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
て
守
り
、
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て

　
３
年
間
活
動
し
、
学
習
及
び
学
校
行
事
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
者

－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
３
２

○
新
人
戦
本
大
会
出
場

○
各
学
年
部
員
数
１
０
名
以
上

－－ －

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６

－－
硬

式
野

球

○
東
京
都
高
等
学
校
野
球
秋
季
大
会

　
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
、
本
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
野
球
春
季
大
会
本
大
会

　
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
高
体
連
剣
道
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
秋
季
大
会
　
本
大
会
出
場

○
東
京
都
春
季
大
会
　
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
高
校
総
体
東
京
都
大
会

　
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
大
会
ベ
ス
ト
３
２
以
上

○
第
８
地
区
新
人
選
手
権
大
会
優
勝

○
関
東
大
会
、
全
国
高
校
総
体
、

　
新
人
大
会
、
東
京
予
選
ベ
ス
ト
１
６
以
上

－
集
団

個
人

羽
村

久
留

米
西

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
技
能
に
優
れ
た
者

○
中
学
校
で
３
年
間
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

　
積
極
的
に
活
動
し
た
者

○
入
学
後
も
３
年
間
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
を
行
う

　
と
と
も
に
、
学
業
面
に
お
い
て
も
十
分
に
成
業
が
見
込
ま
れ
る
者

男
・
４

剣
道

男
・
２

男
・
２

－

硬
式

野
球

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
剣
道
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
剣
道
部
又
は
道
場
に
所
属
し
て
活
躍
し
、

　
剣
道
の
段
位
を
取
得
し
て
い
る
者

○
入
学
後
、
剣
道
部
に
所
属
し
て
、
３
年
間
継
続
し
て
意
欲
的
に
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の

　
両
立
が
で
き
る
者

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
継
続
し
て
活
動
し
、
優
秀
な
技
能
を
も
つ
者

○
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
し
、
学
業
に
お
い
て
も
成
業
が

　
見
込
ま
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
能
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
、
３
年
間
継
続
し
て
意
欲
的
に
活
動

　
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立

　
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
軟
式
、
硬
式
を
問
わ
ず
）
に
３
年
間
所
属
し
、

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
３
年
間
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
学
業
面
で
も
十
分
に
成
業
が
見
込
ま
れ
る
者

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

武
蔵

村
山

硬
式

野
球

女
・
２

男
・
３

女
・
２

男
・
４

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女
・
２

○○○○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
野
球
部
ま
た
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
積
極
的

　
に
活
動
し
た
者

○
入
学
後
硬
式
野
球
部
の
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
で
き
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

－

個
人

個
人

－163－



学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選
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－ －

男
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

○

－

－－－

－
○
新
人
戦
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

○
都
大
会
年
間
２
回
出
場

○
都
大
会
２
回
戦
突
破

○
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
国
公
立
大
会
優
勝

個
人

－

－

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
全
国
・
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
ベ
ス
ト
４

〇
関
東
大
会
出
場

○

○

－ － －
個
人

○
全
国
高
校
総
体
・
全
国
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

　
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｔ
リ
ー
グ
）

　
昇
格

○
東
京
都
高
体
連
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
公
立
校
大
会
ベ
ス
ト
８

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
又
は

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
本
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

　
３
年
間
継
続
で
き
る
者

○
関
東
大
会
出
場

　
（
春
季
大
会
１
２
位
以
上
）

サ
ッ

カ
ー

柔
道

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
「
文
武
不
岐
」
の
精
神
に
の
っ
と
り
、

　
３
年
間
意
欲
的
に
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

○
中
学
校
に
お
い
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
、
勉
学
に
対
し
て
も
意
欲
的
に

　
取
り
組
み
、
部
活
動
と
勉
学
を
両
立
さ
せ
る
生
活
習
慣
が
確
立
し
て
い
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
に
３
年
間
継
続
し
て
所
属
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、

　
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
者

○
入
学
後
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
３
年
間
活
動
す
る
強
い
意
志
が
あ
る
者

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、
学
習
面
で
も
ま
じ
め
に
取
り
組
み
、

　
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
確
立
し
て
い
る
者

○
入
学
後
も
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
「
文
武
不
岐
」
の
精
神
に
の
っ
と
り
、

　
３
年
間
、
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

男
女
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
初
段
又
は
同
等
の
技
量
を
も
ち
中
学
校
又
は
地
域
や
社
会
に
お
け
る
団
体
で

　
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
学
習
面
で
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
者

○
入
学
後
も
３
年
間
、
本
校
の
柔
道
部
に
所
属
し
、
「
文
武
不
岐
」
の
精
神
に
の
っ
と
り
、

　
本
校
生
徒
の
模
範
と
な
る
学
校
生
活
を
送
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
３
年
間
継
続
し
て
所
属
し
、
中
心
的
な
役
割
を

　
果
た
し
た
者

○
入
学
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
３
年
間
活
動
す
る
強
い
意
志
が
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
当
該
部
活
動
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
３
年
間
継
続
し
て
所
属
し
、

　
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
活
躍
し
た
者

〇
３
年
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
し
、
積
極
的
に
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

剣
道

深
沢

○

東
村

山
バ

ド
ミ

ン
ト

ン

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
に
出
場
、
ま
た
は
同
等
の
技
量
を
も
ち
技
能
優
秀
な
る
者

○
入
学
後
も
本
校
の
剣
道
部
に
所
属
し
、
「
文
武
不
岐
」
の
精
神
に
の
っ
と
り
３
年
間

　
活
動
し
、
学
校
生
活
全
般
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

男
女
・
２

美
原

男
・
３

墨
田

川

男
・
２

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

女
・
２

個
人

個
人
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化
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ス

ポ
ー

ツ
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査

書
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活
用
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－－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続

　
す
る
意
志
の
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
意
志
の

　
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８
以
上

○
全
国
高
校
総
体
出
場

－

－－
○ ○

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
都
大
会
優
勝

－

○
総
体
及
び
選
手
権
大
会
東
京
都

　
ベ
ス
ト
８
以
上

○
Ｔ
４
リ
ー
グ
昇
格

○
春
季
大
会
、
新
人
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
各
種
大
会
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８
以
上

○
春
季
大
会
、
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
選
手
権
大
会
西
東
京
ベ
ス
ト
８
以
上

深
　
　
　
　
川

（
外
国
語
コ
ー
ス
）

保
谷

女
・
３

女
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
２

男
・
１

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
意
志
の
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
技
術
・
運
動
能
力
・
人
間
性
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る

　
意
志
の
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
部
活
動
内
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
生
活
の
中
に
お
い
て
も
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
資
質
を

　
有
す
る
者

男
・
４

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
女
・
１

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続

　
す
る
意
志
の
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
全
般
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
り
、
ま
た
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
者

○
入
学
後
も
剣
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
又
は
、
そ
れ
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

集
団

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る

　
意
志
の
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

個
人

サ
ッ

カ
ー

剣
道

女
・
２

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
全
般
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
り
、
ま
た
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
者

○
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
技
能
を
有
し
、
入
学
後
も
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
て
３
年
間

　
活
動
を
継
続
で
き
る
者

個
人

－164－
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化
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ス
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－ －

男
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

○

－

－－－

－
○
新
人
戦
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８

○
都
大
会
年
間
２
回
出
場

○
都
大
会
２
回
戦
突
破

○
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
国
公
立
大
会
優
勝

個
人

－

－

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
全
国
・
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
ベ
ス
ト
４

〇
関
東
大
会
出
場

○

○

－ － －
個
人

○
全
国
高
校
総
体
・
全
国
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

　
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｔ
リ
ー
グ
）

　
昇
格

○
東
京
都
高
体
連
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
東
京
都
公
立
校
大
会
ベ
ス
ト
８

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
３
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
又
は

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
は
本
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

　
３
年
間
継
続
で
き
る
者

○
関
東
大
会
出
場

　
（
春
季
大
会
１
２
位
以
上
）

サ
ッ

カ
ー

柔
道

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
「
文
武
不
岐
」
の
精
神
に
の
っ
と
り
、

　
３
年
間
意
欲
的
に
活
動
を
継
続
す
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

○
中
学
校
に
お
い
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
、
勉
学
に
対
し
て
も
意
欲
的
に

　
取
り
組
み
、
部
活
動
と
勉
学
を
両
立
さ
せ
る
生
活
習
慣
が
確
立
し
て
い
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
に
３
年
間
継
続
し
て
所
属
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、

　
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
者

○
入
学
後
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
３
年
間
活
動
す
る
強
い
意
志
が
あ
る
者

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、
学
習
面
で
も
ま
じ
め
に
取
り
組
み
、

　
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
確
立
し
て
い
る
者

○
入
学
後
も
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
「
文
武
不
岐
」
の
精
神
に
の
っ
と
り
、

　
３
年
間
、
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

男
女
・
３

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
初
段
又
は
同
等
の
技
量
を
も
ち
中
学
校
又
は
地
域
や
社
会
に
お
け
る
団
体
で

　
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
学
習
面
で
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
者

○
入
学
後
も
３
年
間
、
本
校
の
柔
道
部
に
所
属
し
、
「
文
武
不
岐
」
の
精
神
に
の
っ
と
り
、

　
本
校
生
徒
の
模
範
と
な
る
学
校
生
活
を
送
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
３
年
間
継
続
し
て
所
属
し
、
中
心
的
な
役
割
を

　
果
た
し
た
者

○
入
学
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
３
年
間
活
動
す
る
強
い
意
志
が
あ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
で
当
該
部
活
動
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
３
年
間
継
続
し
て
所
属
し
、

　
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
活
躍
し
た
者

〇
３
年
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
し
、
積
極
的
に
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

剣
道

深
沢

○

東
村

山
バ

ド
ミ

ン
ト

ン

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
都
大
会
に
出
場
、
ま
た
は
同
等
の
技
量
を
も
ち
技
能
優
秀
な
る
者

○
入
学
後
も
本
校
の
剣
道
部
に
所
属
し
、
「
文
武
不
岐
」
の
精
神
に
の
っ
と
り
３
年
間

　
活
動
し
、
学
校
生
活
全
般
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
あ
る
者

男
女
・
２

美
原

男
・
３

墨
田

川

男
・
２

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

女
・
２

個
人

個
人
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調 査 書
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化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続

　
す
る
意
志
の
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
意
志
の

　
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８
以
上

○
全
国
高
校
総
体
出
場

－

－－
○ ○

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
都
大
会
優
勝

－

○
総
体
及
び
選
手
権
大
会
東
京
都

　
ベ
ス
ト
８
以
上

○
Ｔ
４
リ
ー
グ
昇
格

○
春
季
大
会
、
新
人
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
各
種
大
会
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８
以
上

○
春
季
大
会
、
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
選
手
権
大
会
西
東
京
ベ
ス
ト
８
以
上

深
　
　
　
　
川

（
外
国
語
コ
ー
ス
）

保
谷

女
・
３

女
・
３

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
・
２

男
・
１

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る
意
志
の
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
技
術
・
運
動
能
力
・
人
間
性
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る

　
意
志
の
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
部
活
動
内
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
生
活
の
中
に
お
い
て
も
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
資
質
を

　
有
す
る
者

男
・
４

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
女
・
１

男
・
４

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続

　
す
る
意
志
の
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
全
般
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
り
、
ま
た
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
者

○
入
学
後
も
剣
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

○
都
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
又
は
、
そ
れ
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

集
団

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
技
術
・
運
動
能
力
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
、
部
活
動
を
継
続
す
る

　
意
志
の
強
い
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

個
人

サ
ッ

カ
ー

剣
道

女
・
２

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
全
般
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を

　
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
り
、
ま
た
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
者

○
東
京
都
大
会
レ
ベ
ル
の
技
能
を
有
し
、
入
学
後
も
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
て
３
年
間

　
活
動
を
継
続
で
き
る
者

個
人
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学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

墨
田

工
科

－

サ
ッ

カ
ー

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
、
サ
ッ
カ
ー
技
術
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
部
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む

　
こ
と
が
で
き
る
者

○
高
校
生
と
し
て
文
武
両
道
を
実
践
し
社
会
規
範
、
校
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
他
競
技
で
の
運
動
能
力
を
有
し
ラ
グ
ビ
ー
に
強
い
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
有
し
て

　
い
る
、
又
は
運
動
能
力
・
ラ
グ
ビ
ー
技
術
を
有
し
て
お
り
、
入
学
後
３
年
間
部
活
動

　
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
高
校
生
と
し
て
文
武
両
道
を
実
践
し
社
会
規
範
、
校
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

も
の

づ
く

り

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
、
野
球
技
術
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
部
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が

　
で
き
る
者

○
高
校
生
と
し
て
文
武
両
道
を
実
践
し
社
会
規
範
、
校
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
個
人

硬
式

野
球

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
技
術
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
部
活
動
に
全
力
で

　
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
高
校
生
と
し
て
文
武
両
道
を
実
践
し
社
会
規
範
、
校
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
剣
道
三
段
の
取
得

○
関
東
剣
道
大
会
出
場

○
東
京
都
剣
道
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
支
部
を
代
表
す
る
選
手
を
輩
出

－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
出
場

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
剣
道
二
段
と
同
等
の
優
秀
な
技
能
を
も
つ
者

○
入
学
後
も
部
活
動
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者

○

－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
東
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
支
部
大
会
ベ
ス
ト
８
本
大
会
出
場

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
全
国
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
全
国
大
会
出
場

○
関
東
高
校
駅
伝
出
場

－

〇
東
京
都
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
二
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場

〇
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６

〇
新
人
戦
ベ
ス
ト
１
６

○
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド

○
各
も
の
づ
く
り
分
野
に
お
け
る

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
・
協
力

○
工
業
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
・

　
協
力

－

○
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
西
東
京

　
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
東
京
都
高
校
野
球
大
会
本
大
会
出
場

○
秋
季
東
京
都
高
校
野
球
大
会
本
大
会
出
場

個
人

男
・
３

剣
道

男
・
２

男
女
・
２

陸
上

競
技

（
中

長
距

離
）

ラ
グ

ビ
ー

男
・
２

硬
式

野
球

男
・
５

男
・
２

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女
・
４

上
水

女
・
３

　
面
接
の
一
部
に
２
分
間
の

「
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」
を
設
け

る
。

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動

　
し
た
者

○
入
学
後
も
部
活
動
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者

女
・
５

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
も
の
づ
く
り
分
野
に
対
し
て
強
い
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
入
学
後
も
意
欲
的
に
取
り

　
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
高
校
生
と
し
て
資
格
の
取
得
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
社
会
規
範
、
校
則
を

　
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
東
京
都
春
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
大
会
東
京
予
選
ベ
ス
ト
８

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
た
者

○
入
学
後
も
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続

　
し
て
活
動
し
た
者

○
所
属
チ
ー
ム
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
部
活
動
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続

　
し
て
活
動
し
た
者

○
所
属
チ
ー
ム
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
部
活
動
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

個
人

作
文 －

男
・
３

書
道

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
を
強
く
志
望
し
、
入
学
後
は
書
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る

　
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○
有
段
者
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
調
査
書
の
英
語
の
観
点
別
評
価
の
全
て
の
観
点
が
「
Ａ
」
で
あ
る
者

○
実
用
英
語
技
能
検
定
２
級
以
上
相
当
の
能
力
を
有
す
る
者

○
将
来
、
英
語
を
活
用
し
た
職
業
に
就
く
気
持
ち
を
強
く
も
ち
、
本
校
の
指
定
し
た
英
語
の

　
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
国
内
外
の
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
す
者

○
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
英
語
論
作
文
等
の
各
種
大
会
出
場
を
目
指
す
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

○
全
国
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８
進
出

○
全
国
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
大
会
東
京
都
予
選

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

個
人

○

－

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８
以
上

　
（
関
東
大
会
出
場
）

○
四
年
制
大
学
へ
の
進
学

○
実
用
英
語
技
能
検
定
に
お
け
る
上
位
級

　
取
得

○
東
京
都
の
大
会
２
位
以
内

　
（
関
東
大
会
出
場
の
常
連
校
）

○
関
東
大
会
３
位
以
内
（
全
国
大
会
出
場
）

○
全
国
大
会
優
勝

　
面
接
の
一
部
で
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
行
う
。
詳
細
は
P

を
参
照

す
る
こ
と

○
美
術
系
上
級
学
校
（
大
学
、
短
大
、

　
有
名
専
門
学
校
）
へ
の
進
学
を
希
望
し
て

　
い
る
者
の
現
役
合
格

○
校
外
に
お
け
る
卒
業
制
作
展
に
出
展
、

　
高
等
学
校
文
化
連
盟
中
央
展
や
地
域
の

　
展
覧
会
に
出
展

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動
に
参
加

○
全
国
大
会
入
賞
３
大
会
以
上

－

○○

個
人

－

個
人

男
女
・
３

英
語

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
各
大
会
で
中
心
的
な
役
割
を

　
果
た
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女
・
５

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
も
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
３
年
間
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
優
れ
た
技
能
と
高
い
運
動
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
有
す
る
者

　
（
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
を
希
望
す
る
者
を
含
む
。
）

男
女
・
３

板
橋

有
徳

ラ
グ

ビ
ー

大
泉

桜
美

術

女
・
４

飛
鳥

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
ラ
グ
ビ
ー
に
対
し
て
興
味
や
関
心
が
あ
り
、
本
校
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
り
た
い
と
い
う

　
強
い
意
欲
・
高
い
志
が
あ
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○
入
学
後
は
本
校
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
て
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

－ －
男
女
・
２
０

－

○
デ
ザ
イ
ン
・
美
術
へ
の
関
心
が
高
く
、
入
学
後
は
美
術
の
授
業
を
選
択
し
、
そ
の
分
野

　
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る
者
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点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

墨
田

工
科

－

サ
ッ

カ
ー

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
、
サ
ッ
カ
ー
技
術
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
部
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む

　
こ
と
が
で
き
る
者

○
高
校
生
と
し
て
文
武
両
道
を
実
践
し
社
会
規
範
、
校
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
他
競
技
で
の
運
動
能
力
を
有
し
ラ
グ
ビ
ー
に
強
い
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
有
し
て

　
い
る
、
又
は
運
動
能
力
・
ラ
グ
ビ
ー
技
術
を
有
し
て
お
り
、
入
学
後
３
年
間
部
活
動

　
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
高
校
生
と
し
て
文
武
両
道
を
実
践
し
社
会
規
範
、
校
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

も
の

づ
く

り

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
、
野
球
技
術
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
部
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が

　
で
き
る
者

○
高
校
生
と
し
て
文
武
両
道
を
実
践
し
社
会
規
範
、
校
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
個
人

硬
式

野
球

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
技
術
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
部
活
動
に
全
力
で

　
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
高
校
生
と
し
て
文
武
両
道
を
実
践
し
社
会
規
範
、
校
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
剣
道
三
段
の
取
得

○
関
東
剣
道
大
会
出
場

○
東
京
都
剣
道
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
東
京
都
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
支
部
を
代
表
す
る
選
手
を
輩
出

－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８
以
上

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
出
場

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
剣
道
二
段
と
同
等
の
優
秀
な
技
能
を
も
つ
者

○
入
学
後
も
部
活
動
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者

○

－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
東
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
支
部
大
会
ベ
ス
ト
８
本
大
会
出
場

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
全
国
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
全
国
大
会
出
場

○
関
東
高
校
駅
伝
出
場

－

〇
東
京
都
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
二
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場

〇
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
東
京
大
会
ベ
ス
ト
１
６

〇
新
人
戦
ベ
ス
ト
１
６

○
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド

○
各
も
の
づ
く
り
分
野
に
お
け
る

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
・
協
力

○
工
業
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
・

　
協
力

－

○
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
西
東
京

　
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
東
京
都
高
校
野
球
大
会
本
大
会
出
場

○
秋
季
東
京
都
高
校
野
球
大
会
本
大
会
出
場

個
人

男
・
３

剣
道

男
・
２

男
女
・
２

陸
上

競
技

（
中

長
距

離
）

ラ
グ

ビ
ー

男
・
２

硬
式

野
球

男
・
５

男
・
２

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女
・
４

上
水

女
・
３

　
面
接
の
一
部
に
２
分
間
の

「
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」
を
設
け

る
。

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
陸
上
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動

　
し
た
者

○
入
学
後
も
部
活
動
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者

女
・
５

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
も
の
づ
く
り
分
野
に
対
し
て
強
い
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
入
学
後
も
意
欲
的
に
取
り

　
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
高
校
生
と
し
て
資
格
の
取
得
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
社
会
規
範
、
校
則
を

　
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
東
京
都
春
季
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
大
会
東
京
予
選
ベ
ス
ト
８

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
野
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続
し
て
活
動
し
た
者

○
入
学
後
も
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続

　
し
て
活
動
し
た
者

○
所
属
チ
ー
ム
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
部
活
動
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
継
続

　
し
て
活
動
し
た
者

○
所
属
チ
ー
ム
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
部
活
動
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者
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間
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値
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標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別
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準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

個
人

作
文 －

男
・
３

書
道

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
を
強
く
志
望
し
、
入
学
後
は
書
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る

　
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○
有
段
者
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
調
査
書
の
英
語
の
観
点
別
評
価
の
全
て
の
観
点
が
「
Ａ
」
で
あ
る
者

○
実
用
英
語
技
能
検
定
２
級
以
上
相
当
の
能
力
を
有
す
る
者

○
将
来
、
英
語
を
活
用
し
た
職
業
に
就
く
気
持
ち
を
強
く
も
ち
、
本
校
の
指
定
し
た
英
語
の

　
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
国
内
外
の
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
す
者

○
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
英
語
論
作
文
等
の
各
種
大
会
出
場
を
目
指
す
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
者

－

○
全
国
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８
進
出

○
全
国
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
大
会
東
京
都
予
選

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

個
人

○

－

○
関
東
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
８
以
上

　
（
関
東
大
会
出
場
）

○
四
年
制
大
学
へ
の
進
学

○
実
用
英
語
技
能
検
定
に
お
け
る
上
位
級

　
取
得

○
東
京
都
の
大
会
２
位
以
内

　
（
関
東
大
会
出
場
の
常
連
校
）

○
関
東
大
会
３
位
以
内
（
全
国
大
会
出
場
）

○
全
国
大
会
優
勝

　
面
接
の
一
部
で
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
行
う
。
詳
細
は
P

を
参
照

す
る
こ
と

○
美
術
系
上
級
学
校
（
大
学
、
短
大
、

　
有
名
専
門
学
校
）
へ
の
進
学
を
希
望
し
て

　
い
る
者
の
現
役
合
格

○
校
外
に
お
け
る
卒
業
制
作
展
に
出
展
、

　
高
等
学
校
文
化
連
盟
中
央
展
や
地
域
の

　
展
覧
会
に
出
展

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動
に
参
加

○
全
国
大
会
入
賞
３
大
会
以
上

－

○○

個
人

－

個
人

男
女
・
３

英
語

サ
ッ

カ
ー

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
各
大
会
で
中
心
的
な
役
割
を

　
果
た
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
、
３
年
間
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女
・
５

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
に
従
い
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

○
入
学
後
も
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
３
年
間
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
優
れ
た
技
能
と
高
い
運
動
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
有
す
る
者

　
（
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
を
希
望
す
る
者
を
含
む
。
）

男
女
・
３

板
橋

有
徳

ラ
グ

ビ
ー

大
泉

桜
美

術

女
・
４

飛
鳥

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
ラ
グ
ビ
ー
に
対
し
て
興
味
や
関
心
が
あ
り
、
本
校
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
り
た
い
と
い
う

　
強
い
意
欲
・
高
い
志
が
あ
る
者

○
本
校
に
お
け
る
学
業
と
部
活
動
の
両
立
が
で
き
る
者

○
入
学
後
は
本
校
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
て
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

－ －
男
女
・
２
０

－

○
デ
ザ
イ
ン
・
美
術
へ
の
関
心
が
高
く
、
入
学
後
は
美
術
の
授
業
を
選
択
し
、
そ
の
分
野

　
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る
者
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書
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活
用
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以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
経
験
者
で
あ
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
対
し
て
強
い
興
味
・

　
関
心
・
向
上
心
を
持
っ
て
い
る
者

○
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
部
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

荒
川

工
科

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
及
び
部
活
動
方
針
に
従
い
、
３
年
間
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
を
決
意

　
す
る
者

○
中
学
校
時
代
、
卓
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
活
躍
し
て
き
た
者

○
卓
球
の
技
術
に
優
れ
生
活
態
度
が
良
好
な
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
及
び
部
活
動
方
針
に
従
い
、
３
年
間
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
を
決
意

　
す
る
者

○
中
学
校
時
代
、
野
球
部
又
は
地
域
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
て
き
た
者

○
運
動
能
力
又
は
野
球
の
技
術
に
優
れ
生
活
態
度
が
良
好
な
者

男
・
２

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
及
び
部
活
動
方
針
に
従
い
、
３
年
間
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
を
決
意

　
す
る
者

○
中
学
校
で
剣
道
部
又
は
地
域
道
場
等
に
所
属
し
、
剣
道
と
学
業
を
両
立
さ
せ
て
い
る
者

○
剣
道
初
段
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

○
新
人
戦
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６

－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会
本
大
会

　
出
場

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会
一
次
予
選

　
優
勝
・
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟
主
催
大
会

　
団
体
戦
　
　
ベ
ス
ト
８
以
上

　
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
以
上

　
個
人
戦
　
　
ベ
ス
ト
１
６
以
上

－

－

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

卓
球

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
・
地
域
な
ど
の
活
動
に
お
い
て
、
継
続
し
て

　
積
極
的
に
活
動
し
た
者

○
本
校
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
野
球
部
に
所
属
し
て
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
を

　
も
つ
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

男
女
・
２

男
・
７

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
卓
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
・
地
域
な
ど
の
活
動
に
お
い
て
、
継
続
し
て

　
積
極
的
に
活
動
し
た
者

○
本
校
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
卓
球
部
に
所
属
し
て
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
を
も
つ

　
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

男
女
・
２

男
・
２

男
女
・
５

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
、
野
球
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
校
の
野
球
部
で
熱
心
に
活
動
し
た
者

○
本
校
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
部
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と

　
両
立
す
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

○○
個
人

個
人

－

－
－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
西
東
京
大

　
会
ベ
ス
ト
３
２

○
秋
季
東
京
都
大
会
　
本
大
会
出
場

○
春
季
東
京
都
大
会
　
本
大
会
出
場

硬
式

野
球

卓
球

剣
道

府
中

工
科

多
　
摩
　
工
　
科

（
機
械
科
・

電
気
科
・

環
境
化
学
科
）

硬
式

野
球

硬
式

野
球

男
・
５

－

○
関
東
大
会
出
場

○
高
体
連
主
催
卓
球
大
会
団
体
ベ
ス
ト
１
６

○
国
公
立
大
会
団
体
ベ
ス
ト
４

○

個
人
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等
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点
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化
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基
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書
の
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用
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ﾟ
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ｸ
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ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
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男
・
３

○
中
学
校
時
代
に
野
球
部
又
は
地
域
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
３
年
間
所
属
し
た
者

○
本
校
入
学
後
は
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
本
校
の
指
導
方
針
及
び
部
活
動
方
針
に
従
い

　
３
年
間
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
者

○
運
動
能
力
又
は
野
球
の
技
術
に
優
れ
生
活
態
度
が
良
好
な
者

○
論
理
的
思
考
能
力
に
長
け
、
工
具
を
用
い
て
の
手
作
業
を
地
道
に
続
け
ら
れ
る
忍
耐
力

　
を
有
す
る
者

○
入
学
後
は
電
子
工
作
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
各
種
大
会
へ
の
参
加
と
３
年
間

　
継
続
し
て
取
り
組
め
る
者

硬
式

野
球

総
合

工
科

硬
式

野
球

柔
道

杉
並

工
科

男
・
１
０

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
・
野
球
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
時
代
に
野
球
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し

　
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
へ
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続

　
す
る
と
と
も
に
学
業
と
両
立
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
３
２

○
秋
季
東
京
都
大
会
本
大
会
出
場

○
春
季
東
京
都
大
会
本
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
一
次
予
選
優
勝
・
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○

－

個
人

○
ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー

　
全
国
大
会
上
位
入
賞

○
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会

　
全
国
大
会
出
場

男
女
・
５

男
女
・
３

個
人

－

○
入
学
後
は
柔
道
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

○
柔
道
に
対
す
る
意
識
を
高
く
も
ち
、
入
学
後
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
東
京
都
高
等
学
校
柔
道
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
高
等
学
校
柔
道
大
会
出
場

○
第
３
支
部
大
会
優
勝

－－

○

た

－168－
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以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
経
験
者
で
あ
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
対
し
て
強
い
興
味
・

　
関
心
・
向
上
心
を
持
っ
て
い
る
者

○
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
部
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
に
お
け
る
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

荒
川

工
科

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
及
び
部
活
動
方
針
に
従
い
、
３
年
間
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
を
決
意

　
す
る
者

○
中
学
校
時
代
、
卓
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
活
躍
し
て
き
た
者

○
卓
球
の
技
術
に
優
れ
生
活
態
度
が
良
好
な
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
及
び
部
活
動
方
針
に
従
い
、
３
年
間
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
を
決
意

　
す
る
者

○
中
学
校
時
代
、
野
球
部
又
は
地
域
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
活
躍
し
て
き
た
者

○
運
動
能
力
又
は
野
球
の
技
術
に
優
れ
生
活
態
度
が
良
好
な
者

男
・
２

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
本
校
の
指
導
方
針
及
び
部
活
動
方
針
に
従
い
、
３
年
間
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
を
決
意

　
す
る
者

○
中
学
校
で
剣
道
部
又
は
地
域
道
場
等
に
所
属
し
、
剣
道
と
学
業
を
両
立
さ
せ
て
い
る
者

○
剣
道
初
段
と
同
等
の
技
能
を
有
す
る
者

○
新
人
戦
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
１
６

－

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
東
京
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会
本
大
会

　
出
場

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会
一
次
予
選

　
優
勝
・
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟
主
催
大
会

　
団
体
戦
　
　
ベ
ス
ト
８
以
上

　
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
以
上

　
個
人
戦
　
　
ベ
ス
ト
１
６
以
上

－

－

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

卓
球

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
野
球
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
・
地
域
な
ど
の
活
動
に
お
い
て
、
継
続
し
て

　
積
極
的
に
活
動
し
た
者

○
本
校
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
野
球
部
に
所
属
し
て
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
を

　
も
つ
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

男
女
・
２

男
・
７

　
以
下
の
全
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に
当
て
は
ま
る
者

○
卓
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の
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・
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に
優
れ
、
中
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、
継
続
し
て

　
積
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に
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た
者

○
本
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を
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く
希
望
し
、
入
学
後
は
卓
球
部
に
所
属
し
て
３
年
間
活
動
す
る
意
欲
を
も
つ

　
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

男
女
・
２

男
・
２

男
女
・
５

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
、
野
球
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
校
の
野
球
部
で
熱
心
に
活
動
し
た
者

○
本
校
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
部
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と

　
両
立
す
る
強
い
意
志
の
あ
る
者

○○
個
人

個
人

－
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－

○
全
国
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等
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校
野
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選
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権
大
会
西
東
京
大

　
会
ベ
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３
２

○
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京
都
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会
　
本
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出
場
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春
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都
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会
　
本
大
会
出
場
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○
中
学
校
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代
に
野
球
部
又
は
地
域
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
３
年
間
所
属
し
た
者

○
本
校
入
学
後
は
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
本
校
の
指
導
方
針
及
び
部
活
動
方
針
に
従
い

　
３
年
間
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
者

○
運
動
能
力
又
は
野
球
の
技
術
に
優
れ
生
活
態
度
が
良
好
な
者

○
論
理
的
思
考
能
力
に
長
け
、
工
具
を
用
い
て
の
手
作
業
を
地
道
に
続
け
ら
れ
る
忍
耐
力

　
を
有
す
る
者

○
入
学
後
は
電
子
工
作
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
各
種
大
会
へ
の
参
加
と
３
年
間

　
継
続
し
て
取
り
組
め
る
者

硬
式

野
球

総
合

工
科

硬
式

野
球

柔
道

杉
並

工
科

男
・
１
０

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
・
野
球
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
時
代
に
野
球
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し

　
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
へ
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続

　
す
る
と
と
も
に
学
業
と
両
立
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
３
２

○
秋
季
東
京
都
大
会
本
大
会
出
場

○
春
季
東
京
都
大
会
本
大
会
出
場

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
一
次
予
選
優
勝
・
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○

－

個
人

○
ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー

　
全
国
大
会
上
位
入
賞

○
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会

　
全
国
大
会
出
場

男
女
・
５

男
女
・
３

個
人

－

○
入
学
後
は
柔
道
部
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
者

○
柔
道
に
対
す
る
意
識
を
高
く
も
ち
、
入
学
後
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
者

○
東
京
都
高
等
学
校
柔
道
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
高
等
学
校
柔
道
大
会
出
場

○
第
３
支
部
大
会
優
勝

－－

○

た
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間
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点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

個
人

－ －
　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
吹
奏
楽
部
の
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
の
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
の

　
で
き
る
者

○
中
学
校
で
２
年
以
上
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
楽
器
演
奏
の
技
術
に
優
れ
、
か
つ
部
内
の

　
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

男
女
・
２

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

英
語

千
早

晴
海

総
合

サ
ッ

カ
ー

吹
奏

楽

美
術

工
芸

剣
道

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
剣
道
部
の
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
の
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
の

　
で
き
る
者

○
剣
道
二
段
と
同
等
の
優
秀
な
技
能
を
も
つ
者

○
都
大
会
出
場
相
当
の
実
力
が
あ
る
者

男
女
・
３

男
女
・
２

女
・
３

○
美
術
工
芸
部
の
活
動
を
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
を
目
指
し
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
の
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
の
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
の
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
の

　
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
活
躍
し
た
者

男
女
・
５

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
実
用
英
語
技
能
検
定
準
２
級
と
同
等
以
上
の
英
語
力
を
有
し
て
い
る
者

○
本
校
に
入
学
後
、
実
用
英
語
技
能
検
定
２
級
以
上
の
資
格
取
得
や
、
学
校
の
内
外
で

　
行
わ
れ
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
英
語
関
連
の
活
動
に
積
極
的
に

　
挑
戦
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
本
校
に
入
学
後
、
英
語
の
選
択
科
目
を
履
修
す
る
な
ど
、
英
語
の
授
業
に
積
極
的
に

　
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
者

○
本
校
に
入
学
後
、
リ
ス
ペ
ク
ト
の
精
神
を
学
び
、
学
校
生
活
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、

　
他
者
を
思
い
や
り
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
者

女
・
３

○
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
等
で
の
上
位
入
賞

○
実
用
英
語
技
能
検
定
２
級
以
上
の
合
格

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
主
催
中
央
展

　
入
賞
、
東
京
代
表
と
し
て
全
国
大
会
出
展

○
高
校
生
国
際
美
術
展
、
学
展
、
全
日
本
学
生

　
美
術
展
等
の
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

○
東
京
藝
術
大
学
又
は
主
要
５
美
術
大
学

　
現
役
合
格

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
連
盟
主
催

　
コ
ン
ク
ー
ル
Ａ
組
及
び
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
金
賞
受
賞
、

　
そ
の
上
位
大
会
へ
の
出
場

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
ま
た
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
本
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
取
り
組
む
意
志
の

　
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
や
学
校
行
事
に
お
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む

　
こ
と
が
で
き
る
者

－ －

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

○
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
シ
ー
ド
権
の
獲
得

○
関
東
大
会
へ
の
出
場

○

個
人

○
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名
（
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科
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等
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（
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等
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数
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考

（
選
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に
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面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
中
学
３
年
間
、
柔
道
に
つ
い
て
顕
著
に
活
躍
し
た
者

〇
入
学
後
は
柔
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
で
き
る
者

〇
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

自
転

車
競

技

硬
式

野
球

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
時
代
に
自
転
車
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
公
式
大
会
の
上
位
入
賞
と

　
同
等
の
能
力
・
技
術
・
実
力
等
を
有
す
る
者
、
あ
る
い
は
他
競
技
経
験
者
で
そ
の

　
競
技
大
会
の
都
大
会
レ
ベ
ル
と
同
等
の
能
力
・
技
術
・
実
力
等
を
有
す
る
者

○
入
学
後
、
３
年
間
自
転
車
競
技
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
す
る
意
志
が
あ
り
、

　
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

柔
道

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
に
お
い
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
教
育
方
針
を
理
解
し
、
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
努
力
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
者

卓
球

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
卓
球
に
関
す
る
技
能
に
優
れ
て
い
る
者

〇
入
学
後
３
年
間
卓
球
部
に
所
属
し
、
継
続
し
て
活
動
す
る
強
い
意
志
と
向
上
心
の
あ
る
者

〇
中
学
時
代
に
卓
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
継
続
的
に
活
動
し
た
者

〇
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒

男
女
・
６

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
・
野
球
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
校
で
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続

　
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
意
志
の
あ
る
者

男
・
５

男
・
５

男
女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
、
野
球
技
術
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
野
球
部
の
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む

　
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
へ
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
意
思
の
あ
る
者

○
高
校
生
と
し
て
、
社
会
規
範
、
校
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

－
個
人

－－

個
人

－

－

－

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
関
東
選
抜
大
会
出
場

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
出
場

○
全
日
本
選
手
権
大
会
出
場

○
東
京
都
国
公
立
大
会
優
勝

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
・
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ベ
ス
ト
８

　
入
賞

個
人

第
四

商
業

男
女
・
２

田
無

工
科

芝
商

業

八
 
王

 
子

 
桑

 
志

(
ク
ラ
フ
ト
分
野
)

硬
式

野
球

－

－

○
個
人
戦
　
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

〇
団
体
戦
　
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
東
京
大
会
　
本
大
会
出
場

○
春
季
東
京
大
会
　
本
大
会
出
場

○ ○

－ －

個
人

○
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今
後

３
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間
の

数
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目
標
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学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

個
人

－ －
　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
吹
奏
楽
部
の
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
の
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
の

　
で
き
る
者

○
中
学
校
で
２
年
以
上
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
楽
器
演
奏
の
技
術
に
優
れ
、
か
つ
部
内
の

　
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
意
欲
的
に
活
動
し
た
者

男
女
・
２

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

英
語

千
早

晴
海

総
合

サ
ッ

カ
ー

吹
奏

楽

美
術

工
芸

剣
道

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
剣
道
部
の
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
の
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
の

　
で
き
る
者

○
剣
道
二
段
と
同
等
の
優
秀
な
技
能
を
も
つ
者

○
都
大
会
出
場
相
当
の
実
力
が
あ
る
者

男
女
・
３

男
女
・
２

女
・
３

○
美
術
工
芸
部
の
活
動
を
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
を
目
指
し
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、

　
本
校
の
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
の
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
の
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
の

　
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

　
所
属
し
活
躍
し
た
者

男
女
・
５

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
実
用
英
語
技
能
検
定
準
２
級
と
同
等
以
上
の
英
語
力
を
有
し
て
い
る
者

○
本
校
に
入
学
後
、
実
用
英
語
技
能
検
定
２
級
以
上
の
資
格
取
得
や
、
学
校
の
内
外
で

　
行
わ
れ
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
英
語
関
連
の
活
動
に
積
極
的
に

　
挑
戦
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
本
校
に
入
学
後
、
英
語
の
選
択
科
目
を
履
修
す
る
な
ど
、
英
語
の
授
業
に
積
極
的
に

　
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
者

○
本
校
に
入
学
後
、
リ
ス
ペ
ク
ト
の
精
神
を
学
び
、
学
校
生
活
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、

　
他
者
を
思
い
や
り
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
者

女
・
３

○
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
等
で
の
上
位
入
賞

○
実
用
英
語
技
能
検
定
２
級
以
上
の
合
格

○
関
東
大
会
出
場

○
全
国
大
会
出
場

○
東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
主
催
中
央
展

　
入
賞
、
東
京
代
表
と
し
て
全
国
大
会
出
展

○
高
校
生
国
際
美
術
展
、
学
展
、
全
日
本
学
生

　
美
術
展
等
の
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

○
東
京
藝
術
大
学
又
は
主
要
５
美
術
大
学

　
現
役
合
格

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
連
盟
主
催

　
コ
ン
ク
ー
ル
Ａ
組
及
び
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
金
賞
受
賞
、

　
そ
の
上
位
大
会
へ
の
出
場

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
ま
た
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
本
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
取
り
組
む
意
志
の

　
あ
る
者

○
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
学
業
や
学
校
行
事
に
お
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む

　
こ
と
が
で
き
る
者

－ －

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
関
東
大
会
出
場

○
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
シ
ー
ド
権
の
獲
得

○
関
東
大
会
へ
の
出
場

○

個
人

○
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－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
中
学
３
年
間
、
柔
道
に
つ
い
て
顕
著
に
活
躍
し
た
者

〇
入
学
後
は
柔
道
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
で
き
る
者

〇
本
校
に
お
い
て
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

自
転

車
競

技

硬
式

野
球

男
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
時
代
に
自
転
車
競
技
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
公
式
大
会
の
上
位
入
賞
と

　
同
等
の
能
力
・
技
術
・
実
力
等
を
有
す
る
者
、
あ
る
い
は
他
競
技
経
験
者
で
そ
の

　
競
技
大
会
の
都
大
会
レ
ベ
ル
と
同
等
の
能
力
・
技
術
・
実
力
等
を
有
す
る
者

○
入
学
後
、
３
年
間
自
転
車
競
技
部
に
所
属
し
、
意
欲
的
に
活
動
す
る
意
志
が
あ
り
、

　
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
部
活
動
と
学
業
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

柔
道

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
に
お
い
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
教
育
方
針
を
理
解
し
、
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
努
力
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
者

卓
球

○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

〇
卓
球
に
関
す
る
技
能
に
優
れ
て
い
る
者

〇
入
学
後
３
年
間
卓
球
部
に
所
属
し
、
継
続
し
て
活
動
す
る
強
い
意
志
と
向
上
心
の
あ
る
者

〇
中
学
時
代
に
卓
球
部
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
所
属
し
、
継
続
的
に
活
動
し
た
者

〇
本
校
の
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒

男
女
・
６

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
・
野
球
の
技
術
に
優
れ
、
中
学
校
で
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
入
学
後
は
野
球
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
を
継
続

　
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
意
志
の
あ
る
者

男
・
５

男
・
５

男
女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
運
動
能
力
、
野
球
技
術
に
優
れ
、
入
学
後
３
年
間
野
球
部
の
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む

　
こ
と
が
で
き
る
者

○
本
校
へ
の
入
学
を
強
く
希
望
し
、
学
業
と
部
活
動
を
両
立
す
る
意
思
の
あ
る
者

○
高
校
生
と
し
て
、
社
会
規
範
、
校
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

－
個
人

－－

個
人

－

－

－

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
関
東
選
抜
大
会
出
場

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

○
全
国
選
抜
大
会
出
場

○
全
日
本
選
手
権
大
会
出
場

○
東
京
都
国
公
立
大
会
優
勝

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上

○
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
・
本
大
会
ベ
ス
ト
１
６

○
春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

　
ベ
ス
ト
１
６

○
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ベ
ス
ト
８

　
入
賞

個
人

第
四

商
業

男
女
・
２

田
無

工
科

芝
商

業

八
 
王

 
子

 
桑

 
志

(
ク
ラ
フ
ト
分
野
)

硬
式

野
球

－

－

○
個
人
戦
　
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

〇
団
体
戦
　
都
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
西
東
京
大
会
ベ
ス
ト
８

○
秋
季
東
京
大
会
　
本
大
会
出
場

○
春
季
東
京
大
会
　
本
大
会
出
場

○ ○

－ －

個
人

○

－171－
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杉
並

総
合

サ
ッ

カ
ー

吹
奏

楽

王
子

総
合

葛
飾

総
合

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
等
に
継
続
し
て
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
れ
る
者

○

女
・
４

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女
・
５

○
３
大
会
（
総
体
予
選
、
選
手
権
予
選
、

　
新
人
戦
）
の
い
ず
れ
か
で
都
ベ
ス
ト
４

　
又
は
東
京
都
高
体
連
リ
ー
グ
へ
の
昇
格

女
・
２

男
女
・
４

○

個
人

－

－
－

○

個
人

作
文

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
集
団
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
中
学
校
で
吹
奏
楽
部
の
活
動
を
経
験
し
て
い
る
者
で
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
顕
著
に

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
集
団
生
活
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
を
経
験
し
て
い
る
者
又
は
校
外
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で

　
経
験
し
て
い
る
者
で
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
顕
著
に
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
者

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
等
に
継
続
し
て
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
欲
の

　
あ
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
集
団
生
活
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
を
経
験
し
て
い
る
者
又
は
校
外
の
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
等
で
経
験
し
て
い
る
者
で
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
顕
著
に
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
者

個
人

－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
３
２

－

○
中
央
展
へ
の
出
展
１
０
０
％

〇
国
際
展
へ
の
出
展
１
０
０
％

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
連
盟
吹
奏
楽

　
コ
ン
ク
ー
ル
Ａ
組
金
賞

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
連
盟

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞

－

　
基
礎
体
力
や
技
術
・
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
・
意
欲
を
総
合
し
て
判

断
す
る
。

美
術

男
女
・
２

〇
本
校
入
学
後
、
美
術
部
に
入
部
し
、
専
門
科
目
（
美
術
）
を
履
修
し
、

　
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
を
目
指
し
、
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者

○
美
術
、
デ
ザ
イ
ン
制
作
へ
の
関
心
が
極
め
て
高
く
、
本
校
卒
業
後
、

　
４
年
制
美
術
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
者

　
技
術
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
意

欲
を
総
合
し
て
判
断
す
る
。

　
基
礎
体
力
や
技
術
・
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
・
意
欲
を
総
合
し
て
判

断
す
る
。
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－

集
団

－

個
人

－

陸
上

競
技

美
術

サ
ッ

カ
ー

美
 術

･デ
 ザ

 イ
 ン

世
田

谷
総

合

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

つ
ば

さ
総

合

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
積
極
的
に
活
動
し
、
本
校
入
学
後

　
も
必
ず
３
年
間
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
、
学
校
生
活
、
学
校
行
事
に
も
真
面
目
に
取
り

　
組
め
る
者

○
公
式
戦
（
区
・
市
大
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
都
大
会
等
）
で
活
躍
で
き
る
実
力
を
も
つ
者

－

女
・
２

男
女
・
４

男
女
・
４

男
女
・
３

男
女
・
２

○
全
国
高
校
総
体
南
関
東
大
会
進
出

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
東
京
都
大
会
出
場

○
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

○
３
大
会
（
総
体
予
選
、
選
手
権
予
選
、

　
新
人
戦
）
い
ず
れ
か
で
東
京
都
ベ
ス
ト
４

　
又
は
高
校
リ
ー
グ
１
部
リ
ー
グ
優
勝

○
東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
主
催

　
「
中
央
展
」
美
術
・
工
芸
部
門
入
賞

○
美
術
大
学
合
格
者
２
０
名
以
上

○
代
表
的
な
４
年
制
美
術
大
学
へ
の
進
学

○
美
術
部
参
加
の
展
覧
会
等
へ
の
出
品

○ ○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
集
団
生
活
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
中
学
校
で
当
該
部
活
動
を
経
験
し
て
い
る
者
又
は
校
外
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
経
験
し
て

　
い
る
者
で
入
学
後
も
本
校
の
当
該
部
活
動
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
で
き
る
者

○
総
合
学
科
の
特
色
を
理
解
し
、
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
美
術
（
絵
画
）
・
デ
ザ
イ
ン
（
平
面
・
立
体
）
制
作
へ
の
意
欲
・
関
心
が
極
め
て
高
い
者

○
本
校
卒
業
後
、
４
年
制
美
術
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
者

○
本
校
入
学
後
、
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
系
列
に
属
し
、
系
統
的
に
美
術
専
門
科
目
を
学
習

　
す
る
計
画
の
者

○
調
査
書
の
美
術
の
評
定
が
良
好
な
者

○
本
校
入
学
後
、
美
術
部
に
入
部
し
、
活
躍
で
き
る
者

○
中
学
校
に
お
い
て
美
術
部
員
と
し
て
１
年
以
上
活
躍
し
た
、
又
は
自
主
制
作
な
ど
に

　
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
学
校
行
事
等
の
制
作
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
美
術
大
学
進
学
を
希
望
す
る
者

○
総
合
学
科
の
特
色
を
理
解
し
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
れ
る
者

○

－ －

　
基
礎
体
力
や
技
術
・
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
・
意
欲
を
総
合
し
て
判

断
す
る
。

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
積
極
的
に
活
動
し
、
本
校
入
学
後
も

　
必
ず
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
学
校
生
活
、
学
校
行
事
に
も
真
面
目
に

　
取
り
組
め
る
者

○
公
式
戦
（
区
・
市
大
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
都
大
会
等
）
で
活
躍
で
き
る
実
力
を
も
つ
者

個
人

－－

○
（
男
子
）
東
京
都
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
関
東
大
会
出
場

○
（
女
子
）
東
京
都
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
関
東
大
会
出
場

－

　
個
人
面
接
で
は
、
中
学
時
に

独
力
で
制
作
し
た
美
術
作
品
を

持
参
す
る
。
（
作
品
数
４
点
以

内
。
大
き
さ
６
５
×
５
０
ｃ
ｍ

以
内
。
内
容
は
絵
画
、
デ
ザ
イ

ン
、
デ
ッ
サ
ン
、
立
体
作
品

等
。
立
体
作
品
の
場
合
は
実
物

で
な
く
写
真
を
持
参
す
る
。
）
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学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

杉
並

総
合

サ
ッ

カ
ー

吹
奏

楽

王
子

総
合

葛
飾

総
合

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

女
・
２

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
等
に
継
続
し
て
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
れ
る
者

○

女
・
４

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女
・
５

○
３
大
会
（
総
体
予
選
、
選
手
権
予
選
、

　
新
人
戦
）
の
い
ず
れ
か
で
都
ベ
ス
ト
４

　
又
は
東
京
都
高
体
連
リ
ー
グ
へ
の
昇
格

女
・
２

男
女
・
４

○

個
人

－

－
－

○

個
人

作
文

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
集
団
生
活
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
中
学
校
で
吹
奏
楽
部
の
活
動
を
経
験
し
て
い
る
者
で
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
顕
著
に

　
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
集
団
生
活
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
を
経
験
し
て
い
る
者
又
は
校
外
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で

　
経
験
し
て
い
る
者
で
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
顕
著
に
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
者

－

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
部
活
動
又
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
等
に
継
続
し
て
所
属
し
、
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
継
続
し
て
活
動
す
る
意
欲
の

　
あ
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
集
団
生
活
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
を
経
験
し
て
い
る
者
又
は
校
外
の
ク
ラ
ブ

　
チ
ー
ム
等
で
経
験
し
て
い
る
者
で
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
顕
著
に
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
も
、
本
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
す
る
者

個
人

－

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

○
関
東
大
会
出
場

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
３
２

－

○
中
央
展
へ
の
出
展
１
０
０
％

〇
国
際
展
へ
の
出
展
１
０
０
％

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
連
盟
吹
奏
楽

　
コ
ン
ク
ー
ル
Ａ
組
金
賞

○
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
連
盟

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞

－

　
基
礎
体
力
や
技
術
・
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
・
意
欲
を
総
合
し
て
判

断
す
る
。

美
術

男
女
・
２

〇
本
校
入
学
後
、
美
術
部
に
入
部
し
、
専
門
科
目
（
美
術
）
を
履
修
し
、

　
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
を
目
指
し
、
部
活
動
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
者

○
美
術
、
デ
ザ
イ
ン
制
作
へ
の
関
心
が
極
め
て
高
く
、
本
校
卒
業
後
、

　
４
年
制
美
術
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
者

　
技
術
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
意

欲
を
総
合
し
て
判
断
す
る
。

　
基
礎
体
力
や
技
術
・
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
・
意
欲
を
総
合
し
て
判

断
す
る
。

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

－

集
団

－

個
人

－

陸
上

競
技

美
術

サ
ッ

カ
ー

美
 術

･デ
 ザ

 イ
 ン

世
田

谷
総

合

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

つ
ば

さ
総

合

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
積
極
的
に
活
動
し
、
本
校
入
学
後

　
も
必
ず
３
年
間
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
、
学
校
生
活
、
学
校
行
事
に
も
真
面
目
に
取
り

　
組
め
る
者

○
公
式
戦
（
区
・
市
大
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
都
大
会
等
）
で
活
躍
で
き
る
実
力
を
も
つ
者

－

女
・
２

男
女
・
４

男
女
・
４

男
女
・
３

男
女
・
２

○
全
国
高
校
総
体
南
関
東
大
会
進
出

○
全
国
高
校
総
体
出
場

○
東
京
都
大
会
出
場

○
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

○
３
大
会
（
総
体
予
選
、
選
手
権
予
選
、

　
新
人
戦
）
い
ず
れ
か
で
東
京
都
ベ
ス
ト
４

　
又
は
高
校
リ
ー
グ
１
部
リ
ー
グ
優
勝

○
東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
主
催

　
「
中
央
展
」
美
術
・
工
芸
部
門
入
賞

○
美
術
大
学
合
格
者
２
０
名
以
上

○
代
表
的
な
４
年
制
美
術
大
学
へ
の
進
学

○
美
術
部
参
加
の
展
覧
会
等
へ
の
出
品

○ ○

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
集
団
生
活
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
中
学
校
で
当
該
部
活
動
を
経
験
し
て
い
る
者
又
は
校
外
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
経
験
し
て

　
い
る
者
で
入
学
後
も
本
校
の
当
該
部
活
動
に
所
属
し
、
３
年
間
活
動
で
き
る
者

○
総
合
学
科
の
特
色
を
理
解
し
、
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
美
術
（
絵
画
）
・
デ
ザ
イ
ン
（
平
面
・
立
体
）
制
作
へ
の
意
欲
・
関
心
が
極
め
て
高
い
者

○
本
校
卒
業
後
、
４
年
制
美
術
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
者

○
本
校
入
学
後
、
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
系
列
に
属
し
、
系
統
的
に
美
術
専
門
科
目
を
学
習

　
す
る
計
画
の
者

○
調
査
書
の
美
術
の
評
定
が
良
好
な
者

○
本
校
入
学
後
、
美
術
部
に
入
部
し
、
活
躍
で
き
る
者

○
中
学
校
に
お
い
て
美
術
部
員
と
し
て
１
年
以
上
活
躍
し
た
、
又
は
自
主
制
作
な
ど
に

　
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
学
校
行
事
等
の
制
作
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
美
術
大
学
進
学
を
希
望
す
る
者

○
総
合
学
科
の
特
色
を
理
解
し
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
れ
る
者

○

－ －

　
基
礎
体
力
や
技
術
・
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
・
意
欲
を
総
合
し
て
判

断
す
る
。

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
の
部
活
動
又
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
積
極
的
に
活
動
し
、
本
校
入
学
後
も

　
必
ず
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
学
校
生
活
、
学
校
行
事
に
も
真
面
目
に

　
取
り
組
め
る
者

○
公
式
戦
（
区
・
市
大
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
都
大
会
等
）
で
活
躍
で
き
る
実
力
を
も
つ
者

個
人

－－

○
（
男
子
）
東
京
都
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
関
東
大
会
出
場

○
（
女
子
）
東
京
都
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
関
東
大
会
出
場

－

　
個
人
面
接
で
は
、
中
学
時
に

独
力
で
制
作
し
た
美
術
作
品
を

持
参
す
る
。
（
作
品
数
４
点
以

内
。
大
き
さ
６
５
×
５
０
ｃ
ｍ

以
内
。
内
容
は
絵
画
、
デ
ザ
イ

ン
、
デ
ッ
サ
ン
、
立
体
作
品

等
。
立
体
作
品
の
場
合
は
実
物

で
な
く
写
真
を
持
参
す
る
。
）
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学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

東
久

留
米

総
合

サ
ッ

カ
ー

男
・
１
０

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
学
校
生
活
全
般
に
関
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
上
位
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
参
加
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－
○

○
全
国
大
会
１
回
戦
突
破

－
－

個
人

若
葉

総
合

－

陸
上

競
技

男
女
・
４

　
以
下
の
全
て
に
該
当
す
る
者

○
陸
上
競
技
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
陸
上
競
技
部
又
は
地
域
の
陸
上
競
技

　
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
陸
上
競
技
部
の
活
動
方
針
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
者

○
上
記
に
加
え
、
入
学
後
、
学
業
と
両
立
す
る
と
と
も
に
、
３
年
間
情
熱
を
も
っ
て
活
動
を

　
継
続
で
き
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
該
当
す
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
又
は
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
等
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
方
針
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
者

○
上
記
に
加
え
、
入
学
後
、
学
業
と
両
立
す
る
と
と
も
に
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
該
当
す
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は

　
地
域
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
方
針
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
者

○
上
記
に
加
え
、
入
学
後
、
学
業
と
両
立
す
る
と
と
も
に
、
３
年
間
活
動
を
真
摯
に
継
続

　
で
き
る
者

男
・
２

サ
ッ

カ
ー

女
・
４

－

　
面
接
の
一
部
で
「
自
己
Ｐ

Ｒ
」
を
行
う
。
詳
細
は
P2
1
2を

参
照
す
る
こ
と

○
新
人
戦
ベ
ス
ト
３
２

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
関
東
大
会
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
個
人

○
新
人
戦
ベ
ス
ト
３
２

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
関
東
大
会
予
選
ベ
ス
ト
３
２

－

　
面
接
の
一
部
で
「
自
己
Ｐ

Ｒ
」
を
行
う
。
詳
細
は
P2
1
2を

参
照
す
る
こ
と

　
面
接
の
一
部
で
「
自
己
Ｐ

Ｒ
」
を
行
う
。
詳
細
は
P2
1
2を

参
照
す
る
こ
と

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

青
梅

総
合

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
又
は
地
域
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
活
躍
し
た
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
範
と
な
れ
る
者

－

女
・
３

男
・
３

町
田

総
合

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女
・
４

女
・
４

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

剣
道

○
入
学
後
３
年
間
、
意
欲
的
に
部
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が

 
 
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
時
代
に
学
校
又
は
地
域
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
し
て
活
躍

　
し
た
者

○
入
学
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
お
い
て
３
年
間
意
欲
的
に
活
動
す
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
範
と
な
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
剣
道
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
剣
道
部
又
は
剣
友
会
等
に
所
属
し
て
活
躍

　
し
た
者

○
入
学
後
、
剣
道
部
に
お
い
て
３
年
間
意
欲
的
に
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
範
と
な
れ
る
者

－

○
入
学
後
３
年
間
、
意
欲
的
に
部
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が

 
 
で
き
る
者

○

女
・
４

男
女
・
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
小
中
学
生
時
に
学
校
又
は
地
域
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
等
（
少
年
野
球
を
含
む
。
）
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
お
い
て
３
年
間
意
欲
的
に
活
動
す
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
範
と
な
れ
る
者

○
個
人

○
関
東
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上

－

○
関
東
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上

－

○
東
日
本
大
会
出
場

○
東
京
都
ベ
ス
ト
４
以
上

○
東
京
都
公
立
大
会
優
勝

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

－

○
都
大
会
８
位
以
上

○
三
段
の
取
得

－

－174－



学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

東
久

留
米

総
合

サ
ッ

カ
ー

男
・
１
０

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
学
校
生
活
全
般
に
関
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
能
力
に
優
れ
、
東
京
都
大
会
上
位
レ
ベ
ル
の
実
力
の
あ
る
者

○
本
校
の
部
活
動
に
参
加
し
て
、
活
動
を
３
年
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
校
に
お
け
る

　
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

－
○

○
全
国
大
会
１
回
戦
突
破

－
－

個
人

若
葉

総
合

－

陸
上

競
技

男
女
・
４

　
以
下
の
全
て
に
該
当
す
る
者

○
陸
上
競
技
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
陸
上
競
技
部
又
は
地
域
の
陸
上
競
技

　
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
陸
上
競
技
部
の
活
動
方
針
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
者

○
上
記
に
加
え
、
入
学
後
、
学
業
と
両
立
す
る
と
と
も
に
、
３
年
間
情
熱
を
も
っ
て
活
動
を

　
継
続
で
き
る
者

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

　
以
下
の
全
て
に
該
当
す
る
者

○
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
又
は
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
等
に
所
属

　
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
方
針
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
者

○
上
記
に
加
え
、
入
学
後
、
学
業
と
両
立
す
る
と
と
も
に
、
３
年
間
活
動
を
継
続
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
該
当
す
る
者

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
又
は

　
地
域
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
方
針
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
者

○
上
記
に
加
え
、
入
学
後
、
学
業
と
両
立
す
る
と
と
も
に
、
３
年
間
活
動
を
真
摯
に
継
続

　
で
き
る
者

男
・
２

サ
ッ

カ
ー

女
・
４

－

　
面
接
の
一
部
で
「
自
己
Ｐ

Ｒ
」
を
行
う
。
詳
細
は
P2
1
2を

参
照
す
る
こ
と

○
新
人
戦
ベ
ス
ト
３
２

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
関
東
大
会
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
個
人

○
新
人
戦
ベ
ス
ト
３
２

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
ベ
ス
ト
３
２

○
関
東
大
会
予
選
ベ
ス
ト
３
２

－

　
面
接
の
一
部
で
「
自
己
Ｐ

Ｒ
」
を
行
う
。
詳
細
は
P2
1
2を

参
照
す
る
こ
と

　
面
接
の
一
部
で
「
自
己
Ｐ

Ｒ
」
を
行
う
。
詳
細
は
P2
1
2を

参
照
す
る
こ
と

学
校

名
（

学
科

名
等

）
内

容
（

種
目

等
）

人
　

数
備

  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

面 接

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

学 校 設 定 検 査

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

調 査 書

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
基

準

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価調
査

書
の

活
用

評 定

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

青
梅

総
合

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

個
人

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
３
年
間
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
又
は
地
域
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
で
活
躍
し
た
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
範
と
な
れ
る
者

－

女
・
３

男
・
３

町
田

総
合

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女
・
４

女
・
４

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

剣
道

○
入
学
後
３
年
間
、
意
欲
的
に
部
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が

 
 
で
き
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
中
学
校
時
代
に
学
校
又
は
地
域
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
し
て
活
躍

　
し
た
者

○
入
学
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
お
い
て
３
年
間
意
欲
的
に
活
動
す
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
範
と
な
れ
る
者

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
剣
道
の
技
術
・
能
力
に
優
れ
、
中
学
校
で
剣
道
部
又
は
剣
友
会
等
に
所
属
し
て
活
躍

　
し
た
者

○
入
学
後
、
剣
道
部
に
お
い
て
３
年
間
意
欲
的
に
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
範
と
な
れ
る
者

－

○
入
学
後
３
年
間
、
意
欲
的
に
部
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が

 
 
で
き
る
者

○

女
・
４

男
女
・
６

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
者

○
小
中
学
生
時
に
学
校
又
は
地
域
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
等
（
少
年
野
球
を
含
む
。
）
に

　
所
属
し
て
活
躍
し
た
者

○
入
学
後
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
お
い
て
３
年
間
意
欲
的
に
活
動
す
る
者

○
学
業
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
生
活
全
般
で
他
の
生
徒
の
範
と
な
れ
る
者

○
個
人

○
関
東
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上

－

○
関
東
大
会
ベ
ス
ト
１
６
以
上

○
東
京
都
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上

－

○
東
日
本
大
会
出
場

○
東
京
都
ベ
ス
ト
４
以
上

○
東
京
都
公
立
大
会
優
勝

○
東
京
都
ベ
ス
ト
８

○
関
東
大
会
出
場

－

○
都
大
会
８
位
以
上

○
三
段
の
取
得

－

－175－



別
表

５
　

付
表

１
 

令
和

８
年

度
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

実
施

校
に

お
け

る
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
の

活
用

方
法

一
覧

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

h

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1

国
　

　
　

語
外

国
語

（
英

語
）

技
術

・
家

庭
保

健
体

育
美

　
　

術
数

　
　

学
社

　
　

会
音

　
　

楽
理

　
　

科

2
7
0

6
0
0

Ｂ Ｃ

美
　

　
術

観
点

調
査

書
点

の
満

点

技
術

・
家

庭
外

国
語

（
英

語
）

評
価

の
得

点
の

満
点

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

東
村

山

Ａ

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

学
校

名
保

健
体

育

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

数
　

　
学

理
　

　
科

観 　 点 　 別 　 学 　 習 　 状 　 況 　 の

評 　 価 　 の 　 観 　 点

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

教
科

国
　

　
　

語
社

　
　

会
音

　
　

楽

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

別
表

５
-
２

令
和

８
年

度
理

数
等

特
別

推
薦

の
選

抜
方

法
等

○
「

理
数

等
特

別
推

薦
」

実
施

校
に

お
け

る
実

技
検

査
等

に
つ

い
て

は
、

別
表

６
（

P
2
1
7
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

学
校

名
科

名
人

　
数

理
数

等
特

別
推

薦
の

基
準

調
査

書
の

活
用

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価

評 定

調 査 書

面 接

口
頭

試
問

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

○
科

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
、

各
種

発
表

会
、

　
各

種
学

会
で

の
発

表
及

び
入

賞

備
  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

小
論
文

創
造

理
数

男
女

・
６

○
入

学
後

も
意

欲
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
〇

科
学

分
野

等
に

高
い

興
味

・
関

心
を

も
ち

、
研

究
活

動
な

ど
の

創
造

的
な

　
活

動
に

意
欲

的
で

あ
る

。
〇

外
部

の
研

究
発

表
会

な
ど

に
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査 －

小
論
文

創
造

理
数

男
女

・
８

科
学

技
術

学 校 設 定 検 査

立
川

－
○

個
人

－
口

頭
試

問

○
科

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
出

場
○

各
種

発
表

会
、

各
種

学
会

で
の

発
表

○
入

学
後

も
意

欲
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
○

科
学

分
野

等
に

広
く

興
味

・
関

心
を

も
ち

、
研

究
活

動
な

ど
の

創
造

的
な

　
活

動
に

意
欲

的
で

あ
る

。
○

外
部

の
研

究
発

表
会

な
ど

に
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

－
○

個
人

－176－



別
表

５
　

付
表

１
 

令
和

８
年

度
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

実
施

校
に

お
け

る
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
の

活
用

方
法

一
覧

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

h

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1

国
　

　
　

語
外

国
語

（
英

語
）

技
術

・
家

庭
保

健
体

育
美

　
　

術
数

　
　

学
社

　
　

会
音

　
　

楽
理

　
　

科

2
7
0

6
0
0

Ｂ Ｃ

美
　

　
術

観
点

調
査

書
点

の
満

点

技
術

・
家

庭
外

国
語

（
英

語
）

評
価

の
得

点
の

満
点

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

東
村

山

Ａ

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

学
校

名
保

健
体

育

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

数
　

　
学

理
　

　
科

観 　 点 　 別 　 学 　 習 　 状 　 況 　 の

評 　 価 　 の 　 観 　 点

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

教
科

国
　

　
　

語
社

　
　

会
音

　
　

楽

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

別
表

５
-
２

令
和

８
年

度
理

数
等

特
別

推
薦

の
選

抜
方

法
等

○
「

理
数

等
特

別
推

薦
」

実
施

校
に

お
け

る
実

技
検

査
等

に
つ

い
て

は
、

別
表

６
（

P
2
1
7
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

学
校

名
科

名
人

　
数

理
数

等
特

別
推

薦
の

基
準

調
査

書
の

活
用

満
　

　
　

　
　

　
　

　
　

点

観 点 別 学 習

状 況 の 評 価

評 定

調 査 書

面 接

口
頭

試
問

今
後

３
年

間
の

数
値

目
標

等

○
科

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
、

各
種

発
表

会
、

　
各

種
学

会
で

の
発

表
及

び
入

賞

備
  
  
  
  
考

（
選

考
に

お
け

る
留

意
点

）

小
論
文

創
造

理
数

男
女

・
６

○
入

学
後

も
意

欲
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
〇

科
学

分
野

等
に

高
い

興
味

・
関

心
を

も
ち

、
研

究
活

動
な

ど
の

創
造

的
な

　
活

動
に

意
欲

的
で

あ
る

。
〇

外
部

の
研

究
発

表
会

な
ど

に
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査 －

小
論
文

創
造

理
数

男
女

・
８

科
学

技
術

学 校 設 定 検 査

立
川

－
○

個
人

－
口

頭
試

問

○
科

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
出

場
○

各
種

発
表

会
、

各
種

学
会

で
の

発
表

○
入

学
後

も
意

欲
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
○

科
学

分
野

等
に

広
く

興
味

・
関

心
を

も
ち

、
研

究
活

動
な

ど
の

創
造

的
な

　
活

動
に

意
欲

的
で

あ
る

。
○

外
部

の
研

究
発

表
会

な
ど

に
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

－
○

個
人

－177－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
月

２
７

日
（

火
）

城
東

（
続

き
）

男

男
女

サ
ッ

カ
ー

深
　

　
川

〔
外

国
語

コ
ー

ス
は

後
掲

〕

八
潮

男
女

男
硬

式
野

球

大
崎

男

○
あ

ら
か

じ
め

指
定

し
た

課
題

曲
Ⅰ

（
３

曲
）

、
課

題
曲

Ⅱ
（

２
曲

）
の

中
か

ら
、

検
査

当
日

に
学

校
が

指
定

し
た

　
１

曲
ず

つ
、

計
２

曲
を

歌
う

。
○

課
題

曲
は

１
０

月
以

降
に

発
表

す
る

。

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

１
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
、

２
対

２
等

　
　

（
人

数
に

よ
り

変
更

あ
り

）

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

１
月

２
７

日
（

火
）

女

雨
天

時
１

　
ボ

ー
ル

フ
ィ

ー
リ

ン
グ

２
　

パ
ス

３
　

シ
ュ

ー
ト

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

、
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

２
　

セ
ー

ビ
ン

グ
３

　
シ

ュ
ー

ト
ス

ト
ッ

プ

１
　

ア
ン

ダ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
、

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ス

パ
イ

ク
３

　
サ

ー
ブ

○
な

ぎ
な

た
基

本
動

作
１

　
振

り
(
上

下
振

り
)

２
　

体
さ

ば
き

３
　

基
本

打
突

(
面

、
す

ね
、

小
手

、
胴

)
４

　
左

右
面

　
（

２
０

秒
間

連
続

打
突

）

東

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ミ
ド

ル
シ

ュ
ー

ト
又

は
３

Ｐ
シ

ュ
ー

ト
３

　
１

対
１

、
２

対
２

、
３

対
３

男

な
ぎ

な
た

剣
道

場

体
育

館

１
月

２
６

日
（

月
）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
な

し

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

・
遠

投
３

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

又
は

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
場

合
が

　
あ

る
。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
ス

パ
イ

ク
不

可
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

)

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
サ

ッ
カ

ー
用

具
一

式
　

（
ス

パ
イ

ク
（

運
動

靴
で

も
可

）
、

サ
ッ

カ
ー

　
ウ

ェ
ア

（
運

動
着

で
も

可
）

、
す

ね
当

て
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

又
は

フ
ッ

ト
サ

ル
シ

ュ
ー

ズ

剣
道

場

・
サ

ッ
カ

ー
の

で
き

る
服

装
・

す
ね

当
て

・
サ

ッ
カ

ー
の

ス
パ

イ
ク

・
キ

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

ブ
（

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
　

の
み

）
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

雨
天

時
１

　
反

復
横

と
び

２
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

シ
ャ

ト
ル

で
実

施
）

３
　

捕
球

及
び

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

※
　

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

１
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

２
　

ド
リ

ブ
ル

３
　

パ
ス

４
　

シ
ュ

ー
ト

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

、
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

２
　

セ
ー

ビ
ン

グ
３

　
キ

ッ
ク

４
　

シ
ュ

ー
ト

ス
ト

ッ
プ

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

打
突

・
技

３
　

打
ち

込
み

４
　

互
角

稽
古

・
剣

道
着

・
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式
・

マ
ス

ク
（

フ
ェ

イ
ス

）
ガ

ー
ド

雨
天

時
左

記
３

、
４

以
外

を
行

う
。

１
　

パ
ス

・
キ

ッ
ク

２
　

ボ
ー

ル
ポ

ゼ
ッ

シ
ョ

ン
３

　
シ

ュ
ー

ト
４

　
５

０
ｍ

走
５

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
６

　
ゲ

ー
ム

※
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

立
ち

五
段

跳
び

剣
道

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
等

）

１
月

２
６

日
（

月
）

合
唱

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

立
ち

幅
跳

び

男
女

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ミ
ド

ル
シ

ュ
ー

ト
又

は
３

Ｐ
シ

ュ
ー

ト
３

　
１

対
１

、
２

対
２

、
３

対
３

体
育

館
女

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

　
状

態
が

不
良

の
場

合
は

検
査

　
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
あ

　
る

。
※

　
雨

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
　

状
態

が
良

好
の

場
合

は
グ

ラ
　

ウ
ン

ド
で

実
施

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

男女
バ

レ
ー

ボ
ー

ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

陸
上

競
技

サ
ッ

カ
ー

音
楽

室

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
等

）

別
表
５
　
付
表
２

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
実

技
検

査
の

内
容

等
一

覧

城
東

１
月

２
７

日
（

火
）

1
　
実
技
検
査
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
剣

道
具

一
式

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

(
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

)
・

運
動

着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
・

運
動

着
・

防
寒

着
、

水
筒

、
タ

オ
ル

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

剣
道

場

検
　

査
　

日

体
育

館

１
　

シ
ュ

ー
ト

２
　

ボ
ー

ル
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
３

　
オ

フ
ェ

ン
ス

・
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
の

攻
防

男

剣
道

男
女

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
及

び
ピ

ロ
テ

ィ
ー

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
　

状
態

が
不

良
の

場
合

は
検

査
　

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

あ
　

る
。

※
　

雨
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

　
状

態
が

良
好

の
場

合
は

グ
ラ

　
ウ

ン
ド

で
実

施
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

　
状

態
が

不
良

の
場

合
は

検
査

　
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
あ

　
る

。
※

　
雨

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
　

状
態

が
良

好
の

場
合

は
グ

ラ
　

ウ
ン

ド
で

実
施

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

硬
式

野
球

男

向
丘

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

　
ボ

ー
ル

（
１

号
球

）
で

実
施

男

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
ボ

ー
ル

フ
ィ

ー
リ

ン
グ

３
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
ゲ

ー
ム

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女

サ
ッ

カ
ー

内
　

容
（

種
目

等
）

女

検
　

　
査

　
　

会
　

　
場

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ス
パ

イ
ク

・
す

ね
当

て
・

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

　
の

み
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

女

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

打
突

３
　

互
角

稽
古

１
　

各
種

対
人

パ
ス

２
　

ト
ス

　
二

段
ト

ス
を

含
む

３
　

ス
パ

イ
ク

４
　

レ
シ

ー
ブ

５
　

サ
ー

ブ
※

　
ア

タ
ッ

カ
ー

、
セ

ッ
タ

ー
、

リ
ベ

ロ
の

専
門

性
の

高
い

技
術

を
持

っ
た

受
検

者
は

各
検

査
内

容
の

配
点

が
　

異
な

る
場

合
が

あ
る

。

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

左
記

と
同

じ

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
（

１
号

球
）

で
実

施

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ハ
ン

ド
リ

ン
グ

、
ド

リ
ブ

ル
、

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
※

　
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
状

態
が

悪
い

場
合

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
。

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

体
育

館

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

立
ち

幅
跳

び
３

　
左

記
と

同
じ

４
　

左
記

と
同

じ
５

　
左

記
６

と
同

じ

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

上
野

男

本
所

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

１
　

パ
ス

２
　

レ
シ

ー
ブ

３
　

ス
パ

イ
ク

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

パ
ス

・
キ

ャ
ッ

チ
４

　
フ

ェ
イ

ン
ト

シ
ュ

ー
ト

５
　

ポ
ジ

シ
ョ

ン
シ

ュ
ー

ト
６

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
基

本
的

な
キ

ー
ピ

ン
グ

※
　

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

状
態

が
悪

い
場

合
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

あ
る

。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

立
ち

幅
跳

び
３

　
長

座
体

前
屈

４
　

ロ
ー

イ
ン

グ
エ

ル
ゴ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
測

定
※

　
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
状

態
が

悪
い

場
合

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

左
記

と
同

じ
３

　
左

記
と

同
じ

４
　

左
記

と
同

じ

ロ
ー

イ
ン

グ

男
女

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ボ
ー

ル
フ

ィ
ー

リ
ン

グ
（

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

､
ド

リ
ブ

ル
）

３
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
ゲ

ー
ム

※
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

基
本

的
な

技
術

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
ス

パ
イ

ク
不

可
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

)
・

グ
ロ

ー
ブ

－178－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
月

２
７

日
（

火
）

城
東

（
続

き
）

男

男
女

サ
ッ

カ
ー

深
　

　
川

〔
外

国
語

コ
ー

ス
は

後
掲

〕

八
潮

男
女

男
硬

式
野

球

大
崎

男

○
あ

ら
か

じ
め

指
定

し
た

課
題

曲
Ⅰ

（
３

曲
）

、
課

題
曲

Ⅱ
（

２
曲

）
の

中
か

ら
、

検
査

当
日

に
学

校
が

指
定

し
た

　
１

曲
ず

つ
、

計
２

曲
を

歌
う

。
○

課
題

曲
は

１
０

月
以

降
に

発
表

す
る

。

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

１
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
、

２
対

２
等

　
　

（
人

数
に

よ
り

変
更

あ
り

）

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

１
月

２
７

日
（

火
）

女

雨
天

時
１

　
ボ

ー
ル

フ
ィ

ー
リ

ン
グ

２
　

パ
ス

３
　

シ
ュ

ー
ト

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

、
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

２
　

セ
ー

ビ
ン

グ
３

　
シ

ュ
ー

ト
ス

ト
ッ

プ

１
　

ア
ン

ダ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
、

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ス

パ
イ

ク
３

　
サ

ー
ブ

○
な

ぎ
な

た
基

本
動

作
１

　
振

り
(
上

下
振

り
)

２
　

体
さ

ば
き

３
　

基
本

打
突

(
面

、
す

ね
、

小
手

、
胴

)
４

　
左

右
面

　
（

２
０

秒
間

連
続

打
突

）

東

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ミ
ド

ル
シ

ュ
ー

ト
又

は
３

Ｐ
シ

ュ
ー

ト
３

　
１

対
１

、
２

対
２

、
３

対
３

男

な
ぎ

な
た

剣
道

場

体
育

館

１
月

２
６

日
（

月
）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
な

し

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

・
遠

投
３

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

又
は

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
場

合
が

　
あ

る
。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
ス

パ
イ

ク
不

可
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

)

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
サ

ッ
カ

ー
用

具
一

式
　

（
ス

パ
イ

ク
（

運
動

靴
で

も
可

）
、

サ
ッ

カ
ー

　
ウ

ェ
ア

（
運

動
着

で
も

可
）

、
す

ね
当

て
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

又
は

フ
ッ

ト
サ

ル
シ

ュ
ー

ズ

剣
道

場

・
サ

ッ
カ

ー
の

で
き

る
服

装
・

す
ね

当
て

・
サ

ッ
カ

ー
の

ス
パ

イ
ク

・
キ

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

ブ
（

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
　

の
み

）
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

雨
天

時
１

　
反

復
横

と
び

２
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

シ
ャ

ト
ル

で
実

施
）

３
　

捕
球

及
び

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

※
　

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

１
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

２
　

ド
リ

ブ
ル

３
　

パ
ス

４
　

シ
ュ

ー
ト

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

、
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

２
　

セ
ー

ビ
ン

グ
３

　
キ

ッ
ク

４
　

シ
ュ

ー
ト

ス
ト

ッ
プ

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

打
突

・
技

３
　

打
ち

込
み

４
　

互
角

稽
古

・
剣

道
着

・
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式
・

マ
ス

ク
（

フ
ェ

イ
ス

）
ガ

ー
ド

雨
天

時
左

記
３

、
４

以
外

を
行

う
。

１
　

パ
ス

・
キ

ッ
ク

２
　

ボ
ー

ル
ポ

ゼ
ッ

シ
ョ

ン
３

　
シ

ュ
ー

ト
４

　
５

０
ｍ

走
５

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
６

　
ゲ

ー
ム

※
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

立
ち

五
段

跳
び

剣
道

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
等

）

１
月

２
６

日
（

月
）

合
唱

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

立
ち

幅
跳

び

男
女

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ミ
ド

ル
シ

ュ
ー

ト
又

は
３

Ｐ
シ

ュ
ー

ト
３

　
１

対
１

、
２

対
２

、
３

対
３

体
育

館
女

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

　
状

態
が

不
良

の
場

合
は

検
査

　
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
あ

　
る

。
※

　
雨

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
　

状
態

が
良

好
の

場
合

は
グ

ラ
　

ウ
ン

ド
で

実
施

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

男女
バ

レ
ー

ボ
ー

ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

陸
上

競
技

サ
ッ

カ
ー

音
楽

室

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
等

）

別
表
５
　
付
表
２

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

の
実

技
検

査
の

内
容

等
一

覧

城
東

１
月

２
７

日
（

火
）

1
　
実
技
検
査
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
剣

道
具

一
式

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

(
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

)
・

運
動

着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
・

運
動

着
・

防
寒

着
、

水
筒

、
タ

オ
ル

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

剣
道

場

検
　

査
　

日

体
育

館

１
　

シ
ュ

ー
ト

２
　

ボ
ー

ル
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
３

　
オ

フ
ェ

ン
ス

・
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
の

攻
防

男

剣
道

男
女

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
及

び
ピ

ロ
テ

ィ
ー

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
　

状
態

が
不

良
の

場
合

は
検

査
　

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

あ
　

る
。

※
　

雨
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

　
状

態
が

良
好

の
場

合
は

グ
ラ

　
ウ

ン
ド

で
実

施
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

　
状

態
が

不
良

の
場

合
は

検
査

　
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
あ

　
る

。
※

　
雨

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
　

状
態

が
良

好
の

場
合

は
グ

ラ
　

ウ
ン

ド
で

実
施

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

硬
式

野
球

男

向
丘

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

　
ボ

ー
ル

（
１

号
球

）
で

実
施

男

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
ボ

ー
ル

フ
ィ

ー
リ

ン
グ

３
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
ゲ

ー
ム

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女

サ
ッ

カ
ー

内
　

容
（

種
目

等
）

女

検
　

　
査

　
　

会
　

　
場

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ス
パ

イ
ク

・
す

ね
当

て
・

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

　
の

み
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

女

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

打
突

３
　

互
角

稽
古

１
　

各
種

対
人

パ
ス

２
　

ト
ス

　
二

段
ト

ス
を

含
む

３
　

ス
パ

イ
ク

４
　

レ
シ

ー
ブ

５
　

サ
ー

ブ
※

　
ア

タ
ッ

カ
ー

、
セ

ッ
タ

ー
、

リ
ベ

ロ
の

専
門

性
の

高
い

技
術

を
持

っ
た

受
検

者
は

各
検

査
内

容
の

配
点

が
　

異
な

る
場

合
が

あ
る

。

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

左
記

と
同

じ

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
（

１
号

球
）

で
実

施

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ハ
ン

ド
リ

ン
グ

、
ド

リ
ブ

ル
、

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
※

　
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
状

態
が

悪
い

場
合

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
。

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

体
育

館

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

立
ち

幅
跳

び
３

　
左

記
と

同
じ

４
　

左
記

と
同

じ
５

　
左

記
６

と
同

じ

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

上
野

男

本
所

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

１
　

パ
ス

２
　

レ
シ

ー
ブ

３
　

ス
パ

イ
ク

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

パ
ス

・
キ

ャ
ッ

チ
４

　
フ

ェ
イ

ン
ト

シ
ュ

ー
ト

５
　

ポ
ジ

シ
ョ

ン
シ

ュ
ー

ト
６

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
基

本
的

な
キ

ー
ピ

ン
グ

※
　

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

状
態

が
悪

い
場

合
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

あ
る

。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

立
ち

幅
跳

び
３

　
長

座
体

前
屈

４
　

ロ
ー

イ
ン

グ
エ

ル
ゴ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
測

定
※

　
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
状

態
が

悪
い

場
合

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

左
記

と
同

じ
３

　
左

記
と

同
じ

４
　

左
記

と
同

じ

ロ
ー

イ
ン

グ

男
女

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ボ
ー

ル
フ

ィ
ー

リ
ン

グ
（

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

､
ド

リ
ブ

ル
）

３
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
ゲ

ー
ム

※
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

基
本

的
な

技
術

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
ス

パ
イ

ク
不

可
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

)
・

グ
ロ

ー
ブ

－179－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

鷺
宮

武
蔵

丘

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
ス

パ
イ

ク
不

可
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

野
球

用
手

袋

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ス
パ

イ
ク

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
運

動
靴

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
　

両
方

を
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

武
道

場
（

雨
天

時
：

小
体

育
館

）

体
育

館

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

（
３

尺
７

寸
）

・
剣

道
具

一
式

・
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド
・

面
マ

ス
ク

（
任

意
）

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
可

）
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

・
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
グ

ロ
ー

ブ

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ス
パ

イ
ク

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
す

ね
当

て
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

１
　

ド
リ

ブ
ル

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

４
　

基
本

的
対

人
技

能

雨
天

時
１

 
シ

ャ
ッ

フ
ル

テ
ス

ト
２

 
左

に
同

じ
３

 
左

に
同

じ

１
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

４
　

ゲ
ー

ム
形

式

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

捕
球

３
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

４
　

素
振

り
※

　
２

、
３

は
硬

式
テ

ニ
ス

　
ボ

ー
ル

で
実

施

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
の

で
き

る
服

装
・

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

　
(
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
サ

ッ
カ

ー
用

具
一

式
（

ス
パ

イ
ク

、
屋

外
用

運
動

靴
、

屋
内

用
フ

ッ
ト

サ
ル

シ
ュ

ー
ズ

又
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
、

す
ね

当
て

、
ウ

ェ
ア

、
パ

ン
ツ

）
※

　
ボ

ー
ル

は
本

校
で

用
意

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

パ
ス

、
ド

リ
ブ

ル
及

び
シ

ュ
ー

ト
３

　
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ト
ラ

ッ
プ

、
パ

ス
、

ド
リ

ブ
ル

、
シ

ュ
ー

ト
な

ど
基

本
的

個
人

技
能

３
　

人
数

に
応

じ
た

ゲ
ー

ム
※

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
、

ゴ
ー

ル
キ

ー
ピ

ン
グ

。
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

男

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

男男
硬

式
野

球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女

硬
式

野
球

剣
道

硬
式

野
球

男
女

サ
ッ

カ
ー

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
時

：
武

道
場

又
は

多
目

的
コ

ー
ト

）
（

雨
天

時
：

武
道

場
）

体
育

館

男 男男 女

１
月

２
７

日
（

火
）

雨
天

時
○

次
の

検
査

を
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

（
１

号
球

）
で

行
う

。
　

１
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

　
２

　
守

備
検

査
　

３
　

打
撃

検
査

　
た

だ
し

、
屋

内
で

行
え

る
範

囲
で

実
施

す
る

。

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

技
３

　
応

じ
技

４
　

互
角

稽
古

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

ト
ス

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

・
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

イ
ン

グ
４

　
ノ

ッ
ク

※
　

２
、

３
、

４
は

室
内

球
で

　
行

う
。

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
左

に
同

じ
３

　
左

に
同

じ

グ
ラ

ン
ド

（
雨

天
時

：
大

体
育

館
）

１
月

２
６

日
（

月
）

１
　

３
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
ト

ス
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
４

　
ノ

ッ
ク

５
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
ボ

ー
ル

は
全

て
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
２

号
球

を
使

用
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

不
良

の
場

合
に

は
、

　
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

る
。

男 男

千
歳

丘

広
尾

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
遠

投
４

　
ト

ス
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
・

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
５

　
ノ

ッ
ク

※
　

２
、

３
、

４
、

５
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

１
号

球
で

行
う

。
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
　

各
種

シ
ュ

ー
ト

　
　

（
ゴ

ー
ル

下
、

３
Ｐ

シ
ュ

ー
ト

等
）

２
　

ゲ
ー

ム
形

式
（

人
数

に
応

じ
て

）

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ッ

フ
ル

テ
ス

ト
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

ト
ス

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

硬
式

庭
球

使
用

）
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

室
内

用
ボ

ー
ル

使
用

）

○
次

の
検

査
を

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

（
１

号
球

）
で

行
う

。
　

１
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

　
２

　
守

備
検

査
　

３
　

打
撃

検
査

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

３
　

ノ
ッ

ク
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

（
１

号
球

）
で

実
施

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

八
　

　
　

潮
（

続
　

き
）

和
太

鼓

目
黒

硬
式

野
球

雪
谷

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

男

ダ
ン

ス
男

女

男 男

男
女

女

１
月

２
６

日
（

月
）

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
で

も
可

）
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

軟
式

野
球

男

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

ト
ス

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

ス
パ

イ
ク

可
能

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

ノ
ッ

ク
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

）
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
イ

ン
グ

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
４

　
１

対
１

５
　

２
対

２
　

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

１
　

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

遠
投

）
３

　
ロ

ン
グ

テ
ィ

ー
(
置

き
テ

ィ
ー

使
用

)
４

　
ノ

ッ
ク

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

グ
ラ

ウ
ン

ド
　

及
び

　
体

育
館

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
体

育
館

用
）

雨
天

時
等

１
　

２
０

ｍ
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
　

（
２

往
復

）
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
４

　
ノ

ッ
ク

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
　

ボ
ー

ル
で

実
施

１
　

垂
直

跳
び

２
　

柔
軟

性
（

左
右

開
脚

・
前

後
開

脚
等

）
３

　
バ

ラ
ン

ス
４

　
マ

ッ
ト

運
動

（
倒

立
前

転
・

ト
ー

タ
ッ

チ
ジ

ャ
ン

プ
・

パ
イ

ク
ジ

ャ
ン

プ
等

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

(
ス

パ
イ

ク
可

)
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
タ

オ
ル

・
飲

み
物

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
３

　
シ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

４
　

１
対

１
５

　
２

対
２

　
　

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
、

　
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
３

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
　

　
実

施

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
４

　
１

対
１

５
　

２
対

２
　

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

遠
投

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
４

　
ト

ス
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
軟

式
野

球
ボ

ー
ル

М
球

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
も

　
あ

る
。

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

）
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ャ
ト

ル
）

○
和

太
鼓

の
た

た
き

方
を

実
演

す
る

。

男

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
、

又
は

グ
ラ

ウ
ン

ド
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

が
悪

い
場

合
は

体
育

館
で

実
施

す
る

。
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
　

及
び

　
体

育
館

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
３

　
シ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

４
　

１
対

１
５

　
２

対
２

　
　

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

屋
内

ブ
ル

ペ
ン

）
※

天
候

に
か

か
わ

ら
ず

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
状

態
が

不
良

の
場

合
は

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

等
で

実
施

す
る

。

女
体

育
館

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

剣
道

場

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

３
　

捕
球

及
び

送
球

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
、

　
４

は
サ

ン
ド

ボ
ー

ル
で

実
施

男

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

チ
ア

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
、

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

３
　

遠
投

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
雨

天
時

の
検

査
内

容
を

　
行

う
。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
、

体
育

館
）

硬
式

野
球

桜
町

１
月

２
７

日
（

火
）

・
自

分
の

使
用

す
る

バ
チ

・
演

奏
用

の
運

動
着

（
学

校
制

服
で

も
可

）
音

楽
室

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

グ
ロ

ー
ブ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

大
森

１
月

２
６

日
（

月
）

１
　

自
分

で
選

曲
・

振
付

を
考

え
た

作
品

を
踊

る
（

３
０

秒
～

１
分

程
度

）
２

　
提

示
さ

れ
た

振
り

を
1
0
分

間
で

覚
え

て
踊

る
３

　
音

楽
に

合
わ

せ
て

、
即

興
で

踊
る

硬
式

野
球

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

・
遠

投
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

－180－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

鷺
宮

武
蔵

丘

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
ス

パ
イ

ク
不

可
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

野
球

用
手

袋

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ス
パ

イ
ク

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
運

動
靴

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
　

両
方

を
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

武
道

場
（

雨
天

時
：

小
体

育
館

）

体
育

館

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

（
３

尺
７

寸
）

・
剣

道
具

一
式

・
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド
・

面
マ

ス
ク

（
任

意
）

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
可

）
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

・
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
グ

ロ
ー

ブ

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ス
パ

イ
ク

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
す

ね
当

て
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

１
　

ド
リ

ブ
ル

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

４
　

基
本

的
対

人
技

能

雨
天

時
１

 
シ

ャ
ッ

フ
ル

テ
ス

ト
２

 
左

に
同

じ
３

 
左

に
同

じ

１
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

４
　

ゲ
ー

ム
形

式

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

捕
球

３
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

４
　

素
振

り
※

　
２

、
３

は
硬

式
テ

ニ
ス

　
ボ

ー
ル

で
実

施

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
の

で
き

る
服

装
・

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

　
(
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
サ

ッ
カ

ー
用

具
一

式
（

ス
パ

イ
ク

、
屋

外
用

運
動

靴
、

屋
内

用
フ

ッ
ト

サ
ル

シ
ュ

ー
ズ

又
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
、

す
ね

当
て

、
ウ

ェ
ア

、
パ

ン
ツ

）
※

　
ボ

ー
ル

は
本

校
で

用
意

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

パ
ス

、
ド

リ
ブ

ル
及

び
シ

ュ
ー

ト
３

　
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ト
ラ

ッ
プ

、
パ

ス
、

ド
リ

ブ
ル

、
シ

ュ
ー

ト
な

ど
基

本
的

個
人

技
能

３
　

人
数

に
応

じ
た

ゲ
ー

ム
※

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
、

ゴ
ー

ル
キ

ー
ピ

ン
グ

。
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

男

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

男男
硬

式
野

球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女

硬
式

野
球

剣
道

硬
式

野
球

男
女

サ
ッ

カ
ー

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
時

：
武

道
場

又
は

多
目

的
コ

ー
ト

）
（

雨
天

時
：

武
道

場
）

体
育

館

男 男男 女

１
月

２
７

日
（

火
）

雨
天

時
○

次
の

検
査

を
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

（
１

号
球

）
で

行
う

。
　

１
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

　
２

　
守

備
検

査
　

３
　

打
撃

検
査

　
た

だ
し

、
屋

内
で

行
え

る
範

囲
で

実
施

す
る

。

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

技
３

　
応

じ
技

４
　

互
角

稽
古

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

ト
ス

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

・
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

イ
ン

グ
４

　
ノ

ッ
ク

※
　

２
、

３
、

４
は

室
内

球
で

　
行

う
。

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
左

に
同

じ
３

　
左

に
同

じ

グ
ラ

ン
ド

（
雨

天
時

：
大

体
育

館
）

１
月

２
６

日
（

月
）

１
　

３
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
ト

ス
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
４

　
ノ

ッ
ク

５
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
ボ

ー
ル

は
全

て
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
２

号
球

を
使

用
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

不
良

の
場

合
に

は
、

　
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

る
。

男 男

千
歳

丘

広
尾

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
遠

投
４

　
ト

ス
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
・

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
５

　
ノ

ッ
ク

※
　

２
、

３
、

４
、

５
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

１
号

球
で

行
う

。
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
　

各
種

シ
ュ

ー
ト

　
　

（
ゴ

ー
ル

下
、

３
Ｐ

シ
ュ

ー
ト

等
）

２
　

ゲ
ー

ム
形

式
（

人
数

に
応

じ
て

）

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ッ

フ
ル

テ
ス

ト
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

ト
ス

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

硬
式

庭
球

使
用

）
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

室
内

用
ボ

ー
ル

使
用

）

○
次

の
検

査
を

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

（
１

号
球

）
で

行
う

。
　

１
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

　
２

　
守

備
検

査
　

３
　

打
撃

検
査

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

３
　

ノ
ッ

ク
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

（
１

号
球

）
で

実
施

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

八
　

　
　

潮
（

続
　

き
）

和
太

鼓

目
黒

硬
式

野
球

雪
谷

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

男

ダ
ン

ス
男

女

男 男

男
女

女

１
月

２
６

日
（

月
）

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
で

も
可

）
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

軟
式

野
球

男

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

ト
ス

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

ス
パ

イ
ク

可
能

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

ノ
ッ

ク
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

）
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
イ

ン
グ

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
４

　
１

対
１

５
　

２
対

２
　

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

１
　

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

遠
投

）
３

　
ロ

ン
グ

テ
ィ

ー
(
置

き
テ

ィ
ー

使
用

)
４

　
ノ

ッ
ク

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

グ
ラ

ウ
ン

ド
　

及
び

　
体

育
館

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
体

育
館

用
）

雨
天

時
等

１
　

２
０

ｍ
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
　

（
２

往
復

）
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
４

　
ノ

ッ
ク

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
　

ボ
ー

ル
で

実
施

１
　

垂
直

跳
び

２
　

柔
軟

性
（

左
右

開
脚

・
前

後
開

脚
等

）
３

　
バ

ラ
ン

ス
４

　
マ

ッ
ト

運
動

（
倒

立
前

転
・

ト
ー

タ
ッ

チ
ジ

ャ
ン

プ
・

パ
イ

ク
ジ

ャ
ン

プ
等

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

(
ス

パ
イ

ク
可

)
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
タ

オ
ル

・
飲

み
物

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
３

　
シ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

４
　

１
対

１
５

　
２

対
２

　
　

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
、

　
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
３

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
　

　
実

施

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
４

　
１

対
１

５
　

２
対

２
　

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

遠
投

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
４

　
ト

ス
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
軟

式
野

球
ボ

ー
ル

М
球

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
も

　
あ

る
。

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

）
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ャ
ト

ル
）

○
和

太
鼓

の
た

た
き

方
を

実
演

す
る

。

男

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
、

又
は

グ
ラ

ウ
ン

ド
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

が
悪

い
場

合
は

体
育

館
で

実
施

す
る

。
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
　

及
び

　
体

育
館

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
３

　
シ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

４
　

１
対

１
５

　
２

対
２

　
　

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

屋
内

ブ
ル

ペ
ン

）
※

天
候

に
か

か
わ

ら
ず

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
状

態
が

不
良

の
場

合
は

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

等
で

実
施

す
る

。

女
体

育
館

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

剣
道

場

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

３
　

捕
球

及
び

送
球

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
、

　
４

は
サ

ン
ド

ボ
ー

ル
で

実
施

男

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

チ
ア

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
、

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

３
　

遠
投

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
雨

天
時

の
検

査
内

容
を

　
行

う
。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
、

体
育

館
）

硬
式

野
球

桜
町

１
月

２
７

日
（

火
）

・
自

分
の

使
用

す
る

バ
チ

・
演

奏
用

の
運

動
着

（
学

校
制

服
で

も
可

）
音

楽
室

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

グ
ロ

ー
ブ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

大
森

１
月

２
６

日
（

月
）

１
　

自
分

で
選

曲
・

振
付

を
考

え
た

作
品

を
踊

る
（

３
０

秒
～

１
分

程
度

）
２

　
提

示
さ

れ
た

振
り

を
1
0
分

間
で

覚
え

て
踊

る
３

　
音

楽
に

合
わ

せ
て

、
即

興
で

踊
る

硬
式

野
球

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

・
遠

投
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

－181－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

文
京

豊
島

体
育

館

硬
式

野
球

陸
上

競
技

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

（
ス

パ
イ

ク
可

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ス
パ

イ
ク

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
柔

道
が

で
き

る
服

装
（

柔
道

着
）

・
柔

道
着

の
中

に
着

る
シ

ャ
ツ

（
女

子
）

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

１
　

ス
キ

ル
テ

ス
ト

（
シ

ュ
ー

ト
、

ド
リ

ブ
ル

、
パ

ス
）

２
　

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
３

　
ス

プ
リ

ン
ト

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

４
　

レ
ー

ン
ア

ジ
リ

テ
ィ

５
　

試
合

に
即

し
た

ハ
ー

フ
コ

ー
ト

オ
フ

ェ
ン

ス
・

オ
ー

ル
コ

ー
ト

オ
フ

ェ
ン

ス
の

動
き

※
　

受
検

者
数

に
応

じ
て

変
更

あ
り

。

１
　

礼
法

２
　

基
本

動
作

「
受

け
身

」
等

３
　

受
検

生
同

士
の

「
か

か
り

練
習

」
、

「
約

束
練

習
」

、
「

自
由

練
習

」

１
　

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
・

遠
投

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
及

び
会

場
を

変
更

　
す

る
こ

と
が

あ
る

。

１
　

基
本

技
術

（
ド

リ
ブ

ル
、

パ
ス

）
２

　
個

人
・

グ
ル

ー
プ

戦
術

（
認

知
・

判
断

）
３

　
ゲ

ー
ム

雨
天

時
○

左
に

同
じ

・
運

動
が

で
き

る
服

装
上

下
・

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

　
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

・
運

動
が

で
き

る
服

装
上

下
・

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

　
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

雨
天

時
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

２
　

折
り

返
し

ダ
ッ

シ
ュ

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ャ
ト

ル
で

実
施

）

雨
天

時
○

基
礎

体
力

・
技

能
テ

ス
ト

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
サ

ッ
カ

ー
が

で
き

る
服

装
・

雨
天

の
場

合
は

室
内

履
き

・
タ

オ
ル

１
　

反
復

横
跳

び
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
ジ

ャ
ン

プ
２

　
基

本
技

術
（

ド
リ

ブ
ル

＆
シ

ュ
ー

ト
）

　
　

　
　

　
　

（
ミ

ド
ル

シ
ュ

ー
ト

、
３

P
シ

ュ
ー

ト
等

）
３

　
試

合
に

即
し

た
ハ

ー
フ

コ
ー

ト
オ

フ
ェ

ン
ス

の
動

き
４

　
試

合
に

即
し

た
オ

ー
ル

コ
ー

ト
オ

フ
ェ

ン
ス

の
動

き

○
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
技

能
テ

ス
ト

　
１

　
ゴ

ー
ル

下
左

右
４

ｍ
シ

ュ
ー

ト
　

２
　

バ
ッ

ク
ボ

ー
ド

パ
ス

　
３

　
ジ

グ
ザ

グ
ド

リ
ブ

ル
○

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

テ
ス

ト
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

○
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
技

能
テ

ス
ト

　
１

　
ゴ

ー
ル

下
左

右
４

ｍ
シ

ュ
ー

ト
　

２
　

バ
ッ

ク
ボ

ー
ド

パ
ス

　
３

　
ジ

グ
ザ

グ
ド

リ
ブ

ル
○

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

テ
ス

ト
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

１
　

対
人

パ
ス

（
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

、
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

）
２

　
レ

シ
ー

ブ
３

　
ト

ス
４

　
ス

パ
イ

ク
５

　
サ

ー
ブ

○
１

０
０

ｍ
走

及
び

１
０

０
０

ｍ
走

か
ら

１
種

目
選

択
○

立
ち

五
段

跳
び

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
及

び
会

場
を

変
更

　
す

る
こ

と
が

あ
る

。

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

柔
道

男
女

男

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

柔
道

場

１
月

２
７

日
（

火
）

男

体
育

館

女

１
月

２
６

日
（

月
）

男 男

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

女 女

男
女

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
）

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
、

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
す

る
こ

と
。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
遠

投
４

　
ノ

ッ
ク

５
　

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

を
用

い
て

行
う

。

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

（
ソ

フ
ト

　
ボ

ー
ル

で
実

施
）

○
　

捕
球

（
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
で

　
実

施
）

〇
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

プ
ラ

ス
チ

ッ
　

ク
ボ

ー
ル

で
実

施
）

体
育

館
第

２
ア

リ
ー

ナ

１
　

基
本

的
な

パ
ス

(
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

・
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

）
２

　
サ

ー
ブ

３
　

ス
パ

イ
ク

４
　

ト
ス

（
２

段
ト

ス
を

含
む

）
５

　
サ

ー
ブ

レ
シ

ー
ブ

６
　

垂
直

飛
び

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

・
防

寒
着

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
サ

ポ
ー

タ
ー

等
（

必
要

に
応

じ
て

）
豊

多
摩

硬
式

野
球

男

杉
並

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

武
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

レ
イ

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ト
２

　
ミ

ー
ト

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
４

　
２

対
１

５
　

３
対

３
６

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
※

　
受

検
者

数
に

よ
っ

て
、

検
査

内
容

を
変

更
す

る
場

合
が

あ
る

。

・
個

人
演

奏
で

使
用

す
る

楽
器

　
（

打
楽

器
、

コ
ン

ト
ラ

バ
ス

は
本

校
で

用
意

　
す

る
。

た
だ

し
、

マ
レ

ッ
ト

は
持

参
す

る
こ

　
と

。
）

・
自

由
曲

の
楽

譜
（

３
部

）

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
・

運
動

着
・

水
分

補
給

用
水

筒

・
シ

ュ
ー

ズ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

運
動

着
・

防
寒

着
（

必
要

に
応

じ
て

）
・

サ
ポ

ー
タ

ー
等

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
水

分
補

給
用

水
筒

１
　

５
０

m
走

２
　

基
本

的
な

パ
ス

３
　

シ
ュ

ー
ト

・
キ

ー
ピ

ン
グ

４
　

ゲ
ー

ム
形

式
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

、
受

検
者

数
に

よ
っ

て
は

検
査

内
　

容
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
基

本
的

な
パ

ス
３

　
シ

ュ
ー

ト
・

キ
ー

ピ
ン

グ
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
・

す
ね

あ
て

（
シ

ン
ガ

ー
ド

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

ス
パ

イ
ク

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
　

両
方

を
持

参
す

る
こ

と
。

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

１
　

立
ち

幅
跳

び
２

　
長

座
体

前
屈

３
　

反
復

横
跳

び
４

　
陸

上
シ

ャ
ド

ウ
ス

ウ
ィ

ム

○
管

楽
器

又
は

打
楽

器
に

よ
る

課
題

曲
と

自
由

曲
の

個
人

演
奏

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

）
　

※
　

ス
パ

イ
ク

は
不

可
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
　

※
　

必
ず

運
動

靴
（

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
）

と
　

　
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
グ

ロ
ー

ブ

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
ボ

ー
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

３
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム

音
楽

室

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ボ
ー

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
　

　
（

キ
ッ

ク
・

ト
ラ

ッ
プ

・
ド

リ
ブ

ル
・

ヘ
デ

ィ
ン

グ
）

３
　

シ
ュ

ー
ト

４
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム
（

３
対

３
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

　
場

合
が

あ
る

。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

３
　

ノ
ッ

ク
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

、
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
も

あ
る

。

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
女

水
泳

吹
奏

楽

男
女

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

（
雨

天
時

）
体

育
館

・
武

道
場

雨
天

時
１

　
立

ち
幅

跳
び

２
　

反
復

横
跳

び
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

（
ソ

フ
ト

　
ボ

ー
ル

で
実

施
）

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
シ

ャ
ト

ル
　

で
実

施
）

体
育

館
第

２
ア

リ
ー

ナ

１
月

２
７

日
（

火
）

男 男 女男

１
月

２
７

日
（

火
）

男
女

－182－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

文
京

豊
島

体
育

館

硬
式

野
球

陸
上

競
技

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

（
ス

パ
イ

ク
可

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ス
パ

イ
ク

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
柔

道
が

で
き

る
服

装
（

柔
道

着
）

・
柔

道
着

の
中

に
着

る
シ

ャ
ツ

（
女

子
）

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

１
　

ス
キ

ル
テ

ス
ト

（
シ

ュ
ー

ト
、

ド
リ

ブ
ル

、
パ

ス
）

２
　

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
３

　
ス

プ
リ

ン
ト

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

４
　

レ
ー

ン
ア

ジ
リ

テ
ィ

５
　

試
合

に
即

し
た

ハ
ー

フ
コ

ー
ト

オ
フ

ェ
ン

ス
・

オ
ー

ル
コ

ー
ト

オ
フ

ェ
ン

ス
の

動
き

※
　

受
検

者
数

に
応

じ
て

変
更

あ
り

。

１
　

礼
法

２
　

基
本

動
作

「
受

け
身

」
等

３
　

受
検

生
同

士
の

「
か

か
り

練
習

」
、

「
約

束
練

習
」

、
「

自
由

練
習

」

１
　

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
・

遠
投

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
及

び
会

場
を

変
更

　
す

る
こ

と
が

あ
る

。

１
　

基
本

技
術

（
ド

リ
ブ

ル
、

パ
ス

）
２

　
個

人
・

グ
ル

ー
プ

戦
術

（
認

知
・

判
断

）
３

　
ゲ

ー
ム

雨
天

時
○

左
に

同
じ

・
運

動
が

で
き

る
服

装
上

下
・

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

　
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

・
運

動
が

で
き

る
服

装
上

下
・

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

　
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

雨
天

時
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

２
　

折
り

返
し

ダ
ッ

シ
ュ

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ャ
ト

ル
で

実
施

）

雨
天

時
○

基
礎

体
力

・
技

能
テ

ス
ト

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
サ

ッ
カ

ー
が

で
き

る
服

装
・

雨
天

の
場

合
は

室
内

履
き

・
タ

オ
ル

１
　

反
復

横
跳

び
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
ジ

ャ
ン

プ
２

　
基

本
技

術
（

ド
リ

ブ
ル

＆
シ

ュ
ー

ト
）

　
　

　
　

　
　

（
ミ

ド
ル

シ
ュ

ー
ト

、
３

P
シ

ュ
ー

ト
等

）
３

　
試

合
に

即
し

た
ハ

ー
フ

コ
ー

ト
オ

フ
ェ

ン
ス

の
動

き
４

　
試

合
に

即
し

た
オ

ー
ル

コ
ー

ト
オ

フ
ェ

ン
ス

の
動

き

○
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
技

能
テ

ス
ト

　
１

　
ゴ

ー
ル

下
左

右
４

ｍ
シ

ュ
ー

ト
　

２
　

バ
ッ

ク
ボ

ー
ド

パ
ス

　
３

　
ジ

グ
ザ

グ
ド

リ
ブ

ル
○

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

テ
ス

ト
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

○
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
技

能
テ

ス
ト

　
１

　
ゴ

ー
ル

下
左

右
４

ｍ
シ

ュ
ー

ト
　

２
　

バ
ッ

ク
ボ

ー
ド

パ
ス

　
３

　
ジ

グ
ザ

グ
ド

リ
ブ

ル
○

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

テ
ス

ト
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

１
　

対
人

パ
ス

（
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

、
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

）
２

　
レ

シ
ー

ブ
３

　
ト

ス
４

　
ス

パ
イ

ク
５

　
サ

ー
ブ

○
１

０
０

ｍ
走

及
び

１
０

０
０

ｍ
走

か
ら

１
種

目
選

択
○

立
ち

五
段

跳
び

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
及

び
会

場
を

変
更

　
す

る
こ

と
が

あ
る

。

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

柔
道

男
女

男

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

柔
道

場

１
月

２
７

日
（

火
）

男

体
育

館

女

１
月

２
６

日
（

月
）

男 男

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

女 女

男
女

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
）

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
、

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
す

る
こ

と
。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
遠

投
４

　
ノ

ッ
ク

５
　

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

を
用

い
て

行
う

。

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

（
ソ

フ
ト

　
ボ

ー
ル

で
実

施
）

○
　

捕
球

（
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
で

　
実

施
）

〇
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

プ
ラ

ス
チ

ッ
　

ク
ボ

ー
ル

で
実

施
）

体
育

館
第

２
ア

リ
ー

ナ

１
　

基
本

的
な

パ
ス

(
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

・
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

）
２

　
サ

ー
ブ

３
　

ス
パ

イ
ク

４
　

ト
ス

（
２

段
ト

ス
を

含
む

）
５

　
サ

ー
ブ

レ
シ

ー
ブ

６
　

垂
直

飛
び

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

・
防

寒
着

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
サ

ポ
ー

タ
ー

等
（

必
要

に
応

じ
て

）
豊

多
摩

硬
式

野
球

男

杉
並

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

武
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

レ
イ

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ト
２

　
ミ

ー
ト

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
４

　
２

対
１

５
　

３
対

３
６

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
※

　
受

検
者

数
に

よ
っ

て
、

検
査

内
容

を
変

更
す

る
場

合
が

あ
る

。

・
個

人
演

奏
で

使
用

す
る

楽
器

　
（

打
楽

器
、

コ
ン

ト
ラ

バ
ス

は
本

校
で

用
意

　
す

る
。

た
だ

し
、

マ
レ

ッ
ト

は
持

参
す

る
こ

　
と

。
）

・
自

由
曲

の
楽

譜
（

３
部

）

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
・

運
動

着
・

水
分

補
給

用
水

筒

・
シ

ュ
ー

ズ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

運
動

着
・

防
寒

着
（

必
要

に
応

じ
て

）
・

サ
ポ

ー
タ

ー
等

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
水

分
補

給
用

水
筒

１
　

５
０

m
走

２
　

基
本

的
な

パ
ス

３
　

シ
ュ

ー
ト

・
キ

ー
ピ

ン
グ

４
　

ゲ
ー

ム
形

式
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

、
受

検
者

数
に

よ
っ

て
は

検
査

内
　

容
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
基

本
的

な
パ

ス
３

　
シ

ュ
ー

ト
・

キ
ー

ピ
ン

グ
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
・

す
ね

あ
て

（
シ

ン
ガ

ー
ド

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

ス
パ

イ
ク

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
　

両
方

を
持

参
す

る
こ

と
。

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

１
　

立
ち

幅
跳

び
２

　
長

座
体

前
屈

３
　

反
復

横
跳

び
４

　
陸

上
シ

ャ
ド

ウ
ス

ウ
ィ

ム

○
管

楽
器

又
は

打
楽

器
に

よ
る

課
題

曲
と

自
由

曲
の

個
人

演
奏

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

）
　

※
　

ス
パ

イ
ク

は
不

可
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
　

※
　

必
ず

運
動

靴
（

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
）

と
　

　
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
グ

ロ
ー

ブ

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
ボ

ー
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

３
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム

音
楽

室

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ボ
ー

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
　

　
（

キ
ッ

ク
・

ト
ラ

ッ
プ

・
ド

リ
ブ

ル
・

ヘ
デ

ィ
ン

グ
）

３
　

シ
ュ

ー
ト

４
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム
（

３
対

３
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

　
場

合
が

あ
る

。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

３
　

ノ
ッ

ク
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

、
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
も

あ
る

。

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男
女

水
泳

吹
奏

楽

男
女

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

（
雨

天
時

）
体

育
館

・
武

道
場

雨
天

時
１

　
立

ち
幅

跳
び

２
　

反
復

横
跳

び
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

（
ソ

フ
ト

　
ボ

ー
ル

で
実

施
）

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
シ

ャ
ト

ル
　

で
実

施
）

体
育

館
第

２
ア

リ
ー

ナ

１
月

２
７

日
（

火
）

男 男 女男

１
月

２
７

日
（

火
）

男
女

－183－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

板
橋

区
立

高
島

平
運

動
場

少
年

サ
ッ

カ
ー

場
（

板
橋

区
高

島
平

２
－

２
４

－
１

）

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式

陸
上

競
技

高
島

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

体
育

館

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

赤
塚

公
園

野
球

場
（

板
橋

区
高

島
平

３
－

１
）

剣
道

場

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
又

は
２

対
２

（
受

検
者

数
に

応
じ

て
人

数
を

増
や

す
こ

と
が

あ
る

。
）

４
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

立
ち

幅
跳

び
３

　
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
　

両
手

前
投

げ
及

び
後

ろ
投

げ
４

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

次
の

う
ち

か
ら

1
種

目
選

択
　

・
１

０
ｍ

バ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
　

・
砲

丸
両

手
伸

身
前

投
げ

及
び

後
ろ

投
げ

　
　

（
男

子
４

k
g
、

女
子

２
．

７
２

k
g
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

 
 
が

あ
る

。

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
又

は
２

対
２

（
受

検
者

数
に

応
じ

て
人

数
を

増
や

す
こ

と
が

あ
る

。
）

４
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

硬
式

野
球

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

剣
道

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

ス
パ

イ
ク

（
セ

ッ
タ

ー
希

望
者

以
外

）
４

　
サ

ー
ブ

５
　

ト
ス

（
セ

ッ
タ

ー
希

望
者

の
み

）

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
（

運
動

靴
）

と
　

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
す

る
こ

と

１
　

１
５

０
０

ｍ
走

２
　

対
人

パ
ス

・
キ

ッ
ク

・
ヘ

デ
ィ

ン
グ

　
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

ゴ
ー

ル
キ

ー
ピ

ン
グ

３
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
　

が
あ

る
。

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

エ
ア

（
上

下
、

ス
ト

ッ
キ

ン
グ

）
・

ス
パ

イ
ク

シ
ュ

ー
ズ

　
（

運
動

靴
（

屋
外

用
）

も
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
す

ね
当

て
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
（

運
動

着
も

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

、
ス

パ
イ

ク
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

立
ち

幅
跳

び
３

　
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
両

手
前

　
投

げ
及

び
後

ろ
投

げ
４

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

１
　

１
１

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

、
遠

投
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

打
突

（
面

、
小

手
、

胴
、

小
手

面
）

３
　

応
じ

技
（

面
に

対
す

る
技

・
小

手
に

対
す

る
技

）
４

　
互

角
稽

古

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
パ

ス
・

キ
ッ

ク
３

　
ヘ

デ
ィ

ン
グ

４
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム

女 女男

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
月

２
７

日
（

火
）

男

男
女

男

男
女

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

大
山

硬
式

野
球

板
橋

雨
天

時
２

　
ネ

ッ
ト

ス
ロ

ー
・

壁
当

て
　

ス
ロ

ー
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
　

実
施

）
４

　
切

り
返

し
　

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

　
　

（
４

０
ｍ

）
１

・
３

　
左

記
の

内
容

陸
上

競
技

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
※

　
１

を
選

択
す

る
場

合
は

ス
パ

イ
ク

　
（

屋
外

用
）

も
可

（
荒

天
時

は
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
又

は
ス

パ
イ

ク
と

体
育

館
　

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

※
　

ス
パ

イ
ク

の
ピ

ン
は

全
天

候
型

　
７

m
m
以

下
に

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
で

も
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
ス

パ
イ

ク
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

荒
天

時
）

※
　

必
ず

ス
パ

イ
ク

、
ラ

ン
ニ

ン
グ

　
シ

ュ
ー

ズ
、

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

全
て

を
　

持
参

す
る

こ
と

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ミ
ド

ル
シ

ュ
ー

ト
又

は
ス

リ
ー

ポ
イ

ン
ト

シ
ュ

ー
ト

３
　

ゴ
ー

ル
下

シ
ュ

ー
ト

４
　

３
×

３

１
　

柔
軟

体
操

２
　

①
投

手
投

球
　

　
②

外
野

ノ
ッ

ク
　

　
③

内
野

ノ
ッ

ク
　

　
※

　
①

～
③

よ
り

一
つ

選
択

　
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
３

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
４

　
ベ

ー
ス

ラ
ン

ニ
ン

グ
（

６
０

ｍ
）

１
　

３
０

ｍ
走

２
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

５
０

ｍ
を

６
往

復
タ

イ
ム

測
定

３
　

メ
デ

ィ
シ

ン
ボ

ー
ル

投
げ

の
測

定
４

　
立

三
段

跳
距

離
測

定
※

　
１

～
４

よ
り

一
つ

選
択

１
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
２

　
ノ

ッ
ク

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

１
、

２
、

３
と

も
、

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

同
じ

検
査

内
容

を
体

育
館

で
　

実
施

す
る

場
合

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

２
　

ノ
ッ

ク
　

（
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
で

実
施

）
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ョ
ー

ト
テ

ニ
ス

用
　

ス
ポ

ン
ジ

ボ
ー

ル
で

実
施

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
月

２
６

日
（

月
）

男 男女

校
内

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
又

は
剣

道
場

）

男
女

１
月

２
７

日
（

火
）

校
内

走
路

投
て

き
場

跳
躍

ピ
ッ

ト
（

雨
天

時
：

剣
道

場
及

び
剣

道
場

前
廊

下
)

雨
天

時
１

　
パ

ワ
ー

ス
レ

ッ
ド

タ
イ

ム
　

測
定

２
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
０

ｍ
を

　
１

５
往

復
タ

イ
ム

測
定

３
　

立
幅

跳
距

離
測

定
※

　
１

～
３

よ
り

一
つ

選
択

※
　

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

用
そ

り
を

　
押

し
て

タ
イ

ム
測

定
す

る
。

体
育

館

－184－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

板
橋

区
立

高
島

平
運

動
場

少
年

サ
ッ

カ
ー

場
（

板
橋

区
高

島
平

２
－

２
４

－
１

）

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式

陸
上

競
技

高
島

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

体
育

館

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

赤
塚

公
園

野
球

場
（

板
橋

区
高

島
平

３
－

１
）

剣
道

場

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
又

は
２

対
２

（
受

検
者

数
に

応
じ

て
人

数
を

増
や

す
こ

と
が

あ
る

。
）

４
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

立
ち

幅
跳

び
３

　
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
　

両
手

前
投

げ
及

び
後

ろ
投

げ
４

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

次
の

う
ち

か
ら

1
種

目
選

択
　

・
１

０
ｍ

バ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
　

・
砲

丸
両

手
伸

身
前

投
げ

及
び

後
ろ

投
げ

　
　

（
男

子
４

k
g
、

女
子

２
．

７
２

k
g
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

 
 
が

あ
る

。

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
又

は
２

対
２

（
受

検
者

数
に

応
じ

て
人

数
を

増
や

す
こ

と
が

あ
る

。
）

４
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

硬
式

野
球

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

剣
道

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

ス
パ

イ
ク

（
セ

ッ
タ

ー
希

望
者

以
外

）
４

　
サ

ー
ブ

５
　

ト
ス

（
セ

ッ
タ

ー
希

望
者

の
み

）

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
（

運
動

靴
）

と
　

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
す

る
こ

と

１
　

１
５

０
０

ｍ
走

２
　

対
人

パ
ス

・
キ

ッ
ク

・
ヘ

デ
ィ

ン
グ

　
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

ゴ
ー

ル
キ

ー
ピ

ン
グ

３
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
　

が
あ

る
。

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

エ
ア

（
上

下
、

ス
ト

ッ
キ

ン
グ

）
・

ス
パ

イ
ク

シ
ュ

ー
ズ

　
（

運
動

靴
（

屋
外

用
）

も
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
す

ね
当

て
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
（

運
動

着
も

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

、
ス

パ
イ

ク
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

立
ち

幅
跳

び
３

　
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
両

手
前

　
投

げ
及

び
後

ろ
投

げ
４

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

１
　

１
１

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

、
遠

投
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

打
突

（
面

、
小

手
、

胴
、

小
手

面
）

３
　

応
じ

技
（

面
に

対
す

る
技

・
小

手
に

対
す

る
技

）
４

　
互

角
稽

古

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
パ

ス
・

キ
ッ

ク
３

　
ヘ

デ
ィ

ン
グ

４
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム

女 女男

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
月

２
７

日
（

火
）

男

男
女

男

男
女

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

大
山

硬
式

野
球

板
橋

雨
天

時
２

　
ネ

ッ
ト

ス
ロ

ー
・

壁
当

て
　

ス
ロ

ー
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
　

実
施

）
４

　
切

り
返

し
　

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

　
　

（
４

０
ｍ

）
１

・
３

　
左

記
の

内
容

陸
上

競
技

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
※

　
１

を
選

択
す

る
場

合
は

ス
パ

イ
ク

　
（

屋
外

用
）

も
可

（
荒

天
時

は
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
又

は
ス

パ
イ

ク
と

体
育

館
　

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

※
　

ス
パ

イ
ク

の
ピ

ン
は

全
天

候
型

　
７

m
m
以

下
に

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
で

も
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
ス

パ
イ

ク
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

荒
天

時
）

※
　

必
ず

ス
パ

イ
ク

、
ラ

ン
ニ

ン
グ

　
シ

ュ
ー

ズ
、

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

全
て

を
　

持
参

す
る

こ
と

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ミ
ド

ル
シ

ュ
ー

ト
又

は
ス

リ
ー

ポ
イ

ン
ト

シ
ュ

ー
ト

３
　

ゴ
ー

ル
下

シ
ュ

ー
ト

４
　

３
×

３

１
　

柔
軟

体
操

２
　

①
投

手
投

球
　

　
②

外
野

ノ
ッ

ク
　

　
③

内
野

ノ
ッ

ク
　

　
※

　
①

～
③

よ
り

一
つ

選
択

　
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
３

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
４

　
ベ

ー
ス

ラ
ン

ニ
ン

グ
（

６
０

ｍ
）

１
　

３
０

ｍ
走

２
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

５
０

ｍ
を

６
往

復
タ

イ
ム

測
定

３
　

メ
デ

ィ
シ

ン
ボ

ー
ル

投
げ

の
測

定
４

　
立

三
段

跳
距

離
測

定
※

　
１

～
４

よ
り

一
つ

選
択

１
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
２

　
ノ

ッ
ク

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

１
、

２
、

３
と

も
、

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

同
じ

検
査

内
容

を
体

育
館

で
　

実
施

す
る

場
合

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

２
　

ノ
ッ

ク
　

（
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
で

実
施

）
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ョ
ー

ト
テ

ニ
ス

用
　

ス
ポ

ン
ジ

ボ
ー

ル
で

実
施

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
月

２
６

日
（

月
）

男 男女

校
内

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
又

は
剣

道
場

）

男
女

１
月

２
７

日
（

火
）

校
内

走
路

投
て

き
場

跳
躍

ピ
ッ

ト
（

雨
天

時
：

剣
道

場
及

び
剣

道
場

前
廊

下
)

雨
天

時
１

　
パ

ワ
ー

ス
レ

ッ
ド

タ
イ

ム
　

測
定

２
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
０

ｍ
を

　
１

５
往

復
タ

イ
ム

測
定

３
　

立
幅

跳
距

離
測

定
※

　
１

～
３

よ
り

一
つ

選
択

※
　

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

用
そ

り
を

　
押

し
て

タ
イ

ム
測

定
す

る
。

体
育

館

－185－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

体
育

館

足
立

男 男

男
女

陸
上

競
技

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

光
丘

硬
式

野
球

剣
道

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

武
道

場
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
及

び
多

目
的

室
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

武
道

場
）

体
育

館

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

専
門

種
目

の
ト

ラ
イ

ア
ル

（
１

種
目

選
択

）
　

①
立

ち
五

段
跳

び
　

②
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
両

手
前

投
げ

・
後

ろ
投

げ
　

③
１

０
０

０
ｍ

走
※

　
グ

ラ
ウ

ン
ド

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ン
不

良
時

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
。

　
（

右
記

参
照

）
３

　
そ

の
他

、
陸

上
競

技
に

お
け

る
基

本
技

術

雨
天

時
雨

天
・

グ
ラ

ウ
ン

ド
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

不
良

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

立
ち

幅
跳

び
３

　
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
両

手
前

　
投

げ
・

後
ろ

投
げ

４
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

１
　

素
振

り
（

前
進

後
退

正
面

素
振

り
）

２
　

基
礎

打
ち

（
面

、
出

ば
な

小
手

、
面

返
し

胴
）

３
　

地
稽

古
４

　
切

り
返

し

・
運

動
着

・
運

動
靴

(
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
、

ス
パ

イ
ク

、
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
の

全
て

を
持

参
す

る
こ

と

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
剣

道
具

・
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
グ

ラ
ブ

・
運

動
着

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

(
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

も
可

）
・

ス
パ

イ
ク

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
、

ス
パ

イ
ク

、
　

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

全
て

を
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

・
す

ね
当

て
・

運
動

靴
（

ス
パ

イ
ク

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と
・

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

ブ

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
左

に
同

じ
３

　
左

に
同

じ
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
の

実
技

４
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

に
よ

る
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

、
ノ

ッ
ク

５
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
　

が
あ

る
。

１
　

ド
リ

ブ
ル

２
　

シ
ョ

ッ
ト

３
　

そ
の

他
の

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

に
お

け
る

基
本

技
術

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

４
　

１
対

１
５

　
２

対
２

６
　

３
対

３
等

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

パ
ス

（
シ

ョ
ー

ト
・

ロ
ン

グ
）

　
　

キ
ー

パ
ー

は
パ

ン
ト

キ
ッ

ク
も

含
む

３
　

ド
リ

ブ
ル

４
　

シ
ュ

ー
ト

　
キ

ー
パ

ー
は

セ
ー

ビ
ン

グ
５

　
ゲ

ー
ム

形
式

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
が

あ
る

。

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
パ

ス
（

シ
ョ

ー
ト

・
　

ミ
ド

ル
）

３
　

左
に

同
じ

４
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

５
　

左
に

同
じ

※
　

キ
ー

パ
ー

の
み

　
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ

男

１
　

ス
テ

ッ
プ

ワ
ー

ク
２

　
ボ

ー
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
シ

ュ
ー

ト

男 男

１
月

２
７

日
（

火
）

男
女

剣
道

場

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館
バ

レ
ー

ボ
ー

ル

石
神

井

練
馬

サ
ッ

カ
ー

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

雨
天

練
習

場
）

１
　

走
力

テ
ス

ト
２

　
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
・

ド
リ

ブ
ル

３
　

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ

柔
道

場

１
　

受
身

２
　

打
ち

込
み

体
育

館

体
育

館

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
　

左
の

２
に

同
じ

３
　

左
の

３
に

同
じ

１
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
２

　
ラ

グ
ビ

ー
基

本
技

能
テ

ス
ト

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
が

あ
る

。

雨
天

時
１

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

２
　

ラ
グ

ビ
ー

基
本

技
能

テ
ス

ト
グ

ラ
ウ

ン
ド

（
雨

天
時

：
体

育
館

又
は

柔
剣

道
場

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
又

は
柔

剣
道

場
）

１
　

対
人

パ
ス

（
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

、
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

）
２

　
サ

ー
ブ

と
サ

ー
ブ

カ
ッ

ト
３

　
セ

ッ
タ

ー
は

ト
ス

、
ア

タ
ッ

カ
ー

は
ス

パ
イ

ク

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ミ
ド

ル
シ

ュ
ー

ト
３

　
１

対
１

４
　

２
対

１

柔
道

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

ラ
グ

ビ
ー

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

２
０

ｍ
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

１
　

短
距

離
走

（
タ

ー
ン

や
ス

テ
ッ

プ
ワ

ー
ク

を
含

む
。

）
２

　
パ

ス
＆

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

（
対

人
形

式
）

３
　

ゲ
ー

ム
形

式
(
受

検
者

数
に

よ
っ

て
変

更
あ

り
)

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

ェ
ア

上
下

、
ス

ト
ッ

キ
ン

グ
、

　
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
、

す
ね

当
て

、
グ

ロ
ー

ブ
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
み

）
（

運
動

着
も

可
）

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

外
用

）
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
で

き
る

服
装

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
柔

道
着

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

雨
天

時
も

同
様

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

、
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

不
可

）
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

○
　

サ
ー

ブ
、

パ
ス

な
ど

の
基

本
技

術
及

び
ポ

ジ
シ

ョ
ン

別
テ

ス
ト

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２ ３

　
　

左
に

同
じ

４

運
動

能
力

テ
ス

ト
１

　
５

０
ｍ

走
２

　
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
投

げ
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

４
　

ト
ス

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

女 女

１
月

２
７

日
（

火
）

男
女

体
育

館

女男 男男女 男男

－186－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

体
育

館

足
立

男 男

男
女

陸
上

競
技

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

光
丘

硬
式

野
球

剣
道

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

武
道

場
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
及

び
多

目
的

室
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

武
道

場
）

体
育

館

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

専
門

種
目

の
ト

ラ
イ

ア
ル

（
１

種
目

選
択

）
　

①
立

ち
五

段
跳

び
　

②
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
両

手
前

投
げ

・
後

ろ
投

げ
　

③
１

０
０

０
ｍ

走
※

　
グ

ラ
ウ

ン
ド

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ン
不

良
時

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
。

　
（

右
記

参
照

）
３

　
そ

の
他

、
陸

上
競

技
に

お
け

る
基

本
技

術

雨
天

時
雨

天
・

グ
ラ

ウ
ン

ド
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

不
良

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

立
ち

幅
跳

び
３

　
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
両

手
前

　
投

げ
・

後
ろ

投
げ

４
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

１
　

素
振

り
（

前
進

後
退

正
面

素
振

り
）

２
　

基
礎

打
ち

（
面

、
出

ば
な

小
手

、
面

返
し

胴
）

３
　

地
稽

古
４

　
切

り
返

し

・
運

動
着

・
運

動
靴

(
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
、

ス
パ

イ
ク

、
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
の

全
て

を
持

参
す

る
こ

と

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
剣

道
具

・
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
グ

ラ
ブ

・
運

動
着

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

(
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

も
可

）
・

ス
パ

イ
ク

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
、

ス
パ

イ
ク

、
　

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

全
て

を
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

・
す

ね
当

て
・

運
動

靴
（

ス
パ

イ
ク

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と
・

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

ブ

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
左

に
同

じ
３

　
左

に
同

じ
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
の

実
技

４
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

に
よ

る
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

、
ノ

ッ
ク

５
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
　

が
あ

る
。

１
　

ド
リ

ブ
ル

２
　

シ
ョ

ッ
ト

３
　

そ
の

他
の

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

に
お

け
る

基
本

技
術

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

２
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

３
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

４
　

１
対

１
５

　
２

対
２

６
　

３
対

３
等

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

パ
ス

（
シ

ョ
ー

ト
・

ロ
ン

グ
）

　
　

キ
ー

パ
ー

は
パ

ン
ト

キ
ッ

ク
も

含
む

３
　

ド
リ

ブ
ル

４
　

シ
ュ

ー
ト

　
キ

ー
パ

ー
は

セ
ー

ビ
ン

グ
５

　
ゲ

ー
ム

形
式

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
が

あ
る

。

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
パ

ス
（

シ
ョ

ー
ト

・
　

ミ
ド

ル
）

３
　

左
に

同
じ

４
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

５
　

左
に

同
じ

※
　

キ
ー

パ
ー

の
み

　
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ

男

１
　

ス
テ

ッ
プ

ワ
ー

ク
２

　
ボ

ー
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
シ

ュ
ー

ト

男 男

１
月

２
７

日
（

火
）

男
女

剣
道

場

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館
バ

レ
ー

ボ
ー

ル

石
神

井

練
馬

サ
ッ

カ
ー

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

雨
天

練
習

場
）

１
　

走
力

テ
ス

ト
２

　
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
・

ド
リ

ブ
ル

３
　

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ

柔
道

場

１
　

受
身

２
　

打
ち

込
み

体
育

館

体
育

館

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
　

左
の

２
に

同
じ

３
　

左
の

３
に

同
じ

１
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
２

　
ラ

グ
ビ

ー
基

本
技

能
テ

ス
ト

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
が

あ
る

。

雨
天

時
１

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

２
　

ラ
グ

ビ
ー

基
本

技
能

テ
ス

ト
グ

ラ
ウ

ン
ド

（
雨

天
時

：
体

育
館

又
は

柔
剣

道
場

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
又

は
柔

剣
道

場
）

１
　

対
人

パ
ス

（
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

、
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

）
２

　
サ

ー
ブ

と
サ

ー
ブ

カ
ッ

ト
３

　
セ

ッ
タ

ー
は

ト
ス

、
ア

タ
ッ

カ
ー

は
ス

パ
イ

ク

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ミ
ド

ル
シ

ュ
ー

ト
３

　
１

対
１

４
　

２
対

１

柔
道

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

ラ
グ

ビ
ー

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

２
０

ｍ
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

１
　

短
距

離
走

（
タ

ー
ン

や
ス

テ
ッ

プ
ワ

ー
ク

を
含

む
。

）
２

　
パ

ス
＆

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

（
対

人
形

式
）

３
　

ゲ
ー

ム
形

式
(
受

検
者

数
に

よ
っ

て
変

更
あ

り
)

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

ェ
ア

上
下

、
ス

ト
ッ

キ
ン

グ
、

　
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
、

す
ね

当
て

、
グ

ロ
ー

ブ
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
み

）
（

運
動

着
も

可
）

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

外
用

）
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
で

き
る

服
装

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
柔

道
着

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

雨
天

時
も

同
様

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

、
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

不
可

）
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

○
　

サ
ー

ブ
、

パ
ス

な
ど

の
基

本
技

術
及

び
ポ

ジ
シ

ョ
ン

別
テ

ス
ト

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２ ３

　
　

左
に

同
じ

４

運
動

能
力

テ
ス

ト
１

　
５

０
ｍ

走
２

　
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
投

げ
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

４
　

ト
ス

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

女 女

１
月

２
７

日
（

火
）

男
女

体
育

館

女男 男男女 男男

－187－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
　

パ
ス

２
　

シ
ュ

ー
ト

３
　

ス
モ

ー
ル

サ
イ

ド
ゲ

ー
ム

※
　

晴
天

で
も

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

、
検

査
内

容
及

び
会

場
を

変
更

　
す

る
こ

と
が

あ
る

。

硬
式

野
球

サ
ッ

カ
ー

サ
ッ

カ
ー

男 男

１
　

ド
リ

ブ
ル

レ
イ

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ト
２

　
２

メ
ン

３
　

フ
リ

ー
ス

ロ
ー

４
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
・

汗
ふ

き
用

タ
オ

ル

硬
式

野
球

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
又

は
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

時
：

体
育

館
等

）

柔
道

男

サ
ッ

カ
ー

南
葛

飾

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

淵
江

葛
飾

野

男

体
育

館

雨
天

時
○

立
ち

幅
跳

び
○

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
○

ゴ
ロ

捕
球

○
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

ス
タ

ン
ド

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

遠
投

含
む

）
３

　
内

外
野

ノ
ッ

ク
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
ス

タ
ン

ド
）

※
　

２
～

４
の

３
種

目
に

つ
い

て
は

、
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
を

使
用

す
る

。
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

遠
投

含
む

）
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
及

び
会

場
を

変
更

　
す

る
こ

と
が

あ
る

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
柔

道
着

・
ス

パ
イ

ク
・

す
ね

当
て

・
練

習
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
・

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

ブ

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

内
用

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

内
用

）
・

す
ね

当
て

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
場

合
は

キ
ー

パ
ー

用
具

※
　

必
ず

ス
パ

イ
ク

と
運

動
靴

と
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
を

持
参

す
る

こ
と

雨
天

時
１

　
パ

ス
２

　
ポ

ゼ
ッ

シ
ョ

ン
ゲ

ー
ム

３
　

ス
モ

ー
ル

サ
イ

ド
ゲ

ー
ム

雨
天

時
１

　
立

ち
幅

跳
び

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
）

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

シ
ャ

ト
ル

で
実

施
）

雨
天

時
○

３
０

ｍ
走

○
パ

ス
○

シ
ュ

ー
ト

　
（

フ
ッ

ト
サ

ル
ゴ

ー
ル

）
○

ポ
ゼ

ッ
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

〇
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

・
運

動
着

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

・
ス

パ
イ

ク
・

シ
ン

ガ
ー

ド
・

室
内

用
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

希
望

者
は

、
キ

ー
パ

ー
　

グ
ロ

ー
ブ

１
月

２
６

日
（

月
）

柔
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
又

は
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

時
：

体
育

館
等

）

＜
フ

ィ
ー

ル
ド

プ
レ

ー
ヤ

ー
＞

　
〇

基
本

技
術

（
キ

ッ
ク

、
パ

ス
、

ト
ラ

ッ
プ

、
シ

ュ
ー

ト
）

　
〇

ゲ
ー

ム
（

戦
術

理
解

・
ト

ラ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ン
）

　
〇

ス
テ

ッ
プ

ワ
ー

ク
＜

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
＞

　
〇

基
本

技
術

（
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
、

セ
ー

ビ
ン

グ
、

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

、
　

　
ロ

ン
グ

キ
ッ

ク
）

　
〇

ゲ
ー

ム
（

ポ
ジ

シ
ョ

ニ
ン

グ
、

コ
ー

チ
ン

グ
）

　
〇

ス
テ

ッ
プ

ワ
ー

ク
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
又

は
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

時
：

体
育

館
等

）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

パ
ス

３
　

シ
ュ

ー
ト

４
　

ポ
ゼ

ッ
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

５
　

ゲ
ー

ム
※

　
晴

天
時

で
も

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

、
検

査
内

容
及

び
会

場
を

変
更

　
す

る
こ

と
が

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男

男
女

１
　

受
け

身
２

　
固

め
技

・
投

げ
技

の
基

本
動

作
３

　
約

束
練

習
・

自
由

練
習

女

１
月

２
６

日
（

月
）

雨
天

時
〇

体
育

館
ま

た
は

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

　
で

同
様

の
内

容
を

行
う

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
　

ノ
ッ

ク
２

　
ロ

ン
グ

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

吹
奏

楽
足

立
西

雨
天

時
１

　
立

ち
五

段
跳

び
２

　
立

ち
幅

跳
び

又
は

２
０

ｍ
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

男
女

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

体
育

館
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

足
立

新
田

硬
式

野
球

硬
式

野
球

陸
上

競
技

相
撲

女女

男
女

土
俵

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

　
１

　
５

０
ｍ

走
　

２
　

反
復

横
跳

び
○

基
本

技
能

テ
ス

ト
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

　
１

　
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
　

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

　
３

　
ノ

ッ
ク

　
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

　
が

あ
る

。

音
　

楽
　

室

○
下

記
の

①
②

ど
ち

ら
か

一
つ

を
選

択
す

る
　

①
管

楽
器

・
コ

ン
ト

ラ
バ

ス
　

　
１

　
チ

ュ
ー

ニ
ン

グ
　

　
２

　
音

階
演

奏
　

　
３

　
課

題
曲

　
②

打
楽

器
　

　
１

　
チ

ュ
ー

ニ
ン

グ
　

　
２

　
基

礎
打

ち
（

ス
ネ

ア
ド

ラ
ム

）
　

　
３

　
課

題
曲

※
詳

細
は

１
０

月
以

降
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

。

雨
天

時
※

　
屋

外
種

目
と

の
調

整
の

　
た

め
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
も

あ
る

。

１
 
 
パ

ス
２

　
ス

パ
イ

ク
３

　
サ

ー
ブ

４
　

サ
ー

ブ
レ

シ
ー

ブ

体
育

館

１
　

立
ち

五
段

跳
び

２
　

６
０

ｍ
走

又
は

２
０

ｍ
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

１
　

パ
ス

２
　

２
段

ト
ス

３
　

ス
パ

イ
ク

４
　

サ
ー

ブ
５

　
サ

ー
ブ

レ
シ

ー
ブ

雨
天

時
１

 
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

２
 
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
 
捕

球
及

び
送

球
※

　
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

天
候

（
寒

さ
等

）
に

よ
り

、
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

も
あ

る
。

１
　

四
股

３
０

回
程

度
２

　
運

び
足

５
本

程
度

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
野

球
用

ス
パ

イ
ク

※
　

必
ず

運
動

靴
（

屋
外

用
）

、
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
、

野
球

用
ス

パ
イ

ク
を

全
て

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
（

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

可
）

・
汗

ふ
き

タ
オ

ル

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

（
全

天
候

用
ス

パ
イ

ク
の

使
用

可
）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
（

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

可
）

・
汗

ふ
き

タ
オ

ル

・
個

人
演

奏
で

使
用

す
る

楽
器

・
課

題
曲

の
楽

譜
（

各
自

で
準

備
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

(
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
ま

わ
し

・
タ

オ
ル

・
運

動
着

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

　
１

　
９

ｍ
３

往
復

走
　

２
　

ブ
ロ

ッ
ク

ジ
ャ

ン
プ

○
基

本
技

能
テ

ス
ト

（
い

ず
れ

も
５

号
球

で
行

う
。

）
　

１
　

ス
パ

イ
ク

　
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

（
直

上
含

む
）

　
３

　
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

（
直

上
含

む
）

　
４

　
サ

ー
ブ

雨
天

時
○

運
動

能
力

テ
ス

ト
 
 
 
反

復
横

跳
び

○
基

本
技

能
テ

ス
ト

１
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
３

　
素

振
り

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

で
実

施
）

雨
天

時
※

　
屋

外
種

目
と

の
調

整
の

　
た

め
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
も

あ
る

。

体
 
育

 
館

男
女

１
月

２
６

日
（

月
）

男

１
月

２
７

日
（

火
）

男

－188－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
　

パ
ス

２
　

シ
ュ

ー
ト

３
　

ス
モ

ー
ル

サ
イ

ド
ゲ

ー
ム

※
　

晴
天

で
も

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

、
検

査
内

容
及

び
会

場
を

変
更

　
す

る
こ

と
が

あ
る

。

硬
式

野
球

サ
ッ

カ
ー

サ
ッ

カ
ー

男 男

１
　

ド
リ

ブ
ル

レ
イ

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ト
２

　
２

メ
ン

３
　

フ
リ

ー
ス

ロ
ー

４
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
・

汗
ふ

き
用

タ
オ

ル

硬
式

野
球

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
又

は
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

時
：

体
育

館
等

）

柔
道

男

サ
ッ

カ
ー

南
葛

飾

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

淵
江

葛
飾

野

男

体
育

館

雨
天

時
○

立
ち

幅
跳

び
○

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
○

ゴ
ロ

捕
球

○
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

ス
タ

ン
ド

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

遠
投

含
む

）
３

　
内

外
野

ノ
ッ

ク
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
ス

タ
ン

ド
）

※
　

２
～

４
の

３
種

目
に

つ
い

て
は

、
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
を

使
用

す
る

。
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

遠
投

含
む

）
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
及

び
会

場
を

変
更

　
す

る
こ

と
が

あ
る

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
柔

道
着

・
ス

パ
イ

ク
・

す
ね

当
て

・
練

習
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
・

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

ブ

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

内
用

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

内
用

）
・

す
ね

当
て

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
場

合
は

キ
ー

パ
ー

用
具

※
　

必
ず

ス
パ

イ
ク

と
運

動
靴

と
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
を

持
参

す
る

こ
と

雨
天

時
１

　
パ

ス
２

　
ポ

ゼ
ッ

シ
ョ

ン
ゲ

ー
ム

３
　

ス
モ

ー
ル

サ
イ

ド
ゲ

ー
ム

雨
天

時
１

　
立

ち
幅

跳
び

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
）

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

シ
ャ

ト
ル

で
実

施
）

雨
天

時
○

３
０

ｍ
走

○
パ

ス
○

シ
ュ

ー
ト

　
（

フ
ッ

ト
サ

ル
ゴ

ー
ル

）
○

ポ
ゼ

ッ
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

〇
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

・
運

動
着

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

・
ス

パ
イ

ク
・

シ
ン

ガ
ー

ド
・

室
内

用
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

希
望

者
は

、
キ

ー
パ

ー
　

グ
ロ

ー
ブ

１
月

２
６

日
（

月
）

柔
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
又

は
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

時
：

体
育

館
等

）

＜
フ

ィ
ー

ル
ド

プ
レ

ー
ヤ

ー
＞

　
〇

基
本

技
術

（
キ

ッ
ク

、
パ

ス
、

ト
ラ

ッ
プ

、
シ

ュ
ー

ト
）

　
〇

ゲ
ー

ム
（

戦
術

理
解

・
ト

ラ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ン
）

　
〇

ス
テ

ッ
プ

ワ
ー

ク
＜

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
＞

　
〇

基
本

技
術

（
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
、

セ
ー

ビ
ン

グ
、

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

、
　

　
ロ

ン
グ

キ
ッ

ク
）

　
〇

ゲ
ー

ム
（

ポ
ジ

シ
ョ

ニ
ン

グ
、

コ
ー

チ
ン

グ
）

　
〇

ス
テ

ッ
プ

ワ
ー

ク
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
又

は
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

時
：

体
育

館
等

）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

パ
ス

３
　

シ
ュ

ー
ト

４
　

ポ
ゼ

ッ
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

５
　

ゲ
ー

ム
※

　
晴

天
時

で
も

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

、
検

査
内

容
及

び
会

場
を

変
更

　
す

る
こ

と
が

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男

男
女

１
　

受
け

身
２

　
固

め
技

・
投

げ
技

の
基

本
動

作
３

　
約

束
練

習
・

自
由

練
習

女

１
月

２
６

日
（

月
）

雨
天

時
〇

体
育

館
ま

た
は

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

　
で

同
様

の
内

容
を

行
う

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
　

ノ
ッ

ク
２

　
ロ

ン
グ

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

吹
奏

楽
足

立
西

雨
天

時
１

　
立

ち
五

段
跳

び
２

　
立

ち
幅

跳
び

又
は

２
０

ｍ
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

男
女

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

体
育

館
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

足
立

新
田

硬
式

野
球

硬
式

野
球

陸
上

競
技

相
撲

女女

男
女

土
俵

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

　
１

　
５

０
ｍ

走
　

２
　

反
復

横
跳

び
○

基
本

技
能

テ
ス

ト
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

　
１

　
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
　

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

　
３

　
ノ

ッ
ク

　
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

　
が

あ
る

。

音
　

楽
　

室

○
下

記
の

①
②

ど
ち

ら
か

一
つ

を
選

択
す

る
　

①
管

楽
器

・
コ

ン
ト

ラ
バ

ス
　

　
１

　
チ

ュ
ー

ニ
ン

グ
　

　
２

　
音

階
演

奏
　

　
３

　
課

題
曲

　
②

打
楽

器
　

　
１

　
チ

ュ
ー

ニ
ン

グ
　

　
２

　
基

礎
打

ち
（

ス
ネ

ア
ド

ラ
ム

）
　

　
３

　
課

題
曲

※
詳

細
は

１
０

月
以

降
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

。

雨
天

時
※

　
屋

外
種

目
と

の
調

整
の

　
た

め
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
も

あ
る

。

１
 
 
パ

ス
２

　
ス

パ
イ

ク
３

　
サ

ー
ブ

４
　

サ
ー

ブ
レ

シ
ー

ブ

体
育

館

１
　

立
ち

五
段

跳
び

２
　

６
０

ｍ
走

又
は

２
０

ｍ
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

１
　

パ
ス

２
　

２
段

ト
ス

３
　

ス
パ

イ
ク

４
　

サ
ー

ブ
５

　
サ

ー
ブ

レ
シ

ー
ブ

雨
天

時
１

 
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

２
 
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
 
捕

球
及

び
送

球
※

　
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

天
候

（
寒

さ
等

）
に

よ
り

、
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

も
あ

る
。

１
　

四
股

３
０

回
程

度
２

　
運

び
足

５
本

程
度

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
野

球
用

ス
パ

イ
ク

※
　

必
ず

運
動

靴
（

屋
外

用
）

、
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
、

野
球

用
ス

パ
イ

ク
を

全
て

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
（

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

可
）

・
汗

ふ
き

タ
オ

ル

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

（
全

天
候

用
ス

パ
イ

ク
の

使
用

可
）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
（

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

可
）

・
汗

ふ
き

タ
オ

ル

・
個

人
演

奏
で

使
用

す
る

楽
器

・
課

題
曲

の
楽

譜
（

各
自

で
準

備
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

(
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
ま

わ
し

・
タ

オ
ル

・
運

動
着

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

　
１

　
９

ｍ
３

往
復

走
　

２
　

ブ
ロ

ッ
ク

ジ
ャ

ン
プ

○
基

本
技

能
テ

ス
ト

（
い

ず
れ

も
５

号
球

で
行

う
。

）
　

１
　

ス
パ

イ
ク

　
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

（
直

上
含

む
）

　
３

　
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

（
直

上
含

む
）

　
４

　
サ

ー
ブ

雨
天

時
○

運
動

能
力

テ
ス

ト
 
 
 
反

復
横

跳
び

○
基

本
技

能
テ

ス
ト

１
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
３

　
素

振
り

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

で
実

施
）

雨
天

時
※

　
屋

外
種

目
と

の
調

整
の

　
た

め
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
も

あ
る

。

体
 
育

 
館

男
女

１
月

２
６

日
（

月
）

男

１
月

２
７

日
（

火
）

男

－189－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

男
女

男

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

視
聴

覚
室

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
一

式
、

ジ
ャ

ー
ジ

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
運

動
靴

（
屋

外
用

、
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ス
パ

イ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
雨

天
時

：
体

育
館

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式
・

飛
沫

飛
散

防
止

の
た

め
の

シ
ー

ル
ド

、
　

面
マ

ス
ク

は
任

意
と

す
る

。

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
、

ス
パ

イ
ク

不
可

）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

剣
道

硬
式

野
球

女

陸
上

競
技

篠
崎

男
女

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

男 女

小
岩

和
太

鼓

硬
式

野
球

・
運

動
着

・
ラ

ケ
ッ

ト
・

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

シ
ュ

ー
ズ

　
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

は
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

男
女

体
育

館
・

武
道

場

１
　

１
分

間
テ

ン
ポ

１
５

０
で

８
分

(
は

ち
ぶ

）
の

打
ち

込
み

２
　

課
題

曲
１

曲
(
約

１
分

間
）

の
演

奏
　

※
　

課
題

曲
は

１
０

月
以

降
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
発

表
す

る
。

３
　

太
鼓

の
演

奏
を

含
む

自
己

Ｐ
Ｒ

（
１

０
分

以
内

）
　

※
　

使
用

で
き

る
太

鼓
は

、
長

胴
太

鼓
（

１
尺

５
寸

）
＜

平
置

台
、

斜
め

台
＞

、
　

　
締

太
鼓

（
３

丁
掛

）
＜

立
奏

台
＞

　
※

　
Ｃ

Ｄ
・

Ｍ
Ｄ

等
に

よ
る

伴
奏

は
使

用
で

き
な

い
。

雨
天

時
１

　
立

ち
幅

跳
び

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
立

ち
五

段
跳

び
３

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

　
も

し
く

は
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
　

投
げ

１
　

ノ
ッ

ク
２

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
３

　
ベ

ー
ス

ラ
ン

ニ
ン

グ
※

　
１

、
２

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
２

号
で

実
施

１
　

折
り

返
し

走
２

　
ド

リ
ブ

ル
・

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

（
ス

テ
ッ

プ
シ

ュ
ー

ト
）

３
　

ツ
ー

メ
ン

・
１

対
１

４
　

２
対

２
な

ど
（

人
数

に
よ

り
変

更
あ

り
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

体
育

館
・

武
道

場
(
雨

天
時

:
体

育
館

・
武

道
場

)

雨
天

時
１

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
２

　
ダ

ッ
シ

ュ
※

　
１

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
２

号
で

　
実

施

剣
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
雨

天
時

：
体

育
館

１
月

２
６

日
（

月
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

は
雨

天
時

の
内

容
を

体
育

館
又

は
武

道
場

　
で

行
う

。

○
剣

道
の

基
本

的
技

能
の

検
査

男

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

専
門

種
目

の
ト

ラ
イ

ア
ル

（
１

種
目

選
択

）
　

①
立

ち
五

段
跳

び
　

②
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
両

手
前

投
げ

・
後

ろ
投

げ
　

③
１

０
０

０
ｍ

走

・
演

奏
し

や
す

い
服

装
。

た
だ

し
、

更
衣

に
時

間
　

の
か

か
る

衣
装

は
不

可
・

バ
チ

・
３

で
太

鼓
以

外
の

物
（

例
え

ば
篠

笛
や

　
チ

ャ
ッ

パ
、

チ
ャ

ン
チ

キ
等

）
を

使
用

　
す

る
場

合
は

持
参

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
　

１
人

で
手

持
ち

で
持

ち
運

べ
る

物
に

限
る

。

１
　

基
本

ス
ト

ロ
ー

ク
（

ス
マ

ッ
シ

ュ
、

ド
ラ

イ
ブ

、
ク

リ
ア

、
カ

ッ
ト

、
ヘ

ア
ピ

ン
、

プ
ッ

シ
ュ

）
２

　
シ

ン
グ

ル
ス

ゲ
ー

ム

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

遠
投

を
含

む
）

２
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

３
　

ノ
ッ

ク
※

　
１

、
２

、
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
、

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

、
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
、

 
 
 
 
ピ

ッ
チ

ン
グ

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男
女

男男

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

剣
道

葛
西

南

江
戸

川

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
用

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
運

動
靴

、
ス

パ
イ

ク
、

体
育

館
用

　
シ

ュ
ー

ズ
を

全
て

持
参

す
る

こ
と

。

・
運

動
着

・
体

育
館

用
シ

ュ
ー

ズ

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

ス
パ

イ
ク

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

・
体

育
館

用
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
用

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
　

を
持

参
す

る
こ

と

○
基

本
的

運
動

能
力

に
関

す
る

も
の

○
剣

道
に

関
す

る
も

の
　

１
　

切
り

返
し

　
２

　
基

本
技

　
　

　
・

正
面

打
ち

（
大

小
）

　
　

　
・

小
手

・
面

打
ち

（
大

小
）

　
　

　
・

小
手

・
胴

打
ち

（
大

）
　

３
　

立
ち

合
い

・
剣

道
着

、
袴

・
剣

道
具

一
式

・
竹

刀
・

面
手

拭
い

・
面

シ
ー

ル
ド

・
剣

道
用

マ
ス

ク
（

任
意

）

・
運

動
着

・
体

育
館

用
シ

ュ
ー

ズ

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

ジ
グ

ザ
グ

走
２

　
立

ち
幅

跳
び

３
　

反
復

横
跳

び
４

　
パ

ス
、

キ
ャ

ッ
チ

５
　

フ
ェ

イ
ン

ト
か

ら
の

　
シ

ュ
ー

ト
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
、

基
本

　
的

な
キ

ー
ピ

ン
グ

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
用

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

用
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

１
　

基
本

技
能

テ
ス

ト
　

　
ド

リ
ブ

ル
、

シ
ュ

ー
ト

、
パ

ス
、

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ど

２
　

対
人

ス
キ

ル
　

　
１

対
１

、
２

対
１

な
ど

（
受

検
者

数
に

応
じ

た
内

容
を

実
施

）

１
月

２
７

日
（

火
）

剣
道

場

女

雨
天

時
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

２
　

バ
ッ

ト
ス

イ
ン

グ
３

　
ゴ

ロ
捕

球
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）

１
　

パ
ス

（
レ

シ
ー

ブ
、

ト
ス

）
２

　
サ

ー
ブ

レ
シ

ー
ブ

３
　

ス
パ

イ
ク

レ
シ

ー
ブ

４
　

サ
ー

ブ
５

　
ス

パ
イ

ク
６

　
ブ

ロ
ッ

ク

１
月

２
６

日
（

月
）

女

体
育

館

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

パ
ス

、
キ

ャ
ッ

チ
４

　
フ

ェ
イ

ン
ト

か
ら

の
シ

ュ
ー

ト
５

　
ポ

ジ
シ

ョ
ン

シ
ュ

ー
ト

　
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
、

基
本

的
な

キ
ー

ピ
ン

グ
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

女

雨
天

時
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

２
　

バ
ッ

ト
ス

イ
ン

グ
３

　
ゴ

ロ
捕

球
※

　
１

、
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

で
実

施

－190－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

男
女

男

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

視
聴

覚
室

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
一

式
、

ジ
ャ

ー
ジ

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
運

動
靴

（
屋

外
用

、
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ス
パ

イ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
雨

天
時

：
体

育
館

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式
・

飛
沫

飛
散

防
止

の
た

め
の

シ
ー

ル
ド

、
　

面
マ

ス
ク

は
任

意
と

す
る

。

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
、

ス
パ

イ
ク

不
可

）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

剣
道

硬
式

野
球

女

陸
上

競
技

篠
崎

男
女

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

男 女

小
岩

和
太

鼓

硬
式

野
球

・
運

動
着

・
ラ

ケ
ッ

ト
・

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

シ
ュ

ー
ズ

　
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

は
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

男
女

体
育

館
・

武
道

場

１
　

１
分

間
テ

ン
ポ

１
５

０
で

８
分

(
は

ち
ぶ

）
の

打
ち

込
み

２
　

課
題

曲
１

曲
(
約

１
分

間
）

の
演

奏
　

※
　

課
題

曲
は

１
０

月
以

降
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
発

表
す

る
。

３
　

太
鼓

の
演

奏
を

含
む

自
己

Ｐ
Ｒ

（
１

０
分

以
内

）
　

※
　

使
用

で
き

る
太

鼓
は

、
長

胴
太

鼓
（

１
尺

５
寸

）
＜

平
置

台
、

斜
め

台
＞

、
　

　
締

太
鼓

（
３

丁
掛

）
＜

立
奏

台
＞

　
※

　
Ｃ

Ｄ
・

Ｍ
Ｄ

等
に

よ
る

伴
奏

は
使

用
で

き
な

い
。

雨
天

時
１

　
立

ち
幅

跳
び

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
立

ち
五

段
跳

び
３

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

　
も

し
く

は
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
　

投
げ

１
　

ノ
ッ

ク
２

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
３

　
ベ

ー
ス

ラ
ン

ニ
ン

グ
※

　
１

、
２

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
２

号
で

実
施

１
　

折
り

返
し

走
２

　
ド

リ
ブ

ル
・

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

（
ス

テ
ッ

プ
シ

ュ
ー

ト
）

３
　

ツ
ー

メ
ン

・
１

対
１

４
　

２
対

２
な

ど
（

人
数

に
よ

り
変

更
あ

り
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

体
育

館
・

武
道

場
(
雨

天
時

:
体

育
館

・
武

道
場

)

雨
天

時
１

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
２

　
ダ

ッ
シ

ュ
※

　
１

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
２

号
で

　
実

施

剣
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
雨

天
時

：
体

育
館

１
月

２
６

日
（

月
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

は
雨

天
時

の
内

容
を

体
育

館
又

は
武

道
場

　
で

行
う

。

○
剣

道
の

基
本

的
技

能
の

検
査

男

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

専
門

種
目

の
ト

ラ
イ

ア
ル

（
１

種
目

選
択

）
　

①
立

ち
五

段
跳

び
　

②
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
両

手
前

投
げ

・
後

ろ
投

げ
　

③
１

０
０

０
ｍ

走

・
演

奏
し

や
す

い
服

装
。

た
だ

し
、

更
衣

に
時

間
　

の
か

か
る

衣
装

は
不

可
・

バ
チ

・
３

で
太

鼓
以

外
の

物
（

例
え

ば
篠

笛
や

　
チ

ャ
ッ

パ
、

チ
ャ

ン
チ

キ
等

）
を

使
用

　
す

る
場

合
は

持
参

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
　

１
人

で
手

持
ち

で
持

ち
運

べ
る

物
に

限
る

。

１
　

基
本

ス
ト

ロ
ー

ク
（

ス
マ

ッ
シ

ュ
、

ド
ラ

イ
ブ

、
ク

リ
ア

、
カ

ッ
ト

、
ヘ

ア
ピ

ン
、

プ
ッ

シ
ュ

）
２

　
シ

ン
グ

ル
ス

ゲ
ー

ム

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

遠
投

を
含

む
）

２
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

３
　

ノ
ッ

ク
※

　
１

、
２

、
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
、

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

、
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
、

 
 
 
 
ピ

ッ
チ

ン
グ

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男
女

男男

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

剣
道

葛
西

南

江
戸

川

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
用

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
運

動
靴

、
ス

パ
イ

ク
、

体
育

館
用

　
シ

ュ
ー

ズ
を

全
て

持
参

す
る

こ
と

。

・
運

動
着

・
体

育
館

用
シ

ュ
ー

ズ

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

ス
パ

イ
ク

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

・
体

育
館

用
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
用

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
　

を
持

参
す

る
こ

と

○
基

本
的

運
動

能
力

に
関

す
る

も
の

○
剣

道
に

関
す

る
も

の
　

１
　

切
り

返
し

　
２

　
基

本
技

　
　

　
・

正
面

打
ち

（
大

小
）

　
　

　
・

小
手

・
面

打
ち

（
大

小
）

　
　

　
・

小
手

・
胴

打
ち

（
大

）
　

３
　

立
ち

合
い

・
剣

道
着

、
袴

・
剣

道
具

一
式

・
竹

刀
・

面
手

拭
い

・
面

シ
ー

ル
ド

・
剣

道
用

マ
ス

ク
（

任
意

）

・
運

動
着

・
体

育
館

用
シ

ュ
ー

ズ

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

ジ
グ

ザ
グ

走
２

　
立

ち
幅

跳
び

３
　

反
復

横
跳

び
４

　
パ

ス
、

キ
ャ

ッ
チ

５
　

フ
ェ

イ
ン

ト
か

ら
の

　
シ

ュ
ー

ト
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
、

基
本

　
的

な
キ

ー
ピ

ン
グ

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
用

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

用
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

１
　

基
本

技
能

テ
ス

ト
　

　
ド

リ
ブ

ル
、

シ
ュ

ー
ト

、
パ

ス
、

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ど

２
　

対
人

ス
キ

ル
　

　
１

対
１

、
２

対
１

な
ど

（
受

検
者

数
に

応
じ

た
内

容
を

実
施

）

１
月

２
７

日
（

火
）

剣
道

場

女

雨
天

時
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

２
　

バ
ッ

ト
ス

イ
ン

グ
３

　
ゴ

ロ
捕

球
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）

１
　

パ
ス

（
レ

シ
ー

ブ
、

ト
ス

）
２

　
サ

ー
ブ

レ
シ

ー
ブ

３
　

ス
パ

イ
ク

レ
シ

ー
ブ

４
　

サ
ー

ブ
５

　
ス

パ
イ

ク
６

　
ブ

ロ
ッ

ク

１
月

２
６

日
（

月
）

女

体
育

館

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

パ
ス

、
キ

ャ
ッ

チ
４

　
フ

ェ
イ

ン
ト

か
ら

の
シ

ュ
ー

ト
５

　
ポ

ジ
シ

ョ
ン

シ
ュ

ー
ト

　
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
、

基
本

的
な

キ
ー

ピ
ン

グ
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

女

雨
天

時
１

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

２
　

バ
ッ

ト
ス

イ
ン

グ
３

　
ゴ

ロ
捕

球
※

　
１

、
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

で
実

施

－191－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男 女男

１
月

２
６

日
（

月
）

男
女

男
女

男

吹
奏

楽

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男

富
士

森

吹
奏

楽

硬
式

野
球

八
王

子
北

１
　

短
距

離
走

２
　

ド
リ

ブ
ル

３
　

シ
ュ

ー
ト

※
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

ゴ
ー

ル
キ

ー
ピ

ン
グ

４
　

一
対

一
５

　
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

※
　

晴
天

で
も

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

管
楽

器
　

１
　

Ｂ
　

ｄ
ｕ

ｒ
（

変
ロ

長
調

）
、

Ｅ
ｓ

　
ｄ

ｕ
ｒ

（
変

ホ
長

調
）

、
Ｆ

　
ｄ

ｕ
ｒ

（
ヘ

長
調

）
の

ロ
ン

グ
ト

ー
ン

　
　

（
テ

ン
ポ

６
０

で
８

拍
。

調
性

は
当

日
指

定
）

　
２

　
Ｂ

　
ｄ

ｕ
ｒ

（
変

ロ
長

調
）

、
Ｅ

ｓ
　

ｄ
ｕ

ｒ
（

変
ホ

長
調

）
、

Ｆ
　

ｄ
ｕ

ｒ
（

ヘ
長

調
）

の
音

階
　

　
（

テ
ン

ポ
：

四
分

音
符

＝
９

６
で

八
分

音
符

、
木

管
楽

器
は

２
オ

ク
タ

ー
ブ

、
金

管
楽

器
は

１
オ

ク
タ

ー
ブ

。
　

　
レ

ガ
ー

ト
、

ス
タ

ッ
カ

ー
ト

、
マ

ル
カ

ー
ト

の
い

ず
れ

か
で

演
奏

。
調

性
及

び
奏

法
は

当
日

指
定

）
　

３
　

任
意

の
自

由
曲

（
伴

奏
は

な
し

）
打

楽
器

　
１

　
小

太
鼓

に
よ

る
リ

ズ
ム

打
ち

及
び

ロ
ー

ル
打

ち
（

テ
ン

ポ
：

四
分

音
符

＝
１

２
０

）
　

２
　

マ
リ

ン
バ

に
よ

る
Ｂ

　
ｄ

ｕ
ｒ

（
変

ロ
長

調
）

、
Ｅ

ｓ
　

ｄ
ｕ

ｒ
（

変
ホ

長
調

）
、

Ｆ
　

ｄ
ｕ

ｒ
（

ヘ
長

調
）

　
　

の
音

階
。

（
テ

ン
ポ

：
四

分
音

符
＝

９
６

で
八

分
音

符
に

よ
る

２
オ

ク
タ

ー
ブ

。
調

性
は

当
日

指
定

）
　

　
（

管
楽

器
・

打
楽

器
と

も
課

題
曲

は
、

出
願

時
に

楽
譜

を
配

布
す

る
。

）

１
　

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
２

　
５

０
ｍ

走
３

　
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
投

げ
４

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
５

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

６
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
(
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

)
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

体
育

館

多
目

的
ホ

ー
ル

・
演

奏
楽

器
　

（
小

太
鼓

、
マ

リ
ン

バ
は

貸
し

出
し

可
。

　
ス

テ
ィ

ッ
ク

及
び

マ
レ

ッ
ト

は
持

参
。

）

・
演

奏
楽

器
（

借
用

の
必

要
な

大
型

打
楽

器
な

ど
　

は
事

前
に

相
談

の
こ

と
）

・
楽

器
演

奏
に

必
要

な
も

の
・

自
由

曲
の

楽
譜

(
２

部
)

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
・

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

・
す

ね
当

て
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

・
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
又

は
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ウ

ェ
ア

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

　
（

運
動

靴
(
屋

外
用

)
も

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

と
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
す

る
こ

と
※

　
必

要
な

ら
ば

防
寒

具
(
グ

ラ
ウ

ン
ド

　
コ

ー
ト

等
)

雨
天

時
１

　
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

２
　

反
復

横
跳

び
３

　
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
投

げ
４

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

５
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

４
、

５
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
)

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
（

５
０

ｍ
走

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

す
ね

当
て

・
キ

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

ブ
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
み

）
※

　
必

ず
上

記
３

種
類

の
シ

ュ
ー

ズ
を

持
参

　
す

る
こ

と

１
　

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
２

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
３

　
パ

ス
４

　
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
５

　
ジ

ャ
ン

プ
シ

ュ
ー

ト
６

　
ハ

ー
フ

コ
ー

ト
の

攻
防

他

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

音
楽

室

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

素
振

り
３

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

シ
ャ

ト
ル

で
実

施
）

４
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
　

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
遠

投
４

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
５

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

雨
天

時
１

　
短

距
離

走
２

　
ド

リ
ブ

ル
３

　
シ

ュ
ー

ト
※

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

　
キ

ー
ピ

ン
グ

４
　

一
対

一
５

　
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

○
課

題
曲

・
自

由
曲

の
演

奏
　

(
詳

細
は

、
１

０
月

以
降

、
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
掲

載
す

る
。

)

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
ボ

ー
ル

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

３
　

パ
ス

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
ゲ

ー
ム

１
月

２
７

日
（

火
）

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

パ
ス

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
３

　
シ

ュ
ー

ト
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
）

４
　

ゲ
ー

ム
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
で

行
う

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

サ
ッ

カ
ー

男
女

男
硬

式
野

球

視
聴

覚
室

音
楽

室

・
運

動
着

又
は

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

グ
ロ

ー
ブ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

雨
天

時
１

 
立

ち
幅

跳
び

又
は

２
０

ｍ
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
 
立

ち
五

段
跳

び

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男 男

陸
上

競
技

男
女

男

卓
球

硬
式

野
球

男
女

吹
奏

楽

サ
ッ

カ
ー

紅
葉

川

片
倉

○
任

意
の

管
楽

器
、

打
楽

器
（

マ
リ

ン
バ

、
ス

ネ
ア

ド
ラ

ム
）

、
コ

ン
ト

ラ
バ

ス
の

演
奏

（
詳

細
は

、
１

０
月

以
降

、
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

予
定

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム

・
演

奏
楽

器

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

エ
ア

又
は

運
動

着
・

す
ね

当
て

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
・

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

　
（

キ
ー

パ
ー

の
み

）
※

　
必

ず
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
と

ラ
ン

ニ
ン

グ
　

シ
ュ

ー
ズ

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
３

点
を

持
参

　
す

る
こ

と

雨
天

時
＜

フ
ィ

ー
ル

ド
プ

レ
ー

ヤ
ー

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

共
通

＞
　

１
　

立
ち

五
段

飛
び

　
２

　
３

０
ｍ

走
　

３
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

　
４

　
パ

ス
　

５
　

シ
ュ

ー
ト

・
シ

ュ
ー

ト
　

　
ブ

ロ
ッ

ク

 
＜

フ
ィ

ー
ル

ド
プ

レ
ー

ヤ
ー

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

共
通

＞
　

１
　

立
ち

五
段

飛
び

　
２

　
３

０
ｍ

走
　

３
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

　
４

　
パ

ス
　

５
　

シ
ュ

ー
ト

・
シ

ュ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

が
　

あ
る

。
　

雨
天

時
１

　
パ

ス
＆

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

２
　

ボ
ー

ル
キ

ー
プ

３
　

ド
リ

ブ
ル

４
　

ゲ
ー

ム
形

式

１
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
※

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
２

　
ボ

ー
ル

キ
ー

プ
３

　
ド

リ
ブ

ル
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

キ
ャ

ッ
チ

・
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
２

　
ノ

ッ
ク

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

使
用

（
１

号
球

使
用

）

１
　

基
礎

打
ち

２
　

サ
ー

ブ
・

レ
シ

ー
ブ

３
　

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

４
　

ゲ
ー

ム
形

式

雨
天

時
１

　
キ

ャ
ッ

チ
・

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

２
　

ノ
ッ

ク
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
１

、
２

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

　
実

施
※

　
３

は
室

内
用

の
柔

ら
か

い
　

ボ
ー

ル
で

実
施

１
 
５

０
ｍ

走
又

は
１

０
０

０
ｍ

走
２

 
立

ち
五

段
跳

び
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
場

合
が

　
あ

る
。

雨
天

時
１

　
２

７
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

ゴ
ロ

処
理

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

　
ボ

ー
ル

使
用

・
運

動
着

上
下

(
白

色
で

な
い

も
の

,
卓

球
ユ

ニ
　

フ
ォ

ー
ム

可
)

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

(
卓

球
シ

ュ
ー

ズ
可

)
・

ラ
ケ

ッ
ト

・
安

全
ピ

ン
４

つ

１
　

２
７

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
使

用
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
場

合
が

　
あ

る
。

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
で

も
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

シ
ュ

ー
ズ

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ス
パ

イ
ク

・
す

ね
当

て

１
月

２
７

日
（

火
）

－192－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

サ
ッ

カ
ー

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男 女男

１
月

２
６

日
（

月
）

男
女

男
女

男

吹
奏

楽

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

男

富
士

森

吹
奏

楽

硬
式

野
球

八
王

子
北

１
　

短
距

離
走

２
　

ド
リ

ブ
ル

３
　

シ
ュ

ー
ト

※
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

ゴ
ー

ル
キ

ー
ピ

ン
グ

４
　

一
対

一
５

　
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

※
　

晴
天

で
も

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

管
楽

器
　

１
　

Ｂ
　

ｄ
ｕ

ｒ
（

変
ロ

長
調

）
、

Ｅ
ｓ

　
ｄ

ｕ
ｒ

（
変

ホ
長

調
）

、
Ｆ

　
ｄ

ｕ
ｒ

（
ヘ

長
調

）
の

ロ
ン

グ
ト

ー
ン

　
　

（
テ

ン
ポ

６
０

で
８

拍
。

調
性

は
当

日
指

定
）

　
２

　
Ｂ

　
ｄ

ｕ
ｒ

（
変

ロ
長

調
）

、
Ｅ

ｓ
　

ｄ
ｕ

ｒ
（

変
ホ

長
調

）
、

Ｆ
　

ｄ
ｕ

ｒ
（

ヘ
長

調
）

の
音

階
　

　
（

テ
ン

ポ
：

四
分

音
符

＝
９

６
で

八
分

音
符

、
木

管
楽

器
は

２
オ

ク
タ

ー
ブ

、
金

管
楽

器
は

１
オ

ク
タ

ー
ブ

。
　

　
レ

ガ
ー

ト
、

ス
タ

ッ
カ

ー
ト

、
マ

ル
カ

ー
ト

の
い

ず
れ

か
で

演
奏

。
調

性
及

び
奏

法
は

当
日

指
定

）
　

３
　

任
意

の
自

由
曲

（
伴

奏
は

な
し

）
打

楽
器

　
１

　
小

太
鼓

に
よ

る
リ

ズ
ム

打
ち

及
び

ロ
ー

ル
打

ち
（

テ
ン

ポ
：

四
分

音
符

＝
１

２
０

）
　

２
　

マ
リ

ン
バ

に
よ

る
Ｂ

　
ｄ

ｕ
ｒ

（
変

ロ
長

調
）

、
Ｅ

ｓ
　

ｄ
ｕ

ｒ
（

変
ホ

長
調

）
、

Ｆ
　

ｄ
ｕ

ｒ
（

ヘ
長

調
）

　
　

の
音

階
。

（
テ

ン
ポ

：
四

分
音

符
＝

９
６

で
八

分
音

符
に

よ
る

２
オ

ク
タ

ー
ブ

。
調

性
は

当
日

指
定

）
　

　
（

管
楽

器
・

打
楽

器
と

も
課

題
曲

は
、

出
願

時
に

楽
譜

を
配

布
す

る
。

）

１
　

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
２

　
５

０
ｍ

走
３

　
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
投

げ
４

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
５

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

６
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
(
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

)
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

体
育

館

多
目

的
ホ

ー
ル

・
演

奏
楽

器
　

（
小

太
鼓

、
マ

リ
ン

バ
は

貸
し

出
し

可
。

　
ス

テ
ィ

ッ
ク

及
び

マ
レ

ッ
ト

は
持

参
。

）

・
演

奏
楽

器
（

借
用

の
必

要
な

大
型

打
楽

器
な

ど
　

は
事

前
に

相
談

の
こ

と
）

・
楽

器
演

奏
に

必
要

な
も

の
・

自
由

曲
の

楽
譜

(
２

部
)

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
・

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

・
す

ね
当

て
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

・
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
又

は
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ウ

ェ
ア

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

　
（

運
動

靴
(
屋

外
用

)
も

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

と
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
す

る
こ

と
※

　
必

要
な

ら
ば

防
寒

具
(
グ

ラ
ウ

ン
ド

　
コ

ー
ト

等
)

雨
天

時
１

　
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

２
　

反
復

横
跳

び
３

　
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
投

げ
４

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

５
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

４
、

５
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
)

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
（

５
０

ｍ
走

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

す
ね

当
て

・
キ

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

ブ
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
み

）
※

　
必

ず
上

記
３

種
類

の
シ

ュ
ー

ズ
を

持
参

　
す

る
こ

と

１
　

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
２

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
３

　
パ

ス
４

　
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
５

　
ジ

ャ
ン

プ
シ

ュ
ー

ト
６

　
ハ

ー
フ

コ
ー

ト
の

攻
防

他

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

音
楽

室

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

素
振

り
３

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

シ
ャ

ト
ル

で
実

施
）

４
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
　

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
遠

投
４

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
５

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

雨
天

時
１

　
短

距
離

走
２

　
ド

リ
ブ

ル
３

　
シ

ュ
ー

ト
※

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

　
キ

ー
ピ

ン
グ

４
　

一
対

一
５

　
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

○
課

題
曲

・
自

由
曲

の
演

奏
　

(
詳

細
は

、
１

０
月

以
降

、
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
掲

載
す

る
。

)

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
ボ

ー
ル

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

３
　

パ
ス

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
ゲ

ー
ム

１
月

２
７

日
（

火
）

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

パ
ス

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
３

　
シ

ュ
ー

ト
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
）

４
　

ゲ
ー

ム
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
で

行
う

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

サ
ッ

カ
ー

男
女

男
硬

式
野

球

視
聴

覚
室

音
楽

室

・
運

動
着

又
は

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

グ
ロ

ー
ブ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

雨
天

時
１

 
立

ち
幅

跳
び

又
は

２
０

ｍ
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
 
立

ち
五

段
跳

び

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男 男

陸
上

競
技

男
女

男

卓
球

硬
式

野
球

男
女

吹
奏

楽

サ
ッ

カ
ー

紅
葉

川

片
倉

○
任

意
の

管
楽

器
、

打
楽

器
（

マ
リ

ン
バ

、
ス

ネ
ア

ド
ラ

ム
）

、
コ

ン
ト

ラ
バ

ス
の

演
奏

（
詳

細
は

、
１

０
月

以
降

、
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

予
定

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム

・
演

奏
楽

器

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

エ
ア

又
は

運
動

着
・

す
ね

当
て

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
・

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

　
（

キ
ー

パ
ー

の
み

）
※

　
必

ず
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
と

ラ
ン

ニ
ン

グ
　

シ
ュ

ー
ズ

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
３

点
を

持
参

　
す

る
こ

と

雨
天

時
＜

フ
ィ

ー
ル

ド
プ

レ
ー

ヤ
ー

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

共
通

＞
　

１
　

立
ち

五
段

飛
び

　
２

　
３

０
ｍ

走
　

３
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

　
４

　
パ

ス
　

５
　

シ
ュ

ー
ト

・
シ

ュ
ー

ト
　

　
ブ

ロ
ッ

ク

 
＜

フ
ィ

ー
ル

ド
プ

レ
ー

ヤ
ー

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

共
通

＞
　

１
　

立
ち

五
段

飛
び

　
２

　
３

０
ｍ

走
　

３
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

　
４

　
パ

ス
　

５
　

シ
ュ

ー
ト

・
シ

ュ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

が
　

あ
る

。
　

雨
天

時
１

　
パ

ス
＆

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

２
　

ボ
ー

ル
キ

ー
プ

３
　

ド
リ

ブ
ル

４
　

ゲ
ー

ム
形

式

１
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
※

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
２

　
ボ

ー
ル

キ
ー

プ
３

　
ド

リ
ブ

ル
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

キ
ャ

ッ
チ

・
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
２

　
ノ

ッ
ク

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

使
用

（
１

号
球

使
用

）

１
　

基
礎

打
ち

２
　

サ
ー

ブ
・

レ
シ

ー
ブ

３
　

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

４
　

ゲ
ー

ム
形

式

雨
天

時
１

　
キ

ャ
ッ

チ
・

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

２
　

ノ
ッ

ク
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
１

、
２

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

　
実

施
※

　
３

は
室

内
用

の
柔

ら
か

い
　

ボ
ー

ル
で

実
施

１
 
５

０
ｍ

走
又

は
１

０
０

０
ｍ

走
２

 
立

ち
五

段
跳

び
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
場

合
が

　
あ

る
。

雨
天

時
１

　
２

７
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

ゴ
ロ

処
理

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

　
ボ

ー
ル

使
用

・
運

動
着

上
下

(
白

色
で

な
い

も
の

,
卓

球
ユ

ニ
　

フ
ォ

ー
ム

可
)

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

(
卓

球
シ

ュ
ー

ズ
可

)
・

ラ
ケ

ッ
ト

・
安

全
ピ

ン
４

つ

１
　

２
７

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
ノ

ッ
ク

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
使

用
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
場

合
が

　
あ

る
。

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
で

も
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

シ
ュ

ー
ズ

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ス
パ

イ
ク

・
す

ね
当

て

１
月

２
７

日
（

火
）

－193－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

サ
ッ

カ
ー

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
、

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

武
道

場
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

武
道

場
）

ラ
グ

ビ
ー

サ
ッ

カ
ー

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

武
道

場
）

女

男
女

男

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

男

１
月

２
６

日
（

月
）

男男

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男
女

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男

陸
上

競
技

硬
式

野
球

府
中

東

硬
式

野
球

府
中

西

女

１
　

ド
リ

ブ
ル

２
　

キ
ッ

ク
３

　
短

距
離

走
４

　
対

人
プ

レ
ー

体
育

館

体
育

館

雨
天

時
１

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
２

　
ボ

ー
ル

フ
ィ

ー
リ

ン
グ

３
　

対
人

（
１

対
１

等
）

１
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

２
　

ボ
ー

ル
フ

ィ
ー

リ
ン

グ
３

　
対

人
（

１
対

１
等

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

体
育

館

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
防

寒
着

・
運

動
着

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
・

ス
ロ

ー
シ

ュ
ー

ズ
(
投

擲
選

択
者

の
み

)
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

防
寒

着

１
　

立
幅

跳
２

　
腹

筋
３

　
選

択
種

目
(
走

、
障

害
、

跳
、

投
よ

り
選

択
)

※
　

晴
天

時
で

も
グ

ラ
ウ

ン
ド

状
況

不
良

の
場

合
は

、
内

容
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

る
。

・
運

動
着

・
す

ね
当

て
・

サ
ッ

カ
ー

シ
ュ

ー
ズ

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
サ

ッ
カ

ー
シ

ュ
ー

ズ
、

ア
ッ

プ
　

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

外
用

）
、

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
　

を
全

て
持

参
す

る
こ

と
・

防
寒

着

・
サ

ッ
カ

ー
の

で
き

る
運

動
着

・
レ

ガ
ー

ス
・

運
動

靴
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

雨
天

時
１

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
２

　
コ

ン
タ

ク
ト

ス
キ

ル

雨
天

時
１

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
２

　
２

０
ｍ

走
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

４
　

ス
イ

ン
グ

１
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

　
・

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

　
・

２
０

ｍ
走

２
　

個
人

ス
キ

ル
　

・
シ

ュ
ー

ト
又

は
キ

ー
ピ

ン
グ

　
・

フ
ェ

イ
ン

ト
技

術

・
運

動
着

・
運

動
靴

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
防

寒
着

※
　

ラ
グ

ビ
ー

経
験

者
は

、
マ

ウ
ス

ピ
ー

ス
、

　
ヘ

ッ
ド

キ
ャ

ッ
プ

、
ス

パ
イ

ク
を

持
参

　
す

る
こ

と

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
）

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

（
防

寒
着

も
持

ち
込

み
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

タ
オ

ル

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
防

寒
着

１
　

送
球

検
査

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
使

用
）

２
　

ス
イ

ン
グ

検
査

３
　

立
ち

幅
跳

び

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

遠
投

　
・

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
　

・
ト

ス
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

　
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
１

号
球

で
行

う
。

３
　

ス
イ

ン
グ

１
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

２
　

コ
ン

タ
ク

ト
ス

キ
ル

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

パ
ス

・
ト

ス
２

　
ス

パ
イ

ク
３

　
サ

ー
ブ

４
　

レ
シ

ー
ブ

５
　

垂
直

跳
び

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
防

寒
着

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

セ
ッ

ト
シ

ュ
ー

ト
４

　
対

人
プ

レ
ー

左
に
同
じ

左
に
同
じ

左
に
同
じ

左
に
同
じ

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

男
女

男

男
女

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男

男
女

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館

女

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

１
月

２
７

日
（

火
）

松
が

谷

剣
道

陸
上

競
技

府
中

雨
天

時
○

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

テ
ス

ト
　

（
下

記
の

種
目

か
ら

　
２

種
目

を
選

択
）

　
・

１
５

ｍ
ダ

ッ
シ

ュ
　

・
立

五
段

跳
び

　
・

メ
デ

ィ
シ

ン
ボ

ー
ル

投
げ

　
・

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

１
　

パ
ス

２
　

各
種

シ
ュ

ー
ト

　
又

は
　

キ
ー

ピ
ン

グ
３

　
攻

防
（

１
対

１
・

２
対

２
等

　
又

は
　

キ
ー

ピ
ン

グ
）

１
　

全
員

共
通

：
５

０
ｍ

走
２

　
種

目
別

（
下

記
の

種
目

か
ら

1
種

目
を

選
択

）
　

・
短

距
離

：
２

０
０

ｍ
走

　
・

中
・

長
距

離
　

男
子

：
１

５
０

０
ｍ

走
　

　
　

　
　

　
　

　
女

子
：

１
０

０
０

ｍ
走

　
・

ハ
ー

ド
ル

：
５

０
ｍ

ハ
ー

ド
ル

　
・

跳
躍

：
走

高
跳

・
走

幅
跳

か
ら

１
種

目
　

・
投

て
き

：
砲

丸
投

・
円

盤
投

か
ら

１
種

目
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

悪
天

時
・

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
時

：
体

育
館

）

剣
道

場

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
又

は
ス

パ
イ

ク
　

（
ス

パ
イ

ク
の

場
合

は
、

全
天

候
舗

装
　

ト
ラ

ッ
ク

用
と

土
用

の
２

種
類

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

を
使

用
す

る
　

の
で

、
判

断
が

つ
か

な
い

場
合

に
は

、
必

ず
　

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
　

す
る

こ
と

雨
天

時
　

晴
天

時
に

準
じ

る
。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
※

　
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

を
使

用
す

る
　

の
で

、
判

断
が

つ
か

な
い

場
合

に
は

、
必

ず
　

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
　

す
る

こ
と

・
サ

ッ
カ

ー
シ

ュ
ー

ズ
（

ス
パ

イ
ク

）
・

す
ね

当
て

・
水

（
水

分
補

給
用

）
・

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
希

望
者

は
、

キ
ー

パ
ー

　
グ

ロ
ー

ブ

１
　

素
振

り
　

　
①

正
面

　
②

跳
躍

２
　

切
り

返
し

３
　

基
本

打
ち

　
①

面
　

②
小

手
・

面
　

③
小

手
・

胴
４

　
応

じ
技

　
　

①
面

に
対

す
る

技
　

②
小

手
に

対
す

る
技

５
　

互
角

稽
古

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
・

防
寒

着
（

必
要

に
応

じ
て

）
・

エ
ル

ボ
ー

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
ニ

ー
パ

ッ
ド

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
防

寒
着

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
テ

ー
ピ

ン
グ

、
両

面
テ

ー
プ

（
使

用
し

な
い

　
場

合
は

必
要

な
い

。
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
　

を
持

参
す

る
こ

と

・
剣

道
着

・
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
剣

道
具

一
式

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

サ
ー

ブ
４

　
ス

パ
イ

ク
５

　
ト

ス
（

２
段

ト
ス

も
含

む
。

）
６

　
サ

ー
ブ

レ
シ

ー
ブ

７
　

対
人

レ
シ

ー
ブ

※
　

ア
タ

ッ
カ

ー
、

セ
ッ

タ
ー

、
リ

ベ
ロ

の
専

門
性

の
高

い
技

術
を

も
っ

た
受

検
者

は
各

検
査

内
容

の
配

点
が

異
な

る
　

場
合

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
投

げ
２

　
２

０
ｍ

走
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

３
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

５
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
ピ

ン
グ

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

希
望

者
）

全
天

候
舗

装
ト

ラ
ッ

ク
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

走
路

（
雨

天
時

：
体

育
館

）

１
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

２
　

５
０

ｍ
走

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

－194－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

サ
ッ

カ
ー

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
、

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

武
道

場
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

武
道

場
）

ラ
グ

ビ
ー

サ
ッ

カ
ー

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

武
道

場
）

女

男
女

男

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

男

１
月

２
６

日
（

月
）

男男

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男
女

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男

陸
上

競
技

硬
式

野
球

府
中

東

硬
式

野
球

府
中

西

女

１
　

ド
リ

ブ
ル

２
　

キ
ッ

ク
３

　
短

距
離

走
４

　
対

人
プ

レ
ー

体
育

館

体
育

館

雨
天

時
１

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
２

　
ボ

ー
ル

フ
ィ

ー
リ

ン
グ

３
　

対
人

（
１

対
１

等
）

１
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

２
　

ボ
ー

ル
フ

ィ
ー

リ
ン

グ
３

　
対

人
（

１
対

１
等

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

体
育

館

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
防

寒
着

・
運

動
着

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
・

ス
ロ

ー
シ

ュ
ー

ズ
(
投

擲
選

択
者

の
み

)
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

防
寒

着

１
　

立
幅

跳
２

　
腹

筋
３

　
選

択
種

目
(
走

、
障

害
、

跳
、

投
よ

り
選

択
)

※
　

晴
天

時
で

も
グ

ラ
ウ

ン
ド

状
況

不
良

の
場

合
は

、
内

容
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

る
。

・
運

動
着

・
す

ね
当

て
・

サ
ッ

カ
ー

シ
ュ

ー
ズ

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
サ

ッ
カ

ー
シ

ュ
ー

ズ
、

ア
ッ

プ
　

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

外
用

）
、

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
　

を
全

て
持

参
す

る
こ

と
・

防
寒

着

・
サ

ッ
カ

ー
の

で
き

る
運

動
着

・
レ

ガ
ー

ス
・

運
動

靴
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

雨
天

時
１

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
２

　
コ

ン
タ

ク
ト

ス
キ

ル

雨
天

時
１

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
２

　
２

０
ｍ

走
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

４
　

ス
イ

ン
グ

１
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

　
・

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

　
・

２
０

ｍ
走

２
　

個
人

ス
キ

ル
　

・
シ

ュ
ー

ト
又

は
キ

ー
ピ

ン
グ

　
・

フ
ェ

イ
ン

ト
技

術

・
運

動
着

・
運

動
靴

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
防

寒
着

※
　

ラ
グ

ビ
ー

経
験

者
は

、
マ

ウ
ス

ピ
ー

ス
、

　
ヘ

ッ
ド

キ
ャ

ッ
プ

、
ス

パ
イ

ク
を

持
参

　
す

る
こ

と

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
）

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

（
防

寒
着

も
持

ち
込

み
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

タ
オ

ル

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
防

寒
着

１
　

送
球

検
査

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
使

用
）

２
　

ス
イ

ン
グ

検
査

３
　

立
ち

幅
跳

び

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

遠
投

　
・

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
　

・
ト

ス
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

　
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
１

号
球

で
行

う
。

３
　

ス
イ

ン
グ

１
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

２
　

コ
ン

タ
ク

ト
ス

キ
ル

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

パ
ス

・
ト

ス
２

　
ス

パ
イ

ク
３

　
サ

ー
ブ

４
　

レ
シ

ー
ブ

５
　

垂
直

跳
び

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
防

寒
着

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

セ
ッ

ト
シ

ュ
ー

ト
４

　
対

人
プ

レ
ー

左
に
同
じ

左
に
同
じ

左
に
同
じ

左
に
同
じ

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

男
女

男

男
女

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男

男
女

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館

女

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

１
月

２
７

日
（

火
）

松
が

谷

剣
道

陸
上

競
技

府
中

雨
天

時
○

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

テ
ス

ト
　

（
下

記
の

種
目

か
ら

　
２

種
目

を
選

択
）

　
・

１
５

ｍ
ダ

ッ
シ

ュ
　

・
立

五
段

跳
び

　
・

メ
デ

ィ
シ

ン
ボ

ー
ル

投
げ

　
・

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

１
　

パ
ス

２
　

各
種

シ
ュ

ー
ト

　
又

は
　

キ
ー

ピ
ン

グ
３

　
攻

防
（

１
対

１
・

２
対

２
等

　
又

は
　

キ
ー

ピ
ン

グ
）

１
　

全
員

共
通

：
５

０
ｍ

走
２

　
種

目
別

（
下

記
の

種
目

か
ら

1
種

目
を

選
択

）
　

・
短

距
離

：
２

０
０

ｍ
走

　
・

中
・

長
距

離
　

男
子

：
１

５
０

０
ｍ

走
　

　
　

　
　

　
　

　
女

子
：

１
０

０
０

ｍ
走

　
・

ハ
ー

ド
ル

：
５

０
ｍ

ハ
ー

ド
ル

　
・

跳
躍

：
走

高
跳

・
走

幅
跳

か
ら

１
種

目
　

・
投

て
き

：
砲

丸
投

・
円

盤
投

か
ら

１
種

目
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

悪
天

時
・

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
時

：
体

育
館

）

剣
道

場

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
又

は
ス

パ
イ

ク
　

（
ス

パ
イ

ク
の

場
合

は
、

全
天

候
舗

装
　

ト
ラ

ッ
ク

用
と

土
用

の
２

種
類

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

を
使

用
す

る
　

の
で

、
判

断
が

つ
か

な
い

場
合

に
は

、
必

ず
　

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
　

す
る

こ
と

雨
天

時
　

晴
天

時
に

準
じ

る
。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
※

　
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

を
使

用
す

る
　

の
で

、
判

断
が

つ
か

な
い

場
合

に
は

、
必

ず
　

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
　

す
る

こ
と

・
サ

ッ
カ

ー
シ

ュ
ー

ズ
（

ス
パ

イ
ク

）
・

す
ね

当
て

・
水

（
水

分
補

給
用

）
・

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
希

望
者

は
、

キ
ー

パ
ー

　
グ

ロ
ー

ブ

１
　

素
振

り
　

　
①

正
面

　
②

跳
躍

２
　

切
り

返
し

３
　

基
本

打
ち

　
①

面
　

②
小

手
・

面
　

③
小

手
・

胴
４

　
応

じ
技

　
　

①
面

に
対

す
る

技
　

②
小

手
に

対
す

る
技

５
　

互
角

稽
古

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
・

防
寒

着
（

必
要

に
応

じ
て

）
・

エ
ル

ボ
ー

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
ニ

ー
パ

ッ
ド

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
防

寒
着

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
テ

ー
ピ

ン
グ

、
両

面
テ

ー
プ

（
使

用
し

な
い

　
場

合
は

必
要

な
い

。
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
　

を
持

参
す

る
こ

と

・
剣

道
着

・
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
剣

道
具

一
式

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

サ
ー

ブ
４

　
ス

パ
イ

ク
５

　
ト

ス
（

２
段

ト
ス

も
含

む
。

）
６

　
サ

ー
ブ

レ
シ

ー
ブ

７
　

対
人

レ
シ

ー
ブ

※
　

ア
タ

ッ
カ

ー
、

セ
ッ

タ
ー

、
リ

ベ
ロ

の
専

門
性

の
高

い
技

術
を

も
っ

た
受

検
者

は
各

検
査

内
容

の
配

点
が

異
な

る
　

場
合

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
投

げ
２

　
２

０
ｍ

走
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

３
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

５
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
ピ

ン
グ

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

希
望

者
）

全
天

候
舗

装
ト

ラ
ッ

ク
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

走
路

（
雨

天
時

：
体

育
館

）

１
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

２
　

５
０

ｍ
走

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

－195－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

当
日

の
天

候
に

か
か

わ
ら

ず
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

状
態

に
よ

っ
て

は
、

体
育

館
・

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

・
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

等
に

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
。

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ス
テ

ッ
プ

・
パ

ス
ス

キ
ル

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

ス
キ

ル
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

女男男男

硬
式

野
球

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

ラ
グ

ビ
ー

男男男 男

サ
ッ

カ
ー

サ
ッ

カ
ー

小
平

南

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

日
野

男
女

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
又

は
柔

剣
道

場
）

　
体

育
館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
ス

テ
ッ

プ
・

パ
ス

ス
キ

ル
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
ス

キ
ル

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

１
　

走
力

テ
ス

ト
２

　
基

本
的

な
技

術
テ

ス
ト

３
　

ゲ
ー

ム
形

式
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
　

が
あ

る
。

１
　

走
力

２
　

キ
ッ

ク
・

ヘ
デ

ィ
ン

グ
・

ド
リ

ブ
ル

等
の

基
本

技
術

３
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
シ

ュ
ー

ト

雨
天

時
１

　
走

力
テ

ス
ト

２
　

基
本

的
な

技
術

テ
ス

ト
３

　
ゲ

ー
ム

形
式

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
　

行
う

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ス
パ

イ
ク

不
可

）
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
運

動
靴

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
体

育
館

使
用

時
用

）
・

（
上

記
の

ほ
か

、
ス

パ
イ

ク
も

持
参

可
。

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
 
 
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

ェ
ア

上
下

・
ス

ト
ッ

キ
ン

グ
・

ス
パ

イ
ク

・
す

ね
当

て
・

グ
ロ

ー
ブ

（
キ

ー
パ

ー
の

み
）

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

外
用

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
　

を
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

(
必

要
に

応
じ

て
防

寒
着

)
・

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

　
(
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

)

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

エ
ア

一
式

、
す

ね
当

て
、

ス
パ

イ
　

ク
、

グ
ロ

ー
ブ

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
み

）
・

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

グ
ロ

ー
ブ

の
持

参
は

可

１
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

（
ク

ォ
ー

タ
ー

ダ
ッ

シ
ュ

）
２

　
垂

直
跳

び
３

　
各

種
シ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

（
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
含

む
）

４
　

オ
フ

ェ
ン

ス
・

デ
ィ

フ
ェ

ン
ス

の
技

能

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
６

日
（

月
）

体
育

館

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
時

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

　
こ

と
が

あ
る

。
※

　
使

用
球

は
１

号
球

と
す

る
。

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
　

（
切

り
返

し
ダ

ッ
シ

ュ
）

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
※

　
２

と
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

２
号

球
で

行
う

１
　

９
ｍ

３
往

復
ダ

ッ
シ

ュ
２

　
垂

直
跳

び
３

　
パ

ス
・

ト
ス

・
レ

シ
ー

ブ
４

　
ス

パ
イ

ク
・

サ
ー

ブ

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

４
　

リ
ン

グ
ジ

ャ
ン

プ
(
ジ

ャ
ン

プ
能

力
の

測
定

)

１
　

ボ
ー

ル
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
２

　
ド

リ
ブ

ル
３

　
パ

ス
４

　
リ

バ
ウ

ン
ド

５
　

シ
ュ

ー
ト

雨
天

時
１

　
走

力
２

　
キ

ッ
ク

・
ヘ

デ
ィ

ン
グ

・
　

ド
リ

ブ
ル

等
の

基
本

技
術

１
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

（
切

り
返

し
ダ

ッ
シ

ュ
）

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

（
２

号
球

）
投

げ
３

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

２
号

球
）

※
　

晴
天

の
場

合
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

会
場

を
変

更
す

る
　

可
能

性
が

あ
る

。

小
平

西
（

続
き

）
１

月
２

７
日

（
火

）

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

１
月

２
７

日
（

火
）

女女

男
女

男

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

拝
島

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

男

小
平

西
吹

奏
楽

男

男
女

小
川

山
崎

硬
式

野
球

硬
式

野
球

男

○
基

本
技

能
テ

ス
ト

（
５

号
球

で
行

う
。

）
　

１
　

サ
ー

ブ
　

２
　

ス
パ

イ
ク

、
も

し
く

は
セ

ッ
ト

（
ト

ス
）

　
３

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

　
４

　
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

雨
天

時
１

　
体

力
検

査
　

（
男

女
と

も
に

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

）
２

　
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
投

げ

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
に

よ
る

　
ネ

ッ
ト

ス
ロ

ー
３

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
　

（
守

備
）

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
打

撃
）

※
　

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

　
で

実
施

１
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

２
　

５
０

ｍ
走

３
　

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

（
守

備
）

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

打
撃

）
※

　
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

｡

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
は

体
育

館
）

　
音

楽
室

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

当
日

の
天

候
に

か
か

わ
ら

ず
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

状
態

に
よ

っ
て

は
、

体
育

館
・

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

・
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

等
に

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
。

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

当
日

の
天

候
に

か
か

わ
ら

ず
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

状
態

に
よ

っ
て

は
、

体
育

館
・

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

・
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

等
に

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
。

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
ス

パ
イ

ク
希

望
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と
・

グ
ロ

ー
ブ

（
バ

ッ
ト

は
学

校
で

用
意

）
・

防
寒

着
（

必
要

に
応

じ
て

）

雨
天

時
１

　
ウ

レ
タ

ン
ボ

ー
ル

打
ち

　
（

下
投

げ
の

ト
ス

）
２

　
２

０
ｍ

走
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

又
は

ピ
ッ

チ
ン

グ
４

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
（

守
備

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
・

防
寒

着
（

必
要

に
応

じ
て

）
・

サ
ポ

ー
タ

ー
類

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
・

防
寒

着
（

必
要

に
応

じ
て

）
・

サ
ポ

ー
タ

ー
類

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
使

用
時

用
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
)

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
体

育
館

使
用

時
用

）
・

グ
ロ

ー
ブ

　
（

上
記

の
ほ

か
、

バ
ッ

ト
・

ス
パ

イ
ク

も
　

持
参

可
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
演

奏
楽

器
、

自
由

曲
の

楽
譜

　
（

提
出

用
２

部
）

　
（

譜
面

準
備

の
都

合
上

、
演

奏
楽

器
・

　
　

打
楽

器
・

大
型

楽
器

に
つ

い
て

は
　

　
事

前
に

問
い

合
わ

せ
る

こ
と

）

１
　

体
力

検
査

（
男

子
：

１
５

０
０

ｍ
走

、
女

子
：

１
０

０
０

ｍ
走

）
２

　
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
投

げ
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
場

合
が

　
あ

る
。

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
ネ

ッ
ト

ス
ロ

ー
、

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
又

は
　

ピ
ッ

チ
ン

グ
３

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
　

（
守

備
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

 
 
が

あ
る

。

○
基

本
技

能
テ

ス
ト

（
５

号
球

で
行

う
。

）
　

１
　

サ
ー

ブ
　

２
　

ス
パ

イ
ク

、
も

し
く

は
セ

ッ
ト

（
ト

ス
）

　
３

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

　
４

　
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

体
育

館

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

ス
パ

イ
ク

は
不

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
　

両
方

を
持

参
す

る
こ

と

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

）
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ャ
ト

ル
）

１
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

２
　

５
０

ｍ
走

３
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

打
ち

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

○
管

楽
器

　
１

　
ロ

ン
グ

ト
ー

ン
　

２
　

ス
ケ

ー
ル

…
B
　

d
u
r
（

変
ロ

長
調

）
　

　
　

　
　

　
　

　
F
　

d
u
r
（

ヘ
長

調
）

　
　

　
　

　
　

　
　

E
s
　

d
u
r
（

変
ホ

長
調

）
　

　
　

（
１

～
２

オ
ク

タ
ー

ブ
、

テ
ン

ポ
・

リ
ズ

ム
・

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

・
開

始
音

域
は

当
日

楽
譜

を
提

示
し

指
定

）
　

３
　

自
由

曲
(
２

分
程

度
　

完
結

し
て

い
る

曲
を

選
択

す
る

こ
と

）
○

打
楽

器
　

１
　

ス
ネ

ア
ド

ラ
ム

で
基

本
リ

ズ
ム

、
ロ

ー
ル

　
２

　
マ

リ
ン

バ
又

は
シ

ロ
フ

ォ
ン

で
ス

ケ
ー

ル
　

　
　

B
　

d
u
r
（

変
ロ

長
調

）
　

　
　

F
　

d
u
r
（

ヘ
長

調
）

、
　

　
　

E
s
　

d
u
r
（

変
ホ

長
調

）
　

　
　

（
２

オ
ク

タ
ー

ブ
、

テ
ン

ポ
・

リ
ズ

ム
・

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

は
当

日
楽

譜
を

提
示

し
指

定
）

－196－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

当
日

の
天

候
に

か
か

わ
ら

ず
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

状
態

に
よ

っ
て

は
、

体
育

館
・

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

・
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

等
に

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
。

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ス
テ

ッ
プ

・
パ

ス
ス

キ
ル

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

ス
キ

ル
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

女男男男

硬
式

野
球

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

ラ
グ

ビ
ー

男男男 男

サ
ッ

カ
ー

サ
ッ

カ
ー

小
平

南

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

日
野

男
女

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
又

は
柔

剣
道

場
）

　
体

育
館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
ス

テ
ッ

プ
・

パ
ス

ス
キ

ル
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
ス

キ
ル

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

１
　

走
力

テ
ス

ト
２

　
基

本
的

な
技

術
テ

ス
ト

３
　

ゲ
ー

ム
形

式
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
　

が
あ

る
。

１
　

走
力

２
　

キ
ッ

ク
・

ヘ
デ

ィ
ン

グ
・

ド
リ

ブ
ル

等
の

基
本

技
術

３
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
シ

ュ
ー

ト

雨
天

時
１

　
走

力
テ

ス
ト

２
　

基
本

的
な

技
術

テ
ス

ト
３

　
ゲ

ー
ム

形
式

雨
天

時
１

　
反

復
横

跳
び

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
　

行
う

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ス
パ

イ
ク

不
可

）
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
運

動
靴

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
体

育
館

使
用

時
用

）
・

（
上

記
の

ほ
か

、
ス

パ
イ

ク
も

持
参

可
。

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
 
 
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

ェ
ア

上
下

・
ス

ト
ッ

キ
ン

グ
・

ス
パ

イ
ク

・
す

ね
当

て
・

グ
ロ

ー
ブ

（
キ

ー
パ

ー
の

み
）

・
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

（
屋

外
用

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
　

を
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

(
必

要
に

応
じ

て
防

寒
着

)
・

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

シ
ュ

ー
ズ

　
(
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

)

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

エ
ア

一
式

、
す

ね
当

て
、

ス
パ

イ
　

ク
、

グ
ロ

ー
ブ

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
み

）
・

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

グ
ロ

ー
ブ

の
持

参
は

可

１
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

（
ク

ォ
ー

タ
ー

ダ
ッ

シ
ュ

）
２

　
垂

直
跳

び
３

　
各

種
シ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

（
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
含

む
）

４
　

オ
フ

ェ
ン

ス
・

デ
ィ

フ
ェ

ン
ス

の
技

能

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
６

日
（

月
）

体
育

館

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
時

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

　
こ

と
が

あ
る

。
※

　
使

用
球

は
１

号
球

と
す

る
。

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
　

（
切

り
返

し
ダ

ッ
シ

ュ
）

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
※

　
２

と
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

２
号

球
で

行
う

１
　

９
ｍ

３
往

復
ダ

ッ
シ

ュ
２

　
垂

直
跳

び
３

　
パ

ス
・

ト
ス

・
レ

シ
ー

ブ
４

　
ス

パ
イ

ク
・

サ
ー

ブ

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

４
　

リ
ン

グ
ジ

ャ
ン

プ
(
ジ

ャ
ン

プ
能

力
の

測
定

)

１
　

ボ
ー

ル
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
２

　
ド

リ
ブ

ル
３

　
パ

ス
４

　
リ

バ
ウ

ン
ド

５
　

シ
ュ

ー
ト

雨
天

時
１

　
走

力
２

　
キ

ッ
ク

・
ヘ

デ
ィ

ン
グ

・
　

ド
リ

ブ
ル

等
の

基
本

技
術

１
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

（
切

り
返

し
ダ

ッ
シ

ュ
）

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

（
２

号
球

）
投

げ
３

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

２
号

球
）

※
　

晴
天

の
場

合
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

会
場

を
変

更
す

る
　

可
能

性
が

あ
る

。

小
平

西
（

続
き

）
１

月
２

７
日

（
火

）

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

１
月

２
７

日
（

火
）

女女

男
女

男

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

拝
島

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

男

小
平

西
吹

奏
楽

男

男
女

小
川

山
崎

硬
式

野
球

硬
式

野
球

男

○
基

本
技

能
テ

ス
ト

（
５

号
球

で
行

う
。

）
　

１
　

サ
ー

ブ
　

２
　

ス
パ

イ
ク

、
も

し
く

は
セ

ッ
ト

（
ト

ス
）

　
３

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

　
４

　
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

雨
天

時
１

　
体

力
検

査
　

（
男

女
と

も
に

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

）
２

　
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
投

げ

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
に

よ
る

　
ネ

ッ
ト

ス
ロ

ー
３

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
　

（
守

備
）

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
打

撃
）

※
　

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

　
で

実
施

１
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

２
　

５
０

ｍ
走

３
　

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

（
守

備
）

４
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

打
撃

）
※

　
３

、
４

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

｡

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
は

体
育

館
）

　
音

楽
室

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

当
日

の
天

候
に

か
か

わ
ら

ず
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

状
態

に
よ

っ
て

は
、

体
育

館
・

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

・
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

等
に

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
。

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

当
日

の
天

候
に

か
か

わ
ら

ず
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

状
態

に
よ

っ
て

は
、

体
育

館
・

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

・
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

等
に

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
。

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
ス

パ
イ

ク
希

望
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と
・

グ
ロ

ー
ブ

（
バ

ッ
ト

は
学

校
で

用
意

）
・

防
寒

着
（

必
要

に
応

じ
て

）

雨
天

時
１

　
ウ

レ
タ

ン
ボ

ー
ル

打
ち

　
（

下
投

げ
の

ト
ス

）
２

　
２

０
ｍ

走
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

又
は

ピ
ッ

チ
ン

グ
４

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
（

守
備

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
・

防
寒

着
（

必
要

に
応

じ
て

）
・

サ
ポ

ー
タ

ー
類

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
・

防
寒

着
（

必
要

に
応

じ
て

）
・

サ
ポ

ー
タ

ー
類

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
使

用
時

用
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
)

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
体

育
館

使
用

時
用

）
・

グ
ロ

ー
ブ

　
（

上
記

の
ほ

か
、

バ
ッ

ト
・

ス
パ

イ
ク

も
　

持
参

可
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
演

奏
楽

器
、

自
由

曲
の

楽
譜

　
（

提
出

用
２

部
）

　
（

譜
面

準
備

の
都

合
上

、
演

奏
楽

器
・

　
　

打
楽

器
・

大
型

楽
器

に
つ

い
て

は
　

　
事

前
に

問
い

合
わ

せ
る

こ
と

）

１
　

体
力

検
査

（
男

子
：

１
５

０
０

ｍ
走

、
女

子
：

１
０

０
０

ｍ
走

）
２

　
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
投

げ
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
場

合
が

　
あ

る
。

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
ネ

ッ
ト

ス
ロ

ー
、

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
又

は
　

ピ
ッ

チ
ン

グ
３

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
　

（
守

備
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

 
 
が

あ
る

。

○
基

本
技

能
テ

ス
ト

（
５

号
球

で
行

う
。

）
　

１
　

サ
ー

ブ
　

２
　

ス
パ

イ
ク

、
も

し
く

は
セ

ッ
ト

（
ト

ス
）

　
３

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

　
４

　
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

体
育

館

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

ス
パ

イ
ク

は
不

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
　

両
方

を
持

参
す

る
こ

と

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

）
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ャ
ト

ル
）

１
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

２
　

５
０

ｍ
走

３
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

打
ち

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

○
管

楽
器

　
１

　
ロ

ン
グ

ト
ー

ン
　

２
　

ス
ケ

ー
ル

…
B
　

d
u
r
（

変
ロ

長
調

）
　

　
　

　
　

　
　

　
F
　

d
u
r
（

ヘ
長

調
）

　
　

　
　

　
　

　
　

E
s
　

d
u
r
（

変
ホ

長
調

）
　

　
　

（
１

～
２

オ
ク

タ
ー

ブ
、

テ
ン

ポ
・

リ
ズ

ム
・

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

・
開

始
音

域
は

当
日

楽
譜

を
提

示
し

指
定

）
　

３
　

自
由

曲
(
２

分
程

度
　

完
結

し
て

い
る

曲
を

選
択

す
る

こ
と

）
○

打
楽

器
　

１
　

ス
ネ

ア
ド

ラ
ム

で
基

本
リ

ズ
ム

、
ロ

ー
ル

　
２

　
マ

リ
ン

バ
又

は
シ

ロ
フ

ォ
ン

で
ス

ケ
ー

ル
　

　
　

B
　

d
u
r
（

変
ロ

長
調

）
　

　
　

F
　

d
u
r
（

ヘ
長

調
）

、
　

　
　

E
s
　

d
u
r
（

変
ホ

長
調

）
　

　
　

（
２

オ
ク

タ
ー

ブ
、

テ
ン

ポ
・

リ
ズ

ム
・

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

は
当

日
楽

譜
を

提
示

し
指

定
）

－197－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

都
立

小
平

高
等

学
校

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

コ
ー

ト
(
雨

天
:
本

校
体

育
館

・
本

校
武

道
場

)

都
立

小
平

高
等

学
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
(
雨

天
:
本

校
体

育
館

・
本

校
武

道
場

)

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

男

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

女 男 男

陸
上

競
技

女

男
女

女 男

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

女

男
女

東
大

和

硬
式

テ
ニ

ス

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

３
　

シ
ュ

ー
ト

　
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
、

シ
ュ

ー
ト

ス
ト

ッ
プ

）
４

　
ゲ

ー
ム

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

(
砂

入
り

人
工

芝
)

(
雨

天
:
体

育
館

・
武

道
場

)

都
立

小
平

高
等

学
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
(
雨

天
:
本

校
体

育
館

・
本

校
武

道
場

)

体
育

館
・

武
道

場

１
　

オ
ー

バ
ー

パ
ス

２
　

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

３
　

対
人

パ
ス

４
　

ス
パ

イ
ク

５
　

サ
ー

ブ

・
運

動
着

・
ラ

ケ
ッ

ト
・

テ
ニ

ス
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

・
基

本
技

術
の

テ
ス

ト
を

実
施

・
運

動
着

又
は

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

・
運

動
靴

（
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

用
）

・
ス

パ
イ

ク
・

す
ね

当
て

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

又
は

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

・
運

動
靴

（
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

用
）

・
ス

パ
イ

ク
・

す
ね

当
て

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

１
　

遠
投

、
５

０
ｍ

走
２

　
パ

ス
、

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
、

２
対

２
の

攻
防

４
　

パ
ス

ゲ
ー

ム
（

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

有
り

）
※

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
場

合
、

キ
ー

ピ
ン

グ
の

検
査

も
実

施
す

る
。

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

・
基

本
技

術
の

テ
ス

ト
を

実
施

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

テ
ス

ト
を

実
施

　
受

検
者

の
専

門
種

目
に

よ
る

。
○

短
距

離
　

　
　

ス
タ

ー
ト

ダ
ッ

シ
ュ

練
習

(
３

０
ｍ

～
５

０
ｍ

程
度

）
、

　
５

０
ｍ

の
タ

イ
ム

測
定

、
ス

プ
リ

ン
ト

ド
リ

ル
な

ど
の

補
助

運
動

○
ハ

ー
ド

ル
　

　
５

台
程

度
（

５
０

～
６

０
ｍ

）
の

ハ
ー

ド
ル

練
習

、
３

歩
、

　
　

　
　

　
　

５
歩

ハ
ー

ド
リ

ン
グ

な
ど

の
補

助
運

動
○

中
・

長
距

離
　

１
０

０
０

ｍ
走

の
タ

イ
ム

測
定

、
１

０
０

ｍ
程

度
の

快
調

走
○

投
て

き
　

　
　

砲
丸

投
、

円
盤

投
、

や
り

投
な

ど
各

種
目

投
て

き
○

跳
躍

　
　

　
　

短
～

中
助

走
に

よ
る

跳
躍

（
走

り
高

跳
び

、
走

り
幅

跳
び

）
、

　
　

　
　

　
　

バ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
な

ど
の

補
助

運
動

※
　

短
距

離
、

跳
躍

、
ハ

ー
ド

ル
種

目
は

大
会

で
行

う
よ

う
な

全
力

で
の

　
記

録
測

定
は

行
わ

な
い

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

中
・

長
距

離
は

ロ
ー

ド
用

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

・
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

外
用

、
　

体
育

館
用

）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
・

グ
ロ

ー
ブ

・
運

動
靴

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

リ
バ

ウ
ン

ド
シ

ュ
ー

ト
４

　
３

対
３

の
攻

防
（

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

有
り

）

１
　

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

２
　

ノ
ッ

ク
＋

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

雨
天

時
　

基
本

技
能

の
テ

ス
ト

を
実

施

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

３
対

３
の

攻
防

（
受

検
者

数
に

よ
っ

て
変

更
有

り
）

４
　

垂
直

跳
び

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

・
基

本
技

術
の

テ
ス

ト
を

実
施

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

３
　

５
対

５
の

攻
防

４
　

ゲ
ー

ム

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

・
基

本
技

術
の

テ
ス

ト
を

実
施

１
　

サ
ー

ブ
２

　
ス

ト
ロ

ー
ク

３
　

ボ
レ

ー
＆

ス
マ

ッ
シ

ュ
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

５
　

ダ
ッ

シ
ュ

走

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

陸
上

競
技

（
中

長
距

離
）

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男

１
月

２
７

日
（

火
）

男
女

女

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

硬
式

野
球

男
硬

式
野

球

男

福
生

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

美
術

狛
江

男

男
女

男

男
女

サ
ッ

カ
ー

東
村

山
西

空
手

男

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

（
雨

天
時

：
体

育
館

・
武

道
場

）

教
室

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

武
道

場
）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

剣
道

場
）

剣
道

場
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

剣
道

場
）

体
育

館

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

武
道

場
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
す

ね
当

て
・

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

ス
パ

イ
ク

と
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
を

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
シ

ュ
ー

ズ

・
運

動
着

・
シ

ュ
ー

ズ

１
　

運
動

能
力

テ
ス

ト
（

塁
間

走
・

遠
投

）
２

　
守

備
力

テ
ス

ト
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

３
　

打
撃

力
テ

ス
ト

（
ス

イ
ン

グ
ス

ピ
ー

ド
計

測
・

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

）
※

　
雨

天
で

な
く

て
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
た

め
に

検
査

内
容

を
変

更
す

る
　

可
能

性
が

あ
る

。

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
～

４
は

晴
天

時
と

同
様

※
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

基
本

的
　

な
技

術

雨
天

時
１

　
運

動
能

力
テ

ス
ト

（
短

距
離

走
・

反
復

横
跳

び
・

上
体

起
こ

し
　

・
立

ち
幅

跳
び

）
２

　
守

備
力

テ
ス

ト
（

キ
ャ

ッ
チ

　
ボ

ー
ル

）
３

　
打

撃
力

テ
ス

ト
（

ス
イ

ン
グ

　
ス

ピ
ー

ド
計

測
）

１
　

ア
ン

ダ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
・

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ポ

ジ
シ

ョ
ン

別
（

ス
パ

イ
ク

・
ト

ス
・

レ
シ

ー
ブ

）
３

　
サ

ー
ブ

雨
天

時
１

　
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

２
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

１
　

基
礎

体
力

テ
ス

ト
２

　
投

球
・

捕
球

動
作

３
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

４
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

打
ち

５
　

ノ
ッ

ク
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

に
て

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
投

げ
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

シ
ャ

ト
ル

　
で

実
施

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
グ

ロ
ー

ブ
・

ス
パ

イ
ク

・
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
グ

ロ
ー

ブ

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
も

可
）

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

グ
ロ

ー
ブ

・
ス

パ
イ

ク
※

　
必

ず
運

動
靴

と
ス

パ
イ

ク
と

体
育

館
　

シ
ュ

ー
ズ

を
持

参
す

る
こ

と

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

ェ
ア

・
ス

パ
イ

ク
・

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
・

す
ね

当
て

　
（

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

）
※

　
必

ず
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
の

両
方

を
持

参
す

る
こ

と

１
　

短
距

離
走

、
ア

ジ
リ

テ
ィ

２
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

・
ド

リ
ブ

ル
等

の
ボ

ー
ル

ス
キ

ル
３

　
各

種
シ

ュ
ー

ト
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

※
　

雨
天

で
な

く
て

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

た
め

に
検

査
内

容
を

変
更

す
る

　
可

能
性

が
あ

る
。

○
鉛

筆
に

よ
る

デ
ッ

サ
ン

（
Ｂ

３
版

画
用

紙
を

使
用

）
※

　
画

用
紙

と
画

版
は

本
校

で
用

意
○

実
技

検
査

は
率

直
な

描
写

力
、

堅
実

な
写

生
能

力
を

評
価

す
る

。
○

個
人

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
」

を
実

施
す

る
。

「
自

己
Ｐ

Ｒ
」

は
個

人
面

接
の

う
ち

２
分

以
内

で
、

自
己

制
作

　
の

作
品

（
又

は
そ

の
写

し
）

を
持

参
し

て
、

そ
の

Ｐ
Ｒ

を
行

う
。

雨
天

時
１

　
短

距
離

走
、

ア
ジ

リ
テ

ィ
２

　
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
・

ド
リ

ブ
ル

　
等

の
ボ

ー
ル

ス
キ

ル
３

　
各

種
シ

ュ
ー

ト
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

ゲ
ー

ム
形

式
（

受
検

者
数

に
よ

り
１

ｏ
ｎ

１
～

５
ｏ

ｎ
５

）
４

　
垂

直
跳

び

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
投

球
・

捕
球

動
作

３
　

立
ち

幅
跳

び
４

　
ス

イ
ン

グ

・
運

動
着

又
は

空
手

道
着

・
鉛

筆
（

Ｈ
～

４
Ｂ

程
度

）
・

消
し

ゴ
ム

（
練

り
消

し
ゴ

ム
可

）
・

自
己

Ｐ
Ｒ

に
必

要
な

作
品

・
資

料

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ボ
ー

ル
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
（

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

・
ド

リ
ブ

ル
）

３
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
シ

ュ
ー

ト
５

　
ゲ

ー
ム

※
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

基
本

的
な

技
術

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

雨
天

時
で

も
同

じ
１

　
基

礎
体

力
テ

ス
ト

２
　

空
手

道
の

基
本

動
作

（
突

き
・

蹴
り

）
３

　
得

意
形

二
つ

１
　

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
２

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
※

　
雨

天
で

な
く

て
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
た

め
に

検
査

内
容

を
変

更
す

る
　

可
能

性
が

あ
る

。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
及

び
遠

投
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。
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実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

都
立

小
平

高
等

学
校

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

コ
ー

ト
(
雨

天
:
本

校
体

育
館

・
本

校
武

道
場

)

都
立

小
平

高
等

学
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
(
雨

天
:
本

校
体

育
館

・
本

校
武

道
場

)

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

男

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

女 男 男

陸
上

競
技

女

男
女

女 男

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

女

男
女

東
大

和

硬
式

テ
ニ

ス

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

３
　

シ
ュ

ー
ト

　
　

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
、

シ
ュ

ー
ト

ス
ト

ッ
プ

）
４

　
ゲ

ー
ム

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

(
砂

入
り

人
工

芝
)

(
雨

天
:
体

育
館

・
武

道
場

)

都
立

小
平

高
等

学
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
(
雨

天
:
本

校
体

育
館

・
本

校
武

道
場

)

体
育

館
・

武
道

場

１
　

オ
ー

バ
ー

パ
ス

２
　

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

３
　

対
人

パ
ス

４
　

ス
パ

イ
ク

５
　

サ
ー

ブ

・
運

動
着

・
ラ

ケ
ッ

ト
・

テ
ニ

ス
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

・
基

本
技

術
の

テ
ス

ト
を

実
施

・
運

動
着

又
は

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

・
運

動
靴

（
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

用
）

・
ス

パ
イ

ク
・

す
ね

当
て

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

又
は

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

・
運

動
靴

（
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

用
）

・
ス

パ
イ

ク
・

す
ね

当
て

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

１
　

遠
投

、
５

０
ｍ

走
２

　
パ

ス
、

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
、

２
対

２
の

攻
防

４
　

パ
ス

ゲ
ー

ム
（

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

有
り

）
※

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
場

合
、

キ
ー

ピ
ン

グ
の

検
査

も
実

施
す

る
。

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

・
基

本
技

術
の

テ
ス

ト
を

実
施

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

テ
ス

ト
を

実
施

　
受

検
者

の
専

門
種

目
に

よ
る

。
○

短
距

離
　

　
　

ス
タ

ー
ト

ダ
ッ

シ
ュ

練
習

(
３

０
ｍ

～
５

０
ｍ

程
度

）
、

　
５

０
ｍ

の
タ

イ
ム

測
定

、
ス

プ
リ

ン
ト

ド
リ

ル
な

ど
の

補
助

運
動

○
ハ

ー
ド

ル
　

　
５

台
程

度
（

５
０

～
６

０
ｍ

）
の

ハ
ー

ド
ル

練
習

、
３

歩
、

　
　

　
　

　
　

５
歩

ハ
ー

ド
リ

ン
グ

な
ど

の
補

助
運

動
○

中
・

長
距

離
　

１
０

０
０

ｍ
走

の
タ

イ
ム

測
定

、
１

０
０

ｍ
程

度
の

快
調

走
○

投
て

き
　

　
　

砲
丸

投
、

円
盤

投
、

や
り

投
な

ど
各

種
目

投
て

き
○

跳
躍

　
　

　
　

短
～

中
助

走
に

よ
る

跳
躍

（
走

り
高

跳
び

、
走

り
幅

跳
び

）
、

　
　

　
　

　
　

バ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
な

ど
の

補
助

運
動

※
　

短
距

離
、

跳
躍

、
ハ

ー
ド

ル
種

目
は

大
会

で
行

う
よ

う
な

全
力

で
の

　
記

録
測

定
は

行
わ

な
い

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

中
・

長
距

離
は

ロ
ー

ド
用

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

・
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

外
用

、
　

体
育

館
用

）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
・

グ
ロ

ー
ブ

・
運

動
靴

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

リ
バ

ウ
ン

ド
シ

ュ
ー

ト
４

　
３

対
３

の
攻

防
（

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

有
り

）

１
　

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

２
　

ノ
ッ

ク
＋

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

雨
天

時
　

基
本

技
能

の
テ

ス
ト

を
実

施

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

３
対

３
の

攻
防

（
受

検
者

数
に

よ
っ

て
変

更
有

り
）

４
　

垂
直

跳
び

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

・
基

本
技

術
の

テ
ス

ト
を

実
施

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

３
　

５
対

５
の

攻
防

４
　

ゲ
ー

ム

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

・
基

本
技

術
の

テ
ス

ト
を

実
施

１
　

サ
ー

ブ
２

　
ス

ト
ロ

ー
ク

３
　

ボ
レ

ー
＆

ス
マ

ッ
シ

ュ
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

５
　

ダ
ッ

シ
ュ

走

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

陸
上

競
技

（
中

長
距

離
）

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男

１
月

２
７

日
（

火
）

男
女

女

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

硬
式

野
球

男
硬

式
野

球

男

福
生

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

美
術

狛
江

男

男
女

男

男
女

サ
ッ

カ
ー

東
村

山
西

空
手

男

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

（
雨

天
時

：
体

育
館

・
武

道
場

）

教
室

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

武
道

場
）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

剣
道

場
）

剣
道

場
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

剣
道

場
）

体
育

館

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
・

武
道

場
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
す

ね
当

て
・

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

ス
パ

イ
ク

と
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
を

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
シ

ュ
ー

ズ

・
運

動
着

・
シ

ュ
ー

ズ

１
　

運
動

能
力

テ
ス

ト
（

塁
間

走
・

遠
投

）
２

　
守

備
力

テ
ス

ト
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

３
　

打
撃

力
テ

ス
ト

（
ス

イ
ン

グ
ス

ピ
ー

ド
計

測
・

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

）
※

　
雨

天
で

な
く

て
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
た

め
に

検
査

内
容

を
変

更
す

る
　

可
能

性
が

あ
る

。

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
～

４
は

晴
天

時
と

同
様

※
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

基
本

的
　

な
技

術

雨
天

時
１

　
運

動
能

力
テ

ス
ト

（
短

距
離

走
・

反
復

横
跳

び
・

上
体

起
こ

し
　

・
立

ち
幅

跳
び

）
２

　
守

備
力

テ
ス

ト
（

キ
ャ

ッ
チ

　
ボ

ー
ル

）
３

　
打

撃
力

テ
ス

ト
（

ス
イ

ン
グ

　
ス

ピ
ー

ド
計

測
）

１
　

ア
ン

ダ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
・

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ポ

ジ
シ

ョ
ン

別
（

ス
パ

イ
ク

・
ト

ス
・

レ
シ

ー
ブ

）
３

　
サ

ー
ブ

雨
天

時
１

　
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

２
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

１
　

基
礎

体
力

テ
ス

ト
２

　
投

球
・

捕
球

動
作

３
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

４
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

打
ち

５
　

ノ
ッ

ク
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

に
て

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
投

げ
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

シ
ャ

ト
ル

　
で

実
施

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
グ

ロ
ー

ブ
・

ス
パ

イ
ク

・
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
グ

ロ
ー

ブ

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
も

可
）

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

グ
ロ

ー
ブ

・
ス

パ
イ

ク
※

　
必

ず
運

動
靴

と
ス

パ
イ

ク
と

体
育

館
　

シ
ュ

ー
ズ

を
持

参
す

る
こ

と

・
サ

ッ
カ

ー
ウ

ェ
ア

・
ス

パ
イ

ク
・

ア
ッ

プ
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
・

す
ね

当
て

　
（

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

）
※

　
必

ず
ア

ッ
プ

シ
ュ

ー
ズ

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
の

両
方

を
持

参
す

る
こ

と

１
　

短
距

離
走

、
ア

ジ
リ

テ
ィ

２
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

・
ド

リ
ブ

ル
等

の
ボ

ー
ル

ス
キ

ル
３

　
各

種
シ

ュ
ー

ト
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

※
　

雨
天

で
な

く
て

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

た
め

に
検

査
内

容
を

変
更

す
る

　
可

能
性

が
あ

る
。

○
鉛

筆
に

よ
る

デ
ッ

サ
ン

（
Ｂ

３
版

画
用

紙
を

使
用

）
※

　
画

用
紙

と
画

版
は

本
校

で
用

意
○

実
技

検
査

は
率

直
な

描
写

力
、

堅
実

な
写

生
能

力
を

評
価

す
る

。
○

個
人

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
」

を
実

施
す

る
。

「
自

己
Ｐ

Ｒ
」

は
個

人
面

接
の

う
ち

２
分

以
内

で
、

自
己

制
作

　
の

作
品

（
又

は
そ

の
写

し
）

を
持

参
し

て
、

そ
の

Ｐ
Ｒ

を
行

う
。

雨
天

時
１

　
短

距
離

走
、

ア
ジ

リ
テ

ィ
２

　
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
・

ド
リ

ブ
ル

　
等

の
ボ

ー
ル

ス
キ

ル
３

　
各

種
シ

ュ
ー

ト
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

ゲ
ー

ム
形

式
（

受
検

者
数

に
よ

り
１

ｏ
ｎ

１
～

５
ｏ

ｎ
５

）
４

　
垂

直
跳

び

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
投

球
・

捕
球

動
作

３
　

立
ち

幅
跳

び
４

　
ス

イ
ン

グ

・
運

動
着

又
は

空
手

道
着

・
鉛

筆
（

Ｈ
～

４
Ｂ

程
度

）
・

消
し

ゴ
ム

（
練

り
消

し
ゴ

ム
可

）
・

自
己

Ｐ
Ｒ

に
必

要
な

作
品

・
資

料

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ボ
ー

ル
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
（

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

・
ド

リ
ブ

ル
）

３
　

パ
ス

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
４

　
シ

ュ
ー

ト
５

　
ゲ

ー
ム

※
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

基
本

的
な

技
術

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

雨
天

時
で

も
同

じ
１

　
基

礎
体

力
テ

ス
ト

２
　

空
手

道
の

基
本

動
作

（
突

き
・

蹴
り

）
３

　
得

意
形

二
つ

１
　

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
２

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
※

　
雨

天
で

な
く

て
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
た

め
に

検
査

内
容

を
変

更
す

る
　

可
能

性
が

あ
る

。

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
及

び
遠

投
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

－199－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

武
蔵

村
山

久
留

米
西

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男 男女 男 女 男

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女

体
育

館

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
左

に
同

じ
３

　
左

に
同

じ

剣
道

場

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

シ
ュ

ー
ト

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
）

３
　

ゲ
ー

ム
（

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

の
ポ

ジ
シ

ョ
ン

で
行

う
。

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

１
　

ド
リ

ブ
ル

ワ
ー

ク
か

ら
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
２

　
ゴ

ー
ル

下
か

ら
シ

ュ
ー

ト
、

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
の

攻
防

４
　

ゲ
ー

ム
形

式
の

検
査

（
※

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

あ
り

）
５

　
垂

直
跳

び

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

対
人

レ
シ

ー
ブ

４
　

ス
パ

イ
ク

５
　

サ
ー

ブ

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

対
人

レ
シ

ー
ブ

４
　

ス
パ

イ
ク

５
　

サ
ー

ブ

雨
天

時
１

　
反

復
横

と
び

２
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
シ

ャ
ト

ル
　

で
実

施
）

３
　

捕
球

及
び

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

※
　

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
も

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

　
を

持
参

す
る

こ
と

。

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
（

バ
レ

ー
用

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
サ

ポ
ー

タ
ー

（
必

要
で

あ
れ

ば
）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
（

バ
ス

ケ
ッ

ト
シ

ュ
ー

ズ
）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
運

動
靴

・
ス

パ
イ

ク
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
剣

道
具

一
式

（
剣

道
着

、
防

具
、

竹
刀

等
）

・
竹

刀
の

長
さ

は
三

尺
七

寸
又

は
三

尺
八

寸
の

　
も

の
と

す
る

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
・

す
ね

当
て

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
）

と
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
す

る
こ

と

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
月

２
６

日
（

月
）

剣
道

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

硬
式

野
球

男

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

ノ
ッ

ク
　

（
２

、
３

は
セ

ー
フ

テ
ィ

　
ボ

ー
ル

で
実

施
）

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

シ
ャ

ト
ル

で
実

施
）

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

　
（

シ
ャ

ト
ル

で
実

施
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

が
　

あ
る

。

１
　

ド
リ

ブ
ル

２
　

パ
ス

３
　

シ
ュ

ー
ト

４
　

対
人

技
能

体
育

館

１
　

素
振

り
２

　
足

さ
ば

き
３

　
基

本
技

４
　

試
合

形
式

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
・

ト
ス

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

４
　

ノ
ッ

ク
５

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
３

、
４

、
５

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
（

１
号

球
）

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

　
場

合
が

あ
る

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
も

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

　
を

持
参

す
る

こ
と

。

硬
式

野
球

男

永
山

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
（

バ
レ

ー
用

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
サ

ポ
ー

タ
ー

（
必

要
で

あ
れ

ば
）

女
体

育
館

体
育

館

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
・

遠
投

３
　

ノ
ッ

ク
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

及
び

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
。

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

　
が

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
お

よ
び

武
道

場
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
お

よ
び

武
道

場
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
・

遠
投

３
　

ノ
ッ

ク
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

及
び

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
。

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

　
が

あ
る

。

雨
天

時
１

　
反

復
横

と
び

２
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
シ

ャ
ト

ル
　

で
実

施
）

３
　

捕
球

及
び

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

※
　

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
の

で
き

る
服

装

陸
上

競
技

男
女

・
ラ

ン
ニ

ン
グ

シ
ュ

ー
ズ

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
(
持

っ
て

い
る

人
の

み
　

持
参

。
種

目
別

で
使

用
す

る
場

合
は

短
め

な
　

土
用

の
ピ

ン
を

用
意

す
る

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
用

）
・

運
動

着
、

陸
上

競
技

の
し

や
す

い
服

装
　

（
各

種
目

が
で

き
る

服
装

を
用

意
す

る
）

※
　

晴
天

で
も

必
ず

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
と

　
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

男

硬
式

野
球

水
泳

硬
式

野
球

東
大

和
南

サ
ッ

カ
ー

清
瀬

男

男
女

男

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

（
雨

天
時

：
体

育
館

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

５
０

ｍ
走

（
全

員
共

通
、

ス
パ

イ
ク

不
使

用
）

２
　

種
目

別
（

下
記

の
種

目
か

ら
１

種
目

選
択

、
ス

パ
イ

ク
や

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

シ
ュ

ー
ズ

使
用

可
）

　
・

短
距

離
：

２
０

０
ｍ

走
　

・
中

長
距

離
：

１
０

０
０

ｍ
走

　
・

ハ
ー

ド
ル

：
５

０
ｍ

ハ
ー

ド
ル

走
　

・
跳

躍
：

走
高

跳
・

走
幅

跳
(
短

助
走

跳
躍

）
　

・
投

て
き

：
砲

丸
投

・
円

盤
投

・
ジ

ャ
ベ

リ
ッ

ク
ス

ロ
ー

※
　

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
は

指
定

の
時

間
内

で
各

自
が

行
う

。
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
　

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
パ

ス
・

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
　

シ
ュ

ー
ト

２
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

、
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

・
ダ

イ
ビ

ン
グ

３
　

ゲ
ー

ム

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

３
対

３
（

受
検

者
数

に
応

じ
て

変
更

あ
り

）
４

　
垂

直
飛

び

雨
天

時
体

育
館

等
室

内
で

基
礎

体
力

テ
ス

ト
（

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

テ
ス

ト
）

を
行

う
（

全
員

共
通

）
１

　
立

ち
幅

跳
び

２
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

３
　

メ
デ

ィ
シ

ン
ボ

ー
ル

投
げ

４
　

上
体

起
こ

し
５

　
変

形
ダ

ッ
シ

ュ

・
テ

ニ
ス

ウ
ェ

ア
・

テ
ニ

ス
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

※
　

屋
外

用
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
両

方
を

持
参

　
す

る
こ

と
・

ラ
ケ

ッ
ト

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
※

　
屋

外
用

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

両
方

を
持

参
　

す
る

こ
と

・
グ

ロ
ー

ブ

・
ユ

ニ
ホ

ー
ム

（
運

動
着

）
・

帽
子

・
運

動
靴

・
ス

パ
イ

ク
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

と
　

ス
パ

イ
ク

を
持

参
す

る
こ

と
・

グ
ロ

ー
ブ

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ャ
ト

ル
で

実
施

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
遠

投
４

　
ノ

ッ
ク

５
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

、
５

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
(
雨

天
時

：
体

育
館

又
は

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

等
)

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

フ
ォ

ア
ス

ト
ロ

ー
ク

２
　

バ
ッ

ク
ス

ト
ロ

ー
ク

３
　

ス
ト

ロ
ー

ク
　

又
は

　
ボ

レ
ー

・
ス

マ
ッ

シ
ュ

４
　

サ
ー

ブ

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
で

も
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

サ
ッ

カ
ー

の
で

き
る

服
装

　
（

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

ダ
イ

ビ
ン

グ
の

　
で

き
る

服
装

を
用

意
す

る
。

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

１
　

パ
ス

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
・

シ
ュ

ー
ト

２
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

、
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
・

ダ
イ

ビ
ン

グ
３

　
ゲ

ー
ム

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
　

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
４

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
５

　
ノ

ッ
ク

※
　

３
、

４
、

５
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

雨
天

時
１

　
ベ

ー
ス

ラ
ン

ニ
ン

グ
方

式
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

ソ
フ

ト
　

ボ
ー

ル
で

実
施

）
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

シ
ャ

ト
ル

　
で

実
施

）

１
　

長
座

体
前

屈
２

　
立

ち
幅

跳
び

３
　

上
体

起
こ

し
４

　
腕

立
て

伏
せ

５
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

６
　

シ
ャ

ド
ウ

ス
イ

ム
（

自
由

形
を

含
む

２
種

目
）

男
女

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

－200－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

武
蔵

村
山

久
留

米
西

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男 男女 男 女 男

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女

体
育

館

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
左

に
同

じ
３

　
左

に
同

じ

剣
道

場

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

シ
ュ

ー
ト

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
）

３
　

ゲ
ー

ム
（

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

の
ポ

ジ
シ

ョ
ン

で
行

う
。

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

１
　

ド
リ

ブ
ル

ワ
ー

ク
か

ら
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
２

　
ゴ

ー
ル

下
か

ら
シ

ュ
ー

ト
、

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

１
対

１
の

攻
防

４
　

ゲ
ー

ム
形

式
の

検
査

（
※

受
検

者
数

に
よ

っ
て

変
更

あ
り

）
５

　
垂

直
跳

び

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

対
人

レ
シ

ー
ブ

４
　

ス
パ

イ
ク

５
　

サ
ー

ブ

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

対
人

レ
シ

ー
ブ

４
　

ス
パ

イ
ク

５
　

サ
ー

ブ

雨
天

時
１

　
反

復
横

と
び

２
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
シ

ャ
ト

ル
　

で
実

施
）

３
　

捕
球

及
び

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

※
　

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
も

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

　
を

持
参

す
る

こ
と

。

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
（

バ
レ

ー
用

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
サ

ポ
ー

タ
ー

（
必

要
で

あ
れ

ば
）

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
（

バ
ス

ケ
ッ

ト
シ

ュ
ー

ズ
）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
可

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
運

動
靴

・
ス

パ
イ

ク
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
剣

道
具

一
式

（
剣

道
着

、
防

具
、

竹
刀

等
）

・
竹

刀
の

長
さ

は
三

尺
七

寸
又

は
三

尺
八

寸
の

　
も

の
と

す
る

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
・

す
ね

当
て

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
）

と
体

育
館

　
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
持

参
す

る
こ

と

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
月

２
６

日
（

月
）

剣
道

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

硬
式

野
球

男

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

３
　

ノ
ッ

ク
　

（
２

、
３

は
セ

ー
フ

テ
ィ

　
ボ

ー
ル

で
実

施
）

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
（

シ
ャ

ト
ル

で
実

施
）

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

　
（

シ
ャ

ト
ル

で
実

施
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

が
　

あ
る

。

１
　

ド
リ

ブ
ル

２
　

パ
ス

３
　

シ
ュ

ー
ト

４
　

対
人

技
能

体
育

館

１
　

素
振

り
２

　
足

さ
ば

き
３

　
基

本
技

４
　

試
合

形
式

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
・

ト
ス

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

４
　

ノ
ッ

ク
５

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
３

、
４

、
５

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
（

１
号

球
）

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

　
場

合
が

あ
る

。

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
も

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

　
を

持
参

す
る

こ
と

。

硬
式

野
球

男

永
山

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

　
（

バ
レ

ー
用

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
サ

ポ
ー

タ
ー

（
必

要
で

あ
れ

ば
）

女
体

育
館

体
育

館

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
・

遠
投

３
　

ノ
ッ

ク
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

及
び

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
。

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

　
が

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
お

よ
び

武
道

場
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
お

よ
び

武
道

場
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
・

遠
投

３
　

ノ
ッ

ク
４

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

及
び

ロ
ン

グ
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
。

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

　
が

あ
る

。

雨
天

時
１

　
反

復
横

と
び

２
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
シ

ャ
ト

ル
　

で
実

施
）

３
　

捕
球

及
び

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

※
　

３
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
の

で
き

る
服

装

陸
上

競
技

男
女

・
ラ

ン
ニ

ン
グ

シ
ュ

ー
ズ

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
(
持

っ
て

い
る

人
の

み
　

持
参

。
種

目
別

で
使

用
す

る
場

合
は

短
め

な
　

土
用

の
ピ

ン
を

用
意

す
る

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
用

）
・

運
動

着
、

陸
上

競
技

の
し

や
す

い
服

装
　

（
各

種
目

が
で

き
る

服
装

を
用

意
す

る
）

※
　

晴
天

で
も

必
ず

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
と

　
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

男

硬
式

野
球

水
泳

硬
式

野
球

東
大

和
南

サ
ッ

カ
ー

清
瀬

男

男
女

男

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

（
雨

天
時

：
体

育
館

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

５
０

ｍ
走

（
全

員
共

通
、

ス
パ

イ
ク

不
使

用
）

２
　

種
目

別
（

下
記

の
種

目
か

ら
１

種
目

選
択

、
ス

パ
イ

ク
や

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

シ
ュ

ー
ズ

使
用

可
）

　
・

短
距

離
：

２
０

０
ｍ

走
　

・
中

長
距

離
：

１
０

０
０

ｍ
走

　
・

ハ
ー

ド
ル

：
５

０
ｍ

ハ
ー

ド
ル

走
　

・
跳

躍
：

走
高

跳
・

走
幅

跳
(
短

助
走

跳
躍

）
　

・
投

て
き

：
砲

丸
投

・
円

盤
投

・
ジ

ャ
ベ

リ
ッ

ク
ス

ロ
ー

※
　

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
は

指
定

の
時

間
内

で
各

自
が

行
う

。
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
　

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
パ

ス
・

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
　

シ
ュ

ー
ト

２
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

、
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

・
ダ

イ
ビ

ン
グ

３
　

ゲ
ー

ム

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

３
対

３
（

受
検

者
数

に
応

じ
て

変
更

あ
り

）
４

　
垂

直
飛

び

雨
天

時
体

育
館

等
室

内
で

基
礎

体
力

テ
ス

ト
（

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

テ
ス

ト
）

を
行

う
（

全
員

共
通

）
１

　
立

ち
幅

跳
び

２
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

３
　

メ
デ

ィ
シ

ン
ボ

ー
ル

投
げ

４
　

上
体

起
こ

し
５

　
変

形
ダ

ッ
シ

ュ

・
テ

ニ
ス

ウ
ェ

ア
・

テ
ニ

ス
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
も

可
）

※
　

屋
外

用
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
両

方
を

持
参

　
す

る
こ

と
・

ラ
ケ

ッ
ト

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
※

　
屋

外
用

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

両
方

を
持

参
　

す
る

こ
と

・
グ

ロ
ー

ブ

・
ユ

ニ
ホ

ー
ム

（
運

動
着

）
・

帽
子

・
運

動
靴

・
ス

パ
イ

ク
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

と
　

ス
パ

イ
ク

を
持

参
す

る
こ

と
・

グ
ロ

ー
ブ

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

　
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ャ
ト

ル
で

実
施

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
３

　
遠

投
４

　
ノ

ッ
ク

５
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

、
４

、
５

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
(
雨

天
時

：
体

育
館

又
は

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

等
)

１
月

２
７

日
（

火
）

１
　

フ
ォ

ア
ス

ト
ロ

ー
ク

２
　

バ
ッ

ク
ス

ト
ロ

ー
ク

３
　

ス
ト

ロ
ー

ク
　

又
は

　
ボ

レ
ー

・
ス

マ
ッ

シ
ュ

４
　

サ
ー

ブ

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
運

動
靴

（
屋

外
用

）
で

も
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

サ
ッ

カ
ー

の
で

き
る

服
装

　
（

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

ダ
イ

ビ
ン

グ
の

　
で

き
る

服
装

を
用

意
す

る
。

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

１
　

パ
ス

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
・

シ
ュ

ー
ト

２
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

、
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
・

ダ
イ

ビ
ン

グ
３

　
ゲ

ー
ム

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
　

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
４

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
５

　
ノ

ッ
ク

※
　

３
、

４
、

５
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

雨
天

時
１

　
ベ

ー
ス

ラ
ン

ニ
ン

グ
方

式
走

２
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

ソ
フ

ト
　

ボ
ー

ル
で

実
施

）
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

シ
ャ

ト
ル

　
で

実
施

）

１
　

長
座

体
前

屈
２

　
立

ち
幅

跳
び

３
　

上
体

起
こ

し
４

　
腕

立
て

伏
せ

５
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

６
　

シ
ャ

ド
ウ

ス
イ

ム
（

自
由

形
を

含
む

２
種

目
）

男
女

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

－201－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

保
谷

（
続

き
）

深
　

　
川

(
外

国
語

コ
ー

ス
)

墨
田

川
サ

ッ
カ

ー

東
村

山

剣
道

柔
道

美
原

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

○
シ

ュ
ー

ト
（

レ
イ

ア
ッ

プ
、

ミ
ド

ル
、

３
ポ

イ
ン

ト
）

○
基

礎
技

能
（

リ
バ

ウ
ン

ド
、

ダ
ッ

シ
ュ

な
ど

）
○

１
対

１

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

体
育

館

１
　

垂
直

跳
び

２
　

ア
ン

ダ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
、

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
３

　
各

種
レ

シ
ー

ブ
４

　
ポ

ジ
シ

ョ
ン

別
（

ト
ス

・
ス

パ
イ

ク
な

ど
）

５
　

サ
ー

ブ

１
　

基
本

的
パ

ス
（

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
、

ア
ン

ダ
ー

ハ
ン

ド
）

と
そ

の
応

用
２

　
基

本
的

ス
パ

イ
ク

３
　

サ
ー

ブ

第
１

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

第
２

グ
ラ

ウ
ン

ド
又

は
屋

内
体

育
施

設
）

○
基

本
ス

ト
ロ

ー
ク

　
（

プ
ッ

シ
ュ

、
ク

リ
ア

ー
、

ス
マ

ッ
シ

ュ
、

ヘ
ア

ピ
ン

、
ド

ラ
イ

ブ
、

ド
ロ

ッ
プ

）
○

コ
ン

ビ
ネ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

打
突

・
技

３
　

打
ち

込
み

４
　

互
角

稽
古

１
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ト
３

　
ジ

ャ
ン

プ
シ

ュ
ー

ト
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

で
の

攻
防

(
人

数
に

応
じ

て
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ド
リ

ブ
ル

３
　

キ
ッ

ク
・

シ
ュ

ー
ト

４
　

ゴ
ー

ル
前

の
攻

防
５

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
、

キ
ッ

ク
・

シ
ュ

ー
ト

キ
ャ

ッ
チ

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
６

日
（

月
）

剣
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
等

）

柔
道

場

体
育

館

剣
道

場

体
育

館

・
運

動
着

（
体

操
着

で
も

可
）

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２ ３

　
　

左
に

同
じ

４ ５

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

打
ち

３
　

技
４

　
打

ち
込

み
５

　
試

合
稽

古

１
　

パ
ス

・
キ

ッ
ク

２
　

ボ
ー

ル
ポ

ゼ
ッ

シ
ョ

ン
３

　
シ

ュ
ー

ト
４

　
５

０
ｍ

走
５

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
６

　
ゲ

ー
ム

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
が

あ
る

。

・
運

動
着

（
体

操
着

で
も

可
）

・
サ

ッ
カ

ー
用

シ
ュ

ー
ズ

　
（

校
庭

用
、

体
育

館
用

両
方

を
用

意
）

・
す

ね
当

て

○
ボ

ー
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

（
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
な

ど
）

○
ド

リ
ブ

ル
○

シ
ュ

ー
ト

　
受

検
者

が
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
場

合
は

ゴ
ー

ル
キ

ー
ピ

ン
グ

・
サ

ッ
カ

ー
用

具
一

式
　

（
ス

パ
イ

ク
（

運
動

靴
で

も
可

）
、

サ
ッ

カ
ー

　
ウ

ェ
ア

（
運

動
着

で
も

可
）

、
す

ね
当

て
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

又
は

フ
ッ

ト
サ

ル
シ

ュ
ー

ズ

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
剣

道
着

・
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式
・

マ
ス

ク
（

フ
ェ

イ
ス

）
ガ

ー
ド

体
育

館

女

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

専
用

用
具

一
式

　
（

シ
ャ

ト
ル

を
除

く
）

男
女

サ
ッ

カ
ー

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男 男

男
女

女

１
月

２
７

日
（

火
）

男

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式
・

面
に

装
着

す
る

マ
ウ

ス
シ

ー
ル

ド
・

面
マ

ス
ク

（
必

要
と

す
る

者
は

持
参

す
る

　
こ

と
）

・
柔

道
着

（
背

中
に

ゼ
ッ

ケ
ン

付
き

）
・

女
子

は
、

下
に

白
の

Ｔ
シ

ャ
ツ

を
着

、
　

髪
の

長
い

者
は

、
ゴ

ム
で

留
め

る
こ

と

１
　

礼
法

　
受

身
２

　
固

め
技

（
入

り
方

、
応

じ
方

）
３

　
投

げ
技

（
打

ち
込

み
練

習
、

約
束

練
習

）

雨
天

時
左

記
３

、
４

以
外

を
行

う
。

サ
ッ

カ
ー

男
女

女

剣
道

・
運

動
着

　
（

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

に
ふ

さ
わ

し
い

も
の

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

男
女

男

１
　

基
本

実
技

テ
ス

ト
（

ド
リ

ブ
ル

、
パ

ス
、

シ
ュ

ー
ト

）
２

　
対

人
形

式
テ

ス
ト

（
１

対
１

、
２

対
２

な
ど

人
数

に
応

じ
て

）

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男

・
ゲ

ー
ム

が
で

き
る

服
装

※
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
が

で
き

る
　

服
装

・
ス

パ
イ

ク
又

は
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
及

び
　

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
す

ね
当

て

１
月

２
７

日
（

火
）

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

保
谷

１
月

２
７

日
（

火
）

硬
式

野
球

田
無

硬
式

野
球

男 男女男 男

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

男
女

１
月

２
６

日
（

月
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

柔
道

場

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

（
雨

天
時

：
体

育
館

）

１
　

サ
ー

ビ
ス

２
　

ス
ト

ロ
ー

ク
３

　
ボ

レ
ー

・
ス

マ
ッ

シ
ュ

４
　

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

５
　

ラ
リ

ー
形

式

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

が
　

あ
る

。

１
　

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
２

　
５

０
ｍ

走
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

４
　

遠
投

５
　

ノ
ッ

ク
６

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

３
、

４
、

５
、

６
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

体
育

館

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ャ
ト

ル
で

実
施

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

室
）

雨
天

時
１

サ
ー

ビ
ス

２
ス

ト
ロ

ー
ク

３
ボ

レ
ー

・
ス

マ
ッ

シ
ュ

４
フ

ッ
ト

ワ
ー

ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

室
）

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

ス
パ

イ
ク

（
セ

ッ
タ

ー
の

場
合

は
ト

ス
）

４
　

サ
ー

ブ

雨
天

時
１

　
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

２
　

３
０

ｍ
走

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
４

　
ノ

ッ
ク

５
　

シ
ャ

ト
ル

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
　

実
施

１
　

礼
法

２
　

受
け

身
３

　
投

げ
技

・
固

め
技

の
基

本
動

作
４

　
か

か
り

練
習

・
約

束
練

習
・

自
由

練
習

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

遠
投

３
　

守
備

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

４
　

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

又
は

ピ
ッ

チ
ン

グ

雨
天

時
１

　
立

ち
幅

跳
び

２
　

メ
デ

ィ
シ

ン
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
又

は
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
は

他
の

体
育

施
設

）

雨
天

時
１

　
１

８
ｍ

走
２ ３

　
　

左
に

同
じ

４

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

３
　

ボ
ー

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
※

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

雨
天

時
１

　
２

７
ｍ

走
２

　
守

備
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

　
実

施

雨
天

時
１

　
２

７
ｍ

走
２ ３

　
　

左
に

同
じ

４

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
サ

ッ
カ

ー
シ

ュ
ー

ズ
（

ス
パ

イ
ク

）
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

シ
ュ

ー
ズ

・
す

ね
当

て

・
運

動
着

・
テ

ニ
ス

シ
ュ

ー
ズ

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
テ

ニ
ス

ラ
ケ

ッ
ト

※
　

必
ず

テ
ニ

ス
シ

ュ
ー

ズ
と

体
育

館
　

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
柔

道
着

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

陸
上

競
技

羽
村

硬
式

テ
ニ

ス

１
月

２
７

日
（

火
）

女
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ス
パ

イ
ク

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

・
グ

ロ
ー

ブ
・

バ
ッ

ト

男
女

男

硬
式

野
球

柔
道

○
全

員
共

通
　

５
０

ｍ
走

（
全

天
候

走
路

で
ス

パ
イ

ク
可

）
○

種
目

別
選

択
　

１
～

３
の

中
か

ら
１

種
目

選
択

　
１

　
１

０
０

０
ｍ

走
　

２
　

立
ち

５
段

跳
び

　
３

　
砲

丸
両

手
伸

長
前

投
げ

・
後

ろ
投

げ
　

　
（

男
子

４
ｋ

ｇ
、

女
子

２
．

７
２

ｋ
ｇ

）

・
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
一

式
・

運
動

靴
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

ス
パ

イ
ク

・
グ

ロ
ー

ブ

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
も

可
）

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
 
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

－202－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

保
谷

（
続

き
）

深
　

　
川

(
外

国
語

コ
ー

ス
)

墨
田

川
サ

ッ
カ

ー

東
村

山

剣
道

柔
道

美
原

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

○
シ

ュ
ー

ト
（

レ
イ

ア
ッ

プ
、

ミ
ド

ル
、

３
ポ

イ
ン

ト
）

○
基

礎
技

能
（

リ
バ

ウ
ン

ド
、

ダ
ッ

シ
ュ

な
ど

）
○

１
対

１

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

体
育

館

１
　

垂
直

跳
び

２
　

ア
ン

ダ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
、

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
３

　
各

種
レ

シ
ー

ブ
４

　
ポ

ジ
シ

ョ
ン

別
（

ト
ス

・
ス

パ
イ

ク
な

ど
）

５
　

サ
ー

ブ

１
　

基
本

的
パ

ス
（

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
、

ア
ン

ダ
ー

ハ
ン

ド
）

と
そ

の
応

用
２

　
基

本
的

ス
パ

イ
ク

３
　

サ
ー

ブ

第
１

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

第
２

グ
ラ

ウ
ン

ド
又

は
屋

内
体

育
施

設
）

○
基

本
ス

ト
ロ

ー
ク

　
（

プ
ッ

シ
ュ

、
ク

リ
ア

ー
、

ス
マ

ッ
シ

ュ
、

ヘ
ア

ピ
ン

、
ド

ラ
イ

ブ
、

ド
ロ

ッ
プ

）
○

コ
ン

ビ
ネ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

打
突

・
技

３
　

打
ち

込
み

４
　

互
角

稽
古

１
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ト
３

　
ジ

ャ
ン

プ
シ

ュ
ー

ト
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

で
の

攻
防

(
人

数
に

応
じ

て
）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ド
リ

ブ
ル

３
　

キ
ッ

ク
・

シ
ュ

ー
ト

４
　

ゴ
ー

ル
前

の
攻

防
５

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
、

キ
ッ

ク
・

シ
ュ

ー
ト

キ
ャ

ッ
チ

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
６

日
（

月
）

剣
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
等

）

柔
道

場

体
育

館

剣
道

場

体
育

館

・
運

動
着

（
体

操
着

で
も

可
）

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

走
２ ３

　
　

左
に

同
じ

４ ５

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

打
ち

３
　

技
４

　
打

ち
込

み
５

　
試

合
稽

古

１
　

パ
ス

・
キ

ッ
ク

２
　

ボ
ー

ル
ポ

ゼ
ッ

シ
ョ

ン
３

　
シ

ュ
ー

ト
４

　
５

０
ｍ

走
５

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
６

　
ゲ

ー
ム

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
が

あ
る

。

・
運

動
着

（
体

操
着

で
も

可
）

・
サ

ッ
カ

ー
用

シ
ュ

ー
ズ

　
（

校
庭

用
、

体
育

館
用

両
方

を
用

意
）

・
す

ね
当

て

○
ボ

ー
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

（
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
な

ど
）

○
ド

リ
ブ

ル
○

シ
ュ

ー
ト

　
受

検
者

が
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

の
場

合
は

ゴ
ー

ル
キ

ー
ピ

ン
グ

・
サ

ッ
カ

ー
用

具
一

式
　

（
ス

パ
イ

ク
（

運
動

靴
で

も
可

）
、

サ
ッ

カ
ー

　
ウ

ェ
ア

（
運

動
着

で
も

可
）

、
す

ね
当

て
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

又
は

フ
ッ

ト
サ

ル
シ

ュ
ー

ズ

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
剣

道
着

・
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式
・

マ
ス

ク
（

フ
ェ

イ
ス

）
ガ

ー
ド

体
育

館

女

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

専
用

用
具

一
式

　
（

シ
ャ

ト
ル

を
除

く
）

男
女

サ
ッ

カ
ー

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男 男

男
女

女

１
月

２
７

日
（

火
）

男

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式
・

面
に

装
着

す
る

マ
ウ

ス
シ

ー
ル

ド
・

面
マ

ス
ク

（
必

要
と

す
る

者
は

持
参

す
る

　
こ

と
）

・
柔

道
着

（
背

中
に

ゼ
ッ

ケ
ン

付
き

）
・

女
子

は
、

下
に

白
の

Ｔ
シ

ャ
ツ

を
着

、
　

髪
の

長
い

者
は

、
ゴ

ム
で

留
め

る
こ

と

１
　

礼
法

　
受

身
２

　
固

め
技

（
入

り
方

、
応

じ
方

）
３

　
投

げ
技

（
打

ち
込

み
練

習
、

約
束

練
習

）

雨
天

時
左

記
３

、
４

以
外

を
行

う
。

サ
ッ

カ
ー

男
女

女

剣
道

・
運

動
着

　
（

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

に
ふ

さ
わ

し
い

も
の

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

男
女

男

１
　

基
本

実
技

テ
ス

ト
（

ド
リ

ブ
ル

、
パ

ス
、

シ
ュ

ー
ト

）
２

　
対

人
形

式
テ

ス
ト

（
１

対
１

、
２

対
２

な
ど

人
数

に
応

じ
て

）

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男

・
ゲ

ー
ム

が
で

き
る

服
装

※
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
が

で
き

る
　

服
装

・
ス

パ
イ

ク
又

は
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ズ
及

び
　

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
す

ね
当

て

１
月

２
７

日
（

火
）

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

保
谷

１
月

２
７

日
（

火
）

硬
式

野
球

田
無

硬
式

野
球

男 男女男 男

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

男
女

１
月

２
６

日
（

月
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

柔
道

場

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

（
雨

天
時

：
体

育
館

）

１
　

サ
ー

ビ
ス

２
　

ス
ト

ロ
ー

ク
３

　
ボ

レ
ー

・
ス

マ
ッ

シ
ュ

４
　

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

５
　

ラ
リ

ー
形

式

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

場
合

が
　

あ
る

。

１
　

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
２

　
５

０
ｍ

走
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

４
　

遠
投

５
　

ノ
ッ

ク
６

　
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

３
、

４
、

５
、

６
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

体
育

館

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

（
シ

ャ
ト

ル
で

実
施

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

室
）

雨
天

時
１

サ
ー

ビ
ス

２
ス

ト
ロ

ー
ク

３
ボ

レ
ー

・
ス

マ
ッ

シ
ュ

４
フ

ッ
ト

ワ
ー

ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

室
）

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

ス
パ

イ
ク

（
セ

ッ
タ

ー
の

場
合

は
ト

ス
）

４
　

サ
ー

ブ

雨
天

時
１

　
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

２
　

３
０

ｍ
走

３
　

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
４

　
ノ

ッ
ク

５
　

シ
ャ

ト
ル

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
　

実
施

１
　

礼
法

２
　

受
け

身
３

　
投

げ
技

・
固

め
技

の
基

本
動

作
４

　
か

か
り

練
習

・
約

束
練

習
・

自
由

練
習

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

遠
投

３
　

守
備

４
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

※
　

２
、

３
、

４
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

４
　

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

又
は

ピ
ッ

チ
ン

グ

雨
天

時
１

　
立

ち
幅

跳
び

２
　

メ
デ

ィ
シ

ン
ボ

ー
ル

投
げ

３
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
又

は
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
は

他
の

体
育

施
設

）

雨
天

時
１

　
１

８
ｍ

走
２ ３

　
　

左
に

同
じ

４

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

３
　

ボ
ー

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
※

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
４

　
ゲ

ー
ム

形
式

雨
天

時
１

　
２

７
ｍ

走
２

　
守

備
３

　
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
※

　
２

、
３

は
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

　
実

施

雨
天

時
１

　
２

７
ｍ

走
２ ３

　
　

左
に

同
じ

４

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
サ

ッ
カ

ー
シ

ュ
ー

ズ
（

ス
パ

イ
ク

）
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

シ
ュ

ー
ズ

・
す

ね
当

て

・
運

動
着

・
テ

ニ
ス

シ
ュ

ー
ズ

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

・
テ

ニ
ス

ラ
ケ

ッ
ト

※
　

必
ず

テ
ニ

ス
シ

ュ
ー

ズ
と

体
育

館
　

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
柔

道
着

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
ス

パ
イ

ク
は

不
可

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

陸
上

競
技

羽
村

硬
式

テ
ニ

ス

１
月

２
７

日
（

火
）

女
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

ス
パ

イ
ク

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

・
グ

ロ
ー

ブ
・

バ
ッ

ト

男
女

男

硬
式

野
球

柔
道

○
全

員
共

通
　

５
０

ｍ
走

（
全

天
候

走
路

で
ス

パ
イ

ク
可

）
○

種
目

別
選

択
　

１
～

３
の

中
か

ら
１

種
目

選
択

　
１

　
１

０
０

０
ｍ

走
　

２
　

立
ち

５
段

跳
び

　
３

　
砲

丸
両

手
伸

長
前

投
げ

・
後

ろ
投

げ
　

　
（

男
子

４
ｋ

ｇ
、

女
子

２
．

７
２

ｋ
ｇ

）

・
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
一

式
・

運
動

靴
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

ス
パ

イ
ク

・
グ

ロ
ー

ブ

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
も

可
）

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

グ
ロ

ー
ブ

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
 
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

－203－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

硬
式

野
球

杉
並

工
科

柔
道

女

墨
田

工
科

総
合

工
科

も
 
の

 
づ

 
く

 
り

(
ﾏ
ｲ
ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
)

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

も
の

づ
く

り

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

ラ
グ

ビ
ー

普
通

教
室

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

柔
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
）

教
室

男

体
育

館
男 男

１
月

２
７

日
（

火
）

男

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
・

ス
パ

イ
ク

と
運

動
靴

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

　
を

持
参

す
る

こ
と

１
　

ダ
ッ

シ
ュ

ラ
ン

２
　

ジ
グ

ザ
グ

ド
リ

ブ
ル

３
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

及
び

ド
リ

ブ
ル

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

４
　

１
対

１
又

は
２

対
２

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
タ

オ
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
使

用
す

る
成

果
物

　
（

作
品

等
）

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
、

フ
ッ

ト
サ

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

　
も

し
く

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
～

３
は

晴
天

時
と

同
様

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
、

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

１
　

反
復

横
跳

び
２

　
立

ち
幅

跳
び

３
　

握
力

測
定

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

パ
ス

（
シ

ョ
ー

ト
、

ロ
ン

グ
）

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
３

　
ド

リ
ブ

ル
＆

シ
ュ

ー
ト

　
　

／
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
（

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
希

望
者

）

柔
剣

道
場

１
　

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

２
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

　
（

１
５

ｍ
×

２
往

復
の

タ
イ

ム
測

定
）

３
　

反
復

横
跳

び

１
　

受
身

２
　

か
か

り
（

打
込

み
）

練
習

３
　

投
込

み
練

習
４

　
試

合
（

乱
取

り
練

習
）

雨
天

時
○

短
距

離
走

○
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

○
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

・
柔

道
着

男
女

体
育

館

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

男

○
５

０
ｍ

走
○

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

○
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

男

男
女

・
筆

記
用

具
※

　
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

Ｐ
Ｃ

や
マ

イ
コ

ン
ボ

ー
ド

　
は

学
校

で
用

意
す

る
。

○
ビ

ジ
ュ

ア
ル

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
(
S
c
r
a
t
c
h
)
を

使
っ

た
技

術
検

査
　

１
　

試
験

官
か

ら
６

０
分

程
度

の
操

作
方

法
に

つ
い

て
説

明
を

行
う

。
　

２
　

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
を

行
い

課
題

作
成

・
検

査
を

行
う

。
　

３
　

検
査

内
容

　
　

①
　

S
c
r
a
t
c
h
の

基
本

操
作

　
　

②
　

L
E
D
の

点
灯

制
御

　
　

③
　

L
E
D
の

複
数

点
灯

制
御

　
　

④
　

光
セ

ン
サ

に
よ

る
制

御
　

　
⑤

　
モ

ー
タ

の
回

転
制

御
　

　
⑥

　
簡

単
な

ラ
イ

ン
ト

レ
ー

ス
プ

ロ
グ

ラ
ム

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
　

立
ち

三
段

跳
び

○
中

学
校

時
代

の
も

の
づ

く
り

分
野

（
美

術
・

技
術

家
庭

等
）

に
お

け
る

活
動

に
つ

い
て

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
　

内
容

に
つ

い
て

の
質

疑
応

答
（

１
０

分
程

度
）

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
サ

ポ
ー

タ
ー

等
（

使
用

希
望

者
の

み
）

・
防

寒
具

飛
鳥

板
橋

有
徳

深
沢

上
水

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

美
術

大
泉

桜

陸
上

競
技

（
中

長
距

離
）

剣
道

女

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

教
室

１
　

ハ
ー

フ
ラ

イ
ン

へ
の

パ
ス

か
ら

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

（
左

右
）

２
　

ボ
ー

ル
を

与
え

、
得

意
な

プ
レ

ー
を

４
プ

レ
ー

３
　

３
対

３
で

の
オ

ー
ル

コ
ー

ト
で

の
ゲ

ー
ム

体
育

館

○
英

語
に

よ
る

問
答

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

フ
ッ

ト
サ

ル
コ

ー
ト

（
人

工
芝

）
（

雨
天

時
：

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
等

）

教
室

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館

教
室

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

剣
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
時

：
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
）

（
雨

天
時

：
体

育
館

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

テ
ス

ト
を

実
施

す
る

。

○
鉛

筆
に

よ
る

デ
ッ

サ
ン

（
素

描
）

を
行

う
〔

検
査

時
間

：
１

時
間

３
０

分
〕

。
※

　
画

用
紙

（
Ａ

３
判

）
と

画
板

は
学

校
で

用
意

す
る

。
○

実
技

検
査

は
、

構
図

・
形

・
明

暗
・

質
感

・
表

現
の

５
観

点
か

ら
、

総
合

的
に

判
断

す
る

。

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

（
３

尺
７

寸
）

・
剣

道
具

一
式

・
マ

ウ
ス

シ
ー

ル
ド

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
可

）
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

　
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
　

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
グ

ロ
ー

ブ

・
鉛

筆
（

Ｈ
～

４
Ｂ

程
度

）
・

消
し

ゴ
ム

（
練

り
消

し
ゴ

ム
可

）
・

上
履

き

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

動
作

３
　

互
角

稽
古

・
な

し

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
す

ね
当

て
・

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

※
　

必
ず

運
動

靴
（

屋
外

用
）

、
ス

パ
イ

ク
、

　
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
全

て
を

持
参

す
る

こ
と

○
次

の
検

査
を

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

（
１

号
球

）
で

行
う

。
　

１
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

　
２

　
守

備
検

査
　

３
　

打
撃

検
査

　
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
　

　
こ

と
が

あ
る

。

１
　

各
種

シ
ュ

ー
ト

　
（

ゴ
ー

ル
下

シ
ュ

ー
ト

、
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
等

）
２

　
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
（

ジ
グ

ザ
グ

ド
リ

ブ
ル

、
パ

ス
等

）
３

　
フ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

切
り

返
し

走
、

ジ
ャ

ン
プ

等
）

・
大

筆
・

小
筆

　
（

半
紙

、
墨

液
、

す
ず

り
、

下
敷

き
は

本
校

で
　

用
意

す
る

。
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

・
屋

内
用

）
※

　
屋

外
用

は
ス

パ
イ

ク
可

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

雨
天

時
１

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
、

　
コ

ン
タ

ク
ト

ス
キ

ル
２

　
ラ

グ
ビ

ー
に

お
け

る
基

本
　

技
能

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ

雨
天

時
１

 
２

０
ｍ

往
復

走

２
３

４
５

６
　

左
に

同
じ

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

３
　

ド
リ

ブ
ル

４
　

パ
ス

５
　

シ
ュ

ー
ト

６
　

ゲ
ー

ム
形

式
（

人
数

に
応

じ
て

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
　

場
合

が
あ

る
。

１
　

漢
字

（
臨

書
）

２
　

仮
名

（
臨

書
）

３
　

漢
字

仮
名

混
じ

り
（

自
運

）
※

　
全

て
半

紙

①
　

５
０

ｍ
走

②
　

１
０

０
０

ｍ
走

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

、
コ

ン
タ

ク
ト

ス
キ

ル
２

　
ラ

グ
ビ

ー
に

お
け

る
基

本
技

能
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

体
育

館

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

サ
ー

ブ
４

　
ス

パ
イ

ク
又

は
ト

ス

体
育

館

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男
女

男

１
月

２
７

日
（

火
）

男 男

男
女

１
　

シ
ュ

ー
ト

・
パ

ス
・

ド
リ

ブ
ル

（
３

種
類

の
基

本
）

２
　

攻
防

（
１

対
１

又
は

２
対

２
）

女 男

男
女

ラ
グ

ビ
ー

書
　

　
　

　
　

道

女

英
語

男
女

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

男
女

１
月

２
６

日
（

月
）

雨
天

時
○

次
の

検
査

を
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
（

１
号

球
）

で
行

う
。

　
１

　
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
　

２
　

守
備

検
査

　
３

　
打

撃
検

査
　

た
だ

し
、

屋
内

で
行

え
る

範
囲

で
実

施
す

る

１
月

２
６

日
（

月
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

－204－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

硬
式

野
球

杉
並

工
科

柔
道

女

墨
田

工
科

総
合

工
科

も
 
の

 
づ

 
く

 
り

(
ﾏ
ｲ
ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
)

硬
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

も
の

づ
く

り

サ
ッ

カ
ー

硬
式

野
球

ラ
グ

ビ
ー

普
通

教
室

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

柔
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
）

教
室

男

体
育

館
男 男

１
月

２
７

日
（

火
）

男

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
・

ス
パ

イ
ク

と
運

動
靴

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

　
を

持
参

す
る

こ
と

１
　

ダ
ッ

シ
ュ

ラ
ン

２
　

ジ
グ

ザ
グ

ド
リ

ブ
ル

３
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

及
び

ド
リ

ブ
ル

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

４
　

１
対

１
又

は
２

対
２

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
タ

オ
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
使

用
す

る
成

果
物

　
（

作
品

等
）

・
運

動
着

・
ス

パ
イ

ク
シ

ュ
ー

ズ
　

（
雨

天
時

は
、

フ
ッ

ト
サ

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

　
も

し
く

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
～

３
は

晴
天

時
と

同
様

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
、

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

１
　

反
復

横
跳

び
２

　
立

ち
幅

跳
び

３
　

握
力

測
定

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

パ
ス

（
シ

ョ
ー

ト
、

ロ
ン

グ
）

＆
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
３

　
ド

リ
ブ

ル
＆

シ
ュ

ー
ト

　
　

／
ゴ

ー
ル

キ
ー

ピ
ン

グ
（

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
希

望
者

）

柔
剣

道
場

１
　

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

２
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

　
（

１
５

ｍ
×

２
往

復
の

タ
イ

ム
測

定
）

３
　

反
復

横
跳

び

１
　

受
身

２
　

か
か

り
（

打
込

み
）

練
習

３
　

投
込

み
練

習
４

　
試

合
（

乱
取

り
練

習
）

雨
天

時
○

短
距

離
走

○
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

○
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

・
柔

道
着

男
女

体
育

館

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

男

○
５

０
ｍ

走
○

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
（

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

で
実

施
）

○
テ

ィ
ー

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

男

男
女

・
筆

記
用

具
※

　
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

Ｐ
Ｃ

や
マ

イ
コ

ン
ボ

ー
ド

　
は

学
校

で
用

意
す

る
。

○
ビ

ジ
ュ

ア
ル

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
(
S
c
r
a
t
c
h
)
を

使
っ

た
技

術
検

査
　

１
　

試
験

官
か

ら
６

０
分

程
度

の
操

作
方

法
に

つ
い

て
説

明
を

行
う

。
　

２
　

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
を

行
い

課
題

作
成

・
検

査
を

行
う

。
　

３
　

検
査

内
容

　
　

①
　

S
c
r
a
t
c
h
の

基
本

操
作

　
　

②
　

L
E
D
の

点
灯

制
御

　
　

③
　

L
E
D
の

複
数

点
灯

制
御

　
　

④
　

光
セ

ン
サ

に
よ

る
制

御
　

　
⑤

　
モ

ー
タ

の
回

転
制

御
　

　
⑥

　
簡

単
な

ラ
イ

ン
ト

レ
ー

ス
プ

ロ
グ

ラ
ム

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

投
げ

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
　

立
ち

三
段

跳
び

○
中

学
校

時
代

の
も

の
づ

く
り

分
野

（
美

術
・

技
術

家
庭

等
）

に
お

け
る

活
動

に
つ

い
て

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
　

内
容

に
つ

い
て

の
質

疑
応

答
（

１
０

分
程

度
）

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
サ

ポ
ー

タ
ー

等
（

使
用

希
望

者
の

み
）

・
防

寒
具

飛
鳥

板
橋

有
徳

深
沢

上
水

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

美
術

大
泉

桜

陸
上

競
技

（
中

長
距

離
）

剣
道

女

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

硬
式

野
球

教
室

１
　

ハ
ー

フ
ラ

イ
ン

へ
の

パ
ス

か
ら

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

（
左

右
）

２
　

ボ
ー

ル
を

与
え

、
得

意
な

プ
レ

ー
を

４
プ

レ
ー

３
　

３
対

３
で

の
オ

ー
ル

コ
ー

ト
で

の
ゲ

ー
ム

体
育

館

○
英

語
に

よ
る

問
答

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

フ
ッ

ト
サ

ル
コ

ー
ト

（
人

工
芝

）
（

雨
天

時
：

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
等

）

教
室

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館

教
室

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

剣
道

場

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
時

：
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
）

（
雨

天
時

：
体

育
館

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

テ
ス

ト
を

実
施

す
る

。

○
鉛

筆
に

よ
る

デ
ッ

サ
ン

（
素

描
）

を
行

う
〔

検
査

時
間

：
１

時
間

３
０

分
〕

。
※

　
画

用
紙

（
Ａ

３
判

）
と

画
板

は
学

校
で

用
意

す
る

。
○

実
技

検
査

は
、

構
図

・
形

・
明

暗
・

質
感

・
表

現
の

５
観

点
か

ら
、

総
合

的
に

判
断

す
る

。

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

（
３

尺
７

寸
）

・
剣

道
具

一
式

・
マ

ウ
ス

シ
ー

ル
ド

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
可

）
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
）

　
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
　

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

・
グ

ロ
ー

ブ

・
鉛

筆
（

Ｈ
～

４
Ｂ

程
度

）
・

消
し

ゴ
ム

（
練

り
消

し
ゴ

ム
可

）
・

上
履

き

１
　

切
り

返
し

２
　

基
本

動
作

３
　

互
角

稽
古

・
な

し

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

ス
パ

イ
ク

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
す

ね
当

て
・

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
ブ

※
　

必
ず

運
動

靴
（

屋
外

用
）

、
ス

パ
イ

ク
、

　
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
全

て
を

持
参

す
る

こ
と

○
次

の
検

査
を

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

（
１

号
球

）
で

行
う

。
　

１
　

ス
ロ

ー
イ

ン
グ

　
２

　
守

備
検

査
　

３
　

打
撃

検
査

　
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
　

　
こ

と
が

あ
る

。

１
　

各
種

シ
ュ

ー
ト

　
（

ゴ
ー

ル
下

シ
ュ

ー
ト

、
ド

リ
ブ

ル
シ

ュ
ー

ト
等

）
２

　
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
（

ジ
グ

ザ
グ

ド
リ

ブ
ル

、
パ

ス
等

）
３

　
フ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

切
り

返
し

走
、

ジ
ャ

ン
プ

等
）

・
大

筆
・

小
筆

　
（

半
紙

、
墨

液
、

す
ず

り
、

下
敷

き
は

本
校

で
　

用
意

す
る

。
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

・
屋

内
用

）
※

　
屋

外
用

は
ス

パ
イ

ク
可

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

雨
天

時
１

　
ラ

ン
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
、

　
コ

ン
タ

ク
ト

ス
キ

ル
２

　
ラ

グ
ビ

ー
に

お
け

る
基

本
　

技
能

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ

雨
天

時
１

 
２

０
ｍ

往
復

走

２
３

４
５

６
　

左
に

同
じ

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

３
　

ド
リ

ブ
ル

４
　

パ
ス

５
　

シ
ュ

ー
ト

６
　

ゲ
ー

ム
形

式
（

人
数

に
応

じ
て

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
　

場
合

が
あ

る
。

１
　

漢
字

（
臨

書
）

２
　

仮
名

（
臨

書
）

３
　

漢
字

仮
名

混
じ

り
（

自
運

）
※

　
全

て
半

紙

①
　

５
０

ｍ
走

②
　

１
０

０
０

ｍ
走

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

が
　

あ
る

。

１
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

、
コ

ン
タ

ク
ト

ス
キ

ル
２

　
ラ

グ
ビ

ー
に

お
け

る
基

本
技

能
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
が

　
あ

る
。

体
育

館

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

３
　

サ
ー

ブ
４

　
ス

パ
イ

ク
又

は
ト

ス

体
育

館

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男
女

男

１
月

２
７

日
（

火
）

男 男

男
女

１
　

シ
ュ

ー
ト

・
パ

ス
・

ド
リ

ブ
ル

（
３

種
類

の
基

本
）

２
　

攻
防

（
１

対
１

又
は

２
対

２
）

女 男

男
女

ラ
グ

ビ
ー

書
　

　
　

　
　

道

女

英
語

男
女

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

男
女

１
月

２
６

日
（

月
）

雨
天

時
○

次
の

検
査

を
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
（

１
号

球
）

で
行

う
。

　
１

　
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
　

２
　

守
備

検
査

　
３

　
打

撃
検

査
　

た
だ

し
、

屋
内

で
行

え
る

範
囲

で
実

施
す

る

１
月

２
６

日
（

月
）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

－205－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

八
王

子
桑

志
(
ク

ラ
フ

ト
分

野
)

第
四

商
業

卓
球

柔
道

自
 
転

 
車

 
競

 
技

男 男 女
バ

レ
ー

ボ
ー

ル

男
女

硬
式

野
球

男
女

英
語

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

１
月

２
６

日
（

月
）

体
育

館

体
育

館

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
及

び
武

道
場

）

男
女

田
無

工
科

芝
商

業

硬
式

野
球

千
早

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
・

ア
ン

ダ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ス

パ
イ

ク
レ

シ
ー

ブ
・

サ
ー

ブ
レ

シ
ー

ブ
３

　
ス

パ
イ

ク
４

　
サ

ー
ブ

５
　

ト
ス

（
２

段
ト

ス
も

含
む

）

男
女

○
英

語
に

よ
る

問
答

・
な

し

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
サ

ポ
ー

タ
ー

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
防

寒
着

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
自

転
車

競
技

ウ
ェ

ア
（

上
下

）
又

は
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

上
記

の
ほ

か
、

自
転

車
競

技
用

シ
ュ

ー
ズ

　
（

ク
リ

ー
ト

付
）

及
び

ペ
ダ

ル
も

持
参

可

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

（
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
マ

シ
ン

に
よ

る
測

定
）

　
・

脚
力

の
測

定
　

・
ペ

ダ
リ

ン
グ

ス
キ

ル
の

測
定

○
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

雨
天

時
○

２
５

ｍ
走

○
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

○
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

○
反

復
横

跳
び

柔
道

場

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ス
パ

イ
ク

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

○
５

０
ｍ

走
○

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

○
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
○

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

１
　

礼
法

２
　

受
け

身
３

　
投

げ
技

・
固

め
技

の
基

本
動

作
４

　
か

か
り

練
習

・
約

束
練

習
・

自
由

練
習

１
　

反
復

横
跳

び
２

　
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
投

げ
３

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

１
　

各
ポ

ジ
シ

ョ
ン

か
ら

の
得

意
な

オ
フ

ェ
ン

ス
５

パ
タ

ー
ン

２
　

１
対

１
３

　
２

対
２

（
ま

た
は

３
対

３
）

１
　

次
の

基
本

打
法

を
検

査
す

る
。

（
Ｆ

：
フ

ォ
ア

ハ
ン

ド
　

Ｂ
：

バ
ッ

ク
ハ

ン
ド

）
　

（
１

）
Ｆ

ロ
ン

グ
、

ド
ラ

イ
ブ

、
ツ

ッ
ツ

キ
（

カ
ッ

ト
）

、
ブ

ロ
ッ

ク
　

（
２

）
Ｂ

ロ
ン

グ
、

ド
ラ

イ
ブ

、
ツ

ッ
ツ

キ
（

カ
ッ

ト
）

、
ブ

ロ
ッ

ク
　

（
３

）
下

回
転

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

ビ
ス

、
他

任
意

の
サ

ー
ビ

ス
２

　
オ

ー
ル

ラ
ウ

ン
ド

テ
ス

ト
に

よ
り

全
般

的
な

競
技

能
力

を
検

査
す

る
。

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
柔

道
着

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
　

シ
ュ

ー
ズ

可
）

教
室

１
月

２
７

日
（

火
）

・
ラ

ケ
ッ

ト
・

卓
球

シ
ュ

ー
ズ

・
卓

球
ウ

ェ
ア

上
下

・
防

寒
用

の
ジ

ャ
ー

ジ
上

下
・

水
筒

（
水

分
補

給
用

）

男

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

武
道

場

自
転

車
競

技
部

　
練

習
場

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

卓
球

男
女

剣
道

硬
式

野
球

府
中

工
科

硬
式

野
球

卓
球

多
 
摩

 
工

 
科

（
機

械
科

・
電

気
科

・
環

境
化

学
科

）

硬
式

野
球

荒
川

工
科

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館
（

雨
天

時
：

剣
道

場
）

男
女

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

武
道

場

１
月

２
６

日
（

月
）

男 男

雨
天

時
１

　
１

５
ｍ

往
復

２
　

羽
打

ち
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
と

　
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
４

　
ノ

ッ
ク

・
ラ

ケ
ッ

ト
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

卓
球

シ
ュ

ー
ズ

可
）

・
運

動
着

（
上

下
・

体
操

着
・

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

・
　

ジ
ャ

ー
ジ

・
防

寒
着

等
）

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
　

打
撃

検
査

３
　

守
備

検
査

※
　

ボ
ー

ル
は

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

　
（

守
備

）
、

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

　
シ

ャ
ト

ル
（

打
撃

）
を

使
用

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
可

）
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

１
　

基
礎

打
ち

２
　

サ
ー

ブ
・

レ
シ

ー
ブ

３
　

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

４
　

ゲ
ー

ム
形

式

１
　

素
振

り
２

　
切

り
返

し
３

　
基

本
技

４
　

互
角

稽
古

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
又

は
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
等

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

守
備

検
査

３
　

打
撃

検
査

※
　

ボ
ー

ル
は

全
て

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

２
号

球
を

使
用

す
る

。
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

は
、

検
査

内
容

及
び

会
場

を
変

更
　

す
る

こ
と

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
２

５
ｍ

走
２

　
ス

イ
ン

グ
ス

ピ
ー

ド
測

定
３

　
ネ

ッ
ト

ス
ロ

ー
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
タ

オ
ル

・
運

動
着

（
ユ

ニ
ホ

ー
ム

不
可

、
中

学
校

で
　

指
定

の
も

の
が

望
ま

し
い

。
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
ス

パ
イ

ク
（

希
望

者
の

み
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

男
女

・
運

動
着

（
ユ

ニ
ホ

ー
ム

不
可

、
中

学
校

で
　

指
定

の
も

の
が

望
ま

し
い

。
）

・
ラ

ケ
ッ

ト
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

１
　

ダ
ッ

シ
ュ

ラ
ン

２
　

ジ
グ

ザ
グ

ド
リ

ブ
ル

３
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

４
　

ド
リ

ブ
ル

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ス
イ

ン
グ

ス
ピ

ー
ド

測
定

３
　

ノ
ッ

ク
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

及
び

会
場

を
変

更
　

す
る

こ
と

が
あ

る
。

・
運

動
着

・
運

動
靴

(
屋

外
用

)
(
ス

パ
イ

ク
可

)
・

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

グ
ロ

ー
ブ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

グ
ラ

ウ
ン

ド
(
雨

天
時

：
体

育
館

)

１
月

２
６

日
（

月
）

男男

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

　
１

　
３

０
ｍ

走
　

２
　

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

○
基

本
技

能
テ

ス
ト

(
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

)
　

１
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

と
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
　

２
　

ノ
ッ

ク
　

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
　

が
あ

る
。

１
　

打
ち

返
し

２
　

反
復

横
跳

び
３

　
打

ち
合

い

－206－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

八
王

子
桑

志
(
ク

ラ
フ

ト
分

野
)

第
四

商
業

卓
球

柔
道

自
 
転

 
車

 
競

 
技

男 男 女
バ

レ
ー

ボ
ー

ル

男
女

硬
式

野
球

男
女

英
語

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

１
月

２
６

日
（

月
）

体
育

館

体
育

館

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
及

び
武

道
場

）

男
女

田
無

工
科

芝
商

業

硬
式

野
球

千
早

１
　

オ
ー

バ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
・

ア
ン

ダ
ー

ハ
ン

ド
パ

ス
２

　
ス

パ
イ

ク
レ

シ
ー

ブ
・

サ
ー

ブ
レ

シ
ー

ブ
３

　
ス

パ
イ

ク
４

　
サ

ー
ブ

５
　

ト
ス

（
２

段
ト

ス
も

含
む

）

男
女

○
英

語
に

よ
る

問
答

・
な

し

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
サ

ポ
ー

タ
ー

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
防

寒
着

（
必

要
に

応
じ

て
）

・
自

転
車

競
技

ウ
ェ

ア
（

上
下

）
又

は
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

上
記

の
ほ

か
、

自
転

車
競

技
用

シ
ュ

ー
ズ

　
（

ク
リ

ー
ト

付
）

及
び

ペ
ダ

ル
も

持
参

可

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

（
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
マ

シ
ン

に
よ

る
測

定
）

　
・

脚
力

の
測

定
　

・
ペ

ダ
リ

ン
グ

ス
キ

ル
の

測
定

○
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

雨
天

時
○

２
５

ｍ
走

○
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

○
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

○
反

復
横

跳
び

柔
道

場

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
・

ス
パ

イ
ク

・
グ

ロ
ー

ブ
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

○
５

０
ｍ

走
○

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

○
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
○

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

１
　

礼
法

２
　

受
け

身
３

　
投

げ
技

・
固

め
技

の
基

本
動

作
４

　
か

か
り

練
習

・
約

束
練

習
・

自
由

練
習

１
　

反
復

横
跳

び
２

　
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
投

げ
３

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン

１
　

各
ポ

ジ
シ

ョ
ン

か
ら

の
得

意
な

オ
フ

ェ
ン

ス
５

パ
タ

ー
ン

２
　

１
対

１
３

　
２

対
２

（
ま

た
は

３
対

３
）

１
　

次
の

基
本

打
法

を
検

査
す

る
。

（
Ｆ

：
フ

ォ
ア

ハ
ン

ド
　

Ｂ
：

バ
ッ

ク
ハ

ン
ド

）
　

（
１

）
Ｆ

ロ
ン

グ
、

ド
ラ

イ
ブ

、
ツ

ッ
ツ

キ
（

カ
ッ

ト
）

、
ブ

ロ
ッ

ク
　

（
２

）
Ｂ

ロ
ン

グ
、

ド
ラ

イ
ブ

、
ツ

ッ
ツ

キ
（

カ
ッ

ト
）

、
ブ

ロ
ッ

ク
　

（
３

）
下

回
転

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

ビ
ス

、
他

任
意

の
サ

ー
ビ

ス
２

　
オ

ー
ル

ラ
ウ

ン
ド

テ
ス

ト
に

よ
り

全
般

的
な

競
技

能
力

を
検

査
す

る
。

・
運

動
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

・
柔

道
着

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
　

シ
ュ

ー
ズ

可
）

教
室

１
月

２
７

日
（

火
）

・
ラ

ケ
ッ

ト
・

卓
球

シ
ュ

ー
ズ

・
卓

球
ウ

ェ
ア

上
下

・
防

寒
用

の
ジ

ャ
ー

ジ
上

下
・

水
筒

（
水

分
補

給
用

）

男

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

武
道

場

自
転

車
競

技
部

　
練

習
場

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

卓
球

男
女

剣
道

硬
式

野
球

府
中

工
科

硬
式

野
球

卓
球

多
 
摩

 
工

 
科

（
機

械
科

・
電

気
科

・
環

境
化

学
科

）

硬
式

野
球

荒
川

工
科

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館
（

雨
天

時
：

剣
道

場
）

男
女

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

武
道

場

１
月

２
６

日
（

月
）

男 男

雨
天

時
１

　
１

５
ｍ

往
復

２
　

羽
打

ち
３

　
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
と

　
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
４

　
ノ

ッ
ク

・
ラ

ケ
ッ

ト
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

卓
球

シ
ュ

ー
ズ

可
）

・
運

動
着

（
上

下
・

体
操

着
・

ユ
ニ

フ
ォ

ー
ム

・
　

ジ
ャ

ー
ジ

・
防

寒
着

等
）

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式

雨
天

時
１

　
２

０
ｍ

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
　

打
撃

検
査

３
　

守
備

検
査

※
　

ボ
ー

ル
は

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

　
（

守
備

）
、

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

　
シ

ャ
ト

ル
（

打
撃

）
を

使
用

・
運

動
着

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
可

）
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

（
ス

パ
イ

ク
不

可
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

１
　

基
礎

打
ち

２
　

サ
ー

ブ
・

レ
シ

ー
ブ

３
　

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

４
　

ゲ
ー

ム
形

式

１
　

素
振

り
２

　
切

り
返

し
３

　
基

本
技

４
　

互
角

稽
古

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
又

は
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
等

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

守
備

検
査

３
　

打
撃

検
査

※
　

ボ
ー

ル
は

全
て

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

２
号

球
を

使
用

す
る

。
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

は
、

検
査

内
容

及
び

会
場

を
変

更
　

す
る

こ
と

が
あ

る
。

雨
天

時
１

　
２

５
ｍ

走
２

　
ス

イ
ン

グ
ス

ピ
ー

ド
測

定
３

　
ネ

ッ
ト

ス
ロ

ー
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
タ

オ
ル

・
運

動
着

（
ユ

ニ
ホ

ー
ム

不
可

、
中

学
校

で
　

指
定

の
も

の
が

望
ま

し
い

。
）

・
グ

ロ
ー

ブ
・

運
動

靴
（

屋
外

用
）

・
ス

パ
イ

ク
（

希
望

者
の

み
）

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

　
両

方
を

持
参

す
る

こ
と

男
女

・
運

動
着

（
ユ

ニ
ホ

ー
ム

不
可

、
中

学
校

で
　

指
定

の
も

の
が

望
ま

し
い

。
）

・
ラ

ケ
ッ

ト
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ

１
　

ダ
ッ

シ
ュ

ラ
ン

２
　

ジ
グ

ザ
グ

ド
リ

ブ
ル

３
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

４
　

ド
リ

ブ
ル

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

ス
イ

ン
グ

ス
ピ

ー
ド

測
定

３
　

ノ
ッ

ク
　

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

及
び

会
場

を
変

更
　

す
る

こ
と

が
あ

る
。

・
運

動
着

・
運

動
靴

(
屋

外
用

)
(
ス

パ
イ

ク
可

)
・

雨
天

時
は

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

グ
ロ

ー
ブ

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
の

両
方

を
　

持
参

す
る

こ
と

グ
ラ

ウ
ン

ド
(
雨

天
時

：
体

育
館

)

１
月

２
６

日
（

月
）

男男

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

　
１

　
３

０
ｍ

走
　

２
　

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

○
基

本
技

能
テ

ス
ト

(
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

実
施

)
　

１
　

キ
ャ

ッ
チ

ン
グ

と
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
　

２
　

ノ
ッ

ク
　

３
　

テ
ィ

ー
バ

ッ
テ

ィ
ン

グ
　

※
　

晴
天

で
も

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

不
良

の
場

合
に

は
検

査
内

容
を

変
更

す
る

こ
と

　
　

が
あ

る
。

１
　

打
ち

返
し

２
　

反
復

横
跳

び
３

　
打

ち
合

い

－207－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

つ
ば

さ
総

合

美
術

・
デ

ザ
イ

ン
男

女

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女

男
女

美
術

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男
女

男
女

美
術

室
等

美
術

室

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女

陸
上

競
技

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
３

　
ド

リ
ブ

ル
４

　
シ

ュ
ー

ト
５

　
ゲ

ー
ム

形
式

１
　

シ
ュ

ー
ト

２
　

ド
リ

ブ
ル

３
　

パ
ス

４
　

１
対

１
、

２
対

１
、

３
対

２
、

３
対

３
、

５
対

５
な

ど

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

杉
並

総
合

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

音
楽

室

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
６

日
（

月
）

美
術

体
育

館

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

全
天

候
型

　
ス

パ
イ

ク
可

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
鉛

筆
（

Ｈ
～

４
Ｂ

程
度

）
・

鉛
筆

削
り

ま
た

は
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ
フ

・
練

消
し

ゴ
ム

・
自

身
が

制
作

し
た

作
品

３
点

以
内

　
（

ジ
ャ

ン
ル

不
問

）

○
鉛

筆
素

描
（

デ
ッ

サ
ン

）
Ｂ

３
画

用
紙

（
検

査
時

間
：

２
時

間
）

※
　

画
用

紙
と

画
板

等
は

本
校

で
用

意
す

る
。

・
鉛

筆
素

描
に

必
要

な
道

具
（

各
種

鉛
筆

、
消

し
　

ゴ
ム

、
練

り
ゴ

ム
、

カ
ッ

タ
ー

な
ど

）
・

面
接

で
使

う
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
体

育
館

デ
ッ

サ
ン

室

○
鉛

筆
に

よ
る

素
描

（
デ

ッ
サ

ン
）

男
女

吹
奏

楽

女
サ

ッ
カ

ー

女

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

テ
ス

ト
を

実
施

す
る

。

○
全

員
共

通
　

　
・

１
０

０
ｍ

走
○

種
目

別
選

択
　

１
～

３
の

中
か

ら
１

種
目

選
択

　
　

１
　

１
０

０
０

ｍ
走

　
　

２
　

３
０

ｍ
バ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

（
歩

数
の

測
定

）
　

　
３

　
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
前

投
げ

、
後

投
げ

　
　

　
　

（
男

子
３

ｋ
ｇ

、
女

子
２

ｋ
ｇ

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

３
　

ド
リ

ブ
ル

（
コ

ー
ン

の
間

を
ジ

グ
ザ

ク
ド

リ
ブ

ル
）

４
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

５
　

シ
ュ

ー
ト

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
セ

ー
ビ

ン
グ

、
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
）

６
　

ゲ
ー

ム
形

式
（

応
募

人
数

に
合

わ
せ

て
形

式
を

設
定

す
る

）

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
３

　
３

０
ｍ

走
４

　
１

０
ｍ

走
×

５
５

　
シ

ュ
ー

ト
６

　
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

（
受

検
者

数
　

に
よ

り
ゲ

ー
ム

形
式

に
近

い
形

　
へ

の
変

更
の

場
合

あ
り

）

○
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
、

シ
ュ

ー
ト

、
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
、

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

、
対

人
技

術

・
運

動
着

（
防

寒
着

）
・

運
動

靴
（

ス
パ

イ
ク

）
・

す
ね

当
て

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
各

種
濃

度
鉛

筆
・

消
し

ゴ
ム

・
練

り
ゴ

ム
・

カ
ッ

タ
ー

（
鉛

筆
削

り
用

）
※

　
面

接
に

は
、

中
学

時
に

独
力

で
制

作
し

た
　

美
術

作
品

を
持

参
す

る
こ

と
。

（
作

品
数

　
４

点
以

内
。

大
き

さ
６

５
×

５
０

ｃ
ｍ

　
以

内
。

内
容

は
絵

画
、

デ
ザ

イ
ン

、
　

デ
ッ

サ
ン

、
立

体
作

品
等

。
立

体
作

品
の

　
場

合
は

実
物

で
は

な
く

写
真

を
持

参
す

る
　

こ
と

。
）

・
演

奏
楽

器
・

自
由

曲
楽

譜
（

入
学

願
書

と
共

に
提

出
し

た
も

の
）

・
運

動
着

・
サ

ッ
カ

ー
シ

ュ
ー

ズ
・

す
ね

当
て

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
グ

　
ロ

ー
ブ

・
防

寒
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

１
０

ｍ
走

×
５

３
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

４
　

シ
ュ

ー
ト

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
セ

ー
ビ

ン
グ

、
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
）

５
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

６
　

ゲ
ー

ム
（

受
検

者
数

に
よ

り
ゲ

ー
ム

形
式

に
近

い
形

へ
の

変
更

の
　

場
合

あ
り

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
　

場
合

が
あ

る
。

○
任

意
の

自
由

曲
演

奏
（

ク
ラ

シ
ッ

ク
曲

、
伴

奏
は

な
し

）
　

自
由

曲
は

５
分

程
度

を
目

安
と

す
る

。
暗

譜
の

必
要

は
な

い
。

　
ま

た
、

独
奏

楽
器

の
た

め
の

楽
曲

を
原

則
と

す
る

。

○
鉛

筆
素

描
（

静
物

デ
ッ

サ
ン

）
Ｂ

３
画

用
紙

（
検

査
時

間
：

２
時

間
）

※
　

画
用

紙
と

画
板

は
学

校
で

用
意

す
る

。
○

個
人

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
」

を
実

施
す

る
。

○
「

自
己

Ｐ
Ｒ

」
と

は
、

持
参

し
た

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

用
い

て
、

中
学

生
の

と
き

の
美

術
の

活
動

を
紹

介
す

る
　

も
の

。

王
子

総
合

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

サ
ッ

カ
ー

世
田

谷
総

合

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

音
楽

室

美
術

工
芸

男
女

剣
道

女

男
女

剣
道

場

晴
海

総
合

サ
ッ

カ
ー

吹
奏

楽

美
術

室

○
管

楽
器

　
１

　
ス

ケ
ー

ル
　

　
　

調
性

：
F
-
d
u
r
、

B
-
d
u
r
、

E
s
-
d
u
r
、

A
s
-
d
u
r
、

C
-
d
u
r
の

う
ち

か
ら

二
つ

を
当

日
指

定
す

る
。

　
　

　
四

分
音

符
＝

１
２

０
程

度
の

テ
ン

ポ
で

、
１

オ
ク

タ
ー

ブ
以

上
。

　
２

　
任

意
の

自
由

曲
（

伴
奏

な
し

、
３

分
程

度
）

○
打

楽
器

　
１

　
基

礎
演

奏
　

　
　

ス
ネ

ア
ド

ラ
ム

。
シ

ン
グ

ル
・

ス
ト

ロ
ー

ク
で

四
分

音
符

＝
１

２
０

程
度

の
テ

ン
ポ

で
、

四
分

音
符

・
　

　
　

八
分

音
符

・
十

六
分

音
符

・
三

連
符

及
び

ロ
ー

ル
を

演
奏

す
る

。
　

２
　

任
意

の
自

由
曲

（
伴

奏
な

し
・

３
分

程
度

）
　

　
　

ス
ネ

ア
ド

ラ
ム

・
鍵

盤
楽

器
・

テ
ィ

ン
パ

ニ
よ

り
一

つ
選

択
す

る
。

 
 
　

（
詳

細
は

、
１

０
月

以
降

、
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
掲

載
す

る
。

）

・
サ

ッ
カ

ー
が

で
き

る
服

装
　

（
か

な
り

冷
え

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
の

で
、

　
ベ

ン
チ

コ
ー

ト
等

の
防

寒
着

を
持

参
す

る
　

こ
と

が
望

ま
し

い
。

）
・

す
ね

当
て

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）

１
　

＜
イ

ン
ス

テ
ッ

プ
キ

ッ
ク

・
イ

ン
フ

ロ
ン

ト
キ

ッ
ク

に
よ

る
ロ

ン
グ

　
キ

ッ
ク

パ
ス

＞
（

３
０

ｍ
程

度
）

２
　

＜
ヘ

デ
ィ

ン
グ

＞
１

０
～

２
０

ｍ
程

度
離

れ
た

距
離

か
ら

キ
ッ

ク
又

は
ス

ロ
ー

し
た

ボ
ー

ル
を

ヘ
デ

ィ
ン

グ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

す
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

ハ
イ

ボ
ー

ル
キ

ャ
ッ

チ
を

行
う

。
３

　
＜

ボ
ー

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
①

＞
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
ド

リ
ブ

ル
。

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

と
し

て
の

基
礎

技
術

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
正

面
キ

ャ
ッ

チ
・

セ
ー

ビ
ン

グ
）

４
　

＜
ボ

ー
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

②
＞

キ
ッ

ク
又

は
ス

ロ
ー

さ
れ

た
ボ

ー
ル

を
、

胸
・

も
も

・
足

の
イ

ン
サ

イ
ド

等
で

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

。
５

　
＜

ド
リ

ブ
ル

＞
置

か
れ

た
コ

ー
ン

の
間

を
ジ

グ
ザ

グ
ド

リ
ブ

ル
を

す
る

。

・
演

奏
す

る
楽

器
（

打
楽

器
・

コ
ン

ト
ラ

バ
ス

　
以

外
は

貸
出

不
可

。
貸

出
楽

器
を

使
用

す
る

　
場

合
は

出
願

時
に

申
し

出
る

こ
と

。
）

・
自

由
曲

の
楽

譜
（

出
願

時
に

２
部

提
出

す
る

。
　

当
日

、
演

奏
の

際
に

必
要

な
場

合
は

持
参

す
る

　
こ

と
。

）

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式
・

フ
ェ

イ
ス

シ
ー

ル
ド

１
　

素
振

り
２

　
基

本
打

ち
、

技
の

応
用

３
　

地
稽

古

・
準

備
す

る
用

具
　

鉛
筆

、
消

し
具

・
面

接
用

　
中

学
生

で
作

成
し

た
自

己
作

品
（

３
点

以
　

内
）

、
志

望
理

由
書

○
鉛

筆
デ

ッ
サ

ン
　

自
分

の
手

と
与

え
ら

れ
た

モ
チ

ー
フ

を
関

連
を

持
た

せ
て

ポ
ー

ズ
を

決
め

、
９

０
分

で
描

写
す

る
。

モ
チ

ー
フ

は
当

日
指

定
す

る
。

モ
チ

ー
フ

の
特

長
に

興
味

を
持

ち
、

自
由

に
ポ

ー
ズ

す
る

。
構

成
力

・
描

写
力

・
表

現
力

の
３

観
点

か
ら

素
描

の
技

量
を

判
断

す
る

。
男

女

－208－



実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

つ
ば

さ
総

合

美
術

・
デ

ザ
イ

ン
男

女

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男
女

男
女

美
術

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

男
女

男
女

美
術

室
等

美
術

室

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

女

陸
上

競
技

雨
天

時
１

　
３

０
ｍ

走
２

　
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
３

　
ド

リ
ブ

ル
４

　
シ

ュ
ー

ト
５

　
ゲ

ー
ム

形
式

１
　

シ
ュ

ー
ト

２
　

ド
リ

ブ
ル

３
　

パ
ス

４
　

１
対

１
、

２
対

１
、

３
対

２
、

３
対

３
、

５
対

５
な

ど

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

杉
並

総
合

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

音
楽

室

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
６

日
（

月
）

美
術

体
育

館

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）

・
運

動
着

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
（

全
天

候
型

　
ス

パ
イ

ク
可

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
鉛

筆
（

Ｈ
～

４
Ｂ

程
度

）
・

鉛
筆

削
り

ま
た

は
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ
フ

・
練

消
し

ゴ
ム

・
自

身
が

制
作

し
た

作
品

３
点

以
内

　
（

ジ
ャ

ン
ル

不
問

）

○
鉛

筆
素

描
（

デ
ッ

サ
ン

）
Ｂ

３
画

用
紙

（
検

査
時

間
：

２
時

間
）

※
　

画
用

紙
と

画
板

等
は

本
校

で
用

意
す

る
。

・
鉛

筆
素

描
に

必
要

な
道

具
（

各
種

鉛
筆

、
消

し
　

ゴ
ム

、
練

り
ゴ

ム
、

カ
ッ

タ
ー

な
ど

）
・

面
接

で
使

う
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

も
可

）
体

育
館

デ
ッ

サ
ン

室

○
鉛

筆
に

よ
る

素
描

（
デ

ッ
サ

ン
）

男
女

吹
奏

楽

女
サ

ッ
カ

ー

女

雨
天

時
　

体
育

館
で

基
礎

体
力

テ
ス

ト
を

実
施

す
る

。

○
全

員
共

通
　

　
・

１
０

０
ｍ

走
○

種
目

別
選

択
　

１
～

３
の

中
か

ら
１

種
目

選
択

　
　

１
　

１
０

０
０

ｍ
走

　
　

２
　

３
０

ｍ
バ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

（
歩

数
の

測
定

）
　

　
３

　
メ

デ
ィ

シ
ン

ボ
ー

ル
前

投
げ

、
後

投
げ

　
　

　
　

（
男

子
３

ｋ
ｇ

、
女

子
２

ｋ
ｇ

）

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

３
　

ド
リ

ブ
ル

（
コ

ー
ン

の
間

を
ジ

グ
ザ

ク
ド

リ
ブ

ル
）

４
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

５
　

シ
ュ

ー
ト

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
セ

ー
ビ

ン
グ

、
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
）

６
　

ゲ
ー

ム
形

式
（

応
募

人
数

に
合

わ
せ

て
形

式
を

設
定

す
る

）

雨
天

時
１

　
シ

ャ
ト

ル
ラ

ン
２

　
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
３

　
３

０
ｍ

走
４

　
１

０
ｍ

走
×

５
５

　
シ

ュ
ー

ト
６

　
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

（
受

検
者

数
　

に
よ

り
ゲ

ー
ム

形
式

に
近

い
形

　
へ

の
変

更
の

場
合

あ
り

）

○
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
、

シ
ュ

ー
ト

、
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
、

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

、
対

人
技

術

・
運

動
着

（
防

寒
着

）
・

運
動

靴
（

ス
パ

イ
ク

）
・

す
ね

当
て

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

・
各

種
濃

度
鉛

筆
・

消
し

ゴ
ム

・
練

り
ゴ

ム
・

カ
ッ

タ
ー

（
鉛

筆
削

り
用

）
※

　
面

接
に

は
、

中
学

時
に

独
力

で
制

作
し

た
　

美
術

作
品

を
持

参
す

る
こ

と
。

（
作

品
数

　
４

点
以

内
。

大
き

さ
６

５
×

５
０

ｃ
ｍ

　
以

内
。

内
容

は
絵

画
、

デ
ザ

イ
ン

、
　

デ
ッ

サ
ン

、
立

体
作

品
等

。
立

体
作

品
の

　
場

合
は

実
物

で
は

な
く

写
真

を
持

参
す

る
　

こ
と

。
）

・
演

奏
楽

器
・

自
由

曲
楽

譜
（

入
学

願
書

と
共

に
提

出
し

た
も

の
）

・
運

動
着

・
サ

ッ
カ

ー
シ

ュ
ー

ズ
・

す
ね

当
て

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
グ

　
ロ

ー
ブ

・
防

寒
着

・
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

（
雨

天
時

）
※

　
必

ず
運

動
靴

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
両

方
を

　
持

参
す

る
こ

と

１
　

５
０

ｍ
走

２
　

１
０

ｍ
走

×
５

３
　

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

４
　

シ
ュ

ー
ト

（
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
セ

ー
ビ

ン
グ

、
キ

ャ
ッ

チ
ン

グ
）

５
　

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

６
　

ゲ
ー

ム
（

受
検

者
数

に
よ

り
ゲ

ー
ム

形
式

に
近

い
形

へ
の

変
更

の
　

場
合

あ
り

）
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
　

場
合

が
あ

る
。

○
任

意
の

自
由

曲
演

奏
（

ク
ラ

シ
ッ

ク
曲

、
伴

奏
は

な
し

）
　

自
由

曲
は

５
分

程
度

を
目

安
と

す
る

。
暗

譜
の

必
要

は
な

い
。

　
ま

た
、

独
奏

楽
器

の
た

め
の

楽
曲

を
原

則
と

す
る

。

○
鉛

筆
素

描
（

静
物

デ
ッ

サ
ン

）
Ｂ

３
画

用
紙

（
検

査
時

間
：

２
時

間
）

※
　

画
用

紙
と

画
板

は
学

校
で

用
意

す
る

。
○

個
人

面
接

の
一

部
で

「
自

己
Ｐ

Ｒ
」

を
実

施
す

る
。

○
「

自
己

Ｐ
Ｒ

」
と

は
、

持
参

し
た

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

用
い

て
、

中
学

生
の

と
き

の
美

術
の

活
動

を
紹

介
す

る
　

も
の

。

王
子

総
合

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

サ
ッ

カ
ー

世
田

谷
総

合

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

１
月

２
７

日
（

火
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

音
楽

室

美
術

工
芸

男
女

剣
道

女

男
女

剣
道

場

晴
海

総
合

サ
ッ

カ
ー

吹
奏

楽

美
術

室

○
管

楽
器

　
１

　
ス

ケ
ー

ル
　

　
　

調
性

：
F
-
d
u
r
、

B
-
d
u
r
、

E
s
-
d
u
r
、

A
s
-
d
u
r
、

C
-
d
u
r
の

う
ち

か
ら

二
つ

を
当

日
指

定
す

る
。

　
　

　
四

分
音

符
＝

１
２

０
程

度
の

テ
ン

ポ
で

、
１

オ
ク

タ
ー

ブ
以

上
。

　
２

　
任

意
の

自
由

曲
（

伴
奏

な
し

、
３

分
程

度
）

○
打

楽
器

　
１

　
基

礎
演

奏
　

　
　

ス
ネ

ア
ド

ラ
ム

。
シ

ン
グ

ル
・

ス
ト

ロ
ー

ク
で

四
分

音
符

＝
１

２
０

程
度

の
テ

ン
ポ

で
、

四
分

音
符

・
　

　
　

八
分

音
符

・
十

六
分

音
符

・
三

連
符

及
び

ロ
ー

ル
を

演
奏

す
る

。
　

２
　

任
意

の
自

由
曲

（
伴

奏
な

し
・

３
分

程
度

）
　

　
　

ス
ネ

ア
ド

ラ
ム

・
鍵

盤
楽

器
・

テ
ィ

ン
パ

ニ
よ

り
一

つ
選

択
す

る
。

 
 
　

（
詳

細
は

、
１

０
月

以
降

、
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
掲

載
す

る
。

）

・
サ

ッ
カ

ー
が

で
き

る
服

装
　

（
か

な
り

冷
え

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
の

で
、

　
ベ

ン
チ

コ
ー

ト
等

の
防

寒
着

を
持

参
す

る
　

こ
と

が
望

ま
し

い
。

）
・

す
ね

当
て

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

）

１
　

＜
イ

ン
ス

テ
ッ

プ
キ

ッ
ク

・
イ

ン
フ

ロ
ン

ト
キ

ッ
ク

に
よ

る
ロ

ン
グ

　
キ

ッ
ク

パ
ス

＞
（

３
０

ｍ
程

度
）

２
　

＜
ヘ

デ
ィ

ン
グ

＞
１

０
～

２
０

ｍ
程

度
離

れ
た

距
離

か
ら

キ
ッ

ク
又

は
ス

ロ
ー

し
た

ボ
ー

ル
を

ヘ
デ

ィ
ン

グ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

す
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

ハ
イ

ボ
ー

ル
キ

ャ
ッ

チ
を

行
う

。
３

　
＜

ボ
ー

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
①

＞
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
ド

リ
ブ

ル
。

ゴ
ー

ル
キ

ー
パ

ー
は

キ
ー

パ
ー

と
し

て
の

基
礎

技
術

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
正

面
キ

ャ
ッ

チ
・

セ
ー

ビ
ン

グ
）

４
　

＜
ボ

ー
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

②
＞

キ
ッ

ク
又

は
ス

ロ
ー

さ
れ

た
ボ

ー
ル

を
、

胸
・

も
も

・
足

の
イ

ン
サ

イ
ド

等
で

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

。
５

　
＜

ド
リ

ブ
ル

＞
置

か
れ

た
コ

ー
ン

の
間

を
ジ

グ
ザ

グ
ド

リ
ブ

ル
を

す
る

。

・
演

奏
す

る
楽

器
（

打
楽

器
・

コ
ン

ト
ラ

バ
ス

　
以

外
は

貸
出

不
可

。
貸

出
楽

器
を

使
用

す
る

　
場

合
は

出
願

時
に

申
し

出
る

こ
と

。
）

・
自

由
曲

の
楽

譜
（

出
願

時
に

２
部

提
出

す
る

。
　

当
日

、
演

奏
の

際
に

必
要

な
場

合
は

持
参

す
る

　
こ

と
。

）

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
防

具
一

式
・

フ
ェ

イ
ス

シ
ー

ル
ド

１
　

素
振

り
２

　
基

本
打

ち
、

技
の

応
用

３
　

地
稽

古

・
準

備
す

る
用

具
　

鉛
筆

、
消

し
具

・
面

接
用

　
中

学
生

で
作

成
し

た
自

己
作

品
（

３
点

以
　

内
）

、
志

望
理

由
書

○
鉛

筆
デ

ッ
サ

ン
　

自
分

の
手

と
与

え
ら

れ
た

モ
チ

ー
フ

を
関

連
を

持
た

せ
て

ポ
ー

ズ
を

決
め

、
９

０
分

で
描

写
す

る
。

モ
チ

ー
フ

は
当

日
指

定
す

る
。

モ
チ

ー
フ

の
特

長
に

興
味

を
持

ち
、

自
由

に
ポ

ー
ズ

す
る

。
構

成
力

・
描

写
力

・
表

現
力

の
３

観
点

か
ら

素
描

の
技

量
を

判
断

す
る

。
男

女

－209－
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査

持
参

す
る

も
の

検
　

査
　

日
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
会

　
　

場

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
（

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
も

可
）

体
育

館

・
運

動
着

・
サ

ッ
カ

ー
シ

ュ
ー

ズ
・

す
ね

当
て

・
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
キ

ー
パ

ー
グ

ロ
ー

ブ
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
（

雨
天

時
使

用
）

※
　

サ
ッ

カ
ー

シ
ュ

ー
ズ

と
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

の
　

両
方

を
持

参
す

る
こ

と
サ

ッ
カ

ー
女

雨
天

時
１

　
走

力
テ

ス
ト

２
　

パ
ス

　
（

ロ
ン

グ
キ

ッ
ク

、
シ

ョ
ー

ト
　

パ
ス

）
３

　
ド

リ
ブ

ル
※

　
ゴ

ー
ル

キ
ー

パ
ー

は
　

キ
ャ

ッ
チ

４
　

シ
ュ

ー
ト

５
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム
（

受
検

人
員

が
　

規
定

の
人

数
を

満
た

さ
な

い
　

場
合

に
は

実
施

し
な

い
。

）

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
　

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

２
　

ド
リ

ブ
ル

ワ
ー

ク
３

　
パ

ス
ワ

ー
ク

４
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

５
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

６
　

ラ
ン

ニ
ン

グ
シ

ュ
ー

ト
７

　
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

（
受

検
人

員
が

規
定

の
人

数
を

満
た
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場

合
に

は
実

施
し

な
い

。
）

１
　

走
力
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ト
２
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キ

ッ
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、
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ー

ト
パ
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３
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※
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４
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※
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５
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検
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又
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葉
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２
７
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２

　
Ｍ

Ｂ
（

フ
ロ

ン
ト

・
バ

ッ
ク

）
３

　
立

ち
五

段
跳

び
４

　
３

０
ｍ

加
速

走
５
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種

目
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）

　
・

４
０
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・

１
０

０
０

ｍ
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天

時
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グ
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ウ
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ド

不
良

の
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合
は
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検
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。
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＆
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等
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の
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は
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検
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に
よ
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が
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る

。
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日
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。
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礎
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力
検
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ち
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技
能

・
運

動
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・
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・
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０
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２
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＆
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検
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。
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日
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運

動
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動
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（
屋
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）
・
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育
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・
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検
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ェ
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も
可

）

雨
天

時
１

　
フ

ッ
ト

ワ
ー

ク
２

　
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
３

　
フ

ィ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
４

　
選

択
種

目
の

技
術

チ
ェ

ッ
ク

・
剣

道
着

、
袴

（
は

か
ま

）
・

竹
刀

・
剣

道
具

一
式

・
運

動
着

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
防

寒
具

１
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

２
　

ジ
ャ

ン
プ

シ
ュ

ー
ト

３
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

１
　

レ
セ

プ
シ

ョ
ン

２
　

デ
ィ

グ
３

　
ト

ス
４

　
ス

パ
イ

ク

体
育

館

体
育

館

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

・
運

動
着

・
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
シ

ュ
ー

ズ
　

（
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

で
も

可
）

・
防

寒
具

剣
道

場

１
　

ベ
ー

ス
ラ

ン
ニ

ン
グ

２
　

遠
投

３
　

フ
ィ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

４
　

選
択

し
て

行
う

も
の

（
ど

ち
ら

か
選

択
）

　
・

バ
ッ

テ
ィ

ン
グ

　
・

ピ
ッ

チ
ン

グ
※

　
晴

天
で

も
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
不

良
の

場
合

に
は

検
査

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
　

が
あ

る
。

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

１
　

基
本

的
な

パ
ス

　
　

（
オ

ー
バ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

と
ア

ン
ダ

ー
ハ

ン
ド

パ
ス

、
対

人
レ

シ
ー

ブ
）

２
　

サ
ー

ブ
３

　
選

択
し

て
行

う
も

の
　

　
（

以
下

の
３

種
目

か
ら

１
種

目
選

択
）

　
　

　
・

ス
パ

イ
ク

　
　

　
・

ト
ス

　
　

　
・

レ
シ

ー
ブ

４
　

運
動

能
力

テ
ス

ト
　

　
（

９
ｍ

３
往

復
走

、
遠

投
、

垂
直

跳
び

）

女

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

男
女

１
　

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

２
　

パ
ス

３
　

シ
ュ

ー
ト

４
　

リ
バ

ウ
ン

ド
技

能
５

　
デ

ィ
フ

ェ
ン

ス
フ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

オ
フ

ェ
ン

ス
の

ド
リ

ブ
ル

技
能

も
評

価
対

象
）

６
　

対
人

ゲ
ー

ム

○
基

本
　

１
　

切
り

返
し

　
２

　
仕

掛
け

技
　

３
　

応
じ

技
〇

互
角

稽
古

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
：

体
育

館
）

１
月

２
７

日
（

火
）

１
月

２
７

日
（

火
）

体
育

館

体
育

館

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

雨
天

時
又

は
グ

ラ
ウ

ン
ド

状
況

不
良

の
場

合
は

、
ピ

ロ
テ

ィ
ー

及
び

他
の

体
育

施
設

等
に

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
）

１
月

２
６

日
（

月
）

女女

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

剣
道

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

・
運

動
着

・
グ

ロ
ー

ブ
又

は
ミ

ッ
ト

・
運

動
靴

（
屋

外
用

）
・

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
・

必
要

に
応

じ
て

ス
パ

イ
ク

又
は

ア
ッ

プ
　

シ
ュ

ー
ズ

・
バ

ッ
ト

（
自

由
）

※
　

必
ず

運
動

靴
と

体
育

館
シ

ュ
ー

ズ
を

持
参

　
す

る
こ

と

－211－



別
表
６

実
　
技
　
検
　
査
　
等
　
の
　
内
　
容

○
「

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

」
実

施
校

に
お

け
る

実
技

検
査

等
に

つ
い

て
は

、
別

表
５

 
付

表
２

（
P
1
7
8
～

2
1
2
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。
○

　
集

合
時

刻
及

び
検

査
会

場
等

に
つ

い
て

は
、

受
検

票
に

よ
り

指
定

し
ま

す
。

１
　
実
技
検
査
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

推
薦

一
次

二
次

蔵
前

工
科

（
機

械
科

、
電

気
科

、
建

築
科

、
　

設
備

工
業

科
）

推
薦

墨
田

工
科

（
機

械
科

、
自

動
車

科
、

電
気

科
、

　
建

築
科

）

推
薦

総
合

工
科

（
機

械
・

自
動

車
科

、
　

電
気

・
情

報
デ

ザ
イ

ン
科

、
　

建
築

・
都

市
工

学
科

）

推
薦

荒
川

工
科

（
電

気
科

、
電

子
科

、
　

情
報

技
術

科
）

推
薦

足
立

工
科

（
総

合
技

術
科

）
推

薦

検
査
に
必
要
な
も
の

○
工

業
技

術
者

と
し

て
の

適
性

を
知

る
た

め
に

実
施

。
課

題
は

「
作

図
」

（
５

０
分

）

○
参

考
図

を
見

て
、

検
査

用
紙

に
作

図
す

る
。

作
業

の
正

確
さ

や
バ

ラ
ン

ス
良

く
ま

と
め

る
力

を
　

評
価

す
る

。
○

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

　
（

芯
　

Ｈ
Ｂ

　
０

．
５

ｍ
ｍ

）
○

消
し

ゴ
ム

※
　

そ
の

他
、

作
図

に
必

要
な

用
具

　
は

本
校

で
用

意
す

る
。

○
定

規
を

使
用

し
た

作
図

○
展

開
図

を
用

い
た

立
体

模
型

の
製

作

○
筆

記
用

具
○

３
０

ｃ
ｍ

程
度

の
直

定
規

○
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ
フ

※
　

そ
の

他
、

作
図

及
び

製
作

に
　

必
要

な
用

具
は

本
校

で
用

意
　

す
る

。

募
集
区
分

備
　
　
考

○
「

円
に

内
接

す
る

正
多

角
形

の
頂

点
を

線
で

結
ぶ

」
○

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

　
（

芯
　

Ｈ
Ｂ

　
０

．
５

ｍ
ｍ

）
○

消
し

ゴ
ム

○
三

角
定

規
（

一
組

、
１

０
ｃ

ｍ
　

以
上

の
目

盛
り

付
き

）
○

直
定

規
（

１
５

ｃ
ｍ

以
上

の
目

盛
　

り
付

き
、

角
度

の
目

盛
り

の
な

い
　

も
の

）
○

コ
ン

パ
ス

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

終
了

後

（
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
○

「
鉛

筆
に

よ
る

素
描

」
（

２
時

間
）

　
検

査
用

紙
Ｆ

８
判

○
鉛

筆
（

２
Ｈ

～
６

Ｂ
程

度
）

○
消

し
ゴ

ム
（

練
り

消
し

ゴ
ム

可
）

○
目

玉
ク

リ
ッ

プ
（

２
個

）
○

鉛
筆

削
り

（
電

動
不

可
）

　
も

し
く

は
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ
フ

１
月

２
６

日
（

月
）

 
1
0
:
0
0
～

1
1
:
0
0

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

１
月

２
６

日
（

月
）

 
1
0
:
4
0
～

1
1
:
4
0

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

○
筆

記
用

具
※

　
そ

の
他

、
製

図
及

び
製

作
に

　
必

要
な

用
具

は
本

校
で

用
意

　
す

る
。

（
１

）
指

示
書

及
び

参
考

図
を

見
て

、
工

作
用

紙
に

展
開

図
を

作
図

す
る

。
（

２
）

上
記

で
作

図
し

た
展

開
図

を
切

り
取

り
、

立
体

模
型

を
製

作
す

る
。

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

１
月

２
６

日
（

月
）

 
9
:
0
0
～

9
:
5
0

２
月

２
２

日
（

日
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

Ｎ
ｏ

１
月

２
７

日
（

火
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

片
倉

（
造

形
美

術
コ

ー
ス

）

学
校
名
（
学
科
名
等
）

検
　
査
　
日
　
時

○
鉛

筆
又

は
シ

ャ
ー

プ
ペ

ン
シ

ル
 
（

Ｈ
Ｂ

程
度

の
も

の
）

○
消

し
ゴ

ム
※

　
コ

ン
パ

ス
、

直
線

定
規

は
　

本
校

で
用

意
す

る
。

２
　

面
接

の
一

部
で

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

都
立

高
等

学
校

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

男

サ
ッ

カ
ー

美
術

男
女

陸
上

競
技

男
女

女

学
　

校
　

名
（

学
科

名
等

）
内

　
容

（
種

目
等

）
検

　
　

査
　

　
内

　
　

容

大
泉

桜
１

月
２

６
日

（
月

）
１

月
２

７
日

（
火

）

検
　

査
　

日

実
　

　
　

　
 
 
 
 
　

技
　

　
　

　
　

 
 
 
検

　
　

 
 
 
　

　
　

査

・
デ

ザ
イ

ン
・

美
術

に
関

す
る

作
品

（
自

己
　

制
作

）
又

は
資

料

○
個

人
面

接
の

一
部

で
「

自
己

Ｐ
Ｒ

」
を

実
施

し
ま

す
。

○
「

自
己

Ｐ
Ｒ

」
と

は
、

発
表

形
式

で
自

分
の

優
れ

た
点

や
個

性
を

表
現

す
る

こ
と

で
す

。
時

間
は

１
人

　
２

分
以

内
で

す
。

○
作

品
や

楽
器

の
持

込
み

は
可

能
で

す
が

、
そ

れ
に

よ
る

時
間

の
延

長
は

あ
り

ま
せ

ん
。

○
そ

の
他

、
「

自
己

Ｐ
Ｒ

」
に

必
要

と
す

る
も

の
を

含
め

、
準

備
は

受
検

者
が

時
間

内
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
ま

た
、

危
険

を
伴

う
も

の
や

、
他

の
受

検
会

場
の

迷
惑

に
な

る
よ

う
な

も
の

は
避

け
て

く
だ

さ
い

。

若
葉

総
合

１
月

２
７

日
（

火
）

持
参

す
る

も
の

教
室

教
室

検
　

　
査

　
　

会
　

　
場

○
個

人
面

接
（

１
０

分
程

度
）

を
実

施
す

る
。

面
接

に
お

い
て

自
己

Ｐ
Ｒ

の
時

間
を

設
け

、
デ

ザ
イ

ン
・

　
美

術
分

野
に

つ
い

て
２

分
程

度
の

ス
ピ

ー
チ

を
行

う
。

　
デ

ザ
イ

ン
・

美
術

に
関

す
る

作
品

（
自

己
制

作
）

又
は

資
料

を
提

示
し

て
Ｐ

Ｒ
す

る
こ

と

－212－



別
表
６

実
　
技
　
検
　
査
　
等
　
の
　
内
　
容

○
「

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
等

特
別

推
薦

」
実

施
校

に
お

け
る

実
技

検
査

等
に

つ
い

て
は

、
別

表
５

 
付

表
２

（
P
1
7
8
～

2
1
2
）

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。
○

　
集

合
時

刻
及

び
検

査
会

場
等

に
つ

い
て

は
、

受
検

票
に

よ
り

指
定

し
ま

す
。

１
　
実
技
検
査
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

推
薦

一
次

二
次

蔵
前

工
科

（
機

械
科

、
電

気
科

、
建

築
科

、
　

設
備

工
業

科
）

推
薦

墨
田

工
科

（
機

械
科

、
自

動
車

科
、

電
気

科
、

　
建

築
科

）

推
薦

総
合

工
科

（
機

械
・

自
動

車
科

、
　

電
気

・
情

報
デ

ザ
イ

ン
科

、
　

建
築

・
都

市
工

学
科

）

推
薦

荒
川

工
科

（
電

気
科

、
電

子
科

、
　

情
報

技
術

科
）

推
薦

足
立

工
科

（
総

合
技

術
科

）
推

薦

検
査
に
必
要
な
も
の

○
工

業
技

術
者

と
し

て
の

適
性

を
知

る
た

め
に

実
施

。
課

題
は

「
作

図
」

（
５

０
分

）

○
参

考
図

を
見

て
、

検
査

用
紙

に
作

図
す

る
。

作
業

の
正

確
さ

や
バ

ラ
ン

ス
良

く
ま

と
め

る
力

を
　

評
価

す
る

。
○

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

　
（

芯
　

Ｈ
Ｂ

　
０

．
５

ｍ
ｍ

）
○

消
し

ゴ
ム

※
　

そ
の

他
、

作
図

に
必

要
な

用
具

　
は

本
校

で
用

意
す

る
。

○
定

規
を

使
用

し
た

作
図

○
展

開
図

を
用

い
た

立
体

模
型

の
製

作

○
筆

記
用

具
○

３
０

ｃ
ｍ

程
度

の
直

定
規

○
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ
フ

※
　

そ
の

他
、

作
図

及
び

製
作

に
　

必
要

な
用

具
は

本
校

で
用

意
　

す
る

。

募
集
区
分

備
　
　
考

○
「

円
に

内
接

す
る

正
多

角
形

の
頂

点
を

線
で

結
ぶ

」
○

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

　
（

芯
　

Ｈ
Ｂ

　
０

．
５

ｍ
ｍ

）
○

消
し

ゴ
ム

○
三

角
定

規
（

一
組

、
１

０
ｃ

ｍ
　

以
上

の
目

盛
り

付
き

）
○

直
定

規
（

１
５

ｃ
ｍ

以
上

の
目

盛
　

り
付

き
、

角
度

の
目

盛
り

の
な

い
　

も
の

）
○

コ
ン

パ
ス

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

終
了

後

（
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
○

「
鉛

筆
に

よ
る

素
描

」
（

２
時

間
）

　
検

査
用

紙
Ｆ

８
判

○
鉛

筆
（

２
Ｈ

～
６

Ｂ
程

度
）

○
消

し
ゴ

ム
（

練
り

消
し

ゴ
ム

可
）

○
目

玉
ク

リ
ッ

プ
（

２
個

）
○

鉛
筆

削
り

（
電

動
不

可
）

　
も

し
く

は
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ
フ

１
月

２
６

日
（

月
）

 
1
0
:
0
0
～

1
1
:
0
0

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

１
月

２
６

日
（

月
）

 
1
0
:
4
0
～

1
1
:
4
0

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

○
筆

記
用

具
※

　
そ

の
他

、
製

図
及

び
製

作
に

　
必

要
な

用
具

は
本

校
で

用
意

　
す

る
。

（
１

）
指

示
書

及
び

参
考

図
を

見
て

、
工

作
用

紙
に

展
開

図
を

作
図

す
る

。
（

２
）

上
記

で
作

図
し

た
展

開
図

を
切

り
取

り
、

立
体

模
型

を
製

作
す

る
。

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

１
月

２
６

日
（

月
）

 
9
:
0
0
～

9
:
5
0

２
月

２
２

日
（

日
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

Ｎ
ｏ

１
月

２
７

日
（

火
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

片
倉

（
造

形
美

術
コ

ー
ス

）

学
校
名
（
学
科
名
等
）

検
　
査
　
日
　
時

○
鉛

筆
又

は
シ

ャ
ー

プ
ペ

ン
シ

ル
 
（

Ｈ
Ｂ

程
度

の
も

の
）

○
消

し
ゴ

ム
※

　
コ

ン
パ

ス
、

直
線

定
規

は
　

本
校

で
用

意
す

る
。

－213－



検
査
に
必
要
な
も
の

募
集
区
分

備
　
　
考

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

Ｎ
ｏ

学
校
名
（
学
科
名
等
）

検
　
査
　
日
　
時

推
薦

一
次

二
次

　
一

次
に

準
じ

る
。

総
合

芸
術

（
音

楽
科

）

○
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

○
選

択
し

た
種

目
に

必
要

な
用

具

○
基

礎
体

力
テ

ス
ト

（
全

員
が

次
の

４
種

目
を

受
検

す
る

）
　

①
ジ

グ
ザ

グ
走

　
②

立
幅

跳
　

③
上

体
起

こ
し

　
④

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

（
次

の
①

～
⑧

の
中

か
ら

１
種

目
選

択
）

　
①

陸
上

競
技

（
男

女
）

　
②

水
泳

（
男

女
）

　
③

体
操

競
技

（
男

女
）

　
④

柔
道

（
男

女
）

　
　

　
⑤

剣
道

（
男

女
）

　
⑥

サ
ッ

カ
ー

（
男

）
　

⑦
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
（

女
）

⑧
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
（

男
女

）

二
次

一
次

推
薦

○
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

○
選

択
し

た
種

目
に

必
要

な
用

具

駒
場

（
保

健
体

育
科

）

１
月

２
６

日
（

月
）

 
8
:
3
0
～

1
7
:
0
0

１
月

２
７

日
（

火
）

 
8
:
3
0
～

1
7
:
0
0

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

（
次

の
①

～
⑧

よ
り

１
種

目
選

択
）

　
①

陸
上

競
技

（
男

女
）

　
②

水
泳

（
男

女
）

　
③

体
操

競
技

（
男

女
）

　
④

柔
道

（
男

女
）

　
　

　
⑤

剣
道

（
男

女
）

　
⑥

サ
ッ

カ
ー

（
男

）
　

⑦
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
（

女
）

⑧
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
（

男
女

）

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

終
了

後

○
選

択
し

た
種

目
に

必
要

な
用

具

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

終
了

後

　
本

校
所

定
の

体
育

調
書

を
出

願
時

に
提

出
す

る
こ

と
。

用
紙

は
、

令
和

８
年

１
月

１
９

日
（

月
）

以
降

、
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
又

は
経

営
企

画
室

に
て

受
け

取
る

こ
と

。

(
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
（

１
）

旋
律

及
び

和
声

の
聴

き
取

り
（

全
専

攻
共

通
）

（
２

）
新

曲
の

視
唱

（
全

専
攻

共
通

）
（

３
）

専
攻

実
技

（
各

専
攻

に
よ

り
内

容
が

異
な

る
。

）
　

　
ア

　
鍵

盤
楽

器
専

攻
　

　
　

①
課

題
曲

　
　

　
②

任
意

の
１

曲
　

　
イ

　
管

楽
器

専
攻

・
弦

楽
器

専
攻

　
　

　
①

課
題

曲
　

　
　

②
任

意
の

１
曲

　
　

　
③

ピ
ア

ノ
演

奏
　

　
ウ

　
打

楽
器

専
攻

　
　

　
①

課
題

曲
　

　
　

②
任

意
の

１
曲

　
　

　
③

ピ
ア

ノ
演

奏
　

　
エ

　
声

楽
専

攻
　

　
　

①
課

題
曲

　
　

　
②

イ
タ

リ
ア

古
典

歌
曲

（
原

語
）

　
　

　
③

ピ
ア

ノ
演

奏
　

　
オ

　
作

曲
専

攻
　

　
　

①
和

声
課

題
　

　
　

②
ピ

ア
ノ

演
奏

　
　

カ
　

楽
理

専
攻

　
　

　
①

楽
理

に
関

す
る

小
論

文
を

含
む

学
力

検
査

　
　

　
②

ピ
ア

ノ
演

奏
　

　
※

専
攻

実
技

の
演

奏
は

、
当

日
楽

譜
が

提
示

さ
れ

る
も

の
を

除
い

て
、

　
　

　
課

題
曲

、
任

意
の

１
曲

と
も

に
暗

譜
と

す
る

。
　

　
※

課
題

曲
・

ピ
ア

ノ
演

奏
は

、
課

題
曲

集
を

参
照

の
こ

と
。

２
月

２
１

日
（

土
）

学
力

検
査

終
了

後

２
月

２
２

日
（

日
）

 
8
:
3
0
～

1
7
:
0
0

２
月

２
２

日
（

日
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
間

を
指

定
し

ま
す

。

１
月

２
６

日
（

月
）

作
文

検
査

終
了

後

【
検

査
に

必
要

な
も

の
】

(
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
○

筆
記

用
具

○
楽

器
（

必
要

な
場

合
）

※
　

マ
リ

ン
バ

、
ピ

ア
ノ

は
本

校
で

用
意

す
る

。
※

　
不

明
な

点
は

事
前

に
学

校
ま

で
問

い
合

わ
せ

て
く

だ
さ

い
。

【
備

考
】

音
楽

科
の

専
攻

○
器

楽
（

鍵
盤

楽
器

）
　

ピ
ア

ノ
○

器
楽

（
管

楽
器

）
　

フ
ル

ー
ト

、
オ

ー
ボ

エ
、

ク
ラ

リ
ネ

ッ
ト

、
サ

ク
ソ

フ
ォ

ー
　

ン
、

フ
ァ

ゴ
ッ

ト
、

ホ
ル

ン
、

ト
ラ

ン
ペ

ッ
ト

、
ト

ロ
ン

ボ
　

ー
ン

、
テ

ュ
ー

バ
○

器
楽

（
弦

楽
器

）
　

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

、
ヴ

ィ
オ

ラ
、

チ
ェ

ロ
、

コ
ン

ト
ラ

バ
ス

○
器

楽
（

打
楽

器
）

　
小

太
鼓

・
マ

リ
ン

バ
○

声
楽

○
作

曲
○

楽
理

※
　

推
薦

、
一

次
、

二
次

と
も

、
一

つ
の

専
攻

（
楽

器
等

）
を

　
選

択
し

て
出

願
す

る
。

※
　

課
題

曲
等

は
、

１
０

月
及

び
１

１
月

の
学

校
説

明
会

に
　

お
い

て
提

示
し

て
説

明
す

る
。

※
　

サ
ク

ソ
フ

ォ
ー

ン
専

攻
は

、
ア

ル
ト

サ
ク

ソ
フ

ォ
ー

ン
で

　
受

検
す

る
。

※
　

打
楽

器
専

攻
は

、
小

太
鼓

又
は

マ
リ

ン
バ

で
受

検
す

る
。

※
　

声
楽

専
攻

の
伴

奏
者

は
、

本
校

で
用

意
す

る
。

(
推

薦
・

一
次

　
共

通
）

　
出

願
の

際
、

中
学

校
か

ら
「

専
攻

実
技

曲
目

票
」

、
「

楽
譜

の
コ

ピ
ー

」
を

送
付

。

○
基

礎
体

力
テ

ス
ト

（
全

員
が

次
の

４
種

目
を

受
検

す
る

）
　

①
ジ

グ
ザ

グ
走

　
②

立
幅

跳
　

③
上

体
起

こ
し

　
④

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

（
次

の
①

～
⑧

の
中

か
ら

１
種

目
選

択
）

　
①

陸
上

競
技

（
男

女
）

　
②

水
泳

（
男

女
）

　
③

体
操

競
技

（
男

女
）

　
④

柔
道

（
男

女
）

　
　

　
⑤

剣
道

（
男

女
）

　
⑥

サ
ッ

カ
ー

（
男

）
　

⑦
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
（

女
）

⑧
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
（

男
女

）

　
本

校
所

定
の

体
育

調
書

を
出

願
時

に
提

出
す

る
こ

と
。

用
紙

は
、

令
和

７
年

１
２

月
１

日
（

月
）

以
降

、
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
又

は
経

営
企

画
室

に
て

受
け

取
る

こ
と

。

検
査
に
必
要
な
も
の

募
集
区
分

備
　
　
考

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

Ｎ
ｏ

学
校
名
（
学
科
名
等
）

検
　
査
　
日
　
時

葛
西

工
科

（
機

械
科

、
電

子
科

、
建

築
科

、
　

デ
ュ

ア
ル

シ
ス

テ
ム

科
）

推
薦

町
田

工
科

（
総

合
情

報
科

）
推

薦

推
薦

一
次

二
次

推
薦

一
次

二
次

○
鉛

筆
（

２
Ｈ

～
４

Ｂ
程

度
）

○
消

し
具

○
ナ

イ
フ

〇
ガ

ー
ゼ

※
　

検
査

用
紙

、
画

板
は

本
校

で
　

用
意

す
る

。

○
鉛

筆
（

２
Ｈ

～
４

Ｂ
程

度
）

○
消

し
具

○
ナ

イ
フ

○
ガ

ー
ゼ

※
　

検
査

用
紙

、
画

板
は

本
校

で
　

用
意

す
る

。

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

終
了

後

○
鉛

筆
　

（
Ｈ

Ｂ
程

度
の

も
の

２
～

３
本

）
　

又
は

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

　
（

Ｈ
Ｂ

程
度

の
も

の
）

○
消

し
ゴ

ム
○

直
定

規
○

三
角

定
規

一
式

○
コ

ン
パ

ス

○
「

鉛
筆

に
よ

る
素

描
」

（
３

時
間

）
　

検
査

用
紙

　
画

用
紙

（
５

４
．

４
ｃ

ｍ
×

３
８

．
４

ｃ
ｍ

）

○
「

水
彩

に
よ

る
静

物
着

彩
」

（
４

時
間

）
　

検
査

用
紙

　
画

用
紙

（
５

７
ｃ

ｍ
×

４
４

ｃ
ｍ

）
○

鉛
筆

（
２

Ｈ
～

４
Ｂ

程
度

）
○

消
し

具
○

ナ
イ

フ
○

ガ
ー

ゼ
○

水
彩

用
具

一
式

　
（

ア
ク

リ
ル

絵
の

具
　

可
）

○
筆

洗
バ

ケ
ツ

○
パ

レ
ッ

ト
（

紙
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
　

ク
、

金
属

製
の

い
ず

れ
か

）
○

雑
巾

（
タ

オ
ル

、
ウ

エ
ス

等
）

※
　

検
査

用
紙

、
画

板
、

イ
ー

ゼ
　

ル
は

本
校

で
用

意
す

る
。

１
月

２
６

日
（

月
）

 
9
:
0
0
～

1
6
:
0
0

１
月

２
６

日
（

月
）

 
8
:
3
0
～

1
2
:
0
0

１
月

２
６

日
（

月
）

 
8
:
3
0
～

1
7
:
0
0

○
「

鉛
筆

に
よ

る
素

描
」

（
２

時
間

３
０

分
）

　
検

査
用

紙
　

画
用

紙
（

５
４

．
４

ｃ
ｍ

×
３

８
．

４
ｃ

ｍ
）

な
し

（
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
○

（
演

劇
専

攻
）

　
体

操
着

○
（

舞
踊

専
攻

）
　

レ
オ

タ
ー

ド
又

は
体

操
着

、
　

バ
レ

エ
シ

ュ
ー

ズ
（

ト
ゥ

シ
ュ

ー
　

ズ
、

ジ
ャ

ズ
シ

ュ
ー

ズ
で

も
可

）

総
合

芸
術

（
舞

台
表

現
科

）

総
合

芸
術

（
美

術
科

）

２
月

２
２

日
（

日
）

 
8
:
3
0
～

1
7
:
0
0

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

○
「

定
規

と
コ

ン
パ

ス
を

使
っ

た
作

図
」

○
「

タ
イ

ピ
ン

グ
」

　
所

定
の

時
間

内
で

指
定

さ
れ

た
文

書
を

キ
ー

ボ
ー

ド
で

入
力

す
る

。
　

ロ
ー

マ
字

入
力

を
基

本
と

す
る

。

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

終
了

後

（
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
○

専
攻

実
技

（
専

攻
に

よ
り

内
容

が
異

な
る

。
）

　
ア

　
演

劇
専

攻
　

　
①

言
葉

と
身

体
に

よ
る

表
現

　
　

②
台

本
に

よ
る

表
現

（
発

声
を

含
む

。
）

　
イ

　
舞

踊
専

攻
　

　
①

立
つ

・
歩

く
（

基
本

姿
勢

）
　

　
②

基
礎

課
題

：
バ

ー
、

セ
ン

タ
ー

　
　

③
音

楽
に

よ
る

表
現

２
月

２
２

日
（

日
）

 
8
:
3
0
～

1
4
:
0
0

※
推

薦
、

一
次

、
二

次
と

　
も

、
演

劇
専

攻
、

舞
踊

　
専

攻
の

う
ち

一
つ

を
選

　
択

し
て

出
願

す
る

。

美
術

科
の

専
攻

○
絵

画
（

日
本

画
）

○
絵

画
（

油
彩

画
）

○
彫

刻
○

デ
ザ

イ
ン

○
映

像

－214－



検
査
に
必
要
な
も
の

募
集
区
分

備
　
　
考

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

Ｎ
ｏ

学
校
名
（
学
科
名
等
）

検
　
査
　
日
　
時

推
薦

一
次

二
次

　
一

次
に

準
じ

る
。

総
合

芸
術

（
音

楽
科

）

○
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

○
選

択
し

た
種

目
に

必
要

な
用

具

○
基

礎
体

力
テ

ス
ト

（
全

員
が

次
の

４
種

目
を

受
検

す
る

）
　

①
ジ

グ
ザ

グ
走

　
②

立
幅

跳
　

③
上

体
起

こ
し

　
④

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

（
次

の
①

～
⑧

の
中

か
ら

１
種

目
選

択
）

　
①

陸
上

競
技

（
男

女
）

　
②

水
泳

（
男

女
）

　
③

体
操

競
技

（
男

女
）

　
④

柔
道

（
男

女
）

　
　

　
⑤

剣
道

（
男

女
）

　
⑥

サ
ッ

カ
ー

（
男

）
　

⑦
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
（

女
）

⑧
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
（

男
女

）

二
次

一
次

推
薦

○
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

○
選

択
し

た
種

目
に

必
要

な
用

具

駒
場

（
保

健
体

育
科

）

１
月

２
６

日
（

月
）

 
8
:
3
0
～

1
7
:
0
0

１
月

２
７

日
（

火
）

 
8
:
3
0
～

1
7
:
0
0

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

（
次

の
①

～
⑧

よ
り

１
種

目
選

択
）

　
①

陸
上

競
技

（
男

女
）

　
②

水
泳

（
男

女
）

　
③

体
操

競
技

（
男

女
）

　
④

柔
道

（
男

女
）

　
　

　
⑤

剣
道

（
男

女
）

　
⑥

サ
ッ

カ
ー

（
男

）
　

⑦
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
（

女
）

⑧
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
（

男
女

）

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

終
了

後

○
選

択
し

た
種

目
に

必
要

な
用

具

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

終
了

後

　
本

校
所

定
の

体
育

調
書

を
出

願
時

に
提

出
す

る
こ

と
。

用
紙

は
、

令
和

８
年

１
月

１
９

日
（

月
）

以
降

、
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
又

は
経

営
企

画
室

に
て

受
け

取
る

こ
と

。

(
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
（

１
）

旋
律

及
び

和
声

の
聴

き
取

り
（

全
専

攻
共

通
）

（
２

）
新

曲
の

視
唱

（
全

専
攻

共
通

）
（

３
）

専
攻

実
技

（
各

専
攻

に
よ

り
内

容
が

異
な

る
。

）
　

　
ア

　
鍵

盤
楽

器
専

攻
　

　
　

①
課

題
曲

　
　

　
②

任
意

の
１

曲
　

　
イ

　
管

楽
器

専
攻

・
弦

楽
器

専
攻

　
　

　
①

課
題

曲
　

　
　

②
任

意
の

１
曲

　
　

　
③

ピ
ア

ノ
演

奏
　

　
ウ

　
打

楽
器

専
攻

　
　

　
①

課
題

曲
　

　
　

②
任

意
の

１
曲

　
　

　
③

ピ
ア

ノ
演

奏
　

　
エ

　
声

楽
専

攻
　

　
　

①
課

題
曲

　
　

　
②

イ
タ

リ
ア

古
典

歌
曲

（
原

語
）

　
　

　
③

ピ
ア

ノ
演

奏
　

　
オ

　
作

曲
専

攻
　

　
　

①
和

声
課

題
　

　
　

②
ピ

ア
ノ

演
奏

　
　

カ
　

楽
理

専
攻

　
　

　
①

楽
理

に
関

す
る

小
論

文
を

含
む

学
力

検
査

　
　

　
②

ピ
ア

ノ
演

奏
　

　
※

専
攻

実
技

の
演

奏
は

、
当

日
楽

譜
が

提
示

さ
れ

る
も

の
を

除
い

て
、

　
　

　
課

題
曲

、
任

意
の

１
曲

と
も

に
暗

譜
と

す
る

。
　

　
※

課
題

曲
・

ピ
ア

ノ
演

奏
は

、
課

題
曲

集
を

参
照

の
こ

と
。

２
月

２
１

日
（

土
）

学
力

検
査

終
了

後

２
月

２
２

日
（

日
）

 
8
:
3
0
～

1
7
:
0
0

２
月

２
２

日
（

日
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
間

を
指

定
し

ま
す

。

１
月

２
６

日
（

月
）

作
文

検
査

終
了

後

【
検

査
に

必
要

な
も

の
】

(
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
○

筆
記

用
具

○
楽

器
（

必
要

な
場

合
）

※
　

マ
リ

ン
バ

、
ピ

ア
ノ

は
本

校
で

用
意

す
る

。
※

　
不

明
な

点
は

事
前

に
学

校
ま

で
問

い
合

わ
せ

て
く

だ
さ

い
。

【
備

考
】

音
楽

科
の

専
攻

○
器

楽
（

鍵
盤

楽
器

）
　

ピ
ア

ノ
○

器
楽

（
管

楽
器

）
　

フ
ル

ー
ト

、
オ

ー
ボ

エ
、

ク
ラ

リ
ネ

ッ
ト

、
サ

ク
ソ

フ
ォ

ー
　

ン
、

フ
ァ

ゴ
ッ

ト
、

ホ
ル

ン
、

ト
ラ

ン
ペ

ッ
ト

、
ト

ロ
ン

ボ
　

ー
ン

、
テ

ュ
ー

バ
○

器
楽

（
弦

楽
器

）
　

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

、
ヴ

ィ
オ

ラ
、

チ
ェ

ロ
、

コ
ン

ト
ラ

バ
ス

○
器

楽
（

打
楽

器
）

　
小

太
鼓

・
マ

リ
ン

バ
○

声
楽

○
作

曲
○

楽
理

※
　

推
薦

、
一

次
、

二
次

と
も

、
一

つ
の

専
攻

（
楽

器
等

）
を

　
選

択
し

て
出

願
す

る
。

※
　

課
題

曲
等

は
、

１
０

月
及

び
１

１
月

の
学

校
説

明
会

に
　

お
い

て
提

示
し

て
説

明
す

る
。

※
　

サ
ク

ソ
フ

ォ
ー

ン
専

攻
は

、
ア

ル
ト

サ
ク

ソ
フ

ォ
ー

ン
で

　
受

検
す

る
。

※
　

打
楽

器
専

攻
は

、
小

太
鼓

又
は

マ
リ

ン
バ

で
受

検
す

る
。

※
　

声
楽

専
攻

の
伴

奏
者

は
、

本
校

で
用

意
す

る
。

(
推

薦
・

一
次

　
共

通
）

　
出

願
の

際
、

中
学

校
か

ら
「

専
攻

実
技

曲
目

票
」

、
「

楽
譜

の
コ

ピ
ー

」
を

送
付

。

○
基

礎
体

力
テ

ス
ト

（
全

員
が

次
の

４
種

目
を

受
検

す
る

）
　

①
ジ

グ
ザ

グ
走

　
②

立
幅

跳
　

③
上

体
起

こ
し

　
④

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

○
運

動
能

力
テ

ス
ト

（
次

の
①

～
⑧

の
中

か
ら

１
種

目
選

択
）

　
①

陸
上

競
技

（
男

女
）

　
②

水
泳

（
男

女
）

　
③

体
操

競
技

（
男

女
）

　
④

柔
道

（
男

女
）

　
　

　
⑤

剣
道

（
男

女
）

　
⑥

サ
ッ

カ
ー

（
男

）
　

⑦
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
（

女
）

⑧
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
（

男
女

）

　
本

校
所

定
の

体
育

調
書

を
出

願
時

に
提

出
す

る
こ

と
。

用
紙

は
、

令
和

７
年

１
２

月
１

日
（

月
）

以
降

、
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
又

は
経

営
企

画
室

に
て

受
け

取
る

こ
と

。

検
査
に
必
要
な
も
の

募
集
区
分

備
　
　
考

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

Ｎ
ｏ

学
校
名
（
学
科
名
等
）

検
　
査
　
日
　
時

葛
西

工
科

（
機

械
科

、
電

子
科

、
建

築
科

、
　

デ
ュ

ア
ル

シ
ス

テ
ム

科
）

推
薦

町
田

工
科

（
総

合
情

報
科

）
推

薦

推
薦

一
次

二
次

推
薦

一
次

二
次

○
鉛

筆
（

２
Ｈ

～
４

Ｂ
程

度
）

○
消

し
具

○
ナ

イ
フ

〇
ガ

ー
ゼ

※
　

検
査

用
紙

、
画

板
は

本
校

で
　

用
意

す
る

。

○
鉛

筆
（

２
Ｈ

～
４

Ｂ
程

度
）

○
消

し
具

○
ナ

イ
フ

○
ガ

ー
ゼ

※
　

検
査

用
紙

、
画

板
は

本
校

で
　

用
意

す
る

。

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

終
了

後

○
鉛

筆
　

（
Ｈ

Ｂ
程

度
の

も
の

２
～

３
本

）
　

又
は

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

　
（

Ｈ
Ｂ

程
度

の
も

の
）

○
消

し
ゴ

ム
○

直
定

規
○

三
角

定
規

一
式

○
コ

ン
パ

ス

○
「

鉛
筆

に
よ

る
素

描
」

（
３

時
間

）
　

検
査

用
紙

　
画

用
紙

（
５

４
．

４
ｃ

ｍ
×

３
８

．
４

ｃ
ｍ

）

○
「

水
彩

に
よ

る
静

物
着

彩
」

（
４

時
間

）
　

検
査

用
紙

　
画

用
紙

（
５

７
ｃ

ｍ
×

４
４

ｃ
ｍ

）
○

鉛
筆

（
２

Ｈ
～

４
Ｂ

程
度

）
○

消
し

具
○

ナ
イ

フ
○

ガ
ー

ゼ
○

水
彩

用
具

一
式

　
（

ア
ク

リ
ル

絵
の

具
　

可
）

○
筆

洗
バ

ケ
ツ

○
パ

レ
ッ

ト
（

紙
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
　

ク
、

金
属

製
の

い
ず

れ
か

）
○

雑
巾

（
タ

オ
ル

、
ウ

エ
ス

等
）

※
　

検
査

用
紙

、
画

板
、

イ
ー

ゼ
　

ル
は

本
校

で
用

意
す

る
。

１
月

２
６

日
（

月
）

 
9
:
0
0
～

1
6
:
0
0

１
月

２
６

日
（

月
）

 
8
:
3
0
～

1
2
:
0
0

１
月

２
６

日
（

月
）

 
8
:
3
0
～

1
7
:
0
0

○
「

鉛
筆

に
よ

る
素

描
」

（
２

時
間

３
０

分
）

　
検

査
用

紙
　

画
用

紙
（

５
４

．
４

ｃ
ｍ

×
３

８
．

４
ｃ

ｍ
）

な
し

（
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
○

（
演

劇
専

攻
）

　
体

操
着

○
（

舞
踊

専
攻

）
　

レ
オ

タ
ー

ド
又

は
体

操
着

、
　

バ
レ

エ
シ

ュ
ー

ズ
（

ト
ゥ

シ
ュ

ー
　

ズ
、

ジ
ャ

ズ
シ

ュ
ー

ズ
で

も
可

）

総
合

芸
術

（
舞

台
表

現
科

）

総
合

芸
術

（
美

術
科

）

２
月

２
２

日
（

日
）

 
8
:
3
0
～

1
7
:
0
0

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

○
「

定
規

と
コ

ン
パ

ス
を

使
っ

た
作

図
」

○
「

タ
イ

ピ
ン

グ
」

　
所

定
の

時
間

内
で

指
定

さ
れ

た
文

書
を

キ
ー

ボ
ー

ド
で

入
力

す
る

。
　

ロ
ー

マ
字

入
力

を
基

本
と

す
る

。

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

終
了

後

（
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
○

専
攻

実
技

（
専

攻
に

よ
り

内
容

が
異

な
る

。
）

　
ア

　
演

劇
専

攻
　

　
①

言
葉

と
身

体
に

よ
る

表
現

　
　

②
台

本
に

よ
る

表
現

（
発

声
を

含
む

。
）

　
イ

　
舞

踊
専

攻
　

　
①

立
つ

・
歩

く
（

基
本

姿
勢

）
　

　
②

基
礎

課
題

：
バ

ー
、

セ
ン

タ
ー

　
　

③
音

楽
に

よ
る

表
現

２
月

２
２

日
（

日
）

 
8
:
3
0
～

1
4
:
0
0

※
推

薦
、

一
次

、
二

次
と

　
も

、
演

劇
専

攻
、

舞
踊

　
専

攻
の

う
ち

一
つ

を
選

　
択

し
て

出
願

す
る

。

美
術

科
の

専
攻

○
絵

画
（

日
本

画
）

○
絵

画
（

油
彩

画
）

○
彫

刻
○

デ
ザ

イ
ン

○
映

像

－215－



２
　
口
頭
試
問
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

立
川

（
創

造
理

数
科

）
推

薦

科
学

技
術

（
創

造
理

数
科

）
推

薦
１

月
２

６
日

（
月

）
１

月
２

７
日

（
火

）
受

検
者

に
よ

り
集

合
時

刻
が

異
な

り
ま

す
。

○
科

学
分

野
等

の
研

究
に

関
す

る
レ

ポ
ー

ト
（

以
下

「
研

究
レ

ポ
ー

ト
」

と
す

る
。

）
に

つ
い

て
の

　
口

頭
試

問
を

実
施

す
る

。
　

は
じ

め
に

５
分

程
度

、
研

究
レ

ポ
ー

ト
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

　
そ

の
後

、
研

究
レ

ポ
ー

ト
に

関
す

る
質

疑
応

答
を

実
施

す
る

。
○

研
究

レ
ポ

ー
ト

（
Ａ

４
判

２
枚

以
内

、
様

式
任

意
）

に
つ

い
て

　
出

願
時

に
提

出
す

る
（

研
究

レ
ポ

ー
ト

は
点

数
化

し
な

い
。

）
。

　
（

１
）

Ａ
４

判
の

用
紙

は
、

レ
ポ

ー
ト

用
紙

、
コ

ピ
ー

用
紙

等
を

利
用

す
る

。
両

面
不

可
。

　
（

２
）

手
書

き
、

パ
ソ

コ
ン

等
の

作
成

方
法

に
つ

い
て

は
特

に
指

定
し

な
い

。
　

（
３

）
次

の
６

項
目

を
設

定
し

、
作

成
す

る
。

　
　

　
　

①
研

究
の

テ
ー

マ
　

　
　

　
②

研
究

の
背

景
・

目
的

　
　

　
　

③
研

究
の

方
法

　
　

　
　

④
研

究
の

結
果

　
　

　
　

⑤
研

究
の

考
察

　
　

　
　

⑥
今

後
の

展
望

○
出

願
時

に
提

出
し

た
研

究
　

レ
ポ

ー
ト

の
コ

ピ
ー

備
　
　
考

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

受
検

者
に

よ
り

集
合

時
刻

が
異

な
り

ま
す

。

○
科

学
分

野
等

の
研

究
に

関
す

る
レ

ポ
ー

ト
（

以
下

「
研

究
レ

ポ
ー

ト
」

と
す

る
。

）
に

つ
い

て
の

　
口

頭
試

問
を

実
施

す
る

。
　

は
じ

め
に

３
分

程
度

、
研

究
レ

ポ
ー

ト
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

　
そ

の
後

、
研

究
レ

ポ
ー

ト
に

関
す

る
質

疑
応

答
を

実
施

す
る

。
○

研
究

レ
ポ

ー
ト

（
Ａ

４
判

２
枚

以
内

、
様

式
任

意
）

に
つ

い
て

　
出

願
時

に
提

出
す

る
（

研
究

レ
ポ

ー
ト

は
点

数
化

し
な

い
。

）
。

　
（

１
）

Ａ
４

判
の

用
紙

は
、

レ
ポ

ー
ト

用
紙

、
コ

ピ
ー

用
紙

等
を

利
用

す
る

。
両

面
不

可
。

　
（

２
）

手
書

き
、

パ
ソ

コ
ン

等
の

作
成

方
法

に
つ

い
て

は
特

に
指

定
し

な
い

。
　

（
３

）
次

の
６

項
目

を
設

定
し

、
作

成
す

る
。

　
　

　
　

①
研

究
の

テ
ー

マ
　

　
　

　
②

研
究

の
背

景
・

目
的

　
　

　
　

③
研

究
の

方
法

　
　

　
　

④
研

究
の

結
果

　
　

　
　

⑤
研

究
の

考
察

　
　

　
　

⑥
今

後
の

展
望

○
出

願
時

に
提

出
し

た
研

究
　

レ
ポ

ー
ト

の
コ

ピ
ー

を
　

持
参

し
て

も
よ

い
。

Ｎ
ｏ

学
校
名
（
学
科
名
等
）

募
集
区
分
検
　
査
　
日
　
時

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

検
査
に
必
要
な
も
の

検
査
に
必
要
な
も
の

募
集
区
分

備
　
　
考

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

Ｎ
ｏ

学
校
名
（
学
科
名
等
）

検
　
査
　
日
　
時

推
薦

一
次

二
次

科
学

技
術

（
科

学
技

術
科

）
推

薦
　

日
本

語
に

よ
り

発
表

を
す

る
こ

と
。

　
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

は
理

科
、

数
学

、
科

学
技

術
に

関
す

る
も

の
以

外
は

不
可

と
す

る
。

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

受
検

者
に

よ
り

集
合

時
刻

が
異

な
り

ま
す

。

な
し

多
摩

科
学

技
術

（
科

学
技

術
科

）

○
運

動
靴

○
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

○
運

動
着

○
選

択
し

た
専

門
種

目
に

必
要

な
　

用
具

等

１
月

２
６

日
（

月
）

受
検

者
に

よ
り

集
合

時
刻

が
異

な
り

ま
す

。

２
月

２
１

日
（

土
）

３
教

科
終

了
後

推
薦

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

・
個

人
面

接
終

了
後

野
津

田
（

体
育

科
）

な
し

〇
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

技
」

を
実

施
す

る
。

　
①

発
表

　
１

人
４

分
　

　
事

前
に

作
成

し
た

シ
ー

ト
を

使
っ

て
発

表
を

行
う

。
　

②
そ

の
後

、
発

表
に

関
す

る
質

疑
応

答
を

行
う

。
　

　
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
以

外
の

物
品

な
ど

の
持

ち
込

み
や

使
用

は
不

可
。

　
　

演
技

や
歌

唱
な

ど
を

行
う

こ
と

は
で

き
な

い
。

〇
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
に

つ
い

て
　

・
テ

ー
マ

を
ひ

と
つ

決
め

て
、

タ
イ

ト
ル

を
つ

け
る

。
　

・
Ａ

３
判

画
用

紙
　

白
　

片
面

を
使

用
。

　
・

手
書

き
の

も
の

。
写

真
・

資
料

な
ど

の
貼

り
つ

け
は

不
可

。
　

・
使

用
す

る
文

具
・

色
の

制
限

は
あ

り
ま

せ
ん

。
〇

検
査

に
必

要
な

も
の

　
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

○
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

技
」

を
実

施
す

る
。

　
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

技
」

で
は

、
作

成
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
を

活
用

し
て

発
表

を
　

行
う

。
　

①
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
の

作
成

　
３

０
分

　
　

理
科

や
数

学
又

は
科

学
技

術
に

関
す

る
内

容
で

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

を
作

成
す

る
。

　
　

紙
の

サ
イ

ズ
は

Ａ
３

判
１

枚
で

、
本

校
が

用
意

し
た

文
房

具
（

サ
イ

ン
ペ

ン
（

赤
・

黒
）

、
　

　
マ

ジ
ッ

ク
（

赤
・

黒
）

、
黒

鉛
筆

（
H
B
）

、
赤

鉛
筆

、
消

し
ゴ

ム
、

直
線

定
規

（
3
0
c
m
)
）

を
使

う
。

　
②

発
表

　
１

人
４

分
以

内
　

　
作

成
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
を

使
っ

て
発

表
を

行
う

。
そ

の
後

、
そ

れ
に

関
す

る
　

　
質

疑
応

答
を

行
う

。
演

技
や

歌
唱

等
を

行
う

こ
と

は
で

き
な

い
。

推
薦

　
「

文
章

以
外

の
表

現
方

法
」

の
み

の
表

現
形

式
は

認
め

な
い

。
　

受
検

者
が

選
択

し
た

素
材

や
表

現
形

式
に

よ
り

、
合

否
の

判
定

に
有

利
不

利
は

生
じ

な
い

。

１
月

２
６

日
（

月
）

 
9
：

0
0
～

1
0
：

0
0

○
絵

や
図

形
、

キ
ー

ワ
ー

ド
な

ど
の

素
材

が
示

さ
れ

る
。

そ
の

中
か

ら
１

点
を

選
び

、
そ

れ
に

関
連

す
る

　
テ

ー
マ

を
設

定
し

、
表

現
す

る
（

発
想

・
表

現
検

査
）

。
○

表
現

形
式

は
、

次
の

①
又

は
②

の
ど

ち
ら

か
と

す
る

。
　

①
全

て
を

文
章

で
表

現
す

る
。

　
②

文
章

と
、

文
章

以
外

の
表

現
方

法
（

絵
・

図
形

・
記

号
・

図
面

な
ど

）
を

組
み

合
わ

せ
て

表
現

す
る

。
○

以
下

の
も

の
を

当
日

配
布

す
る

。
　

・
検

査
用

紙
（

Ａ
３

判
用

紙
）

　
・

提
示

素
材

（
絵

・
図

形
な

ど
）

　
・

下
書

き
用

紙

１
月

２
６

日
（

月
）

個
人

面
接

終
了

後

○
鉛

筆
○

消
し

ゴ
ム

※
　

必
要

と
考

え
ら

れ
る

場
合

は
　

以
下

の
も

の
を

持
参

し
て

も
　

よ
い

。
　

・
１

５
ｃ

ｍ
程

度
の

直
定

規
　

　
（

三
角

定
規

及
び

分
度

器
は

　
　

不
可

）
　

・
コ

ン
パ

ス
　

・
描

画
用

の
鉛

筆
（

色
鉛

筆
は

　
　

不
可

）

　
本

校
所

定
の

体
育

調
書

を
出

願
時

に
提

出
す

る
こ

と
。

用
紙

は
１

０
月

２
８

日
（

火
）

以
降

、
本

校
経

営
企

画
室

に
て

受
け

取
る

か
、

又
は

本
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

こ
と

。

（
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
 
（

１
）

共
通

検
査

（
全

員
受

検
）

 
　

①
３

分
間

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

ニ
ン

グ
 
（

２
）

運
動

技
能

検
査

（
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
種

目
選

択
）

 
　

①
陸

上
競

技
　

　
 
（

男
：

１
５

０
０

ｍ
走

・
砲

丸
投

げ
・

走
り

高
跳

び
・

１
０

０
ｍ

走
・

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

か
ら

　
　

 
１

種
目

選
択

）
　

　
 
（

女
：

１
０

０
０

ｍ
走

・
砲

丸
投

げ
・

走
り

高
跳

び
・

１
０

０
ｍ

走
・

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

か
ら

　
　

 
１

種
目

選
択

）
　

 
②

サ
ッ

カ
ー

（
男

子
の

み
）

　
 
③

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

（
男

女
）

　
 
④

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

（
女

子
の

み
）

つ
ば

さ
総

合
（

総
合

学
科

）

－216－



２
　
口
頭
試
問
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

立
川

（
創

造
理

数
科

）
推

薦

科
学

技
術

（
創

造
理

数
科

）
推

薦
１

月
２

６
日

（
月

）
１

月
２

７
日

（
火

）
受

検
者

に
よ

り
集

合
時

刻
が

異
な

り
ま

す
。

○
科

学
分

野
等

の
研

究
に

関
す

る
レ

ポ
ー

ト
（

以
下

「
研

究
レ

ポ
ー

ト
」

と
す

る
。

）
に

つ
い

て
の

　
口

頭
試

問
を

実
施

す
る

。
　

は
じ

め
に

５
分

程
度

、
研

究
レ

ポ
ー

ト
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

　
そ

の
後

、
研

究
レ

ポ
ー

ト
に

関
す

る
質

疑
応

答
を

実
施

す
る

。
○

研
究

レ
ポ

ー
ト

（
Ａ

４
判

２
枚

以
内

、
様

式
任

意
）

に
つ

い
て

　
出

願
時

に
提

出
す

る
（

研
究

レ
ポ

ー
ト

は
点

数
化

し
な

い
。

）
。

　
（

１
）

Ａ
４

判
の

用
紙

は
、

レ
ポ

ー
ト

用
紙

、
コ

ピ
ー

用
紙

等
を

利
用

す
る

。
両

面
不

可
。

　
（

２
）

手
書

き
、

パ
ソ

コ
ン

等
の

作
成

方
法

に
つ

い
て

は
特

に
指

定
し

な
い

。
　

（
３

）
次

の
６

項
目

を
設

定
し

、
作

成
す

る
。

　
　

　
　

①
研

究
の

テ
ー

マ
　

　
　

　
②

研
究

の
背

景
・

目
的

　
　

　
　

③
研

究
の

方
法

　
　

　
　

④
研

究
の

結
果

　
　

　
　

⑤
研

究
の

考
察

　
　

　
　

⑥
今

後
の

展
望

○
出

願
時

に
提

出
し

た
研

究
　

レ
ポ

ー
ト

の
コ

ピ
ー

備
　
　
考

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

受
検

者
に

よ
り

集
合

時
刻

が
異

な
り

ま
す

。

○
科

学
分

野
等

の
研

究
に

関
す

る
レ

ポ
ー

ト
（

以
下

「
研

究
レ

ポ
ー

ト
」

と
す

る
。

）
に

つ
い

て
の

　
口

頭
試

問
を

実
施

す
る

。
　

は
じ

め
に

３
分

程
度

、
研

究
レ

ポ
ー

ト
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

　
そ

の
後

、
研

究
レ

ポ
ー

ト
に

関
す

る
質

疑
応

答
を

実
施

す
る

。
○

研
究

レ
ポ

ー
ト

（
Ａ

４
判

２
枚

以
内

、
様

式
任

意
）

に
つ

い
て

　
出

願
時

に
提

出
す

る
（

研
究

レ
ポ

ー
ト

は
点

数
化

し
な

い
。

）
。

　
（

１
）

Ａ
４

判
の

用
紙

は
、

レ
ポ

ー
ト

用
紙

、
コ

ピ
ー

用
紙

等
を

利
用

す
る

。
両

面
不

可
。

　
（

２
）

手
書

き
、

パ
ソ

コ
ン

等
の

作
成

方
法

に
つ

い
て

は
特

に
指

定
し

な
い

。
　

（
３

）
次

の
６

項
目

を
設

定
し

、
作

成
す

る
。

　
　

　
　

①
研

究
の

テ
ー

マ
　

　
　

　
②

研
究

の
背

景
・

目
的

　
　

　
　

③
研

究
の

方
法

　
　

　
　

④
研

究
の

結
果

　
　

　
　

⑤
研

究
の

考
察

　
　

　
　

⑥
今

後
の

展
望

○
出

願
時

に
提

出
し

た
研

究
　

レ
ポ

ー
ト

の
コ

ピ
ー

を
　

持
参

し
て

も
よ

い
。

Ｎ
ｏ

学
校
名
（
学
科
名
等
）

募
集
区
分
検
　
査
　
日
　
時

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

検
査
に
必
要
な
も
の

検
査
に
必
要
な
も
の

募
集
区
分

備
　
　
考

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

Ｎ
ｏ

学
校
名
（
学
科
名
等
）

検
　
査
　
日
　
時

推
薦

一
次

二
次

科
学

技
術

（
科

学
技

術
科

）
推

薦
　

日
本

語
に

よ
り

発
表

を
す

る
こ

と
。

　
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

は
理

科
、

数
学

、
科

学
技

術
に

関
す

る
も

の
以

外
は

不
可

と
す

る
。

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

受
検

者
に

よ
り

集
合

時
刻

が
異

な
り

ま
す

。

な
し

多
摩

科
学

技
術

（
科

学
技

術
科

）

○
運

動
靴

○
体

育
館

シ
ュ

ー
ズ

○
運

動
着

○
選

択
し

た
専

門
種

目
に

必
要

な
　

用
具

等

１
月

２
６

日
（

月
）

受
検

者
に

よ
り

集
合

時
刻

が
異

な
り

ま
す

。

２
月

２
１

日
（

土
）

３
教

科
終

了
後

推
薦

３
月

１
０

日
（

火
）

学
力

検
査

・
個

人
面

接
終

了
後

野
津

田
（

体
育

科
）

な
し

〇
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

技
」

を
実

施
す

る
。

　
①

発
表

　
１

人
４

分
　

　
事

前
に

作
成

し
た

シ
ー

ト
を

使
っ

て
発

表
を

行
う

。
　

②
そ

の
後

、
発

表
に

関
す

る
質

疑
応

答
を

行
う

。
　

　
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
以

外
の

物
品

な
ど

の
持

ち
込

み
や

使
用

は
不

可
。

　
　

演
技

や
歌

唱
な

ど
を

行
う

こ
と

は
で

き
な

い
。

〇
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
に

つ
い

て
　

・
テ

ー
マ

を
ひ

と
つ

決
め

て
、

タ
イ

ト
ル

を
つ

け
る

。
　

・
Ａ

３
判

画
用

紙
　

白
　

片
面

を
使

用
。

　
・

手
書

き
の

も
の

。
写

真
・

資
料

な
ど

の
貼

り
つ

け
は

不
可

。
　

・
使

用
す

る
文

具
・

色
の

制
限

は
あ

り
ま

せ
ん

。
〇

検
査

に
必

要
な

も
の

　
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

○
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

技
」

を
実

施
す

る
。

　
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

技
」

で
は

、
作

成
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
を

活
用

し
て

発
表

を
　

行
う

。
　

①
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
の

作
成

　
３

０
分

　
　

理
科

や
数

学
又

は
科

学
技

術
に

関
す

る
内

容
で

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

を
作

成
す

る
。

　
　

紙
の

サ
イ

ズ
は

Ａ
３

判
１

枚
で

、
本

校
が

用
意

し
た

文
房

具
（

サ
イ

ン
ペ

ン
（

赤
・

黒
）

、
　

　
マ

ジ
ッ

ク
（

赤
・

黒
）

、
黒

鉛
筆

（
H
B
）

、
赤

鉛
筆

、
消

し
ゴ

ム
、

直
線

定
規

（
3
0
c
m
)
）

を
使

う
。

　
②

発
表

　
１

人
４

分
以

内
　

　
作

成
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
を

使
っ

て
発

表
を

行
う

。
そ

の
後

、
そ

れ
に

関
す

る
　

　
質

疑
応

答
を

行
う

。
演

技
や

歌
唱

等
を

行
う

こ
と

は
で

き
な

い
。

推
薦

　
「

文
章

以
外

の
表

現
方

法
」

の
み

の
表

現
形

式
は

認
め

な
い

。
　

受
検

者
が

選
択

し
た

素
材

や
表

現
形

式
に

よ
り

、
合

否
の

判
定

に
有

利
不

利
は

生
じ

な
い

。

１
月

２
６

日
（

月
）

 
9
：

0
0
～

1
0
：

0
0

○
絵

や
図

形
、

キ
ー

ワ
ー

ド
な

ど
の

素
材

が
示

さ
れ

る
。

そ
の

中
か

ら
１

点
を

選
び

、
そ

れ
に

関
連

す
る

　
テ

ー
マ

を
設

定
し

、
表

現
す

る
（

発
想

・
表

現
検

査
）

。
○

表
現

形
式

は
、

次
の

①
又

は
②

の
ど

ち
ら

か
と

す
る

。
　

①
全

て
を

文
章

で
表

現
す

る
。

　
②

文
章

と
、

文
章

以
外

の
表

現
方

法
（

絵
・

図
形

・
記

号
・

図
面

な
ど

）
を

組
み

合
わ

せ
て

表
現

す
る

。
○

以
下

の
も

の
を

当
日

配
布

す
る

。
　

・
検

査
用

紙
（

Ａ
３

判
用

紙
）

　
・

提
示

素
材

（
絵

・
図

形
な

ど
）

　
・

下
書

き
用

紙

１
月

２
６

日
（

月
）

個
人

面
接

終
了

後

○
鉛

筆
○

消
し

ゴ
ム

※
　

必
要

と
考

え
ら

れ
る

場
合

は
　

以
下

の
も

の
を

持
参

し
て

も
　

よ
い

。
　

・
１

５
ｃ

ｍ
程

度
の

直
定

規
　

　
（

三
角

定
規

及
び

分
度

器
は

　
　

不
可

）
　

・
コ

ン
パ

ス
　

・
描

画
用

の
鉛

筆
（

色
鉛

筆
は

　
　

不
可

）

　
本

校
所

定
の

体
育

調
書

を
出

願
時

に
提

出
す

る
こ

と
。

用
紙

は
１

０
月

２
８

日
（

火
）

以
降

、
本

校
経

営
企

画
室

に
て

受
け

取
る

か
、

又
は

本
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

こ
と

。

（
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

）
 
（

１
）

共
通

検
査

（
全

員
受

検
）

 
　

①
３

分
間

シ
ャ

ト
ル

ラ
ン

ニ
ン

グ
 
（

２
）

運
動

技
能

検
査

（
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
種

目
選

択
）

 
　

①
陸

上
競

技
　

　
 
（

男
：

１
５

０
０

ｍ
走

・
砲

丸
投

げ
・

走
り

高
跳

び
・

１
０

０
ｍ

走
・

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

か
ら

　
　

 
１

種
目

選
択

）
　

　
 
（

女
：

１
０

０
０

ｍ
走

・
砲

丸
投

げ
・

走
り

高
跳

び
・

１
０

０
ｍ

走
・

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

か
ら

　
　

 
１

種
目

選
択

）
　

 
②

サ
ッ

カ
ー

（
男

子
の

み
）

　
 
③

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

（
男

女
）

　
 
④

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

（
女

子
の

み
）

つ
ば

さ
総

合
（

総
合

学
科

）

－217－



推
薦

一
次

二
次

秋
留

台
（

普
通

科
）

エ
ン

カ
レ

ッ
ジ

ス
ク

ー
ル

推
薦

一
次

二
次

な
し

　
面

接
に

は
物

品
を

持
ち

込
む

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
　

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

で
は

原
稿

を
読

む
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

Ｎ
ｏ

検
　
査
　
日
　
時

足
立

東
（

普
通

科
）

エ
ン

カ
レ

ッ
ジ

ス
ク

ー
ル

○
作

文
１

月
２

６
日

（
月

）
○

個
人

面
接

１
月

２
７

日
（

火
）

募
集
区
分

学
校
名
（
学
科
名
等
）

忍
岡

（
普

通
科

単
位

制
）

推
薦

○
個

人
面

接
（

１
０

分
程

度
）

に
お

い
て

、
自

己
Ｐ

Ｒ
の

時
間

を
設

け
、

自
分

の
目

標
や

得
意

な
　

分
野

に
つ

い
て

２
分

程
度

の
ス

ピ
ー

チ
を

行
い

ま
す

。
○

次
の

項
目

を
含

め
て

Ｐ
Ｒ

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。
　

（
１

）
デ

ザ
イ

ン
・

美
術

に
関

す
る

作
品

（
自

己
制

作
）

の
提

示
　

（
２

）
パ

ソ
コ

ン
等

で
作

成
し

た
作

品
（

自
己

制
作

）
の

提
示

　
（

３
）

興
味

、
関

心
の

あ
る

教
科

や
学

習
活

動
に

関
す

る
成

果
の

提
示

　
（

４
）

部
活

動
や

生
徒

会
活

動
等

に
関

す
る

具
体

的
な

成
果

の
提

示
　

（
５

）
手

話
を

交
え

た
演

技
も

し
く

は
自

己
紹

介
　

（
６

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

で
実

演
し

た
経

験
の

あ
る

、
無

伴
奏

に
よ

る
身

体
表

現
　

　
　

 
 
（

手
拍

子
程

度
で

リ
ズ

ム
を

と
る

こ
と

は
可

）
※

　
全

体
を

通
じ

、
楽

器
や

音
響

機
器

に
よ

る
演

奏
や

音
出

し
は

で
き

ま
せ

ん
。

○
小

論
文

２
月

２
１

日
（

土
）

○
面

接
２

月
２

２
日

（
日

）

推
薦

な
し

○
面

接
時

間
の

始
め

に
「

自
己

Ｐ
Ｒ

タ
イ

ム
」

を
設

け
ま

す
。

受
検

者
の

長
所

・
興

味
・

関
心

・
意

欲
・

　
特

技
な

ど
を

話
し

て
く

だ
さ

い
。

○
Ｐ

Ｒ
時

間
は

一
人

２
分

程
度

で
す

。
○

道
具

・
楽

器
等

の
使

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

な
し

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

○
小

論
文

、
面

接
３

月
１

０
日

（
火

）

○
個

人
面

接
の

最
初

に
、

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
と

し
て

、
受

検
者

が
「

自
己

Ｐ
Ｒ

カ
ー

ド
」

に
　

記
載

し
た

内
容

の
う

ち
で

、
特

に
強

調
し

た
い

一
項

目
に

つ
い

て
そ

の
内

容
を

Ｐ
Ｒ

す
る

時
間

を
　

設
け

ま
す

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
の

時
間

は
２

分
間

で
す

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
等

を
見

な
が

ら
答

え
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

何
を

　
Ｐ

Ｒ
す

る
の

か
よ

く
考

え
て

、
面

接
に

臨
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
な

お
、

演
技

・
実

技
・

演
奏

・
作

品
の

提
示

を
行

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

備
　
　
考

○
面

接
の

一
部

で
２

分
程

度
の

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

い
ま

す
。

○
小

論
文

は
、

推
薦

・
一

次
・

二
次

で
実

施
し

ま
す

。

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

検
査
に
必
要
な
も
の

○
筆

記
用

具

上
水

（
普

通
科

単
位

制
）

○
小

論
文

１
月

２
６

日
（

月
）

○
面

接
１

月
２

７
日

（
火

）

○
面

接
は

、
推

薦
・

一
次

・
二

次
で

実
施

し
ま

す
。

　
面

接
の

一
部

で
１

分
以

上
１

分
３

０
秒

以
内

の
「

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

」
を

行
い

ま
す

。
○

筆
記

用
具

　
「

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

」
は

、
日

本
語

で
行

う
こ

と
と

し
ま

す
。

　
ま

た
、

原
稿

を
持

ち
込

む
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

○
作

文
２

月
２

１
日

（
土

）
○

個
人

面
接

２
月

２
２

日
（

日
）

○
作

文
・

個
人

面
接

３
月

１
０

日
（

火
）

推
薦

大
泉

桜
（

普
通

科
単

位
制

）

３
　
面
接
（
英
語
に
よ
る
問
答
）
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

深
川

（
外

国
語

コ
ー

ス
）

推
薦

　
受

検
者

の
英

語
に

対
す

る
特

性
や

関
心

等
を

み
る

た
め

に
行

う
も

の
で

す
。

４
　
面
接
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

足
立

新
田

（
普

通
科

）
推

薦

淵
江

（
普

通
科

）
推

薦

羽
村

（
普

通
科

）
推

薦

推
薦

一
次

二
次

１
月

２
７

日
（

火
）

○
個

人
面

接
に

お
い

て
、

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
と

し
て

受
検

者
が

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
に

記
載

し
た

　
内

容
の

う
ち

で
、

特
に

強
調

し
た

い
一

項
目

に
つ

い
て

そ
の

内
容

を
Ｐ

Ｒ
す

る
時

間
を

設
け

ま
す

。
　

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
の

時
間

は
２

分
以

内
に

し
て

く
だ

さ
い

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
等

を
見

な
が

ら
答

え
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

何
を

　
Ｐ

Ｒ
す

る
の

か
よ

く
考

え
て

、
面

接
に

臨
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
な

お
、

演
技

・
実

技
・

演
奏

・
作

品
の

提
示

を
行

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

な
し

　
面

接
で

は
、

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

原
稿

及
び

物
品

を
持

ち
込

む
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

○
面

接
は

、
推

薦
・

一
次

・
二

次
で

実
施

し
ま

す
。

　
面

接
の

一
部

で
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

に
則

し
て

２
分

程
度

の
「

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

」
を

行
い

ま
す

。
〇

作
文

は
、

推
薦

・
一

次
・

二
次

で
実

施
し

ま
す

。
　

５
０

分
で

５
０

０
字

程
度

の
内

容
で

す
。

蒲
田

（
普

通
科

）
エ

ン
カ

レ
ッ

ジ
ス

ク
ー

ル

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

２
月

２
１

日
（

土
）

２
月

２
２

日
（

日
）

３
月

１
０

日
（

火
）

〇
一

般
的

な
面

接
の

他
に

英
語

に
よ

る
問

答
を

行
い

ま
す

。
（

約
８

分
程

度
）

　
英

語
に

よ
る

問
答

で
は

、
受

検
者

は
中

学
校

学
習

指
導

要
領

（
英

語
）

に
準

拠
し

た
 
 
１

０
０

語
程

度
の

英
文

を
読

み
、

そ
の

後
、

英
語

に
よ

る
簡

単
な

問
答

を
行

い
ま

す
。

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

Ｎ
ｏ

募
集
区
分

学
校
名
（
学
科
名
等
）

Ｎ
ｏ

募
集
区
分

学
校
名
（
学
科
名
等
）

１
月

２
６

日
（

月
）

備
　
　
考

検
　
査
　
日
　
時

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

検
査
に
必
要
な
も
の

備
　
　
考

検
　
査
　
日
　
時

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

な
し

検
査
に
必
要
な
も
の

○
個

人
面

接
に

お
い

て
、

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
と

し
て

受
検

者
が

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
に

記
載

し
　

た
内

容
の

う
ち

で
、

特
に

強
調

し
た

い
一

項
目

に
つ

い
て

そ
の

内
容

を
Ｐ

Ｒ
す

る
時

間
を

設
け

ま
　

す
。

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
の

時
間

は
２

分
以

内
に

し
て

く
だ

さ
い

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
等

を
見

な
が

ら
答

え
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

何
を

Ｐ
Ｒ

　
す

る
の

か
よ

く
考

え
て

、
面

接
に

臨
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
な

お
、

演
技

・
実

技
・

演
奏

・
作

品
の

提
示

を
行

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

な
し

な
し

○
筆

記
用

具

○
面

接
の

中
で

、
受

検
者

自
ら

の
言

葉
で

、
志

望
動

機
や

中
学

校
時

代
の

活
動

内
容

に
つ

い
て

口
頭

で
　

表
現

す
る

「
自

己
表

現
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

い
ま

す
。

　
・

表
現

時
間

は
１

人
１

分
程

度
で

す
。

　
・

楽
器

・
道

具
・

模
造

紙
に

書
い

た
図

や
グ

ラ
フ

な
ど

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
　

（
ス

ピ
ー

チ
の

例
）

　
①

志
望

動
機

や
志

望
理

由
に

関
す

る
こ

と
　

　
羽

村
高

校
に

入
学

し
て

、
ど

の
よ

う
な

学
校

生
活

を
送

ろ
う

と
考

え
て

い
る

の
か

。
　

②
学

習
活

動
に

関
す

る
こ

と
 
 
　

興
味

・
関

心
の

あ
る

教
科

や
学

習
活

動
の

具
体

的
成

果
に

つ
い

て
 
 
　

「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
の

学
習

内
容

と
具

体
的

成
果

に
つ

い
て

　
③

特
別

活
動

に
関

す
る

こ
と

 
 
　

部
活

動
や

委
員

会
、

生
徒

会
活

動
な

ど
の

状
況

や
具

体
的

な
成

果
に

つ
い

て
　

④
学

校
行

事
に

関
す

る
こ

と
 
 
　

学
校

行
事

に
お

け
る

活
動

の
状

況
や

具
体

的
成

果
に

つ
い

て
　

⑤
そ

の
他

の
活

動
に

関
す

る
こ

と
 
 
　

学
校

外
で

行
っ

た
活

動
や

具
体

的
成

果
に

つ
い

て
　

⑥
自

己
Ｐ

Ｒ
に

関
す

る
こ

と
 
 
　

自
分

が
興

味
・

関
心

を
も

つ
事

柄
や

、
特

技
・

資
格

な
ど

に
つ

い
て

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
間

を
指

示
し

ま
す

。
受

検
者

に
よ

り
集

合
時

間
が

異
な

り
ま

す
。

－218－



推
薦

一
次

二
次

秋
留

台
（

普
通

科
）

エ
ン

カ
レ

ッ
ジ

ス
ク

ー
ル

推
薦

一
次

二
次

な
し

　
面

接
に

は
物

品
を

持
ち

込
む

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
　

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

で
は

原
稿

を
読

む
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

Ｎ
ｏ

検
　
査
　
日
　
時

足
立

東
（

普
通

科
）

エ
ン

カ
レ

ッ
ジ

ス
ク

ー
ル

○
作

文
１

月
２

６
日

（
月

）
○

個
人

面
接

１
月

２
７

日
（

火
）

募
集
区
分

学
校
名
（
学
科
名
等
）

忍
岡

（
普

通
科

単
位

制
）

推
薦

○
個

人
面

接
（

１
０

分
程

度
）

に
お

い
て

、
自

己
Ｐ

Ｒ
の

時
間

を
設

け
、

自
分

の
目

標
や

得
意

な
　

分
野

に
つ

い
て

２
分

程
度

の
ス

ピ
ー

チ
を

行
い

ま
す

。
○

次
の

項
目

を
含

め
て

Ｐ
Ｒ

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。
　

（
１

）
デ

ザ
イ

ン
・

美
術

に
関

す
る

作
品

（
自

己
制

作
）

の
提

示
　

（
２

）
パ

ソ
コ

ン
等

で
作

成
し

た
作

品
（

自
己

制
作

）
の

提
示

　
（

３
）

興
味

、
関

心
の

あ
る

教
科

や
学

習
活

動
に

関
す

る
成

果
の

提
示

　
（

４
）

部
活

動
や

生
徒

会
活

動
等

に
関

す
る

具
体

的
な

成
果

の
提

示
　

（
５

）
手

話
を

交
え

た
演

技
も

し
く

は
自

己
紹

介
　

（
６

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

で
実

演
し

た
経

験
の

あ
る

、
無

伴
奏

に
よ

る
身

体
表

現
　

　
　

 
 
（

手
拍

子
程

度
で

リ
ズ

ム
を

と
る

こ
と

は
可

）
※

　
全

体
を

通
じ

、
楽

器
や

音
響

機
器

に
よ

る
演

奏
や

音
出

し
は

で
き

ま
せ

ん
。

○
小

論
文

２
月

２
１

日
（

土
）

○
面

接
２

月
２

２
日

（
日

）

推
薦

な
し

○
面

接
時

間
の

始
め

に
「

自
己

Ｐ
Ｒ

タ
イ

ム
」

を
設

け
ま

す
。

受
検

者
の

長
所

・
興

味
・

関
心

・
意

欲
・

　
特

技
な

ど
を

話
し

て
く

だ
さ

い
。

○
Ｐ

Ｒ
時

間
は

一
人

２
分

程
度

で
す

。
○

道
具

・
楽

器
等

の
使

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

な
し

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

○
小

論
文

、
面

接
３

月
１

０
日

（
火

）

○
個

人
面

接
の

最
初

に
、

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
と

し
て

、
受

検
者

が
「

自
己

Ｐ
Ｒ

カ
ー

ド
」

に
　

記
載

し
た

内
容

の
う

ち
で

、
特

に
強

調
し

た
い

一
項

目
に

つ
い

て
そ

の
内

容
を

Ｐ
Ｒ

す
る

時
間

を
　

設
け

ま
す

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
の

時
間

は
２

分
間

で
す

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
等

を
見

な
が

ら
答

え
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

何
を

　
Ｐ

Ｒ
す

る
の

か
よ

く
考

え
て

、
面

接
に

臨
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
な

お
、

演
技

・
実

技
・

演
奏

・
作

品
の

提
示

を
行

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

備
　
　
考

○
面

接
の

一
部

で
２

分
程

度
の

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

い
ま

す
。

○
小

論
文

は
、

推
薦

・
一

次
・

二
次

で
実

施
し

ま
す

。

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

検
査
に
必
要
な
も
の

○
筆

記
用

具

上
水

（
普

通
科

単
位

制
）

○
小

論
文

１
月

２
６

日
（

月
）

○
面

接
１

月
２

７
日

（
火

）

○
面

接
は

、
推

薦
・

一
次

・
二

次
で

実
施

し
ま

す
。

　
面

接
の

一
部

で
１

分
以

上
１

分
３

０
秒

以
内

の
「

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

」
を

行
い

ま
す

。
○

筆
記

用
具

　
「

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

」
は

、
日

本
語

で
行

う
こ

と
と

し
ま

す
。

　
ま

た
、

原
稿

を
持

ち
込

む
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

○
作

文
２

月
２

１
日

（
土

）
○

個
人

面
接

２
月

２
２

日
（

日
）

○
作

文
・

個
人

面
接

３
月

１
０

日
（

火
）

推
薦

大
泉

桜
（

普
通

科
単

位
制

）

３
　
面
接
（
英
語
に
よ
る
問
答
）
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

深
川

（
外

国
語

コ
ー

ス
）

推
薦

　
受

検
者

の
英

語
に

対
す

る
特

性
や

関
心

等
を

み
る

た
め

に
行

う
も

の
で

す
。

４
　
面
接
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

足
立

新
田

（
普

通
科

）
推

薦

淵
江

（
普

通
科

）
推

薦

羽
村

（
普

通
科

）
推

薦

推
薦

一
次

二
次

１
月

２
７

日
（

火
）

○
個

人
面

接
に

お
い

て
、

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
と

し
て

受
検

者
が

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
に

記
載

し
た

　
内

容
の

う
ち

で
、

特
に

強
調

し
た

い
一

項
目

に
つ

い
て

そ
の

内
容

を
Ｐ

Ｒ
す

る
時

間
を

設
け

ま
す

。
　

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
の

時
間

は
２

分
以

内
に

し
て

く
だ

さ
い

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
等

を
見

な
が

ら
答

え
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

何
を

　
Ｐ

Ｒ
す

る
の

か
よ

く
考

え
て

、
面

接
に

臨
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
な

お
、

演
技

・
実

技
・

演
奏

・
作

品
の

提
示

を
行

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

な
し

　
面

接
で

は
、

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

原
稿

及
び

物
品

を
持

ち
込

む
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

○
面

接
は

、
推

薦
・

一
次

・
二

次
で

実
施

し
ま

す
。

　
面

接
の

一
部

で
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

に
則

し
て

２
分

程
度

の
「

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

」
を

行
い

ま
す

。
〇

作
文

は
、

推
薦

・
一

次
・

二
次

で
実

施
し

ま
す

。
　

５
０

分
で

５
０

０
字

程
度

の
内

容
で

す
。

蒲
田

（
普

通
科

）
エ

ン
カ

レ
ッ

ジ
ス

ク
ー

ル

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

２
月

２
１

日
（

土
）

２
月

２
２

日
（

日
）

３
月

１
０

日
（

火
）

〇
一

般
的

な
面

接
の

他
に

英
語

に
よ

る
問

答
を

行
い

ま
す

。
（

約
８

分
程

度
）

　
英

語
に

よ
る

問
答

で
は

、
受

検
者

は
中

学
校

学
習

指
導

要
領

（
英

語
）

に
準

拠
し

た
 
 
１

０
０

語
程

度
の

英
文

を
読

み
、

そ
の

後
、

英
語

に
よ

る
簡

単
な

問
答

を
行

い
ま

す
。

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

Ｎ
ｏ

募
集
区
分

学
校
名
（
学
科
名
等
）

Ｎ
ｏ

募
集
区
分

学
校
名
（
学
科
名
等
）

１
月

２
６

日
（

月
）

備
　
　
考

検
　
査
　
日
　
時

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

検
査
に
必
要
な
も
の

備
　
　
考

検
　
査
　
日
　
時

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

な
し

検
査
に
必
要
な
も
の

○
個

人
面

接
に

お
い

て
、

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
と

し
て

受
検

者
が

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
に

記
載

し
　

た
内

容
の

う
ち

で
、

特
に

強
調

し
た

い
一

項
目

に
つ

い
て

そ
の

内
容

を
Ｐ

Ｒ
す

る
時

間
を

設
け

ま
　

す
。

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
の

時
間

は
２

分
以

内
に

し
て

く
だ

さ
い

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
等

を
見

な
が

ら
答

え
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

何
を

Ｐ
Ｒ

　
す

る
の

か
よ

く
考

え
て

、
面

接
に

臨
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
な

お
、

演
技

・
実

技
・

演
奏

・
作

品
の

提
示

を
行

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

な
し

な
し

○
筆

記
用

具

○
面

接
の

中
で

、
受

検
者

自
ら

の
言

葉
で

、
志

望
動

機
や

中
学

校
時

代
の

活
動

内
容

に
つ

い
て

口
頭

で
　

表
現

す
る

「
自

己
表

現
ス

ピ
ー

チ
」

を
行

い
ま

す
。

　
・

表
現

時
間

は
１

人
１

分
程

度
で

す
。

　
・

楽
器

・
道

具
・

模
造

紙
に

書
い

た
図

や
グ

ラ
フ

な
ど

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
　

（
ス

ピ
ー

チ
の

例
）

　
①

志
望

動
機

や
志

望
理

由
に

関
す

る
こ

と
　

　
羽

村
高

校
に

入
学

し
て

、
ど

の
よ

う
な

学
校

生
活

を
送

ろ
う

と
考

え
て

い
る

の
か

。
　

②
学

習
活

動
に

関
す

る
こ

と
 
 
　

興
味

・
関

心
の

あ
る

教
科

や
学

習
活

動
の

具
体

的
成

果
に

つ
い

て
 
 
　

「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
の

学
習

内
容

と
具

体
的

成
果

に
つ

い
て

　
③

特
別

活
動

に
関

す
る

こ
と

 
 
　

部
活

動
や

委
員

会
、

生
徒

会
活

動
な

ど
の

状
況

や
具

体
的

な
成

果
に

つ
い

て
　

④
学

校
行

事
に

関
す

る
こ

と
 
 
　

学
校

行
事

に
お

け
る

活
動

の
状

況
や

具
体

的
成

果
に

つ
い

て
　

⑤
そ

の
他

の
活

動
に

関
す

る
こ

と
 
 
　

学
校

外
で

行
っ

た
活

動
や

具
体

的
成

果
に

つ
い

て
　

⑥
自

己
Ｐ

Ｒ
に

関
す

る
こ

と
 
 
　

自
分

が
興

味
・

関
心

を
も

つ
事

柄
や

、
特

技
・

資
格

な
ど

に
つ

い
て

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
間

を
指

示
し

ま
す

。
受

検
者

に
よ

り
集

合
時

間
が

異
な

り
ま

す
。
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町
田

総
合

（
総

合
学

科
）

推
薦

若
葉

総
合

（
総

合
学

科
）

推
薦

５
　
実
技
検
査
と
面
接
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
両
方
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

推
薦

一
次

二
次

検
査
に
必
要
な
も
の

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

○
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」

と
は

、
発

表
等

を
通

し
て

、
自

分
の

個
性

や
能

力
を

　
表

現
す

る
も

の
で

す
。

○
表

現
時

間
は

１
人

３
分

で
す

。
（

例
）

　
・

教
科

の
学

習
活

動
に

関
す

る
こ

と
　

　
興

味
・

関
心

の
あ

る
教

科
の

学
習

活
動

の
具

体
的

成
果

に
つ

い
て

　
・

特
別

活
動

に
関

す
る

こ
と

　
　

部
活

動
・

委
員

会
・

生
徒

会
活

動
等

で
得

た
具

体
的

成
果

に
つ

い
て

　
・

そ
の

他
の

活
動

に
関

す
る

こ
と

　
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

等
、

校
外

で
の

活
動

体
験

で
得

た
具

体
的

成
果

に
つ

い
て

　
・

自
己

に
関

す
る

こ
と

　
　

特
技

、
資

格
、

興
味

、
関

心
な

ど

○
各

自
が

必
要

と
す

る
も

の
で

、
受

　
検

者
自

身
で

用
意

で
き

る
も

の
に

　
つ

い
て

の
持

込
み

は
認

め
ま

す
。

○
音

の
出

る
も

の
、

危
険

な
も

の
及

　
び

電
源

の
使

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

　
た

だ
し

、
演

奏
や

作
品

自
体

を
評

　
価

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
そ

こ
に

込
め

ら
れ

た
こ

と
を

自
分

　
の

言
葉

で
表

現
し

て
く

だ
さ

い
。

○
更

衣
室

の
準

備
は

で
き

ま
せ

ん
。

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

○
個

人
面

接
の

一
部

で
「

自
己

Ｐ
Ｒ

」
を

実
施

し
ま

す
。

○
「

自
己

Ｐ
Ｒ

」
と

は
、

発
表

形
式

で
自

分
の

優
れ

た
点

や
個

性
を

表
現

す
る

こ
と

で
す

。
　

時
間

は
１

人
２

分
以

内
で

す
。

○
作

品
や

楽
器

の
持

込
み

は
可

能
で

す
が

、
そ

れ
に

よ
る

時
間

の
延

長
は

あ
り

ま
せ

ん
。

〇
Ｐ

Ｃ
等

の
通

信
機

器
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

○
そ

の
他

、
「

自
己

Ｐ
Ｒ

」
に

必
要

と
す

る
も

の
を

含
め

、
準

備
は

受
検

者
が

時
間

内
に

　
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
　

ま
た

、
危

険
を

伴
う

も
の

や
、

他
の

受
検

会
場

の
迷

惑
に

な
る

よ
う

な
も

の
は

避
け

て
く

だ
さ

い
。

１
月

２
７

日
（

火
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。
受

検
者

に
よ

り
集

合
時

刻
が

異
な

り
ま

す
。

○
小

論
文

・
実

技
検

査
・

個
人

面
接

３
月

１
０

日
（

火
）

入
学

願
書

受
付

時
及

び
実

技
検

査
終

了
後

に
集

合
時

刻
を

指
定

し
ま

す
。

○
小

論
文

・
実

技
検

査
２

月
２

１
日

（
土

）
○

個
人

面
接

２
月

２
２

日
（

日
）

入
学

願
書

受
付

時
及

び
実

技
検

査
終

了
後

に
集

合
時

刻
を

指
定

し
ま

す
。

　
面

接
に

は
物

品
を

持
ち

込
む

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
　

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

で
は

原
稿

を
読

む
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

○
面

接
は

、
推

薦
・

一
次

・
二

次
で

実
施

し
ま

す
。

○
面

接
の

一
部

で
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

に
則

し
て

１
分

程
度

の
「

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

」
を

行
い

ま
す

。
○

実
技

検
査

は
一

次
・

二
次

で
実

施
し

ま
す

。
文

書
を

読
み

、
そ

の
内

容
に

つ
い

て
　

い
く

つ
か

の
設

問
に

答
え

る
検

査
を

行
い

ま
す

（
検

査
時

間
は

３
０

分
程

度
）

。
○

小
論

文
は

、
一

次
・

二
次

で
実

施
し

ま
す

。

備
　
　
考

検
査
に
必
要
な
も
の

検
　
査
　
日
　
時

募
集
区
分

東
村

山
(
普

通
科

)
エ

ン
カ

レ
ッ

ジ
ス

ク
ー

ル

学
校
名
（
学
科
名
等
）

備
　
　
考

学
校
名
（
学
科
名
等
）

な
し

○
筆

記
用

具

Ｎ
ｏ

募
集
区
分

Ｎ
ｏ

検
　
査
　
日
　
時

１
月

２
６

日
（

月
）

受
検

者
に

よ
り

集
合

時
刻

が
異

な
り

ま
す

。

○
作

文
１

月
２

６
日

（
月

）
○

個
人

面
接

１
月

２
７

日
（

火
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

葛
飾

総
合

（
総

合
学

科
）

推
薦

○
個

人
面

接
の

最
初

に
、

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
と

し
て

、
受

検
者

が
「

自
己

Ｐ
Ｒ

カ
ー

ド
」

に
　

記
載

し
た

内
容

の
う

ち
で

、
特

に
強

調
し

た
い

一
項

目
に

つ
い

て
そ

の
内

容
を

Ｐ
Ｒ

す
る

時
間

を
　

設
け

ま
す

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
の

時
間

は
２

分
間

で
す

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
等

を
見

な
が

ら
答

え
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

何
を

　
Ｐ

Ｒ
す

る
の

か
よ

く
考

え
て

、
面

接
に

臨
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
な

お
、

演
技

・
実

技
・

演
奏

・
作

品
の

提
示

を
行

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

備
　
　
考

○
個

人
面

接
の

後
半

１
分

間
に

｢
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
を

設
け

ま
す

。
　

①
特

に
テ

ー
マ

を
指

定
し

ま
せ

ん
。

自
分

の
こ

と
を

自
由

に
話

し
て

く
だ

さ
い

。
　

②
メ

モ
な

ど
を

見
な

が
ら

話
す

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
あ

ら
か

じ
め

話
す

内
容

を
よ

く
考

え
て

　
　

面
接

に
臨

ん
で

く
だ

さ
い

。
　

③
楽

器
、

道
具

、
表

な
ど

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
　

④
例

と
し

て
、

次
の

よ
う

な
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
、

特
に

と
ら

わ
れ

る
こ

と
な

く
自

由
に

考
え

て
　

　
く

だ
さ

い
。

　
　

・
志

望
の

動
機

に
関

す
る

こ
と

　
　

・
教

科
の

学
習

活
動

に
関

す
る

こ
と

　
　

・
特

別
活

動
や

そ
の

他
に

関
す

る
こ

と
　

　
・

高
校

生
活

や
進

路
に

関
す

る
こ

と
 
 
 
 
・

自
己

に
関

す
る

こ
と

な
し

な
し

推
薦

○
面

接
の

一
部

で
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」

（
３

分
間

）
を

実
施

し
ま

す
。

○
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」

と
は

、
発

表
等

を
通

し
て

、
自

己
の

能
力

や
個

性
を

　
表

現
す

る
こ

と
で

す
。

○
危

険
を

伴
う

も
の

、
他

の
受

検
者

の
迷

惑
に

な
る

よ
う

な
も

の
は

避
け

て
く

だ
さ

い
。

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

検
査
に
必
要
な
も
の

推
薦

○
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
自

己
表

現
）

」
と

は
、

発
表

を
通

し
て

、
自

己
の

個
性

や
　

能
力

を
表

現
す

る
こ

と
で

す
。

○
１

人
３

分
間

で
す

。
○

必
要

な
準

備
は

、
受

検
生

本
人

が
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
○

用
具

の
貸

出
し

は
あ

り
ま

せ
ん

。
○

Ｐ
Ｃ

等
を

含
む

通
信

機
器

・
電

子
機

器
は

一
切

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

（
例

）
　

①
教

科
の

学
習

活
動

に
関

す
る

こ
と

　
　

・
興

味
・

関
心

が
あ

る
教

科
の

学
習

活
動

に
関

す
る

具
体

的
成

果
の

発
表

を
通

し
た

自
己

表
現

　
　

・
芸

術
や

体
育

の
分

野
に

お
け

る
特

技
の

発
表

を
通

し
た

自
己

表
現

　
②

特
別

活
動

等
に

関
す

る
こ

と
　

　
・

部
活

動
等

で
得

た
具

体
的

成
果

の
発

表
を

通
し

た
自

己
表

現
　

　
・

委
員

会
活

動
、

生
徒

会
活

動
で

得
た

具
体

的
成

果
の

発
表

を
通

し
た

自
己

表
現

　
③

そ
の

他
の

活
動

に
関

す
る

こ
と

　
　

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

、
校

外
で

の
活

動
経

験
の

発
表

を
通

し
た

自
己

表
現

○
受

検
者

が
必

要
と

す
る

も
の

で
、

　
自

分
自

身
で

用
意

で
き

る
も

の
に

　
つ

い
て

は
、

通
信

機
器

・
電

子
機

　
器

を
除

き
持

ち
込

み
を

認
め

ま
　

す
。

た
だ

し
、

持
ち

込
ん

だ
作

品
　

自
体

や
楽

器
な

ど
を

利
用

し
た

場
　

合
の

作
品

の
完

成
度

や
演

奏
自

体
　

を
評

価
す

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
　

ん
。

検
　
査
　
日
　
時

晴
海

総
合

（
総

合
学

科
）

推
薦

学
校
名
（
学
科
名
等
）

○
必

要
な

物
は

、
各

自
で

用
意

し
て

　
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

持
ち

込
ん

　
だ

作
品

等
を

そ
れ

自
体

だ
け

で
評

　
価

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

○
用

具
の

貸
出

し
は

あ
り

ま
せ

ん
。

１
月

２
６

日
（

月
）

園
芸

（
園

芸
科

・
食

品
科

・
　

動
物

科
）

募
集
区
分

１
月

２
６

日
（

月
）

受
検

票
発

行
時

に
集

合
時

刻
を

指
定

し
ま

す
。

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

忍
岡

（
単

位
制

生
活

科
学

科
）

Ｎ
ｏ

－220－



町
田

総
合

（
総

合
学

科
）

推
薦

若
葉

総
合

（
総

合
学

科
）

推
薦

５
　
実
技
検
査
と
面
接
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
両
方
を
実
施
す
る
都
立
高
等
学
校

推
薦

一
次

二
次

検
査
に
必
要
な
も
の

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

○
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」

と
は

、
発

表
等

を
通

し
て

、
自

分
の

個
性

や
能

力
を

　
表

現
す

る
も

の
で

す
。

○
表

現
時

間
は

１
人

３
分

で
す

。
（

例
）

　
・

教
科

の
学

習
活

動
に

関
す

る
こ

と
　

　
興

味
・

関
心

の
あ

る
教

科
の

学
習

活
動

の
具

体
的

成
果

に
つ

い
て

　
・

特
別

活
動

に
関

す
る

こ
と

　
　

部
活

動
・

委
員

会
・

生
徒

会
活

動
等

で
得

た
具

体
的

成
果

に
つ

い
て

　
・

そ
の

他
の

活
動

に
関

す
る

こ
と

　
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

等
、

校
外

で
の

活
動

体
験

で
得

た
具

体
的

成
果

に
つ

い
て

　
・

自
己

に
関

す
る

こ
と

　
　

特
技

、
資

格
、

興
味

、
関

心
な

ど

○
各

自
が

必
要

と
す

る
も

の
で

、
受

　
検

者
自

身
で

用
意

で
き

る
も

の
に

　
つ

い
て

の
持

込
み

は
認

め
ま

す
。

○
音

の
出

る
も

の
、

危
険

な
も

の
及

　
び

電
源

の
使

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

　
た

だ
し

、
演

奏
や

作
品

自
体

を
評

　
価

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
そ

こ
に

込
め

ら
れ

た
こ

と
を

自
分

　
の

言
葉

で
表

現
し

て
く

だ
さ

い
。

○
更

衣
室

の
準

備
は

で
き

ま
せ

ん
。

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

○
個

人
面

接
の

一
部

で
「

自
己

Ｐ
Ｒ

」
を

実
施

し
ま

す
。

○
「

自
己

Ｐ
Ｒ

」
と

は
、

発
表

形
式

で
自

分
の

優
れ

た
点

や
個

性
を

表
現

す
る

こ
と

で
す

。
　

時
間

は
１

人
２

分
以

内
で

す
。

○
作

品
や

楽
器

の
持

込
み

は
可

能
で

す
が

、
そ

れ
に

よ
る

時
間

の
延

長
は

あ
り

ま
せ

ん
。

〇
Ｐ

Ｃ
等

の
通

信
機

器
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

○
そ

の
他

、
「

自
己

Ｐ
Ｒ

」
に

必
要

と
す

る
も

の
を

含
め

、
準

備
は

受
検

者
が

時
間

内
に

　
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
　

ま
た

、
危

険
を

伴
う

も
の

や
、

他
の

受
検

会
場

の
迷

惑
に

な
る

よ
う

な
も

の
は

避
け

て
く

だ
さ

い
。

１
月

２
７

日
（

火
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。
受

検
者

に
よ

り
集

合
時

刻
が

異
な

り
ま

す
。

○
小

論
文

・
実

技
検

査
・

個
人

面
接

３
月

１
０

日
（

火
）

入
学

願
書

受
付

時
及

び
実

技
検

査
終

了
後

に
集

合
時

刻
を

指
定

し
ま

す
。

○
小

論
文

・
実

技
検

査
２

月
２

１
日

（
土

）
○

個
人

面
接

２
月

２
２

日
（

日
）

入
学

願
書

受
付

時
及

び
実

技
検

査
終

了
後

に
集

合
時

刻
を

指
定

し
ま

す
。

　
面

接
に

は
物

品
を

持
ち

込
む

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
　

「
自

己
Ｐ

Ｒ
ス

ピ
ー

チ
」

で
は

原
稿

を
読

む
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

○
面

接
は

、
推

薦
・

一
次

・
二

次
で

実
施

し
ま

す
。

○
面

接
の

一
部

で
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

に
則

し
て

１
分

程
度

の
「

自
己

Ｐ
Ｒ

ス
ピ

ー
チ

」
を

行
い

ま
す

。
○

実
技

検
査

は
一

次
・

二
次

で
実

施
し

ま
す

。
文

書
を

読
み

、
そ

の
内

容
に

つ
い

て
　

い
く

つ
か

の
設

問
に

答
え

る
検

査
を

行
い

ま
す

（
検

査
時

間
は

３
０

分
程

度
）

。
○

小
論

文
は

、
一

次
・

二
次

で
実

施
し

ま
す

。

備
　
　
考

検
査
に
必
要
な
も
の

検
　
査
　
日
　
時

募
集
区
分

東
村

山
(
普

通
科

)
エ

ン
カ

レ
ッ

ジ
ス

ク
ー

ル

学
校
名
（
学
科
名
等
）

備
　
　
考

学
校
名
（
学
科
名
等
）

な
し

○
筆

記
用

具

Ｎ
ｏ

募
集
区
分

Ｎ
ｏ

検
　
査
　
日
　
時

１
月

２
６

日
（

月
）

受
検

者
に

よ
り

集
合

時
刻

が
異

な
り

ま
す

。

○
作

文
１

月
２

６
日

（
月

）
○

個
人

面
接

１
月

２
７

日
（

火
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

葛
飾

総
合

（
総

合
学

科
）

推
薦

○
個

人
面

接
の

最
初

に
、

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
と

し
て

、
受

検
者

が
「

自
己

Ｐ
Ｒ

カ
ー

ド
」

に
　

記
載

し
た

内
容

の
う

ち
で

、
特

に
強

調
し

た
い

一
項

目
に

つ
い

て
そ

の
内

容
を

Ｐ
Ｒ

す
る

時
間

を
　

設
け

ま
す

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
の

時
間

は
２

分
間

で
す

。
○

「
自

己
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

」
等

を
見

な
が

ら
答

え
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

何
を

　
Ｐ

Ｒ
す

る
の

か
よ

く
考

え
て

、
面

接
に

臨
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
な

お
、

演
技

・
実

技
・

演
奏

・
作

品
の

提
示

を
行

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

備
　
　
考

○
個

人
面

接
の

後
半

１
分

間
に

｢
自

己
Ｐ

Ｒ
タ

イ
ム

」
を

設
け

ま
す

。
　

①
特

に
テ

ー
マ

を
指

定
し

ま
せ

ん
。

自
分

の
こ

と
を

自
由

に
話

し
て

く
だ

さ
い

。
　

②
メ

モ
な

ど
を

見
な

が
ら

話
す

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
あ

ら
か

じ
め

話
す

内
容

を
よ

く
考

え
て

　
　

面
接

に
臨

ん
で

く
だ

さ
い

。
　

③
楽

器
、

道
具

、
表

な
ど

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
　

④
例

と
し

て
、

次
の

よ
う

な
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
、

特
に

と
ら

わ
れ

る
こ

と
な

く
自

由
に

考
え

て
　

　
く

だ
さ

い
。

　
　

・
志

望
の

動
機

に
関

す
る

こ
と

　
　

・
教

科
の

学
習

活
動

に
関

す
る

こ
と

　
　

・
特

別
活

動
や

そ
の

他
に

関
す

る
こ

と
　

　
・

高
校

生
活

や
進

路
に

関
す

る
こ

と
 
 
 
 
・

自
己

に
関

す
る

こ
と

な
し

な
し

推
薦

○
面

接
の

一
部

で
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」

（
３

分
間

）
を

実
施

し
ま

す
。

○
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」

と
は

、
発

表
等

を
通

し
て

、
自

己
の

能
力

や
個

性
を

　
表

現
す

る
こ

と
で

す
。

○
危

険
を

伴
う

も
の

、
他

の
受

検
者

の
迷

惑
に

な
る

よ
う

な
も

の
は

避
け

て
く

だ
さ

い
。

１
月

２
６

日
（

月
）

入
学

願
書

受
付

時
に

集
合

時
刻

を
指

定
し

ま
す

。

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

検
査
に
必
要
な
も
の

推
薦

○
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
自

己
表

現
）

」
と

は
、

発
表

を
通

し
て

、
自

己
の

個
性

や
　

能
力

を
表

現
す

る
こ

と
で

す
。

○
１

人
３

分
間

で
す

。
○

必
要

な
準

備
は

、
受

検
生

本
人

が
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
○

用
具

の
貸

出
し

は
あ

り
ま

せ
ん

。
○

Ｐ
Ｃ

等
を

含
む

通
信

機
器

・
電

子
機

器
は

一
切

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

（
例

）
　

①
教

科
の

学
習

活
動

に
関

す
る

こ
と

　
　

・
興

味
・

関
心

が
あ

る
教

科
の

学
習

活
動

に
関

す
る

具
体

的
成

果
の

発
表

を
通

し
た

自
己

表
現

　
　

・
芸

術
や

体
育

の
分

野
に

お
け

る
特

技
の

発
表

を
通

し
た

自
己

表
現

　
②

特
別

活
動

等
に

関
す

る
こ

と
　

　
・

部
活

動
等

で
得

た
具

体
的

成
果

の
発

表
を

通
し

た
自

己
表

現
　

　
・

委
員

会
活

動
、

生
徒

会
活

動
で

得
た

具
体

的
成

果
の

発
表

を
通

し
た

自
己

表
現

　
③

そ
の

他
の

活
動

に
関

す
る

こ
と

　
　

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

、
校

外
で

の
活

動
経

験
の

発
表

を
通

し
た

自
己

表
現

○
受

検
者

が
必

要
と

す
る

も
の

で
、

　
自

分
自

身
で

用
意

で
き

る
も

の
に

　
つ

い
て

は
、

通
信

機
器

・
電

子
機

　
器

を
除

き
持

ち
込

み
を

認
め

ま
　

す
。

た
だ

し
、

持
ち

込
ん

だ
作

品
　

自
体

や
楽

器
な

ど
を

利
用

し
た

場
　

合
の

作
品

の
完

成
度

や
演

奏
自

体
　

を
評

価
す

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
　

ん
。

検
　
査
　
日
　
時

晴
海

総
合

（
総

合
学

科
）

推
薦

学
校
名
（
学
科
名
等
）

○
必

要
な

物
は

、
各

自
で

用
意

し
て

　
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

持
ち

込
ん

　
だ

作
品

等
を

そ
れ

自
体

だ
け

で
評

　
価

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

○
用

具
の

貸
出

し
は

あ
り

ま
せ

ん
。

１
月

２
６

日
（

月
）

園
芸

（
園

芸
科

・
食

品
科

・
　

動
物

科
）

募
集
区
分

１
月

２
６

日
（

月
）

受
検

票
発

行
時

に
集

合
時

刻
を

指
定

し
ま

す
。

１
月

２
６

日
（

月
）

１
月

２
７

日
（

火
）

忍
岡

（
単

位
制

生
活

科
学

科
）

Ｎ
ｏ

－221－



 

別表７ 
 

令和８年度第一次募集・分割前期募集等における学力検査問題を 
自校で作成する高校 

 
 
１ 全日制 
 

高 校 名 実 施 教 科 

日比谷 戸山 青山 西 

八王子東 立川 国立 

新宿 墨田川 国分寺 

自校で作成した学力検査問題３教科（国語、数学、英語）

及び都立高校共通問題２教科（社会、理科）で行う。 

国際 自校で作成した学力検査問題１教科（英語）及び都立高

校共通問題４教科（国語、数学、社会、理科）で行う。 

 
  

 
２ 定時制 
 

高 校 名 実 施 教 科 

  農産 自校で作成した学力検査問題３教科（国語、数学、英語）

を、各２５分で行う。   

  八王子拓真（一般枠） 自校で作成した学力検査問題３教科（国語、数学、英語）

を、総合して５０分で行う。 

 
 

※ 通信制については、各学校が検査問題を作成する。詳細は別表４（Ｐ135）を参照すること。 

推
薦

一
次

二
次

推
薦

一
次

二
次

Ｎ
ｏ

学
校
名
（
学
科
名
等
）

募
集
区
分
検
　
査
　
日
　
時

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

　
集

合
時

間
に

関
し

て
は

、
受

検
票

に
記

載
し

ま
す

。

３
月

１
０

日
（

火
）

 
9
:
0
0
～

1
6
:
3
0

１
月

２
６

日
（

月
）

 
9
:
0
0
～

1
6
:
3
0

備
　
　
考

○
鉛

筆
（

Ｈ
Ｂ

～
２

Ｂ
）

○
消

し
ゴ

ム
○

直
線

定
規

検
査
に
必
要
な
も
の

２
月

２
１

日
（

土
）

 
9
:
0
0
～

1
6
:
3
0

中
野

工
科

（
食

品
サ

イ
エ

ン
ス

科
）

エ
ン

カ
レ

ッ
ジ

ス
ク

ー
ル

○
実

技
検

査
１

月
２

６
日

（
月

）
○

個
人

面
接

１
月

２
７

日
（

火
）

（
面

接
及

び
実

技
検

査
は

、
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

で
実

施
し

ま
す

。
）

○
面

接
の

最
初

に
２

分
か

ら
３

分
の

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

行
い

ま
す

。
　

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
で

は
、

受
検

者
の

長
所

・
意

欲
・

関
心

・
特

技
等

を
　

口
頭

で
発

表
し

て
も

ら
い

ま
す

。
　

な
お

、
面

接
で

は
、

原
稿

・
作

品
・

道
具

・
賞

状
等

の
持

込
み

は
一

切
で

き
ま

せ
ん

。
○

実
技

検
査

で
は

、
指

示
に

従
っ

て
簡

単
な

作
業

を
行

い
ま

す
。

そ
の

作
業

過
程

に
対

す
る

取
組

姿
勢

や
　

意
欲

、
正

確
性

な
ど

を
総

合
的

に
判

断
し

ま
す

。

練
馬

工
科

（
キ

ャ
リ

ア
技

術
科

）
エ

ン
カ

レ
ッ

ジ
ス

ク
ー

ル

○
実

技
検

査
で

は
、

簡
単

な
作

業
や

描
写

を
行

い
、

作
業

の
正

確
さ

や
ま

と
め

る
力

等
を

評
価

し
ま

す
。

○
面

接
の

中
で

２
分

か
ら

３
分

程
度

の
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」

を
行

い
ま

す
。

　
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」

で
は

、
受

検
者

の
長

所
・

意
欲

・
特

技
等

を
口

頭
で

　
発

表
し

て
も

ら
い

ま
す

。
　

な
お

、
面

接
で

は
、

原
稿

・
作

品
・

道
具

・
賞

状
等

の
持

込
み

は
で

き
ま

せ
ん

。

○
鉛

筆
（

Ｈ
Ｂ

～
２

Ｂ
）

○
消

し
ゴ

ム
○

コ
ン

パ
ス

※
　

鉛
筆

、
消

し
ゴ

ム
及

び
　

コ
ン

パ
ス

以
外

の
必

要
な

も
の

　
は

本
校

で
用

意
し

ま
す

。

○
作

文
２

月
２

１
日

（
土

）
○

個
人

面
接

２
月

２
２

日
（

日
）

○
作

文
検

査
は

、
６

０
０

字
程

度
５

０
分

で
実

施
し

ま
す

。
○

面
接

の
中

で
２

分
か

ら
３

分
程

度
の

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

行
い

ま
す

。
　

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
で

は
、

受
検

者
の

長
所

・
意

欲
・

特
技

等
を

口
頭

で
　

発
表

し
て

も
ら

い
ま

す
。

　
な

お
、

面
接

で
は

、
原

稿
・

作
品

・
道

具
・

賞
状

等
の

持
込

み
は

で
き

ま
せ

ん
。

○
筆

記
用

具
○

消
し

ゴ
ム

〇
作

文
・

個
人

面
接

３
月

１
０

日
（

火
）
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別表７ 
 

令和８年度第一次募集・分割前期募集等における学力検査問題を 
自校で作成する高校 

 
 
１ 全日制 
 

高 校 名 実 施 教 科 

日比谷 戸山 青山 西 

八王子東 立川 国立 

新宿 墨田川 国分寺 

自校で作成した学力検査問題３教科（国語、数学、英語）

及び都立高校共通問題２教科（社会、理科）で行う。 

国際 自校で作成した学力検査問題１教科（英語）及び都立高

校共通問題４教科（国語、数学、社会、理科）で行う。 

 
  

 
２ 定時制 
 

高 校 名 実 施 教 科 

  農産 自校で作成した学力検査問題３教科（国語、数学、英語）

を、各２５分で行う。   

  八王子拓真（一般枠） 自校で作成した学力検査問題３教科（国語、数学、英語）

を、総合して５０分で行う。 

 
 

※ 通信制については、各学校が検査問題を作成する。詳細は別表４（Ｐ135）を参照すること。 

推
薦

一
次

二
次

推
薦

一
次

二
次

Ｎ
ｏ

学
校
名
（
学
科
名
等
）

募
集
区
分
検
　
査
　
日
　
時

検
　
　
査
　
　
内
　
　
容

　
集

合
時

間
に

関
し

て
は

、
受

検
票

に
記

載
し

ま
す

。

３
月

１
０

日
（

火
）

 
9
:
0
0
～

1
6
:
3
0

１
月

２
６

日
（

月
）

 
9
:
0
0
～

1
6
:
3
0

備
　
　
考

○
鉛

筆
（

Ｈ
Ｂ

～
２

Ｂ
）

○
消

し
ゴ

ム
○

直
線

定
規

検
査
に
必
要
な
も
の

２
月

２
１

日
（

土
）

 
9
:
0
0
～

1
6
:
3
0

中
野

工
科

（
食

品
サ

イ
エ

ン
ス

科
）

エ
ン

カ
レ

ッ
ジ

ス
ク

ー
ル

○
実

技
検

査
１

月
２

６
日

（
月

）
○

個
人

面
接

１
月

２
７

日
（

火
）

（
面

接
及

び
実

技
検

査
は

、
推

薦
・

一
次

・
二

次
　

共
通

で
実

施
し

ま
す

。
）

○
面

接
の

最
初

に
２

分
か

ら
３

分
の

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

行
い

ま
す

。
　

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
で

は
、

受
検

者
の

長
所

・
意

欲
・

関
心

・
特

技
等

を
　

口
頭

で
発

表
し

て
も

ら
い

ま
す

。
　

な
お

、
面

接
で

は
、

原
稿

・
作

品
・

道
具

・
賞

状
等

の
持

込
み

は
一

切
で

き
ま

せ
ん

。
○

実
技

検
査

で
は

、
指

示
に

従
っ

て
簡

単
な

作
業

を
行

い
ま

す
。

そ
の

作
業

過
程

に
対

す
る

取
組

姿
勢

や
　

意
欲

、
正

確
性

な
ど

を
総

合
的

に
判

断
し

ま
す

。

練
馬

工
科

（
キ

ャ
リ

ア
技

術
科

）
エ

ン
カ

レ
ッ

ジ
ス

ク
ー

ル

○
実

技
検

査
で

は
、

簡
単

な
作

業
や

描
写

を
行

い
、

作
業

の
正

確
さ

や
ま

と
め

る
力

等
を

評
価

し
ま

す
。

○
面

接
の

中
で

２
分

か
ら

３
分

程
度

の
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」

を
行

い
ま

す
。

　
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」

で
は

、
受

検
者

の
長

所
・

意
欲

・
特

技
等

を
口

頭
で

　
発

表
し

て
も

ら
い

ま
す

。
　

な
お

、
面

接
で

は
、

原
稿

・
作

品
・

道
具

・
賞

状
等

の
持

込
み

は
で

き
ま

せ
ん

。

○
鉛

筆
（

Ｈ
Ｂ

～
２

Ｂ
）

○
消

し
ゴ

ム
○

コ
ン

パ
ス

※
　

鉛
筆

、
消

し
ゴ

ム
及

び
　

コ
ン

パ
ス

以
外

の
必

要
な

も
の

　
は

本
校

で
用

意
し

ま
す

。

○
作

文
２

月
２

１
日

（
土

）
○

個
人

面
接

２
月

２
２

日
（

日
）

○
作

文
検

査
は

、
６

０
０

字
程

度
５

０
分

で
実

施
し

ま
す

。
○

面
接

の
中

で
２

分
か

ら
３

分
程

度
の

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

行
い

ま
す

。
　

「
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
で

は
、

受
検

者
の

長
所

・
意

欲
・

特
技

等
を

口
頭

で
　

発
表

し
て

も
ら

い
ま

す
。

　
な

お
、

面
接

で
は

、
原

稿
・

作
品

・
道

具
・

賞
状

等
の

持
込

み
は

で
き

ま
せ

ん
。

○
筆

記
用

具
○

消
し

ゴ
ム

〇
作

文
・

個
人

面
接

３
月

１
０

日
（

火
）
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別別表表９９－－１１  令令和和８８年年度度都都立立高高等等学学校校入入学学者者選選抜抜日日程程（（全全日日制制課課程程））

入学願書取下げ 入学願書再提出

２ 月 ２ 日 月

午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 ３ 日 火

午前９時～正午

３ 月 ２ 日 月

午前９時３０分～午後３時３０分

３ 月 ３ 日 火

午前９時～正午

３ 月 １ ３ 日 金

正午～午後３時

３ 月 １ ６ 日 月

午前９時～正午

２ 月 ２ 日 月

午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 ３ 日 火

午前９時～正午

７ 月 １ 日 水 ７ 月 １ ３ 日 月

午前９時～午後３時 午前９時～午後３時

７ 月 ２ 日 木 ７ 月 １ ４ 日 火

午前９時～正午 午前９時～正午

２ 月 １ ８ 日 水

午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 １ ９ 日 木

午前９時～正午

７ 月 １ 日 水 ７ 月 １ ３ 日 月

午前９時～午後３時 午前９時～午後３時

７ 月 ２ 日 木 ７ 月 １ ４ 日 火

午前９時～正午 午前９時～正午

２ 月 ５ 日 木 ２ 月 １ ８ 日 水

午前９時～午後３時 午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 ６ 日 金 ２ 月 １ ９ 日 木

午前９時～正午 午前９時～正午

１ 月 ２ ０ 日 火 ２ 月 ２ 日 月

午前９時～午後３時 午前９時３０分～午後３時３０分

１ 月 ２ １ 日 水 ２ 月 ３ 日 火

午前９時～正午 午前９時～正午

２ 月 １ ８ 日 水

午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 １ ９ 日 木

午前９時～正午

７ 月 １ 日 水 ７ 月 １ ３ 日 月

午前９時～午後３時 午前９時～午後３時

７ 月 ２ 日 木 ７ 月 １ ４ 日 火

午前９時～正午 午前９時～正午

４ 月 １ 日 水 ４ 月 ２ 日 木

午前９時～午後３時 ４ 月 ３ 日 金

４ 月 ３ 日 金 ４ 月 ６ 日 月

午前９時～午後３時 ４ 月 ７ 日 火

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

１月１６日（金）午後５時まで
【書類提出期間】

１月　９日（金）から
１月１６日（金）まで
（郵送、高校必着）

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】

１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、高校必着）

 集合
 午前８時３０分

２月２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

入 学 手 続

２月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

３月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

３月１３日(金)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
正午

（校内掲示）

３月　９日(月) ３月１０日 火

 集合
 午前８時３０分

３ 月 ５ 日 木

合 格 者 の 発 表

３月　６日(金)

 集合
 午前８時３０分

午前９時～午後３時

　　　　　項　目
　区分等

入 学 願 書 受 付
志 願 変 更

学 力 検 査 等

 集合
 午前８時３０分

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】

１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、各高校必着）

午前９時～
　午後３時

午前９時～
      正午

２月１３日(金)

推 薦 に 基 づ く 選 抜

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

１月１６日（金）午後５時まで
【書類提出期間】

１月　９日（金）から
１月１６日（金）まで
（郵送、各高校必着）

学

力

検

査

に

基

づ

く

選

抜

第 一 次 募 集

２月１２日(木) ２月２１日 土

１月２６日(月)

１月２７日(火)

９月入学

４

月

入

学

国際
バカロレア

コース

９月入学

４月入学

４月入学

在

京

外

国

人

生

徒

等

対

象

午前９時～
　午後３時

午前９時～
　　　正午

１月２６日 月

１月２７日 火

４月 ２日 木

４月 ６日 月

前期日程

後期日程

２月１８日(水)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

２月１８日(水)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

２月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

国際

２月１８日(水)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

第 二 次 募 集

竹台
田柄

南葛飾
府中西
飛鳥

六郷工科
杉並総合

７ 月 １ ３ 日 月

４ 月 ２ 日 木

４ 月 ６ 日 月

海

外

帰

国

生

徒

等

関

係

竹台
田柄

南葛飾
府中西
飛鳥
国際

９

月

入

学

午前９時～
　午後３時

午前９時～
　　　正午

午前９時～
　午後３時

午前９時～
　　　正午

午前９時

保 護 者 の
転 勤 等 に
伴 う ４ 月
入学者募集

海

外

帰

国

生

徒

対

象

引 揚 生 徒 対 象

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】

１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、各高校必着）

２月１２日(木) ２月１３日(金)

２月１２日(木) ２月１３日(金)

７月　８日(水)

 集合
 午前８時３０分

７月 ７日 火

午前９時

７ 月 １ ３ 日 月

午前９時

７ 月 １ ３ 日 月

 集合
 午前８時３０分

７月 ８日 水

２月１６日 月

２月１６日 月

 集合
 午前８時３０分

１月２６日(月)

２月１６日(月)

松が谷（コース）

別表８

　　　　　令和６年度以前の中学校卒業者である受検者を対象として
　　　　　面談を実施する高校一覧

第一次募集 第二次募集

普
通
科

桜 町 深 沢 光 丘 大泉桜 桜 町 光 丘 淵 江 田 無

葛西南 富士森 松が谷 小 川 葛西南 松が谷 久留米西

田 無

山 崎 小平西 久留米西 永山 松が谷（コース）

専
門
学
科

農 産 芝 商 江東商業 第四商業 農 産 第四商業

工 芸

総
合
学
科

つばさ総合 世田谷総合 杉並総合  東久留米総合

町田総合 東久留米総合
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別別表表９９－－１１  令令和和８８年年度度都都立立高高等等学学校校入入学学者者選選抜抜日日程程（（全全日日制制課課程程））

入学願書取下げ 入学願書再提出

２ 月 ２ 日 月

午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 ３ 日 火

午前９時～正午

３ 月 ２ 日 月

午前９時３０分～午後３時３０分

３ 月 ３ 日 火

午前９時～正午

３ 月 １ ３ 日 金

正午～午後３時

３ 月 １ ６ 日 月

午前９時～正午

２ 月 ２ 日 月

午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 ３ 日 火

午前９時～正午

７ 月 １ 日 水 ７ 月 １ ３ 日 月

午前９時～午後３時 午前９時～午後３時

７ 月 ２ 日 木 ７ 月 １ ４ 日 火

午前９時～正午 午前９時～正午

２ 月 １ ８ 日 水

午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 １ ９ 日 木

午前９時～正午

７ 月 １ 日 水 ７ 月 １ ３ 日 月

午前９時～午後３時 午前９時～午後３時

７ 月 ２ 日 木 ７ 月 １ ４ 日 火

午前９時～正午 午前９時～正午

２ 月 ５ 日 木 ２ 月 １ ８ 日 水

午前９時～午後３時 午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 ６ 日 金 ２ 月 １ ９ 日 木

午前９時～正午 午前９時～正午

１ 月 ２ ０ 日 火 ２ 月 ２ 日 月

午前９時～午後３時 午前９時３０分～午後３時３０分

１ 月 ２ １ 日 水 ２ 月 ３ 日 火

午前９時～正午 午前９時～正午

２ 月 １ ８ 日 水

午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 １ ９ 日 木

午前９時～正午

７ 月 １ 日 水 ７ 月 １ ３ 日 月

午前９時～午後３時 午前９時～午後３時

７ 月 ２ 日 木 ７ 月 １ ４ 日 火

午前９時～正午 午前９時～正午

４ 月 １ 日 水 ４ 月 ２ 日 木

午前９時～午後３時 ４ 月 ３ 日 金

４ 月 ３ 日 金 ４ 月 ６ 日 月

午前９時～午後３時 ４ 月 ７ 日 火

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

１月１６日（金）午後５時まで
【書類提出期間】

１月　９日（金）から
１月１６日（金）まで
（郵送、高校必着）

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】

１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、高校必着）

 集合
 午前８時３０分

２月２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

入 学 手 続

２月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

３月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

３月１３日(金)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
正午

（校内掲示）

３月　９日(月) ３月１０日 火

 集合
 午前８時３０分

３ 月 ５ 日 木

合 格 者 の 発 表

３月　６日(金)

 集合
 午前８時３０分

午前９時～午後３時

　　　　　項　目
　区分等

入 学 願 書 受 付
志 願 変 更

学 力 検 査 等

 集合
 午前８時３０分

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】

１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、各高校必着）

午前９時～
　午後３時

午前９時～
      正午

２月１３日(金)

推 薦 に 基 づ く 選 抜

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

１月１６日（金）午後５時まで
【書類提出期間】

１月　９日（金）から
１月１６日（金）まで
（郵送、各高校必着）

学

力

検

査

に

基

づ

く

選

抜

第 一 次 募 集

２月１２日(木) ２月２１日 土

１月２６日(月)

１月２７日(火)

９月入学

４

月

入

学

国際
バカロレア

コース

９月入学

４月入学

４月入学

在

京

外

国

人

生

徒

等

対

象

午前９時～
　午後３時

午前９時～
　　　正午

１月２６日 月

１月２７日 火

４月 ２日 木

４月 ６日 月

前期日程

後期日程

２月１８日(水)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

２月１８日(水)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

２月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

国際

２月１８日(水)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

第 二 次 募 集

竹台
田柄

南葛飾
府中西
飛鳥

六郷工科
杉並総合

７ 月 １ ３ 日 月

４ 月 ２ 日 木

４ 月 ６ 日 月

海

外

帰

国

生

徒

等

関

係

竹台
田柄

南葛飾
府中西
飛鳥
国際

９

月

入

学

午前９時～
　午後３時

午前９時～
　　　正午

午前９時～
　午後３時

午前９時～
　　　正午

午前９時

保 護 者 の
転 勤 等 に
伴 う ４ 月
入学者募集

海

外

帰

国

生

徒

対

象

引 揚 生 徒 対 象

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】

１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、各高校必着）

２月１２日(木) ２月１３日(金)

２月１２日(木) ２月１３日(金)

７月　８日(水)

 集合
 午前８時３０分

７月 ７日 火

午前９時

７ 月 １ ３ 日 月

午前９時

７ 月 １ ３ 日 月

 集合
 午前８時３０分

７月 ８日 水

２月１６日 月

２月１６日 月

 集合
 午前８時３０分

１月２６日(月)

２月１６日(月)

松が谷（コース）

別表８

　　　　　令和６年度以前の中学校卒業者である受検者を対象として
　　　　　面談を実施する高校一覧

第一次募集 第二次募集

普
通
科

桜 町 深 沢 光 丘 大泉桜 桜 町 光 丘 淵 江 田 無

葛西南 富士森 松が谷 小 川 葛西南 松が谷 久留米西

田 無

山 崎 小平西 久留米西 永山 松が谷（コース）

専
門
学
科

農 産 芝 商 江東商業 第四商業 農 産 第四商業

工 芸

総
合
学
科

つばさ総合 世田谷総合 杉並総合  東久留米総合

町田総合 東久留米総合
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２月２２日(日) ３月　２日(月)

午前９時３０分～午後３時３０分

３月　３日(火)

午前９時～正午

４月１０日（金）

４月　１日（水） ４月　５日（日） ４月１０日（金） ・第１学年相当

４月　２日（木） ・第１学年相当 ・第１学年相当 　　午前９時～正午

　　集合　午前９時 　　午前９時 ・第２学年相当以上

午前１０時～午後３時 ・第２学年相当以上 ・第２学年相当以上 　　午後１時～午後３時

　　集合　午前１１時３０分 　　午後１時 ４月１１日（土）

午前９時～正午

４月１０日（金）

４月　１日（水） ４月　６日（月） ４月１０日（金） ・第１学年相当

４月　２日（木） ・第１学年相当 　　午前９時～正午

　　集合　午前８時４０分 　　午前９時 ・第２学年相当以上

午前９時～午後３時 ・第２学年相当以上 　　午後１時～午後３時

　　集合　午前１０時４０分 ４月１１日（土）

午前９時～正午

４月１０日（金）

４月　１日（水） ４月　４日（土） ４月１０日（金） ・第１学年相当

４月　２日（木） ・第１学年相当 ・第１学年相当 　　午前９時～正午

　　集合　午前８時４０分 　　午前９時 ・第２学年相当以上

午前９時～午後３時 ・第２学年相当以上 ・第２学年相当以上 　　午後１時～午後３時

　　集合　午前１０時４０分 　　午後１時 ４月１１日（土）

午前９時～正午

（注）　前期選抜は第１学年相当の募集のみで実施する。

別別表表９９－－３３  令令和和８８年年度度都都立立高高等等学学校校入入学学者者選選抜抜日日程程（（通通信信制制課課程程））

前 期

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から
２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】
１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、各高校必着）

３月　２日(月)
午前８時３０分
（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

項 目 入 学 願 書 受 付 学 力 検 査 等 合 格 者 の 発 表 入 学 手 続

砂 川

後 期

一 橋

新宿山吹

 集合
 ・新宿山吹、砂川
 　午前８時３０分
 ・一橋
   午前９時

別別表表９９－－２２  令令和和８８年年度度都都立立高高等等学学校校入入学学者者選選抜抜日日程程（（定定時時制制課課程程））

３ 月 ２ 日 月

３ 月 ３ 日 火

３ 月 ２ ７ 日 金

３ 月 ３ ０ 日 月

第一次募集

第二次募集

２ 月 ２ 日 月

午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 ３ 日 火

午前９時～正午

３ 月 ２ 日 月

午前９時３０分～午後８時

３ 月 ３ 日 火

午前９時～午後５時

第二次募集

分割前期募集

分割後期募集

（注）　第２学年相当以上の学力検査等は、２月２０日(金)に行う。

在京外国
人生徒等
対象

一橋
浅草
荻窪
砂川

入 学 願 書 受 付

 学力検査
 に基づく
 選抜

チャレンジスクール
及び

八王子拓真
（チャレンジ枠）

項 目

第二次募集

定 時 制

第一次募集

３ 月 ２ ３ 日 月

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】

１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、各高校必着）

推薦に基づく選抜

(情報科２・４部)

新

宿

山

吹

日程は、志願変更を含めて、全日制第二次募集(別表９－１）と同じ

一橋・
浅草・
荻窪・
八王子
拓　真

（一般枠）・
砂川

 学力検査
 に基づく
 選抜

１月２６日 月

日程は、志願変更を含めて、全日制第一次募集(別表９－１）と同じ

日程は、定時制第二次募集と同じ

第一次募集

 集合
 午前８時３０分

午後４時～午後８時

合 格 者 の 発 表

３月２６日 木

学 力 検 査 等

２月２１日 土 ３月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午後４時

（校内掲示）

入 学 手 続

日程は、全日制在京外国人生徒等対象（竹台、田柄、南葛飾、府中西、飛鳥、六郷工科及び杉並総合）
(別表９－１）と同じ

午後３時～午後７時

 集合
 午前８時３０分

 集合
 午前８時３０分

午後３時～午後７時
 集合
 各学校が定める

２月２１日 土

日程は、志願変更を含めて、全日制第一次募集(別表９－１）と同じ

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

１月１６日（金）午後５時まで
【書類提出期間】

１月　９日（金）から
１月１６日（金）まで
（郵送、高校必着）

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】

１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、高校必着）

２月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

３月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

日程は、志願変更を含めて、全日制第二次募集(別表９－１）と同じ

３月２７日(金)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午後３時

（校内掲示）
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２月２２日(日) ３月　２日(月)

午前９時３０分～午後３時３０分

３月　３日(火)

午前９時～正午

４月１０日（金）

４月　１日（水） ４月　５日（日） ４月１０日（金） ・第１学年相当

４月　２日（木） ・第１学年相当 ・第１学年相当 　　午前９時～正午

　　集合　午前９時 　　午前９時 ・第２学年相当以上

午前１０時～午後３時 ・第２学年相当以上 ・第２学年相当以上 　　午後１時～午後３時

　　集合　午前１１時３０分 　　午後１時 ４月１１日（土）

午前９時～正午

４月１０日（金）

４月　１日（水） ４月　６日（月） ４月１０日（金） ・第１学年相当

４月　２日（木） ・第１学年相当 　　午前９時～正午

　　集合　午前８時４０分 　　午前９時 ・第２学年相当以上

午前９時～午後３時 ・第２学年相当以上 　　午後１時～午後３時

　　集合　午前１０時４０分 ４月１１日（土）

午前９時～正午

４月１０日（金）

４月　１日（水） ４月　４日（土） ４月１０日（金） ・第１学年相当

４月　２日（木） ・第１学年相当 ・第１学年相当 　　午前９時～正午

　　集合　午前８時４０分 　　午前９時 ・第２学年相当以上

午前９時～午後３時 ・第２学年相当以上 ・第２学年相当以上 　　午後１時～午後３時

　　集合　午前１０時４０分 　　午後１時 ４月１１日（土）

午前９時～正午

（注）　前期選抜は第１学年相当の募集のみで実施する。

別別表表９９－－３３  令令和和８８年年度度都都立立高高等等学学校校入入学学者者選選抜抜日日程程（（通通信信制制課課程程））

前 期

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から
２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】
１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、各高校必着）

３月　２日(月)
午前８時３０分
（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

項 目 入 学 願 書 受 付 学 力 検 査 等 合 格 者 の 発 表 入 学 手 続

砂 川

後 期

一 橋

新宿山吹

 集合
 ・新宿山吹、砂川
 　午前８時３０分
 ・一橋
   午前９時

別別表表９９－－２２  令令和和８８年年度度都都立立高高等等学学校校入入学学者者選選抜抜日日程程（（定定時時制制課課程程））

３ 月 ２ 日 月

３ 月 ３ 日 火

３ 月 ２ ７ 日 金

３ 月 ３ ０ 日 月

第一次募集

第二次募集

２ 月 ２ 日 月

午前９時３０分～午後３時３０分

２ 月 ３ 日 火

午前９時～正午

３ 月 ２ 日 月

午前９時３０分～午後８時

３ 月 ３ 日 火

午前９時～午後５時

第二次募集

分割前期募集

分割後期募集

（注）　第２学年相当以上の学力検査等は、２月２０日(金)に行う。

在京外国
人生徒等
対象

一橋
浅草
荻窪
砂川

入 学 願 書 受 付

 学力検査
 に基づく
 選抜

チャレンジスクール
及び

八王子拓真
（チャレンジ枠）

項 目

第二次募集

定 時 制

第一次募集

３ 月 ２ ３ 日 月

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】

１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、各高校必着）

推薦に基づく選抜

(情報科２・４部)

新

宿

山

吹

日程は、志願変更を含めて、全日制第二次募集(別表９－１）と同じ

一橋・
浅草・
荻窪・
八王子
拓　真

（一般枠）・
砂川

 学力検査
 に基づく
 選抜

１月２６日 月

日程は、志願変更を含めて、全日制第一次募集(別表９－１）と同じ

日程は、定時制第二次募集と同じ

第一次募集

 集合
 午前８時３０分

午後４時～午後８時

合 格 者 の 発 表

３月２６日 木

学 力 検 査 等

２月２１日 土 ３月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午後４時

（校内掲示）

入 学 手 続

日程は、全日制在京外国人生徒等対象（竹台、田柄、南葛飾、府中西、飛鳥、六郷工科及び杉並総合）
(別表９－１）と同じ

午後３時～午後７時

 集合
 午前８時３０分

 集合
 午前８時３０分

午後３時～午後７時
 集合
 各学校が定める

２月２１日 土

日程は、志願変更を含めて、全日制第一次募集(別表９－１）と同じ

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

１月１６日（金）午後５時まで
【書類提出期間】

１月　９日（金）から
１月１６日（金）まで
（郵送、高校必着）

【出願情報入力期間】
１２月１９日（金）から

２月　５日（木）午後５時まで
【書類提出期間】

１月３０日（金）から
２月　５日（木）まで
（郵送、高校必着）

２月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

３月　２日(月)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午前９時３０分
（校内掲示）

日程は、志願変更を含めて、全日制第二次募集(別表９－１）と同じ

３月２７日(金)
午前８時３０分

（合否照会サイト上で発表）
午後３時

（校内掲示）
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学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

江 東 区 深川第八 フカガワダイハチ 塩浜2-21-14

　　〃 亀戸 カメイド 亀戸9-2-2

　　〃 第二亀戸 ダイニカメイド 亀戸4-51-1

　　〃 第三亀戸 ダイサンカメイド 亀戸1-12-10

　　〃 大島 オオジマ 大島8-12-22

　　〃 第二大島 ダイニオオジマ 大島

　　〃 砂町 スナマチ 北砂6-16-28

　　〃 第二砂町 ダイニスナマチ 東砂8-10-9

　　〃 第三砂町 ダイサンスナマチ 南砂3-10-3

　　〃 第四砂町 ダイヨンスナマチ 北砂5-20-17

　　〃 辰巳 タツミ 辰巳1-10-57

　　〃 南砂　 ミナミスナ 南砂2-3-20

　　〃 第二南砂 ダイニミナミスナ 南砂1-2-18

　　〃 東陽 トウヨウ 東陽2-1-8

　　〃 大島西 オオジマニシ 大島4-1-23

　　〃 有明 アリアケ 有明2-10-1

品 川 区 東海 トウカイ 東品川3-30-15

　　〃 大崎 オオサキ 西品川3-10-6

　　〃 浜川 ハマカワ 東大井3-18-34

　　〃 鈴ケ森 スズガモリ 南大井2-3-14

　　〃 冨士見台 フジミダイ 西大井5-5-14

　　〃 荏原第一 エバラダイイチ 荏原1-24-30

　　〃 荏原第五 エバラダイゴ 旗の台5-11-13

　　〃 荏原第六 エバラダイロク 小山5-20-19

　　〃 戸越台 トゴシダイ 戸越1-15-23

目 黒 区 第一 ダイイチ 大橋2-11-1

　　〃 第十 ダイジュウ 八雲5-2-1

　　〃 東山 ヒガシヤマ 東山1-24-31

　　〃 目黒中央 メグロチュウオウ 中町2-37-38

　　〃 大鳥 オオトリ 下目黒3-23-18

　　〃 目黒南 メグロミナミ 碑文谷1-1-33

　　〃 目黒西 メグロニシ 碑文谷4-19-25

大 田 区 大森第一 オオモリダイイチ 大森南5-6-5

　　〃 大森第二 オオモリダイニ 大森北6-18-1

　　〃 大森第八 オオモリダイハチ 大森西2-21-1

　　〃 馬込 マゴメ 西馬込2-35-6

　　〃 馬込東 マゴメヒガシ 南馬込2-26-30

　　〃 貝塚 カイヅカ 中馬込3-13-1

　　〃 大森第四 オオモリダイヨン 池上1-15-1

　　〃 大森第三 オオモリダイサン 中央4-12-8

　　〃 東調布 ヒガシチョウフ 田園調布南29-15

　　〃 田園調布 デンエンチョウフ 田園調布2-60-1

　　〃 大森第七 オオモリダイナナ 南久が原1-3-1

　　〃 雪谷 ユキガヤ 南雪谷5-1-1

　　〃 大森第十 オオモリダイジュウ 仲池上2-13-1

　　〃 大森第六 オオモリダイロク 南千束1-33-1

　　〃 石川台 イシカワダイ 石川町2-23-1

　　〃 羽田 ハネダ 東糀谷6-10-12

　　〃 糀谷 コウジヤ 西糀谷3-6-23

　　〃 出雲 イズモ 本羽田3-4-15

　　〃 六郷 ロクゴウ 仲六郷3-11-11

　　〃 志茂田 シモダ 西六郷1-4-10

　　〃 南六郷 ミナミロクゴウ 南六郷3-2-1

　　〃 矢口 ヤグチ 下丸子2-23-1

　　〃 御園 ミソノ 西蒲田8-5-1

　　〃 蓮沼 ハスヌマ 西蒲田2-3-1

　　〃 安方 ヤスカタ 東矢口2-1-1

　　〃 東蒲 トウホ 東蒲田2-38-1

　　〃 蒲田 カマタ 蒲田1-12-5

　　〃 大森東 オオモリヒガシ 大森東4-1-1

世田谷区 太子堂 タイシドウ 太子堂3-27-17

　　〃 桜丘 サクラガオカ 桜丘2-1-39

　　〃 松沢 マツザワ 桜上水4-5-2

　　〃 駒沢 コマザワ 駒沢2-39-25

　　〃 北沢 キタザワ 北沢5-12-3

　　〃 緑丘 ミドリガオカ 桜上水3-19-12

　　〃 駒留 コマドメ 下馬4-18-1

　　〃 梅丘 ウメガオカ 松原6-5-11

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）別表10

１　中学校

学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

千代田区 麹町 コウジマチ 平河町2-5-1

　　〃 神田一橋 カンダヒトツバシ 一ツ橋2-6-14

　　〃 (神田一橋・通信制） カンダヒトツバシツウシンセイ 一ツ橋2-6-14

中 央 区 晴海 ハルミ 晴海1-5-3

　　〃 日本橋 ニホンバシ 日本橋本町2-59-1　浜町公園内

　　〃 銀座 ギンザ 銀座8-19-15

　　〃 佃 ツクダ 佃2-3-2

　　〃 晴海西 ハルミニシ 晴海5-3-5

港 区 御成門 オナリモン 西新橋3-25-30

　　〃 白金の丘 シロカネノオカ 白金4-1-12

　　〃 高松 タカマツ 高輪1-16-25

　　〃 港南 コウナン 港南4-3-3

　　〃 高陵 コウリョウ 西麻布4-14-8

　　〃 赤坂 アカサカ 赤坂9-2-3

　　〃 青山 アオヤマ 北青山1-1-9

　　〃 港陽 コウヨウ 台場1-1-5

　　〃 六本木 ロッポンギ 六本木6-8-16

　　〃 三田 ミタ 三田4-13-13

新 宿 区 牛込第一 ウシゴメダイイチ 北山伏町4-1

　　〃 牛込第二 ウシゴメダイニ 喜久井町20

　　〃 牛込第三 ウシゴメダイサン 市谷加賀町1-3-1

　　〃 落合 オチアイ 下落合2-24-6

　　〃 落合第二 オチアイダイニ 西落合1-6-5

　　〃 西新宿 ニシシンジュク 西新宿8-2-44

　　〃 四谷 ヨツヤ 四谷1-12

　　〃 西早稲田 ニシワセダ 戸山3-20-2

　　〃 新宿 シンジュク 新宿6-15-22

　　〃 新宿西戸山 シンジュクニシトヤマ 百人町4-3-1

文 京 区 第一 ダイイチ 小石川5-8-9

　　〃 第三 ダイサン 春日1-9-31

　　〃 第六 ダイロク 向丘1-2-2

　　〃 第八 ダイハチ 千駄木2-19-22

　　〃 第九 ダイク 本駒込3-28-9

　　〃 第十 ダイジュウ 千石2-40-17

　　〃 文林 ブンリン 千駄木5-25-10

　　〃 茗台 メイダイ 春日2-9-5

　　〃 本郷台 ホンゴウダイ 本郷2-38-23

　　〃 音羽 オトワ 大塚1-9-24

台 東 区 上野 ウエノ 上野桜木1-14-55

　　〃 忍岡 シノブガオカ 上野公園18-20

　　〃 駒形 コマガタ 北上野2-15-1

　　〃 浅草 アサクサ 蔵前1-3-4

　　〃 御徒町台東 オカチマチタイトウ 台東4-13-16

　　〃 柏葉 ハクヨウ 下谷3-1-29

　　〃 桜橋 サクラバシ 今戸2-1-8

墨 田 区 墨田 スミダ 向島4-25-22

　　〃 本所 ホンジョ 東駒形3-1-10

　　〃 両国 リョウゴク 横網1-8-1

　　〃 竪川 タテカワ 亀沢4-11-15

　　〃 錦糸 キンシ 石原4-33-14

　　〃 吾嬬第二 アヅマダイニ 八広4-4-4

　　〃 寺島 テラジマ 八広1-17-15

　　〃 文花 ブンカ 文花1-22-7

　　〃 桜堤 サクラツツミ 堤通2-19-1

〃 吾嬬立花 アヅマタチバナ 立花5-48-2

江 東 区 深川第一 フカガワダイイチ 森下4-9-22

　　〃 深川第二 フカガワダイニ 冬木22-10

　　〃 深川第三 フカガワダイサン 越中島3-7-1

　　〃 深川第四 フカガワダイヨン 千石1-12-12

　　〃 深川第五 フカガワダイゴ 豊洲4-11-18

　　〃 深川第六 フカガワダイロク 平野3-6-13

　　〃 深川第七 フカガワダイナナ 毛利1-14-1

都内公立中学校等学校番号等一覧

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）
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学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

江 東 区 深川第八 フカガワダイハチ 塩浜2-21-14

　　〃 亀戸 カメイド 亀戸9-2-2

　　〃 第二亀戸 ダイニカメイド 亀戸4-51-1

　　〃 第三亀戸 ダイサンカメイド 亀戸1-12-10

　　〃 大島 オオジマ 大島8-12-22

　　〃 第二大島 ダイニオオジマ 大島

　　〃 砂町 スナマチ 北砂6-16-28

　　〃 第二砂町 ダイニスナマチ 東砂8-10-9

　　〃 第三砂町 ダイサンスナマチ 南砂3-10-3

　　〃 第四砂町 ダイヨンスナマチ 北砂5-20-17

　　〃 辰巳 タツミ 辰巳1-10-57

　　〃 南砂　 ミナミスナ 南砂2-3-20

　　〃 第二南砂 ダイニミナミスナ 南砂1-2-18

　　〃 東陽 トウヨウ 東陽2-1-8

　　〃 大島西 オオジマニシ 大島4-1-23

　　〃 有明 アリアケ 有明2-10-1

品 川 区 東海 トウカイ 東品川3-30-15

　　〃 大崎 オオサキ 西品川3-10-6

　　〃 浜川 ハマカワ 東大井3-18-34

　　〃 鈴ケ森 スズガモリ 南大井2-3-14

　　〃 冨士見台 フジミダイ 西大井5-5-14

　　〃 荏原第一 エバラダイイチ 荏原1-24-30

　　〃 荏原第五 エバラダイゴ 旗の台5-11-13

　　〃 荏原第六 エバラダイロク 小山5-20-19

　　〃 戸越台 トゴシダイ 戸越1-15-23

目 黒 区 第一 ダイイチ 大橋2-11-1

　　〃 第十 ダイジュウ 八雲5-2-1

　　〃 東山 ヒガシヤマ 東山1-24-31

　　〃 目黒中央 メグロチュウオウ 中町2-37-38

　　〃 大鳥 オオトリ 下目黒3-23-18

　　〃 目黒南 メグロミナミ 碑文谷1-1-33

　　〃 目黒西 メグロニシ 碑文谷4-19-25

大 田 区 大森第一 オオモリダイイチ 大森南5-6-5

　　〃 大森第二 オオモリダイニ 大森北6-18-1

　　〃 大森第八 オオモリダイハチ 大森西2-21-1

　　〃 馬込 マゴメ 西馬込2-35-6

　　〃 馬込東 マゴメヒガシ 南馬込2-26-30

　　〃 貝塚 カイヅカ 中馬込3-13-1

　　〃 大森第四 オオモリダイヨン 池上1-15-1

　　〃 大森第三 オオモリダイサン 中央4-12-8

　　〃 東調布 ヒガシチョウフ 田園調布南29-15

　　〃 田園調布 デンエンチョウフ 田園調布2-60-1

　　〃 大森第七 オオモリダイナナ 南久が原1-3-1

　　〃 雪谷 ユキガヤ 南雪谷5-1-1

　　〃 大森第十 オオモリダイジュウ 仲池上2-13-1

　　〃 大森第六 オオモリダイロク 南千束1-33-1

　　〃 石川台 イシカワダイ 石川町2-23-1

　　〃 羽田 ハネダ 東糀谷6-10-12

　　〃 糀谷 コウジヤ 西糀谷3-6-23

　　〃 出雲 イズモ 本羽田3-4-15

　　〃 六郷 ロクゴウ 仲六郷3-11-11

　　〃 志茂田 シモダ 西六郷1-4-10

　　〃 南六郷 ミナミロクゴウ 南六郷3-2-1

　　〃 矢口 ヤグチ 下丸子2-23-1

　　〃 御園 ミソノ 西蒲田8-5-1

　　〃 蓮沼 ハスヌマ 西蒲田2-3-1

　　〃 安方 ヤスカタ 東矢口2-1-1

　　〃 東蒲 トウホ 東蒲田2-38-1

　　〃 蒲田 カマタ 蒲田1-12-5

　　〃 大森東 オオモリヒガシ 大森東4-1-1

世田谷区 太子堂 タイシドウ 太子堂3-27-17

　　〃 桜丘 サクラガオカ 桜丘2-1-39

　　〃 松沢 マツザワ 桜上水4-5-2

　　〃 駒沢 コマザワ 駒沢2-39-25

　　〃 北沢 キタザワ 北沢5-12-3

　　〃 緑丘 ミドリガオカ 桜上水3-19-12

　　〃 駒留 コマドメ 下馬4-18-1

　　〃 梅丘 ウメガオカ 松原6-5-11

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）別表10

１　中学校

学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

千代田区 麹町 コウジマチ 平河町2-5-1

　　〃 神田一橋 カンダヒトツバシ 一ツ橋2-6-14

　　〃 (神田一橋・通信制） カンダヒトツバシツウシンセイ 一ツ橋2-6-14

中 央 区 晴海 ハルミ 晴海1-5-3

　　〃 日本橋 ニホンバシ 日本橋本町2-59-1　浜町公園内

　　〃 銀座 ギンザ 銀座8-19-15

　　〃 佃 ツクダ 佃2-3-2

　　〃 晴海西 ハルミニシ 晴海5-3-5

港 区 御成門 オナリモン 西新橋3-25-30

　　〃 白金の丘 シロカネノオカ 白金4-1-12

　　〃 高松 タカマツ 高輪1-16-25

　　〃 港南 コウナン 港南4-3-3

　　〃 高陵 コウリョウ 西麻布4-14-8

　　〃 赤坂 アカサカ 赤坂9-2-3

　　〃 青山 アオヤマ 北青山1-1-9

　　〃 港陽 コウヨウ 台場1-1-5

　　〃 六本木 ロッポンギ 六本木6-8-16

　　〃 三田 ミタ 三田4-13-13

新 宿 区 牛込第一 ウシゴメダイイチ 北山伏町4-1

　　〃 牛込第二 ウシゴメダイニ 喜久井町20

　　〃 牛込第三 ウシゴメダイサン 市谷加賀町1-3-1

　　〃 落合 オチアイ 下落合2-24-6

　　〃 落合第二 オチアイダイニ 西落合1-6-5

　　〃 西新宿 ニシシンジュク 西新宿8-2-44

　　〃 四谷 ヨツヤ 四谷1-12

　　〃 西早稲田 ニシワセダ 戸山3-20-2

　　〃 新宿 シンジュク 新宿6-15-22

　　〃 新宿西戸山 シンジュクニシトヤマ 百人町4-3-1

文 京 区 第一 ダイイチ 小石川5-8-9

　　〃 第三 ダイサン 春日1-9-31

　　〃 第六 ダイロク 向丘1-2-2

　　〃 第八 ダイハチ 千駄木2-19-22

　　〃 第九 ダイク 本駒込3-28-9

　　〃 第十 ダイジュウ 千石2-40-17

　　〃 文林 ブンリン 千駄木5-25-10

　　〃 茗台 メイダイ 春日2-9-5

　　〃 本郷台 ホンゴウダイ 本郷2-38-23

　　〃 音羽 オトワ 大塚1-9-24

台 東 区 上野 ウエノ 上野桜木1-14-55

　　〃 忍岡 シノブガオカ 上野公園18-20

　　〃 駒形 コマガタ 北上野2-15-1

　　〃 浅草 アサクサ 蔵前1-3-4

　　〃 御徒町台東 オカチマチタイトウ 台東4-13-16

　　〃 柏葉 ハクヨウ 下谷3-1-29

　　〃 桜橋 サクラバシ 今戸2-1-8

墨 田 区 墨田 スミダ 向島4-25-22

　　〃 本所 ホンジョ 東駒形3-1-10

　　〃 両国 リョウゴク 横網1-8-1

　　〃 竪川 タテカワ 亀沢4-11-15

　　〃 錦糸 キンシ 石原4-33-14

　　〃 吾嬬第二 アヅマダイニ 八広4-4-4

　　〃 寺島 テラジマ 八広1-17-15

　　〃 文花 ブンカ 文花1-22-7

　　〃 桜堤 サクラツツミ 堤通2-19-1

〃 吾嬬立花 アヅマタチバナ 立花5-48-2

江 東 区 深川第一 フカガワダイイチ 森下4-9-22

　　〃 深川第二 フカガワダイニ 冬木22-10

　　〃 深川第三 フカガワダイサン 越中島3-7-1

　　〃 深川第四 フカガワダイヨン 千石1-12-12

　　〃 深川第五 フカガワダイゴ 豊洲4-11-18

　　〃 深川第六 フカガワダイロク 平野3-6-13

　　〃 深川第七 フカガワダイナナ 毛利1-14-1

都内公立中学校等学校番号等一覧
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学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

豊 島 区 巣鴨北 スガモキタ 西巣鴨3-17-1

　　〃 明豊 メイホウ 長崎5-31-29

　　〃 西池袋 ニシイケブクロ 西池袋4-7-1

北 区 堀船 ホリフナ 王子5-2-8

　　〃 稲付 イナツケ 赤羽西6-1-4

　　〃 浮間 ウキマ 浮間4-29-32

　　〃 飛鳥 アスカ 西ケ原3-5-12

　　〃 王子桜 オウジサクラ 王子2-7-1

　　〃 桐ケ丘 キリガオカ 桐ケ丘2-6-11

　　〃 明桜 メイオウ 王子6-3-23

　　〃 十条富士見 ジュウジョウフジミ 十条台1-9-33

　　〃 田端 タバタ 田端4-17-1

　　〃 滝野川紅葉 タキノガワコウヨウ 滝野川5-55-8

　　〃 赤羽岩淵 アカバネイワブチ 赤羽2-6-18

荒 川 区 第一 ダイイチ 荒川1-30-1

　　〃 第三 ダイサン 南千住8-10-1

　　〃 第四 ダイヨン 荒川6-57-1

　　〃 第五 ダイゴ 町屋1-37-16

　　〃 第七 ダイシチ 西尾久4-30-28

　　〃 第九 ダイキュウ 東尾久2-23-5

　　〃 尾久八幡 オグハチマン 西尾久3-14-1

　　〃 南千住第二 ミナミセンジュダイニ 南千住7-25-1

　　〃 原 ハラ 町屋5-12-6

　　〃 諏訪台 スワダイ 西日暮里2-36-8

板 橋 区 板橋第一 イタバシダイイチ 大山東町50-1

　　〃 板橋第二 イタバシダイニ 幸町26-1

　　〃 板橋第三 イタバシダイサン 氷川町22-3

　　〃 板橋第五 イタバシダイゴ 板橋4-49-3

　　〃 加賀 カガ 加賀2-19-1

　　〃 志村第一 シムラダイイチ 大原町33-1

　　〃 志村第二 シムラダイニ 小豆沢1-21-1

　　〃 志村第三 シムラダイサン 坂下2-21-1

　　〃 志村第四 シムラダイヨン 志村3-15-1

　　〃 西台 ニシダイ 高島平1-4-1

　　〃 中台 ナカダイ 中台1-56-23

　　〃 上板橋第一 カミイタバシダイイチ 小茂根1-2-1

　　〃 上板橋第二 カミイタバシダイニ 向原3-1-12

　　〃 上板橋第三 カミイタバシダイサン 常盤台3-30-1

　　〃 桜川 サクラガワ 桜川1-2-1

　　〃 赤塚第一 アカツカダイイチ 徳丸4-13-1

　　〃 赤塚第二 アカツカダイニ 成増3-18-1

　　〃 赤塚第三 アカツカダイサン 赤塚7-27-15

　　〃 高島第二 タカシマダイニ 高島平2-24-1

　　〃 高島第一 タカシマダイイチ 高島平8-26-1

　　〃 高島第三 タカシマダイサン 高島平4-22-1

　　〃 志村第五 シムラダイゴ 坂下2-1-20

練 馬 区 旭丘 アサヒガオカ 旭丘2-40-1

　　〃 豊玉 トヨタマ 豊玉南2-1-20

　　〃 豊玉第二 トヨタマダイニ 豊玉北2-24-5

　　〃 中村 ナカムラ 中村南1-32-21

　　〃 開進第一 カイシンダイイチ 早宮1-16-50

　　〃 開進第二 カイシンダイニ 練馬2-27-28

　　〃 開進第三 カイシンダイサン 桜台3-28-1

　　〃 開進第四 カイシンダイヨン 羽沢3-24-1

　　〃 北町 キタマチ 北町3-1-34

　　〃 練馬 ネリマ 高松1-24-1

　　〃 貫井 ヌクイ 貫井2-14-13

　　〃 田柄 タガラ 田柄3-3-1

　　〃 豊渓 ホウケイ 旭町3-5-10

　　〃 石神井 シャクジイ 石神井台1-32-1

　　〃 石神井南 シャクジイミナミ 下石神井2-7-23

　　〃 石神井東 シャクジイヒガシ 高野台1-8-34

　　〃 石神井西 シャクジイニシ 関町南3-10-3

〃 上石神井 カミシャクジイ 上石神井4-15-27

〃 大泉 オオイズミ 東大泉4-27-35

　　〃 大泉学園 オオイズミガクエン 大泉学園町4-17-32

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

世田谷区 桜木 サクラギ 桜1-48-15

　　〃 富士 フジ 代沢1-23-17

　　〃 弦巻 ツルマキ 弦巻1-42-22

　　〃 奥沢 オクサワ 奥沢1-42-1

　　〃 八幡 ヤハタ 等々力6-4-1

　　〃 玉川 タマガワ 中町4-21-1

　　〃 瀬田 セタ 瀬田2-17-1

　　〃 深沢 フカサワ 新町1-26-29

　　〃 尾山台 オヤマダイ 尾山台3-27-23

　　〃 用賀 ヨウガ 上用賀5-15-1

　　〃 東深沢 ヒガシフカサワ 深沢4-18-28

　　〃 砧 キヌタ 成城1-10-1

　　〃 烏山 カラスヤマ 南烏山4-26-1

　　〃 千歳 チトセ 千歳台6-15-1

　　〃 芦花 ロカ 粕谷2-22-2

　　〃 上祖師谷 カミソシガヤ 上祖師谷7-10-1

　　〃 砧南 キヌタミナミ 鎌田3-13-20

　　〃 喜多見 キタミ 喜多見4-20-1

　　〃 三宿 ミシュク 太子堂1-3-43

　　〃 世田谷 セタガヤ 梅丘3-8-1

　　〃 船橋希望 フナバシキボウ 船橋4-20-1

渋 谷 区 広尾 ヒロオ 神宮前5-53-18

　　〃 鉢山 ハチヤマ 鶯谷町9-1

　　〃 上原 ウエハラ 上原3-41-2

　　〃 代々木 ヨヨギ 西原1-46-1

　　〃 笹塚 ササヅカ 笹塚3-10-1

　　〃 松濤 ショウトウ 神宮前5-53-18

　　〃 渋谷本町学園 シブヤホンマチガクエン 本町4-3-1

　　〃 原宿外苑 ハラジュクガイエン 神宮前1-24-6

中 野 区 第二 ダイニ 本町5-25-1

　　〃 第五 ダイゴ 上高田4-28-1

　　〃 第七 ダイナナ 江古田2-9-11

　　〃 北中野 キタナカノ 上鷺宮5-7-1

　　〃 緑野 ミドリノ 丸山1-1-19

　　〃 南中野 ミナミナカノ 南台5-22-17

　　〃 中野 ナカノ 中野4-12-3

　　〃 中野東 ナカノヒガシ 中央1-41-4

　　〃 明和 メイワ 若宮3-53-16

杉 並 区 高南 コウナン 和田3-40-10

　　〃 杉森 スギノモリ 阿佐谷北5-45-24

　　〃 阿佐ヶ谷 アサガヤ 阿佐谷南1-17-3

　　〃 東田 ヒガシタ 成田東3-19-17

　　〃 松溪 ショウケイ 荻窪2-3-1

　　〃 天沼 アマヌマ 本天沼3-10-20

　　〃 東原 ヒガシハラ 下井草1-28-5

　　〃 中瀬 ナカセ 下井草4-3-29

　　〃 井荻 イオギ 今川2-13-24

　　〃 井草 イグサ 上井草3-20-11

　　〃 荻窪 オギクボ 善福寺1-8-3

　　〃 神明 シンメイ 南荻窪2-37-28

　　〃 宮前 ミヤマエ 宮前2-12-1

　　〃 富士見丘 フジミガオカ 上高井戸2-16-13

　　〃 高井戸 タカイド 高井戸東1-28-1

　　〃 向陽 コウヨウ 下高井戸3-24-1

　　〃 松ノ木 マツノキ 松ノ木1-4-1

　　〃 大宮 オオミヤ 堀ノ内1-16-38

　　〃 泉南 センナン 堀ノ内1-3-1

　　〃 和田 ワダ 和田2-21-8

　　〃 西宮 ニシミヤ 宮前5-1-25

　　〃 和泉 イズミ 和泉2-17-14

　　〃 高円寺 コウエンジ 高円寺北1-4-11

豊 島 区 駒込 コマゴメ 駒込4-5-1

　　〃 西巣鴨 ニシスガモ 南大塚3-18-1

〃 池袋 イケブクロ 池袋本町1-43-1

〃 千川 センカワ 千早2-39-16

〃 千登世橋 チトセバシ 目白1-1-1

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）
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学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

豊 島 区 巣鴨北 スガモキタ 西巣鴨3-17-1

　　〃 明豊 メイホウ 長崎5-31-29

　　〃 西池袋 ニシイケブクロ 西池袋4-7-1

北 区 堀船 ホリフナ 王子5-2-8

　　〃 稲付 イナツケ 赤羽西6-1-4

　　〃 浮間 ウキマ 浮間4-29-32

　　〃 飛鳥 アスカ 西ケ原3-5-12

　　〃 王子桜 オウジサクラ 王子2-7-1

　　〃 桐ケ丘 キリガオカ 桐ケ丘2-6-11

　　〃 明桜 メイオウ 王子6-3-23

　　〃 十条富士見 ジュウジョウフジミ 十条台1-9-33

　　〃 田端 タバタ 田端4-17-1

　　〃 滝野川紅葉 タキノガワコウヨウ 滝野川5-55-8

　　〃 赤羽岩淵 アカバネイワブチ 赤羽2-6-18

荒 川 区 第一 ダイイチ 荒川1-30-1

　　〃 第三 ダイサン 南千住8-10-1

　　〃 第四 ダイヨン 荒川6-57-1

　　〃 第五 ダイゴ 町屋1-37-16

　　〃 第七 ダイシチ 西尾久4-30-28

　　〃 第九 ダイキュウ 東尾久2-23-5

　　〃 尾久八幡 オグハチマン 西尾久3-14-1

　　〃 南千住第二 ミナミセンジュダイニ 南千住7-25-1

　　〃 原 ハラ 町屋5-12-6

　　〃 諏訪台 スワダイ 西日暮里2-36-8

板 橋 区 板橋第一 イタバシダイイチ 大山東町50-1

　　〃 板橋第二 イタバシダイニ 幸町26-1

　　〃 板橋第三 イタバシダイサン 氷川町22-3

　　〃 板橋第五 イタバシダイゴ 板橋4-49-3

　　〃 加賀 カガ 加賀2-19-1

　　〃 志村第一 シムラダイイチ 大原町33-1

　　〃 志村第二 シムラダイニ 小豆沢1-21-1

　　〃 志村第三 シムラダイサン 坂下2-21-1

　　〃 志村第四 シムラダイヨン 志村3-15-1

　　〃 西台 ニシダイ 高島平1-4-1

　　〃 中台 ナカダイ 中台1-56-23

　　〃 上板橋第一 カミイタバシダイイチ 小茂根1-2-1

　　〃 上板橋第二 カミイタバシダイニ 向原3-1-12

　　〃 上板橋第三 カミイタバシダイサン 常盤台3-30-1

　　〃 桜川 サクラガワ 桜川1-2-1

　　〃 赤塚第一 アカツカダイイチ 徳丸4-13-1

　　〃 赤塚第二 アカツカダイニ 成増3-18-1

　　〃 赤塚第三 アカツカダイサン 赤塚7-27-15

　　〃 高島第二 タカシマダイニ 高島平2-24-1

　　〃 高島第一 タカシマダイイチ 高島平8-26-1

　　〃 高島第三 タカシマダイサン 高島平4-22-1

　　〃 志村第五 シムラダイゴ 坂下2-1-20

練 馬 区 旭丘 アサヒガオカ 旭丘2-40-1

　　〃 豊玉 トヨタマ 豊玉南2-1-20

　　〃 豊玉第二 トヨタマダイニ 豊玉北2-24-5

　　〃 中村 ナカムラ 中村南1-32-21

　　〃 開進第一 カイシンダイイチ 早宮1-16-50

　　〃 開進第二 カイシンダイニ 練馬2-27-28

　　〃 開進第三 カイシンダイサン 桜台3-28-1

　　〃 開進第四 カイシンダイヨン 羽沢3-24-1

　　〃 北町 キタマチ 北町3-1-34

　　〃 練馬 ネリマ 高松1-24-1

　　〃 貫井 ヌクイ 貫井2-14-13

　　〃 田柄 タガラ 田柄3-3-1

　　〃 豊渓 ホウケイ 旭町3-5-10

　　〃 石神井 シャクジイ 石神井台1-32-1

　　〃 石神井南 シャクジイミナミ 下石神井2-7-23

　　〃 石神井東 シャクジイヒガシ 高野台1-8-34

　　〃 石神井西 シャクジイニシ 関町南3-10-3

〃 上石神井 カミシャクジイ 上石神井4-15-27

〃 大泉 オオイズミ 東大泉4-27-35

　　〃 大泉学園 オオイズミガクエン 大泉学園町4-17-32

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

世田谷区 桜木 サクラギ 桜1-48-15

　　〃 富士 フジ 代沢1-23-17

　　〃 弦巻 ツルマキ 弦巻1-42-22

　　〃 奥沢 オクサワ 奥沢1-42-1

　　〃 八幡 ヤハタ 等々力6-4-1

　　〃 玉川 タマガワ 中町4-21-1

　　〃 瀬田 セタ 瀬田2-17-1

　　〃 深沢 フカサワ 新町1-26-29

　　〃 尾山台 オヤマダイ 尾山台3-27-23

　　〃 用賀 ヨウガ 上用賀5-15-1

　　〃 東深沢 ヒガシフカサワ 深沢4-18-28

　　〃 砧 キヌタ 成城1-10-1

　　〃 烏山 カラスヤマ 南烏山4-26-1

　　〃 千歳 チトセ 千歳台6-15-1

　　〃 芦花 ロカ 粕谷2-22-2

　　〃 上祖師谷 カミソシガヤ 上祖師谷7-10-1

　　〃 砧南 キヌタミナミ 鎌田3-13-20

　　〃 喜多見 キタミ 喜多見4-20-1

　　〃 三宿 ミシュク 太子堂1-3-43

　　〃 世田谷 セタガヤ 梅丘3-8-1

　　〃 船橋希望 フナバシキボウ 船橋4-20-1

渋 谷 区 広尾 ヒロオ 神宮前5-53-18

　　〃 鉢山 ハチヤマ 鶯谷町9-1

　　〃 上原 ウエハラ 上原3-41-2

　　〃 代々木 ヨヨギ 西原1-46-1

　　〃 笹塚 ササヅカ 笹塚3-10-1

　　〃 松濤 ショウトウ 神宮前5-53-18

　　〃 渋谷本町学園 シブヤホンマチガクエン 本町4-3-1

　　〃 原宿外苑 ハラジュクガイエン 神宮前1-24-6

中 野 区 第二 ダイニ 本町5-25-1

　　〃 第五 ダイゴ 上高田4-28-1

　　〃 第七 ダイナナ 江古田2-9-11

　　〃 北中野 キタナカノ 上鷺宮5-7-1

　　〃 緑野 ミドリノ 丸山1-1-19

　　〃 南中野 ミナミナカノ 南台5-22-17

　　〃 中野 ナカノ 中野4-12-3

　　〃 中野東 ナカノヒガシ 中央1-41-4

　　〃 明和 メイワ 若宮3-53-16

杉 並 区 高南 コウナン 和田3-40-10

　　〃 杉森 スギノモリ 阿佐谷北5-45-24

　　〃 阿佐ヶ谷 アサガヤ 阿佐谷南1-17-3

　　〃 東田 ヒガシタ 成田東3-19-17

　　〃 松溪 ショウケイ 荻窪2-3-1

　　〃 天沼 アマヌマ 本天沼3-10-20

　　〃 東原 ヒガシハラ 下井草1-28-5

　　〃 中瀬 ナカセ 下井草4-3-29

　　〃 井荻 イオギ 今川2-13-24

　　〃 井草 イグサ 上井草3-20-11

　　〃 荻窪 オギクボ 善福寺1-8-3

　　〃 神明 シンメイ 南荻窪2-37-28

　　〃 宮前 ミヤマエ 宮前2-12-1

　　〃 富士見丘 フジミガオカ 上高井戸2-16-13

　　〃 高井戸 タカイド 高井戸東1-28-1

　　〃 向陽 コウヨウ 下高井戸3-24-1

　　〃 松ノ木 マツノキ 松ノ木1-4-1

　　〃 大宮 オオミヤ 堀ノ内1-16-38

　　〃 泉南 センナン 堀ノ内1-3-1

　　〃 和田 ワダ 和田2-21-8

　　〃 西宮 ニシミヤ 宮前5-1-25

　　〃 和泉 イズミ 和泉2-17-14

　　〃 高円寺 コウエンジ 高円寺北1-4-11

豊 島 区 駒込 コマゴメ 駒込4-5-1

　　〃 西巣鴨 ニシスガモ 南大塚3-18-1

〃 池袋 イケブクロ 池袋本町1-43-1

〃 千川 センカワ 千早2-39-16

〃 千登世橋 チトセバシ 目白1-1-1

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）
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学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

葛 飾 区 青葉 アオバ 堀切8-12-1

　　〃 高砂 タカサゴ 高砂3-30-1

　　〃 東金町 ヒガシカナマチ 東金町5-3-1

　　〃 葛美 カツミ 水元2-17-1

　　〃 新小岩 シンコイワ 西新小岩2-1-2

江戸川区 小松川第二 コマツガワダイニ 小松川2-10-2

　　〃 松江第一 マツエダイイチ 松江5-5-1

　　〃 松江第二 マツエダイニ 松島2-3-1

　　〃 松江第三 マツエダイサン 中央1-20-1

　　〃 松江第四 マツエダイヨン 西一之江1-16-1

　　〃 松江第五 マツエダイゴ 一之江6-18-1

　　〃 葛西 カサイ 中葛西2-4-3

　　〃 葛西第二 カサイダイニ 宇喜田町1085

　　〃 瑞江 ミズエ 江戸川4-16

　　〃 瑞江第二 ミズエダイニ 瑞江4-54-1

　　〃 鹿本 シカモト 松本1-36-1

　　〃 篠崎 シノザキ 篠崎町5-12-19

　　〃 小岩第一 コイワダイイチ 東小岩3-10-8

　　〃 小岩第二 コイワダイニ 東小岩1-6-10

　　〃 小岩第三 コイワダイサン 北小岩8-19-1

　　〃 小岩第四 コイワダイヨン 西小岩3-9-18

　　〃 小岩第五 コイワダイゴ 鹿骨5-27-1

　　〃 上一色 カミイッシキ 上一色1-8-11

　　〃 瑞江第三 ミズエダイサン 東瑞江1-38-33

　　〃 葛西第三 カサイダイサン 中葛西6-6-13

　　〃 松江第六 マツエダイロク 松江7-16-18

　　〃 篠崎第二 シノザキダイニ 下篠崎町14-1

　　〃 春江 ハルエ 春江町2-47-1

　　〃 二之江 ニノエ 春江町5-3-1

　　〃 鹿骨 シシボネ 鹿骨2-12-1

　　〃 南葛西 ミナミカサイ 南葛西5-12-1

　　〃 西葛西 ニシカサイ 西葛西5-10-18

　　〃 東葛西 ヒガシカサイ 東葛西6-40-1

　　〃 清新第一 セイシンダイイチ 清新町1-5-14

　　〃 南葛西第二 ミナミカサイダイニ 南葛西5-3-1

　　〃 清新第二 セイシンダイニ 清新町2-1-2

　　〃 小松川 コマツガワ 平井3-20-1

八王子市 第一 ダイイチ 石川町2957-1

　　〃 第二 ダイニ 中野上町4-28-1

　　〃 第四 ダイヨン 元本郷町2-21-1

　　〃 第五 ダイゴ 明神町4-19-1

　　〃 第六 ダイロク 上野町97

　　〃 第七 ダイナナ 散田町2-2-1

　　〃 横山 ヨコヤマ 散田町5-22-36

　　〃 長房 ナガフサ 長房町1041-1

　　〃 館 タテ 館町1097-15

　　〃 元八王子 モトハチオウジ 大楽寺町415

　　〃 恩方 オンガタ 上恩方町11

　　〃 川口 カワグチ 川口町2555

　　〃 加住 カスミ 加住町1-191

　　〃 由井 ユイ 片倉町553

　　〃 打越 ウチコシ 打越町349-1

　　〃 浅川 アサカワ 初沢町1370

　　〃 由木 ユギ 下柚木2-34-2

　　〃 四谷 ヨツヤ 四谷町555

　　〃 楢原 ナラハラ 楢原町1235

　　〃 松が谷 マツガヤ 松が谷23

　　〃 椚田 クヌギダ 椚田町172

　　〃 ひよどり山 ヒヨドリヤマ 暁町3-1-1

　　〃 横川 ヨコカワ 横川町364

　　〃 中山 ナカヤマ 中山1158-1

　　〃 甲ノ原 コウノハラ 中野町2639-2

〃 石川 イシカワ 久保山町2-55

　　〃 城山 シロヤマ 川町792-2

　　〃 南大沢 ミナミオオサワ 南大沢3-7

　　〃 陵南 リョウナン 東浅川町553-9

　　〃 宮上 ミヤカミ 南大沢5-5

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

練 馬 区 大泉第二 オオイズミダイニ 東大泉6-21-1

　　〃 八坂 ヤサカ 土支田4-47-21

　　〃 練馬東 ネリマヒガシ 春日町2-14-22

　　〃 大泉西 オオイズミニシ 西大泉3-19-27

　　〃 関 セキ 関町北4-34-23

　　〃 谷原 ヤワラ 谷原4-10-5

　　〃 三原台 ミハラダイ 三原台3-13-41

　　〃 大泉北 オオイズミキタ 大泉町5-4-32

　　〃 南が丘 ミナミガオカ 南田中4-8-23

　　〃 大泉学園桜 オオイズミガクエンサクラ 大泉学園町9-2-1

　　〃 光が丘第一 ヒカリガオカダイイチ 光が丘6-5-1

　　〃 光が丘第二 ヒカリガオカダイニ 光が丘7-1-1

　　〃 光が丘第三 ヒカリガオカダイサン 光が丘3-2-1

足 立 区 第一 ダイイチ 千住河原町4-7

　　〃 第四 ダイヨン 梅島1-2-33

　　〃 第五 ダイゴ 西新井本町2-3-1

　　〃 第六 ダイロク 本木西町16-1

　　〃 第七 ダイナナ 関原3-32-14

　　〃 第九 ダイキュウ 梅田6-32-1

　　〃 第十 ダイジュウ 梅島3-23-3

　　〃 第十一 ダイジュウイチ 弘道1-38-15

　　〃 第十二 ダイジュウニ 大谷田1-37-1

　　〃 第十三 ダイジュウサン 神明南1-16-1

　　〃 第十四 ダイジュウヨン 西竹の塚1-8-1

　　〃 江南 コウナン 宮城1-8-4

　　〃 新田 シンデン 新田3-34-2

　　〃 東島根 ヒガシシマネ 平野1-27-2

　　〃 渕江 フチエ 保木間3-6-6

　　〃 竹の塚 タケノツカ 西保木間4-12-13

　　〃 東綾瀬 ヒガシアヤセ 綾瀬3-23-14

　　〃 花畑 ハナハタ 花畑1-31-1

　　〃 蒲原 カバラ 東和3-17-15

　　〃 青井 アオイ 青井4-19-1

　　〃 西新井 ニシアライ 西新井7-22-1

　　〃 入谷 イリヤ 入谷3-6-1

　　〃 伊興 イコウ 伊興5-17-1

　　〃 花畑北 ハナハタキタ 花畑6-12-35

　　〃 谷中 ヤナカ 谷中3-14-1

　　〃 花保 ハナホ 南花畑2-41-1

　　〃 栗島 クリシマ 中央本町5-23-1

　　〃 扇 オウギ 扇3-18-14

　　〃 加賀 カガ 加賀2-25-22

　　〃 入谷南 イリヤミナミ 入谷1-24-1

　　〃 六月 ロクガツ 六月1-30-1

　　〃 千寿青葉  センジュアオバ 千住宮元町27-6

　　〃 千寿桜堤 センジュサクラヅツミ 柳原2-49-1

　　〃 鹿浜菜の花 シカハマナノハナ 江北7-17-11

　　〃 江北桜 コウホクサクラ 江北1-17-1

葛 飾 区 本田 ホンデン 東立石4-7-1

　　〃 金町 カナマチ 南水元3-1-1

　　〃 水元 ミズモト 水元3-20-1

　　〃 新宿 ニイジュク 新宿3-20-10

　　〃 奥戸 オクド 細田1-6-1

　　〃 綾瀬 アヤセ 小菅2-12-1

　　〃 上平井 カミヒライ 東新小岩4-2-1

　　〃 中川 ナカガワ 東四つ木1-3-1

　　〃 桜道 サクラミチ 柴又4-3-1

　　〃 堀切 ホリキリ 堀切1-36-1

　　〃 双葉 フタバ お花茶屋1-10-1

　　〃 大道 ダイドウ 四つ木5-22-1

　　〃 四ツ木 ヨツギ 四つ木4-22-1

　　〃 小松 コマツ 新小岩4-30-1

　　〃 亀有 カメアリ 亀有1-23-1

　　〃 立石 タテイシ 立石6-3-1

〃 常盤 トキワ 金町2-11-1

〃 一之台 イチノダイ 西亀有4-1-1

　　〃 青戸 アオト 青戸5-10-1

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）
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学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

葛 飾 区 青葉 アオバ 堀切8-12-1

　　〃 高砂 タカサゴ 高砂3-30-1

　　〃 東金町 ヒガシカナマチ 東金町5-3-1

　　〃 葛美 カツミ 水元2-17-1

　　〃 新小岩 シンコイワ 西新小岩2-1-2

江戸川区 小松川第二 コマツガワダイニ 小松川2-10-2

　　〃 松江第一 マツエダイイチ 松江5-5-1

　　〃 松江第二 マツエダイニ 松島2-3-1

　　〃 松江第三 マツエダイサン 中央1-20-1

　　〃 松江第四 マツエダイヨン 西一之江1-16-1

　　〃 松江第五 マツエダイゴ 一之江6-18-1

　　〃 葛西 カサイ 中葛西2-4-3

　　〃 葛西第二 カサイダイニ 宇喜田町1085

　　〃 瑞江 ミズエ 江戸川4-16

　　〃 瑞江第二 ミズエダイニ 瑞江4-54-1

　　〃 鹿本 シカモト 松本1-36-1

　　〃 篠崎 シノザキ 篠崎町5-12-19

　　〃 小岩第一 コイワダイイチ 東小岩3-10-8

　　〃 小岩第二 コイワダイニ 東小岩1-6-10

　　〃 小岩第三 コイワダイサン 北小岩8-19-1

　　〃 小岩第四 コイワダイヨン 西小岩3-9-18

　　〃 小岩第五 コイワダイゴ 鹿骨5-27-1

　　〃 上一色 カミイッシキ 上一色1-8-11

　　〃 瑞江第三 ミズエダイサン 東瑞江1-38-33

　　〃 葛西第三 カサイダイサン 中葛西6-6-13

　　〃 松江第六 マツエダイロク 松江7-16-18

　　〃 篠崎第二 シノザキダイニ 下篠崎町14-1

　　〃 春江 ハルエ 春江町2-47-1

　　〃 二之江 ニノエ 春江町5-3-1

　　〃 鹿骨 シシボネ 鹿骨2-12-1

　　〃 南葛西 ミナミカサイ 南葛西5-12-1

　　〃 西葛西 ニシカサイ 西葛西5-10-18

　　〃 東葛西 ヒガシカサイ 東葛西6-40-1

　　〃 清新第一 セイシンダイイチ 清新町1-5-14

　　〃 南葛西第二 ミナミカサイダイニ 南葛西5-3-1

　　〃 清新第二 セイシンダイニ 清新町2-1-2

　　〃 小松川 コマツガワ 平井3-20-1

八王子市 第一 ダイイチ 石川町2957-1

　　〃 第二 ダイニ 中野上町4-28-1

　　〃 第四 ダイヨン 元本郷町2-21-1

　　〃 第五 ダイゴ 明神町4-19-1

　　〃 第六 ダイロク 上野町97

　　〃 第七 ダイナナ 散田町2-2-1

　　〃 横山 ヨコヤマ 散田町5-22-36

　　〃 長房 ナガフサ 長房町1041-1

　　〃 館 タテ 館町1097-15

　　〃 元八王子 モトハチオウジ 大楽寺町415

　　〃 恩方 オンガタ 上恩方町11

　　〃 川口 カワグチ 川口町2555

　　〃 加住 カスミ 加住町1-191

　　〃 由井 ユイ 片倉町553

　　〃 打越 ウチコシ 打越町349-1

　　〃 浅川 アサカワ 初沢町1370

　　〃 由木 ユギ 下柚木2-34-2

　　〃 四谷 ヨツヤ 四谷町555

　　〃 楢原 ナラハラ 楢原町1235

　　〃 松が谷 マツガヤ 松が谷23

　　〃 椚田 クヌギダ 椚田町172

　　〃 ひよどり山 ヒヨドリヤマ 暁町3-1-1

　　〃 横川 ヨコカワ 横川町364

　　〃 中山 ナカヤマ 中山1158-1

　　〃 甲ノ原 コウノハラ 中野町2639-2

〃 石川 イシカワ 久保山町2-55

　　〃 城山 シロヤマ 川町792-2

　　〃 南大沢 ミナミオオサワ 南大沢3-7

　　〃 陵南 リョウナン 東浅川町553-9

　　〃 宮上 ミヤカミ 南大沢5-5

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

練 馬 区 大泉第二 オオイズミダイニ 東大泉6-21-1

　　〃 八坂 ヤサカ 土支田4-47-21

　　〃 練馬東 ネリマヒガシ 春日町2-14-22

　　〃 大泉西 オオイズミニシ 西大泉3-19-27

　　〃 関 セキ 関町北4-34-23

　　〃 谷原 ヤワラ 谷原4-10-5

　　〃 三原台 ミハラダイ 三原台3-13-41

　　〃 大泉北 オオイズミキタ 大泉町5-4-32

　　〃 南が丘 ミナミガオカ 南田中4-8-23

　　〃 大泉学園桜 オオイズミガクエンサクラ 大泉学園町9-2-1

　　〃 光が丘第一 ヒカリガオカダイイチ 光が丘6-5-1

　　〃 光が丘第二 ヒカリガオカダイニ 光が丘7-1-1

　　〃 光が丘第三 ヒカリガオカダイサン 光が丘3-2-1

足 立 区 第一 ダイイチ 千住河原町4-7

　　〃 第四 ダイヨン 梅島1-2-33

　　〃 第五 ダイゴ 西新井本町2-3-1

　　〃 第六 ダイロク 本木西町16-1

　　〃 第七 ダイナナ 関原3-32-14

　　〃 第九 ダイキュウ 梅田6-32-1

　　〃 第十 ダイジュウ 梅島3-23-3

　　〃 第十一 ダイジュウイチ 弘道1-38-15

　　〃 第十二 ダイジュウニ 大谷田1-37-1

　　〃 第十三 ダイジュウサン 神明南1-16-1

　　〃 第十四 ダイジュウヨン 西竹の塚1-8-1

　　〃 江南 コウナン 宮城1-8-4

　　〃 新田 シンデン 新田3-34-2

　　〃 東島根 ヒガシシマネ 平野1-27-2

　　〃 渕江 フチエ 保木間3-6-6

　　〃 竹の塚 タケノツカ 西保木間4-12-13

　　〃 東綾瀬 ヒガシアヤセ 綾瀬3-23-14

　　〃 花畑 ハナハタ 花畑1-31-1

　　〃 蒲原 カバラ 東和3-17-15

　　〃 青井 アオイ 青井4-19-1

　　〃 西新井 ニシアライ 西新井7-22-1

　　〃 入谷 イリヤ 入谷3-6-1

　　〃 伊興 イコウ 伊興5-17-1

　　〃 花畑北 ハナハタキタ 花畑6-12-35

　　〃 谷中 ヤナカ 谷中3-14-1

　　〃 花保 ハナホ 南花畑2-41-1

　　〃 栗島 クリシマ 中央本町5-23-1

　　〃 扇 オウギ 扇3-18-14

　　〃 加賀 カガ 加賀2-25-22

　　〃 入谷南 イリヤミナミ 入谷1-24-1

　　〃 六月 ロクガツ 六月1-30-1

　　〃 千寿青葉  センジュアオバ 千住宮元町27-6

　　〃 千寿桜堤 センジュサクラヅツミ 柳原2-49-1

　　〃 鹿浜菜の花 シカハマナノハナ 江北7-17-11

　　〃 江北桜 コウホクサクラ 江北1-17-1

葛 飾 区 本田 ホンデン 東立石4-7-1

　　〃 金町 カナマチ 南水元3-1-1

　　〃 水元 ミズモト 水元3-20-1

　　〃 新宿 ニイジュク 新宿3-20-10

　　〃 奥戸 オクド 細田1-6-1

　　〃 綾瀬 アヤセ 小菅2-12-1

　　〃 上平井 カミヒライ 東新小岩4-2-1

　　〃 中川 ナカガワ 東四つ木1-3-1

　　〃 桜道 サクラミチ 柴又4-3-1

　　〃 堀切 ホリキリ 堀切1-36-1

　　〃 双葉 フタバ お花茶屋1-10-1

　　〃 大道 ダイドウ 四つ木5-22-1

　　〃 四ツ木 ヨツギ 四つ木4-22-1

　　〃 小松 コマツ 新小岩4-30-1

　　〃 亀有 カメアリ 亀有1-23-1

　　〃 立石 タテイシ 立石6-3-1

〃 常盤 トキワ 金町2-11-1

〃 一之台 イチノダイ 西亀有4-1-1

　　〃 青戸 アオト 青戸5-10-1

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）

－233－



学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

町 田 市 町田第三 マチダダイサン 本町田1853

　　〃 南 ミナミ 金森3-27-1

　　〃 薬師 ヤクシ 金井1-20-1

　　〃 鶴川 ツルカワ 小野路町1905-1

　　〃 忠生 タダオ 忠生3-14-1

　　〃 堺 サカイ 相原町752

　　〃 鶴川第二 ツルカワダイニ 鶴川6-4

　　〃 南大谷 ミナミオオヤ 南大谷6-17-1

　　〃 つくし野 ツクシノ 南つくし野2-14-2

　　〃 成瀬台 ナルセダイ 成瀬台2-5-1

　　〃 山崎 ヤマサキ 山崎町1445

　　〃 真光寺 シンコウジ 真光寺3-8-1

　　〃 南成瀬 ミナミナルセ 南成瀬7-7-1

　　〃 武蔵岡 ムサシオカ 相原町

　　〃 木曽 キソ 木曽西2-4-9

　　〃 小山田 オヤマダ 小山田桜台1-12

　　〃 金井 カナイ 金井6-15-1

　　〃 小山 オヤマ 小山ヶ丘1-2-4

小金井市 小金井第一 コガネイダイイチ 桜町2-3-15

　　〃 小金井第二 コガネイダイニ 中町1-8-25

　　〃 東 ヒガシ 東町1-5-33

　　〃 緑 ミドリ 緑町2-11-47

　　〃 南 ミナミ 貫井南町1-26-1

小 平 市 小平第一 コダイラダイイチ 仲町506

　　〃 小平第二 コダイラダイニ 小川東町1-17-1

　　〃 小平第三 コダイラダイサン 鈴木町1-311

　　〃 小平第四 コダイラダイヨン 学園西町1-3-1

　　〃 小平第五 コダイラダイゴ 小川町1-798

　　〃 小平第六 コダイラダイロク 大沼町6-4-1

　　〃 上水 ジョウスイ 上水南町1-7-1

　　〃 花小金井南 ハナコガネイミナミ 花小金井南町1-9-1

日 野 市 日野第一 ヒノダイイチ 日野本町7-7-7

　　〃 日野第二 ヒノダイニ 多摩平4-5-2

　　〃 七生 ナナオ 南平6-7-1

　　〃 日野第三 ヒノダイサン 程久保650

　　〃 日野第四 ヒノダイヨン 旭が丘2-42

　　〃 三沢 ミサワ 三沢1-17-4

　　〃 大坂上 オオサカウエ 大坂上4-17-1

　　〃 平山 ヒラヤマ 平山4-21-3

東村山市 東村山第一 ヒガシムラヤマダイイチ 富士見町1-5-2

　　〃 東村山第二 ヒガシムラヤマダイニ 久米川町2-4-1

　　〃 東村山第三 ヒガシムラヤマダイサン 萩山町5-2-1

　　〃 東村山第三萩山分校
ヒガシムラヤマダイサン
ハギヤマブンコウ

萩山町1-37-1

　　〃 東村山第四 ヒガシムラヤマダイヨン 野口町3-24-1

　　〃 東村山第五 ヒガシムラヤマダイゴ 恩多町4-38-1

　　〃 東村山第六 ヒガシムラヤマダイロク 秋津町2-29-14

　　〃 東村山第七 ヒガシムラヤマダイナナ 美住町2-23-1

国分寺市 第一 ダイイチ 東戸倉2-6

　　〃 第二 ダイニ 本多1-2-17

　　〃 第三 ダイサン 高木町2-11

　　〃 第四 ダイヨン 西元町3-10-7

　　〃 第五 ダイゴ 並木町2-15

国 立 市 国立第一 クニタチダイイチ 東4-24-1

　　〃 国立第二 クニタチダイニ 富士見台3-30

　　〃 国立第三 クニタチダイサン 谷保1348-1

福 生 市 福生第一 フッサダイイチ 熊川845

　　〃 福生第二 フッサダイニ 加美平1-22-1

　　〃 福生第三 フッサダイサン 南田園3-1-1

狛 江 市 狛江第一 コマエダイイチ 和泉本町2-15-1

　　〃 狛江第二 コマエダイニ 猪方2-7-1

　　〃 狛江第三 コマエダイサン 元和泉1-23-1

　　〃 狛江第四 コマエダイヨン 東野川4-1-1

東大和市 第一 ダイイチ 奈良橋3-530

　　〃 第二 ダイニ 南街3-60-4

　　〃 第三 ダイサン 仲原2-7

　　〃 第四 ダイヨン 立野2-6-2

　　〃 第五 ダイゴ 芋窪5-1119

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

八王子市 別所 ベッショ 別所2-28

　　〃 上柚木 カミユギ 上柚木3-17

　　〃 松木 マツギ 別所1-34-1

　　〃 みなみ野 ミナミノ みなみ野6-14-2

　　〃 鑓水 ヤリミズ 鑓水2-67

　　〃 七国 ナナクニ 七国6-41-1

　　〃 高尾山学園中学部 タカオサンガクエンチュウガクブ 館町1097-30

立 川 市 立川第一 タチカワダイイチ 柴崎町1-3-4

　　〃 立川第二 タチカワダイニ 曙町3-29-46

　　〃 立川第三 タチカワダイサン 羽衣町3-25-6

　　〃 立川第四 タチカワダイヨン 幸町5-49-1

　　〃 立川第五 タチカワダイゴ 上砂町3-27-1

　　〃 立川第六 タチカワダイロク 泉町786-16

　　〃 立川第七 タチカワダイナナ 西砂町6-28-3

　　〃 立川第八 タチカワダイハチ 富士見町7-24-1

　　〃 立川第九 タチカワダイキュウ 若葉町3-19-5

武蔵野市 第一 ダイイチ 中町3-9-5

　　〃 第二 ダイニ 桜堤1-7-31

　　〃 第三 ダイサン 吉祥寺東町1-23-8

　　〃 第四 ダイヨン 吉祥寺北町5-11-41

　　〃 第五 ダイゴ 関前2-10-20

　　〃 第六 ダイロク 境3-20-10

三 鷹 市 第一 ダイイチ 下連雀9-10-1

　　〃 第二 ダイニ 野崎3-14-1

　　〃 第三 ダイサン 牟礼4-13-8

　　〃 第四 ダイヨン 上連雀4-18-7

　　〃 第五 ダイゴ 新川1-7-20

　　〃 第六 ダイロク 新川2-12-17

　　〃 第七 ダイナナ 大沢2-11-12

青 梅 市 第一 ダイイチ 裏宿町615

　　〃 第二 ダイニ 千ヶ瀬町2-155

　　〃 第三 ダイサン 大門2-301

　　〃 西 ニシ 梅郷6-1460-1

　　〃 第六 ダイロク 小曾木4-2040

　　〃 第七 ダイシチ 成木4-544-2

　　〃 霞台 カスミダイ 師岡町4-6-1

　　〃 吹上 フキアゲ 吹上1

　　〃 新町 シンマチ 新町5-20-1

　　〃 泉 イズミ 新町1-37

　　〃 東 ヒガシ 新町3-72-1

府 中 市 府中第一 フチュウダイイチ 幸町1-22

　　〃 府中第二 フチュウダイニ 紅葉丘1-23

　　〃 府中第三 フチュウダイサン 本町4-16

　　〃 府中第四 フチュウダイヨン 美好町2-13

　　〃 府中第五 フチュウダイゴ 新町2-44-20

　　〃 府中第六 フチュウダイロク 押立町1-2

　　〃 府中第七 フチュウダイナナ 武蔵台2-4

　　〃 府中第八 フチュウダイハチ 四谷1-2827

　　〃 府中第九 フチュウダイキュウ 小柳町2-49

　　〃 府中第十 フチュウダイジュウ 西府町4-21

　　〃 浅間 センゲン 浅間町1-1

昭 島 市 昭和 ショウワ 東町2-6-22

　　〃 清泉 セイセン 宮沢町1-9-1

　　〃 拝島 ハイジマ 緑町2-2-12

　　〃 多摩辺 タマベ 拝島町4-6-30

　　〃 福島 フクジマ 福島町3-20-1

　　〃 瑞雲 ズイウン つつじが丘2-2-6

調 布 市 調布 チョウフ 富士見町4-17-1

　　〃 神代 ジンダイ 佐須町5-26-1

　　〃 第三 ダイサン 染地3-2-7

　　〃 第四 ダイヨン 若葉町3-15-1

　　〃 第五 ダイゴ 上石原3-27-1

〃 第六 ダイロク 国領町3-8-23

　　〃 第七 ダイナナ 八雲台2-16-1

　　〃 第八 ダイハチ 仙川町2-15-2

町 田 市 町田第一 マチダダイイチ 中町1-27-5

　　〃 町田第二 マチダダイニ 南大谷1-9-1

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）

－234－



学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

町 田 市 町田第三 マチダダイサン 本町田1853

　　〃 南 ミナミ 金森3-27-1

　　〃 薬師 ヤクシ 金井1-20-1

　　〃 鶴川 ツルカワ 小野路町1905-1

　　〃 忠生 タダオ 忠生3-14-1

　　〃 堺 サカイ 相原町752

　　〃 鶴川第二 ツルカワダイニ 鶴川6-4

　　〃 南大谷 ミナミオオヤ 南大谷6-17-1

　　〃 つくし野 ツクシノ 南つくし野2-14-2

　　〃 成瀬台 ナルセダイ 成瀬台2-5-1

　　〃 山崎 ヤマサキ 山崎町1445

　　〃 真光寺 シンコウジ 真光寺3-8-1

　　〃 南成瀬 ミナミナルセ 南成瀬7-7-1

　　〃 武蔵岡 ムサシオカ 相原町

　　〃 木曽 キソ 木曽西2-4-9

　　〃 小山田 オヤマダ 小山田桜台1-12

　　〃 金井 カナイ 金井6-15-1

　　〃 小山 オヤマ 小山ヶ丘1-2-4

小金井市 小金井第一 コガネイダイイチ 桜町2-3-15

　　〃 小金井第二 コガネイダイニ 中町1-8-25

　　〃 東 ヒガシ 東町1-5-33

　　〃 緑 ミドリ 緑町2-11-47

　　〃 南 ミナミ 貫井南町1-26-1

小 平 市 小平第一 コダイラダイイチ 仲町506

　　〃 小平第二 コダイラダイニ 小川東町1-17-1

　　〃 小平第三 コダイラダイサン 鈴木町1-311

　　〃 小平第四 コダイラダイヨン 学園西町1-3-1

　　〃 小平第五 コダイラダイゴ 小川町1-798

　　〃 小平第六 コダイラダイロク 大沼町6-4-1

　　〃 上水 ジョウスイ 上水南町1-7-1

　　〃 花小金井南 ハナコガネイミナミ 花小金井南町1-9-1

日 野 市 日野第一 ヒノダイイチ 日野本町7-7-7

　　〃 日野第二 ヒノダイニ 多摩平4-5-2

　　〃 七生 ナナオ 南平6-7-1

　　〃 日野第三 ヒノダイサン 程久保650

　　〃 日野第四 ヒノダイヨン 旭が丘2-42

　　〃 三沢 ミサワ 三沢1-17-4

　　〃 大坂上 オオサカウエ 大坂上4-17-1

　　〃 平山 ヒラヤマ 平山4-21-3

東村山市 東村山第一 ヒガシムラヤマダイイチ 富士見町1-5-2

　　〃 東村山第二 ヒガシムラヤマダイニ 久米川町2-4-1

　　〃 東村山第三 ヒガシムラヤマダイサン 萩山町5-2-1

　　〃 東村山第三萩山分校
ヒガシムラヤマダイサン
ハギヤマブンコウ

萩山町1-37-1

　　〃 東村山第四 ヒガシムラヤマダイヨン 野口町3-24-1

　　〃 東村山第五 ヒガシムラヤマダイゴ 恩多町4-38-1

　　〃 東村山第六 ヒガシムラヤマダイロク 秋津町2-29-14

　　〃 東村山第七 ヒガシムラヤマダイナナ 美住町2-23-1

国分寺市 第一 ダイイチ 東戸倉2-6

　　〃 第二 ダイニ 本多1-2-17

　　〃 第三 ダイサン 高木町2-11

　　〃 第四 ダイヨン 西元町3-10-7

　　〃 第五 ダイゴ 並木町2-15

国 立 市 国立第一 クニタチダイイチ 東4-24-1

　　〃 国立第二 クニタチダイニ 富士見台3-30

　　〃 国立第三 クニタチダイサン 谷保1348-1

福 生 市 福生第一 フッサダイイチ 熊川845

　　〃 福生第二 フッサダイニ 加美平1-22-1

　　〃 福生第三 フッサダイサン 南田園3-1-1

狛 江 市 狛江第一 コマエダイイチ 和泉本町2-15-1

　　〃 狛江第二 コマエダイニ 猪方2-7-1

　　〃 狛江第三 コマエダイサン 元和泉1-23-1

　　〃 狛江第四 コマエダイヨン 東野川4-1-1

東大和市 第一 ダイイチ 奈良橋3-530

　　〃 第二 ダイニ 南街3-60-4

　　〃 第三 ダイサン 仲原2-7

　　〃 第四 ダイヨン 立野2-6-2

　　〃 第五 ダイゴ 芋窪5-1119

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

八王子市 別所 ベッショ 別所2-28

　　〃 上柚木 カミユギ 上柚木3-17

　　〃 松木 マツギ 別所1-34-1

　　〃 みなみ野 ミナミノ みなみ野6-14-2

　　〃 鑓水 ヤリミズ 鑓水2-67

　　〃 七国 ナナクニ 七国6-41-1

　　〃 高尾山学園中学部 タカオサンガクエンチュウガクブ 館町1097-30

立 川 市 立川第一 タチカワダイイチ 柴崎町1-3-4

　　〃 立川第二 タチカワダイニ 曙町3-29-46

　　〃 立川第三 タチカワダイサン 羽衣町3-25-6

　　〃 立川第四 タチカワダイヨン 幸町5-49-1

　　〃 立川第五 タチカワダイゴ 上砂町3-27-1

　　〃 立川第六 タチカワダイロク 泉町786-16

　　〃 立川第七 タチカワダイナナ 西砂町6-28-3

　　〃 立川第八 タチカワダイハチ 富士見町7-24-1

　　〃 立川第九 タチカワダイキュウ 若葉町3-19-5

武蔵野市 第一 ダイイチ 中町3-9-5

　　〃 第二 ダイニ 桜堤1-7-31

　　〃 第三 ダイサン 吉祥寺東町1-23-8

　　〃 第四 ダイヨン 吉祥寺北町5-11-41

　　〃 第五 ダイゴ 関前2-10-20

　　〃 第六 ダイロク 境3-20-10

三 鷹 市 第一 ダイイチ 下連雀9-10-1

　　〃 第二 ダイニ 野崎3-14-1

　　〃 第三 ダイサン 牟礼4-13-8

　　〃 第四 ダイヨン 上連雀4-18-7

　　〃 第五 ダイゴ 新川1-7-20

　　〃 第六 ダイロク 新川2-12-17

　　〃 第七 ダイナナ 大沢2-11-12

青 梅 市 第一 ダイイチ 裏宿町615

　　〃 第二 ダイニ 千ヶ瀬町2-155

　　〃 第三 ダイサン 大門2-301

　　〃 西 ニシ 梅郷6-1460-1

　　〃 第六 ダイロク 小曾木4-2040

　　〃 第七 ダイシチ 成木4-544-2

　　〃 霞台 カスミダイ 師岡町4-6-1

　　〃 吹上 フキアゲ 吹上1

　　〃 新町 シンマチ 新町5-20-1

　　〃 泉 イズミ 新町1-37

　　〃 東 ヒガシ 新町3-72-1

府 中 市 府中第一 フチュウダイイチ 幸町1-22

　　〃 府中第二 フチュウダイニ 紅葉丘1-23

　　〃 府中第三 フチュウダイサン 本町4-16

　　〃 府中第四 フチュウダイヨン 美好町2-13

　　〃 府中第五 フチュウダイゴ 新町2-44-20

　　〃 府中第六 フチュウダイロク 押立町1-2

　　〃 府中第七 フチュウダイナナ 武蔵台2-4

　　〃 府中第八 フチュウダイハチ 四谷1-2827

　　〃 府中第九 フチュウダイキュウ 小柳町2-49

　　〃 府中第十 フチュウダイジュウ 西府町4-21

　　〃 浅間 センゲン 浅間町1-1

昭 島 市 昭和 ショウワ 東町2-6-22

　　〃 清泉 セイセン 宮沢町1-9-1

　　〃 拝島 ハイジマ 緑町2-2-12

　　〃 多摩辺 タマベ 拝島町4-6-30

　　〃 福島 フクジマ 福島町3-20-1

　　〃 瑞雲 ズイウン つつじが丘2-2-6

調 布 市 調布 チョウフ 富士見町4-17-1

　　〃 神代 ジンダイ 佐須町5-26-1

　　〃 第三 ダイサン 染地3-2-7

　　〃 第四 ダイヨン 若葉町3-15-1

　　〃 第五 ダイゴ 上石原3-27-1

〃 第六 ダイロク 国領町3-8-23

　　〃 第七 ダイナナ 八雲台2-16-1

　　〃 第八 ダイハチ 仙川町2-15-2

町 田 市 町田第一 マチダダイイチ 中町1-27-5

　　〃 町田第二 マチダダイニ 南大谷1-9-1

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）
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学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

八 丈 町 大賀郷 オオカゴウ 大賀郷3073

　　〃 三原 ミハラ 中之郷2474

青ヶ島村 青ヶ島 アオガシマ 青ヶ島村無番地

小笠原村 小笠原 オガサワラ 父島字宮之浜道

東 京 都 白鷗高等学校附属 ハクオウコウトウガッコウフゾク 台東区元浅草1-6-22

　　〃 両国高等学校附属 リョウゴクコウトウガッコウフゾク 墨田区江東橋1-7-14

　　〃 武蔵高等学校附属 ムサシコウトウガッコウフゾク 武蔵野市境4-13-28

　　〃 富士高等学校附属 フジコウトウガッコウフゾク 中野区弥生町5-21-1

　　〃 大泉高等学校附属 オオイズミコウトウガッコウフゾク 練馬区東大泉5-3-1

２　義務教育学校

学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

江 東 区 有明西学園 アリアケニシガクエン 有明1-7-13

品 川 区 日野学園 ヒノガクエン 東五反田2-11-1

　　〃 伊藤学園 イトウガクエン 大井5-1-37

　　〃 八潮学園 ヤシオガクエン 八潮5-11-2

　　〃 荏原平塚学園 エバラヒラツカガクエン 平塚3-16-26

　　〃 品川学園 シナガワガクエン 北品川3-9-30

　　〃 豊葉の杜学園 ホウヨウノモリガクエン 二葉1-3-40

北 区 都の北学園 ミヤコノキタガクエン 神谷2-30-1

八王子市 いずみの森 イズミノモリ 子安町2-18-1

利 島 村 利島小中学校 トシマショウチュウガッコウ 利島村87

小笠原村 母島小中学校 ハハジマショウチュウガッコウ 母島字元地

３　中等教育学校

学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

東 京 都 桜修館 オウシュウカン 目黒区八雲1-1-2

　　〃 小石川 コイシカワ 文京区本駒込2-29-29

　　〃 立川国際 タチカワコクサイ 立川市曙町3-29-37

　　〃 南多摩 ミナミタマ 八王子市明神町4-20-1

　　〃 三鷹 ミタカ 三鷹市新川6-21-21

千代田区 九段 クダン 九段北2-2-1

４　特別支援学校　

学校番号 学 校 名 （ フ リ ガ ナ ） 郵便番号 住 所 電 話 番 号

都立（視覚障害） 葛飾盲学校 カツシカモウガッコウ 葛飾区堀切7-31-5

都立（視覚障害） 八王子盲学校 ハチオウジモウガッコウ 八王子市台町3-19-22

都立（視覚障害） 久我山青光学園 クガヤマセイコウガクエン 世田谷区北烏山4-37-1

都立（聴覚障害） 葛飾ろう学校 カツシカロウガッコウ 葛飾区西亀有2-58-1

都立（聴覚障害） 中央ろう学校 チュウオウロウガッコウ 杉並区下高井戸2-22-10

都立（聴覚障害） 立川学園 タチカワガクエン 立川市栄町1-15-7

都立（肢体不自由）小平特別支援学校 コダイラトクベツシエンガッコウ 小平市小川西町2-33-1

都立（肢体不自由）北特別支援学校 キタトクベツシエンガッコウ 北区十条台1-1-1

都立（肢体不自由）城南特別支援学校 ジョウナントクベツシエンガッコウ 大田区東六郷2-18-19

都立（肢体不自由）村山特別支援学校 ムラヤマトクベツシエンガッコウ 武蔵村山市緑が丘1460-1

都立（肢体不自由）町田の丘学園 マチダノオカガクエン 町田市野津田町2003

都立（肢体不自由）八王子東特別支援学校 ハチオウジヒガシトクベツシエンガッコウ 八王子市石川町3246-1

都立（肢体不自由）大泉特別支援学校 オオイズミトクベツシエンガッコウ 練馬区大泉学園町9-3-1

都立（肢体不自由）多摩桜の丘学園 タマサクラノオカガクエン 多摩市聖ヶ丘1-17-1

都立（肢体不自由）墨東特別支援学校 ボクトウトクベツシエンガッコウ 江東区猿江2-16-18

都立（肢体不自由）あきる野学園 アキルノガクエン あきる野市上代継123-1

都立（肢体不自由）永福学園 エイフクガクエン 杉並区永福1-7-28

都立（肢体不自由）青峰学園 セイホウガクエン 青梅市大門3-12

都立（肢体不自由）府中けやきの森学園 フチュウケヤキノモリガクエン 府中市朝日町3-14-1

都立（肢体不自由）志村学園 シムラガクエン 板橋区西台1-41-10

都立（肢体不自由）鹿本学園 シカモトガクエン 江戸川区本一色2-24-11

都立（肢体不自由）水元小合学園 ミズモトコアイガクエン 葛飾区水元1-24-1

都立（肢体不自由）光明学園 コウメイガクエン 世田谷区松原6-38-27

都立（肢体不自由）花畑学園 ハナハタガクエン 足立区南花畑5-24-49

都立（知的障害） 王子特別支援学校 オウジトクベツシエンガッコウ 北区十条台1-8-41

都立（知的障害） 八王子特別支援学校 ハチオウジトクベツシエンガッコウ 八王子市台町3-5-1

都立（知的障害） 七生特別支援学校 ナナオトクベツシエンガッコウ 日野市程久保843

都立（知的障害） 町田の丘学園 マチダノオカガクエン 町田市野津田町2003

都立（知的障害） 高島特別支援学校 タカシマトクベツシエンガッコウ 板橋区高島平3-7-2

都立（知的障害） 矢口特別支援学校 ヤグチトクベツシエンガッコウ 大田区矢口1-26-10

都立（知的障害） 羽村特別支援学校 ハムラトクベツシエンガッコウ 羽村市五ノ神319-1

都立（知的障害） 調布特別支援学校 チョウフトクベツシエンガッコウ 調布市調布ケ丘1-1-2

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）

設置種別

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）

学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

清 瀬 市 清瀬 キヨセ 中里5-624

　　〃 清瀬第二 キヨセダイニ 梅園2-9-15

　　〃 清瀬第三 キヨセダイサン 旭が丘1-262

　　〃 清瀬第四 キヨセダイヨン 野塩3-2-3

　　〃 清瀬第五 キヨセダイゴ 中清戸3-258-1

東久留米市 久留米 クルメ 幸町5-9-11

　　〃 東 ヒガシ 上の原2-1-40

　　〃 西 ニシ 滝山2-3-23

　　〃 南 ミナミ 学園町2-1-23

　　〃 大門 ダイモン 大門町2-13-8

　　〃 下里 シモザト 下里3-21-1

　　〃 中央 チュウオウ 中央町5-7-65

武蔵村山市 第一 ダイイチ 本町2-76-1

　　〃 第二 ダイニ 緑が丘1460

　　〃 第三 ダイサン 神明4-117-1

　　〃 第四 ダイヨン 大南2-79-1

　　〃 第五 ダイゴ 残堀5-55

多 摩 市 多摩 タマ 関戸3-19-1

　　〃 東愛宕 ヒガシアタゴ 愛宕1-52

　　〃 和田 ワダ 和田234

　　〃 諏訪 スワ 諏訪5-12-1

　　〃 聖ヶ丘 ヒジリガオカ 聖ヶ丘2-17

　　〃 鶴牧 ツルマキ 鶴牧6-5-1

　　〃 多摩永山 タマナガヤマ 永山2-7-1

　　〃 落合 オチアイ 落合4-14

　　〃 青陵 セイリョウ 貝取2-9-1

稲 城 市 稲城第一 イナギダイイチ 百村23

　　〃 稲城第二 イナギダイニ 坂浜5-1-1

　　〃 稲城第三 イナギダイサン 矢野口3043

　　〃 稲城第四 イナギダイヨン 押立1768

　　〃 稲城第五 イナギダイゴ 向陽台3-1-1

　　〃 稲城第六 イナギダイロク 若葉台3-11

羽 村 市 羽村第一 ハムラダイイチ 羽中3-6-33

　　〃 羽村第二 ハムラダイニ 富士見平1-16

　　〃 羽村第三 ハムラダイサン 川崎697-1

あきる野市 秋多 アキタ 二宮334

　　〃 東 ヒガシ 平沢200

　　〃 西 ニシ 上代継190

　　〃 御堂 ミドウ 草花3322

　　〃 増戸 マスコ 伊奈1181

　　〃 五日市 イツカイチ 五日市400

西東京市 田無第一 タナシダイイチ 南町6-9-37

　　〃 田無第二 タナシダイニ 北原町2-9-1

　　〃 田無第三 タナシダイサン 西原町3-4-1

　　〃 田無第四 タナシダイヨン 向台町2-14-9

　　〃 保谷 ホウヤ 保谷町1-17-4

　　〃 ひばりが丘 ヒバリガオカ ひばりが丘3-2-42

　　〃 青嵐 セイラン 北町2-13-17

　　〃 柳沢 ヤギサワ 柳沢3-8-22

　　〃 明保 メイホウ 東町1-1-24

瑞 穂 町 瑞穂 ミズホ 石畑1961-1

　　〃 瑞穂第二 ミズホダイニ 箱根ケ崎1172

日の出町 大久野 オオグノ 大久野1559

　　〃 平井 ヒライ 平井2654

檜 原 村 檜原 ヒノハラ 檜原村575

奥多摩町 奥多摩 オクタマ 氷川760

大 島 町 第一 ダイイチ 元町字小清水

　　〃 第二 ダイニ 岡田字長坂113

　　〃 第三 ダイサン 差木地字沖の根

新 島 村 新島 ニイジマ 本村4-10-12

　　〃 式根島 シキネジマ 式根島166

神津島村 神津 コウヅ 神津島村1741

三 宅 村 三宅 ミヤケ 伊豆470

御蔵島村 御蔵島 ミクラジマ 御蔵島村

八 丈 町 富士 フジ 三根4655-1

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）
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学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

八 丈 町 大賀郷 オオカゴウ 大賀郷3073

　　〃 三原 ミハラ 中之郷2474

青ヶ島村 青ヶ島 アオガシマ 青ヶ島村無番地

小笠原村 小笠原 オガサワラ 父島字宮之浜道

東 京 都 白鷗高等学校附属 ハクオウコウトウガッコウフゾク 台東区元浅草1-6-22

　　〃 両国高等学校附属 リョウゴクコウトウガッコウフゾク 墨田区江東橋1-7-14

　　〃 武蔵高等学校附属 ムサシコウトウガッコウフゾク 武蔵野市境4-13-28

　　〃 富士高等学校附属 フジコウトウガッコウフゾク 中野区弥生町5-21-1

　　〃 大泉高等学校附属 オオイズミコウトウガッコウフゾク 練馬区東大泉5-3-1

２　義務教育学校

学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

江 東 区 有明西学園 アリアケニシガクエン 有明1-7-13

品 川 区 日野学園 ヒノガクエン 東五反田2-11-1

　　〃 伊藤学園 イトウガクエン 大井5-1-37

　　〃 八潮学園 ヤシオガクエン 八潮5-11-2

　　〃 荏原平塚学園 エバラヒラツカガクエン 平塚3-16-26

　　〃 品川学園 シナガワガクエン 北品川3-9-30

　　〃 豊葉の杜学園 ホウヨウノモリガクエン 二葉1-3-40

北 区 都の北学園 ミヤコノキタガクエン 神谷2-30-1

八王子市 いずみの森 イズミノモリ 子安町2-18-1

利 島 村 利島小中学校 トシマショウチュウガッコウ 利島村87

小笠原村 母島小中学校 ハハジマショウチュウガッコウ 母島字元地

３　中等教育学校

学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

東 京 都 桜修館 オウシュウカン 目黒区八雲1-1-2

　　〃 小石川 コイシカワ 文京区本駒込2-29-29

　　〃 立川国際 タチカワコクサイ 立川市曙町3-29-37

　　〃 南多摩 ミナミタマ 八王子市明神町4-20-1

　　〃 三鷹 ミタカ 三鷹市新川6-21-21

千代田区 九段 クダン 九段北2-2-1

４　特別支援学校　

学校番号 学 校 名 （ フ リ ガ ナ ） 郵便番号 住 所 電 話 番 号

都立（視覚障害） 葛飾盲学校 カツシカモウガッコウ 葛飾区堀切7-31-5

都立（視覚障害） 八王子盲学校 ハチオウジモウガッコウ 八王子市台町3-19-22

都立（視覚障害） 久我山青光学園 クガヤマセイコウガクエン 世田谷区北烏山4-37-1

都立（聴覚障害） 葛飾ろう学校 カツシカロウガッコウ 葛飾区西亀有2-58-1

都立（聴覚障害） 中央ろう学校 チュウオウロウガッコウ 杉並区下高井戸2-22-10

都立（聴覚障害） 立川学園 タチカワガクエン 立川市栄町1-15-7

都立（肢体不自由）小平特別支援学校 コダイラトクベツシエンガッコウ 小平市小川西町2-33-1

都立（肢体不自由）北特別支援学校 キタトクベツシエンガッコウ 北区十条台1-1-1

都立（肢体不自由）城南特別支援学校 ジョウナントクベツシエンガッコウ 大田区東六郷2-18-19

都立（肢体不自由）村山特別支援学校 ムラヤマトクベツシエンガッコウ 武蔵村山市緑が丘1460-1

都立（肢体不自由）町田の丘学園 マチダノオカガクエン 町田市野津田町2003

都立（肢体不自由）八王子東特別支援学校 ハチオウジヒガシトクベツシエンガッコウ 八王子市石川町3246-1

都立（肢体不自由）大泉特別支援学校 オオイズミトクベツシエンガッコウ 練馬区大泉学園町9-3-1

都立（肢体不自由）多摩桜の丘学園 タマサクラノオカガクエン 多摩市聖ヶ丘1-17-1

都立（肢体不自由）墨東特別支援学校 ボクトウトクベツシエンガッコウ 江東区猿江2-16-18

都立（肢体不自由）あきる野学園 アキルノガクエン あきる野市上代継123-1

都立（肢体不自由）永福学園 エイフクガクエン 杉並区永福1-7-28

都立（肢体不自由）青峰学園 セイホウガクエン 青梅市大門3-12

都立（肢体不自由）府中けやきの森学園 フチュウケヤキノモリガクエン 府中市朝日町3-14-1

都立（肢体不自由）志村学園 シムラガクエン 板橋区西台1-41-10

都立（肢体不自由）鹿本学園 シカモトガクエン 江戸川区本一色2-24-11

都立（肢体不自由）水元小合学園 ミズモトコアイガクエン 葛飾区水元1-24-1

都立（肢体不自由）光明学園 コウメイガクエン 世田谷区松原6-38-27

都立（肢体不自由）花畑学園 ハナハタガクエン 足立区南花畑5-24-49

都立（知的障害） 王子特別支援学校 オウジトクベツシエンガッコウ 北区十条台1-8-41

都立（知的障害） 八王子特別支援学校 ハチオウジトクベツシエンガッコウ 八王子市台町3-5-1

都立（知的障害） 七生特別支援学校 ナナオトクベツシエンガッコウ 日野市程久保843

都立（知的障害） 町田の丘学園 マチダノオカガクエン 町田市野津田町2003

都立（知的障害） 高島特別支援学校 タカシマトクベツシエンガッコウ 板橋区高島平3-7-2

都立（知的障害） 矢口特別支援学校 ヤグチトクベツシエンガッコウ 大田区矢口1-26-10

都立（知的障害） 羽村特別支援学校 ハムラトクベツシエンガッコウ 羽村市五ノ神319-1

都立（知的障害） 調布特別支援学校 チョウフトクベツシエンガッコウ 調布市調布ケ丘1-1-2

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）

設置種別

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）

学校番号 設 置 者 郵便番号 住 所 電 話 番 号

清 瀬 市 清瀬 キヨセ 中里5-624

　　〃 清瀬第二 キヨセダイニ 梅園2-9-15

　　〃 清瀬第三 キヨセダイサン 旭が丘1-262

　　〃 清瀬第四 キヨセダイヨン 野塩3-2-3

　　〃 清瀬第五 キヨセダイゴ 中清戸3-258-1

東久留米市 久留米 クルメ 幸町5-9-11

　　〃 東 ヒガシ 上の原2-1-40

　　〃 西 ニシ 滝山2-3-23

　　〃 南 ミナミ 学園町2-1-23

　　〃 大門 ダイモン 大門町2-13-8

　　〃 下里 シモザト 下里3-21-1

　　〃 中央 チュウオウ 中央町5-7-65

武蔵村山市 第一 ダイイチ 本町2-76-1

　　〃 第二 ダイニ 緑が丘1460

　　〃 第三 ダイサン 神明4-117-1

　　〃 第四 ダイヨン 大南2-79-1

　　〃 第五 ダイゴ 残堀5-55

多 摩 市 多摩 タマ 関戸3-19-1

　　〃 東愛宕 ヒガシアタゴ 愛宕1-52

　　〃 和田 ワダ 和田234

　　〃 諏訪 スワ 諏訪5-12-1

　　〃 聖ヶ丘 ヒジリガオカ 聖ヶ丘2-17

　　〃 鶴牧 ツルマキ 鶴牧6-5-1

　　〃 多摩永山 タマナガヤマ 永山2-7-1

　　〃 落合 オチアイ 落合4-14

　　〃 青陵 セイリョウ 貝取2-9-1

稲 城 市 稲城第一 イナギダイイチ 百村23

　　〃 稲城第二 イナギダイニ 坂浜5-1-1

　　〃 稲城第三 イナギダイサン 矢野口3043

　　〃 稲城第四 イナギダイヨン 押立1768

　　〃 稲城第五 イナギダイゴ 向陽台3-1-1

　　〃 稲城第六 イナギダイロク 若葉台3-11

羽 村 市 羽村第一 ハムラダイイチ 羽中3-6-33

　　〃 羽村第二 ハムラダイニ 富士見平1-16

　　〃 羽村第三 ハムラダイサン 川崎697-1

あきる野市 秋多 アキタ 二宮334

　　〃 東 ヒガシ 平沢200

　　〃 西 ニシ 上代継190

　　〃 御堂 ミドウ 草花3322

　　〃 増戸 マスコ 伊奈1181

　　〃 五日市 イツカイチ 五日市400

西東京市 田無第一 タナシダイイチ 南町6-9-37

　　〃 田無第二 タナシダイニ 北原町2-9-1

　　〃 田無第三 タナシダイサン 西原町3-4-1

　　〃 田無第四 タナシダイヨン 向台町2-14-9

　　〃 保谷 ホウヤ 保谷町1-17-4

　　〃 ひばりが丘 ヒバリガオカ ひばりが丘3-2-42

　　〃 青嵐 セイラン 北町2-13-17

　　〃 柳沢 ヤギサワ 柳沢3-8-22

　　〃 明保 メイホウ 東町1-1-24

瑞 穂 町 瑞穂 ミズホ 石畑1961-1

　　〃 瑞穂第二 ミズホダイニ 箱根ケ崎1172

日の出町 大久野 オオグノ 大久野1559

　　〃 平井 ヒライ 平井2654

檜 原 村 檜原 ヒノハラ 檜原村575

奥多摩町 奥多摩 オクタマ 氷川760

大 島 町 第一 ダイイチ 元町字小清水

　　〃 第二 ダイニ 岡田字長坂113

　　〃 第三 ダイサン 差木地字沖の根

新 島 村 新島 ニイジマ 本村4-10-12

　　〃 式根島 シキネジマ 式根島166

神津島村 神津 コウヅ 神津島村1741

三 宅 村 三宅 ミヤケ 伊豆470

御蔵島村 御蔵島 ミクラジマ 御蔵島村

八 丈 町 富士 フジ 三根4655-1

学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）
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別表11

委員会
番号

区市町村名等 調査会場 調査予定日 調査委員長職・氏名

千代田区立神田一橋中学校長 〒101-0003 千代田区一ツ橋２－６－１４

盛　 谷 　　樹

中央区立銀座中学校長 〒104-0061 中央区銀座８－１９－１５

平　松　功　治

港区立御成門中学校長 〒105-0003 港区西新橋３－２５－３０

阿　部　俊　幸

新宿区立落合第二中学校長 〒161-0031 新宿区西落合１－６－５

大　川　直　樹

文京区立第三中学校長 〒112-0003 文京区春日１－９－３１

鈴　木　政　宏

台東区立上野中学校長 〒110-0002 台東区上野桜木１－１４－５５

矢　部　直　意

墨田区立墨田中学校長 〒131-0033 墨田区向島４－２５－２２

小　出　和　正

江東区立深川第一中学校長 〒135-0004 江東区森下４－９－２２

小　山　千　景

品川区立大崎中学校長 〒141-0033 品川区西品川３－１０－６

実　松　美智代

目黒区立東山中学校長 〒153-0043 目黒区東山１－２４－３１

西　田　友　幸

大田区立安方中学校長 〒146-0094 大田区東矢口２－１－１

佐　 藤 　　彰

世田谷区立太子堂中学校長 〒154-0004 世田谷区太子堂３－２７－１７

武　田　尚　之

渋谷区立松濤中学校長 〒150-0001 渋谷区神宮前５－５３−１８

中　村　哲　也

中野区立第七中学校長 〒165-0022 中野区江古田２－９－１１

上　 村 　　諭

杉並区立泉南中学校長 〒166-0013 杉並区堀ノ内１－３－１

若　尾　美　暢

豊島区立明豊中学校長 〒171-0051 豊島区長崎５－３１－２９

山　本　英　行

北区立明桜中学校長 〒114-0002 北区王子６－３－２３

菊　池　修　一

荒川区立原中学校長 〒116-0001 荒川区町屋５－１２－６

村　松　弘　一

板橋区立赤塚第一中学校長 〒175-0083 板橋区徳丸４－１３－１

村　田　浩　文

練馬区立中村中学校長 〒176-0025 練馬区中村南１－３２－２１

井　上　春　好

足立区立蒲原中学校長 〒120-0003 足立区東和３－１７－１５

菊　 本 　　巧

葛飾区立亀有中学校長 〒125-0061 葛飾区亀有１－２３－１

井　出　忠　男

江戸川区立松江第六中学校長 〒132-0025 江戸川区松江７－１６－１８

小 野 満　　賢

八王子市立別所中学校長 〒192-0363 八王子市別所２－２８

中　嶋　昭　江

立川市立立川第四中学校長 〒190-0002 立川市幸町５－４９－１

宮　本　尚　登

武蔵野市立第一中学校長 〒180-0006 武蔵野市中町３－９－５

中　嶋　建一郎

三鷹市立第一中学校長 〒181-0013 三鷹市下連雀９－１０－１

宮　城　洋　之

青梅市立第六中学校長 〒198-0003 青梅市小曾木４－２０４０

岩　崎　浩　示

府中市立府中第七中学校長 〒183-0042 府中市武蔵台２－４

菅　原　尚　志

令和８年度選抜成績一覧表調査委員会一覧

調査委員長所属校住所・電話番号

千代田区
千代田区立

神田一橋中学校
1月8日

中央区
中央区立

銀座中学校
1月6日

港区 港区立教育センター 1月7日

新宿区 新宿区立教育センター 1月7日

文京区 文京区民センター 1月6日

台東区 台東区役所 1月6日

墨田区
墨田区立

墨田中学校
1月6日

江東区 江東区教育センター 1月7日

品川区
品川区教育総合支援

センター
1月6日

目黒区
目黒区立

東山中学校
1月8日

大田区 池上会館 1月7日

世田谷区
世田谷区立

世田谷中学校
1月6日

渋谷区
渋谷区立

松濤中学校
1月7日

中野区
中野区立

第七中学校
1月7日

杉並区
杉並区立

阿佐ヶ谷中学校
1月6日

豊島区
豊島区立

明豊中学校
1月7日

北区
北区立

明桜中学校
1月6日

荒川区 荒川区立教育センター 1月6日

板橋区 板橋区教育支援センター 1月6日

練馬区
開進第二中学校
セミナーハウス

1月7日

足立区
こども支援センター

げんき
1月7日

葛飾区
葛飾区立

総合教育センター
1月6日

江戸川区 グリーンパレス 1月6日

八王子市 八王子市教育センター 1月6日

立川市 立川市役所 1月6日

武蔵野市 武蔵野市役所 1月7日

三鷹市 三鷹市教育センター 1月6日

青梅市 青梅市役所 1月6日

府中市 府中市立教育センター 1月6日

学校番号 郵便番号 住 所 電 話 番 号

都立（知的障害） 小金井特別支援学校 コガネイトクベツシエンガッコウ 小金井市桜町2-1-14

都立（知的障害） 水元特別支援学校 ミズモトトクベツシエンガッコウ 葛飾区西水元5-2-1

都立（知的障害） 墨田特別支援学校 スミダトクベツシエンガッコウ 墨田区八広5-10-2

都立（知的障害） 中野特別支援学校 ナカノトクベツシエンガッコウ 中野区南台3-46-20

都立（知的障害） 清瀬特別支援学校 キヨセトクベツシエンガッコウ 清瀬市中里4-788-1

都立（知的障害） 石神井特別支援学校 シャクジイトクベツシエンガッコウ 練馬区石神井台8-20-35

都立（知的障害） あきる野学園 アキルノガクエン あきる野市上代継123-1

都立（知的障害） 多摩桜の丘学園 タマサクラノオカガクエン 多摩市聖ヶ丘1-17-1

都立（知的障害） 久我山青光学園 クガヤマセイコウガクエン 世田谷区北烏山4-37-1

都立（知的障害） 品川特別支援学校 シナガワトクベツシエンガッコウ 品川区南品川6-15-20

都立（知的障害） 府中けやきの森学園 フチュウケヤキノモリガクエン 府中市朝日町3-14-1

都立（知的障害） 武蔵台学園 ムサシダイガクエン 府中市武蔵台2-8-28

都立（知的障害） 青山特別支援学校 アオヤマトクベツシエンガッコウ 港区南青山2-33-77

都立（知的障害） 鹿本学園 シカモトガクエン 江戸川区本一色2-24-11

都立（知的障害） 城東特別支援学校 ジョウトウトクベツシエンガッコウ 江東区大島6-7-3

都立（知的障害） 臨海青海特別支援学校 リンカイアオミトクベツシエンガッコウ 江東区青海2-5-1

都立（知的障害） 花畑学園 ハナハタガクエン 足立区南花畑5-24-49

都立（知的障害） 八王子西特別支援学校 ハチオウジニシトクベツシエンガッコウ 八王子市東浅川町546-1

都立（知的障害） 立川学園 タチカワガクエン 立川市栄町1-15-7

都立（病弱） 武蔵台学園 ムサシダイガクエン 府中市武蔵台2-8-29

都立（病弱） 光明学園 コウメイガクエン 世田谷区松原6-38-27

都立（病弱） 小平特別支援学校 コダイラトクベツシエンガッコウ 小平市小川西町2-33-1

都立（病弱） 北特別支援学校 キタトクベツシエンガッコウ 北区十条台1-1-1

都立（病弱） 墨東特別支援学校 ボクトウトクベツシエンガッコウ 江東区猿江2-16-18

区立（肢体不自由）新宿区立新宿養護学校 シンジュククリツシンジュクヨウゴガッコウ 新宿区西新宿4-20-11

区立（知的障害） 杉並区立済美養護学校 スギナミクリツセイビヨウゴガッコウ 杉並区堀ノ内1-19-25

　※複数の障害教育部門を併置している学校については、学校番号を統一している。

設 置 種 別 学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）
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別表11

委員会
番号

区市町村名等 調査会場 調査予定日 調査委員長職・氏名

千代田区立神田一橋中学校長 〒101-0003 千代田区一ツ橋２－６－１４

盛　 谷 　　樹

中央区立銀座中学校長 〒104-0061 中央区銀座８－１９－１５

平　松　功　治

港区立御成門中学校長 〒105-0003 港区西新橋３－２５－３０

阿　部　俊　幸

新宿区立落合第二中学校長 〒161-0031 新宿区西落合１－６－５

大　川　直　樹

文京区立第三中学校長 〒112-0003 文京区春日１－９－３１

鈴　木　政　宏

台東区立上野中学校長 〒110-0002 台東区上野桜木１－１４－５５

矢　部　直　意

墨田区立墨田中学校長 〒131-0033 墨田区向島４－２５－２２

小　出　和　正

江東区立深川第一中学校長 〒135-0004 江東区森下４－９－２２

小　山　千　景

品川区立大崎中学校長 〒141-0033 品川区西品川３－１０－６

実　松　美智代

目黒区立東山中学校長 〒153-0043 目黒区東山１－２４－３１

西　田　友　幸

大田区立安方中学校長 〒146-0094 大田区東矢口２－１－１

佐　 藤 　　彰

世田谷区立太子堂中学校長 〒154-0004 世田谷区太子堂３－２７－１７

武　田　尚　之

渋谷区立松濤中学校長 〒150-0001 渋谷区神宮前５－５３−１８

中　村　哲　也

中野区立第七中学校長 〒165-0022 中野区江古田２－９－１１

上　 村 　　諭

杉並区立泉南中学校長 〒166-0013 杉並区堀ノ内１－３－１

若　尾　美　暢

豊島区立明豊中学校長 〒171-0051 豊島区長崎５－３１－２９

山　本　英　行

北区立明桜中学校長 〒114-0002 北区王子６－３－２３

菊　池　修　一

荒川区立原中学校長 〒116-0001 荒川区町屋５－１２－６

村　松　弘　一

板橋区立赤塚第一中学校長 〒175-0083 板橋区徳丸４－１３－１

村　田　浩　文

練馬区立中村中学校長 〒176-0025 練馬区中村南１－３２－２１

井　上　春　好

足立区立蒲原中学校長 〒120-0003 足立区東和３－１７－１５

菊　 本 　　巧

葛飾区立亀有中学校長 〒125-0061 葛飾区亀有１－２３－１

井　出　忠　男

江戸川区立松江第六中学校長 〒132-0025 江戸川区松江７－１６－１８

小 野 満　　賢

八王子市立別所中学校長 〒192-0363 八王子市別所２－２８

中　嶋　昭　江

立川市立立川第四中学校長 〒190-0002 立川市幸町５－４９－１

宮　本　尚　登

武蔵野市立第一中学校長 〒180-0006 武蔵野市中町３－９－５

中　嶋　建一郎

三鷹市立第一中学校長 〒181-0013 三鷹市下連雀９－１０－１

宮　城　洋　之

青梅市立第六中学校長 〒198-0003 青梅市小曾木４－２０４０

岩　崎　浩　示

府中市立府中第七中学校長 〒183-0042 府中市武蔵台２－４

菅　原　尚　志

令和８年度選抜成績一覧表調査委員会一覧

調査委員長所属校住所・電話番号

千代田区
千代田区立

神田一橋中学校
1月8日

中央区
中央区立

銀座中学校
1月6日

港区 港区立教育センター 1月7日

新宿区 新宿区立教育センター 1月7日

文京区 文京区民センター 1月6日

台東区 台東区役所 1月6日

墨田区
墨田区立

墨田中学校
1月6日

江東区 江東区教育センター 1月7日

品川区
品川区教育総合支援

センター
1月6日

目黒区
目黒区立

東山中学校
1月8日

大田区 池上会館 1月7日

世田谷区
世田谷区立

世田谷中学校
1月6日

渋谷区
渋谷区立

松濤中学校
1月7日

中野区
中野区立

第七中学校
1月7日

杉並区
杉並区立

阿佐ヶ谷中学校
1月6日

豊島区
豊島区立

明豊中学校
1月7日

北区
北区立

明桜中学校
1月6日

荒川区 荒川区立教育センター 1月6日

板橋区 板橋区教育支援センター 1月6日

練馬区
開進第二中学校
セミナーハウス

1月7日

足立区
こども支援センター

げんき
1月7日

葛飾区
葛飾区立

総合教育センター
1月6日

江戸川区 グリーンパレス 1月6日

八王子市 八王子市教育センター 1月6日

立川市 立川市役所 1月6日

武蔵野市 武蔵野市役所 1月7日

三鷹市 三鷹市教育センター 1月6日

青梅市 青梅市役所 1月6日

府中市 府中市立教育センター 1月6日

学校番号 郵便番号 住 所 電 話 番 号

都立（知的障害） 小金井特別支援学校 コガネイトクベツシエンガッコウ 小金井市桜町2-1-14

都立（知的障害） 水元特別支援学校 ミズモトトクベツシエンガッコウ 葛飾区西水元5-2-1

都立（知的障害） 墨田特別支援学校 スミダトクベツシエンガッコウ 墨田区八広5-10-2

都立（知的障害） 中野特別支援学校 ナカノトクベツシエンガッコウ 中野区南台3-46-20

都立（知的障害） 清瀬特別支援学校 キヨセトクベツシエンガッコウ 清瀬市中里4-788-1

都立（知的障害） 石神井特別支援学校 シャクジイトクベツシエンガッコウ 練馬区石神井台8-20-35

都立（知的障害） あきる野学園 アキルノガクエン あきる野市上代継123-1

都立（知的障害） 多摩桜の丘学園 タマサクラノオカガクエン 多摩市聖ヶ丘1-17-1

都立（知的障害） 久我山青光学園 クガヤマセイコウガクエン 世田谷区北烏山4-37-1

都立（知的障害） 品川特別支援学校 シナガワトクベツシエンガッコウ 品川区南品川6-15-20

都立（知的障害） 府中けやきの森学園 フチュウケヤキノモリガクエン 府中市朝日町3-14-1

都立（知的障害） 武蔵台学園 ムサシダイガクエン 府中市武蔵台2-8-28

都立（知的障害） 青山特別支援学校 アオヤマトクベツシエンガッコウ 港区南青山2-33-77

都立（知的障害） 鹿本学園 シカモトガクエン 江戸川区本一色2-24-11

都立（知的障害） 城東特別支援学校 ジョウトウトクベツシエンガッコウ 江東区大島6-7-3

都立（知的障害） 臨海青海特別支援学校 リンカイアオミトクベツシエンガッコウ 江東区青海2-5-1

都立（知的障害） 花畑学園 ハナハタガクエン 足立区南花畑5-24-49

都立（知的障害） 八王子西特別支援学校 ハチオウジニシトクベツシエンガッコウ 八王子市東浅川町546-1

都立（知的障害） 立川学園 タチカワガクエン 立川市栄町1-15-7

都立（病弱） 武蔵台学園 ムサシダイガクエン 府中市武蔵台2-8-29

都立（病弱） 光明学園 コウメイガクエン 世田谷区松原6-38-27

都立（病弱） 小平特別支援学校 コダイラトクベツシエンガッコウ 小平市小川西町2-33-1

都立（病弱） 北特別支援学校 キタトクベツシエンガッコウ 北区十条台1-1-1

都立（病弱） 墨東特別支援学校 ボクトウトクベツシエンガッコウ 江東区猿江2-16-18

区立（肢体不自由）新宿区立新宿養護学校 シンジュククリツシンジュクヨウゴガッコウ 新宿区西新宿4-20-11

区立（知的障害） 杉並区立済美養護学校 スギナミクリツセイビヨウゴガッコウ 杉並区堀ノ内1-19-25

　※複数の障害教育部門を併置している学校については、学校番号を統一している。

設 置 種 別 学 校 名 （ フ リ ガ ナ ）

－239－



別表12

区市町村名等 区市町村名等

〒101-0003 〒166-0013

〒104-0061 〒171-0051

〒105-0003 〒114‐0002

〒161-0031 〒116-0001

〒112-0003 〒175-0083

〒110-0002 〒176-0025

〒131-0033 〒120-0003

〒135-0004 〒125-0061

〒141-0033 〒132-0025

〒153-0043 〒192-0363

〒146-0094 〒190-0002

〒154-0004 〒180-0006

〒150-0001 〒181-0013

〒165-0022 〒198-0003

武蔵野市立第一中学校長
武蔵野市中町３－９－５

三鷹市下連雀９－１０－１
三鷹市立第一中学校長

青梅市小曾木４－２０４０
青梅市立第六中学校長

東京都北区王子６－３－２３
北区立明桜中学校長

東京都荒川区町屋５－１２－６
荒川区立原中学校長

板橋区徳丸４－１３－１
板橋区立赤塚第一中学校長

練馬区中村南１－３２－２１
練馬区立中村中学校長

足立区東和３－１７－１５
足立区立蒲原中学校長

葛飾区亀有１－２３－１
葛飾区立亀有中学校長

菊　本　　　巧

東京都江戸川区松江７－１６－１８
江戸川区立松江第六中学校長

東京都八王子市別所２－２８
八王子市立別所中学校長

渋谷区神宮前５－５３－１８
渋谷区立松濤中学校長

中野区江古田２－９－１１

武　田　尚　之

中野区立第七中学校長

中央区銀座８－１９－１５
中央区立銀座中学校長

東京都港区西新橋３－２５－３０
港区立御成門中学校長

新宿区西落合１－６－５
新宿区立落合第二中学校長

平　松　功　治

文京区春日１－９－３１
文京区立第三中学校長

阿　部　俊　幸

大　川　直　樹

郵便番号・電話番号・住所・職名・氏名 郵便番号・電話番号・住所・職名・氏名

杉並区

若　尾　美　暢

千代田区

盛　谷　　　樹

千代田区一ツ橋２－６－１４
千代田区立神田一橋中学校長

杉並区堀ノ内１－３－１
杉並区立泉南中学校長

東京都豊島区長崎５－３１－２９
豊島区立明豊中学校長

中野区

村　田　浩　文

山　本　英　行

村　松　弘　一

矢　部　直　意

豊島区

練馬区

荒川区

板橋区

新宿区

中　村　哲　也

江東区

小　山　千　景

目黒区

西　田　友　幸

鈴　木　政　宏

墨田区

令和８年度選抜用評定等確認表の区市町村別送付先一覧

中央区

文京区

港区

菊　池　修　一

武蔵野市

井　出　忠　男

世田谷区

大田区

佐　藤　　　彰

渋谷区

上　村　　　諭

中　嶋　建一郎

三鷹市

青梅市

宮　城　洋　之

岩　崎　浩　示

北区

足立区

小　出　和　正

東京都江東区森下４－９－２２
江東区立深川第一中学校長

品川区西品川３－１０－６

台東区上野桜木１－１４－５５
台東区立上野中学校長

墨田区向島４－２５－２２
墨田区立墨田中学校長

品川区立大崎中学校長

目黒区東山１－２４－３１
目黒区立東山中学校長

実　松　美智代

大田区立安方中学校長

世田谷区太子堂３－２７－１７

大田区東矢口２－１－１

世田谷区立太子堂中学校長

台東区

中　嶋　昭　江

葛飾区

江戸川区

小 野 満　　賢

立川市

宮　本　尚　登

井　上　春　好

八王子市

品川区

立川市立立川第四中学校長
立川市幸町５－４９－１

委員会
番号

区市町村名等 調査会場 調査予定日 調査委員長職・氏名

昭島市立昭和中学校長 〒196-0033 昭島市東町２－６－２２

渡　 部 　　尚

調布市立第七中学校長 〒182-0015 調布市八雲台２－１６－１

山　 田 　　勝

町田市立鶴川中学校長 〒195-0064 町田市小野路町１９０５－１

大　石　眞　二

小金井市立小金井第二中学校長 〒184-0012 小金井市中町１－８－２５

清　水　裕　径

小平市立花小金井南中学校長 〒187-0003 小平市花小金井南町１－９－１

荒　 木 　　忍

日野市立大坂上中学校長 〒191-0061 日野市大坂上４－１７－１

馬　場　章　夫

東村山市立東村山第三中学校長 〒189-0012 東村山市萩山町５－２－１

荒　井　亮　宏

国分寺市立第二中学校長 〒185-0011 国分寺市本多１－２－１７

榎　本　圭　志

国立市立国立第二中学校長 〒186ｰ0003 国立市富士見台３－３０

黒　田　宏　一

福生市立福生第一中学校長 〒197-0003 福生市熊川８４５

金　子　敏　治

狛江市立狛江第四中学校長 〒201-0002 狛江市東野川４－１－１

工　 藤 　　聡

東大和市立第四中学校長 〒207-0021 東大和市立野２－６－２

立　 川 　　裕

清瀬市立清瀬第三中学校長 〒204-0002 清瀬市旭が丘１－２６２

井　 上 　　隆

東久留米市立大門中学校長 〒203-0011 東久留米市大門町２－１３－８

梶　原　孝　恒

武蔵村山市立第四中学校長 〒208-0013 武蔵村山市大南２－７９－１

福　泉　宏　介

多摩市立鶴牧中学校長 〒 206-0034 多摩市鶴牧６－５－１

森　 田 　　剛

稲城市立稲城第四中学校長 〒206-0811 稲城市押立１７６８

橘　　 太 　造

羽村市立羽村第二中学校長 〒205-0013 羽村市富士見平１－１６

清　水　大　史

あきる野市立増戸中学校長 〒190-0142 あきる野市伊奈１１８１

脇　本　達　也

西東京市立田無第三中学校長 〒188-0014 西東京市西原町３－４－１

大久保　順　子

檜原村立檜原中学校長 〒190-0214 檜原村５７５

中　村　祐　子

大島町立第一中学校長 〒100-0101 大島町元町字小清水

重　末　祐　介

新島村立式根島中学校長 〒100-0511 新島村式根島１６６

河　 津 　　力

神津島村立神津中学校長 〒100-0601 神津島村１７４１

川　元　泰　史

三宅村立三宅中学校長 〒100-1102 三宅島三宅村　伊豆４７０

中　坪　崇　敏

八丈町立大賀郷中学校長 〒100-1401 八丈町大賀郷３０７３

野　田　博　之

小笠原村立小笠原中学校長 〒100-2101 小笠原村　父島字宮之浜道

武　 内 　　亮

東京都立桜修館中等教育学校長 〒152-0023 目黒区八雲１－１－２

信　岡　新　吾

都立学校教育部入学選抜担当課長 〒163-8001 新宿区西新宿２－８－１

久 保 田　  聡

調査委員長所属校住所・電話番号

昭島市 昭島市役所 1月6日

調布市 調布市教育会館 1月6日

町田市 町田市役所 1月7日

小金井市
小金井市立

小金井第二中学校
1月7日

小平市 小平市役所本庁舎 1月5日

日野市 日野市役所 1月7日

東村山市
東村山市役所
いきいきプラザ

1月7日

国分寺市 国分寺市役所 1月6日

国立市 国立市役所 1月7日

福生市 福生市役所 1月6日

狛江市 狛江市防災センター 1月6日

東大和市 東大和市役所 1月6日

清瀬市 清瀬市役所 1月8日

東久留米市 東久留米市役所 1月6日

武蔵村山市
武蔵村山市
教育センター

1月7日

多摩市
多摩市立
鶴牧中学校

1月6日

稲城市 稲城市役所 1月7日

羽村市 羽村市役所 1月7日

あきる野市 あきる野市役所 1月6日

西東京市
西東京市役所
田無第二庁舎

1月7日

西多摩郡 檜原村役場 1月6日

大島町
大島町立
第一中学校

1月8日

利島村・新島村
東京都教職員研修

センター
1月6日

神津島村
東京都教職員研修

センター
1月6日

三宅村・御蔵島村
東京都教育庁
三宅出張所

1月6日

八丈町・青ヶ島村 東京都八丈支庁 1月5日

小笠原村
小笠原村立
小笠原中学校

1月5日

都立中学校・
中等教育学校

都庁内会議室 1月7日

私立中学校等 都庁内会議室 1月7日
03（5320）6745

－240－



別表12

区市町村名等 区市町村名等

〒101-0003 〒166-0013

〒104-0061 〒171-0051

〒105-0003 〒114‐0002

〒161-0031 〒116-0001

〒112-0003 〒175-0083

〒110-0002 〒176-0025

〒131-0033 〒120-0003

〒135-0004 〒125-0061

〒141-0033 〒132-0025

〒153-0043 〒192-0363

〒146-0094 〒190-0002

〒154-0004 〒180-0006

〒150-0001 〒181-0013

〒165-0022 〒198-0003

武蔵野市立第一中学校長
武蔵野市中町３－９－５

三鷹市下連雀９－１０－１
三鷹市立第一中学校長

青梅市小曾木４－２０４０
青梅市立第六中学校長

東京都北区王子６－３－２３
北区立明桜中学校長

東京都荒川区町屋５－１２－６
荒川区立原中学校長

板橋区徳丸４－１３－１
板橋区立赤塚第一中学校長

練馬区中村南１－３２－２１
練馬区立中村中学校長

足立区東和３－１７－１５
足立区立蒲原中学校長

葛飾区亀有１－２３－１
葛飾区立亀有中学校長

菊　本　　　巧

東京都江戸川区松江７－１６－１８
江戸川区立松江第六中学校長

東京都八王子市別所２－２８
八王子市立別所中学校長

渋谷区神宮前５－５３－１８
渋谷区立松濤中学校長

中野区江古田２－９－１１

武　田　尚　之

中野区立第七中学校長

中央区銀座８－１９－１５
中央区立銀座中学校長

東京都港区西新橋３－２５－３０
港区立御成門中学校長

新宿区西落合１－６－５
新宿区立落合第二中学校長

平　松　功　治

文京区春日１－９－３１
文京区立第三中学校長

阿　部　俊　幸

大　川　直　樹

郵便番号・電話番号・住所・職名・氏名 郵便番号・電話番号・住所・職名・氏名

杉並区

若　尾　美　暢

千代田区

盛　谷　　　樹

千代田区一ツ橋２－６－１４
千代田区立神田一橋中学校長

杉並区堀ノ内１－３－１
杉並区立泉南中学校長

東京都豊島区長崎５－３１－２９
豊島区立明豊中学校長

中野区

村　田　浩　文

山　本　英　行

村　松　弘　一

矢　部　直　意

豊島区

練馬区

荒川区

板橋区

新宿区

中　村　哲　也

江東区

小　山　千　景

目黒区

西　田　友　幸

鈴　木　政　宏

墨田区

令和８年度選抜用評定等確認表の区市町村別送付先一覧

中央区

文京区

港区

菊　池　修　一

武蔵野市

井　出　忠　男

世田谷区

大田区

佐　藤　　　彰

渋谷区

上　村　　　諭

中　嶋　建一郎

三鷹市

青梅市

宮　城　洋　之

岩　崎　浩　示

北区

足立区

小　出　和　正

東京都江東区森下４－９－２２
江東区立深川第一中学校長

品川区西品川３－１０－６

台東区上野桜木１－１４－５５
台東区立上野中学校長

墨田区向島４－２５－２２
墨田区立墨田中学校長

品川区立大崎中学校長

目黒区東山１－２４－３１
目黒区立東山中学校長

実　松　美智代

大田区立安方中学校長

世田谷区太子堂３－２７－１７

大田区東矢口２－１－１

世田谷区立太子堂中学校長

台東区

中　嶋　昭　江

葛飾区

江戸川区

小 野 満　　賢

立川市

宮　本　尚　登

井　上　春　好

八王子市

品川区

立川市立立川第四中学校長
立川市幸町５－４９－１

委員会
番号

区市町村名等 調査会場 調査予定日 調査委員長職・氏名

昭島市立昭和中学校長 〒196-0033 昭島市東町２－６－２２

渡　 部 　　尚

調布市立第七中学校長 〒182-0015 調布市八雲台２－１６－１

山　 田 　　勝

町田市立鶴川中学校長 〒195-0064 町田市小野路町１９０５－１

大　石　眞　二

小金井市立小金井第二中学校長 〒184-0012 小金井市中町１－８－２５

清　水　裕　径

小平市立花小金井南中学校長 〒187-0003 小平市花小金井南町１－９－１

荒　 木 　　忍

日野市立大坂上中学校長 〒191-0061 日野市大坂上４－１７－１

馬　場　章　夫

東村山市立東村山第三中学校長 〒189-0012 東村山市萩山町５－２－１

荒　井　亮　宏

国分寺市立第二中学校長 〒185-0011 国分寺市本多１－２－１７

榎　本　圭　志

国立市立国立第二中学校長 〒186ｰ0003 国立市富士見台３－３０

黒　田　宏　一

福生市立福生第一中学校長 〒197-0003 福生市熊川８４５

金　子　敏　治

狛江市立狛江第四中学校長 〒201-0002 狛江市東野川４－１－１

工　 藤 　　聡

東大和市立第四中学校長 〒207-0021 東大和市立野２－６－２

立　 川 　　裕

清瀬市立清瀬第三中学校長 〒204-0002 清瀬市旭が丘１－２６２

井　 上 　　隆

東久留米市立大門中学校長 〒203-0011 東久留米市大門町２－１３－８

梶　原　孝　恒

武蔵村山市立第四中学校長 〒208-0013 武蔵村山市大南２－７９－１

福　泉　宏　介

多摩市立鶴牧中学校長 〒 206-0034 多摩市鶴牧６－５－１

森　 田 　　剛

稲城市立稲城第四中学校長 〒206-0811 稲城市押立１７６８

橘　　 太 　造

羽村市立羽村第二中学校長 〒205-0013 羽村市富士見平１－１６

清　水　大　史

あきる野市立増戸中学校長 〒190-0142 あきる野市伊奈１１８１

脇　本　達　也

西東京市立田無第三中学校長 〒188-0014 西東京市西原町３－４－１

大久保　順　子

檜原村立檜原中学校長 〒190-0214 檜原村５７５

中　村　祐　子

大島町立第一中学校長 〒100-0101 大島町元町字小清水

重　末　祐　介

新島村立式根島中学校長 〒100-0511 新島村式根島１６６

河　 津 　　力

神津島村立神津中学校長 〒100-0601 神津島村１７４１

川　元　泰　史

三宅村立三宅中学校長 〒100-1102 三宅島三宅村　伊豆４７０

中　坪　崇　敏

八丈町立大賀郷中学校長 〒100-1401 八丈町大賀郷３０７３

野　田　博　之

小笠原村立小笠原中学校長 〒100-2101 小笠原村　父島字宮之浜道

武　 内 　　亮

東京都立桜修館中等教育学校長 〒152-0023 目黒区八雲１－１－２

信　岡　新　吾

都立学校教育部入学選抜担当課長 〒163-8001 新宿区西新宿２－８－１

久 保 田　  聡

調査委員長所属校住所・電話番号

昭島市 昭島市役所 1月6日

調布市 調布市教育会館 1月6日

町田市 町田市役所 1月7日

小金井市
小金井市立

小金井第二中学校
1月7日

小平市 小平市役所本庁舎 1月5日

日野市 日野市役所 1月7日

東村山市
東村山市役所
いきいきプラザ

1月7日

国分寺市 国分寺市役所 1月6日

国立市 国立市役所 1月7日

福生市 福生市役所 1月6日

狛江市 狛江市防災センター 1月6日

東大和市 東大和市役所 1月6日

清瀬市 清瀬市役所 1月8日

東久留米市 東久留米市役所 1月6日

武蔵村山市
武蔵村山市
教育センター

1月7日

多摩市
多摩市立
鶴牧中学校

1月6日

稲城市 稲城市役所 1月7日

羽村市 羽村市役所 1月7日

あきる野市 あきる野市役所 1月6日

西東京市
西東京市役所
田無第二庁舎

1月7日

西多摩郡 檜原村役場 1月6日

大島町
大島町立
第一中学校

1月8日

利島村・新島村
東京都教職員研修

センター
1月6日

神津島村
東京都教職員研修

センター
1月6日

三宅村・御蔵島村
東京都教育庁
三宅出張所

1月6日

八丈町・青ヶ島村 東京都八丈支庁 1月5日

小笠原村
小笠原村立
小笠原中学校

1月5日

都立中学校・
中等教育学校

都庁内会議室 1月7日

私立中学校等 都庁内会議室 1月7日
03（5320）6745
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別表

追検査実施方法一覧
 
 
本別表は、各学校が追検査を実施する際の実施方法をまとめたものです。各学校は、本別表に基づき選考を実施します。 
 

１ 学校設定検査は、社会・理科の内容を含む検査とし、検査方法としては、個人面接、小論文又は作文、学力検査の中から、

学校設定検査を実施する各学校が適切に定めます。 
２ 学校設定検査、面接、小論文又は作文、実技検査を行う学校においては、学校設定検査、面接、小論文又は作文、実技検

査のそれぞれの結果を点数化したもの（学校設定検査点、面接点、小論文・作文点、実技検査点）の満点を適切に定めます。 
３ 調査書点の満点は、評定の満点を換算したものです。 

なお、評定の満点は、原則として、学力検査（国語・数学・英語）に加え学校設定検査を実施する場合は 点、学力検査

（国語・数学・英語）３教科のみの場合は 点となります。 
 
 
 
 
 

※ 学力検査及び学校設定検査を実施する教科の評定を１倍、学力検査及び学校設定検査を実施しない教科の評定を２

倍として算出したものです。 
４ 学力検査の得点及び学校設定検査点と調査書点の合計を総合得点とします。学力検査の得点と調査書点との比率が７：３

の学校で、学校設定検査を実施する場合、総合得点は、学力検査の得点に学校設定検査点を加えた点数を、 点満点に換

算します。 
５ 総合得点に、面接点、小論文・作文点、実技検査点を加算した得点を、総合成績とします。 
６ 面接の欄に記してある「個人」は個人面接を実施することを示しています。 
７ その他 

各学校の学力検査以外の検査の内容については、別表１４（ ～ ）に掲載しています。

 
 

調査書点の算出方法

×各受検者の調査書点 
調査書点の満点 

評定の満点 
＝ 各受検者の評定の得点（※）

区市町村名等 区市町村名等郵便番号・電話番号・住所・職名・氏名 郵便番号・電話番号・住所・職名・氏名

〒183-0042 〒208-0013

〒196-0033 〒206-0034

〒182-0015 〒206-0811

〒195-0064 〒205-0013

〒184-0012 〒190-0142

〒187-0003 〒188-0004

〒191-0061 〒190-0214

〒189-0012 〒100-0101

〒185-0011 〒100-0511

〒186-0003 〒100-0601

〒197-0003 〒100-1102

〒201-0002 〒100-1401

〒207-0021 〒100-2101

〒204-0002 〒152-0023

〒203-0011

神津島村立神津中学校長

三宅島三宅村伊豆４７０
三宅村立三宅中学校長

八丈町大賀郷３０７３
八丈町立大賀郷中学校長

檜原村立檜原中学校長

大島町元町字小清水
大島町立第一中学校長

新島村式根島１６６

多摩市立鶴牧中学校長

稲城市押立１７６８
稲城市立稲城第四中学校長

福　泉　宏　介

森　田　　　剛

新島村立式根島中学校長

神津島村１７４１

羽村市富士見平１－１６
羽村市立羽村第二中学校長

あきる野市伊奈１１８１
あきる野市立増戸中学校長

西東京市西原町３－４－１
西東京市立田無第三中学校長

大久保　順　子

東京都西多摩郡檜原村５７５

武蔵村山市大南２－７９－１
武蔵村山市立第四中学校長

多摩市鶴牧６－５－１

橘　　　太　造

清　水　大　史

脇　本　達　也

大　石　眞　二

東久留米市立大門中学校長

目黒区八雲１－１－２
都立桜修館中等教育学校長

都立中学校・
中等教育学校

信　岡　新　吾井　上　　　隆

府中市武蔵台２－４
府中市立府中第七中学校長

昭島市東町２－６－２２
昭島市立昭和中学校長

あきる野市

清　水　裕　径

昭島市

渡　部　　　尚

調布市

東久留米市

梶　原　孝　恒

東大和市

国分寺市

国立市

榎　本　圭　志

黒　田　宏　一

国分寺市立第二中学校長

東京都国立市富士見台３－３０

福生市

狛江市

金　子　敏　治

工　藤　　　聡

国立市立国立第二中学校長

国分寺市本多１－２－１７

福生市熊川８４５
福生市立福生第一中学校長

東京都狛江市東野川４－１－１
狛江市立狛江第四中学校長

東大和市立野２－６－２
東大和市立第四中学校長

清瀬市旭が丘１－２６２
清瀬市立清瀬第三中学校長

東京都東久留米市大門２－１３－８

神津島村

羽村市

東村山市

町田市

小金井市

小平市

日野市
東京都日野市大坂上４－１７－１
日野市立大坂上中学校長

山　田　　　勝

菅　原　尚　志

府中市

清瀬市

西東京市

馬　場　章　夫

多摩市

小笠原村

稲城市

西多摩郡

三宅村及び
御蔵島村

大島町

利島村及び
新島村

八丈町及び
青ヶ島村

小平市花小金井南町１－９－１
小平市立花小金井南中学校長

東村山市萩山町５－２－１
東村山市立第三中学校長

荒　木　　　忍

荒　井　亮　宏

立　川　　　裕

調布市八雲台２－１６－１
調布市立第七中学校長

町田市小野路町１９０５－１
町田市立鶴川中学校長

小金井市中町１－８－２５
小金井市立小金井第二中学校長

武蔵村山市

武　内　　　亮

中　村　祐　子

重　末　祐　介

河　津　　　力

川　元　泰　史

小笠原村立小笠原中学校長
東京都小笠原村父島字宮之浜道

中　坪　崇　敏

野　田　博　之
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別表

追検査実施方法一覧
 
 
本別表は、各学校が追検査を実施する際の実施方法をまとめたものです。各学校は、本別表に基づき選考を実施します。 
 

１ 学校設定検査は、社会・理科の内容を含む検査とし、検査方法としては、個人面接、小論文又は作文、学力検査の中から、

学校設定検査を実施する各学校が適切に定めます。 
２ 学校設定検査、面接、小論文又は作文、実技検査を行う学校においては、学校設定検査、面接、小論文又は作文、実技検

査のそれぞれの結果を点数化したもの（学校設定検査点、面接点、小論文・作文点、実技検査点）の満点を適切に定めます。 
３ 調査書点の満点は、評定の満点を換算したものです。 

なお、評定の満点は、原則として、学力検査（国語・数学・英語）に加え学校設定検査を実施する場合は 点、学力検査

（国語・数学・英語）３教科のみの場合は 点となります。 
 
 
 
 
 

※ 学力検査及び学校設定検査を実施する教科の評定を１倍、学力検査及び学校設定検査を実施しない教科の評定を２

倍として算出したものです。 
４ 学力検査の得点及び学校設定検査点と調査書点の合計を総合得点とします。学力検査の得点と調査書点との比率が７：３

の学校で、学校設定検査を実施する場合、総合得点は、学力検査の得点に学校設定検査点を加えた点数を、 点満点に換

算します。 
５ 総合得点に、面接点、小論文・作文点、実技検査点を加算した得点を、総合成績とします。 
６ 面接の欄に記してある「個人」は個人面接を実施することを示しています。 
７ その他 

各学校の学力検査以外の検査の内容については、別表１４（ ～ ）に掲載しています。

 
 

調査書点の算出方法

×各受検者の調査書点 
調査書点の満点 

評定の満点 
＝ 各受検者の評定の得点（※）

区市町村名等 区市町村名等郵便番号・電話番号・住所・職名・氏名 郵便番号・電話番号・住所・職名・氏名

〒183-0042 〒208-0013

〒196-0033 〒206-0034

〒182-0015 〒206-0811

〒195-0064 〒205-0013

〒184-0012 〒190-0142

〒187-0003 〒188-0004

〒191-0061 〒190-0214

〒189-0012 〒100-0101

〒185-0011 〒100-0511

〒186-0003 〒100-0601

〒197-0003 〒100-1102

〒201-0002 〒100-1401

〒207-0021 〒100-2101

〒204-0002 〒152-0023

〒203-0011

神津島村立神津中学校長

三宅島三宅村伊豆４７０
三宅村立三宅中学校長

八丈町大賀郷３０７３
八丈町立大賀郷中学校長

檜原村立檜原中学校長

大島町元町字小清水
大島町立第一中学校長

新島村式根島１６６

多摩市立鶴牧中学校長

稲城市押立１７６８
稲城市立稲城第四中学校長

福　泉　宏　介

森　田　　　剛

新島村立式根島中学校長

神津島村１７４１

羽村市富士見平１－１６
羽村市立羽村第二中学校長

あきる野市伊奈１１８１
あきる野市立増戸中学校長

西東京市西原町３－４－１
西東京市立田無第三中学校長

大久保　順　子

東京都西多摩郡檜原村５７５

武蔵村山市大南２－７９－１
武蔵村山市立第四中学校長

多摩市鶴牧６－５－１

橘　　　太　造

清　水　大　史

脇　本　達　也

大　石　眞　二

東久留米市立大門中学校長

目黒区八雲１－１－２
都立桜修館中等教育学校長

都立中学校・
中等教育学校

信　岡　新　吾井　上　　　隆

府中市武蔵台２－４
府中市立府中第七中学校長

昭島市東町２－６－２２
昭島市立昭和中学校長

あきる野市

清　水　裕　径

昭島市

渡　部　　　尚

調布市

東久留米市

梶　原　孝　恒

東大和市

国分寺市

国立市

榎　本　圭　志

黒　田　宏　一

国分寺市立第二中学校長

東京都国立市富士見台３－３０

福生市

狛江市

金　子　敏　治

工　藤　　　聡

国立市立国立第二中学校長

国分寺市本多１－２－１７

福生市熊川８４５
福生市立福生第一中学校長

東京都狛江市東野川４－１－１
狛江市立狛江第四中学校長

東大和市立野２－６－２
東大和市立第四中学校長

清瀬市旭が丘１－２６２
清瀬市立清瀬第三中学校長

東京都東久留米市大門２－１３－８

神津島村

羽村市

東村山市

町田市

小金井市

小平市

日野市
東京都日野市大坂上４－１７－１
日野市立大坂上中学校長

山　田　　　勝

菅　原　尚　志

府中市

清瀬市

西東京市

馬　場　章　夫

多摩市

小笠原村

稲城市

西多摩郡

三宅村及び
御蔵島村

大島町

利島村及び
新島村

八丈町及び
青ヶ島村

小平市花小金井南町１－９－１
小平市立花小金井南中学校長

東村山市萩山町５－２－１
東村山市立第三中学校長

荒　木　　　忍

荒　井　亮　宏

立　川　　　裕

調布市八雲台２－１６－１
調布市立第七中学校長

町田市小野路町１９０５－１
町田市立鶴川中学校長

小金井市中町１－８－２５
小金井市立小金井第二中学校長

武蔵村山市

武　内　　　亮

中　村　祐　子

重　末　祐　介

河　津　　　力

川　元　泰　史

小笠原村立小笠原中学校長
東京都小笠原村父島字宮之浜道

中　坪　崇　敏

野　田　博　之
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杉 並 3月10日

豊 多 摩 3月10日

西 3月10日

豊 島 3月10日

文 京 3月10日

竹 台 3月10日

板 橋 3月10日

大 山 3月10日

北 園 3月10日

高 島 3月10日

井 草 3月10日

石 神 井 3月10日

田 柄 3月10日

練 馬 3月10日

光 丘 3月10日

青 井 3月10日

足 立 3月10日

足 立 新 田 3月10日

足 立 西 3月10日

江 北 3月10日

淵 江 3月10日

葛 飾 野 3月10日

南 葛 飾 3月10日

江 戸 川 3月10日

葛 西 南 3月10日

小 岩 3月10日

小 松 川 3月10日

篠 崎 3月10日

紅 葉 川 3月10日

片 倉 3月10日

八 王 子 北 3月10日

八 王 子 東 3月10日

富 士 森 3月10日

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英

－

個人
－ －

個人

国数英

個人
－ －

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

７：３

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 －

－

個人
－

－

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査

国数英 －

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

小

論

文

・

作

文

個人
－ －

－

国数英

国数英

国数英

学 校 名

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英

－ － －

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

社理音美体技・家 ７：３

－－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

７：３
個人

－

個人
－ －

－

－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英

個人
－ －

個人
－ －

－ －

個人

－ 国数英 社理音美体技・家

国数英 － － －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ 国数英 社理音美体技・家

個人
－

社理音美体技・家 ７：３

－

個人
－ －

－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ － － －

個人
－ －

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － － 国数英 社理音美体技・家

－ － －

－

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

個人
－ －

調

査

書

面

接

実

技

検

査

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人 作文

国数英 社理音美体技・家 ７：３－

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英 － － －

－

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英 － －

国数英

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

７：３
個人

－ －

－ － 国数英 社理音美体技・家

－ －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－国数英

－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ －

７：３

－ － －

１　都立高等学校・全日制課程

(1) 普通教育を主とする学科

日 比 谷 3月10日

三 田 3月10日

戸 山 3月10日

竹 早 3月10日

向 丘 3月10日

上 野 3月10日

日 本 橋 3月10日

本 所 3月10日

城 東 3月10日

東 3月10日

深 川 3月10日

大 崎 3月10日

小 山 台 3月10日

八 潮 3月10日

駒 場 3月10日

目 黒 3月10日

大 森 3月10日

田 園 調 布 3月10日

雪 谷 3月10日

桜 町 3月10日

千 歳 丘 3月10日

松 原 3月10日

青 山 3月10日

広 尾 3月10日

鷺 宮 3月10日

武 蔵 丘 3月10日

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－

－

－

個人
－ －

個人
－

－

－

個人

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

個人
－ －

－ － －

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

個人
－

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英社理 音美体技・家 ７：３

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

個人
－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ － － －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

個人
－ －

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

音美体技・家 ７：３

－ 国数英 社理音美体技・家

－ － －

個人
－－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

個人

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ 国数英社理 音美体技・家 ７：３

－ －

－

－

国数英

国数英 － － －

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

社理音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ 国数英社理

－ －

－ －

－

－ －

－

－

－

－

－

個人

－

－ － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家

国数英
個人

－

－

－

個人
－

－

国数英

７：３国数英
個人

７：３－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

備　　　　考

教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

学力検査及び学校設定検査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

国数英
（共通問題）

学力検査 学校設定検査

評定を２倍とし
て扱う教科

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

－

－ －

－

－国数英

国数英

国数英

国数英 － －

国数英

－
個人

－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ － － －

国数英社理 音美体技・家 ７：３
個人 小論文

国数英
個人

－

－

－ －

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － －

－

－

個人
－

国数英 － － －

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英
個人

－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３

－

－244－



杉 並 3月10日

豊 多 摩 3月10日

西 3月10日

豊 島 3月10日

文 京 3月10日

竹 台 3月10日

板 橋 3月10日

大 山 3月10日

北 園 3月10日

高 島 3月10日

井 草 3月10日

石 神 井 3月10日

田 柄 3月10日

練 馬 3月10日

光 丘 3月10日

青 井 3月10日

足 立 3月10日

足 立 新 田 3月10日

足 立 西 3月10日

江 北 3月10日

淵 江 3月10日

葛 飾 野 3月10日

南 葛 飾 3月10日

江 戸 川 3月10日

葛 西 南 3月10日

小 岩 3月10日

小 松 川 3月10日

篠 崎 3月10日

紅 葉 川 3月10日

片 倉 3月10日

八 王 子 北 3月10日

八 王 子 東 3月10日

富 士 森 3月10日

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英

－

個人
－ －

個人

国数英

個人
－ －

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

７：３

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 －

－

個人
－

－

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査

国数英 －

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

小

論

文

・

作

文

個人
－ －

－

国数英

国数英

国数英

学 校 名

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英

－ － －

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

社理音美体技・家 ７：３

－－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

７：３
個人

－

個人
－ －

－

－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英

個人
－ －

個人
－ －

－ －

個人

－ 国数英 社理音美体技・家

国数英 － － －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ 国数英 社理音美体技・家

個人
－

社理音美体技・家 ７：３

－

個人
－ －

－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ － － －

個人
－ －

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － － 国数英 社理音美体技・家

－ － －

－

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

個人
－ －

調

査

書

面

接

実

技

検

査

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人 作文

国数英 社理音美体技・家 ７：３－

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英 － － －

－

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英 － －

国数英

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

７：３
個人

－ －

－ － 国数英 社理音美体技・家

－ －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－国数英

－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ －

７：３

－ － －

１　都立高等学校・全日制課程

(1) 普通教育を主とする学科

日 比 谷 3月10日

三 田 3月10日

戸 山 3月10日

竹 早 3月10日

向 丘 3月10日

上 野 3月10日

日 本 橋 3月10日

本 所 3月10日

城 東 3月10日

東 3月10日

深 川 3月10日

大 崎 3月10日

小 山 台 3月10日

八 潮 3月10日

駒 場 3月10日

目 黒 3月10日

大 森 3月10日

田 園 調 布 3月10日

雪 谷 3月10日

桜 町 3月10日

千 歳 丘 3月10日

松 原 3月10日

青 山 3月10日

広 尾 3月10日

鷺 宮 3月10日

武 蔵 丘 3月10日

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－

－

－

個人
－ －

個人
－

－

－

個人

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

個人
－ －

－ － －

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

個人
－

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英社理 音美体技・家 ７：３

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

個人
－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ － － －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

個人
－ －

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

音美体技・家 ７：３

－ 国数英 社理音美体技・家

－ － －

個人
－－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

個人

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ 国数英社理 音美体技・家 ７：３

－ －

－

－

国数英

国数英 － － －

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

社理音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ 国数英社理

－ －

－ －

－

－ －

－

－

－

－

－

個人

－

－ － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家

国数英
個人

－

－

－

個人
－

－

国数英

７：３国数英
個人

７：３－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

備　　　　考

教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

学力検査及び学校設定検査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

国数英
（共通問題）

学力検査 学校設定検査

評定を２倍とし
て扱う教科

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

－

－ －

－

－国数英

国数英

国数英

国数英 － －

国数英

－
個人

－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ － － －

国数英社理 音美体技・家 ７：３
個人 小論文

国数英
個人

－

－

－ －

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － －

－

－

個人
－

国数英 － － －

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英
個人

－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３

－

－245－



狛 江 3月10日

東 大 和 3月10日

東 大 和 南 3月10日

清 瀬 3月10日

久 留 米 西 3月10日

武 蔵 村 山 3月10日

永 山 3月10日

羽 村 3月10日

五 日 市 3月10日

田 無 3月10日

保 谷 3月10日

大 島 3月10日

新 島 3月10日

神 津 3月10日

三 宅 3月10日

八 丈 3月10日

小 笠 原 3月10日

（２）　普通教育を主とする学科（コース）　　

深 川
（外国語）

3月10日

片 倉
（造形美術）

3月10日

松 が 谷
（外国語）

3月10日

小 平
（外国語）

3月10日

学 校 名

追　　　　検　　　　査

：

調

査

書

総

合

成

績

の

満

点

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学力検査について、英語を
1.6倍とする。

学力検査について、英語を２
倍とする。

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英
（共通問題）

－

学力検査及び学校設定検査

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

学力検査

国数英

国数英

国数英

学 校 名

－ －

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－

国数英

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

素描

国数英

－

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英－ －

社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

個人
－ －

－ － 社理音美体技・家 ７：３

－

社理音美体技・家 ７：３

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

－

－

－

－

－ － － 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英

社理音美体技・家 ７：３

満　　　　　　　　点

－

個人
－ －

調

査

書

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書

評定を２倍とし
て扱う教科

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い

－ － 国数英
個人

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－ －

個

人

面

接

－ － －

－ － －

－ － －

－ － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

社理音美体技・家 ７：３

－ －

国数英
個人

－

個人
－ －

－

個人
－

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－

国数英 社理音美体技・家

個人

－

－ － － ７：３

－

個人
－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－

－ －

－ －

個人

－

松 が 谷 3月10日

立 川 3月10日

武 蔵 野 北 3月10日

多 摩 3月10日

府 中 3月10日

府 中 西 3月10日

府 中 東 3月10日

昭 和 3月10日

拝 島 3月10日

神 代 3月10日

調 布 北 3月10日

調 布 南 3月10日

小 川 3月10日

成 瀬 3月10日

野 津 田 3月10日

町 田 3月10日

山 崎 3月10日

小 金 井 北 3月10日

小 平 3月10日

小 平 西 3月10日

小 平 南 3月10日

日 野 3月10日

日 野 台 3月10日

南 平 3月10日

東 村 山 西 3月10日

国 立 3月10日

福 生 3月10日－ 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

社理音美体技・家 ７：３－ － －

－

－

－

－
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

国数英 － － 国数英

国数英 － －

－ － －

－

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英

社理音美体技・家

個人

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

備　　　　考

－

－

学力検査

－ －

－

－ －

調

査

書

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

個人
－ －

７：３

－

国数英 社理音美体技・家

７：３
個人

－

７：３

個人

－ －

－ －

個人

総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

－

－

個人

個人

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英
（共通問題）

学 校 名

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

７：３社理音美体技・家国数英－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英

国数英

７：３－ － －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査

個人
－ －

－

－

個人
－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ － － －

－ － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

社理音美体技・家 ７：３－
個人

－ －

－

－

個人
－

国数英

－

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家

国数英社理

－ －

－ － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

個人
－

個人
－

－

国数英 社理音美体技・家

－ － 国数英 社理音美体技・家

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

－ －

－

－

個人
－－

－

７：３
個人

－ －

－

－－ 国数英社理 音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家

７：３

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

面

接

調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点

－ －

－

－

－ － －

－

－ － －

国数英 －

－

－

－ － －音美体技・家 ７：３

－ －

－ － －

個人
－

個人
－

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－246－



狛 江 3月10日

東 大 和 3月10日

東 大 和 南 3月10日

清 瀬 3月10日

久 留 米 西 3月10日

武 蔵 村 山 3月10日

永 山 3月10日

羽 村 3月10日

五 日 市 3月10日

田 無 3月10日

保 谷 3月10日

大 島 3月10日

新 島 3月10日

神 津 3月10日

三 宅 3月10日

八 丈 3月10日

小 笠 原 3月10日

（２）　普通教育を主とする学科（コース）　　

深 川
（外国語）

3月10日

片 倉
（造形美術）

3月10日

松 が 谷
（外国語）

3月10日

小 平
（外国語）

3月10日

学 校 名

追　　　　検　　　　査

：

調

査

書

総

合

成

績

の

満

点

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学力検査について、英語を
1.6倍とする。

学力検査について、英語を２
倍とする。

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英
（共通問題）

－

学力検査及び学校設定検査

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

学力検査

国数英

国数英

国数英

学 校 名

－ －

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－

国数英

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

素描

国数英

－

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英－ －

社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

個人
－ －

－ － 社理音美体技・家 ７：３

－

社理音美体技・家 ７：３

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

－

－

－

－

－ － － 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英

社理音美体技・家 ７：３

満　　　　　　　　点

－

個人
－ －

調

査

書

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書

評定を２倍とし
て扱う教科

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い

－ － 国数英
個人

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－ －

個

人

面

接

－ － －

－ － －

－ － －

－ － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

社理音美体技・家 ７：３

－ －

国数英
個人

－

個人
－ －

－

個人
－

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－

国数英 社理音美体技・家

個人

－

－ － － ７：３

－

個人
－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－

－ －

－ －

個人

－

松 が 谷 3月10日

立 川 3月10日

武 蔵 野 北 3月10日

多 摩 3月10日

府 中 3月10日

府 中 西 3月10日

府 中 東 3月10日

昭 和 3月10日

拝 島 3月10日

神 代 3月10日

調 布 北 3月10日

調 布 南 3月10日

小 川 3月10日

成 瀬 3月10日

野 津 田 3月10日

町 田 3月10日

山 崎 3月10日

小 金 井 北 3月10日

小 平 3月10日

小 平 西 3月10日

小 平 南 3月10日

日 野 3月10日

日 野 台 3月10日

南 平 3月10日

東 村 山 西 3月10日

国 立 3月10日

福 生 3月10日－ 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

社理音美体技・家 ７：３－ － －

－

－

－

－
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

国数英 － － 国数英

国数英 － －

－ － －

－

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英

社理音美体技・家

個人

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

備　　　　考

－

－

学力検査

－ －

－

－ －

調

査

書

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

個人
－ －

７：３

－

国数英 社理音美体技・家

７：３
個人

－

７：３

個人

－ －

－ －

個人

総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

－

－

個人

個人

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英
（共通問題）

学 校 名

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

７：３社理音美体技・家国数英－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英

国数英

７：３－ － －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査

個人
－ －

－

－

個人
－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ － － －

－ － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

社理音美体技・家 ７：３－
個人

－ －

－

－

個人
－

国数英

－

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家

国数英社理

－ －

－ － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

個人
－

個人
－

－

国数英 社理音美体技・家

－ － 国数英 社理音美体技・家

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

－ －

－

－

個人
－－

－

７：３
個人

－ －

－

－－ 国数英社理 音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家

７：３

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

面

接

調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点

－ －

－

－

－ － －

－

－ － －

国数英 －

－

－

－ － －音美体技・家 ７：３

－ －

－ － －

個人
－

個人
－

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

－247－



（６）　専門教育を主とする学科　　

　（6－1）　農業に関する学科　　

園 芸 3月10日

農 芸 3月10日

農 産 3月10日

農 業 3月10日

瑞 穂 農 芸 3月10日

　（6－2）　工業に関する学科　　

工 芸 3月10日

蔵 前 工 科 3月10日

墨 田 工 科 3月10日

総 合 工 科 3月10日

杉 並 工 科 3月10日

荒 川 工 科 3月10日

北豊島工科 3月10日

足 立 工 科 3月10日

葛 西 工 科 3月10日

府 中 工 科 3月10日

町 田 工 科 3月10日

多 摩 工 科 3月10日

田 無 工 科 3月10日

国数英 － －

学 校 名

個人
－ －国数英 社理音美体技・家 ７：３

個人
－

－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

－

７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家

－

－ ７：３

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家

－

－

７：３－

－ － －

個人

個人

－ －

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

満　　　　　　　　点

実

技

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

面

接

小

論

文

・

作

文

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

国数英 社理音美体技・家

国数英

－

個人
－ －

－

個人
－

－

個人
－ －

－

－

－

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英
（共通問題）

国数英
（共通問題）

個人
－ －

－ －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ － －
個人

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － － 国数英 社理音美体技・家

－

個人
－

－

７：３

社理音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － －

－

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

個人
－

－

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ －

個人
－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

７：３

－ －

７：３

－ －

個人
－－ －

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

－

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

－

－

国数英社理 音美体技・家 ７：３

－ －

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

－

国数英 社理音美体技・家

－ －

（３）　普通教育を主とする学科（エンカレッジスクール）　　

蒲 田 3月10日

足 立 東 3月10日

東 村 山 3月10日

秋 留 台 3月10日

（４）　普通教育を主とする学科（進学重視型単位制）　　

新 宿 3月10日

墨 田 川 3月10日

国 分 寺 3月10日

（５）　普通教育を主とする学科（単位制）　　

忍 岡 3月10日

美 原 3月10日

深 沢 3月10日

芦 花 3月10日

飛 鳥 3月10日

板 橋 有 徳 3月10日

大 泉 桜 3月10日

翔 陽 3月10日

上 水 3月10日

－ －

－ －
個人 小論文

－

－ －
個人 作文

－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

７：３
個人

－ －国数英 社理音美体技・家

個人
－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査

国数英

国数英

国数英 －

国数英社理 音美体技・家 ７：３ － － －

国数英社理

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

実

技

検

査

－

－

個人

国数英

国数英

国数英

国数英

学力検査

国数英

国数英

国数英
（共通問題）

国数英
（共通問題）

国数英

国数英

学力検査

実施しない

実施しない

実施しない

実施しない

学力検査 学校設定検査

－

－ － ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

－ 国数英 社理音美体技・家 －

－

－ － －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英社理 音美体技・家 ７：３
個人

－

－

個人
－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ － －

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

面

接

小

論

文

・

作

文

調　査　書

－ － － 国数英 社理音美体技・家

－ － －

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

個人 作文
－

観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）

観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）

観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）

観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）

教科の評定の扱い

－

実

技

検

査

－
個人 小論文

小

論

文

・

作

文

学

力

検

査

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－ －

個人
－ －

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

音美体技・家 ７：３

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－

－ － －

小

論

文

・

作

文

７：３
個人

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

個人
－

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家
個人

－ －

*1 受検者ごとに７：３と10：０そ
れぞれの比率に基づき学力検査の
得点と調査書点の合計を算出した
上で、いずれか高い方を当該受検
者の選考に用いる。

社

・

理

の

内

容

を

含

む
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（６）　専門教育を主とする学科　　

　（6－1）　農業に関する学科　　

園 芸 3月10日

農 芸 3月10日

農 産 3月10日

農 業 3月10日

瑞 穂 農 芸 3月10日

　（6－2）　工業に関する学科　　

工 芸 3月10日

蔵 前 工 科 3月10日

墨 田 工 科 3月10日

総 合 工 科 3月10日

杉 並 工 科 3月10日

荒 川 工 科 3月10日

北豊島工科 3月10日

足 立 工 科 3月10日

葛 西 工 科 3月10日

府 中 工 科 3月10日

町 田 工 科 3月10日

多 摩 工 科 3月10日

田 無 工 科 3月10日

国数英 － －

学 校 名

個人
－ －国数英 社理音美体技・家 ７：３

個人
－

－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

－

７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家

－

－ ７：３

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家

－

－

７：３－

－ － －

個人

個人

－ －

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

満　　　　　　　　点

実

技

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

面

接

小

論

文

・

作

文

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

国数英 社理音美体技・家

国数英

－

個人
－ －

－

個人
－

－

個人
－ －

－

－

－

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英
（共通問題）

国数英
（共通問題）

個人
－ －

－ －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ － －
個人

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － － 国数英 社理音美体技・家

－

個人
－

－

７：３

社理音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ － －

－

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

個人
－

－

－ －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－ －

個人
－

国数英 社理音美体技・家 ７：３

７：３

－ －

７：３

－ －

個人
－－ －

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

－

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 社理音美体技・家

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

－

－

国数英社理 音美体技・家 ７：３

－ －

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

－

国数英 社理音美体技・家

－ －

（３）　普通教育を主とする学科（エンカレッジスクール）　　

蒲 田 3月10日

足 立 東 3月10日

東 村 山 3月10日

秋 留 台 3月10日

（４）　普通教育を主とする学科（進学重視型単位制）　　

新 宿 3月10日

墨 田 川 3月10日

国 分 寺 3月10日

（５）　普通教育を主とする学科（単位制）　　

忍 岡 3月10日

美 原 3月10日

深 沢 3月10日

芦 花 3月10日

飛 鳥 3月10日

板 橋 有 徳 3月10日

大 泉 桜 3月10日

翔 陽 3月10日

上 水 3月10日

－ －

－ －
個人 小論文

－

－ －
個人 作文

－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

７：３
個人

－ －国数英 社理音美体技・家

個人
－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査

国数英

国数英

国数英 －

国数英社理 音美体技・家 ７：３ － － －

国数英社理

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

実

技

検

査

－

－

個人

国数英

国数英

国数英

国数英

学力検査

国数英

国数英

国数英
（共通問題）

国数英
（共通問題）

国数英

国数英

学力検査

実施しない

実施しない

実施しない

実施しない

学力検査 学校設定検査

－

－ － ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

－ 国数英 社理音美体技・家 －

－

－ － －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英社理 音美体技・家 ７：３
個人

－

－

個人
－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ － －

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

面

接

小

論

文

・

作

文

調　査　書

－ － － 国数英 社理音美体技・家

－ － －

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

個人 作文
－

観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）

観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）

観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）

観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）

教科の評定の扱い

－

実

技

検

査

－
個人 小論文

小

論

文

・

作

文

学

力

検

査

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－ －

個人
－ －

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

音美体技・家 ７：３

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－

－ － －

小

論

文

・

作

文

７：３
個人

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

個人
－

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家
個人

－ －

*1 受検者ごとに７：３と10：０そ
れぞれの比率に基づき学力検査の
得点と調査書点の合計を算出した
上で、いずれか高い方を当該受検
者の選考に用いる。

社

・

理

の

内

容

を

含

む
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　（6－5）　商業に関する学科　

芝 商 業 3月10日

江 東 商 業 3月10日

第 三 商 業 3月10日

第 一 商 業 3月10日

第 四 商 業 3月10日

葛 飾 商 業 3月10日

第 五 商 業 3月10日

　（6－6）　水産に関する学科　

大 島 海 洋
国 際

3月10日

　（6－7）　家庭に関する学科　

農　　 業
（服飾）

（食物）

3月10日

瑞 穂 農 芸
(生活

デザイン)
3月10日

赤 羽 北 桜
（保育・栄養）

（調理）

3月10日

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

国数英
（共通問題）

実

技

検

査

－

－ － －

社理音美体技・家 ７：３

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

国数英 － －

－

個人
－ －

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 総

合

成

績

の

満

点

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

個人
－

国数英

国数英

国数英

－ － －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

－

評定を２倍とし
て扱う教科

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

－ －

－ 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

備　　　　考

－

－

社理音美体技・家 ７：３

学校設定検査

学力検査

国数英

国数英
（共通問題）

国数英

国数英

国数英

国数英

学力検査

個人
－ －国数英 社理音美体技・家 ７：３

教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

個人
７：３

－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 －

－ －

－

７：３
個人

－ －

－

個人

－

国数英 社理音美体技・家

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

国数英

国数英

－ 国数英

大島海洋国際高等学校で実施
する。

－ － 国数英

調

査

書

－ － －
個人

－

小

論

文

・

作

文

－

－

－

－社理音美体技・家

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

－

個人

個人

国数英 社理音美体技・家 ７：３

実

技

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

学校設定検査

－

－ － －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 －７：３

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

－ －

国数英

　（6－3）　工業に関する学科（エンカレッジスクール）

中 野 工 科 3月10日

練 馬 工 科 3月10日

　（6－4）　工業に関する学科（単位制）

六 郷 工 科 3月10日

－ －
個人 作文

－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学校設定検査 教科の評定の扱い

実施しない
観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

実

技

検

査

学力検査

国数英
（共通問題）

国数英

学力検査

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

満　　　　　　　　点

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

－

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

－ －
個人

－

学

力

検

査

実施しない
観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）
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　（6－5）　商業に関する学科　

芝 商 業 3月10日

江 東 商 業 3月10日

第 三 商 業 3月10日

第 一 商 業 3月10日

第 四 商 業 3月10日

葛 飾 商 業 3月10日

第 五 商 業 3月10日

　（6－6）　水産に関する学科　

大 島 海 洋
国 際

3月10日

　（6－7）　家庭に関する学科　

農　　 業
（服飾）

（食物）

3月10日

瑞 穂 農 芸
(生活

デザイン)
3月10日

赤 羽 北 桜
（保育・栄養）

（調理）

3月10日

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

国数英
（共通問題）

実

技

検

査

－

－ － －

社理音美体技・家 ７：３

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

国数英 － －

－

個人
－ －

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 総

合

成

績

の

満

点

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

個人
－

国数英

国数英

国数英

－ － －

国数英 社理音美体技・家 ７：３

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

－

評定を２倍とし
て扱う教科

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

－ －

－ 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

備　　　　考

－

－

社理音美体技・家 ７：３

学校設定検査

学力検査

国数英

国数英
（共通問題）

国数英

国数英

国数英

国数英

学力検査

個人
－ －国数英 社理音美体技・家 ７：３

教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

個人
７：３

－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３

国数英 －

－ －

－

７：３
個人

－ －

－

個人

－

国数英 社理音美体技・家

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

国数英

国数英

－ 国数英

大島海洋国際高等学校で実施
する。

－ － 国数英

調

査

書

－ － －
個人

－

小

論

文

・

作

文

－

－

－

－社理音美体技・家

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

－

個人

個人

国数英 社理音美体技・家 ７：３

実

技

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

学校設定検査

－

－ － －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 －７：３

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

－ －

国数英

　（6－3）　工業に関する学科（エンカレッジスクール）

中 野 工 科 3月10日

練 馬 工 科 3月10日

　（6－4）　工業に関する学科（単位制）

六 郷 工 科 3月10日

－ －
個人 作文

－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学校設定検査 教科の評定の扱い

実施しない
観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

実

技

検

査

学力検査

国数英
（共通問題）

国数英

学力検査

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

満　　　　　　　　点

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

－

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

－ －
個人

－

学

力

検

査

実施しない
観点別学習状況の評価を用いて得点化
（第一次募集と同様に得点化する）
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　（6－11）　芸術に関する学科　

総合芸術
(美術)

3月10日

総 合 芸 術
(舞台表現)

3月10日

総 合 芸 術
（音楽）

3月10日

　（6－12）　体育に関する学科　

駒 場
保健体育

3月10日

野 津 田
体 育

3月10日

　（6－13）　国際関係に関する学科　

国 際 3月10日

　（6－14）　併合科

大 島 3月10日

三 宅 3月10日

八 丈
（併合科）

3月10日

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ６：４ － －

調

査

書

－

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

－

面

接

面

接

－

個人

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査

－

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

国数英

－ － 国数英 社理音美体技・家

社理音美体技・家 ７：３

国数英

学 校 名

追　　　　検　　　　査

社理音美体技・家 ７：３

小

論

文

・

作

文

７：３

個

人

面

接

社理音美体技・家

国数英
（共通問題）

国数英

国数英
個人

－ －

学

力

検

査

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

調

査

書

－ －国数英 社理音美体技・家 ７：３－ －

－

－

－

実

技

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

満　　　　　　　　点

総

合

成

績

の

満

点

－ －国数英 － － －

個人
－

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

満　　　　　　　　点

国数英

－ －

総

合

成

績

の

満

点

個人
－

学力検査及び学校設定検査 調　査　書

－ 国数英

－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査

国数英 社理音美体技・家 ６：４

学校設定検査 教科の評定の扱い

－

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

－－ － －

面

接

国数英 社理音美体技・家 ６：４

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

：

調

査

書

学 校 名

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

調

査

書

調

査

書

学力検査 面

接

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

国数英
（共通問題）

６：４ －

国数英

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

評定を２倍とし
て扱う教科

－ － 国数英

個人

６：４

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

追　　　　検　　　　査

調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

国数英

国数英

－

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－

学校設定検査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

満　　　　　　　　点

個

人

面

接

学力検査及び学校設定検査

評定を２倍とし
て扱う教科

－ － 国数英 社理音美体技・家

実

技

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

学

力

検

査

教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

－

　（6－8）　家庭に関する学科（単位制）

忍 岡
生活科学

3月10日

　（6－9）　福祉に関する学科　

野　津　田
（福祉）

3月10日

赤 羽 北 桜
（介護福祉）

3月10日

　（6－10）　理数に関する学科　

立 川
（創造理数）

3月10日

科 学 技 術
（創造理数）

3月10日

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

評定を２倍とし
て扱う教科

－
学力検査の数学については、
２倍とする。

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

７：３

社

・

理

の

内

容

を

含

む

国数英

評定を１倍とし
て扱う教科

個人
－ －

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

面

接

国数英－ －

総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

個

人

面

接

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

－社理音美体技・家 ７：３
個人

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英
（共通問題）

社

・

理

の

内

容

を

含

む

国数英

学力検査

国数英
（共通問題）

学

力

検

査

学校設定検査 教科の評定の扱い

国数英

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

学 校 名

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

面

接

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書

調

査

書

満　　　　　　　　点

評定を２倍とし
て扱う教科

調

査

書

社理音美体技・家 ７：３

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

－ －

学

力

検

査

－ － －

－ 国数英

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

個人

調

査

書

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－

－社理音美体技・家 ７：３

国数英 － －

－

個人
－

－252－



　（6－11）　芸術に関する学科　

総合芸術
(美術)

3月10日

総 合 芸 術
(舞台表現)

3月10日

総 合 芸 術
（音楽）

3月10日

　（6－12）　体育に関する学科　

駒 場
保健体育

3月10日

野 津 田
体 育

3月10日

　（6－13）　国際関係に関する学科　

国 際 3月10日

　（6－14）　併合科

大 島 3月10日

三 宅 3月10日

八 丈
（併合科）

3月10日

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ６：４ － －

調

査

書

－

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

－

面

接

面

接

－

個人

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査

－

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

国数英

－ － 国数英 社理音美体技・家

社理音美体技・家 ７：３

国数英

学 校 名

追　　　　検　　　　査

社理音美体技・家 ７：３

小

論

文

・

作

文

７：３

個

人

面

接

社理音美体技・家

国数英
（共通問題）

国数英

国数英
個人

－ －

学

力

検

査

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

調

査

書

－ －国数英 社理音美体技・家 ７：３－ －

－

－

－

実

技

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

満　　　　　　　　点

総

合

成

績

の

満

点

－ －国数英 － － －

個人
－

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

満　　　　　　　　点

国数英

－ －

総

合

成

績

の

満

点

個人
－

学力検査及び学校設定検査 調　査　書

－ 国数英

－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査

国数英 社理音美体技・家 ６：４

学校設定検査 教科の評定の扱い

－

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

－－ － －

面

接

国数英 社理音美体技・家 ６：４

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

：

調

査

書

学 校 名

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

調

査

書

調

査

書

学力検査 面

接

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

国数英
（共通問題）

６：４ －

国数英

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

評定を２倍とし
て扱う教科

－ － 国数英

個人

６：４

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

追　　　　検　　　　査

調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

国数英

国数英

－

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－

学校設定検査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

満　　　　　　　　点

個

人

面

接

学力検査及び学校設定検査

評定を２倍とし
て扱う教科

－ － 国数英 社理音美体技・家

実

技

検

査

評定を１倍とし
て扱う教科

学

力

検

査

教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

－

　（6－8）　家庭に関する学科（単位制）

忍 岡
生活科学

3月10日

　（6－9）　福祉に関する学科　

野　津　田
（福祉）

3月10日

赤 羽 北 桜
（介護福祉）

3月10日

　（6－10）　理数に関する学科　

立 川
（創造理数）

3月10日

科 学 技 術
（創造理数）

3月10日

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

評定を２倍とし
て扱う教科

－
学力検査の数学については、
２倍とする。

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家

国数英 － － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

７：３

社

・

理

の

内

容

を

含

む

国数英

評定を１倍とし
て扱う教科

個人
－ －

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

面

接

国数英－ －

総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

個

人

面

接

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

－社理音美体技・家 ７：３
個人

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英
（共通問題）

社

・

理

の

内

容

を

含

む

国数英

学力検査

国数英
（共通問題）

学

力

検

査

学校設定検査 教科の評定の扱い

国数英

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

学 校 名

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

面

接

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書

調

査

書

満　　　　　　　　点

評定を２倍とし
て扱う教科

調

査

書

社理音美体技・家 ７：３

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

－ －

学

力

検

査

－ － －

－ 国数英

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

個人

調

査

書

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－

－社理音美体技・家 ７：３

国数英 － －

－

個人
－

－253－



（８）　総合学科

晴 海 総 合 3月10日

つばさ総合 3月10日

世田谷総合 3月10日

杉 並 総 合 3月10日

王 子 総 合 3月10日

葛 飾 総 合 3月10日

青 梅 総 合 3月10日

町 田 総 合 3月10日

東 久 留 米
総 合

3月10日

若 葉 総 合 3月10日

小

論

文

・

作

文

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

調

査

書

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

個人
－ －国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

－ － －

国数英 － － －

個人
－

国数英

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－

－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

社理音美体技・家 ７：３

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ －

－国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ － － －

　（6－15）　産業科　　

橘 3月10日

八王子桑志 3月10日

（７）　専門教育を主とする学科（進学重視型）

　（7－1）　科学技術科　　

科 学 技 術 3月10日

多 摩 科 学
技 術

3月10日

　（7－2）　ビジネスコミュニケーション科　　

大 田 桜 台 3月10日

千 早 3月10日－国数英

－

総

合

成

績

の

満

点

社理音美体技・家 ７：３

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

国数英 －

－

調

査

書

国数英
（共通問題）

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

総

合

成

績

の

満

点

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－ －

個人
－ －

－
個人

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

－ － 国数英

実

技

検

査

学

力

検

査

国数英 社理音美体技・家

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

７：３－ － －

面

接

小

論

文

・

作

文

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：
評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

個人
－

－
個人

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書

国数英
（共通問題）

学力検査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点

学 校 名

追　　　　検　　　　査

－

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

社理音美体技・家 ７：３

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ －

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

学力検査

学力検査の数学については、
２倍とする。

学力検査について数学を２倍
とする。

学力検査について、国語・英
語を1.5倍とする。

学力検査について、国語・英
語を1.5倍とする。

備　　　　考

備　　　　考

備　　　　考

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

満　　　　　　　　点

－

－

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－
学力

国数英社理 －

－ － －
個人

－

音美体技・家 ７：３

－254－



（８）　総合学科

晴 海 総 合 3月10日

つばさ総合 3月10日

世田谷総合 3月10日

杉 並 総 合 3月10日

王 子 総 合 3月10日

葛 飾 総 合 3月10日

青 梅 総 合 3月10日

町 田 総 合 3月10日

東 久 留 米
総 合

3月10日

若 葉 総 合 3月10日

小

論

文

・

作

文

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

調

査

書

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

備　　　　考

学力検査 面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

個人
－ －国数英 社理音美体技・家 ７：３－ － －

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

－ － －

国数英 － － －

個人
－

国数英

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－

－ 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－

個人
－ －

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３

社理音美体技・家 ７：３

－

－ － － 国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ －

－ －

－国数英 社理音美体技・家 ７：３
個人

－ － － －

　（6－15）　産業科　　

橘 3月10日

八王子桑志 3月10日

（７）　専門教育を主とする学科（進学重視型）

　（7－1）　科学技術科　　

科 学 技 術 3月10日

多 摩 科 学
技 術

3月10日

　（7－2）　ビジネスコミュニケーション科　　

大 田 桜 台 3月10日

千 早 3月10日－国数英

－

総

合

成

績

の

満

点

社理音美体技・家 ７：３

学力検査 学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

国数英 －

－

調

査

書

国数英
（共通問題）

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

調

査

書

満　　　　　　　　点 総

合

成

績

の

満

点

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

総

合

成

績

の

満

点

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－ －

個人
－ －

－
個人

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

－ － 国数英

実

技

検

査

学

力

検

査

国数英 社理音美体技・家

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

７：３－ － －

面

接

小

論

文

・

作

文

学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：
評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

学校設定検査 教科の評定の扱い 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

調

査

書

個人
－

－
個人

学

力

検

査

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

－

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書

国数英
（共通問題）

学力検査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点

学 校 名

追　　　　検　　　　査

－

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

国数英
（共通問題）

評定を１倍とし
て扱う教科

評定を２倍とし
て扱う教科

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査及び学校設定検査 調　査　書 学

力

検

査

及

び

学

校

設

定

検

査

：

社理音美体技・家 ７：３

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－ － 国数英社理 音美体技・家 ７：３ －

社

・

理

の

内

容

を

含

む

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

学

力

検

査

学力検査

学力検査の数学については、
２倍とする。

学力検査について数学を２倍
とする。

学力検査について、国語・英
語を1.5倍とする。

学力検査について、国語・英
語を1.5倍とする。

備　　　　考

備　　　　考

備　　　　考

国数英

国数英

国数英

国数英

国数英

満　　　　　　　　点

－

－

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英 社理音美体技・家 ７：３

－

個

人

面

接

社

・

理

の

内

容

を

含

む

小

論

文

・

作

文

社

・

理

の

内

容

を

含

む

－
学力

国数英社理 －

－ － －
個人

－

音美体技・家 ７：３

－255－



（２）　専門教育を主とする学科　　

　（2－1）　農業に関する学科　　

園　　　芸 1200 3月10日

農　　　芸 1200 3月10日

農　　　産 1200 3月10日

農　　　業 1200 3月10日

　（2－2）　工業に関する学科　　

工      芸 1100 3月10日

墨田工科 1100 3月10日

総合工科 1200 3月10日

中野工科 1300 3月10日

荒川工科 1200 3月10日

本所工科 1100 3月10日

小金井工科 1300 3月10日

　（2－3）　商業に関する学科　

第三商業 1200 3月10日

足　　　立 1200 3月10日

第五商業 1500 3月10日

国数英 １倍

１倍 ２倍

－ －

－国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－

国数英 １倍 ２倍

－

－

－

－

２倍 ６：４ 600 400
個人
100

－ － －

－

－

600 400
個人
100

600 400
個人
300

－

－

－

－国数英

－ －

－

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

６：４ 600 400
個人
100

－

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－ － －

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－ －

－－

国数英 １倍 ２倍 ６：４

個人
200

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４

600 400
個人
500

－

６：４

国数英 １倍 ２倍 ７：３ 700 300
個人
200

－

600 400

－

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－

６：４ 600 400
個人
200

－

６：４ 600 400
個人
200

－ －

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

－国数英

国数英

１倍 ２倍 ６：４ －

国数英 １倍 ２倍

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

：

調

査

書

満　　　　　　　　点

１倍 ２倍

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

（１）　普通教育を主とする学科　　

大　　　崎 1300 3月10日

大　　　森 1300 3月10日

松　　　原 1300 3月10日

豊      島 1100 3月10日

足　　　立 1200 3月10日

南 葛 飾 1200 3月10日

江　戸　川 1300 3月10日

葛 西 南 1300 3月10日

農　　　業 1200 3月10日

神　　　代 1300 3月10日

町　　　田 1100 3月10日

福　　　生 1300 3月10日

五　日　市 1200 3月10日

大　　　島 1100 3月10日

八　　　丈 1100 3月10日

400

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－ － －

２　都立高等学校・定時制課程

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

総
合
成
績
の
合
計

400
個人
300

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
300

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
300

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
100

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

－国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－ －

国数英 １倍 ２倍 ７：３ 700

－国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
300

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

個人
200

－ －

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
100

－ －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
300

－ －

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
100

－ －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
100

－ －

－

－

300
個人
300

－ － －

－

－

400
個人
300

－国数英 １倍 ２倍 ７：３ 700 300
個人
200

－ －

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

－256－



（２）　専門教育を主とする学科　　

　（2－1）　農業に関する学科　　

園　　　芸 1200 3月10日

農　　　芸 1200 3月10日

農　　　産 1200 3月10日

農　　　業 1200 3月10日

　（2－2）　工業に関する学科　　

工      芸 1100 3月10日

墨田工科 1100 3月10日

総合工科 1200 3月10日

中野工科 1300 3月10日

荒川工科 1200 3月10日

本所工科 1100 3月10日

小金井工科 1300 3月10日

　（2－3）　商業に関する学科　

第三商業 1200 3月10日

足　　　立 1200 3月10日

第五商業 1500 3月10日

国数英 １倍

１倍 ２倍

－ －

－国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－

国数英 １倍 ２倍

－

－

－

－

２倍 ６：４ 600 400
個人
100

－ － －

－

－

600 400
個人
100

600 400
個人
300

－

－

－

－国数英

－ －

－

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

６：４ 600 400
個人
100

－

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－ － －

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－ －

－－

国数英 １倍 ２倍 ６：４

個人
200

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４

600 400
個人
500

－

６：４

国数英 １倍 ２倍 ７：３ 700 300
個人
200

－

600 400

－

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－

６：４ 600 400
個人
200

－

６：４ 600 400
個人
200

－ －

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

－国数英

国数英

１倍 ２倍 ６：４ －

国数英 １倍 ２倍

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

：

調

査

書

満　　　　　　　　点

１倍 ２倍

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

（１）　普通教育を主とする学科　　

大　　　崎 1300 3月10日

大　　　森 1300 3月10日

松　　　原 1300 3月10日

豊      島 1100 3月10日

足　　　立 1200 3月10日

南 葛 飾 1200 3月10日

江　戸　川 1300 3月10日

葛 西 南 1300 3月10日

農　　　業 1200 3月10日

神　　　代 1300 3月10日

町　　　田 1100 3月10日

福　　　生 1300 3月10日

五　日　市 1200 3月10日

大　　　島 1100 3月10日

八　　　丈 1100 3月10日

400

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－ － －

２　都立高等学校・定時制課程

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

総
合
成
績
の
合
計

400
個人
300

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
300

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
300

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
100

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

－国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
200

－ －

国数英 １倍 ２倍 ７：３ 700

－国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
300

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

個人
200

－ －

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
100

－ －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
300

－ －

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
100

－ －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

400
個人
100

－ －

－

－

300
個人
300

－ － －

－

－

400
個人
300

－国数英 １倍 ２倍 ７：３ 700 300
個人
200

－ －

－ － －国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600

－257－



　（3－3）　　チャレンジスク－ル及びチャレンジ枠がある学校　　

六 本 木 1250 3月10日

大 江 戸 1300 3月10日

世田谷泉 1200 3月10日

稔 ヶ 丘 1200 3月10日

桐 ヶ 丘 1200 3月10日

小 台 橋 1300 3月10日

立 川 緑 1300 3月10日

八 王 子
拓 真

1100 3月10日

　（3－4）　総合学科　　

青 梅 総 合 1300 3月10日

東久留米総合 1300 3月10日

－

－

－

500

500

500

－

－

－－

－

－

－

－

－

500

600

500

600 － －

600 － －

提出しない

提出しない

提出しない

提出しない

提出しない

提出しない
個人
600

個人
600

個人
600

個人
600

個人
600

個人
500

100

100

100

100

100

150

提出しない 100
個人
600

提出しない 100
個人
600

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

普 通 科
( チ ャ レ ン ジ 枠 )
１ 部 ・ ２ 部

実施しない

実施しない

実施しない

実施しない

実施しない

実施しない
総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

実施しない

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

実施しない

学 校 名
調　　査　　書学力検査

科　　名

志

願

申

告

書

面

接

作

文

実

技

検

査

満　　　　点
総
合
成
績
の
満
点

実

施

日

追　　検　　査

学

校

設

定

検

査

－国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

１倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ － －

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

国数英

　（2－4）　併合科　

瑞穂農芸 1300 3月10日

　（2－5）　産業科　

橘 1300 3月10日

（３）　単位制　　

　（3－1）　普通教育を主とする学科　　

新宿山吹 1135 3月10日

六郷工科 1100 3月10日

飛      鳥 1100 3月10日

板橋有徳 1300 3月10日

　（3－2）　専門教育を主とする学科　　

新宿山吹
（情報科）

1135 3月10日

六郷工科
（生産工学科）

1100 3月10日

－

国数英 １倍 ２倍 ７：３ 700 300
個人
135

－ － －

国数英 １倍 ２倍 ７：３ 700 300

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

１倍

－

－

個人
135

－ －

－

－

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
100

－ －

個人
100

－ －

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
100

－ －

国数英 ２倍 ６：４ 600 400

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ － －

－国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計
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　（3－3）　　チャレンジスク－ル及びチャレンジ枠がある学校　　

六 本 木 1250 3月10日

大 江 戸 1300 3月10日

世田谷泉 1200 3月10日

稔 ヶ 丘 1200 3月10日

桐 ヶ 丘 1200 3月10日

小 台 橋 1300 3月10日

立 川 緑 1300 3月10日

八 王 子
拓 真

1100 3月10日

　（3－4）　総合学科　　

青 梅 総 合 1300 3月10日

東久留米総合 1300 3月10日

－

－

－

500

500

500

－

－

－－

－

－

－

－

－

500

600

500

600 － －

600 － －

提出しない

提出しない

提出しない

提出しない

提出しない

提出しない
個人
600

個人
600

個人
600

個人
600

個人
600

個人
500

100

100

100

100

100

150

提出しない 100
個人
600

提出しない 100
個人
600

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

普 通 科
( チ ャ レ ン ジ 枠 )
１ 部 ・ ２ 部

実施しない

実施しない

実施しない

実施しない

実施しない

実施しない
総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

実施しない

総 合 学 科
( チ ャ レ ン ジ ス ク － ル )
１ 部 ～ ３ 部

実施しない

学 校 名
調　　査　　書学力検査

科　　名

志

願

申

告

書

面

接

作

文

実

技

検

査

満　　　　点
総
合
成
績
の
満
点

実

施

日

追　　検　　査

学

校

設

定

検

査

－国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

１倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ － －

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

国数英

　（2－4）　併合科　

瑞穂農芸 1300 3月10日

　（2－5）　産業科　

橘 1300 3月10日

（３）　単位制　　

　（3－1）　普通教育を主とする学科　　

新宿山吹 1135 3月10日

六郷工科 1100 3月10日

飛      鳥 1100 3月10日

板橋有徳 1300 3月10日

　（3－2）　専門教育を主とする学科　　

新宿山吹
（情報科）

1135 3月10日

六郷工科
（生産工学科）

1100 3月10日

－

国数英 １倍 ２倍 ７：３ 700 300
個人
135

－ － －

国数英 １倍 ２倍 ７：３ 700 300

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

１倍

－

－

個人
135

－ －

－

－

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
100

－ －

個人
100

－ －

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
100

－ －

国数英 ２倍 ６：４ 600 400

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ － －

－国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計

学 校 名

追　　　　検　　　　査

学力検査 調　査　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　　　　　　点 学

力

検

査

以

外

の

検

査

の

実

施

日

教　　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学

校

設

定

検

査

学力検査を実施
する教科

学力検査を実施
しない教科

総
合
成
績
の
合
計
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学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

○筆記用具

なし

なし

なし

なし

なし

○筆記用具

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

○個人面接を実施する。 なし

なし

なし

なし

なし

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

足 立 西

葛 西 南

―

―

小 松 川

小 岩

篠 崎

江 戸 川

―

３月１０日（火）

○

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

竹 台 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

大 山 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・中学時代に力を入れて取り組んだこと・高校生活の
  抱負・高校卒業後の進路など

―

―

―

―

―

石 神 井

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来への展望など

練 馬

光 丘

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

―

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

○個人面接を実施する。
　志望動機、高校生活への期待、将来の展望など

○個人面接を実施する。
　本校への志望理由・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　中学校での学習の様子、高校生活、将来の展望など

○個人面接を実施する。
　本校志望の理由、中学校生活について、高校生活で目標とするこ
　と、将来の進路など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待、将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・部活動など

○個人面接を実施する。
　中学校生活での学習面の振り返り・高校生活への期待・本校へ
　出願する動機・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望理由、高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望などに加え、現代的な課題に関する
　１分間の意見発表と、中学校までに学習した理科・社会の内容に関
　する質疑応答を含む。

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望・現在の学校生活など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望理由、高校生活への期待、将来の展望など

○個人面接を実施する。
　中学校での取り組み、本校志望理由、入学後の抱負など

○作文を実施する。
　与えられた言葉について、自分の意見を述べる。

○個人面接において、社会・理科の口頭試問を実施する。

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

―

―

―

―

―

―

検　査　日

井 草

３月１０日（火）

―

―

―

―

―

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

紅 葉 川

３月１０日（火）

江 北

武 蔵 丘

鷺 宮

松 原

豊 多 摩

高 島

青 山

足 立 新 田

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

青 井

淵 江 ３月１０日（火）

３月１０日（火）

足 立

葛 飾 野

３月１０日（火）

南 葛 飾

西

文 京

田 柄

板 橋

豊 島

杉 並

北 園

広 尾

別表14　 学力検査以外の検査の内容

○　集合時刻及び検査会場等については、受検票により指定します。

○　※1　「学校設定検査」欄に○を付した検査は、原則として、社会・理科の内容を含んだ学校設定検査（個人面接、小論文・作文、実技検査又は学力検査）として

    実施します。

１　全日制課程

(1)　普通教育を主とする学科

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

○小論文を実施する。 ○筆記用具

　社会又は理科に関する文章や統計資料を読んで、自分の考えを論理

　的に記述する。

○個人面接を実施する。 なし

　高校生活への期待・将来への展望など

　社会又は理科に関する口頭試問を含む。

〇個人面接において、社会・理科の口頭試問を実施する。 ○筆記用具

なし

なし

なし

○筆記用具

なし

なし

なし

なし

なし

○個人面接を実施する。 なし

なし

なし

なし

なし

なし

○筆記用具

なし

なし

なし

日 本 橋 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など ―

八 潮 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など ―

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

○個人面接を実施する。
　志望動機、高校生活への期待、将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

―

―

―

○

―

○個人面接を実施する。
　社会及び理科の内容の口頭試問を含む。 〇

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○

○個人面接を実施する。
　中学校での活動、高校生活への決意など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○

○

―

○個人面接を実施する。
　社会及び理科の内容の口頭試問を含む。

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望・教科：理科・社会についてなど

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　学習への意欲、部活動、学校行事、生徒会活動等への意欲など

○個人面接において、社会・理科の口頭試問を実施する。
○

○個人面接を実施する。
　志望動機、中学での様々な活動、将来の展望など

○

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

―

―

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

城 東

東

―

―

―

―

３月１０日（火）

大 崎

目 黒

大 森

桜 町

千 歳 丘

田 園 調 布

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

駒 場

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

日 比 谷

戸 山

竹 早

向 丘

上 野

雪 谷

本 所

小 山 台

深 川

三 田

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）
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学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

○筆記用具

なし

なし

なし

なし

なし

○筆記用具

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

○個人面接を実施する。 なし

なし

なし

なし

なし

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

足 立 西

葛 西 南

―

―

小 松 川

小 岩

篠 崎

江 戸 川

―

３月１０日（火）

○

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

竹 台 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

大 山 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・中学時代に力を入れて取り組んだこと・高校生活の
  抱負・高校卒業後の進路など

―

―

―

―

―

石 神 井

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来への展望など

練 馬

光 丘

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

―

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

○個人面接を実施する。
　志望動機、高校生活への期待、将来の展望など

○個人面接を実施する。
　本校への志望理由・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　中学校での学習の様子、高校生活、将来の展望など

○個人面接を実施する。
　本校志望の理由、中学校生活について、高校生活で目標とするこ
　と、将来の進路など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待、将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・部活動など

○個人面接を実施する。
　中学校生活での学習面の振り返り・高校生活への期待・本校へ
　出願する動機・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望理由、高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望などに加え、現代的な課題に関する
　１分間の意見発表と、中学校までに学習した理科・社会の内容に関
　する質疑応答を含む。

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望・現在の学校生活など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望理由、高校生活への期待、将来の展望など

○個人面接を実施する。
　中学校での取り組み、本校志望理由、入学後の抱負など

○作文を実施する。
　与えられた言葉について、自分の意見を述べる。

○個人面接において、社会・理科の口頭試問を実施する。

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

―

―

―

―

―

―

検　査　日

井 草

３月１０日（火）

―

―

―

―

―

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

紅 葉 川

３月１０日（火）

江 北

武 蔵 丘

鷺 宮

松 原

豊 多 摩

高 島

青 山

足 立 新 田

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

青 井

淵 江 ３月１０日（火）

３月１０日（火）

足 立

葛 飾 野

３月１０日（火）

南 葛 飾

西

文 京

田 柄

板 橋

豊 島

杉 並

北 園

広 尾

別表14　 学力検査以外の検査の内容

○　集合時刻及び検査会場等については、受検票により指定します。

○　※1　「学校設定検査」欄に○を付した検査は、原則として、社会・理科の内容を含んだ学校設定検査（個人面接、小論文・作文、実技検査又は学力検査）として

    実施します。

１　全日制課程

(1)　普通教育を主とする学科

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

○小論文を実施する。 ○筆記用具

　社会又は理科に関する文章や統計資料を読んで、自分の考えを論理

　的に記述する。

○個人面接を実施する。 なし

　高校生活への期待・将来への展望など

　社会又は理科に関する口頭試問を含む。

〇個人面接において、社会・理科の口頭試問を実施する。 ○筆記用具

なし

なし

なし

○筆記用具

なし

なし

なし

なし

なし

○個人面接を実施する。 なし

なし

なし

なし

なし

なし

○筆記用具

なし

なし

なし

日 本 橋 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など ―

八 潮 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など ―

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

○個人面接を実施する。
　志望動機、高校生活への期待、将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

―

―

―

○

―

○個人面接を実施する。
　社会及び理科の内容の口頭試問を含む。 〇

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○

○個人面接を実施する。
　中学校での活動、高校生活への決意など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○

○

―

○個人面接を実施する。
　社会及び理科の内容の口頭試問を含む。

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望・教科：理科・社会についてなど

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　学習への意欲、部活動、学校行事、生徒会活動等への意欲など

○個人面接において、社会・理科の口頭試問を実施する。
○

○個人面接を実施する。
　志望動機、中学での様々な活動、将来の展望など

○

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

―

―

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

城 東

東

―

―

―

―

３月１０日（火）

大 崎

目 黒

大 森

桜 町

千 歳 丘

田 園 調 布

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

駒 場

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

日 比 谷

戸 山

竹 早

向 丘

上 野

雪 谷

本 所

小 山 台

深 川

三 田

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

－261－



学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

○筆記用具

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

五 日 市 なし

なし

なし

なし

なし

なし

三 宅 なし

八 丈 なし

小 笠 原 なし

羽 村 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

―

―

―

―

―

―

―

―

○個人面接を実施する。
　中学校で頑張ってきたこと・志望動機・高校生活への期待・
　将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機、進路希望、高校生活への期待など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など ―

―

―

―

―

３月１０日（火）

―

福 生

○個人面接を実施する。
　志望理由・将来の希望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

東 大 和 ３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来への展望など

小 平 西

日 野

日 野 台

３月１０日（火）

３月１０日（火）神 津

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

３月１０日（火）

検　査　日

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

狛 江 ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活に期待すること・高校生活で挑戦してみたいことなど

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・将来への展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

―

―

―

―

国 立

東 村 山 西

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

南 平

小 平 南

―

清 瀬

久 留 米 西

武 蔵 村 山

○個人面接を実施する。
　志望動機、中学校で頑張ってきたこと、自己ＰＲカードの内容、
　入学後の意欲など

永 山

○個人面接を実施する。
　高校生活での目標、将来への希望など

新 島

大 島

保 谷

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

田 無

３月１０日（火）

東 大 和 南

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

なし

なし

松 が 谷 なし

なし

武 蔵 野 北 なし

なし

なし

○筆記用具

なし

なし

なし

神 代 なし

なし

なし

なし

○個人面接を実施する。 なし

○個人面接を実施する。 なし

なし

なし

○個人面接において、社会及び理科の口頭試問を実施する。 なし

小 平 ○筆記用具

―

山 崎 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来への展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・学校生活への抱負・将来への展望

―

―

―

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

○

○

―

○

○個人面接を実施する。
　出願の動機、思考力など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の夢・得意科目など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

拝 島

小 川

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意教科などの他、
　社会及び理科の内容を含む質問を実施する。

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

―

―

―

―

―

府 中 東 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

調 布 南

成 瀬

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・将来の展望など。
　また、社会及び理科に関する口頭試問を含む。

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―
○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

多 摩

府 中 西

昭 和

調 布 北

立 川

富 士 森

片 倉

八 王 子 北

八 王 子 東

３月１０日（火）

検　査　日

府 中

小 金 井 北

町 田

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

野 津 田
―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）
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学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

○筆記用具

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

五 日 市 なし

なし

なし

なし

なし

なし

三 宅 なし

八 丈 なし

小 笠 原 なし

羽 村 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

―

―

―

―

―

―

―

―

○個人面接を実施する。
　中学校で頑張ってきたこと・志望動機・高校生活への期待・
　将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機、進路希望、高校生活への期待など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など ―

―

―

―

―

３月１０日（火）

―

福 生

○個人面接を実施する。
　志望理由・将来の希望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

東 大 和 ３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来への展望など

小 平 西

日 野

日 野 台

３月１０日（火）

３月１０日（火）神 津

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

３月１０日（火）

検　査　日

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

狛 江 ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活に期待すること・高校生活で挑戦してみたいことなど

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・将来への展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

―

―

―

―

国 立

東 村 山 西

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

南 平

小 平 南

―

清 瀬

久 留 米 西

武 蔵 村 山

○個人面接を実施する。
　志望動機、中学校で頑張ってきたこと、自己ＰＲカードの内容、
　入学後の意欲など

永 山

○個人面接を実施する。
　高校生活での目標、将来への希望など

新 島

大 島

保 谷

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

田 無

３月１０日（火）

東 大 和 南

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

なし

なし

松 が 谷 なし

なし

武 蔵 野 北 なし

なし

なし

○筆記用具

なし

なし

なし

神 代 なし

なし

なし

なし

○個人面接を実施する。 なし

○個人面接を実施する。 なし

なし

なし

○個人面接において、社会及び理科の口頭試問を実施する。 なし

小 平 ○筆記用具

―

山 崎 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など ―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来への展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・学校生活への抱負・将来への展望

―

―

―

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

―

○

○

―

○

○個人面接を実施する。
　出願の動機、思考力など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の夢・得意科目など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

拝 島

小 川

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意教科などの他、
　社会及び理科の内容を含む質問を実施する。

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

―

―

―

―

―

府 中 東 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

調 布 南

成 瀬

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・将来の展望など。
　また、社会及び理科に関する口頭試問を含む。

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―
○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

多 摩

府 中 西

昭 和

調 布 北

立 川

富 士 森

片 倉

八 王 子 北

八 王 子 東

３月１０日（火）

検　査　日

府 中

小 金 井 北

町 田

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

野 津 田
―

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）
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（６）　専門教育を主とする学科　　

　（6－1）　農業に関する学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

なし

なし

瑞 穂 農 芸 ○個人面接を実施する。 なし

　（6－2）　工業に関する学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

工 芸 なし

蔵 前 工 科 ○筆記用具

墨 田 工 科 なし

総 合 工 科 なし

杉 並 工 科 ○個人面接を実施する。 なし

荒 川 工 科 なし

北 豊 島 工 科 なし

足 立 工 科

葛 西 工 科 ○個人面接を実施する。 なし

府 中 工 科 なし

町 田 工 科 なし

多 摩 工 科

田 無 工 科 なし

　（6－3）　工業に関する学科（エンカレッジスクール）

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

　（6－4）　工業に関する学科（単位制）

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

○鉛筆
 (ＨＢ～２Ｂ)
○消しゴム
○直線定規

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

農 産

農 芸

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

○個人面接を実施する。
　・志望動機や中学校生活について、ものづくりに対する興味や
    関心について
　・高校生活への期待や将来への展望など

３月１０日（火）

検　査　日

○個人面接を実施する。
　志望動機、高校生活への期待など。

○個人面接を実施する。
  工業科を志望する理由・高校生活への期待・将来の展望など

―

なし

３月１０日（火）

３月１０日（火）

なし

○個人面接を実施する。
　ものづくりへの興味・規則を守ることへの意識

【面接の例】
　ものづくりの経験・学校や社会の規則を守ることに対しての意
  見を述べてもらいます。

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

―

―

―

―

―

―

―

○筆記用具
〇消しゴム

―

―

―

３月１０日（火）

検　査　日

―

○個人面接において、社会及び理科の口頭試問を実施する。

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

―

―

―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　工業科を志望する理由・高校生活への期待・将来の展望など

―

―

○

○個人面接を実施する。
　志望動機、進路など

○個人面接を実施する。
　志望理由など

○個人面接を実施する。

○個人面接を実施する。
　本校を選んだ理由、志望学科、高校生活への期待・将来の展望など
　

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

農 業

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

練 馬 工 科 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「パーソナル・プレゼンテーション」を行う。
○作文を実施する。

３月１０日（火）

中 野 工 科

六 郷 工 科 ３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「パーソナル・プレゼンテーション」を行う。
〇実技検査は、第一次募集と同様に、指示に従って簡単な作業を
　行う。

園 芸

３月１０日（火）

なし

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

深 川 なし

（ 外 国 語 ）

片 倉 〇「鉛筆による素描」

（造形美術） 　検査用紙Ｆ８判

松 が 谷 なし

（ 外 国 語 ）

小 平 ○筆記用具

（ 外 国 語 ）

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

蒲 田 ○筆記用具

足 立 東 ○筆記用具

東 村 山 ○筆記用具

秋 留 台 ○筆記用具

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

新 宿 ○個人面接において、社会及び理科の口頭試問を実施する。 なし

墨 田 川 なし

国 分 寺 なし

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

忍 岡 なし

美 原 なし

なし

芦 花 なし

飛 鳥 なし

板 橋 有 徳 ○個人面接を実施する。 なし

大 泉 桜 なし

翔 陽 なし

上 水 なし

○

深 沢 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など ―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来への展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

（５）　普通教育を主とする学科（単位制）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望・志望の動機など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　出願の動機、思考力など

○個人面接を実施する。
　社会科・理科の教科の各分野に関わる知識・技能、思考・判断・表
現、主体的に学習に取り組む態度に関する質問を行い、受検者の思考
力、判断力、表現力を検査する。

―

○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「自己ＰＲスピーチ」を行う。
○小論文を実施する。
〇実技検査は、第一次募集と同様に、文章を読み、その内容について
　いくつかの設問に答える。

―

３月１０日（火）

―

―

○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「自己ＰＲスピーチ」を行う。
○作文を実施する。

○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「自己ＰＲスピーチ」を行う。
○作文を実施する。

―

―

３月１０日（火）

○

検　査　日

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○

○

○個人面接を実施する。
　面接時間の初めに２分程度の「自己ＰＲタイム」を設けます。
　受検者の長所・興味・関心・意欲・特技などを話してください。

―

―

―

―

―

―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「自己ＰＲスピーチ」を行う。
○小論文を実施する。

―

―

―

（３）　普通教育を主とする学科（エンカレッジスクール）

検　査　日

３月１０日（火）

○個人面接において、社会及び理科の口頭試問を実施する。
　高校の志望理由・将来の目標
　社会・理科に関する質問（中学校学習程度）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など
　社会又は理科に関する口頭試問を含む。

３月１０日（火）

（４）　普通教育を主とする学科（進学重視型単位制）

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　コミュニケーション能力、思考力・判断力・表現力、出願の動
　機、規範意識・進路実現に向けた意欲

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

３月１０日（火）

（２）　普通教育を主とする学科（コース）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○鉛筆（２Ｈ～
　６Ｂ程度）
○消しゴム（練
　消しゴム可）
○目玉クリップ
　（２個）
○鉛筆削り（電動
　不可）又は
　カッターナイフ
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（６）　専門教育を主とする学科　　

　（6－1）　農業に関する学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

なし

なし

瑞 穂 農 芸 ○個人面接を実施する。 なし

　（6－2）　工業に関する学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

工 芸 なし

蔵 前 工 科 ○筆記用具

墨 田 工 科 なし

総 合 工 科 なし

杉 並 工 科 ○個人面接を実施する。 なし

荒 川 工 科 なし

北 豊 島 工 科 なし

足 立 工 科

葛 西 工 科 ○個人面接を実施する。 なし

府 中 工 科 なし

町 田 工 科 なし

多 摩 工 科

田 無 工 科 なし

　（6－3）　工業に関する学科（エンカレッジスクール）

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

　（6－4）　工業に関する学科（単位制）

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

○鉛筆
 (ＨＢ～２Ｂ)
○消しゴム
○直線定規

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

農 産

農 芸

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

○個人面接を実施する。
　・志望動機や中学校生活について、ものづくりに対する興味や
    関心について
　・高校生活への期待や将来への展望など

３月１０日（火）

検　査　日

○個人面接を実施する。
　志望動機、高校生活への期待など。

○個人面接を実施する。
  工業科を志望する理由・高校生活への期待・将来の展望など

―

なし

３月１０日（火）

３月１０日（火）

なし

○個人面接を実施する。
　ものづくりへの興味・規則を守ることへの意識

【面接の例】
　ものづくりの経験・学校や社会の規則を守ることに対しての意
  見を述べてもらいます。

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

―

―

―

―

―

―

―

○筆記用具
〇消しゴム

―

―

―

３月１０日（火）

検　査　日

―

○個人面接において、社会及び理科の口頭試問を実施する。

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

―

―

―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　工業科を志望する理由・高校生活への期待・将来の展望など

―

―

○

○個人面接を実施する。
　志望動機、進路など

○個人面接を実施する。
　志望理由など

○個人面接を実施する。

○個人面接を実施する。
　本校を選んだ理由、志望学科、高校生活への期待・将来の展望など
　

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

農 業

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

練 馬 工 科 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「パーソナル・プレゼンテーション」を行う。
○作文を実施する。

３月１０日（火）

中 野 工 科

六 郷 工 科 ３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「パーソナル・プレゼンテーション」を行う。
〇実技検査は、第一次募集と同様に、指示に従って簡単な作業を
　行う。

園 芸

３月１０日（火）

なし

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

深 川 なし

（ 外 国 語 ）

片 倉 〇「鉛筆による素描」

（造形美術） 　検査用紙Ｆ８判

松 が 谷 なし

（ 外 国 語 ）

小 平 ○筆記用具

（ 外 国 語 ）

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

蒲 田 ○筆記用具

足 立 東 ○筆記用具

東 村 山 ○筆記用具

秋 留 台 ○筆記用具

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

新 宿 ○個人面接において、社会及び理科の口頭試問を実施する。 なし

墨 田 川 なし

国 分 寺 なし

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

忍 岡 なし

美 原 なし

なし

芦 花 なし

飛 鳥 なし

板 橋 有 徳 ○個人面接を実施する。 なし

大 泉 桜 なし

翔 陽 なし

上 水 なし

○

深 沢 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など ―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来への展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

（５）　普通教育を主とする学科（単位制）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望・志望の動機など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　出願の動機、思考力など

○個人面接を実施する。
　社会科・理科の教科の各分野に関わる知識・技能、思考・判断・表
現、主体的に学習に取り組む態度に関する質問を行い、受検者の思考
力、判断力、表現力を検査する。

―

○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「自己ＰＲスピーチ」を行う。
○小論文を実施する。
〇実技検査は、第一次募集と同様に、文章を読み、その内容について
　いくつかの設問に答える。

―

３月１０日（火）

―

―

○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「自己ＰＲスピーチ」を行う。
○作文を実施する。

○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「自己ＰＲスピーチ」を行う。
○作文を実施する。

―

―

３月１０日（火）

○

検　査　日

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○

○

○個人面接を実施する。
　面接時間の初めに２分程度の「自己ＰＲタイム」を設けます。
　受検者の長所・興味・関心・意欲・特技などを話してください。

―

―

―

―

―

―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。個人面接の一部において、第一次募集と同様
　に「自己ＰＲスピーチ」を行う。
○小論文を実施する。

―

―

―

（３）　普通教育を主とする学科（エンカレッジスクール）

検　査　日

３月１０日（火）

○個人面接において、社会及び理科の口頭試問を実施する。
　高校の志望理由・将来の目標
　社会・理科に関する質問（中学校学習程度）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など
　社会又は理科に関する口頭試問を含む。

３月１０日（火）

（４）　普通教育を主とする学科（進学重視型単位制）

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　コミュニケーション能力、思考力・判断力・表現力、出願の動
　機、規範意識・進路実現に向けた意欲

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

３月１０日（火）

（２）　普通教育を主とする学科（コース）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○鉛筆（２Ｈ～
　６Ｂ程度）
○消しゴム（練
　消しゴム可）
○目玉クリップ
　（２個）
○鉛筆削り（電動
　不可）又は
　カッターナイフ

－265－



　（6－10）　理数に関する学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

　（6－11）　芸術に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

総 合 芸 術

（ 美 術 ）

総 合 芸 術 ○専攻実技（専攻により内容が異なる。）

（舞台表現） 　ア　演劇専攻

①言葉と身体による表現

②台本による表現（発声を含む。）

　イ　舞踊専攻

①立つ・歩く（基本姿勢）

②基礎課題：バー、センター

③音楽による表現

総 合 芸 術

（ 音 楽 ）

　（6－12）　体育に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

駒 場 ○体育館シューズ

（保健体育）

野 津 田

（ 体 育 ）

　（6－13）　国際関係に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

○個人面接を実施する。 なし

―

―

本校所定の体育調書を出
願時に提出すること。用
紙は１０月２８日（火）
以降、本校経営企画室に
て受け取るか、又は本校
ホームページからダウン
ロードすること。

本校所定の体育調書を出
願時に提出すること。用
紙は、令和８年１月
１９日（月）以降、本校
ホームページからダウン
ロード又は経営企画室に
て受け取ること。

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

―

(1) 旋律及び和声の聴き取り（全専攻共通）
(2) 新曲の視唱（全専攻共通）
(3) 専攻実技（各専攻により内容が異なる。）
　　ア 鍵盤楽器専攻
　　　① 課題曲
  　　② 任意の１曲
　　イ 管楽器専攻･弦楽器専攻
　　　① 課題曲
  　　② 任意の１曲
  　　③ ピアノ演奏
　　ウ 打楽器専攻
　　　① 課題曲
  　　② 任意の１曲
  　　③ ピアノ演奏
　　エ 声楽専攻
　　　① 課題曲
  　　② イタリア古典歌曲(原語）
　　　③ ピアノ演奏
　　オ 作曲専攻
　　　① 和声課題
  　　② ピアノ演奏
　　カ 楽理専攻
　　　① 楽理に関する小論文を含む学力検査
　　　② ピアノ演奏
　※専攻実技の演奏は、当日楽譜が提示されるものを除いて、課題
　　曲、任意の１曲ともに暗譜とする。
　※課題曲・ピアノ演奏は、課題曲集を参照のこと。

―

○個人面接
　面接の質問には、以下の内容が含まれる。
　①本校を志望する理由及び将来の展望
　②理科や数学に関する内容

―

○基礎体力テスト（全員が次の４種目を受検する）
　①ジグザグ走　②立幅跳　③上体起こし　④シャトルラン
○運動能力テスト（次の①～⑧の中から１種目選択）
　①陸上競技（男女）　②水泳（男女）　③体操競技（男女）
　④柔道（男女）　　　⑤剣道（男女）　⑥サッカー（男）
　⑦バレーボール（女）⑧バスケットボール（男女）

〇運動靴
〇体育館シューズ
〇運動着
〇選択した専門種
　目に必要な用具等

（１）共通検査（全員受検）
 　①３分間シャトルランニング
（２）運動技能検査（次の①～④の中から１種目選択）
 　①陸上競技
　　 （男：１５００ｍ走・砲丸投げ・走り高跳び・
　　　　 　１００ｍ走・ハンドボール投げから１種目選択）
　　 （女：１０００ｍ走・砲丸投げ・走り高跳び・
　　　　 　１００ｍ走・ハンドボール投げから１種目選択）
　 ②サッカー（男子のみ）
　 ③バスケットボール（男女）
　 ④バレーボール（女子のみ）

―

○鉛筆（２Ｈ～
　４Ｂ程度）
○消し具
○ナイフ
〇ガーゼ
※検査用紙、画板
　は本校で用意す
　る。

美術科の専攻
○絵画（日本画）
○絵画（油彩画）
○彫刻
○デザイン
○映像

※演劇専攻、舞踊専攻
　のうち一つを選択し
　て出願する。

―

○（演劇専攻）
　体操着
○（舞踊専攻）
　レオタード又は
　体操着、
　バレエシューズ
　（トゥシュー
　ズ、ジャズ
　シューズでも
　可）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

【検査に必要なもの】
○筆記用具
○楽器（必要な場合）
※マリンバ、ピアノは本校で用意する。
※不明な点は事前に学校まで問い合わせて
　ください。

【備考】
音楽科の専攻
○器楽（鍵盤楽器）
　ピアノ
○器楽（管楽器）
　フルート、オーボエ、クラリネット、
　サクソフォーン、ファゴット、
　ホルン、トランペット、
　トロンボーン、テューバ
○器楽（弦楽器）
　ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、
　コントラバス
○器楽（打楽器）
　小太鼓・マリンバ
○声楽
○作曲
○楽理
※一つの専攻（楽器等）を選択して
　出願する。
※課題曲等は、１０月及び１１月の
　学校説明会において提示して説明する。
※サクソフォーン専攻は、アルトサクソ
　フォーンで受検する。
※打楽器専攻は、小太鼓又はマリンバで
　受検する。
※声楽専攻の伴奏者は、本校で用意する。

―

３月１０日（火）

○「鉛筆による素描」（２時間３０分）
 　検査用紙　画用紙（５４．４ｃｍ×３８．４ｃｍ）

検　査　日

検　査　日

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

国 際

立 川
（創造理数）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○選択した種目に
　必要な用具

科 学 技 術
（創造理数）

　（6－5）　商業に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

芝 商 業 なし

江 東 商 業 ○個人面接を実施する。 なし

【面接の例】

　１　「自己ＰＲカード」に即した自己ＰＲスピーチ（１分程度）

　２　「本校の期待する生徒の姿」についての取り組み度

　３　高校生活への期待、将来の展望

第 三 商 業 なし

　・コミュニケーション能力

　・思考力・将来性・表現力

　・第三商業高等学校に対する理解と適性

　・規範意識・生活態度

第 一 商 業 なし

　・志望の動機に関すること

　・教科の学習に関すること

　・入学後の高校生活に関すること

　・特別活動やその他に関すること

第 四 商 業 なし

葛 飾 商 業 なし

第 五 商 業 なし

　（6－6）　水産に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

○個人面接を実施する。 なし

　（6－7）　家庭に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

瑞 穂 農 芸 ○個人面接を実施する。 なし

(生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ)

なし

　（6－8）　家庭に関する学科（単位制）

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

忍 岡 なし

（生活科学）

　（6－9）　福祉に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

野 津 田 なし

（ 福 祉 ）

赤 羽 北 桜 なし

（介護福祉）

―

検　査　日

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など以下の４項目を評価の観点と
　する。

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

―

―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　例として次のようなことを質問します。

○個人面接を実施する。

○個人面接を実施する。
　本校を志望した理由・本校で取り組みたいことなど

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機、高校生活への期待など

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

赤 羽 北 桜
（保育・栄養）
（ 調 理 ）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

検　査　日

大島海洋国際

農 業
（ 服 飾 ）
（ 食 物 ）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　本校希望の意欲や入学後の学校生活、卒業後の進路希望についてな
　ど

―
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　（6－10）　理数に関する学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

　（6－11）　芸術に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

総 合 芸 術

（ 美 術 ）

総 合 芸 術 ○専攻実技（専攻により内容が異なる。）

（舞台表現） 　ア　演劇専攻

①言葉と身体による表現

②台本による表現（発声を含む。）

　イ　舞踊専攻

①立つ・歩く（基本姿勢）

②基礎課題：バー、センター

③音楽による表現

総 合 芸 術

（ 音 楽 ）

　（6－12）　体育に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

駒 場 ○体育館シューズ

（保健体育）

野 津 田

（ 体 育 ）

　（6－13）　国際関係に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

○個人面接を実施する。 なし

―

―

本校所定の体育調書を出
願時に提出すること。用
紙は１０月２８日（火）
以降、本校経営企画室に
て受け取るか、又は本校
ホームページからダウン
ロードすること。

本校所定の体育調書を出
願時に提出すること。用
紙は、令和８年１月
１９日（月）以降、本校
ホームページからダウン
ロード又は経営企画室に
て受け取ること。

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

―

(1) 旋律及び和声の聴き取り（全専攻共通）
(2) 新曲の視唱（全専攻共通）
(3) 専攻実技（各専攻により内容が異なる。）
　　ア 鍵盤楽器専攻
　　　① 課題曲
  　　② 任意の１曲
　　イ 管楽器専攻･弦楽器専攻
　　　① 課題曲
  　　② 任意の１曲
  　　③ ピアノ演奏
　　ウ 打楽器専攻
　　　① 課題曲
  　　② 任意の１曲
  　　③ ピアノ演奏
　　エ 声楽専攻
　　　① 課題曲
  　　② イタリア古典歌曲(原語）
　　　③ ピアノ演奏
　　オ 作曲専攻
　　　① 和声課題
  　　② ピアノ演奏
　　カ 楽理専攻
　　　① 楽理に関する小論文を含む学力検査
　　　② ピアノ演奏
　※専攻実技の演奏は、当日楽譜が提示されるものを除いて、課題
　　曲、任意の１曲ともに暗譜とする。
　※課題曲・ピアノ演奏は、課題曲集を参照のこと。

―

○個人面接
　面接の質問には、以下の内容が含まれる。
　①本校を志望する理由及び将来の展望
　②理科や数学に関する内容

―

○基礎体力テスト（全員が次の４種目を受検する）
　①ジグザグ走　②立幅跳　③上体起こし　④シャトルラン
○運動能力テスト（次の①～⑧の中から１種目選択）
　①陸上競技（男女）　②水泳（男女）　③体操競技（男女）
　④柔道（男女）　　　⑤剣道（男女）　⑥サッカー（男）
　⑦バレーボール（女）⑧バスケットボール（男女）

〇運動靴
〇体育館シューズ
〇運動着
〇選択した専門種
　目に必要な用具等

（１）共通検査（全員受検）
 　①３分間シャトルランニング
（２）運動技能検査（次の①～④の中から１種目選択）
 　①陸上競技
　　 （男：１５００ｍ走・砲丸投げ・走り高跳び・
　　　　 　１００ｍ走・ハンドボール投げから１種目選択）
　　 （女：１０００ｍ走・砲丸投げ・走り高跳び・
　　　　 　１００ｍ走・ハンドボール投げから１種目選択）
　 ②サッカー（男子のみ）
　 ③バスケットボール（男女）
　 ④バレーボール（女子のみ）

―

○鉛筆（２Ｈ～
　４Ｂ程度）
○消し具
○ナイフ
〇ガーゼ
※検査用紙、画板
　は本校で用意す
　る。

美術科の専攻
○絵画（日本画）
○絵画（油彩画）
○彫刻
○デザイン
○映像

※演劇専攻、舞踊専攻
　のうち一つを選択し
　て出願する。

―

○（演劇専攻）
　体操着
○（舞踊専攻）
　レオタード又は
　体操着、
　バレエシューズ
　（トゥシュー
　ズ、ジャズ
　シューズでも
　可）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

【検査に必要なもの】
○筆記用具
○楽器（必要な場合）
※マリンバ、ピアノは本校で用意する。
※不明な点は事前に学校まで問い合わせて
　ください。

【備考】
音楽科の専攻
○器楽（鍵盤楽器）
　ピアノ
○器楽（管楽器）
　フルート、オーボエ、クラリネット、
　サクソフォーン、ファゴット、
　ホルン、トランペット、
　トロンボーン、テューバ
○器楽（弦楽器）
　ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、
　コントラバス
○器楽（打楽器）
　小太鼓・マリンバ
○声楽
○作曲
○楽理
※一つの専攻（楽器等）を選択して
　出願する。
※課題曲等は、１０月及び１１月の
　学校説明会において提示して説明する。
※サクソフォーン専攻は、アルトサクソ
　フォーンで受検する。
※打楽器専攻は、小太鼓又はマリンバで
　受検する。
※声楽専攻の伴奏者は、本校で用意する。

―

３月１０日（火）

○「鉛筆による素描」（２時間３０分）
 　検査用紙　画用紙（５４．４ｃｍ×３８．４ｃｍ）

検　査　日

検　査　日

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

国 際

立 川
（創造理数）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○選択した種目に
　必要な用具

科 学 技 術
（創造理数）

　（6－5）　商業に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

芝 商 業 なし

江 東 商 業 ○個人面接を実施する。 なし

【面接の例】

　１　「自己ＰＲカード」に即した自己ＰＲスピーチ（１分程度）

　２　「本校の期待する生徒の姿」についての取り組み度

　３　高校生活への期待、将来の展望

第 三 商 業 なし

　・コミュニケーション能力

　・思考力・将来性・表現力

　・第三商業高等学校に対する理解と適性

　・規範意識・生活態度

第 一 商 業 なし

　・志望の動機に関すること

　・教科の学習に関すること

　・入学後の高校生活に関すること

　・特別活動やその他に関すること

第 四 商 業 なし

葛 飾 商 業 なし

第 五 商 業 なし

　（6－6）　水産に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

○個人面接を実施する。 なし

　（6－7）　家庭に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

瑞 穂 農 芸 ○個人面接を実施する。 なし

(生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ)

なし

　（6－8）　家庭に関する学科（単位制）

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

忍 岡 なし

（生活科学）

　（6－9）　福祉に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

野 津 田 なし

（ 福 祉 ）

赤 羽 北 桜 なし

（介護福祉）

―

検　査　日

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など以下の４項目を評価の観点と
　する。

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

―

―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　例として次のようなことを質問します。

○個人面接を実施する。

○個人面接を実施する。
　本校を志望した理由・本校で取り組みたいことなど

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機、高校生活への期待など

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

３月１０日（火）

―

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

赤 羽 北 桜
（保育・栄養）
（ 調 理 ）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

検　査　日

大島海洋国際

農 業
（ 服 飾 ）
（ 食 物 ）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　本校希望の意欲や入学後の学校生活、卒業後の進路希望についてな
　ど

―

－267－



２　定時制課程

(1)　普通教育を主とする学科

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

松 原 ○個人面接を実施する。
　志望動機、中学校で頑張ってきたこと、自己ＰＲカード
　の内容、入学後の意欲等

○筆記用具

○筆記用具

○筆記用具

なし

なし

葛 西 南 ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・中学校での生活・将来の展望など

○筆記用具

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機、中学校で頑張ってきたこと、自己ＰＲカード
　の内容、入学後の意欲等

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　本校を志望した理由・将来の展望など

３月１０日（火）

大 島 ３月１０日（火）

八 丈

五 日 市 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

福 生

○個人面接を実施する。
　高校生活への取り組み・将来の夢など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

大 崎

大 森

３月１０日（火）

豊 島 ３月１０日（火）

足 立

３月１０日（火）

検　査　日

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

農 業

○個人面接を実施する。
　志望理由・高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）町 田

神 代

３月１０日（火）

江 戸 川

南 葛 飾

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

　（6－14）　併合科

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

大 島 なし

（ 併 合 科 ）

三 宅 なし

（ 併 合 科 ）

八 丈 なし

（ 併 合 科 ）

　（6－15）　産業科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

○筆記用具

（７）　専門教育を主とする学科（進学重視型）

　（7－1）　科学技術科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

　（7－2）　ビジネスコミュニケーション科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

（８）　総合学科

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

つ ば さ 総 合 なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望・理想の進路など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・得意科目など

○個人面接を実施する。
　志望動機、中学校で頑張ってきたこと、自己ＰＲカードの内容、
　入学後の意欲など

○

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待、将来の展望など

○個人面接を実施する。
　総合学科への理解・将来の夢・学習意欲など

○個人面接
　面接の質問には、以下の内容が含まれる。
　①本校を志望する理由
　②社会及び理科又は科学技術に関する内容

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

―

検　査　日

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

―

検　査　日

○

○個人面接
　面接の質問には、以下の内容が含まれる。
　①本校を志望する理由及び将来の展望
　②科学技術に関する内容

○個人面接を実施する。
　中学校での状況・高校生活への期待・将来の展望など

○学力検査を実施する。
　社会及び理科に関する内容を検査する。

千 早 ３月１０日（火）

八 王 子 桑 志

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・入学後の学習や特別活動に対する意欲・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

東久留米総合 ３月１０日（火）

葛 飾 総 合

王 子 総 合

町 田 総 合 ３月１０日（火）

若 葉 総 合 ３月１０日（火）

青 梅 総 合 ３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

多摩科学技術

３月１０日（火）

杉 並 総 合

世 田 谷 総 合 ３月１０日（火）

橘

科 学 技 術

検　査　日

大 田 桜 台

晴 海 総 合 ３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）
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２　定時制課程

(1)　普通教育を主とする学科

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

松 原 ○個人面接を実施する。
　志望動機、中学校で頑張ってきたこと、自己ＰＲカード
　の内容、入学後の意欲等

○筆記用具

○筆記用具

○筆記用具

なし

なし

葛 西 南 ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・中学校での生活・将来の展望など

○筆記用具

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機、中学校で頑張ってきたこと、自己ＰＲカード
　の内容、入学後の意欲等

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　本校を志望した理由・将来の展望など

３月１０日（火）

大 島 ３月１０日（火）

八 丈

五 日 市 ３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望・得意科目など

福 生

○個人面接を実施する。
　高校生活への取り組み・将来の夢など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

大 崎

大 森

３月１０日（火）

豊 島 ３月１０日（火）

足 立

３月１０日（火）

検　査　日

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）

農 業

○個人面接を実施する。
　志望理由・高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

３月１０日（火）町 田

神 代

３月１０日（火）

江 戸 川

南 葛 飾

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

　（6－14）　併合科

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

大 島 なし

（ 併 合 科 ）

三 宅 なし

（ 併 合 科 ）

八 丈 なし

（ 併 合 科 ）

　（6－15）　産業科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

○筆記用具

（７）　専門教育を主とする学科（進学重視型）

　（7－1）　科学技術科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

　（7－2）　ビジネスコミュニケーション科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

（８）　総合学科

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容
学校設定検査

※1
検査に必要なもの 備　　考

なし

つ ば さ 総 合 なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望・理想の進路など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・得意科目など

○個人面接を実施する。
　志望動機、中学校で頑張ってきたこと、自己ＰＲカードの内容、
　入学後の意欲など

○

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待、将来の展望など

○個人面接を実施する。
　総合学科への理解・将来の夢・学習意欲など

○個人面接
　面接の質問には、以下の内容が含まれる。
　①本校を志望する理由
　②社会及び理科又は科学技術に関する内容

○個人面接を実施する。
　志望動機・高校生活への期待・将来の展望など

―

検　査　日

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

検　査　日

―

検　査　日

○

○個人面接
　面接の質問には、以下の内容が含まれる。
　①本校を志望する理由及び将来の展望
　②科学技術に関する内容

○個人面接を実施する。
　中学校での状況・高校生活への期待・将来の展望など

○学力検査を実施する。
　社会及び理科に関する内容を検査する。

千 早 ３月１０日（火）

八 王 子 桑 志

３月１０日（火）

検　査　日

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　志望動機・入学後の学習や特別活動に対する意欲・将来の展望など

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

東久留米総合 ３月１０日（火）

葛 飾 総 合

王 子 総 合

町 田 総 合 ３月１０日（火）

若 葉 総 合 ３月１０日（火）

青 梅 総 合 ３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

多摩科学技術

３月１０日（火）

杉 並 総 合

世 田 谷 総 合 ３月１０日（火）

橘

科 学 技 術

検　査　日

大 田 桜 台

晴 海 総 合 ３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）
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　（2－5）　産業科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

なし

（３）　単位制　　

　（3－1）　普通教育を主とする学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

○個人面接を実施する。 ○筆記用具

飛 鳥 なし

板 橋 有 徳 なし

　（3－2）　専門教育を主とする学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

○個人面接を実施する。 ○筆記用具

　（3－3）　　チャレンジスクール及びチャレンジ枠がある学校　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

○作文を実施する。 ○鉛筆又はシャープ

　ペンシル

○消しゴム

○個人面接を実施する。 なし

○作文を実施する。 ○筆記用具

〇個人面接を実施する。 なし

○筆記用具

なし

○作文を実施する。 ○筆記用具

○個人面接を実施する。 なし

桐 ヶ 丘 ○作文を実施する。 ○筆記用具

（ 総 合 学 科 ）

○個人面接を実施する。 なし

小 台 橋 ○作文を実施する。 ○筆記用具

（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。 なし

立 川 緑 ３月１０日（火） ○作文を実施する。 ○筆記用具

（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。 なし

八 王 子 拓 真 ○作文を実施する。 ○筆記用具

（普通科チャレンジ枠）

○個人面接を実施する。 なし

　（3－4）　総合学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

なし

なし

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

検　査　日

検　査　日

新 宿 山 吹 ３月１０日（火）

六 郷 工 科 ３月１０日（火）

橘
（ 産 業 科 ）

３月１０日（火）

検　査　日

新 宿 山 吹
（ 情 報 科 ）

３月１０日（火）

六 郷 工 科
（ 生 産 工 学 科 ）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

大 江 戸
（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

世 田 谷 泉
（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

検　査　日

六 本 木
（ 総 合 学 科 ）

○作文を実施する。

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。

３月１０日（火）

３月１０日（火）

稔 ヶ 丘
（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

検　査　日

東 久 留 米 総 合
（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

青 梅 総 合
（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・中学校の生活・高校生活への意欲など

（２）　専門教育を主とする学科　　

　（2－1）　農業に関する学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

なし

なし

　（2－2）　工業に関する学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

なし

【面接の例】

なし

なし

なし

　（2－3）　商業に関する学科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

なし

○筆記用具

なし

　（2－4）　併合科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

なし

農 芸
（ 農 芸 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

農 産
（ 農 産 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機、高校生活への期待など

検　査　日

園 芸
（ 園 芸 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望、理科･社会の要素を
　含んだ質問など

墨 田 工 科
（ 総 合 技 術 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

農 業
（ 食 品 化 学 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　本校を志望した理由・将来の展望など

検　査　日

工 芸
（マシンクラフト科、
ア ー ト ク ラ フ ト 科 、
イ ン テ リ ア 科 、
グラフィックアーツ科）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

荒 川 工 科
（ 電 気 ・ 電 子 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火）

総 合 工 科
（ 総 合 技 術 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

  ・あなたは、なぜ総合工科高校を志望しましたか。
　・あなたは、この学校に入学して、将来どのような方面に
  　進みたいと思っていますか。

中 野 工 科
（ 総 合 技 術 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する
　本校志望理由・将来の夢など

本 所 工 科
（ 総 合 技 術 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機、高校生活への期待・将来の展望など

小 金 井 工 科
(機械科、電気・電子科)

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

○筆記用具

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

検　査　日

第 三 商 業
（ 商 業 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

第 五 商 業
（ 商 業 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

検　査　日

足 立
（ 商 業 科 ）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　志望動機、高校生活への期待・将来の展望など

瑞 穂 農 芸
（ 併 合 科 ）

３月１０日（火）
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　（2－5）　産業科　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

なし

（３）　単位制　　

　（3－1）　普通教育を主とする学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

○個人面接を実施する。 ○筆記用具

飛 鳥 なし

板 橋 有 徳 なし

　（3－2）　専門教育を主とする学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

○個人面接を実施する。 ○筆記用具

　（3－3）　　チャレンジスクール及びチャレンジ枠がある学校　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

○作文を実施する。 ○鉛筆又はシャープ

　ペンシル

○消しゴム

○個人面接を実施する。 なし

○作文を実施する。 ○筆記用具

〇個人面接を実施する。 なし

○筆記用具

なし

○作文を実施する。 ○筆記用具

○個人面接を実施する。 なし

桐 ヶ 丘 ○作文を実施する。 ○筆記用具

（ 総 合 学 科 ）

○個人面接を実施する。 なし

小 台 橋 ○作文を実施する。 ○筆記用具

（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。 なし

立 川 緑 ３月１０日（火） ○作文を実施する。 ○筆記用具

（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。 なし

八 王 子 拓 真 ○作文を実施する。 ○筆記用具

（普通科チャレンジ枠）

○個人面接を実施する。 なし

　（3－4）　総合学科　　

学校名
（学科名等）

検　　査　　内　　容 検査に必要なもの 備　　考

なし

なし

なし

なし

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

検　査　日

検　査　日

新 宿 山 吹 ３月１０日（火）

六 郷 工 科 ３月１０日（火）

橘
（ 産 業 科 ）

３月１０日（火）

検　査　日

新 宿 山 吹
（ 情 報 科 ）

３月１０日（火）

六 郷 工 科
（ 生 産 工 学 科 ）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

大 江 戸
（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

世 田 谷 泉
（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

検　査　日

六 本 木
（ 総 合 学 科 ）

○作文を実施する。

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。

３月１０日（火）

３月１０日（火）

稔 ヶ 丘
（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

○個人面接を実施する。
　高校生活への期待・将来の展望など

検　査　日

東 久 留 米 総 合
（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

３月１０日（火）

青 梅 総 合
（ 総 合 学 科 ）

３月１０日（火） ○個人面接を実施する。
　志望動機・中学校の生活・高校生活への意欲など
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東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の細目

第 １ 出願書類についての注意事項等

第１－１ 入学願書等の記入方法

入学願書は、裏面に印刷された「入学願書記入上の注意」に従って記入する。

入学願書に記入する氏名等の文字は、住民票に記載されているものを使用する。ただし、住民票に記載されている文字が

常用漢字表外字の文字である場合、その文字を常用漢字で代用しても差し支えないが、入学願書、受検票、調査書及び氏名

記載のある成績一覧表（以下「原簿」という。）の表記は統一すること。 （例 澤－沢、 邊－辺）

外国籍を有する志願者も、住民票に記載されている氏名（以下「本名」という。）を入学願書の志願者氏名欄に記入す

ることとなるが、住民票に通称名が表示されており、受検票に通称名のみの記載を希望する者は、入学願書の志願者氏名

欄、調査書の氏名欄及び原簿の氏名欄には、本名の後ろに（ ）を付して通称名を記入する。その場合は、受検票の受検者

氏名欄には、入学願書に併記した通称名のみの記入で差し支えない。

なお、都内の里親又は小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム事業）委託生徒で通称名（里親の姓）による出願

を希望する志願者は、入学願書、受検票、調査書及び原簿の氏名欄には、通称名（里親の姓）を記入する。その場合は、出

願時に「措置通知書」の写しを提出すること。

（例１） 外国籍を有する志願者の場合の入学願書の志願者氏名欄

フ リ ガ ナ アイシャ アリ

氏 名 ＡＩＳＨＡ ＡＬＩ

（例２） 外国籍を有する志願者（漢字併記）の場合の入学願書の志願者氏名欄

フ リ ガ ナ          チャン   アイ    ピン

氏 名 ＺＨＡＮＧＡＩＰＩＮＧ 張 愛 平

（例３） 外国籍を有する志願者で、本人が通称名の使用を希望する場合の記載例

入学願書の志願者氏名欄（本名と通称名を併記。両方にフリガナを振る。）

入学願書の志願者氏名欄（本名と通称名を併記する。両方にフリガナを振る。）

フ リ ガ ナ チャン   アイ    ピン                 （トウ キョウ タ ロウ）

氏 名 ＺＨＡＮＧＡＩＰＩＮＧ （東 京 太 郎）

本 名 通 称 名

受検票の受検者氏名欄（通称名のみで可）

フ リ ガ ナ トウキョウ タ ロウ

受検者氏名 東 京 太 郎

通 称 名

調査書の学籍の記録・氏名欄（本名と通称名を併記。両方にフリガナを振る。）

フ リ ガ ナ チャン   アイ    ピン             （トウ キョウ タ ロウ）

氏 名 ＺＨＡＮＧＡＩＰＩＮＧ （東 京 太 郎）

本 名 通 称 名

保護者氏名欄には、保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又

は母のどちらか一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下「保護者」という。）の氏名を記入する。

保護者が父母である場合、父又は母の氏名（父、母のどちらでもよい。）を記入する。なお、保護者と別居していて出願

を認められた者についても、原則として保護者の氏名を記入するが、行方不明又は外国等の遠隔地居住などのため記入で

きない場合は、次のア又はイの氏名の記入を認める。

ア 実際に養育している成人のおじ、おば、祖父母、兄姉、知人等

イ 職員を海外に派遣する等の目的で企業内に設けられた寮等に居住（入居）している場合は、その施設の長

都内の中学校を卒業する見込みの者で、東京都立高等学校入学者選抜における検査結果を、在籍する学校における進路

指導や学習指導に活用するために、都立高校から在籍する学校へ提供することに同意する場合は、出願ごとに、入学願書

の個人情報の提供に関する同意署名欄に志願者本人が自署した上で、志願する都立高校の校長に提出する。

別表

学校において予防すべき感染症の種類と出席停止期間の基準

分類 感染症の種類 出席停止の期間

第一種 
感染症 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、

南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、

急性灰白髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候

群、中東呼吸器症候群、特定鳥インフルエンザ

※ 重症急性呼吸器症候群は病原体がベータコ

ロナウイルス属 SARS コロナウイルスである

ものに限る。

※ 中東呼吸器症候群は病原体がベータコロナ

ウイルス属 MERS コロナウイルスであるもの

に限る。

※ 特定鳥インフルエンザは、感染症の予防及び

感染症の患者に対する医療に関する法律（平成

十年法律第百十四号）第六条第三項第六号に規

定する特定鳥インフルエンザをいう。

治癒するまで 
 
※ 感染症の予防及び感染症の患者に対する医

療に関する法律第六条第七項から第九項まで

に規定する「新型インフルエンザ等感染症」、

「指定感染症」及び「新感染症」は第一種の感

染症とみなす。 

第二種 
感染症 

インフルエンザ（特定鳥インフルエンザ及び新型

インフルエンザ等感染症を除く。）

発症した後５日を経過し、かつ、解熱後２日（幼

児にあっては３日）を経過するまで 

百日咳
せき

 
特有の咳

せき

が消失するまで、又は５日間の適正な抗

菌薬療法による治療が終了するまで 
麻しん（はしか） 解熱後３日を経過するまで 

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 
耳下腺、顎下腺又は舌下線の腫 脹

ちょう

が発現した後

５日を経過、かつ、全身状態が良好になるまで 
風しん 発疹

しん

が消失するまで 

水痘（みずぼうそう） すべての発疹
しん

がかさぶたになるまで 

咽頭結膜熱（プール熱） 主要症状が消退した後２日を経過するまで 

新型コロナウイルス感染症（病原体がベータコロ

ナウイルス属のコロナウイルス（令和二年一月

に、中華人民共和国から世界保健機関に対して、

人に伝染する能力を有することが新たに報告さ

れたものに限る。）であるものに限る。） 

発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した
後１日を経過するまで

結核 
病状により学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

髄膜炎菌性髄膜炎 
病状により学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

第三種 
感染症 

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、

腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出

血性結膜炎 

病状により学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

そ の 他 の

感染症（第

三種感染症

として扱う

場合もある） 

溶連菌感染症、A 型肝炎、B 型肝炎、手足口病、

伝染性紅斑、ヘルパンギーナ、マイコプラズマ感

染症、感染性胃腸炎など 

学校で通常見られないような重大な流行が起こ

った場合に、その感染拡大を防ぐために、必要が

あるときに限り学校医の意見を聞き、校長が第三

種の感染症として緊急的に措置を取ることがで

きる。 
関係法令）学校保健安全法施行規則第 条及び第 条並びに学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令

（令和５年文部科学省令第 号令和５年５月８日施行） 
参考文献）「学校において予防すべき感染症の解説＜令和５年度改訂＞」 
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東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の細目

第 １ 出願書類についての注意事項等

第１－１ 入学願書等の記入方法

入学願書は、裏面に印刷された「入学願書記入上の注意」に従って記入する。

入学願書に記入する氏名等の文字は、住民票に記載されているものを使用する。ただし、住民票に記載されている文字が

常用漢字表外字の文字である場合、その文字を常用漢字で代用しても差し支えないが、入学願書、受検票、調査書及び氏名

記載のある成績一覧表（以下「原簿」という。）の表記は統一すること。 （例 澤－沢、 邊－辺）

外国籍を有する志願者も、住民票に記載されている氏名（以下「本名」という。）を入学願書の志願者氏名欄に記入す

ることとなるが、住民票に通称名が表示されており、受検票に通称名のみの記載を希望する者は、入学願書の志願者氏名

欄、調査書の氏名欄及び原簿の氏名欄には、本名の後ろに（ ）を付して通称名を記入する。その場合は、受検票の受検者

氏名欄には、入学願書に併記した通称名のみの記入で差し支えない。

なお、都内の里親又は小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム事業）委託生徒で通称名（里親の姓）による出願

を希望する志願者は、入学願書、受検票、調査書及び原簿の氏名欄には、通称名（里親の姓）を記入する。その場合は、出

願時に「措置通知書」の写しを提出すること。

（例１） 外国籍を有する志願者の場合の入学願書の志願者氏名欄

フ リ ガ ナ アイシャ アリ

氏 名 ＡＩＳＨＡ ＡＬＩ

（例２） 外国籍を有する志願者（漢字併記）の場合の入学願書の志願者氏名欄

フ リ ガ ナ          チャン   アイ    ピン

氏 名 ＺＨＡＮＧＡＩＰＩＮＧ 張 愛 平

（例３） 外国籍を有する志願者で、本人が通称名の使用を希望する場合の記載例

入学願書の志願者氏名欄（本名と通称名を併記。両方にフリガナを振る。）

入学願書の志願者氏名欄（本名と通称名を併記する。両方にフリガナを振る。）

フ リ ガ ナ チャン   アイ    ピン                 （トウ キョウ タ ロウ）

氏 名 ＺＨＡＮＧＡＩＰＩＮＧ （東 京 太 郎）

本 名 通 称 名

受検票の受検者氏名欄（通称名のみで可）

フ リ ガ ナ トウキョウ タ ロウ

受検者氏名 東 京 太 郎

通 称 名

調査書の学籍の記録・氏名欄（本名と通称名を併記。両方にフリガナを振る。）

フ リ ガ ナ チャン   アイ    ピン             （トウ キョウ タ ロウ）

氏 名 ＺＨＡＮＧＡＩＰＩＮＧ （東 京 太 郎）

本 名 通 称 名

保護者氏名欄には、保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又

は母のどちらか一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下「保護者」という。）の氏名を記入する。

保護者が父母である場合、父又は母の氏名（父、母のどちらでもよい。）を記入する。なお、保護者と別居していて出願

を認められた者についても、原則として保護者の氏名を記入するが、行方不明又は外国等の遠隔地居住などのため記入で

きない場合は、次のア又はイの氏名の記入を認める。

ア 実際に養育している成人のおじ、おば、祖父母、兄姉、知人等

イ 職員を海外に派遣する等の目的で企業内に設けられた寮等に居住（入居）している場合は、その施設の長

都内の中学校を卒業する見込みの者で、東京都立高等学校入学者選抜における検査結果を、在籍する学校における進路

指導や学習指導に活用するために、都立高校から在籍する学校へ提供することに同意する場合は、出願ごとに、入学願書

の個人情報の提供に関する同意署名欄に志願者本人が自署した上で、志願する都立高校の校長に提出する。

別表

学校において予防すべき感染症の種類と出席停止期間の基準

分類 感染症の種類 出席停止の期間

第一種 
感染症 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、

南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、

急性灰白髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候

群、中東呼吸器症候群、特定鳥インフルエンザ

※ 重症急性呼吸器症候群は病原体がベータコ

ロナウイルス属 SARS コロナウイルスである

ものに限る。

※ 中東呼吸器症候群は病原体がベータコロナ

ウイルス属 MERS コロナウイルスであるもの

に限る。

※ 特定鳥インフルエンザは、感染症の予防及び

感染症の患者に対する医療に関する法律（平成

十年法律第百十四号）第六条第三項第六号に規

定する特定鳥インフルエンザをいう。

治癒するまで 
 
※ 感染症の予防及び感染症の患者に対する医

療に関する法律第六条第七項から第九項まで

に規定する「新型インフルエンザ等感染症」、

「指定感染症」及び「新感染症」は第一種の感

染症とみなす。 

第二種 
感染症 

インフルエンザ（特定鳥インフルエンザ及び新型

インフルエンザ等感染症を除く。）

発症した後５日を経過し、かつ、解熱後２日（幼

児にあっては３日）を経過するまで 

百日咳
せき

 
特有の咳

せき

が消失するまで、又は５日間の適正な抗

菌薬療法による治療が終了するまで 
麻しん（はしか） 解熱後３日を経過するまで 

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 
耳下腺、顎下腺又は舌下線の腫 脹

ちょう

が発現した後

５日を経過、かつ、全身状態が良好になるまで 
風しん 発疹

しん

が消失するまで 

水痘（みずぼうそう） すべての発疹
しん

がかさぶたになるまで 

咽頭結膜熱（プール熱） 主要症状が消退した後２日を経過するまで 

新型コロナウイルス感染症（病原体がベータコロ

ナウイルス属のコロナウイルス（令和二年一月

に、中華人民共和国から世界保健機関に対して、

人に伝染する能力を有することが新たに報告さ

れたものに限る。）であるものに限る。） 

発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した
後１日を経過するまで

結核 
病状により学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

髄膜炎菌性髄膜炎 
病状により学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

第三種 
感染症 

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、

腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出

血性結膜炎 

病状により学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

そ の 他 の

感染症（第

三種感染症

として扱う

場合もある） 

溶連菌感染症、A 型肝炎、B 型肝炎、手足口病、

伝染性紅斑、ヘルパンギーナ、マイコプラズマ感

染症、感染性胃腸炎など 

学校で通常見られないような重大な流行が起こ

った場合に、その感染拡大を防ぐために、必要が

あるときに限り学校医の意見を聞き、校長が第三

種の感染症として緊急的に措置を取ることがで

きる。 
関係法令）学校保健安全法施行規則第 条及び第 条並びに学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令

（令和５年文部科学省令第 号令和５年５月８日施行） 
参考文献）「学校において予防すべき感染症の解説＜令和５年度改訂＞」 
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第１－２ 自己ＰＲカード及び志願申告書等の記入

自己ＰＲカード（様式 ）は、志願者本人による手書き又は電子ファイルへの入力及び印刷を原則とするが、事故や病気、

障害等により志願者本人による記入が困難な場合は、保護者等による記入を認めるものとする。その際、自己ＰＲカードの

下端に、その理由及び記入者と志願者との関係を明示する。

なお、志願申告書及び自己申告書についても同様とする。

第１－３ 自己申告書の提出

都立高校に理解してほしい事情を説明する必要がある場合、志願者は、自己申告書（様式 ）を志願する都立高校の校長に

提出することができる。

自己申告書は、志願者及び保護者が記入し、厳封して在学している中学校の校長に提出する。中学校の校長は、出願に要する書類と

ともに志願する都立高校の校長に提出する。

なお、都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

第１－４ 具申書の提出

具申書について

ア 東京都立高等学校入学者選抜実施要綱第１－３－１ 若しくは第２－３－１②＜全日制を志願する者＞ に該当する者

又は第２－３－２ 都内在住者で都外の中学校に在学している者で、保護者と同居していない場合に提出する。ただし、

第２－３－２ 都内在住者で都外の中学校に在学している者は、父母のどちらか一方と同居している場合も提出する。

イ 提出方法

ｱ 具申書（様式 ）は、申請者が２部作成し、在学している中学校の校長に提出する。

ｲ 中学校の校長は、受理した具申書の内容が事実であると認めたときは、校長証明欄に氏名を記入し公印を押印の

上、１部を出願に要する書類とともに志願する都立高校の校長に提出する。他の１部は中学校で保管する。

なお、都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

都内の里親又は小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム事業）委託生徒は、具申書に代えて「措置通知書」の写

しを提出する。

児童福祉施設に入所している東京都の措置児童は、具申書に代えて、当該児童福祉施設の長からの「意見書」を提出する。

第１－５ 入学考査料の納付方法

推薦に基づく選抜、第一次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象（国際高校）の選

抜、国際バカロレアコースの選抜及び通信制課程の前期選抜の入学考査料は、出願サイト上での決済又は所定の納付書（都立

高校全日制推薦受検用、都立高校全日制受検用（推薦・海外帰国以外）、都立高校全日制海外帰国受検用、都立高校定時制推

薦受検用、都立高校定時制受検用（推薦以外）及び都立高校通信制受検用）により、納付する。また、その他の募集の入学考

査料は、所定の納付書（都立高校全日制受検用（推薦・海外帰国以外）、都立高校定時制受検用（推薦以外）、都立高校通信

制受検用）により、納付書裏面に記載された納付場所に納付する。

なお、入学考査料を納付するに当たっては、次のことに留意する。

 納付書は所定の用紙を使用する（コピーしたものは使用できない。）。

 納付書の金額を訂正したり、前年度以前の納付書を使用したりしない。

 納付書の※欄は、必ず記入してから納付する。

 納付期限は、それぞれの入学願書受付日の最終日とする。

 一旦納付された入学考査料は還付しないので、入学考査料は、都立高校への志望が確実になってから納付すること。

また、志願先の高校の入学考査料の金額を十分確認の上、納付すること。

 出願ごとに入学考査料を納付する。ただし、取下げ後の再提出時は必要ない。

 指定された納付場所とは次に掲げるものをいう。

ア 都内に店舗のある銀行・信託銀行・信用金庫・信用組合などで、都の公金を収納する金融機関（「都の公金収納取

扱店」の掲示のある店舗）

イ 都内のゆうちょ銀行の営業所及び郵便局又は関東（山梨県を含む。）に所在するゆうちょ銀行の営業所及び郵便局

（ ）定時制課程及び通信制課程志願者で、営業時間終了等で金融機関に納付できない場合は、入学願書提出の際に志願す

る都立高校の窓口において、現金で納付する。

第１－６ 諸用紙類の配布

入学願書等入学者選抜に関する諸用紙類は、令和７年１２月１日（月）までに区市町村教育委員会に配布する。

国際バカロレアコース（国際高校）、定時制課程単位制高校のうち、チャレンジスクール、一橋高校、新宿山吹高校、荻窪

高校、通信制課程の高校及び海外帰国生徒等の入学者選抜を行う高校の入学願書等については、各都立高校が印刷し配布す

るため、志願する都立高校に連絡して、必要書類を取り寄せること。
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第１－２ 自己ＰＲカード及び志願申告書等の記入

自己ＰＲカード（様式 ）は、志願者本人による手書き又は電子ファイルへの入力及び印刷を原則とするが、事故や病気、

障害等により志願者本人による記入が困難な場合は、保護者等による記入を認めるものとする。その際、自己ＰＲカードの

下端に、その理由及び記入者と志願者との関係を明示する。

なお、志願申告書及び自己申告書についても同様とする。

第１－３ 自己申告書の提出

都立高校に理解してほしい事情を説明する必要がある場合、志願者は、自己申告書（様式 ）を志願する都立高校の校長に

提出することができる。

自己申告書は、志願者及び保護者が記入し、厳封して在学している中学校の校長に提出する。中学校の校長は、出願に要する書類と

ともに志願する都立高校の校長に提出する。

なお、都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

第１－４ 具申書の提出

具申書について

ア 東京都立高等学校入学者選抜実施要綱第１－３－１ 若しくは第２－３－１②＜全日制を志願する者＞ に該当する者

又は第２－３－２ 都内在住者で都外の中学校に在学している者で、保護者と同居していない場合に提出する。ただし、

第２－３－２ 都内在住者で都外の中学校に在学している者は、父母のどちらか一方と同居している場合も提出する。

イ 提出方法

ｱ 具申書（様式 ）は、申請者が２部作成し、在学している中学校の校長に提出する。

ｲ 中学校の校長は、受理した具申書の内容が事実であると認めたときは、校長証明欄に氏名を記入し公印を押印の

上、１部を出願に要する書類とともに志願する都立高校の校長に提出する。他の１部は中学校で保管する。

なお、都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はない。

都内の里親又は小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム事業）委託生徒は、具申書に代えて「措置通知書」の写

しを提出する。

児童福祉施設に入所している東京都の措置児童は、具申書に代えて、当該児童福祉施設の長からの「意見書」を提出する。

第１－５ 入学考査料の納付方法

推薦に基づく選抜、第一次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、在京外国人生徒等対象（国際高校）の選

抜、国際バカロレアコースの選抜及び通信制課程の前期選抜の入学考査料は、出願サイト上での決済又は所定の納付書（都立

高校全日制推薦受検用、都立高校全日制受検用（推薦・海外帰国以外）、都立高校全日制海外帰国受検用、都立高校定時制推

薦受検用、都立高校定時制受検用（推薦以外）及び都立高校通信制受検用）により、納付する。また、その他の募集の入学考

査料は、所定の納付書（都立高校全日制受検用（推薦・海外帰国以外）、都立高校定時制受検用（推薦以外）、都立高校通信

制受検用）により、納付書裏面に記載された納付場所に納付する。

なお、入学考査料を納付するに当たっては、次のことに留意する。

 納付書は所定の用紙を使用する（コピーしたものは使用できない。）。

 納付書の金額を訂正したり、前年度以前の納付書を使用したりしない。

 納付書の※欄は、必ず記入してから納付する。

 納付期限は、それぞれの入学願書受付日の最終日とする。

 一旦納付された入学考査料は還付しないので、入学考査料は、都立高校への志望が確実になってから納付すること。

また、志願先の高校の入学考査料の金額を十分確認の上、納付すること。

 出願ごとに入学考査料を納付する。ただし、取下げ後の再提出時は必要ない。

 指定された納付場所とは次に掲げるものをいう。

ア 都内に店舗のある銀行・信託銀行・信用金庫・信用組合などで、都の公金を収納する金融機関（「都の公金収納取

扱店」の掲示のある店舗）

イ 都内のゆうちょ銀行の営業所及び郵便局又は関東（山梨県を含む。）に所在するゆうちょ銀行の営業所及び郵便局

（ ）定時制課程及び通信制課程志願者で、営業時間終了等で金融機関に納付できない場合は、入学願書提出の際に志願す

る都立高校の窓口において、現金で納付する。

第１－６ 諸用紙類の配布

入学願書等入学者選抜に関する諸用紙類は、令和７年１２月１日（月）までに区市町村教育委員会に配布する。

国際バカロレアコース（国際高校）、定時制課程単位制高校のうち、チャレンジスクール、一橋高校、新宿山吹高校、荻窪

高校、通信制課程の高校及び海外帰国生徒等の入学者選抜を行う高校の入学願書等については、各都立高校が印刷し配布す

るため、志願する都立高校に連絡して、必要書類を取り寄せること。
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成績一覧表記入例

（様式11） （B4判）　成績一覧表　４枚目
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第　２　　様式一覧

名　　　　　　　　称 主な入手先 ﾍﾟｰｼﾞ

様　式 一般推薦書 区市町村教育委員会

様　式 文化・スポーツ等特別推薦書 本要綱の写しを使用等

様　式 入学願書（推薦） 区市町村教育委員会

様　式 入学願書（全一次、定一次・分割前期共通） 区市町村教育委員会

様　式 入学願書（分割後期・全二次）              区市町村教育委員会

様　式 入学願書（定時制二次）              区市町村教育委員会

様　式 合格通知書（推薦）                                 高等学校で作成

様　式 入学確約書（推薦）                                 高等学校で作成

様　式 成人受検者特別措置申請書                           本要綱の写しを使用等

様  式 調　査　書                                            区市町村教育委員会

様  式 調　査　書（令和３年度から令和６年度までの中学校卒業者） 区市町村教育委員会

様  式 成績一覧表 成績一覧表調査委員会

様　式 自己ＰＲカード                                         区市町村教育委員会※

様　式 自己申告書                                         本要綱の写しを使用等※

様　式 具　申　書                                         本要綱の写しを使用等

様　式 島しょからの転居に関する申立書               本要綱の写しを使用等

様　式 島しょへの転居及び身元引受人に関する申立書               本要綱の写しを使用等

様　式 志願変更願 本要綱の写しを使用等

様　式 調査書記載事項通知書                         成績一覧表調査委員会

様　式 調査書記載成績通知書 成績一覧表調査委員会

様　式 学力検査等得点表・学力検査における答案の開示請求書 高等学校

様　式 学力検査等得点表                                     高等学校で作成

様　式 選抜用評定等確認表 高等学校で作成

様　式 合格通知書 高等学校で作成

様　式 入学確約書                      高等学校で作成

様　式 学力検査等実施上の配慮申請書                         本要綱の写しを使用等

様　式 選考の特例申請書                                   本要綱の写しを使用等

様　式 事故や病気等による学力検査等実施上の配慮申請書       本要綱の写しを使用等

様　式 インフルエンザ等学校感染症罹(り)患者等に対する措置申請書 本要綱の写しを使用等

様　式 引揚生徒対象志願者の状況申立書 本要綱の写しを使用等

様　式 引揚生徒の都立高等学校受検に対する配慮申請書       本要綱の写しを使用等

様　式
日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する
学力検査等実施上の配慮申請書（ルビ付問題）

本要綱の写しを使用等

様　式
日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する
学力検査実施上の配慮申請書（ルビ付問題・辞書持込み）

本要綱の写しを使用等

様　式 志願者一覧 本要綱の写しを使用等

様　式 入学願書（追検査） 区市町村教育委員会

様式応 東京都立高等学校出願承認申請書

様式応 不受検証明書

様式応 住民票記載事項証明書

様式応 転居に関する申立書 

様式応 帰国等に関する申立書

様式応 身元引受人承諾書

様式応 理由書

志願申告書（チャレンジスクール用） 高等学校※

※　東京都教育委員会ホームページ上に編集可能なファイルで様式を掲載

様式番号

本要綱の写しを使用又は
応募資格審査取扱要項と
して配布する冊子を使用

学
校

番
号

東
京

都
立

高高
等等

学学
校校

長長
　　

殿殿
  

 志
願

者
一

覧
 ：

 
成

績
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※
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第　２　　様式一覧

名　　　　　　　　称 主な入手先 ﾍﾟｰｼﾞ

様　式 一般推薦書 区市町村教育委員会

様　式 文化・スポーツ等特別推薦書 本要綱の写しを使用等

様　式 入学願書（推薦） 区市町村教育委員会

様　式 入学願書（全一次、定一次・分割前期共通） 区市町村教育委員会

様　式 入学願書（分割後期・全二次）              区市町村教育委員会

様　式 入学願書（定時制二次）              区市町村教育委員会

様　式 合格通知書（推薦）                                 高等学校で作成

様　式 入学確約書（推薦）                                 高等学校で作成

様　式 成人受検者特別措置申請書                           本要綱の写しを使用等

様  式 調　査　書                                            区市町村教育委員会

様  式 調　査　書（令和３年度から令和６年度までの中学校卒業者） 区市町村教育委員会

様  式 成績一覧表 成績一覧表調査委員会

様　式 自己ＰＲカード                                         区市町村教育委員会※

様　式 自己申告書                                         本要綱の写しを使用等※

様　式 具　申　書                                         本要綱の写しを使用等

様　式 島しょからの転居に関する申立書               本要綱の写しを使用等

様　式 島しょへの転居及び身元引受人に関する申立書               本要綱の写しを使用等

様　式 志願変更願 本要綱の写しを使用等

様　式 調査書記載事項通知書                         成績一覧表調査委員会

様　式 調査書記載成績通知書 成績一覧表調査委員会

様　式 学力検査等得点表・学力検査における答案の開示請求書 高等学校

様　式 学力検査等得点表                                     高等学校で作成

様　式 選抜用評定等確認表 高等学校で作成

様　式 合格通知書 高等学校で作成

様　式 入学確約書                      高等学校で作成

様　式 学力検査等実施上の配慮申請書                         本要綱の写しを使用等

様　式 選考の特例申請書                                   本要綱の写しを使用等

様　式 事故や病気等による学力検査等実施上の配慮申請書       本要綱の写しを使用等

様　式 インフルエンザ等学校感染症罹(り)患者等に対する措置申請書 本要綱の写しを使用等

様　式 引揚生徒対象志願者の状況申立書 本要綱の写しを使用等

様　式 引揚生徒の都立高等学校受検に対する配慮申請書       本要綱の写しを使用等

様　式
日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する
学力検査等実施上の配慮申請書（ルビ付問題）

本要綱の写しを使用等

様　式
日本語指導が必要な生徒等の都立高等学校受検に対する
学力検査実施上の配慮申請書（ルビ付問題・辞書持込み）

本要綱の写しを使用等

様　式 志願者一覧 本要綱の写しを使用等

様　式 入学願書（追検査） 区市町村教育委員会

様式応 東京都立高等学校出願承認申請書

様式応 不受検証明書

様式応 住民票記載事項証明書

様式応 転居に関する申立書 

様式応 帰国等に関する申立書

様式応 身元引受人承諾書

様式応 理由書

志願申告書（チャレンジスクール用） 高等学校※

※　東京都教育委員会ホームページ上に編集可能なファイルで様式を掲載

様式番号

本要綱の写しを使用又は
応募資格審査取扱要項と
して配布する冊子を使用
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（様式２）（Ａ４判）

文文 化化 ・・ スス ポポ ーー ツツ 等等 特特 別別 推推 薦薦 書書

年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

立 中学校長

本校に在籍する下記の者を「文化・スポーツ等特別推薦」に推薦します。

記

氏 名 年 月 日生

志 望 す る 種 目 等

志望するコース・科（分野）・部 コース・科（分野）・部

推 薦 理 由

（注意）１ 「推薦理由」の欄は、志望校・志望学科等への適性、中学校における学習の状況、道徳、

特別活動、校外における活動の状況等のうちから特に顕著なものに加え、志望する種目等に

対する取組状況や意欲等についても併せて記入する。

２ 一般推薦に同時に出願する者は、一般推薦書を併せて提出する。

受検番号

公印

（様式１）（Ａ４判）

一一 般般 推推 薦薦 書書

年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

立 中学校長

本校に在籍する下記の者を推薦します。

記

氏 名 年 月 日生

志望する

コース・科（分野）・部
第１志望

コ ー ス

科 分野

部

第２志望
科 分野

部

推 薦 理 由

（注意）１ 第２志望がない場合は、第２志望の欄に「なし」と記入すること。記入のない場合は、第２志

望を志望しないものとみなす。

２ 「推薦理由」の欄は、志望校・志望学科等への適性、中学校における学習の状況、道徳、特別

活動、校外における活動の状況等のうちから、特に顕著なものを記入する。

３ 文化・スポーツ等特別推薦に同時に出願する者は、文化・スポーツ等特別推薦書を併せて提出

する。

受検番号

公印

－280－



（様式２）（Ａ４判）

文文 化化 ・・ スス ポポ ーー ツツ 等等 特特 別別 推推 薦薦 書書

年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

立 中学校長

本校に在籍する下記の者を「文化・スポーツ等特別推薦」に推薦します。

記

氏 名 年 月 日生

志 望 す る 種 目 等

志望するコース・科（分野）・部 コース・科（分野）・部

推 薦 理 由

（注意）１ 「推薦理由」の欄は、志望校・志望学科等への適性、中学校における学習の状況、道徳、

特別活動、校外における活動の状況等のうちから特に顕著なものに加え、志望する種目等に

対する取組状況や意欲等についても併せて記入する。

２ 一般推薦に同時に出願する者は、一般推薦書を併せて提出する。

受検番号

公印

（様式１）（Ａ４判）

一一 般般 推推 薦薦 書書

年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

立 中学校長

本校に在籍する下記の者を推薦します。

記

氏 名 年 月 日生

志望する

コース・科（分野）・部
第１志望

コ ー ス

科 分野

部

第２志望
科 分野

部

推 薦 理 由

（注意）１ 第２志望がない場合は、第２志望の欄に「なし」と記入すること。記入のない場合は、第２志

望を志望しないものとみなす。

２ 「推薦理由」の欄は、志望校・志望学科等への適性、中学校における学習の状況、道徳、特別

活動、校外における活動の状況等のうちから、特に顕著なものを記入する。

３ 文化・スポーツ等特別推薦に同時に出願する者は、文化・スポーツ等特別推薦書を併せて提出

する。

受検番号

公印
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、

両
方

　
を

そ
れ

ぞ
れ

赤
色

の
○

で
囲

む
。

志
望 の

種
目 等

令
和

８
年

度
　

東
京

都
立

高
等

学
校

入
学

願
書

令
和

８
年

度
　

都
立

高
等

学
校

受
検

票

出
　

願
　

区
　

分

受 検 番 号

特
別

推
薦

特
別

推
薦

受 検 番 号
一

般
推

薦
一

般
推

薦

※
　

合
格

発
表

は
合

否
照

会
サ

イ
ト

で
行

う
予

定
で

す
。

　
　
（
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
各
高
校
か
ら
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 
 
　

特
別

推
薦

と
一

般
推

薦
の

両
方

に
出

願
し

た
場

合
は

、
受

検
番

　
号

が
特

別
推

薦
の

も
の

と
一

般
推

薦
の

も
の

と
二

つ
に

な
る

の
で

、
　

合
格

発
表

の
際

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
番

号
を

確
認

す
る

こ
と

。

コ
 ー

 ス
第

 ２
志

 望

　
専

門
学

科
へ

の
志

願
者

で
第

２
志

望
を

志
望

す
る

場
合

は
、

そ
の

志
望

を
記

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

在
学

（
出

身
）

中
学

校
名

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 立
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 中

学
校

※

部
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 科
 （

分
野

）

　
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

　
　

　
日

　
　

　
　

　
　

  
  
 歳

写
真

正
面

上
半

身
脱

帽
（
４

㎝
×

３
㎝

）

･
令

和
７

年
月

日

以
降

に
撮

影
し

た
も

の

･
カ

ラ
ー

・
白

黒
ど

ち
ら

で
も

可

公
印

切 り 取 ら な い こ と 。
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（
受

検
票

・
裏

）
  
 

  
（
「
（
様

式
３

）
」
の

裏
面

）

１
　

高
等

学
校

長
の

宛
名

　
志

願
す

る
高

等
学

校
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

２
　

入
学

願
書

及
び

受
検

票
の

出
願

区
分

の
欄

等
　

志
願

す
る

出
願

区
分

を
赤

色
の

○
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
な

お
、

特
別

推
薦

と
一

般
推

薦
の

両
方

を
志

願
す

る
者

は
、

両
方

を
そ

れ
ぞ

れ
赤

色
の

○
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。

３
　

第
１

志
望

の
欄

　
志

願
す

る
高

等
学

校
名

と
コ

ー
ス

、
科

（
小

学
科

・
分

野
）

、
部

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

特
別

推
薦

の
種

目
等

の
欄

に
は

、
一

つ
を

指
定

し
て

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

４
　

第
２

志
望

の
欄

　
一

般
推

薦
に

お
い

て
、

第
１

志
望

に
専

門
学

科
を

志
願

す
る

者
は

、
第

２
志

望
の

欄
に

、
機

械
、

電
気

、
電

子
な

ど
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
第

２
志

望
を

志
望

し
な

い
場

合
に

は
「

な
し

」
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

記
入

の
な

い
場

合
は

、
第

２
志

望
を

志
望

し
な

い
も

の
と

み
な

し
ま

す
。

５
　

志
願

者
の

氏
名

の
欄

に
は

、
住

民
票

に
記

載
さ

れ
て

い
る

と
お

り
の

氏
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
外

国
籍

を
有

し
住

民
票

に
通

称
名

が
記

載
さ

れ
て

い
て

、
受

検
票

に
通

称
名

の
み

の
記

載
を

希
望

す
る

者
は

、
志

願
者

の
氏

名
の

欄
は

本
名

の
後

に
通

称
名

を
（

　
　

）
を

付
し

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

こ
の

場
合

、
受

検
票

の
受

検
者

氏
名

に
つ

い
て

は
、

通
称

名
だ

け
で

構
い

ま
せ

ん
。

６
　

生
年

月
日

の
欄

の
年

齢
は

、
令

和
８

年
３

月
３

１
日

現
在

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

７
　

住
所

の
欄

に
は

、
例

え
ば

、
「

西
新

宿
二

丁
目

８
番

１
号

」
は

「
西

新
宿

２
－

８
－

１
」

と
記

入
し

て
も

構
い

ま
せ

ん
。

８
　

出
願

日
以

降
入

学
式

ま
で

の
間

に
都

内
に

転
居

す
る

こ
と

が
確

実
な

者
は

、
転

居
予

定
先

の
住

所
を

「
入

学
式

ま
で

に
転

居
予

定
の

人
は

入
学

後
の

住
所

」
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

９
　

保
護

者
の

現
住

所
が

志
願

者
の

現
住

所
と

同
じ

場
合

は
、

「
志

願
者

と
同

じ
」

と
記

入
し

て
も

構
い

ま
せ

ん
。

　
大

島
海

洋
国

際
高

校
に

志
願

す
る

場
合

は
、

保
護

者
が

都
内

に
在

住
し

、
受

検
者

本
人

が
入

舎
す

る
か

、
大

島
に

身
元

引
受

人
と

な
る

親
族

が
在

住
し

て
い

る
か

、
又

は
保

護
者

と
と

も
に

大
島

に
転

居
す

る
こ

と
が

確
実

で
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。

　
保

護
者

氏
名

は
必

ず
自

署
し

て
く

だ
さ

い
。

　
黒

の
ペ

ン
又

は
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

摩
擦

に
伴

う
温

度
変

化
等

に
よ

り
消

色
す

る
イ

ン
ク

を
用

い
た

ペ
ン

又
は

ボ
ー

ル
ペ

ン
は

、
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

　
※

欄
は

、
記

入
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
≪

 入
学

願
書

提
出

期
間

 ≫
入

 
 
学

 
 
願

 
 
書

 
 
記

 
 
入

 
 
上

 
 
の

 
 
注

 
 
意

　
　

　
　

　
　

　
令

和
８

年
１

月
９

日
（

金
）

か
ら

１
月

１
６

日
（

金
）

ま
で

貼
る

前
に

領
収

証
書

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
｡

１
金
融

機
関
（

銀
行

・
郵

便
局

等
）

の
領
収

印
は
あ

り
ま

す
か

？

２
端
の

色
と
金

額
は

？

・
全
日
制
の
人
は
、
オ
レ
ン
ジ
色

（
２

，
２

０
０

円
）
で
す

。

・
新
宿
山
吹
高
校

（
情

報
科

）
の
人
は
、
青
色

（
９

５
０

円
）

で
す
。

入
学
考
査

料
は
、
納

付
書

裏
面
に
記
載
の

納
付
場
所

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
納
付
し
た
も
の

は
、

い
か
な
る
理

由
で
も
還

付
し

ま
せ
ん
。

入
学
考
査

料
納
付
後

の
領

収
証
書
は
、

入
学

願
書
受

付
の
際
に
必

要
な
の
で

、
領

収
証
書
貼
付
欄

に
貼
り
付

け
て
く
だ
さ

い
。

（ の り し ろ ）

（ の り し ろ ）

（
の

り
し

ろ
）

（
の

り
し

ろ
）

領
収

証
書

貼
付

欄
①

領
収

証
書

貼
付

欄
②

（
の

り
し

ろ
）

※
特
別
推
薦
又
は
一
般
推
薦
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
志
願
す
る
場
合
は
、
１
枚
の
領
収
証
書
を
、
左
側
の
貼
付
欄
①
に
貼
り

付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
特
別
推
薦
と
一
般
推
薦
の
両
方
を
志
願
す
る
場
合
は
、
２
枚
の
領
収
証
書
を
、
左
側
の
貼
付
欄
①
と
、
貼
付
欄
②
に
貼

り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

個個
人人
情情
報報
のの
提提
供供
にに
関関
すす
るる
同同
意意
署署
名名
欄欄

（（
任任
意意
））

私
は
、
東
京
都
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
（推
薦
に
基
づ
く
選
抜
）に
お
け
る
検
査
結
果
の
全
て
【

受
検
番
号

氏
名

在

籍
学
校
名

個
人
面
接
等
の
得
点

小
論
文
・
作
文
の
得
点

実
技
検
査
の
得
点

学
校
設
定
検
査
の
得
点
】を
、
在
籍
す
る

学
校
に
お
け
る
進
路
指
導
や
学
習
指
導
に
活
用
す
る
た
め
に
、
都
立
高
等
学
校
か
ら
在
籍
す
る
学
校
へ
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

す
。

令
和

年
月

日
（
署
名
）

（
注
意
）
※

上
記
の
内
容
に
同
意
す
る
場
合
の
み
、
志
願
者
本
人
が
自
署
し
て
く
だ
さ
い
。

※
在
籍
す
る
学
校
に
提
供
さ
れ
た
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
検
査
結
果
は
、
個
人
情
報
と
し
て
そ
の
秘
密
を
厳
守
し
、

進
路
指
導
や
学
習
指
導
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
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（
様

式
４

）

 全
一

次
、

定
一

次
・

 分
割

前
期

共
通

様
式

 全
一

次
、

定
一

次
・

東
京

都
立

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

高
等

学
校

長
　

　
殿

貴
校

へ
の

入
学

を
志

願
し

ま
す

。
受

検
番

号
受

検
番

号

※

変
更

後
変

更
後

※

高
校

フ
リ

ガ
ナ

科
（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

科
（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

※
科

（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

科
（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

〒 〒 〒

(電
話

)

〒

(電
話

)

志
願

者
は

、
高

等
学

校
、

高
等

専
門

学
校

に
在

学
し

て
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
現

在
、

都
立

高
等

学
校

、
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
に

合
格

し
て

い
ま

せ
ん

。

な
お

、
事

実
に

反
す

る
記

載
に

よ
っ

て
入

学
し

た
と

認
め

ら
れ

た
場

合
は

、
入

学
を

取
り

消
さ

れ
て

も
異

存
あ

り
ま

せ
ん

。

保
護

者
氏

名
志

願
者

と
の

続
柄

 （
自

　
署

）

上
記

の
者

は
貴

校
に

応
募

す
る

資
格

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
ま

し
た

。

立
中

学
校

長

(電
話

）

　
・
検

査
会

場
が

入
学

願
書

受
付

高
校

と
異

な
る

場
合

に
は

、
各

高
校

が
志

願
者

に
通

知
す

る
。

ル
ビ

振
り

等
受

検
上

の
配

慮
希

望

成
人

受
検

者
特

別
措

置
希

望
（
定

時
制

）
検

査
会

場
名

高
校

科
（
分

野
）

　
専

門
学

科
へ

の
志

願
者

で
第

２
志

望
以

下
を

志
望

す
る

場
合

は
、

志
望

の
順

位
を

記
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

令
和

８
年

度
　

都
立

高
等

学
校

受
検

票
令

和
８

年
度

　
東

京
都

立
高

等
学

校
入

学
願

書

定
一

次
・

分
割

前
期

定
一

次
・

分
割

前
期

　
※

 
 
全

一
次

又
は

定
一

次
・

分
割

前
期

　
　

を
赤

色
の

○
で

囲
む

。
第

４
志

望

科
（
分

野
）

※

受
検

者
氏

名

在
学

（
出

身
）

中
学

校
名

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

第
３

志
望

第
５

志
望

  
  
  
  
 年

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
日

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

　
　

　
  
  
  
年

　
  
  
　

　
　

  
  
月

  
　

  
  
卒

業
見

込
  
・
  
卒

業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
 立

  
  
  
  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
中

学
校

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

　
  
  
月

 　
　

　
  
 　

　
　

　
日

　
　

  
  
　

　
歳

  
  
  
  
 年

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
日

第
４

志
望

第
５

志
望

第
２

志
望

第
３

志
望

ル
ビ

振
り

等
受

検
上

の
配

慮
希

望
科

（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

保 護 者

現
　

　
　

住
　

　
　

所
（
出

願
時

の
住

所
）

在
学

（
出

身
）

中
学

校
名

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所

志 願 者

卒
業

年
月

現
住

所
（
出

願
時

の
住

所
）

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所

生
年

月
日

氏
名

 分
割

前
期

共
通

様
式

※

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

　
専

門
学

科
へ

の
志

願
者

で
第

２
志

望
以

下
を

志
望

す
る

場
合

は
、

志
望

の
順

位
を

記
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

科
（
分

野
）

出
 
 
 
 
願

 
 
 
 
区

 
 
 
 
分

立
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

中
学

校

検
査

会
場

名
変 更 後

成
人

受
検

者
特

別
措

置
希

望
（
定

時
制

）
※

全
一

次
全

一
次

第
２

志
望

志 望 校 （ 第 １ 志 望 ）

フ
リ

ガ
ナ

　
　

　
　

部

  
コ

 ー
 ス

　
 科

（
分

野
）

  
部

　
　

 チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ク
ー

ル
、

一
橋

高
校

、
浅

草
高

校
、

荻
窪

高
校

、
　

　
 八

王
子

拓
真

高
校

、
砂

川
高

校
を

除
く

定
時

制
は

変
更

で
き

な
い

。

変 更 後変 更 前
科

（
分

野
）

  
  
 コ

 ー
 ス

写
真

正
面

上
半

身
脱

帽

（
４

㎝
×

３
㎝

）

･
令

和
７

年
月

日

以
降

に
撮

影
し

た
も

の
･

カ
ラ

ー
・
白

黒
ど

ち
ら

で
も

可

公
印

切 り 取 ら な い こ と 。

ル
ビ

付
問

題
ル

ビ
付

問
題

ル
ビ

付
問

題

・
辞

書
持

込
み

ル
ビ

付
問

題

・
辞

書
持

込
み

１
検
査
日
時
及
び
時
間
割

令
和
８
年
２
月
２
１
日
（
土
）

午
前
８
時
３
０
分
集
合

時
間
割

（
定
時

制
成
人

受
検
者

特
別

措
置

の
受

検
者
を

除
く
。

）

第
１

時
限

国
語

午
前

９
時

０
０

分
～

午
前

９
時

５
０

分

第
２

時
限

数
学

午
前

１
０
時

１
０

分
～

午
前

１
１

時
０
０

分

第
３

時
限

英
語

午
前

１
１
時

２
０

分
～

午
後

０
時

１
０

分

第
４

時
限

社
会

午
後

１
時

１
０

分
～

午
後

２
時

０
０

分

第
５

時
限

理
科

午
後

２
時

２
０

分
～

午
後

３
時

１
０

分

・
検
査

教
科
が

３
教
科

の
高
校

で
は

、
学

力
検

査
の
終

了
時
刻

が
異
な

る
場
合
が

あ
る

。

・
実
技

検
査
及

び
面
接

等
を
行

う
場

合
は

、
各

高
校
が

集
合
時

刻
及
び

時
間
割
を

志
願

者
に
通

知
す
る

。

・
定
時

制
成
人

受
検
者

特
別
措

置
の

受
検

者
及

び
学
力

検
査
問

題
を
自

校
で
作
成

す
る

定
時
制

の
受
検

者
に
つ

い
て
は

、
各

高
校

が
集

合
時
刻

及
び
時

間
割
を

志
願
者
に

通
知

す
る
。

・
検
査

中
に
不

正
行
為

が
確
認

さ
れ

た
場

合
、

厳
正
に

対
応
す

る
。

持
っ
て

く
る
も

の

受
検

票
、
Ｈ

Ｂ
又
は

Ｂ
の
鉛

筆
（
シ

ャ
ー
プ

ペ
ン
シ

ル
も
可

）
、
消

し
ゴ

ム
、
直

線
定
規

（
角

度
の

目
盛

り
の

な
い
も

の
）、

コ
ン
パ

ス
、
弁

当
、
上

履
き

な
お

、
時

計
以

外
の
機

能
を
備

え
た

時
計

、
携

帯
電
話

や
腕
時

計
型
の

端
末
な
ど

の
通

信
機

器
の

使
用
は

許
可
し

な
い
。

２
合
格
発
表
日
時

全
日
制

令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）

午
前
８
時
３
０
分
（
合
否
照
会
サ
イ
ト
上
で
発
表
※
）

午
前
９
時
３
０
分
（
校
内
掲
示
）

定
時
制

令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）
午
前
８
時
３
０
分
（
合
否
照
会
サ
イ
ト
上
で
発
表
※
）

午
後
４
時
（
校
内
掲
示
）

※
合

格
発

表
は

合
否

照
会

サ
イ

ト
で

行
う

予
定

で
す

。
（
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
各
高
校
か
ら
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ

の
受

検
票

は
、

合
格

通
知

書
を

受
領

す
る

時
及

び
得

点
等

の
開

示
を

請
求

す
る

時
に

必
要

な
の

で
な

く
さ

な
い

こ
と

。

－284－



（
受

検
票

・
裏

）
  

 
  

（
「
（
様

式
４

）
」
の

裏
面

）

 
 
１

　
 
高

等
学

校
長

の
宛

名
　

 
 
　

 
志

願
す

る
高

等
学

校
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
２

　
 
入

学
願

書
及

び
受

検
票

の
出

願
区

分
の

欄
等

　
 
 
　

 
志

願
す

る
出

願
区

分
を

赤
色

の
○

で
囲

ん
で

く
だ

さ
い

。

 
 
３

　
 
第

１
志

望
の

欄
　

 
 
　

 
志

願
す

る
高

等
学

校
名

と
コ

ー
ス

、
科

（
小

学
科

・
分

野
）

、
部

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
４

　
 
第

２
志

望
～

第
５

志
望

の
欄

　
　

　
 
部

及
び

専
門

学
科

を
第

１
志

望
に

志
願

す
る

者
は

、
順

位
の

欄
（

第
２

志
望

か
ら

第
５

志
望

の
各

欄
）

に
、

志
望

の
順

位
に

従
っ

て
、

機
械

、
 
 
 
 
 
電

子
、

電
気

な
ど

と
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

第
２

志
望

以
下

を
志

望
し

な
い

場
合

に
は

、
各

順
位

の
欄

に
「

な
し

」
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 
 
 
 
 
　

記
入

の
な

い
場

合
は

、
第

２
志

望
以

下
を

志
望

し
な

い
も

の
と

み
な

し
ま

す
。

 
 
５

　
 
志

望
校

「
変

更
後

」
の

欄
 
 
 
 
 
 
 
出

願
時

に
は

何
も

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

 
 
６

　
 
志

願
者

の
氏

名
の

欄
に

は
、

住
民

票
に

記
載

さ
れ

て
い

る
と

お
り

の
氏

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 
 
 
 
　

 
外

国
籍

を
有

し
住

民
票

に
通

称
名

が
記

載
さ

れ
て

い
て

、
受

検
票

に
通

称
名

の
み

の
記

載
を

希
望

す
る

者
は

、
志

願
者

の
氏

名
の

欄
は

本
名

 
 
　

 
の

後
に

通
称

名
を

(
　

　
)
を

付
し

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

こ
の

場
合

、
受

検
票

の
受

検
者

氏
名

に
つ

い
て

は
、

通
称

名
だ

け
で

構
い

ま
せ

ん
。

 
７

　
 
生

年
月

日
の

欄
の

年
齢

は
、

令
和

８
年

３
月

３
１

日
現

在
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
８

　
 
住

所
の

欄
に

は
、

例
え

ば
、

「
西

新
宿

二
丁

目
８

番
１

号
」

は
「

西
新

宿
２

－
８

－
１

」
と

記
入

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

 
 
９

　
 
出

願
日

以
降

入
学

式
ま

で
の

間
に

都
内

に
転

居
す

る
こ

と
が

確
実

な
者

は
、

転
居

予
定

先
の

住
所

を
「

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

　
　

 
学

後
の

住
所

」
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
1
0
　

 
在

学
（

出
身

）
中

学
校

名
の

欄
に

は
、

都
外

の
中

学
校

の
場

合
、

道
府

県
名

か
ら

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
1
1
　

 
保

護
者

の
現

住
所

が
志

願
者

の
現

住
所

と
同

じ
場

合
は

、
「

志
願

者
と

同
じ

」
と

記
入

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

 
 
1
2
　

 
成

人
受

検
者

特
別

措
置

希
望

欄
（

定
時

制
志

願
者

の
み

）
　

 
 
 
 
 
成

人
受

検
者

特
別

措
置

と
は

、
令

和
８

年
３

月
３

１
日

現
在

満
１

８
歳

以
上

の
者

で
、

希
望

す
る

者
に

つ
い

て
は

、
学

力
検

査
を

行
わ

ず
、

　
 
 
 
面

接
及

び
作

文
に

よ
り

受
検

で
き

る
こ

と
を

い
い

ま
す

。
こ

の
措

置
を

希
望

す
る

者
は

、
成

人
受

検
者

特
別

措
置

希
望

欄
に

赤
色

で
○

印
を

記
 
 
 
　

入
す

る
と

と
も

に
定

め
ら

れ
た

申
請

書
を

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。

　
1
3
　

 
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
　

　
　

 
国

籍
を

問
わ

ず
、

入
国

後
の

在
日

期
間

が
入

学
日

現
在

原
則

と
し

て
６

年
以

内
の

者
で

、
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

生
徒

等
に

対
す

る
受

　
　

 
検

上
の

配
慮

（
ル

ビ
付

問
題

）
を

希
望

す
る

者
は

、
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
の

「
ル

ビ
付

問
題

」
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

し
て

く
　

　
 
だ

さ
い

。
　

　
　

 
国

籍
を

問
わ

ず
、

入
国

後
の

在
日

期
間

が
入

学
日

現
在

原
則

と
し

て
３

年
以

内
の

者
で

、
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

生
徒

等
に

対
す

る
受

　
　

 
検

上
の

配
慮

（
ル

ビ
付

問
題

・
辞

書
持

込
み

）
を

希
望

す
る

者
は

、
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
の

「
ル

ビ
付

問
題

・
辞

書
持

込
み

」
　

　
 
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

 
な

お
、

申
請

に
当

た
っ

て
は

、
出

願
時

に
各

受
検

上
の

配
慮

に
定

め
ら

れ
た

申
請

書
等

を
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
1
4
　

 
保

護
者

氏
名

は
必

ず
自

署
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
1
5
　

 
都

内
の

中
学

校
に

在
学

し
て

い
な

い
者

は
、

中
学

校
名

、
中

学
校

長
名

、
中

学
校

の
電

話
番

号
の

記
入

及
び

中
学

校
長

の
公

印
の

押
印

は
必

　
　

 
要

あ
り

ま
せ

ん
。

 
 
1
6
　

 
黒

の
ペ

ン
又

は
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

摩
擦

に
伴

う
温

度
変

化
等

に
よ

り
消

色
す

る
イ

ン
ク

を
用

い
た

ペ
ン

又
は

　
　

 
ボ

ー
ル

ペ
ン

は
、

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

 
 
1
7
　

 
※

欄
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

　
≪

 
入

学
願

書
提

出
期

間
 
≫

入
  
学

  
願

  
書

  
記

  
入

  
上

  
の

  
注

  
意

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
令

和
８

年
１

月
３

０
日

（
金

）
か

ら
２

月
５

日
（

木
）

ま
で

貼
る

前
に

領
収

証
書

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

１
金
融

機
関

（
銀

行
・

郵
便

局
等

）
の
領
収
印
は
あ
り

ま
す
か
？

２
端

の
色

と
金

額
は
？

・
全

日
制

の
人

は
、

黄
緑
色

（
２

，
２

０
０

円
）
で
す

。

・
定

時
制

の
人

は
、

灰
色

（
９

５
０

円
）
で

す
。

入
学

考
査
料

は
、
納

付
書
裏

面
に
記

載
の
納

付
場
所

で
納

付
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、
納

付
し
た

も
の
は

、
い

か
な

る
理
由

で
も
還

付
し
ま

せ
ん
。

入
学

考
査
料

納
付
後

の
領
収

証
書
は

、
入
学

願
書
受

付
の
際

に
必
要

な
の
で

、
領
収

証
書
貼

付
欄
に

貼
り
付

け
て
く

だ
さ
い

。

（ の り し ろ ）

（ の り し ろ ）

（
の

り
し

ろ
）

（
の

り
し

ろ
）

領領
収収

証証
書書

貼貼
付付

欄欄

個個
人人
情情
報報
のの
提提
供供
にに
関関
すす
るる
同同
意意
署署
名名
欄欄

（（
任任
意意
））

私
は
、
東
京
都
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
（
第
一
次
募
集
・
分
割
前
期
募
集
）
に
お
け
る
検
査
結
果
の
全
て
【

受
検
番
号

氏
名

在
籍
学
校
名

学
力
検
査
の
得
点

面
接
の
得
点

小
論
文
・
作
文
の
得
点

実
技
検
査
の
得
点

志
願
申
告
書
の
得
点
】

を
、
在
籍
す
る
学
校
に
お
け
る
進
路
指
導
や
学
習
指
導
に
活
用
す
る
た
め
に
、
都
立
高
等
学
校
か
ら
在
籍
す
る
学
校
へ
提
供
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
す
。

令
和

年
月

日
（
署
名
）

（
注
意
）
※

上
記
の
内
容
に
同
意
す
る
場
合
の
み
、
志
願
者
本
人
が
自
署
し
て
く
だ
さ
い
。

※
在
籍
す
る
学
校
に
提
供
さ
れ
た
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
検
査
結
果
は
、
個
人
情
報
と
し
て
そ
の
秘
密
を
厳
守
し
、
進
路
指
導

や
学
習
指
導
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
都
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
な
い
者
は
、
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
様

式
４

）

 全
一

次
、

定
一

次
・

 分
割

前
期

共
通

様
式

 全
一

次
、

定
一

次
・

東
京

都
立

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

高
等

学
校

長
　

　
殿

貴
校

へ
の

入
学

を
志

願
し

ま
す

。
受

検
番

号
受

検
番

号

※

変
更

後
変

更
後

※

高
校

フ
リ

ガ
ナ

科
（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

科
（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

※
科

（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

科
（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

〒 〒 〒

(電
話

)

〒

(電
話

)

志
願

者
は

、
高

等
学

校
、

高
等

専
門

学
校

に
在

学
し

て
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
現

在
、

都
立

高
等

学
校

、
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
に

合
格

し
て

い
ま

せ
ん

。

な
お

、
事

実
に

反
す

る
記

載
に

よ
っ

て
入

学
し

た
と

認
め

ら
れ

た
場

合
は

、
入

学
を

取
り

消
さ

れ
て

も
異

存
あ

り
ま

せ
ん

。

保
護

者
氏

名
志

願
者

と
の

続
柄

 （
自

　
署

）

上
記

の
者

は
貴

校
に

応
募

す
る

資
格

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
ま

し
た

。

立
中

学
校

長

(電
話

）

　
・
検

査
会

場
が

入
学

願
書

受
付

高
校

と
異

な
る

場
合

に
は

、
各

高
校

が
志

願
者

に
通

知
す

る
。

ル
ビ

振
り

等
受

検
上

の
配

慮
希

望

成
人

受
検

者
特

別
措

置
希

望
（
定

時
制

）
検

査
会

場
名

高
校

科
（
分

野
）

　
専

門
学

科
へ

の
志

願
者

で
第

２
志

望
以

下
を

志
望

す
る

場
合

は
、

志
望

の
順

位
を

記
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

令
和

８
年

度
　

都
立

高
等

学
校

受
検

票
令

和
８

年
度

　
東

京
都

立
高

等
学

校
入

学
願

書

定
一

次
・

分
割

前
期

定
一

次
・

分
割

前
期

　
※

 
 
全

一
次

又
は

定
一

次
・

分
割

前
期

　
　

を
赤

色
の

○
で

囲
む

。
第

４
志

望

科
（
分

野
）

※

受
検

者
氏

名

在
学

（
出

身
）

中
学

校
名

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

第
３

志
望

第
５

志
望

  
  
  
  
 年

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
日

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

　
　

　
  
  
  
年

　
  
  
　

　
　

  
  
月

  
　

  
  
卒

業
見

込
  
・
  
卒

業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
 立

  
  
  
  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
中

学
校

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

　
  
  
月

 　
　

　
  
 　

　
　

　
日

　
　

  
  
　

　
歳

  
  
  
  
 年

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
日

第
４

志
望

第
５

志
望

第
２

志
望

第
３

志
望

ル
ビ

振
り

等
受

検
上

の
配

慮
希

望
科

（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

保 護 者

現
　

　
　

住
　

　
　

所
（
出

願
時

の
住

所
）

在
学

（
出

身
）

中
学

校
名

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所

志 願 者

卒
業

年
月

現
住

所
（
出

願
時

の
住

所
）

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所

生
年

月
日

氏
名

 分
割

前
期

共
通

様
式

※

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

　
専

門
学

科
へ

の
志

願
者

で
第

２
志

望
以

下
を

志
望

す
る

場
合

は
、

志
望

の
順

位
を

記
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

科
（
分

野
）

出
 
 
 
 
願

 
 
 
 
区

 
 
 
 
分

立
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

中
学

校

検
査

会
場

名
変 更 後

成
人

受
検

者
特

別
措

置
希

望
（
定

時
制

）
※

全
一

次
全

一
次

第
２

志
望

志 望 校 （ 第 １ 志 望 ）

フ
リ

ガ
ナ

　
　

　
　

部

  
コ

 ー
 ス

　
 科

（
分

野
）

  
部

　
　

 チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ク
ー

ル
、

一
橋

高
校

、
浅

草
高

校
、

荻
窪

高
校

、
　

　
 八

王
子

拓
真

高
校

、
砂

川
高

校
を

除
く

定
時

制
は

変
更

で
き

な
い

。

変 更 後変 更 前
科

（
分

野
）

  
  
 コ

 ー
 ス

写
真

正
面

上
半

身
脱

帽

（
４

㎝
×

３
㎝

）

･
令

和
７

年
月

日

以
降

に
撮

影
し

た
も

の
･

カ
ラ

ー
・
白

黒
ど

ち
ら

で
も

可

公
印

切 り 取 ら な い こ と 。

ル
ビ

付
問

題
ル

ビ
付

問
題

ル
ビ

付
問

題

・
辞

書
持

込
み

ル
ビ

付
問

題

・
辞

書
持

込
み

１
検
査
日
時
及
び
時
間
割

令
和
８
年
２
月
２
１
日
（
土
）

午
前
８
時
３
０
分
集
合

時
間
割

（
定
時

制
成
人

受
検
者

特
別

措
置

の
受

検
者
を

除
く
。

）

第
１

時
限

国
語

午
前

９
時

０
０

分
～

午
前

９
時

５
０

分

第
２

時
限

数
学

午
前

１
０
時

１
０

分
～

午
前

１
１

時
０
０

分

第
３

時
限

英
語

午
前

１
１
時

２
０

分
～

午
後

０
時

１
０

分

第
４

時
限

社
会

午
後

１
時

１
０

分
～

午
後

２
時

０
０

分

第
５

時
限

理
科

午
後

２
時

２
０

分
～

午
後

３
時

１
０

分

・
検
査

教
科
が

３
教
科

の
高
校

で
は

、
学

力
検

査
の
終

了
時
刻

が
異
な

る
場
合
が

あ
る

。

・
実
技

検
査
及

び
面
接

等
を
行

う
場

合
は

、
各

高
校
が

集
合
時

刻
及
び

時
間
割
を

志
願

者
に
通

知
す
る

。

・
定
時

制
成
人

受
検
者

特
別
措

置
の

受
検

者
及

び
学
力

検
査
問

題
を
自

校
で
作
成

す
る

定
時
制

の
受
検

者
に
つ

い
て
は

、
各

高
校

が
集

合
時
刻

及
び
時

間
割
を

志
願
者
に

通
知

す
る
。

・
検
査

中
に
不

正
行
為

が
確
認

さ
れ

た
場

合
、

厳
正
に

対
応
す

る
。

持
っ
て

く
る
も

の

受
検

票
、
Ｈ

Ｂ
又
は

Ｂ
の
鉛

筆
（
シ

ャ
ー
プ

ペ
ン
シ

ル
も
可

）
、
消

し
ゴ

ム
、
直

線
定
規

（
角

度
の

目
盛

り
の

な
い
も

の
）、

コ
ン
パ

ス
、
弁

当
、
上

履
き

な
お

、
時

計
以

外
の
機

能
を
備

え
た

時
計

、
携

帯
電
話

や
腕
時

計
型
の

端
末
な
ど

の
通

信
機

器
の

使
用
は

許
可
し

な
い
。

２
合
格
発
表
日
時

全
日
制

令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）

午
前
８
時
３
０
分
（
合
否
照
会
サ
イ
ト
上
で
発
表
※
）

午
前
９
時
３
０
分
（
校
内
掲
示
）

定
時
制

令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）
午
前
８
時
３
０
分
（
合
否
照
会
サ
イ
ト
上
で
発
表
※
）

午
後
４
時
（
校
内
掲
示
）

※
合

格
発

表
は

合
否

照
会

サ
イ

ト
で

行
う

予
定

で
す

。
（
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
各
高
校
か
ら
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ

の
受

検
票

は
、

合
格

通
知

書
を

受
領

す
る

時
及

び
得

点
等

の
開

示
を

請
求

す
る

時
に

必
要

な
の

で
な

く
さ

な
い

こ
と

。

－285－



（
受

検
票

・
裏

）
  
 

  
（
「
（
様

式
５

）
」
の

裏
面

）

 
 
１

 
 
 
高

等
学

校
長

の
宛

名
　

 
 
　

 
志

願
す

る
高

等
学

校
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
２

　
 
入

学
願

書
提

出
時

　
　

　
 
「

変
更

前
」

欄
に

学
校

名
及

び
コ

ー
ス

、
科

（
分

野
）

、
部

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
３

　
 
同

一
の

学
校

が
、

２
部

又
は

２
科

（
２

分
野

）
以

上
募

集
す

る
場

合
は

、
志

望
の

順
位

を
付

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
の

分
割

後
期

募
集

　
　

 
・

全
日

制
第

二
次

募
集

で
は

、
同

一
の

学
校

で
普

通
科

と
コ

ー
ス

、
農

業
科

と
家

庭
科

な
ど

異
な

る
学

科
が

募
集

す
る

場
合

、
学

科
を

越
え

て
　

　
 
志

望
の

順
位

を
付

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

第
２

志
望

以
下

を
志

望
し

な
い

場
合

に
は

、
各

順
位

の
欄

に
「

な
し

」
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

 
記

入
の

な
い

場
合

は
、

第
２

志
望

以
下

を
志

望
し

な
い

も
の

と
み

な
し

ま
す

。

 
 
４

　
 
志

望
校

「
変

更
後

」
の

欄
　

　
　

 
出

願
時

に
は

何
も

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

 
 
５

　
 
志

願
者

の
氏

名
の

欄
に

は
、

住
民

票
に

記
載

さ
れ

て
い

る
と

お
り

の
氏

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

 
外

国
籍

を
有

し
住

民
票

に
通

称
名

が
記

載
さ

れ
て

い
て

、
受

検
票

に
通

称
名

の
み

の
記

載
を

希
望

す
る

者
は

、
志

願
者

の
氏

名
の

欄
は

本
名

　
　

 
の

後
に

通
称

名
を

(
　

)
を

付
し

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

こ
の

場
合

、
受

検
票

の
受

検
者

氏
名

に
つ

い
て

は
、

通
称

名
だ

け
で

構
い

ま
せ

ん
。

 
 
６

　
 
生

年
月

日
の

欄
の

年
齢

は
、

令
和

８
年

３
月

３
１

日
現

在
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
７

　
 
住

所
の

欄
に

は
、

例
え

ば
、

「
西

新
宿

二
丁

目
８

番
１

号
」

は
「

西
新

宿
２

－
８

－
１

」
と

記
入

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

 
 
８

　
 
出

願
日

以
降

入
学

式
ま

で
の

間
に

都
内

に
転

居
す

る
こ

と
が

確
実

な
者

は
、

転
居

予
定

先
の

住
所

を
「

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

 
 
　

 
学

後
の

住
所

」
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
９

　
 
在

学
（

出
身

）
中

学
校

名
の

欄
に

は
、

都
外

の
中

学
校

の
場

合
、

道
府

県
名

か
ら

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
1
0
　

 
保

護
者

の
現

住
所

が
志

願
者

の
現

住
所

と
同

じ
場

合
は

、
「

志
願

者
と

同
じ

」
と

記
入

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

　
1
1
　

 
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
　

　
　

 
国

籍
を

問
わ

ず
、

入
国

後
の

在
日

期
間

が
入

学
日

現
在

原
則

と
し

て
６

年
以

内
の

者
で

、
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

生
徒

等
に

対
す

る
受

　
　

 
検

上
の

配
慮

（
ル

ビ
付

問
題

）
を

希
望

す
る

者
は

、
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
の

「
ル

ビ
付

問
題

」
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

し
て

く
　

　
 
だ

さ
い

。
　

　
　

 
国

籍
を

問
わ

ず
、

入
国

後
の

在
日

期
間

が
入

学
日

現
在

原
則

と
し

て
３

年
以

内
の

者
で

、
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

生
徒

等
に

対
す

る
受

　
　

 
検

上
の

配
慮

（
ル

ビ
付

問
題

・
辞

書
持

込
み

）
を

希
望

す
る

者
は

、
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
の

「
ル

ビ
付

問
題

・
辞

書
持

込
み

」
　

　
 
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

 
な

お
、

申
請

に
当

た
っ

て
は

、
出

願
時

に
各

受
検

上
の

配
慮

に
定

め
ら

れ
た

申
請

書
等

を
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
1
2
　

 
保

護
者

氏
名

は
必

ず
自

署
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
1
3
　

 
都

内
の

中
学

校
に

在
学

し
て

い
な

い
者

は
、

中
学

校
名

、
中

学
校

長
名

、
中

学
校

の
電

話
番

号
の

記
入

及
び

中
学

校
長

の
公

印
の

押
印

は
必

 
 
 
 
 
要

あ
り

ま
せ

ん
。

 
 
1
4
　

 
黒

の
ペ

ン
又

は
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

摩
擦

に
伴

う
温

度
変

化
等

に
よ

り
消

色
す

る
イ

ン
ク

を
用

い
た

ペ
ン

又
は

　
　

 
ボ

ー
ル

ペ
ン

は
、

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

 
 
1
5
　

 
※

欄
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪

 
入

学
願

書
提

出
期

間
 
≫

入
  

学
  

願
  

書
  

記
  

入
  

上
  

の
  

注
  

意
 
令

和
８

年
３

月
５

日
（

木
）

　
午

前
９

時
～

午
後

３
時

貼
る

前
に

領
収

証
書

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

１
金
融

機
関
（

銀
行

・
郵

便
局

等
）

の
領
収

印
は
あ

り
ま

す
か

？

２
端
の

色
と
金

額
は

？

・
全
日
制
の
人
は
、
黄
緑
色
（

２
，

２
０

０
円

）
で
す
。

・
八
王
子
拓

真
高
校
、

砂
川

高
校
及
び
浅
草

高
校
の
人

は
、

灰
色
（

９
５

０
円
）
で
す
。

入
学
考
査

料
は
、
納

付
書

裏
面
に
記
載
の

納
付
場
所

で
納
付
し
て

く
だ
さ
い

。
た

だ
し
、
納
付
し

た
も
の
は

、
い
か
な
る
理

由
で
も
還

付
し

ま
せ
ん
。

入
学
考
査

料
納
付
後

の
領

収
証
書
は
、
入

学
願
書
受

付
の
際
に
必

要
な
の
で

、
領

収
証
書
貼
付
欄

に
貼
り
付

け
て
く
だ
さ

い
。

（ の り し ろ ）

（ の り し ろ ）

（
の

り
し

ろ
）

（
の

り
し

ろ
）

領領
収収

証証
書書

貼貼
付付

欄欄

個個
人人
情情
報報
のの
提提
供供
にに
関関
すす
るる
同同
意意
署署
名名
欄欄

（（
任任
意意
））

私
は
、
東
京
都
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
（分
割
後
期
募
集
・全
日
制
第
二
次
募
集
）
に
お
け
る
検
査
結
果
の
全
て
【

受
検
番
号

氏
名

在
籍
学
校
名

学
力
検
査
の
得
点

面
接
の
得
点

小
論
文
・
作
文
の
得
点

実
技
検
査
の
得
点

志
願
申
告
書

の
得
点
】
を
、
在
籍
す
る
学
校
に
お
け
る
進
路
指
導
や
学
習
指
導
に
活
用
す
る
た
め
に
、
都
立
高
等
学
校
か
ら
在
籍
す
る
学
校
へ
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

令
和

年
月

日
（
署
名
）

（
注
意
）
※

上
記
の
内
容
に
同
意
す
る
場
合
の
み
、
志
願
者
本
人
が
自
署
し
て
く
だ
さ
い
。

※
在
籍
す
る
学
校
に
提
供
さ
れ
た
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
検
査
結
果
は
、
個
人
情
報
と
し
て
そ
の
秘
密
を
厳
守
し
、
進
路
指
導

や
学
習
指
導
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
都
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
な
い
者
は
、
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
様

式
５

）

東
京

都
立

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

高
等

学
校

長
　

　
殿

貴
校

へ
の

入
学

を
志

願
し

ま
す

。
受

検
番

号
受

検
番

号

※

変
更

後
変

更
後

※

高
校

フ
リ

ガ
ナ

　
　

　
　

　
　

　
　

  
コ

  
ー

  
ス

科
（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

科
（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

高
校

検
査

会
場

名
※

　
　

　
　

　
　

　
　

  
コ

  
ー

  
ス

※
科

（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

科
（
分

野
）

・
検

査
会

場
が

入
学

願
書

受
付

高
校

と
異

な
る

場
合

に
は

、
各

高
校

が
志

願
者

に
通

知
す

る
。

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
部

〒 〒 〒

(電
話

)

〒

(電
話

)

志
願

者
は

、
高

等
学

校
、

高
等

専
門

学
校

に
在

学
し

て
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
現

在
、

都
立

高
等

学
校

、
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
に

合
格

し
て

い
ま

せ
ん

。

な
お

、
事

実
に

反
す

る
記

載
に

よ
っ

て
入

学
し

た
と

認
め

ら
れ

た
場

合
は

、
入

学
を

取
り

消
さ

れ
て

も
異

存
あ

り
ま

せ
ん

。

保
護

者
氏

名
志

願
者

と
の

続
柄

 （
自

　
署

）

上
記

の
者

は
貴

校
に

応
募

す
る

資
格

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
ま

し
た

。

立
中

学
校

長

(電
話

）

在
学

（
出

身
）

中
学

校
名

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

 立
  

  
  

  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

中
学

校

卒
業

年
月

　
　

　
  

  
  

年
　

  
  

　
　

　
  

  
月

  
　

  
  

卒
業

見
込

  
・
  

卒
業

保 護 者

現
　

　
　

住
　

　
　

所
（
出

願
時

の
住

所
）

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所

志 願 者

フ
リ

ガ
ナ

氏
　

　
  

  
 　

名

生
年

月
日

　
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

　
  

  
月

 　
　

　
  

 　
　

　
　

日
　

　
  

  
　

　
歳

現
住

所
（
出

願
時

の
住

所
）

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所

変 更 後
検

査
会

場
名

科
（
分

野
）

科
（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

第
４

志
望

第
５

志
望

　
　

　
　

部
科

（
分

野
）

ル
ビ

振
り

等
受

検
上

の
配

慮
希

望
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

  
  

 コ
 ー

 ス
第

２
志

望
第

３
志

望
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

 在
　

学
　

（
出

身
）

中
　

学
　

校
　

名

受
検

者
氏

名
科

（
分

野
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

立
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

中
学

校
　

　
　

　
部

科
（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

科
（
分

野
）

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

第
４

志
望

志 望 校 （ 第 １ 志 望 ）

変 更 前

　
第

２
志

望
以

下
を

志
望

す
る

場
合

は
、

志
望

の
順

位
を

記
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

  
  

 コ
 ー

 ス
第

２
志

望
第

３
志

望

第
５

志
望

変 更 後

　
第

２
志

望
以

下
を

志
望

す
る

場
合

は
、

志
望

の
順

位
を

記
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

部

令
和

８
年

度
　

東
京

都
立

高
等

学
校

入
学

願
書

分
割

後
期

 ・
全

二
次

様
式

令
和

８
年

度
　

都
立

高
等

学
校

受
検

票

分
割

後
期

 ・
全

二
次

様
式

※ ※

１
検
査
日
時
及
び
時
間
割

令
和
８
年
３
月
１
０
日
（
火
）

午
前
８
時
３
０
分
集
合

時
間

割

第
１

時
限

国
語

午
前

９
時

０
０

分
～

午
前

９
時

５
０

分

第
２

時
限

数
学

午
前

１
０

時
１

０
分

～
午

前
１

１
時

０
０

分

第
３

時
限

英
語

午
前

１
１

時
２

０
分

～
午

後
０

時
１

０
分

実
技

検
査

及
び

面
接

等
を

行
う

場
合

は
、

各
高

校
が

集
合

時
刻

及
び

時
間

割
を

志
願

者
に

通
知

す
る

。

な
お

、
検

査
中

に
不

正
行

為
が

確
認

さ
れ

た
場

合
、

厳
正

に
対

応
す

る
。

持
っ

て
く

る
も

の

受
検

票
、
Ｈ

Ｂ
又

は
Ｂ

の
鉛

筆
（

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

も
可

）
、
消

し
ゴ

ム
、
直

線
定

規

（
角
度
の
目
盛
り
の
な
い
も
の

）
、
コ
ン
パ
ス
、
弁
当
、
上
履
き

な
お

、
時

計
以

外
の

機
能

を
備

え
た

時
計

、
携

帯
電

話
や

腕
時

計
型

の
端

末
な

ど
の

通

信
機

器
の

使
用

は
許

可
し

な
い

。

２
合
格
発
表
日
時

令
和
８
年
３
月
１
３
日
（
金
）

午
前
８
時
３
０
分
（
合
否
照
会
サ
イ
ト
上
で
発
表
※
）

正
午
（
校
内
掲
示
）

※
合

格
発

表
は

合
否

照
会

サ
イ

ト
で

行
う

予
定

で
す

。

（
サ

イ
ト

の
に

つ
い

て
は

、
各

高
校

か
ら

別
途

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

）

※
 

こ
の

受
検

票
は

、
合

格
通

知
書

を
受

領
す

る
時

及
び

得
点

等
の

開
示

を
請

求
す

る
時

に
必

要
な

の
で

な
く
さ

な
い

こ
と

。

写
真

正
面

上
半

身
脱

帽
（
４

㎝
×

３
㎝

）

･
令

和
７

年
月

日

以
降

に
撮

影
し

た
も

の
･

カ
ラ

ー
・
白

黒
ど

ち
ら

で
も

可

公
印

切 り 取 ら な い こ と 。

ル
ビ

付
問

題
ル

ビ
付

問
題

・
辞

書
持

込
み

ル
ビ

付
問

題

・
辞

書
持

込
み

ル
ビ

付
問

題

－286－



（
受

検
票

・
裏

）
  
 

  
（
「
（
様

式
５

）
」
の

裏
面

）

 
 
１

 
 
 
高

等
学

校
長

の
宛

名
　

 
 
　

 
志

願
す

る
高

等
学

校
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
２

　
 
入

学
願

書
提

出
時

　
　

　
 
「

変
更

前
」

欄
に

学
校

名
及

び
コ

ー
ス

、
科

（
分

野
）

、
部

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
３

　
 
同

一
の

学
校

が
、

２
部

又
は

２
科

（
２

分
野

）
以

上
募

集
す

る
場

合
は

、
志

望
の

順
位

を
付

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
の

分
割

後
期

募
集

　
　

 
・

全
日

制
第

二
次

募
集

で
は

、
同

一
の

学
校

で
普

通
科

と
コ

ー
ス

、
農

業
科

と
家

庭
科

な
ど

異
な

る
学

科
が

募
集

す
る

場
合

、
学

科
を

越
え

て
　

　
 
志

望
の

順
位

を
付

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

第
２

志
望

以
下

を
志

望
し

な
い

場
合

に
は

、
各

順
位

の
欄

に
「

な
し

」
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

 
記

入
の

な
い

場
合

は
、

第
２

志
望

以
下

を
志

望
し

な
い

も
の

と
み

な
し

ま
す

。

 
 
４

　
 
志

望
校

「
変

更
後

」
の

欄
　

　
　

 
出

願
時

に
は

何
も

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

 
 
５

　
 
志

願
者

の
氏

名
の

欄
に

は
、

住
民

票
に

記
載

さ
れ

て
い

る
と

お
り

の
氏

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

 
外

国
籍

を
有

し
住

民
票

に
通

称
名

が
記

載
さ

れ
て

い
て

、
受

検
票

に
通

称
名

の
み

の
記

載
を

希
望

す
る

者
は

、
志

願
者

の
氏

名
の

欄
は

本
名

　
　

 
の

後
に

通
称

名
を

(
　

)
を

付
し

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

こ
の

場
合

、
受

検
票

の
受

検
者

氏
名

に
つ

い
て

は
、

通
称

名
だ

け
で

構
い

ま
せ

ん
。

 
 
６

　
 
生

年
月

日
の

欄
の

年
齢

は
、

令
和

８
年

３
月

３
１

日
現

在
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
７

　
 
住

所
の

欄
に

は
、

例
え

ば
、

「
西

新
宿

二
丁

目
８

番
１

号
」

は
「

西
新

宿
２

－
８

－
１

」
と

記
入

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

 
 
８

　
 
出

願
日

以
降

入
学

式
ま

で
の

間
に

都
内

に
転

居
す

る
こ

と
が

確
実

な
者

は
、

転
居

予
定

先
の

住
所

を
「

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

 
 
　

 
学

後
の

住
所

」
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
９

　
 
在

学
（

出
身

）
中

学
校

名
の

欄
に

は
、

都
外

の
中

学
校

の
場

合
、

道
府

県
名

か
ら

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
1
0
　

 
保

護
者

の
現

住
所

が
志

願
者

の
現

住
所

と
同

じ
場

合
は

、
「

志
願

者
と

同
じ

」
と

記
入

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

　
1
1
　

 
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
　

　
　

 
国

籍
を

問
わ

ず
、

入
国

後
の

在
日

期
間

が
入

学
日

現
在

原
則

と
し

て
６

年
以

内
の

者
で

、
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

生
徒

等
に

対
す

る
受

　
　

 
検

上
の

配
慮

（
ル

ビ
付

問
題

）
を

希
望

す
る

者
は

、
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
の

「
ル

ビ
付

問
題

」
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

し
て

く
　

　
 
だ

さ
い

。
　

　
　

 
国

籍
を

問
わ

ず
、

入
国

後
の

在
日

期
間

が
入

学
日

現
在

原
則

と
し

て
３

年
以

内
の

者
で

、
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

生
徒

等
に

対
す

る
受

　
　

 
検

上
の

配
慮

（
ル

ビ
付

問
題

・
辞

書
持

込
み

）
を

希
望

す
る

者
は

、
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
の

「
ル

ビ
付

問
題

・
辞

書
持

込
み

」
　

　
 
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

 
な

お
、

申
請

に
当

た
っ

て
は

、
出

願
時

に
各

受
検

上
の

配
慮

に
定

め
ら

れ
た

申
請

書
等

を
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
1
2
　

 
保

護
者

氏
名

は
必

ず
自

署
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
1
3
　

 
都

内
の

中
学

校
に

在
学

し
て

い
な

い
者

は
、

中
学

校
名

、
中

学
校

長
名

、
中

学
校

の
電

話
番

号
の

記
入

及
び

中
学

校
長

の
公

印
の

押
印

は
必

 
 
 
 
 
要

あ
り

ま
せ

ん
。

 
 
1
4
　

 
黒

の
ペ

ン
又

は
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

摩
擦

に
伴

う
温

度
変

化
等

に
よ

り
消

色
す

る
イ

ン
ク

を
用

い
た

ペ
ン

又
は

　
　

 
ボ

ー
ル

ペ
ン

は
、

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

 
 
1
5
　

 
※

欄
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪

 
入

学
願

書
提

出
期

間
 
≫

入
  

学
  

願
  

書
  

記
  

入
  

上
  

の
  

注
  

意
 
令

和
８

年
３

月
５

日
（

木
）

　
午

前
９

時
～

午
後

３
時

貼
る

前
に

領
収

証
書

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

１
金
融

機
関
（

銀
行

・
郵

便
局

等
）

の
領
収

印
は
あ

り
ま

す
か

？

２
端
の

色
と
金

額
は

？

・
全
日
制
の
人
は
、
黄
緑
色
（

２
，

２
０

０
円

）
で
す
。

・
八
王
子
拓

真
高
校
、

砂
川

高
校
及
び
浅
草

高
校
の
人

は
、

灰
色
（

９
５

０
円
）
で
す
。

入
学
考
査

料
は
、
納

付
書

裏
面
に
記
載
の

納
付
場
所

で
納
付
し
て

く
だ
さ
い

。
た

だ
し
、
納
付
し

た
も
の
は

、
い
か
な
る
理

由
で
も
還

付
し

ま
せ
ん
。

入
学
考
査

料
納
付
後

の
領

収
証
書
は
、
入

学
願
書
受

付
の
際
に
必

要
な
の
で

、
領

収
証
書
貼
付
欄

に
貼
り
付

け
て
く
だ
さ

い
。

（ の り し ろ ）

（ の り し ろ ）

（
の

り
し

ろ
）

（
の

り
し

ろ
）

領領
収収

証証
書書

貼貼
付付

欄欄

個個
人人
情情
報報
のの
提提
供供
にに
関関
すす
るる
同同
意意
署署
名名
欄欄

（（
任任
意意
））

私
は
、
東
京
都
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
（分
割
後
期
募
集
・全
日
制
第
二
次
募
集
）
に
お
け
る
検
査
結
果
の
全
て
【

受
検
番
号

氏
名

在
籍
学
校
名

学
力
検
査
の
得
点

面
接
の
得
点

小
論
文
・
作
文
の
得
点

実
技
検
査
の
得
点

志
願
申
告
書

の
得
点
】
を
、
在
籍
す
る
学
校
に
お
け
る
進
路
指
導
や
学
習
指
導
に
活
用
す
る
た
め
に
、
都
立
高
等
学
校
か
ら
在
籍
す
る
学
校
へ
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

令
和

年
月

日
（
署
名
）

（
注
意
）
※

上
記
の
内
容
に
同
意
す
る
場
合
の
み
、
志
願
者
本
人
が
自
署
し
て
く
だ
さ
い
。

※
在
籍
す
る
学
校
に
提
供
さ
れ
た
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
検
査
結
果
は
、
個
人
情
報
と
し
て
そ
の
秘
密
を
厳
守
し
、
進
路
指
導

や
学
習
指
導
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
都
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
な
い
者
は
、
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

－287－



（
受

検
票

・
裏

）
  
 

 （
「
（
様

式
６

）
」
の

裏
面

）

１
　

高
等

学
校

長
の

宛
名

　
志

願
す

る
高

等
学

校
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

２
　

志
望

順
位

の
欄

　
同

一
の

学
校

が
複

数
の

学
科

で
募

集
す

る
場

合
は

、
普

通
科

と
商

業
科

、
普

通
科

と
工

業
科

の
よ

う
に

学
科

を
越

え
て

志
望

の
順

位
を

付
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

　
ま

た
、

専
門

学
科

の
高

校
が

複
数

の
科

（
小

学
科

）
で

募
集

す
る

場
合

は
、

志
望

の
順

位
を

付
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

そ
の

場
合

、
志

望
の

順
位

に
従

っ
て

、
機

械
、

電
気

・
電

子
な

ど
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

　
第

２
志

望
以

下
を

志
望

し
な

い
場

合
は

「
な

し
」

と
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
記

入
の

な
い

場
合

は
、

第
２

志
望

以
下

を
志

望
し

な
い

も
の

と
み

な
し

ま
す

。

３
　

志
願

者
の

氏
名

の
欄

に
は

、
住

民
票

に
記

載
さ

れ
て

い
る

と
お

り
の

氏
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
外

国
籍

を
有

し
住

民
票

に
通

称
名

が
記

載
さ

れ
て

い
て

、
受

検
票

に
通

称
名

の
み

の
記

載
を

希
望

す
る

者
は

、
志

願
者

の
氏

名
の

欄
は

、
本

名
の

後
に

通
称

名
を

（
 
 
）

を
付

し
て

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
こ

の
場

合
、

受
検

票
の

受
検

者
氏

名

に
つ

い
て

は
、

通
称

名
だ

け
で

構
い

ま
せ

ん
。

４
　

生
年

月
日

の
欄

の
年

齢
は

、
令

和
８

年
３

月
３

１
日

現
在

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

５
　

住
所

の
欄

に
は

、
例

え
ば

、
「

西
新

宿
二

丁
目

８
番

１
号

」
は

「
西

新
宿

２
－

８
－

１
」

と
記

入
し

て
も

構
い

ま
せ

ん
。

６
　

出
願

日
以

降
入

学
式

ま
で

の
間

に
都

内
に

転
居

す
る

こ
と

が
確

実
な

者
は

、
転

居
予

定
先

の
住

所
を

「
入

学
式

ま
で

に

（

（

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所
」

欄
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

７
　

在
学

（
出

身
）

中
学

校
名

の
欄

に
は

、
都

外
の

中
学

校
の

場
合

、
道

府
県

名
か

ら
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

８
　

保
護

者
氏

名
は

必
ず

自
署

し
て

く
だ

さ
い

。

９
　

都
内

の
中

学
校

に
在

学
し

て
い

な
い

者
は

、
中

学
校

名
、

中
学

校
長

名
、

中
学

校
の

電
話

番
号

の
記

入
及

び
中

学
校

長

の
公

印
の

押
印

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

。

）

）

　
成

人
受

検
者

特
別

措
置

　
成

人
受

検
者

特
別

措
置

と
は

、
令

和
８

年
３

月
３

１
日

現
在

満
１

８
歳

以
上

の
者

で
、

希
望

す
る

者
に

つ
い

て
は

、
学

力
検

査
を

行
わ

ず
、

面
接

及
び

作
文

に
よ

り
受

検
で

き
る

こ
と

を
い

い
ま

す
。

こ
の

措
置

を
希

望
す

る
者

は
、

成
人

受

検
者

特
別

措
置

希
望

欄
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

す
る

と
と

も
に

定
め

ら
れ

た
申

請
書

を
提

出
す

る
こ

と
と

な
り

ま
す

。

　
黒

の
ペ

ン
又

は
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

摩
擦

に
伴

う
温

度
変

化
等

に
よ

り
消

色
す

る
イ

ン
ク

を
用

い
た

ペ
ン

又
は

ボ
ー

ル
ペ

ン
は

、
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

　
※

欄
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

　
こ
の
入
学
願
書
の
提
出
期
間
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
都
立
高
校
又
は
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
の
入
学
者
選
抜
に
合
格
し
た

者
は
、
入
学
手
続
を
し
な
い
場
合
で
も
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　
１
　
金
融
機
関
（
銀
行
・
郵
便
局
等
）
 
 

の り し ろ

　
　
の
領
収
印
は
あ
り
ま
す
か
？

の り し ろ
　
２
　
端
の
色
と
金
額
は
？
 

 
　
 
　
灰
色
(
９
５
０
円
）
で
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
　

入
学

考
査

料
は

、
納

付
書

裏
面

に
記

載
の

納
付

場
所

　
で

納
付

し
て

く
だ

さ
い

。
た

だ
し

、
納

付
し

た
も

の
は

、
　

い
か

な
る

理
由

で
も

還
付

し
ま

せ
ん

。

 
 
　

入
学

考
査

料
納

付
後

の
領

収
証

書
は

、
入

学
願

書
受

　
付

の
際

に
必

要
な

の
で

、
領

収
証

書
貼

付
欄

に
貼

り
付

　
け

て
く

だ
さ

い
。

（
  
  
の

  
  
り

  
  
し

  
  
ろ

  
  
）
 

－－
　　
応応
　　
募募
　　
資資
　　
格格
　　
のの
　　
なな
　　
いい
　　
者者
　　
－－

　
確
 
認
 
し
 
て
 
く
 
だ
 
さ
 
い
 
。

≪
 入

学
願

書
提

出
期

間
 ≫

令
和

８
年

３
月

２
３

日
（
月

）
　

　
午

後
３

時
～

午
後

７
時

入
　

学
　

願
　

書
　

記
　

入
　

上
　

の
　

注
　

意

　
（
  
  
の

  
  
り

  
  
し

  
  
ろ

  
  
）
  

　
貼
 
る
 
前
 
に
 
領
 
収
 
証
 
書
 
を

領領
収収

証証
書書

貼貼
付付

欄欄

個個
人人
情情
報報
のの
提提
供供
にに
関関
すす
るる
同同
意意
署署
名名
欄欄

（（
任任
意意
））

私
は
、
東
京
都
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
（
定
時
制
第
二
次
募
集
）
に
お
け
る
検
査
結
果
の
全
て
【

受
検
番
号

氏
名

在
籍

学
校
名

学
力
検
査
の
得
点

面
接
の
得
点

小
論
文
・
作
文
の
得
点

実
技
検
査
の
得
点
】
を
、
在
籍
す
る
学
校
に
お
け
る
進

路
指
導
や
学
習
指
導
に
活
用
す
る
た
め
に
、
都
立
高
等
学
校
か
ら
在
籍
す
る
学
校
へ
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

令
和

年
月

日
（
署
名
）

（
注
意
）
※

上
記
の
内
容
に
同
意
す
る
場
合
の
み
、
志
願
者
本
人
が
自
署
し
て
く
だ
さ
い
。

※
在
籍
す
る
学
校
に
提
供
さ
れ
た
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
検
査
結
果
は
、
個
人
情
報
と
し
て
そ
の
秘
密
を
厳
守
し
、
進
路

指
導
や
学
習
指
導
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
都
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
な
い
者
は
、
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
様

式
６

）

東
京

都
立

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

高
等

学
校

長
　

　
殿

貴
校

へ
の

入
学

を
志

願
し

ま
す

。
成

人
受

検
者

特
別

措
置

希
望

（
定

時
制

）
成

人
受

検
者

特
別

措
置

希
望

（
定

時
制

）
受

検
番

号

※

フ
リ

ガ
ナ

※

※

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・
検

査
会

場
が

入
学

願
書

受
付

高
校

と
異

な
る

場
合

に
は

、
各

高
校

が
志

願
者

に
通

知
す

る
。

〒 〒

 
 
志

願
者

は
、

高
等

学
校

、
高

等
専

門
学

校
に

在
学

し
て

い
ま

せ
ん

。
ま

た
、

現
在

、
都

立
高

等
学

校
、

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

に
合

格
し

て

い
ま

せ
ん

。

年
　

　
　

月
　

　
　

日

志
願

者
と

の
続

柄

　
上

記
の

者
は

貴
校

に
応

募
す

る
資

格
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

ま
し

た
。

年
　

　
　

月
　

　
　

日

立
中

学
校

長
(電

話
）

現
住

所
（
出

願
時

の
住

所
）

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所

卒
 業

 年
 月

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

  
  

卒
業

見
込

 ・
 卒

業

 
 
な

お
、

事
実

に
反

す
る

記
載

に
よ

っ
て

入
学

し
た

と
認

め
ら

れ
た

場
合

は
、

入
学

を
取

り
消

さ
れ

て
も

異
存

あ
り

ま
せ

ん
。

住
所

保
護

者
氏

名

　
（

自
　

署
）

電
話

志 願 者

フ
リ

ガ
ナ

 在
　

学
　

（
出

身
）

中
　

学
　

校
　

名
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
立

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
中

学
校

志 望 校 （ 第 １ 志 望 ）

  
令

和
８

年
度

　
東

京
都

立
高

等
学

校
入

学
願

書
  
 定

時
制

第
二

次
募

集
令

和
８

年
度

　
都

立
高

等
学

校
受

検
票

定
時

制
第

二
次

募
集

氏
　

　
  

  
 　

名

検
査

会
場

名

成
人

受
検

者
特

別
措

置
希

望

生
年

月
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
　

　
日

　
　

　
　

　
　

歳

科

高
校

　
  
第

２
志

望
以

下
を

志
望

す
る

場
合

は
、

志
望

の
順

位
を

記
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

第
２

志
望

科
第

３
志

望
科

第
４

志
望

科
第

５
志

望
科

受
検

番
号

※

 在
　

学
　

（
出

身
）

中
　

学
　

校
　

名
立

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
中

学
校

受
検

者
氏

名

公
印

切 り 取 ら な い こ と 。

写
真

正
面

上
半

身
脱

帽
（
４

㎝
×

３
㎝

）

･
令

和
７

年
月

日

以
降

に
撮

影
し

た
も

の

･
カ

ラ
ー

・
白

黒
ど

ち
ら

で
も

可

１
検
査
日
時

令
和
８
年
３
月
２
６
日
（
木
）

時
分
集
合

２
持
っ
て
く
る
も
の

受
検

票
、

Ｈ
Ｂ

又
は
Ｂ

の
鉛

筆
（

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

も
可

）
、
消

し
ゴ

ム
、

直
線

定
規

（
角

度
の

目
盛
り

の
な

い
も

の
）

、
コ

ン
パ

ス
、

弁
当

、
上

履
き

な
お

、
時

計
以

外
の
機

能
を

備
え

た
時

計
、

携
帯

電
話

や
腕

時
計

型
の

端
末
な

ど
の
通

信
機

器
の

使
用

は
許

可
し

な
い

。
ま

た
、

検
査

中
に

不
正

行
為

が
確

認
さ

れ
た

場
合

、
厳

正
に

対
応
す

る
。

３
合
格
発
表
日
時

令
和
８
年
３
月
２
７
日
（
金
）

午
前
８
時
３
０
分
（
合
否
照
会
サ
イ
ト
上
で
発
表
※
）

午
後
３
時
（
校
内
掲
示
）

※
合

格
発

表
は

合
否

照
会

サ
イ

ト
で

行
う

予
定

で
す

。

（
サ

イ
ト

の
に

つ
い

て
は

、
各

高
校

か
ら

別
途

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

）

※
こ

の
受

検
票

は
、

合
格

通
知

書
を

受
領

す
る

時
及

び
得

点
等

の
開

示
を

請
求

す
る

時
に

必
要

な
の

で
な

く
さ

な
い

こ
と

。

－288－



（
受

検
票

・
裏

）
  
 

 （
「
（
様

式
６

）
」
の

裏
面

）

１
　

高
等

学
校

長
の

宛
名

　
志

願
す

る
高

等
学

校
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

２
　

志
望

順
位

の
欄

　
同

一
の

学
校

が
複

数
の

学
科

で
募

集
す

る
場

合
は

、
普

通
科

と
商

業
科

、
普

通
科

と
工

業
科

の
よ

う
に

学
科

を
越

え
て

志
望

の
順

位
を

付
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

　
ま

た
、

専
門

学
科

の
高

校
が

複
数

の
科

（
小

学
科

）
で

募
集

す
る

場
合

は
、

志
望

の
順

位
を

付
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

そ
の

場
合

、
志

望
の

順
位

に
従

っ
て

、
機

械
、

電
気

・
電

子
な

ど
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

　
第

２
志

望
以

下
を

志
望

し
な

い
場

合
は

「
な

し
」

と
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
記

入
の

な
い

場
合

は
、

第
２

志
望

以
下

を
志

望
し

な
い

も
の

と
み

な
し

ま
す

。

３
　

志
願

者
の

氏
名

の
欄

に
は

、
住

民
票

に
記

載
さ

れ
て

い
る

と
お

り
の

氏
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
外

国
籍

を
有

し
住

民
票

に
通

称
名

が
記

載
さ

れ
て

い
て

、
受

検
票

に
通

称
名

の
み

の
記

載
を

希
望

す
る

者
は

、
志

願
者

の
氏

名
の

欄
は

、
本

名
の

後
に

通
称

名
を

（
 
 
）

を
付

し
て

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
こ

の
場

合
、

受
検

票
の

受
検

者
氏

名

に
つ

い
て

は
、

通
称

名
だ

け
で

構
い

ま
せ

ん
。

４
　

生
年

月
日

の
欄

の
年

齢
は

、
令

和
８

年
３

月
３

１
日

現
在

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

５
　

住
所

の
欄

に
は

、
例

え
ば

、
「

西
新

宿
二

丁
目

８
番

１
号

」
は

「
西

新
宿

２
－

８
－

１
」

と
記

入
し

て
も

構
い

ま
せ

ん
。

６
　

出
願

日
以

降
入

学
式

ま
で

の
間

に
都

内
に

転
居

す
る

こ
と

が
確

実
な

者
は

、
転

居
予

定
先

の
住

所
を

「
入

学
式

ま
で

に

（

（

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所
」

欄
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

７
　

在
学

（
出

身
）

中
学

校
名

の
欄

に
は

、
都

外
の

中
学

校
の

場
合

、
道

府
県

名
か

ら
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

８
　

保
護

者
氏

名
は

必
ず

自
署

し
て

く
だ

さ
い

。

９
　

都
内

の
中

学
校

に
在

学
し

て
い

な
い

者
は

、
中

学
校

名
、

中
学

校
長

名
、

中
学

校
の

電
話

番
号

の
記

入
及

び
中

学
校

長

の
公

印
の

押
印

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

。

）

）

　
成

人
受

検
者

特
別

措
置

　
成

人
受

検
者

特
別

措
置

と
は

、
令

和
８

年
３

月
３

１
日

現
在

満
１

８
歳

以
上

の
者

で
、

希
望

す
る

者
に

つ
い

て
は

、
学

力
検

査
を

行
わ

ず
、

面
接

及
び

作
文

に
よ

り
受

検
で

き
る

こ
と

を
い

い
ま

す
。

こ
の

措
置

を
希

望
す

る
者

は
、

成
人

受

検
者

特
別

措
置

希
望

欄
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

す
る

と
と

も
に

定
め

ら
れ

た
申

請
書

を
提

出
す

る
こ

と
と

な
り

ま
す

。

　
黒

の
ペ

ン
又

は
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

摩
擦

に
伴

う
温

度
変

化
等

に
よ

り
消

色
す

る
イ

ン
ク

を
用

い
た

ペ
ン

又
は

ボ
ー

ル
ペ

ン
は

、
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

　
※

欄
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

　
こ
の
入
学
願
書
の
提
出
期
間
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
都
立
高
校
又
は
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
の
入
学
者
選
抜
に
合
格
し
た

者
は
、
入
学
手
続
を
し
な
い
場
合
で
も
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　
１
　
金
融
機
関
（
銀
行
・
郵
便
局
等
）
 
 

の り し ろ

　
　
の
領
収
印
は
あ
り
ま
す
か
？

の り し ろ
　
２
　
端
の
色
と
金
額
は
？
 

 
　
 
　
灰
色
(
９
５
０
円
）
で
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
　

入
学

考
査

料
は

、
納

付
書

裏
面

に
記

載
の

納
付

場
所

　
で

納
付

し
て

く
だ

さ
い

。
た

だ
し

、
納

付
し

た
も

の
は

、
　

い
か

な
る

理
由

で
も

還
付

し
ま

せ
ん

。

 
 
　

入
学

考
査

料
納

付
後

の
領

収
証

書
は

、
入

学
願

書
受

　
付

の
際

に
必

要
な

の
で

、
領

収
証

書
貼

付
欄

に
貼

り
付

　
け

て
く

だ
さ

い
。

（
  
  
の

  
  
り

  
  
し

  
  
ろ

  
  
）
 

－－
　　
応応
　　
募募
　　
資資
　　
格格
　　
のの
　　
なな
　　
いい
　　
者者
　　
－－

　
確
 
認
 
し
 
て
 
く
 
だ
 
さ
 
い
 
。

≪
 入

学
願

書
提

出
期

間
 ≫

令
和

８
年

３
月

２
３

日
（
月

）
　

　
午

後
３

時
～

午
後

７
時

入
　

学
　

願
　

書
　

記
　

入
　

上
　

の
　

注
　

意

　
（
  
  
の

  
  
り

  
  
し

  
  
ろ

  
  
）
  

　
貼
 
る
 
前
 
に
 
領
 
収
 
証
 
書
 
を

領領
収収

証証
書書

貼貼
付付

欄欄

個個
人人
情情
報報
のの
提提
供供
にに
関関
すす
るる
同同
意意
署署
名名
欄欄

（（
任任
意意
））

私
は
、
東
京
都
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
（
定
時
制
第
二
次
募
集
）
に
お
け
る
検
査
結
果
の
全
て
【

受
検
番
号

氏
名

在
籍

学
校
名

学
力
検
査
の
得
点

面
接
の
得
点

小
論
文
・
作
文
の
得
点

実
技
検
査
の
得
点
】
を
、
在
籍
す
る
学
校
に
お
け
る
進

路
指
導
や
学
習
指
導
に
活
用
す
る
た
め
に
、
都
立
高
等
学
校
か
ら
在
籍
す
る
学
校
へ
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

令
和

年
月

日
（
署
名
）

（
注
意
）
※

上
記
の
内
容
に
同
意
す
る
場
合
の
み
、
志
願
者
本
人
が
自
署
し
て
く
だ
さ
い
。

※
在
籍
す
る
学
校
に
提
供
さ
れ
た
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
検
査
結
果
は
、
個
人
情
報
と
し
て
そ
の
秘
密
を
厳
守
し
、
進
路

指
導
や
学
習
指
導
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
都
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
な
い
者
は
、
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
様

式
６

）

東
京

都
立

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

高
等

学
校

長
　

　
殿

貴
校

へ
の

入
学

を
志

願
し

ま
す

。
成

人
受

検
者

特
別

措
置

希
望

（
定

時
制

）
成

人
受

検
者

特
別

措
置

希
望

（
定

時
制

）
受

検
番

号

※

フ
リ

ガ
ナ

※

※

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・
検

査
会

場
が

入
学

願
書

受
付

高
校

と
異

な
る

場
合

に
は

、
各

高
校

が
志

願
者

に
通

知
す

る
。

〒 〒

 
 
志

願
者

は
、

高
等

学
校

、
高

等
専

門
学

校
に

在
学

し
て

い
ま

せ
ん

。
ま

た
、

現
在

、
都

立
高

等
学

校
、

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

に
合

格
し

て

い
ま

せ
ん

。

年
　

　
　

月
　

　
　

日

志
願

者
と

の
続

柄

　
上

記
の

者
は

貴
校

に
応

募
す

る
資

格
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

ま
し

た
。

年
　

　
　

月
　

　
　

日

立
中

学
校

長
(電

話
）

現
住

所
（
出

願
時

の
住

所
）

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所

卒
 業

 年
 月

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

  
  

卒
業

見
込

 ・
 卒

業

 
 
な

お
、

事
実

に
反

す
る

記
載

に
よ

っ
て

入
学

し
た

と
認

め
ら

れ
た

場
合

は
、

入
学

を
取

り
消

さ
れ

て
も

異
存

あ
り

ま
せ

ん
。

住
所

保
護

者
氏

名

　
（

自
　

署
）

電
話

志 願 者

フ
リ

ガ
ナ

 在
　

学
　

（
出

身
）

中
　

学
　

校
　

名
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
立

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
中

学
校

志 望 校 （ 第 １ 志 望 ）

  
令

和
８

年
度

　
東

京
都

立
高

等
学

校
入

学
願

書
  
 定

時
制

第
二

次
募

集
令

和
８

年
度

　
都

立
高

等
学

校
受

検
票

定
時

制
第

二
次

募
集

氏
　

　
  

  
 　

名

検
査

会
場

名

成
人

受
検

者
特

別
措

置
希

望

生
年

月
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
　

　
日

　
　

　
　

　
　

歳

科

高
校

　
  
第

２
志

望
以

下
を

志
望

す
る

場
合

は
、

志
望

の
順

位
を

記
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

第
２

志
望

科
第

３
志

望
科

第
４

志
望

科
第

５
志

望
科

受
検

番
号

※

 在
　

学
　

（
出

身
）

中
　

学
　

校
　

名
立

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
中

学
校

受
検

者
氏

名

公
印

切 り 取 ら な い こ と 。

写
真

正
面

上
半

身
脱

帽
（
４

㎝
×

３
㎝

）

･
令

和
７

年
月

日

以
降

に
撮

影
し

た
も

の

･
カ

ラ
ー

・
白

黒
ど

ち
ら

で
も

可

１
検
査
日
時

令
和
８
年
３
月
２
６
日
（
木
）

時
分
集
合

２
持
っ
て
く
る
も
の

受
検

票
、

Ｈ
Ｂ

又
は
Ｂ

の
鉛

筆
（

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

も
可

）
、
消

し
ゴ

ム
、

直
線

定
規

（
角

度
の

目
盛
り

の
な

い
も

の
）

、
コ

ン
パ

ス
、

弁
当

、
上

履
き

な
お

、
時

計
以

外
の
機

能
を

備
え

た
時

計
、

携
帯

電
話

や
腕

時
計

型
の

端
末
な

ど
の
通

信
機

器
の

使
用

は
許

可
し

な
い

。
ま

た
、

検
査

中
に

不
正

行
為

が
確

認
さ

れ
た

場
合

、
厳

正
に

対
応
す

る
。

３
合
格
発
表
日
時

令
和
８
年
３
月
２
７
日
（
金
）

午
前
８
時
３
０
分
（
合
否
照
会
サ
イ
ト
上
で
発
表
※
）

午
後
３
時
（
校
内
掲
示
）

※
合

格
発

表
は

合
否

照
会

サ
イ

ト
で

行
う

予
定

で
す

。

（
サ

イ
ト

の
に

つ
い

て
は

、
各

高
校

か
ら
別

途
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
）

※
こ

の
受

検
票

は
、

合
格

通
知

書
を

受
領

す
る

時
及

び
得

点
等
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（様式８）（Ａ４判）
入学料番号

入入 学学 確確 約約 書書（（ 推推 薦薦 ））

このたび、令和８年度東京都立高等学校の推薦に基づく選抜において合格し、貴校 課程

コース

科（分野） の入学許可予定者になった旨の通知を受けました。
部

ついては、既に他校に出願していても必ず貴校に入学すること及び入学料を納付期限内に納付する

ことを、本人及び保護者連署の上、確約します。

入学料納付期限 令和８年 月 日（ ）

年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

受 検 番 号

中 学 校 名

住 所

本 人

氏 名

住 所

保護者

氏 名
自 署）

電 話

なお、貴校に入学するに当たり、授業料及び入学料の納付については「東京都立学校の

授業料等徴収条例」を遵守します。

（様式７）（Ａ４判）

合合 格格 通通 知知 書書（（ 推推 薦薦 ））

氏 名

あなたは、令和８年度東京都立高等学校の推薦に基づく選抜において合格し、本校 課程

コース

科（分野） の第１学年の入学許可予定者となりましたので通知します。

部

ついては、次の期間内に入学確約書（様式８）を提出してください。

令和８年２月２日（月） 午前９時３０分から午後３時３０分まで

令和８年２月３日（火） 午前９時から 正 午 まで

なお、入学料については、下記の納付期限内に所定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所

等で納入してください。

入学料納付期限 令和８年 月 日（ ）

令和８年２月２日

東京都立 高等学校長

（注意）１ 上記指定期間内に入学確約書を提出しない場合は、合格を放棄したものとみなします。

なお、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効となります。

２ 学校が必要とするその他の書類を所定の期間内に提出しなければなりません。

３ 推薦に基づく選抜に合格したので、今後の都立高等学校入学者選抜への出願はできま

せん。

公印

受検番号
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（様式８）（Ａ４判）
入学料番号

入入 学学 確確 約約 書書（（ 推推 薦薦 ））

このたび、令和８年度東京都立高等学校の推薦に基づく選抜において合格し、貴校 課程

コース

科（分野） の入学許可予定者になった旨の通知を受けました。
部

ついては、既に他校に出願していても必ず貴校に入学すること及び入学料を納付期限内に納付する

ことを、本人及び保護者連署の上、確約します。

入学料納付期限 令和８年 月 日（ ）

年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

受 検 番 号

中 学 校 名

住 所

本 人

氏 名

住 所

保護者

氏 名
自 署）

電 話

なお、貴校に入学するに当たり、授業料及び入学料の納付については「東京都立学校の

授業料等徴収条例」を遵守します。

（様式７）（Ａ４判）

合合 格格 通通 知知 書書（（ 推推 薦薦 ））

氏 名

あなたは、令和８年度東京都立高等学校の推薦に基づく選抜において合格し、本校 課程

コース

科（分野） の第１学年の入学許可予定者となりましたので通知します。

部

ついては、次の期間内に入学確約書（様式８）を提出してください。

令和８年２月２日（月） 午前９時３０分から午後３時３０分まで

令和８年２月３日（火） 午前９時から 正 午 まで

なお、入学料については、下記の納付期限内に所定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所

等で納入してください。

入学料納付期限 令和８年 月 日（ ）

令和８年２月２日

東京都立 高等学校長

（注意）１ 上記指定期間内に入学確約書を提出しない場合は、合格を放棄したものとみなします。

なお、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効となります。

２ 学校が必要とするその他の書類を所定の期間内に提出しなければなりません。

３ 推薦に基づく選抜に合格したので、今後の都立高等学校入学者選抜への出願はできま

せん。

公印

受検番号
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（様式９）（Ａ４判）

成成 人人 受受 検検 者者 特特 別別 措措 置置 申申 請請 書書

東京都立 高等学校長 殿

私は、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜において、成人受検者特別措置による受検を

希望するので申請します。

なお、私は、他の高等学校又は高等専門学校に在籍していません。

年 月 日

住 所

電 話

氏 名

（自 署）

年 月 日生（ 歳）

勤 務 先

電 話

（注意）令和８年３月３１日現在の満年齢を記入すること。

受検番号

 
《参考》

東京都立学校の授業料等徴収条例（抜粋）

昭和２２年１２月１３日

条 例 第 ９ １ 号

第２条 授業料等の額は、次のとおりとする。

一 授業料

イ 高等学校 
（１）全日制の課程 

（イ）単位制による課程以外の課程 年額 １１８，８００円 
（ロ）単位制による課程 

a 高等学校の定時制又は通信制の課程の生徒であって単位を修得するために当該 
単位に係る科目の履修を許可されたもの（以下「併修生」という。）以外の生徒 

年額 １１８，８００円 
b 併修生 １単位につき ３，９６０円 

（２）定時制の課程 
（イ）単位制による課程以外の課程   年額 ３２，４００円 
（ロ）単位制による課程 １単位につき １，７４０円 

ロ 中等教育学校の後期課程 年額 １１８，８００円

二 入学料

イ 高等学校

（１）全日制の課程及び専攻科 ５，６５０円

（２）定時制の課程 ２，１００円

（３）通信制の課程 ５００円

ロ 中等教育学校の後期課程 ５，６５０円

四 通信教育受講料

高等学校 １単位につき ３３６円

第３条 授業料、通信教育受講料及び聴講料は、前納しなければならない。

２ 入学料は、入学手続をする際に納付しなければならない。ただし、中等教育学校の後

期課程の入学料は、前期課程を修了し後期課程に進級する際に納付しなければならない。

３ 入学考査料及び聴講生考査料は、入学願書を提出する際に納付しなければならない。

○ 東京都の条例改正により、授業料等の金額を改定することがあります。

○ 東京都教育委員会が必要と認めた場合は、入学料、授業料及び通信教育受講料が減免になります。

平成２６年４月１日に不徴収制度から就就学学支支援援金金制制度度へと授業料の制度が変わりました。

就学支援金制度とは、「区市町村民税の課税標準額×６％－区市町村民税の調整控除の額」が

３０万４ ２００円未満の世帯で申請のあった生徒本人に代わり、学校が就学支援金を受け取り、生

徒の授業料として充当する国の制度です。

また、令和７年度は、国の制度である高校生等臨時支援制度が導入され、所得制限により就学支

援金の適用外となった生徒についても、臨時支援金の申請により授業料が無料となりました。令和

８年度以降については、国がいわゆる「高校授業料の無償化」を検討しています。

なお、既に高校を卒業したことがある方及び修業年限（全日制３６か月、定時制４８か月）を超

えて在学している方については、就学支援金等の対象とならないため、原則として授業料を徴収し

ます。詳細については、入学する予定の学校にお問い合わせください。
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（様式９）（Ａ４判）

成成 人人 受受 検検 者者 特特 別別 措措 置置 申申 請請 書書

東京都立 高等学校長 殿

私は、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜において、成人受検者特別措置による受検を

希望するので申請します。

なお、私は、他の高等学校又は高等専門学校に在籍していません。

年 月 日

住 所

電 話

氏 名

（自 署）

年 月 日生（ 歳）

勤 務 先

電 話

（注意）令和８年３月３１日現在の満年齢を記入すること。

受検番号

 
《参考》

東京都立学校の授業料等徴収条例（抜粋）

昭和２２年１２月１３日

条 例 第 ９ １ 号

第２条 授業料等の額は、次のとおりとする。

一 授業料

イ 高等学校 
（１）全日制の課程 

（イ）単位制による課程以外の課程 年額 １１８，８００円 
（ロ）単位制による課程 

a 高等学校の定時制又は通信制の課程の生徒であって単位を修得するために当該 
単位に係る科目の履修を許可されたもの（以下「併修生」という。）以外の生徒 

年額 １１８，８００円 
b 併修生 １単位につき ３，９６０円 

（２）定時制の課程 
（イ）単位制による課程以外の課程   年額 ３２，４００円 
（ロ）単位制による課程 １単位につき １，７４０円 

ロ 中等教育学校の後期課程 年額 １１８，８００円

二 入学料

イ 高等学校

（１）全日制の課程及び専攻科 ５，６５０円

（２）定時制の課程 ２，１００円

（３）通信制の課程 ５００円

ロ 中等教育学校の後期課程 ５，６５０円

四 通信教育受講料

高等学校 １単位につき ３３６円

第３条 授業料、通信教育受講料及び聴講料は、前納しなければならない。

２ 入学料は、入学手続をする際に納付しなければならない。ただし、中等教育学校の後

期課程の入学料は、前期課程を修了し後期課程に進級する際に納付しなければならない。

３ 入学考査料及び聴講生考査料は、入学願書を提出する際に納付しなければならない。

○ 東京都の条例改正により、授業料等の金額を改定することがあります。

○ 東京都教育委員会が必要と認めた場合は、入学料、授業料及び通信教育受講料が減免になります。

平成２６年４月１日に不徴収制度から就就学学支支援援金金制制度度へと授業料の制度が変わりました。

就学支援金制度とは、「区市町村民税の課税標準額×６％－区市町村民税の調整控除の額」が

３０万４ ２００円未満の世帯で申請のあった生徒本人に代わり、学校が就学支援金を受け取り、生

徒の授業料として充当する国の制度です。

また、令和７年度は、国の制度である高校生等臨時支援制度が導入され、所得制限により就学支

援金の適用外となった生徒についても、臨時支援金の申請により授業料が無料となりました。令和

８年度以降については、国がいわゆる「高校授業料の無償化」を検討しています。

なお、既に高校を卒業したことがある方及び修業年限（全日制３６か月、定時制４８か月）を超

えて在学している方については、就学支援金等の対象とならないため、原則として授業料を徴収し

ます。詳細については、入学する予定の学校にお問い合わせください。
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②
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績
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績
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薦

文
化

･ス
ポ

ー
ツ

等
特

別
推

薦

理
数

等
特

別
推

薦

一
般

選
抜

（
変

更
前

）

一
般

選
抜

（
変

更
後

）
生

年
月

日
日

  
生

卒
業

・
卒

業
見

込

海
外

帰
国

生
徒

対
象

等
と

の
併

願
（
該

当
番

号
を

○
で

囲
む

。
）

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

内
容

及
び

評
価

卒
業

見
込

・
卒

業

性
　

別

転
入

学
等

　
　

　
　

　
〔
学

校
番

号
〕は

、
東

京
都

立
高

等
学

校
入

学
者

選
抜

実
施

要
綱

別
表

1
0
を

参
照

す
る

こ
と

。

記
載

者
氏

名

〔
学

校
所

在
地

〕
〔
電

話
番

号
〕

〔
学フ

　
　

 リ
　

　
 ガ

　
　

 ナ

  
校

  
名

〕
校

　
長

　
名

公
印

中
学

校
英

語
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト
（
E
S
A

T
-
J 

Y
E
A

R
 3

)結
果

国
　

　
語

〔
学

 校
 番

 号
〕

（
注

意
）学

校
名

に
の

み
フ

リ
ガ

ナ
を

付
け

る
。

〔
学

校
番

号
〕
は

、
都

内
公

立
の

中
学

校
の

み
記

入
す

る
。

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

－294－



（
注

）

年
月

教
科

年
月

日

公
印

（
様
式

1
0-
2
）
（

Ａ
４

判
）

調調
　　

　　
　　

　　
査査

　　
　　

　　
　　

書書
※

受
検

番
号

一
般

選
抜

（
変

更
前

）

コ
ー

ス
 ・

 科
（分

野
）
 ・

 部
※

受
検

番
号

コ
ー

ス
 ・

 科
（分

野
）
 ・

 部

一
般

選
抜

（
変

更
後

）
①

字
句

を
訂

正
し

た
と

き
は

、
公

印
を

用
い

て
そ

の
旨

を
明

ら
か

に
す

る
。

諸 活 動 の 記 録

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

内
容

及
び

評
価

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

②
※

印
の

欄
に

は
記

入
し

な
い

。

生
年

月
日

日
  
生

氏
名

中
学

校
英

語
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト
（
E
S
A

T
-
J 

Y
E
A

R
 3

)結
果

〔
学

 校
 番

 号
〕

（
注

意
）学

校
名

に
の

み
フ

リ
ガ

ナ
を

付
け

る
。

〔
学

校
番

号
〕
は

、
都

内
公

立
の

中
学

校
の

み
記

入
す

る
。

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

　
　

　
　

　
〔
学

校
番

号
〕は

、
東

京
都

立
高

等
学

校
入

学
者

選
抜

実
施

要
綱

別
表

1
0
を

参
照

す
る

こ
と

。

記
載

者
氏

名

〔
学

校
所

在
地

〕
〔
電

話
番

号
〕

〔
学フ

　
　

 リ
　

　
 ガ

　
　

 ナ

  
校

  
名

〕
校

　
長

　
名

記
載

事
項

に
相

違
あ

り
ま

せ
ん

。

卒
業

性
　

別

各
　

　
　

　
　

教
　

　
　

　
　

科
　

　
　

　
　

の
　

　
　

　
　

学
　

　
　

　
　

習
　

　
　

　
　

の
　

　
　

　
　

記
　

　
　

　
　

録

観 　 点 　 別 　 学 　 習 　 状 　 況

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

学 籍 の 記 録

フ
リ

ガ
ナ

社
　

　
会

知 識 ・ 技 能

数
　

　
学

理
　

　
科

音
　

　
楽

美
　

　
術

保
健

体
育

技
術

・
家

庭
外

国
語

（
英

語
）

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

知 識 ・ 技 能

国
　

　
語

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

評 価

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

海
外

帰
国

生
徒

対
象

等
と

の
併

願
（
該

当
番

号
を

○
で

囲
む

。
）

年
月

卒
業

　
１

　
海

外
帰

国
生

徒
対

象

　
２

　
引

揚
生

徒
対

象

　
３

　
在

京
外

国
人

生
徒

等
対

象

　
４

　
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校

評 定

－295－



（様式11）　（Ｂ４判）　成績一覧表　2枚目

技術・家庭社　　　会 数　　　学 理　　　科 音　　　楽 外国語（英語）
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（様式11）（Ｂ４判）

（ 立 　令和７年度卒業見込者　）

人

人

年 月 日

立 　　　長

本成績一覧表は、上記のとおり作成されたものであり、各評定を与えた数の計等に誤りがないことを確認した。

年 月 日

第

委員長名

 (注意)  とじしろは上側とし、裏表紙及び背表紙を付ける。

成績一覧表調査委員会委員長

  各教科の観点別学習状況の評価については、中学校学習指導要領に示された目標に
  照らして、その実現状況を観点ごとに評価したものである。

  各教科の評定については、中学校学習指導要領に示された目標に照らして、その実現
  状況を総括的に評価したものである。

私印

公印 

成成    績績    一一    覧覧    表表

第 学年在籍者

記 載 人 員
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（様式11）　（Ｂ４判）　成績一覧表　2枚目

技術・家庭社　　　会 数　　　学 理　　　科 音　　　楽 外国語（英語）
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計計

５を与えた数の計

国　　　語
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（様式11）（Ｂ４判）

（ 立 　令和７年度卒業見込者　）

人

人

年 月 日

立 　　　長

本成績一覧表は、上記のとおり作成されたものであり、各評定を与えた数の計等に誤りがないことを確認した。

年 月 日

第

委員長名

 (注意)  とじしろは上側とし、裏表紙及び背表紙を付ける。

成績一覧表調査委員会委員長

  各教科の観点別学習状況の評価については、中学校学習指導要領に示された目標に
  照らして、その実現状況を観点ごとに評価したものである。

  各教科の評定については、中学校学習指導要領に示された目標に照らして、その実現
  状況を総括的に評価したものである。

私印

公印 

成成    績績    一一    覧覧    表表

第 学年在籍者

記 載 人 員
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(様式12)  (Ａ４判)

年 月 日

東京都立 高等学校長

立

１　志望理由について
　 （この学校を志望した理由と入学してから自分が取り組みたいと思うことなどについて『本校の期待する生徒

の姿』を参考にして記入しましょう。）

２　中学校生活の中で得たことについて

３　高等学校卒業後の進路について

　 記入しましょう。）

（注意） １　志願者が手書き又は電子ファイルへの入力及び印刷により作成する。手書きにより作成する
　　　　　 場合は、黒のペン又はボールペンで記入する。ただし、摩擦に伴う温度変化等により消色する
           インクを用いたペン又はボールペンは、使用しないこと。
　　　　　　 なお、コピー等鮮明な表記のものは認める。
　　　　 ２　推薦に基づく選抜を志望する者、学力検査に基づく選抜において面接を実施する都立高校を
　　　　　 志願する者は、この自己ＰＲカードを出願時に提出する。また、面談の対象となる者、一般の
　　　　 　学力検査における引揚生徒の受検についての配慮又は定時制成人受検者特別措置により受検す
　　　　 　る者についても、出願時に提出する。
　　 　　３　※欄は記入しないでください。

 　（将来の夢や目標、将来なりたい職業など、高等学校卒業後の進路について自分が考えていることを具体的に

中 学 校

氏 名

 　（中学校生活の中で自分が特に伝えたいことを学校内外で体験したことから選び、そこから自分が得たことに

　 ついて具体的に記入しましょう。）

コース･科(分野)･部

自 己 Ｐ Ｒ カ ー ド

一般選抜

受検番号 コース･科(分野)･部 受検番号

一般推薦

殿

理数等
特別推薦

文化･スポーツ等

特  別  推  薦

※

※

※

※

※

※

（様式11）　（B４判） 成績一覧表　　最終ページ

割割合合  ％％
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取
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定定

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

知
識
・
技
能

知
識
・
技
能

評価の観点

評評
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
定定

評価の観点

評評
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
定定

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

評価の観点 評価の観点

知
識
・
技
能

音　　　楽 美　　　術 保健体育 技術・家庭 外国語（英語）

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

評評
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
定定

評価の観点

思
考
・
判
断
・
表
現

国　　　語 社　　　会 数　　　学 理　　　科

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

評評
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
定定

５５をを与与ええたた数数のの計計

４４をを与与ええたた数数のの計計

総総　　　　　　　　計計

１１をを与与ええたた数数のの計計

３３をを与与ええたた数数のの計計

合合
　　
　　
　　
計計

２２をを与与ええたた数数のの計計

－298－



(様式12)  (Ａ４判)

年 月 日

東京都立 高等学校長

立

１　志望理由について
　 （この学校を志望した理由と入学してから自分が取り組みたいと思うことなどについて『本校の期待する生徒

の姿』を参考にして記入しましょう。）

２　中学校生活の中で得たことについて

３　高等学校卒業後の進路について

　 記入しましょう。）

（注意） １　志願者が手書き又は電子ファイルへの入力及び印刷により作成する。手書きにより作成する
　　　　　 場合は、黒のペン又はボールペンで記入する。ただし、摩擦に伴う温度変化等により消色する
           インクを用いたペン又はボールペンは、使用しないこと。
　　　　　　 なお、コピー等鮮明な表記のものは認める。
　　　　 ２　推薦に基づく選抜を志望する者、学力検査に基づく選抜において面接を実施する都立高校を
　　　　　 志願する者は、この自己ＰＲカードを出願時に提出する。また、面談の対象となる者、一般の
　　　　 　学力検査における引揚生徒の受検についての配慮又は定時制成人受検者特別措置により受検す
　　　　 　る者についても、出願時に提出する。
　　 　　３　※欄は記入しないでください。

 　（将来の夢や目標、将来なりたい職業など、高等学校卒業後の進路について自分が考えていることを具体的に

中 学 校

氏 名

 　（中学校生活の中で自分が特に伝えたいことを学校内外で体験したことから選び、そこから自分が得たことに

　 ついて具体的に記入しましょう。）

コース･科(分野)･部

自 己 Ｐ Ｒ カ ー ド

一般選抜

受検番号 コース･科(分野)･部 受検番号

一般推薦

殿

理数等
特別推薦

文化･スポーツ等

特  別  推  薦

※

※

※

※

※

※

（様式11）　（B４判） 成績一覧表　　最終ページ

割割合合  ％％

割割合合  ％％

割割合合  ％％

割割合合  ％％

割割合合  ％％
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能
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度
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現
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定定
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的
に
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に
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組
む
態
度

評評
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
定定

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
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む
態
度

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

知
識
・
技
能

知
識
・
技
能

評価の観点

評評
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
定定

評価の観点

評評
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
定定

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

評価の観点 評価の観点

知
識
・
技
能

音　　　楽 美　　　術 保健体育 技術・家庭 外国語（英語）

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

評評
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
定定

評価の観点

思
考
・
判
断
・
表
現

国　　　語 社　　　会 数　　　学 理　　　科

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

評評
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
定定

５５をを与与ええたた数数のの計計

４４をを与与ええたた数数のの計計

総総　　　　　　　　計計

１１をを与与ええたた数数のの計計

３３をを与与ええたた数数のの計計

合合
　　
　　
　　
計計

２２をを与与ええたた数数のの計計

－299－



（様式 ）（Ａ４判）

具具 申申 書書

東京都立 高等学校長 殿

志願者氏名

志願者の家族構成及び志願者と保護者の住所が異なる理由等は下記のとおりです。

記

１ 家族構成（保護者は、同居、別居にかかわらず、必ず記入すること。）

氏 名
志 願 者

と の 続 柄
現 住 所 電 話

２ 志願者と保護者の住所が異なる理由等

以上のとおり相違ありません。

なお、上記事項の記載について、重要事項の誤記又は不備その他事実に反する記載によって入学

したと認められる場合は、入学を取り消されても異存ありません。

年 月 日

保護者氏名（自署）

（電話 ）

上記の者は、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜実施要綱に定める全日制の応募資格を有するこ

とを証明します。

年 月 日

所 在 地

中学校名

校 長 名

公印

受検番号

（様式 ）（Ａ４判）

自自 己己 申申 告告 書書
年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

氏 名

保護者氏名
（自 署）

貴校への志願に当たり、理解してほしい事柄について下記のとおりお知らせします。

記

１ 本人記入欄

高等学校に理解してほしい事柄

２ 保護者記入欄

高等学校に理解してほしい事柄

（注意）１ 志願者が手書き又は電子ファイルへの入力及び印刷により作成する。手書きによ

り作成する場合は、黒のペン又はボールペンで記入する。ただし、摩擦に伴う温度

変化等により消色するインクを用いたペン又はボールペンは、使用しないこと。

なお、保護者氏名の欄を除き、コピー等鮮明な表記のものは認める。

２ 障害のある受検者に対する配慮については、「学力検査等実施上の配慮申請書

（様式 ）」による申請が必要となります。

受検番号

－300－



（様式 ）（Ａ４判）

具具 申申 書書

東京都立 高等学校長 殿

志願者氏名

志願者の家族構成及び志願者と保護者の住所が異なる理由等は下記のとおりです。

記

１ 家族構成（保護者は、同居、別居にかかわらず、必ず記入すること。）

氏 名
志 願 者

と の 続 柄
現 住 所 電 話

２ 志願者と保護者の住所が異なる理由等

以上のとおり相違ありません。

なお、上記事項の記載について、重要事項の誤記又は不備その他事実に反する記載によって入学

したと認められる場合は、入学を取り消されても異存ありません。

年 月 日

保護者氏名（自署）

（電話 ）

上記の者は、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜実施要綱に定める全日制の応募資格を有するこ

とを証明します。

年 月 日

所 在 地

中学校名

校 長 名

公印

受検番号

（様式 ）（Ａ４判）

自自 己己 申申 告告 書書
年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

氏 名

保護者氏名
（自 署）

貴校への志願に当たり、理解してほしい事柄について下記のとおりお知らせします。

記

１ 本人記入欄

高等学校に理解してほしい事柄

２ 保護者記入欄

高等学校に理解してほしい事柄

（注意）１ 志願者が手書き又は電子ファイルへの入力及び印刷により作成する。手書きによ

り作成する場合は、黒のペン又はボールペンで記入する。ただし、摩擦に伴う温度

変化等により消色するインクを用いたペン又はボールペンは、使用しないこと。

なお、保護者氏名の欄を除き、コピー等鮮明な表記のものは認める。

２ 障害のある受検者に対する配慮については、「学力検査等実施上の配慮申請書

（様式 ）」による申請が必要となります。

受検番号

－301－



（様式 ）（Ａ４判）

島島ししょょへへのの転転居居及及びび身身元元引引受受人人にに関関すするる申申立立書書

年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

保護者 住 所

氏 名
自署

志願者との続柄

志願者 住 所

氏 名

このたび、下記のとおり転居しますので、よろしくお願いします。

記

１ 転居先住所

フ リ ガ ナ
志 願 者 氏 名

転 居 先 住 所

２ 保護者又は身元引受人の氏名及び住所等

フ リ ガ ナ
氏 名

続 柄 住 所

３ 転居予定年月日

年 月 日 転居予定

４ 転居理由

上記の者は、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜実施要綱第１－３－２ 又は第２－３
－２ に示す要件を満たすことを証明します。

年 月 日

所 在 地
中学校名
校 長 名

（注意）
１ 身元引受人には、島しょの町村が別途独自に実施する島外生徒受入選考の合格者を受け入れ

る者を含みます。
２ 保護者の１人以上とともに転居する場合は、本様式の身元引受人の文字に二重線を引いてく

ださい。
３ 身元引受人となり得る親族の住所に転居する場合は、同居同意書（様式任意）及び身元引受

人の住民票記載事項証明書（様式応３）を添付してください。島外生徒受入選考において定め
られた受入先に転居する場合は、当該選考に合格したことを証明する書類を提出してください。
なお、身元引受人となり得る親族及び島外生徒受入選考の合格者を受け入れる者は、出願す

る都立高校が所在する島の在住者で、生徒の入学後において責任をもった対応のできる者とし
ます。

４ 親族とは、六親等内の血族、配偶者及び三親等内の姻族をいいます（民法第 条）。
５ 都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。

受検番号

公印

（様式 ）（Ａ４判）

島島ししょょかかららのの転転居居にに関関すするる申申立立書書

年 月 日
東京都立 高等学校長 殿

保護者 住 所

氏 名
自署
志願者との続柄

志願者 住 所

氏 名

このたび、下記のとおり転居しますので、よろしくお願いします。

記

１ 転居先住所

フ リ ガ ナ
志 願 者 氏 名

転 居 先 住 所

２ 保護者又は身元引受人の氏名及び住所等

フ リ ガ ナ
氏 名

続 柄 住 所

３ 転居予定年月日

年 月 日 転居予定

４ 転居理由

上記の者は、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜実施要綱第１－３－２ 又は第２－３－２
に示す要件を満たすことを証明します。

年 月 日

所 在 地
中学校名
校 長 名

（注意）
１ 身元引受人には、島しょの町村が別途独自に実施する島外生徒受入選考の合格者を受け入れ

る者を含みます。
２ 保護者とともに転居する場合は、本様式の身元引受人の文字に二重線を引いてください。
３ 身元引受人の住所に転居する場合は、同居同意書（様式任意）及び身元引受人の住民票記載

事項証明書（様式応３）又はこれに代わる書類を添付してください。島外生徒受入選考におい
て定められた受入先に転居する場合は、当該選考に合格したことを証明する書類を提出してく
ださい。

４ 身元引受人は、都内在住者で、生徒の入学後において責任をもった対応のできる者とします。
５ 都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。

公印

受検番号

－302－



（様式 ）（Ａ４判）

島島ししょょへへのの転転居居及及びび身身元元引引受受人人にに関関すするる申申立立書書

年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

保護者 住 所

氏 名
自署
志願者との続柄

志願者 住 所

氏 名

このたび、下記のとおり転居しますので、よろしくお願いします。

記

１ 転居先住所

フ リ ガ ナ
志 願 者 氏 名

転 居 先 住 所

２ 保護者又は身元引受人の氏名及び住所等

フ リ ガ ナ
氏 名

続 柄 住 所

３ 転居予定年月日

年 月 日 転居予定

４ 転居理由

上記の者は、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜実施要綱第１－３－２ 又は第２－３
－２ に示す要件を満たすことを証明します。

年 月 日

所 在 地
中学校名
校 長 名

（注意）
１ 身元引受人には、島しょの町村が別途独自に実施する島外生徒受入選考の合格者を受け入れ

る者を含みます。
２ 保護者の１人以上とともに転居する場合は、本様式の身元引受人の文字に二重線を引いてく

ださい。
３ 身元引受人となり得る親族の住所に転居する場合は、同居同意書（様式任意）及び身元引受

人の住民票記載事項証明書（様式応３）を添付してください。島外生徒受入選考において定め
られた受入先に転居する場合は、当該選考に合格したことを証明する書類を提出してください。
なお、身元引受人となり得る親族及び島外生徒受入選考の合格者を受け入れる者は、出願す

る都立高校が所在する島の在住者で、生徒の入学後において責任をもった対応のできる者とし
ます。

４ 親族とは、六親等内の血族、配偶者及び三親等内の姻族をいいます（民法第 条）。
５ 都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。

受検番号

公印

（様式 ）（Ａ４判）

島島ししょょかかららのの転転居居にに関関すするる申申立立書書

年 月 日
東京都立 高等学校長 殿

保護者 住 所

氏 名
自署
志願者との続柄

志願者 住 所

氏 名

このたび、下記のとおり転居しますので、よろしくお願いします。

記

１ 転居先住所

フ リ ガ ナ
志 願 者 氏 名

転 居 先 住 所

２ 保護者又は身元引受人の氏名及び住所等

フ リ ガ ナ
氏 名

続 柄 住 所

３ 転居予定年月日

年 月 日 転居予定

４ 転居理由

上記の者は、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜実施要綱第１－３－２ 又は第２－３－２
に示す要件を満たすことを証明します。

年 月 日

所 在 地
中学校名
校 長 名

（注意）
１ 身元引受人には、島しょの町村が別途独自に実施する島外生徒受入選考の合格者を受け入れ

る者を含みます。
２ 保護者とともに転居する場合は、本様式の身元引受人の文字に二重線を引いてください。
３ 身元引受人の住所に転居する場合は、同居同意書（様式任意）及び身元引受人の住民票記載

事項証明書（様式応３）又はこれに代わる書類を添付してください。島外生徒受入選考におい
て定められた受入先に転居する場合は、当該選考に合格したことを証明する書類を提出してく
ださい。

４ 身元引受人は、都内在住者で、生徒の入学後において責任をもった対応のできる者とします。
５ 都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。

公印

受検番号

－303－



（様式 ）（Ａ４判）

志志 願願 変変 更更 願願

東京都立 高等学校長 殿

氏 名

上記の者は貴校に入学を志願しましたが、志願変更したいので、出願書類を返却してくださるよう

お願いします。

年 月 日

保 護 者 住 所

氏 名

（自 署）

上記のことを承知していますので、お願いします。

所 在 地

中学校名

校 長 名

（注意）都内の中学校に在学していない者については、中学校長の確認は必要ありません。

公印

－304－



（
様

式
1
7
）

（
Ａ

４
判

）

年
月

年
月

卒
業

見
込

教
科

年
月

日

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

内
容

及
び

評
価

卒
業

見
込

各
　

　
　

　
　

教
　

　
　

　
　

科
　

　
　

　
　

の
　

　
　

　
　

学
　

　
　

　
　

習
　

　
　

　
　

の
　

　
　

　
　

記
　

　
　

　
　

録

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

転
入

学
等

年
月

編
 入

 学

中
 学

 校
 か

 ら
 転

 学

国
　

　
語

社
　

　
会

数
　

　
学

理
　

　
科

美
　

　
術

技
術

・
家

庭
音

　
　

楽

　　
　　

調調
　　

　　
　　

査査
　　

　　
　　

書書
　　

　　
　　

記記
　　

　　
　　

載載
　　

　　
　　

事事
　　

　　
　　

項項
　　

　　
　　

通通
　　

　　
　　

知知
　　

　　
　　

書書

学 籍 の 記 録

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能外
国

語
（
英

語
）

観 　 点 　 別 　 学 　 習 　 状 　 況

フ
リ
ガ

ナ

氏
　

　
名

生
年

月
日

日
  

生

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

保
健

体
育

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

評 価

公
印

諸 活 動 の 記 録

　
令

和
７

年
１

２
月

３
１

日
付

け
で

作
成

し
た

成
績

一
覧

表
に

記
載

し
た

「
各

教
科

の
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
及

び
評

定
」
並

び
に

調
査

書
に

記
載

し
た

「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
内

容
及

び
評

価
」
及

び
「
諸

活
動

の
記

録
（
中

学
校

英
語

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

テ
ス

ト
（
E
S
A

T
-
J 

Y
E
A

R
 3

)結
果

を
含

む
。

）
」
は

本
通

知
書

の
と

お
り

で
す

。

学
　

校
　

名

校
　

長
　

名

中
学

校
英

語
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト
（
E
S
A

T
-
J 

Y
E
A

R
 3

)結
果

担
　

当
　

者
　

名

評 定

（様式 ）（Ａ４判）

志志 願願 変変 更更 願願

東京都立 高等学校長 殿

氏 名

上記の者は貴校に入学を志願しましたが、志願変更したいので、出願書類を返却してくださるよう

お願いします。

年 月 日

保 護 者 住 所

氏 名

（自 署）

上記のことを承知していますので、お願いします。

所 在 地

中学校名

校 長 名

（注意）都内の中学校に在学していない者については、中学校長の確認は必要ありません。

公印
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（
様

式
1
8
）

（
Ａ

４
判

）

年
月

日
生

教
科

年
月

日

評 定評 価

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

観 　 点 　 別 　 学 　 習 　 状 　 況

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

美
　

　
術

保
健

体
育

技
術

・
家

庭

各
　

　
　

　
　

教
　

　
　

　
　

科
　

　
　

　
　

の
　

　
　

　
　

学
　

　
　

　
　

習
　

　
　

　
　

の
　

　
　

　
　

記
　

　
　

　
　

録

国
　

　
語

社
　

　
会

数
　

　
学

理
　

　
科

音
　

　
楽

外
国

語
（
英

語
）

学 籍 の 記 録

フ
リ

ガ
ナ

氏
　

　
名

生
年

月
日

調調
査査

書書
記記

載載
成成

績績
通通

知知
書書

担
　

当
　

者
　

名

　
令

和
８

年
度

東
京

都
立

高
等

学
校

入
学

者
選

抜
の

選
考

資
料

と
し

て
指

導
要

録
及

び
E
S
A

T
-
J 

Y
E
A

R
 3

個
人

レ
ポ

ー
ト
に

基
づ

き
作

成
し

た
調

査
書

の
「
各

教
科

の
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
及

び
評

定
」
及

び
「
中

学
校

英
語

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

テ
ス

ト
（
E
S
A

T
-
J 

Y
E
A

R
 3

)結
果

」
は

本
通

知
書

の
と

お
り

で
す

。

学
　

校
　

名

校
　

長
　

名
　

　
　

知 識 ・ 技 能

公
印

中 学 校 英 語 ス ピ ー キ ン グ テ ス ト

（ ‐ ） 結 果

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現
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（様式 ） （Ａ４判）

学力検査等得点表・学力検査における答案の開示請求書 
開示請求日 年 月 日 

東京都立                      高等学校長 殿 
令和８年度東京都立高等学校入学者選抜における次の書類を、開示請求します。 

請
求
者 

氏 名  受検者との続柄  

連絡先（電話番号）  

受
検
者 

受 検 番 号
（請求する書類の受検区分

の受検番号）

 

受検者氏名  

在学（出身）中学校名 立 学校 年 月 卒業見込 
卒 業 

請
求
の
内
容 

受検区分
（請求する書類の受検区分を

一一つつ選択してください。）

□ 推薦（一般） □ 推薦（文化・スポーツ等特別推薦） □ 推薦（理数等特別推薦）

□ 一次・分割前期 □ 分割後期・二次 □ その他（ ） 

請求する書類

（必要な書類を選択して
ください。）

□ 学力検査等得点表

□ 答案の写し（ □ 国語 □ 数学 □ 英語 □ 社会 □ 理科） 

学力検査等得点表・学力検査における答案の開示請求受付簿兼交付決定簿 
学 
校 
記 
入
欄 

請求受付日 年 月 日 

本人確認（＊） □受検票 □身分証明書 □その他（     ） 
＊ 保護者が請求する際には、当該受検者の受検票と保護者の本人確認ができるもの 身分証明書等 の両方の提示が必要です。 
本件について、□学力検査等得点表 ・ □答案の写し を交付する。 

 
 

学力検査等得点表・学力検査における答案の開示請求受付票 
受 付 者  
請求受付日 年  月  日 

 交 付 日 年 月 日以後

交 付 期 限 年  月  日  
請
求
の
内
容 

受検区分
□ 推薦（一般） □ 推薦（文化・スポーツ等特別推薦） □ 推薦（理数等特別推薦）

□ 一次・分割前期 □ 分割後期・二次 □ その他（ ） 

請求のあった書類
□ 学力検査等得点表

□ 答案の写し（ □ 国語 □ 数学 □ 英語 □ 社会 □ 理科）

＊ 一一つつのの受受検検区区分分ににつつきき、、本本請請求求書書１１枚枚を提出してください。 
＊ 請求者は、開示請求日、高等学校名及び太枠内を記入してください。また、該当する□内にレ印を記入してください。 
上記のとおり、開示請求を受け付けました。 
なお、請求した資料の交付までに時間を要するため、請求当日に交付できないことがありますので、あらかじめ御承知

おきください。
指定された交付日以後に、この開示請求受付票と本人確認できるもの 受検票や身分証明書（生徒証等）など を提示し

て、本校経営企画室窓口で請求した資料を受領してください。ただし、保護者が受領する場合は、受検票、保護者の本人
確認ができるもの 身分証明書等 及び受検者と保護者との関係を証明するもの（住民票の写しなど）を提示してください。  
＊ 交付期限までに受け取りに来なかった場合、請求は無効となります。 

処
理
経
過 

施行（交付年月日） 年 月 日 校 長 副校長 経営企画課 室 長 教務主任 受付者 
決 定 年 月 日      
施 行 予 定 年 月 日 
起 案 年 月 日 

受 検 番 号   

請求者氏名 様 

ｷ   ﾘ   ﾄ  ﾘ 

（
様

式
1
8
）

（
Ａ

４
判

）

年
月

日
生

教
科

年
月

日

評 定評 価

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

観 　 点 　 別 　 学 　 習 　 状 　 況

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

美
　

　
術

保
健

体
育

技
術

・
家

庭

各
　

　
　

　
　

教
　

　
　

　
　

科
　

　
　

　
　

の
　

　
　

　
　

学
　

　
　

　
　

習
　

　
　

　
　

の
　

　
　

　
　

記
　

　
　

　
　

録

国
　

　
語

社
　

　
会

数
　

　
学

理
　

　
科

音
　

　
楽

外
国

語
（
英

語
）

学 籍 の 記 録

フ
リ

ガ
ナ

氏
　

　
名

生
年

月
日

調調
査査

書書
記記

載載
成成

績績
通通

知知
書書

担
　

当
　

者
　

名

　
令

和
８

年
度

東
京

都
立

高
等

学
校

入
学

者
選

抜
の

選
考

資
料

と
し

て
指

導
要

録
及

び
E
S
A

T
-
J 

Y
E
A

R
 3

個
人

レ
ポ

ー
ト
に

基
づ

き
作

成
し

た
調

査
書

の
「
各

教
科

の
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
及

び
評

定
」
及

び
「
中

学
校

英
語

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

テ
ス

ト
（
E
S
A

T
-
J 

Y
E
A

R
 3

)結
果

」
は

本
通

知
書

の
と

お
り

で
す

。

学
　

校
　

名

校
　

長
　

名
　

　
　

知 識 ・ 技 能

公
印

中 学 校 英 語 ス ピ ー キ ン グ テ ス ト

（ ‐ ） 結 果

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現
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（

様
式

2
1
）

（
Ａ

４
判

）
中

学
校

送
付

用

東
京
都
立

課
程

立
中
学
校

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

国 語
数 学

英 語
社 会

理 科
計

※
　
「
調
査
書
に
お
け
る
各
教
科
の
評
価
・
評
定
」
の
欄
に
は
、
入
学
者
選
抜
で
使
用
し
た
評
価
又
は
評
定
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
使
用
し
な
か
っ
た
評
価
又
は
評
定
の
欄
に
は
、
「
－
」
（
ハ
イ
フ
ン
）
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

※
　
都
内
中
学
校
等
の
在
学
者
で
、
入
学
願
書
に
お
け
る
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
同
意
署
名
欄
に
署
名
が
あ
る
場
合
、
同
意
の
有
無
欄
に
は
「
有
」
、
各
検
査
の
欄
に
は
得
点
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

※
　
都
内
中
学
校
等
の
在
学
者
で
、
入
学
願
書
に
お
け
る
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
同
意
署
名
欄
に
署
名
が
な
い
場
合
並
び
に
既
卒
者
及
び
都
外
中
学
校
等
の
在
学
者
な
ど
同
意
署
名
欄
に
記
入
の
必
要
が
な
い
場
合
、
同
意
の
有
無
欄
に
は
「
無
」
、
各
検
査
の

理
　
　
科

数
　
　
学

　
欄
に
は
「
－
」
（
ハ
イ
フ
ン
）
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

学
力
検
査
の
得
点
（
素
点
）

個 人 面 接 等

高
等
学
校 調
　
　
　
査
　
　
　
書
　
　
　
に
　
　
　
お
　
　
　
け
　
　
　
る
　
　
　
各
　
　
　
教
　
　
　
科
　
　
　
の
　
　
　
評
　
　
　
価
　
　
　
・
　
　
　
評
　
　
　
定

国
　
　
語

社
　
　
会

氏
　
　
　
　
　
名

外
国
語
（
英
語
）

― 　 　 結 果

志 願 申 告 書

技
術
・
家
庭

保
健
体
育

美
　
　
術

音
　
　
楽

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

受
検
区
分

中
　
学
　
校
　
名

ペ
ー
ジ

学 校 設 定 検 査

同 意 の 有 無

選
　
　
　
　
抜
　
　
　
　
用
　
　
　
　
評
　
　
　
　
定
　
　
　
　
等
　
　
　
　
確
　
　
　
　
認
　
　
　
　
表

受
検
番
号

本
人
得
点
開
示
用

教
科

―
結 果

学
　
　
　
　
力
　
　
　
　
検
　
　
　
　
査
　
　
　
　
等
　
　
　
　
得
　
　
　
　
点
　
　
　
　
表

氏
　
　
　
　
　
名

受
検
区
分
（
明
示
す
る
こ
と
。
）

都
立
高
校
名
・
課
程

東
京
都
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
程

在
　
学
　
（
　
出
　
身
　
）
　
中
　
学
　
校
　
名

立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
校

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

調
　
　
　
査
　
　
　
書
　
　
　
に
　
　
　
お
　
　
　
け
　
　
　
る
　
　
　
各
　
　
　
教
　
　
　
科
　
　
　
の
　
　
　
評
　
　
　
価
　
　
　
・
　
　
　
評
　
　
　
定 知 識 ・ 技 能

保
健
体
育

技
術
・
家
庭

外
国
語
（
英
語
）

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

国
　
　
語

社
　
　
会

美
　
　
術

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

数
　
　
学

理
　
　
科

音
　
　
楽

評 定

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

観 　 点 　 別 　 学 　 習 　 状 　 況 評 価

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

受
　
検
　
番
　
号

計
社 会

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

得 点

学
　
力
　
検
　
査
　
の
　
得
　
点
　
（
　
素
　
点
　
）

教 科
国 語

数 学
英 語

理 科

学 校 設 定 検 査

（
様
式
2
0
）
（
Ａ
４
判
）

志 願 申 告 書

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

個 人 面 接 等

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

－308－



　
（

様
式

2
1
）

（
Ａ

４
判

）
中

学
校

送
付

用

東
京
都
立

課
程

立
中
学
校

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

評 　 　 定

国 語
数 学

英 語
社 会

理 科
計

※
　
「
調
査
書
に
お
け
る
各
教
科
の
評
価
・
評
定
」
の
欄
に
は
、
入
学
者
選
抜
で
使
用
し
た
評
価
又
は
評
定
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
使
用
し
な
か
っ
た
評
価
又
は
評
定
の
欄
に
は
、
「
－
」
（
ハ
イ
フ
ン
）
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

※
　
都
内
中
学
校
等
の
在
学
者
で
、
入
学
願
書
に
お
け
る
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
同
意
署
名
欄
に
署
名
が
あ
る
場
合
、
同
意
の
有
無
欄
に
は
「
有
」
、
各
検
査
の
欄
に
は
得
点
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

※
　
都
内
中
学
校
等
の
在
学
者
で
、
入
学
願
書
に
お
け
る
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
同
意
署
名
欄
に
署
名
が
な
い
場
合
並
び
に
既
卒
者
及
び
都
外
中
学
校
等
の
在
学
者
な
ど
同
意
署
名
欄
に
記
入
の
必
要
が
な
い
場
合
、
同
意
の
有
無
欄
に
は
「
無
」
、
各
検
査
の

理
　
　
科

数
　
　
学

　
欄
に
は
「
－
」
（
ハ
イ
フ
ン
）
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

学
力
検
査
の
得
点
（
素
点
）

個 人 面 接 等

高
等
学
校 調
　
　
　
査
　
　
　
書
　
　
　
に
　
　
　
お
　
　
　
け
　
　
　
る
　
　
　
各
　
　
　
教
　
　
　
科
　
　
　
の
　
　
　
評
　
　
　
価
　
　
　
・
　
　
　
評
　
　
　
定

国
　
　
語

社
　
　
会

氏
　
　
　
　
　
名

外
国
語
（
英
語
）

― 　 　 結 果

志 願 申 告 書

技
術
・
家
庭

保
健
体
育

美
　
　
術

音
　
　
楽

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査

受
検
区
分

中
　
学
　
校
　
名

ペ
ー
ジ

学 校 設 定 検 査

同 意 の 有 無

選
　
　
　
　
抜
　
　
　
　
用
　
　
　
　
評
　
　
　
　
定
　
　
　
　
等
　
　
　
　
確
　
　
　
　
認
　
　
　
　
表

受
検
番
号

本
人
得
点
開
示
用

教
科

―
結 果

学
　
　
　
　
力
　
　
　
　
検
　
　
　
　
査
　
　
　
　
等
　
　
　
　
得
　
　
　
　
点
　
　
　
　
表

氏
　
　
　
　
　
名

受
検
区
分
（
明
示
す
る
こ
と
。
）

都
立
高
校
名
・
課
程

東
京
都
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
程

在
　
学
　
（
　
出
　
身
　
）
　
中
　
学
　
校
　
名

立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
校

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

調
　
　
　
査
　
　
　
書
　
　
　
に
　
　
　
お
　
　
　
け
　
　
　
る
　
　
　
各
　
　
　
教
　
　
　
科
　
　
　
の
　
　
　
評
　
　
　
価
　
　
　
・
　
　
　
評
　
　
　
定 知 識 ・ 技 能

保
健
体
育

技
術
・
家
庭

外
国
語
（
英
語
）

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

国
　
　
語

社
　
　
会

美
　
　
術

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

数
　
　
学

理
　
　
科

音
　
　
楽

評 定

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

観 　 点 　 別 　 学 　 習 　 状 　 況 評 価

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

受
　
検
　
番
　
号

計
社 会

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

得 点

学
　
力
　
検
　
査
　
の
　
得
　
点
　
（
　
素
　
点
　
）

教 科
国 語

数 学
英 語

理 科

学 校 設 定 検 査

（
様
式
2
0
）
（
Ａ
４
判
）

志 願 申 告 書

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

知 識 ・ 技 能

個 人 面 接 等

小 論 文 ・ 作 文

実 技 検 査
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（様式 ）（Ａ４判）
入学料番号

入入 学学 確確 約約 書書

このたび、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜において合格し、貴校 課程

コース

科（分野） の入学許可予定者になった旨の通知を受けました。
部

ついては、必ず貴校に入学すること及び入学料を納付期限内に納付することを、本人及び保護者連署

の上、確約します。

入学料納付期限 令和８年 月 日（ ）

年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

受 検 番 号

中 学 校 名

住 所

本 人

氏 名

住 所

保護者

氏 名
自 署

電 話

なお、貴校に入学するに当たり、授業料及び入学料の納付については「東京都立学校の

授業料等徴収条例」を遵守します。

（様式 ）（Ａ４判）

合合 格格 通通 知知 書書

氏 名

あなたは、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜において合格し、本校 課程

コース

科（分野） の第１学年の入学許可予定者となりましたので通知します。

部

ついては、次の期間内に入学確約書（様式 ）を提出してください。

令和８年 月 日（ ） 時から 時まで

令和８年 月 日（ ） 時から 時まで

なお、入学料については、下記の納付期限内に所定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所

等で納入してください。

入学料納付期限 令和８年 月 日（ ）

令和８年 月 日

東京都立 高等学校長

（注意）１ 上記指定期間内に入学確約書を提出しない場合は、合格を放棄したものとみなします。

なお、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効となります。

２ 学校が必要とするその他の書類を所定の期間内に提出しなければなりません。

３ 都立高等学校の選抜に合格したので、今後の都立高等学校入学者選抜への出願・受検は

できません。

公印

受検番号

－310－



（様式 ）（Ａ４判）
入学料番号

入入 学学 確確 約約 書書

このたび、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜において合格し、貴校 課程

コース

科（分野） の入学許可予定者になった旨の通知を受けました。
部

ついては、必ず貴校に入学すること及び入学料を納付期限内に納付することを、本人及び保護者連署

の上、確約します。

入学料納付期限 令和８年 月 日（ ）

年 月 日

東京都立 高等学校長 殿

受 検 番 号

中 学 校 名

住 所

本 人

氏 名

住 所

保護者

氏 名
自 署

電 話

なお、貴校に入学するに当たり、授業料及び入学料の納付については「東京都立学校の

授業料等徴収条例」を遵守します。

（様式 ）（Ａ４判）

合合 格格 通通 知知 書書

氏 名

あなたは、令和８年度東京都立高等学校入学者選抜において合格し、本校 課程

コース

科（分野） の第１学年の入学許可予定者となりましたので通知します。

部

ついては、次の期間内に入学確約書（様式 ）を提出してください。

令和８年 月 日（ ） 時から 時まで

令和８年 月 日（ ） 時から 時まで

なお、入学料については、下記の納付期限内に所定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所

等で納入してください。

入学料納付期限 令和８年 月 日（ ）

令和８年 月 日

東京都立 高等学校長

（注意）１ 上記指定期間内に入学確約書を提出しない場合は、合格を放棄したものとみなします。

なお、入学料の納付がない場合、入学確約書は無効となります。

２ 学校が必要とするその他の書類を所定の期間内に提出しなければなりません。

３ 都立高等学校の選抜に合格したので、今後の都立高等学校入学者選抜への出願・受検は

できません。

公印

受検番号

－311－



（様式 ）（Ａ４判）
 

 

選選 考考 のの 特特 例例 申申 請請 書書  
年 月 日 

東京都教育委員会教育長 殿 
  フリガナ 

志願者 氏 名  
 

生年月日 年 月 日生 
 

保護者 住 所  
 

氏 名    
  (自 署） 
電 話  

 
東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の規定により、下記の学校が通学至便で、他の都立高校に通学することが困難

なため、障害のある受検者に対する配慮のうち、選考の特例を下記のとおり申請します。 

記 

１ 志願校名 東京都立 高等学校 課程 コース・科（分野）・部 
２ 申請理由（障害の内容や程度を含めて、他の高校に通学できない理由を具体的に記入してください。） 

学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）提出者は、本申請理由に障害の内容を記入する必要はありません。 
 

３ 通学所要時間及び経路 
志願校（通学至便な高校） 東京都立 高等学校 
距 離 （  ）㎞  （  ）㎞  （  ）㎞  （  ）㎞  （  ）㎞ 
（駅停留所名） 

 通学方法 （  ）  （  ）  （  ）  （  ）  （  ） 
 経 路 
 所要時間 （  ）分  （  ）分  （  ）分  （  ）分  （  ）分    合計 
 待ち時間 （  ）分  （  ）分  （  ）分  （  ）分 （  ）分 

４ その他、志望校を選んだ通学上の理由（当該校にはエレベータがある、車いす通学だが、途中に迂回できない階段

や急坂がある等）があれば、記入してください。 
 

上記のとおり相違ありません。 
年 月 日 

校長名 立 中学校長 
学校所在地 〒 

学校の電話番号  

（注意）

１ 本申請書は、中学校長を経由して、令和７年１２月１９日（金）までに東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育

課入学選抜担当に提出してください。

２ 申請後、都立高校の学力検査日以前に他校に入学手続を終えた場合、直ちに中学校長に連絡してください。

３ 中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。

４ 学力検査等実施上の配慮申請をした志願者は、学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）の写しも併せて提出し

てください。

受付番号 

公印 

（様式 ）（Ａ４判）
 

 

学学  力力  検検  査査  等等  実実  施施  上上  のの    配配  慮慮  申申  請請  書書  
 

年 月 日 
東京都立 高等学校長 殿 

フリガナ 
志願者 氏 名  

 
生年月日 年 月 日生 

 
保護者 住 所  

 
氏 名  

 （自 署） 
  電 話  

 
東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の規定により、障害のある受検者に対する配慮のうち、学力検査等実施上の

配慮を下記のとおり申請します。 
記 

１ 志願校名 東京都立 高等学校（全・定） コース・科（分野）・部 
２ 配慮内容（検査に際して希望する配慮に○を付け、（  ）内は記入してください。） 

検査時間 （教科名 ）を 分にしてほしい。⇒（別室受検になります。）

※（外国語（英語）は最大 分、他の教科は最大 分までです。）

検査会場 ①普通の教室でよい（ア 前の方 イ 出入口近く ウ １階 エ （ ）） ②特殊な机

③別室受検 ④家族による送迎 ⑤車椅子の使用 ⑥介助者等の同行

⑦（ ）

検査方法 （例えば、問題・解答用紙の拡大や面接における配慮などを具体的に記入してください。）

そ の 他 ①器具の持込み（例 補聴器、ルーペ、ＩＣＴ機器等）（ ）

     ②その他（   ） 
３ 申請理由（障害の内容や程度などを含めて、上記２の配慮を希望する理由を具体的に記入してください。） 

 

４ 中学校長記入欄 
上記のとおり、受検上の配慮が必要であると考えます。 

年 月 日 
 
校長名 立 中学校長 
 
学校所在地 〒 

学校の電話番号 
（注意）

１ 本申請書は、中学校長を経由して、令和７年１２月１９日（金）までに志願する都立高校長に提出してください。  
２ 申請後、都立高校の学力検査日以前に他校に入学手続を終えた場合、直ちに中学校長に連絡してください。

３ 中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。

４ 推薦に基づく選抜においても、本申請書を提出することができます。その際は、標題の「学力検査等」に二重線

を引き、「推薦選抜」と書き換えてください。

受付番号 

公印 

－312－



（様式 ）（Ａ４判）
 

 

選選 考考 のの 特特 例例 申申 請請 書書  
年 月 日 

東京都教育委員会教育長 殿 
  フリガナ 

志願者 氏 名  
 

生年月日 年 月 日生 
 

保護者 住 所  
 

氏 名    
  (自 署） 
電 話  

 
東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の規定により、下記の学校が通学至便で、他の都立高校に通学することが困難

なため、障害のある受検者に対する配慮のうち、選考の特例を下記のとおり申請します。 

記 

１ 志願校名 東京都立 高等学校 課程 コース・科（分野）・部 
２ 申請理由（障害の内容や程度を含めて、他の高校に通学できない理由を具体的に記入してください。） 

学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）提出者は、本申請理由に障害の内容を記入する必要はありません。 
 

３ 通学所要時間及び経路 
志願校（通学至便な高校） 東京都立 高等学校 
距 離 （  ）㎞  （  ）㎞  （  ）㎞  （  ）㎞  （  ）㎞ 
（駅停留所名） 

 通学方法 （  ）  （  ）  （  ）  （  ）  （  ） 
 経 路 
 所要時間 （  ）分  （  ）分  （  ）分  （  ）分  （  ）分    合計 
 待ち時間 （  ）分  （  ）分  （  ）分  （  ）分 （  ）分 

４ その他、志望校を選んだ通学上の理由（当該校にはエレベータがある、車いす通学だが、途中に迂回できない階段

や急坂がある等）があれば、記入してください。 
 

上記のとおり相違ありません。 
年 月 日 

校長名 立 中学校長 
学校所在地 〒 

学校の電話番号  

（注意）

１ 本申請書は、中学校長を経由して、令和７年１２月１９日（金）までに東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育

課入学選抜担当に提出してください。

２ 申請後、都立高校の学力検査日以前に他校に入学手続を終えた場合、直ちに中学校長に連絡してください。

３ 中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。

４ 学力検査等実施上の配慮申請をした志願者は、学力検査等実施上の配慮申請書（様式 ）の写しも併せて提出し

てください。

受付番号 

公印 

（様式 ）（Ａ４判）
 

 

学学  力力  検検  査査  等等  実実  施施  上上  のの    配配  慮慮  申申  請請  書書  
 

年 月 日 
東京都立 高等学校長 殿 

フリガナ 
志願者 氏 名  

 
生年月日 年 月 日生 

 
保護者 住 所  

 
氏 名  

 （自 署） 
  電 話  

 
東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の規定により、障害のある受検者に対する配慮のうち、学力検査等実施上の

配慮を下記のとおり申請します。 
記 

１ 志願校名 東京都立 高等学校（全・定） コース・科（分野）・部 
２ 配慮内容（検査に際して希望する配慮に○を付け、（  ）内は記入してください。） 

検査時間 （教科名 ）を 分にしてほしい。⇒（別室受検になります。）

※（外国語（英語）は最大 分、他の教科は最大 分までです。）

検査会場 ①普通の教室でよい（ア 前の方 イ 出入口近く ウ １階 エ （ ）） ②特殊な机

③別室受検 ④家族による送迎 ⑤車椅子の使用 ⑥介助者等の同行

⑦（ ）

検査方法 （例えば、問題・解答用紙の拡大や面接における配慮などを具体的に記入してください。）

そ の 他 ①器具の持込み（例 補聴器、ルーペ、ＩＣＴ機器等）（ ）

     ②その他（   ） 
３ 申請理由（障害の内容や程度などを含めて、上記２の配慮を希望する理由を具体的に記入してください。） 

 

４ 中学校長記入欄 
上記のとおり、受検上の配慮が必要であると考えます。 

年 月 日 
 
校長名 立 中学校長 
 
学校所在地 〒 

学校の電話番号 
（注意）

１ 本申請書は、中学校長を経由して、令和７年１２月１９日（金）までに志願する都立高校長に提出してください。  
２ 申請後、都立高校の学力検査日以前に他校に入学手続を終えた場合、直ちに中学校長に連絡してください。

３ 中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。

４ 推薦に基づく選抜においても、本申請書を提出することができます。その際は、標題の「学力検査等」に二重線

を引き、「推薦選抜」と書き換えてください。

受付番号 

公印 

－313－



（様式 ）（Ａ４判）

 

イインンフフルルエエンンザザ等等学学校校感感染染症症罹罹
り

患患者者等等にに対対すするる措措置置申申請請書書 

年 月 日 
東京都立 高等学校長 殿 

フリガナ 
志願者 氏 名  

 
生年月日 年 月 日生 

 
保護者 住 所  

 
氏 名  

  (自 署) 
電 話  

東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の規定により、インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する措置を下記のと

おり申請します。

記

 
１ 志願校名 東京都立 高等学校（全・定） コース・科（分野）・部

２ 申請理由（インフルエンザ等の学校感染症に罹患した状況（中学校における欠席年月日、症状等）などについて、

具体的に記入してください。）

発生年月日 年 月 日（頃）

状 況

３ 中学校長記入欄

インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する措置が必要であると考えます。

年 月 日

校長名 立 中学校長

学校所在地 〒

学校の電話番号

申請内容について追加する意見があれば記入してください。

（注意）
１ 本申請書は、状況発生後直ちに中学校長を経由して、第一次募集において出願した都立高校長に提出してください。
２ 都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。
３ インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する追検査を受検するためには、本申請書により申請した後、第一次
募集においてインフルエンザ等の学校感染症に罹患したことにより受検することができなかった都立高校に、改め
て入学願書（所定の様式）を提出しなければなりません。

４ 入学願書を提出する際は、医療機関の証明書、中学校長が出席停止の措置を行ったことについて証明する書類又
は発熱があったことについて中学校長が証明する書類（いずれか１通。様式は任意）が必要となります。

５ 追検査の措置申請をした後、分割後期募集実施校、全日制第二次募集実施校への受検又は国私立高校等への進学
等により追検査に出願しないことが確実になった段階で、その旨速やかに当該都立高校長へ電話等により連絡して
ください。

受付番号 

 
公印 

（様式 ）（Ａ４判）
 

 

事事故故やや病病気気等等にによよるる学学力力検検査査等等実実施施上上のの配配慮慮申申請請書書
 

年 月 日 
東京都立 高等学校長 殿 

フリガナ 
志願者 氏 名  

 
生年月日 年 月 日生 

 
保護者 住 所  

 
氏 名  

  (自 署) 
電 話  

東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の規定により、事故や病気等による学力検査等実施上の配慮を下記のとおり申

請します。

記

１ 志願校名 東京都立 高等学校（全・定） コース・科（分野）・部

２ 配慮内容（検査に際して希望する配慮に○を付け、（ ）内は記入してください。）

検査時間 （教科名 ）を 分にしてほしい。⇒ 別室受検になります。

※（外国語（英語）は最大 分、他の教科は最大 分までです。）

検査会場 ①普通の教室でよい（ア 前の方 イ 出入口近く ウ １階 エ （ ）） ②特殊な机

③別室受検 ④家族による送迎 ⑤車椅子の使用 ⑥介助者等の同行

⑦（ ）

そ の 他 ①器具の持込み（例 補聴器、ルーペ、ＩＣＴ機器等）（ ）

②その他（ ）

３ 申請理由（事故や病気等の内容や程度などを含めて、上記２の配慮を希望する理由を具体的に記入してください。）

発生月日 年 月 日（頃）

状 況

４ 中学校長記入欄

上記のとおり、受検上の配慮が必要であると考えます。

年 月 日

校長名 立 中学校長

学校所在地 〒

学校の電話番号

申請内容について追加する意見があれば記入してください。

（注意）

１ 本申請書は、状況発生後直ちに中学校長を経由して、志願する都立高校長に提出してください。

２ 中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。

３ 推薦に基づく選抜においても、本申請書を提出することができます。その際は、標題の「学力検査等」に二重線

を引き、「推薦選抜」と書き換えてください。

受付番号 

 
公印 

－314－



（様式 ）（Ａ４判）

 

イインンフフルルエエンンザザ等等学学校校感感染染症症罹罹
り

患患者者等等にに対対すするる措措置置申申請請書書 

年 月 日 
東京都立 高等学校長 殿 

フリガナ 
志願者 氏 名  

 
生年月日 年 月 日生 

 
保護者 住 所  

 
氏 名  

  (自 署) 
電 話  

東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の規定により、インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する措置を下記のと

おり申請します。

記

 
１ 志願校名 東京都立 高等学校（全・定） コース・科（分野）・部

２ 申請理由（インフルエンザ等の学校感染症に罹患した状況（中学校における欠席年月日、症状等）などについて、

具体的に記入してください。）

発生年月日 年 月 日（頃）

状 況

３ 中学校長記入欄

インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する措置が必要であると考えます。

年 月 日

校長名 立 中学校長

学校所在地 〒

学校の電話番号

申請内容について追加する意見があれば記入してください。

（注意）
１ 本申請書は、状況発生後直ちに中学校長を経由して、第一次募集において出願した都立高校長に提出してください。
２ 都内の中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。
３ インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する追検査を受検するためには、本申請書により申請した後、第一次
募集においてインフルエンザ等の学校感染症に罹患したことにより受検することができなかった都立高校に、改め
て入学願書（所定の様式）を提出しなければなりません。

４ 入学願書を提出する際は、医療機関の証明書、中学校長が出席停止の措置を行ったことについて証明する書類又
は発熱があったことについて中学校長が証明する書類（いずれか１通。様式は任意）が必要となります。

５ 追検査の措置申請をした後、分割後期募集実施校、全日制第二次募集実施校への受検又は国私立高校等への進学
等により追検査に出願しないことが確実になった段階で、その旨速やかに当該都立高校長へ電話等により連絡して
ください。

受付番号 

 
公印 

（様式 ）（Ａ４判）
 

 

事事故故やや病病気気等等にによよるる学学力力検検査査等等実実施施上上のの配配慮慮申申請請書書
 

年 月 日 
東京都立 高等学校長 殿 

フリガナ 
志願者 氏 名  

 
生年月日 年 月 日生 

 
保護者 住 所  

 
氏 名  

  (自 署) 
電 話  

東京都立高等学校入学者選抜実施要綱の規定により、事故や病気等による学力検査等実施上の配慮を下記のとおり申

請します。

記

１ 志願校名 東京都立 高等学校（全・定） コース・科（分野）・部

２ 配慮内容（検査に際して希望する配慮に○を付け、（ ）内は記入してください。）

検査時間 （教科名 ）を 分にしてほしい。⇒ 別室受検になります。

※（外国語（英語）は最大 分、他の教科は最大 分までです。）

検査会場 ①普通の教室でよい（ア 前の方 イ 出入口近く ウ １階 エ （ ）） ②特殊な机

③別室受検 ④家族による送迎 ⑤車椅子の使用 ⑥介助者等の同行

⑦（ ）

そ の 他 ①器具の持込み（例 補聴器、ルーペ、ＩＣＴ機器等）（ ）

②その他（ ）

３ 申請理由（事故や病気等の内容や程度などを含めて、上記２の配慮を希望する理由を具体的に記入してください。）

発生月日 年 月 日（頃）

状 況

４ 中学校長記入欄

上記のとおり、受検上の配慮が必要であると考えます。

年 月 日

校長名 立 中学校長

学校所在地 〒

学校の電話番号

申請内容について追加する意見があれば記入してください。

（注意）

１ 本申請書は、状況発生後直ちに中学校長を経由して、志願する都立高校長に提出してください。

２ 中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。

３ 推薦に基づく選抜においても、本申請書を提出することができます。その際は、標題の「学力検査等」に二重線

を引き、「推薦選抜」と書き換えてください。

受付番号 

 
公印 

－315－



（様式 ）（Ａ４判）

 
 

引引揚揚生生徒徒対対象象志志願願者者のの状状況況申申立立書書  
 

年 月 日 
東京都立 高等学校長 殿 

保 護 者 住 所  
フ リ ガ ナ 
保 護 者 氏 名  
（自   署） 
志願者との続柄  

 
下記の者について、引揚時等の状況は次のとおりです。 

 
記 

１ 志願者 
フリガナ（フリガナ） （ ） 生 年 月 日 

 氏名（通称名） （ ） 年  月  日生 

卒業見込 
年 月 

卒 業 在学（出身）中学名  

現 住 所  
２ 引揚の状況 

引  揚  年  月  日 引 揚 者 年 月 日 志 願 者 年 月 日 

引 揚 者 氏 名  志 願 者 
との続柄  

志願者の引揚前の居住地  

志願者の引揚前の 
最 終 学 歴 

年 月 日 学 校 入 学 

年 月 日 学 校 卒 業 
第 学年まで在学 

志願者の引揚後の 
学 校 

年 月 日 学校第 学年編入学 

年 月 日 学校第 学年転入学 

年 月 日 学校第 学年転入学 

年 月 日 学校第 学年転入学 
３ 他の都立高校との併願 

有 ・ 無 
コース  

都立 高等学校（全・定） 科（分野） 
部  

４ 中学校長の確認状況等（応募資格について確認した書類等を記入） 
 

上記の者は、引揚生徒対象の応募資格があることを確認しました。 
年 月 日 

 
 

校長名 立 中学校長  

受 付 番 号 
変更前  
変更後  

公印 

－316－



（様式 ）（Ａ４判）

 
 

引引揚揚生生徒徒のの都都立立高高等等学学校校受受検検にに対対すするる配配慮慮申申請請書書  
年 月 日 

東京都教育委員会教育長 殿 
保 護 者 住 所  
保 護 者 氏 名  
 （自 署） 
志願者との続柄  

引揚生徒の受検についての配慮により、下記の者を都立高等学校に受検させたいので申請します。 

記 
１ 志願者 

（フリガナ） （ ）（ ） 
氏 名（通称名） （ ）  
生 年 月 日 年 月 日生 
在学（出身）中学校 東京都 立 中学校 年 月  卒業 ・ 卒業見込  
現 住 所 東京都   
注注意意 氏名欄の（ ）には、住民票記載事項証明書に通称名の記載がある場合に記入する。

年齢は、令和８年３月３１日現在とする。 
引 揚 年 月 日 年 月 日 
引揚前の居住地  
引揚前の最終学校 年 月 学校第 学年 在学・卒業 

 引 揚 後 の 学 校 年 月 学校第 学 年 に 編 入 学 
その後に転学又は 年 月 学校第 学年に転学・入学 
入学した場合 年 月 学校第 学年に転学・入学 

２ 引揚者氏名 志願者との続柄（ ） 

３ 志願校名 東京都立 高等学校（全・定） コース・科（分野）・部 
注注意意 コース又は専門学科を置く高校の場合は、コース名・科（分野）名まで記入すること。

４ 志願者の日本語習得状況及び希望する配慮内容（ルビ振り、時間延長等）

５ 中学校長の確認状況等（応募資格について確認した書類等を記入） 
 

 

６ 引揚生徒対象との併願の有無 有 ・ 無  
併願先（引揚生徒対象）学校名 東京都立 高等学校 

上記のことについて事実と相違ありません。 
                                               年 月 日 

校 長 名 立 中学校長  
学校の電話番号  

（注意）
１ 本申請書は、学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集、分割後期募集・第二次募集、定時制第一次募
集及び第二次募集）において、配慮を希望する際に使用します。

２ 本申請書は、中学校長を経由して、第一次募集・分割前期募集の場合は令和８年１月６日（火）、分割後期募集・
全日制第二次募集の場合は令和８年３月５日（木）、定時制第二次募集の場合は、令和８年３月１６日（月）までに、
東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育課入学選抜担当に提出してください。 

３ 配慮申請後に志願の取りやめ又は変更をするときは、申請者は中学校長を経由して、東京都教育庁都立学校教育
部高等学校教育課入学選抜担当に取りやめの連絡をするか、変更後の申請書を直ちに提出してください。

４ 中学校に在学していない者は、中学校長を経由する必要はありません。
５ 本申請書を提出し、配慮が決定された者は、出願時に自己ＰＲカード（様式 ）の提出が必要となります。

受付番号 

公印 

（様式 ）（Ａ４判）

 
 

引引揚揚生生徒徒対対象象志志願願者者のの状状況況申申立立書書  
 

年 月 日 
東京都立 高等学校長 殿 

保 護 者 住 所  
フ リ ガ ナ 
保 護 者 氏 名  
（自   署） 
志願者との続柄  

 
下記の者について、引揚時等の状況は次のとおりです。 

 
記 

１ 志願者 
フリガナ（フリガナ） （ ） 生 年 月 日 

 氏名（通称名） （ ） 年  月  日生 

卒業見込 
年 月 

卒 業 在学（出身）中学名  

現 住 所  
２ 引揚の状況 

引  揚  年  月  日 引 揚 者 年 月 日 志 願 者 年 月 日 

引 揚 者 氏 名  志 願 者 
との続柄  

志願者の引揚前の居住地  

志願者の引揚前の 
最 終 学 歴 

年 月 日 学 校 入 学 

年 月 日 学 校 卒 業 
第 学年まで在学 

志願者の引揚後の 
学 校 

年 月 日 学校第 学年編入学 

年 月 日 学校第 学年転入学 

年 月 日 学校第 学年転入学 

年 月 日 学校第 学年転入学 
３ 他の都立高校との併願 

有 ・ 無 
コース  

都立 高等学校（全・定） 科（分野） 
部  

４ 中学校長の確認状況等（応募資格について確認した書類等を記入） 
 

上記の者は、引揚生徒対象の応募資格があることを確認しました。 
年 月 日 

 
 

校長名 立 中学校長  

受 付 番 号 
変更前  
変更後  

公印 

－317－



（様式 ）（Ａ４判）

  

  

日日本本語語
に ほ ん ご

指指導導
し ど う

がが必必要要
ひ つ よ う

なな生生徒徒
せ い と

等等
と う

のの都都
と

立立
り つ

高高
こ う

等等
と う

学学
が っ

校校
こ う

受受
じ ゅ

検検
け ん

にに対対
た い

すするる  
学学
が く

力力
りょく

検検
け ん

査査
さ

実実
じ っ

施施
し

上上
じょう

のの配配慮慮
は い り ょ

申申
し ん

請請
せ い

書書
し ょ

（（ルルビビ付付
つ き

問問題題
も ん だ い

・・辞辞書書
じ し ょ

持持込込
も ち こ

みみ））  
  

年
ねん

月
がつ

日
にち

 
東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

殿
どの

 
保
ほ

 護
ご

 者
しゃ

 住
じゅう

 所
しょ

     
保
ほ

護
ご

者
しゃ

氏
し

名
めい

（自署
じ し ょ

）  
志
し

願
がん

者
しゃ

との続
つづき

柄
がら

  
 
東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

者
しゃ

選
せん

抜
ばつ

実
じっ

施
し

要
よう

綱
こう

の規
き

定
てい

により、日
に

本
ほん

語
ご

指
し

導
どう

を必
ひつ

要
よう

とする生
せい

徒
と

等
とう

の都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

受
じゅ

検
けん

にお

いて、ひらがなのルビを振
ふ

った学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問題
もんだい

での検
けん

査
さ

の実
じっ

施
し

に加
くわ

え、辞
じ

書
しょ

の持
もち

込
こ

み及
およ

び検
けん

査
さ

時
じ

間
かん

の延
えん

長
ちょう

の配慮
はいりょ

を下
か

記
き

のとおり申
しん

請
せい

します。 
記
き

 
  
１ 志

し

願
がん

校
こう

名
めい

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

（全
ぜん

・定
てい

） コース・科
か

（分
ぶん

野
や

） 
２ 志

し

願
がん

者
しゃ

 氏
し

名
めい

（通
つう

称
しょう

名
めい

） （ ）  
 生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

年
ねん

月
がつ

        日
にち

生
うまれ

 
 在
ざい

学
がく

（出
しゅっ

身
しん

）中
ちゅう

学
がっ

校
こう

立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 
 最
さい

終
しゅう

入
にゅう

国
こく

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

 年
ねん

月
がつ

日
にち

 
 入
にゅう

国
こく

前
まえ

の最
さい

終
しゅう

学
がっ

校
こう

（国
こく

名
めい

・都
と

市
し

名
めい

）  
 

上
じょう

記
き

のことについて事
じ

実
じつ

と相
そう

違
い

ありません。 
年
ねん

月
がつ

日
にち

 

校
こう

長
ちょう

名
めい

立
りつ

中学
ちゅうがっ

校
こう

長
ちょう

        公
こう

印
いん

 

（注
ちゅう

意
い

） 
１ 本

ほん

申請
しんせい

書
しょ

は、出願
しゅつがん

書類
しょるい

提
てい

出
しゅつ

時
じ

に志願
し が ん

する都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

長
ちょう

に提出
ていしゅつ

してください。 
２ 中

ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

していない者
もの

は、入
にゅう

国
こく

後
ご

の在
ざい

日
にち

期
き

間
かん

が３年
ねん

以
い

内
ない

であることを証
しょう

明
めい

する公
こう

的
てき

機
き

関
かん

発
はっ

行
こう

の書
しょ

類
るい

も併
あわ

せて提
てい

出
しゅつ

してください。ただし、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

を経
けい

由
ゆ

する必要
ひつよう

はありません。 
３ 持

も

ち込
こ

める辞
じ

書
しょ

は、希
き

望
ぼう

する外
がい

国
こく

語
ご

について、日
に

本
ほん

語
ご

に対
たい

する当
とう

該
がい

外
がい

国
こく

語
ご

の訳
やく

が記
き

載
さい

されている辞
じ

書
しょ

１冊
さつ

、

当
とう

該
がい

外
がい

国
こく

語
ご

に対
たい

する日
に

本
ほん

語
ご

の訳
やく

が記
き

載
さい

されている辞
じ

書
しょ

１冊
さつ

の合
ごう

計
けい

２冊
さつ

を原
げん

則
そく

とします（例
れい

：日
にっ

中
ちゅう

辞
じ

典
てん

と中
ちゅう

日
にち

辞
じ

典
てん

）。 
なお、持

も

ち込
こ

む辞
じ

書
しょ

は、第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

は令和
れ い わ

８年
ねん

２月
がつ

９
ここの

日
か

（月
げつ

）から令和
れ い わ

８年
ねん

２月
がつ

１３日
にち

（金
きん

）正午
しょうご

まで、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

は令和
れ い わ

８年
ねん

３月
がつ

５日
い つ か

（木
もく

）から令和
れ い わ

８年
ねん

３月
がつ

９
ここの

日
か

（月
げつ

）正
しょう

午
ご

までに、受
じゅ

検
けん

する都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

長
ちょう

に提
てい

出
しゅつ

してください。ただし、辞
じ

書
しょ

に書
かき

込
こ

みがある場
ば

合
あい

など、志
し

願
がん

先
さき

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

長
ちょう

の判
はん

断
だん

により、提
てい

出
しゅつ

した辞
じ

書
しょ

が使
し

用
よう

できないことがあります。 
４ 電

でん

子
し

辞
じ

書
しょ

は使
し

用
よう

できません。 
５ 第

だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

及
およ

び分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

における学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

の共通
きょうつう

問題
もんだい

が、本配慮
ほんはいりょ

の対
たい

象
しょう

となります。 
６ 辞

じ

書
しょ

の持
もち

込
こ

みに伴
ともな

い、各
かく

教
きょう

科
か

１０分
ぷん

の検
けん

査
さ

時
じ

間
かん

の延
えん

長
ちょう

があります（別
べっ

室
しつ

）。ただし、国
こく

語
ご

の検
けん

査
さ

では辞
じ

書
しょ

の持
もち

込
こ

みはできません。また、国
こく

語
ご

の検
けん

査
さ

では、時
じ

間
かん

延
えん

長
ちょう

はありません。 

 

受 付 番 号 
変更前  

変更後  

 

（様式 ）（Ａ４判）

  

  

日日
に

本本
ほ ん

語語
ご

指指
し

導導
ど う

がが必必
ひ つ

要要
よ う

なな生生
せ い

徒徒
と

等等
と う

のの都都
と

立立
り つ

高高
こ う

等等
と う

学学
が っ

校校
こ う

受受
じ ゅ

検検
け ん

にに対対
た い

すするる  
学学
が く

力力
りょく

検検
け ん

査査
さ

等等
と う

実実
じ っ

施施
し

上上
じょう

のの配配慮慮
は い り ょ

申申
し ん

請請
せ い

書書
し ょ

（（ルルビビ付付
つ き

問問題題
も ん だ い

））  
  

年
ねん

月
がつ

日
にち

 

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

殿
どの

 

保
ほ

 護
ご

 者
しゃ

 住
じゅう

 所
しょ

     

保
ほ

護
ご

者
しゃ

氏
し

名
めい

（自署
じ し ょ

）  

志
し

願
がん

者
しゃ

との続
つづき

柄
がら

  
 
東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

者
しゃ

選
せん

抜
ばつ

実
じっ

施
し

要
よう

綱
こう

の規
き

定
てい

により、日
に

本
ほん

語
ご

指
し

導
どう

を必要
ひつよう

とする生
せい

徒
と

等
とう

の都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

受
じゅ

検
けん

におい

て学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問題
もんだい

等
とう

にひらがなのルビを振
ふ

る配慮
はいりょ

を下
か

記
き

のとおり申
しん

請
せい

します。 
 

記
き

 
 
１ 志

し

願
がん

校
こう

名
めい

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

（全
ぜん

・定
てい

） コース・科
か

（分
ぶん

野
や

） 
２ 志

し

願
がん

者
しゃ

   氏
し

名
めい

（通
つう

称
しょう

名
めい

） （ ）  
 生
せい

 年
ねん

 月
がっ

 日
ぴ

年
ねん

月
がつ

        日
にち

生
うまれ

 
 在
ざい

学
がく

（出
しゅっ

身
しん

）中
ちゅう

学
がっ

校
こう

   立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 
 最
さい

終
しゅう

入
にゅう

国
こく

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

  年
ねん

 月
がつ

日
にち

 
 
３ 中 学

ちゅうがっ

校 長
こうちょう

記
き

入
にゅう

欄
らん

 
上

じょう

記
き

のとおり、受
じゅ

検
けん

上
じょう

の配慮
はいりょ

が必
ひつ

要
よう

であると考
かんが

えます。 
年
ねん

月
がつ

日
にち

 
 
校
こう

長
ちょう

名
めい

立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

 
 
学
がっ

校
こう

の電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

 
申
しん

請
せい

内
ない

容
よう

について追
つい

加
か

する意
い

見
けん

があれば記
き

入
にゅう

してください。 

 
（注

ちゅう

意
い

） 
１ 本

ほん

申請
しんせい

書
しょ

は、出願
しゅつがん

書類
しょるい

提
てい

出
しゅつ

時
じ

に志
し

願
がん

する都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

長
ちょう

に提出
ていしゅつ

してください。 
２ 中

ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

していない者
もの

は、入
にゅう

国
こく

後
ご

の在
ざい

日
にち

期
き

間
かん

が６年
ねん

以
い

内
ない

であることを証
しょう

明
めい

する公
こう

的
てき

機
き

関
かん

発
はっ

行
こう

の書
しょ

類
るい

も併
あわ

せて提
てい

出
しゅつ

してください。ただし、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

を経
けい

由
ゆ

する必要
ひつよう

はありません。 
３ 第

だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

及
およ

び分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

における学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

の共
きょう

通
つう

問
もん

題
だい

が、本
ほん

配慮
はいりょ

の対
たい

象
しょう

となります。なお、在京外国人生徒等対象
ざいきょうがいこくじんせいととうたいしょう

の選抜
せんばつ

における検査問題
けんさもんだい

については、ひらがなのル

ビを振
ふ

った問題
もんだい

で実施
じ っ し

するため、本申請書
ほんしんせいしょ

を提出
ていしゅつ

する必要
ひつよう

はありません。 

 

受 付 番 号 
変更前  

変更後  

 

公
こう

印
いん

 

－318－



（様式 ）（Ａ４判）

  

  

日日本本語語
に ほ ん ご

指指導導
し ど う

がが必必要要
ひ つ よ う

なな生生徒徒
せ い と

等等
と う

のの都都
と

立立
り つ

高高
こ う

等等
と う

学学
が っ

校校
こ う

受受
じ ゅ

検検
け ん

にに対対
た い

すするる  
学学
が く

力力
りょく

検検
け ん

査査
さ

実実
じ っ

施施
し

上上
じょう

のの配配慮慮
は い り ょ

申申
し ん

請請
せ い

書書
し ょ

（（ルルビビ付付
つ き

問問題題
も ん だ い

・・辞辞書書
じ し ょ

持持込込
も ち こ

みみ））  
  

年
ねん

月
がつ

日
にち

 
東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

殿
どの

 
保
ほ

 護
ご

 者
しゃ

 住
じゅう

 所
しょ

     
保
ほ

護
ご

者
しゃ

氏
し

名
めい

（自署
じ し ょ

）  
志
し

願
がん

者
しゃ

との続
つづき

柄
がら

  
 
東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

者
しゃ

選
せん

抜
ばつ

実
じっ

施
し

要
よう

綱
こう

の規
き

定
てい

により、日
に

本
ほん

語
ご

指
し

導
どう

を必
ひつ

要
よう

とする生
せい

徒
と

等
とう

の都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

受
じゅ

検
けん

にお

いて、ひらがなのルビを振
ふ

った学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問題
もんだい

での検
けん

査
さ

の実
じっ

施
し

に加
くわ

え、辞
じ

書
しょ

の持
もち

込
こ

み及
およ

び検
けん

査
さ

時
じ

間
かん

の延
えん

長
ちょう

の配慮
はいりょ

を下
か

記
き

のとおり申
しん

請
せい

します。 
記
き

 
  
１ 志

し

願
がん

校
こう

名
めい

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

（全
ぜん

・定
てい

） コース・科
か

（分
ぶん

野
や

） 
２ 志

し

願
がん

者
しゃ

 氏
し

名
めい

（通
つう

称
しょう

名
めい

） （ ）  
 生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

年
ねん

月
がつ

        日
にち

生
うまれ

 
 在
ざい

学
がく

（出
しゅっ

身
しん

）中
ちゅう

学
がっ

校
こう

立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 
 最
さい

終
しゅう

入
にゅう

国
こく

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

 年
ねん

月
がつ

日
にち

 
 入
にゅう

国
こく

前
まえ

の最
さい

終
しゅう

学
がっ

校
こう

（国
こく

名
めい

・都
と

市
し

名
めい

）  
 

上
じょう

記
き

のことについて事
じ

実
じつ

と相
そう

違
い

ありません。 
年
ねん

月
がつ

日
にち

 

校
こう

長
ちょう

名
めい

立
りつ

中学
ちゅうがっ

校
こう

長
ちょう

        公
こう

印
いん

 

（注
ちゅう

意
い

） 
１ 本

ほん

申請
しんせい

書
しょ

は、出願
しゅつがん

書類
しょるい

提
てい

出
しゅつ

時
じ

に志願
し が ん

する都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

長
ちょう

に提出
ていしゅつ

してください。 
２ 中

ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

していない者
もの

は、入
にゅう

国
こく

後
ご

の在
ざい

日
にち

期
き

間
かん

が３年
ねん

以
い

内
ない

であることを証
しょう

明
めい

する公
こう

的
てき

機
き

関
かん

発
はっ

行
こう

の書
しょ

類
るい

も併
あわ

せて提
てい

出
しゅつ

してください。ただし、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

を経
けい

由
ゆ

する必要
ひつよう

はありません。 
３ 持

も

ち込
こ

める辞
じ

書
しょ

は、希
き

望
ぼう

する外
がい

国
こく

語
ご

について、日
に

本
ほん

語
ご

に対
たい

する当
とう

該
がい

外
がい

国
こく

語
ご

の訳
やく

が記
き

載
さい

されている辞
じ

書
しょ

１冊
さつ

、

当
とう

該
がい

外
がい

国
こく

語
ご

に対
たい

する日
に

本
ほん

語
ご

の訳
やく

が記
き

載
さい

されている辞
じ

書
しょ

１冊
さつ

の合
ごう

計
けい

２冊
さつ

を原
げん

則
そく

とします（例
れい

：日
にっ

中
ちゅう

辞
じ

典
てん

と中
ちゅう

日
にち

辞
じ

典
てん

）。 
なお、持

も

ち込
こ

む辞
じ

書
しょ

は、第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

は令和
れ い わ

８年
ねん

２月
がつ

９
ここの

日
か

（月
げつ

）から令和
れ い わ

８年
ねん

２月
がつ

１３日
にち

（金
きん

）正午
しょうご

まで、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

は令和
れ い わ

８年
ねん

３月
がつ

５日
い つ か

（木
もく

）から令和
れ い わ

８年
ねん

３月
がつ

９
ここの

日
か

（月
げつ

）正
しょう

午
ご

までに、受
じゅ

検
けん

する都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

長
ちょう

に提
てい

出
しゅつ

してください。ただし、辞
じ

書
しょ

に書
かき

込
こ

みがある場
ば

合
あい

など、志
し

願
がん

先
さき

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

長
ちょう

の判
はん

断
だん

により、提
てい

出
しゅつ

した辞
じ

書
しょ

が使
し

用
よう

できないことがあります。 
４ 電

でん

子
し

辞
じ

書
しょ

は使
し

用
よう

できません。 
５ 第

だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

及
およ

び分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

における学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

の共通
きょうつう

問題
もんだい

が、本配慮
ほんはいりょ

の対
たい

象
しょう

となります。 
６ 辞

じ

書
しょ

の持
もち

込
こ

みに伴
ともな

い、各
かく

教
きょう

科
か

１０分
ぷん

の検
けん

査
さ

時
じ

間
かん

の延
えん

長
ちょう

があります（別
べっ

室
しつ

）。ただし、国
こく

語
ご

の検
けん

査
さ

では辞
じ

書
しょ

の持
もち

込
こ

みはできません。また、国
こく

語
ご

の検
けん

査
さ

では、時
じ

間
かん

延
えん

長
ちょう

はありません。 

 

受 付 番 号 
変更前  

変更後  

 

（様式 ）（Ａ４判）

  

  

日日
に

本本
ほ ん

語語
ご

指指
し

導導
ど う

がが必必
ひ つ

要要
よ う

なな生生
せ い

徒徒
と

等等
と う

のの都都
と

立立
り つ

高高
こ う

等等
と う

学学
が っ

校校
こ う

受受
じ ゅ

検検
け ん

にに対対
た い

すするる  
学学
が く

力力
りょく

検検
け ん

査査
さ

等等
と う

実実
じ っ

施施
し

上上
じょう

のの配配慮慮
は い り ょ

申申
し ん

請請
せ い

書書
し ょ

（（ルルビビ付付
つ き

問問題題
も ん だ い

））  
  

年
ねん

月
がつ

日
にち

 

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

殿
どの

 

保
ほ

 護
ご

 者
しゃ

 住
じゅう

 所
しょ

     

保
ほ

護
ご

者
しゃ

氏
し

名
めい

（自署
じ し ょ

）  

志
し

願
がん

者
しゃ

との続
つづき

柄
がら

  
 
東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

者
しゃ

選
せん

抜
ばつ

実
じっ

施
し

要
よう

綱
こう

の規
き

定
てい

により、日
に

本
ほん

語
ご

指
し

導
どう

を必要
ひつよう

とする生
せい

徒
と

等
とう

の都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

受
じゅ

検
けん

におい

て学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問題
もんだい

等
とう

にひらがなのルビを振
ふ

る配慮
はいりょ

を下
か

記
き

のとおり申
しん

請
せい

します。 
 

記
き

 
 
１ 志

し

願
がん

校
こう

名
めい

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

（全
ぜん

・定
てい

） コース・科
か

（分
ぶん

野
や

） 
２ 志

し

願
がん

者
しゃ

   氏
し

名
めい

（通
つう

称
しょう

名
めい

） （ ）  
 生
せい

 年
ねん

 月
がっ

 日
ぴ

年
ねん

月
がつ

        日
にち

生
うまれ

 
 在
ざい

学
がく

（出
しゅっ

身
しん

）中
ちゅう

学
がっ

校
こう

   立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 
 最
さい

終
しゅう

入
にゅう

国
こく

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

  年
ねん

 月
がつ

日
にち

 
 
３ 中 学

ちゅうがっ

校 長
こうちょう

記
き

入
にゅう

欄
らん

 
上

じょう

記
き

のとおり、受
じゅ

検
けん

上
じょう

の配慮
はいりょ

が必
ひつ

要
よう

であると考
かんが

えます。 
年
ねん

月
がつ

日
にち

 
 
校
こう

長
ちょう

名
めい

立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

 
 
学
がっ

校
こう

の電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

 
申
しん

請
せい

内
ない

容
よう

について追
つい

加
か

する意
い

見
けん

があれば記
き

入
にゅう

してください。 

 
（注

ちゅう

意
い

） 
１ 本

ほん

申請
しんせい

書
しょ

は、出願
しゅつがん

書類
しょるい

提
てい

出
しゅつ

時
じ

に志
し

願
がん

する都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

長
ちょう

に提出
ていしゅつ

してください。 
２ 中

ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

していない者
もの

は、入
にゅう

国
こく

後
ご

の在
ざい

日
にち

期
き

間
かん

が６年
ねん

以
い

内
ない

であることを証
しょう

明
めい

する公
こう

的
てき

機
き

関
かん

発
はっ

行
こう

の書
しょ

類
るい

も併
あわ

せて提
てい

出
しゅつ

してください。ただし、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

を経
けい

由
ゆ

する必要
ひつよう

はありません。 
３ 第

だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

及
およ

び分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

における学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

の共
きょう

通
つう

問
もん

題
だい

が、本
ほん

配慮
はいりょ

の対
たい

象
しょう

となります。なお、在京外国人生徒等対象
ざいきょうがいこくじんせいととうたいしょう

の選抜
せんばつ

における検査問題
けんさもんだい

については、ひらがなのル

ビを振
ふ

った問題
もんだい

で実施
じ っ し

するため、本申請書
ほんしんせいしょ

を提出
ていしゅつ

する必要
ひつよう

はありません。 

 

受 付 番 号 
変更前  

変更後  

 

公
こう

印
いん

 

－319－



学
校

番
号

東
京

都
立

高高
等等

学学
校校

長長
　　

殿殿
  

 志
願

者
一

覧
 ：

 
成

績
一

覧
表

同
封

の
有

無
 ：

 

（
コ

ー
ス

・
科

 〔
 分

野
 〕

 ・
部

 ）
 

志
願

者
合

計
 ：

 
名

名
名

）
※
志
願
者
一
覧
全
枚
数
の
合
計

※
学
科
等
ご
と
に
1
枚
ず
つ
作
成

男 子
女 子

（
男

子
・
 女

子

中
学

校

令令
和和

８８
年年

度度
東東

京京
都都

立立
高高

等等
学学

校校
入入

学学
者者

選選
抜抜

  志志
願願

者者
一一

覧覧
　　

（（
  兼兼

  受受
付付

簿簿
  ））

枚
中

の
枚

目

（（
様様

式式
33
22
））

((
ＡＡ

４４
判判

))

資 格 審 査

ル ビ 申 請

備
  

考

性
別

（
〇

を
付

け
る

。
）

※
中
学
校
は
太
線
の
枠
（
色
付
き
の
セ
ル
）
内
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
志
願
者
一
覧
が
複
数
枚
に
わ
た
る
場
合
、
２
枚
目
以
降
の
「
N
o
.」
欄
は
通
し
番
号
に
な
る
よ
う
に
中
学
校
が
修
正
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
学
校
番
号
は
、
令
和
８
年
度
東
京
都
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
・
同
細
目
（
P
2
2
8
～
2
3
8
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

№
氏

　
　

名

入 学 願 書

入 学 考 査 料

調 査 書
受

検
番

号
受

検
番

号
２

（
※

併
願

者
の

み
）

－320－



（
様
式
3
3
）

東
京
都
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
等
学
校
長
　
　
殿

貴
校

へ
の

入
学

を
志

願
し

ま
す

。
受

検
番

号
受

検
番

号

※

高
  

  
校

フ
リ

ガ
ナ

※

・
検
査
会
場
が
入
学
願
書
受
付
高
校
と
異
な
る
場
合
に
は
、
各
高
校
が
志
願
者
に
通
知
す
る
。

〒 〒

(電
話

)

〒

(電
話

)

志
願

者
は

、
高

等
学

校
、

高
等

専
門

学
校

に
在

学
し

て
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
現

在
、

都
立

高
等

学
校

、
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
に

合
格

し
て

い
ま

せ
ん

。

な
お

、
事

実
に

反
す

る
記

載
に

よ
っ

て
入

学
し

た
と

認
め

ら
れ

た
場

合
は

、
入

学
を

取
り

消
さ

れ
て

も
異

存
あ

り
ま

せ
ん

。

保
護

者
氏

名
志

願
者

と
の

続
柄

 （
自

　
署

）

上
記

の
者

は
貴

校
に

応
募

す
る

資
格

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
ま

し
た

。

立
中

学
校

長

(電
話

）

志 望 校

  
  

 　
  

コ
 ー

 ス

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

立
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

中
学

校
　

　
　

　
部

学
力

検
査

会
場

名
※

在
学

（
出

身
）

中
学

校
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

 立
  

  
  

  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

中
学

校

ル
ビ
振
り
等

受
検
上
の
配
慮
希
望

ル
ビ
振
り
等

受
検
上
の
配
慮
希
望

受
検

者
氏

名

科
（
分

野
）

 在
　

学
　

（
出

身
）

中
　

学
　

校
　

名

　
令
和
８
年
度
　
東
京
都
立
高
等
学
校
入
学
願
書

追
検
査
用
様
式

令
和
８
年
度
　
都
立
高
等
学
校
受
検
票
　
　
　
　
追
検
査

※

そ
の

他
の

検
査

会
場

名

生
 年

 月
 日

　
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

　
  

  
月

 　
　

　
  

 　
　

　
　

日
　

　
  

  
　

　
歳

現
　

　
　

住
　

　
　

所
（
出

願
時

の
住

所
）

〒

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日

卒
業

年
月

　
　

　
  

  
  

年
　

  
  

　
　

　
  

  
月

  
　

  
  

卒
業

見
込

  
・
  

卒
業

保 護 者

現
　

　
　

住
　

　
　

所
（
出

願
時

の
住

所
）

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日

志 願 者

フ
リ
ガ

ナ

氏
　

　
  

  
 　

名

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

学
後

の
住

所

１
検
査
日
時
及
び
時
間
割

令
和
８
年
３
月
１
０
日
（
火
）

午
前
８
時
３
０
分
集
合

時
間

割

第
１

時
限

国
語

午
前

９
時

０
０

分
～

午
前

９
時

５
０

分

第
２

時
限

数
学

午
前

１
０

時
１

０
分

～
午

前
１

１
時

０
０

分

第
３

時
限

英
語

午
前

１
１

時
２

０
分

～
午

後
０

時
１

０
分

そ
の

他
、

各
高

校
が

実
施

す
る

検
査

に
つ

い
て

は
、

各
高

校
が

集
合

時
刻

及
び

時
間

割

を
志

願
者

に
通

知
す

る
。

な
お

、
検

査
中

に
不

正
行

為
が

確
認

さ
れ

た
場

合
、

厳
正

に
対

応
す

る
。

持
っ

て
く

る
も

の

受
検

票
、
Ｈ

Ｂ
又

は
Ｂ

の
鉛

筆
（

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

も
可

）
、
消

し
ゴ

ム
、
直

線
定

規

（
角

度
の

目
盛

り
の

な
い

も
の

）
、
コ

ン
パ

ス
、

上
履

き

な
お

、
時

計
以

外
の

機
能

を
備

え
た

時
計

、
携

帯
電

話
や

腕
時

計
型

の
端

末
な

ど
の

通

信
機

器
の

使
用

は
許

可
し

な
い

。

２
合
格
発
表
日
時

令
和
８
年
３
月
１
３
日
（
金
）

午
前
８
時
３
０
分
（
合
否
照
会
サ
イ
ト
上
で
発
表
※
）

正
午
（
校
内
掲
示
）

※
合
格
発
表
は
合
否
照
会
サ
イ
ト
で
行
う
予
定
で
す
。

（
サ

イ
ト

の
に

つ
い

て
は

、
各

高
校

か
ら

別
途

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

）

※
こ
の
受
検
票
は
、
合
格
通
知
書
を
受
領
す
る
時
及
び
得
点
等
の
開
示
を
請
求
す
る
時
に

必
要
な
の
で
な
く
さ
な
い
こ
と
。

写
真

正
面

上
半

身
脱

帽
（
４

㎝
×

３
㎝

）

･
令

和
７

年
月

日

以
降

に
撮

影
し

た
も

の

･
カ

ラ
ー

・
白

黒
ど

ち
ら

で
も

可

公
印

切 り 取 ら な い こ と 。

ル
ビ
付
問
題

ル
ビ
付
問
題

・
辞
書
持
込
み

ル
ビ
付
問
題

・
辞
書
持
込
み

ル
ビ
付
問
題

－321－



（様式応１）（Ａ４判）

 

 
 

東東 京京 都都 立立 高高 等等 学学 校校 出出 願願 承承 認認 申申 請請 書書  
 

年 月 日 
 

東京都立 高等学校長 殿  
 

保護者氏名(自署) 
志願者との続柄 

 
下記の者を貴校に入学させたいので、出願の承認を申請します。 

 
記 

 
１ 志願者 

フリガナ 
氏 名  現住所  

在学（出身）中学校 中学校 
卒業見込 

年 月 
卒業 

２ 家族構成（保護者は、同居、別居にかかわらず、必ず記入すること。） 
志 願 者 
との続柄 

フリガナ 
氏    名 

現 住 所 

保 
護 
者 

   

   

   

   

   

   

３ 出願申請理由（該当する事項の番号を○で囲む。） 
１ 都内在住者で都外の中学校等に在学している者又は都内在住者で中学校等を既に卒業した者 
２ 入学日までに都内の島しょに転居することが確実な者 
３ 都外在住者で入学日までに都内に転入することが確実な者 

（注意）１ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、 
理由書（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類を併せて提出して

ください。 
２ 海外在住者で入学日までに都内に転入することが確実な者は、この申請書を提出する必要はありません。 
３ 応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り消すものとします。 
４ ※欄は記入しないでください。 

受付番号 受検番号 

※ ※ 

（
受

検
票

・
裏

）
  
 

  
（
「
（
様

式
3
3
）
」
の

裏
面

）

 
 
１

 
 
 
高

等
学

校
長

の
宛

名
　

 
 
　

 
志

願
す

る
高

等
学

校
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
２

　
 
入

学
願

書
提

出
時

　
　

　
 
志

願
校

欄
に

学
校

名
及

び
コ

ー
ス

、
科

（
分

野
）

、
部

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
３

　
 
同

一
の

学
校

が
、

２
科

（
２

分
野

）
又

は
２

部
以

上
募

集
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
志

望
の

順
位

を
付

け
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
追

検
査

　
　

 
で

は
、

同
一

の
学

校
で

普
通

科
と

コ
ー

ス
、

普
通

科
と

商
業

科
、

農
業

科
と

家
庭

科
な

ど
異

な
る

学
科

が
募

集
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
学

科
　

　
 
を

越
え

て
志

望
の

順
位

を
付

け
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。

 
 
４

　
 
志

願
者

の
氏

名
の

欄
に

は
、

住
民

票
に

記
載

さ
れ

て
い

る
と

お
り

の
氏

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

 
外

国
籍

を
有

し
住

民
票

に
通

称
名

が
記

載
さ

れ
て

い
て

、
受

検
票

に
通

称
名

の
み

の
記

載
を

希
望

す
る

者
は

、
志

願
者

の
氏

名
の

欄
は

本
名

　
　

 
の

後
に

通
称

名
を

(
　

)
を

付
し

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

こ
の

場
合

、
受

検
票

の
受

検
者

氏
名

に
つ

い
て

は
、

通
称

名
だ

け
で

構
い

ま
せ

ん
。

 
 
５

　
 
生

年
月

日
の

欄
の

年
齢

は
、

令
和

８
年

３
月

３
１

日
現

在
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
６

　
 
住

所
の

欄
に

は
、

例
え

ば
、

「
西

新
宿

二
丁

目
８

番
１

号
」

は
「

西
新

宿
２

－
８

－
１

」
と

記
入

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

 
 
７

　
 
出

願
日

以
降

入
学

式
ま

で
の

間
に

都
内

に
転

居
す

る
こ

と
が

確
実

な
者

は
、

転
居

予
定

先
の

住
所

を
「

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

 
 
　

 
学

後
の

住
所

」
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
８

　
 
在

学
（

出
身

）
中

学
校

名
の

欄
に

は
、

都
外

の
中

学
校

の
場

合
、

道
府

県
名

か
ら

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
９

　
 
保

護
者

の
現

住
所

が
志

願
者

の
現

住
所

と
同

じ
場

合
は

、
「

志
願

者
と

同
じ

」
と

記
入

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

　
1
0
　

 
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
　

　
　

 
国

籍
を

問
わ

ず
、

入
国

後
の

在
日

期
間

が
入

学
日

現
在

原
則

と
し

て
６

年
以

内
の

者
で

、
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

生
徒

等
に

対
す

る
受

　
　

 
検

上
の

配
慮

（
ル

ビ
付

問
題

）
を

希
望

す
る

者
は

、
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
の

「
ル

ビ
付

問
題

」
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

し
て

く
　

　
 
だ

さ
い

。
　

　
　

 
国

籍
を

問
わ

ず
、

入
国

後
の

在
日

期
間

が
入

学
日

現
在

原
則

と
し

て
３

年
以

内
の

者
で

、
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

生
徒

等
に

対
す

る
受

　
　

 
検

上
の

配
慮

（
ル

ビ
付

問
題

・
辞

書
持

込
み

）
を

希
望

す
る

者
は

、
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
の

「
ル

ビ
付

問
題

・
辞

書
持

込
み

」
　

　
 
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

 
な

お
、

申
請

に
当

た
っ

て
は

、
所

定
の

申
請

書
等

の
提

出
は

不
要

で
す

。

 
 
1
1
　

 
保

護
者

氏
名

は
必

ず
自

署
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
1
2
　

 
都

内
の

中
学

校
に

在
学

し
て

い
な

い
者

は
、

中
学

校
名

、
中

学
校

長
名

、
中

学
校

の
電

話
番

号
の

記
入

及
び

中
学

校
長

の
公

印
の

押
印

は
必

 
 
 
 
 
要

あ
り

ま
せ

ん
。

 
 
1
3
　

 
黒

の
ペ

ン
又

は
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

摩
擦

に
伴

う
温

度
変

化
等

に
よ

り
消

色
す

る
イ

ン
ク

を
用

い
た

ペ
ン

又
は

　
　

 
ボ

ー
ル

ペ
ン

は
、

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

  
 1

4
　

  
※

欄
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪

 
入

学
願

書
提

出
期

間
 
≫

入
  

学
  

願
  

書
  

記
  

入
  

上
  

の
  

注
  

意
 
令

和
８

年
３

月
５

日
（

木
）

　
午

前
９

時
～

午
後

３
時

個個
人人
情情
報報
のの
提提
供供
にに
関関
すす
るる
同同
意意
署署
名名
欄欄

（（
任任
意意
））

私
は
、
東
京
都
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
（追
検
査
）に
お
け
る
検
査
結
果
の
全
て
【

受
検
番
号

氏
名

在
籍
学
校
名

学
力
検
査
の
得
点

面
接
の
得
点

小
論
文
・
作
文
の
得
点

実
技
検
査
の
得
点

学
校
設
定
検
査
の
得
点

志
願
申
告
書

の
得
点
】
を
、
在
籍
す
る
学
校
に
お
け
る
進
路
指
導
や
学
習
指
導
に
活
用
す
る
た
め
に
、
都
立
高
等
学
校
か
ら
在
籍
す
る
学
校
へ
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

令
和

年
月

日
（
署
名
）

（
注
意
）
※

上
記
の
内
容
に
同
意
す
る
場
合
の
み
、
志
願
者
本
人
が
自
署
し
て
く
だ
さ
い
。

※
在
籍
す
る
学
校
に
提
供
さ
れ
た
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
検
査
結
果
は
、
個
人
情
報
と
し
て
そ
の
秘
密
を
厳
守
し
、
進
路
指
導

や
学
習
指
導
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
都
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
な
い
者
は
、
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

貼
る

前
に

領
収

証
書

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

１
金
融
機
関
（
銀
行
・
郵
便
局
等
）

の
領
収
印
は
あ
り
ま
す
か
？

２
端
の
色
と
金
額
は
？

・
全
日
制
の
人
は
、
黄
緑
色

（
２

，
２

０
０

円
）
で
す
。

・
定
時
制
の
人
は
、
灰
色

９
５

０
円

で
す
。

入
学
考
査
料

は
、
納
付

書
裏

面
に
記
載
の
納

付
場
所

で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

た
だ

し
、
納
付
し
た

も
の
は
、

い
か
な
る
理
由

で
も
還
付

し
ま

せ
ん
。

入
学
考
査
料

納
付
後
の

領
収

証
書
は
、
入
学

願
書
受

付
の
際
に
必
要

な
の
で
、

領
収

証
書
貼
付
欄
に

貼
り
付

け
て
く
だ
さ
い

。

（ の り し ろ ）

（ の り し ろ ）

（
の

り
し

ろ
）

（
の

り
し

ろ
）

領領
収収

証証
書書

貼貼
付付

欄欄

－322－



（様式応１）（Ａ４判）

 

 
 

東東 京京 都都 立立 高高 等等 学学 校校 出出 願願 承承 認認 申申 請請 書書  
 

年 月 日 
 

東京都立 高等学校長 殿  
 

保護者氏名(自署) 
志願者との続柄 

 
下記の者を貴校に入学させたいので、出願の承認を申請します。 

 
記 

 
１ 志願者 

フリガナ 
氏 名  現住所  

在学（出身）中学校 中学校 
卒業見込 

年 月 
卒業 

２ 家族構成（保護者は、同居、別居にかかわらず、必ず記入すること。） 
志 願 者 
との続柄 

フリガナ 
氏    名 

現 住 所 

保 
護 
者 

   

   

   

   

   

   

３ 出願申請理由（該当する事項の番号を○で囲む。） 
１ 都内在住者で都外の中学校等に在学している者又は都内在住者で中学校等を既に卒業した者 
２ 入学日までに都内の島しょに転居することが確実な者 
３ 都外在住者で入学日までに都内に転入することが確実な者 

（注意）１ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、 
理由書（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類を併せて提出して

ください。 
２ 海外在住者で入学日までに都内に転入することが確実な者は、この申請書を提出する必要はありません。 
３ 応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り消すものとします。 
４ ※欄は記入しないでください。 

受付番号 受検番号 

※ ※ 

（
受

検
票

・
裏

）
  
 

  
（
「
（
様

式
3
3
）
」
の

裏
面

）

 
 
１

 
 
 
高

等
学

校
長

の
宛

名
　

 
 
　

 
志

願
す

る
高

等
学

校
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
２

　
 
入

学
願

書
提

出
時

　
　

　
 
志

願
校

欄
に

学
校

名
及

び
コ

ー
ス

、
科

（
分

野
）

、
部

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
３

　
 
同

一
の

学
校

が
、

２
科

（
２

分
野

）
又

は
２

部
以

上
募

集
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
志

望
の

順
位

を
付

け
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
追

検
査

　
　

 
で

は
、

同
一

の
学

校
で

普
通

科
と

コ
ー

ス
、

普
通

科
と

商
業

科
、

農
業

科
と

家
庭

科
な

ど
異

な
る

学
科

が
募

集
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
学

科
　

　
 
を

越
え

て
志

望
の

順
位

を
付

け
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。

 
 
４

　
 
志

願
者

の
氏

名
の

欄
に

は
、

住
民

票
に

記
載

さ
れ

て
い

る
と

お
り

の
氏

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

 
外

国
籍

を
有

し
住

民
票

に
通

称
名

が
記

載
さ

れ
て

い
て

、
受

検
票

に
通

称
名

の
み

の
記

載
を

希
望

す
る

者
は

、
志

願
者

の
氏

名
の

欄
は

本
名

　
　

 
の

後
に

通
称

名
を

(
　

)
を

付
し

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

こ
の

場
合

、
受

検
票

の
受

検
者

氏
名

に
つ

い
て

は
、

通
称

名
だ

け
で

構
い

ま
せ

ん
。

 
 
５

　
 
生

年
月

日
の

欄
の

年
齢

は
、

令
和

８
年

３
月

３
１

日
現

在
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
６

　
 
住

所
の

欄
に

は
、

例
え

ば
、

「
西

新
宿

二
丁

目
８

番
１

号
」

は
「

西
新

宿
２

－
８

－
１

」
と

記
入

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

 
 
７

　
 
出

願
日

以
降

入
学

式
ま

で
の

間
に

都
内

に
転

居
す

る
こ

と
が

確
実

な
者

は
、

転
居

予
定

先
の

住
所

を
「

入
学

式
ま

で
に

転
居

予
定

の
人

は
入

 
 
　

 
学

後
の

住
所

」
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
８

　
 
在

学
（

出
身

）
中

学
校

名
の

欄
に

は
、

都
外

の
中

学
校

の
場

合
、

道
府

県
名

か
ら

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
９

　
 
保

護
者

の
現

住
所

が
志

願
者

の
現

住
所

と
同

じ
場

合
は

、
「

志
願

者
と

同
じ

」
と

記
入

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

　
1
0
　

 
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
　

　
　

 
国

籍
を

問
わ

ず
、

入
国

後
の

在
日

期
間

が
入

学
日

現
在

原
則

と
し

て
６

年
以

内
の

者
で

、
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

生
徒

等
に

対
す

る
受

　
　

 
検

上
の

配
慮

（
ル

ビ
付

問
題

）
を

希
望

す
る

者
は

、
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
の

「
ル

ビ
付

問
題

」
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

し
て

く
　

　
 
だ

さ
い

。
　

　
　

 
国

籍
を

問
わ

ず
、

入
国

後
の

在
日

期
間

が
入

学
日

現
在

原
則

と
し

て
３

年
以

内
の

者
で

、
日

本
語

指
導

を
必

要
と

す
る

生
徒

等
に

対
す

る
受

　
　

 
検

上
の

配
慮

（
ル

ビ
付

問
題

・
辞

書
持

込
み

）
を

希
望

す
る

者
は

、
ル

ビ
振

り
等

受
検

上
の

配
慮

希
望

欄
の

「
ル

ビ
付

問
題

・
辞

書
持

込
み

」
　

　
 
に

赤
色

で
○

印
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

 
な

お
、

申
請

に
当

た
っ

て
は

、
所

定
の

申
請

書
等

の
提

出
は

不
要

で
す

。

 
 
1
1
　

 
保

護
者

氏
名

は
必

ず
自

署
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
1
2
　

 
都

内
の

中
学

校
に

在
学

し
て

い
な

い
者

は
、

中
学

校
名

、
中

学
校

長
名

、
中

学
校

の
電

話
番

号
の

記
入

及
び

中
学

校
長

の
公

印
の

押
印

は
必

 
 
 
 
 
要

あ
り

ま
せ

ん
。

 
 
1
3
　

 
黒

の
ペ

ン
又

は
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

摩
擦

に
伴

う
温

度
変

化
等

に
よ

り
消

色
す

る
イ

ン
ク

を
用

い
た

ペ
ン

又
は

　
　

 
ボ

ー
ル

ペ
ン

は
、

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

  
 1

4
　

  
※

欄
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪

 
入

学
願

書
提

出
期

間
 
≫

入
  

学
  

願
  

書
  

記
  

入
  

上
  

の
  

注
  

意
 
令

和
８

年
３

月
５

日
（

木
）

　
午

前
９

時
～

午
後

３
時

個個
人人
情情
報報
のの
提提
供供
にに
関関
すす
るる
同同
意意
署署
名名
欄欄

（（
任任
意意
））

私
は
、
東
京
都
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
（追
検
査
）に
お
け
る
検
査
結
果
の
全
て
【

受
検
番
号

氏
名

在
籍
学
校
名

学
力
検
査
の
得
点

面
接
の
得
点

小
論
文
・
作
文
の
得
点

実
技
検
査
の
得
点

学
校
設
定
検
査
の
得
点

志
願
申
告
書

の
得
点
】
を
、
在
籍
す
る
学
校
に
お
け
る
進
路
指
導
や
学
習
指
導
に
活
用
す
る
た
め
に
、
都
立
高
等
学
校
か
ら
在
籍
す
る
学
校
へ
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

令
和

年
月

日
（
署
名
）

（
注
意
）
※

上
記
の
内
容
に
同
意
す
る
場
合
の
み
、
志
願
者
本
人
が
自
署
し
て
く
だ
さ
い
。

※
在
籍
す
る
学
校
に
提
供
さ
れ
た
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
検
査
結
果
は
、
個
人
情
報
と
し
て
そ
の
秘
密
を
厳
守
し
、
進
路
指
導

や
学
習
指
導
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
都
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
な
い
者
は
、
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

貼
る

前
に

領
収

証
書

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

１
金
融
機
関
（
銀
行
・
郵
便
局
等
）

の
領
収
印
は
あ
り
ま
す
か
？

２
端
の
色
と
金
額
は
？

・
全
日
制
の
人
は
、
黄
緑
色

（
２

，
２

０
０

円
）
で
す
。

・
定
時
制
の
人
は
、
灰
色

９
５

０
円

で
す
。

入
学
考
査
料

は
、
納
付

書
裏

面
に
記
載
の
納

付
場
所

で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

た
だ

し
、
納
付
し
た

も
の
は
、

い
か
な
る
理
由

で
も
還
付

し
ま

せ
ん
。

入
学
考
査
料

納
付
後
の

領
収

証
書
は
、
入
学

願
書
受

付
の
際
に
必
要

な
の
で
、

領
収

証
書
貼
付
欄
に

貼
り
付

け
て
く
だ
さ
い

。

（ の り し ろ ）

（ の り し ろ ）

（
の

り
し

ろ
）

（
の

り
し

ろ
）

領領
収収

証証
書書

貼貼
付付

欄欄

－323－



（
様
式
応
３
）（

Ａ
４
判
）

住住
民民

票票
記記

載載
事事

項項
証証

明明
書書

①
住
所

②
世

帯
主

氏
名

③
氏

名
④
生

年
月

日
⑤
住

所
を

定
め

た

年
月

日

⑥
世
帯
主
と
の

続
柄

⑦
国
籍
・
地
域

※
都
立
高
校

使
用

欄

旅
・
在
・

他

上
記
事
項
は
住
民
票
に
記
載
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。

年
月

日

区
市
町
村
長
氏
名

（
注
意
）
１

証
明
を
要
す
る
者
に
つ
い
て
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
枠
内
に
記
入
し
、
令
和
７
年
１
１
月
２
０
日
以
降
に
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

２
区
市
町
村
所
定
の
様
式
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
上
記
①
か
ら
⑥
に
該
当
す
る
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

３
志
願
者
が
成
人
の
場
合
は
、
保
護
者
に
つ
い
て
の
記
載
は
不
要
で
す
。

４
志
願
者
が
外
国
籍
の
場
合
は
、
⑦
の
国
籍
・
地
域
に
つ
い
て
も
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
志
願
者
以
外
に
つ
い
て
は
、
証
明
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）
。

な
お
、
住
民
票
に
通
称
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、「

氏
名
」
欄
に
括
弧
書
き
で
通
称
名
の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

公
印

【
都
立
高
校
使
用
欄
】

 
＊
外
国
籍
を
有
す
る
志

願
者
の
う
ち
、
在
日
期

間
の
確
認
が
必
要
な
志

願
者
の
上
陸
許
可
年
月

日
を
記
入
す
る
（
志
願

者
の

み
の

確
認

で
よ

い
。）
。

 
＊
上
陸
許
可
年
月
日
を

確
認
し
た
書
類
の
種
類

（
旅
券
、
在
留
カ
ー
ド
、

そ
の
他
）
に
つ
い
て
、

「
旅
・
在
・
他
」
の
い
ず

れ
か
を
○
で
囲
む
。

 

（様式応２）（Ａ４判）

 

不不 受受 検検 証証 明明 書書  
 

卒業見込 

道府県 立 中学校 （該当しない方を二重線で消す。） 

卒 業 

 

生徒（志願者）氏 名 

 

住 所 

 

上記の者の保護者から 道府県の公立高等学校等を志願しない旨の申出があったことを証明します。 

 

 

年 月 日 

 

道 府 県 立 中学校長 

 

 

氏 名  公印 

 

 

年 月 日 

 

道府県教育委員会教育長 

 

 

氏 名  公印 

 

（注意） 

１ 道府県所定の様式も使用することができます。  

２ 中学校に在学していない者は、中学校長の証明は必要ありません。 
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（
様
式
応
３
）（

Ａ
４
判
）

住住
民民

票票
記記

載載
事事

項項
証証

明明
書書

①
住
所

②
世

帯
主

氏
名

③
氏

名
④
生

年
月

日
⑤
住

所
を

定
め

た

年
月

日

⑥
世
帯
主
と
の

続
柄

⑦
国
籍
・
地
域

※
都
立
高
校

使
用

欄

旅
・
在
・

他

上
記
事
項
は
住
民
票
に
記
載
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。

年
月

日

区
市
町
村
長
氏
名

（
注
意
）
１

証
明
を
要
す
る
者
に
つ
い
て
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
枠
内
に
記
入
し
、
令
和
７
年
１
１
月
２
０
日
以
降
に
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

２
区
市
町
村
所
定
の
様
式
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
上
記
①
か
ら
⑥
に
該
当
す
る
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

３
志
願
者
が
成
人
の
場
合
は
、
保
護
者
に
つ
い
て
の
記
載
は
不
要
で
す
。

４
志
願
者
が
外
国
籍
の
場
合
は
、
⑦
の
国
籍
・
地
域
に
つ
い
て
も
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
志
願
者
以
外
に
つ
い
て
は
、
証
明
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）
。

な
お
、
住
民
票
に
通
称
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、「

氏
名
」
欄
に
括
弧
書
き
で
通
称
名
の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

公
印

【
都
立
高
校
使
用
欄
】

 
＊
外
国
籍
を
有
す
る
志

願
者
の
う
ち
、
在
日
期

間
の
確
認
が
必
要
な
志

願
者
の
上
陸
許
可
年
月

日
を
記
入
す
る
（
志
願

者
の

み
の

確
認

で
よ

い
。）
。

 
＊
上
陸
許
可
年
月
日
を

確
認
し
た
書
類
の
種
類

（
旅
券
、
在
留
カ
ー
ド
、

そ
の
他
）
に
つ
い
て
、

「
旅
・
在
・
他
」
の
い
ず

れ
か
を
○
で
囲
む
。

 

（様式応２）（Ａ４判）

 

不不 受受 検検 証証 明明 書書  
 

卒業見込 

道府県 立 中学校 （該当しない方を二重線で消す。） 

卒 業 

 

生徒（志願者）氏 名 

 

住 所 

 

上記の者の保護者から 道府県の公立高等学校等を志願しない旨の申出があったことを証明します。 

 

 

年 月 日 

 

道 府 県 立 中学校長 

 

 

氏 名  公印 

 

 

年 月 日 

 

道府県教育委員会教育長 

 

 

氏 名  公印 

 

（注意） 

１ 道府県所定の様式も使用することができます。  

２ 中学校に在学していない者は、中学校長の証明は必要ありません。 
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（
様
式
応
５
）（

Ａ
４
判
）

帰帰
国国

等等
にに

関関
すす

るる
申申

立立
書書

  
年

月
日

 
 東
京
都
立

高
等
学
校
長

殿
 

保
護
者
氏
名
（
自
署
）

 
 

志
願
者
氏
名

 
 
志
願
者
と
家
族
の
帰
国
（
入
国
）
予
定
に
つ
い
て
の
状
況
は
下
記
の
と
お
り
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

 
記

 
１

家
族
の
状
況

 

氏
名

 
志

願
者

 
と

の
続

柄
 

現
住

所
 

勤
務

先
 

（
学

校
名
）

 
帰
国
（
入
国
）

 
予
定
年
月

 
帰
国
（
入
国
）
後
の
住
所

 

 
本
人

 
 

 
年

月
 

 

 
保 護 者 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
注
意
）
保
護
者
が
父
母
で
あ
る
場
合
、
父
母
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
特
別
の
事
情
に
よ
り
都
内
に
志
願
者
と
同
居
で
き
な
い
と
き
は
、
理
由
書
（
様
式
応
７
）
及
び
父
母
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
都
内
に
志
願
者
と

 
同
居
で
き
な
い
理
由
を
証
明
す
る
書
類
を
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

２
日
本
国
籍
を
有
す
る
志
願
者
で
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
保
護
者
が
帰
国
で
き
ず
、
志
願
者
の
み
が
帰
国
す
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
及
び
身
元
引
受
人

 

理
由

 
 

身
元

 
引

 受
 人

 

氏
名

 
志
願
者
と
の
続
柄

 
住

所
 

電
話

番
号

 

 
 

 
 

（
注
意
）
上
記
２
の
場
合
、
身
元
引
受
人
承
諾
書
（
様
式
応
６
）
及
び
保
護
者
が
帰
国
で
き
な
い
理
由
を
証
明
す
る
書
類
（
海
外
に
お
け
る
勤
務
証
明
書
等
）
を
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

（様式応４）（Ａ４判）

 

転転 居居 にに 関関 すす るる 申申 立立 書書  
  

年 月 日 
 
東京都立 高等学校長 殿 

 
 

保護者 氏 名  
 （自  署） 
志願者との続柄  

 
志願者 氏 名  

 
 

このたび、下記のとおり転居しますのでよろしくお願いします。 
 

記 
 
１ 転居先住所 

志 願 者 
との続柄 

フ リ ガ ナ 
氏 名 

転 居 先 住 所 

保 

護 

者 

   

   

   

   

   

   

 
２ 転居予定年月日 

年 月 日 転 居 予 定 

 
３ 転居理由 

（注意） １ 転居を証明する書類を添付してください。

２ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、

理由書（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類を併せて

提出してください。

３ 応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り消すもの

とします。
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（
様
式
応
５
）（

Ａ
４
判
）

帰帰
国国

等等
にに

関関
すす

るる
申申

立立
書書

  
年

月
日

 
 東
京
都
立

高
等
学
校
長

殿
 

保
護
者
氏
名
（
自
署
）

 
 

志
願
者
氏
名

 
 
志
願
者
と
家
族
の
帰
国
（
入
国
）
予
定
に
つ
い
て
の
状
況
は
下
記
の
と
お
り
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

 
記

 
１

家
族
の
状
況

 

氏
名

 
志

願
者

 
と

の
続

柄
 

現
住

所
 

勤
務

先
 

（
学

校
名
）

 
帰
国
（
入
国
）

 
予
定
年
月

 
帰
国
（
入
国
）
後
の
住
所

 

 
本
人

 
 

 
年

月
 

 

 
保 護 者 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
注
意
）
保
護
者
が
父
母
で
あ
る
場
合
、
父
母
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
特
別
の
事
情
に
よ
り
都
内
に
志
願
者
と
同
居
で
き
な
い
と
き
は
、
理
由
書
（
様
式
応
７
）
及
び
父
母
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
都
内
に
志
願
者
と

 
同
居
で
き
な
い
理
由
を
証
明
す
る
書
類
を
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

２
日
本
国
籍
を
有
す
る
志
願
者
で
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
保
護
者
が
帰
国
で
き
ず
、
志
願
者
の
み
が
帰
国
す
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
及
び
身
元
引
受
人

 

理
由

 
 

身
元

 
引

 受
 人

 

氏
名

 
志
願
者
と
の
続
柄

 
住

所
 

電
話

番
号

 

 
 

 
 

（
注
意
）
上
記
２
の
場
合
、
身
元
引
受
人
承
諾
書
（
様
式
応
６
）
及
び
保
護
者
が
帰
国
で
き
な
い
理
由
を
証
明
す
る
書
類
（
海
外
に
お
け
る
勤
務
証
明
書
等
）
を
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

（様式応４）（Ａ４判）

 

転転 居居 にに 関関 すす るる 申申 立立 書書  
  

年 月 日 
 
東京都立 高等学校長 殿 

 
 

保護者 氏 名  
 （自  署） 
志願者との続柄  

 
志願者 氏 名  

 
 

このたび、下記のとおり転居しますのでよろしくお願いします。 
 

記 
 
１ 転居先住所 

志 願 者 
との続柄 

フ リ ガ ナ 
氏 名 

転 居 先 住 所 

保 

護 

者 

   

   

   

   

   

   

 
２ 転居予定年月日 

年 月 日 転 居 予 定 

 
３ 転居理由 

（注意） １ 転居を証明する書類を添付してください。

２ 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、

理由書（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類を併せて

提出してください。

３ 応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り消すもの

とします。
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（様式応７）（Ａ４判）

 

理理 由由 書書  
年 月 日 

東京都立 高等学校長 殿 
 

              志願者氏名  
 

志願者の保護者である（ 父 ・ 母 ）が都内に志願者と同居できない理由は下記のとおりです。  
 

記 
 
１ 志願者と同居できない保護者 

志 願 者 
との続柄 

フ リ ガ ナ 
氏 名 現 住 所 

父 ・ 母   
 
２ 志願者と同居できない理由等

理 由  

証明する書類  

※ 父又は母が志願者と都内に同居できない理由（志願者の祖父母の介護、保護者の病気療養等）及び
志願者が父母のどちらか一方と都内に同居した方が身上監護を受けられる理由を明記する。

※ 同居できない理由を証明する書類の名称を記入し、本理由書とともに、その書類の写しを添付する
こと。

３ その他確認事項（内容を確認の上、□内にレ印を記入してください。）

□ 都立高校へ入学手続をするため、一時的に都内に住所を有し、入学後再び都外に、志願者、保護

者又は志願者と保護者が転居することはありません。

□ 都立高校の受検を目的として、都内に転居するものではありません。

□ 父又は母が、志願者と都内に同居できない理由が解消された場合は、速やかに都内に転居します。

以上のとおり相違ありません。 
なお、上記事項の記載について、重要事項の誤記又は不備その他事実に反する記載によって入学

したと認められる場合は、入学を取り消されても異存ありません。  
 

年 月 日 
  保護者氏名（自署）  

 （電話     ） 

（注意）１ 本書類は、保護者が父母である者で、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者
と同居できない場合に提出する。

２ 都内の中学校に在学している者は、本書類を提出する必要はない。 
３ 都立高校へ入学手続をするため、一時的に都内に住所を有し、入学後再び都外に、志願者、

保護者又は志願者と保護者が転居する場合は、応募することはできない。 
４ 応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り

消すものとする。 

 
 受検番号     
 
 

（様式応６）（Ａ４判）

 

 

身身 元元 引引 受受 人人 承承 諾諾 書書  
 

 

東京都立 高等学校長 殿 

 

志願者の帰国後の住所 

 

志 願 者 氏 名 

 

上記の者が貴校を受検するに当たり、志願者の保護者が帰国するまでの間、志願者の身元引受人となる

ことを承諾します。 

 

 

 

年 月 日 

 

 

現 住 所 東京都 

 

身元引受人氏名(自署)  

 

志願者との続柄等 

 

 

 

（注意）身元引受人は、都内在住者で、保護者が帰国するまでの間、保護者に代わる者で志願者と同居す

ることが確実な者とします。 
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（様式応７）（Ａ４判）

 

理理 由由 書書  
年 月 日 

東京都立 高等学校長 殿 
 

              志願者氏名  
 

志願者の保護者である（ 父 ・ 母 ）が都内に志願者と同居できない理由は下記のとおりです。  
 

記 
 
１ 志願者と同居できない保護者 

志 願 者 
との続柄 

フ リ ガ ナ 
氏 名 現 住 所 

父 ・ 母   
 
２ 志願者と同居できない理由等

理 由  

証明する書類  

※ 父又は母が志願者と都内に同居できない理由（志願者の祖父母の介護、保護者の病気療養等）及び
志願者が父母のどちらか一方と都内に同居した方が身上監護を受けられる理由を明記する。

※ 同居できない理由を証明する書類の名称を記入し、本理由書とともに、その書類の写しを添付する
こと。

３ その他確認事項（内容を確認の上、□内にレ印を記入してください。）

□ 都立高校へ入学手続をするため、一時的に都内に住所を有し、入学後再び都外に、志願者、保護

者又は志願者と保護者が転居することはありません。

□ 都立高校の受検を目的として、都内に転居するものではありません。

□ 父又は母が、志願者と都内に同居できない理由が解消された場合は、速やかに都内に転居します。

以上のとおり相違ありません。 
なお、上記事項の記載について、重要事項の誤記又は不備その他事実に反する記載によって入学

したと認められる場合は、入学を取り消されても異存ありません。  
 

年 月 日 
  保護者氏名（自署）  

 （電話     ） 

（注意）１ 本書類は、保護者が父母である者で、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者
と同居できない場合に提出する。

２ 都内の中学校に在学している者は、本書類を提出する必要はない。 
３ 都立高校へ入学手続をするため、一時的に都内に住所を有し、入学後再び都外に、志願者、

保護者又は志願者と保護者が転居する場合は、応募することはできない。 
４ 応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り

消すものとする。 

 
 受検番号     
 
 

（様式応６）（Ａ４判）

 

 

身身 元元 引引 受受 人人 承承 諾諾 書書  
 

 

東京都立 高等学校長 殿 

 

志願者の帰国後の住所 

 

志 願 者 氏 名 

 

上記の者が貴校を受検するに当たり、志願者の保護者が帰国するまでの間、志願者の身元引受人となる

ことを承諾します。 

 

 

 

年 月 日 

 

 

現 住 所 東京都 

 

身元引受人氏名(自署)  

 

志願者との続柄等 

 

 

 

（注意）身元引受人は、都内在住者で、保護者が帰国するまでの間、保護者に代わる者で志願者と同居す

ることが確実な者とします。 
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３ 高校生活への抱負 

①教科の学習 
（この学校で、教科の学習活動で特に力を入れたいことを具体的に記入しましょう。） 

 
②教科以外での活動 
（生徒会活動、学校行事、部活動など、教科以外での活動で特に力を入れたいことを具体的に記入しま

しょう。） 

 
４ 自己ＰＲ 

（入学を希望するに当たって、自分が特にＰＲしたいことを記入しましょう。） 

 
（注意）上記１から４までについて、志願者が手書き又は電子ファイルへの入力及び印刷により作成して

ください。手書きにより作成する場合は、黒のペン又はボールペンで記入してください。ただし、

摩擦に伴う温度変化等により消色するインクを用いたペン又はボールペンは、使用しないでくださ

い。 
 なお、保護者氏名の欄を除き、コピー等鮮明な表記のものは認めます。 

チャレンジスクール用 

 
志 願 申 告 書

 
年 月 日

東京都立 高等学校長 殿 
 
志 願 者 氏 名  
 
保 護 者 氏 名

（自 署） 
 

私が貴校を受検するに当たり、入学を希望する理由と特にＰＲしたいことは、次のとおりです。 
 
１ 入学を希望する理由 

（この学校に入学したい理由について記入しましょう。）

 
２ 将来の夢・希望 

（将来の夢や希望について記入しましょう。） 

 
 受検番号     
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３ 高校生活への抱負 

①教科の学習 
（この学校で、教科の学習活動で特に力を入れたいことを具体的に記入しましょう。） 

 
②教科以外での活動 
（生徒会活動、学校行事、部活動など、教科以外での活動で特に力を入れたいことを具体的に記入しま

しょう。） 

 
４ 自己ＰＲ 

（入学を希望するに当たって、自分が特にＰＲしたいことを記入しましょう。） 

 
（注意）上記１から４までについて、志願者が手書き又は電子ファイルへの入力及び印刷により作成して

ください。手書きにより作成する場合は、黒のペン又はボールペンで記入してください。ただし、

摩擦に伴う温度変化等により消色するインクを用いたペン又はボールペンは、使用しないでくださ

い。 
 なお、保護者氏名の欄を除き、コピー等鮮明な表記のものは認めます。 

チャレンジスクール用 

 
志 願 申 告 書

 
年 月 日

東京都立 高等学校長 殿 
 
志 願 者 氏 名  
 
保 護 者 氏 名

（自 署） 
 

私が貴校を受検するに当たり、入学を希望する理由と特にＰＲしたいことは、次のとおりです。 
 
１ 入学を希望する理由 

（この学校に入学したい理由について記入しましょう。）

 
２ 将来の夢・希望 

（将来の夢や希望について記入しましょう。） 

 
 受検番号     
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＜特別の事情として認められる事情及び必要書類＞

 

区分 父母の一方が都内に志願者と同居できない特別の事情 
父母のどちらか一方が都内に志願者と

同居できない理由を証明する書類 

応募資格

審査取扱

要項の該

当項目 

Ａ 

父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由

が、介護、病気療養（又は出産）のためであり、志願者にと

って、都内に転入（在住）する一方の保護者と同居した方が

身上監護を受けられる場合

※ 介護については、志願者の２親等内の親族が、要介護２、３、

４、５である場合を対象とします。要介護１、要支援１、２で

ある場合、対象とはなりません。 
※ 病気療養については、志願者の保護者又は志願者の兄弟姉妹

が病気療養中である場合を対象とします。 

〔介護の場合〕 
・介護保険被保険者証 
〔病気療養の場合〕 
・医師の診断書（都内に転入できない 
理由が記載されているもの） 

〔出産の場合〕 
・母子健康手帳 
 
※ 郵送で提出する場合、上記二重下

線の書類については写しを提出して

ください。ただし、合格後、入学日

までに原本を提示して確認を受けて

ください。 

１、３、４ 

Ｂ 

父母のどちらか一方が都内に転入する理由が、介護のた

めであり、志願者にとって、都内に転入する一方の保護者と

同居した方が身上監護を受けられる場合

※ 介護については、志願者の２親等内の親族が、要介護２、３、

４、５である場合を対象とします。要介護１、要支援１、２で

ある場合、対象とはなりません。  

・介護保険被保険者証 
〔都内に転入できない父又は母〕 
・他道府県における勤務証明書等 
 
※ 郵送で提出する場合、上記二重下

線の書類については写しを提出して

ください。ただし、合格後、入学日

までに原本を提示して確認を受けて

ください。 

３ 

Ｃ 

父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由

が、父と母が離婚調停中のためであり、志願者にとって、都

内に転入（在住）する一方の保護者と同居した方が身上監護

を受けられる場合

・事件係属証明書等 １、３、４ 

Ｄ 

日本国籍を有する志願者の父母のどちらか一方が都内に

志願者と同居できない理由が、海外勤務の継続のためであ

り、志願者にとって、海外から都内に転入又は都内に在住す

る一方の保護者と同居した方が身上監護を受けられる場合

※ 父母の両方が帰国できない場合は、保護者に代わる都

内在住の身元引受人がいること、保護者（保護者が父母で

ある場合は、父又は母の一方でよい。）が志願者の入学後

年以内に帰国し、都内に志願者と同居することが必要で

す。 

・海外における勤務証明書等（入学日

以降も海外における勤務継続予定が

確認できるもの） 
４ 

 
 
◆ 都立高校は、特別の事情について、志願者から応募資格の確認を受けた場合は、上記の表に基づき応募資格の有無を

判断すること。 
◆ 東京都教育委員会において事前の資格確認を受けた志願者に対して、東京都教育委員会が「特別の事情確認証」を発

行する。都立高校においては、出願時に「特別の事情確認証」の提出のあった志願者について、保護者要件に関する応

募資格審査を行わなくてよい。 
 

 

第３ 東京都立高等学校応募資格審査取扱要項

令和８年度東京都立高等学校入学者選抜実施要綱第２－３－２ から までのいずれかに該当している者で、出願

を認められる者の応募資格審査の取扱いはこの要項の定めるところによる。

１ 都内在住者で都外の中学校等に在学している者又は都内在住者で中学校等を既に卒業した者

（都内在住者で外国において学校教育における９年の課程を修了した者を含む。） ･････････････････ ３３４ページ

２ 入学日までに都内の島しょに転居することが確実な者 ････････････････････････････････････････ ３３６ページ

３ 都外在住者で入学日までに都内に転入することが確実な者 ････････････････････････････････････ ３３８ページ

４ 海外在住者で入学日までに都内に転入することが確実な者 ････････････････････････････････････ ３４０ページ

分割後期募集・第二次募集への応募について

分割後期募集・第二次募集の出願に要する応募資格審査関係書類の様式は、第一次募集・分割前期募集

と同様である。

分割後期募集・第二次募集においては、募集校の発表日と出願日が近接しているので、入学願書を除く

応募資格審査関係書類は、事前に複数枚用意すること（写しでもよい。ただし、調査書は、公印のある厳

封されたものが必要）。
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＜特別の事情として認められる事情及び必要書類＞

 

区分 父母の一方が都内に志願者と同居できない特別の事情 
父母のどちらか一方が都内に志願者と

同居できない理由を証明する書類 

応募資格

審査取扱

要項の該

当項目 

Ａ 

父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由

が、介護、病気療養（又は出産）のためであり、志願者にと

って、都内に転入（在住）する一方の保護者と同居した方が

身上監護を受けられる場合

※ 介護については、志願者の２親等内の親族が、要介護２、３、

４、５である場合を対象とします。要介護１、要支援１、２で

ある場合、対象とはなりません。 
※ 病気療養については、志願者の保護者又は志願者の兄弟姉妹

が病気療養中である場合を対象とします。 

〔介護の場合〕 
・介護保険被保険者証 
〔病気療養の場合〕 
・医師の診断書（都内に転入できない 
理由が記載されているもの） 

〔出産の場合〕 
・母子健康手帳 
 
※ 郵送で提出する場合、上記二重下

線の書類については写しを提出して

ください。ただし、合格後、入学日

までに原本を提示して確認を受けて

ください。 

１、３、４ 

Ｂ 

父母のどちらか一方が都内に転入する理由が、介護のた

めであり、志願者にとって、都内に転入する一方の保護者と

同居した方が身上監護を受けられる場合

※ 介護については、志願者の２親等内の親族が、要介護２、３、

４、５である場合を対象とします。要介護１、要支援１、２で

ある場合、対象とはなりません。  

・介護保険被保険者証 
〔都内に転入できない父又は母〕 
・他道府県における勤務証明書等 
 
※ 郵送で提出する場合、上記二重下

線の書類については写しを提出して

ください。ただし、合格後、入学日

までに原本を提示して確認を受けて

ください。 

３ 

Ｃ 

父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由

が、父と母が離婚調停中のためであり、志願者にとって、都

内に転入（在住）する一方の保護者と同居した方が身上監護

を受けられる場合

・事件係属証明書等 １、３、４ 

Ｄ 

日本国籍を有する志願者の父母のどちらか一方が都内に

志願者と同居できない理由が、海外勤務の継続のためであ

り、志願者にとって、海外から都内に転入又は都内に在住す

る一方の保護者と同居した方が身上監護を受けられる場合

※ 父母の両方が帰国できない場合は、保護者に代わる都

内在住の身元引受人がいること、保護者（保護者が父母で

ある場合は、父又は母の一方でよい。）が志願者の入学後

年以内に帰国し、都内に志願者と同居することが必要で

す。 

・海外における勤務証明書等（入学日

以降も海外における勤務継続予定が

確認できるもの） 
４ 

 
 
◆ 都立高校は、特別の事情について、志願者から応募資格の確認を受けた場合は、上記の表に基づき応募資格の有無を

判断すること。 
◆ 東京都教育委員会において事前の資格確認を受けた志願者に対して、東京都教育委員会が「特別の事情確認証」を発

行する。都立高校においては、出願時に「特別の事情確認証」の提出のあった志願者について、保護者要件に関する応

募資格審査を行わなくてよい。 
 

 

第３ 東京都立高等学校応募資格審査取扱要項

令和８年度東京都立高等学校入学者選抜実施要綱第２－３－２ から までのいずれかに該当している者で、出願

を認められる者の応募資格審査の取扱いはこの要項の定めるところによる。

１ 都内在住者で都外の中学校等に在学している者又は都内在住者で中学校等を既に卒業した者

（都内在住者で外国において学校教育における９年の課程を修了した者を含む。） ･････････････････ ３３４ページ

２ 入学日までに都内の島しょに転居することが確実な者 ････････････････････････････････････････ ３３６ページ

３ 都外在住者で入学日までに都内に転入することが確実な者 ････････････････････････････････････ ３３８ページ

４ 海外在住者で入学日までに都内に転入することが確実な者 ････････････････････････････････････ ３４０ページ

分割後期募集・第二次募集への応募について

分割後期募集・第二次募集の出願に要する応募資格審査関係書類の様式は、第一次募集・分割前期募集

と同様である。

分割後期募集・第二次募集においては、募集校の発表日と出願日が近接しているので、入学願書を除く

応募資格審査関係書類は、事前に複数枚用意すること（写しでもよい。ただし、調査書は、公印のある厳

封されたものが必要）。

－333－



ケ 具申書（所定の様式）

※ 中学校の校長が上記一の アからエまでのいずれかに該当すると認めた者のみ提出する。

コ 学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）において、やむを得ない事情により郵送により出願する

場合は、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返信時の宛先として、志願者の住所・氏名等を明記の上、簡

易書留郵便による郵送料相当分の切手を貼り付けたもの）を同封すること。

三 その他

応募資格の審査は志願校の校長が行い、出願を承認し、入学願書を受理したときは受検票を交付する。

応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り消すものとする。

上記二の カについて、外国において学校教育における９年の課程を修了した者は、成績証明書又はこれに代

わるもの（外国において学校教育における９年の課程が修了したことが分かる卒業証明書等）を提出する。

また、卒業者は、成績一覧表を提出する必要はない。令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４

月１日以前に出生した者）は、調査書の代わりに卒業証明書を提出する。

１１ 都都内内在在住住者者でで都都外外のの中中学学校校等等にに在在学学ししてていいるる者者又又はは都都内内在在住住者者でで中中学学校校等等をを既既にに卒卒業業

ししたた者者（（都都内内在在住住者者でで外外国国ににおおいいてて学学校校教教育育ににおおけけるる９９年年のの課課程程をを修修了了ししたた者者をを含含むむ。。））
  

一 応募資格 
高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次の に

該当し、かつ、 に該当する者

学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別支援学校の中学部

又は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を令和８年３月に卒業する見込みの者又は既に卒業した

者（外国において学校教育における９年の課程を修了した者を含む。）

保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又は母のどちら

か一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下「保護者」という。）とともに都内に住所を有

し、入学後も保護者と同居し、引き続き都内から通学することが確実な者。ただし、保護者が父母である場合、父

母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、父又は母のどちらか一方と同居すれ

ばよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

また、都内に住所を有し、都外の中学校に在学している者のうち、次のアからエまでのいずれかに該当すると中

学校の校長が認める者については、具申書（東京都立高等学校入学者選抜実施要綱において定めた様式）を提出す

ればよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

ア 父母のどちらか一方又は父と母が行方不明で、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者

イ 父母のどちらか一方又は父と母が療養・転勤のため、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者

ウ 父と母が離婚したため又は離婚するため別居している場合で、父母のどちらか一方又はおじ等と同居してい

る者

エ その他、志願者と保護者がやむを得ず別居中であると認められる者

※ 海外帰国生徒対象の選抜又は在京外国人生徒等対象の選抜に出願する場合は、上記に加え海外帰国生徒等入

学者選抜実施要綱に記載された応募資格にも該当する必要がある。

二 出願方法 
提出期間

入学願書提出期間とする。

提出先

志願する都立高校の校長

出願に要する書類等

ア 東京都立高等学校出願承認申請書（様式応１）

イ 前記一の ただし書に該当する場合は、特別の事情を示す書類

ｱ 理由書（様式応７）

志願者が父母のどちらか一方と都内に同居した方が身上監護を受けられる理由を明記すること。

ｲ 父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類

※ 特別の事情として認められる事情及び必要書類（３３３ページ）を参照し、該当の書類を提出する。

ウ 入学願書（所定の用紙）

（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）においては、出願サイト上への入力による。）

エ 志願者及び保護者を記載した住民票記載事項証明書（様式応３）

（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの）

オ 入学考査料

全日制高等学校 ２，２００円

（出願サイト上での決済（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）に出願する場合のみ）又は所

定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所に納めること。ただし、一旦納付したものは還付しない。）

カ 調査書（所定の用紙）及び成績一覧表（在学している中学校の校長が作成したもの）

※ 成績一覧表は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が出願を予定している都立高校の校長に提出する。

キ 自己ＰＲカード（所定の用紙）（面接実施校の志願者のみ）

ク 中学校英語スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用）

（中学校英語スピーキングテスト（ ）（以下「スピーキングテスト」という。）を受験した者

のみ、提出する。やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験できない又は受験できなかったことにつ

いて東京都教育委員会の承認を受けた志願者は、個人レポートに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるス

ピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書を提出する。）
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ケ 具申書（所定の様式）

※ 中学校の校長が上記一の アからエまでのいずれかに該当すると認めた者のみ提出する。

コ 学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）において、やむを得ない事情により郵送により出願する

場合は、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返信時の宛先として、志願者の住所・氏名等を明記の上、簡

易書留郵便による郵送料相当分の切手を貼り付けたもの）を同封すること。

三 その他

応募資格の審査は志願校の校長が行い、出願を承認し、入学願書を受理したときは受検票を交付する。

応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り消すものとする。

上記二の カについて、外国において学校教育における９年の課程を修了した者は、成績証明書又はこれに代

わるもの（外国において学校教育における９年の課程が修了したことが分かる卒業証明書等）を提出する。

また、卒業者は、成績一覧表を提出する必要はない。令和８年３月３１日現在満２０歳以上の者（平成１８年４

月１日以前に出生した者）は、調査書の代わりに卒業証明書を提出する。

１１ 都都内内在在住住者者でで都都外外のの中中学学校校等等にに在在学学ししてていいるる者者又又はは都都内内在在住住者者でで中中学学校校等等をを既既にに卒卒業業

ししたた者者（（都都内内在在住住者者でで外外国国ににおおいいてて学学校校教教育育ににおおけけるる９９年年のの課課程程をを修修了了ししたた者者をを含含むむ。。））
  

一 応募資格 
高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次の に

該当し、かつ、 に該当する者

学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別支援学校の中学部

又は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を令和８年３月に卒業する見込みの者又は既に卒業した

者（外国において学校教育における９年の課程を修了した者を含む。）

保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又は母のどちら

か一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下「保護者」という。）とともに都内に住所を有

し、入学後も保護者と同居し、引き続き都内から通学することが確実な者。ただし、保護者が父母である場合、父

母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、父又は母のどちらか一方と同居すれ

ばよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

また、都内に住所を有し、都外の中学校に在学している者のうち、次のアからエまでのいずれかに該当すると中

学校の校長が認める者については、具申書（東京都立高等学校入学者選抜実施要綱において定めた様式）を提出す

ればよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

ア 父母のどちらか一方又は父と母が行方不明で、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者

イ 父母のどちらか一方又は父と母が療養・転勤のため、父母のどちらか一方又はおじ等と同居している者

ウ 父と母が離婚したため又は離婚するため別居している場合で、父母のどちらか一方又はおじ等と同居してい

る者

エ その他、志願者と保護者がやむを得ず別居中であると認められる者

※ 海外帰国生徒対象の選抜又は在京外国人生徒等対象の選抜に出願する場合は、上記に加え海外帰国生徒等入

学者選抜実施要綱に記載された応募資格にも該当する必要がある。

二 出願方法 
提出期間

入学願書提出期間とする。

提出先

志願する都立高校の校長

出願に要する書類等

ア 東京都立高等学校出願承認申請書（様式応１）

イ 前記一の ただし書に該当する場合は、特別の事情を示す書類

ｱ 理由書（様式応７）

志願者が父母のどちらか一方と都内に同居した方が身上監護を受けられる理由を明記すること。

ｲ 父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類

※ 特別の事情として認められる事情及び必要書類（３３３ページ）を参照し、該当の書類を提出する。

ウ 入学願書（所定の用紙）

（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）においては、出願サイト上への入力による。）

エ 志願者及び保護者を記載した住民票記載事項証明書（様式応３）

（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの）

オ 入学考査料

全日制高等学校 ２，２００円

（出願サイト上での決済（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）に出願する場合のみ）又は所

定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所に納めること。ただし、一旦納付したものは還付しない。）

カ 調査書（所定の用紙）及び成績一覧表（在学している中学校の校長が作成したもの）

※ 成績一覧表は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が出願を予定している都立高校の校長に提出する。

キ 自己ＰＲカード（所定の用紙）（面接実施校の志願者のみ）

ク 中学校英語スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用）

（中学校英語スピーキングテスト（ ）（以下「スピーキングテスト」という。）を受験した者

のみ、提出する。やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験できない又は受験できなかったことにつ

いて東京都教育委員会の承認を受けた志願者は、個人レポートに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるス

ピーキングテストの結果活用に関する措置申請承認書を提出する。）
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２２ 入入学学日日ままででにに都都内内のの島島ししょょにに転転居居すするるここととがが確確実実なな者者

 
一 応募資格 

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次の ア

からウまでのいずれかに該当し、かつ、 に該当する者

ア 都外に所在する学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別

支援学校の中学部又は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を令和８年３月に卒業する見込み

の者

イ 中学校を卒業した者

ウ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条の各号のいずれかに該当する者

※ 都内の中学校を令和８年３月に卒業する見込みの者又は島しょの町村が別途独自に実施する島外生徒受入

選考の合格者は、本項によらず、島しょへの転居及び身元引受人に関する申立書（様式 ）等の提出によ

り、応募資格審査に代える。

保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又は母のどちら

か一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下「保護者」という。）の１人以上とともに、令

和８年４月の入学日までに都内の島しょ（以下「島しょ」という。）に転居し、入学後も保護者と同居し、引き続

き当該島しょから通学することが確実な者

なお、都立高校へ入学手続をするため、一時的に当該島しょに住所を有し、入学後再び当該島しょ以外に、志願

者、保護者又は志願者と保護者が転居する場合は、応募することはできない。

二 出願方法

提出期間

入学願書提出期間とする。

提出先

志願する都立高校の校長

出願に要する書類等

ア 東京都立高等学校出願承認申請書（様式応１）

イ 不受検証明書（様式応２）（都外在住者のみ）

※ 道府県教育委員会教育長及び中学校の校長による当該道府県の公立高等学校等を志願しないことを証明する書類

ウ 転居に関する申立書（様式応４）

エ 転居を証明する書類

ｱ 新たに島しょに住居を持つ場合

契約書の写し（売買、賃貸）、転居証明書（社宅等）、当選通知書の写し（公共住宅）、確認済証（建築物）の写し

なお、写しの場合は原本を持参し、確認後返却を受けること。ただし、郵送により書類を提出する場合は、

合格後に原本による確認を受けること。

ｲ 既に島しょに在住している親族等と同居する場合

親族等の住民票記載事項証明書（様式応３（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの））及

び同居同意書（様式任意）

オ 入学願書（所定の用紙）

（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）においては、出願サイト上への入力による。）

カ 入学考査料

全日制高等学校 ２，２００円

（出願サイト上での決済（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）に出願する場合のみ）又は所

定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所に納めること。ただし、一旦納付したものは還付しない。）

キ 調査書（所定の用紙）及び成績一覧表（在学している中学校の校長が作成したもの）

※ 成績一覧表は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が出願を予定している都立高校の校長に提出する。

ク 自己ＰＲカード（所定の用紙）（面接実施校の志願者のみ）

ケ 中学校英語スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用） 
（中学校英語スピーキングテスト（ ）（以下「スピーキングテスト」という。）を受験した者の

み、提出する。やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験できない又は受験できなかったことについて

東京都教育委員会の承認を受けた志願者は、個人レポートに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキ

ングテストの結果活用に関する措置申請承認書を提出する。）

コ 学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）において、やむを得ない事情により郵送により出願する

場合は、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返信時の宛先として、志願者の住所・氏名等を明記の上、簡

易書留郵便による郵送料相当分の切手を貼り付けたもの）を同封すること。

三 その他

応募資格の審査は志願校の校長が行い、出願を承認し、入学願書を受理したときは受検票を交付する。

応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り消すものとする。

入学日までに、入学を予定している都立高校の校長に住民票記載事項証明書（様式応３（申請した島しょの住所

に本人及び保護者が転居したことを確認できるもの））を提出する。
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２２ 入入学学日日ままででにに都都内内のの島島ししょょにに転転居居すするるここととがが確確実実なな者者

 
一 応募資格 

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次の ア

からウまでのいずれかに該当し、かつ、 に該当する者

ア 都外に所在する学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別

支援学校の中学部又は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を令和８年３月に卒業する見込み

の者

イ 中学校を卒業した者

ウ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条の各号のいずれかに該当する者

※ 都内の中学校を令和８年３月に卒業する見込みの者又は島しょの町村が別途独自に実施する島外生徒受入

選考の合格者は、本項によらず、島しょへの転居及び身元引受人に関する申立書（様式 ）等の提出によ

り、応募資格審査に代える。

保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又は母のどちら

か一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下「保護者」という。）の１人以上とともに、令

和８年４月の入学日までに都内の島しょ（以下「島しょ」という。）に転居し、入学後も保護者と同居し、引き続

き当該島しょから通学することが確実な者

なお、都立高校へ入学手続をするため、一時的に当該島しょに住所を有し、入学後再び当該島しょ以外に、志願

者、保護者又は志願者と保護者が転居する場合は、応募することはできない。

二 出願方法

提出期間

入学願書提出期間とする。

提出先

志願する都立高校の校長

出願に要する書類等

ア 東京都立高等学校出願承認申請書（様式応１）

イ 不受検証明書（様式応２）（都外在住者のみ）

※ 道府県教育委員会教育長及び中学校の校長による当該道府県の公立高等学校等を志願しないことを証明する書類

ウ 転居に関する申立書（様式応４）

エ 転居を証明する書類

ｱ 新たに島しょに住居を持つ場合

契約書の写し（売買、賃貸）、転居証明書（社宅等）、当選通知書の写し（公共住宅）、確認済証（建築物）の写し

なお、写しの場合は原本を持参し、確認後返却を受けること。ただし、郵送により書類を提出する場合は、

合格後に原本による確認を受けること。

ｲ 既に島しょに在住している親族等と同居する場合

親族等の住民票記載事項証明書（様式応３（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの））及

び同居同意書（様式任意）

オ 入学願書（所定の用紙）

（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）においては、出願サイト上への入力による。）

カ 入学考査料

全日制高等学校 ２，２００円

（出願サイト上での決済（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）に出願する場合のみ）又は所

定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所に納めること。ただし、一旦納付したものは還付しない。）

キ 調査書（所定の用紙）及び成績一覧表（在学している中学校の校長が作成したもの）

※ 成績一覧表は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が出願を予定している都立高校の校長に提出する。

ク 自己ＰＲカード（所定の用紙）（面接実施校の志願者のみ）

ケ 中学校英語スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用） 
（中学校英語スピーキングテスト（ ）（以下「スピーキングテスト」という。）を受験した者の

み、提出する。やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験できない又は受験できなかったことについて

東京都教育委員会の承認を受けた志願者は、個人レポートに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキ

ングテストの結果活用に関する措置申請承認書を提出する。）

コ 学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）において、やむを得ない事情により郵送により出願する

場合は、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返信時の宛先として、志願者の住所・氏名等を明記の上、簡

易書留郵便による郵送料相当分の切手を貼り付けたもの）を同封すること。

三 その他

応募資格の審査は志願校の校長が行い、出願を承認し、入学願書を受理したときは受検票を交付する。

応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り消すものとする。

入学日までに、入学を予定している都立高校の校長に住民票記載事項証明書（様式応３（申請した島しょの住所

に本人及び保護者が転居したことを確認できるもの））を提出する。
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コ 中学校英語スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用）

（中学校英語スピーキングテスト（ ）（以下「スピーキングテスト」という。）を受験した者の

み、提出する。やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験できない又は受験できなかったことについて

東京都教育委員会の承認を受けた志願者は、個人レポートに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキ

ングテストの結果活用に関する措置申請承認書を提出する。）

サ 学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）において、やむを得ない事情により郵送により出願する

場合は、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返信時の宛先として、志願者の住所・氏名等を明記の上、簡

易書留郵便による郵送料相当分の切手を貼り付けたもの）を同封すること。

三 その他

応募資格の審査は志願校の校長が行い、出願を承認し、入学願書を受理したときは受検票を交付する。

応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り消すものとする。

入学日までに、入学を予定している都立高校の校長に住民票記載事項証明書（様式応３（申請した都内の住所に

本人及び保護者が転居したことを確認できるもの））を提出する。

３３ 都都外外在在住住者者でで入入学学日日ままででにに都都内内にに転転入入すするるここととがが確確実実なな者者

 
一 応募資格

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次の ア

からウまでのいずれかに該当し、かつ、 に該当する者

ア 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別支援学校の中学

部又は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を令和８年３月に卒業する見込みの者

イ 中学校を卒業した者

ウ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条の各号のいずれかに該当する者

保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又は母のどちら

か一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下「保護者」という。）とともに、令和８年４月

の入学日までに都内に転入し、入学後も保護者と同居し、引き続き都内から通学することが確実な者。ただし、保

護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、父又は母

のどちらか一方と同居すればよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

なお、都立高校へ入学手続をするため、一時的に都内に住所を有し、入学後再び都外に、志願者、保護者又は志

願者と保護者が転居する場合は、応募することはできない。

※ 海外帰国生徒対象の選抜又は在京外国人生徒等対象の選抜に出願する場合は、上記に加え海外帰国生徒等入

学者選抜実施要綱に記載された応募資格にも該当する必要がある。

二 出願方法

提出期間

入学願書提出期間とする。

提出先

志願する都立高校の校長

出願に要する書類等

ア 東京都立高等学校出願承認申請書（様式応１）

イ 不受検証明書（様式応２）

※ 道府県教育委員会教育長及び中学校の校長による当該道府県の公立高等学校等を志願しないことを証明する書類

ウ 転居に関する申立書（様式応４）

エ 転居を証明する書類

ｱ 新たに都内に住居を持つ場合

契約書の写し（売買、賃貸）、転居証明書（社宅等）、当選通知書の写し（公共住宅）、確認済証（建築物）の写し

なお、写しの場合は原本を持参し、確認後返却を受けること。ただし、郵送により書類を提出する場合は、

合格後に原本による確認を受けること。

ｲ 既に都内に在住している親族等と同居する場合

親族等の住民票記載事項証明書（様式応３（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの））及

び同居同意書（様式任意）

オ 前記一の ただし書に該当する場合は、特別の事情を示す書類

ｱ 理由書（様式応７）

志願者が父母のどちらか一方と都内に同居した方が身上監護を受けられる理由を明記する。

ｲ 父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類

※ 特別の事情として認められる事情及び必要書類（３３３ページ）を参照し、該当の書類を提出する。

カ 入学願書（所定の用紙）

（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）においては、出願サイト上への入力による。）

キ 入学考査料

全日制高等学校 ２，２００円

（出願サイト上での決済（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）に出願する場合のみ）又は所

定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所に納めること。ただし、一旦納付したものは還付しない。）

ク 調査書（所定の用紙）及び成績一覧表（在学している中学校の校長が作成したもの）

※ 成績一覧表は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が出願を予定している都立高校の校長に提出する。

ケ 自己ＰＲカード（所定の用紙）（面接実施校の志願者のみ）
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コ 中学校英語スピーキングテスト個人レポート（都立高校提出用）

（中学校英語スピーキングテスト（ ）（以下「スピーキングテスト」という。）を受験した者の

み、提出する。やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験できない又は受験できなかったことについて

東京都教育委員会の承認を受けた志願者は、個人レポートに代えて、都立高等学校入学者選抜におけるスピーキ

ングテストの結果活用に関する措置申請承認書を提出する。）

サ 学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）において、やむを得ない事情により郵送により出願する

場合は、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返信時の宛先として、志願者の住所・氏名等を明記の上、簡

易書留郵便による郵送料相当分の切手を貼り付けたもの）を同封すること。

三 その他

応募資格の審査は志願校の校長が行い、出願を承認し、入学願書を受理したときは受検票を交付する。

応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り消すものとする。

入学日までに、入学を予定している都立高校の校長に住民票記載事項証明書（様式応３（申請した都内の住所に

本人及び保護者が転居したことを確認できるもの））を提出する。

３３ 都都外外在在住住者者でで入入学学日日ままででにに都都内内にに転転入入すするるここととがが確確実実なな者者

 
一 応募資格

高等学校、特別支援学校の高等部、中等教育学校の後期課程又は高等専門学校に在籍していない者で、次の ア

からウまでのいずれかに該当し、かつ、 に該当する者

ア 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する中学校、義務教育学校の後期課程、特別支援学校の中学

部又は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を令和８年３月に卒業する見込みの者

イ 中学校を卒業した者

ウ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条の各号のいずれかに該当する者

保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又は母のどちら

か一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下「保護者」という。）とともに、令和８年４月

の入学日までに都内に転入し、入学後も保護者と同居し、引き続き都内から通学することが確実な者。ただし、保

護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、父又は母

のどちらか一方と同居すればよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。

なお、都立高校へ入学手続をするため、一時的に都内に住所を有し、入学後再び都外に、志願者、保護者又は志

願者と保護者が転居する場合は、応募することはできない。

※ 海外帰国生徒対象の選抜又は在京外国人生徒等対象の選抜に出願する場合は、上記に加え海外帰国生徒等入

学者選抜実施要綱に記載された応募資格にも該当する必要がある。

二 出願方法

提出期間

入学願書提出期間とする。

提出先

志願する都立高校の校長

出願に要する書類等

ア 東京都立高等学校出願承認申請書（様式応１）

イ 不受検証明書（様式応２）

※ 道府県教育委員会教育長及び中学校の校長による当該道府県の公立高等学校等を志願しないことを証明する書類

ウ 転居に関する申立書（様式応４）

エ 転居を証明する書類

ｱ 新たに都内に住居を持つ場合

契約書の写し（売買、賃貸）、転居証明書（社宅等）、当選通知書の写し（公共住宅）、確認済証（建築物）の写し

なお、写しの場合は原本を持参し、確認後返却を受けること。ただし、郵送により書類を提出する場合は、

合格後に原本による確認を受けること。

ｲ 既に都内に在住している親族等と同居する場合

親族等の住民票記載事項証明書（様式応３（令和７年１１月２０日以降に区市町村長が発行したもの））及

び同居同意書（様式任意）

オ 前記一の ただし書に該当する場合は、特別の事情を示す書類

ｱ 理由書（様式応７）

志願者が父母のどちらか一方と都内に同居した方が身上監護を受けられる理由を明記する。

ｲ 父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない理由を証明する書類

※ 特別の事情として認められる事情及び必要書類（３３３ページ）を参照し、該当の書類を提出する。

カ 入学願書（所定の用紙）

（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）においては、出願サイト上への入力による。）

キ 入学考査料

全日制高等学校 ２，２００円

（出願サイト上での決済（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）に出願する場合のみ）又は所

定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所に納めること。ただし、一旦納付したものは還付しない。）

ク 調査書（所定の用紙）及び成績一覧表（在学している中学校の校長が作成したもの）

※ 成績一覧表は、在学している中学校の校長が親展扱いで、生徒が出願を予定している都立高校の校長に提出する。

ケ 自己ＰＲカード（所定の用紙）（面接実施校の志願者のみ）
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４４ 海海外外在在住住者者でで入入学学日日ままででにに都都内内にに転転入入すするるここととがが確確実実なな者者
一 応募資格 

海外在住者で、次の アからウまでのいずれかに該当し、かつ、 に該当する者

ア 外国の学校（現地校）において、学校教育における９年の課程を修了した者又は令和８年３月３１日までに

修了する見込みの者

イ 文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設（日本人学校）の当該

課程を修了した者又は令和８年３月に修了する見込みの者

ウ 日本の中学校を卒業した者

保護者（本人に対し親権を行う者であって、原則として父母、父母のどちらかがいない場合は父又は母のどちら

か一方、親権を行う者が死別等でいない場合は後見人をいう。以下「保護者」という。）とともに、令和８年４月

の入学日までに都内に住所を有し、入学後も保護者と同居し、引き続き都内から通学することが確実な者。ただし、

保護者については、以下の場合も含む。 
ア 保護者が父母である場合、父母のどちらか一方が特別の事情により都内に志願者と同居できないときは、父

又は母のどちらか一方と同居すればよい（応募資格の審査を受け、承認を得た場合に限る。）。 
イ 日本国籍を有する志願者で、特別の事情により保護者が帰国できず、志願者のみが帰国する場合は、保護者に

代わる都内在住の身元引受人がいて、かつ、保護者（保護者が父母である場合は、父又は母のどちらか一方でよ

い。）が志願者の入学後１年以内に帰国し、都内に志願者と同居することが確実であること。

なお、都立高校へ入学手続をするため、一時的に都内に住所を有し、入学後再び都外に、志願者、保護者又は志

願者と保護者が転居する場合は、応募することはできない。

※ 海外帰国生徒対象の選抜又は在京外国人生徒等対象の選抜に出願する場合は、上記に加え海外帰国生徒等入

学者選抜実施要綱に記載された応募資格にも該当する必要がある。

 
二 出願方法 

提出期間 入学願書提出期間とする。

提出先 志願する都立高校の校長

出願に要する書類等

ア 帰国等に関する申立書（様式応５）

イ 前記一の アに該当する場合は、理由書（様式応７）及び父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できな

い理由を証明する書類 
ウ 前記一の イに該当する場合は、身元引受人承諾書（様式応６）及び保護者が帰国できない理由を証明する

書類（海外における勤務証明書等） 
エ 入学願書（所定の用紙） 

（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）においては、出願サイト上への入力による。） 
オ 入学考査料 

全日制高等学校 ２，２００円 
（出願サイト上での決済（学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）に出願する場合のみ）又は所

定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所に納めること。ただし、一旦納付したものは還付しない。） 
カ 日本人学校の場合は、調査書（所定の用紙）及び成績一覧表（在学している学校の校長が作成したもの）。現

地校の場合は、最終学校の成績証明書（学校教育における９年の課程が修了したことが分かる卒業証明書等）又

はこれに代わるもの。日本の中学校を卒業した者の場合は、調査書（所定の用紙） 
※ 成績一覧表は、在学している学校の校長が親展扱いで、生徒が出願を予定している都立高校の校長に提出する。 

キ 自己ＰＲカード（所定の用紙）（面接実施校の志願者のみ） 
ク 学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）において、やむを得ない事情により郵送により出願する

場合は、受検票返送用の定形（長形３号）の封筒（返信時の宛先として、志願者の住所・氏名等を明記の上、簡

易書留郵便による郵送料相当分の切手を貼り付けたもの）を同封すること。

なお、受検票返送先は国内の住所とし、これにより難い場合は志願校に問い合わせること。  
三 その他 

応募資格の審査は志願校の校長が行い、出願を承認し、入学願書を受理したときは受検票を交付する。

応募資格に違反し、又は事実に反する記載により出願を承認された者は、出願の承認を取り消すものとする。

入学日までに、入学を予定している都立高校の校長に、住民票記載事項証明書（様式応３（帰国（入国）後の住

所として申請した都内の住所に本人及び保護者が転居したことを確認できるもの））を提出する。

なお、前記一の イに該当する場合は、入学日に、本人及び身元引受人の住民票記載事項証明書を提出すると

ともに、１年以内に保護者が帰国した時点で、保護者の住民票記載事項証明書を提出する。 
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